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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらの

アドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてく

ださい。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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レイアウトの都合上、このページは白紙です。 
 



 

このマニュアルの使い方 
 

1. 目的と対象者 
このマニュアルは、本マイコンのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくためのマニ

ュアルです。本マイコンを用いた応用システムを設計するユーザを対象にしています。このマニュアルを使

用するには、電気回路、論理回路、マイクロコンピュータに関する基本的な知識が必要です。 

このマニュアルは、大きく分類すると、製品の概要、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性、

使用上の注意で構成されています。 
 

本マイコンは、注意事項を十分確認の上、使用してください。注意事項は、各章の本文中、各章の最後、

注意事項の章に記載しています。 
 
 

改訂記録は旧版の記載内容に対して訂正または追加した主な箇所をまとめたものです。改訂内容すべてを

記録したものではありません。詳細は、このマニュアルの本文でご確認ください。 
 

SH7455 グループおよび SH7456 グループでは次のドキュメントを用意しています。ドキュメントは最新版

を使用してください。最新版はルネサス エレクトロニクスのホームページに掲載されています。 
 

ドキュメントの種類 記載内容 資料名 資料番号 

データシート ハードウェアの概要と電気的特性 － － 

ユーザーズマニュアル 

ハードウェア編 

ハードウェアの仕様（ピン配置、メ

モリマップ、周辺機能の仕様、電気

的特性、タイミング）と動作説明 

SH7455 グループ、 

SH7456 グループ 

ユーザーズマニュアル 

ハードウェア編 

本ユーザーズマニュアル 

ユーザーズマニュアル 

ソフトウェア編 

CPU・命令セットの説明 SH-4A 拡張機能ソフトウェア 

マニュアル 

RJJ09B0235 

アプリケーションノート 応用例参考プログラムなど 

Renesas Technical Update 製品の仕様、ドキュメント等に関す

る速報 

－ 

 



 

 

2.  数や記号の表記 
このマニュアルで使用するレジスタ名やビット名、数字や記号の表記の凡例を以下に説明します。 

CS# Vcc
ICR0

1

2 B'nnnn 2 B' 16 H'nnnn 10 nnnn
2 B'11 11

16 H'EFA0
           10 1234

2

"L" #
CS0#

3 "L"

 

 



 

 

3. レジスタの構成 
各章のレジスタの説明の前に、該当するモジュールで使用するレジスタの構成表があります。レジスタ構

成表で使用する記号や用語を以下に説明します。 

8 "8" 16 "16" 32 "32"
"/"

"/"

32 32 16
"16/32"

8 8 8  
16

"8/16"

5
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4. レジスタの表記 
各レジスタの説明には、ビットの並びを示すビット図とビットに設定する内容を説明するビット表があり

ます。使用する記号や用語を以下に説明します。 
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3 4
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15 14 13 12 11 10 9
UNF UNIE TPSC

7 6 5 4 3 2 1

0 0

1 2

8

0

 



 

 

5. 略語および略称の説明 
以下に本書内で使用されている略語または略称を示します。 

 

略称 英語名 日本語名 

FPU Floating-Point Unit 浮動小数点ユニット 

MMU Memory Management Unit メモリマネジメントユニット 

SHwyRAM Super Hyway RAM スーパハイウェイ RAM 

CPG Clock Pulse Generator クロック発振器 

INTC Interrupt Controller 割り込みコントローラ 

WDT Watchdog Timer ウォッチドッグタイマ 

BSC Bus State Controller バスステートコントローラ 

DMAC Direct Memory Access Controller ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

ATU-IIIS Advanced Timer Unit IIIS アドバンストタイマユニット-IIIS 

TMU Timer Unit タイマユニット 

SCIF Serial Communication Interface  FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 

RSPI Renesas Serial Peripheral Interface ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 

IIC3 I2C Bus Interface 3 I2C バスインタフェース 3 

CAN Controller Area Network コントローラエリアネットワーク 

ADC A/D Converter A/D 変換器 

DRI Direct RAM Input Interface ダイレクト RAM インプットインタフェース 

DRO Direct RAM Output Interface ダイレクト RAM アウトプットインタフェース 

PDAC Parallel DAC Controller パラレル DAC 制御 

PSEL Parallel Selector パラレルセレクタ 

UBC User Break Controller ユーザブレークコントローラ 

AUDR AUD RAM Monitor AUD RAM モニタ 

H-UDI User Debugging Interface ユーザデバッグインタフェース 

 
 
 



 

 

6. 商標および登録商標 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
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1. 概要 

1.1 特長 
SH7455 グループおよび SH7456 グループは、ルネサスオリジナルの RISC（Reduced Instruction Set Computer）

方式の CPU をコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積したシングルチップ RISC マイコンです。 

SH7455 グループおよび SH7456 グループの CPU は、RISC 方式の命令セットを持っており、スーパスカラ

アーキテクチャを採用しているため、命令実行速度が飛躍的に向上しています。CPU コアとして SH-4A を採

用し、従来のマイコンでは実現が不可能だった、高速性が要求されるリアルタイム制御などのアプリケーショ

ンでも、より低コストでかつ高性能/高機能なシステムを組むことができます。 

SH7455 グループおよび SH7456 グループは、キャッシュメモリとして命令キャッシュとオペランドキャッ

シュをそれぞれ 32K バイト内蔵しています。オペランドキャッシュは、コピーバックとライトスルーモード

が選択できます。さらに、4G バイトの仮想アドレス空間のアクセスを可能にするメモリマネジメントユニッ

ト（MMU）を内蔵しています。命令に関しては、4 エントリ・フルアソシアティブ TLB、命令/オペランド共

用の 64 エントリ・フルアソシアティブ TLB を持っています。 

また、内蔵 SRAM として 8K バイトの IL メモリ、16K バイトの OL メモリ、256K バイトのスーパハイウェ

イ RAM（SHwyRAM）を内蔵しています。IL メモリと OL メモリは高速アクセスが可能であり、高性能が要

求されるシステムのスタック領域として使用できます。 

SH7455 グループおよび SH7456 グループは、パラレルデータをダイレクトに内蔵 SHwyRAM に転送するダ

イレクト RAM インタフェース機能（DRI）を内蔵しており、画像センサなどからの入力データを内蔵

SHwyRAM に高速に転送できます。 

SH7455 グループおよび SH7456 グループは、システム構成に必要な周辺機能として、浮動小数点ユニット

（FPU）、大容量の ROM と RAM、ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）、各種タイマ、ルネ

サスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）、ユーザブレークコントローラ（UBC）、RAM モニタ

機能、FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）、コントローラエリアネットワーク

（CAN）、A/D 変換器（ADC）、DAC インタフェース機能、割り込みコントローラ（INTC）、I/O ポートな

どを内蔵しています。 

ROM（F-ZTATTM版フラッシュメモリ）は、ROM ライタやソフトウェアでプログラムの書き換えや消去を

行うことができます。したがって、ボードに実装した状態でユーザによる書き換えも可能です。 
 

【注】・ F-ZTATTM
はルネサス エレクトロニクス株式会社の商標です。 

 

1.1.1 用途 
自動車機器制御（運転支援システム等）、産業機器のシステム制御 
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1.1.2 仕様概要 
表 1.1 に SH7455 グループおよび SH7456 グループの仕様概要を示します。 

 

表 1.1 仕様概要 

分類 説   明 

CPU • ルネサス独自の SuperH アーキテクチャ 

• SH-1、SH-2、SH-3、SH-4 とオブジェクトコードレベルで互換性あり 

• 32 ビット内部データバス 

• 汎用レジスタファイル 

16 本の 32 ビット汎用レジスタ（および 8 本の 32 ビットシャドウレジスタ） 

7 本の 32 ビット制御レジスタ 

4 本の 32 ビットシステムレジスタ 

高速割り込み応答のためのレジスタバンク 

• RISC タイプ命令セット（SH シリーズと上位互換性あり） 

命令長：16 ビット固定長（コード効率改善のため） 

ロードストアアーキテクチャ 

遅延分岐命令 

条件付き実行 

C 言語に基づく命令セット 

• FPU を含む 2 命令同時実行スーパスカラ 

• 命令実行時間：最大 2 命令/サイクル 

• アドレス空間：4G バイト 

• 空間識別子（ASID）：8 ビット、256 の仮想アドレス空間 

• 乗算器内蔵 

• 8 段パイプライン 

• ハーバードアーキテクチャ 
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分類 説   明 

FPU • 浮動小数点コプロセッサ（FPU）内蔵 

• 単精度（32 ビット）、倍精度（64 ビット）をサポート 

• IEEE754 準拠のデータフォーマットおよび例外をサポート 

• 丸めモード：近傍および 0 方向への丸め 

• 非正規化数の取り扱い：0 への切り捨て、または IEEE754 に準拠のための割り込み発生 

• 浮動小数点レジスタ：32 ビット×16 本×2 バンク 

（単精度×16 本または倍精度×8 本）×2 バンク 

• 32 ビット CPU-FPU 浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

• FMAC（乗算およびアキュムレート：積和）命令をサポート 

• FDIV（除算）/FSQRT（平方根）命令をサポート 

• FLDI0/FLDI1（ロード定数 0/1）命令をサポート 

• 命令実行時間 

レイテンシ（FADD/FSUB）：3 サイクル（単精度）、5 サイクル（倍精度） 

レイテンシ（FMAC/FMUL）：5 サイクル（単精度）、7 サイクル（倍精度） 

ピッチ（FADD/FSUB）：1 サイクル（単精度）、1 サイクル（倍精度） 

ピッチ（FMAC/FMUL）：1 サイクル（単精度）、3 サイクル（倍精度） 

【注】・FMAC については単精度のみサポートしています。 

• 3D グラフィック命令（単精度のみ） 

4 次元ベクトル変換および行列演算（FTRV）：4 サイクル（ピッチ）、8 サイクル（レイテンシ）

4 次元ベクトルの内積（FIPR）：1 サイクル（ピッチ）、5 サイクル（レイテンシ） 

• 11 段パイプライン 

メモリマネジメント 

ユニット（MMU） 

• 4G バイトのアドレス空間、256 のアドレス空間識別子（ASID：8 ビット） 

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

• 複数のページサイズをサポート：1K、4K、8K、64K、256K、1M、4M、64M バイト 

• 命令に対する 4 エントリのフルアソシアティブ TLB 

• 命令およびオペランドに対する 64 エントリのフルアソシアティブ TLB 

• ソフトウェアにより入れ換え方法およびランダムカウンタ方式入れ替えアルゴリズムをサポー

ト 

• TLB の内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能 

• アクセス権チェック機能 

キャッシュメモリ • 命令キャッシュ（IC） 

32K バイト、4 ウェイセットアソシエイティブ 

256 エントリ/ウェイ、32 バイトブロック長 

低消費電力機能（ウェイ予測機構） 

• オペランドキャッシュ（OC） 

32K バイト、4 ウェイセットアソシエイティブ 

256 エントリ/ウェイ、32 バイトブロック長 

• 1 段コピーバックバッファ、1 段ライトスルーバッファ 

ストアキュー（32 バイト×2 エントリ） 
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分類 説   明 

IL メモリ • 高速アクセス可能な 8K バイト RAM 

• 2 ページ構成 

• 以下の 3 つのポートから読み出し/書き込みのアクセスが可能 

SuperHyway バス 

キャッシュ/RAM 内蔵バス 

命令バス 

• CPU からは、8、16、32、64 ビットオペランドアクセス 

• 外部要求による 8、16、32、64 ビットおよび 16、32 バイトアクセスが可能 

OL メモリ • 高速アクセス可能な 16K バイト RAM 

• 4 ページ構成 

• 以下の 3 つのポートから読み出し/書き込みのアクセスが可能 

SuperHyway バス 

キャッシュ/RAM 内蔵バス 

オペランドバス 

• CPU からは、8、16、32、64 ビットオペランドアクセス 

• 外部要求による 8、16、32、64 ビットおよび 16、32 バイトアクセスが可能 

ROM • 1M バイトフラッシュメモリ 

RAM • 256K バイト SRAM 

動作モード • 動作モード 

シングルチップモード 

• オンボードプログラミングモード 

ユーザモード 

ブートモード 

ユーザブートモード 

• 処理状態 

リセット状態 

命令実行状態 

ユーザブレーク 

コントローラ（UBC） 

• ユーザブレーク割り込みによるデバッグをサポート 

• 2 本のブレークチャネル 

• アドレス、データ値、アクセスのタイプ、データサイズはすべてブレーク条件として設定可能

• シーケンシャルブレーク機能をサポート 

クロック発振器（CPG） • 内部クロック 

CPU クロック（Ick）：Max. 160MHz 

SHwy クロック（SHck）：Max. 80MHz 

周辺クロック（Pck）：Max. 40MHz 

周辺 A クロック（PAck）：Max. 80MHz 

FlexRay クロック（FRck）：Max. 80MHz 

• 入力クロック周波数：Max. 20MHz 

バスステート 

コントローラ（BSC） 

• 本 MCU は BSC をサポートしていません。 
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分類 説   明 

ウォッチドッグタイマ 

（WDT） 

• １チャネル 

• ウォッチドッグタイマモード時、カウンタオーバフローにより内部でリセットが発生し、

WDTOVF#信号を出力 

• インターバルタイマモード時、カウンタオーバフローによりインターバルタイマ割り込みを発生

割り込みコントローラ

（INTC） 

• 割り込み優先順位 

IRQ 割り込み（IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7）：15 レベル 

内蔵周辺モジュール割り込み：30 レベル 

ダイレクトメモリアクセ

スコントローラ（DMAC） 

• 6 チャネル（DMA0～DMA5）＋6 チャネル（DMA6～DMA11） 

• 転送データサイズ：1 バイト、2 バイト（ワード）、4 バイト（ロングワード）、 

         16 バイト、32 バイト 

• 最大転送回数：16,777,216 回 

• 転送アドレス方式：デュアルアドレス 

• 転送モード：サイクルスチールモード 1、サイクルスチールモード 2、バーストモード 

• 転送要求要因：オートリクエスト（ソフトウェアリクエスト）、 

       内蔵周辺モジュールリクエスト（SCIF、RSPI、IIC3、ATU-IIIS、ADC、DRI）、

       外部リクエスト（DMA0、DMA2、DMA3 のみ） 

• モジュール間の優先順位 

DMAC0 モジュール（DMA0～DMA5）と DMAC1 モジュール（DMA6～DMA11）の優先順位は

ラウンドロビンに固定 

• モジュール内のチャネル優先順位 

DMA0～DMA5 内は、優先順位固定（DMA0＞DMA1＞DMA2＞DMA3＞DMA4＞DMA5）、 

ラウンドロビンから選択可能 

DMA6～DMA11 内は、優先順位固定（DMA6＞DMA7＞DMA8＞DMA9＞DMA10＞DMA11）、

ラウンドロビンから選択可能 

アドバンストタイマユ

ニット IIIS（ATU-IIIS） 

• 59 チャネル 

• タイマ A（5 チャネル×2 系統）、タイマ F（3 チャネル）、タイマ G（6 チャネル）、タイマ

TOU（8 チャネル×5 系統）を内蔵 

タイマユニット（TMU） • 3 チャネルオートリロード型 32 ビットタイマ 

• 各チャネルとも、5 種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

5 種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024） 

（ただし、Pck は周辺クロック） 

FIFO 内蔵シリアル 

コミュニケーション 

インタフェース 

（SCIF） 

• 4 チャネル 

• 送受信用 FIFO 各 16 バイト内蔵 

• 調歩同期/クロック同期式モードの選択が可能 

• 全二重通信が可能 

• 送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロックまたは SCK 端子からの

外部クロックから選択可能 

• クロック同期式モード時の最大転送レート：3.3Mbps 

• 調歩同期式モード時の最大転送レート：5Mbps 
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分類 説   明 

ルネサスシリアル 

ペリフェラル 

インタフェース 

（RSPI） 

• 3 チャネル 

• 同期式のシリアル通信 

• マスタ/スレーブモードをサポート 

• プログラマブルなビット長、クロック極性、クロック位相 

• 転送をシーケンシャルにループ実行可能 

• MSB ファースト/LSB ファーストの選択が可能 

• 最大転送レート：10Mbps 

I2C インタフェース 

（IIC） 

• 1 チャネル 

• フィリップス社が提唱した I2C バス（Inter IC Bus）インタフェース方式に対応 

• マスタ/スレーブ機能 

コントローラエリア 

ネットワーク（CAN） 

• 4 チャネル 

• 64 メールボックス 

A/D 変換器（ADC） • 2 モジュール 

• 12 ビット、16 チャネル（AD0 は 12 チャネル、AD1 は 4 チャネル） 

• 3 種類の変換モード選択可能 

連続スキャンモード 

1 サイクルスキャンモード 

A/D 変換値加算モード（同じチャネルを 2～4 回連続で A/D 変換し変換値を加算） 

• 変換時間 

AVcc = 5V 時：1.25μs 

AVcc = 3.3V 時：1.25μs 

• 絶対誤差 

AVcc = 5V、高速変換時：±16LSB 

AVcc = 3.3V、高速変換時：±32LSB 

パラレル DAC 制御

（PDAC） 

• 1 チャネル 

• 10 ビットパラレル出力 

• D/A コンバータを制御するためのパラレル DAC 制御回路 

• 変調 A、変調 B、変調 C の出力波形を生成 

ダイレクト RAM 

インプット 

インタフェース（DRI） 

• 3 チャネル 

• 2 系統の端子グループ 

• 取り込みタイミング調整機能 

• 間引き制御機能 

• 最小取り込み周期：25ns（特殊モード許可時） 

ダイレクト RAM 

アウトプット 

インタフェース（DRO） 

• 1 チャネル 

• SHwyRAM をリードし、外部にパラレルデータ出力 

• データ幅 8 ビットまたは 16 ビット 

• 最大転送スピード：20M バイト/秒（16 ビット選択時、DRO 転送クロック 10MHz 時） 
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分類 説   明 

パラレルセレクタ

（PSEL） 

• 1 チャネル 

• 外部セレクタを周期的に変化させるためのパラレルセレクタ回路 

• 起動イベントによって起動し、停止指示または終了イベントで停止 

• 4 本のセレクト出力 

• 2 系統のクロック出力と 1 系統のクリア信号出力 

FlexRay • 2 チャネル：SH7455 グループ 

• なし：SH7456 グループ 

AUD RAM モニタ機能

（AUDR） 

• 内部/外部バスに接続されているメモリマップされたモジュールを読み出し/書き込みする機能 

• 4 ビットパラレルデータ入出力 

• 転送周波数：Max.12.5MHz 

I/O ポート • ポート数：108 本 

• 入力しきい値切り替え機能内蔵（0.35Vcc、0.5Vcc、0.7Vcc から選択） 

モジュールストップ機能 • PDAC、PSEL、DRI、DRO のモジュールストップ機能をサポート 

ユーザデバッグインタ

フェース 

• H-UDI（User Debugging Interface） 

電源電圧 • 内部ロジック用電圧：1.5V+0.15V, -0.1V 

• I/O 用電圧：3.3V±0.3V または 5.0V±0.5V 

動作温度 • Ta：-40～+125℃ 

パッケージ • PRBG0176GA-A（0.80mm ピッチ） 
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1.2 製品一覧 
表 1.2 に製品一覧表を示します。 

 

表 1.2 製品一覧表 

製品名 型名 ROM 容量 RAM 容量 パッケージ FlexRay

SH74552 R5F74552KBG あり 

SH74562 R5F74562KBG 

1M バイト IL メモリ：8K バイト＋ 

OL メモリ：16K バイト＋

SHwyRAM：256K バイト

PRBG0176GA-A 

なし 
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1.3 ブロック図 
図 1.1 にブロック図を示します。 
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図 1.1 ブロック図 

 



1. 概要  

Rev.1.10 2011.09.16  1-10   

R01UH0030JJ0110  

1.4 ピン配置図 
図 1.2 にピン配置図を示します。 
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図 1.2 ピン配置図（上面透視図） 
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1.5 端子機能 
表 1.3 に端子機能を示します。 

 

表 1.3 端子機能 
ユーザ端子 リセット後の端子状態 端子 

番号 

端子名 

機能 1 機能 2 機能 3 機能 4 機能 5 機能 6 

回路 

電源名

入力バッファ 

タイプ 

出力 

駆動 

能力 

切替 

機能 入出力 端子 

状態*1 

入力 

許可 

G4 MPMD       Vcc シュミット － MPMD 入力 Hiz 

(プルアップ)

許可 

H3 MD2       Vcc シュミット － MD2 入力 Hiz 

(プルダウン)

許可 

E1 MD1       Vcc シュミット － MD1 入力 Hiz 

(プルダウン)

許可 

G3 MD0       Vcc シュミット － MD0 入力 Hiz 

(プルダウン)

許可 

D1 FWE       Vcc シュミット － FWE 入力 Hiz 

(プルダウン)

許可 

D2 RESET#       Vcc シュミット － RESET# 入力 Hiz 許可 

E2 NMI       Vcc シュミット － NMI 入力 Hiz 許可 

F2 EXTAL       Vcc CMOS － EXTAL 入力 － 許可 

F1 XTAL       Vcc  － XTAL 出力 XTAL － 

C3 WDTOVF#       Vcc  無 WDTOVF# 出力 WDTOVF# － 

H4 TRST#       Vcc シュミット － TRST# 入力 Hiz 許可 

H1 TCK       Vcc TTL － TCK 入力 Hiz 許可 

H2 TMS       Vcc シュミット － TMS 入力 Hiz 許可 

J3 TDI       Vcc シュミット － TDI 入力 Hiz 許可 

J2 TDO       Vcc  － TDO 出力 Hiz － 

B6 ASEBRK#/BRKACK       Vcc シュミット 無 ASEBRK#/ 

BRKACK 

入力 Hiz 許可 

A5 DET3OR5       Vcc シュミット － DET3OR5 入力 Hiz 

(プルアップ)

許可 

P3 PA0/TO00/DDB00 PA0  TO00 DDB00   Vcc しきい値切替 有 PA0 入力 Hiz 禁止 

R3 PA1/TO01/DDB01 PA1  TO01 DDB01   Vcc しきい値切替 有 PA1 入力 Hiz 禁止 

P4 PA2/TO02/DDB02 PA2  TO02 DDB02   Vcc しきい値切替 有 PA2 入力 Hiz 禁止 

P2 PA3/TO03/DDB03 PA3  TO03 DDB03   Vcc しきい値切替 有 PA3 入力 Hiz 禁止 

N3 PA4/TO04/DDB04 PA4  TO04 DDB04   Vcc しきい値切替 有 PA4 入力 Hiz 禁止 

R4 PA5/TO05/DDB05 PA5  TO05 DDB05   Vcc しきい値切替 有 PA5 入力 Hiz 禁止 

P5 PA6/TO06/DDB06 PA6  TO06 DDB06   Vcc しきい値切替 有 PA6 入力 Hiz 禁止 

N4 PA7/TO07/DDB07 PA7  TO07 DDB07   Vcc しきい値切替 有 PA7 入力 Hiz 禁止 

R5 PA8/TO10/DDB08/PSLCLKB PA8  TO10 DDB08 PSLCLKB  Vcc しきい値切替 有 PA8 入力 Hiz 禁止 

P6 PA9/TO11/DDB09/PSLCLKA PA9  TO11 DDB09 PSLCLKA  Vcc しきい値切替 有 PA9 入力 Hiz 禁止 

N5 PA10/TO12/DDB10/PSLDATA0 PA10  TO12 DDB10 PSLDATA0  Vcc しきい値切替 有 PA10 入力 Hiz 禁止 

N6 PA11/TO13/DDB11/PSLDATA1 PA11  TO13 DDB11 PSLDATA1  Vcc しきい値切替 有 PA11 入力 Hiz 禁止 

R6 PA12/TO14/DDB12/PSLDATA2 PA12  TO14 DDB12 PSLDATA2  Vcc しきい値切替 有 PA12 入力 Hiz 禁止 

P7 PA13/TO15/DDB13/PSLDATA3 PA13  TO15 DDB13 PSLDATA3  Vcc しきい値切替 有 PA13 入力 Hiz 禁止 

R7 PB0/PWMOFF0/DINB0 PB0  PWMOFF0 DINB0   Vcc しきい値切替 有 PB0 入力 Hiz 禁止 
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P8 PB1/PWMOFF1/DINB1 PB1  PWMOFF1 DINB1   Vcc しきい値切替 有 PB1 入力 Hiz 禁止 

R8 PB3/PWMOFF3/DINB3 PB3  PWMOFF3 DINB3   Vcc しきい値切替 有 PB3 入力 Hiz 禁止 

P9 PC0/TO30/MOSI2/(IRQ6) PC0  TO30  MOSI2 (IRQ6) Vcc しきい値切替 有 PC0 入力 Hiz 禁止 

N9 PC1/TO31/MISO2 PC1  TO31  MISO2  Vcc しきい値切替 有 PC1 入力 Hiz 禁止 

R9 PC2/TO32/RSPCK2/DREQ0 PC2  TO32  RSPCK2 DREQ0 Vcc しきい値切替 有 PC2 入力 Hiz 禁止 

P10 PC3/TO33/SSL20/IRQ0 PC3  TO33  SSL20 IRQ0 Vcc しきい値切替 有 PC3 入力 Hiz 禁止 

R10 PC5/TO35 PC5  TO35    Vcc しきい値切替 有 PC5 入力 Hiz 禁止 

M9 PC6/CLKOUT/TO36 PC6 CLKOUT TO36    Vcc しきい値切替 有 PC6 入力 Hiz 禁止 

R11 PC14 PC14      Vcc しきい値切替 有 PC14 入力 Hiz 禁止 

M3 PD0/PDIDATA0 PD0  PDIDATA0    Vcc しきい値切替 有 PD0 入力 Hiz 禁止 

J1 PD1/PDIDATA1 PD1  PDIDATA1    Vcc しきい値切替 有 PD1 入力 Hiz 禁止 

P1 PD2/PDIDATA2 PD2  PDIDATA2    Vcc しきい値切替 有 PD2 入力 Hiz 禁止 

K2 PD3/PDIDATA3 PD3  PDIDATA3    Vcc しきい値切替 有 PD3 入力 Hiz 禁止 

K1 PD4/PDIDATA4 PD4  PDIDATA4    Vcc しきい値切替 有 PD4 入力 Hiz 禁止 

N2 PD5/PDIDATA5 PD5  PDIDATA5    Vcc しきい値切替 有 PD5 入力 Hiz 禁止 

M2 PD6/PDIDATA6 PD6  PDIDATA6    Vcc しきい値切替 有 PD6 入力 Hiz 禁止 

L2 PD7/PDIDATA7 PD7  PDIDATA7    Vcc しきい値切替 有 PD7 入力 Hiz 禁止 

L1 PD8/PDIDATA8 PD8  PDIDATA8    Vcc しきい値切替 有 PD8 入力 Hiz 禁止 

M1 PD9/PDIDATA9 PD9  PDIDATA9    Vcc しきい値切替 有 PD9 入力 Hiz 禁止 

N1 PD10/PDIWR PD10  PDIWR    Vcc しきい値切替 有 PD10 入力 Hiz 禁止 

R2 PE15/TO27/PSLCLR PE15  TO27  PSLCLR  Vcc しきい値切替 有 PE15 入力 Hiz 禁止 

B5 PF0/CRX0 PF0 CRX0     Vcc しきい値切替 有 PF0 入力 Hiz 禁止 

A4 PF1/CTX0 PF1 CTX0     Vcc しきい値切替 有 PF1 入力 Hiz 禁止 

B4 PF4/SDA/(CRX3) PF4 SDA    (CRX3) Vcc しきい値切替 有 PF4 入力 Hiz 禁止 

A3 PF5/SCL/(CTX3) PF5 SCL    (CTX3) Vcc しきい値切替 有 PF5 入力 Hiz 禁止 

A2 PG0/MOSI0/TO40 PG0 MOSI0 TO40    Vcc CMOS 有 PG0 入力 Hiz 許可 

B1 PG1/MISO0/TO41 PG1 MISO0 TO41    Vcc CMOS 有 PG1 入力 Hiz 許可 

B2 PG2/RSPCK0/TO42 PG2 RSPCK0 TO42    Vcc CMOS 有 PG2 入力 Hiz 許可 

B3 PG3/TO43/SSL00/(IRQ7) PG3  TO43 SSL00  (IRQ7) Vcc CMOS 有 PG3 入力 Hiz 許可 

C1 PG4/IRQ2/TO44/SSL01 PG4 IRQ2 TO44 SSL01   Vcc しきい値切替 有 PG4 入力 Hiz 禁止 

A14 PH0/DROD8/TO20/DDC00/TIF0A PH0 DROD8 TO20 DDC00 TIF0A  Vcc しきい値切替 有 PH0 入力 Hiz 禁止 

B13 PH1/DROD9/TO21/DDC01/TIF0B PH1 DROD9 TO21 DDC01 TIF0B  Vcc しきい値切替 有 PH1 入力 Hiz 禁止 

A13 PH2/DROD10/TO22/DDC02/TIF1A PH2 DROD10 TO22 DDC02 TIF1A  Vcc しきい値切替 有 PH2 入力 Hiz 禁止 

B14 PH3/DROD11/TO23/DDC03/TIF1B PH3 DROD11 TO23 DDC03 TIF1B  Vcc しきい値切替 有 PH3 入力 Hiz 禁止 

B12 PH4/DROD12/TO24/DDC04/TIA00 PH4 DROD12 TO24 DDC04 TIA00  Vcc しきい値切替 有 PH4 入力 Hiz 禁止 

A12 PH5/DROD13/TO25/DDC05/TIA01 PH5 DROD13 TO25 DDC05 TIA01  Vcc しきい値切替 有 PH5 入力 Hiz 禁止 

C12 PH6/DROD14/TO26/DDC06/TIA02 PH6 DROD14 TO26 DDC06 TIA02  Vcc しきい値切替 有 PH6 入力 Hiz 禁止 

D11 PH7/DROD15/(TO27)/DDC07/TIA03 PH7 DROD15 (TO27) DDC07 TIA03  Vcc しきい値切替 有 PH7 入力 Hiz 禁止 

B11 PH8/DROD0/(TO30)/DDC08/RTS2# PH8 DROD0 (TO30) DDC08 RTS2#  Vcc しきい値切替 有 PH8 入力 Hiz 禁止 

A11 PH9/DROD1/(TO31)/DDC09/CTS2# PH9 DROD1 (TO31) DDC09 CTS2#  Vcc しきい値切替 有 PH9 入力 Hiz 禁止 

C11 PH10/DROD2/(TO32)/DDC10 PH10 DROD2 (TO32) DDC10   Vcc しきい値切替 有 PH10 入力 Hiz 禁止 

D10 PH11/DROD3/(TO33)/DDC11 PH11 DROD3 (TO33) DDC11   Vcc しきい値切替 有 PH11 入力 Hiz 禁止 

B10 PH12/DROD4/TO34/DDC12 PH12 DROD4 TO34 DDC12   Vcc しきい値切替 有 PH12 入力 Hiz 禁止 
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A10 PH13/DROD5/(TO35)/DDC13 PH13 DROD5 (TO35) DDC13   Vcc しきい値切替 有 PH13 入力 Hiz 禁止 

C10 PH14/DROD6/(TO36)/DDC14/IRQ1 PH14 DROD6 (TO36) DDC14  IRQ1 Vcc しきい値切替 有 PH14 入力 Hiz 禁止 

A9 PH15/DROD7/TO37/DDC15 PH15 DROD7 TO37 DDC15   Vcc しきい値切替 有 PH15 入力 Hiz 禁止 

H12 PJ0/(CRX0)/FRXA PJ0 (CRX0) FRXA    Vcc しきい値切替 有 PJ0 入力 Hiz 禁止 

G12 PJ1/(CTX0)/FTXA PJ1 (CTX0) FTXA    Vcc CMOS 有 PJ1 入力 Hiz 許可 

J15 PJ2/CRX1/FRXB PJ2 CRX1 FRXB    Vcc しきい値切替 有 PJ2 入力 Hiz 禁止 

J14 PJ3/CTX1/FTXB/RTS0# PJ3 CTX1 FTXB  RTS0#  Vcc CMOS 有 PJ3 入力 Hiz 許可 

H13 PJ4/CRX2/FTXENA/CTS0# PJ4 CRX2 FTXENA  CTS0#  Vcc CMOS 有 PJ4 入力 Hiz 許可 

H15 PJ5/CTX2/FTXENB/SCK2 PJ5 CTX2 FTXENB  SCK2  Vcc CMOS 有 PJ5 入力 Hiz 許可 

H14 PJ6/CRX3/TIF2A/RXD2/TIA04 PJ6 CRX3 TIF2A  RXD2 TIA04 Vcc しきい値切替 有 PJ6 入力 Hiz 禁止 

G13 PJ7/CTX3/TIF2B/TXD2 PJ7 CTX3 TIF2B  TXD2  Vcc しきい値切替 有 PJ7 入力 Hiz 禁止 

F13 PJ10/RXD0/PWMOFF4/AD0TRG# PJ10 RXD0 PWMOFF4  AD0TRG#  Vcc しきい値切替 有 PJ10 入力 Hiz 禁止 

G15 PJ11/TXD0/AD0END PJ11 TXD0   AD0END  Vcc しきい値切替 有 PJ11 入力 Hiz 禁止 

G14 PJ12/SCK0/TCLKB/(IRQ0) PJ12 SCK0 TCLKB   (IRQ0) Vcc しきい値切替 有 PJ12 入力 Hiz 禁止 

F15 PJ13/RXD1/MISO1 PJ13 RXD1 MISO1    Vcc しきい値切替 有 PJ13 入力 Hiz 禁止 

E15 PJ14/TXD1/MOSI1 PJ14 TXD1 MOSI1    Vcc しきい値切替 有 PJ14 入力 Hiz 禁止 

F14 PJ15/SCK1/RSPCK1 PJ15 SCK1 RSPCK1    Vcc しきい値切替 有 PJ15 入力 Hiz 禁止 

E13 PK0/IRQ5/SSL10 PK0 IRQ5 SSL10    Vcc しきい値切替 有 PK0 入力 Hiz 許可 

E14 PK5/DINC4/RXD3 PK5   DINC4 RXD3  Vcc しきい値切替 有 PK5 入力 Hiz 許可 

D15 PK6/TXD3 PK6    TXD3  Vcc しきい値切替 有 PK6 入力 Hiz 許可 

D12 PK8/DREQ2 PK8 DREQ2     Vcc しきい値切替 有 PK8 入力 Hiz 許可 

D13 PK9/AUDRD0/RTS3# PK9 AUDRD0   RTS3#  Vcc しきい値切替 有 PK9 入力 Hiz 許可 

D14 PK10/AUDRD1/CTS3# PK10 AUDRD1   CTS3#  Vcc しきい値切替 有 PK10 入力 Hiz 許可 

C15 PK11/AUDRD2 PK11 AUDRD2     Vcc しきい値切替 有 PK11 入力 Hiz 許可 

C13 PK12/AUDRD3 PK12 AUDRD3     Vcc しきい値切替 有 PK12 入力 Hiz 許可 

C14 PK13/AUDRCLK PK13 AUDRCLK     Vcc しきい値切替 有 PK13 入力 Hiz 許可 

B15 PK14/AUDRSYN# PK14 AUDRSYN#     Vcc しきい値切替 有 PK14 入力 Hiz 許可 

B9 PL2/DROWR PL2 DROWR     Vcc しきい値切替 有 PL2 入力 Hiz 禁止 

D7 PL3/IRQ6 PL3  IRQ6    Vcc しきい値切替 有 PL3 入力 Hiz 禁止 

C7 PL4/TIA10/(TIF0A) PL4 TIA10 (TIF0A)    Vcc しきい値切替 有 PL4 入力 Hiz 禁止 

B8 PL5/TIA11/(TIF0B) PL5 TIA11 (TIF0B)    Vcc しきい値切替 有 PL5 入力 Hiz 禁止 

A8 PL6/TIA12/(TIF1A) PL6 TIA12 (TIF1A)    Vcc しきい値切替 有 PL6 入力 Hiz 禁止 

A7 PL8/TIA14/IRQ7/DREQ3 PL8 TIA14 IRQ7  DREQ3  Vcc しきい値切替 有 PL8 入力 Hiz 禁止 

B7 PL9/TIA15/AUDREVT# PL9 TIA15    AUDREVT# Vcc しきい値切替 有 PL9 入力 Hiz 禁止 

L12 PM0/AD0IN0 PM0 AD0IN0     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN0 入力 Hiz 許可 

N12 PM2/AD0IN2 PM2 AD0IN2     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN2 入力 Hiz 許可 

M13 PM4/AD0IN4 PM4 AD0IN4     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN4 入力 Hiz 許可 

N13 PM6/AD0IN6 PM6 AD0IN6     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN6 入力 Hiz 許可 

P14 PM8/AD0IN8 PM8 AD0IN8     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN8 入力 Hiz 許可 
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N14 PM9/AD0IN9 PM9 AD0IN9     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN9 入力 Hiz 許可 

R14 PM10/AD0IN10 PM10 AD0IN10     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN10 入力 Hiz 許可 

P13 PM11/AD0IN11 PM11 AD0IN11     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN11 入力 Hiz 許可 

R13 PM12/AD0IN12 PM12 AD0IN12     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN12 入力 Hiz 許可 

P12 PM13/AD0IN13 PM13 AD0IN13     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN13 入力 Hiz 許可 

R12 PM14/AD0IN14 PM14 AD0IN14     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN14 入力 Hiz 許可 

P11 PM15/AD0IN15 PM15 AD0IN15     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD0IN15 入力 Hiz 許可 

J13 PN0/AD1IN0 PN0 AD1IN0     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD1IN0 入力 Hiz 許可 

J12 PN1/AD1IN1 PN1 AD1IN1     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD1IN1 入力 Hiz 許可 

K12 PN4/AD1IN4 PN4 AD1IN4     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD1IN4 入力 Hiz 許可 

K13 PN5/AD1IN5 PN5 AD1IN5     AVcc CMOS(機能 1)

アナログ(機能 2)

－ AD1IN5 入力 Hiz 許可 

P15 AVcc         － AVcc － － － 

N15 AVss         － AVss － － － 

K15 AVcc         － AVcc － － － 

K14 AVss         － AVss － － － 

M15 AVREFH         － AVREFH － － － 

M14 AVREFL         － AVREFL － － － 

L15 AVREFH         － AVREFH － － － 

L14 AVREFL         － AVREFL － － － 

G2 PLLVcc         － PLLVcc － － － 

G1 PLLVss         － PLLVss － － － 

C4 Vdd         － Vdd － － － 

C5 Vdd         － Vdd － － － 

C6 Vdd         － Vdd － － － 

D5 Vdd         － Vdd － － － 

D6 Vdd         － Vdd － － － 

M7 Vdd         － Vdd － － － 

M8 Vdd         － Vdd － － － 

N7 Vdd         － Vdd － － － 

N8 Vdd         － Vdd － － － 

J4 Vss         － Vss － － － 

F4 Vss         － Vss － － － 

C2 Vss         － Vss － － － 

D3 Vss         － Vss － － － 
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D4 Vss         － Vss － － － 

E3 Vss         － Vss － － － 

E4 Vss         － Vss － － － 

F3 Vss         － Vss － － － 

M4 Vss         － Vss － － － 

M5 Vss         － Vss － － － 

M6 Vss         － Vss － － － 

A6 Vcc         － Vcc － － － 

L3 Vcc         － Vcc － － － 

L4 Vcc         － Vcc － － － 

M10 Vcc         － Vcc － － － 

N10 Vcc         － Vcc － － － 

K3 Vss         － Vss － － － 

K4 Vss         － Vss － － － 

M11 Vss         － Vss － － － 

N11 Vss         － Vss － － － 

C9 Vcc         － Vcc － － － 

D9 Vcc         － Vcc － － － 

F12 Vcc         － Vcc － － － 

C8 Vss         － Vss － － － 

D8 Vss         － Vss － － － 

E12 Vss         － Vss － － － 

A1 Vss(N.C.)         － Vss － － － 

A15 Vss(N.C.)         － Vss － － － 

R1 Vss(N.C.)         － Vss － － － 

R15 AVcc(N.C.)         － AVcc － － － 

L13 AVss         － AVss － － － 

M12 AVss         － AVss － － － 

【注】 *1 （プルアップ）と（プルダウン）の表記の意味はそれぞれ以下のとおりです。また、プルアップ/プルダウン MOS
電流は「第 38 章 電気的特性」を参照してください。 

  （プルアップ）：端子にプルアップ機能があります。 
  （プルダウン）：端子にプルダウン機能があります。 
 ・SH7456 グループには、FlexRay（FRXA、FTXA、FRXB、FTXB、FTXENA、FTXENB）はありません。 
 ・すべての Vss と Vss(N.C.)は接続されています。 
 ・AVcc(N.C.)[R15 端子]と AVcc[P15 端子]は AD0 モジュールの AVcc に接続されています。 
 ・AVss[N15 端子]と AVss[M12、L13 端子]は AD0 モジュールの AVss に接続されています。 
 ・AVREFH[M15 端子]は AD0 モジュールの AVREFH に接続されています。 
 ・AVREFH[L15 端子]は AD1 モジュールの AVREFH に接続されています。 
 ・AVREFL[M14 端子]は AD0 モジュールの AVREFL に接続されています。 
 ・AVREFL[L14 端子]は AD1 モジュールの AVREFL に接続されています。 

・電源名(N.C.)と記載している端子は、開放であってもマイコン動作には影響を及ぼしませんが、電源安定の観点から 
接続することを推奨します。 

・同じ端子機能名が 2 箇所の端子に配置されている場合、端子機能名と括弧付きの（端子機能名）の 2 種類に分けて 
記載しています。端子機能はどちらも同じです。端子機能名の対応は表 18.15 を参照してください。 
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1.6 端子機能の説明 
表 1.4 に端子機能の説明を示します。 

表 1.4 端子機能の説明 

分類 端子名 入出力 機能 

Vcc 入力 システム、I/O ポート制御回路用の電源端子です。すべて接続して

ください。 

Vss 入力 グランド端子です。すべてグランド（GND）に接続してください。

Vdd 入力 MCU 内部ロジック回路用電源です。すべて接続してください。 

DET3OR5 入力 Vcc 電圧レベル指定端子です。 

PLLVcc 入力 PLL 逓倍回路用の電源です。 

電源 

PLLVss 入力 PLL 逓倍回路用のグランド端子です。 

EXTAL 入力 水晶発振子または外部クロック入力端子です。 

XTAL 出力 水晶発振子を接続してください。 

クロック 

CLKOUT 出力 システムクロック出力端子です。 

MD0～2 入力 動作モード設定端子です。本 MCU 動作中に MD0～2 の値を変化さ

せないでください。 

FWE 入力 ROM の書き込みを許可/禁止します。 

MPMD 入力 動作モード設定端子です。本 MCU 動作中に MPMD の値を変化さ

せないでください。 

システム制御 

RESET# 入力 リセット入力端子です。RESET#端子が”L”レベルになると、本 MCU

はハードウェアリセット状態になります。 

NMI 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子です。 割り込み 

IRQ0～2、5～7 入力 外部割り込み要求入力端子です。 

ウォッチドッグタイマ

（WDT） 
WDTOVF# 出力 カウンタオーバフロー出力端子です。 

PA0～13 入出力 14 本の汎用入出力ポート端子です。 

PB0、1、3 入出力 3 本の汎用入出力ポート端子です。 

PC0～3、5、6、14 入出力 7 本の汎用入出力ポート端子です。 

PD0～10 入出力 11 本の汎用入出力ポート端子です。 

PE15 入出力 1 本の汎用入出力ポート端子です。 

PF0、1、4、5 入出力 4 本の汎用入出力ポート端子です。 

PG0～4 入出力 5 本の汎用入出力ポート端子です。 

PH0～15 入出力 16 本の汎用入出力ポート端子です。 

PJ0～7、10～15 入出力 14 本の汎用入出力ポート端子です。 

PK0、5、6、8～14 入出力 10 本の汎用入出力ポート端子です。 

PL2～6、8、9 入出力 7 本の汎用入出力ポート端子です。 

PM0、2、4、6、8～15 入力 12 本の汎用入力ポート端子です。 

I/O ポート 

PN0、1、4、5 入力 4 本の汎用入力ポート端子です。 
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分類 端子名 入出力 機能 

ダイレクトメモリアクセス

コントローラ（DMAC） 

DREQ0、2、3 入力 DMA 転送要求入力端子です。 

TCLKB 入力 クロックバス 5 への外部クロック入力端子です。 

TIA00～04、10～12、

14、15 

入力 タイマ A の各チャネルへのインプットキャプチャトリガ入力端子

です。 

TIF0A、TIF0B、TIF1A、

TIF1B、TIF2A、TIF2B

入力 タイマ F の各チャネルへのイベント入力端子です。 

PWMOFF0、1、3、4 入力 タイマ TOU の PWM 出力禁止制御信号入力端子です。 

アドバンストタイマユニッ

ト-IIIS（ATU-IIIS） 

TO00～07、 

TO10～15、 

TO20～27、 

TO30～37、 

TO40～44 

出力 タイマ TOU の各チャネルのパルス/PWM 出力端子です。 

SCK0～2 入出力 クロック入出力端子です。 

RXD0～3 入力 受信データ入力端子です。 

TXD0～3 出力 送信データ出力端子です。 

RTS0#、2#、3# 入出力 リクエストツーセンド 

FIFO 内蔵シリアルコミュ

ニケーションインタフェー

ス（SCIF） 

CTS0#、2#、3# 入出力 クリアツーセンド 

RSPCK0～2 入出力 RSPI0～2 クロック入出力端子です。 

MOSI0、1、2 入出力 RSPI0～2 マスタ送出データ入出力端子です。 

MISO0、1、2 入出力 RSPI0～2 スレーブ送出データ入出力端子です。 

SSL00、10、20 入出力 RSPI0～2 スレーブセレクトデータ入出力端子です。 

ルネサスシリアルペリフェ

ラルインタフェース

（RSPI） 

SSL01 出力 RSPI0 スレーブセレクトデータ出力端子です。 

SCL 入出力 I2C シリアルクロック入出力端子です。 I2C バスインタフェース 3

（IIC3） SDA 入出力 I2C シリアルデータ入出力端子です。 

CRX0～3 入力 データ受信用の端子です。 CAN モジュール 

CTX0～3 出力 データ送信用の端子です。 

AVcc 入力 A/D 変換器用の電源端子です。すべて接続してください。 

AVss 入力 A/D 変換器用のグランド端子です。すべて接続してください。 

AVREFL 入力 A/D 変換器用の基準電圧端子です。すべて接続してください。 

AVREFH 入力 A/D 変換器用の基準電圧端子です。すべて接続してください。 

AD0IN0、2、4、6、8

～15 

入力 AD0 モジュール用のアナログ入力端子です。 

AD1IN0、1、4、5 入力 AD1 モジュール用のアナログ入力端子です。 

AD0TRG# 入力 AD0 モジュール用のスキャン変換起動トリガ入力端子です。 

A/D 変換器（ADC） 

AD0END 出力 AD0 モジュール用の AD0IN0 の変換タイミングモニタ出力端子で

す。 
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分類 端子名 入出力 機能 

DDB00～13 入力 DRI 入力データの入力端子です。 

DDC00～15 入力 DRI 入力データの入力端子です。 

DINB0、1、3 入力 DRI 入力イベントの入力端子です。 

ダイレクト RAM インプッ

トインタフェース（DRI） 

DINC4 入力 DRI 入力イベントの入力端子です。 

DROD0～15 出力 DRO 出力データの出力端子です。 ダイレクト RAM アウト

プットインタフェース

（DRO） 
DROWR 出力 DRO 出力データストローブの出力端子です。 

PDIDATA0～9 出力 PDI 出力データの出力端子です。 パラレル DAC 制御

（PDAC） PDIWR 出力 PDI 出力データストローブの出力端子です。 

PSLCLKA 出力 PSEL クロック A 出力端子です。 

PSLCLKB 出力 PSEL クロック B 出力端子です。 

PSLDATA0～3 出力 PSEL セレクトデータ出力端子です。 

パラレルセレクタ（PSEL） 

PSLCLR 出力 PSEL クリアパルス出力端子です。 

FRXA 入力 チャネル A 受信データ入力端子です。 

FTXA 出力 チャネル A 送信データ出力端子です。 

FTXENA 出力 チャネル A 送信データ出力許可端子です。この端子が”H”レベルの

ときは送信禁止、”L”レベルのときは送信許可の状態です。 

FRXB 入力 チャネル B 受信データ入力端子です。 

FTXB 出力 チャネル B 送信データ出力端子です。 

FlexRay モジュール 

FTXENB 出力 チャネル B 送信データ出力許可端子です。この端子が”H”レベルの

ときは送信禁止、”L”レベルのときは送信許可の状態です。 

AUDRCLK 入力 同期クロック入力端子です。デバッグに使用するクロックを入力し

てください。入力できる周波数は 12.5MHz 以下です。 

AUDRSYN# 入力 データ先頭位置認識信号入力端子です。 

AUDRD0～3 入出力 コマンド、アドレス/データ入出力端子です。 

AUD RAM モニタ（AUDR） 

AUDREVT# 出力 イベント出力端子です。 

TCK 入力 JTAG のシリアルクロック入力端子です。 

TMS 入力 モードセレクト入力端子です。 

TRST# 入力 H-UDI リセット信号入力端子です。 

TDI 入力 データ入力端子です。 

TDO 出力 データ出力端子です。 

ユーザデバッグインタ

フェース（H-UDI） 

ASEBRK#/BRKACK 入出力 エミュレータ専用端子です。 
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2. プログラミングモデル 

本章では、SH-4A のプログラミングモデルについて記述します。SH-4A では以下に示すレジスタとデータ

形式を持っています。 
 

2.1 データフォーマット 
図 2.1 に SH-4A でサポートしているデータフォーマットを示します。 
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図 2.1 データフォーマット 
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2.2 レジスタの構成 

2.2.1 特権モードとバンク 

（1） 処理モード 

処理モードにはユーザモードと特権モードの 2 つがあります。通常はユーザモードで動作し、例外が発生

または割り込みを受け付けると特権モードになります。レジスタには、汎用レジスタ、システムレジスタ、

コントロールレジスタ、および浮動小数点レジスタがあり、アクセスできるレジスタはそれぞれの処理モー

ドで異なります。 
 

（2） 汎用レジスタ 

汎用レジスタには R0 から R15 までの 16 本のレジスタがあります。汎用レジスタ R0 から R7 は、バンクレ

ジスタで、処理モードで切り替えることができます。 
 

• 特権モードの場合 

ステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により、汎用レジスタとしてアクセスできる

レジスタとできないレジスタが決められます。汎用レジスタとしてアクセスできないレジスタは、コン

トロールレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）でアクセスします。 

RBビットが1のとき、つまりバンク1が選ばれているときは、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてア

クセスすることができ、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0の8本のレジスタはLDC/STC

命令でアクセスできます。 

RBビットが0のとき、つまりバンク0が選ばれているときは、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0から

R7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてア

クセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1からR7_BANK1の8本のレジスタはLDC/STC

命令でアクセスできます。 
 

• ユーザモードの場合 

バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジ

スタが汎用レジスタR0からR15としてアクセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1の8本のレジスタはアクセスできません。 
 

（3） コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、処理モードで共通のグローバルベースレジスタ（GBR）とステータスレジス

タ（SR）があり、特権モードでのみアクセスできる退避ステータスレジスタ（SSR）、退避プログラムカウ

ンタ（SPC）、ベクタベースレジスタ（VBR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）、デバッグベースレジ

スタ（DBR）があります。ステータスレジスタには、特権モードでのみアクセスできるビット（たとえば RB

ビット）があります。 
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（4） システムレジスタ 

システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プログラムカウ

ンタ（PC）があり、処理モードに関係しません。 
 

（5） 浮動小数点レジスタと FPU に関するシステムレジスタ 

浮動小数点レジスタには、FR0～FR15、XF0～XF15 の 32 本のレジスタがあります。FR0～FR15、XF0～

XF15 をおのおの FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 のいずれのバンクに割り付

けるか選択できます。 

また、FR0～FR15 は、DR0/2/4/6/8/10/12/14（倍精度浮動小数点レジスタ、またはレジスタペア）の 8 本、

FV0/4/8/12（レジスタベクタ）の 4 本として使用でき、XF0～XF15 は、XD0/2/4/6/8/10/12/14（レジスタペア）

の 8 本、XMTRX（レジスタ行列）の 1 本として使用できます。 

FPU に関するシステムレジスタには、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数点ステ

ータス/コントロールレジスタ（FPSCR）があり、FPU-CPU 間の通信や例外処理を設定します。 
 

表 2.1 にリセット後のレジスタの値を示します。 
 

表 2.1 レジスタの初期値 

区分 レジスタ リセット後の値*1 

汎用レジスタ R0_BANK0～R7_BANK0、 

R0_BANK1～R7_BANK1、 

R8～R15 

不定 

SR MD ビットは"1"、RB ビットは"1"、BL ビットは"1"、

IMASK は"B'1111"、その他は予約ビットも含めて"0"

GBR、SSR、SPC、SGR、DBR 不定 

コントロールレジスタ 

VBR H'0000 0000 

MACH、MACL、PR 不定 システムレジスタ 

PC H'A000 0000 

FR0～FR15、XF0～XF15、FPUL 不定 浮動小数点レジスタ 

FPSCR H'0004 0001 

【注】 *1 ハードウェアリセットで初期化されます。 
 

図 2.2 に処理モード別の CPU レジスタ構成を示します。 

ユーザモードと特権モードは、ステータスレジスタの処理モードビット（MD）で切り替えます。 
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図 2.2 処理モード別の CPU レジスタ構成 
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2.2.2 汎用レジスタ 
図 2.3 に処理モードと汎用レジスタの関係を示します。SH-4A には 24 本の 32 ビット汎用レジスタ

（R0_BANK0～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、R8～R15）があります。ただし、これらのうち 16 本

のレジスタのみ 1 つの処理モードで汎用レジスタ R0～R15 としてアクセスできます。SH-4A には特権モード

とユーザモードの 2 つの処理モードがあります。R0～R7 はその 2 つのモードにより次のように割り当てられ

ます。 

• R0_BANK0～R7_BANK0 

ユーザモード（SR.MD＝"0"）では、常にR0～R7に割り当てられます。 

特権モード（SR.MD＝"1"）では、（SR.RB＝"0"）の場合に限りR0～R7に割り当てられます。 

• R0_BANK1～R7_BANK1 

ユーザモードでは、アクセスできません。 

特権モードでは、（SR.RB＝"1"）の場合に限り、R0～R7に割り当てられます。 
 

SR.MD="0"
(SR.MD="1", SR.RB="0"

R0_BANK0
R1_BANK0
R2_BANK0
R3_BANK0
R4_BANK0
R5_BANK0
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R6_BANK0
R7_BANK0

R0_BANK1
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R2_BANK1
R3_BANK1
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R6_BANK1
R7_BANK1
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(SR.MD="1", SR.RB="1")

 

図 2.3 汎用レジスタ 
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【プログラミング上の注意】 

 ユーザモードの R0～R7 は R0_BANK0～R7_BANK0 に、例外・割り込み後の R0～R7 は R0_BANK1～

R7_BANK1 に割り当てられるので、割り込みハンドラはユーザモードの R0～R7（R0_BANK0～R7_BANK0）

を退避または復帰する必要はありません。 
 

2.2.3 浮動小数点レジスタ 
図 2.4 に浮動小数点レジスタを示します。32 本の 32 ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、2

つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 があります。また、

この 32 本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRX

として参照されます。FPRn_BANKi と参照名の対応は FPSCR の FR ビットによって決まります。図 2.4 を参

照してください。 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32 レジスタ） 

FPR0_BANK0、FPR l_BANK0、FPR2_BANK0、FPR3_BANK0、 

FPR4_BANK0、FPR5_BANK0、FPR6_BANK0、FPR7_BANK0、 

FPR8_BANK0、FPR9_BANK0、FPR10_BANK0、FPR11_BANK0、 

FPR12_BANK0、FPR13_BANK0、FPR14_BANK0、FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1、FPR1_BANK1、FPR2_BANK1、FPR3_BANK1、 

FPR4_BANK1、FPR5_BANK1、FPR6_BANK1、FPR7_BANK1、 

FPR8_BANK1、FPR9_BANK1、FPR10_BANK1、FPR11_BANK1、 

FPR12_BANK1、FPR13_BANK1、FPR14_BANK1、FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16 レジスタ） 

FPSCR.FR＝"0"のとき、FR0～FR15 は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝"1"のとき、FR0～FR15 は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8 レジスタ） 

DR レジスタは、2 つの FR レジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4 レジスタ） 

FV レジスタは 4 つの FR レジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
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（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16 レジスタ） 

FPSCR.FR＝"0"のとき、XF0～XF15 は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝"1"のとき、XF0～XF15 は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8 レジスタ） 

XD レジスタは 2 つの XF レジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRX は 16 本の XF レジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 
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FPR0_BANK0
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FR8 
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図 2.4 浮動小数点レジスタ 



2. プログラミングモデル 

Rev.1.10 2011.09.16  2-9

  R01UH0030JJ0110 

2.2.4 コントロールレジスタ 

（1） ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

SR

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0

IMASKFD M Q S T

MD RB BL

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’7000 00F0＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

30 MD 1 R W 処理モード 

処理モードを選択します。 

0：ユーザモード 

（命令の中には実行できない命令あり。また、リソースの中にはアクセ

スできないリソースあり。） 

1：特権モード 

例外または割り込みにより"1"にセットされます。 

29 RB 1 R W 特権モードでの汎用レジスタバンク指定ビット 

0：R0_BANK0～R7_BANK0 は汎用レジスタ R0～R7 としてアクセスでき、

R0_BANK1～R7_BANK1 は LDC/STC 命令でアクセス可能 

1：R0_BANK1～R7_BANK1 は汎用レジスタ R0～R7 としてアクセスでき、

R0_BANK0～R7_BANK0 は LDC/STC 命令でアクセス可能 

例外または割り込みにより"1"にセットされます。 

28 BL 1 R W 例外/割り込みブロックビット 

このビットが"1"のとき、割り込み要求はマスクされ、ユーザブレーク以外の

一般例外が発生すると、プロセッサはリセット状態に遷移します。 

例外または割り込みにより"1"にセットされます。 

27～16 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

15 FD 0 R W FPU ディスエーブルビット 

このビットが"1"のとき、FPU 命令は一般 FPU 抑止例外を発生させ、FPU 命

令が遅延スロットにある場合、スロット FPU 抑止例外が発生します（FPU

命令：H'F***命令、FPUL/FPSCR に対する LDS(.L)/STS(.L)命令）。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

14～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

9 M 0 R W M ビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1 命令で使用します。 

8 Q 0 R W Q ビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1 命令で使用します。 

7～4 IMASK すべて 1 R W 割り込みマスクレベル 

IMASK 以下のレベルの割り込みはマスクされます。また、割り込みが発生し

た場合に、IMASK が割り込み受け付けレベルに変化する動作と変化しない動

作を、CPU 動作モードレジスタ（CPUOPM）を用いて切り替えることがで

きます。CPUOPM の動作は、「付録 A. CPU 動作モードレジスタ

（CPUOPM）」を参照してください。 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 S 0 R W S ビット 

MAC 命令の飽和動作を指定します。 

0 T 0 R W T ビット 

真/偽条件、キャリ、ボロー、オーバフローまたはアンダフローなどを表しま

す。詳細は、「第 3 章 命令セット」を参照してください。 

 

（2） 退避ステータスレジスタ（SSR）（32 ビット、特権保護、リセット後の値＝不定） 

SR の内容は例外または割り込みの発生時、SSR に退避されます。 
 

（3） 退避プログラムカウンタ（SPC）（32 ビット、特権保護、リセット後の値＝不定） 

例外または割り込みの発生した命令のアドレスは SPC に退避されます。 
 

（4） グローバルベースレジスタ（GBR）（32 ビット、リセット後の値＝不定） 

GBR は@(disp,GBR)、@(R0,GBR)アドレッシングのベースアドレスとして参照されます。 
 

（5） ベクタベースレジスタ（VBR）（32 ビット、特権保護、リセット後の値＝H'0000 0000） 

VBR は例外および割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細については「第 5

章 例外処理」を参照してください。 
 

（6） 退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）（32 ビット、特権保護、リセット後の値＝不定） 

R15 の内容は例外または割り込みの発生時 SGR に退避されます。 
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（7） デバッグベースレジスタ（DBR）（32 ビット、特権保護、リセット後の値＝不定） 

ユーザブレークデバッグ機能を有効にする場合（CBCR.UBDE＝"1"）、DBR は VBR の代わりにユーザブ

レークハンドラへの分岐先アドレスとして参照されます。 
 

2.2.5 システムレジスタ 

（1） 積和上位レジスタ（MACH）（32 ビット、リセット後の値＝不定）、 

積和下位レジスタ（MACL）（32 ビット、リセット後の値＝不定） 

MACH/MACL は、MAC 命令の加算値として用いられます。また MAC 命令、MUL 命令の演算結果を格納

するためにも用いられます。 
 

（2） プロシージャレジスタ（PR）（32 ビット、リセット後の値＝不定） 

BSR、BSRF、JSR 命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスは PR に格納されます。PR は、サブル

ーチンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。 
 

（3） プログラムカウンタ（PC）（32 ビット、リセット後の値＝H'A000 0000） 

PC は実行中の命令アドレスを示します。 
 

（4） 浮動小数点ステータス/コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

FPSCR

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

RMFlagCause Enable EN

CauseFR SZ PR DN

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’0004 0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～22 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

21 FR 0 R W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 は FR0～FR15 に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1 は XF0～XF15 に割り当てられる 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 は XF0～XF15 に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1 は FR0～FR15 に割り当てられる 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

20 SZ 0 R W 転送サイズモード 

0：FMOV 命令のデータサイズは 32 ビット 

1：FMOV 命令のデータサイズは 32 ビットペア、または 64 ビット 

SZ ビットおよび PR ビットとエンディアンとの関係については、図 2.5 を

参照してください。 

19 PR 0 R W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行する 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行する 

（グラフィックサポート命令は未定義） 

PR ビットおよび SZ ビットとエンディアンとの関係については、図 2.5 を

参照してください。 

18 DN 1 R W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱う 

1：非正規化数を 0 として扱う 

17～12 Cause すべて 0 R W 

11～7 Enable

（EN） 

すべて 0 R W 

6～2 Flag すべて 0 R W 

FPU 例外要因フィールド 

FPU 例外イネーブルフィールド 

FPU 例外フラグフィールド 

FPU 演算命令を実行すると、FPU 例外要因フィールドは最初に"0"に設定さ

れます。次に FPU 例外が発生すると、FPU 例外要因フィールドと FPU 例

外フラグフィールドの該当ビットが"1"にセットされます。 

FPU 例外フラグフィールドは、FPU 例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 2.2 を参照してください。

1、0 RM 01 R W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0 方向への丸め 

10：予約（設定禁止） 

11：予約（設定禁止） 
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DR 2i

FR 2i FR 2i 1

8n 4 8n 78n 8n 3

63

63  32 31  0

DR 2i

FR 2i FR 2i 1

4n 4m4n 3 4m 3

63 32 31   0

DR 2i

FR 2i 1FR 2i

8n 48n 78n 3 8n

63  32 31  0

1 SZ "0" 2 SZ "1" PR "0"

*1 SZ "0" PR "0" DR
*2 DR 63 0 PR="1" PR "0" PR "1"

 
*3 MCU

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR 2i

FR 2i 1FR 2i

8n8n 38n 7 8n 4

63  32 31  0

3 SZ "1" PR "1"

63 0

63 0
*

1
*

2

*
3

*
2

 

図 2.5 SZ ビットとエンディアンの関係 

 

表 2.2 FPU 例外処理に関連するビットの割り付け 

 FPU エラー 

（E） 

無効演算 

（V） 

0 除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU 例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12

Enable FPU 例外イネーブル 

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU 例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

（5） 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）（32 ビット、リセット後の値＝不定） 

FPU レジスタと CPU レジスタ間のデータ転送は、FPUL を介して行われます。 
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2.3 メモリ割り付けレジスタ 
制御レジスタのうち、以下のメモリ領域にマッピングされているものがあります。これらのメモリ領域に

割り付けられたレジスタには、2 つのアドレスがあります。 

H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

以上 2 つの領域は次のように使用します。 
 

• H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

この領域はMMUのアドレス変換機能を用いてアクセスしなければなりません。この領域のページ番号を

TLBの該当フィールドに設定することでメモリ割り付けレジスタへアクセスできます。この領域に対し

て、MMUのアドレス変換機能を用いずにアクセスした場合の動作は保証されません。 

• H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

ユーザモードで領域H'FC00 0000～H'FFFF FFFFにアクセスすると、アドレスエラーが発生します。ユー

ザモードではメモリ割り付けレジスタはアドレス変換によるアクセスで参照できます。 
 

【注】・ 2 つの領域のレジスタが割り付けられていないアドレスにはアクセスしないでください。レジスタが割り付け

られていないアドレスに対するアクセスの動作は不定になります。また、メモリ割り付けレジスタは一定のデ

ータサイズでアクセスしなければなりません。不正なサイズでアクセスした場合も動作は不定になります。 
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2.4 レジスタのデータ形式 
レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32 ビット）です。メモリ上のデータをレジスタ

へロードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8 ビット）またはワード（16 ビット）の場

合は、ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。 

31
S S

S

067

67 0

31
S S

S

01415

1415 0

 

図 2.6 バイトデータ、ワードデータのレジスタ中のデータ形式 
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2.5 メモリ上でのデータ形式 
バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8 ビットのバイト、16 ビットのワード、

32 ビットのロングワードいずれの形でもアクセスできます。32 ビットに満たないメモリオペランドは符号拡

張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2 バイト刻みの偶数番地：2n 番地）から、ロングワードオペランドはロ

ングワード境界（4 バイト刻みの偶数番地：4n 番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、

アドレスエラーになります。バイトオペランドはどの番地からでもアクセスできます。 

データフォーマットは、ビッグエンディアンです。ビット位置は常に最上位（most-significant）から最下位

（least-significant）へ左から右へ減少するように番号が付けられています。すなわち 32 ビットのロングワー

ドでは、一番左のビット、ビット 31 が最上位ビットで、一番右のビット、ビット 0 が最下位ビットです。 

図 2.7 にメモリ上のデータ形式を示します。 

A 

A

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0 15 0

31 0

15 0

31 0

23 15 7 0
A + 1 A + 2 A + 3

 0

 0  1

 1  2  3

A + 11

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0

23 15 7 0
A + 10 A + 9 A + 8

 3

 1  0

 2  1  0

A + 4 

A + 8 

A + 8 

A + 4 

A 

*1 MCU

*
1

 

図 2.7 メモリ上のデータ形式 

64 ビットのデータ形式については図 2.5 を参照してください。 
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2.6 処理状態 
処理状態には、大きく分けてリセット状態と命令実行状態の 2 種類があります。 

（1） リセット状態 

CPU がリセットされている状態です。 

CPU の内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。詳細は、各章のレジスタ構成を参照

してください。 
 

（2） 命令実行状態 

CPU が順次プログラムを実行している状態です。命令実行状態には、一般のプログラム実行状態と例外処

理状態があります。 

 

図 2.8 処理状態遷移図 
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2.7 使用上の注意事項 

2.7.1 自己書き換えコードに対する注意事項 
SH-4A は、処理を高速に行うために命令の先読みを従来の SH-4 に比べ大幅に強化しています。このためメ

モリ上の命令列の書き換えを行った直後に当該命令を実行しようとすると、すでに先読みされた更新前の命

令が実行される可能性が高くなります。確実に更新された命令を実行するためには、書き換えを行う命令と

書き換えられた命令の実行の間に下記の命令列を実行するようにしてください。 
 

（1） 書き換える命令がキャッシング不可能領域にある場合 
SYNCO 

ICBI @Rn 

ICBI 命令の Rn で指定するアドレスは、アドレスエラーにならない範囲で任意のアドレスで構いません。 
 

（2） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（ライトスルーモード時） 
SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応する命令キャッシュの領域すべてを ICBI 命令で無効化してください。ICBI はラ

イン単位で行います。1 ラインは 32 バイトです。 
 

（3） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（コピーバックモード時） 
OCBP @Rmまたは OCBWB @Rm 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応するオペランドキャッシュの領域すべてを OCBP 命令または OCBWB 命令で主記

憶に書き戻しを行い、その後 ICBI 命令で対応する命令キャッシュ領域の無効化を行ってください。

ICBI/OCBP/OCBWB はライン単位で行います。1 ラインは 32 バイトです。 
 

【注】・ 自己書き換えコード：動的にメモリ上の命令列を書き換えながら実行する処理 
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3. 命令セット 

SH-4A の命令セットは固定長 16 ビット命令で実現されます。SH-4A はバイト（8 ビット）、ワード（16

ビット）、ロングワード（32 ビット）、クワッドワード（64 ビット）のデータサイズでメモリにアクセスし

ます。単精度浮動小数点データ（32 ビット）は、ロングワードまたはクワッドワードサイズでメモリとのや

りとりが可能です。倍精度浮動小数点データ（64 ビット）は、クワッドワードサイズでメモリとのやりとり

が可能です。SH-4A がバイトサイズおよびワードサイズのデータをメモリからレジスタに移動するとデータ

は符号拡張されます。 
 

3.1 実行環境 

（1） PC 

PC はその命令自身の命令アドレスを示します。 
 

（2） ロード/ストアアーキテクチャ 

SH-4A は基本的演算をレジスタで実行するロード/ストアアーキテクチャを特長としています。メモリで直

接実行する論理 AND 演算のようなビット操作演算を除き、メモリアクセスを必要とする演算はレジスタに

ロードした後、レジスタで実行されます。 
 

（3） 遅延分岐 

SH-4A の分岐命令および RTE は、BF、BT の 2 つの分岐命令を除き遅延分岐です。遅延分岐では分岐命令

の次の命令は分岐先命令の前に実行されます。 
 

（4） 遅延スロット 

遅延分岐後のこの実行スロットは「遅延スロット」と呼ばれます。たとえば、BRA 実行シーケンスは次の

とおりです。 
 

表 3.1 遅延分岐命令の実行順序 

命令列 実行順序 

 BRA TARGET （遅延分岐命令） BRA 

 ADD  （遅延スロット） ↓ 

  ：   ADD 

  ：   ↓ 

TARGET target-inst  （分岐先命令） target-inst 

 

命令によっては遅延スロットで実行するとスロット不当命令例外を発生します。「第 5 章 例外処理」を

参照してください。分岐が成立しなかった BF/S、BT/S の次の命令も遅延スロット命令です。 
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（5） T ビット 

ステータスレジスタ（SR）の T ビットは、比較演算の結果などを示すために使用し、条件付き分岐命令で

参照します。たとえば、以下に条件付き分岐命令例を示します。 
 

ADD #1, R0 ;T ビットは ADD 演算で変更されません。 

CMP/EQ R1, R0 ;R0=R1 のとき T ビットは"1"にセットされます。 

BT TARGET ;T ビット="1"（R0=R1）のとき TARGET に分岐します。 
 

RTE の遅延スロットで、ステータスレジスタ（SR）ビットは次のように参照されます。命令アクセスは変

更の前に MD ビットを使用し、データアクセスは変更後の MD ビットにアクセスします。変更後の他の S、T、

M、Q、FD、BL、RB ビットを遅延スロットの命令実行のために使用します。STC、STC.L SR 命令は、変更

後すべての SR ビットにアクセスします。 
 

（6） 定数値 

8 ビットの定数値は命令コード、イミディエイト値で指定できます。また 16 ビット、32 ビットの定数値は

メモリで定義することができ、PC 相対ロード命令で参照できます。 
 

MOV.W @(disp, PC), Rn 

MOV.L @(disp, PC), Rn 
 

浮動小数点に対する PC 相対ロード命令はありません。ただし、単精度浮動小数点レジスタに対して FLDI0、

FLDI1 命令を使用することによって、0.0 または 1.0 にセットできます。 
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3.2 アドレッシングモード 
表 3.2 にアドレッシングモードと実効アドレスの計算を示します。仮想アドレス空間のある位置をアクセ

スすると（MMUCR.AT＝"1"）、実効アドレスは物理アドレスに変換されます。複数の仮想メモリ空間シス

テムを選択した場合（MMUCR.SV＝"0"）、PTEH の最下位ビットもアクセスの ASID として参照されます。

「第 7 章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

表 3.2 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシングモード 命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rn です。 

（オペランドはレジスタ Rn の内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rn の内容です。 
Rn Rn  

Rn→EA（EA：実効アドレス）

ポストインクリメント 

レジスタ間接 

@Rn＋ 実効アドレスはレジスタ Rn の内容です。命令実

行後 Rn に定数を加算します。定数はオペランド

サイズがバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロング

ワードのとき 4、クワッドワードのとき 8 です。

Rn Rn

1/2/4/8

Rn 1/2/4/8

 

Rn→EA 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

クワッドワード：Rn＋8→Rn 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジ

スタ Rn の内容です。定数はバイトのとき 1、ワー

ドのとき 2、ロングワードのとき 4、クワッドワー

ドのとき 8 です。 
Rn

Rn 1/2/4/8

1/2/4/8

Rn 1/2/4/8

 

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

クワッドワード：Rn－8→Rn 

Rn→EA 

（計算後の Rn で命令実行） 

ディスプレースメント 

付きレジスタ間接 

@(disp:4, 

Rn) 

実効アドレスはレジスタ Rn に 4 ビットディスプ

レースメント disp を加算した内容です。disp はゼ

ロ拡張後、オペランドサイズによってバイトで 1

倍、ワードで 2 倍、ロングワードで 4 倍します。

Rn

Rn

disp 1/2/4

1/2/4

disp( )

 

バイト：Rn＋disp→EA 

ワード：Rn＋disp×2→EA 

ロングワード：Rn＋disp×4→EA
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アドレッシングモード 命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付き 

レジスタ間接 

@(R0, Rn) 実効アドレスはレジスタRnにR0を加算した内容

です。 
Rn

R0

Rn R0

 

Rn＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き GBR 間接 

@(disp:8, 

GBR) 

実効アドレスはレジスタGBRに8ビットディスプ

レースメント disp を加算した内容です。disp はゼ

ロ拡張後、オペランドサイズによってバイトで 1

倍、ワードで 2 倍、ロングワードで 4 倍します。

GBR

GBR

disp 1/2/4

1/2/4

disp( )

 

バイト：GBR＋disp→EA 

ワード：GBR＋disp×2→EA 

ロングワード：GBR＋disp×4→

EA 

インデックス付き 

GBR 間接 

@(R0, GBR)

 

実効アドレスはレジスタ GBR に R0 を加算した内

容です。 
GBR

GBR R0

R0  

GBR＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き PC 相対 

@(disp:8, 

PC) 

実効アドレスは PC＋4 に 8 ビットディスプレース

メント disp を加算した内容です。disp はゼロ拡張

後、オペランドサイズによってワードで 2 倍、ロ

ングワードで 4 倍します。さらにロングワードの

ときは PC の下位 2 ビットをマスクします。 

PC 4 disp 2

PC
H'FFFFFFFC 4

disp 4

2/4

disp( )

PC

H'FFFFFFFC

4

 

ワード：PC＋4＋disp×2→EA 

ロングワード： 

PC & H'FFFFFFFC＋4＋disp×

→EA 
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アドレッシングモード 命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

disp:8 実効アドレスはPC＋4に8ビットディスプレースメ

ント disp を符号拡張後 2 倍し、加算した内容です。

2

disp ( )
PC 4 disp 2

PC

4

 

PC＋4＋disp×2→

Branch-Target 

disp:12 実効アドレスは PC＋4 に 12 ビットディスプレース

メント dispを符号拡張後2倍し、加算した内容です。

2

disp( )
PC 4 disp 2

PC

4

 

PC＋4＋disp×2→

Branch-Target 

PC 相対 

Rn 実効アドレスは PC＋4 に Rn を加算した内容です。

PC 4 Rn

Rn

PC

4

 

PC＋4＋Rn→Branch-Target 

#imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8 ビットイミディエイ

ト imm はゼロ拡張します。 

－ 

#imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の8ビットイミディエイト

imm は符号拡張します。 

－ 

イミディエイト 

#imm:8 TRAPA 命令の 8 ビットイミディエイト imm はゼロ

拡張後、4 倍します。 

－ 

【注】・ 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブラ記述は、オ

ペランドサイズに応じたスケーリング（×1、×2、×4）を行う前の値を書いています。これは、MCU の動作を明確

にするためで、実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールを参照してください。 

  ＠（disp:4, Rn） ; ディスプレースメント付きレジスタ間接 

  ＠（disp:8, GBR） ; ディスプレースメント付き GBR 間接 

  ＠（disp:8, PC） ; ディスプレースメント付き PC 相対 

  disp: 8, disp:12 ;PC 相対 
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3.3 命令セット 
表 3.3 に、表 3.4～表 3.13 に示す SuperH 命令の説明に使用する表記を示します。 

 

表 3.3 命令リストの表記 

項目 フォーマット 説   明 

命令ニーモニック OP.Sz SRC,DEST 

 

OP：オペレーションコード 

Sz：サイズ 

SRC：ソースオペランド 

DEST：ソースおよび/またはデスティネーションオペランド 

Rm：ソースレジスタ 

Rn：デスティネーションレジスタ 

imm：イミディエイトデータ 

disp：ディスプレースメント 

演算の要約  →、←：転送方向 

(xx)：メモリオペランド 

M/Q/T：SR のフラグビット 

&：各ビットの論理積 

|：各ビットの論理和 

^：各ビット排他的論理和 

~：各ビットの論理否定 

<<n,>>n：n ビットシフト 

命令コード MSB←→LSB mmmm：レジスタ番号（Rm、FRm） 

nnnn：レジスタ番号（Rn、FRn） 

0000：R0, FR0 

0001：R1, FR1 

 ： 

1111：R15, FR15 

mmm：レジスタ番号（DRm、XDm、Rm_BANK） 

nnn：レジスタ番号（DRn、XDn、Rn_BANK） 

000：DR0、XD0、R0_BANK 

001：DR2、XD2、R1_BANK 

 ： 

111：DR14、XD14、R7_BANK 

mm：レジスタ番号(FVm) 

nn：レジスタ番号(FVn) 
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項目 フォーマット 説   明 

命令コード MSB←→LSB 00：FV0 

01：FV4 

10：FV8 

11：FV12 

iiii：イミディエイト値 

dddd：ディスプレースメント 

特権モード － 「特権」と記載してある場合、特権モードでのみ実行可能です。 

T ビット 命令実行後の T ビットの値 －：変更なし 

新規 － 「新規」と記載してある場合は、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）

の VER ビットの値が H'20 の SH-4A で新規に追加された命令です。 

【注】・ スケーリング（x1、x2、x4、x8）は命令オペランドのサイズに応じて実行されます。 
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表 3.4 固定小数点転送命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規

MOV #imm,Rn imm→符号拡張→Rn 1110nnnniiiiiiii － － － 

MOV.W @(disp*1,PC),Rn (disp×2+PC+4)→符号拡張→Rn 1001nnnndddddddd － － － 

MOV.L @(disp*1,PC),Rn (disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4)→Rn 1101nnnndddddddd － － － 

MOV Rm,Rn Rm→Rn 0110nnnnmmmm0011 － － － 

MOV.B Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L @Rm,Rn (Rm)→Rn 0110nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B Rm,@-Rn Rn-1→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@-Rn Rn-2→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@-Rn Rn-4→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+1→Rm 0110nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+2→Rm 0110nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L @Rm+,Rn (Rm)→Rn, Rm+4→Rm 0110nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*1,Rn) R0→(disp+Rn) 10000000nnnndddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*1,Rn) R0→(disp×2+Rn) 10000001nnnndddd － － － 

MOV.L Rm,@(disp*1,Rn) Rm→(disp×4+Rn) 0001nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B @(disp*1,Rm),R0 (disp+Rm)→符号拡張→R0 10000100mmmmdddd － － － 

MOV.W @(disp*1,Rm),R0 (disp×2+Rm)→符号拡張→R0 10000101mmmmdddd － － － 

MOV.L @(disp*1,Rm),Rn (disp×4+Rm)→Rn 0101nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1100 － － － 

MOV.W @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1101 － － － 

MOV.L @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→Rn 0000nnnnmmmm1110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*1,GBR) R0→(disp+GBR) 11000000dddddddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*1,GBR) R0→(disp×2+GBR) 11000001dddddddd － － － 

MOV.L R0,@(disp*1,GBR) R0→(disp×4+GBR) 11000010dddddddd － － － 

MOV.B @(disp*1,GBR),R0 (disp+GBR)→符号拡張→R0 11000100dddddddd － － － 

MOV.W @(disp*1,GBR),R0 (disp×2+GBR)→符号拡張→R0 11000101dddddddd － － － 

MOV.L @(disp*1,GBR),R0 (disp×4+GBR)→R0 11000110dddddddd － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規

MOVA @(disp*1,PC),R0 disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4→R0 11000111dddddddd － － － 

MOVCO.L R0,@Rn LDST→T 

if(T==1)R0→(Rn) 

0→LDST 

0000nnnn01110011 － LDST 新規

MOVLI.L @Rm,R0 1→LDST 

(Rm)→R0 

ただし、割り込み/例外発生時 0→

LDST 

0000mmmm01100011 － － 新規

MOVUA.L @Rm,R0 (Rm)→R0 

非境界調整データのロード 

0100mmmm10101001 － － 新規

MOVUA.L @Rm+,R0 (Rm)→R0,Rm+4→Rm 

非境界調整データのロード 

0100mmmm11101001 － － 新規

MOVT Rn T→Rn 0000nnnn00101001 － － － 

SWAP.B Rm,Rn Rm→下位 2 バイトの 

上下バイト交換→Rn 

0110nnnnmmmm1000 － － － 

SWAP.W Rm,Rn Rm→上下ワード交換→Rn 0110nnnnmmmm1001 － － － 

XTRCT Rm,Rn Rm:Rn の中央 32 ビット→Rn 0010nnnnmmmm1101 － － － 

【注】 *1 ルネサスのアセンブラでは、disp にスケーリング後（×1、×2、×4）の値を設定します。 
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表 3.5 算術演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規

ADD Rm,Rn Rn+Rm→Rn 0011nnnnmmmm1100 － － － 

ADD #imm,Rn Rn+imm→Rn 0111nnnniiiiiiii － － － 

ADDC Rm,Rn Rn+Rm+T→Rn,キャリ→T 0011nnnnmmmm1110 － キャリ － 

ADDV Rm,Rn Rn+Rm→Rn,オーバフロー→T 0011nnnnmmmm1111 － オ－バ

フロ－

－ 

CMP/EQ #imm,R0 R0=imm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

10001000iiiiiiii － 比較 

結果 

－ 

CMP/EQ Rm,Rn Rn=Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0000 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HS Rm,Rn 無符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0010 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GE Rm,Rn 有符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0011 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HI Rm,Rn 無符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0110 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GT Rm,Rn 有符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0111 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PZ Rn Rn≧0 のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010001 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PL Rn Rn>0 のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010101 － 比較 

結果 

－ 

CMP/STR Rm,Rn いずれかのバイトが等しいとき 1→T

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1100 － 比較 

結果 

－ 

DIV1 Rm,Rn 1 ステップ除算(Rn÷Rm) 0011nnnnmmmm0100 － 計算 

結果 

－ 

DIV0S Rm,Rn Rn の MSB→Q, Rm の MSB→M,  

M^Q→T 

0010nnnnmmmm0111 － 計算 

結果 

－ 

DIV0U  0→M/Q/T 0000000000011001 － 0 － 

DMULS.L Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64 ビット 

0011nnnnmmmm1101 － － － 

DMULU.L Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64 ビット 

0011nnnnmmmm0101 － － － 

DT Rn Rn-1→Rn, Rn が 0 のとき 1→T 

Rn が 0 以外のとき 0→T 

0100nnnn00010000 － 比較 

結果

－ 

EXTS.B Rm,Rn Rm をバイトから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1110 － － － 

EXTS.W Rm,Rn Rm をワードから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1111 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規

EXTU.B Rm,Rn Rm をバイトからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1100 － － － 

EXTU.W Rm,Rn Rm をワードからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1101 － － － 

MAC.L @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+4→Rn, Rm+4→Rm 

32×32＋64→64 ビット 

0000nnnnmmmm1111 － － 

 

－ 

MAC.W @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+2→Rn, Rm+2→Rm 

16×16+64→64 ビット 

0100nnnnmmmm1111 － － － 

MUL.L Rm,Rn Rn×Rm→MACL 

32×32→32 ビット 

0000nnnnmmmm0111 － － － 

MULS.W Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MACL 

16×16→32 ビット 

0010nnnnmmmm1111 － － － 

MULU.W Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MACL 

16×16→32 ビット 

0010nnnnmmmm1110 － － － 

NEG Rm,Rn 0-Rm→Rn 0110nnnnmmmm1011 － － － 

NEGC Rm,Rn 0-Rm-T→Rn, ボロー→T 0110nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUB Rm,Rn Rn-Rm→Rn 0011nnnnmmmm1000 － － － 

SUBC Rm,Rn Rn-Rm-T→Rn,ボロー→T 0011nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUBV Rm,Rn Rn-Rm→Rn,アンダフロー→T 0011nnnnmmmm1011 － アンダ

フロー

－ 
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表 3.6 論理演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規

AND Rm,Rn Rn & Rm→Rn 0010nnnnmmmm1001 － － － 

AND #imm,R0 R0 & imm→R0 11001001iiiiiiii － － － 

AND.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) & imm→(R0+GBR) 11001101iiiiiiii － － － 

NOT Rm,Rn ~Rm→Rn 0110nnnnmmmm0111 － － － 

OR Rm,Rn Rn｜Rm→Rn 0010nnnnmmmm1011 － － － 

OR #imm,R0 R0｜imm→R0 11001011iiiiiiii － － － 

OR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) | imm→(R0+GBR) 11001111iiiiiiii － － － 

TAS.B @Rn (Rn)が 0 のとき 1→T 

それ以外とき 0→T 

両方に対して 1→(Rn)の MSB 

0100nnnn00011011 － テスト

結果

－ 

TST Rm,Rn Rn & Rm,結果が 0 のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1000 － テスト

結果

－ 

TST #imm,R0 R0 & imm,結果が 0 のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001000iiiiiiii － テスト

結果

－ 

TST.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR)&imm, 

結果が 0 のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001100iiiiiiii － テスト

結果

－ 

XOR Rm,Rn Rn ^ Rm→Rn 0010nnnnmmmm1010 － － － 

XOR #imm,R0 R0 ^ imm→R0 11001010iiiiiiii － － － 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) ^ imm→(R0+GBR) 11001110iiiiiiii － － － 
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表 3.7 シフト命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規

ROTL Rn T←Rn←MSB 0100nnnn00000100 － MSB － 

ROTR Rn LSB→Rn→T 0100nnnn00000101 － LSB － 

ROTCL Rn T←Rn←T 0100nnnn00100100 － MSB － 

ROTCR Rn T→Rn→T 0100nnnn00100101 － LSB － 

SHAD Rm, Rn Rm≧0 のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0 のとき Rn>>Rm→[MSB→Rn]

0100nnnnmmmm1100 － － － 

SHAL Rn T←Rn←0 0100nnnn00100000 － MSB － 

SHAR Rn MSB→Rn→T 0100nnnn00100001 － LSB － 

SHLD Rm, Rn Rm≧0 のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0 のとき Rn>>Rm→[0→Rn] 

0100nnnnmmmm1101 － － － 

SHLL Rn T←Rn←0 0100nnnn00000000 － MSB － 

SHLR Rn 0→Rn→T 0100nnnn00000001 － LSB － 

SHLL2 Rn Rn<<2→Rn 0100nnnn00001000 － － － 

SHLR2 Rn Rn>>2→Rn 0100nnnn00001001 － － － 

SHLL8 Rn Rn<<8→Rn 0100nnnn00011000 － － － 

SHLR8 Rn Rn>>8→Rn 0100nnnn00011001 － － － 

SHLL16 Rn Rn<<16→Rn 0100nnnn00101000 － － － 

SHLR16 Rn Rn>>16→Rn 0100nnnn00101001 － － － 
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表 3.8 分岐命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

BF label T=0 のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1 のとき nop 

10001011dddddddd － － － 

BF/S label 遅延分岐,T=0 のとき disp×2+PC+4→PC,

T=1 のとき nop 

10001111dddddddd － － － 

BT label T=1 のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0 のとき nop 

10001001dddddddd － － － 

BT/S label 遅延分岐,T=1 のとき disp×2+PC+4→PC,

T=0 のとき nop 

10001101dddddddd － － － 

BRA label 遅延分岐,disp×2+PC+4→PC 1010dddddddddddd － － － 

BRAF Rn 遅延分岐,Rn+PC+4→PC 0000nnnn00100011 － － － 

BSR label 遅延分岐,PC+4→PR, 

disp×2+PC+4→PC 

1011dddddddddddd － － － 

BSRF Rn 遅延分岐,PC+4→PR, 

Rn+PC+4→PC 

0000nnnn00000011 － － － 

JMP @Rn 遅延分岐,Rn→PC 0100nnnn00101011 － － － 

JSR @Rn 遅延分岐,PC+4→PR,Rn→PC 0100nnnn00001011 － － － 

RTS  遅延分岐,PR→PC 0000000000001011 － － － 
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表 3.9 システム制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

CLRMAC  0→MACH,MACL 0000000000101000 － － － 

CLRS  0→S 0000000001001000 － － － 

CLRT  0→T 0000000000001000 － 0 － 

ICBI @Rn 論理アドレス Rn で示される命令

キャッシュを無効化 

0000nnnn11100011 － － 新規 

LDC Rm,SR Rm→SR 0100mmmm00001110 特権 LSB － 

LDC Rm,GBR Rm→GBR 0100mmmm00011110 － － － 

LDC Rm,VBR Rm→VBR 0100mmmm00101110 特権 － － 

LDC Rm,SGR Rm→SGR 0100mmmm00111010 特権 － 新規

LDC Rm,SSR Rm→SSR 0100mmmm00111110 特権 － － 

LDC Rm,SPC Rm→SPC 0100mmmm01001110 特権 － － 

LDC Rm,DBR Rm→DBR 0100mmmm11111010 特権 － － 

LDC Rm,Rn_BANK Rm→Rn_BANK(n=0～7) 0100mmmm1nnn1110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SR (Rm)→SR,Rm+4→Rm 0100mmmm00000111 特権 LSB － 

LDC.L @Rm+,GBR (Rm)→GBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00010111 － － － 

LDC.L @Rm+,VBR (Rm)→VBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SGR (Rm)→SGR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110110 特権 － 新規

LDC.L @Rm+,SSR (Rm)→SSR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SPC (Rm)→SPC,Rm+4→Rm 0100mmmm01000111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,DBR (Rm)→DBR,Rm+4→Rm 0100mmmm11110110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,Rn_BANK (Rm)→Rn_BANK,Rm+4→Rm 0100mmmm1nnn0111 特権 － － 

LDS Rm,MACH Rm→MACH 0100mmmm00001010 － － － 

LDS Rm,MACL Rm→MACL 0100mmmm00011010 － － － 

LDS Rm,PR Rm→PR 0100mmmm00101010 － － － 

LDS.L @Rm+,MACH (Rm)→MACH,Rm+4→Rm 0100mmmm00000110 － － － 

LDS.L @Rm+,MACL (Rm)→MACL,Rm+4→Rm 0100mmmm00010110 － － － 

LDS.L @Rm+,PR (Rm)→PR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100110 － － － 

LDTLB  PTEH/PTEL→TLB 0000000000111000 特権 － － 

MOVCA.L R0,@Rn (キャッシュブロックをフェッチせず

に)R0→(Rn) 

0000nnnn11000011 － － － 

NOP  無操作 0000000000001001 － － － 

OCBI @Rn オペランドキャッシュブロックを無効

にする 

0000nnnn10010011 － － － 

OCBP @Rn オペランドキャッシュブロックをライ

トバックし無効にする 

0000nnnn10100011 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

OCBWB @Rn オペランドキャッシュブロックをライ

トバックする 

0000nnnn10110011 － － － 

PREF @Rn (Rn)→オペランドキャッシュ 0000nnnn10000011 － － － 

PREFI @Rn 32 バイトの命令ブロックを命令キャッ

シュに読み込む 

0000nnnn11010011 － － 新規

RTE  遅延分岐,SSR/SPC→SR/PC 0000000000101011 特権 － － 

SETS  1→S 0000000001011000 － － － 

SETT  1→T 0000000000011000 － 1 － 

SLEEP*1  スリープ 0000000000011011 特権 － － 

STC SR,Rn SR→Rn 0000nnnn00000010 特権 － － 

STC GBR,Rn GBR→Rn 0000nnnn00010010 － － － 

STC VBR,Rn VBR→Rn 0000nnnn00100010 特権 － － 

STC SSR,Rn SSR→Rn 0000nnnn00110010 特権 － － 

STC SPC,Rn SPC→Rn 0000nnnn01000010 特権 － － 

STC SGR,Rn SGR→Rn 0000nnnn00111010 特権 － － 

STC DBR,Rn DBR→Rn 0000nnnn11111010 特権 － － 

STC Rm_BANK,Rn Rm_BANK→Rn(m=0～7) 0000nnnn1mmm0010 特権 － － 

STC.L SR,@-Rn Rn-4→Rn,SR→(Rn) 0100nnnn00000011 特権 － － 

STC.L GBR,@-Rn Rn-4→Rn,GBR→(Rn) 0100nnnn00010011 － － － 

STC.L VBR,@-Rn Rn-4→Rn,VBR→(Rn) 0100nnnn00100011 特権 － － 

STC.L SSR,@-Rn Rn-4→Rn,SSR→(Rn) 0100nnnn00110011 特権 － － 

STC.L SPC,@-Rn Rn-4→Rn,SPC→(Rn) 0100nnnn01000011 特権 － － 

STC.L SGR,@-Rn Rn-4→Rn,SGR→(Rn) 0100nnnn00110010 特権 － － 

STC.L DBR,@-Rn Rn-4→Rn,DBR→(Rn) 0100nnnn11110010 特権 － － 

STC.L Rm_BANK,@-Rn Rn-4→Rn,Rm_BANK→(Rn) 

(m=0～7) 

0100nnnn1mmm0011 特権 － － 

STS MACH,Rn MACH→Rn 0000nnnn00001010 － － － 

STS MACL,Rn MACL→Rn 0000nnnn00011010 － － － 

STS PR,Rn PR→Rn 0000nnnn00101010 － － － 

STS.L MACH,@-Rn Rn-4→Rn,MACH→(Rn) 0100nnnn00000010 － － － 

STS.L MACL,@-Rn Rn-4→Rn,MACL→(Rn) 0100nnnn00010010 － － － 

STS.L PR,@-Rn Rn-4→Rn,PR→(Rn) 0100nnnn00100010 － － － 

SYNCO  本命令以前のデータ操作を完了するま

で、本命令以降の命令を開始しない 

0000000010101011 － － 新規
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

TRAPA #imm imm<<2→TRA,PC+2→SPC, 

SR→SSR,R15→SGR, 

1→SR.MD/BL/RB,H'160→EXPEVT, 

VBR+H'0100→PC 

11000011iiiiiiii － － － 

【注】 *1 本マイコンにはスリープモードがありませんので、SLEEP 命令は使用しないでください。 
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表 3.10 浮動小数点単精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

FLDI0 FRn H'00000000→FRn 1111nnnn10001101 － － － 

FLDI1 FRn H'3F800000→FRn 1111nnnn10011101 － － － 

FMOV FRm,FRn FRm→FRn 1111nnnnmmmm1100 － － － 

FMOV.S @Rm,FRn (Rm)→FRn 1111nnnnmmmm1000 － － － 

FMOV.S @(R0,Rm),FRn (R0+Rm)→FRn 1111nnnnmmmm0110 － － － 

FMOV.S @Rm+,FRn (Rm)→FRn,Rm+4→Rm 1111nnnnmmmm1001 － － － 

FMOV.S FRm,@Rn FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1010 － － － 

FMOV.S FRm,@-Rn Rn-4→Rn,FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1011 － － － 

FMOV.S FRm,@(R0,Rn) FRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmmm0111 － － － 

FMOV DRm,DRn DRm→DRn 1111nnn0mmm01100 － － － 

FMOV @Rm,DRn (Rm)→DRn 1111nnn0mmmm1000 － － － 

FMOV @(R0,Rm),DRn (R0+Rm)→DRn 1111nnn0mmmm0110 － － － 

FMOV @Rm+,DRn (Rm)→DRn,Rm+8→Rm 1111nnn0mmmm1001 － － － 

FMOV DRm,@Rn DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01010 － － － 

FMOV DRm,@-Rn Rn-8→Rn,DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01011 － － － 

FMOV DRm,@(R0,Rn) DRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm00111 － － － 

FLDS FRm,FPUL FRm→FPUL 1111mmmm00011101 － － － 

FSTS FPUL,FRn FPUL→FRn 1111nnnn00001101 － － － 

FABS FRn FRn & H'7FFF FFFF→FRn 1111nnnn01011101 － － － 

FADD FRm,FRn FRn+FRm→FRn 1111nnnnmmmm0000 － － － 

FCMP/EQ FRm,FRn FRn=FRm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT FRm,FRn FRn>FRm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV FRm,FRn FRn/FRm→FRn 1111nnnnmmmm0011 － － － 

FLOAT FPUL,FRn (float)FPUL→FRn 1111nnnn00101101 － － － 

FMAC FR0,FRm,FRn FR0×FRm+FRn→FRn 1111nnnnmmmm1110 － － － 

FMUL FRm,FRn FRn×FRm→FRn 1111nnnnmmmm0010 － － － 

FNEG FRn FRn ^ H'80000000→FRn 1111nnnn01001101 － － － 

FSQRT FRn sqrt(FRn)→FRn*1 1111nnnn01101101 － － － 

FSUB FRm,FRn FRn - FRm→FRn 1111nnnnmmmm0001 － － － 

FTRC FRm,FPUL (long)FRm→FPUL 1111mmmm00111101 － － － 

【注】 *1 sqrt(FRｎ)は FRn の平方根を表します。 
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表 3.11 浮動小数点倍精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

FABS DRn DRn&H'7FFF FFFF FFFF FFFF→DRn 1111nnn001011101 － － － 

FADD DRm,DRn DRn+DRm→DRn 1111nnn0mmm00000 － － － 

FCMP/EQ DRm,DRn DRn=DRm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT DRm,DRn DRn>DRm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV DRm,DRn DRn/DRm→DRn 1111nnn0mmm00011 － － － 

FCNVDS DRm,FPUL double_to_float(DRm)→FPUL 1111mmm010111101 － － － 

FCNVSD FPUL,DRn float_to_double(FPUL)→DRn 1111nnn010101101 － － － 

FLOAT FPUL,DRn (float)FPUL→DRn 1111nnn000101101 － － － 

FMUL DRm,DRn DRn×DRm→DRn 1111nnn0mmm00010 － － － 

FNEG DRn DRn ^ H'8000 0000 0000 0000→DRn 1111nnn001001101 － － － 

FSQRT DRn sqrt(DRn)→DRn*1 1111nnn001101101 － － － 

FSUB DRm,DRn DRn - DRm→DRn 1111nnn0mmm00001 － － － 

FTRC DRm,FPUL (long)DRm→FPUL 1111mmm000111101 － － － 

【注】 *1 sqrt(DRn)は DRn の平方根を表します。 
 

表 3.12 浮動小数点制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

LDS Rm,FPSCR Rm→FPSCR 0100mmmm01101010 － － － 

LDS Rm,FPUL Rm→FPUL 0100mmmm01011010 － － － 

LDS.L @Rm+,FPSCR (Rm)→FPSCR,Rm+4→Rm 0100mmmm01100110 － － － 

LDS.L @Rm+,FPUL (Rm)→FPUL,Rm+4→Rm 0100mmmm01010110 － － － 

STS FPSCR,Rn FPSCR→Rn 0000nnnn01101010 － － － 

STS FPUL,Rn FPUL→Rn 0000nnnn01011010 － － － 

STS.L FPSCR,@-Rn Rn-4→Rn,FPSCR→(Rn) 0100nnnn01100010 － － － 

STS.L FPUL,@-Rn Rn-4→Rn,FPUL→(Rn) 0100nnnn01010010 － － － 
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表 3.13 浮動小数点グラフィック強化命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット

新規 

FMOV DRm,XDn DRm→XDn 1111nnn1mmm01100 － － － 

FMOV XDm,DRn XDm→DRn 1111nnn0mmm11100 － － － 

FMOV XDm,XDn XDm→XDn 1111nnn1mmm11100 － － － 

FMOV @Rm,XDn (Rm)→XDn 1111nnn1mmmm1000 － － － 

FMOV @Rm+,XDn (Rm)→XDn,Rm+8→Rm 1111nnn1mmmm1001 － － － 

FMOV @(R0,Rm),XDn (R0+Rm)→XDn 1111nnn1mmmm0110 － － － 

FMOV XDm,@Rn XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11010 － － － 

FMOV XDm,@-Rn Rn-8→Rn,XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11011 － － － 

FMOV XDm,@(R0,Rn) XDm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm10111 － － － 

FIPR FVm,FVn inner_product(FVm,FVn) 

→FR[n+3] 

1111nnmm11101101 － － － 

FTRV XMTRX,FVn transform_vector(XMTRX,FVn) 

→FVn 

1111nn0111111101 － － － 

FRCHG  ～FRSCR.FR→FRSCR.FR 1111101111111101 － － － 

FSCHG  ～FPSCR.SZ→FPSCR.SZ 1111001111111101 － － － 

FPCHG  ～FPSCR.PR→FPSCR.PR 1111011111111101 － － 新規 

FSRRA FRn 1/sqrt(FRn)→FRn*1 1111nnnn01111101 － － 新規 

FSCA FPUL,DRn sin(FPUL)→FRn 

cos(FPUL)→FR[n+1] 

1111nnn011111101 － － 新規 

【注】 *1 sqrt(FRn)は FRn の平方根を表します。 
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3.4 使用上の注意事項 
本マイコンにはスリープモードがありませんので、SLEEP 命令は使用しないでください。 
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4. パイプライン動作 

SH-4A は 2 命令並列型（2-ILP、Instruction-Level-Parallelism）のスーパスカラパイプライン処理マイクロプ

ロセッサです。命令実行はパイプライン化され、2 つの命令を並行して実行できます。 
 

4.1 パイプライン 
図 4.1 に基本パイプラインを示します。通常、パイプラインは命令フェッチ（I1、I2、I3）、デコード・レ

ジスタリード（ID）、実行（E1、E2、E3）、ライトバック（WB）の 8 ステージから構成されます。1 つの

命令は基本パイプラインの組み合わせとして実行されます。 

1

- -
-
-

---

-

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

2

3

4

5

6

- - -
-

-
-

- --
-

I1 I2 ID FS1 FS2 FS4FS3 FS
-

- - -
-

-
-

- - - - - -
-

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

- -
-
-

--

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-- -
-
-

--

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-

-

-

-

- -
-
-

I1 I2

I3

I3

I3

I3

I3 ID E1 E2 E3 WB

 

図 4.1 基本パイプライン 
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図 4.2 に命令実行パターンを示します。表 4.1 に図 4.2 で使用する表記とその意味を示します。 
 

表 4.1 命令実行パターン表記説明 

表   記 意   味 

E1 E2 E3 WB  
CPU EX パイプ占有 

S1 S2 S3 WB  
CPU LS パイプ占有 

（メモリアクセスを伴う場合） 

s1 s2 s3 WB  
CPU LS パイプ占有 

（メモリアクセスを伴わない場合） 

E1/S1  
CPU EX か LS の 

いずれか一方を占有 

E1S1 E1s1  
CPU EX と LS の 

両方を占有 

M2 M3 MS  
CPU MULT 演算器占有 

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS  
FPU-EX パイプ占有 

FS1 FS2 FS3 FS4 FS  
FPU-LS パイプ占有 

ID  
ID ステージをロック 

 
CPU と FPU 両方のパイプを占有 
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1-1 BF BF/S BT BT/S BRA BSR 1 0 3

I1 I2 I3

I1 ID

ID E1/S1 E2/s2 E3/s3 WB

I3

I3

I3

I2 I3

1-2 JSR JMP BRAF BSRF 1 4

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

1-3 RTS 1 0 4

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

1-4 RTE 4 2

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
E2s2ID E3s3

ID
WB

ID

ID
15

1-5 TRAPA 8 5 2

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1 E3s3E2s2

E1s1
E1s1

E1s1
E1s1

E2s2
E2s2

E2s2
E2s2

E3s3
E3s3

E3s3
E3s3

WB
WB

WB
WB

E2s2 E3s3 WB
E2s2 E3s3 WB

E1s1
E1s1

SLEEP

1-6 SLEEP 2

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1

I1 IDI2 I3

I1 IDI2 I3

I1 IDI2 I3

I1 IDI2 I3

1-1

E2s2 E3s3 WB

RTS
0

E1s1

ID

ID
ID

ID
ID

ID
ID

WB

ID  

図 4.2 命令実行パターン（1） 
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2-1 1 EX 1

I1 I2 I3 ID E1 E2 E3 WB

I3

I3

I3

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/s2 E3/s3

E1/s1 E2/s2 E3/S3

WB

2-2 1 LS 1

2-3 1 MT 1

2-4 MOV MT 1

EXT[SU].[BW] MOVT SWAP XTRCT ADD* CMP* DIV* DT NEG* SUB* AND AND# NOT
OR OR# TST TST# XOR XOR# ROT* SHA* SHL* CLRS CLRT SETS SETT

MOV# NOP

MOVA

MOV

AND# OR# TST# XOR# GBR

 

図 4.2 命令実行パターン（2） 
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3-1 1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

3-2 AND.B OR.B XOR.B TST.B 3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

3-3 TAS.B 4

3-4 PREF OCBI OCBP OCBWB MOVCA.L SYNCO 1

E2S2 E3S3 WB

MOV.[BWL] MOV.[BWL]@(d,GBR)

E1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2s2 E3s3E1s1

3-5 LDTLB 1

I1 I2 ID WB

3-6 ICBI 8 5 4

3-7 PREFI 5 5 4

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

3-8 MOVLI.L 1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

3-9 MOVCO.L 1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

3-10 MOVUA.L 2

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

ID
ID

ID
ID

ID

E1s1 E2s2 E3s3 WBID

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

I1 IDI2 I3

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

I1 IDI2 I3

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

PREFI

ICBI

 

図 4.2 命令実行パターン（3） 
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4-1 Rp_BANK/SSR/SPC/VBR LDC 1

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

4-2 DBR/SGR LDC 4

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

4-3 GBR LDC 1

4-4 SR LDC 4 4

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

4-5 Rp_BANK/SSR/SPC/VBR LDC.L 1

I1 I2 ID E1s1 E2s2 E3s3 WB

4-6 DBR/SGR LDC.L 4

4-7 GBR LDC.L 1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
ID

ID
ID

I1 I2 ID E1S1 E2S2 E3S3 WB
ID

ID
ID

ID
ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

4-8 SR LDC.L 6 4

I1 IDI2 I3

I1 IDI2 I3

ID

ID
ID

ID

ID
ID

 

図 4.2 命令実行パターン（4） 
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4-9 DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGR STC 1

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

4-10 SR STC 1

4-11 DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGR STC.L 1

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1s1 E2s2 E3s3

WB

4-12 SR STC.L 1

4-13 PR LDS 1

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1S1 E2S2 E3S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

4-14 PR LDS.L 1

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

4-15 PR STS 1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

4-16 PR STS.L 1

I1 I2 I3 ID ??1 ??2 ??3 WB

4-17 BSRF BSR JSR PR 0

E3 PR
PR STS STS.L

PR  

図 4.2 命令実行パターン（5） 
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5-1 MACH/L LDS 1

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB
MS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

5-2 MACH/L LDS.L 1

5-3 MACH/L STS 1

5-4 MACH/L STS.L 1

I1 I2 ID E1 M2 M3

E1 M2 M3

MS

E1 M2 M3 MS

M2 M3 MS

5-5 MULS.W MULU.W 1

5-6 DMULS.L DMULU.L MUL.L 1

5-7 CLRMAC 1

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID

5-8 MAC.W 2

5-9 MAC.L 2

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

M2 M3 MS

M2 M3 MS
M2 M3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WBID

ID

 

図 4.2 命令実行パターン（6） 
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6-1 FPUL LDS 1

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3

s1 s2 s3 WB

s1 s2 s3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

6-2 FPUL STS 1

6-3 FPUL LDS.L 1

6-4 FPUL STS.L 1

6-5 FPSCR LDS 1

6-6 FPSCR STS 1

6-7 FPSCR LDS.L 1

6-8 FPSCR STS.L 1

6-9 FPU FMOV 1

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3

S1 S2 S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3

I1 I2 ID WB

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4 FS
s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID

6-10 FLDS 1

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

6-11 FSTS 1
I1 I2 ID

I1 I2 ID

s1 s2 s3
FS  

図 4.2 命令実行パターン（7） 
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6-12 FABS FNEG FABS FNEG 1

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4 FS

6-13 FLDI0 FLDI1 1

6-14 1

6-15 FDIV/FSQRT 1

6-16 1

6-17 1

6-18 FDIV/FSQRT 1

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4
FEDS

FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS

FCMP/EQ FCMP/GT FADD FLOAT FMAC FMUL FSUB FTRC FRCHG FSCHG FPCHG

FCMP/EQ FCMP/GT FADD FLOAT FSUB FTRC FCNVSD FCNVDS

FMUL

I1 I2 I3 ID
FEDS

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（8） 

6-19 FIPR 1

6-20 FTRV 1

6-21 FSRRA 1

6-22 FSCA 1

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3
FEPL

FEPL

FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（9） 
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4.2 並列実行性 
命令は利用する内部機能ブロックにより、表 4.2 に示すようなグループに分類されます。表 4.3 に並列実

行可能な 2 つの命令の組み合わせをグループごとに示します。たとえば、EX グループに分類された ADD と

BR グループの BRA は並列実行できます。 
 

表 4.2 命令グループ 

命令 

グループ 

命   令 

EX ADD 

ADDC 

ADDV 

AND #imm,R0 

AND Rm,Rn 

CLRMAC 

CLRS 

CLRT 

CMP 

DIV0S 

DIV0U 

DIV1 

DMUS.L 

DMULU.L 

DT 

EXTS 

EXTU 

MOVT 

MUL.L 

MULS.W 

MULU.W 

NEG 

NEGC 

NOT 

OR #imm,R0 

OR Rm,Rn 

ROTCL 

ROTCR 

ROTL 

ROTR 

SETS 

SETT 

SHAD 

SHAL 

SHAR 

SHLD 

SHLL 

SHLL2 

SHLL8 

SHLL16 

SHLR 

SHLR2 

SHLR8 

SHLR16 

SUB 

SUBC 

SUBV 

SWAP 

TST #imm,R0 

TST Rm,Rn 

XOR #imm,R0 

XOR Rm,Rn 

XTRCT 

 

MT MOV #imm,Rn MOV Rm,Rn NOP  

BR BF 

BF/S 

BRA 

BRAF 

BSR 

BSRF 

BT 

BT/S 

JMP 

JSR 

RTS 

LS FABS 

FNEG 

FLDI0 

FLDI1 

FLDS 

FMOV @adr,FR 

FMOV FR,@adr 

FMOV FR,FR 

FMOV.S @adr,FR 

FMOV.S FR,@adr 

FSTS 

LDC Rm,CR1 

LDC.L @Rm+,CR1 

LDS Rm,SR1 

LDS Rm,SR2 

LDS.L @adr,SR2 

LDS.L @Rm+,SR1  

LDS.L @Rm+,SR2 

MOV.[BWL] @adr,R 

MOV.[BWL] R,@adr 

MOVA 

MOVCA.L 

MOVUA 

OCBI 

OCBP 

OCBWB 

PREF 

STC CR2,Rn 

STC.L CR2,@-Rn 

STS SR2,Rn 

STS.L SR2,@-Rn 

STS SR1,Rn 

STS.L SR1,@-Rn 
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命令 

グループ 

命   令 

FE FADD 

FSUB 

FCMP（S/D） 

FCNVDS 

FCNVSD 

FDIV 

FIPR 

FLOAT 

FMAC 

FMUL 

FRCHG 

FSCHG 

FSQRT 

FTRC 

FTRV 

FSCA 

FSRRA 

FPCHG 

CO AND.B #imm,@(R0,GBR) 

ICBI 

LDC Rm,DBR 

LDC Rm,SGR 

LDC Rm,SR 

LDC.L @Rm+,DBR 

LDC.L @Rm+,SGR 

LDC.L @Rm+,SR 

LDTLB 

MAC.L 

MAC.W 

MOVCO 

MOVLI 

OR.B #imm,@(R0,GBR) 

PREFI 

RTE 

SLEEP*1 

STC SR,Rn 

STC.L SR,@-Rn 

SYNCO 

TAS.B 

TRAPA 

TST.B #imm,@(R0,GBR)

XOR.B #imm,@(R0,GBR)

【注】 *1 本マイコンにはスリープモードがありませんので、SLEEP 命令は使用しないでください。 

【記号説明】 R ：Rm/Rn 

  @adr：アドレス 

  SR1：MACH/MACL/PR 

  SR2：FPUL/FPSCR 

  CR1：GBR/Rp_BANK/SPC/SSR/VBR 

  CR2：CR1/DBR/SGR 

  FR ：FRm/FRn/DRm/DRn/XDm/XDn 
 

2 命令の同時実行は次の場合に限ります。 

1. addr（先行）とaddr+2（後行）の2命令で1Kバイト（最小のページサイズ）をまたがないこと 

2. 表4.3（先行・後行掛け合わせ表）で同時実行可能である（○となっている）こと 

3. addrにある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

4. addr+2にある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

5. 2命令とも有効であること 
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表 4.3 先行・後行掛け合わせ表 

先行命令（addr）  

EX MT BR LS FE CO 

EX × ○ ○ ○ ○ 

MT ○ ○ ○ ○ ○ 

BR ○ ○ × ○ ○ 

LS ○ ○ ○ × ○ 

FE ○ ○ ○ ○ × 

 後行命令 

（addr+2） 

CO  × 
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4.3 発行レートと実行ステート 
表 4.4 に命令の発行レートと実行ステートを示します。表 4.4 中の命令グループは表 4.2 における分類に対

応します。また、本節に示す発行レートと実行ステートでは、パイプラインストールによるペナルティサイ

クルは考慮していません。 
 

1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

3

E2S2 E3S3 WB

AND.B

E1S1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1

ID
ID

ID

I1 IDI2 I3

M3M22

I1 I3 IDI2

MAC.W

CPU
AND.B

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

3

E2S2 E3S3 WBE1S1ID
ID

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1ID

M3M2

MAC.W
4

FPU
FMUL

14
FDIV

2

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FS

3

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
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表 4.4 発行レートと実行ステート 

機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

1 EXTS.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

2 EXTS.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

3 EXTU.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

4 EXTU.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

5 MOV Rm,Rn MT 1 1 2-4 

6 MOV #imm,Rn MT 1 1 2-3 

7 MOVA @(disp,PC),R0 LS 1 1 2-2 

8 MOV.W @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

9 MOV.L @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

10 MOV.B @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

11 MOV.W @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

12 MOV.L @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

13 MOV.B @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

14 MOV.W @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

15 MOV.L @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

16 MOV.B @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

17 MOV.W @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

18 MOV.L @(disp,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

19 MOV.B @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

20 MOV.W @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

21 MOV.L @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

22 MOV.B @(disp,GBR),R0 LS 1 1 3-1 

23 MOV.W @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

24 MOV.L @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

25 MOV.B Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

26 MOV.W Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

27 MOV.L Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

28 MOV.B Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

29 MOV.W Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

30 MOV.L Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

31 MOV.B R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

32 MOV.W R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

33 MOV.L Rm,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

データ 

転送命令 

34 MOV.B Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

35 MOV.W Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

36 MOV.L Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

37 MOV.B R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

38 MOV.W R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

39 MOV.L R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

40 MOVCA.L R0,@Rn LS 1 1 3-4 

41 MOVCO.L R0,@Rn CO 1 1 3-9 

42 MOVLI.L @Rm,R0 CO 1 1 3-8 

43 MOVUA.L @Rm,R0 LS 2 2 3-10 

44 MOVUA.L @Rm+,R0 LS 2 2 3-10 

45 MOVT Rn EX 1 1 2-1 

46 OCBI @Rn LS 1 1 3-4 

47 OCBP @Rn LS 1 1 3-4 

48 OCBWB @Rn LS 1 1 3-4 

49 PREF @Rn LS 1 1 3-4 

50 SWAP.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

51 SWAP.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

データ 

転送命令 

52 XTRCT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

53 ADD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

54 ADD #imm,Rn EX 1 1 2-1 

55 ADDC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

56 ADDV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

57 CMP/EQ #imm,R0 EX 1 1 2-1 

58 CMP/EQ Rm,Rn EX 1 1 2-1 

59 CMP/GE Rm,Rn EX 1 1 2-1 

60 CMP/GT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

61 CMP/HI Rm,Rn EX 1 1 2-1 

62 CMP/HS Rm,Rn EX 1 1 2-1 

63 CMP/PL Rn EX 1 1 2-1 

64 CMP/PZ Rn EX 1 1 2-1 

65 CMP/STR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

66 DIV0S Rm,Rn EX 1 1 2-1 

67 DIV0U  EX 1 1 2-1 

68 DIV1 Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

69 DMULS.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

70 DMULU.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

71 DT Rn EX 1 1 2-1 

72 MAC.L @Rm+,@Rn+ CO 2 5 5-9 

73 MAC.W @Rm+,@Rn+ CO 2 4 5-8 

74 MUL.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

75 MULS.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

76 MULU.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

77 NEG Rm,Rn EX 1 1 2-1 

78 NEGC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

79 SUB Rm,Rn EX 1 1 2-1 

80 SUBC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

81 SUBV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

82 AND Rm,Rn EX 1 1 2-1 

83 AND #imm,R0 EX 1 1 2-1 

84 AND.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

85 NOT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

86 OR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

87 OR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

88 OR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

89 TAS.B @Rn CO 4 4 3-3 

90 TST Rm,Rn EX 1 1 2-1 

91 TST #imm,R0 EX 1 1 2-1 

92 TST.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

93 XOR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

94 XOR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

論理命令 

95 XOR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

96 ROTL Rn EX 1 1 2-1 

97 ROTR Rn EX 1 1 2-1 

98 ROTCL Rn EX 1 1 2-1 

99 ROTCR Rn EX 1 1 2-1 

100 SHAD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

101 SHAL Rn EX 1 1 2-1 

102 SHAR Rn EX 1 1 2-1 

103 SHLD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

104 SHLL Rn EX 1 1 2-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

105 SHLL2 Rn EX 1 1 2-1 

106 SHLL8 Rn EX 1 1 2-1 

107 SHLL16 Rn EX 1 1 2-1 

108 SHLR Rn EX 1 1 2-1 

109 SHLR2 Rn EX 1 1 2-1 

110 SHLR8 Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

111 SHLR16 Rn EX 1 1 2-1 

112 BF disp BR 1+0～2 1 1-1 

113 BF/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

114 BT disp BR 1+0～2 1 1-1 

115 BT/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

116 BRA disp BR 1+0～2 1 1-1 

117 BRAF Rm BR 1+3 1 1-2 

118 BSR disp BR 1+0～2 1 1-1 

119 BSRF Rm BR 1+3 1 1-2 

120 JMP @Rn BR 1+3 1 1-2 

121 JSR @Rn BR 1+3 1 1-2 

分岐命令 

122 RTS  BR 1+0～3 1 1-3 

123 NOP  MT 1 1 2-3 

124 CLRMAC  EX 1 1 5-7 

125 CLRS  EX 1 1 2-1 

126 CLRT  EX 1 1 2-1 

127 ICBI @Rn CO 8+5+3 13 3-6 

128 SETS  EX 1 1 2-1 

129 SETT  EX 1 1 2-1 

130 PREFI  CO 5+5+3 10 3-7 

131 SYNCO @Rn CO 不定 不定 3-4 

132 TRAPA #imm CO 8+5+1 13 1-5 

133 RTE  CO 4+1 4 1-4 

134 SLEEP*1  CO 不定 不定 1-6 

135 LDTLB  CO 1 1 3-5 

136 LDC Rm,DBR CO 4 4 4-2 

137 LDC Rm,SGR CO 4 4 4-2 

138 LDC Rm,GBR LS 1 1 4-3 

システム制御 

命令 

139 LDC Rm,Rp_BANK LS 1 1 4-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

140 LDC Rm,SR CO 4+3 4 4-4 

141 LDC Rm,SSR LS 1 1 4-1 

142 LDC Rm,SPC LS 1 1 4-1 

143 LDC Rm,VBR LS 1 1 4-1 

144 LDC.L @Rm+,DBR CO 4 4 4-6 

145 LDC.L @Rm+,SGR CO 4 4 4-6 

146 LDC.L @Rm+,GBR LS 1 1 4-7 

147 LDC.L @Rm+,Rp_BANK LS 1 1 4-5 

148 LDC.L @Rm+,SR CO 6+3 4 4-8 

149 LDC.L @Rm+,SSR LS 1 1 4-5 

150 LDC.L @Rm+,SPC LS 1 1 4-5 

151 LDC.L @Rm+,VBR LS 1 1 4-5 

152 LDS Rm,MACH LS 1 1 5-1 

153 LDS Rm,MACL LS 1 1 5-1 

154 LDS Rm,PR LS 1 1 4-13 

155 LDS.L @Rm+,MACH LS 1 1 5-2 

156 LDS.L @Rm+,MACL LS 1 1 5-2 

157 LDS.L @Rm+,PR LS 1 1 4-14 

158 STC DBR,Rn LS 1 1 4-9 

159 STC SGR,Rn LS 1 1 4-9 

160 STC GBR,Rn LS 1 1 4-9 

161 STC Rp_BANK,Rn LS 1 1 4-9 

162 STC SR,Rn CO 1 1 4-10 

163 STC SSR,Rn LS 1 1 4-9 

164 STC SPC,Rn LS 1 1 4-9 

165 STC VBR,Rn LS 1 1 4-9 

166 STC.L DBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

167 STC.L SGR,@-Rn LS 1 1 4-11 

168 STC.L GBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

169 STC.L Rp_BANK,@-Rn LS 1 1 4-11 

170 STC.L SR,@-Rn CO 1 1 4-12 

171 STC.L SSR,@-Rn LS 1 1 4-11 

172 STC.L SPC,@-Rn LS 1 1 4-11 

173 STC.L VBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

システム制御 

命令 

174 STS MACH,Rn LS 1 1 5-3 

 



4. パイプライン動作 

Rev.1.10 2011.09.16  4-20   

R01UH0030JJ0110  

機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

175 STS MACL,Rn LS 1 1 5-3 

176 STS PR,Rn LS 1 1 4-15 

177 STS.L MACH,@-Rn LS 1 1 5-4 

178 STS.L MACL,@-Rn LS 1 1 5-4 

システム制御 

命令 

179 STS.L PR,@-Rn LS 1 1 4-16 

180 FLDI0 FRn LS 1 1 6-13 

181 FLDI1 FRn LS 1 1 6-13 

182 FMOV FRm,FRn LS 1 1 6-9 

183 FMOV.S @Rm,FRn LS 1 1 6-9 

184 FMOV.S @Rm+,FRn LS 1 1 6-9 

185 FMOV.S @(R0,Rm),FRn LS 1 1 6-9 

186 FMOV.S FRm,@Rn LS 1 1 6-9 

187 FMOV.S FRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

188 FMOV.S FRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

189 FLDS FRm,FPUL LS 1 1 6-10 

190 FSTS FPUL,FRn LS 1 1 6-11 

191 FABS FRn LS 1 1 6-12 

192 FADD FRm,FRn FE 1 1 6-14 

193 FCMP/EQ FRm,FRn FE 1 1 6-14 

194 FCMP/GT FRm,FRn FE 1 1 6-14 

195 FDIV FRm,FRn FE 1 14 6-15 

196 FLOAT FPUL,FRn FE 1 1 6-14 

197 FMAC FR0,FRm,FRn FE 1 1 6-14 

198 FMUL FRm,FRn FE 1 1 6-14 

199 FNEG FRn LS 1 1 6-12 

200 FSQRT FRn FE 1 14 6-15 

201 FSUB FRm,FRn FE 1 1 6-14 

202 FTRC FRm,FPUL FE 1 1 6-14 

203 FMOV DRm,DRn LS 1 1 6-9 

204 FMOV @Rm,DRn LS 1 1 6-9 

205 FMOV @Rm+,DRn LS 1 1 6-9 

206 FMOV @(R0,Rm),DRn LS 1 1 6-9 

207 FMOV DRm,@Rn LS 1 1 6-9 

208 FMOV DRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

単精度 

浮動小数点 

命令 

209 FMOV DRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

210 FABS DRn LS 1 1 6-12 

211 FADD DRm,DRn FE 1 1 6-16 

212 FCMP/EQ DRm,DRn FE 1 1 6-16 

213 FCMP/GT DRm,DRn FE 1 1 6-16 

214 FCNVDS DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

215 FCNVSD FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

216 FDIV DRm,DRn FE 1 30 6-18 

217 FLOAT FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

218 FMUL DRm,DRn FE 1 3 6-17 

219 FNEG DRn LS 1 1 6-12 

220 FSQRT DRn FE 1 30 6-18 

221 FSUB DRm,DRn FE 1 1 6-16 

倍精度 

浮動小数点 

命令 

222 FTRC DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

223 LDS Rm,FPUL LS 1 1 6-1 

224 LDS Rm,FPSCR LS 1 1 6-5 

225 LDS.L @Rm+,FPUL LS 1 1 6-3 

226 LDS.L @Rm+,FPSCR LS 1 1 6-7 

227 STS FPUL,Rn LS 1 1 6-2 

228 STS FPSCR,Rn LS 1 1 6-6 

229 STS.L FPUL,@-Rn LS 1 1 6-4 

FPU 

システム制御 

命令 

230 STS.L FPSCR,@-Rn LS 1 1 6-8 

231 FMOV DRm,XDn LS 1 1 6-9 

232 FMOV XDm,DRn LS 1 1 6-9 

233 FMOV XDm,XDn LS 1 1 6-9 

234 FMOV @Rm,XDn LS 1 1 6-9 

235 FMOV @Rm+,XDn LS 1 1 6-9 

236 FMOV @(R0,Rm),XDn LS 1 1 6-9 

237 FMOV XDm,@Rn LS 1 1 6-9 

238 FMOV XDm,@-Rn LS 1 1 6-9 

239 FMOV XDm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

240 FIPR FVm,FVn FE 1 1 6-19 

241 FRCHG  FE 1 1 6-14 

242 FSCHG  FE 1 1 6-14 

243 FPCHG  FE 1 1 6-14 

グラフィクス 

強化命令 

244 FSRRA FRn FE 1 1 6-21 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

245 FSCA FPUL,DRn FE 1 3 6-22 グラフィクス 

強化命令 246 FTRV XMTRX,FVn FE 1 4 6-20 

【注】 *1 本マイコンにはスリープモードがありませんので、SLEEP 命令は使用しないでください。 
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5. 例外処理 

5.1 概要 
例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みが検出されたときに、通常とは異なるプログラムで必要な

処理を行うことをいいます。たとえば、実行中の命令の異常終了が発生した場合、適切な処置をすることで、

元のプログラムに復帰したり、異常を報告して終了するといった制御が必要になります。このような機能を

サポートするために、異常終了に対して、例外処理要求を発生させ、ユーザが作成した例外処理ルーチンに

制御の流れが渡ることなどを総称して例外処理と呼びます。 

SH-4A の例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの 3 つに分類されます。 

5.2 レジスタの説明 
表 5.1 に例外処理に関するレジスタ構成を示します。 

 

表 5.1 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

TRAPA 例外レジスタ TRA 不定 H'FF00 0020 32 5-2 

例外事象レジスタ EXPEVT H'0000 0000 H'FF00 0024 32 5-3 

割り込み事象レジスタ INTEVT 不定 H'FF00 0028 32 5-4 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK H'0000 0013 H'FF2F 0004 32 5-5 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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5.2.1 TRAPA 例外レジスタ（TRA） 
TRA レジスタは、TRAPA 命令の 8 ビットイミディエイトデータ（imm）が設定されます。TRA は TRAPA

命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRA はソフトウェアからも変更が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

TRAPA TRA P4 H'FF00 0020

0 0 0 0 0 0 0 0

TRACODE

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

9～2 TRACODE 不定 R W TRAPA コード 

TRAPA 命令の 8 ビットイミディエイトデータが設定されます。 

1、0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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5.2.2 例外事象レジスタ（EXPEVT） 
EXPEVT レジスタには、12 ビットのリセットと一般例外事象による例外コードが設定されます。例外コー

ドは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。EXPEVT はソフトウェアからも変更が可

能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

EXPEVT P4 H'FF00 0024

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

EXPCODE

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11～0 EXPCODE すべて 0 R W 例外コード 

リセット、一般例外の例外コードが設定されます。詳細は表 5.2 を参照して

ください。 
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5.2.3 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 
INTEVT レジスタには、14 ビットの割り込み要求による例外コードが設定されます。例外コードは例外受

け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。INTEVT はソフトウェアからも変更が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

INTEVT P4 H'FF00 0028

0 0

INTCODE

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

13～0 INTCODE 不定 R W 例外コード 

割り込みの例外コードが設定されます。詳細は表 5.2 を参照してください。
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5.2.4 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK） 
EXPMASK レジスタは、下記 1.か 2.に該当する機能が使用された場合に例外を発生および抑止できます。

この 1.か 2.に該当する機能は、今後の SuperH シリーズでサポートされなくなる可能性があります。あらかじ

め EXPMASK レジスタの例外発生機能を用いることで、ソフトウェアがこれらの機能を用いているかを調べ

ることが可能となり、今後の SuperH シリーズで本機能が未サポートになった場合に容易にソフトウェアの移

行を行うことが可能となります。 

1. RTE命令の遅延スロットがNOP命令以外である場合 

2. IC/OCメモリ割り付け連想書き込みを実行した場合 
 

非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）の値により、1.はスロット不当命令例外、2.はデータアドレス

エラー例外をそれぞれ発生させることができます。 

EXPMASK レジスタの該当ビットに"1"を書き込むことにより例外の発生を抑止できますが、今後の互換性

を維持するため、上記機能を使用しないプログラムを作成することを強く推奨します。 

EXPMASK レジスタの更新は CPU の MOV 命令で行ってください。更新後一度レジスタを読み出した後、

以下の操作のどちらかを実行してください。この操作をすることによって、更新後のレジスタ値で動作する

ことが保証されます。 

• RTE命令を実行 

• 任意アドレス（キャッシング不可領域でも良い）に対するICBI命令を実行 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

EXPMASK P4 H'FF2F 0004

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 10 0

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8
MM 

CAW
RTE 
DS

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0013＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 MMCAW 1 R W メモリ割り付けキャッシュ連想ライト 

0：メモリ割り付け連想書き込みを禁止（データアドレスエラー例外発生）

1：メモリ割り付け連想書き込みを許可 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

0 RTEDS 1 R W RTE 遅延スロット 

0：RTE 命令の遅延スロットにある NOP 命令以外を禁止 

（NOP 命令以外をスロット不当命令とする） 

1：RTE 命令の遅延スロットにある NOP 命令以外を許可 
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5.3 例外処理の機能 

5.3.1 例外処理の流れ 
例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、R15 の内容がそれぞれ退避プロ

グラムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ（SGR）に退避され、

ベクタアドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、ユーザに

よって、個々の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプログ

ラムに戻るためには、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PC と SR の内容が

復帰し、例外などが発生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGR の内容は RTE 命

令では R15 に書き戻されません。 

基本的な例外処理の流れは次のようになります。SR のビットの意味の詳細は、「第 2 章 プログラミング

モデル」を参照してください。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が"1"に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が"1"に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が"1"に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が"0"に設定されます。 

6. 例外コードは、例外要因の例外事象レジスタ（EXPEVT）、または割り込み事象レジスタ（INTEVT）の

ビット13～0に書き込まれます。 

7. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 
 

5.3.2 例外処理ベクタアドレス 
リセットベクタアドレスは H'A000 0000 に固定されています。例外、割り込みのベクタアドレスはベクタ

ベースアドレスに各事象のオフセット値を加えたアドレスです。ベクタベースアドレスはベクタベースレジ

スタ（VBR）にソフトウェアで設定します。たとえば、TLB ミス例外のオフセットは H'0000 0400 ですから、

VBR に H'9C08 0000 を設定しておくと、例外処理ベクタアドレスは H'9C08 0400 になります。例外処理ベク

タアドレスでさらに例外が発生すると、二重例外となり、回復が困難になりますので、MMU を使用してい

るときのベクタアドレスはアドレス変換の対象とならない P1、P2 領域のアドレスを指定してください。 
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5.4 例外の種類と優先順位 
表 5.2 に、例外の種類、優先順位、ベクタアドレス、および例外/割り込みコードを示します。 

 

表 5.2 例外一覧 

例外遷移先 例外 

区分 

実行 

形態 

例外 優先 

レベル

優先

順位 ベクタベース オフセット

例外 

コード

ハードウェアリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

H-UDI リセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

命令 TLB 多重ヒット例外 1 3 H'A000 0000 － H'000 

リセット 中断型 

データ TLB 多重ヒット例外 1 4 H'A000 0000 － H'000 

命令実行前ユーザブレーク*1 2 0 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

命令アドレスエラー 2 1 （VBR） H'100 H'0E0 

命令 TLB ミス例外 2 2 （VBR） H'400 H'040 

命令 TLB 保護違反例外 2 3 （VBR） H'100 H'0A0 

一般不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'180 

スロット不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'1A0 

一般 FPU 抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'800 

スロット FPU 抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'820 

データアドレスエラー（読み出し） 2 5 （VBR） H'100 H'0E0 

データアドレスエラー（書き込み） 2 5 （VBR） H'100 H'100 

データ TLB ミス例外（読み出し） 2 6 （VBR） H'400 H'040 

データ TLB ミス例外（書き込み） 2 6 （VBR） H'400 H'060 

データ TLB 保護違反例外（読み出し） 2 7 （VBR） H'100 H'0A0 

データ TLB 保護違反例外（書き込み） 2 7 （VBR） H'100 H'0C0 

FPU 例外 2 8 （VBR） H'100 H'120 

再実行型 

初期ページ書き込み例外 2 9 （VBR） H'100 H'080 

無条件トラップ（TRAPA） 2 4 （VBR） H'100 H'160 

一般例外*2 

完了型 

命令実行後ユーザブレーク*1 2 10 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

ノンマスカブル割り込み 3 － （VBR） H'600 H'1C0 割り込み 完了型 

一般割り込み要求 4 － （VBR） H'600 － 

優先度   ：まず優先レベルで順位付けし、同一レベル内を優先順位で順位付けします（より小さい数値が、優先度が高くなり 

 ます）。 

例外遷移先：リセットでは H'A000 0000、その他では（VBR＋オフセット）へ制御が移ります。 

例外コード：リセット、一般例外では EXPEVT、割り込みでは INTEVT に格納されます。 
 

【注】 *1 CBCR.UBDE="1"のとき PC=DBR。その他は PC=VBR+H'100 

 *2 SR.BL="1"のときにユーザブレーク以外の一般例外が発生した場合、リセットが発生します。 
 



5. 例外処理 

Rev.1.10 2011.09.16  5-9

  R01UH0030JJ0110 

5.5 例外フロー 

5.5.1 例外フロー 
図 5.1 に命令実行と例外処理の基本動作を概念的に示します。ここでは説明の都合上、命令を 1 命令ずつ

逐次的に実行することを基本として説明しています。図 5.1 には、例外種別（リセット、一般例外、割り込

み）間の優先順位が表されています。なお図 5.1 では、例外成立時のレジスタ設定を SSR、SPC、SGR、

EXPEVT/INTEVT、SR、および PC に限っていますが、例外によってはこの他にもハードウェアによって自動

的に設定されるレジスタがあります。詳細は「5.6 各例外の説明」を参照してください。また、遅延分岐命

令と遅延スロット命令を実行中の例外処理や、2 回データアクセスが発生する命令については「5.6.4 複数

回の例外が発生する場合の優先順位」を参照してください。 

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

SSR SR
SPC PC
SGR R15
EXPEVT/INTEVT
SR.{MD,RB,BL} 111
SR.IMASK *

1

PC (CBCR.UBDE=1&&User_Break?
DBR:(VBR+Offset))

EXPEVT
SR.{MD,RB,BL,FD,IMASK} 11101111
PC H'A000 0000

*1 IMASK  

図 5.1 命令実行と例外処理 
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5.5.2 例外要因の受け付け 
2 つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける例外を決定するため、すべての例外には優先順位が決

められています。一般例外の中の一般不当命令例外、スロット不当命令例外、一般 FPU 抑止例外、スロット

FPU 抑止例外、無条件トラップ例外の 5 つは、それぞれの命令解析の過程で検出され、命令パイプラインの

中では同時に発生しない例外です。このため優先順位は同じ値になっています。一般例外は命令実行に従っ

た順序で検出されます。しかし、例外処理は命令の流れの順序（プログラム順）に従って処理されます。つ

まり、先の命令の例外が、後続の命令の例外よりも優先されて受け付けられます。図 5.2 に一般例外の受け

付け順序の例を示します。 

TLB
n
n+1

n+1) TLB n+2

TLB n

TLB n

n

n+1

n+1

TLB n+2

n+2

n+3

1

n+2

n+3

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB
I2

I3 
I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

TLB

2

3

4

I1 I2 I3
ID
E1 E2 E3
E2 E3

WB

 

図 5.2 一般例外の受け付け順序の例 
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5.5.3 例外要求と BL ビット 
SR の BL ビットが"0"のとき、例外、割り込みを受け付けます。 

SR の BL ビットが"1"のときに、ユーザブレークを除く例外が発生した場合には、CPU の内部レジスタ、

他のモジュールのレジスタは、ハードウェアリセット後の状態になり、リセットと同アドレス（H’A000 0000）

に分岐します。ユーザブレークが発生した場合の動作については「第 35 章 ユーザブレークコントローラ

（UBC）」を参照してください。また、通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソ

フトウェアで BL ビットが"0"にクリアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発

生した場合は、保留するか、受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。 

このように、通常は例外状態を多重に受け付け可能にするためには、SPC と SSR を退避させ、その後 SR

の BL ビットを"0"にクリアします。 
 

5.5.4 例外処理からの復帰 
例外処理からの復帰は、RTE 命令を使用します。RTE 命令により、SPC が PC に、SSR が SR に回復され、

SPC のアドレスに分岐して、例外処理ルーチンから復帰します。もし、メモリに SPC、SSR を退避していた

場合には、SR の BL ビットを"1"にセットしてから、SPC と SSR を回復し、RTE 命令を発行してください。 
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5.6 各例外の説明 
個別の例外処理動作について、発生要因、発生時の遷移先アドレス、遷移時のプロセッサの動作を説明し

ます。 
 

5.6.1 リセット 

（1） ハードウェアリセット 

• 条件： 
ハードウェアリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'000を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ 

（H'A000 0000）に分岐します。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必

ずハードウェアリセットを行ってください。 
 

（2） H-UDI リセット 

• 要因：SDIR. TI[7:4]がB'0110（ネゲート）、またはB'0111（アサート） 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（3） 命令 TLB 多重ヒット例外 

• 要因：ITLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してくださ

い。 
 

（4） データ TLB 多重ヒット例外 

• 要因：UTLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してくださ

い。 
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5.6.2 一般例外 

（1） データ TLB ミス例外 

• 要因：UTLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'040を、書き込みの場合は例外コードH'060をEXPEVTにセットします。SR

のBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、PC＝VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 
 

Data_TLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'00000040 : H'00000060; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 
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（2） 命令 TLB ミス例外 

• 要因：ITLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'040をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 
 

ITLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000040; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 
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（3） 初期ページ書き込み例外 

• 要因：ストアアクセスでTLBにヒットしたが、ダーティビットD ="0" 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'080をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 
 

Initial_write_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000080; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（4） データ TLB 保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.3、表5.4に示すUTLBのプロテクション情報（PRビットまたはEPRビット）に反

する。 
 

表 5.3 UTLB プロテクション情報（TLB 互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

00 読み出しのみ可 アクセス不可 

01 読み出し/書き込み可 アクセス不可 

10 読み出しのみ可 読み出しのみ可 

11 読み出し/書き込み可 読み出し/書き込み可 

 

表 5.4 UTLB プロテクション情報（TLB 拡張モードの場合） 

EPR[5] 特権モードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 

 

EPR[4] 特権モードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 

EPR[2] ユーザモードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 

 

EPR[1] ユーザモードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合には例外コードH'0A0を、書き込みの場合には例外コードH'0C0をEXPEVTにセットしま

す。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 
 

Data_TLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 
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 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'000000A0 : H'000000C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（5） 命令 TLB 保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.5、表5.6に示すITLBのプロテクション情報（PRビット）に反する。 
 

表 5.5 ITLB プロテクション情報（TLB 互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

0 アクセス可 アクセス不可 

1 アクセス可 アクセス可 

 

表 5.6 ITLB プロテクション情報（TLB 拡張モードの場合） 

EPR[5]、EPR[3] 特権モードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 命令フェッチは実行不可、ICBI 命令の Rn アクセスは実行可 

00 実行不可 

 

EPR[2]、EPR[0] ユーザモードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 命令フェッチは実行不可、ICBI 命令の Rn アクセスは実行可 

00 実行不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 
 

ITLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（6） データアドレスエラー 

• 要因： 

- ワードデータをワード境界以外（2n＋1）からアクセス 

- ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス 

- クワッドワードをクワッドワードデータ境界以外（8n＋1、8n＋2、8n＋3、8n＋4、8n＋5、8n＋6、8n

＋7）からアクセス 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFへのアクセス 

ただし、H'E000 0000～H'E3FF FFFFおよびH'E500 0000～H'E5FF FFFFは、それぞれユーザモードからア

クセスする設定が可能です。詳しくは「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」および「第9

章 ILメモリ/OLメモリ」を参照してください。 

- EXPMASKレジスタのMMCAWビットが"0"で、IC/OCメモリ割り付け連想書き込み 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'0E0を、書き込みの場合は例外コードH'100をEXPEVTにセットします。

SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7

章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

Data_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access? H'000000E0: H'00000100; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（7） 命令アドレスエラー 

• 要因： 

- ワード境界以外（2n＋1）から命令フェッチ 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFから命令フェッチ 

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFはユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは「第9

章 ILメモリ/OLメモリ」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0E0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照して

ください。 
 

Instruction_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（8） 無条件トラップ 

• 要因：TRAPA命令の実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

処理完了型の例外のため、TRAPA命令の次の命令のPCをSPCに退避します。TRAPA命令実行時のSR、

R15をSSR、SGRに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミディエイトを4倍して、TRA[9:0]にセット

します。例外コードH'160をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセッ

トし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 
 

TRAPA_exception() 

{ 

 SPC = PC + 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 TRA = imm << 2; 

 EXPEVT = H'00000160; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（9） 一般不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロット以外にある未定義命令をデコード 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

未定義命令 ：H'FFFD 

- 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコード 

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB 

ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'180をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義コードをデコードした場合には動作を保証

しません。 
 

General_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000180; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（10） スロット不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロットにある未定義命令をデコード 

 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

 未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット内のPCを書き換える命令をデコード 

 PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、 

 TRAPA、LDC Rm,SR、LDC.L @Rm＋,SR、ICBI、PREFI 

- 遅延スロット内の特権命令をユーザモードでデコード 

 特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB 

 ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

- 遅延スロット内のPC相対MOV命令、MOVA命令をデコード 

- EXPMASKレジスタのRTEDSビットが"0"で、遅延スロットにあるNOP以外の命令を実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'1A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義命令をデコードした場合には動作を保証し

ません。 
 

Slot_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（11） 一般 FPU 抑止例外 

• 要因：遅延スロット以外にあるFPU命令*1をSR.FD="1"でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'800をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 
 

General_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000800; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

【注】 *1 FPU 命令とは命令コードの最初の 4 ビットがＦである命令（ただし、未定義命令 H'FFFD を除く）と、FPUL、

FPSCR に対する LDS、STS、LDS.L、STS.L 命令です。 
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（12） スロット FPU 抑止例外 

• 要因：遅延スロットにあるFPU命令をSR.FD="1"でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'820をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 
 

Slot_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000820; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（13） 命令実行前ユーザブレーク/命令実行後ユーザブレーク 

• 要因：ユーザブレークポイントコントローラに設定したブレーク条件が成立 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100、またはDBR 

• 遷移時動作： 

命令実行後ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令の直後の命令のPCをSPCに退避します。

命令実行前ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令のPCをSPCに退避します。 

ブレーク発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。例外コードH'1E0をEXPEVTにセットします。 

SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。ただし、

PC=DBRに分岐することも可能です。 

データブレークを設定した場合のPCについてなど、詳細は「第35章 ユーザブレークコントローラ

（UBC）」を参照してください。 
 

User_break_exception() 

{ 

 SPC = (pre_execution break? PC : PC + 2); 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = (CBCR.UBDE==1 ? DBR : VBR + H’00000100); 

} 
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（14） FPU 例外 

• 要因：浮動小数点演算実行による例外 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。

例外コードH'120をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC=VBR+H'0100に分岐します。 
 

FPU_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000120; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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5.6.3 割り込み 

（1） NMI（ノンマスカブル割り込み） 

• 要因：NMI端子のエッジ検出 

• 遷移先アドレス：VBR＋H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

本割り込みを受け付けた命令の直後のPC、SRを、それぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGR

に退避します。 

例外コードH'1C0をINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを"1"にセットし、

PC＝VBR＋H'0600に分岐します。本割り込みは、SRのBLビットが0のときはSRの割り込みマスクビット

によってマスクされず、最優先で受け付けられます。SRのBLビットが"1"のとき本割り込みがマスクさ

れるか、受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。詳細は「第15章 割り込みコントローラ

（INTC）」を参照してください。 
 

NMI() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'000001C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 If(cond)SR.IMASK = B'1111; 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 
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（2） 一般割り込み要求 

• 要因： 

SRの割り込みマスクビットが割り込み要求の割り込みレベルより小さく、かつSRのBLが"0"（命令の切

れ目で受け付けます。） 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

受け付けた命令の直後のPCをSPCにセットします。受け付けた時点のSR、R15をSSR、SGRにセットしま

す。 

各割り込み要因に対応したコードをINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを

"1"にセットし、VBR＋H'0600に分岐します。詳細は「第15章 割り込みコントローラ（INTC）」を参

照してください。 
 

Module_interruption() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'00000400 ~ H'00003FE0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 if(cond)SR.IMASK = level_of_accepted_interrupt(); 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 
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5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優先順位 
メモリを 2 回アクセスする命令や、不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令などでは、複数回

例外が発生します。この場合、通常の例外優先順位と異なるので注意が必要です。 
 

（1） メモリを 2 回アクセスする命令 

MAC 命令やメモリ―メモリ間論理演算命令、TAS 命令、MOVUA 命令は 1 つの命令でデータ転送が 2 回あ

るため、それぞれのデータ転送時に例外の発生を検出します。そのため、以下の順位で判定します。 

1. 1回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

2. 1回目のデータ転送のTLBミス 

3. 1回目のデータ転送のTLB保護違反 

4. 1回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

5. 2回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

6. 2回目のデータ転送のTLBミス 

7. 2回目のデータ転送のTLB保護違反 

8. 2回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 
 

（2） 不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令 

遅延付き分岐命令と遅延スロット命令は不可分であるため、1 つの命令として扱われます。そのため、そ

れぞれの命令における例外についても、優先順位が通常と異なります。遅延スロット命令が 1 回のデータ転

送しか持たない場合の順位を示します。 

1. 遅延付き分岐命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

2. 遅延スロット命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

3. 遅延付き分岐命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

4. 遅延スロット命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

5. 遅延付き分岐命令における優先レベル3と遅延スロット命令における優先レベル3をチェックします（こ

の2つの間の優先順位はありません）。 

6. 遅延付き分岐命令における優先レベル4と遅延スロット命令における優先レベル4をチェックします（こ

の2つの間の優先順位はありません）。 
 

遅延スロット命令が 2 回目のデータ転送を持つ場合、2.において、（1）のように 2 回チェックを行います。 

なお、受け付けた例外（最も優先度が高い例外）が遅延スロット命令の再実行型例外である場合、分岐命

令の PR レジスタ書き込み動作（BSR、BSRF、JSR の PC→PR 動作）は抑止されません。ただし、その場合

の PR レジスタの内容は保証されません。 
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5.7 使用上の注意事項 

（1） 例外処理からの復帰 

1. SRのBLビットをソフトウェアでチェックしてください。メモリにSPC、SSRを退避していた場合には、

SRのBLビットを"1"にしてからそれらを回復してください。 

2. RTE命令を発行してください。RTE命令により、SPCがPCに、SSRがSRにセットされ、SPCのアドレスに

分岐して、例外処理から復帰します。 
 

（2） SR.BL＝"1"のときに例外または割り込みが発生した場合 

1. 例外 

ユーザブレークを除く例外が発生した場合には例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、ハード

ウェアリセットが発生します。このとき、EXPEVTはH'0000 0000となり、SSRは不定値となります。 

2. 割り込み 

通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアでSRのBLビットが0にク

リアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、

受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。 
 

（3） 例外発生時の SPC 

1. 再実行型の例外 

例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、例外処理から復帰後に再実行されます。ただし、遅延ス

ロット命令で発生した場合、直前の遅延分岐命令の条件が成立する、しないに関係なく遅延分岐命令の

PCがSPCにセットされます。 

2. 完了型の例外、割り込み 

例外が発生した命令の次の命令のPCがSPCにセットされます。ただし、遅延スロット付き分岐命令で発

生した場合、分岐先のPCがSPCにセットされます。 
 

（4）  RTE 命令の遅延スロット 

1. RTE命令の遅延スロットに配置された命令は、SSRに退避されていた値がSRに復帰されたのち実行され

ます。命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その他の例外の

受け付け判定は復帰後とのSRによる処理モードやBLビットに依存して決定されます。完了型の例外に関

してはRTEの分岐先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生すると動作が保証されませ

ん。 

2. RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。 
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（5） SR レジスタ値変更と例外の受け付け 

1. LDC命令によりSRレジスタのMDやBLビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値

で例外の受け付けを再判定します*1。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられますが、完

了型例外のうち、割り込みに関しては次命令の実行前に受け付けを行います。 

【注】 *1 SR に対する LDC 命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しい SR の値で命令

フェッチ例外の再評価が行われます。 
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6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

6.1 概要 
FPU には次のような特長があります。 

• IEEE754規格に準拠 

• 32本の単精度浮動小数点レジスタ（16本の倍精度レジスタとしても参照できます） 

• 2つの丸めモード：近傍および0方向への丸め 

• 2つの非正規化数処理モード：0へのフラッシュと非正規化数の扱い 

• 6つの例外要因： 

FPUエラー、無効演算、0による除算、オーバフロー、アンダフロー、不正確 

• 包括命令： 

単精度、倍精度、グラフィックサポート、システム制御 

• SH-4AでSH-4に対して下記の3命令を追加しました。 

FSRRA、FSCA、FPCHG 
 

SR の FD ビットを"1"にセットすると、浮動小数点ユニット（FPU）は使用できなくなり、FPU 命令を実行

しようとすると FPU 抑止例外（一般 FPU 抑止例外またはスロット FPU 抑止例外）が発生します。 
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6.2 データフォーマット 

6.2.1 浮動小数点フォーマット 
浮動小数点は次の 3 つのフィールドから構成されています。 

• 符号ビット（s） 

• 指数フィ－ルド（e） 

• 小数フィールド（f） 
 

SH-4A は図 6.1 と図 6.2 に示すフォーマットを用いて単精度、倍精度浮動小数点を扱うことができます。 
 

31

s e f

30 23 22 0

 

図 6.1 単精度浮動小数点フォーマット 

63

s e f

62 52 51 0

 

図 6.2 倍精度浮動小数点フォーマット 

指数は次のようにバイアス付きで表します。 
 

e＝E＋バイアス 
 

バイアスのない指数 E の範囲は、Emin - 1 から Emax + 1 までです。Emin - 1 と Emax + 1 の 2 つの値は次のよう

に区別します。Emin - 1 は 0（正、負両方の符号）と非正規化数を表し、Emax + 1 は正または負の無限大または

非数（NaN）を表します。表 6.1 に浮動小数点のフォーマットとパラメータを示します。 
 

表 6.1 浮動小数点のフォーマットとパラメータ 

パラメータ 単精度 倍精度 

総ビット幅 32 ビット 64 ビット 

符号ビット（s） 1 ビット 1 ビット 

指数フィールド（e） 8 ビット 11 ビット 

小数フィールド（f） 23 ビット 52 ビット 

精度 24 ビット 53 ビット 

バイアス +127 +1023 

Emax +127 +1023 

Emin -126 -1022 
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浮動小数点の数値 v は次のようにして決められます。 

• E = Emax + 1かつf≠0の場合、vは符号sに関係なく非数（NaN）です。 

• E = Emax + 1かつf = 0の場合、vは(-1)s（無限）「正または負の無限」です。 

• Emin ≦ E ≦ Emaxの場合、vは(-1)s 2 E（1.f）「正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf≠0の場合、vは(-1)s 2 Emin（0.f）「非正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf = 0の場合、vは(-1)s 0「正または負の0」です。 
 

表 6.2 に 16 進数による各タイプの範囲を示します。シグナリング非数とクワイアット非数については、

「6.2.2 非数（NaN）」を、非正規化数については「6.2.3 非正規化数」を参照してください。 
 

表 6.2 浮動小数点の範囲 

タイプ 単精度 倍精度 

シグナリング非数 H'7FFF FFFF～H'7FC0 0000 H'7FFF FFFF FFFF FFFF～H'7FF8 0000 0000 0000 

クワイアット非数 H'7FBF FFFF～H'7F80 0001 H'7FF7 FFFF FFFF FFFF～H'7FF0 0000 0000 0001 

正の無限大 H'7F80 0000 H'7FF0 0000 0000 0000 

正の正規化数 H'7F7F FFFF～H'0080 0000 H'7FEF FFFF FFFF FFFF～H'0010 0000 0000 0000 

正の非正規化数 H'007F FFFF～H'0000 0001 H'000F FFFF FFFF FFFF～H'0000 0000 0000 0001 

正のゼロ H'0000 0000 H'0000 0000 0000 0000 

負のゼロ H'8000 0000 H'8000 0000 0000 0000 

負の非正規化数 H'8000 0001～H'807F FFFF H'8000 0000 0000 0001～H'800F FFFF FFFF FFFF 

負の正規化数 H'8080 0000～H'FF7F FFFF H'8010 0000 0000 0000～H'FFEF FFFF FFFF FFFF 

負の無限大 H'FF80 0000 H'FFF0 0000 0000 0000 

クワイアット非数 H'FF80 0001～H'FFBF FFFF H'FFF0 0000 0000 0001～H'FFF7 FFFF FFFF FFFF 

シグナリング非数 H'FFC0 0000～H'FFFF FFFF H'FFF8 0000 0000 0000～H'FFFF FFFF FFFF FFFF 
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6.2.2 非数（NaN） 
図 6.3 に非数（NaN）のビットパターンを示します。次の場合の値は NaN です。 

• 符号ビット ：don't care 

• 指数フィールド：すべてのビットが"1" 

• 小数フィールド：少なくとも1ビットが"1" 
 

NaN は、小数フィールドの MSB が"1"の場合はシグナリング非数（sNaN）であり、"0"の場合はクワイアッ

ト非数（qNaN）です。 

31

x 1 1 1 1 1 1 1 1 N x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

30 23 22 0

N 1 sNaN

N 0 qNaN

 

図 6.3 単精度の NaN ビットパターン 

sNaN をレジスタ・レジスタ間の転送命令 FABS または FNEG 以外の浮動小数点値を生成する演算の入力

データとすると、 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが"0"の場合、演算結果（出力）はqNaNになります。 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが"1"の場合、無効演算例外が発生します。この場合、演算のデスティネー

ションレジスタの内容は変更しません。 
 

レジスタ・レジスタ間の転送命令には、下記の 3 命令があります。 

• FMOV FRm,FRn 

• FLDS FRm,FPUL 

• FSTS FPUL,FRn 
 

浮動小数点値を生成する演算で qNaN を入力し、その演算に sNaN を入力していない場合、FPSCR レジス

タの EN.V ビットの設定に関係なく出力は常に qNaN です。この場合、例外は発生しません。 
 

演算結果として SH-4A が生成する qNaN の値は、常に次のような値になります。 
 

• 単精度qNaN：H'7FBF FFFF 

• 倍精度qNaN：H'7FF7 FFFF FFFF FFFF 
 

非数（NaN）を入力した場合の浮動小数点演算の詳細については「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュア

ル」の「第 11 章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.2.3 非正規化数 
非正規化数の浮動小数点値は、指数フィールドは 0として小数フィールドは 0以外の値として表現します。 

FPU のステータスレジスタ（FPSCR）の DN ビットが"1"の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演

算結果）は、（レジスタ・レジスタ間の転送命令、FNEG、FABS 以外の演算の）値を生成する浮動小数点演

算で正のゼロまたは負のゼロになります。 

FPSCR レジスタの DN ビットが"0"の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）はそのまま処

理されます。非正規化数を入力する場合の浮動小数点演算の詳細については、「SH-4A 拡張機能ソフトウェ

アマニュアル」の「第 11 章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.3 レジスタの説明 

6.3.1 浮動小数点レジスタ 
図 6.4 に浮動小数点レジスタの構成を示します。32 本の 32 ビット浮動小数点レジスタがあります。これら

は、2 つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 があります。

また、この 32 本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、

XMTRX として参照されます。FPRn_BANKi と参照名の対応は FPSCR の FR ビットによって決まります。 
 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32 レジスタ） 

FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16 レジスタ） 

FPSCR.FR＝"0"のとき、FR0～FR15 は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝"1"のとき、FR0～FR15 は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8 レジスタ） 

DR レジスタは、2 つの FR レジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4 レジスタ） 

FV レジスタは 4 つの FR レジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
 

（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16 レジスタ） 

FPSCR.FR＝"0"のとき、XF0～XF15 は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝"1"のとき、XF0～XF15 は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 に割り当てられます。 
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（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8 レジスタ） 

XD レジスタは 2 つの XF レジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRX は 16 本の XF レジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 

FPR0 BANK0
FPR1 BANK0
FPR2 BANK0
FPR3 BANK0
FPR4 BANK0
FPR5 BANK0
FPR6 BANK0
FPR7 BANK0
FPR8 BANK0
FPR9 BANK0
FPR10 BANK0
FPR11 BANK0
FPR12 BANK0
FPR13 BANK0
FPR14 BANK0
FPR15 BANK0

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0 BANK1
FPR1 BANK1
FPR2 BANK1
FPR3 BANK1
FPR4 BANK1
FPR5 BANK1
FPR6 BANK1
FPR7 BANK1
FPR8 BANK1
FPR9 BANK1
FPR10 BANK1
FPR11 BANK1
FPR12 BANK1
FPR13 BANK1
FPR14 BANK1
FPR15 BANK1

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR "0" FPSCR.FR "1"

 

図 6.4 浮動小数点レジスタ 
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6.3.2 浮動小数点ステータス/コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

FPSCR

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

RMFlagCause Enable EN

CauseFR SZ PR DN

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’0004 0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～22 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

21 FR 0 R W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 は FR0～FR15 に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1 は XF0～XF15 に割り当てられる 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 は XF0～XF15 に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1 は FR0～FR15 に割り当てられる 

20 SZ 0 R W 転送サイズモード 

0：FMOV 命令のデータサイズは 32 ビット 

1：FMOV 命令のデータサイズは 32 ビットペア、または 64 ビット 

SZ ビットおよび PR ビットとエンディアンとの関係については、図 6.5 を参

照してください。 

19 PR 0 R W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行する 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行する 

（グラフィックサポート命令は未定義） 

PR ビットおよび SZ ビットとエンディアンとの関係については、図 6.5 を参

照してください。 

18 DN 1 R W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱う 

1：非正規化数を 0 として扱う 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

17～12 Cause すべて 0 R W 

11～7 Enable

（EN） 

すべて 0 R W 

6～2 Flag すべて 0 R W 

FPU 例外要因フィールド 

FPU 例外イネーブルフィールド 

FPU 例外フラグフィールド 

FPU 演算命令を実行すると、FPU 例外要因フィールドは最初に"0"に設定さ

れます。次に FPU 例外が発生すると、FPU 例外要因フィールドと FPU 例外

フラグフィールドの該当ビットが"1"にセットされます。 

FPU 例外フラグフィールドは、FPU 例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 6.3 を参照してください。 

1、0 RM 01 R W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0 方向への丸め 

10：予約（設定禁止） 

11：予約（設定禁止） 

 

*
3

DR 2i

FR 2i FR 2i 1

8n 4 8n 78n 8n 3

63

63  32 31  0

DR 2i

FR 2i FR 2i 1

4n 4m4n 3 4m 3

63 32 31   0

DR 2i

FR 2i 1FR 2i

8n 48n 78n 3 8n

63  32 31  0

1 SZ "0" 2 SZ "1" PR "0"

*1 SZ "0" PR "0" DR
*2 DR 63 0 PR="1" PR "0" PR "1"

*3 MCU

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR 2i

FR 2i 1FR 2i

8n8n 38n 7 8n 4

63  32 31  0

3 SZ "1" PR "1"

63 0

63 0
*

1
*

2
*

2

 

図 6.5 SZ ビットとエンディアンの関係 
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表 6.3 FPU 例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPU エラー 

（E） 

無効演算 

（V） 

0 除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU 例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12

Enable FPU 例外イネーブル 

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU 例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 
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6.3.3 浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 
FPU と CPU 間の情報伝達は FPUL レジスタを介して行われます。FPUL レジスタは 32 ビットのシステムレ

ジスタで、LDS、STS 命令によって CPU からもアクセスします。たとえば、汎用レジスタ R1 に格納した整

数を単精度浮動小数点に変換する処理フローは次のとおりです。 
 

R1 → （LDS 命令）→ FPUL → （単精度 FLOAT 命令） → FR1 

6.4 丸め 
浮動小数点命令において、丸めは中間結果から最終演算結果を生成する際に実行されます。したがって、

FMAC、FTRV、FIPR のような組み合わせ命令の結果は、FADD、FSUB、FMUL などの基本命令だけを用い

た結果とは異なります。FMAC は 1 度、FADD、FSUB および FMUL は 2 度というように丸めの回数が異な

るためです。 

丸めには 2 つの方法があり、使用する方法は FPSCR の RM フィールドで決まります。 

RM="00"：近傍への丸め 

RM="01"：0 方向への丸め 
 

（1） 近傍への丸め 

演算結果はもっとも近い表現可能な値に丸められます。もっとも近い表現可能な値が 2 つある場合、LSB

が 0 の方を選択します。 

丸め前の値が 2Emax（2-2-p）以上であれば丸め前と同じ符号の無限となります。ここで Emax、p は単精度で

それぞれ 127、24、倍精度で 1023、53 です。 
 

（2） 0 方向への丸め 

丸め前の値の丸めビット以下の桁は切り捨てられます。 

ただし、丸め前の値が表現可能な最大絶対値数よりも絶対値が大きい場合、丸め前と同じ符号の表現可能

な最大絶対値の数になります。 
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6.5 浮動小数点例外 
FPU 関連の例外は次のとおりです。 

 

（1） 一般 FPU 抑止/スロット FPU 抑止例外 

SR.FD＝"1"のときに FPU 命令を実行すると発生します。FPU 命令が遅延スロット以外にある場合は一般

FPU 抑止例外が、FPU 命令が遅延スロットにある場合はスロット FPU 抑止例外が発生します。 
 

（2） FPU 例外 

例外要因は次のとおりです。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝"0"かつ非正規化数の入力時 

• 無効演算（V）： 

NaN入力のような無効な演算の場合 

• 0による除算（Z）： 

除数0による除算 

• オーバフロー（O）： 

演算結果がオーバフローする場合 

• アンダフロー（U）： 

演算結果がアンダフローする場合 

• 不正確例外（I）： 

丸めが発生する場合 
 

FPSCR の FPU 例外要因フィールドには上記 E、V、Z、O、U、I のすべてに該当するビットが含まれ、FPSCR

のフラグおよびイネーブルフィールドには V、Z、O、U、I に該当するビットが含まれていますが E に該当

するビットは含まれていません。このように FPU エラーはディスエーブルにすることができません。 

FPU 例外が発生すると、FPU 例外要因フィールドの該当するビットは"1"にセットされ FPU 例外フラグ

フィールドに該当するビットに"1"が累積されます。FPU 例外が発生しない場合、FPU 例外要因フィールドの

該当するビットは"0"にクリアされ、FPU 例外フラグフィールドに該当するビットは変更されません。 
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（3） FPU 例外処理 

FPU 例外は次の場合に発生します。 

• FPUエラー（E） 

FPSCR.DN＝"0"かつ非正規化数を扱えない命令への非正規化数の入力時 

• 無効演算（V） 

FPSCR.EN.V＝"1"かつ（命令=FTRVまたは無効演算）の場合 

• 0による除算（Z） 

FPSCR.EN.Z＝"1"かつ除数0による除算またはFSRRAの入力が0の場合 

• オーバフロー（O） 

FPSCR.EN.O＝"1"かつ演算結果がオーバフローする可能性のある場合 

• アンダフロー（U） 

FPSCR.EN.U＝"1"かつ演算結果がアンダフローする可能性のある場合 

• 不正確例外（I） 

FPSCR.EN.I＝"1"かつ演算結果が不正確になる可能性のある命令 
 

FPU 例外が発生する場合の詳細については、「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11 章 各

命令の説明」を参照してください。 

FPU 演算に起因するすべての例外事象は、同一の例外事象として割り付けられています。例外の意味内容

は、システムレジスタ FPSCR を読み出して、保持されている情報を解釈することでソフトウェアにより決定

します。また、いかなる FPU 例外処理動作によっても、デスティネーションレジスタは変更されません。 
 

上記以外で FPU 例外要因が発生すると、V、Z、O、U、I に対する該当ビットを"1"にセットし、演算結果

としてデフォルト値を生成します。 

• 無効演算（V） 

結果としてqNaNを生成します。 

• 0による除算（Z） 

丸め前と同じ符号付きの無限大を生成します。 

• オーバフロー（O） 

0方向への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き最大正規化数を生成します。 

近傍への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き無限大を生成します。 

• アンダフロー（U） 

FPSCR.DN＝"0"のとき、丸め前と同じ符号付き非正規化数、または丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

FPSCR.DN＝"1"のとき、丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

• 不正確例外（I） 

不正確な結果を生成します。 
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6.6 グラフィックサポート機能 
SH-4A は 2 種類のグラフィック機能をサポートしています。1 つはジオメトリック演算用の命令であり、

もう 1 つは高速データ転送を可能にするペア単精度転送命令です。 
 

6.6.1 ジオメトリック演算命令 
ジオメトリック演算命令は最小のハードウェアで高速演算を可能とするため、SH-4A は 4 つの乗算の部分

的演算結果のうち相対的に小さな値を無視します。したがって、演算結果には以下に示す誤差が生じます。 
 

最大誤差＝MAX（各乗算結果×2－MIN（乗数の有効数字桁数－1、被乗数の有効数字桁数－1））＋MAX（結果値×2－23、2－149） 
 

ただし、有効数字桁数は正規化数が 24、非正規化数が 23（小数部のリーディングゼロの桁数）となります。 

将来の SuperH シリーズでの演算誤差は保証しますが、異なるプロセッサコア間の同一の演算結果は保証し

ません。 
 

（1） FIPR FVm,FVn（m、n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 内積（m≠n） 

一般的に、この演算はポリゴン表面の輝度や表面/裏面を判定するために使用されます。 

• 各要素の平方和（m=n） 

一般的に、この演算はベクトルの長さを得るために使用されます。 
 

FIPR 命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU 例外要因フィールドおよび FPU 例外

フラグフィールドの不正確例外（I）ビットが常に"1"にセットされます。したがって、FPU 例外イネーブル

フィールドの I ビットがセットされていれば、FPU 例外処理が実行されます。 
 

（2） FTRV XMTRX、FVn（n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 行列（4×4）・ベクトル（4） 

一般的に、この演算は、視点の変更、角度の変更、または移動といったベクトル変換（4次元）に使用さ

れます。基本的に、角度＋平行移動のためのアフィン変換処理は、4×4行列を必要とします。したがっ

て、SH-4Aは4次元演算をサポートしています。 

• 行列（4×4）×行列（4×4） 

この演算を行うためには、FTRV命令を4回実行する必要があります。 
 

FIRV 命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU 例外要因フィールドおよび FPU 例外

フラグフィールドの不正確例外（I）ビットが常に"1"にセットされます。したがって、イネーブルフィールド

の I ビットがセットされていれば、FPU 例外処理が実行されます。また、FTRV 命令の実行の際、レジスタ



6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

Rev.1.10 2011.09.16  6-15

  R01UH0030JJ0110 

内のすべてのデータタイプを実行前にチェックすることができません。FPU 例外イネーブルフィールドの V

ビットがセットされていると、FPU 例外処理が実行されます。 
 

（3） FRCHG 

この命令はバンクレジスタを変更します。たとえば、FTRV 命令を使用する場合、背後にあるバンク上に

行列の要素を設定する必要があります。しかし、変換行列の要素自体を作成するには、前面にあるバンクの

レジスタを使用する方が簡単です。FPSCR に対する LDS 命令を使用すると、この命令は FPU の状態を維持

するために、4～5 サイクルを費やします。FRCHG 命令では FPSCR.FR ビットの変更を 1 サイクルで行うこ

とができます。 
 

6.6.2 ペア単精度データ転送 
強力なジオメトリック演算命令に加えて、SH-4A は高速データ転送命令をサポートしています。 

FPSCR.SZ＝"1"のとき、ペア単精度データ転送命令によるデータ転送を行えます。 
 

• FMOV DRm/XDm、DRn/XDRn（m、n：0、2、4、6、8、10、12、14） 

• FMOV DRm/XDm、@Rn（m：0、2、4、6、8、10、12、14、n：0～15） 

これらの命令により、2つの単精度（2×32ビット）データを転送できます。つまり、これらの命令の転

送性能が2倍となります。 
 

• FSCHG 

この命令はFPSCRのSZビットの値を変更します。ペア単精度データ転送を行うか行わないかを高速に切

り替えることができます。 
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7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

SH-4A は、8 ビットのアドレス空間識別子と 32 ビットの仮想アドレス空間から 29 ビットの物理アドレス

空間を扱うことができます。仮想アドレスから物理アドレスへのアドレス変換は、SH-4A に内蔵されたメモ

リマネジメントユニット（MMU：Memory Management Unit）を用いて行います。MMU は変換ルックアサイ

ドバッファ（TLB：Translation Lookaside Buffer）にユーザ作成のアドレス変換テーブルの情報をキャッシン

グすることにより、高速にアドレス変換を行います。 

SH-4A は命令 TLB（ITLB）を 4 エントリ、共用 TLB（UTLB）を 64 エントリ内蔵しており ITLB には UTLB

のコピーがハードウェアにより格納されます。アドレス変換方式はページング方式です。また特権モード、

ユーザモードのそれぞれにおいて、仮想アドレス空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行うことができ

ます。 

SH-4A の MMU には、MMU のフラグ機能に関して、TLB 互換モード（ページサイズ 4 種類、保護ビット

4 ビット）と TLB 拡張モード（ページサイズ 8 種類、保護ビット 6 ビット）があります。 

TLB 互換モードと TLB 拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定（MMUCR レジスタの

ME ビット）で行います。 

MMU のフラグ機能に関しては、TLB 互換モード、TLB 拡張モードの両方を並列して説明します。 
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7.1 概要 
MMU とは物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 7.1（0）に示すように、プロセ

スのサイズが物理メモリより少ない場合、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが可能です。

しかしプロセスのサイズが増大し、物理メモリに収まらない場合、プロセスを分割して実行に必要な部分を

随時物理メモリへマッピングする必要が生じます（図 7.1（1））。この物理メモリへのマッピングをプロセ

ス自身が考えながら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を軽減するために物理

メモリへのマッピングを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式です（図 7.1（2））。仮想記

憶方式では物理メモリに比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセスはこの仮想メモリにマッピ

ングされます。このためプロセスは仮想メモリ上での動作だけを考えていればよくなります。仮想メモリか

ら物理メモリへのマッピングには、MMU が用いられます。通常、OS が MMU を管理しており、プロセスが

必要とする仮想メモリを円滑に物理メモリへマッピングできるように物理メモリの入れ換えを行います。物

理メモリの入れ換えは 2 次記憶などとの間で行われます。 

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム（TSS）

の上で威力を発揮します（図 7.1（3））。TSS 上で走行する複数のプロセスが、おのおの物理メモリへのマッ

ピングを意識しながら動作していたのでは効率が上がりません。この効率を上げ、各プロセスの負担を減ら

すために仮想記憶方式は使われます（図 7.1（4））。この仮想記憶方式ではプロセスごとに仮想メモリが割

り当てられます。MMU は複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする働きをします。さらに、

あるプロセスが別のプロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、MMU には記憶保護の機能も備

わっています。 

MMU を用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報が MMU に登録され

ていなかったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスしたりすることがあります。そのとき MMU

は例外を発生させて、物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録します。 

MMU の機能はソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびにソフ

トウェアで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのためハードウェア上にアドレス変換のための

バッファ（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報は TLB に置いておきます。TLB はアドレス

変換情報のためのキャッシュといえます。しかしキャッシュと違いアドレス変換に失敗したとき、つまり例

外が発生したときのアドレス変換情報の入れ換えは通常ソフトウェアで行います。このためソフトウェアで

柔軟にメモリ管理を行うことが可能となります。 

MMU が仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用いる方

式（ページング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ページング方

式では固定サイズのページと呼ばれるアドレス空間が変換の単位となります。 

以下、SH-4A では仮想メモリ上のアドレス空間のことを仮想アドレス空間、物理メモリ上のアドレス空間

のことを物理アドレス空間と呼ぶことにします。 
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図 7.1 MMU の役割 
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7.1.1 アドレス空間 

（1） 仮想アドレス空間 

SH-4A は、32 ビットの仮想アドレス空間をサポートし、4G バイトのアドレス空間をアクセスできます。

図 7.2、図 7.3 に示すとおり、仮想アドレス空間はいくつかの領域に分かれています。特権モードでは P0 領

域から P4 領域の 4G バイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードでは U0 領域の 2G バイト

の空間をアクセス可能です。また MMU 制御レジスタ（MMUCR）の SQMD ビットが"0"の場合、ストアキュー

領域の 64M バイトの空間もアクセス可能になり、内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）の RMD ビットが"1"

の場合、内蔵メモリ領域の 16M バイトの空間もアクセス可能になります。ユーザモードで U0 領域、ストア

キュー領域、内蔵メモリ領域以外をアクセスした場合、アドレスエラーとなります。 

MMUCR レジスタの AT ビットを"1"にし、MMU をイネーブルにしたとき、これらの領域のうち、P0、P3、

U0 領域は、任意の物理アドレス空間へ 1K/4K/64K/1M バイトページ単位（TLB 互換モード時）、または

1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64M バイトページ単位（TLB 拡張モード時）でマッピングできます。また、8 ビッ

トのアドレス空間識別子を用いることにより、P0、P3、U0 領域を 256 個まで増やすことが可能です。仮想ア

ドレス空間から 29 ビットの物理アドレス空間へのマッピングには TLB を用います。 

0
1
2
3
4
5
6
7

P1

P0

P2

P3

P4

U0

H'0000 0000

H'8000 0000

H'E000 0000

H'E400 0000
H'E500 0000
H'E600 0000
H'FFFF FFFF

H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

 

図 7.2 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝"0"） 
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4
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6
7

256256

U0P0

P1

P2

P3

P4

H'FFFF FFFF

H'E000 0000
H'E500 0000
H'E400 0000
H'E000 0000

H'E600 0000

H'C000 0000

H'A000 0000

H'8000 0000

H'0000 0000

H'FFFF FFFF

H'8000 0000

H'0000 0000

 

図 7.3 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝"1"） 

（a） P0、P3、U0 領域 

P0、P3、U0 領域は TLB を用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMU がディスエーブルの場合、アドレスの上位 3 ビットを 0 にしたものが対応する物理アドレス空間の

アドレスとなります。キャッシュを用いるか否かはキャッシュコントロールレジスタ（CCR）に従います。

キャッシュを用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCR

レジスタの WT ビットに従います。 

MMU がイネーブルの場合、これらの領域は TLB を用いて 1K/4K/64K/1M バイトページ単位（TLB 互換モー

ド時）、または 1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64M バイトページ単位（TLB 拡張モード時）に任意の物理アド

レス空間へマッピングできます。CCR がキャッシュイネーブル状態であり、かつ TLB エントリの当該ページ

のキャッシング可能ビット（C ビット）が"1"のとき、キャッシュを用いたアクセスが行えます。キャッシュ

を用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、TLB の WT ビッ

トに従います。 

これらの領域を、TLB により物理アドレス空間のエリア 7 に存在する制御レジスタ領域にマッピングする

場合、当該ページの C ビットは"0"にしてください。 
 

（b） P1 領域 

P1 領域は TLB を用いたアドレス変換が行えませんが、キャッシュを用いたアクセスは可能な領域です。 

MMU がイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3 ビットを 0 にしたものが対応する物理アドレ

ス空間のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かは CCR レジスタに従います。キャッシュを用いた

場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCR レジスタの CB ビッ

トに従います。 
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（c） P2 領域 

P2 領域は TLB を用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが行えない領域です。 

MMU がイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3 ビットを 0 にしたものが対応する物理アドレ

ス空間のアドレスとなります。 
 

（d） P4 領域 

P4 領域は SH-4A の内部リソースにマッピングされる領域です。この領域は、ストアキューと内蔵メモリ領

域を除いて TLB を用いたアドレス変換ができません。また、この領域はキャッシュを用いたアクセスが行え

ません。図 7.4 に P4 領域の詳細を示します。 

H'E000 0000

H'E400 0000

H'F000 0000

H'F100 0000

H'F200 0000

H'F300 0000

H'F400 0000

H'F500 0000

H'F600 0000

H'F700 0000

H'F800 0000

H'FC00 0000

TLB

TLB

TLB

TLB

H'FFFF FFFF

H'E500 E000
H'E520 2000

 

図 7.4 P4 領域 

H'E000 0000～H'E3FF FFFF までは、ストアキュー（SQ）にアクセスするための領域です。ユーザモードで

のアクセス権は MMUCR レジスタの SQMD ビットで指定します。詳細は「8.7 ストアキュー」を参照して

ください。 

H'E500 E000～H'E520 1FFF までは、内蔵メモリをアクセスするための領域です。ユーザモードでのアクセ

ス権は RAMCR レジスタの RMD ビットで指定します。詳細は「第 9 章 IL メモリ/OL メモリ」を参照して

ください。 

H'F000 0000～H'F0FF FFFF までは、命令キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「8.6.1 IC アドレスアレイ」を参照してください。 

H'F100 0000～H'F1FF FFFF までは、命令キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「8.6.2 IC データアレイ」を参照してください。 

H'F200 0000～H'F2FF FFFF までは、命令 TLB のアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細

は「7.7.1 ITLB アドレスアレイ」を参照してください。 
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H'F300 0000～H'F3FF FFFF までは、命令 TLB のデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「7.7.2 ITLB データアレイ（TLB 互換モード）」および「7.7.3 ITLB データアレイ（TLB 拡張モード）」

を参照してください。 

H'F400 0000～H'F4FF FFFF までは、オペランドキャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領

域です。詳細は「8.6.3 OC アドレスアレイ」を参照してください。 

H'F500 0000～H'F5FF FFFF までは、オペランドキャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域

です。詳細は「8.6.4 OC データアレイ」を参照してください。 

H'F600 0000～H'F6FF FFFF までは、共用 TLB のアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細

は「7.7.4 UTLB アドレスアレイ」を参照してください。 

H'F700 0000～H'F7FF FFFFまでは、共用 TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、

「7.7.5 UTLB データアレイ（TLB 互換モード）」および「7.7.6 UTLB データアレイ（TLB 拡張モード）」

を参照してください。 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF までは内蔵周辺モジュールの制御レジスタの領域です。詳細は各章のレジスタ

説明の項を参照してください。 
 

（2） 物理アドレス空間 

SH-4A は 29 ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は図 7.5 に示すとおり 8 つの

領域に分かれています。エリア 7 は予約領域です。詳細は「第 11 章 アドレス空間」の章を参照してくださ

い。 

TLBを用いて物理アドレス空間のエリア 7をアクセスする場合のみ、エリア 7のH'1C00 0000～H'1FFF FFFF

までの領域が予約領域ではなくなり、仮想アドレス空間の P4 領域に含まれる制御レジスタ領域と等価になり

ます。 

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000
H'1FFF FFFF

0

1

2

3

4

5

6

7
 

図 7.5 物理アドレス空間 
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（3） アドレス変換 

MMU を使用するとき、仮想アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物理アドレ

スに変換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、仮想アドレスに対応する物理アドレスや、

記憶保護コードなどの付加情報が格納され、TLB にはアドレス変換の高速化のために、外部メモリ上のアド

レス変換テーブルの内容がキャッシングされます。SH-4A では命令のアクセスには ITLB を、データのアク

セスには UTLB を用います。P4 領域以外へのアクセスが発生するとそのアクセスされた仮想アドレスが物理

アドレスへ変換されます。その仮想アドレスが P1、P2 領域に属する場合、TLB をアクセスせずに物理アド

レスが一意に決定されます。その仮想アドレスが P0、U0、P3 領域に属する場合には、仮想アドレスで TLB

が検索され、その仮想アドレスが TLB に登録されている場合には、TLB ヒットとなり、TLB から対応する物

理アドレスが読み出されます。また、アクセスされた仮想アドレスが TLB に登録されていない場合には TLB

ミス例外が発生し、処理が TLB ミス例外処理ルーチンへ移ります。TLB ミス例外処理ルーチンでは、外部メ

モリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応する物理アドレス、ページ管理情報を TLB に登録します。 

そして、例外処理ルーチンから復帰後、TLB ミス例外を発生させた命令を再実行します。 
 

（4） 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

仮想記憶方式には、単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、MMUCR レジスタの SV ビットにより

選択が可能です。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時

に走行し、ある仮想アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重仮想記憶方式では、複数の

プロセスが仮想アドレス空間を共有して使用しながら走行するため、ある仮想アドレスはプロセスにより異

なった物理アドレスに変換され得ます。単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式との動作上の違いは、TLB の

アドレス比較の方式（「7.3.3 アドレス変換方式」参照）のみです。 
 

（5） アドレス空間識別子（ASID） 

多重仮想記憶モードの場合、8 ビットのアドレス空間識別子（ASID）は仮想アドレス空間を共有しながら

同時に走行する複数のプロセスを区別するために用いられます。ASID は 8 ビットで、ソフトウェアが MMU

内の PTEH レジスタに現在走行中のプロセスの ASID をセットすることで設定可能です。また ASID によって

プロセスを切り替えの際に TLB をパージしないで済みます。 

単一仮想記憶モードの場合、ASID は仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数のプ

ロセスの記憶保護のために用いられます。 
 

【注】・ 単一仮想記憶モードの設定で、ASID が異なる同一の仮想ページ番号（VPN）を持つエントリを複数同時に TLB

に設定してはいけません。 
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7.2 レジスタの説明 
表 7.1 に MMU 処理に関するレジスタ構成を示します。 

 

表 7.1 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH 不定 H'FF00 0000 32 7-10 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL 不定 H'FF00 0004 32 7-11 

変換テーブルベースレジスタ TTB 不定 H'FF00 0008 32 7-12 

TLB 例外アドレスレジスタ TEA 不定 H'FF00 000C 32 7-12 

MMU 制御レジスタ MMUCR H'0000 0000 H'FF00 0010 32 7-13 

ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ PTEA 不定 H'FF00 0034 32 7-16 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR H'0000 0000 H'FF00 0070 32 7-17 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR H'0000 0000 H'FF00 0078 32 7-18 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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7.2.1 ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 
PTEH レジスタは仮想ページ番号（VPN）とアドレス空間識別子（ASID）から構成されています。VPN は

MMU 例外またはアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた仮想アドレス

の VPN が設定されます。VPN はページサイズによって異なりますが、例外発生時にハードウェアにより設

定される VPN は例外を発生させた仮想アドレスの上位 22 ビットとなります。VPN の設定はソフトウェアに

より行うことも可能です。ASID には現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定します。ASID

がハードウェアにより更新されることはありません。この VPN と ASID は、LDTLB 命令により UTLB に登

録されます。 

PTEH レジスタの ASID フィールドを更新後、更新後の ASID 値を使用する P0、P3、U0 領域へのアクセス

（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3 のいずれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. PTEHレジスタ更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝"0"（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令

の実行は不要です。しかしこの方法では、PTEHレジスタ更新命令の次命令を命令フェッチからやり直す

ため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 
 

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリーズで

の互換性を保証するためには、1 または 2 を用いることを推奨します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

PTEH P4 H'FF00 0000

0 0

VPN

ASIDVPN

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～10 VPN 不定 R W 仮想ページ番号 

9、8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7～0 ASID 不定 R W アドレス空間識別子 
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7.2.2 ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 
PTELレジスタは LDTLB命令により UTLB へ登録する物理ページ番号とページ管理情報を格納するために

使用されます。本レジスタはソフトウェアの指示がないかぎり内容が変更されることはありません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

PTEL P4 H'FF00 0004

0

PPN

PPN

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
WTSHDCSZ0PR0PR1SZ1V

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

28～10 PPN 不定 R W 物理ページ番号 

9 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

8 V 不定 R W 

7 SZ1 不定 R W 

6 PR1 不定 R W 

5 PR0 不定 R W 

4 SZ0 不定 R W 

3 C 不定 R W 

2 D 不定 R W 

1 SH 不定 R W 

0 WT 不定 R W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.3 TLB の機能（TLB 互換モード）」および「7.4 TLB の機能（TLB

拡張モード）」を参照してください。 

【注】・SZ1、PR1、SZ0、PR0 は TLB 互換モード時のみ有効です。 
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7.2.3 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 
TTB レジスタは、現在使用しているページテーブルのベースアドレスの格納用などの用途に使用します。

TTB レジスタはソフトウェアの指示がないかぎり内容が変更されることはありません。本レジスタはソフト

ウェアで自由に使用可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

TTB P4 H'FF00 0008

TTB

TTB

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 TTB 不定 R W TTB ビット 

現在使用しているページテーブルエントリのベースアドレスの格納用など

に使用します。 

 

7.2.4 TLB 例外アドレスレジスタ（TEA） 
TEA レジスタは、MMU 例外またはアドレスエラー例外発生後に、例外を発生させた仮想アドレスが格納

されます。このレジスタはソフトウェアにより変更することは可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

TLB TEA P4 H'FF00 000C

TEA

TEA

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 TEA 不定 R W TEA ビット 

MMU 例外またはアドレスエラーを発生させた仮想アドレスが格納されます。
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7.2.5 MMU 制御レジスタ（MMUCR） 
MMUCR レジスタの各ビットは以下に示すように MMU の設定を行います。このため、MMUCR レジスタ

の書き換えは P1、P2 領域のプログラムで行うようにしてください。 

MMUCR レジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う

前に、以下の 1～3 のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. MMUCRレジスタ更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝"0"（初期値）と設定されていた場合には、特定の

命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCRレジスタ更新命令の次命令を命令フェッチ

からやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 
 

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリーズで

の互換性を保証するためには、1 または 2 を用いることを推奨します。 

MMUCR レジスタはソフトウェアにより変更可能です。ただし LRUI ビットと URC ビットはハードウェア

により更新されることもあります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

MMU MMUCR P4 H'FF00 0010

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ATMESVSQMDURC

LRUI URB

TI

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
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＜リセット後の値：H’0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～26 LRUI すべて 0 R W 入れ換えを行う ITLB エントリを示す LRU ビット 

ITLBミス発生時に入れ換える ITLBのエントリを決めるため、LRU方式（Least 

Recently Used）を用います。LRUI ビットを用いて ITLB の追い出すエント

リを確定できます。 

LRUI は、以下のアルゴリズムで更新が行われます。 

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。 

000xxx：ITLB のエントリ 0 を用いたとき 

1xx00x：ITLB のエントリ 1 を用いたとき 

x1x1x0：ITLB のエントリ 2 を用いたとき 

xx1x11：ITLB のエントリ 3 を用いたとき 

xxxxxx：上記以外 

また LRUI が以下の状態のとき、対応する ITLB のエントリが ITLB ミスによ

り更新されます。なお、下表で設定禁止の値にはソフトウェアの責任で設定

しないようにしてください。またハードウェアリセット後に LRUI は 0 に初

期化されるので、ハードウェアの更新によって LRUI が設定禁止の値になる

ことはありません。 

なお、以下の「x」は Don't care を意味します。 

111xxx：ITLB のエントリ 0 が更新される 

0xx11x：ITLB のエントリ 1 が更新される 

x0x0x1：ITLB のエントリ 2 が更新される 

xx0x00：ITLB のエントリ 3 が更新される 

上記以外：設定禁止 

25、24 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

23～18 URB すべて 0 R W 入れ換えを行う UTLB エントリの境界を示すビット 

URB≠0 のときに有効となります。 

17、16 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

15～10 URC すべて 0 R W LDTLB 命令により入れ換えを行う UTLB エントリを示すためのランダムカ

ウンタ 

UTLBへのアクセスが発生するたびにインクリメントされます。ただしURB

＞0 の場合、URC＝URB の条件が成立すると URC は 0 にクリアされます。

またソフトウェアによりURC＞URBとなる値がURCに書き込まれた場合、

最初は URC＝H'3F になるまで URB を超えてインクリメントされますので

注意してください。なお URC は、LDTLB 命令によってカウントアップされ

ません。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

9 SQMD 0 R W ストアキューモードビット 

ストアキューへのアクセス権を指定します。 

0：ユーザ/特権アクセスが可能 

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外）

8 SV 0 R W 単一仮想記憶モード/多重仮想記憶モード切り替えビット 

このビットを変更するときは、必ずTIビットにも"1"を書き込んでください。

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7 ME 0 R W TLB 拡張モード切り替えビット 

0：TLB 互換モード 

1：TLB 拡張モード 

ME ビットの値を変更する場合には、必ず TI ビットに"1"を指定して、ITLB、

UTLB の内容を無効化してください。 

6～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 TI 0 0 W TLB 無効化ビット 

このビットに"1"を書き込むと、UTLB/ITLB の有効ビットをすべて"0"にクリ

アします。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

1 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 AT 0 R W アドレス変換有効ビット 

MMU のイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定します。 

0：MMU ディスエーブルにする 

1：MMU イネーブルにする 

AT ビットが"0"の状態では MMU 例外は発生しません。このため MMU を使

用しないソフトウェアでは AT ビットを"0"の状態で使用してください。 
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7.2.6 ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ（PTEA） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

PTEA P4 H'FF00 0034

0 0 0 0 0 0

23 22 21 20 19 18 17 16

EPR ESZ
15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

13～8 EPR 不定 R W 

7～4 ESZ 不定 R W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.4 TLB の機能（TLB 拡張モード）」を参照してください。 

3～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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7.2.7 物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR） 
PASCR レジスタは物理アドレス空間の動作を制御します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24

PASCR P4 H'FF00 0070

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

UB

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7～0 UB すべて 0 R W エリア（64M バイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU か

らのバスアクセスを待たせるかをエリアごとに指定します。 

0：CPU は書き込みのバスアクセスの完了を待たずに次のバスアクセスを

行う 

1：CPU は書き込みのバスアクセスの完了を待ってから次のバスアクセス

を行う 

UB[7]：制御レジスタ領域に対応 

UB[6]：エリア 6 に対応 

UB[5]：エリア 5 に対応 

UB[4]：エリア 4 に対応 

UB[3]：エリア 3 に対応 

UB[2]：エリア 2 に対応 

UB[1]：エリア 1 に対応 

UB[0]：エリア 0 に対応 
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7.2.8 命令再フェッチ抑止制御レジスタ（IRMCR） 
IRMCR レジスタは、特定のリソースが変更された場合に、次の命令を命令フェッチからやり直すかどうか

を制御します。特定のリソースとは、制御レジスタの一部、TLB、キャッシュを示します。 

初期状態ではリソース変更後、次の命令の命令フェッチをやり直すように設定されています。しかし、こ

の状態では、リソースの変更を一回行うごとに命令フェッチのやり直しが起こり、CPU の処理性能が低下し

ます。そのため、IRMCR レジスタの各ビットを"1"に設定し、必要なリソースの変更をまとめて行ったうえ

で特定の命令を実行し、変更後のリソースを使用するプログラムの実行へ移るようにすることを推奨します。 

特定のシーケンスに関しては、各リソースの説明を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

IRMCR P4 H'FF00 0078

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MCMTLTR1R2

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 R2 0 R W レジスタ変更後再フェッチ抑止 2 

MMUCR、PASCR、CCR、RAMCR、PTEH の各レジスタが変更された場合

に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行う 

1：再フェッチを行わない 

3 R1 0 R W レジスタ変更後再フェッチ抑止 1 

アドレス H'FF20 0000～H'FF2F FFFF に存在するレジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行う 

1：再フェッチを行わない 

2 LT 0 R W LDTLB 実行後再フェッチ抑止 

LDTLB 命令を実行後に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。

0：再フェッチを行う 

1：再フェッチを行わない 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 MT 0 R W メモリ割り付け TLB ライト後再フェッチ抑止 

MMUCR.AT＝"1"の状態で、メモリ割り付け ITLB/UTLBライトを行った後に、

次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行う 

1：再フェッチを行わない 

0 MC 0 R W メモリ割り付け IC ライト後再フェッチ抑止 

CCR.ICE＝"1"の状態で、メモリ割り付け IC ライトを行った後に、次命令の

再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行う 

1：再フェッチを行わない 
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7.3 TLB の機能（TLB 互換モード） 

7.3.1 共用 TLB（UTLB）の構成 
UTLB は次の 2 つの目的のために使用されます。 

1. データアクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換する。 

2. 命令TLBミスのとき、ITLBへ登録するアドレス変換情報のテーブル。 
 

このため共用 TLB と呼ばれます。UTLB には外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブルの情報が

キャッシングされます。アドレス変換テーブルには仮想ページ番号とアドレス空間識別子、それに対応する

物理ページ番号とページ管理情報が格納されています。図 7.6 に UTLB の構成を示します。UTLB はフルア

ソシアティブ方式の 64 エントリで構成されています。図 7.7 にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

C

C

C

PR[1:0] 

PR[1:0] 

PR[1:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

0

1

2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] SZ[1:0] SH C PR[1:0]ASID[7:0] VPN[31:10] V63 D WT  

図 7.6 UTLB の構成（TLB 互換モード） 

 

【記号説明】 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

 単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、 

 SH ビットが"0"ならアドレス比較の際に PTEH 中の ASID と比較されます。 

VPN：仮想ページ番号 1K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 22 ビット 

  4K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 20 ビット 

  64K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 16 ビット 

  1M バイトページのとき、仮想アドレスの上位 12 ビット 

V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 ハードウェアリセット時に"0"にクリアされます。 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 22 ビット 

 1K バイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4K バイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 64K バイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 1M バイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 また PPN の設定においてはシノニム問題に注意してください 

 （「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
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SZ[1:0]：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

 00：1K バイトページ 

 01：4K バイトページ 

 10：64K バイトページ 

 11：1M バイトページ 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しない 

 1：複数のプロセスでページを共有する 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能。 

 1：キャッシング可能。 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合このビットは"0"にしてください。 

PR[1:0]：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 2 ビットデータ 

 00：特権モードで読み出しのみ可能 

 01：特権モードで読み出し/書き込み可能 

 10：特権/ユーザモードで読み出しのみ可能 

 11：特権/ユーザモードで読み出し/書き込み可能 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない。 

 1：書き込みが行われた。 

WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 

31

1K

10 9 0

31

4K

12 11 0

31

64K

16 15 0

31

1M

20 19 0

VPN

VPN

VPN

VPN

28 10 9 0

28 12 11 0

28 16 15 0

28 20 19 0

PPN

PPN

PPN

PPN
 

図 7.7 ページサイズとアドレスの関係（TLB 互換モード） 
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7.3.2 命令 TLB（ITLB）の構成 
ITLB は命令アクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換するために用いられます。ITLB には

UTLB上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシングされます。図 7.8に ITLB の構成を示します。

ITLB はフルアソシアティブの 4 エントリで構成されています。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

PR

PR

PR

PR

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

V

0

1

2

3

D WT
PR 1 UTLB PR 1  

図 7.8 ITLB の構成（TLB 互換モード） 
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7.3.3 アドレス変換方式 
図 7.9 に、UTLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH "0"
MMUCR.SV "0"

SR.MD "0"

VPNs
ASIDs

V "1"

1

SR.MD?

TLBTLB

R/W?R/W?

VA

VA
P4

VA  
P2

VA  
P1

VA
P0 U0 P3

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

"1"

PR? PR?

"0"

D?

R/W? WWW

RRR R

W
R/W?

WT?

C "1"
CCR.OCE "1"

"1"

"1"

"0"

"0"

B'00 or 
B'01

B'10 B'11 B'01 or B'11 B'00 or B'10

MMUCR.AT "1"

Yes
No

TLB

TLB

"1"
"0"

CCR.OCE?

"1"
"0"

CCR.CB?

"0"

"1"

CCR.WT?

VPNs
V "1"

"1"
"0"

CCR.OCE?

No

 

図 7.9 UTLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 互換モード） 

 



7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

Rev.1.10 2011.09.16  7-24   

R01UH0030JJ0110  

図 7.10 に ITLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH "0"
MMUCR.SV "0"

SR.MD "0"

VPNs
ASIDs

V "1"

1

SR.MD?

TLB

TLB

VA

VA
P4

VA  
P2

VA  
P1

VA
P0 U0 P3

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

"1"

UTLB

"0"

ITLB

?

MMUCR.AT "1"

Yes
No

TLB

"1"

"0"

VPNs
V "1"

"1"
"0"

CCR.ICE?

Yes

No C "1"
CCR.ICE "1"

No

PR?

ITLB
Yes

No

 

図 7.10 ITLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 互換モード） 
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7.4 TLB の機能（TLB 拡張モード） 

7.4.1 共用 TLB（UTLB）の構成 
図 7.11 に TLB 拡張モード時の UTLB の構成を示します。図 7.12 にページサイズとアドレスの関係を示し

ます。 
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C
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EPR[5:0]
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V

V

V

0

1

2

D

D

D
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PPN[28:10] ESZ[3:0] SH C EPR[5:0]ASID[7:0] VPN[31:10] V63 D WT  

図 7.11 UTLB の構成（TLB 拡張モード） 

【記号説明】 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

 単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、 

 SH ビットが"0"ならアドレス比較の際に PTEH 中の ASID と比較されます。 

VPN：仮想ページ番号 1K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 22 ビット 

 4K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 20 ビット 

 8K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 19 ビット 

 64K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 16 ビット 

 256K バイトページのとき、仮想アドレスの上位 14 ビット 

 1M バイトページのとき、仮想アドレスの上位 12 ビット 

 4M バイトページのとき、仮想アドレスの上位 10 ビット 

 64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位6ビット 

V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 ハードウェアリセット時に"0"にクリアされます。 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 19 ビット 

 1K バイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4K バイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 8K バイトページのときは PPN[28:13]が有効です。 

 64K バイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 256K バイトページのときは PPN[28:18]が有効です。 

 1M バイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 4M バイトページのときは PPN[28:22]が有効です。 

 64M バイトページのときは PPN[28:26]が有効です。 

 また PPN の設定においてはシノニム問題に注意してください 

 （「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
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ESZ：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

 0000：1K バイトページ 

 0001：4K バイトページ 

 0010：8K バイトページ 

 0100：64K バイトページ 

 0101：256K バイトページ 

 0111：1M バイトページ 

 1000：4M バイトページ 

 1100：64M バイトページ 

【注】・ 上記以外の値を登録した場合の動作は保証しません。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しない 

  1：複数のプロセスでページを共有する 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合このビットは"0"にしてください。 

EPR：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した6ビットデータ 

特権モードでの読み出し/書き込み/実行（命令フェッチ）およびユーザモー

ドでの読み出し/書き込み/実行（命令フェッチ）に対する許可を独立に設定

可能です。各ビットそれぞれ"0"で不許可、"1"で許可を示します。 

EPR[5]：特権モードでの読み出し 

EPR[4]：特権モードでの書き込み 

EPR[3]：特権モードでの実行（命令フェッチ） 

EPR[2]：ユーザモードでの読み出し 

EPR[1]：ユーザモードでの書き込み 

 EPR[0]：ユーザモードでの実行（命令フェッチ） 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない 

 1：書き込みが行われた 

WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
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図 7.12 ページサイズとアドレスの関係（TLB 拡張モード） 

7.4.2 命令 TLB（ITLB）の構成 
図 7.13 に TLB 拡張モード時の ITLB の構成を示します。 
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図 7.13 ITLB の構成（TLB 拡張モード） 
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7.4.3 アドレス変換方式 
図 7.14 に TLB 拡張モード時の UTLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH "0"
MMUCR.SV "0"

SR.MD "0"

VPNs
ASIDs

V "1"

1

SR.MD?

TLBTLB

EPR[5]?EPR[4]?

VA

VA
P4

VA  
P2

VA  
P1

VA
P0 U0 P3

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

"1"

R/W? R/W?

"0"

D?

EPR[1]?"0" "0"

"1" "1"

"0"

"1""1"

"0"
EPR[2]?

WT?

C "1"
CCR.OCE "1"

"0"

"1"

"1"

"0"

R W W R

MMUCR.AT "1"

Yes
No

TLB

TLB

"1"
"0"

CCR.OCE?

"1"
"0"

CCR.CB?

"0"

"1"

CCR.WT?

VPNs
V "1"

"1"
"0"

CCR.OCE?

No

 

図 7.14 UTLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 拡張モード） 
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図 7.15 に TLB 拡張モード時の ITLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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図 7.15 ITLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 拡張モード） 
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7.5 MMU の機能 

7.5.1 MMU のハードウェア管理 
SH-4A がサポートする MMU の機能として次のものがあります。 

1. ソフトウェアがアクセスする仮想アドレスをデコードし、MMUCRレジスタの設定に従ってUTLB、ITLB

を制御してアドレス変換を行います。 

2. アドレス変換の際に読み出されたページ管理情報をもとに、キャッシュへのアクセス状態を判定します

（C、WTビット）。 

3. データアクセス、命令アクセスにおいて正常にアドレス変換が行われなかった場合、MMU例外の発生に

よりソフトウェアに通知します。 

4. 命令アクセスでITLBにアドレス変換情報が登録されていないとき、UTLBを検索します。必要なアドレ

ス変換情報がUTLBに登録されていた場合、MMUCRレジスタのLRUIビットに従い、ITLBにそのアドレ

ス変換情報をコピーします。 
 

7.5.2 MMU のソフトウェア管理 
MMU に対するソフトウェアの処理として次のものがあります。 

1. MMU関連レジスタの設定。一部ハードウェアにより自動的に更新されるものもあります。 

2. TLBエントリの登録、削除、読み出し。UTLBエントリの登録にはLDTLB命令を用いる方法と、メモリ

割り付けUTLBに直接書き込む方法があります。ITLBエントリの登録はメモリ割り付けITLBに直接書き

込む方法しかありません。UTLB、ITLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割り付けUTLB、ITLBをア

クセスすることで可能です。 

3. MMU例外処理。MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行います。 
 

7.5.3 MMU の命令（LDTLB） 
UTLB エントリを登録する命令として TLB ロード命令（LDTLB）があります。LDTLB 命令が発行される

と、SH-4A は PTEH レジスタと PTEL レジスタの内容を（加えて TLB 拡張モードの場合には PTEA レジスタ

の内容を）URC ビットが指し示す UTLB エントリにコピーします。LDTLB 命令により ITLB エントリの更新

は行われませんので、UTLB エントリから追い出されたアドレス変換情報が ITLB エントリに残る可能性があ

ります。LDTLB 命令はアドレス変換情報を変更する命令のため、必ず P1、P2 領域のプログラムで発行する

ようにしてください。LDTLB 命令実行後、TLB が有効な領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前

に、以下の 1.～3.のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はTLBが有効な領域で構いません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. LDTLB命令実行前にあらかじめIRMCR.LT="0"（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シー

ケンスは不要です。しかしこの方法では、LDTLB命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPU

の処理性能が低下しますのでご注意ください。 
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ただし、方法 3.は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリーズで

の互換性を保証するためには、1.または 2.を用いることを推奨します。 

図 7.16、図 7.17 に LDTLB 命令の動作を示します。 
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図 7.16 LDTLB 命令の動作（TLB 互換モード） 
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図 7.17 LDTLB 命令の動作（TLB 拡張モード） 
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7.5.4 ハードウェア ITLB ミスハンドリング 
SH-4A は命令アクセスの際、ITLB を検索して必要なアドレス変換情報を見つけられなかった（ITLB ミス）

場合、ハードウェアにより UTLB を検索し、必要なアドレス変換情報があれば ITLB への登録を行います。

これをハードウェア ITLB ミスハンドリングと呼びます。UTLB を検索しても必要なアドレス変換情報が見つ

からない場合、命令 TLB ミス例外を発生し、処理をソフトウェアへ移します。 
 

7.5.5 シノニム問題の回避 
以下ではオペランドキャッシュが 32K バイトのケースについて説明します。 

TLB エントリに 1K、4K バイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。シノ

ニム問題とは、複数の仮想アドレスが 1 つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数の

エントリに同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなくなるという問

題です。この問題は命令 TLB や命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発生しません。SH-4A

ではオペランドキャッシュの高速動作のために仮想アドレスの[12:5]を用いて、エントリの指定を行います。

しかし 1K バイトページでは仮想アドレスの[12:10]が、4K バイトページでは仮想アドレスの[12]がアドレス

変換の対象になります。このため変換後の物理アドレスの[12:10]と仮想アドレスの[12:10]が異なる可能性が

あります。 

このため UTLB エントリへのアドレス変換情報の登録には以下の制限が生じます。 
 

1. 複数の1KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLB

に登録するとき、VPN[12:10]は必ず等しくなるようにしてください。 

2. 複数の4KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLB

に登録するとき、VPN[12]は必ず等しくなるようにしてください。 

3. 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しない

でください。 

4. 4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しない

でください。 
 

上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 

キャッシュサイズが 32K バイトから変わると、シノニム問題が発生する可能性があるページサイズと、

UTLB エントリ登録時に等しくなるようにする必要がある VPN のビット位置は、以上の説明から変ります。

8Kバイト～64Kバイトのキャッシュサイズに対してシノニム問題が発生する可能性があるページサイズを表

7.2 に示します。 
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表 7.2 キャッシュサイズとシノニム問題の回避策 

キャッシュサイズ シノニム問題が発生する可能性のある 

ページサイズ 

等しくなるように登録する VPN の 

ビット位置 

8K バイト 1K バイトページ VPN[10] 

16K バイト 1K バイトページ VPN[11:10] 

1K バイトページ VPN[12:10] 32K バイト 

4K バイトページ VPN[12] 

1K バイトページ VPN[13:10] 64K バイト 

4K バイトページ VPN[13:12] 

【注】・ 将来の SuperH RISC engine ファミリの拡張に備えて、複数のアドレス変換情報が同一の物理メモリを使用する場合、

VPN[20:10]を等しくなるようにしてください。また、異なるページサイズのアドレス変換情報で同一の物理アドレス

を使用しないでください。 
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7.6 MMU 例外 
MMU 例外には、命令 TLB 多重ヒット例外、命令 TLB ミス例外、命令 TLB 保護違反例外、データ TLB 多

重ヒット例外、データ TLB ミス例外、データ TLB 保護違反例外、初期ページ書き込み例外の 7 つの例外が

あります。各例外の発生条件については図 7.9、図 7.10、図 7.14、および図 7.15 を参照してください。 
 

7.6.1 命令 TLB 多重ヒット例外 
命令 TLB 多重ヒット例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致する ITLB エントリが複数存在した場

合に発生します。ハードウェア ITLB ミスハンドリングにより UTLB を検索する際に UTLB で多重ヒットが

発生した場合も、命令 TLB 多重ヒット例外となります。 

命令 TLB 多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。 

（1） ハードウェア処理 

命令TLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAレジスタに設定します。 

2. 例外コードH'000をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 
 

（2） ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させた ITLB エントリを確認します。この例外はプログラムの

デバッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 
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7.6.2 命令 TLB ミス例外 
命令 TLB ミス例外は、ハードウェア ITLB ミスハンドリングにより UTLB エントリに命令アクセスした仮

想アドレスに対応するアドレス変換情報が見つからなかったときに発生します。命令 TLB ミス例外のハード

ウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。これはデータ TLB ミス例外時の処理

と同じです。 
 

（1） ハードウェア処理 

命令TLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHレジスタに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAレジスタに設定します。 

3. 例外コードH'040を、EXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを"1"に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを"1"に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを"1"に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、命令TLBミス例外処理ルーチンを開始

します。 

（2） ソフトウェア処理（命令 TLB ミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェア

の責任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように

処理してください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリ

のPPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELレジスタに書き込みます。 

TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリ

のPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTELレジスタ、PTEAレジスタに書き込みま

す。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRレジス

タのURCビットに書き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な

値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEHレジスタ、PTELレジスタの内容をTLBに書き込

みます。TLB拡張モードの場合は、PTEHレジスタ、PTELレジスタ、およびPTEAレジスタの内容をUTLB

に書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流

れに戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.6.3 命令 TLB 保護違反例外 
命令 TLB 保護違反例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が ITLB エントリ

に存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PR ビットで指定されるアクセス権で許されていない

場合に発生します。命令 TLB 保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次

のとおりです。 
 

（1） ハードウェア処理 

命令TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHレジスタに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAレジスタに設定します。 

3. 例外コードH'0A0をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを"1"に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを"1"に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを"1"に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、命令TLB保護違反例外処理ルーチンを

開始します。 
 

（2） ソフトウェア処理（命令 TLB 保護違反例外処理ルーチン） 

命令 TLB 保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただし LDTLB 命令の次の命令以降に RTE 命令を発行してください。 
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7.6.4 データ TLB 多重ヒット例外 
データ TLB 多重ヒット例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致する UTLB エントリが複数存在し

た場合に発生します。 

データ TLB 多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。ま

た例外発生以前の UTLB 内の PPN の内容は壊れることがあります。 
 

（1） ハードウェア処理 

データTLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAレジスタに設定します。 

2. 例外コードH'000をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 
 

（2） ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させた UTLB エントリを確認します。この例外はプログラムの

デバッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 
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7.6.5 データ TLB ミス例外 
データ TLB ミス例外は、データアクセスした仮想アドレスに対応するアドレス変換情報が UTLB 内に見つ

からなかったときに発生します。データ TLB ミス例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行

う処理は次のとおりです。 
 

（1） ハードウェア処理 

データTLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHレジスタに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAレジスタに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'040を、書き込みのとき例外コードH'060を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し；OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを"1"に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを"1"に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを"1"に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、データTLBミス例外処理ルーチンを開

始します。 
 

（2） ソフトウェア処理（データ TLB ミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェア

の責任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように

処理してください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリ

のPPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELレジスタに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリのPPN、EPR、

ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTELレジスタ、PTEAレジスタに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRレジス

タのURCビットに書き込みます。このときURCビットがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に

適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEHレジスタ、PTELレジスタの内容をUTLBに書き込

みます。TLB拡張モードの場合は、PTEHレジスタ、PTELレジスタ、およびPTEAレジスタの内容をUTLB

に書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流

れに戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.6.6 データ TLB 保護違反例外 
データ TLB 保護違反例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が UTLB エン

トリに存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PR ビットで指定されるアクセス権で許されてい

ない場合に発生します。データ TLB 保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処

理は次のとおりです。 
 

（1） ハードウェア処理 

データTLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHレジスタに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAレジスタに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'0A0を、書き込みのとき例外コードH'0C0を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを"1"に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを"1"に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを"1"に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、データTLB保護違反例外処理ルーチン

を開始します。 
 

（2） ソフトウェア処理（データ TLB 保護違反例外処理ルーチン） 

データ TLB 保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わら

せ、制御を通常の流れに戻してください。ただし LDTLB 命令の次の命令以降に RTE 命令を発行してくださ

い。 
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7.6.7 初期ページ書き込み例外 
初期ページ書き込み例外は、データアクセス（書き込み）した仮想アドレスに一致するアドレス変換情報

が UTLB エントリに存在し、アクセス権も許されているにもかかわらず、D ビットが"0"であった場合に発生

します。初期ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおり

です。 
 

（1） ハードウェア処理 

初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHレジスタに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAレジスタに設定します。 

3. 例外コードH'080をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した

場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを"1"に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを"1"に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを"1"に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、初期ページ書き込み例外処理ルーチン

を開始します。 

（2） ソフトウェア処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン） 

ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。 

1. 外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。 

2. 外部メモリのページテーブルエントリのDビットに"1"を書き込んでください。 

3. TLB互換モードの場合、外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、

WT、SH、Vのビットの値をPTELレジスタに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部メモリのアド

レス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの

各ビットの値をPTELレジスタ、PTEAレジスタに書き込みます。 

4. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRレジス

タのURCビットに書き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な

値に変更してください。 

5. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEHレジスタ、PTELレジスタの内容をUTLBに書き込

みます。TLB拡張モードの場合は、PTEHレジスタ、PTELレジスタ、およびPTEAレジスタの内容をUTLB

に書き込みます。 

6. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流

れに戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.7 メモリ割り付け TLB の構成 
ITLB および UTLB をソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2 領域のプログラムから MOV

命令によって ITLB および UTLB の内容の読み出し、書き込みが可能です。別の領域のプログラムからアク

セスする場合、動作の保証はありません。 

メモリ割り付け TLB アクセス後、P2 領域以外へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1

～3 のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP2領域以外でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. メモリ割り付けTLBアクセスの前にあらかじめIRMCR.MT＝"0"（初期値）と設定されていた場合には、

特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCRレジスタ更新命令の次命令を命令

フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 
 

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリーズで

の互換性を保証するためには、1 または 2 を用いることを推奨します。 

ITLB および UTLB は仮想アドレス空間の P4 領域に割り付けられています。 

TLB 互換モードの場合、ITLB では VPN、V、ASID をアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、SH

をデータアレイとしてアクセス可能です。UTLB では VPN、D、V、ASID をアドレスアレイとして、PPN、V、

SZ、PR、C、D、WT、SH をデータアレイとしてアクセス可能です。V と D はアドレスアレイ側からとデー

タアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB 拡張モードの場合、ITLB では VPN、V、ASID をアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、EPR、C、

SH をデータアレイとしてアクセス可能です。UTLB では VPN、D、V、ASID をアドレスアレイとして、PPN、

V、ESZ、EPR、C、D、WT、SH をデータアレイとしてアクセス可能です。V と D は、アドレスアレイ側か

らとデータアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB 互換モード、TLB 拡張モードどちらの場合もアクセスサイズはロングワードサイズのみ可能です。こ

の領域に対して命令フェッチは行えません。予約ビットに対しては、書き込み値として"0"を指定してくださ

い。読み出し値は保証しません。 
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7.7.1 ITLB アドレスアレイ 
ITLB のアドレスアレイは P4 領域の H'F200 0000～H'F2FF FFFF に割り付けられています。アドレスアレイ

のアクセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定（書

き込み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部には

アドレスアレイに書き込む VPN、V、ASID を指定します。 

アドレス部は、[31:24]が ITLB アドレスアレイを示す H'F2 になっており、[9:8]でエントリを選択するよう

になっています。アドレス部[1:0]はロングワードアクセスのため"0"を指定してください。 

データ部は、[31:10]が VPN を、[8]が V を、[7:0]が ASID を示します。 

ITLB アドレスアレイに対しては以下の 2 種類の操作が可能です。 
 

1. ITLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へVPN、V、ASIDを読み出し

ます。 

2. ITLBアドレスアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、V、

ASIDを書き込みます。 
 

31 23 0
1 1 1 1 0 0 1 0 00E

31 10 9 0
VVPN

VPN
V
 E
*

24

Don't care

10 9 8 7 2 1

9 8 7
ASID

ASID

"0"

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

 

図 7.18 メモリ割り付け ITLB アドレスアレイ 
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7.7.2 ITLB データアレイ（TLB 互換モード） 
ITLB のデータアレイは P4 領域の H'F300 0000～H'F37F FFFF に割り付けられています。データアレイのア

クセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定（書き込

み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデー

タアレイ 1 に書き込む PPN、V、SZ、PR、C、SH を指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLB データアレイを示す H'F30 になっており、[9:8]でエントリを選択するように

なっています。 

データ部は、[28:10]が PPN を、[8]が V を、[7]、[4]が SZ を、[6]が PR を、[3]が C を、[1]が SH を示しま

す。 

ITLB データアレイに対しては以下の 2 種類の操作が可能です。 
 

1. ITLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、SH

を読み出します。 

2. ITLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、

SZ、PR、C、SHを書き込みます。 
 

31 23 0
1 1 1 1 0 0 01 1 00E

PPN
V
E

SZ
*

24

Don't care

10 9 8 7 2 1

PR
C

SH

"0"

31 2 1 0
V

10 9 8 730 2928 4 36 5

SZ SHPR

CPPN

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

 

図 7.19 メモリ割り付け ITLB データアレイ（TLB 互換モード） 
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7.7.3 ITLB データアレイ（TLB 拡張モード） 
TLB 拡張モードのとき、ITLB データアレイは ITLB データアレイ 1 に名称が変更になります。また、ITLB

データアレイ 2 が追加となり、EPR、ESZ をアクセス可能になります。TLB 拡張モードでは、ITLB データア

レイ 1 の PR、SZ ビットは予約ビットとなり、書き込み値は"0"を指定してください。また、ITLB データアレ

イ 1 への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの ITLB データアレイ 2 の書き込みを行って

ください。 

TLB 互換モード（MMUCR.ME＝"0"）のときには、ITLB データアレイ 2、のアクセスは行えません。アク

セスした場合の動作は保証しません。 
 

（1） ITLB データアレイ 1 

TLB 拡張モードでは、互換モードの PR、SZ ビットに対応するデータ部のビット 7、6、4 が予約ビットに

なります。書き込み時には"0"を指定してください。 

PPN
V
E
* Don't care

C
SH

"0"

31 2 1 0
V

10 9 8 729 28

2 1

4 3
CPPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 0 E
23 22 8 710 9

SH

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.20 メモリ割り付け ITLB データアレイ 1（TLB 拡張モード） 
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（2） ITLB データアレイ 2 

ITLB のデータアレイは P4 領域の H'F380 0000～H'F3FF FFFF に割り付けられています。データアレイ 2 の

アクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定（書き込

み時）が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデー

タアレイ 2 に書き込む EPR、ESZ を指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLB データアレイ 2 を示す H'F38 になっており、[9:8]でエントリを選択するよう

になっています。 

データ部は、[13][11][10][8]がそれぞれ EPR[5][3][2][0]を、[7:4]が ESZ を示します。ITLB データアレイ 2

に対しては以下の 2 種類の操作が可能です。 

1. TLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 

2. ITLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZ

を書き込みます。 
 

E
EPR
ESZ

* Don't care

EPR[5]
EPR[3] EPR[0]

EPR[2]

"0"

31 0
ESZ

10 9 81314 1211 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 1 E
23 22 8 710 9

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.21 メモリ割り付け ITLB データアレイ 2（TLB 拡張モード） 
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7.7.4 UTLB アドレスアレイ 
UTLB のアドレスアレイは P4 領域の H'F600 0000～H'F6FF FFFF に割り付けられています。アドレスアレイ

のアクセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定（書

き込み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部には

アドレスアレイに書き込む VPN、D、V、ASID を指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLB アドレスアレイを示す H'F60 になっており、[13:8]でエントリを選択するよ

うになっています。アドレス部[7]の連想ビット（A ビット）は、UTLB アドレスアレイへの書き込みのとき

のアドレス比較の有無を指定します。 

データ部は、[31:10]が VPN を、[9]が D を、[8]が V を、[7:0]が ASID を示します。 

UTLB アドレスアレイに対しては以下の 3 種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へVPN、D、V、ASIDを読み

出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは"1"でも"0"でも連想動作は行いません。 

2. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、D、

V、ASIDを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

3. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、データ部で指定されたVPNとPTEH.ASIDを用い、UTLBの

全エントリとの間で比較が行われます。比較は通常のアドレス比較の規則に従いますが、UTLBにミスし

た場合、例外は発生せずノーオペレーションとなります。比較によりデータ部で指定したVPNに対応す

るUTLBエントリが存在した場合、そのエントリに対してデータ部で指定したDとVを書き込みます。こ

の連想動作はITLBに対しても同時に行われ、ITLB内に一致するエントリが存在した場合はそのエントリ

に対してVを書き込みます。UTLBでの比較でノーオペレーションとなってもITLBで一致していれば

ITLB側にのみ書き込みは行います。またUTLBとITLBの両方で一致した場合、UTLBの情報がITLBへも書

き込まれます。 
 

VPN
V
E
D
* Don't care

ASID
A

"0"

31 0
VD

10 9 8 7

A
8 7 2 1

ASIDVPN

31 23 20 0
1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0E

24 14 13

* * * * * * * * * **

 

図 7.22 メモリ割り付け UTLB アドレスアレイ 
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7.7.5 UTLB データアレイ（TLB 互換モード） 
UTLB のデータアレイは P4 領域の H'F700 0000～H'F7FF FFFF に割り付けられています。データアレイのア

クセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定（書き込

み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデー

タアレイに書き込む PPN、V、SZ、PR、C、D、SH、WT を指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLB データアレイを示す H'F70 になっており、[13:8]でエントリを選択するよう

になっています。 

データ部は、[28:10]が PPN を、[8]が V を、[7]、[4]が SZ を、[6:5]が PR を、[3]が C を、[2]が D を、[1]が

SH を、[0]が WT を示します。 

UTLB データアレイに対しては以下の 2 種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、D、

SH、WTを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、

SZ、PR、C、D、SH、WTを書き込みます。 
 

PPN
V
E

SZ
D
* Don't care

PR
C

SH
WT

"0"

31 2 1

2 1

0
V

10 9 8 729 28 4 36 5
PR CPPN

31 0
1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0E

1920 8 714 13

D

SZ SH WT

* * * * * *** * * * *

 

図 7.23 メモリ割り付け UTLB データアレイ（TLB 互換モード） 
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7.7.6 UTLB データアレイ（TLB 拡張モード） 
TLB 拡張モードのとき、UTLB データアレイは UTLB データアレイ 1 に名称が変更になります。また、UTLB

データアレイ 2 が追加となり、EPR、ESZ をアクセス可能になります。TLB 拡張モードでは、UTLB データ

アレイ 1 の PR、SZ ビットは予約ビットとなり、書き込み値は"0"を指定してください。また、UTLB データ

アレイ 1への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリのUTLBデータアレイ 2の書き込みを行っ

てください。 

TLB 互換モード（MMUCR.ME＝"0"）のときには、UTLB データアレイ 2 のアクセスは行えません。アク

セスした場合の動作は保証しません。 
 

（1） UTLB データアレイ 1 

TLB 拡張モードでは、互換モードの PR、SZ ビットに対応するデータ部のビット 7～4 が予約ビットになり

ます。書き込み時には"0"を指定してください。 

PPN
V
E
D
* Don't care

C
SH
WT

"0"

31 2 1 0
V

10 9 8 729 28

2 1

4 3
C DPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E
20 19 8 714 13

WTSH

* * * * * ** ** * * *

 

図 7.24 メモリ割り付け UTLB データアレイ 1（TLB 拡張モード） 
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（2） UTLB データアレイ 2 

UTLB のデータアレイは P4 領域の H'F780 0000～H'F7FF FFFF に割り付けられています。データアレイ 2

のアクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定（書き

込み時）が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部には

データアレイ 2に書き込むEPR、ESZを指定します。アドレス部は[31:20]がUTLBデータアレイ 2を示すH'F78

になっており、[13:8]でエントリを選択するようになっています。 

データ部は、[13:8]が EPR を、[7:4]が ESZ を示します。UTLB データアレイ 2 に対しては以下の 2 種類の

操作が可能です。 

1. UTLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZ

を書き込みます。 
 

0 0 0
20 19

E
EPR
ESZ

* Don't care

"0"

31 0
EPR ESZ

8 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 1 E
8 714 13

13

* * * * * ** ** * * *

 

図 7.25 メモリ割り付け UTLB データアレイ 2（TLB 拡張モード） 
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8. キャッシュ 

SH-4A は命令用に 32K バイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に 32K バイトのオペランドキャッシュ

（OC）を内蔵しています。 
 

8.1 概要 
表 8.1 にキャッシュの概要を示します。 

SH-4A では、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32 バイト×2 のストアキュー（SQ）をサポート

します。表 8.2 に SQ の概要を示します。 
 

表 8.1 キャッシュの概要 

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ 

容量 32K バイトキャッシュ 32K バイトキャッシュ 

方式 4 ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス/物理アドレスタグ 

4 ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス/物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32 バイト 32 バイト 

エントリ数 256 エントリ/ウェイ 256 エントリ/ウェイ 

書き込み方式 － コピーバック/ライトスルー選択可能 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

 

表 8.2 ストアキューの概要 

項目 ストアキュー 

容量 2×32 バイト 

アドレス H'E000 0000～H'E3FF FFFF 

ライト ストア命令（1 サイクルライト） 

ライトバック プリフェッチ命令（PREF 命令） 

アクセス権 MMU ディスエーブル時：MMU 制御レジスタ（MMUCR）の SQMD ビットによる 

MMU イネーブル時：個々のページ PR による 

 

SH-4A のオペランドキャッシュは 4 ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256 本の

キャッシュラインから構成されます。図 8.1 にオペランドキャッシュの構成を示します。 

命令キャッシュは 4 ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256 本のキャッシュライン

から構成されます。図 8.2 に命令キャッシュの構成を示します。 

SH-4A は消費電力を低減するために IC ウェイ予測機構を搭載しています。また、非サポート検出例外レジ

スタ（EXPMASK）を用いて、メモリ割り付け連想ライト機能を例外として検出することが可能です。詳細

は、「第 5 章 例外処理」を参照してください。 
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図 8.1 オペランドキャッシュの構成 
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図 8.2 命令キャッシュの構成 
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（1） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス29ビットの上位19ビットを格納します。タグはハード

ウェアリセットで初期化されません。 
 

（2） V ビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているか否かを示します。このビットが"1"のとき、その

キャッシュラインのデータは有効となります。Vビットはハードウェアリセットで"0"に初期化されます。 
 

（3） U ビット（ダーティビット） 

コピーバックモードでキャッシュを使用中に、キャッシュラインへデータを書き込んだとき、Uビット

が"1"になります。つまりUビットはキャッシュライン中のデータと外部メモリ中のデータとの不一致を

示します。メモリ割り付けキャッシュ（「8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成」参照）をアクセス

することによりUビットを書き換えないかぎり、ライトスルーモードでキャッシュを使用中はUビットが

"1"になることはありません。Uビットはハードウェアリセットで"0"に初期化されます。 
 

（4） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データアレイ

はハードウェアリセットで初期化されません。 
 

（5） LRU 部 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録で

きます。エントリを登録するとき、4つのウェイのうちどのウェイに登録するかをLRUビットが示します。

LRUビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとし

て、最も以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。

LRUビットは、ハードウェアリセットで"0"に初期化されます。LRUビットは、ソフトウェアでは読み書

きできません。 
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8.2 レジスタの説明 
表 8.3 にキャッシュに関連するレジスタを示します。 

 

表 8.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 H'FF00 001C 32 8-5 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 不定 H'FF00 0038 32 8-7 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 不定 H'FF00 003C 32 8-8 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'FF00 0074 32 8-9 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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8.2.1 キャッシュ制御レジスタ（CCR） 
CCR は、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモー

ドの選択を行います。 

CCR の書き換えは、キャッシング不可の P2 領域のプログラムまたは IL メモリ上のプログラムで行わなけ

ればなりません。CCR 更新後、キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以

下の 1～3 のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝"0"（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケン

スは不要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの

処理性能が低下しますのでご注意ください。 
 

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリーズで

の互換性を保証するためには、1 または 2 を用いることを推奨します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24

CCR P4 H'FF00 001C

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

OCEWTCBOCIICEICI

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11 ICI 0 0 W IC 無効化ビット 

このビットに"1"を書き込むと IC の全エントリの V ビットを"0"にします。

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10、9 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

8 ICE 0 R W IC 有効ビット 

IC の使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管

理情報の C ビットも"1"でなければ IC を使用できません。 

0：IC を使用しない 

1：IC を使用する 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

3 OCI 0 0 W OC 無効化ビット 

このビットに"1"を書き込むと OC の全エントリの V、U ビットを"0"にしま

す。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

2 CB 0 R W コピーバックビット 

P1 領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。 

0：ライトスルーモード 

1：コピーバックモード 

1 WT 0 R W ライトスルーモード 

P0、U0、P3 領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。ただし、ア

ドレス変換が行われる場合は、ページ管理情報の WT ビットの値を優先し

ます。 

0：コピーバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 OCE 0 R W OC 有効ビット 

OC の使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管

理情報の C ビットも"1"でなければ OC を使用できません。 

0：OC を使用しない 

1：OC を使用する 
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8.2.2 キューアドレス制御レジスタ 0（QACR0） 
QACR0 は、MMU がディスエーブルのときストアキュー0（SQ0）がマップされているエリアを設定します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24

0 QACR0 P4 H'FF00 0038

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

AREA0

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4～2 AREA0 不定 R W MMU がディスエーブルのとき、SQ0 に対する物理アドレス 28～26 を生成

します。 

1、0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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8.2.3 キューアドレス制御レジスタ 1（QACR1） 
QACR1 は、MMU がディスエーブルのときストアキュー1（SQ1）がマップされているエリアを設定します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 QACR1 P4 H'FF00  003C

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

AREA1

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4～2 AREA1 不定 R W MMU がディスエーブルのとき、SQ1 に対する物理アドレス 28～26 を生成

します。 

1、0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 



8. キャッシュ 

Rev.1.10 2011.09.16  8-9

  R01UH0030JJ0110 

8.2.4 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 
RAMCR は IC および OC のウェイ数と IC ウェイ予測の制御を行います。 

RAMCR への書き換えは、キャッシング不可の P2 領域のプログラムで行われなければなりません。RAMCR

更新後、キャッシング可能領域または IL メモリ、OL メモリ領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行

う前に、以下の 1～3 のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域またはILメモリ、

OLメモリ領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝"0"（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケ

ンスは不要です。しかしこの方法では、RAMCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、

CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 
 

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリーズで

の互換性を保証するためには、1 または 2 を用いることを推奨します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

RAMCR P4 H'FF00 0074

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ICWPDOC2WIC2WRPRMD

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

9 RMD 0 R W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「9.3.5 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「9.3.5 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R W IC 2 ウェイモードビット 

0：IC は 4 ウェイ動作 

1：IC は 2 ウェイ動作 

詳細は「8.4.3 IC 2 ウェイモード」を参照してください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6 OC2W 0 R W OC 2 ウェイモードビット 

0：OC は 4 ウェイ動作 

1：OC は 2 ウェイ動作 

詳細は「8.3.6 OC 2 ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R W IC ウェイ予測抑止ビット 

IC ウェイ予測の使用を選択します。 

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う 

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない 

4～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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8.3 オペランドキャッシュの動作説明 

8.3.1 読み出し動作 
オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE="1"）かつキャッシング可能な領域からデータを読み出す

場合、OC は以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、

UビットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比

較し、 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU

ビットが"0"の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU

ビットが"1"の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセス

サイズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込

みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラッ

プアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返

します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行できます。

キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、V

ビットに"1"を、Uビットに"0"を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更

新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込

みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラッ

プアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返

します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することが

できます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登

録し、Vビットに"1"を、Uビットに"0"を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビッ

トを更新します。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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8.3.2 プリフェッチ動作 
オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE="1"）かつキャッシング可能な領域からデータを OC にプ

リフェッチする場合、OC は以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、

UビットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比

較し、 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU

ビットが"0"の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU

ビットが"1"の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込

みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラッ

プアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ

1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行できます。キャッシュに1ライン分の

データの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに"1"を、Uビットに"0"

を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込

みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラッ

プアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ

1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行できます。キャッシュに1ライン分の

データの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに"1"を、Uビットに"0"

を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバッ

クバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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8.3.3 書き込み動作 
オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE="1"）かつキャッシング可能な領域に対してデータが書き

込まれる場合、OC は以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、

UビットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグの比

較、および対象となる領域の属性から、 

 コピーバック ライトスルー 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU

ビットが"0"の場合 → 5. → 7. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU

ビットが"1"の場合 → 6. → 7. 

3. キャッシュヒット（コピーバック） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込みます。またUビットに"1"を書き込み、ヒットしたウェイが最新となる

ようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュヒット（ライトスルー） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを

行います。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは

更新されません。 

5. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しなし） 

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、ア

クセスサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェ

イのキャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデー

タを除く）。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順に

ラップアラウンド方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処

理を実行できます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによる

タグを登録し、Vビットに"1"を、Uビットに"1"を書き込みます。また置換したウェイが最新となるよう

にLRUビットを更新します。 

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、ア

クセスサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェ

イのキャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデー

タを除く）。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順に
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ラップアラウンド方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処

理を実行できます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによる

タグを登録し、Vビットに"1"を、Uビットに"1"を書き込みます。また置換したウェイが最新となるよう

にLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 

7. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、

キャッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、LRUビットも更新されません。 
 

8.3.4 ライトバックバッファ 
SH-4A は、キャッシュミスによりダーティなキャッシュのエントリを外部メモリに追い出す必要が生じた

場合、キャッシュへのデータの読み込みを優先させ性能を向上させるために、追い出すキャッシュラインの

データを格納するためのライトバックバッファを内蔵しています。ライトバックバッファはキャッシュ 1 ラ

イン分のデータと追い出す先の物理アドレスで構成されます。 

LW7[28:5] LW6LW5LW4LW3LW2LW1LW0  

図 8.3 ライトバックバッファの構成 

8.3.5 ライトスルーバッファ 
SH-4A は、ライトスルーモード時のデータの書き込みや、キャッシング不可能な領域に対する書き込み動

作において、書き込みデータを保持するための 64 ビットのバッファを内蔵しています。これにより CPU は

ライトスルーバッファへの書き込みが完了すると、外部メモリへの書き込みの完了を待たずに次の動作へ移

ります。 

[28:0] LW1LW0  

図 8.4 ライトスルーバッファの構成 

8.3.6 OC 2 ウェイモード 
RAMCR レジスタの OC2W ビットを"1"にセットすると、OC のウェイ 0 とウェイ 1 のみを使用する OC 2

ウェイモードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け OC アクセスも含め、ウェイ 0

とウェイ 1 のみが使用されます。 

OC2W ビットの書き換えは P2 領域のプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに OC に

有効なラインが登録されている場合には、OC2W ビットを書き換える前に、必要に応じてソフトウェアによ

り書き戻しを行った後、CCRレジスタのOCIビットに"1"を書き込みOCの全エントリを無効にしてください。 
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8.4 命令キャッシュの動作説明 

8.4.1 読み出し動作 
命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE="1"）かつキャッシング可能な領域から命令フェッチを行う場合、

IC は以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットお

よびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比

較し、 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在しない場合→ 4. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:3]でインデックスされるデータを命令とし

て読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのキャッ

シュラインへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッド

ワード（8バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点

で、CPUへ読み出しデータを命令として返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれて

いる間、CPUは次の処理を実行できます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、

物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに"1"を書き込みます。また置換したウェイが最新となるよ

うにLRUビットを更新します。 
 

8.4.2 プリフェッチ動作 
命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE="1"）かつキャッシング可能な領域から、命令を IC にプリフェッ

チする場合、IC は以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットお

よびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比

較し、 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが"1"のウェイが存在しない場合→ 4. 
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3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込

みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラッ

プアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ

1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行できます。キャッシュに1ライン分の

データの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに"1"を書き込みます。

また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 
 

8.4.3 IC 2 ウェイモード 
RAMCR レジスタの IC 2W ビットを"1"にセットすると、IC のウェイ 0 とウェイ 1 のみを使用する IC 2 ウェ

イモードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け IC アクセスも含め、ウェイ 0 とウェ

イ 1 のみが使用されます。 

IC2W ビットの書き換えは P2 領域のプログラムで行うようにしてください。また、書き換える時点ですで

に IC に有効なラインが登録されている場合には、IC2W ビットを書き換える前に、CCR レジスタの ICI ビッ

トに"1"を書き込み、IC の全エントリを無効化してください。 
 

8.4.4 命令キャッシュウェイ予測 
SH-4A は消費電力を低減するために命令キャッシュ（IC）ウェイ予測機構を内蔵し、予測したウェイのデー

タアレイのみを起動します。ウェイ予測ミスが発生した場合には正しいウェイのデータを再読み出しするた

め、命令フェッチ性能が低下することがあります。ICWPD ビットを"1"にセットすると、IC ウェイ予測機構

を停止させることができます。本モードではウェイ予測ミスは発生しないため、命令フェッチ性能の低下は

ありませんが IC の消費電力が増加します。また、ICWPD ビットの切り替えはキャッシング不可の P2 領域を

走行するプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに IC に有効なラインが登録されている

場合には、ICWPD ビットを書き換える前に、CCR レジスタの ICI ビットに"1"を書き込み、IC の全エントリ

を無効化してください。 
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8.5 キャッシュ操作命令 

8.5.1 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

（1） キャッシュ操作命令一覧 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。SH-4A ではキャッシュを

操作する命令として次の 6 命令をサポートしています。各命令の詳細は「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュ

アル」の「第 11 章 各命令の説明」を参照してください。 

• オペランドキャッシュインバリデイト命令：OCBI @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし） 

• オペランドキャッシュパージ命令：OCBP @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり） 

• オペランドキャッシュライトバック命令：OCBWB @Rn 

オペランドキャッシュの書き戻し 

• オペランドキャッシュアロケート命令：MOVCA.L R0,@Rn 

オペランドキャッシュの確保 

• 命令キャッシュインバリデイト命令：ICBI @Rn 

命令キャッシュの無効化 

• オペランドアクセス同期命令：SYNCO 

データ転送の完了待ち 
 

（2） コヒーレンシ制御に関連した命令仕様変更 

オペランドキャッシュ操作命令のうち、OCBI、OCBP、OCBWB のコヒーレンシ制御に関連した仕様が、

プロセッサバージョンレジスタ（PVR）の VER ビットの値が H'20 の SH-4A から変更になっています。 

1. インバリデイト命令：OCBI＠Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビッ

トの値が"H'20"のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、

Rn[31:24]がH'F4（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示さ

れるオペランドキャッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであっても

書き戻しは行いません。本操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外

を発生します。また、TLB関連例外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびその予約領域 

（H'F0～H'F3、H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

2. パージ命令：OCBP @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビッ

トの値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]

がH'F4（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペ

ランドキャッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであれば書き戻しを
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行います。本操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。

また、TLB関連例外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびその予約領域 

（H'F0～H'F3、H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

3. ライトバック命令：OCBWB @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビッ

トの値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]

がH'F4（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペ

ランドキャッシュラインがダーティであれば書き戻しを行い、ダーティビットを"0"の状態にします。本

操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB

関連例外は発生しません。 
 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびその予約領域 

（H'F0～H'F3、H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 
 

8.5.2 プリフェッチ動作 
キャッシュミスにより発生するキャッシュフィルのペナルティを削減するために、SH-4A ではプリフェッ

チ命令をサポートしています。読み出し動作、書き込み動作によりキャッシュミスの発生することがわかっ

ていた場合、プリフェッチ命令によりあらかじめキャッシュへデータをフィルしておき、読み出し動作、書

き込み動作においてキャッシュミスを発生させないようにできます。これによりソフトウェアの性能が向上

します。すでにキャッシュに格納されているデータに対して、プリフェッチ命令を実行したり、プリフェッ

チしようとしたアドレスが UTLB にミスした場合やプロテクションに違反した場合は、ノーオペレーション

となり例外を発生させません。プリフェッチ命令の詳細は「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第

11 章 各命令の説明」を参照してください。 

• プリフェッチ命令（OC）：PREF @Rn 

• プリフェッチ命令（IC）：PREFI @Rn 
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8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成 
IC、OC をソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2 領域のプログラムから MOV 命令によっ

て IC データアレイの内容の読み出し/書き込みが可能です。また特権モードのとき P2 領域のプログラムまた

は IL メモリ領域のプログラムから MOV 命令によって IC アドレスアレイの内容の読み出し/書き込みが可能

です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。この場合、P0、U0、P1、P3 領域への分岐は、

以下の 1～3 のどれかの方法で行ってください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行した後、P0、U0、P1、P3

領域への分岐を行ってください。 

3. メモリ割り付けICへのアクセスの前に、あらかじめIRMCR.MC＝"0"（初期値）と設定されていた場合に

は、特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、メモリ割り付けICアクセス命令の次命令

を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 
 

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリーズで

の互換性を保証するためには、1 または 2 を用いることを推奨します。 

また、特権モードのとき、P1、P2 領域のプログラムから MOV 命令によって OC の内容の読み出し/書き込

みが可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。IC、OC は仮想アドレス空間の P4 領

域に割り付けられています。IC のアドレスアレイ/データアレイ、OC のアドレスアレイ/データアレイともに

データアクセスのみ可能でアクセスサイズはロングワード固定です。この領域に対して命令フェッチは行え

ません。予約ビットには"0"を設定するようにしてください。予約ビットの読み出し値は不定です。 
 

8.6.1 IC アドレスアレイ 
IC のアドレスアレイは P4 領域の H'F000 0000～H'F0FF FFFF に割り付けられています。アドレスアレイの

アクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定が必要で

す。アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと V ビットを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が IC アドレスアレイを示す H'F0 になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを

指定するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（A ビット）は IC アドレスアレイへの書き込みの

ときに連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は"0"を

指定してください。 

データ部は[31:10]がタグを、[0]が V ビットを示します。IC アドレスアレイのタグは 19 ビットのためデー

タ部[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行う書き込みの

ときのみ仮想アドレスの指定のため用います。 

IC アドレスアレイに対しては次の 3 種類の操作が可能です。 
 

（1） IC アドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリから、データ部へタグとVビットを読

み出します。読み出す場合アドレス部に指定される連想ビットは"1"でも"0"でも連想動作は行いません。 
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（2） IC アドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリに対して、データ部で指定されたタグ

とVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは"0"にしてください。 
 

（3） IC アドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが"1"で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェ

イのタグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。アドレス部[14:13]のウェイ番号は

使用されません。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをITLBを用

い物理アドレスに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが"1"であっ

たなら、データ部で指定したVビットをICのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーショ

ンとなります。本動作はICの特定のエントリの無効化に用いられます。アドレス変換の際にITLBにミスし

た場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われ

ません。 
 

【注】・ 本機能は今後の SuperH シリーズではサポートされない可能性があります。ITLB ミスハンドリングや命令 TLB

ミス例外の通知を行い、確実に IC の操作が可能な ICBI 命令の使用を推奨します。 
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1 1 1 1 0 0 0 0 00 0 0A
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図 8.5 メモリ割り付け IC アドレスアレイ 

8.6.2 IC データアレイ 
IC のデータアレイは P4 領域の H'F100 0000～H'F1FF FFFF に割り付けられています。データアレイのアク

セスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定が必要です。

アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が IC データアレイを示す H'F1 になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指

定するようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセ

スはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は"0"を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

IC データアレイに対しては次の 2 種類の操作が可能です。 
 



8. キャッシュ 

Rev.1.10 2011.09.16  8-21

  R01UH0030JJ0110 

（1） IC データアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指

定ビットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 
 

（2） IC データアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指

定ビットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 
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図 8.6 メモリ割り付け IC データアレイ 

8.6.3 OC アドレスアレイ 
OC のアドレスアレイは P4 領域の H'F400 0000～H'F4FF FFFF に割り付けられています。アドレスアレイの

アクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定が必要で

す。アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグとUビットとVビッ

トを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OC アドレスアレイを示す H'F4 になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを

指定するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（A ビット）は OC アドレスアレイへの書き込み

のときに連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定ですのでアドレス部[1:0]は

"0"を指定してください。 

データ部は[31:10]がタグを、[1]が U ビットを、[0]が V ビットを示します。OC アドレスアレイのタグは 19

ビットのため、データ部[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連

想を行う書き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。 

OC アドレスアレイに対しては次の 3 種類の操作が可能です。 
 

（1） OC アドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリから、データ部へタグとUビットとV

ビットを読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは"1"でも"0"でも連想動作は

行いません。 
 

（2） OC アドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリに対して、データ部で指定されたタグ

とUビットとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは"0"にしてください。 

書き込みをUビットが"1"、Vビットが"1"のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュライ

ンの書き戻しを行った後、データ部で指定されたタグとUビットとVビットを書き込みます。 
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（3） OC アドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが"1"で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各

ウェイのタグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号

は使用されません。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをUTLB

を用い物理アドレスに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが"1"

であったなら、データ部で指定したUビットとVビットをOCのエントリに書き込みます。それ以外の場

合はノーオペレーションとなります。本動作はOCの特定のエントリの無効化に用いられます。このとき

OCのエントリのUビットが"1"で、Vビットに"0"またはUビットに"0"を書き込んだ場合、書き戻しが発生

します。アドレス変換の際にUTLBにミスした場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せず

ノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 
 

【注】・ 本機能は今後の SuperH シリーズではサポートされない可能性があります。データ TLB ミス例外の通知を行い、

確実に OC の操作が可能な OCBI/OCBP/OCBWB 命令の使用を推奨します。 
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図 8.7 メモリ割り付け OC アドレスアレイ 

8.6.4 OC データアレイ 
OC のデータアレイは P4 領域の H'F500 0000～H'F5FF FFFF に割り付けられています。データアレイのアク

セスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し/書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定が必要です。

アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が OC データアレイを示す"H'F5"になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを

指定するようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アク

セスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0 を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

OC データアレイに対しては次の 2 種類の操作が可能です。 
 

（1） OC データアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指

定ビットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 
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（2） OC データアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指

定ビットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

この書き込みによりアドレスアレイ側のUビットは"1"になりません。 

31 23 5 4 3 2 1 0
1 1 1 1 0 1 0 1

31 0

24 13121415

L
* Don't care

0L 0
* * * * * * * * *

 

図 8.8 メモリ割り付け OC データアレイ 

 

8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作 
IC アドレスアレイ、OC アドレスアレイへの連想あり書き込みは、今後の SuperH シリーズではサポートさ

れない可能性があります。ITLB ミスハンドリング、命令 TLB ミス例外の通知やデータ TLB ミス例外の通知

を行い、確実に IC または OC の操作が可能な ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB 命令の使用を推奨します。SH-4A

では過渡的な措置として本機能を利用した場合にアドレスエラーを発生します。従来製品との互換性を重視

する場合には EXPMASK レジスタ（H'FF2F 0004）の MMCAW ビットを"1"とすることで本機能を利用するこ

とが可能ですが、今後の SuperH シリーズでの互換性を保証するためには、ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB 命

令を使用してください。 
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8.7 ストアキュー 
SH-4A では、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32 バイト×2 のストアキュー（SQ）をサポート

します。 

8.7.1 SQ の構成 
SQ は図 8.9 に示すとおり、32 バイトの SQ0 と 32 バイトの SQ1 から成り立っています。SQ0、SQ1 はそれ

ぞれ独立に設定することが可能です。 

SQ0 SQ0[0] SQ0[1] SQ0[2] SQ0[3] SQ0[4] SQ0[5] SQ0[6] SQ0[7]

SQ1 SQ1[0] SQ1[1] SQ1[2] SQ1[3] SQ1[4] SQ1[5] SQ1[6] SQ1[7]

4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B  

図 8.9 ストアキューの構成 

8.7.2 SQ への書き込み 
SQ への書き込みは P4 領域の H'E000 0000～H'E3FF FFFC に対するストア命令で行うことができます。アク

セスサイズはロングワードまたはクワッドワードが可能です。このアドレスは以下の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：Don't care ：外部メモリへの転送・アクセス権で使用 

[5] ：0/1 ：0:SQ0 指定 1:SQ1 指定 

[4:2] ：LW 指定 ：SQ0、SQ1 内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ："0"固定 
 

8.7.3 外部メモリへの転送 
SQ から外部メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF 命令を P4 領域の H'E000 

0000～H'E3FF FFFC に対して発行することにより、SQ から外部メモリへの転送が開始します。転送は 32 バ

イト固定で、開始アドレスは必ず 32 バイト境界となります。一方の SQ を外部メモリへ転送中に、もう一方

の SQ への書き込みはペナルティサイクルなしに行えますが、外部メモリへ転送中の SQ への書き込みは外部

メモリへの転送が完了するまで待たされます。 

SQ の転送先の物理アドレス[28:0]は MMU イネーブル/ディスエーブルにより次のように指定します。 
 

（1） MMU イネーブル（MMUCR.AT＝"1"）の場合 

UTLBのVPNにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を、PPNに転送先の物理アドレスを設定します。

ASID、V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこ

のページに関しては意味を持ちません。 

SQ領域へのプリフェッチ命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレ

ス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはMMUディスエーブルと同様にアドレス変換前の

アドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は"0"固定です。SQから外部メモリへの転送はこのアドレ

スに対して行われます。 
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（2） MMU ディスエーブル（MMUCR.AT＝"0"）の場合 

PREF命令を発行するアドレスにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を指定します。このアドレス[31:0]

は次の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：アドレス ：転送先物理アドレス[25:6] 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 かつ 転送先物理アドレス[5] 

[4:2] ：Don't care ：プリフェッチのときは意味を持たない。 

[1:0] ：00 ："0"固定 
 

上記のアドレスから生成できない物理アドレス[28:26]は、QACR0、QACR1から生成します。 

QACR0[4:2] ：SQ0に対する物理アドレス[28:26] 

QACR1[4:2] ：SQ1に対する物理アドレス[28:26] 
 

物理アドレスの[4:0]は、バースト転送の開始が32バイト境界のため常に"0"固定となります。 
 

8.7.4 SQ アクセスの例外判定 
SQ への書き込み、および外部メモリへの転送（PREF 命令）の例外判定は MMU イネーブル/ディスエーブ

ルにより次のように行われます。なお、SQ への書き込みで例外が発生した場合、SQ の内容は元の値が保証

されます。SQ から外部メモリへの転送で例外が発生した場合、外部メモリへの転送は抑止されます。 
 

（1） MMU イネーブル（MMUCR.AT＝"1"）の場合 

UTLBに登録されたアドレス変換情報とSQMDビットに従います。SQへの書き込みはライトタイプ、SQ

から外部メモリへの転送（PREF命令）はリードタイプとして例外判定が行われ、TLBミス例外、保護違

反例外が発生します。ただし、SQMDビットによりSQへのアクセスを特権モードのみ許可している場合、

ユーザモードでアドレス変換に成功してもアドレスエラーとなります。 
 

（2） MMU ディスエーブル（MMUCR.AT＝"0"）の場合 

SQMDビットに従います。 

"0"：特権/ユーザアクセス可能 

"1"：特権アクセス可能 

SQMDビットが1のときに、ユーザモードでSQ領域をアクセスするとアドレスエラーが発生します。 
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8.7.5 SQ からの読み出し 
SH-4A では、特権モードのとき、SQ からの読み出しを P4 領域の H'FF00 1000～H'FF00 103C に対するロー

ド命令で行うことができます。アクセスサイズはロングワードでのみアクセス可能です。 

[31:6] ：H'FF00 1000 ：ストアキュー指定 

[5] ：0/1 ：0：SQ0 指定、1：SQ1 指定 

[4:2] ：LW 指定 ：SQ0、SQ1 内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ："0"固定 
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9. IL メモリ/OL メモリ 

SH-4A は OL メモリと IL メモリを内蔵しています。OL メモリはデータの格納に適しており、IL メモリは

命令の格納に適しています。 
 

9.1 概要 

（1） OL メモリ 

• 容量 

OLメモリの容量は16Kバイトです。 

• ページ 

OLメモリは4ページ（ページ0A、0B、1A、および1B）に分かれています。 

• メモリマップ 

OLメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間とも表9.1に示されるアドレスに配置されています。 
 

表 9.1 OL メモリアドレス 

ページ アドレス 

ページ 0A H’E500 E000～H’E500 EFFF 

ページ 0B H’E500 F000～H’E500 FFFF 

ページ 1A H’E501 0000～H’E501 0FFF 

ページ 1B H’E501 1000～H’E501 1FFF 

 

• ポート 

各ページは3本の独立した読み出し/書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バ

ス、オペランドバスと接続されています。オペランドアクセスにはオペランドバスが、命令フェッチに

はキャッシュ・RAM内蔵バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバ

スがそれぞれ使用されます。 

• 優先順位 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセス

が処理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、オペランドバス、

となります。 
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（2） IL メモリ 

• 容量 

ILメモリの容量は8Kバイトです。 

• ページ 

ILメモリは2ページ（ページ0、ページ1）に分かれています。 

• メモリマップ 

ILメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間ともに表9.2に示されるアドレスに配置されています。 
 

表 9.2 IL メモリアドレス 

ページ アドレス 

ページ 0 H’E520 0000～H’E520 0FFF 

ページ 1 H’E520 1000～H’E520 1FFF 

 

• ポート 

3本の独立した読み出し/書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、および

命令バスと接続されています。命令フェッチには命令バスが、オペランドアクセスにはキャッシュ・RAM

内蔵バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスがそれぞれ使用され

ます。 

• 優先順位 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセス

が処理されます。優先順位は、高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、命令バスとなり

ます。 
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9.2 レジスタの説明 
表 9.3 に内蔵メモリに関するレジスタ構成を示します。 

 

表 9.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H’0000 0000 H’FF00 0074 32 9-4 

OL メモリ転送元アドレスレジスタ 0 LSA0 不定 H’FF00 0050 32 9-5 

OL メモリ転送元アドレスレジスタ 1 LSA1 不定 H’FF00 0054 32 9-6 

OL メモリ転送先アドレスレジスタ 0 LDA0 不定 H’FF00 0058 32 9-7 

OL メモリ転送先アドレスレジスタ 1 LDA1 不定 H’FF00 005C 32 9-8 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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9.2.1 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 
RAMCR レジスタは内蔵メモリの保護機能の制御を行います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24

RAMCR P4 H'FF00 0074

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W ICWPD

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H’0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

9 RMD 0 R W 内蔵メモリアクセスモードビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセス権を指定します。 

0：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外）

1：ユーザ/特権アクセスが可能 

8 RP 0 R W 内蔵メモリ保護有効ビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセスに対して、ITLB、UTLB を

用いた保護機能の使用を選択します。 

0：保護機能を使用しない 

1：保護機能を使用する 

詳細は「9.3.5 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R W IC2 ウェイモードビット 

詳細は「8.4.3 IC2 ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R W OC2 ウェイモードビット 

詳細は「8.3.6 OC2 ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R W IC ウェイ予測抑止ビット 

詳細は「8.4.4 命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。 

4～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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9.2.2 OL メモリ転送元アドレスレジスタ 0（LSA0） 
LSA0 レジスタは、MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のときに、OL メモリページ 0A、0B へのブロッ

ク転送において、転送元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

OL 0 LSA0 P4 H'FF00 0050

0 0 0 0

L0SADR

L0SADR L0SSZ

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

28～10 L0SADR 不定 R W OL メモリページ 0 ブロック転送元アドレスビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5～0 L0SSZ 不定 R W OL メモリページ 0 ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10 に

関してオペランドアドレスを使用するか L0SADR ビットの値を使用するか

を選択します。L0SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用 

1：転送元物理アドレスに L0SADR の値を使用 

• 設定可能な値 

111111：転送元の物理アドレスを 1K バイト単位で設定する場合 

111110：転送元の物理アドレスを 2K バイト単位で設定する場合 

111100：転送元の物理アドレスを 4K バイト単位で設定する場合 

111000：転送元の物理アドレスを 8K バイト単位で設定する場合 

110000：転送元の物理アドレスを 16K バイト単位で設定する場合 

100000：転送元の物理アドレスを 32K バイト単位で設定する場合 

000000：転送元の物理アドレスを 64K バイト単位で設定する場合 

上記以外：設定禁止 
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9.2.3 OL メモリ転送元アドレスレジスタ 1（LSA1） 
LSA1 レジスタは、MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のときに、OL メモリページ 1A、1B へのブロッ

ク転送において、転送元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

OL 1 LSA1 P4 H'FF00 0054

0 0 0 0

L1SADR

L1SADR L1SSZ

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

28～10 L1SADR 不定 R W OL メモリページ 1 ブロック転送元アドレスビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5～0 L1SSZ 不定 R W OL メモリページ 1 ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10 に

関してオペランドアドレスを使用するか L1SADR ビットの値を使用するか

を選択します。L1SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用 

1：転送元物理アドレスに L1SADR の値を使用 

• 設定可能な値 

111111：転送元の物理アドレスを 1K バイト単位で設定する場合 

111110：転送元の物理アドレスを 2K バイト単位で設定する場合 

111100：転送元の物理アドレスを 4K バイト単位で設定する場合 

111000：転送元の物理アドレスを 8K バイト単位で設定する場合 

110000：転送元の物理アドレスを 16K バイト単位で設定する場合 

100000：転送元の物理アドレスを 32K バイト単位で設定する場合 

000000：転送元の物理アドレスを 64K バイト単位で設定する場合 

上記以外：設定禁止 
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9.2.4 OL メモリ転送先アドレスレジスタ 0（LDA0） 
LDA0 レジスタは、MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のときに、OL メモリページ 0A、0B へのブロッ

ク転送において、転送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

OL 0 LDA0 P4 H'FF00 0058

0 0 0 0

L0DADR

L0DADR L0DSZ

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

28～10 L0DADR 不定 R W OL メモリページ 0 ブロック転送先アドレスビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5～0 L0DSZ 不定 R W OL メモリページ 0 ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット 15～10 に

関してオペランドアドレスを使用するか L0DADR ビットの値を使用するか

を選択します。L0DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。

0：転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用 

1：転送先物理アドレスに L0DADR の値を使用 

• 設定可能な値 

111111：転送先の物理アドレスを 1K バイト単位で設定する場合 

111110：転送先の物理アドレスを 2K バイト単位で設定する場合 

111100：転送先の物理アドレスを 4K バイト単位で設定する場合 

111000：転送先の物理アドレスを 8K バイト単位で設定する場合 

110000：転送先の物理アドレスを 16K バイト単位で設定する場合 

100000：転送先の物理アドレスを 32K バイト単位で設定する場合 

000000：転送先の物理アドレスを 64K バイト単位で設定する場合 

上記以外：設定禁止 
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9.2.5 OL メモリ転送先アドレスレジスタ 1（LDA1） 
LDA1 レジスタは、MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のときに、OL メモリページ 1A、1B へのブロッ

ク転送において、転送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

OL 1 LDA1 P4 H'FF00 005C

0 0 0 0

L1DADR

L1DADR L1DSZ

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

28～10 L1DADR 不定 R W OL メモリページ 1 ブロック転送先アドレスビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5～0 L1DSZ 不定 R W OL メモリページ 1 ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝"0"または RAMCR.RP＝"0"のとき、OL メモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット15～10に

関してオペランドアドレスを使用するか L1DADR ビットの値を使用するか

を選択します。L1DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。

0：転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用 

1：転送先物理アドレスに L1DADR の値を使用 

• 設定可能な値 

111111：転送先の物理アドレスを 1K バイト単位で設定する場合 

111110：転送先の物理アドレスを 2K バイト単位で設定する場合 

111100：転送先の物理アドレスを 4K バイト単位で設定する場合 

111000：転送先の物理アドレスを 8K バイト単位で設定する場合 

110000：転送先の物理アドレスを 16K バイト単位で設定する場合 

100000：転送先の物理アドレスを 32K バイト単位で設定する場合 

000000：転送先の物理アドレスを 64K バイト単位で設定する場合 

上記以外：設定禁止 
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9.3 動作説明 

9.3.1 CPU からの命令フェッチアクセス 

（1） OL メモリ 

CPU からの命令フェッチアクセスは、キャッシュ・RAM 内蔵バスからアクセスを行います。アクセスに

は複数サイクルかかります。 
 

（2） IL メモリ 

CPU からの命令フェッチアクセスは、仮想アドレスにより命令バスから直接アクセスを行います。命令バ

スからのアクセスは、IL メモリの同じページに連続してアクセスする場合、かつ競合が発生しない場合に 1

サイクルアクセスになります。 
 

9.3.2 CPU からのオペランドアクセスおよび FPU からのアクセス 

（1） OL メモリ 

CPU および FPU からのアクセスは仮想アドレスにより、オペランドバスから行います。オペランドバスか

らの仮想アドレスによるリードアクセスは、OL メモリの同じページへ連続してアクセスした場合、かつペー

ジ競合が発生しない場合に 1 サイクルアクセスになります。オペランドバスからの仮想アドレスによるライ

トアクセスはページ競合が発生しない場合に 1 サイクルアクセスになります。 
 

（2） IL メモリ 

CPU からのオペランドアクセスおよび FPU からのアクセスは、キャッシュ・RAM 内蔵バスからアクセス

を行います。キャッシュ・RAM 内蔵バスからのアクセスは複数サイクルかかります。 
 

9.3.3 SuperHyway バスマスタモジュールからのアクセス 
DMAC などの SuperHyway バスマスタモジュールからの本メモリへのアクセスは、物理アドレスバスであ

る SuperHyway バスからのアクセスとなりますが、仮想アドレスと同じアドレスを使用してください。 
 

9.3.4 OL メモリブロック転送 
OL メモリと外部メモリの間で、キャッシュを介さずに、ブロック転送により高速にデータ転送を行うこと

ができます。 

外部メモリから OL メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF 命令を仮想ア

ドレス空間の OL メモリ領域のアドレスに対して発行することにより、外部メモリから OL メモリへのブロッ

ク転送が開始されます。 

OL メモリから外部メモリへの転送は、ライトバック命令（OCBWB）により行えます。OCBWB 命令を仮

想アドレス空間の OL メモリ領域のアドレスに対して発行することにより、OL メモリから外部メモリへのブ

ロック転送が開始されます。 

いずれの転送も転送サイズは 32 バイト固定で、開始アドレスは必ず 32 バイト境界となるため、レジスタ

Rn により指示されるアドレスの下位 5 ビットは無視され、常にすべて"0"として扱われます。またいずれの
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場合もブロック転送中に他のページやキャッシュに対するアクセスが可能ですが、転送中のページにアクセ

スした場合、転送が終了するまで CPU はストールします。 

OL メモリと転送を行う外部メモリの物理アドレス[28:0]は MMU イネーブル/ディスエーブルにより次のよ

うに指定します。 
 

（1） MMU イネーブル（MMUCR.AT＝"1"）かつ RAMCR.RP＝"1"の場合 

UTLB の VPN フィールドに OL メモリ領域のアドレスを、PPN フィールドに転送元（PREF 命令の場合）

または転送先（OCBWB 命令の場合）の物理アドレスを設定します。ASID、V、SZ、SH、PR、D ビットは通

常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WT ビットはこのページに関しては意味を持ちません。 

OL メモリ領域への PREF 命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZ ビットの指定に従い物理アドレ

ス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。物

理アドレスの[4:0]は"0"固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリから OL メモリへブロック転送

が行われます。 

OL メモリ領域への OCBWB 命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZ ビットの指定に従い物理アド

レス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。

物理アドレスの[4:0]は"0"固定です。OL メモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転

送が行われます。 

PREF 命令、OCBWB 命令はリードタイプとして MMU 例外の判定が行われ、必要に応じて TLB ミス例外、

保護違反例外が発生します。例外が発生した場合、ブロック転送は抑止されます。 
 

（2） MMU ディスエーブル（MMUCR.AT＝"0"）または RAMCR.RP＝"0"の場合 

LSA0 レジスタの L0SADR ビットに OL メモリページ 0A、0B へのブロック転送の転送元となる物理アドレ

スを設定し、L0SSZ ビットに、転送元の物理アドレスのビット 15～10 として PREF 命令で指定された仮想ア

ドレスを使用するか、L0SADR の値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送元の領域

を 1K バイト～64K バイト単位で設定可能です。 

LDA0 レジスタの L0DADR ビットに OL メモリページ 0A、0B からのブロック転送の転送先となる物理ア

ドレスを設定し、L0DSZ ビットに、転送先の物理アドレスのビット 15～10 として OCBWB 命令で指定され

た仮想アドレスを使用するか、L0DADR の値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送

先の領域を 1K バイト～64K バイト単位で設定可能です。 

OL メモリページ 1A、1B に対するブロック転送の設定も、ページ 0A、0B と同様に LSA1 および LDA1 に

対して行います。 

OL メモリ領域への PREF 命令が発行されると、LSA0 レジスタまたは LSA1 レジスタの指定に従い物理ア

ドレス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレスの

[4:0]は"0"固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリから OL メモリへブロック転送が行われます。 

OL メモリ領域への OCBWB 命令が発行されると、LDA0 レジスタまたは LDA1 レジスタの指定に従い物理

アドレス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレス

の[4:0]は"0"固定です。OL メモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送が行われま

す。 
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9.3.5 内蔵メモリの保護機能 
SH-4A では、内蔵メモリに対して、内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）の内蔵メモリアクセスモードビッ

ト（RMD）と内蔵メモリ保護有効ビット（RP）を使用して以下の保護機能を実現します。 

• CPUおよびFPUからのアクセスに対する保護機能 

RAMCR.RMD＝"0"のとき、ユーザモードでの内蔵メモリ領域へのアクセスをアドレスエラー例外と判定

します。 

またMMUCR.AT＝"1"かつRAMCR.RP＝"1"のときは、アドレスエラー例外の判定に加えて、P4領域の一

部である内蔵メモリ領域もP0/P3/U0領域と同じようにMMU例外の判定を行います。 

以上を表9.4にまとめます。 
 

表 9.4 内蔵メモリへのアクセスに対する保護機能による例外 

MMUCR.AT RAMCR.RP SR.MD RAMCR.RMD 必ず発生する例外 起こり得る例外 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 x 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － MMU 例外 

1 

1 

1 x － MMU 例外 

【記号説明】x：Don't care 
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9.4 使用上の注意事項 

9.4.1 ページ競合 
同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。各ア

クセスは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、でき

るだけ競合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば、バスごとに異なるペー

ジをアクセスすると競合は発生しません。 
 

9.4.2 ページの切り替わり 

（1） OL メモリ 

オペランドバスからのリードアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1 サイクルアクセ

スになりますが、ページをまたぐ場合およびアクセスが OL メモリ以外から OL メモリに切り替わる場合には

複数サイクル（最大 2 サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、オペランド

バスからのリードアクセスアドレスが属するページが頻繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが

配慮することを推奨します。 

（2） IL メモリ 

命令バスからのアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1 サイクルアクセスになります

が、ページをまたぐ場合およびアクセスが IL メモリ以外から IL メモリに切り替わる場合には複数サイクル

（最大 2 サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、命令バスからのアクセス

はページが頻繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推奨します。たとえば、ペー

ジごとに独立したプログラムを配置すると効率がよくなります。 
 

9.4.3 IL メモリのコヒーレンシ 
IL メモリに命令を配置する場合、IL メモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書き

換え後の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI @Rn 

この場合、ICBI 命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（IL メモリのア

ドレスでもよい）、キャッシュヒット/ミスどちらでも構いません。 
 
 



 

Rev.1.10 2011.09.16  10-1

  R01UH0030JJ0110 

10. 動作モード 

10.1 動作モードの種類 
本 MCU には、6 種類の動作モード（モード 0～5）があります。動作モードは、MPMD 端子、MD0～MD2

端子、FWE 端子で設定します。これらのモード設定端子は、本 MCU の動作中に変化させないでください。 
 

10.1.1 MCU 動作モード 

（1） 通常動作モード（モード 0～2）とエミュレーションサポートモード（モード 3～5） 

MPMD 端子で設定します。 

エミュレーションサポートモードは、外部端子にエミュレータを接続するためのモードです。MPMD 端子

を"L"レベルの入力に設定すると動作します。エミュレータを接続せずにエミュレーションサポートモードに

設定した場合の動作は保証されません。通常動作モードは、外部端子にエミュレータを接続せずに動作させ

るモードで、MPMD 端子を"H"レベルの入力に設定すると動作します。エミュレータを接続せずに通常動作

させる場合は、必ずリセット時に、MPMD 端子に"H"レベルを入力して通常動作モードにしてください。 

なお、本マニュアルでは、とくに明記してある場合を除き、通常動作モードであることを前提として説明

します。 
 

（2） シングルチップモード（モード 0～2、3～5） 

MD0 端子を"L"レベルの入力に設定するとシングルチップモードで動作します。 

シングルチップモードは内蔵 ROM/RAM のみ使用できます。 
 

10.1.2 オンボードプログラミングモード 
MD1、MD2 端子、FWE 端子の設定で ROM にプログラムを書き込むモードを設定します。ユーザモード、

ブートモード、およびユーザブートモードがあります。 

 

（1） ユーザモード（モード 0、3） 

任意のインタフェースでユーザマットを書き換え可能なプログラムモードです。FWE 端子に"H"レベルを

入力することにより、ユーザマットを書き換えることができます。FWE 端子が"L"レベルの場合、ROM の読

み出しのみ可能です。 
 

（2） ブートモード（モード 1、4） 

SCIF を使用してユーザマットとユーザブートマットを書き換え可能なプログラムモードです。ホストと本

MCU 間の SCIF 通信のビットレートは自動調整可能です。 
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（3） ユーザブートモード（モード 2、5） 

任意のインタフェースでユーザマットを書き換え可能なプログラムモードです。ユーザブートモードへの

遷移にはハードウェアリセット起動が必要です。 

 

表 10.1 に動作モードの選択、表 10.2 に動作モードの端子設定を示します。表 10.2 にない組み合わせ（モー

ド 0～5 以外）は設定禁止です。 
 

表 10.1 動作モードの選択 

モード名 動作モード 

番号 MCU 動作モード オンボード 

プログラミングモード

エミュレーション 

機能 

外部 

バス 

ROM 

書き込み

モード 0 ユーザモード 無効 無効 可能 

モード 1 ブートモード 無効 無効 可能 

モード 2 

通常動作モード シングルチップ 

モード 

ユーザブートモード 無効 無効 可能 

モード 3 ユーザモード 有効 無効 可能 

モード 4 ブートモード 有効 無効 可能 

モード 5 

エミュレーション

サポートモード*1

シングルチップ 

モード 

ユーザブートモード 有効 無効 可能 

【注】 *1 エミュレータを接続せずにエミュレーションサポートモードに設定した場合の動作は保証しません。 
 

表 10.2 動作モードの端子設定 

モード名 端子設定 動作モード 

番号 MCU 動作モード オンボード 

プログラミングモード

MPMD MD2 MD1 MD0 FWE

モード 0 ユーザモード "H" "L" "L" "L" "L"/"H"

モード 1 ブートモード "H" "L" "H" "L" "H" 

モード 2 

通常動作モード シングルチップ 

モード 

ユーザブートモード "H" "H" "L" "L" "H" 

モード 3 ユーザモード "L" "L" "L" "L" "L"/"H"

モード 4 ブートモード "L" "L" "H" "L" "H" 

モード 5 

エミュレーション

サポートモード 

シングルチップ 

モード 

ユーザブートモード "L" "H" "L" "L" "H" 
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10.2 レジスタの説明 
表 10.3 にレジスタ構成を示します。 

 

表 10.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

モードコントローラレジスタ MDCR 不定 H'FFFF 2001 8 10-3 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

10.2.1 モードコントローラレジスタ（MDCR） 
MDCR レジスタは、リセット解除時のモード端子（MD0～MD2、MPMD、FWE）の値および DET3OR5 端

子の状態を確認するためのレジスタです。 

MDCR レジスタは、RESET#端子がアサートされている期間の MPMD 端子、MD0～MD2 端子、FWE 端子

の入力値を RESET#端子のネゲートタイミングで取り込み、保持します。ただし、DET3OR5 端子はリセット

解除後に端子値が保持されないため、DET3OR5 ビットは常に端子レベルが読み出されます。 

MD1

*
1

MD2

*
1

MD0

*
1

*
1

*
10 0

7 6 5 4 3 2 1 0
MPMDFWEDET3

OR5

MDCR P4 H'FFFF 2001

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 DET3OR5 不定 R － DET3OR5 入力レベルビット 

DET3OR5 端子の入力レベルを示します。 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 FWE 不定*1 R － FWE ビット 

リセット解除時の FWE 端子の入力レベルを示します。 

【注】・ROM の書き込みおよび消去の制御状態（禁止、許可）は、FPMON

レジスタの FWE ビット値を確認してください。 

4 MPMD 不定*1 R － MPMD ビット 

リセット解除時の MPMD 端子の入力レベルを示します。 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 MD2 不定*1 R － MD2 ビット 

リセット解除時の MD2 端子の入力レベルを示します。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 MD1 不定*1 R － MD1 ビット 

リセット解除時の MD1 端子の入力レベルを示します。 

0 MD0 不定*1 R － MD0 ビット 

リセット解除時の MD0 端子の入力レベルを示します。 

【注】 *1 リセット解除時の端子の状態により値が確定します。 
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11. アドレス空間 

図 11.1～図 11.6 に本 MCU のアドレス空間を示します。本 MCU は、32 ビット（4G バイト）物理アドレ

ス空間を有します。最下位の 512M バイト（H'0000 0000～H'1FFF FFFF）には、内蔵 ROM や内蔵 RAM

（SHwyRAM）がマッピングされています。最上位の 512M バイト（H'E000 0000～H'FFFF FFFF）には、IL

メモリ、OL メモリ、およびその他の内部リソースがマッピングされています。CPU は、32 ビットの仮想ア

ドレス空間から 29 ビットの物理アドレス空間を扱うことができます。詳細は「第 7 章 メモリマネジメント

ユニット（MMU）」を参照してください。DMAC や AUDR には、32 ビット物理アドレスを指定してくださ

い。P0/U0 領域～P4 領域の詳細は図 11.2～図 11.6 を参照してください。 

P0/U0 P0/U0

32
CPU

512M

512M

P1

512MP2

512M

512M

P3

P4

H'0000 0000

H'7FFF FFFF
H'8000 0000

H'1FFF FFFF
H'2000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF

H'C000 0000

H'DFFF FFFF

H'A000 0000

H'BFFF FFFF

H'9FFF FFFF

32
DMAC AUDR

512M

512MP4

H'0000 0000

H'1FFF FFFF
H'2000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF

CPU DMAC AUDR

H'DFFF FFFF

 

図 11.1 アドレス空間 
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P0/U0
512M

SHwyRAM
256K

ROM
1M

H'0000 0000

H'1FFF FFFF

H'000F FFFF
H'0010 0000

H'03FF FFFF
H'0400 0000

H'07FF FFFF
H'0800 0000

H'0BFF FFFF
H'0C00 0000

H'0FFF FFFF
H'1000 0000

H'13FF FFFF
H'1400 0000

H'17FF FFFF
H'1800 0000

H'1BFF FFFF
H'1C00 0000

H'1803 FFFF
H'1804 0000

32
CPU

29

0

1

2

3

4

5

6

7

CPU DMAC AUDR
CPU MMU 7  

図 11.2 アドレス空間（P0/U0 領域） 
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P1
512M

SHwyRAM
256K

ROM
1M

H'8000 0000

H'9FFF FFFF

H'800F FFFF
H'8010 0000

H'83FF FFFF
H'8400 0000

H'87FF FFFF
H'8800 0000

H'8BFF FFFF
H'8C00 0000

H'8FFF FFFF
H'9000 0000

H'93FF FFFF
H'9400 0000

H'97FF FFFF
H'9800 0000

H'9BFF FFFF
H'9C00 0000

H'9803 FFFF
H'9804 0000

32
CPU

29

0

1

2

3

4

5

6

7

CPU DMAC AUDR  

図 11.3 アドレス空間（P1 領域） 
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P2
512M

SHwyRAM
256K

ROM
1M

H'A000 0000

H'BFFF FFFF

H'A00F FFFF
H'A010 0000

H'A3FF FFFF
H'A400 0000

H'A7FF FFFF
H'A800 0000

H'ABFF FFFF
H'AC00 0000

H'AFFF FFFF
H'B000 0000

H'B3FF FFFF
H'B400 0000

H'B7FF FFFF
H'B800 0000

H'BBFF FFFF
H'BC00 0000

H'B803 FFFF
H'B804 0000

32
CPU

29

0

1

2

3

4

5

6

7

CPU DMAC AUDR  

図 11.4 アドレス空間（P2 領域） 
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P3
512M

SHwyRAM
256K

ROM
1M

H'C000 0000

H'DFFF FFFF

H'C00F FFFF
H'C010 0000

H'C3FF FFFF
H'C400 0000

H'C7FF FFFF
H'C800 0000

H'CBFF FFFF
H'CC00 0000

H'CFFF FFFF
H'D000 0000

H'D3FF FFFF
H'D400 0000

H'D7FF FFFF
H'D800 0000

H'DBFF FFFF
H'DC00 0000

H'D803 FFFF
H'D804 0000

32
CPU

29

0

1

2

3

4

5

6

7

CPU DMAC AUDR
CPU MMU 7  

図 11.5 アドレス空間（P3 領域） 
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H'E000 0000

H'FFFF FFFF

H'FC00 0000

H'E000 0000

H'E500 E000

H'E520 0000

H'E520 2000

H'E501 2000

H'E400 0000

H'F000 0000

H'F100 0000

H'F200 0000

H'F300 0000

H'F400 0000

H'F500 0000

H'F600 0000

H'F700 0000

H'F800 0000

H'FFFF FFFF

H'E3FF FFFF

H'E500 DFFF

H'E501 1FFF

H'E51F FFFF

H'E520 1FFF

H'EFFF FFFF

H'F0FF FFFF

H'F1FF FFFF

H'F2FF FFFF

H'F3FF FFFF

H'F4FF FFFF

H'F5FF FFFF

H'F6FF FFFF

H'F7FF FFFF

H'FBFF FFFF

CPU DMAC AUDR

32
CPU

32
DMAC AUDR

P4
512M

OL
16K

IL
8K

OL
16K

IL
8K

IC
16M

OC
16M

ITLB
16M

UTLB
16M

ITLB
16M

UTLB
16M

IC
16M

OC
16M

64M64M

64M

 

図 11.6 アドレス空間（P4 領域） 
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12. ROM 

SH74552 と SH74562 はそれぞれ 1M バイトのコード格納用フラッシュメモリ（ROM）を内蔵しています。

ROM の概要を以下に示します。 
 

12.1 概要 

• 2種類のフラッシュメモリマット 

ROMには、同一アドレス空間に配置される2種類のメモリ空間（以下メモリマットと呼びます）があり

ます。起動モードの選択および制御レジスタを使用したバンク切り替えでマットを切り替えることがで

きます。ユーザブートマット選択時、H'0000 8000～H'000F FFFF領域の読み出し値は不定、書き込み/消

去は無効です。 

ユーザマット：1Mバイト 

ユーザブートマット：32Kバイト 

H'0000 0000

H'000F FFFF
1M

H'FD80 0000

H'FD8F FFFF

H'0000 0000

32K

H'FD80 0000

H'0000 7FFF H'FD80 7FFF

 

図 12.1 ROM のメモリマット構成 

• SHwyバス経由で高速読み出し可能 

ユーザマット、ユーザブートマットともにSHwyバス経由で高速読み出し可能です。 
 

• 書き込み/消去方式 

周辺バス経由でROMの書き込み用シーケンサ（FCU）にコマンドを発行することにより、ROMの書き込

み/消去を実行可能です。FCUがROMの書き込み/消去を実行している期間でも、CPUはROM以外の領域

に配置したプログラムを実行可能です。 
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図 12.2 に ROM のブロック図を示します。 

FWE

ROM

ROM

ROM

ROM
0 1

P/E

P/E

32K

SuperHyway

FCU

FPMON
FASTAT

ROMMAT
FSTATR0
FSTATR1
FENTRYR
FPROTR
FRESETR
FPESTAT

FCU
FPMON
FASTAT
ROMMAT
FSTATR0 1
FENTRYR
FPROTR
FRESETR
FPESTAT

1M

 

図 12.2 ROM のブロック図 
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• 書き込み/消去単位 

ユーザマットとユーザブートマットの書き込み単位は256バイトです。ユーザブートマットの消去単位

は、ユーザブートマット全面です。ユーザマットはブロック単位で消去可能です。ユーザマットの分割

サイズは以下のとおりです。図12.3にユーザマットのブロック分割を示します。 

SH74552/SH74562：8Kバイト（8ブロック）、64Kバイト（9ブロック）、128Kバイト（3ブロック） 

H'0000 0000
H'0000 1FFF
H'0000 2000
H'0000 3FFF
H'0000 4000
H'0000 5FFF
H'0000 6000
H'0000 7FFF
H'0000 8000
H'0000 9FFF
H'0000 A000
H'0000 BFFF
H'0000 C000
H'0000 DFFF
H'0000 E000
H'0000 FFFF
H'0001 0000

H'0001 FFFF
H'0002 0000

H'0002 FFFF
H'0003 0000

H'0003 FFFF
H'0004 0000

H'0004 FFFF
H'0005 0000

H'0005 FFFF
H'0006 0000

H'0006 FFFF
H'0007 0000

H'0007 FFFF
H'0008 0000

H'0008 FFFF
H'0009 0000

H'0009 FFFF
H'000A 0000

H'000B FFFF
H'000C 0000

H'000D FFFF
H'000E 0000

H'000F FFFF

H'FD80 0000
H'FD80 1FFF
H'FD80 2000
H'FD80 3FFF
H'FD80 4000
H'FD80 5FFF
H'FD80 6000
H'FD80 7FFF
H'FD80 8000
H'FD80 9FFF
H'FD80 A000
H'FD80 BFFF
H'FD80 C000
H'FD80 DFFF
H'FD80 E000
H'FD80 FFFF
H'FD81 0000

H'FD81 FFFF
H'FD82 0000

H'FD82 FFFF
H'FD83 0000

H'FD83 FFFF
H'FD84 0000

H'FD84 FFFF
H'FD85 0000

H'FD85 FFFF
H'FD86 0000

H'FD86 FFFF
H'FD87 0000

H'FD87 FFFF
H'FD88 0000

H'FD88 FFFF
H'FD89 0000

H'FD89 FFFF
H'FD8A 0000

H'FD8B FFFF
H'FD8C 0000

H'FD8D FFFF
H'FD8E 0000

H'FD8F FFFF

EB00 8K

EB01 8K

EB02 8K

EB03 8K

EB04 8K

EB05 8K

EB06 8K

EB07 8K

EB08 64K

EB09 64K

EB10 64K

EB11 64K

EB12 64K

EB13 64K

EB14 64K

EB15 64K

EB16 64K

EB17 128K

EB18 128K

EB19 128K

 

図 12.3 ユーザマットのブロック分割 
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• オンボードプログラミングモード（3種類） 

ブートモード：   SCIFを使用してユーザマットとユーザブートマットを書き換え可能なプログラム

モードです。ホストと本MCU間のSCIF通信のビットレートは自動調整可能です。 

ユーザモード：   任意のインタフェースで、ユーザマットを書き換え可能なプログラムモードです。

通常のユーザモードにおいて、FWE端子を"H"レベル入力することにより、ユーザ

マットを書き換えることができます。 

ユーザブートモード：任意のインタフェースで、ユーザマットを書き換え可能なプログラムモードです。 

ユーザブートモードへの遷移にはハードウェアリセット起動が必要です。 
 

• プロテクトモード 

FWE端子/モード端子によるハードウェアプロテクトと、FENTRY0ビット/ロックビットによるソフト

ウェアプロテクトの2種類のプロテクトモードがあり、書き込み/消去に対するプロテクト状態を設定で

きます。FENTRY0ビットはFCUによるROM書き込み/消去処理の許可/禁止を制御するためのビットです。

ロックビットはユーザマットの各消去ブロック内に1ビットずつ設置されている書き込み/消去プロテク

ト用のビットです。 
 

• 書き込み時間/消去時間/再書き込み/消去回数 

「第38章 電気的特性」を参照してください。 
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12.2 入出力端子 
表 12.1 に ROM 関連の入出力端子を示します。MD0～MD2 端子、FWE 端子の組み合わせによって、ROM

のプログラミングモードを決定します（「12.4 ROM 関連モード概要」を参照）。ブートモード時には、

PJ10/RXD0、PJ11/TXD0 にホストを接続して ROM を書き込み/消去することが可能です（「12.5 ブートモー

ド」を参照）。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 12.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

RESET# 入力 この端子が"L"レベルになるとハードウェアリセット状態になります。 

MD0～MD2 入力 動作モードを決定します。 

FWE 入力 ROM の書き込み許可/禁止を決定します。 

PJ10/RXD0 入力 SCIF0 の受信データ（ホスト通信用） 

PJ11/TXD0 出力 SCIF0 の送信データ（ホスト通信用） 
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12.3 レジスタの説明 
表 12.2 に ROM 関連のレジスタを示します。ROM 関連のレジスタは、ハードウェアリセットによって初

期化されます。 
 

表 12.2 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

フラッシュ端子モニタレジスタ FPMON H'00 

H'80 

H'FDFF A800 8 12-7 

フラッシュアクセスステータスレジスタ FASTAT H'00 H'FDFF A810 8 12-8 

ROM マット選択レジスタ ROMMAT H'0000 

H'0001 

H'FDFF A820 8、16 12-10 

フラッシュステータスレジスタ 0 FSTATR0 H'80*1 H'FDFF A900 8、16 12-11 

フラッシュステータスレジスタ 1 FSTATR1 不定*1 H'FDFF A901 8、16 12-13 

フラッシュ P/E モードエントリレジスタ FENTRYR H'0000*1 H'FDFF A902 8、16 12-14 

フラッシュプロテクトレジスタ FPROTR H'0000*1 H'FDFF A904 8、16 12-16 

フラッシュリセットレジスタ FRESETR H'0000 H'FDFF A906 8、16 12-17 

フラッシュ P/E ステータスレジスタ FPESTAT H'0000*1 H'FDFF A91C 8、16 12-18 

【注】 *1 ハードウェアリセットまたは FRESETR レジスタの FRESET ビットを"1"にすることによって初期化できます。 

   ・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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12.3.1 フラッシュ端子モニタレジスタ（FPMON） 
FPMON レジスタは、FWE 端子状態をモニタするためのレジスタです。 

 

FWE

7 6 5 4 3 2 1 0

FPMON P4 H'FDFF A800

1/0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H’00、H’80＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 FWE 1/0 R － フラッシュ書き込みイネーブルビット 

FWE 端子の値をモニタするためのビットです。チップを起動した際の FWE

端子の入力レベルに依存して初期値が変化します。FWE 端子を"L"レベルで

チップを起動した場合、本 MCU の動作中に FWE 端子を"H"レベルにすると

FWE ビットを"1"にできます。その後、FWE 端子を"L"レベルにすると、FWE

ビットを"0"にできます。FWE 端子を"H"レベルでチップを起動した場合、

FWE ビットは"1"のままとなり、FWE 端子の影響を受けなくなります。書

き換え後にプロテクトをかける場合は、FWE 端子を"L"レベルにしてチップ

を起動し直してください。 

0：ROM の書き込み/消去禁止 

1：ROM の書き込み/消去許可 

6～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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12.3.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ（FASTAT） 
FASTAT レジスタは、ROM に対するアクセス違反の有無を確認するためのレジスタです。FASTAT レジス

タのいずれかのビットが"1"にセットされると、FCU はコマンドロック状態になります（「12.8.3 エラープ

ロテクト」を参照）。コマンドロック状態を解除するためには、FASTAT レジスタを H'10 に設定した後、FCU

にステータスクリアコマンドを発行する必要があります。 
 

ROM 
AE

CMD 
LK

7 6 5 4 3 2 1 0

FASTAT P4 H'FDFF A810

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H’00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 ROMAE 0 R *1 アクセス違反ビット 

ROM に対するアクセス違反の有無を示すビットです。ROMAE ビットが"1"

になると、FSTATR0 レジスタの ILGLERR ビットが"1"にセットされ、FCU

はコマンドロック状態になります。 

0：ROM アクセスエラーなし 

1：ROM アクセスエラーあり 

［"0"クリア条件］ 

• ROMAE＝"1"を読み出した後に、"0"を書き込み 

［"1"セット条件］ 

• FENTRYRレジスタのFENTRY0ビットが"1"かつROM P/Eノーマルモー

ドの状態で、ROM 書き込み/消去用アドレス H'FD80 0000～H'FD8F FFFF

に対してリードアクセスを発行 

• FENTRYR レジスタの FENTRY0 ビットが"0"の状態で、ROM 書き込み/

消去用アドレス H'FD80 0000～H'FD8F FFFF に対するアクセスを発行 

• FENTRYR レジスタが H'0000 以外の状態で、ROM 読み出し用アドレス

H'0000 0000～H'000F FFFF に対してリードアクセスを発行 

• ユーザブートマット選択時に ROM に対してブロックイレーズ、プログラ

ム、ロックビットプログラムコマンドを発行 

• ユーザブートマット選択時に ROM 書き込み/消去用アドレス H'FD80 

0000～H'FD8F FFFF 以外に対するアクセスを発行 

6、5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

4 CMDLK 0 R － FCU コマンドロックビット 

FCU がコマンドロック状態であることを示すビットです（「12.8.3 エラー

プロテクト」を参照）。 

0：FCU はコマンドロック状態ではない 

1：FCU はコマンドロック状態 

［"0"クリア条件］ 

• FASTAT レジスタが H'10 の状態で、FCU がステータスクリアコマンドを

処理した後 

［"1"セット条件］ 

• FCU がエラーを検出しコマンドロック状態に遷移した後 

3～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【注】 *1 フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です。 
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12.3.3 ROM マット選択レジスタ（ROMMAT） 
ROMMAT レジスタは、ROM のマットを切り替えるために使用するレジスタです。ROMMAT レジスタは、

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書き込んだ場合のみ書き込み有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ROM 
SELKEY

ROM ROMMAT P4 H'FDFF A820

 

＜リセット後の値：H’0000、H’0001＞ 

ビット シンボル リセット

後の 

R W 説   明 

15～8 KEY すべて 0 0 W ROMMAT レジスタライトキーコードビット 

ROMSEL ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込み

データは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'3B：ROMSEL ビットの書き換え許可 

H'3B 以外：ROMSEL ビットの書き換え禁止 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 ROMSEL 0/1 R W ROM マット選択ビット 

ROM のマットを選択するためのビットです。ユーザブートモードで起動し

た場合には初期値が"1"になります。それ以外の場合のモードで起動した場

合には初期値が"0"になります。 

ROMSEL ビットへの書き込みは、ワードアクセスで KEY ビットが H'3B の

場合のみ有効です。 

0：ユーザマット選択 

1：ユーザブートマット選択 
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12.3.4 フラッシュステータスレジスタ 0（FSTATR0） 
FSTATR0 レジスタは、FCU の状態を確認するためのレジスタです。FSTATR0 レジスタは、ハードウェア

リセットまたは FRESETR レジスタの FRESET ビットを"1"にすることによって初期化されます。 
 

FRDY ILGL 
ERR

ERS 
ERR

PRG 
ERR

FCU
SQ

7 6 5 4 3 2 1 0

0 FSTATR0 P4 H'FDFF A900

1 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H’80＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 FRDY 1 R － フラッシュレディビット 

FCU の処理状態を確認するためのビットです。 

0：書き込み/消去処理中 

ロックビットリードコマンド処理中 

1：上記の処理を実行していない 

6 ILGLERR 0 R － イリーガルコマンドエラービット 

FCU が不正なコマンドや不正な ROM アクセスなどを検出したことを示す

ビットです。このビットが"1"の場合には、FCU はコマンドロック状態にな

ります（「12.8.3 エラープロテクト」を参照）。 

0：FCU は不正なコマンドや ROM アクセスを検出していない 

1：FCU は不正なコマンドや ROM アクセスを検出した 

［"0"クリア条件］ 

• FASTATレジスタがH'10の状態でFCUがステータスクリアコマンドを処

理した後 

［"1"セット条件］ 

• FCU が不正なコマンドを検出した 

• FCU が不正な ROM アクセスを検出した（FASTAT レジスタの ROMAE

ビットが"1"） 

• FENTRYR レジスタの設定が不正 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

5 ERSERR 0 R － 消去エラービット 

FCU による ROM 消去処理の結果を示すビットです。このビットが"1"の場合

には、FCU はコマンドロック状態になります（「12.8.3 エラープロテクト」

を参照）。 

0：消去処理は正常終了 

1：消去処理中にエラー発生 

［"0"クリア条件］ 

• FCU がステータスクリアコマンドを処理した後 

［"1"セット条件］ 

• 消去中にエラーが発生した 

• ロックビットでプロテクトされた領域に対するブロックイレーズコマン

ドを発行した 

4 PRGERR 0 R － 書き込みエラービット 

FCU による ROM 書き込み処理の結果を示すビットです。このビットが"1"

の場合には、FCU はコマンドロック状態になります（「12.8.3 エラープロ

テクト」を参照）。 

0：書き込み処理は正常終了 

1：書き込み処理中にエラー発生 

［"0"クリア条件］ 

• FCU がステータスクリアコマンドを処理した後 

［"1"セット条件］ 

• 書き込み中にエラーが発生した 

• ロックビットでプロテクトされた領域に対する書き込みコマンドを発行

した 

3 FCUSQ 0 R － シーケンス動作ビット 

書き込み/消去シーケンスに入ったことを示しています。書き込み/消去処理

中に"1"になります。その間は、FCUSQ ビットをポーリングの対象とせず、

FRDY ビットのみをポーリングの対象として、処理が終了したことを確認し

てください。 

0：シーケンス停止 

1：シーケンス中 

2～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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12.3.5 フラッシュステータスレジスタ 1（FSTATR1） 
FSTATR1 レジスタは、FCU の状態を確認するためのレジスタです。FSTATR1 レジスタは、ハードウェア

リセットまたは FRESETR レジスタの FRESET ビットを"1"にすることによって初期化されます。 
 

1 FSTATR1 P4 H'FDFF A901

FCU 
ERR

FLO 
CKST

FRD 
TCT

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 FCUERR 0 R － FCU エラービット 

FCU 内部でエラーが発生したことを示すビットです。FCUERR ビットが"1"

の場合には、ハードウェアリセットをかけて初期化してください。 

0：FCU でエラー未発生 

1：FCU でエラー発生 

［"0"クリア条件］ 

• FRESETR レジスタの FRESET ビットが"1" 

6、5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 FLOCKST 0 R － ロックビットステータスビット 

ロックビットリードコマンドを使用した場合に、ロックビットのリードデー

タが反映されるビットです。ロックビットリードコマンド発行後に、FRDY
ビットが"1"になった時点で、FLOCKST ビットに有効なデータが格納されま

す。FLOCKST ビットの値は、次のロックビットリードコマンドの終了まで

保持されます。 

0：プロテクト状態 

1：非プロテクト状態 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 FRDTCT 0 R － FCU データアクセスエラービット 

FCU 内部のデータアクセスにおいてエラーが発生したことを示すビットで

す。FRDTCT ビットが"1"の場合には、ハードウェアリセットをかけて初期

化してください。 

0：FCU のデータアクセスでエラー未発生 

1：FCU のデータアクセスでエラー発生 

0 － 不定 R － 予約ビット 

本ビットの読み出し値は不定です。FSTATR1 レジスタを読み出すときは常

にマスクしてください。 
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12.3.6 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ（FENTRYR） 
FENTRYR レジスタは、ROM を P/E モードに設定するために使用するレジスタです。FENTRYR レジスタ

は、ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書き込んだ場合のみ書き込み有効で、それ以外の書き込みを

行った場合には初期化されます。ROM を P/E モードにして FCU のコマンド受け付けを可能にするためには、

FENTRY0 ビットに"1"を設定する必要があります。ただし、本レジスタに H'0001、H'0002 以外の値を設定し

た場合、FSTATR0 レジスタの ILGLERR ビットが"1"にセットされて、FCU はコマンドロック状態になりま

す。 

FENTRYR は、ハードウェアリセットまたは FRESETR レジスタの FRESET ビットを"1"にすることによっ

て初期化されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FENT 
RY0

FENT 
RY1FEKEY

P/E FENTRYR P4 H'FDFF A902

 
 

＜リセット後の値：H’0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

15～8 FEKEY すべて 0 0 W FENTRYR レジスタライトキーコードビット 

FENTRY0 ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込み

データは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'AA：FENTRY0 ビットの書き換え許可 

H'AA 以外：FENTRY0 ビットの書き換え禁止 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 FENTRY1 0 0 0 ROM P/E モードエントリビット 1 

本 MCU ではこのビットをサポートしていませんので、書き込み値は常に"0"

にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

0 FENTRY0 0 R W ROM P/E モードエントリビット 0 

ROM EB00～EB19 ブロック（読み出し用アドレス：H'0000 0000～H'000F 

FFFF、書き込み/消去用アドレス：H'FD80 0000～H'FD8F FFFF）を P/E モー

ドに設定するためのビットです。 

0：ROM EB00～EB19 ブロック（1M バイト）はリードモード 

1：ROM EB00～EB19 ブロック（1M バイト）は P/E モード 

書き込みは、以下の条件をすべて満たす場合に有効です。 

• FPMON レジスタの FWE ビットが"1" 

• FSTATR0 レジスタの FRDY ビットが"1" 

• ワードアクセスで FEKEY ビットに H'AA 書き込み 

［"0"クリア条件］ 

• FSTATR0 レジスタの FRDY ビットが"1"、かつ FPMON レジスタの FWE

ビットが"0"の場合 

• バイトアクセスで書き込んだ場合 

• ワードアクセスで FEKEY ビットが H'AA 以外の状態で書き込んだ場合 

• 書き込み有効条件を満たした状態で、FENTRY0 ビットに"0"を書き込ん

だ場合 

• 書き込み有効条件を満たし、かつ FENTRYR レジスタが H'0000 以外の状

態で、FENTRYR レジスタを書き込んだ場合 

［"1"セット条件］ 

• 書き込み有効条件を満たし、かつFENTRYRレジスタがH'0000の状態で、

FENTRY0 ビットに"1"を書き込んだ場合 
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12.3.7 フラッシュプロテクトレジスタ（FPROTR） 
FPROTR レジスタは、ロックビットによる書き込み/消去プロテクト機能の有効/無効を設定するためのレジ

スタです。FPROTR レジスタは、ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書き込んだ場合のみ書き込み有

効で、それ以外の書き込みを行った場合には初期化されます。 

FPROTR レジスタは、ハードウェアリセットまたは FRESETR レジスタの FRESET ビットを"1"にすること

によって初期化されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FPROT 

CNFPKEY

FPROTR P4 H'FDFF A904

 
 

＜リセット後の値：H’0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

15～8 FPKEY すべて 0 0 W FPROTR レジスタライトキーコードビット 

FPROTCN ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込

みデータは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'55：FPROTCN ビットの書き換え許可 

H'55 以外：FPROTCN ビットの書き換え禁止 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 FPROTCN 0 R W ロックビットプロテクトキャンセルビット 

ロックビットによる書き込み/消去プロテクトを有効/無効化するためのビッ

トです。 

0：ロックビットによるプロテクト有効 

1：ロックビットによるプロテクト無効 

［"0"クリア条件］ 

• バイトアクセスで書き込んだ場合 

• ワードアクセスで FPKEY ビットが H'55 以外の状態で書き込んだ場合 

• ワードアクセスで FPKEY ビットに H'55、FPROTCN ビットに"0"を書き

込んだ場合 

• FENTRYR レジスタの値が H'0000 の場合 

［"1"セット条件］ 

• H'0000 以外の状態で、ワードアクセスで FPKEY に H'55、FPROTCN ビッ

トに"1"を書き込んだ場合 
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12.3.8 フラッシュリセットレジスタ（FRESETR） 
FRESETR レジスタは、FCU と ROM の初期化のために使用するレジスタです。FRESETR レジスタは、ワー

ドアクセスで上位バイトに特定の値を書き込んだ場合のみ書き込み有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FRE 
SETFRKEY

FRESETR P4 H'FDFF A906

 
 

＜リセット後の値：H’0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 FRKEY すべて 0 0 W FRESETR レジスタライトキーコードビット 

FRESET ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込み

データは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'CC：FRESET ビットの書き換え許可 

H'CC 以外：FRESET ビットの書き換え禁止 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 FRESET 0 R W フラッシュリセットビット 

FRESET ビットを"1"に設定すると、ROM の書き込み/消去動作が強制終了

され、FCU が初期化されます。書き込み/消去中の ROM のメモリには高電

圧が印加されています。メモリに印加された電圧の降下に必要な期間を確保

するために、FCU を初期化する場合には、FRESET ビットを"1"にセットし

た状態を tRESW2（「第38章 電気的特性」を参照）保持してください。FRESET

ビットを"1"に保持している期間は ROM への読み出しを禁止してください。

また、FRESET ビットが"1"の状態では、FENTRYR レジスタが初期化され

ているため、FCU コマンドを使用することはできません。FRESET ビット

への書き込みは、ワードアクセスで FRKEY ビットが H'CC の場合のみ有効

です。 

0：FCU はリセットされない 

1：FCU はリセットされる 
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12.3.9 フラッシュ P/E ステータスレジスタ（FPESTAT） 
FPESTAT レジスタは、ROM の書き込み/消去処理結果を示すレジスタです。FPESTAT レジスタは、ハー

ドウェアリセットまたは FRESETR レジスタの FRESET ビットを"1"にすることによって初期化されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PEERRST

P/E FPESTAT P4 H'FDFF A91C

 
 

＜リセット後の値：H’0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

15～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7～0 PEERRST H'00 R － P/E エラーステータスビット 

ROM の書き込み/消去処理中にエラーが発生した場合のエラー原因を示す

ビットです。PEERRST ビットの値は、FSTATR0 レジスタの PRGERR ビッ

トまたは ERSERR ビットが"1"の状態でのみ有効です。ERSERR ビットと

PRGERR ビットが"0"の場合の PEERRST ビットには、過去に発生したエ

ラー原因の値が保持されます。 

H'01：ロックビットでプロテクトされた領域に対する書き込みエラー 

H'02：ロックビットプロテクト以外の要因による書き込みエラー 

H'11：ロックビットでプロテクトされた領域に対する消去によるエラー 

H'12：ロックビットプロテクト以外の要因による消去エラー 

上記以外：予約 
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12.4 ROM 関連モード概要 
図 12.4 に本 MCU のモード遷移図（ROM 関連）を示します。MD0～MD2 端子と FWE 端子の設定値と本

MCU の動作モードの関係については「第 10 章 動作モード」を参照してください。 

FWE="H"
 

図 12.4 ROM に関するモード遷移図 

• FWE端子が"L"レベルの場合は、ROMの読み出しは可能ですが、書き込み/消去は実施できません。 

• FWE端子が"H"レベルの場合にかぎり、ROMの読み出し/書き込み/消去を実施できます。 
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表 12.3 にブートモード、ユーザモード、ユーザブートモード書き込み/消去関連項目の比較表を示します。 
 

表 12.3 プログラミングモードの比較 

項目 ブートモード ユーザモード ユーザブートモード 

書き込み/消去環境 オンボードプログラミング 

書き込み/消去可能マット ユーザマット 

ユーザブートマット 

ユーザマット ユーザマット 

書き込み/消去制御 ホスト FCU FCU 

全面消去 ○ ○ ○ 

ブロック分割消去 ○ ○ ○ 

書き込みデータ転送 ホストから SCIF 経由 任意のデバイスから RAM 経由 任意のデバイスから RAM 経由

リセット時の起動マット 組み込みプログラム 

格納マット 

ユーザマット ユーザブートマット 

 

• ユーザブートマットの書き込み/消去は、ブートモードのみ可能です。 

• ブートモードでは、キーコード認証後、ホストからSCIF経由でのユーザマット/ユーザブートマットの書

き込みが可能になります。 

• ユーザブートモードでは、ブートモードと異なるモード端子設定で、任意のインタフェースのブート動

作を実現できます。 
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12.5 ブートモード 

12.5.1 システム構成 
ブートモードでは、ホストから制御コマンドや書き込みデータを送信してユーザマット/ユーザブートマッ

トの書き込み/消去を実行可能です。ホストと本 MCU 間の通信には、本 MCU 内蔵の SCIF を調歩同期式モー

ドで使用します。ホスト上には制御コマンドを送信するためのツールと書き込みデータを準備する必要があ

ります。本 MCU をブートモードで起動すると、組み込みプログラム格納マット上のプログラムが実行され

ます。組み込みプログラム格納マット上のプログラムでは、SCIF のビットレートの自動調整と制御コマンド

方式でのホスト⇔本 MCU 間の通信が実現されます。 

図 12.5 にブートモード時のシステム構成を示します。ブートモードでは NMI、IRQ7～IRQ5、IRQ2～IRQ0

の割り込みは無視されますが、端子のレベルは非アクティブ状態に固定してください。 

MCU

SCIF

ROM

PJ10/RXD0

PJ11/TXD0

SHwyRAM

 

図 12.5 ブートモード時のシステム構成 
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12.6 ユーザモード/ユーザブートモード 

12.6.1 FCU コマンド一覧 
ユーザモードとユーザブートモードでは、FCU へ FCU コマンドを発行してユーザマットの書き込み/消去

を実行します。表 12.4 に、ROM 書き込み/消去で使用可能な FCU コマンドの一覧を示します。 
 

表 12.4 FCU コマンド一覧（ROM 関連） 

コマンド 機   能 

プログラム ROM 書き込み（256 バイト単位） 

ブロックイレーズ ROM 消去（ブロック単位。ロックビットも同時に消去） 

ステータスレジスタクリア FSTATR0 レジスタの ILGLERR ビット、ERSERR ビット、PRGERR ビットのクリ

アとコマンドロック状態の解除 

ロックビットリード 指定した消去ブロックのロックビット読み出し（FSTATR1 レジスタの FLOCKST

ビットにロックビットを反映） 

ロックビットプログラム 指定した消去ブロックのロックビットを書き込み 

 

FCU へのコマンド発行は、ROM 書き込み/消去用のアドレスに対する周辺バスライトアクセスで実現され

ます。表 12.5 に FCU コマンドのフォーマットを示します。表 12.5 に示した周辺バスライトアクセスを特定

条件下で実行すると、FCU は各コマンドに対応した処理を実行します。FCU のコマンド受け付け条件につい

ては、「12.6.2 FCU コマンド受け付け条件」を参照してください。各 FCU コマンドの使用方法については、

「12.6.3 FCU コマンド使用方法」を参照してください。 
 

表 12.5 FCU コマンドのフォーマット 

1 サイクル目 2 サイクル目 3 サイクル目 4～130 サイクル目 131 サイクル目 コマンド コマンド 

サイクル数*1 アドレス データ アドレス データ アドレス データ アドレス データ アドレス データ

プログラム 131 RA H'E8 RA H'80 WA WD1 RA WDn RA H'D0

ブロックイレーズ 2 RA H'20 BA H'D0 － － － － － － 

ステータスレジスタクリア 1 RA H'50 － － － － － － － － 

ロックビットリード 2 RA H'71 BA H'D0 － － － － － － 

ロックビットプログラム 2 RA H'77 BA H'D0 － － － － － － 

【注】 *1 コマンドサイクル数は書き込み/消去アドレスに対する周辺バスライトアクセスの発行回数です。 

【記号説明】 

RA：ROM 書き込み/消去用のアドレス 

FENTRY0 ビットが"1"の場合：H'FD80 0000～H'FD8F FFFF の任意アドレス 

WA：ROM 書き込み先アドレス 

書き込みデータ 256 バイトの先頭アドレス 

BA：ROM 消去ブロックアドレス 

対象消去ブロック内の任意アドレス（書き込み/消去用アドレスで指定） 

WDn：書き込みデータ n ワード目（n＝2～128） 
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12.6.2 FCU コマンド受け付け条件 
FCU コマンドの受け付け可否は、FCU のモード/状態に依存します。図 12.6 に FCU のモード遷移図を示し

ます。 

ROM P/EROM

FENTRYR H'0000

FENTRYR H'0001  

図 12.6 FCU のモード遷移図（ROM 関連） 

 

（1） ROM リードモード 

ROM を SHwy バス経由で高速読み出し可能なモードです。FCU コマンドは受け付けられません。FENTRYR

レジスタの FENTRY0 ビットを"0"に設定した場合に、このモードに遷移します。 
 

（2） ROM P/E モード 

ROM リードモード時に FENTRY0 ビットを"1"に設定した場合に遷移するモードです。表 12.6 に受け付け

可能なコマンドを示します。ROM の高速読み出しは実行できません。H'FD80 0000～H'FD8F FFFF に対する

リードアクセスは禁止されていませんが、読み出し値は不定となります。ROM データの読み出しを行う場合

は、ROMリードモードに遷移してから行ってください。FENTRY0ビットが"1"の状態でH'FD80 0000～H'FD8F 

FFFF に対して周辺バスリードアクセスを発行した場合には、ROM アクセス違反が発生して FCU はコマンド

ロック状態になります（「12.8.3 エラープロテクト」を参照）。 

受け付け不可能なコマンドが発行された場合には、FCU はコマンドロック状態になります（「12.8.3 エ

ラープロテクト」を参照）。 

FCU コマンドを確実に受け付けさせたい場合には、発行するコマンドを受け付け可能なモードに移行し、

FSTATR0 レジスタの FRDY ビット、ILGLERR ビット、ERSERR ビット、PRGERR ビットと FSTATR1 レジ

スタの FCUERR、FRDTCT ビットの値を確認した後に FCU コマンドを発行してください。FASTAT レジス

タの CMDLK ビットの値は、FSTATR0 レジスタの ILGLERR ビット、ERSERR ビット、PRGERR ビットと

FSTATR1 レジスタの FCUERR ビット、FRDTCT ビットの値の論理和です。このため、CMDLK ビットを確

認して FCU のエラー発生状況を確認することもできます。表 12.6 では、エラー発生状況を表すビットに

CMDLK ビットを使用しています。書き込み/消去の処理中、ロックビットリード処理中には FSTATR0 レジ

スタの FRDY ビットが"0"になります。 
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表 12.6 FCU のモード/状態と受け付け可能なコマンドの関係 

項   目 そ
の
他
の
状
態 

書
き
込
み
／
消
去
の
処
理
中 

書
き
込
み
／
消
去
の
中
断
処
理
中 

ロ
ッ
ク
ビ
ッ
ト
リ
ー
ド
処
理
中 

コ
マ
ン
ド
ロ
ッ
ク
状
態 

FSTATR0 レジスタの FRDY ビット 1 0 0 0 0/1 

FASTAT レジスタの CMDLK ビット 0 0 0 0 1 

プログラム ○ × × × × 

ブロックイレーズ ○ × × × × 

ステータスレジスタクリア ○ × × × ○ 

ロックビットリード ○ × × × × 

ロックビットプログラム ○ × × × × 

【記号説明】 

○：受け付け可能 

△：消去中断したブロック以外への書き込みのみ受け付け可能 

×：受け付け不可能 
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H'50

H'20 H'E8 

H'80

127

128

H'D0H'D0 H'D0

H'71

H'D0

H'77

FENTRY =H'0001

FENTRY =H'0000

ROM

ROM P/E 

 

図 12.7 ROM リードモードと P/E モード中のコマンド遷移図 
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12.6.3 FCU コマンド使用方法 
FCU コマンド発行時のユーザ処理フロー例を示します。 

本節で紹介するフローでは、FSTATR0 レジスタの FRDY、ILGLERR、ERSERR、PRGERR ビットと FSTATR1

レジスタの FCUERR、FRDTCT ビットを使用して、FCU のコマンド処理状況とエラー発生状況を確認してい

ます。FSTATR0 レジスタと FSTATR1 レジスタはワードアクセスで同時に読み出し可能であるため、1 回の

レジスタアクセスで FCU の状態を確認できます。FSTATR0 レジスタの FRDY ビットと FASTAT レジスタの

CMDLK ビットを使用して FCU の状態を確認する方法を使用する場合には、2 回のレジスタアクセスが必要

になりますが、CMDLK ビットのみでエラーの有無を判定可能です。 

FCUがコマンド処理中に FCUERRビットが"1"または FRDTCTビットが"1"にセットされてコマンドロック

状態に遷移した場合には、FRDY ビットは"0"を保持します。コマンドロック状態では FCU の処理が停止する

ため、FRDY ビットが"0"から"1"にセットされることはありません。書き込み/消去時間（「第 38 章 電気的

特性」参照）よりも長期間にわたって FRDY ビットが"0"に保持される場合は、コマンドロック状態で FCU

の処理が停止するなどの異常動作が発生している可能性があるため、FCU リセットによって FCU を初期化し

てください。FCU のコマンド処理が完了して FRDY ビットが"1"にセットされた場合には、FCUERR ビット

と FRDTCT ビットは必ず"0"の状態です。このため、コマンド処理完了後のエラー発生状況は、ILGLERR ビッ

ト、ERSERR ビット、PRGERR ビットで確認可能です。 
 

（1） ROM P/E モード移行方法 

ROM 関連の FCU コマンドを実行するためには、FENTRYR レジスタの FENTRY0 ビットを設定して、FCU

を ROM P/E モードに設定する必要があります（「12.6.2 FCU コマンド受け付け条件」を参照）。ROM に

対する FCU コマンドを使用したい場合には、FENTRY0 ビットを"1"に設定します。FENTRY0 ビットの書き

込み条件については、「12.3.6 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ（FENTRYR）」を参照してくださ

い。 

FENTRYR ROM P/E
FENTRY0 "1" H'AA01

 

図 12.8 ROM P/E モード移行フロー 

 



 12. ROM 

Rev.1.10 2011.09.16  12-27

  R01UH0030JJ0110 

（2） ROM リードモード移行方法 

SuperHyway バス経由で ROM を高速読み出しするためには、FENTRYR レジスタの FENTRY0 ビットをク

リアして、FCU を ROM リードモードに設定する必要があります（「12.6.2 FCU コマンド受け付け条件」

を参照）。ROM P/E モードから ROM リードモードへの移行は、FCU のコマンド処理が完了し、かつ FCU が

エラー検出していない状態で実施してください。 

FRDY

FCU

"0"

"1"

ILGLERR "0"
PRGERR "0"
ERSERR "0"

ILGLERR PRGERR ERSERR "1"

Yes

Yes

No

No

"1"

"0"

ILGLERR

H'10

FASTAT

FASTAT
H'10

tE128K 1.1

tE128K  128K 38
tRESW2 38

FRESETR
FRESET "1"

tRESW2

FRESETR
FRESET "0"

FENTRYR
H'AA00

 

図 12.9 ROM リードモード移行フロー 
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（3） 書き込み方法 

ROM へのデータ書き込みには、プログラムコマンドを使用します。プログラムコマンドの第 1 サイクルで

は H'E8 を、第 2 サイクルでは H'80 を、ROM 書き込み/消去用のアドレスにバイト書き込みします。コマン

ドの第 3～130サイクルでは、ワードサイズで周辺バスアクセスを実行します。第 3サイクルのアクセスでは、

プログラム対象領域の先頭アドレスに対して書き込みデータを書き込んでください。この際、先頭アドレス

は 256 バイト境界にアラインしたアドレスを使用してください。ROM 書き込み/消去用のアドレスに対して

127 回のワード書き込みを実行後、第 131 サイクルで ROM 書き込み/消去用のアドレスに対して H'D0 をバイ

ト書き込みすると FCUがROMの書き込み処理を開始します。書き込みの完了は、FSTATR0レジスタの FRDY

ビットで確認可能です。 

第 1～第 131 サイクルで指定可能なアドレスは、FENTRYR レジスタの FENTRY0 ビットの設定によって異

なります。FENTRY0 ビットを"1"に設定した場合にはアドレス H'FD80 0000～H'FD8F FFFF を指定可能です。

誤った FENTRY0 ビットとアドレス指定の組み合わせでコマンドを発行した場合には、FCU はエラーを検出

しコマンドロック状態になります（「12.8.3 エラープロテクト」を参照）。 

第 3～第 130 サイクルでアクセスする領域に書き込み不要なアドレスが含まれる場合は、該当アドレスに

対する書き込みデータを H'FFFF にしてください。ロックビットによるプロテクトを無効化して書き込みを実

施したい場合には、FPROTR レジスタの FPROTCN ビットをセットしてから書き込みを行ってください。 
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ROM
H'E8

ROM
H'80

ROM

ROM
H'D0

ILGLERR PRGERR

n 127

FCU

FRDY
"0"

"1" Yes

Yes

No

No

tP256 1.1

FRESETR
FRESET "1"

n 1

tRESW2

FRESETR
FRESET "0"

n n 1

tP256    256 38
tRESW2 38  

図 12.10 ROM 書き込み方法 
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（4） 消去方法 

ROM の消去には、ブロックイレーズコマンドを使用します。ブロックイレーズコマンドの第 1 サイクルで

は H'20 を ROM 書き込み/消去用アドレスにバイト書き込みします。第 2 サイクルで H'D0 を消去対象ブロッ

ク内の任意アドレスにバイト書き込みすると FCUがROMの消去処理を開始します。消去の完了は、FSTATR0

レジスタの FRDY ビットで確認可能です。 

ロックビットによるプロテクトを無効化して消去を実施したい場合には、FPROTR レジスタの FPROTCN

ビットをセットしてから消去を行ってください。 

ROM
H'20

H'D0

ILGLERR ERSERR

FCU

ROM

FRDY
"0"

"1" Yes

NotE128K 1.1

FRESETR
FRESET "1"

tRESW2

FRESETR
FRESET "0"

tE128K  128K 38
tRESW2 38  

図 12.11 ROM 消去方法 
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（5） ステータスレジスタ 0（FSTATR0）のクリア方法 

FSTATR0 レジスタの ILGLERR、PRGERR、ERSERR ビットをクリアしたい場合には、ステータスレジス

タクリアコマンドを使用します。ILGLERR、PRGER、ERSERR ビットのいずれかが"1"である場合、FCU は

コマンドロック状態になりステータスレジスタクリアコマンド以外の FCU コマンドを受け付けません。 

ILGLERR ビットが"1"の場合には、FASTAT レジスタの ROMAE ビットの値も確認してください。これら

のビットをクリアせずにステータスレジスタクリアコマンドを発行しても、ILGLERR ビットはクリアされま

せん。 

Yes

No

"1"

"0"

ILGLERR

ROM
H'50

H'10

FASTAT

FASTAT
H'10

 

図 12.12 ステータスレジスタ 0 のクリア方法 
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（6） ロックビットの読み出し 

ユーザマットの各消去ブロックにはロックビットが内蔵されています。FPROTRレジスタのFPROTCNビッ

トが"0"の状態では、ロックビットが"0"に設定された消去ブロックを書き込み/消去することができません。 

ロックビットの確認は、ロックビットリードコマンドを発行すると、指定した消去ブロックのロックビッ

トが FSTATR1 レジスタの FLOCKST ビットに表示されます。 

ROM
H'71

H'D0

ILGLERR

FCU

ROM

FRDY
"0"

"1" Yes

No

FLOCKST

10 s

FRESETR
FRESET "1"

tRESW2

FRESETR
FRESET "0"

tRESW2 38  

図 12.13 レジスタリードモードでロックビットを読み出す方法 
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（7） ロックビットの書き込み 

ユーザマットの各消去ブロックにはロックビットが内蔵されています。ロックビットに書き込みを行いた

い場合にはロックビットプログラムコマンドを使用します。ロックビットプログラムコマンドの第 1 サイク

ルでは H'77 を ROM 書き込み/消去用アドレスにバイト書き込みします。第 2 サイクルでロックビットを書き

込みたい消去ブロック内の任意アドレスに対して H'D0 をバイト書き込みすると FCU がロックビットの書き

込み処理を開始します。書き込みの完了は、FSTATR0 レジスタの FRDY ビットで確認可能です。 

ROM
H'77

H'D0

ILGLERR PRGERR

FCU

ROM

FRDY

"0"

"1" Yes

NotP256 1.1

FRESETR
FRESET "1"

tRESW2

FRESETR
FRESET "0"

tP256    256 38
tRESW2 38  

図 12.14 ロックビットのプログラム方法 

ロックビットの消去には、ブロックイレーズコマンドを使用します。FPROTR レジスタの FPROTCN ビッ

トが"0"の状態ではロックビットが"0"に設定された消去ブロックを消去することができません。ロックビット

を消去する場合には、FPROTCN ビットを"1"にセットした状態でブロックイレーズコマンドを発行してくだ

さい。ブロックイレーズコマンドを使用すると消去ブロック内の全データが消去されます。ロックビットの

みを消去することはできません。 
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12.7 ユーザブートモード 
ユーザブートモードでは、FCU へ FCU コマンドを発行してユーザマットの書き込み/消去を実行します。

任意の通信インタフェースによる ROM の書き込み/消去ルーチンをユーザブートマットに書き込んだ後に

ユーザブートモードで起動することによって、カスタムブート環境を実現できます。なお、ユーザブートマッ

トの書き込みは、ブートモードにて実施してください。 
 

12.7.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 
ユーザブートモードではユーザブートマットから起動しますが、ユーザマットも同じアドレス領域に配置

されているため、ユーザマットを書き換える際にはユーザブートマットからユーザマットに切り替える必要

があります。なお、ユーザマットに切り替えている間はユーザブートマットにアクセスできなくなりますの

でご注意ください。また、キャッシュ機能が有効な場合は、マット切り替え後にもキャッシュ内に切り替え

以前のデータが格納されているため、同一アドレスの異なるマットをアクセスした場合にキャッシュヒット

する可能性があります。これらの問題を回避するために、マット切り替え時には以下の処理を実施してくだ

さい。 
 

（1） 割り込み処理をすべてマスク 

マット切り替え後の割り込み発生による ROM 領域へのアクセスを回避するために、すべての割り込みを

マスクしてください。また、NMI 割り込みをマスクすることができないため、マット切り替え時に NMI 割り

込みが発生しないようにシステムを構成してください。 
 

（2） 内蔵 RAM に書き換えプログラムを転送 

ユーザブート内に用意された、マットの切り替え処理、書き換えに必要なデータの取り込み手段、書き換

えプログラムなどを RAM に転送してください。 
 

（3） RAM へジャンプ 

すべてのプログラムが RAM に転送された後、RAM 上のプログラムにジャンプします。 
 

（4） ROMMAT レジスタの設定 

マット切り替え時に ROM 領域に対する CPU の命令フェッチを発生させないよう、マット切り替え処理は

内蔵 RAM 領域で実行します。 
 

（5） ROMMAT レジスタのリード 

ROMMAT レジスタをライトしてマットを切り替えた後に ROMMAT レジスタをダミーリードして、レジ

スタ値が書き換わったかを確認してください。 
 

（6） キャッシュを無効化 

マット切り替え後にキャッシュの全ラインを無効化してください。（「第 8 章 キャッシュ」を参照） 
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12.7.2 ユーザマットのプログラミング方法 
マットを切り替えた後は、書き込みデータを任意の通信手段で順次取り込みながら、「12.6 ユーザモー

ド/ユーザブートモード」を参考にして作成した書き換えプログラムを実行してください。 

No

Yes

1 NMI

2   

3 RAM

4

5

6 8

7

8

12

9 RAM  

10

11  
 

13
  

7 11  

RAM

RAM

ROMMAT

ROMMAT
 

ROM P/E

1 s

1 s

ROM

R
A

M

FCU  

 

図 12.15 ユーザマットのプログラミング例 
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12.8 プロテクト 
ROM に対する書き込み/消去のプロテクトには、ハードウェアプロテクト、ソフトウェアプロテクト、エ

ラープロテクトの 3 種類があります。 
 

12.8.1 ハードウェアプロテクト 
ハードウェアプロテクトは、チップ端子の設定によって ROM に対する書き込み/消去が禁止された状態で

す。 
 

（1） FWE 端子によるプロテクト 

FWE 端子に"L"レベルが入力されている状態では、FPMON レジスタの FWE ビットが"0"になります。FWE

ビットが"0"の場合には、FENTRYR レジスタの FENTRY0 ビットに"1"を書き込めません。ROM P/E モードに

移行できないため、ROM の書き込み/消去が禁止された状態になります。 

FRDY ビットが"1"かつ FWE 端子が"L"レベルの状態では、FCU は FENTRY0 ビットをクリアして ROM の

書き込み/消去を禁止します。 

FWE 端子によるプロテクトに違反して、ROM に対する書き込み/消去系コマンドを発行した場合には、FCU

がエラーを検出してコマンドロック状態になります。 
 

（2） モード端子によるプロテクト 

本 MCU の動作モードと端子設定の関係は「第 10 章 動作モード」を参照してください。ユーザブートモー

ド/ユーザモードの場合には、ユーザブートマットの書き込み/消去は禁止された状態になります。 
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12.8.2 ソフトウェアプロテクト 
ソフトウェアプロテクトは、制御レジスタ設定やユーザマットのロックビット設定によって ROM に対す

る書き込み/消去が禁止された状態です。ソフトウェアプロテクトに違反して、ROM に対する書き込み/消去

系コマンドを発行した場合には、FCU がエラーを検出してコマンドロック状態になります。 
 

（1） FENTRYR によるプロテクト 

FENTRY0 ビットが"0"の場合には、ROM EB00～EB19 ブロック（読み出し用アドレス：H'0000 0000～H'000F 

FFFF、書き込み/消去用アドレス：H'FD80 0000～H'FD8F FFFF）は ROM リードモードになります。ROM リー

ドモードでは FCU コマンドが受け付けられないため、ROM の書き込み/消去は禁止状態になります。ROM

リードモードで FCU コマンドを発行すると、FCU はイリーガルコマンドエラーを検出してコマンドロック状

態になります（「12.8.3 エラープロテクト」を参照）。 
 

（2） ロックビットによるプロテクト 

ユーザマットの各消去ブロックにはロックビットが内蔵されています。FPROTRレジスタのFPROTCNビッ

トが"0"の場合には、ロックビットが"0"に設定された消去ブロックに対する書き込み/消去は禁止状態になり

ます。ロックビットが"0"に設定された消去ブロックを書き込み/消去したい場合には、FPROTCN ビットを"1"

に設定してください。ロックビットによるプロテクトに違反して、ROM に対する書き込み/消去系コマンド

を発行すると、FCU は書き込み/消去エラーを検出してコマンドロック状態になります（「12.8.3 エラープ

ロテクト」を参照）。 
 

12.8.3 エラープロテクト 
エラープロテクトは、FCU コマンドの誤発行/禁止アクセスの発生/FCU の誤動作を検出して FCU コマンド

の受け付けを禁止する状態（コマンドロック状態）です。FCU をコマンドロック状態にすることにより、ROM

の書き込み/消去が禁止されます。コマンドロック状態を解除するためには、FASTAT レジスタが H'10 の状

態でステータスレジスタクリアコマンドを発行する必要があります。 

表 12.7 に ROM 関連のエラープロテクト内容とエラー検出後のステータスビット値（FSTATR0 レジスタ

の ILGLERR/ERSERR/PRGERR ビット、FSTATR1 レジスタの FCUERR/FRDTCT ビット、FASTST レジスタ

の ROMAE ビット）の関係を示します。 
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表 12.7 エラープロテクト一覧 

分類 内   容 

IL
G

LE
R

R
ビ
ッ

ト
 

E
R

S
E

R
R
ビ

ッ
ト

 

P
R

G
E

R
R
ビ
ッ

ト
 

FC
U

E
R

R
ビ
ッ

ト
 

FR
D

TC
T
ビ
ッ
ト

 

R
O

M
A

E
ビ
ッ
ト

 

FENTRYR 設定エラー FENTRYR レジスタの上位 8 ビットにキーコード（H'AA）

が与えられた状態で、下位 8 ビットに H'01 および H'02 以

外の値を設定 

1 0 0 0 0 0 

FCU コマンドの 1 サイクル目で未定義コードを指定 1 0 0 0 0 0 

複数サイクルの FCU コマンドの最終サイクルで H'D0 

以外を指定 

1 0 0 0 0 0 

プログラムコマンドの 2 サイクル目で H'80 以外を指定 1 0 0 0 0 0 

不正コマンドエラー 

コマンドロック状態でコマンド発行 1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1

消去処理中のエラー発生 0 1 0 0 0 0 消去エラー 

FPROTR レジスタの FPROTCN ビットが"0"の場合に、 

ロックビットが"0"に設定された消去ブロックにブロック

イレーズコマンドを発行 

0 1 0 0 0 0 

書き込み処理中のエラー発生 0 0 1 0 0 0 書き込みエラー 

FPROTR レジスタの FPROTCN ビットが"0"の場合に、 

ロックビットが"0"に設定された消去ブロックに対して 

プログラム/ロックビットプログラムコマンドを発行 

0 0 1 0 0 0 

FCU エラー FCU 内部の CPU 処理でエラー発生 0 0 0 1 0 0 

FENTRY0＝"1"かつ ROM P/E ノーマルモードの場合に、

H'FD80 0000～H'FD8F FFFF に対するリードアクセスを 

発行 

1 0 0 0 0 1 

FENTRY1＝"0"で H'FD90 0000～H'FD9F FFFF に対する

アクセスを発行 

1 0 0 0 0 1 

FENTRY0＝"0"で H'FD80 0000～H'FD8F FFFF に対する

アクセスを発行 

1 0 0 0 0 1 

FENTRYR レジスタが H'0000 以外の状態で、H'0000 0000

～H'000F FFFF に対してリードアクセスを発行 

1 0 0 0 0 1 

ユーザブートマット選択時に ROM 書き込み/消去系 

コマンド（プログラム/ロックビットプログラム/ 

ブロックイレーズ）を発行 

1 0 0 0 0 1 

ROM アクセス違反 

ユーザブートマット選択時に ROM 書き込み/消去用 

アドレス H'FD80 0000～H'FD80 7FFF 以外に対する 

アクセスを発行 

1 0 0 0 0 1 
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12.9 使用上の注意事項 

12.9.1 キーコード格納領域 
ユーザマットの H'0000 00F0～H'0000 00F7 の領域には、オンチップデバッガを使用した場合のデバッグ機

能認証用のキーコードを格納します。デバッガ機能を制限したい場合には、この領域にキーコードを書き込

んでください。デバッガでキーコードを設定した場合には、この領域にキーコードが書き込まれていますの

で、サムチェックなどの実行時には注意してください。 

なお、先頭バイトが「B9」で始まるキーコードは使用禁止です。 
 

12.9.2 従来の F-ZTAT SH マイコンとの書き込み/消去プログラムの互換性 
従来の F-ZTAT SH マイコンで使用していたフラッシュメモリの書き込み/消去プログラムは、本 MCU では

動作しません。 
 

12.9.3 FWE 端子の状態 
FWE 端子を"L"レベルでチップを起動した後に、FWE 端子を"H"レベルにして ROM の書き込み/消去を行

う場合は、書き換え中に FWE 端子の値が変化しないようにしてください。仮に書き換え中に FWE 端子の値

が変化した場合、FCU はプロテクト違反を検出し、書き換え動作を強制停止した後、コマンドロック状態に

遷移します。書き換えを強制的に停止させることが故障の原因となりますので、書き換え中に FWE 端子が変

化しないよう、十分ご注意ください。 
 

12.9.4 書き込み/消去中のリセット 
書き込み/消去処理中に FRESETR レジスタの FRESET ビットをセットして FCU をリセットする場合には、

FCU のリセット状態を tRESW2（「第 38 章 電気的特性」を参照）保持してください。書き込み/消去中の ROM

には高電圧が印加されているため、メモリに印加された電圧の降下に必要な期間を確保するために FCU のリ

セット状態を保持する必要があります。FCU をリセットしている期間は ROM の読み出しを行わないでくだ

さい。 

書き込み/消去処理中に RESET#端子への"L"レベル入力によるハードウェアリセットを発生させた場合に

は、リセット期間を tRESW（「第 38 章 電気的特性」を参照）保持してください。ハードウェアリセットで

は、メモリに印加された電圧の降下に必要な期間だけでなく、ROM 用電源の初期化や ROM 内部回路の初期

化に必要な期間を確保する必要があるため、FCU のリセットよりも長期間のリセット状態の保持が必要にな

ります。 

書き込み/消去処理中には、WDT のカウンタのオーバフローによる内部リセットは発生しないようにして

ください。WDT によるリセットでは、メモリ電圧の降下/ROM 用電源の初期化/ROM 内部の初期化に必要な

期間を確保することができません。 
 

12.9.5 追加書き込み禁止 
同一領域に 2 回以上の書き込みを行うことはできません。書き込み済みの領域を書き換えたい場合には、

必ず該当領域を消去してください。 
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12.9.6 書き換え中の電源管理 
ROM の書き換え中は電源電圧の供給を安定させてください。電源電圧の供給が不安定な場合は、ROM の

正常な書き換えができない可能性や、データが正常に読み出せなくなる可能性があります。また、書き換え

中の電源電圧の瞬断は、本 MCU に意図しないストレスがかかり、故障の原因となります。十分注意して電

源電圧を供給してください。 
 

12.9.7 ROM 関連レジスタへのアクセス 
通常のプログラム実行（ROM の読み出し）だけであれば、リセット解除後の ROM 関連レジスタを設定す

る必要はありません。ROM 関連レジスタへのアクセスは、ROM への書き込み/消去を行うときに必要となり

ます。ROM への書き込み/消去は ROM 以外から実行する必要がありますので、ROM 関連レジスタへの書き

込みは SHwyRAM または IL メモリ上に配置されたプログラムから実行してください。 
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13. スーパハイウェイ RAM（SHwyRAM） 

13.1 概要 
スーパハイウェイ RAM（SHwyRAM）は、SuperHyway バスと DRI/DRO 専用バスに接続しており、64K バ

イト単位（0～3 ページ）の異なる領域に対しては、それぞれ独立にアクセスできます。図 13.1 に SHwyRAM

のブロック図を示します。 

SHwyRAMは、図 13.2に示すとおりエリア 6の上位 256Kバイト（29ビット物理アドレス空間のH'1800 0000

～H'1803 FFFF）に割り付けられています。 

また、キャッシング可能/アドレス変換可能（MMU）領域に配置されていますので、P0/U0 領域、P1 領域、

P2 領域、P3 領域から SHwyRAM へのアクセスが可能です。 

SuperHyway  64 /Max. 80MHz

SuperHyway I/F

3 [64K ]0 [64K ]

I/FI/F

32  
[32K ]

32
[32K ]

32
[32K ]

32
[32K ]

64

32  
[63:32]

32  
[31:0]

32  
[63:32]

32  
[31:0]

I/FI/F

32

32 32 32 32

32 3232

SHwyRAM

DRI/DRO  32 /Max. 80MHz

 

図 13.1 SHwyRAM のブロック図 
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P0/U0
6

64M

H'1800 0000 H'1800 0000

H'1803 FFFF
H'1804 0000

H'1BFF FFFF

32

29
H'1800 0000  H'1800 FFFF
H'1801 0000  H'1801 FFFF
H'1802 0000  H'1802 FFFF
H'1803 0000  H'1803 FFFF

0
1
2
3

SHwyRAM
256KH'1BFF FFFF

P1
6

64M

P2
6

64M

P3
6

64M

H'9800 0000

H'9BFF FFFF

H'B800 0000

H'BBFF FFFF

H'D800 0000

H'DBFF FFFF

29
6

 

図 13.2 アドレス空間 
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（1） アクセス 

CPU、DMAC は 8/16/32 または 64 ビットサイズで、H-UDI、AUDR は 8/16/32 ビットサイズで、DRI/DRO

は 32 ビットサイズで SHwyRAM をアクセスできます。 

SHwyRAM は、高速アクセスが必要なプログラムエリアまたはスタックエリアやデータアクセスとしての

使用に適しています。 
 

（2） ポート 

各ページは 2 本の独立した読み出し/書き込みポートを持ち、SuperHyway バス、DRI/DRO 専用バスと接続

されています。 
 

（3） 優先順位 

同じページに対して、異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には優先順位に従ってアクセスが

処理されます。優先順位は、SuperHyway バス＞DRI/DRO 専用バスです。 
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レイアウトの都合上、このページは白紙です。 
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14. クロック発振器（CPG） 

14.1 概要 
クロック発振器（CPG）は、本 MCU 内部と外部デバイスにクロックパルスを供給します。本 MCU の CPG

は、発振回路と PLL 逓倍回路で構成されています。CPG でクロックを発生させる方法としては、水晶発振子

を接続する方法と外部クロックを入力する方法の 2 通りがあります。 

発振回路は入力クロックと同じ周波数で発振します。 

MCU の内部に供給されるクロックは、CPU クロック（Ick）、SHwy クロック（SHck）、周辺クロック（Pck）、

周辺 A クロック（PAck）、FlexRay クロック（FRck）の 5 種類のクロックです。 

CPU クロック（Ick）は、CPU、FPU、キャッシュなどのモジュールに供給されます。SHwy クロック（SHck）

は、SHwyRAM、ROM などのモジュールに供給されます。CPU クロック（Ick）周波数は、EXTAL 端子から

の入力クロック周波数の 8 倍です。 

表 14.1 に入力周波数と内部クロックの関係を示します。 
 

表 14.1 入力周波数と内部クロックの関係 

入力 

周波数 

（MHz） 

PLL 

逓倍比 

（入力対 CPU） 

CPU 

クロック 

（MHz） 

SHwy 

クロック 

（MHz） 

周辺 

クロック 

（MHz） 

周辺 A 

クロック 

（MHz） 

FlexRay 

クロック 

（MHz） 

20 ×8 160 80 40 80 80 

 

周辺クロック（Pck）は、主に内蔵周辺モジュールに供給され、周波数は EXTAL 端子からの入力クロック

周波数の 2 倍です。CLKOUT 端子から出力するシステムクロックには、周辺クロック（Pck）を出力します。

周辺 A クロック（PAck）はダイレクト RAM インプットインタフェース（DRI）に供給されます。FlexRay

クロック（FRck）は FlexRay に供給されます。 
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図 14.1 に CPG のブロック図を示します。 

EXTAL

XTAL

CLKOUT

CPU

Ick

FlexRay

FRck

A

PAck Pck

8 4 4 4 2

PLL

CPG

SHwy

SHck

I/O

 

図 14.1 CPG のブロック図 
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14.2 入出力端子 
表 14.2 に CPG に関連する端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 14.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

EXTAL 入力 水晶発振子または外部クロックの入力 

XTAL 出力 水晶発振子を接続 

CLKOUT 出力 システムクロック出力 

PLLVcc 入力 PLL 逓倍回路用電源 

PLLVss 入力 PLL 逓倍回路用グランド 
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14.3 レジスタの説明 
表 14.3 に CPG のレジスタ構成を示します。 

 

表 14.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

発振ステータスレジスタ OSCSR H'00 H'FFFF 2810 8 14-4 

発振コントロールレジスタ OSCCR H'00 H'FFFF 2814 8 14-5 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

14.3.1 発振ステータスレジスタ（OSCSR） 
OSCSR レジスタは、読み出し専用レジスタで、発振停止検出フラグで構成されます。 

 

OSC 
STOP

7 6 5 4 3 2 1 0

OSCSR P4 H'FFFF 2810

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

0 OSCSTOP 0 R N 発振停止検出フラグ 

OSCSTOP ビットは読み出し専用ビットで書き込みはできません。

OSCSTOPビットは、一度"1"にセットされた後は値を保持し続けます。ハー

ドウェアリセットでのみ"0"にクリアできます。 

0：発振正常動作状態 

1：発振停止検出/内部発振回路クロック供給*1 

［"0"クリア条件］ 

• ハードウェアリセット 

［"1"セット条件］ 

• INOSCE＝"1"で、発振回路出力が"1"または"0"にスタックしたとき 

【注】 *1 EXTAL 入力が停止した場合、PLL 回路の固有の周波数で発振します。 
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14.3.2 発振コントロールレジスタ（OSCCR） 
OSCCR レジスタは、発振停止検出機能の有効/無効を制御するビットで構成されます。 

 

INOSCE

7 6 5 4 3 2 1 0

OSCCR P4 H'FFFF 2814

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 INOSCE 0 R W 発振停止検出機能イネーブルビット 

0：発振停止検出機能を無効にする 

1：発振停止検出機能を有効にする 
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14.4 クロックソース 
クロックソースとして、水晶発振子と外部クロックのどちらかを選ぶことができます。 

14.4.1 水晶発振子の接続方法 

（1） 回路構成 

図 14.2 に水晶発振子の接続方法を示します。水晶発振子は、AT カット基本波仕様のものを使用してくだ

さい。また、図 14.2 のように負荷容量（CL1、CL2）を必ず接続してください。 

水晶発振子と内部の発振器によって生成されたクロックパルスは、PLL 逓倍回路で逓倍されて、本 MCU

の内部と外部デバイスに供給されます。 

なお、水晶発振子と MCU の相性については、水晶発振子メーカとご相談ください。 

EXTAL

XTAL

CL2

CL1

Rd  

図 14.2 水晶発振子の接続例 

（2） 水晶発振子 

図 14.3 に水晶発振子の等価回路を示します。 

L CL

Co
EXTAL XTAL

Rs

 

図 14.3 水晶発振子の等価回路 

14.4.2 外部クロックの入力方法 
図 14.4 に外部クロック入力の接続例を示します。 

外部クロックを入力する場合でも、PLL 安定時間の確保のため、電源投入時は発振安定時間以上待つよう

にしてください。 

XTAL

EXTAL

 

図 14.4 外部クロック入力方法 
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14.5 使用上の注意事項 

14.5.1 ボード設計上の注意事項 
水晶発振子と負荷容量は、できるだけ EXTAL 端子と XTAL 端子の近くに置いてください。ノイズの影響

を受けずに正しく発振させるため、EXTAL 端子と XTAL 端子の信号線は、他の信号線と交差させないでくだ

さい。 

EXTAL

XTAL

CL2

CL1

 

図 14.5 ボード設計上の注意事項 

14.5.2 PLL 逓倍回路用電源接続時の注意事項 
PLLVCC端子と PLLVSS端子は、その他の VCC端子、VSS端子とはボードの電源供給元から分離し、端子の近

くにバイパスコンデンサ CPBおよび CBを必ず挿入してください。 

PLLVCC

PLLVSS

VCC

VSS

CPB

CB

Rp

 

図 14.6 PLL 逓倍回路用電源接続時の注意事項 
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15. 割り込みコントローラ（INTC） 

15.1 概要 
割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPU への割り込み要求を制御しま

す。INTC には、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジスタに設定した

優先順位に従って割り込み要求を処理します。表 15.1 に INTC の概要を示します。 
 

表 15.1 INTC の概要 

項目 概要 

割り込み優先順位 • IRQ 割り込み（IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7）：15 レベル 

• 内蔵周辺モジュール割り込み：30 レベル 

NMI 要求保留機能 • SR レジスタの BL ビットが"1"のとき、NMI 要求を保留するかを選択可能 

NMI 端子入力レベルモニタ

機能 

• NMI 端子の状態を示す NMI レベルビットあり 

割り込み例外処理ルーチンでこのビットを読み出すことにより端子状態を確認でき、ノイズ

キャンセラとして使用可能 

NMI 検出 • 立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジから選択可能 

IRQn 検出 • "H"レベル、"L"レベル、立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジから選択可能 

IMASK 更新選択機能 • SR レジスタの IMASK ビットを受け付けた割り込みレベルに自動更新可能 
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図 15.1 に INTC のブロック図を示します。 

IRQ0 IRQ2 IRQ5 IRQ7

NMI

1 15
15

SR.IMASK

CPU

NMI

IRQ

INTPRI

USERIMASK.UIMASK

ICR0 ICR1

*1  1 4  
         
     TMU ATU-IIIS SCIF RSPI IIC DRI CAN PDAC ADC DRO FlexRay

ICR0 ICR1  0 1
INTPRI  
INT2PRI0 12  0 12 
SR.IMASK  IMASK  
USERIMASK.UIMASK  UIMASK

INT2PRI0 12

INTC

1

2 31
30

DMAC

H-UDI

WDT

 

図 15.1 INTC のブロック図 

15.1.1 INTC で想定する割り込み要求要因 
INTC では、例外処理のうちノンマスカブル割り込み（NMI 割り込み）と一般割り込み（IRQ 割り込み、

内蔵周辺モジュール割り込み）要求を管理します。表 15.2 と表 15.3 に割り込み要求要因の一覧を示します。 
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表 15.2 割り込み要求要因（NMI 割り込みと IRQ 割り込み） 

モジュール名 ソフトウェアによる割り込み

優先順位設定可能な要因*1

割り込み要求要因 INTEVT 

（例外コード） 

ハードウェアによる

優先順位*2 

INTC（NMI 割り込み） － NMIFL H'1C0 

IRQ0 IRQ0 H'240 

IRQ1 IRQ1 H'280 

IRQ2 IRQ2 H'2C0 

（予約） （予約） H'300 

（予約） （予約） H'340 

IRQ5 IRQ5 H'380 

IRQ6 IRQ6 H'3C0 

INTC（IRQ 割り込み） 

IRQ7 IRQ7 H'200 

高 

 

 

 

 

 

 

 

低 

【注】 *1 INTPRI レジスタで 0～15 レベルの優先順位が設定できます（0 を設定した場合、割り込み禁止設定となります）。 

 *2 ハードウェアによる優先順位は、「NMI 割り込み＞IRQ 割り込み＞内蔵周辺モジュール割り込み」となります。 
 

表 15.3 割り込み要求要因（内蔵周辺モジュール割り込み） 

モジュール名 ソフトウェアによる割り込み

優先順位設定可能な要因*1

割り込み要求要因*2 INTEVT 

（例外コード） 

ハードウェアによる

優先順位*3 

WDT WDT WDT H'560 

TUNI0 TUNI0 H'580 

TUNI1 TUNI1 H'5A0 

TMU 

TUNI2 TUNI2 H'5C0 

H-UDI HUDI HUDI H'600 

DMINT0 H'700 

DMINT1 H'720 

DMINT2 H'740 

DMINT3 H'760 

DMAE0（DMA0～5） H'780 

DMAC0T3 

DMAE1（DMA6～11） H'7A0 

DMINT4 H'7C0 DMAC4T5 

DMINT5 H'840 

DMINT6 H'860 

DMINT7 H'880 

DMINT8 H'8A0 

DMINT9 H'8C0 

DMINT10 H'8E0 

DMAC 

 

DMAC6T11 

DMINT11 H'900 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 
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モジュール名 ソフトウェアによる割り込み

優先順位設定可能な要因*1 

割り込み要求要因*2 INTEVT 

（例外コード） 

ハードウェアによる

優先順位*3 

ICIA00 H'A00 

ICIA01 H'A20 

ICIA02 H'A40 

ICIA03 H'A60 

ICIA04 H'A80 

（予約） H'AA0 

ATU-IIIS 

タイマ A 

TA 

OVIA0 H'AC0 

ICIF0 H'B00 

ICIF1 H'B20 

ICIF2 H'B40 

（予約） H'B60 

OVIF0 H'B80 

OVIF1 H'BA0 

OVIF2 H'BC0 

ATU-IIIS 

タイマ F 

TF 

（予約） H'BE0 

CMIG0 CMIG0 H'C00 

CMIG1 CMIG1 H'C20 

CMIG2 CMIG2 H'C40 

CMIG3 CMIG3 H'C60 

CMIG4 CMIG4 H'C80 

ATU-IIIS 

タイマ G 

CMIG5 CMIG5 H'CA0 

TOU00UDF H'D00 

TOU01UDF H'D20 

TOU02UDF H'D40 

TOU00 

TOU03UDF H'D60 

TOU04UDF H'D80 

TOU05UDF H'DA0 

TOU06UDF H'DC0 

TOU04 

TOU07UDF H'DE0 

TOU10UDF H'E00 

TOU11UDF H'E20 

TOU12UDF H'E40 

ATU-IIIS 

タイマ TOU 

TOU10 

TOU13UDF H'E60 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 
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モジュール名 ソフトウェアによる割り込み

優先順位設定可能な要因*1 

割り込み要求要因*2 INTEVT 

（例外コード） 

ハードウェアによる

優先順位*3 

TOU14UDF H'E80 

TOU15UDF H'EA0 

TOU16UDF H'EC0 

TOU14 

TOU17UDF H'EE0 

TOU20UDF H'F00 

TOU21UDF H'F20 

TOU22UDF H'F40 

TOU20 

TOU23UDF H'F60 

TOU24UDF H'F80 

TOU25UDF H'FA0 

TOU26UDF H'FC0 

TOU24 

TOU27UDF H'FE0 

TOU30UDF H'1000 

TOU31UDF H'1020 

TOU32UDF H'1040 

TOU30 

TOU33UDF H'1060 

TOU34UDF H'1080 

TOU35UDF H'10A0 

TOU36UDF H'10C0 

TOU34 

TOU37UDF H'10E0 

TOU40UDF H'1100 

TOU41UDF H'1120 

TOU42UDF H'1140 

TOU40 

TOU43UDF H'1160 

TOU44UDF H'1180 

TOU45UDF H'11A0 

TOU46UDF H'11C0 

ATU-IIIS 

タイマ TOU 

TOU44 

TOU47UDF H'11E0 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 

 



15. 割り込みコントローラ（INTC）  

Rev.1.10 2011.09.16  15-6   

R01UH0030JJ0110  

モジュール名 ソフトウェアによる割り込み

優先順位設定可能な要因*1 

割り込み要求要因*2 INTEVT 

（例外コード） 

ハードウェアによる

優先順位*3 

ERI0 H'1200 

RXI0 H'1220 

BRI0 H'1240 

SCIF0 

TXI0 H'1260 

ERI1 H'1280 

RXI1 H'12A0 

BRI1 H'12C0 

SCIF1 

TXI1 H'12E0 

ERI2 H'1300 

RXI2 H'1320 

BRI2 H'1340 

SCIF2 

TXI2 H'1360 

ERI3 H'1380 

RXI3 H'13A0 

BRI3 H'13C0 

SCIF 

SCIF3 

TXI3 H'13E0 

SPEI0 H'1400 

SPRI0 H'1420 

RSPI0 

SPTI0 H'1440 

SPEI1 H'1460 

SPRI1 H'1480 

RSPI1 

SPTI1 H'14A0 

SPEI2 H'14C0 

SPRI2 H'14E0 

RSPI 

RSPI2 

SPTI2 H'1500 

IIC3 IICI IICI H'1600 

DRI0EVENT H'1700 

DRI0DEC H'1720 

DRI0 

DRI0TRM H'1740 

DRI1EVENT H'1760 

DRI1DEC H'1780 

DRI1 

DRI1TRM H'17A0 

DRI2EVENT H'17C0 

DRI2DEC H'17E0 

DRI 

DRI2 

DRI2TRM H'1800 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 
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モジュール名 ソフトウェアによる割り込み

優先順位設定可能な要因*1 

割り込み要求要因*2 INTEVT 

（例外コード） 

ハードウェアによる

優先順位*3 

DRO DRO DRO H'1820 

FRINT0 H'1900 FRINT 

FRINT1 H'1920 

FRTINT0 H'1940 

FlexRay*4 

FRTINT 

FRTINT1 H'1960 

ERS0 H'1A00 

RXF0 H'1A20 

TXF0 H'1A40 

RXM00 H'1A80 

RXM10 H'1AA0 

CAN0 

TXM0 H'1AC0 

ERS1 H'1B00 

RXF1 H'1B20 

TXF1 H'1B40 

RXM01 H'1B80 

RXM11 H'1BA0 

CAN1 

TXM1 H'1BC0 

ERS2 H'1C00 

RXF2 H'1C20 

TXF2 H'1C40 

RXM02 H'1C80 

RXM12 H'1CA0 

CAN2 

TXM2 H'1CC0 

ERS3 H'1D00 

RXF3 H'1D20 

TXF3 H'1D40 

RXM03 H'1D80 

RXM13 H'1DA0 

CAN 

CAN3 

TXM3 H'1DC0 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 
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モジュール名 ソフトウェアによる割り込み

優先順位設定可能な要因*1 

割り込み要求要因*2 INTEVT 

（例外コード） 

ハードウェアによる

優先順位*3 

AD0I H'1E00 

AD1I H'1E20 

AD0ID0 H'1E40 

（予約） H'1E60 

AD0ID2 H'1E80 

（予約） H'1EA0 

AD0ID4 H'1EC0 

（予約） H'1EE0 

AD0ID6 H'1F00 

（予約） H'1F20 

AD0ID8 H'1F40 

AD0ID9 H'1F60 

AD0ID10 H'1F80 

AD0ID11 H'1FA0 

AD0ID12 H'1FC0 

AD0ID13 H'1FE0 

AD0ID14 H'2000 

AD0ID15 H'2020 

AD1ID0 H'2040 

AD1ID1 H'2060 

（予約） H'2080 

（予約） H'20A0 

AD1ID4 H'20C0 

AD1ID5 H'20E0 

（予約） H'2100 

ADC ADC 

（予約） H'2120 

PDAC PDAC PDIINT H'2200 

ICIA10 H'2300 

ICIA11 H'2320 

ICIA12 H'2340 

（予約） H'2360 

ICIA14 H'2380 

ICIA15 H'23A0 

ATU-IIIS 

タイマ A 

TA 

OVIA1 H'23C0 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 

【注】 *1 INT2PRIn レジスタ（n=0～12）で内蔵周辺モジュール割り込みの 0～31 レベルの優先順位が設定できます 

（0、1 を設定した場合、割り込み禁止設定となります）。 
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 *2 INT2Bm レジスタ（m=0～10、12）で割り込み要求要因の確認ができます。 

 *3 ハードウェアによる優先順位は、「NMI 割り込み＞IRQ 割り込み＞内蔵周辺モジュール割り込み」となります。

また、ハードウェアによる優先順位は、INTEVT（例外コード）が低い方が高くなります。 

 *4 SH7456 グループは FlexRay モジュールを内蔵していません。 
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15.2 入出力端子 
表 15.4 に INTC の端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 15.4 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

NMI 入力 マスク不可能な割り込み要求信号入力 

IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7 入力 外部割り込み要求信号の入力 
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15.3 レジスタの説明 
表 15.5 に INTC のレジスタ構成を示します。 

 

表 15.5 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 不定 H'FFFF F000 32 15-13 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 H'0000 0000 H'FFFF F01C 32 15-15 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI H'0000 0000 H'FFFF F010 32 15-16 

割り込み要因レジスタ INTREQ H'0000 0000 H'FFFF F024 32 15-17 

割り込みマスクレジスタ INTMSK H'FF00 0000 H'FFFF F044 32 15-19 

割り込みマスククリアレジスタ INTMSKCLR H'0000 0000 H'FFFF F064 32 15-20 

NMI フラグコントロールレジスタ NMIFCR 不定 H'FFFF F0C0 32 15-21 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK H'0000 0000 H'FFFF F300 32 15-22 

割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 H'0000 0000 H'FFFF F400 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 H'0000 0000 H'FFFF F404 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 H'0000 0000 H'FFFF F408 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 H'0000 0000 H'FFFF F40C 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 H'0000 0000 H'FFFF F410 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 H'0000 0000 H'FFFF F414 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 H'0000 0000 H'FFFF F418 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 H'0000 0000 H'FFFF F41C 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 H'0000 0000 H'FFFF F4A0 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 H'0000 0000 H'FFFF F4A4 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 H'0000 0000 H'FFFF F4A8 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 H'0000 0000 H'FFFF F4AC 32 15-24 

割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 H'0000 0000 H'FFFF F4B0 32 15-24 

割り込み要因レジスタ 00（マスク状態の影響なし） INT2A00 H'0000 0000 H'FFFF F430 32 15-26 

割り込み要因レジスタ 01（マスク状態の影響なし） INT2A01 H'0000 0000 H'FFFF F4C0 32 15-28 

割り込み要因レジスタ 10（マスク状態の影響あり） INT2A10 H'0000 0000 H'FFFF F434 32 15-30 

割り込み要因レジスタ 11（マスク状態の影響あり） INT2A11 H'0000 0000 H'FFFF F4C4 32 15-32 

割り込みマスクレジスタ 0 INT2MSKR H'FFFF FFFF H'FFFF F438 32 15-34 

割り込みマスクレジスタ 1 INT2MSKR1 H'FFFF FFFF H'FFFF F4D0 32 15-36 

割り込みマスククリアレジスタ 0 INT2MSKCR H'0000 0000 H'FFFF F43C 32 15-38 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INT2MSKCR1 H'0000 0000 H'FFFF F4D4 32 15-40 

モジュール別割り込み要因レジスタ 0 INT2B0 H'0000 0000 H'FFFF F440 32 15-42 

モジュール別割り込み要因レジスタ 1 INT2B1 H'0000 0000 H'FFFF F444 32 15-43 

モジュール別割り込み要因レジスタ 2 INT2B2 H'0000 0000 H'FFFF F448 32 15-44 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

モジュール別割り込み要因レジスタ 3 INT2B3 H'0000 0000 H'FFFF F44C 32 15-46 

モジュール別割り込み要因レジスタ 4 INT2B4 H'0000 0000 H'FFFF F450 32 15-47 

モジュール別割り込み要因レジスタ 5 INT2B5 H'0000 0000 H'FFFF F454 32 15-48 

モジュール別割り込み要因レジスタ 6 INT2B6 H'0000 0000 H'FFFF F458 32 15-49 

モジュール別割り込み要因レジスタ 7 INT2B7 H'0000 0000 H'FFFF F45C 32 15-50 

モジュール別割り込み要因レジスタ 8 INT2B8 H'0000 0000 H'FFFF F460 32 15-51 

モジュール別割り込み要因レジスタ 10 INT2B10 H'0000 0000 H'FFFF F468 32 15-53 

モジュール別割り込み要因レジスタ 11 INT2B11 H'0000 0000 H'FFFF F46C 32 15-54 

モジュール別割り込み要因レジスタ 12 INT2B12 H'0000 0000 H'FFFF F494 32 15-55 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 



 15. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.1.10 2011.09.16  15-13

  R01UH0030JJ0110 

15.3.1 割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 
ICR0 レジスタは、NMI 端子の入力信号検出モードを設定し、NMI 端子に入力されている信号のレベルを

示します。 
 

0 ICR0 P4 H'FFFF F000

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

NMIL

31

MAI NMIB NMIE

16

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 NMIL 不定 R － NMI 入力レベルビット 

NMI 端子に入力されている信号のレベルが設定されます。 

NMIL ビットを読み出すことによって、NMI 端子のレベルを知ることができ

ます。 

0：NMI 端子に"L"レベルが入力されている 

1：NMI 端子に"H"レベルが入力されている 

30 MAI 0 R W NMI 割り込みマスクビット 

CPU が SR/BL ビットにかかわらず、NMI 端子の入力レベルが"L"レベルの期

間すべての割り込みをマスクするかどうかを指定します。 

詳細は表 15.6 を参照してください。 

0：NMI が"L"レベルでも、割り込み許可 

1：NMI が"L"レベルの期間、割り込み禁止 

29～26 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

25 NMIB 0 R W NMI ブロックモードビット 

CPUがSR/BLビットが"1"のときにNMI割り込みをBLビットが"0"になるま

で保留するか、即時に検出するか選択します。 

0：BL＝"1"のとき NMI 割り込みを保留する 

1：BL＝"1"のとき NMI 割り込みを保留しない 

【注】・BL＝"1"のままで割り込みを受け付けると、以前の例外情報（SSR、

SPC、SGR、INTEVT）は失われます。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

24 NMIE 0 R W NMI エッジセレクトビット 

NMI 端子に入力した割り込み要求信号の検出方法を、立ち下がりエッジ、立

ち上がりエッジ検出から選択できます。本ビットを書き換えた場合、書き換

えてから最大 6Pck 期間、NMI 割り込みを検出しません。 

0：割り込み要求を NMI 入力の立ち下がりエッジで検出 

1：割り込み要求を NMI 入力の立ち上がりエッジで検出 

23 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

22～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 

表 15.6 BL ビットと MAI ビットの関係 

SR.BL ビット ICR0.MAI ビット NMI 端子レベル 割り込み許可/禁止 

"L" 許可 "0" 

"H" 許可 

"L" 禁止 

"0" 

"1" 

"H" 許可 

"L" 禁止 "0" 

"H" 禁止 

"L" 禁止 

"1" 

"1" 

"H" 禁止 
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15.3.2 割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 
ICR1 レジスタは、IRQ 割り込み（IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7）端子に入力した信号の検出方法を設定しま

す。 
 

1 ICR1 P4 H'FFFF F01C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

IRQ0S IRQ1S IRQ2S IRQ5S IRQ6S IRQ7S

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31、30 IRQ0S すべて 0 R W 

29、28 IRQ1S すべて 0 R W 

27、26 IRQ2S すべて 0 R W 

IRQn センスセレクトビット 

IRQ 割り込み（IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7）端子に入力した割り込み要求信

号の検出方法を、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、"L"レベル、"H"レ

ベル検出から選択できます。IRQ0S ビットは IRQ0 端子、IRQ7S ビットは

IRQ7 端子に対応しています。 

00：割り込み要求を IRQn 入力の立ち下がりエッジで検出 

01：割り込み要求を IRQn 入力の立ち上がりエッジで検出 

10：割り込み要求を IRQn 入力の"L"レベルで検出 

11：割り込み要求を IRQn 入力の"H"レベルで検出 

25～22 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

21、20 IRQ5S すべて 0 R W 

19、18 IRQ6S すべて 0 R W 

17、16 IRQ7S すべて 0 R W 

IRQn センスセレクトビット 

IRQ 割り込み（IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7）端子に入力した割り込み要求信

号の検出方法を、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、"L"レベル、"H"レ

ベル検出から選択できます。IRQ0S ビットは IRQ0 端子、IRQ7S ビットは

IRQ7 端子に対応しています。 

00：割り込み要求を IRQn 入力の立ち下がりエッジで検出 

01：割り込み要求を IRQn 入力の立ち上がりエッジで検出 

10：割り込み要求を IRQn 入力の"L"レベルで検出 

11：割り込み要求を IRQn 入力の"H"レベルで検出 

15～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】n=0～2、5～7 
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15.3.3 割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI） 
INTPRI レジスタは、IRQ 割り込み（IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7）の優先順位（レベル 15～0）を設定しま

す。 
 

INTPRI P4 H'FFFF F010

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

IRQ0 IRQ1 IRQ2

IRQ5 IRQ6 IRQ7

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～28 IRQ0 すべて 0 R W 

27～24 IRQ1 すべて 0 R W 

23～20 IRQ2 すべて 0 R W 

IRQn 割り込み優先レベルビット 

IRQn に対応する各ビットに H'F～H'1（レベル 15～1）の値を設定して割り

込み優先順位を定めてください。値が大きいほど優先順位が高くなります。

また、H'0（レベル 0）を設定した場合は割り込みがマスクされます。 

19～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11～8 IRQ5 すべて 0 R W 

7～4 IRQ6 すべて 0 R W 

3～0 IRQ7 すべて 0 R W 

IRQn 割り込み優先レベルビット 

IRQn に対応する各ビットに H'F～H'1（レベル 15～1）の値を設定して割り

込み優先順位を定めてください。値が大きいほど優先順位が高くなります。

また、H'0（レベル 0）を設定した場合は割り込みがマスクされます。 

【記号説明】n=0～2、5～7 
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15.3.4 割り込み要因レジスタ（INTREQ） 
INTREQ レジスタは、INTC に IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7 のうち、どの IRQ 割り込みが要求されているか

を示します。INTPRI レジスタ、INTMSK レジスタによって割り込みがマスクされても本レジスタのビットは

影響を受けません。 
 

INTREQ P4 H'FFFF F024

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ5 IRQ6 IRQ7

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 IRQ0 0 R *1 

30 IRQ1 0 R *1 

29 IRQ2 0 R *1 

IRQn 割り込み要因ビット 

IRQn に対応する端子に割り込み要求が入力されているかを示します。 

• エッジ検出時（ICR1.IRQnS＝"00"または"01"） 

• レベル検出時（ICR1.IRQnS＝"10"または"11"） 

本ビットへの書き込みは無効です。本ビットのクリア方法は、「15.7.2 レ

ベル検出設定時の IRQ 割り込み要求のクリア方法」を参照してください。

0：割り込み要求を検出していない 

1：割り込み要求を検出した 

28、27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 



15. 割り込みコントローラ（INTC）  

Rev.1.10 2011.09.16  15-18   

R01UH0030JJ0110  

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

26 IRQ5 0 R *1 

25 IRQ6 0 R *1 

24 IRQ7 0 R *1 

IRQn 割り込み要因ビット 

IRQn に対応する端子に割り込み要求が入力されているかを示します。 

• エッジ検出時（ICR1.IRQnS＝"00"または"01"） 

• レベル検出時（ICR1.IRQnS＝"10"または"11"） 

本ビットへの書き込みは無効です。本ビットのクリア方法は、「15.7.2 レ

ベル検出設定時の IRQ 割り込み要求のクリア方法」を参照してください。

0：割り込み要求を検出していない 

1：割り込み要求を検出した 

23～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【注】 *1 エッジ検出時、フラグビットをクリアするためには、レジスタを読み出し、"1"が読み出せたフラグビットにのみ

"0"を書き込んでください。"0"が読み出せたフラグビットには"1"を書き込んでください。フラグビットをクリア

しないときには、常に"1"を書き込んでください。 

【記号説明】n=0～2、5～7 
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15.3.5 割り込みマスクレジスタ（INTMSK） 
INTMSK レジスタは、IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7 割り込み要求ごとに割り込みマスクを設定します。割り

込みマスクを解除するには、INTMSKCLR レジスタの対応するビットに"1"を書き込みます。本レジスタの各

ビットに"0"を書き込んでも値は変化しません。 
 

INTMSK P4 H'FFFF F044

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ5 IRQ6 IRQ7

16

1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 01 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'FF00 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 IRQ0 1 R Ｗ 

30 IRQ1 1 R Ｗ 

29 IRQ2 1 R Ｗ 

IRQn 割り込み要求マスク設定ビット 

IRQn に対応する割り込み要求ごとに割り込みマスクを設定します。 

このビットへの"0"書き込みは無効です。 

本ビットのクリア方法は、「15.3.6 割り込みマスククリアレジスタ 

（INTMSKCLR）」を参照してください。 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 

28、27 － すべて 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

26 IRQ5 1 R Ｗ 

25 IRQ6 1 R Ｗ 

24 IRQ7 1 R Ｗ 

IRQn 割り込み要求マスク設定ビット 

IRQn に対応する割り込み要求ごとに割り込みマスクを設定します。 

このビットへの"0"書き込みは無効です。 

本ビットのクリア方法は、「15.3.6 割り込みマスククリアレジスタ 

（INTMSKCLR）」を参照してください。 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 

23～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】n=0～2、5～7 
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15.3.6 割り込みマスククリアレジスタ（INTMSKCLR） 
INTMSKCLR レジスタは、INTMSK レジスタで設定された IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7 割り込み要求のマス

クをクリアできます。本レジスタの該当ビットに"1"を設定すると、そのビットに対応する割り込み要因のマ

スクがクリアされます。読み出した値は不定です。 
 

INTMSKCLR P4 H'FFFF F064

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ5 IRQ6 IRQ7

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 IRQ0 0 ? W 

30 IRQ1 0 ? W 

29 IRQ2 0 ? W 

IRQn 割り込み要求マスククリアビット 

IRQn に対応する各ビットの割り込み要求マスク設定をクリアするかどうか

を設定します。本ビットの読み出し値は不定です。 

本ビットへの"0"書き込みは無効です。 

0：マスク設定をクリアしない 

1：マスク設定をクリアする 

28、27 － すべて 0 ? 0 予約ビット 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込む値は常に"0"にしてください。

26 IRQ5 0 ? W 

25 IRQ6 0 ? W 

24 IRQ7 0 ? W 

IRQn 割り込み要求マスククリアビット 

IRQn に対応する各ビットの割り込み要求マスク設定をクリアするかどうか

を設定します。本ビットの読み出し値は不定です。 

本ビットへの"0"書き込みは無効です。 

0：マスク設定をクリアしない 

1：マスク設定をクリアする 

23～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】n=0～2、5～7 
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15.3.7 NMI フラグコントロールレジスタ（NMIFCR） 
NMIFCR レジスタは、INTC が NMI を検出したかどうかを示します。NMIFL ビットは、INTC により NMI

が検出されると自動的に"1"にセットされます。NMIFL ビットは"0"を書き込むことでクリアされます。 

NMIFL ビットの値は CPU の NMI 受理には影響を与えません。つまり、INTC により検出された NMI 要求

は、CPU に受け付けられることによりクリアされますが、NMIFL ビットは自動的にクリアされません。また、

NMI 要求が CPU に受け付けられるより前に NMIFL ビットに"0"を書き込んだ場合でも、NMI 要求は取り消

されません。 
 

NMI NMIFCR P4 H'FFFF F0C0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

NMIFLNMIL

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 NMIL 不定 R － NMI 入力レベルビット 

NMI 端子への入力レベルを示します。 

0：NMI 端子に"L"レベルが入力されている 

1：NMI 端子に"H"レベルが入力されている 

30～17 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

16 NMIFL 0 R W NMI フラグ（NMI 割り込み要求信号検出）ビット 

INTC が NMI を検出したかどうかを示します。本ビットをクリアする場合、"0"

を書き込んでください。本ビットへの"1"書き込みは無効です。 

0：NMI が検出されていない 

1：NMI が検出された 

15～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 



15. 割り込みコントローラ（INTC）  

Rev.1.10 2011.09.16  15-22   

R01UH0030JJ0110  

15.3.8 ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK） 
USERIMASK レジスタは、割り込みレベルを設定します。UIMASK ビットの設定値以下の割り込みレベル

に設定された割り込みはマスクされます。"H'F"を設定すると NMI 割り込み以外の全割り込みがマスクされ

ます。 

CPU は、UIMASK ビットの設定値と SR レジスタの IMASK ビットの設定値より高い割り込みレベルに設

定された割り込みのみ受け付けます。 

また、割り込みが CPU に受け付けられても UIMASK ビットの値は変化しません。 

本レジスタは、ハードウェアリセット時に H'0000 0000（全割り込み許可）に初期化されます。 

誤書き込みを防止するため、本レジスタへの書き込みは、USERIMASKKEY ビット 31～24 が"H'A5"のとき

のみ有効です。 
 

USERIMASK P4 H'FFFF F300

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
UIMASK

USERIMASKKEY

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 USERIMASK 

KEY 

すべて 0 0 W USERIMASK レジスタライトキーコードビット 

UIMASK ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込み

データは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'A5：UIMASK ビットの書き換え許可 

H'A5 以外：UIMASK ビットの書き換え禁止 

23～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7～4 UIMASK すべて 0 R W ユーザ割り込みマスクレベルビット 

UIMASK 設定値以下のレベルの割り込みはマスクされます。 

3～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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（1） ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタの使用手順 

ユーザモードで本レジスタをアクセスする場合は、MMU によるアドレス変換によりアクセスします。マ

ルチタスク OS の場合、USERIMASK レジスタにアクセスできるプロセスは MMU の記憶保護により管理し

てください。また、そのタスクを終了する場合や他のタスクに切り替える場合は、必ず UIMASK ビットを"H'0"

にクリアしてください。誤って UIMASK ビットに"H'0"以外の値を設定したままタスクを終了すると、その割

り込みレベル以下の割り込みが禁止されたままとなり、OS のタスク切り替えが行われなくなるなどの不具合

を起こすことがあります。 

以下に使用手順の例を示します。 

1. 準備として、割り込みを以下のA.とB.に分類し、B.よりA.の割り込みレベルを高く設定します。 

A. デバイスドライバ中で割り込み受け付けされるべき割り込み 

 （OSで使用する割り込み；タイマ割り込みなど） 

B. デバイスドライバ中で割り込み禁止されるべき割り込み 

2. 割り込みを禁止したいデバイスドライバにのみUSERIMASKレジスタが存在するアドレス空間へのアク

セスを許可するようにMMUを設定します。 

3. デバイスドライバに分岐します。 

4. ユーザモードで動作するデバイスドライバ中で、B.の割り込みがマスクされるようにUIMASKビットを

設定します。 

5. デバイスドライバ中で緊急度の高い処理を行います。 

6. UIMASKビットを"H'0"にクリアし、デバイスドライバの処理から復帰します。 
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15.3.9 割り込み優先順位設定レジスタ 0～12（INT2PRI0～INT2PRI12） 
INT2PRI0～INT2PRI12 レジスタは、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位（レベル 31～0）を設定しま

す。設定する値が大きいほど優先順位が高くなります。個々の割り込み要因を 5 ビットで 32 通り、30 レベ

ル（設定値 H'00 と H'01 は要求がマスクされていることと同じ状態です）の優先レベルに割り付けることが

できます。 
 

P4 H'FFFF F4A4
P4 H'FFFF F4A0
P4 H'FFFF F41C
P4 H'FFFF F418
P4 H'FFFF F414
P4 H'FFFF F410

12 INT2PRI12

10 INT2PRI10
9 INT2PRI9
8 INT2PRI8
7 INT2PRI7
6 INT2PRI6
5 INT2PRI5
4 INT2PRI4
3 INT2PRI3 P4 H'FFFF F40C
2 INT2PRI2 P4 H'FFFF F408
1 INT2PRI1 P4 H'FFFF F404
0 INT2PRI0 P4 H'FFFF F400

P4 H'FFFF F4A8

P4 H'FFFF F4B0
11 INT2PRI11 P4 H'FFFF F4AC

15.7

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

15.7 15.7

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

15.7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

28～24 表 15.7 参照 すべて 0 R W 内蔵周辺モジュール割り込みの割り込み要求元のモジュールが割り当てられ

ています。各レジスタと割り込み要求元の対応は表 15.7 を参照してください。

23～21 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

20～16 表 15.7 参照 すべて 0 R W 内蔵周辺モジュール割り込みの割り込み要求元のモジュールが割り当てられ

ています。各レジスタと割り込み要求元の対応は表 15.7 を参照してください。

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

12～8 表 15.7 参照 すべて 0 R W 内蔵周辺モジュール割り込みの割り込み要求元のモジュールが割り当てられ

ています。各レジスタと割り込み要求元の対応は表 15.7 を参照してください。

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4～0 表 15.7 参照 すべて 0 R W 内蔵周辺モジュール割り込みの割り込み要求元のモジュールが割り当てられ

ています。各レジスタと割り込み要求元の対応は表 15.7 を参照してください。

 



 15. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.1.10 2011.09.16  15-25

  R01UH0030JJ0110 

表 15.7 に割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI12 レジスタの各ビットの対応を示します。 
 

表 15.7 割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI12 レジスタ 

ビット レジスタ 

28～24 20～16 12～8 4～0 

INT2PRI0 TUNI0 
（TMU） 

TUNI1 
（TMU） 

TUNI2 
（TMU） 

予約 

INT2PRI1 WDT 
（WDT） 

DMAC0T3 
（DMAC） 

DMAC4T5 
（DMAC） 

DMAC6T11 
（DMAC） 

INT2PRI2 SCIF0 
（SCIF） 

SCIF1 
（SCIF） 

SCIF2 
（SCIF） 

SCIF3 
（SCIF） 

INT2PRI3 RSPI0 
（RSPI） 

RSPI1 
（RSPI） 

RSPI2 
（RSPI） 

HUDI 
（H-UDI） 

INT2PRI4 DRI0 
（DRI） 

DRI1 
（DRI） 

DRI2 
（DRI） 

DRO 
（DRO） 

INT2PRI5 IICI 
（IIC3） 

ADC 
（ADC） 

TA 
（ATU-IIIS タイマ A） 

TF 
（ATU-IIIS タイマ F） 

INT2PRI6 CMIG0 
（ATU-IIIS タイマ G） 

CMIG1 
（ATU-IIIS タイマ G） 

CMIG2 
（ATU-IIIS タイマ G） 

CMIG3 
（ATU-IIIS タイマ G） 

INT2PRI7 CMIG4 
（ATU-IIIS タイマ G） 

CMIG5 
（ATU-IIIS タイマ G） 

TOU00 
（ATU-IIIS タイマ TOU） 

TOU04 
（ATU-IIIS タイマ TOU）

INT2PRI8 TOU10 
（ATU-IIIS タイマ TOU） 

TOU14 
（ATU-IIIS タイマ TOU）

TOU20 
（ATU-IIIS タイマ TOU） 

TOU24 
（ATU-IIIS タイマ TOU）

INT2PRI9 TOU30 
（ATU-IIIS タイマ TOU） 

TOU34 
（ATU-IIIS タイマ TOU）

TOU40 
（ATU-IIIS タイマ TOU） 

TOU44 
（ATU-IIIS タイマ TOU）

INT2PRI10 CAN0 
（CAN） 

CAN1 
（CAN） 

CAN2 
（CAN） 

CAN3 
（CAN） 

INT2PRI11 予約 予約 FRINT*1 
（FlexRay） 

FRTINT*1 
（FlexRay） 

INT2PRI12 PDAC 
（PDAC） 

予約 予約 予約 

【注】 *1 SH7456 グループの場合、予約ビットとなります。読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"

にしてください。 
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15.3.10 割り込み要因レジスタ 00（INT2A00）（マスク状態の影響なし） 
INT2A00 レジスタは、周辺モジュールからの割り込み要因を表示します。INT2MSKR レジスタに割り込み

マスクが設定されている場合でも、本レジスタは、INT2MSKR レジスタの状態の影響を受けずに該当ビット

の要因表示を行います。INT2MSKR レジスタの状態に応じて要因を非表示としたい場合は、INT2A10 レジス

タを使用してください。該当ビットの割り込み要因のクリアは、該当内蔵周辺モジュール側で行ってくださ

い。また、CPU に通知された INTEVT（例外コード）を直接読むことで、割り込み要因を特定することも可

能です。 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
HUDI RSPI2 RSPI1 RSPI0 SCIF3 SCIF2 SCIF1 SCIF0 DMAC

6T11
DMAC

4T5
DMAC

0T3 WDT TUNI2 TUNI1 TUNI0

31

TFCMIG5 CMIG4 CMIG3 CMIG2 CMIG1 CMIG0 TA ADC IICI DRO DRI2 DRI1 DRI0

16

00 00 00 00 00 00

00 00 00 00 00 00

00 00

0 0 0 0

00 INT2A00 P4 H'FFFF F430

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

29 CMIG5 0 R － タイマ G5 割り込み要因表示ビット 

28 CMIG4 0 R － タイマ G4 割り込み要因表示ビット 

27 CMIG3 0 R － タイマ G3 割り込み要因表示ビット 

26 CMIG2 0 R － タイマ G2 割り込み要因表示ビット 

25 CMIG1 0 R － タイマ G1 割り込み要因表示ビット 

24 CMIG0 0 R － タイマ G0 割り込み要因表示ビット 

23 TF 0 R － タイマ F 割り込み要因表示ビット 

22 TA 0 R － タイマ A 割り込み要因表示ビット 

21 ADC 0 R － ADC 割り込み要因表示ビット 

20 IICI 0 R － IIC3 割り込み要因表示ビット 

19 DRO 0 R － DRO 割り込み要因表示ビット 

18 DRI2 0 R － DRI2 割り込み要因表示ビット 

17 DRI1 0 R － DRI1 割り込み要因表示ビット 

16 DRI0 0 R － DRI0 割り込み要因表示ビット 

15 HUDI 0 R － H-UDI 割り込み要因表示ビット 

14 RSPI2 0 R － RSPI2 割り込み要因表示ビット 

13 RSPI1 0 R － RSPI1 割り込み要因表示ビット 

12 RSPI0 0 R － RSPI0 割り込み要因表示ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

11 SCIF3 0 R － SCIF3 割り込み要因表示ビット 

10 SCIF2 0 R － SCIF2 割り込み要因表示ビット 

9 SCIF1 0 R － SCIF1 割り込み要因表示ビット 

8 SCIF0 0 R － SCIF0 割り込み要因表示ビット 

7 DMAC6T11 0 R － DMA6～DMA11 割り込み要因表示ビット

6 DMAC4T5 0 R － DMA4～DMA5 割り込み要因表示ビット 

5 DMAC0T3 0 R － DMA0～DMA3 割り込み要因表示ビット 

4 WDT 0 R － WDT 割り込み要因表示ビット 

3 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

2 TUNI2 0 R － TMU2 割り込み要因表示ビット 

1 TUNI1 0 R － TMU1 割り込み要因表示ビット 

0 TUNI0 0 R － TMU0 割り込み要因表示ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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15.3.11 割り込み要因レジスタ 01（INT2A01）（マスク状態の影響なし） 
INT2A01 レジスタは、内蔵周辺モジュールからの割り込み要因を表示します。INT2MSKR1 レジスタに割

り込みマスクが設定されている場合でも、本レジスタは、INT2MSKR1 レジスタの状態の影響を受けずに該

当ビットの要因表示を行います。INT2MSKR1 レジスタの状態に応じて要因を非表示としたい場合は、

INT2A11 レジスタを使用ください。該当ビットの割り込み要因のクリアは該当内蔵周辺モジュール側で行っ

てください。また、CPU に通知された INTEVT（例外コード）を直接読むことで、割り込み要因を特定する

ことも可能です。 
 

00 00 00 00 00 0 00 0 00

0 00 00 00 00 0 00 0 000

01 INT2A01 P4 H'FFFF F4C0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CAN3

PDAC FRT 
INT FRINT

CAN2 CAN1 CAN0 TOU44 TOU40 TOU34 TOU30 TOU24 TOU20 TOU14 TOU10 TOU04 TOU00

31 16

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

18 PDAC 0 R － PDAC 割り込み要因表示ビット 

17 FRTINT 0 R － FlexRay タイマ割り込み要因表示ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

16 FRINT 0 R － FlexRay 割り込み要因表示ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

15、14 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

13 CAN3 0 R － CAN3 割り込み要因表示ビット 

12 CAN2 0 R － CAN2 割り込み要因表示ビット 

11 CAN1 0 R － CAN1 割り込み要因表示ビット 

10 CAN0 0 R － CAN0 割り込み要因表示ビット 

9 TOU44 0 R － タイマ TOU4_4～TOU4_7 割り込み要因表示

ビット 

8 TOU40 0 R － タイマ TOU4_0～TOU4_3 割り込み要因表示

ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 

 



 15. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.1.10 2011.09.16  15-29

  R01UH0030JJ0110 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 TOU34 0 R － タイマ TOU3_4～TOU3_7 割り込み要因表示

ビット 

6 TOU30 0 R － タイマ TOU3_0～TOU3_3 割り込み要因表示

ビット 

5 TOU24 0 R － タイマ TOU2_4～TOU2_7 割り込み要因表示

ビット 

4 TOU20 0 R － タイマ TOU2_0～TOU2_3 割り込み要因表示

ビット 

3 TOU14 0 R － タイマ TOU1_4～TOU1_7 割り込み要因表示

ビット 

2 TOU10 0 R － タイマ TOU1_0～TOU1_3 割り込み要因表示

ビット 

1 TOU04 0 R － タイマ TOU0_4～TOU0_7 割り込み要因表示

ビット 

0 TOU00 0 R － タイマ TOU0_0～TOU0_3 割り込み要因表示

ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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15.3.12 割り込み要因レジスタ 10（INT2A10）（マスク状態の影響あり） 
INT2A10 レジスタは、内蔵周辺モジュールからの割り込み要因を表示します。ただし、INT2MSKR レジス

タに割り込みマスクが設定されている場合は、該当ビットに要因は表示されません（"1"にセットされません）。

INT2MSKR レジスタの状態にかかわらず割り込みヘ発生の有無を確認する場合は、INT2A00 レジスタを使用

ください。該当ビットの割り込み要因のクリアは、該当内蔵周辺モジュール側で行ってください。また、CPU

に通知された INTEVT（例外コード）を直接読むことで、割り込み要因を特定することも可能です。 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
HUDI RSPI2 RSPI1 RSPI0 SCIF3 SCIF2 SCIF1 SCIF0 DMAC

6T11
DMAC

4T5
DMAC

0T3 WDT TUNI2 TUNI1 TUNI0

31

ADCTATFCMIG5 CMIG4 CMIG3 CMIG2 CMIG1 CMIG0 IICI DRO DRI2 DRI1 DRI0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

10 INT2A10 P4 H'FFFF F434

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

29 CMIG5 0 R － タイマ G5 割り込み要因表示ビット 

28 CMIG4 0 R － タイマ G4 割り込み要因表示ビット 

27 CMIG3 0 R － タイマ G3 割り込み要因表示ビット 

26 CMIG2 0 R － タイマ G2 割り込み要因表示ビット 

25 CMIG1 0 R － タイマ G1 割り込み要因表示ビット 

24 CMIG0 0 R － タイマ G0 割り込み要因表示ビット 

23 TF 0 R － タイマ F 割り込み要因表示ビット 

22 TA 0 R － タイマ A 割り込み要因表示ビット 

21 ADC 0 R － ADC 割り込み要因表示ビット 

20 IICI 0 R － IIC3 割り込み要因表示ビット 

19 DRO 0 R － DRO 割り込み要因表示ビット 

18 DRI2 0 R － DRI2 割り込み要因表示ビット 

17 DRI1 0 R － DRI1 割り込み要因表示ビット 

16 DRI0 0 R － DRI0 割り込み要因表示ビット 

15 HUDI 0 R － H-UDI 割り込み要因表示ビット 

14 RSPI2 0 R － RSPI2 割り込み要因表示ビット 

13 RSPI1 0 R － RSPI1 割り込み要因表示ビット 

12 RSPI0 0 R － RSPI0 割り込み要因表示ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

11 SCIF3 0 R － SCIF3 割り込み要因表示ビット 

10 SCIF2 0 R － SCIF2 割り込み要因表示ビット 

9 SCIF1 0 R － SCIF1 割り込み要因表示ビット 

8 SCIF0 0 R － SCIF0 割り込み要因表示ビット 

7 DMAC6T11 0 R － DMA6～DMA11 割り込み要因表示ビット 

6 DMAC4T5 0 R － DMA4～DMA5 割り込み要因表示ビット 

5 DMAC0T3 0 R － DMA0～DMA3 割り込み要因表示ビット 

4 WDT 0 R － WDT 割り込み要因表示ビット 

3 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

2 TUNI2 0 R － TMU2 割り込み要因表示ビット 

1 TUNI1 0 R － TMU1 割り込み要因表示ビット 

0 TUNI0 0 R － TMU0 割り込み要因表示ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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15.3.13 割り込み要因レジスタ 11（INT2A11）（マスク状態の影響あり） 
INT2A11 レジスタは、内蔵周辺モジュールからの割り込み要因を表示します。ただし、INT2MSKR1 レジ

スタに割り込みマスクが設定されている場合は、該当ビットに要因は表示されません（"1"にセットされませ

ん）。INT2MSKR1 レジスタの状態にかかわらず割り込みヘ発生の有無を確認する場合は、INT2A01 レジス

タを使用ください。該当ビットの割り込み要因のクリアは、該当内蔵周辺モジュール側で行ってください。

また、CPU に通知された INTEVT（例外コード）を直接読むことで、割り込み要因を特定することも可能で

す。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CAN3 CAN2 CAN1 CAN0

PDAC FRT 
INT FRINT

31 16

11 INT2A11 P4 H'FFFF F4C4

TOU44 TOU40 TOU34 TOU30 TOU24 TOU20 TOU14 TOU10 TOU04 TOU00

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

18 PDAC 0 R － PDAC 割り込み要因表示ビット 

17 FRTINT 0 R － FlexRay タイマ割り込み要因表示ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

16 FRINT 0 R － FlexRay 割り込み要因表示ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

15、14 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

13 CAN3 0 R － CAN3 割り込み要因表示ビット 

12 CAN2 0 R － CAN2 割り込み要因表示ビット 

11 CAN1 0 R － CAN1 割り込み要因表示ビット 

10 CAN0 0 R － CAN0 割り込み要因表示ビット 

9 TOU44 0 R － タイマ TOU4_4～TOU4_7 割り込み要因表示

ビット 

8 TOU40 0 R － タイマ TOU4_0～TOU4_3 割り込み要因表示

ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 

 



 15. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.1.10 2011.09.16  15-33

  R01UH0030JJ0110 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 TOU34 0 R － タイマ TOU3_4～TOU3_7 割り込み要因表示

ビット 

6 TOU30 0 R － タイマ TOU3_0～TOU3_3 割り込み要因表示

ビット 

5 TOU24 0 R － タイマ TOU2_4～TOU2_7 割り込み要因表示

ビット 

4 TOU20 0 R － タイマ TOU2_0～TOU2_3 割り込み要因表示

ビット 

3 TOU14 0 R － タイマ TOU1_4～TOU1_7 割り込み要因表示

ビット 

2 TOU10 0 R － タイマ TOU1_0～TOU1_3 割り込み要因表示

ビット 

1 TOU04 0 R － タイマ TOU0_4～TOU0_7 割り込み要因表示

ビット 

0 TOU00 0 R － タイマ TOU0_0～TOU0_3 割り込み要因表示

ビット 

内蔵周辺モジュール種別ご

とに割り込み要因を表示し

ます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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15.3.14 割り込みマスクレジスタ 0（INT2MSKR） 
INT2MSKR レジスタは、INT2A10 レジスタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定しま

す。本レジスタに"1"が設定された該当要因の割り込みは割り込み通知されません。 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
HUDI RSPI2 RSPI1 RSPI0 SCIF3 SCIF2 SCIF1 SCIF0 DMAC

6T11
DMAC

4T5
DMAC

0T3 WDT TUNI2 TUNI1 TUNI0

31

ADC IICI DRO DRI2 DRI1 DRI0

16

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

0 INT2MSKR P4 H'FFFF F438

CMIG5 CMIG4 CMIG3 CMIG2 CMIG1 CMIG0 TF TA

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FFFF＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31、30 － すべて 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。 

書き込む値も常に"1"にしてください。 

29 CMIG5 1 R W タイマ G5 割り込みマスク設定ビット 

28 CMIG4 1 R W タイマ G4 割り込みマスク設定ビット 

27 CMIG3 1 R W タイマ G3 割り込みマスク設定ビット 

26 CMIG2 1 R W タイマ G2 割り込みマスク設定ビット 

25 CMIG1 1 R W タイマ G1 割り込みマスク設定ビット 

24 CMIG0 1 R W タイマ G0 割り込みマスク設定ビット 

23 TF 1 R W タイマ F 割り込みマスク設定ビット 

22 TA 1 R W タイマ A 割り込みマスク設定ビット 

21 ADC 1 R W ADC 割り込みマスク設定ビット 

20 IICI 1 R W IIC3 割り込みマスク設定ビット 

19 DRO 1 R W DRO 割り込みマスク設定ビット 

18 DRI2 1 R W DRI2 割り込みマスク設定ビット 

17 DRI1 1 R W DRI1 割り込みマスク設定ビット 

16 DRI0 1 R W DRI0 割り込みマスク設定ビット 

15 HUDI 1 R W H-UDI 割り込みマスク設定ビット 

14 RSPI2 1 R W RSPI2 割り込みマスク設定ビット 

13 RSPI1 1 R W RSPI1 割り込みマスク設定ビット 

内蔵周辺モジュール別に割

り込みマスクを設定しま

す。本ビットへの"0"書き込

みは無効です。 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

12 RSPI0 1 R W RSPI0 割り込みマスク設定ビット 

11 SCIF3 1 R W SCIF3 割り込みマスク設定ビット 

10 SCIF2 1 R W SCIF2 割り込みマスク設定ビット 

9 SCIF1 1 R W SCIF1 割り込みマスク設定ビット 

8 SCIF0 1 R W SCIF0 割り込みマスク設定ビット 

7 DMAC6T11 1 R W DMA6～DMA11 割り込みマスク設定ビット 

6 DMAC4T5 1 R W DMA4～DMA5 割り込みマスク設定ビット 

5 DMAC0T3 1 R W DMA0～DMA3 割り込みマスク設定ビット 

4 WDT 1 R W WDT 割り込みマスク設定ビット 

3 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。 

書き込む値も常に"1"にしてください。 

2 TUNI2 1 R W TMU2 割り込みマスク設定ビット 

1 TUNI1 1 R W TMU1 割り込みマスク設定ビット 

0 TUNI0 1 R W TMU0 割り込みマスク設定ビット 

内蔵周辺モジュール別に割

り込みマスクを設定しま

す。本ビットへの"0"書き込

みは無効です。 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 
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15.3.15 割り込みマスクレジスタ 1（INT2MSKR1） 
INT2MSKR1 レジスタは、INT2A11 レジスタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定し

ます。本レジスタに"1"が設定された該当要因の割り込みは割り込み通知されません。 
 

CAN3 CAN2 CAN1 CAN0

PDAC

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

1 INT2MSKR1 P4 H'FFFF F4D0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16
FRT 
INT FRINT

TOU44 TOU40 TOU34 TOU30 TOU24 TOU20 TOU14 TOU10 TOU04 TOU00

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FFFF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。 

書き込む値も常に"1"にしてください。 

18 PDAC 1 R W PDAC 割り込みマスク設定ビット 

17 FRTINT 1 R W FlexRay タイマ割り込みマスク設定ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。 

読み出すと常に"1"が読み出されます。 

書き込む場合は"1"または"0"を書き込んでくだ

さい。 

16 FRINT 1 R W FlexRay 割り込みマスク設定ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。 

読み出すと常に"1"が読み出されます。 

書き込む場合は"1"または"0"を書き込んでくだ

さい。 

15、14 － すべて 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。 

書き込む値も常に"1"にしてください。 

13 CAN3 1 R W CAN3 割り込みマスク設定ビット 

12 CAN2 1 R W CAN2 割り込みマスク設定ビット 

11 CAN1 1 R W CAN1 割り込みマスク設定ビット 

10 CAN0 1 R W CAN0 割り込みマスク設定ビット 

9 TOU44 1 R W タイマ TOU4_4～TOU4_7 割り込みマスク設定

ビット 

内蔵周辺モジュール別に割

り込みマスクを設定します。

本ビットへの"0"書き込みは

無効です。 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

8 TOU40 1 R W タイマ TOU4_0～TOU4_3 割り込みマスク設定

ビット 

7 TOU34 1 R W タイマ TOU3_4～TOU3_7 割り込みマスク設定

ビット 

6 TOU30 1 R W タイマ TOU3_0～TOU3_3 割り込みマスク設定

ビット 

5 TOU24 1 R W タイマ TOU2_4～TOU2_7 割り込みマスク設定

ビット 

4 TOU20 1 R W タイマ TOU2_0～TOU2_3 割り込みマスク設定

ビット 

3 TOU14 1 R W タイマ TOU1_4～TOU1_7 割り込みマスク設定

ビット 

2 TOU10 1 R W タイマ TOU1_0～TOU1_3 割り込みマスク設定

ビット 

1 TOU04 1 R W タイマ TOU0_4～TOU0_7 割り込みマスク設定

ビット 

0 TOU00 1 R W タイマ TOU0_0～TOU0_3 割り込みマスク設定

ビット 

内蔵周辺モジュール別に割

り込みマスクを設定します。

本ビットへの"0"書き込みは

無効です。 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 
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15.3.16 割り込みマスククリアレジスタ 0（INT2MSKCR） 
INT2MSKCR レジスタは、INT2MSKR レジスタに設定されたマスクをクリアできます。本レジスタの該当

ビットに"1"を設定するとそのビットに対応する割り込み要因のマスクがクリアされます。読み出しは常に"0"

です。 
 

HUDI RSPI2 RSPI1 RSPI0 SCIF3 SCIF2 SCIF1 SCIF0 WDT

ADC DRO DRI2 DRI1 DRI0

0 INT2MSKCR P4 H'FFFF F43C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DMAC
6T11

DMAC
4T5

DMAC
0T3 TUNI2 TUNI1 TUNI0

TFCMIG5 CMIG4 CMIG3 CMIG2 CMIG1 CMIG0 TA IICI

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31、30 － 0 0 0 予約ビット 

書き込み時は常に"0"を書いてください。 

29 CMIG5 0 0 W タイマ G5 割り込みマスククリア設定ビット 

28 CMIG4 0 0 W タイマ G4 割り込みマスククリア設定ビット 

27 CMIG3 0 0 W タイマ G3 割り込みマスククリア設定ビット 

26 CMIG2 0 0 W タイマ G2 割り込みマスククリア設定ビット 

25 CMIG1 0 0 W タイマ G1 割り込みマスククリア設定ビット 

24 CMIG0 0 0 W タイマ G0 割り込みマスククリア設定ビット 

23 TF 0 0 W タイマ F 割り込みマスククリア設定ビット 

22 TA 0 0 W タイマ A 割り込みマスククリア設定ビット 

21 ADC 0 0 W ADC 割り込みマスククリア設定ビット 

20 IICI 0 0 W IIC3 割り込みマスククリア設定ビット 

19 DRO 0 0 W DRO 割り込みマスククリア設定ビット 

18 DRI2 0 0 W DRI2 割り込みマスククリア設定ビット 

17 DRI1 0 0 W DRI1 割り込みマスククリア設定ビット 

16 DRI0 0 0 W DRI0 割り込みマスククリア設定ビット 

15 HUDI 0 0 W H-UDI 割り込みマスククリア設定ビット 

14 RSPI2 0 0 W RSPI2 割り込みマスククリア設定ビット 

13 RSPI1 0 0 W RSPI1 割り込みマスククリア設定ビット 

12 RSPI0 0 0 W RSPI0 割り込みマスククリア設定ビット 

11 SCIF3 0 0 W SCIF3 割り込みマスククリア設定ビット 

内蔵周辺モジュール別の

割り込みマスクをクリア

設定します。 

本ビットの読み出し値は

常に"0"です。 

本ビットへの"0"書き込み

は無効です。 

0：マスク設定をクリア

しない 

1：マスク設定をクリア

  する 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10 SCIF2 0 0 W SCIF2 割り込みマスククリア設定ビット 

9 SCIF1 0 0 W SCIF1 割り込みマスククリア設定ビット 

8 SCIF0 0 0 W SCIF0 割り込みマスククリア設定ビット 

7 DMAC6T11 0 0 W DMA6～DMA11 割り込みマスククリア設定

ビット 

6 DMAC4T5 0 0 W DMA4～DMA5 割り込みマスククリア設定

ビット 

5 DMAC0T3 0 0 W DMA0～DMA3 割り込みマスククリア設定

ビット 

4 WDT 0 0 W WDT 割り込みマスククリア設定ビット 

3 － 0 0 0 予約ビット 

書き込み時は常に"0"を書いてください。 

2 TUNI2 0 0 W TMU2 割り込みマスククリア設定ビット 

1 TUNI1 0 0 W TMU1 割り込みマスククリア設定ビット 

0 TUNI0 0 0 W TMU0 割り込みマスククリア設定ビット 

内蔵周辺モジュール別の

割り込みマスクをクリア

設定します。 

本ビットの読み出し値は

常に"0"です。 

本ビットへの"0"書き込み

は無効です。 

0：マスク設定をクリア

しない 

1：マスク設定をクリア

する 
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15.3.17 割り込みマスククリアレジスタ 1（INT2MSKCR1） 
INT2MSKCR1 レジスタは、INT2MSKR1 レジスタに設定されたマスクをクリアできます。本レジスタの該

当ビットに"1"を設定すると、そのビットに対応する割り込み要因のマスクがクリアされます。読み出しは常

に"0"です。 
 

CAN3 CAN2 CAN1 CAN0

PDAC

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

1 INT2MSKCR1 P4 H'FFFF F4D4

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16
FRT 
INT FRINT

TOU44 TOU40 TOU34 TOU30 TOU24 TOU20 TOU14 TOU10 TOU04 TOU00

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

書き込み時は常に"0"を書いてください。 

18 PDAC 0 0 W PDAC 割り込みマスククリア設定ビット 

17 FRTINT 0 0 W FlexRay タイマ割り込みマスククリア設定ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。 

書き込み時は常に"0"を書いてください。 

16 FRINT 0 0 W FlexRay 割り込みマスククリア設定ビット 

SH7456 グループの場合は予約ビットです。 

書き込み時は常に"0"を書いてください。 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

書き込み時は常に"0"を書いてください。 

13 CAN3 0 0 W CAN3 割り込みマスククリア設定ビット 

12 CAN2 0 0 W CAN2 割り込みマスククリア設定ビット 

11 CAN1 0 0 W CAN1 割り込みマスククリア設定ビット 

10 CAN0 0 0 W CAN0 割り込みマスククリア設定ビット 

9 TOU44 0 0 W タイマ TOU4_4～TOU4_7 割り込みマスククリア

設定ビット 

8 TOU40 0 0 W タイマ TOU4_0～TOU4_3 割り込みマスククリア

設定ビット 

7 TOU34 0 0 W タイマ TOU3_4～TOU3_7 割り込みマスククリア

設定ビット 

6 TOU30 0 0 W タイマ TOU3_0～TOU3_3 割り込みマスククリア

設定ビット 

内蔵周辺モジュール別の

割り込みマスクをクリア

設定します。 

本ビットの読み出し値は

常に"0"です。 

本ビットへの"0"書き込

みは無効です。 

0：マスク設定をクリア

しない 

1：マスク設定をクリア

する 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5 TOU24 0 0 W タイマ TOU2_4～TOU2_7 割り込みマスククリア

設定ビット 

4 TOU20 0 0 W タイマ TOU2_0～TOU2_3 割り込みマスククリア

設定ビット 

3 TOU14 0 0 W タイマ TOU1_4～TOU1_7 割り込みマスククリア

設定ビット 

2 TOU10 0 0 W タイマ TOU1_0～TOU1_3 割り込みマスククリア

設定ビット 

1 TOU04 0 0 W タイマ TOU0_4～TOU0_7 割り込みマスククリア

設定ビット 

0 TOU00 0 0 W タイマ TOU0_0～TOU0_3 割り込みマスククリア

設定ビット 

内蔵周辺モジュール別の

割り込みマスクをクリア

設定します。 

本ビットの読み出し値は

常に"0"です。 

本ビットへの"0"書き込

みは無効です。 

0：マスク設定をクリア

しない 

1：マスク設定をクリア

する 
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15.3.18 モジュール別割り込み要因レジスタ 0～12（INT2B0～12） 
INT2B0～INT2B12 レジスタは、INT2A00、INT2A01、INT2A10、INT2A11 レジスタで表示されている内蔵

周辺モジュール種別の要因に対して、さらに詳細の個別要因を示します。これらのレジスタは、INT2MSKR、

INT2MSKR1 レジスタのマスク状態の影響を受けません。これら個々の詳細の要因に対して個別にマスク設

定を行う場合は、該当内蔵周辺モジュール側でマスク設定する必要があります。 

（1） INT2B0 レジスタ：TMU モジュールの割り込み詳細要因 
 

0 INT2B0 P4 H'FFFF F440

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TUNI2 TUNI1 TUNI0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～3 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

2 TUNI2 0 R － TMU2 アンダフロー割り込み 

1 TUNI1 0 R － TMU1 アンダフロー割り込み 

0 TUNI0 0 R － TMU0 アンダフロー割り込み 

TMU の割り込み要因が表

示されます。本レジスタの

表示は割り込みマスクレ

ジスタにて TMU をマスク

設定しても表示は消えま

せん。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（2） INT2B1 レジスタ：DMAC モジュールの割り込み詳細要因 
 

1 INT2B1 P4 H'FFFF F444

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DMINT

11
DMINT

10
DMINT

9
DMINT

8
DMINT

7
DMINT

6
DMINT

5
DMINT

4 DMAE1 DMAE0DMINT
3

DMINT
2

DMINT
1

DMINT
0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～14 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

13 DMINT11 0 R － DMA11 転送終了割り込み 

12 DMINT10 0 R － DMA10 転送終了割り込み 

11 DMINT9 0 R － DMA9 転送終了/ハーフエンド割り込み 

10 DMINT8 0 R － DMA8 転送終了/ハーフエンド割り込み 

9 DMINT7 0 R － DMA7 転送終了/ハーフエンド割り込み 

8 DMINT6 0 R － DMA6 転送終了/ハーフエンド割り込み 

7 DMINT5 0 R － DMA5 転送終了割り込み 

6 DMINT4 0 R － DMA4 転送終了割り込み 

5 DMAE1 0 R － DMAC1（DMA6～DMA11）のアドレスエラー割り込み 

4 DMAE0 0 R － DMAC0（DMA0～DMA5）のアドレスエラー割り込み 

3 DMINT3 0 R － DMA3 転送終了/ハーフエンド割り込み 

2 DMINT2 0 R － DMA2 転送終了/ハーフエンド割り込み 

1 DMINT1 0 R － DMA1 転送終了/ハーフエンド割り込み 

0 DMINT0 0 R － DMA0 転送終了/ハーフエンド割り込み 

DMAC の割り込み要因が

表示されます。本レジスタ

の表示は割り込みマスクレ

ジスタにて DMAC をマス

ク設定しても表示は消えま

せん。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（3） INT2B2 レジスタ：ATU-IIIS モジュールの割り込み詳細要因 
 

2 INT2B2 P4 H'FFFF F448

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
OVIA1 ICIA15ICIA14 ICIA12ICIA11ICIA10 OVIA0 ICIA04ICIA03ICIA02 ICIA01ICIA00

31

CMIG5CMIG4CMIG3CMIG2CMIG1CMIG0 OVIF2 OVIF1 OVIF0 ICIF2 ICIF1 ICIF0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

29 CMIG5 0 R － タイマ G5 コンペアマッチ割り込み 

28 CMIG4 0 R － タイマ G4 コンペアマッチ割り込み 

27 CMIG3 0 R － タイマ G3 コンペアマッチ割り込み 

26 CMIG2 0 R － タイマ G2 コンペアマッチ割り込み 

25 CMIG1 0 R － タイマ G1 コンペアマッチ割り込み 

24 CMIG0 0 R － タイマ G0 コンペアマッチ割り込み 

23 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

22 OVIF2 0 R － タイマ F2 オーバフロー割り込み 

21 OVIF1 0 R － タイマ F1 オーバフロー割り込み 

20 OVIF0 0 R － タイマ F0 オーバフロー割り込み 

19 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

18 ICIF2 0 R － タイマ F2 インプットキャプチャ割り込み 

17 ICIF1 0 R － タイマ F1 インプットキャプチャ割り込み 

16 ICIF0 0 R － タイマ F0 インプットキャプチャ割り込み 

15 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

14 OVIA1 0 R － タイマ A1 オーバフロー割り込み 

13 ICIA15 0 R － タイマ A1 チャネル 5 キャプチャ割り込み 

12 ICIA14 0 R － タイマ A1 チャネル 4 キャプチャ割り込み 

11 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10 ICIA12 0 R － タイマ A1 チャネル 2 キャプチャ割り込み 

ATU-IIIS の割り込み要因が

表示されます。本レジスタ

の表示は割り込みマスクレ

ジスタにて ATU-IIIS をマ

スク設定しても表示は消え

ません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

9 ICIA11 0 R － タイマ A1 チャネル 1 キャプチャ割り込み 

8 ICIA10 0 R － タイマ A1 チャネル 0 キャプチャ割り込み 

7 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

6 OVIA0 0 R － タイマ A0 オーバフロー割り込み 

5 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

4 ICIA04 0 R － タイマ A0 チャネル 4 キャプチャ割り込み 

3 ICIA03 0 R － タイマ A0 チャネル 3 キャプチャ割り込み 

2 ICIA02 0 R － タイマ A0 チャネル 2 キャプチャ割り込み 

1 ICIA01 0 R － タイマ A0 チャネル 1 キャプチャ割り込み 

0 ICIA00 0 R － タイマ A0 チャネル 0 キャプチャ割り込み 

ATU-IIIS の割り込み要因が

表示されます。本レジスタ

の表示は割り込みマスクレ

ジスタにて ATU-IIIS をマ

スク設定しても表示は消え

ません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（4） INT2B3 レジスタ：ATU-IIIS モジュールの割り込み詳細要因 
 

3 INT2B3 P4 H'FFFF F44C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TOU15

UDF
TOU14

UDF
TOU17

UDF
TOU16

UDF
TOU13

UDF
TOU12

UDF
TOU11

UDF
TOU10

UDF
TOU07

UDF
TOU06

UDF
TOU05

UDF
TOU04

UDF
TOU03

UDF
TOU02

UDF
TOU01

UDF
TOU00

UDF

31
TOU27

UDF
TOU26 

UDF
TOU25

UDF
TOU24

UDF
TOU23

UDF
TOU22

UDF
TOU21

UDF
TOU20

UDF

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

23 TOU27UDF 0 R － タイマ TOU2_7 カウンタアンダフロー割り込み 

22 TOU26UDF 0 R － タイマ TOU2_6 カウンタアンダフロー割り込み 

21 TOU25UDF 0 R － タイマ TOU2_5 カウンタアンダフロー割り込み 

20 TOU24UDF 0 R － タイマ TOU2_4 カウンタアンダフロー割り込み 

19 TOU23UDF 0 R － タイマ TOU2_3 カウンタアンダフロー割り込み 

18 TOU22UDF 0 R － タイマ TOU2_2 カウンタアンダフロー割り込み 

17 TOU21UDF 0 R － タイマ TOU2_1 カウンタアンダフロー割り込み 

16 TOU20UDF 0 R － タイマ TOU2_0 カウンタアンダフロー割り込み 

15 TOU17UDF 0 R － タイマ TOU1_7 カウンタアンダフロー割り込み 

14 TOU16UDF 0 R － タイマ TOU1_6 カウンタアンダフロー割り込み 

13 TOU15UDF 0 R － タイマ TOU1_5 カウンタアンダフロー割り込み 

12 TOU14UDF 0 R － タイマ TOU1_4 カウンタアンダフロー割り込み 

11 TOU13UDF 0 R － タイマ TOU1_3 カウンタアンダフロー割り込み 

10 TOU12UDF 0 R － タイマ TOU1_2 カウンタアンダフロー割り込み 

9 TOU11UDF 0 R － タイマ TOU1_1 カウンタアンダフロー割り込み 

8 TOU10UDF 0 R － タイマ TOU1_0 カウンタアンダフロー割り込み 

7 TOU07UDF 0 R － タイマ TOU0_7 カウンタアンダフロー割り込み 

6 TOU06UDF 0 R － タイマ TOU0_6 カウンタアンダフロー割り込み 

5 TOU05UDF 0 R － タイマ TOU0_5 カウンタアンダフロー割り込み 

4 TOU04UDF 0 R － タイマ TOU0_4 カウンタアンダフロー割り込み 

3 TOU03UDF 0 R － タイマ TOU0_3 カウンタアンダフロー割り込み 

2 TOU02UDF 0 R － タイマ TOU0_2 カウンタアンダフロー割り込み 

1 TOU01UDF 0 R － タイマ TOU0_1 カウンタアンダフロー割り込み 

0 TOU00UDF 0 R － タイマ TOU0_0 カウンタアンダフロー割り込み 

ATU-IIISの割り込み要因が

表示されます。本レジスタ

の表示は割り込みマスク

レジスタにて ATU-IIIS を

マスク設定しても表示は

消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（5） INT2B4 レジスタ：ATU-IIIS モジュールの割り込み詳細要因 
 

4 INT2B4 P4 H'FFFF F450

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TOU44

UDF
TOU43

UDF
TOU42

UDF
TOU47

UDF
TOU46

UDF
TOU45

UDF
TOU41

UDF
TOU40

UDF
TOU37

UDF
TOU36

UDF
TOU35

UDF
TOU34

UDF
TOU33

UDF
TOU32

UDF
TOU31

UDF
TOU30

UDF

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～16 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

15 TOU47UDF 0 R － タイマ TOU4_7 カウンタアンダフロー割り込み 

14 TOU46UDF 0 R － タイマ TOU4_6 カウンタアンダフロー割り込み 

13 TOU45UDF 0 R － タイマ TOU4_5 カウンタアンダフロー割り込み 

12 TOU44UDF 0 R － タイマ TOU4_4 カウンタアンダフロー割り込み 

11 TOU43UDF 0 R － タイマ TOU4_3 カウンタアンダフロー割り込み 

10 TOU42UDF 0 R － タイマ TOU4_2 カウンタアンダフロー割り込み 

9 TOU41UDF 0 R － タイマ TOU4_1 カウンタアンダフロー割り込み 

8 TOU40UDF 0 R － タイマ TOU4_0 カウンタアンダフロー割り込み 

7 TOU37UDF 0 R － タイマ TOU3_7 カウンタアンダフロー割り込み 

6 TOU36UDF 0 R － タイマ TOU3_6 カウンタアンダフロー割り込み 

5 TOU35UDF 0 R － タイマ TOU3_5 カウンタアンダフロー割り込み 

4 TOU34UDF 0 R － タイマ TOU3_4 カウンタアンダフロー割り込み 

3 TOU33UDF 0 R － タイマ TOU3_3 カウンタアンダフロー割り込み 

2 TOU32UDF 0 R － タイマ TOU3_2 カウンタアンダフロー割り込み 

1 TOU31UDF 0 R － タイマ TOU3_1 カウンタアンダフロー割り込み 

0 TOU30UDF 0 R － タイマ TOU3_0 カウンタアンダフロー割り込み 

ATU-IIISの割り込み要因が

表示されます。本レジスタ

の表示は割り込みマスクレ

ジスタにて ATU-IIIS をマ

スク設定しても表示は消え

ません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 

 



15. 割り込みコントローラ（INTC）  

Rev.1.10 2011.09.16  15-48   

R01UH0030JJ0110  

（6） INT2B5 レジスタ：SCIF モジュールの割り込み詳細要因 
 

5 INT2B5 P4 H'FFFF F454

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TXI3 BRI3 RXI3 ERI3 TXI2 BRI2 RXI2 ERI2 TXI1 BRI1 RXI1 ERI1 TXI0 BRI0 RXI0 ERI0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～16 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

15 TXI3 0 R － SCIF3 送信 FIFO データエンプティ割り込み 

14 BRI3 0 R － SCIF3 ブレークまたはオーバランエラー割り込み 

13 RXI3 0 R － SCIF3 受信 FIFO データフルまたは受信データレディ

割り込み 

12 ERI3 0 R － SCIF3 受信エラー割り込み 

11 TXI2 0 R － SCIF2 送信 FIFO データエンプティ割り込み 

10 BRI2 0 R － SCIF2 ブレークまたはオーバランエラー割り込み 

9 RXI2 0 R － SCIF2 受信 FIFO データフルまたは受信データレディ

割り込み 

8 ERI2 0 R － SCIF2 受信エラー割り込み 

7 TXI1 0 R － SCIF1 送信 FIFO データエンプティ割り込み 

6 BRI1 0 R － SCIF1 ブレークまたはオーバランエラー割り込み 

5 RXI1 0 R － SCIF1 受信 FIFO データフルまたは受信データレディ

割り込み 

4 ERI1 0 R － SCIF1 受信エラー割り込み 

3 TXI0 0 R － SCIF0 送信 FIFO データエンプティ割り込み 

2 BRI0 0 R － SCIF0 ブレークまたはオーバランエラー割り込み 

1 RXI0 0 R － SCIF0 受信 FIFO データフルまたは受信データレディ

割り込み 

0 ERI0 0 R － SCIF0 受信エラー割り込み 

SCIF の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は割り込みマスクレジスタ

にてSCIFをマスク設定して

も表示は消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 

 



 15. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.1.10 2011.09.16  15-49

  R01UH0030JJ0110 

（7） INT2B6 レジスタ：RSPI モジュールの割り込み詳細要因 
 

6 INT2B6 P4 H'FFFF F458

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SPTI2 SPRI2 SPEI2 SPTI1 SPRI1 SPEI1 SPTI0 SPRI0 SPEI0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～9 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

8 SPTI2 0 R － RSPI2 送信割り込み 

7 SPRI2 0 R － RSPI2 受信割り込み 

6 SPEI2 0 R － RSPI2 エラー割り込み 

5 SPTI1 0 R － RSPI1 送信割り込み 

4 SPRI1 0 R － RSPI1 受信割り込み 

3 SPEI1 0 R － RSPI1 エラー割り込み 

2 SPTI0 0 R － RSPI0 送信割り込み 

1 SPRI0 0 R － RSPI0 受信割り込み 

0 SPEI0 0 R － RSPI0 エラー割り込み 

RSPI の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は割り込みマスクレジスタ

にてRSPIをマスク設定して

も表示は消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（8） INT2B7 レジスタ：DRI モジュールの割り込み詳細要因 
 

7 INT2B7 P4 H'FFFF F45C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DRI2
TRM

DRI2
DEC

DRI2
EVENT

DRI1
TRM

DRI1
DEC

DRI1
EVENT

DRI0
TRM

DRI0
DEC

DRI0
EVENT

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～9 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

8 DRI2TRM 0 R － DRI2 転送割り込み 

7 DRI2DEC 0 R － DRI2 カウンタ割り込み 

6 DRI2EVENT 0 R － DRI2 イベント検出割り込み 

5 DRI1TRM 0 R － DRI1 転送割り込み 

4 DRI1DEC 0 R － DRI1 カウンタ割り込み 

3 DRI1EVENT 0 R － DRI1 イベント検出割り込み 

2 DRI0TRM 0 R － DRI0 転送割り込み 

1 DRI0DEC 0 R － DRI0 カウンタ割り込み 

0 DRI0EVENT 0 R － DRI0 イベント検出割り込み 

DRI の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は割り込みマスクレジスタ

にて DRI をマスク設定して

も表示は消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（9） INT2B8 レジスタ：CAN モジュールの割り込み詳細要因 
 

8 INT2B8 P4 H'FFFF F460

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TXM1 RXM

11
RXM
01 TXF1 RXF1

31

TXM3 RXM
13

RXM
03 TXF3 RXF3 ERS3 TXM2 RXM

12
RXM
02 TXF2 RXF2 ERS2

ERS1 TXM0 RXM
10

RXM
00 TXF0 RXF0 ERS0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

30 TXM3 0 R － CAN3 メールボックス 0～63 送信割り込み 

29 RXM13 0 R － CAN3 メールボックス 1～63 受信割り込み 

28 RXM03 0 R － CAN3 メールボックス 0 受信割り込み 

27 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

26 TXF3 0 R － CAN3 送信 FIFO 割り込み 

25 RXF3 0 R － CAN3 受信 FIFO 割り込み 

24 ERS3 0 R － CAN3 エラー割り込み 

23 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

22 TXM2 0 R － CAN2 メールボックス 0～63 送信割り込み 

21 RXM12 0 R － CAN2 メールボックス 1～63 受信割り込み 

20 RXM02 0 R － CAN2 メールボックス 0 受信割り込み 

19 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

18 TXF2 0 R － CAN2 送信 FIFO 割り込み 

17 RXF2 0 R － CAN2 受信 FIFO 割り込み 

16 ERS2 0 R － CAN2 エラー割り込み 

15 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

CAN の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は割り込みマスクレジスタ

にて CAN をマスク設定して

も表示は消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

14 TXM1 0 R － CAN1 メールボックス 0～63 送信割り込み 

13 RXM11 0 R － CAN1 メールボックス 1～63 受信割り込み 

12 RXM01 0 R － CAN1 メールボックス 0 受信割り込み 

11 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10 TXF1 0 R － CAN1 送信 FIFO 割り込み 

9 RXF1 0 R － CAN1 受信 FIFO 割り込み 

8 ERS1 0 R － CAN1 エラー割り込み 

7 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

6 TXM0 0 R － CAN0 メールボックス 0～63 送信割り込み 

5 RXM10 0 R － CAN0 メールボックス 1～63 受信割り込み 

4 RXM00 0 R － CAN0 メールボックス 0 受信割り込み 

3 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

2 TXF0 0 R － CAN0 送信 FIFO 割り込み 

1 RXF0 0 R － CAN0 受信 FIFO 割り込み 

0 ERS0 0 R － CAN0 エラー割り込み 

CAN の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は割り込みマスクレジスタ

にて CAN をマスク設定して

も表示は消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（10） INT2B10 レジスタ：ADC モジュールの割り込み詳細要因 

 
 

10 INT2B10 P4 H'FFFF F468

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31
AD1
ID5

AD1
ID4

AD1
ID1

AD1
ID0

AD0
ID15

AD0
ID13

AD0
ID12

AD0
ID11

AD0
ID10

AD0
ID9

AD0
ID8

AD0
ID6

AD0
ID4

AD0
ID2

AD0
ID0 AD1I AD0I

AD0 
ID14

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

23 AD1ID5 0 R － AD1IN5 の割り込み変換終了割り込み 

22 AD1ID4 0 R － AD1IN4 の割り込み変換終了割り込み 

21、20 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

19 AD1ID1 0 R － AD1IN1 の割り込み変換終了割り込み 

18 AD1ID0 0 R － AD1IN0 の割り込み変換終了割り込み 

17 AD0ID15 0 R － AD0IN15 の割り込み変換終了割り込み 

16 AD0ID14 0 R － AD0IN14 の割り込み変換終了割り込み 

15 AD0ID13 0 R － AD0IN13 の割り込み変換終了割り込み 

14 AD0ID12 0 R － AD0IN12 の割り込み変換終了割り込み 

13 AD0ID11 0 R － AD0IN11 の割り込み変換終了割り込み 

12 AD0ID10 0 R － AD0IN10 の割り込み変換終了割り込み 

11 AD0ID9 0 R － AD0IN9 の割り込み変換終了割り込み 

10 AD0ID8 0 R － AD0IN8 の割り込み変換終了割り込み 

9 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

8 AD0ID6 0 R － AD0IN6 の割り込み変換終了割り込み 

7 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

6 AD0ID4 0 R － AD0IN4 の割り込み変換終了割り込み 

5 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

ADC の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は割り込みマスクレジスタ

にて ADC をマスク設定して

も表示は消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 AD0ID2 0 R － AD0IN2 の割り込み変換終了割り込み 

3 － 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

2 AD0ID0 0 R － AD0IN0 の割り込み変換終了割り込み 

1 AD1I 0 R － AD1 スキャン変換終了割り込み 

0 AD0I 0 R － AD0 スキャン変換終了割り込み 

ADC の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は割り込みマスクレジスタ

にて ADC をマスク設定して

も表示は消えません。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 

 

（11） INT2B11 レジスタ：FlexRay モジュールの割り込み詳細要因 

SH7546 グループは、FlexRay モジュールを内蔵していません。SH7456 グループでは、INT2B11 レジスタ

の各ビットは予約ビットとなります。読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込みは無効です。 
 

11 INT2B11 P4 H'FFFF F46C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

FR 
TINT1

FR 
TINT0

FR 
INT1

FR 
INT0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～4 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

3 FRTINT1 0 R － FlexRay タイマ 1 割り込み 

2 FRTINT0 0 R － FlexRay タイマ 0 割り込み 

1 FRINT1 0 R － FlexRay 割り込み 1 

0 FRINT0 0 R － FlexRay 割り込み 0 

FlexRay の割り込み要因が

表示されます。本レジスタの

表示は割り込みマスクレジ

スタにて FlexRay をマスク

設定しても表示は消えませ

ん。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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（12） INT2B12 レジスタ：PDAC モジュールの割り込み詳細要因 
 

12 INT2B12 P4 H'FFFF F494

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

PDINT

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～1 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

0 PDINT 0 R － 最終変調終了割り込み 

PDAC の割り込み要因が表

示されます。本レジスタの表

示は割り込みマスクレジス

タにて PDAC をマスク設定

しても表示は消えません。

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 
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15.4 動作説明 

15.4.1 割り込み要因と優先順位 
割り込み要因は、NMI 割り込み、IRQ 割り込み、内蔵周辺モジュール割り込みの 3 つに分類されます。各

割り込み要因の優先順位は割り込み優先レベル（レベル 15～レベル 0）で表され、レベル 15 が最高で、レベ

ル 1 が最低です。レベル 0 に設定すると、その割り込みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。 

割り込み要因（NMI 割り込み、IRQ 割り込み、内蔵周辺モジュール割り込み）のベクタアドレスは VBR

レジスタの値+H'600 番地に固定されています。個別の要因は割り込み事象レジスタ（INTEVT）に反映され

ますので、例外処理ルーチン中で INTEVT レジスタの値をオフセットとして分岐することによって、要因が

判定できます。複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発

生したときは、表 15.2 と表 15.3 に示すハードウェアによる優先順位に従って処理されます。 

図 15.2 に割り込み要求受け付け時の優先順位判定例、表 15.8 に割り込み優先順位と受け付けられる

IMASK 値を示します。 

WDT
WDT

TMU
TUNI0

TOU0_0~TOU0_3
TOU00

SCIF0
SCIF0

DRO
DRO

ADC
ADC

17 8

12 6

8 4

17 8

16 8

17 8

17 8

IMASK 0 7

USERIMASK.
UIMASK

SR.IMASK
SR.BL ="0"

UIMASK 0 7
IRQ1

IRQ1
8

17 8

IRQ0
IRQ0

4

1 4

INTC CPU

 

図 15.2 割り込み要求受け付け時の優先順位判定例 

 

表 15.8 割り込み優先順位と受け付けられる IMASK 値 

内蔵周辺モジュールの 

割り込み優先順位 

一般割り込みの 

割り込み優先順位 

割り込みが受け付けられる IMASK（UIMASK）値 

0、1 レベル 0 受け付けられない（割り込み禁止状態） 

2、3 レベル 1 IMASK（UIMASK）が 0 のとき受け付けられる 

4、5 レベル 2 IMASK（UIMASK）が 0～1 のとき受け付けられる 

6、7 レベル 3 IMASK（UIMASK）が 0～2 のとき受け付けられる 

8、9 レベル 4 IMASK（UIMASK）が 0～3 のとき受け付けられる 

10、11 レベル 5 IMASK（UIMASK）が 0～4 のとき受け付けられる 

12、13 レベル 6 IMASK（UIMASK）が 0～5 のとき受け付けられる 
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内蔵周辺モジュールの 

割り込み優先順位 

一般割り込みの 

割り込み優先順位 

割り込みが受け付けられる IMASK（UIMASK）値 

14、15 レベル 7 IMASK（UIMASK）が 0～6 のとき受け付けられる 

16、17 レベル 8 IMASK（UIMASK）が 0～7 のとき受け付けられる 

18、19 レベル 9 IMASK（UIMASK）が 0～8 のとき受け付けられる 

20、21 レベル 10 IMASK（UIMASK）が 0～9 のとき受け付けられる 

22、23 レベル 11 IMASK（UIMASK）が 0～10 のとき受け付けられる 

24、25 レベル 12 IMASK（UIMASK）が 0～11 のとき受け付けられる 

26、27 レベル 13 IMASK（UIMASK）が 0～12 のとき受け付けられる 

28、29 レベル 14 IMASK（UIMASK）が 0～13 のとき受け付けられる 

30、31 レベル 15 IMASK（UIMASK）が 0～14 のとき受け付けられる 

 

（1） NMI 割り込み 

NMI 割り込みは、IRQ 割り込み、内蔵周辺モジュール割り込みより優先度の高い割り込みです。ICR0.NMIB

ビットが"1"に設定されている場合は、SR.BL ビットの値に関わらず CPU はすぐに NMI 割り込みを受け付け

ます。ICR0.NMIB ビットが"0"に設定されている場合は、SR.BL ビットが"0"になるまで CPU は NMI 割り込

みを保留します。 

NMI 端子からの入力はエッジで検出されます。検出エッジは ICR0.NMIE ビットの設定によって、立ち上が

りエッジまたは立ち下がりエッジを選択できます。ICR0.NMIE ビットを書き換えた場合、書き換えてから最

大 6Pck 期間、NMI 割り込みを検出しません。 

NMI 端子からの入力は ICR0.MAI ビットを"1"に設定することにより、NMI 端子が"L"レベルの間、SR.BL

ビットや SR.IMASK ビットに関係なくすべての割り込み（NMI 割り込み、IRQ 割り込み、内蔵周辺モジュー

ル割り込み）をマスクできます。ただし、NMI 端子の変化による NMI 割り込みだけは発生します。 
 

（2） IRQ 割り込み 

ICR1.IRQnS（n＝0～2、5～7）ビットの設定により、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、"L"レベル、

"H"レベルが検出できます。また、割り込み優先順位は、INTPRI レジスタで設定できます。 

IRQ 割り込み要求を"L"レベル、"H"レベルで検出する場合、IRQ 割り込みの端子状態は割り込みを受け付

けてから割り込み処理を開始するまでの期間、その端子状態を保持してください。 

ただし、IRQ 割り込み要求の検出後、CPU が受け付ける前に IRQ 割り込みの端子状態を変更して要求を取

り下げても、INTREQ レジスタで要因を保持しています。IRQ 割り込み要求をレベルで検出する場合のクリ

ア方法の詳細は「15.7.2 レベル検出設定時の IRQ 割り込み要求のクリア方法」を参照してください。 

IRQ 割り込み要求をエッジで検出する場合のクリア方法の詳細は「15.7.3 エッジ検出設定時の IRQ 割り

込み要求のクリア方法」を参照してください。 

CPU 動作モードレジスタ（CPUOPM）の INTMU ビットが"1"に設定されている場合は、SR.IMASK ビット

は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMU ビットが"0"に設定されてい

る場合は、割り込み受理によって SR.IMASK ビットが影響されることはありません。CPUOPM レジスタの詳

細は「付録 A. CPU 動作モードレジスタ（CPUOPM）」を参照してください。 
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（3） 内蔵周辺モジュール割り込み 

内蔵周辺モジュール割り込みは、内蔵周辺モジュールで発生する割り込みです。内蔵周辺モジュール割り

込みは、割り込み時に、要因固有の識別として割り込み要求による例外コードを CPU へ出力します。CPU が

割り込みを受け付けると CPU の INTEVT レジスタに該当する例外コードが表示されます。割り込みハンドラ

にて、INTEVT レジスタを読むことにより、INTC の要因表示レジスタを読み込まなくても要因を知ることが

できます。内蔵周辺モジュールの割り込み要因と例外コードの対応は、表 15.3 を参照してください。 

また、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は図 15.1 に示すように、INT2PRI0～INT2PRI12 レジスタに

よって、個々の割り込み要因を 5 ビットで 32 通り、30 レベル（設定する値が大きいほど優先順位が高くな

ります。"H'00"と"H'01"は要求がマスクされていることと同じ状態です）に設定できます。CPU の割り込み優

先順位は 4 ビットで 15 レベル（"H'0"は割り込み要求がマスクされていることと同じ状態です）で判定する

ため、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は最下位１ビットを切り捨てた 4 ビットに変換して通知され

ます。たとえば、優先順位"H'1A"と優先順位"H'1B"に設定した 2 つの要因はどちらの割り込みであっても出

力する 4 ビットの優先順位は"H'D"となります。これは同じ値となりますが、両者の割り込みが競合した場合

は、5 ビットで考えた優先順位が高い"H'1B"の割り込みに該当する例外コードが通知されます。両者の優先順

位を同一値に設定した割り込みが競合した場合は、表 15.3 に示す優先順位で例外コードが通知されます。図

15.3 に内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位について示します。 

0000

H'01

CPU H'D INTC
H'1A H'1B

H'01 1
H'0

CPU

H'02 H'1F 30

5
H'1B

IRQ IRQ

NMI 
IRQ

H'D

0000

1 1011

INTC

CPU

1011

1 1011

1011

0

 

図 15.3 内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位について 
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15.4.2 一般割り込み動作の流れ 

（1） 一般割り込み動作の流れ 1（SR.BL="1"のときに割り込み要求をクリア） 

SR.BL="1"のときに割り込み要求をクリアする場合における一般割り込み発生時で多重割り込みを考慮し

た動作の流れを以下に説明します。割り込みハンドラを下記の構造にすることにより、14.の直後の時点で多

重割り込みがあった場合、より優先レベルの高いものは受け付けられます。これにより、緊急度の高い処理

については、割り込み応答時間を短縮できます。1.から 8.まではハードウェア前処理、21.はハードウェア後

処理です。 

また、多重割り込みを使用しない場合は、下記の 9.、12.、14.、17.、19.の処理は不要です。 

1. INTCに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. INTCでは、送られた割り込み要求の中からINTPRIレジスタ、INT2PRI0～INT2PRI12レジスタに従って、

最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、

同一優先順位に設定された割り込みまたは同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表15.2

と表15.3に従って最も優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. CPUは、INTCで選択された割り込みの優先レベルとSR.IMASKビットを比較します。CPUは、SR.BLビッ

ト="0"の状態で、SR.IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけを命令の切れ目で受け付け

ます。 

4. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRレジスタとSPCカウンタに退

避されます。そのときのR15をSGRレジスタに退避します。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に例外コード（割り込み要因コード）がセットされます。 

6. SR.BLビット、SR.MDビット、SR.RBビットが"1"にセットされます。 

7. CPUOPM.INTMUビットが"1"に設定されている場合は、SR.IMASKビットは、受け付けられた割り込みレ

ベルに自動的に設定されます。これにより、受け付けた割り込みレベル以下の割り込みを受け付けない

ようにすることができます。ただし、CPUOPM.INTMUビットが"0"に設定されている場合は、割り込み

受理によってSR.IMASKビットが影響されることはありません。 

8. 割り込みハンドラの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'0000 0600の和）にジャ

ンプします。 

9. SPCカウンタ、SSRレジスタをスタックに退避します。 

10. 必要に応じ、PRレジスタ、汎用レジスタ、浮動小数点レジスタをスタックに退避します。 

11. CPUが受け付けた割り込み要因を判定するために、INTEVTレジスタの値を読み出します。 

12. CPUOPM.INTMUビットが"0"のときは、SR.IMASKビットに、ソフトウェアにより受け付けた割り込みレ

ベルを設定します。これにより、受け付けた割り込みレベル以下の割り込みを受け付けないようにする

ことができます。ただし、CPUOPM.INTMUビットが"1"のときは、上記7.でSR.IMASKビットは受け付け

た割り込みレベルに自動的に設定されています。 

13. 各割り込みルーチン中で、該当割り込み要求をクリアします。その後、SR.BLビットをクリア（下記14.

の処理）する前に表15.9に示す優先順位判定時間を確保してください。これにより、クリアしたはずの

割り込み要求を誤って再度受け付けないようにすることができます。 
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14. SRレジスタのBLビットをクリアします。 

15. 上記11.で読み出したINTEVTレジスタの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込みルーチンに

分岐します。 

16. この後、実際に行いたい処理を書きます。 

17. SRレジスタのBLビットを"1"にセットします。 

18. 上記10.で退避したPRレジスタ、汎用レジスタ、浮動小数点レジスタをスタックから復帰します。 

19. SSRレジスタとSPCカウンタをスタックから復帰します。 

20. RTE命令を実行します。 

21. RTE命令実行により、上記4.で退避したSSRレジスタとSPCカウンタからそれぞれステータスレジスタ

（SR）とプログラムカウンタ（PC）に自動的に復帰されます。 
 

【注】・ IRQ 割り込みおよび周辺モジュール割り込みは、ハードウェアリセットで割り込みマスク状態に初期化されま

す。割り込みマスクの状態を無効にするには、INTMSKCLR レジスタ、INT2MSKCR レジスタ、INT2MSKCR1

レジスタのうち、要因ごとに対応する各ビットに"0"を書き込んでクリアしてください。 
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図 15.4 一般割り込みの動作例 1 
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（2） 一般割り込み動作の流れ 2（SR.BL="0"のときに割り込み要求をクリア） 

SR.BL="0"のときに割り込み要求をクリアする場合における一般割り込み発生時で多重割り込みを考慮し

た動作の流れを以下に説明します。割り込みハンドラを下記の構造にすることにより、13.の直後の時点で多

重割り込みがあった場合、より優先レベルの高いものは受け付けられます。これにより、緊急度の高い処理

については、割り込み応答時間を短縮できます。1.から 8.まではハードウェア前処理、21.はハードウェア後

処理です。 

また、多重割り込みを使用しない場合は、下記の 9.、12.、13.、17.、19.の処理は不要です。 

1. INTCに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. INTCでは、送られた割り込み要求の中からINTPRIレジスタ、INT2PRI0～INT2PRI12レジスタに従って、

最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、

同一優先順位に設定された割り込みまたは同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表15.2

と表15.3に従って最も優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. CPUは、INTCで選択された割り込みの優先レベルとSR.IMASKビットを比較します。CPUは、SR.BLビッ

ト="0"の状態で、SR.IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけを命令の切れ目で受け付け

ます。 

4. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRレジスタとSPCカウンタに退

避されます。そのときのR15をSGRレジスタに退避します。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に例外コード（割り込み要因コード）がセットされます。 

6. SRレジスタのブロックビット（BL）、モードビット（MD）、レジスタバンクビット（RB）が"1"にセッ

トされます。 

7. CPUOPM.INTMUビットが"1"に設定されている場合は、SR.IMASKビットは、受け付けられた割り込みレ

ベルに自動的に設定されます。これにより、受け付けた割り込みレベル以下の割り込みを受け付けない

ようにすることができます。ただし、CPUOPM.INTMUビットが"0"に設定されている場合は、割り込み

受理によってSR.IMASKビットが影響されることはありません。 

8. 割り込みハンドラの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'0000 0600の和）にジャ

ンプします。 

9. SPCカウンタ、SSRレジスタをスタックに退避します。 

10. 必要に応じ、PRレジスタ、汎用レジスタ、浮動小数点レジスタをスタックに退避します。 

11. CPUが受け付けた割り込み要因を判定するために、INTEVTレジスタの値を読み出します。 

12. CPUOPM.INTMUビットが"0"のときは、SR.IMASKビットに、ソフトウェアにより受け付けた割り込みレ

ベル以上を設定します。これにより、受け付けた割り込みレベル以下の割り込みを受け付けないように

することができます。ただし、CPUOPM.INTMUビットが"1"のときは、上記7.でSR.IMASKビットは受け

付けた割り込みレベルに自動的に設定されています。 

13. SRレジスタのBLビットをクリアします。 

14. 上記11.で読み出したINTEVTレジスタの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込みルーチンに

分岐します。 
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15. 各割り込みルーチン中で、該当割り込み要求をクリアします。その後、RTE命令を実行（下記20.の処理）

する前に表15.9に示す優先順位判定時間を確保してください。これにより、クリアしたはずの割り込み

要求を誤って再度受け付けないようにすることができます。 

16. この後、実際に行いたい処理を書きます。 

17. SRレジスタのBLビットを"1"にセットします。 

18. 上記10.で退避したPRレジスタ、汎用レジスタ、浮動小数点レジスタをスタックから復帰します。 

19. SSRレジスタとSPCカウンタをスタックから復帰します。 

20. RTE命令を実行します。 

21. RTE命令実行により、上記4.で退避したSSRレジスタとSPCカウンタからそれぞれステータスレジスタ

（SR）とプログラムカウンタ（PC）に自動的に復帰されます。 
 

【注】・ IRQ 割り込みおよび周辺モジュール割り込みは、ハードウェアリセットで割り込みマスク状態に初期化されま

す。割り込みマスクの状態を無効にするには、INTMSKCLR レジスタ、INT2MSKCR レジスタ、INT2MSKCR1

レジスタのうち、要因ごとに対応する各ビットに"0"を書き込んでクリアしてください。 
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図 15.5 一般割り込みの動作例 2 
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15.4.3 NMI 割り込み動作の流れ 
NMI は、電源の異常検出や外部ウォッチドッグタイマの異常検出等に対して使用される緊急用の割り込み

要求です。図 15.6、図 15.7 に NMI 割り込みの動作例を示します。 
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図 15.6 NMI 割り込みの動作例（ICR0.NMIB ビット="0"の場合） 
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図 15.7 NMI 割り込みの動作例（ICR0.NMIB="1"の場合） 

 

 



 15. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.1.10 2011.09.16  15-67

  R01UH0030JJ0110 

15.5 割り込み応答時間 
表 15.9 に割り込み要求が発生してから、割り込みの例外処理が行われ、割り込みハンドラの先頭命令の

フェッチが開始されるまでの時間（割り込み応答時間）を示します。 
 

表 15.9 割り込み応答時間 

ステート数 項  目 

NMI IRQ 周辺モジュール 

備  考 

優先順位判定時間 7Pcyc 6Pcyc 5Pcyc  

CPU が実行中のシーケンス

終了までの待ち時間 

S-1（≥0）×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PC

の退避）から、割り込みハ

ンドラの先頭命令フェッチ

の SHwy バスリクエストを

発行するまでの時間 

11Icyc+1Scyc  

合計 （S+10）Icyc 

+1Scyc 

+7Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+6Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+5Pcyc 

 応答時間 

最小時 40Icyc 

+S×Icyc 

36Icyc 

+S×Icyc 

32Icyc 

+S×Icyc 

Icyc:Scyc:Pcyc

=4:2:1 のとき 

【注】・ Icyc：CPU クロック（Ick）の 1 サイクル期間 

   ・ Scyc：SHwy クロック（SHck）の 1 サイクル期間 

・ Pcyc：周辺クロック（Pck）の 1 サイクル期間 

・ S：命令実行ステート数 
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15.6 初期設定手順例 
図 15.8 に INTC の初期設定手順例を示します。割り込み許可にする前に設定変更が優先順位判定回路へ反

映されるまでの時間として、表 15.9 に示す優先順位判定時間を確保してください。 
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USERIMASK.UIMASK
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図 15.8 INTC の初期設定手順例 
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15.7 使用上の注意事項 

15.7.1 IRQ 端子機能設定時の注意事項 
IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7 端子は他の機能とマルチプレクスになっています。このため IRQ0～IRQ2、IRQ5

～IRQ7 端子機能への切り替え時、割り込み要求を検出して INTC 内部で保持する可能性があります。したがっ

て、IRQ 割り込み要求をマスク状態に設定してから、ピンファンクションユニットで IRQ0～IRQ2、IRQ5～

IRQ7 端子機能への切り替えを行ってください。 
 

表 15.10 IRQ 端子機能切り替え手順 

手順 項   目 内   容 

1 IRQ 割り込み要求をマスク INTMSK レジスタの全ビットに"1"を書き込む。 

2 ピンファンクションユニットで IRQ0～IRQ2、IRQ5

～IRQ7 の機能に設定 

該当するポートのコントロールレジスタで使用する端子を

選択する。 

3 IRQ 割り込み要求の検出を開始 INTMSKCLR レジスタの該当するビットに"1"を書き込む。

 

15.7.2 レベル検出設定時の IRQ 割り込み要求のクリア方法 
レベル検出を設定している IRQ 割り込み要求のクリアは、INTMSK.IRQn（n=0～2、5～7）ビットのうち該

当するビットに"1"を書き込んでください。INTPRI レジスタで該当するビットに"0"を書き込んでも、検出し

ている IRQ 割り込み要求をクリアすることはできません。検出している IRQ 割り込み要求は INTREQ レジス

タを読み出すことで確認できます。レベル検出設定時の IRQ 割り込み要求をクリアする場合は、以下の手順

で行ってください。 

IRQ

IRQ

IRQn

IRQ
IRQ
INTC 8Pcyc

"1"
INTC

IRQ

1 INTMSK "1"
2 INTMSKCLR "1"
3 INTMSK

 

図 15.9 割り込み処理ルーチンの例 
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CLKOUT 

*1 38

tIRQW*
1

IRQ
IRQ0 IRQ2
IRQ5 IRQ7

 

図 15.10 IRQ 端子から入力する割り込み要求の検出に必要な時間 

 

15.7.3 エッジ検出設定時の IRQ 割り込み要求のクリア方法 
エッジ検出設定をしている IRQ 割り込み要求のクリアは、INTREQ.IRQn（n=0～2、5～7）ビットのうち該

当するビットから"1"を読み出した後、"0"を書き込んでください。"0"を読み出したビットには、"1"を書き込

んでください。INTMSK レジスタで該当するビットに"1"を書き込んでも、検出している IRQ 割り込み要求を

クリアすることはできません。 
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16. リセット 

16.1 リセット動作 
RESET#端子にノイズキャンセル幅（tRESNCW）以上の"L"レベル信号が入力されると、リセットが受け付け

られます。 

リセットが受け付けられると各端子はリセット状態に遷移します。リセット受け付け後、3～4Pck サイク

ル後に CPU を含む内部回路がリセットされます。RESET#端子に入力する"L"レベルパルス幅は、RESET#パ

ルス幅（tRESW）以上の期間入力する必要があります。その後、RESET#端子に"H"レベル信号を入力すると、

2150Pck サイクル後に内部回路のリセットが解除され、CPU はリセット例外処理を開始します。 

RESET#ノイズキャンセル幅は tRESNCW、RESET#パルス幅は tRESWとして規定されます。詳細は「第 38 章 電

気的特性」を参照してください。 
 

RESET#

F/F

S
R OVF

 

図 16.1 リセット回路 

16.2 入出力端子 
表 16.1 に RESET#の端子構成と機能を示します。 

以下に示す端子は他の端子とマルチプレクスされていません。 
 

表 16.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

RESET# 入力 リセット入力端子 

端子に"L"レベル信号を入力するとリセット状態に遷移します。 
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16.3 動作説明 

16.3.1 リセット要求 
下記にリセットの発生要因と遷移動作を説明します。 

特に説明がないかぎり、これらのいずれかの要因が発生した場合を総称してリセットと呼びます。 
 

• 要因 

1. RESET#端子へ"L"レベル信号を入力した場合。 

2. WDTCSRレジスタのWTITビットが"1"の状態で、WDTCNTレジスタがオーバフローした場合。 

3. H-UDIのコマンド発行によるリセットが発生した場合。 

詳細は「第37章 ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照してください。 

4. 命令TLB多重ヒット例外が発生した場合。 

5. データTLB多重ヒット例外が発生した場合。 

詳細は「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

6. SR.BL="1"中にユーザブレーク以外の一般例外が発生した場合 

1.と2.のいずれかの要因が発生した場合をハードウェアリセットと呼びます。 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作 

リセット要因が発生すると、CPUはリセット例外処理を開始します。詳細は「第5章 例外処理」を参照

してください。 
 

16.3.2 RESET#端子によるリセット 
電源投入時には必ず RESET#端子に"L"レベル信号を入力してください。また、H-UDI を初期化するために、

TRST#端子に"L"レベル信号を入力する必要があります。 

RESET#端子への入力信号を"L"レベルから"H"レベルに変化させた後、リセット保持時間を経過するまで

MCU 内部でリセット状態を継続しています。リセット保持時間は、EXTAL 端子入力の入力周期の 1075 サイ

クル以上になります。 
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（1） 電源投入時のリセット 

電源投入時、電源電圧が規格内に入ってから発振回路の安定時間と PLL の発振安定時間の総和の期間は、

RESET#端子に"L"レベル信号を入力してください。なお、電源投入シーケンスは「第 34 章 電源回路」を参

照してください。発振安定時間は tOSC1として規定されます。詳細は「第 38 章 電気的特性」を参照してく

ださい。また、H-UDI を初期化するために、TRST#端子に"L"レベル信号を入力する必要があります。 

"H" "L"

PLL
EXTAL

Vcc Vdd
PLLVcc AVcc

RESET#

TRST#

EXTAL

 

図 16.2 電源投入時のリセット 

（2） 動作中のリセット 

動作中のリセットは、リセットパルス幅以上の"L"レベルを RESET#端子に入力してください。リセットパ

ルス幅は tRESWとして規定されます。詳細は「第 38 章 電気的特性」を参照してください。 

"H"

"H"

"L""L"

RESET#

EXTAL

Vcc Vdd
PLLVcc AVcc

 

図 16.3 動作中のリセット 
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16.4 使用上の注意事項 

16.4.1 内部要因リセット時の入出力端子動作についての注意 
内部要因によるリセットの発生によって入出力端子が動作状態からリセット状態に遷移する際に、最大で

周辺クロック（Pck）の 1 サイクルの間、入出力端子が不定状態となります。上記不定状態においては、"H"

レベル出力、"L"レベル出力、ハイインピーダンス状態のいずれかの状態となります。 

上記のとおり、入出力端子は一時的に不定状態となりますが、その後はマイコン全体が所定のリセット状

態に遷移します。 

Pck

 

図 16.4 内部要因リセット時の入出力端子動作 

 

内部要因によるリセットは、以下が該当します。 

• ウォッチドッグタイマ（WDT）オーバフロー時のリセット 

• エミュレータによるH-UDIリセット 

• 例外によるリセット 

 

RESET#端子にローレベル入力することによるリセットは、この注意事項の内部要因リセットには該当しま

せん。 
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表 16.2 に該当する入出力端子を示します。なお、該当しない端子は、内部要因によるリセットと同時に端

子はハイインピーダンス状態になります 

 
表 16.2 該当する入出力端子 

該当する入出力端子 内部要因リセット時の端子動作 

機能名 機能端子名[端子名] （動作状態時の端子動作） 

→（不定状態時の端子動作） 

→（リセット状態時の端子動作）

動作説明 

ATU-III TOnm [PA0～PA13、PC0～PC3、PC5、

PC6] 

PSEL PSLCLKB [PA8]、PSLCLKA [PA9]、 

PSLDATA0 [PA10]、PSLDATA1 [PA11]、

PSLDATA2 [PA12]、PSLDATA3 [PA13]

ADC AD0END [PJ11] 

"H"または"L"出力→"L"出力→Hi-Z 内部要因によりリセット受付時、ポート

のデータレジスタの初期化の値"0"を

Max.1Pck 分出力します。 

RCAN CTXi [PF1, PJ1, PJ3, PJ5, PJ7] 

AUDR AUDREVT# [PL9] 

"H"または"L"出力→"H"出力→Hi-Z 内部要因によるリセット受付時、ポート

のデータレジスタの初期化の値"1"を

Max.1Pck 分出力します。 

ATU-III TOnm（m=0～5） 

（PWM 出力禁止設定時） 

[PA0～PA5, PA8～PA13, PC0～PC3, 

PC5] 

Hi-Z→"L"出力→Hi-Z 内部要因によるリセット受付時、ポート

のデータレジスタの初期化の値"0"を

Max.1Pck 分出力します。 

【注】 1. ただし、該当端子でも該当機能を選択していない場合は該当しません。 

 2. 表中の"H"出力は"H"レベル出力を、"L"出力は"L"レベル出力を、Hi-Z はハイインピーダンス状態を示します。 
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レイアウトの都合上、このページは白紙です。 
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17. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

ウォッチドッグタイマ（WDT）は、1 チャネルのタイマでありウォッチドッグタイマまたはインターバル

タイマとしても使用できます。 
 

17.1 概要 

• 一定周期でカウントするタイマを使用して、システムの暴走を監視する機能を実現します。 

• カウンタオーバフローによりリセットを発生するウォッチドッグタイマモードと、割り込みを発生する

インターバルタイマモードがあります。 

• ウォッチドッグタイマモード時、カウンタオーバフローによりリセットが発生し、WDTOVF#信号を出

力します。 

• インターバルタイマモード時、カウンタオーバフローによりインターバルタイマ割り込みを発生します。 

• WDT関連のレジスタは、容易に書き換えられないように上位8ビットにコード値を設定しています。 

• カウンタがオーバフローするまでの最大時間は、約27秒（周辺クロック：Pck＝40MHz時）です。 
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図 17.1 に WDT のブロック図を示します。 

Pck

WDTOVF#

WDT

RESET#

IRQ_WDT

WDTBST

WDTCSR

WDTST

IRQ_n

WDTBCNT
WDTBST
WDTCNT
WDTCSR
WDTST

WDTCNT
12bit

WDTBCNT
18bit

CPG

 

図 17.1 WDT のブロック図 

 

17.2 入出力端子 
表 17.1 に WDT の端子構成を示します。 

以下に示す端子は他の端子とマルチプレクスされていません。 
 

表 17.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

WDTOVF# 出力 カウンタオーバフロー出力端子 

ウォッチドッグタイマモード時にカウンタオーバフロー信号を出力します。 
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17.3 レジスタの説明 
表 17.2 に WDT のレジスタ構成を示します。 

 

表 17.2 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ WDTST H'0000 0000 H'FFFF 1000 32 17-3 

ウォッチドッグタイマコントロール/ステータスレジスタ WDTCSR H'0000 0000 H'FFFF 1004 32 17-4 

ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ WDTBST H'0000 0000 H'FFFF 1008 32 17-6 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT H'0000 0000 H'FFFF 1010 32 17-7 

ウォッチドッグタイマベースカウンタ WDTBCNT H'0000 0000 H'FFFF 1018 32 17-8 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

17.3.1 ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ（WDTST） 
WDTCNT カウンタのオーバフロー値を設定します。H'0000 0001 を設定した場合がオーバフローまでの最

小時間、H'0000 0000 を設定した場合がオーバフローまでの最大時間になります。 

WDTST レジスタへの書き込みは、WDTSTKEY ビットを"H'5A"にしてロングワードサイズで行ってくださ

い。WDTSTKEY ビットは読み出すと常に"0"が読み出されます。 

WDTST レジスタは、RESET#端子によるリセットでは"H'0000 0000"に初期化されます。ただし、ウォッチ

ドッグタイマモード時のカウンタオーバフローによるリセットと H-UDI によるリセットでは、リセット前に

設定した値を保持します。 
 

WDTST P4 H'FFFF 1000

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WDTST

31

WDTSTKEY

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 WDTSTKEY すべて 0 0 W WDTST レジスタライトキーコードビット 

WDTST ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込み

データは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'5A：WDTST ビットの書き換え許可 

H'5A 以外：WDTST ビットの書き換え禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

23～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11～0 WDTST H'000 R W WDTCNT カウンタのオーバフロー値 

 

17.3.2 ウォッチドッグタイマコントロール/ステータスレジスタ（WDTCSR） 
WDTCSR レジスタへの書き込みは WDTCSRKEY ビットを"H'A5"にしてロングワードサイズで行ってくだ

さい。WDTCSRKEY ビットは読み出すと常に"0"が読み出されます。 

WDTCSR レジスタは、RESET#端子によるリセットでは"H'0000 0000"に初期化されます。ウォッチドッグ

タイマモード時のカウンタオーバフローによるリセットでは、WOVF ビットが"1"にセットされる以外はリ

セット前に設定した値を保持します。また、H-UDI によるリセットでは、リセット前に設定した値を保持し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TME WTIT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

WDTCSR P4 H'FFFF 1004

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731

WDTCSRKEY

WOVF IOVF

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 WDTCSRKEY すべて 0 0 W WDTCSR レジスタライトキーコードビット 

下位ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込みデータ

は保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'A5：下位ビットの書き換え許可 

H'A5 以外：下位ビットの書き換え禁止 

23～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7 TME 0 R W タイマイネーブルビット 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 

0：カウントアップ停止 

1：カウントアップ開始 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6 WTIT 0 R W タイマモードセレクトビット 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用す

るかを指定します。なお、WDT 動作中の WTIT ビットの書き替えは禁止です。

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 WOVF 0 R *1 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ 

ウォッチドッグタイマモードで WDTCNT カウンタがオーバフローしたこと

を示します。インターバルタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：ウォッチドッグタイマモードで WDTCNT カウンタがオーバフローした

3 IOVF 0 R *1 インターバルタイマオーバフローフラグ 

インターバルタイマモードで WDTCNT カウンタがオーバフローしたことを

示します。ウォッチドッグタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：インターバルタイマモードで WDTCNT カウンタがオーバフローした

2～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持します。 
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17.3.3 ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ（WDTBST） 
WDTBCNT カウンタのクリアは、WDTBST レジスタの WDTBSTKEY ビットを"H'55"にしてロングワード

サイズで書き込むことで実行します。WDTBST レジスタを読み出すと常に"H'0000 0000"が読み出されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

WDTBST P4 H'FFFF 1008

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731

WDTBSTKEY

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 WDTBSTKEY すべて 0 0 W WDTBST レジスタライトキーコードビット 

WDTBCNT カウンタのクリアに使用します。本ビットへの書き込みデータは

保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'55：WDTBCNT カウンタをクリア 

H'55 以外：書き込み無効 

23～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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17.3.4 ウォッチドッグタイマカウンタ（WDTCNT） 
WDTCNT カウンタは WDTBCNT カウンタのオーバフローによりカウントアップします。WDTCNT カウン

タがオーバフローすると、ウォッチドッグタイマモードではリセットが発生し、インターバルタイマモード

では割り込みが発生します。なお、WDTCNT カウンタは読み出し専用レジスタで、書き込みは無効です。 

WDTCNT カウンタは、RESET#端子によるリセットでは"H'0000 0000"に初期化されます。ウォッチドッグ

タイマモード時のカウンタオーバフローによるリセットとH-UDIによるリセットでカウンタはリセットされ

ますが、リセット解除によりカウントアップを再開します。 
 

WDTCNT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

WDTCNT P4 H'FFFF 1010

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～12 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

11～0 WDTCNT すべて 0 R － WDTCNT カウント値。 
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17.3.5 ウォッチドッグタイマベースカウンタ（WDTBCNT） 
WDTBCNT カウンタは周辺クロック（Pck）によりカウントアップします。WDTBCNT カウンタがオーバ

フローすると、WDTCNT カウンタのカウントアップを行い、WDTBCNT カウンタを"H'0000 0000"にクリアし

ます。なお、WDTBCNT カウンタは読み出し専用レジスタで、書き込みは無効です。 

WDTBCNT カウンタは、RESET#端子によるリセットでは"H'0000 0000"に初期化されます。ウォッチドッ

グタイマモード時のカウンタオーバフローによるリセットとH-UDIによるリセットでカウンタはリセットさ

れますが、リセット解除によりカウントアップを再開します。 
 

WDTBCNT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

WDTBCNT P4 H'FFFF 1018

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731

WDTBCNT

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～18 － すべて 0 0 － 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

17～0 WDTBCNT すべて 0 R － WDTBCNT カウント値。 
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17.4 動作説明 

17.4.1 ウォッチドッグタイマモードの使用法 

1. WDTSTレジスタにWDTCNTカウンタのオーバフロー時間を設定します。 

2. WDTCSRレジスタのWTITビットに"1"を設定します。 

3. WDTCSRレジスタのTMEビットに"1"を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. ウォッチドッグタイマモードでは、WDTCNTカウンタがオーバフローしないように定期的にWDTCNT

カウンタまたはWDTBCNTカウンタをクリアしてください。クリア方法は「17.4.4 WDTカウンタのク

リア方法」を参照してください。 

5. WDTCNTカウンタがオーバフローすると、WDTCSRレジスタのWOVFフラグを"1"にセットし、リセット

を発生します。 
 

17.4.2 インターバルタイマモードの使用法 
インターバルタイマモードでは、カウンタがオーバフローするたびにインターバルタイマ割り込みを発生

します。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができます。 

1. WDTSTレジスタにWDTCNTカウンタのオーバフロー時間を設定します。 

2. WDTCSRレジスタのWTITビットに"0"を設定します。 

3. WDTCSRレジスタのTMEビットに"1"を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. WDTCNTカウンタがオーバフローすると、WDTCSRレジスタのIOVFフラグを"1"にセットし、インター

バルタイマ割り込み要求を発生します。このとき、WDTCNTカウンタおよびWDTBCNTカウンタはカウ

ントを続行しています。 
 

17.4.3 WDT オーバフロー発生までの時間 
図 17.2 に WDTCNT カウンタと WDTBCNT カウンタとの関係を示します。 

図はインターバルタイマモードの例で、WDTCNT カウンタのオーバフロー後もカウントアップを継続しま

す。ウォッチドッグタイマモードでは、カウンタオーバフローによるリセット解除後に WDTCNT カウンタ

と WDTBCNT カウンタを"0"にクリアしてカウントアップを再開します。 
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WDTST

H'0000 0000

WDTCNT

"0"

WDTBCNT

H'0003 FFFF

H'0000 0000

TME
WOVF

IOVF

WDTBCNT

Pck

"0"

 

図 17.2 WDT のカウントアップ動作（インターバルタイマモードの例） 

 

WDTBCNT カウンタは 18 ビットのカウンタで、周辺クロック（Pck）でカウントアップします。WDTBST

レジスタに H'5500 0000 を書き込むことにより、WDTBCNT カウンタがクリアされます。周辺クロックが

40MHz の場合の WDTBCNT カウンタが"0"からオーバフローに要する時間は、 

2^18[bit] × 1/40[MHz] ＝ 約 6.554[ms] 

となります。 

WDTCNT カウンタは 12 ビットのカウンタで、WDTBCNT カウンタでオーバフローが発生するとカウント

アップします。WDTCNT カウンタは、WDTST レジスタにオーバフロー値を設定することによりクリアされ

ます。 

WDTCNTカウンタ値がWDTSTビットに設定したオーバフロー値と一致した時点でオーバフローとなりま

す。WDTCNT カウンタがオーバフローまでに要する時間は、 

WDTST ビット設定値 × 約 6.554[ms] 

となります。ただし、"H'000"を設定した場合は、カウント値は"H'1000"とみなします。 

 

したがって、オーバフローまでの最大時間は、WDTST.WDTST ビットに"H'000"を設定した場合になります。 

2^12[bit] × 6.554[ms] ＝ 約 26.84[s] 

また、オーバフローまでの最小時間は、WDTST.WDTST ビットに"H'001"を設定した場合になります。 

2^0[bit] × 6.554[ns] ＝ 約 6.554[ms] 
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17.4.4 WDT カウンタのクリア方法 
WDTBCNT カウンタ、WDTCNT カウンタのクリア方法は以下のとおりです。 

 

（1） WDTBCNT カウンタのクリア方法 

• WDTBSTレジスタにロングワードサイズでH'5500 0000を書き込み 

• RESET#端子によるリセット 

• ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフローによるリセット 

• H-UDIによるリセット 
 

（2） WDTCNT カウンタのクリア方法 

• WDTST.WDTSTビットへの書き込み（異なるキーコードで書き込み時はクリアされない） 

• RESET#端子によるリセット 

• ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフローによるリセット 

• H-UDIによるリセット 
 

17.4.5 WDT オーバフローによるリセット 
WDT オーバフローによるリセットの期間（WDT リセット時間）は、EXTAL 端子入力の入力周期の 9 サイ

クル ～18 サイクルになります。また、WDT オーバフローからリセット状態に遷移するまでの時間（WDT

リセット要求時間）は、EXTAL 端子入力の入力周期の 1 サイクル以上になります。 

"H"

EXTAL

WDT WDT

"L""L"

WDTOVF#

 

図 17.3 通常動作中の WDT オーバフローによるリセット 
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18. I/O ポートとピンファンクションユニット 

18.1 概要 
I/O ポートは、A、B、C、D、E、F、G、H、J、K、L、M、N の 108 本から構成されています。各ポートは、

ポート IO レジスタにより、入力ポートまたは出力ポートとして使用できます。また、各ポートは、内蔵周辺

モジュールの信号を兼ね備えているマルチプレクス端子になっています。マルチプレクス端子機能の選択は

各ポートの対応するコントロールレジスタで設定します。さらに、出力ドライブ能力設定機能や入力しきい

値切替機能などの機能を内蔵しています。 

表 18.1 に I/O ポートとピンファンクションユニットの概要を示します。 
 

表 18.1 I/O ポートとピンファンクションユニットの概要 

項目 概要 

ポート数 合計 108 本 

ポート A：PA0～PA13（14 本） 

ポート B：PB0、PB1、PB3（3 本） 

ポート C：PC0～PC3、PC5、PC6、PC14（7 本） 

ポート D：PD0～PD10（11 本） 

ポート E：PE15（1 本） 

ポート F：PF0、PF1、PF4、PF5（4 本） 

ポート G：PG0～PG4（5 本） 

ポート H：PH0～PH15（16 本） 

ポート J：PJ0～PJ7、PJ10～PJ15（14 本） 

ポート K：PK0、PK5、PK6、PK8～PK14（10 本） 

ポート L：PL2～PL6、PL8、PL9（7 本） 

ポート M：PM0、PM2、PM4、PM6、PM8～PM15（12 本） 

ポート N：PN0、PN1、PN4、PN5（4 本） 

ポート機能 ポート IO レジスタにより、ポート単位で入力または出力を設定できます（ポート M とポー

ト N は入力専用ポート）。 

ドライブ能力設定機能 ドライバビリティ設定レジスタにより、対応するポートの出力ドライブ能力を大きくできま

す（ポート M とポート N を除く）。 

入力しきい値切替機能 入力しきい値をポートグループ単位で 3 種類の電圧レベル（0.35Vcc、0.5Vcc、0.7Vcc）に

設定できます。ただし、設定できるポートは、PG0～PG3、PJ1、PJ3～PJ5、PM0、PM2、

PM4、PM6、PM8～PM15、PN0、PN1、PN4、PN5 以外のポートです。 
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18.2 マルチプレクス端子機能 
各ポートの端子は、汎用入出力と他の機能を兼ねているマルチプレクス端子です。マルチプレクス端子の

機能は、各ポートに対応するコントロールレジスタで選択します。 

表 18.2～表 18.14 に各ポートのマルチプレクス端子機能の一覧表、表 18.15 に 2 端子に入出力可能な端子

機能と割り当てを示します。 
 

表 18.2 ポート A のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PA0（ポート） － TO00（ATU-IIIS） DDB00（DRI） － － 

PA1（ポート） － TO01（ATU-IIIS） DDB01（DRI） － － 

PA2（ポート） － TO02（ATU-IIIS） DDB02（DRI） － － 

PA3（ポート） － TO03（ATU-IIIS） DDB03（DRI） － － 

PA4（ポート） － TO04（ATU-IIIS） DDB04（DRI） － － 

PA5（ポート） － TO05（ATU-IIIS） DDB05（DRI） － － 

PA6（ポート） － TO06（ATU-IIIS） DDB06（DRI） － － 

PA7（ポート） － TO07（ATU-IIIS） DDB07（DRI） － － 

PA8（ポート） － TO10（ATU-IIIS） DDB08（DRI） PSLCLKB（PSEL） － 

PA9（ポート） － TO11（ATU-IIIS） DDB09（DRI） PSLCLKA（PSEL） － 

PA10（ポート） － TO12（ATU-IIIS） DDB10（DRI） PSLDATA0（PSEL） － 

PA11（ポート） － TO13（ATU-IIIS） DDB11（DRI） PSLDATA1（PSEL） － 

PA12（ポート） － TO14（ATU-IIIS） DDB12（DRI） PSLDATA2（PSEL） － 

PA13（ポート） － TO15（ATU-IIIS） DDB13（DRI） PSLDATA3（PSEL） － 

 

表 18.3 ポート B のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール） 

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PB0（ポート） － PWMOFF0（ATU-IIIS） DINB0（DRI） － － 

PB1（ポート） － PWMOFF1（ATU-IIIS） DINB1（DRI） － － 

PB3（ポート） － PWMOFF3（ATU-IIIS） DINB3（DRI） － － 
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表 18.4 ポート C のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PC0（ポート） － TO30（ATU-IIIS） － MOSI2（RSPI） （IRQ6）（INTC）

PC1（ポート） － TO31（ATU-IIIS） － MISO2（RSPI） － 

PC2（ポート） － TO32（ATU-IIIS） － RSPCK2（RSPI） DREQ0（DMAC） 

PC3（ポート） － TO33（ATU-IIIS） － SSL20（RSPI） IRQ0（INTC） 

PC5（ポート） － TO35（ATU-IIIS） － － － 

PC6（ポート） CLKOUT（CPG） TO36（ATU-IIIS） － － － 

PC14（ポート） － － － － － 

 

表 18.5 ポート D のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PD0（ポート） － PDIDATA0（PDAC） － － － 

PD1（ポート） － PDIDATA1（PDAC） － － － 

PD2（ポート） － PDIDATA2（PDAC） － － － 

PD3（ポート） － PDIDATA3（PDAC） － － － 

PD4（ポート） － PDIDATA4（PDAC） － － － 

PD5（ポート） － PDIDATA5（PDAC） － － － 

PD6（ポート） － PDIDATA6（PDAC） － － － 

PD7（ポート） － PDIDATA7（PDAC） － － － 

PD8（ポート） － PDIDATA8（PDAC） － － － 

PD9（ポート） － PDIDATA9（PDAC） － － － 

PD10（ポート） － PDIWR（PDAC） － － － 

 

表 18.6 ポート E のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール） 

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PE15（ポート） － TO27（ATU-IIIS） － PSLCLR（PSEL） － 

 

表 18.7 ポート F のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PF0（ポート） CRX0（CAN） － － － － 

PF1（ポート） CTX0（CAN） － － － － 

PF4（ポート） SDA（IIC3） － － － （CRX3）（CAN）

PF5（ポート） SCL（IIC3） － － － （CTX3）（CAN）
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表 18.8 ポート G のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PG0（ポート） MOSI0（RSPI） TO40（ATU-IIIS） － － － 

PG1（ポート） MISO0（RSPI） TO41（ATU-IIIS） － － － 

PG2（ポート） RSPCK0（RSPI） TO42（ATU-IIIS） － － － 

PG3（ポート） － TO43（ATU-IIIS） SSL00（RSPI） － （IRQ7）（INTC）

PG4（ポート） IRQ2（INTC） TO44（ATU-IIIS） SSL01（RSPI） － － 

 

表 18.9 ポート H のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PH0（ポート） DROD8（DRO） TO20（ATU-IIIS） DDC00（DRI） TIF0A（ATU-IIIS） － 

PH1（ポート） DROD9（DRO） TO21（ATU-IIIS） DDC01（DRI） TIF0B（ATU-IIIS） － 

PH2（ポート） DROD10（DRO） TO22（ATU-IIIS） DDC02（DRI） TIF1A（ATU-IIIS） － 

PH3（ポート） DROD11（DRO） TO23（ATU-IIIS） DDC03（DRI） TIF1B（ATU-IIIS） － 

PH4（ポート） DROD12（DRO） TO24（ATU-IIIS） DDC04（DRI） TIA00（ATU-IIIS） － 

PH5（ポート） DROD13（DRO） TO25（ATU-IIIS） DDC05（DRI） TIA01（ATU-IIIS） － 

PH6（ポート） DROD14（DRO） TO26（ATU-IIIS） DDC06（DRI） TIA02（ATU-IIIS） － 

PH7（ポート） DROD15（DRO） （TO27）（ATU-IIIS） DDC07（DRI） TIA03（ATU-IIIS） － 

PH8（ポート） DROD0（DRO） （TO30）（ATU-IIIS） DDC08（DRI） RTS2#（SCIF） － 

PH9（ポート） DROD1（DRO） （TO31）（ATU-IIIS） DDC09（DRI） CTS2#（SCIF） － 

PH10（ポート） DROD2（DRO） （TO32）（ATU-IIIS） DDC10（DRI） － － 

PH11（ポート） DROD3（DRO） （TO33）（ATU-IIIS） DDC11（DRI） － － 

PH12（ポート） DROD4（DRO） TO34（ATU-IIIS） DDC12（DRI） － － 

PH13（ポート） DROD5（DRO） （TO35）（ATU-IIIS） DDC13（DRI） － － 

PH14（ポート） DROD6（DRO） （TO36）（ATU-IIIS） DDC14（DRI） － IRQ1（INTC） 

PH15（ポート） DROD7（DRO） TO37（ATU-IIIS） DDC15（DRI） － － 
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表 18.10 ポート J のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PJ0（ポート） （CRX0）（CAN） FRXA（FlexRay） － － － 

PJ1（ポート） （CTX0）（CAN） FTXA（FlexRay） － － － 

PJ2（ポート） CRX1（CAN） FRXB（FlexRay） － － － 

PJ3（ポート） CTX1（CAN） FTXB（FlexRay） － RTS0#（SCIF） － 

PJ4（ポート） CRX2（CAN） FTXENA（FlexRay） － CTS0#（SCIF） － 

PJ5（ポート） CTX2（CAN） FTXENB（FlexRay） － SCK2（SCIF） － 

PJ6（ポート） CRX3（CAN） TIF2A（ATU-IIIS） － RXD2（SCIF） TIA04（ATU-IIIS）

PJ7（ポート） CTX3（CAN） TIF2B（ATU-IIIS） － TXD2（SCIF） － 

PJ10（ポート） RXD0（SCIF） PWMOFF4（ATU-IIIS） － AD0TRG#（ADC） － 

PJ11（ポート） TXD0（SCIF） － － AD0END（ADC） － 

PJ12（ポート） SCK0（SCIF） TCLKB（ATU-IIIS） － － （IRQ0）（INTC）

PJ13（ポート） RXD1（SCIF） MISO1（RSPI） － － － 

PJ14（ポート） TXD1（SCIF） MOSI1（RSPI） － － － 

PJ15（ポート） SCK1（SCIF） RSPCK1（RSPI） － － － 

 

表 18.11 ポート K のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PK0（ポート） IRQ5（INTC） SSL10（RSPI） － － － 

PK5（ポート） － － DINC4（DRI） RXD3（SCIF） － 

PK6（ポート） － － － TXD3（SCIF） － 

PK8（ポート） DREQ2（DMAC） － － － － 

PK9（ポート） AUDRD0（AUDR） － － RTS3#（SCIF） － 

PK10（ポート） AUDRD1（AUDR） － － CTS3#（SCIF） － 

PK11（ポート） AUDRD2（AUDR） － － － － 

PK12（ポート） AUDRD3（AUDR） － － － － 

PK13（ポート） AUDRCLK（AUDR） － － － － 

PK14（ポート） AUDRSYN#（AUDR） － － － － 
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表 18.12 ポート L のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール） 

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PL2（ポート） DROWR（DRO） － － － － 

PL3（ポート） － IRQ6（INTC） － － － 

PL4（ポート） TIA10（ATU-IIIS） （TIF0A）（ATU-IIIS） － － － 

PL5（ポート） TIA11（ATU-IIIS） （TIF0B）（ATU-IIIS） － － － 

PL6（ポート） TIA12（ATU-IIIS） （TIF1A）（ATU-IIIS） － － － 

PL8（ポート） TIA14（ATU-IIIS） IRQ7（INTC） － DREQ3（DMAC） － 

PL9（ポート） TIA15（ATU-IIIS） － － － AUDREVT#（AUDR）

 

表 18.13 ポート M のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PM0（ポート） AD0IN0（ADC） － － － － 

PM2（ポート） AD0IN2（ADC） － － － － 

PM4（ポート） AD0IN4（ADC） － － － － 

PM6（ポート） AD0IN6（ADC） － － － － 

PM8（ポート） AD0IN8（ADC） － － － － 

PM9（ポート） AD0IN9（ADC） － － － － 

PM10（ポート） AD0IN10（ADC） － － － － 

PM11（ポート） AD0IN11（ADC） － － － － 

PM12（ポート） AD0IN12（ADC） － － － － 

PM13（ポート） AD0IN13（ADC） － － － － 

PM14（ポート） AD0IN14（ADC） － － － － 

PM15（ポート） AD0IN15（ADC） － － － － 
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表 18.14 ポート N のマルチプレクス端子機能の一覧表 

機能 1 

（関連モジュール） 

機能 2 

（関連モジュール） 

機能 3 

（関連モジュール）

機能 4 

（関連モジュール）

機能 5 

（関連モジュール） 

機能 6 

（関連モジュール）

PN0（ポート） AD1IN0（ADC） － － － － 

PN1（ポート） AD1IN1（ADC） － － － － 

PN4（ポート） AD1IN4（ADC） － － － － 

PN5（ポート） AD1IN5（ADC） － － － － 

【注】・1 つの機能に対して 2 箇所に端子が存在している機能があります。詳細については表 18.15 を参照してください。 
 

表 18.15 2 端子に入出力可能な端子機能と割り当て 

モジュール 信号名 端子グループ A 端子グループ B 備考

IRQ0 PC3/TO33/SSL20/IRQ0 PJ12/SCK0/TCLKB/IRQ0 

IRQ1 － PH14/DROD6/TO36/DDC14/IRQ1 

IRQ2 PG4/IRQ2/TO44/SSL01 － 

IRQ5 PK0/IRQ5/SSL10 － 

IRQ6 PL3/IRQ6 PC0/TO30/MOSI2/IRQ6 

INTC 

IRQ7 PL8/TIA14/IRQ7/DREQ3 PG3/TO43/SSL00/IRQ7 

*1 

PSLCLKB PA8/TO10/DDB08/PSLCLKB － 

PSLCLKA PA9/TO11/DDB09/PSLCLKA － 

PSLDATA0 PA10/TO12/DDB10/PSLDATA0 － 

PSLDATA1 PA11/TO13/DDB11/PSLDATA1 － 

PSLDATA2 PA12/TO14/DDB12/PSLDATA2 － 

PSLDATA3 PA13/TO15/DDB13/PSLDATA3 － 

PSEL 

PSLCLR － PE15/TO27/PSLCLR 

*2 

CRX0 PF0/CRX0 PJ0/CRX0/FRXA *1 

CTX0 PF1/CTX0 PJ1/CTX0/FTXA *2 

CRX1 － PJ2/CRX1/FRXB *1 

CTX1 － PJ3/CTX1/FTXB/RTS0# *2 

CRX2 － PJ4/CRX2/FTXENA/CTS0# *1 

CTX2 － PJ5/CTX2/FTXENB/SCK2 *2 

CRX3 PJ6/CRX3/TIF2A/RXD2/TIA04 PF4/SDA/CRX3 *1 

CAN 

CTX3 PJ7/CTX3/TIF2B/TXD2 PF5/SCL/CTX3 *2 
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モジュール 信号名 端子グループ A 端子グループ B 備考

TO20 － PH0/DROD8/TO20/DDC00/TIF0A 

TO21 － PH1/DROD9/TO21/DDC01/TIF0B 

TO22 － PH2/DROD10/TO22/DDC02/TIF1A 

TO23 － PH3/DROD11/TO23/DDC03/TIF1B 

TO24 － PH4/DROD12/TO24/DDC04/TIA00 

TO25 － PH5/DROD13/TO25/DDC05/TIA01 

TO26 － PH6/DROD14/TO26/DDC06/TIA02 

TO27 PE15/TO27/PSLCLR PH7/DROD15/TO27/DDC07/TIA03 

TO30 PC0/TO30/MOSI2/IRQ6 PH8/DROD0/TO30/DDC08/RTS2# 

TO31 PC1/TO31/MISO2 PH9/DROD1/TO31/DDC09/CTS2# 

TO32 PC2/TO32/RSPCK2/DREQ0 PH10/DROD2/TO32/DDC10 

TO33 PC3/TO33/SSL20/IRQ0 PH11/DROD3/TO33/DDC11 

TO34 － PH12/DROD4/TO34/DDC12 

TO35 PC5/TO35 PH13/DROD5/TO35/DDC13 

TO36 PC6/CLKOUT/TO36 PH14/DROD6/TO36/DDC14/IRQ1 

TO37 － PH15/DROD7/TO37/DDC15 

*2 

TIF0A PH0/DRO08/TO20/DDC00/TIF0A PL4/TIA10/TIF0A 

TIF0B PH1/DRO09/TO21/DDC01/TIF0B PL5/TIA11/TIF0B 

TIF1A PH2/DRO10/TO22/DDC02/TIF1A PL6/TIA12/TIF1A 

ATU-IIIS 

TIF1B PH3/DRO11/TO23/DDC03/TIF1B － 

*1 

【注】 *1 端子グループ A と端子グループ B に同じ入力機能を設定した場合、端子グループ A の設定が有効になり、端子グ

ループ A からの入力が該当機能の入力になります。 

 *2 端子グループ A と端子グループ B に同じ出力機能を設定した場合、両方の端子から出力します。 
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18.3 レジスタの説明 
表 18.16 にレジスタ構成を示します。 

 

表 18.16 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

ポート A データレジスタ PADR H'0000 H'FFFF 5002 8、16 18-12 

ポート A・IO レジスタ PAIOR H'0000 H'FFFF 5006 8、16 18-29 

ポート A ドライバビリティ設定レジスタ PADSR H'0000 H'FFFF 509A 8、16 18-18 

ポート A コントロールレジスタ 4 PACR4 H'0000 H'FFFF 5010 8、16、32 18-32 

ポート A コントロールレジスタ 3 PACR3 H'0000 H'FFFF 5012 8、16、32 18-33 

ポート A コントロールレジスタ 2 PACR2 H'0000 H'FFFF 5014 8、16、32 18-34 

ポート A コントロールレジスタ 1 PACR1 H'0000 H'FFFF 5016 8、16、32 18-35 

ポート A ポートレジスタ PAPR 端子の値 H'FFFF 501E 8、16 18-15 

ポート B データレジスタ PBDR H'0000 H'FFFF 5102 8、16 18-12 

ポート B・IO レジスタ PBIOR H'0000 H'FFFF 5106 8、16 18-29 

ポート B コントロールレジスタ 2 PBCR2 H'0000 H'FFFF 5114 8、16、32 18-37 

ポート B コントロールレジスタ 1 PBCR1 H'0000 H'FFFF 5116 8、16、32 18-37 

ポート B ポートレジスタ PBPR 端子の値 H'FFFF 511E 8、16 18-15 

ポート B ドライバビリティ設定レジスタ PBDSR H'0000 H'FFFF 519A 8、16 18-18 

ポート C データレジスタ PCDR H'0000 H'FFFF 5202 8、16 18-12 

ポート C・IO レジスタ PCIOR H'0000 H'FFFF 5206 8、16 18-29 

ポート C コントロールレジスタ 4 PCCR4 H'0000 H'FFFF 5210 8、16、32 18-39 

ポート C コントロールレジスタ 3 PCCR3 H'0000 H'FFFF 5212 8、16、32 18-39 

ポート C コントロールレジスタ 2 PCCR2 H'0000 H'FFFF 5214 8、16、32 18-40 

ポート C コントロールレジスタ 1 PCCR1 H'0000 H'FFFF 5216 8、16、32 18-41 

ポート C ポートレジスタ PCPR 端子の値 H'FFFF 521E 8、16 18-15 

ポート C ドライバビリティ設定レジスタ PCDSR H'0000 H'FFFF 529A 8、16 18-18 

ポート ABC 入力しきい値切替レジスタ PALVR H'0000 H'FFFF 5300 8、16 18-21 

ポート DRI 入力チャネル切替レジスタ PDRIR H'0000 H'FFFF 5340 8 18-78 

ポート D データレジスタ PDDR H'0000 H'FFFF 5402 8、16 18-12 

ポート D・IO レジスタ PDIOR H'0000 H'FFFF 5406 8、16 18-29 

ポート D コントロールレジスタ 4 PDCR4 H'0000 H'FFFF 5410 8、16、32 18-43 

ポート D コントロールレジスタ 3 PDCR3 H'0000 H'FFFF 5412 8、16、32 18-43 

ポート D コントロールレジスタ 2 PDCR2 H'0000 H'FFFF 5414 8、16、32 18-44 

ポート D コントロールレジスタ 1 PDCR1 H'0000 H'FFFF 5416 8、16、32 18-45 

ポート D ポートレジスタ PDPR 端子の値 H'FFFF 541E 8、16 18-15 

ポート D ドライバビリティ設定レジスタ PDDSR H'0000 H'FFFF 549A 8、16 18-18 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

ポート E データレジスタ PEDR H'0000 H'FFFF 5502 8、16 18-12 

ポート E・IO レジスタ PEIOR H'0000 H'FFFF 5506 8、16 18-29 

ポート E コントロールレジスタ 4 PECR4 H'0000 H'FFFF 5510 8、16、32 18-47 

ポート E コントロールレジスタ 3 PECR3 H'0000 H'FFFF 5512 8、16、32 18-47 

ポート E ポートレジスタ PEPR 端子の値 H'FFFF 551E 8、16 18-15 

ポート E ドライバビリティ設定レジスタ PEDSR H'0000 H'FFFF 559A 8、16 18-18 

ポート F データレジスタ PFDR H'0000 H'FFFF 5602 8、16 18-12 

ポート F・IO レジスタ PFIOR H'0000 H'FFFF 5606 8、16 18-29 

ポート F コントロールレジスタ 2 PFCR2 H'0000 H'FFFF 5614 8、16、32 18-48 

ポート F コントロールレジスタ 1 PFCR1 H'0000 H'FFFF 5616 8、16、32 18-49 

ポート F ポートレジスタ PFPR 端子の値 H'FFFF 561E 8、16 18-15 

ポート F ドライバビリティ設定レジスタ PFDSR H'0000 H'FFFF 569A 8、16 18-18 

ポート DEF しきい値切替レジスタ PDLVR H'0000 H'FFFF 5700 8、16 18-23 

ポート G データレジスタ PGDR H'0000 H'FFFF 5802 8、16 18-13 

ポート G・IO レジスタ PGIOR H'0000 H'FFFF 5806 8、16 18-30 

ポート G コントロールレジスタ 2 PGCR2 H'0000 H'FFFF 5814 8、16、32 18-50 

ポート G コントロールレジスタ 1 PGCR1 H'0000 H'FFFF 5816 8、16、32 18-50 

ポート G ポートレジスタ PGPR 端子の値 H'FFFF 581E 8、16 18-15 

ポート G ドライバビリティ設定レジスタ PGDSR H'0000 H'FFFF 589A 8、16 18-19 

ポート H データレジスタ PHDR H'0000 H'FFFF 5902 8、16 18-13 

ポート H・IO レジスタ PHIOR H'0000 H'FFFF 5906 8、16 18-30 

ポート H コントロールレジスタ 4 PHCR4 H'0000 H'FFFF 5910 8、16、32 18-52 

ポート H コントロールレジスタ 3 PHCR3 H'0000 H'FFFF 5912 8、16、32 18-53 

ポート H コントロールレジスタ 2 PHCR2 H'0000 H'FFFF 5914 8、16、32 18-55 

ポート H コントロールレジスタ 1 PHCR1 H'0000 H'FFFF 5916 8、16、32 18-56 

ポート H ポートレジスタ PHPR 端子の値 H'FFFF 591E 8、16 18-16 

ポート H ドライバビリティ設定レジスタ PHDSR H'0000 H'FFFF 599A 8、16 18-19 

ポート J データレジスタ PJDR H'0000 H'FFFF 5A02 8、16 18-13 

ポート J・IO レジスタ PJIOR H'0000 H'FFFF 5A06 8、16 18-30 

ポート J コントロールレジスタ 4 PJCR4 H'0000 H'FFFF 5A10 8、16、32 18-58 

ポート J コントロールレジスタ 3 PJCR3 H'0000 H'FFFF 5A12 8、16、32 18-59 

ポート J コントロールレジスタ 2 PJCR2 H'0000 H'FFFF 5A14 8、16、32 18-60 

ポート J コントロールレジスタ 1 PJCR1 H'0000 H'FFFF 5A16 8、16、32 18-62 

ポート J ポートレジスタ PJPR 端子の値 H'FFFF 5A1E 8、16 18-16 

ポート J ドライバビリティ設定レジスタ PJDSR H'0000 H'FFFF 5A9A 8、16 18-19 

ポート GHJ しきい値切替レジスタ PGLVR H'0000 H'FFFF 5B00 8、16 18-25 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

ポート K データレジスタ PKDR H'0000 H'FFFF 5C02 8、16 18-13 

ポート K・IO レジスタ PKIOR H'0000 H'FFFF 5C06 8、16 18-30 

ポート K コントロールレジスタ 4 PKCR4 H'0000 H'FFFF 5C10 8、16、32 18-64 

ポート K コントロールレジスタ 3 PKCR3 H'0000 H'FFFF 5C12 8、16、32 18-65 

ポート K コントロールレジスタ 2 PKCR2 H'0000 H'FFFF 5C14 8、16、32 18-66 

ポート K コントロールレジスタ 1 PKCR1 H'0000 H'FFFF 5C16 8、16、32 18-67 

ポート K ポートレジスタ PKPR 端子の値 H'FFFF 5C1E 8、16 18-16 

ポート K ドライバビリティ設定レジスタ PKDSR H'0000 H'FFFF 5C9A 8、16 18-19 

ポート L データレジスタ PLDR H'0000 H'FFFF 5D02 8、16 18-13 

ポート L・IO レジスタ PLIOR H'0000 H'FFFF 5D06 8、16 18-30 

ポート L コントロールレジスタ 3 PLCR3 H'0000 H'FFFF 5D12 8、16 18-68 

ポート L コントロールレジスタ 2 PLCR2 H'0000 H'FFFF 5D14 8、16、32 18-69 

ポート L コントロールレジスタ 1 PLCR1 H'0000 H'FFFF 5D16 8、16、32 18-70 

ポート L ポートレジスタ PLPR 端子の値 H'FFFF 5D1E 8、16 18-16 

ポート L ドライバビリティ設定レジスタ PLDSR H'0000 H'FFFF 5D9A 8、16 18-19 

ポート KL 入力しきい値切替レジスタ PKLVR H'0009 H'FFFF 5E00 8、16 18-27 

ポート M コントロールレジスタ 4 PMCR4 H'1111 H'FFFF 5E10 8、16、32 18-71 

ポート M コントロールレジスタ 3 PMCR3 H'1111 H'FFFF 5E12 8、16、32 18-72 

ポート M コントロールレジスタ 2 PMCR2 H'1111 H'FFFF 5E14 8、16、32 18-73 

ポート M コントロールレジスタ 1 PMCR1 H'1111 H'FFFF 5E16 8、16、32 18-74 

ポート M ポートレジスタ PMPR H'0000 H'FFFF 5E1E 8、16 18-16 

ポート N コントロールレジスタ 2 PNCR2 H'1111 H'FFFF 5F14 8、16、32 18-76 

ポート N コントロールレジスタ 1 PNCR1 H'1111 H'FFFF 5F16 8、16、32 18-77 

ポート N ポートレジスタ PNPR H'0000 H'FFFF 5F1E 8、16 18-16 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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18.3.1 ポート A～H、J～L データレジスタ（PADR～PHDR、PJDR～PLDR） 
PADR～PHDR、PJDR～PLDR レジスタは、各ポートに対応する入出力のデータを格納します。 

端子機能が汎用出力の場合、レジスタに値を書き込むと、書き込んだ値が端子から出力されます。レジス

タを読み出すと、端子の状態に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合、レジスタを読み出すと、レジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出され

ます。レジスタに値を書き込むことはできますが、端子の状態には影響しません。 

表 18.17 に読み出し/書き込み動作を示します。 
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DR

PD0
DR

D PDDR P4 H'FFFF 5402

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PE15
DR

E PEDR P4 H'FFFF 5502

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PF5
DR

PF4
DR

PF1
DR

PF0
DR

F PFDR P4 H'FFFF 5602
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PG4
DR

PG3
DR

PG2
DR

PG1
DR

PG0
DR

G PGDR P4 H'FFFF 5802

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH15
DR

PH14
DR

PH13
DR

PH12
DR

PH11
DR

PH10
DR

PH9
DR

PH8
DR

PH7
DR

PH6
DR

PH5
DR

PH4
DR

PH3
DR

PH2
DR

PH1
DR

PH0
DR

H PHDR P4 H'FFFF 5902

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ15
DR

PJ14
DR

PJ13
DR

PJ12
DR

PJ11
DR

PJ10
DR

PJ7
DR

PJ6
DR

PJ5
DR

PJ4
DR

PJ3
DR

PJ2
DR

PJ1
DR

PJ0
DR

J PJDR P4 H'FFFF 5A02

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PK14
DR

PK13
DR

PK12
DR

PK11
DR

PK10
DR

PK9
DR

PK8
DR

PK6
DR

PK5
DR

PK0
DR

K PKDR P4 H'FFFF 5C02

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL9
DR

PL8
DR

PL6
DR

PL5
DR

PL4
DR

PL3
DR

PL2
DR

L PLDR P4 H'FFFF 5D02

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 Pm15DR 0 R W 

14 Pm14DR 0 R W 

13 Pm13DR 0 R W 

12 Pm12DR 0 R W 

11 Pm11DR 0 R W 

10 Pm10DR 0 R W 

9 Pm9DR 0 R W 

8 Pm8DR 0 R W 

7 Pm7DR 0 R W 

表 18.17 参照 

6 Pm6DR 0 R W 

5 Pm5DR 0 R W 

4 Pm4DR 0 R W 

3 Pm3DR 0 R W 

2 Pm2DR 0 R W 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 Pm1DR 0 R W 

0 Pm0DR 0 R W 

表 18.17 参照 

【注】・ 以下のポートのビットは、何も配置されていない予約ビットです。読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値

も常に"0"にしてください。 

 ポート A：ビット 15、14 

 ポート B：ビット 15～4、2 

 ポート C：ビット 15、13～7、4 

 ポート D：ビット 15～11 

 ポート E：ビット 14～0 

 ポート F：ビット 15～6、3、2 

 ポート G：ビット 15～5 

 ポート J：ビット 9、8 

 ポート K：ビット 15、7、4～1 

 ポート L：ビット 15～10、7、1、0 

【記号説明】m＝A～H、J～L 
 

表 18.17 ポート A～H、J～L データレジスタ（PADR～PHDR、PJDR～PLDR）の読み出し/書き込み動作 

PmIOR レジスタ

のビット値 

端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PmDR レジスタに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PmDR レジスタに書き込めるが、端子の状態に影響しない。 

汎用出力 PmDR レジスタの値 書き込み値が端子から出力される。 1 

汎用出力以外 PmDR レジスタの値 PmDR レジスタに書き込めるが、端子の状態に影響しない。 

【記号説明】m＝A～H、J～L 
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18.3.2 ポート A～H、J～N ポートレジスタ（PAPR～PHPR、PJPR～PNPR） 
PAPR～PHPR、PJPR～PNPR レジスタは、常にポートの端子の値を格納します。CPU から値を書き込むこ

とはできません。 

ポート M とポート N は、入力専用のポートです。A/D 変換器のアナログ入力端子選択時には、本機能を使

用できません。 
 

? ? PA13 PA12 PA11 PA10 PA9 PA8 PA7 PA6 PA5 PA4 PA3 PA2 PA1 PA0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PA13
PR

PA12
PR

PA11
PR

PA10
PR

PA9
PR

PA8
PR

PA7
PR

PA6
PR

PA5
PR

PA4
PR

PA3
PR

PA2
PR

PA1
PR

PA0
PR

A PAPR P4 H'FFFF 501E

0 0 0 0 0 0 0 0 0 ? ? ? PB3 ? PB1 PB0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PB3
PR

PB1
PR

PB0
PR

B PBPR P4 H'FFFF 511E

? PC14 ? ? ? ? ? ? ? PC6 PC5 ? PC3 PC2 PC1 PC0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PC14

PR
PC6
PR

PC5
PR

PC3
PR

PC2
PR

PC1
PR

PC0
PR

C PCPR P4 H'FFFF 521E

? ? ? ? ? PD10 PD9 PD8 PD7 PD6 PD5 PD4 PD3 PD2 PD1 PD0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PD10

PR
PD9
PR

PD8
PR

PD7
PR

PD6
PR

PD5
PR

PD4
PR

PD3
PR

PD2
PR

PD1
PR

PD0
PR

D PDPR P4 H'FFFF 541E

PE15 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PE15
PR

E PEPR P4 H'FFFF 551E

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 PF5 PF4 ? ? PF1 PF0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PF5
PR

PF4
PR

PF1
PR

PF0
PR

F PFPR P4 H'FFFF 561E

0 0 0 0 0 0 0 0 ? ? ? PG4 PG3 PG2 PG1 PG0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PG4
PR

PG3
PR

PG2
PR

PG1
PR

PG0
PR

G PGPR P4 H'FFFF 581E
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PH15 PH14 PH13 PH12 PH11 PH10 PH9 PH8 PH7 PH6 PH5 PH4 PH3 PH2 PH1 PH0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH15

PR
PH14

PR
PH13

PR
PH12

PR
PH11

PR
PH10

PR
PH9
PR

PH8
PR

PH7
PR

PH6
PR

PH5
PR

PH4
PR

PH3
PR

PH2
PR

PH1
PR

PH0
PR

H PHPR P4 H'FFFF 591E

PJ15 PJ14 PJ13 PJ12 PJ11 PJ10 ? ? PJ7 PJ6 PJ5 PJ4 PJ3 PJ2 PJ1 PJ0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ15
PR

PJ14
PR

PJ13
PR

PJ12
PR

PJ11
PR

PJ10
PR

PJ7
PR

PJ6
PR

PJ5
PR

PJ4
PR

PJ3
PR

PJ2
PR

PJ1
PR

PJ0
PR

J PJPR P4 H'FFFF 5A1E

0 PK14 PK13 PK12 PK11 PK10 PK9 PK8 ? PK6 PK5 ? ? ? ? PK0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PK14
PR

PK13
PR

PK12
PR

PK11
PR

PK10
PR

PK9
PR

PK8
PR

PK6
PR

PK5
PR

PK0
PR

K PKPR P4 H'FFFF 5C1E

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

PL9 PL8 ? PL6 PL5 PL4 PL3 PL2 ? ?

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL5
PR

PL6
PR

PL4
PR

PL8
PR

PL9
PR

PL3
PR

PL2
PR

L PLPR P4 H'FFFF 5D1E

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PM15

PR
PM14

PR
PM13

PR
PM12

PR
PM11

PR
PM10

PR
PM9
PR

PM8
PR

PM6
PR

PM4
PR

PM2
PR

PM0
PR

M PMPR P4 H'FFFF 5E1E

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PN5
PR

PN4
PR

PN1
PR

PN0
PR

N PNPR P4 H'FFFF 5F1E
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＜リセット後の値：端子の値＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 Pn15PR 端子の値 R － 

14 Pn14PR 端子の値 R － 

13 Pn13PR 端子の値 R － 

12 Pn12PR 端子の値 R － 

11 Pn11PR 端子の値 R － 

10 Pn10PR 端子の値 R － 

9 Pn9PR 端子の値 R － 

8 Pn8PR 端子の値 R － 

7 Pn7PR 端子の値 R － 

6 Pn6PR 端子の値 R － 

5 Pn5PR 端子の値 R － 

4 Pn4PR 端子の値 R － 

3 Pn3PR 端子の値 R － 

2 Pn2PR 端子の値 R － 

1 Pn1PR 端子の値 R － 

0 Pn0PR 端子の値 R － 

読み出すと端子の値が読み出されます。 

【注】・以下のポートのビットは、何も配置されていない予約ビットです。 

 ポート A：ビット 15、14 

 ポート B：ビット 15～4、2 

 ポート C：ビット 15、13～7、4 

 ポート D：ビット 15～11 

 ポート E：ビット 14～0 

 ポート F：ビット 15～6、3、2 

 ポート G：ビット 15～5 

 ポート J：ビット 9、8 

 ポート K：ビット 15、7、4～1 

 ポート L：ビット 15～10、7、1、0 

 ・ポート M とポート N は、リセット後は A/D 変換器のアナログ入力端子が選択されていますので値は"0"になります。 

【記号説明】n＝A～H、J～N 
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18.3.3 ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR
～PLDSR） 

PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR レジスタは、ポートのドライブ能力を設定します。レジスタの設定は、

選択されている機能に関係なく常に有効になります。 

ただし、PF4 端子は SDA 出力（IIC3）、PF5 端子は SCL 出力（IIC3）が選択されている場合、PFDSR レジ

スタの設定は無効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PA13
DSR

PA12
DSR

PA11
DSR

PA10
DSR
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DSR
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DSR
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DSR

PA6
DSR

PA5
DSR

PA4
DSR

PA3
DSR
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DSR

PA1
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A PADSR P4 H'FFFF 509A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PB3
DSR

PB1
DSR

PB0
DSR

B PBDSR P4 H'FFFF 519A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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PC6
DSR

PC5
DSR

PC3
DSR

PC2
DSR

PC1
DSR

PC0
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C PCDSR P4 H'FFFF 529A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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DSR

PD9
DSR

PD8
DSR

PD7
DSR

PD6
DSR

PD5
DSR

PD4
DSR

PD3
DSR

PD2
DSR

PD1
DSR

PD0
DSR

D PDDSR P4 H'FFFF 549A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PE15
DSR

E PEDSR P4 H'FFFF 559A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PF5
DSR

PF4
DSR

PF1
DSR

PF0
DSR

F PFDSR P4 H'FFFF 569A
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PG4
DSR

PG3
DSR

PG2
DSR

PG1
DSR

PG0
DSR

G PGDSR P4 H'FFFF 589A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH15
DSR

PH14
DSR

PH13
DSR

PH12
DSR

PH11
DSR

PH10
DSR

PH9
DSR

PH8
DSR

PH7
DSR

PH6
DSR

PH5
DSR

PH4
DSR

PH3
DSR

PH2
DSR

PH1
DSR

PH0
DSR

H PHDSR P4 H'FFFF 599A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ15
DSR

PJ14
DSR

PJ13
DSR

PJ12
DSR

PJ11
DSR

PJ10
DSR

PJ7
DSR

PJ6
DSR

PJ5
DSR

PJ4
DSR

PJ3
DSR

PJ2
DSR

PJ1
DSR

PJ0
DSR

J PJDSR P4 H'FFFF 5A9A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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DSR
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DSR
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DSR

PK10
DSR

PK9
DSR

PK8
DSR
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DSR

PK5
DSR
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DSR

K PKDSR P4 H'FFFF 5C9A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL5
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PL6
DSR

PL4
DSR

PL8
DSR

PL9
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DSR
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L PLDSR P4 H'FFFF 5D9A
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＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 Pm15DSR 0 R W 

14 Pm14DSR 0 R W 

13 Pm13DSR 0 R W 

12 Pm12DSR 0 R W 

11 Pm11DSR 0 R W 

10 Pm10DSR 0 R W 

9 Pm9DSR 0 R W 

8 Pm8DSR 0 R W 

7 Pm7DSR 0 R W 

6 Pm6DSR 0 R W 

5 Pm5DSR 0 R W 

4 Pm4DSR 0 R W 

3 Pm3DSR 0 R W 

2 Pm2DSR 0 R W 

1 Pm1DSR 0 R W 

0 Pm0DSR 0 R W 

本ビットを"1"にすると、対応する端子のドライブ能力が大きくなります。

0：通常出力 

1：出力端子のドライブ能力が増加する 

【注】・以下のポートのビットは、何も配置されていない予約ビットです。読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値

も常に"0"にしてください。 

 ポート A：ビット 15、14 

 ポート B：ビット 15～4、2 

 ポート C：ビット 15、13～7、4 

 ポート D：ビット 15～11 

 ポート E：ビット 14～0 

 ポート F：ビット 15～6、3、2 

 ポート G：ビット 15～5 

 ポート J：ビット 9、8 

 ポート K：ビット 15、7、4～1 

 ポート L：ビット 15～10、7、1、0 

【記号説明】m＝A～H、J～L 
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18.3.4 ポート ABC 入力しきい値切替レジスタ（PALVR） 
PALVR レジスタは、ポート A、B、C の入力しきい値をポートグループ単位で 3 種類の電圧レベル（シュ

ミット有無設定可能）に設定します。ビット 11～8 はポート C、ビット 7～4 はポート B、ビット 3～0 はポー

ト A の各端子に対応しています。PALVR レジスタは、選択されている機能に関係なく常に有効になります。 

なお、リセット解除時は入力禁止になっているため、PmPIEN（ポート m 入力レベル設定）ビットは"1"に

して入力処理を行う必要があります。 

ポート入力禁止時には、端子に"H"レベルが入力されているのと等価の状態になっています。 

そのため、入力禁止時にポートコントロールレジスタで周辺入力機能を選択すると、"H"レベル入力により

意図しない動作となる場合があります。周辺入力機能を選択する場合の設定順序を以下に示します。 

1. 端子レベル確定後にポート入力許可 

2. ポートコントロールレジスタ設定による機能選択 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PC

SCSEL
PC

PIEN
PC

SEL0
PC

SEL1
PB

PIEN
PB

SCSEL
PB

SEL0
PB

SEL1
PA

PIEN
PA

SCSEL
PA

SEL0
PA

SEL1

ABC PALVR P4 H'FFFF 5300

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11 PCPIEN 0 R W 

10 PCSCSEL 0 R W 

9 PCSEL0 0 R W 

8 PCSEL1 0 R W 

ポート C 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 PBPIEN 0 R W 

6 PBSCSEL 0 R W 

5 PBSEL0 0 R W 

4 PBSEL1 0 R W 

ポート B 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 

3 PAPIEN 0 R W 

2 PASCSEL 0 R W 

1 PASEL0 0 R W 

0 PASEL1 0 R W 

ポート A 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 
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18.3.5 ポート DEF 入力しきい値切替レジスタ（PDLVR） 
PDLVR レジスタは、ポート D、E、F の入力しきい値をポートグループ単位で 3 種類の電圧レベル（シュ

ミット有無設定可能）に設定します。ビット 11～8 はポート F、ビット 7～4 はポート E、ビット 3～0 はポー

ト D の各端子に対応しています。PDLVR レジスタは、選択されている機能に関係なく常に有効になります。 

なお、リセット解除時は入力禁止になっているため、PmPIEN（ポート m 入力レベル設定）ビットは"1"に

して入力処理を行う必要があります。 

ポート入力禁止時には、端子に"H"レベルが入力されているのと等価の状態になっています。 

そのため、入力禁止時にポートコントロールレジスタで周辺入力機能を選択すると、"H"レベル入力により

意図しない動作となる場合があります。周辺入力機能を選択する場合の設定順序を以下に示します。 

1. 端子レベル確定後にポート入力許可 

2. ポートコントロールレジスタ設定による機能選択 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PF

SCSEL
PF

PIEN
PF

SEL0
PF

SEL1
PE

PIEN
PE

SCSEL
PE

SEL0
PE

SEL1
PD

PIEN
PD

SCSEL
PD

SEL0
PD

SEL1

DEF PDLVR P4 H'FFFF 5700

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11 PFPIEN 0 R W 

10 PFSCSEL 0 R W 

9 PFSEL0 0 R W 

8 PFSEL1 0 R W 

ポート F 入力レベル設定ビット*1 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 

【注】*1 PFCR2 レジスタで PF4、PF5 の端子機能として SDA、SCL を

選択した場合、SDA、SCL の入力しきい値は 0.7Vcc、0.3Vcc 固

定となります。SDA、SCL で使用する場合、本ビットは設定禁

止以外の"1xxx"のいずれかに設定してください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 PEPIEN 0 R W 

6 PESCSEL 0 R W 

5 PESEL0 0 R W 

4 PESEL1 0 R W 

ポート E 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 

3 PDPIEN 0 R W 

2 PDSCSEL 0 R W 

1 PDSEL0 0 R W 

0 PDSEL1 0 R W 

ポート D 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 
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18.3.6 ポート GHJ 入力しきい値切替レジスタ（PGLVR） 
PGLVR レジスタは、ポート G、H、J の入力しきい値をポートグループ単位で 3 種類の電圧レベル（シュ

ミット有無設定可能）に設定します。ビット 11～8 はポート J、ビット 7～4 はポート H、ビット 3～0 はポー

ト G の各端子に対応しています。PG0、PG1、PG2、PG3、PJ1、PJ3、PJ4、PJ5 には対応しておりません。PGLVR

レジスタは、選択されている機能に関係なく常に有効になります。 

なお、リセット解除時は入力禁止になっているため、PmPIEN（ポート m 入力レベル設定）ビットは"1"に

して入力処理を行う必要があります。ただし、PG0、PG1、PG2、PG3、PJ1、PJ3、PJ4、PJ5 を入力として使

うときは、設定しなくても入力可能です。 

ポート入力禁止時には、端子に"H"レベルが入力されているのと等価の状態になっています。 

そのため、入力禁止時にポートコントロールレジスタで周辺入力機能を選択すると、"H"レベル入力により

意図しない動作となる場合があります。周辺入力機能を選択する場合の設定順序を以下に示します。 

1. 端子レベル確定後にポート入力許可 

2. ポートコントロールレジスタ設定による機能選択 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ

SCSEL
PJ

PIEN
PJ

SEL0
PJ

SEL1
PH

PIEN
PH

SCSEL
PH

SEL0
PH

SEL1
PG

PIEN
PG

SCSEL
PG

SEL0
PG

SEL1

GHJ PGLVR P4 H'FFFF 5B00

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11 PJPIEN 0 R W 

10 PJSCSEL 0 R W 

9 PJSEL0 0 R W 

8 PJSEL1 0 R W 

ポート J 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 



18. I/O ポートとピンファンクションユニット  

Rev.1.10 2011.09.16  18-26   

R01UH0030JJ0110  

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 PHPIEN 0 R W 

6 PHSCSEL 0 R W 

5 PHSEL0 0 R W 

4 PHSEL1 0 R W 

ポート H 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 

3 PGPIEN 0 R W 

2 PGSCSEL 0 R W 

1 PGSEL0 0 R W 

0 PGSEL1 0 R W 

ポート G 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 
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18.3.7 ポート KL 入力しきい値切替レジスタ（PKLVR） 
PKLVR レジスタは、ポート K、L の入力しきい値をポートグループ単位で 3 種類の電圧レベル（シュミッ

ト有無設定可能）に設定します。ビット 7～4 はポート L、ビット 3～0 はポート K の各端子に対応していま

す。PKLVR レジスタは、選択されている機能に関係なく常に有効になります。 
なお、ポート L に関してはリセット解除時は入力禁止になっているため、PmPIEN（ポート m 入力レベル

設定）ビットは"1"にして入力処理を行う必要があります。一方、ポート K に関してはリセット解除時は入力

許可状態（CMOS 入力、0.50Vcc 選択）になっています。 
ポート入力禁止時には、端子に"H"レベルが入力されているのと等価の状態になっています。 
そのため、入力禁止時にポートコントロールレジスタで周辺入力機能を選択すると、"H"レベル入力により

意図しない動作となる場合があります。周辺入力機能を選択する場合の設定順序を以下に示します。 

1. 端子レベル確定後にポート入力許可 

2. ポートコントロールレジスタ設定による機能選択 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL

PIEN
PL

SCSEL
PL

SEL0
PL

SEL1
PK

PIEN
PK

SCSEL
PK

SEL0
PK

SEL1

KL PKLVR P4 H'FFFF 5E00

 
 

＜リセット後の値：H'0009＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7 PLPIEN 0 R W 

6 PLSCSEL 0 R W 

5 PLSEL0 0 R W 

4 PLSEL1 0 R W 

ポート L 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 PKPIEN 1 R W 

2 PKSCSEL 0 R W 

1 PKSEL0 0 R W 

0 PKSEL1 1 R W 

ポート K 入力レベル設定ビット 

0xxx：入力禁止状態 

1000：CMOS 入力、0.35Vcc 選択 

1001：CMOS 入力、0.50Vcc 選択 

1010：設定禁止 

1011：CMOS 入力、0.70Vcc 選択 

1100：シュミット入力、VT+＝0.50Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1101：設定禁止 

1110：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.35Vcc 

1111：シュミット入力、VT+＝0.70Vcc、VT-＝0.50Vcc 
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18.3.8 ポート A～H、J～L・IO レジスタ（PAIOR～PHIOR、PJIOR～PLIOR） 
PAIOR～PHIOR、PJIOR～PLIOR レジスタは端子の入出力方向を選びます。端子機能が汎用入出力の場合

に有効で、それ以外の場合は端子の状態に影響しません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PA15
IOR

PA14
IOR

PA13
IOR

PA12
IOR

PA11
IOR

PA10
IOR

PA9
IOR

PA8
IOR

PA7
IOR

PA6
IOR

PA5
IOR

PA4
IOR

PA3
IOR

PA2
IOR

PA1
IOR

PA0
IOR

A IO PAIOR P4 H'FFFF 5006

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PB6
IOR

PB5
IOR

PB4
IOR

PB3
IOR

PB2
IOR

PB1
IOR

PB0
IOR

B IO PBIOR P4 H'FFFF 5106

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PC15
IOR

PC14
IOR

PC13
IOR

PC12
IOR

PC11
IOR

PC10
IOR

PC9
IOR

PC8
IOR

PC7
IOR

PC6
IOR

PC5
IOR

PC4
IOR

PC3
IOR

PC2
IOR

PC1
IOR

PC0
IOR

C IO PCIOR P4 H'FFFF 5206

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PD15
IOR

PD14
IOR

PD13
IOR

PD12
IOR

PD11
IOR

PD10
IOR

PD9
IOR

PD8
IOR

PD7
IOR

PD6
IOR

PD5
IOR

PD4
IOR

PD3
IOR

PD2
IOR

PD1
IOR

PD0
IOR

D IO PDIOR P4 H'FFFF 5406

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PE15
IOR

PE14
IOR

PE13
IOR

PE12
IOR

PE11
IOR

PE10
IOR

PE9
IOR

PE8
IOR

PE7
IOR

PE6
IOR

PE5
IOR

PE4
IOR

PE3
IOR

PE2
IOR

PE1
IOR

PE0
IOR

E IO PEIOR P4 H'FFFF 5506

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PF5
IOR

PF4
IOR

PF3
IOR

PF2
IOR

PF1
IOR

PF0
IOR

F IO PFIOR P4 H'FFFF 5606
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PG6
IOR

PG7
IOR

PG5
IOR

PG4
IOR

PG3
IOR

PG2
IOR

PG1
IOR

PG0
IOR

G IO PGIOR P4 H'FFFF 5806

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH15
IOR

PH14
IOR

PH13
IOR

PH12
IOR

PH11
IOR

PH10
IOR

PH9
IOR

PH8
IOR

PH7
IOR

PH6
IOR

PH5
IOR

PH4
IOR

PH3
IOR

PH2
IOR

PH1
IOR

PH0
IOR

H IO PHIOR P4 H'FFFF 5906

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ15
IOR

PJ14
IOR

PJ13
IOR

PJ12
IOR

PJ11
IOR

PJ10
IOR

PJ9
IOR

PJ8
IOR

PJ7
IOR

PJ6
IOR

PJ5
IOR

PJ4
IOR

PJ3
IOR

PJ2
IOR

PJ1
IOR

PJ0
IOR

J IO PJIOR P4 H'FFFF 5A06

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PK14
IOR

PK13
IOR

PK12
IOR

PK11
IOR

PK10
IOR

PK9
IOR

PK8
IOR

PK7
IOR

PK6
IOR

PK5
IOR

PK4
IOR

PK3
IOR

PK2
IOR

PK1
IOR

PK0
IOR

K IO PKIOR P4 H'FFFF 5C06

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL9
IOR

PL8
IOR

PL7
IOR

PL6
IOR

PL5
IOR

PL4
IOR

PL3
IOR

PL2
IOR

PL1
IOR

PL0
IOR

L IO PLIOR P4 H'FFFF 5D06

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 Pm15IOR

～Pm0IOR 

すべて 0 R W 各ビットは、それぞれのポートの端子（端子名からポート以外のマルチプレ

クス端子名を省略）に対応しています。本ビットを設定することにより、対

応する端子の入出力方向を選択できます。 

0：対応する端子を入力にする 

1：対応する端子を出力にする 

【注】・リセット解除後、以下の予約ビットは"1"にしてください。詳細については、「18.4 I/O ポートの初期設定順序例」を

参照してください。 

ポート A：PA15IOR ビット、PA14IOR ビット 

ポート B：PB6IOR～PB4IOR ビット、PB2IOR ビット 

ポート C：PC15IOR ビット、PC13IOR～PC7IOR ビット、PC4IOR ビット 

ポート D：PD15IOR～PD11IOR ビット 

ポート E：PE14IOR～PE0IOR ビット 

ポート F：PF3IOR ビット、PF2IOR ビット 

ポート G：PG7IOR～PG5IOR ビット 

ポート J：PJ9IOR ビット、PJ8IOR ビット 
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ポート K：PK7IOR ビット、PK4IOR～PK1IOR ビット 

ポート L：PL7IOR ビット、PL1IOR ビット、PL0IOR ビット 

・以下のポートのビットは、何も配置されていない予約ビットです。読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値

も常に"0"にしてください。 

ポート B：ビット 15～7 

ポート F：ビット 15～6 

ポート G：ビット 15～8 

ポート K：ビット 15 

ポート L：ビット 15～10 

【記号説明】m＝A～H、J～L 
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18.3.9 ポート A コントロールレジスタ 1～4（PACR1～PACR4） 
PACR1～PACR4 レジスタは、ポート A にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート A コントロールレジスタ 4（PACR4） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PA13MD PA12MD

A 4 PACR4 P4 H'FFFF 5010

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～7 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PA13MD 000 R W PA13 モードビット 

000：PA13 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO15 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB13 入力（DRI） 

100：PSLDATA3 出力（PSEL） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PA12MD 000 R W PA12 モードビット 

000：PA12 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO14 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB12 入力（DRI） 

100：PSLDATA2 出力（PSEL） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 
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（2） ポート A コントロールレジスタ 3（PACR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PA11MD PA10MD PA9MD PA8MD

A 3 PACR3 P4 H'FFFF 5012

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PA11MD 000 R W PA11 モードビット 

000：PA11 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO13 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB11 入力（DRI） 

100：PSLDATA1 出力（PSEL） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PA10MD 000 R W PA10 モードビット 

000：PA10 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO12 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB10 入力（DRI） 

100：PSLDATA0 出力（PSEL） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PA9MD 000 R W PA9 モードビット 

000：PA9 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO11 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB09 入力（DRI） 

100：PSLCLKA 出力（PSEL） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PA8MD 000 R W PA8 モードビット 

000：PA8 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO10 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB08 入力（DRI） 

100：PSLCLKB 出力（PSEL） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

 

（3） ポート A コントロールレジスタ 2（PACR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PA7MD PA6MD PA5MD PA4MD

A 2 PACR2 P4 H'FFFF 5014

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PA7MD 000 R W PA7 モードビット 

000：PA7 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO07 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB07 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PA6MD 000 R W PA6 モードビット 

000：PA6 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO06 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB06 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PA5MD 000 R W PA5 モードビット 

000：PA5 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO05 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB05 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PA4MD 000 R W PA4 モードビット 

000：PA4 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO04 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB04 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

 

（4） ポート A コントロールレジスタ 1（PACR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PA3MD PA2MD PA1MD PA0MD

A 1 PACR1 P4 H'FFFF 5016

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PA3MD 000 R W PA3 モードビット 

000：PA3 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO03 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB03 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10～8 PA2MD 

 

000 R W PA2 モードビット 

000：PA2 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO02 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB02 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PA1MD 000 R W PA1 モードビット 

000：PA1 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO01 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB01 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PA0MD 000 R W PA0 モードビット 

000：PA0 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO00 出力（ATU-IIIS） 

011：DDB00 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 
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18.3.10 ポート B コントロールレジスタ 1、2（PBCR1、PBCR2） 
PBCR1、PBCR2 レジスタは、ポート B にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート B コントロールレジスタ 2（PBCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

B 2 PBCR2 P4 H'FFFF 5114

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 

（2） ポート B コントロールレジスタ 1（PBCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PB3MD PB1MD PB0MD

B 1 PBCR1 P4 H'FFFF 5116

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PB3MD 000 R W PB3 モードビット 

000：PB3 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PWMOFF3 入力（ATU-IIIS） 

011：DINB3 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

11～7 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6～4 PB1MD 000 R W PB1 モードビット 

000：PB1 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PWMOFF1 入力（ATU-IIIS） 

011：DINB1 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PB0MD 000 R W PB0 モードビット 

000：PB0 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PWMOFF0 入力（ATU-IIIS） 

011：DINB0 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 
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18.3.11 ポート C コントロールレジスタ 1～4（PCCR1～PCCR4） 
PCCR1～PCCR4 レジスタは、ポート C にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート C コントロールレジスタ 4（PCCR4） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PC14MD

C 4 PCCR4 P4 H'FFFF 5210

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PC14MD 000 R W PC14 モードビット 

000：PC14 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 

（2） ポート C コントロールレジスタ 3（PCCR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

C 3 PCCR3 P4 H'FFFF 5212

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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（3） ポート C コントロールレジスタ 2（PCCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PC6MD PC5MD

C 2 PCCR2 P4 H'FFFF 5214

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PC6MD 000 R W PC6 モードビット 

000：PC6 入出力（ポート） 

001：CLKOUT 出力（CPG） 

010：TO36 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PC5MD 000 R W PC5 モードビット 

000：PC5 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO35 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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（4） ポート C コントロールレジスタ 1（PCCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PC3MD PC2MD PC1MD PC0MD

C 1 PCCR1 P4 H'FFFF 5216

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PC3MD 000 R W PC3 モードビット 

000：PC3 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO33 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：SSL20 入出力（RSPI） 

101：IRQ0 入力（INTC） 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PC2MD 000 R W PC2 モードビット 

000：PC2 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO32 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：RSPCK2 入出力（RSPI） 

101：DREQ0 入力（DMAC） 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PC1MD 000 R W PC1 モードビット 

000：PC1 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO31 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：MISO2 入出力（RSPI） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PC0MD 000 R W PC0 モードビット 

000：PC0 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO30 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：MOSI2 入出力（RSPI） 

101：IRQ6 入力（INTC） 

11x：設定禁止 

 
 



 18. I/O ポートとピンファンクションユニット 

Rev.1.10 2011.09.16  18-43

  R01UH0030JJ0110 

18.3.12 ポート D コントロールレジスタ 1～4（PDCR1～PDCR4） 
PDCR1～PDCR4 レジスタは、ポート D にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート D コントロールレジスタ 4（PDCR4） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

D 4 PDCR4 P4 H'FFFF 5410

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 

（2） ポート D コントロールレジスタ 3（PDCR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PD10MD PD9MD PD8MD

D 3 PDCR3 P4 H'FFFF 5412

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PD10MD 000 R W PD10 モード 

000：PD10 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIWR 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6～4 PD9MD 000 R W PD9 モード 

000：PD9 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA9 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PD8MD 000 R W PD8 モード 

000：PD8 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA8 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

 

（3） ポート D コントロールレジスタ 2（PDCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PD7MD PD6MD PD5MD PD4MD

D 2 PDCR2 P4 H'FFFF 5414

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PD7MD 000 R W PD7 モードビット 

000：PD7 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA7 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10～8 PD6MD 000 R W PD6 モード 

000：PD6 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA6 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PD5MD 000 R W PD5 モードビット 

000：PD5 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA5 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PD4MD 000 R W PD4 モードビット 

000：PD4 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA4 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

 

（4） ポート D コントロールレジスタ 1（PDCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PD3MD PD2MD PD1MD PD0MD

D 1 PDCR1 P4 H'FFFF 5416

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

14～12 PD3MD 000 R W PD3 モードビット 

000：PD3 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA3 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PD2MD 000 R W PD2 モードビット 

000：PD2 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA2 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PD1MD 000 R W PD1 モードビット 

000：PD1 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA1 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PD0MD 000 R W PD0 モードビット 

000：PD0 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：PDIDATA0 出力（PDAC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 
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18.3.13 ポート E コントロールレジスタ 3、4（PECR3、PECR4） 
PECR3、PECR4 レジスタは、ポート E にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート E コントロールレジスタ 4（PECR4） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PE15MD

E 4 PECR4 P4 H'FFFF 5510

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PE15MD 000 R W PE15 モードビット 

000：PE15 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO27 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：PSLCLR 出力（PSEL） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

11～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 

（2） ポート E コントロールレジスタ 3（PECR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

E 3 PECR3 P4 H'FFFF 5512

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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18.3.14 ポート F コントロールレジスタ 1、2（PFCR1、PFCR2） 
PFCR1、PFCR2 レジスタは、ポート F にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート F コントロールレジスタ 2（PFCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PF5MD PF4MD

F 2 PFCR2 P4 H'FFFF 5614

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PF5MD 000 R W PF5 モードビット 

000：PF5 入出力（ポート） 

001：SCL 入出力（IIC3） 

01x：設定禁止 

100：設定禁止 

101：CTX3 出力（CAN） 

11x：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PF4MD 000 R W PF4 モードビット 

000：PF4 入出力（ポート） 

001：SDA 入出力（IIC3） 

01x：設定禁止 

100：設定禁止 

101：CRX3 入力（CAN） 

11x：設定禁止 
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（2） ポート F コントロールレジスタ 1（PFCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PF1MD PF0MD

F 1 PFCR1 P4 H'FFFF 5616

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～7 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PF1MD 000 R W PF1 モードビット 

000：PF1 入出力（ポート） 

001：CTX0 出力（CAN） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PF0MD 000 R W PF0 モードビット 

000：PF0 入出力（ポート） 

001：CRX0 入力（CAN） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 
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18.3.15 ポート G コントロールレジスタ 1、2（PGCR1、PGCR2） 
PGCR1、PGCR2 レジスタは、ポート G にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート G コントロールレジスタ 2（PGCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PG4MD

G 2 PGCR2 P4 H'FFFF 5814

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PG4MD 000 R W PG4 モードビット 

000：PG4 入出力（ポート） 

001：IRQ2 入力（INTC） 

010：TO44 出力（ATU-IIIS） 

011：SSL01 出力（RSPI） 

1xx：設定禁止 

 

（2） ポート G コントロールレジスタ 1（PGCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PG3MD PG2MD PG1MD PG0MD

G 1 PGCR1 P4 H'FFFF 5816

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

14～12 PG3MD 000 R W PG3 モードビット 

000：PG3 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：TO43 出力（ATU-IIIS） 

011：SSL00 入出力（RSPI） 

100：設定禁止 

101：IRQ7 入力（INTC） 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PG2MD 000 R W PG2 モードビット 

000：PG2 入出力（ポート） 

001：RSPCK0 入出力（RSPI） 

010：TO42 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PG1MD 000 R W PG1 モードビット 

000：PG1 入出力（ポート） 

001：MISO0 入出力（RSPI） 

010：TO41 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PG0MD 000 R W PG0 モードビット 

000：PG0 入出力（ポート） 

001：MOSI0 入出力（RSPI） 

010：TO40 出力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 
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18.3.16 ポート H コントロールレジスタ 1～4（PHCR1～PHCR4） 
PHCR1～PHCR4 レジスタは、ポート H にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート H コントロールレジスタ 4（PHCR4） 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH15MD PH14MD PH13MD PH12MD

H 4 PHCR4 P4 H'FFFF 5910

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PH15MD 000 R W PH15 モードビット 

000：PH15 入出力（ポート） 

001：DROD7 出力（DRO） 

010：TO37 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC15 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PH14MD 000 R W PH14 モードビット 

000：PH14 入出力（ポート） 

001：DROD6 出力（DRO） 

010：TO36 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC14 入力（DRI） 

100：設定禁止 

101：IRQ1 入力（INTC） 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PH13MD 000 R W PH13 モードビット 

000：PH13 入出力（ポート） 

001：DROD5 出力（DRO） 

010：TO35 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC13 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PH12MD 000 R W PH12 モードビット 

000：PH12 入出力（ポート） 

001：DROD4 出力（DRO） 

010：TO34 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC12 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

 

（2） ポート H コントロールレジスタ 3（PHCR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH11MD PH10MD PH9MD PH8MD

H 3 PHCR3 P4 H'FFFF 5912

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PH11MD 000 R W PH11 モードビット 

000：PH11 入出力（ポート） 

001：DROD3 出力（DRO） 

010：TO33 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC11 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PH10MD 000 R W PH10 モードビット 

000：PH10 入出力（ポート） 

001：DROD2 出力（DRO） 

010：TO32 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC10 入力（DRI） 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6～4 PH9MD 000 R W PH9 モードビット 

000：PH9 入出力（ポート） 

001：DROD1 出力（DRO） 

010：TO31 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC09 入力（DRI） 

100：CTS2#入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PH8MD 000 R W PH8 モードビット 

000：PH8 入出力（ポート） 

001：DROD0 出力（DRO） 

010：TO30 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC08 入力（DRI） 

100：RTS2#入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 
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（3） ポート H コントロールレジスタ 2（PHCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH7MD PH6MD PH5MD PH4MD

H 2 PHCR2 P4 H'FFFF 5914

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PH7MD 000 R W PH7 モードビット 

000：PH7 入出力（ポート） 

001：DROD15 出力（DRO） 

010：TO27 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC07 入力（DRI） 

100：TIA03 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PH6MD 000 R W PH6 モードビット 

000：PH6 入出力（ポート） 

001：DROD14 出力（DRO） 

010：TO26 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC06 入力（DRI） 

100：TIA02 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PH5MD 000 R W PH5 モードビット 

000：PH5 入出力（ポート） 

001：DROD13 出力（DRO） 

010：TO25 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC05 入力（DRI） 

100：TIA01 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PH4MD 000 R W PH4 モードビット 

000：PH4 入出力（ポート） 

001：DROD12 出力（DRO） 

010：TO24 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC04 入力（DRI） 

100：TIA00 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

 

（4） ポート H コントロールレジスタ 1（PHCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PH3MD PH2MD PH1MD PH0MD

H 1 PHCR1 P4 H'FFFF 5916

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PH3MD 000 R W PH3 モードビット 

000：PH3 入出力（ポート） 

001：DROD11 出力（DRO） 

010：TO23 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC03 入力（DRI） 

100：TIF1B 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10～8 PH2MD 000 R W PH2 モード 

000：PH2 入出力（ポート） 

001：DROD10 出力（DRO） 

010：TO22 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC02 入力（DRI） 

100：TIF1A 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PH1MD 000 R W PH1 モードビット 

000：PH1 入出力（ポート） 

001：DROD9 出力（DRO） 

010：TO21 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC01 入力（DRI） 

100：TIF0B 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PH0MD 000 R W PH0 モードビット 

000：PH0 入出力（ポート） 

001：DROD8 出力（DRO） 

010：TO20 出力（ATU-IIIS） 

011：DDC00 入力（DRI） 

100：TIF0A 入力（ATU-IIIS） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 
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18.3.17 ポート J コントロールレジスタ 1～4（PJCR1～PJCR4） 
PJCR1～PJCR4 レジスタは、ポート J にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート J コントロールレジスタ 4（PJCR4） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ15MD PJ14MD PJ13MD PJ12MD

J 4 PJCR4 P4 H'FFFF 5A10

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PJ15MD 000 R W PJ15 モードビット 

000：PJ15 入出力（ポート） 

001：SCK1 入出力（SCIF） 

010：RSPCK1 出力（RSPI） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PJ14MD 000 R W PJ14 モードビット 

000：PJ14 入出力（ポート） 

001：TXD1 出力（SCIF） 

010：MOSI1 入出力（RSPI） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PJ13MD 000 R W PJ13 モードビット 

000：PJ13 入出力（ポート） 

001：RXD1 入力（SCIF） 

010：MISO1 入出力（RSPI） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2～0 PJ12MD 000 R W PJ12 モードビット 

000：PJ12 入出力（ポート） 

001：SCK0 入出力（SCIF） 

010：TCLKB 入力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：設定禁止 

101：IRQ0 入力（INTC） 

11x：設定禁止 

 

（2） ポート J コントロールレジスタ 3（PJCR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ11MD PJ10MD

J 3 PJCR3 P4 H'FFFF 5A12

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PJ11MD 000 R W PJ11 モードビット 

000：PJ11 入出力（ポート） 

001：TXD0 出力（SCIF） 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：AD0END 出力（ADC） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10～8 PJ10MD 000 R W PJ10 モードビット 

000：PJ10 入出力（ポート） 

001：RXD0 入力（SCIF） 

010：PWMOFF4 入力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：AD0TRG#入力（ADC） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

 

（3） ポート J コントロールレジスタ 2（PJCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

J 2 PJCR2 P4 H'FFFF 5A14

PJ7MD PJ6MD PJ5MD PJ4MD

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PJ7MD 000 R W PJ7 モードビット 

000：PJ7 入出力（ポート） 

001：CTX3 出力（CAN） 

010：TIF2B 入力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：TXD2 出力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10～8 PJ6MD 000 R W PJ6 モードビット 

000：PJ6 入出力（ポート） 

001：CRX3 入力（CAN） 

010：TIF2A 入力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

100：RXD2 入力（SCIF） 

101：TIA04 入力（ATU-IIIS） 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PJ5MD 000 R W PJ5 モードビット 

000：PJ5 入出力（ポート） 

001：CTX2 出力（CAN） 

010：FTXENB 出力（FlexRay） 

011：設定禁止 

100：SCK2 入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

111：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PJ4MD 000 R W PJ4 モードビット 

000：PJ4 入出力（ポート） 

001：CRX2 入力（CAN） 

010：FTXENA 出力（FlexRay） 

011：設定禁止 

100：CTS0#入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】・ SH7456 グループの場合、FlexRay 関連端子（FRXA、FTXA、FRXB、FTXB、FTXENA、FTXENB）を選択しないで

ください。 
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（4） ポート J コントロールレジスタ 1（PJCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PJ3MD PJ2MD PJ1MD PJ0MD

J 1 PJCR1 P4 H'FFFF 5A16

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PJ3MD 000 R W PJ3 モードビット 

000：PJ3 入出力（ポート） 

001：CTX1 出力（CAN） 

010：FTXB 出力（FlexRay） 

011：設定禁止 

100：RTS0#入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PJ2MD 000 R W PJ2 モードビット 

000：PJ2 入出力（ポート） 

001：CRX1 入力（CAN） 

010：FRXB 入力（FlexRay） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PJ1MD 000 R W PJ1 モードビット 

000：PJ1 入出力（ポート） 

001：CTX0 出力（CAN） 

010：FTXA 出力（FlexRay） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2～0 PJ0MD 000 R W PJ0 モードビット 

000：PJ0 入出力（ポート） 

001：CRX0 入力（CAN） 

010：FRXA 入力（FlexRay） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

【注】・ SH7456 グループの場合、FlexRay 関連端子（FRXA、FTXA、FRXB、FTXB、FTXENA、FTXENB）を選択しないで

ください。 
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18.3.18 ポート K コントロールレジスタ 1～4（PKCR1～PKCR4） 
PKCR1～PKCR4 レジスタは、ポート K にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート K コントロールレジスタ 4（PKCR4） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PK14MD PK13MD PK12MD

K 4 PKCR4 P4 H'FFFF 5C10

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PK14MD 000 R W PK14 モードビット 

000：PK14 入出力（ポート） 

001：AUDRSYN#入力（AUDR） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PK13MD 000 R W PK13 モードビット 

000：PK13 入出力（ポート） 

001：AUDRCLK 入力（AUDR） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PK12MD 000 R W PK12 モードビット 

000：PK12 入出力（ポート） 

001：AUDRD3 入出力（AUDR） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 
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（2） ポート K コントロールレジスタ 3（PKCR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PK11MD PK10MD PK9MD PK8MD

K 3 PKCR3 P4 H'FFFF 5C12

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PK11MD 000 R W PK11 モードビット 

000：PK11 入出力（ポート） 

001：AUDRD2 入出力（AUDR） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PK10MD 000 R W PK10 モードビット 

000：PK10 入出力（ポート） 

001：AUDRD1 入出力（AUDR） 

01x：設定禁止 

100：CTS3#入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PK9MD 000 R W PK9 モードビット 

000：PK9 入出力（ポート） 

001：AUDRD0 入出力（AUDR） 

01x：設定禁止 

100：RTS3#入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2～0 PK8MD 000 R W PK8 モードビット 

000：PK8 入出力（ポート） 

001：DREQ2 入力（DMAC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

 

（3） ポート K コントロールレジスタ 2（PKCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PK6MD PK5MD

K 2 PKCR2 P4 H'FFFF 5C14

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PK6MD 000 R W PK6 モードビット 

000：PK6 入出力（ポート） 

01x：設定禁止 

100：TXD3 出力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PK5MD 000 R W PK5 モードビット 

000：PK5 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：設定禁止 

011：DINC4 入力（DRI） 

100：RXD3 入力（SCIF） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

3～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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（4） ポート K コントロールレジスタ 1（PKCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PK0MD

K 1 PKCR1 P4 H'FFFF 5C16

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PK0MD 000 R W PK0 モードビット 

000：PK0 入出力（ポート） 

001：IRQ5 入力（INTC） 

010：SSL10 入出力（RSPI） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 
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18.3.19 ポート L コントロールレジスタ 1～3（PLCR1～PLCR3） 
PLCR1～PLCR3 レジスタは、ポート L にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート L コントロールレジスタ 3（PLCR3） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL9MD PL8MD

L 3 PLCR3 P4 H'FFFF 5D12

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～7 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PL9MD 000 R W PL9 モードビット 

000：PL9 入出力（ポート） 

001：TIA15 入力（ATU-IIIS） 

01x：設定禁止 

100：設定禁止 

101：AUDREVT#出力（AUDR） 

11x：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PL8MD 000 R W PL8 モード 

000：PL8 入出力（ポート） 

001：TIA14 入力（ATU-IIIS） 

010：IRQ7 入力（INTC） 

011：設定禁止 

100：DREQ3 入力（DMAC） 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 
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（2） ポート L コントロールレジスタ 2（PLCR2） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL6MD PL5MD PL4MD

L 2 PLCR2 P4 H'FFFF 5D14

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PL6MD 000 R W PL6 モードビット 

000：PL6 入出力（ポート） 

001：TIA12 入力（ATU-IIIS） 

010：TIF1A 入力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PL5MD 000 R W PL5 モードビット 

000：PL5 入出力（ポート） 

001：TIA11 入力（ATU-IIIS） 

010：TIF0B 入力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PL4MD 000 R W PL4 モードビット 

000：PL4 入出力（ポート） 

001：TIA10 入力（ATU-IIIS） 

010：TIF0A 入力（ATU-IIIS） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 
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（3） ポート L コントロールレジスタ 1（PLCR1） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PL3MD PL2MD

L 1 PLCR1 P4 H'FFFF 5D16

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PL3MD 000 R W PL3 モードビット 

000：PL3 入出力（ポート） 

001：設定禁止 

010：IRQ6 入力（INTC） 

011：設定禁止 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PL2MD 000 R W PL2 モードビット 

000：PL2 入出力（ポート） 

001：DROWR 出力（DRO） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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18.3.20 ポート M コントロールレジスタ 1～4（PMCR1～PMCR4） 
PMCR1～PMCR4 レジスタは、ポート M にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート M コントロールレジスタ 4（PMCR4） 
 

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PM15MD PM14MD PM13MD PM12MD

M 4 PMCR4 P4 H'FFFF 5E10

 
 

＜リセット後の値：H'1111＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PM15MD 001 R W PM15 モードビット 

000：PM15 入力（ポート） 

001：AD0IN15 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PM14MD 001 R W PM14 モードビット 

000：PM14 入力（ポート） 

001：AD0IN14 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PM13MD 001 R W PM13 モードビット 

000：PM13 入力（ポート） 

001：AD0IN13 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2～0 PM12MD 001 R W PM12 モードビット 

000：PM12 入力（ポート） 

001：AD0IN12 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

【注】・ PM0～PM15 をすべてアナログ入力端子またはすべて汎用ポートに設定してください。混在させての使用および設定

は禁止です。 
 

（2） ポート M コントロールレジスタ 3（PMCR3） 
 

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PM11MD PM10MD PM9MD PM8MD

M 3 PMCR3 P4 H'FFFF 5E12

 
 

＜リセット後の値：H'1111＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 PM11MD 001 R W PM11 モードビット 

000：PM11 入力（ポート） 

001：AD0IN11 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PM10MD 001 R W PM10 モードビット 

000：PM10 入力（ポート） 

001：AD0IN10 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6～4 PM9MD 001 R W PM9 モードビット 

000：PM9 入力（ポート） 

001：AD0IN9 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PM8MD 001 R W PM8 モードビット 

000：PM8 入力（ポート） 

001：AD0IN8 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

【注】・ PM0～PM15 をすべてアナログ入力端子またはすべて汎用ポートに設定してください。混在させての使用および設定

は禁止です。 
 

（3） ポート M コントロールレジスタ 2（PMCR2） 
 

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PM6MD PM4MD

M 2 PMCR2 P4 H'FFFF 5E14

 
 

＜リセット後の値：H'1111＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

12 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PM6MD 001 R W PM6 モードビット 

000：PM6 入力（ポート） 

001：AD0IN6 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PM4MD 001 R W PM4 モード 

000：PM4 入力（ポート） 

001：AD0IN4 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

【注】・ PM0～PM15 をすべてアナログ入力端子またはすべて汎用ポートに設定してください。混在させての使用および設定

は禁止です。 
 

（4） ポート M コントロールレジスタ 1（PMCR1） 
 

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PM2MD PM0MD

M 1 PMCR1 P4 H'FFFF 5E16

 
 

＜リセット後の値：H'1111＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

12 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 PM2MD 001 R W PM2 モードビット 

000：PM2 入力（ポート） 

001：AD0IN2 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PM0MD 001 R W PM0 モードビット 

000：PM0 入力（ポート） 

001：AD0IN0 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

【注】・ PM0～PM15 をすべてアナログ入力端子またはすべて汎用ポートに設定してください。混在させての使用および設定

は禁止です。 
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18.3.21 ポート N コントロールレジスタ 1、2（PNCR1、PNCR2） 
PNCR1、PNCR2 レジスタは、ポート N にあるマルチプレクス端子の機能を選びます。 

 

（1） ポート N コントロールレジスタ 2（PNCR2） 
 

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PN5MD PN4MD

N 2 PNCR2 P4 H'FFFF 5F14

 
 

＜リセット後の値：H'1111＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

12 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

11～9 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

8 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PN5MD 001 R W PN5 モードビット 

000：PN5 入力（ポート） 

001：AD1IN5 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PN4MD 001 R W PN4 モードビット 

000：PN4 入力（ポート） 

001：AD1IN4 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

【注】・ PN0～PN7 をすべてアナログ入力端子またはすべて汎用ポートに設定してください。混在させての使用および設定は

禁止です。 
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（2） ポート N コントロールレジスタ 1（PNCR1） 
 

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PN1MD PN0MD

N 1 PNCR1 P4 H'FFFF 5F16

 
 

＜リセット後の値：H'1111＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

12 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

11～9 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

8 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 PN1MD 001 R W PN1 モードビット 

000：PN1 入力（ポート） 

001：AD1IN1 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 PN0MD 001 R W PN0 モード 

000：PN0 入力（ポート） 

001：AD1IN0 入力（ADC） 

01x：設定禁止 

1xx：設定禁止 

【注】・ PN0～PN7 をすべてアナログ入力端子またはすべて汎用ポートに設定してください。混在させての使用および設定は

禁止です。 
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18.3.22 ポート DRI 入力チャネル切替レジスタ（PDRIR） 
PDRIR レジスタは、DRI 端子に入力したデータを DRI0～DRI2 のどのチャネルに使用するかを選びます。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
PDRI2MD PDRI1MD PDRI0MD

DRI PDRIR P4 H'FFFF 5340

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5、4 PDRI2MD 00 R W PDRI2 モードビット 

DRI2 への入力をどの端子から与えるか選択します 

00：入力無効 

01：DINB0、DINB1、DINB3、DDB00～DDB13 端子からの入力 

10：DINC4、DDC00～DDC15 端子からの入力 

11：設定禁止 

3、2 PDRI1MD 00 R W PDRI1 モードビット 

DRI1 への入力をどの端子から与えるか選択します 

00：入力無効 

01：DINB0、DINB1、DINB3、DDB00～DDB13 端子からの入力 

10：DINC4、DDC00～DDC15 端子からの入力 

11：設定禁止 

1、0 PDRI0MD 00 R W PDRI0 モードビット 

DRI0 への入力をどの端子から与えるか選択します 

00：入力無効 

01：DINB0、DINB1、DINB3、DDB00～DDB13 端子からの入力 

10：DINC4、DDC00～DDC15 端子からの入力 

11：設定禁止 
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18.4 I/O ポートの初期設定順序例 
I/O ポート関連レジスタの初期設定順序例を以下に示します。 

（1） 端子を入力ポートとして使用する場合の設定順序 
1. ポートm・IOレジスタ（PmIOR）の予約ビットの設定 

下記の注*1のビットを"1"にする 
2. ポートmコントロールレジスタn（PmCRn）の設定 

端子をポート側にする（リセット解除後、ポート側） 
3. ポートm・IOレジスタ（PmIOR）の設定 

ポート端子を入力にする（リセット解除後、ポート端子は入力） 
4. ポートm入力しきい値切替レジスタ（PmLVR）の設定 

入力しきい値を設定する（ポート入力許可） 

（2） 端子を出力ポートとして使用する場合の設定順序 
1. ポートm・IOレジスタ（PmIOR）の予約ビットの設定 

下記の注*1のビットを"1"にする 
2. ポートmコントロールレジスタn（PmCRn）の設定 

端子をポート側にする（リセット解除後、ポート側） 
3. ポートmデータレジスタ（PmDR）の設定 

出力データを設定する 
4. ポートmドライバビリティ設定レジスタ（PmDSR）の設定 

出力端子のドライブ能力を設定する 
5. ポートm・IOレジスタ（PmIOR）の設定 

ポート端子を出力にする 

（3） 端子を周辺機能入力として使用する場合の設定順序 
1. ポートm・IOレジスタ（PmIOR）の予約ビットの設定 

下記の注*1のビットを"1"にする 
2. ポートm入力しきい値切替レジスタ（PmLVR）の設定 

入力しきい値を設定する（ポート入力許可） 
3. ポートmコントロールレジスタn（PmCRn）の設定 

端子を周辺機能側にする 

（4） 端子を周辺機能出力として使用する場合の設定順序 
1. ポートm・IOレジスタ（PmIOR）の予約ビットの設定 

下記の注*1のビットを"1"にする 
2. ポートmドライバビリティ設定レジスタ（PmDSR）の設定 

出力端子のドライブ能力を設定する 
3. ポートmコントロールレジスタn（PmCRn）の設定 

端子を周辺機能側にする 
【注】 *1 リセット解除後、以下の予約ビットは"1"に設定してください。 

ポート A：PA15IOR ビット、PA14IOR ビット 
ポート B：PB6IOR～PB4IOR ビット、PB2IOR ビット 
ポート C：PC15IOR ビット、PC13IOR～PC7IOR ビット、PC4IOR ビット 
ポート D：PD15IOR～PD11IOR ビット 
ポート E：PE14IOR～PE0IOR ビット 
ポート F：PF3IOR ビット、PF2IOR ビット 
ポート G：PG7IOR～PG5IOR ビット 
ポート J：PJ9IOR ビット、PJ8IOR ビット 
ポート K：PK7IOR ビット、PK4IOR～PK1IOR ビット 
ポート L：PL7IOR ビット、PL1IOR ビット、PL0IOR ビット 
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18.5 ポート周辺回路 
図 18.1～図 18.12 にポート周辺回路図を示します。 

 

• 対象ポート 

PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、PC0～PC3、PC5、PC6、PC14、PD0～PD10、PE15、PF0、PF1、PG4、 

PH0～PH15、PJ0、PJ2、PJ6、PJ7、PJ10～PJ15、PK0、PK5、PK6、PK8～PK14、PL2～PL6、PL8、PL9 

n IO

n

n m

n

n

n

 

図 18.1 ポート周辺回路図（入力/出力ポート 1） 
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• 対象ポート 

PG0～PG3、PJ1、PJ3、PJ4、PJ5 

n IO

n

n m

n

n

CMOS 0.50 Vcc
 

図 18.2 ポート周辺回路図（入力/出力ポート 2） 
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• 対象ポート 

PF4、PF5 

F IO

F

F m

SDA/SCL

SDA/SCL

F

F

DFG

*
1

*1  F 2 PF4 PF5 SDA SCL
SDA SCL VT+=0.7 Vcc VT-=0.3 Vcc

 

図 18.3 ポート周辺回路図（入力/出力ポート 3） 

• 対象ポート 

ASEBRK#/BRKACK 

BRKACK

ASEBRK
 

図 18.4 ポート周辺回路図（入力/出力ポート 4） 
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• 対象ポート（ポート入力/アナログ入力兼用） 

PM0、PM2、PM4、PM6、PM8～PM15、PN0、PN1、PN4、PN5 

n

n m

 

図 18.5 ポート周辺回路図（入力ポート 1） 

• 対象ポート（ノイズキャンセラあり） 

NMI、RESET# 

NMI
RESET#

 

図 18.6 ポート周辺回路図（入力ポート 2） 

• 対象ポート（プルアップあり） 

MPMD、DET3OR5 

MPMD
DET3OR5

38.2 DC  

図 18.7 ポート周辺回路図（入力ポート 3） 
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• 対象ポート（プルダウンあり） 

MD0～MD2、FWE 

MD0
MD1
MD2
FWE

38.2 DC  

図 18.8 ポート周辺回路図（入力ポート 4） 

• 対象ポート 

TMS、TDI、TRST# 

TMS
TDI

TRST#

 

図 18.9 ポート周辺回路図（入力ポート 5） 

• 対象ポート（クロック入力） 

TCK 

TCK

 

図 18.10 ポート周辺回路図（入力ポート 6） 
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• 対象ポート（クロック入力、クロック出力） 

EXTAL、XTAL 

EXTAL

XTAL

 

図 18.11 ポート周辺回路図（入力ポート、出力ポート） 

• 対象ポート 

TDO、WDTOVF# 

TDO
WDTOVF#

 

図 18.12 ポート周辺回路図（出力ポート 1） 
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18.6 使用上の注意事項 

18.6.1 ポート入力禁止機能について 
リセット解除時に入力禁止状態になっているポートは、入力機能を使用するためには、ポート入力しきい

値切替レジスタのポート入力レベル設定ビットを"B'0xxx"以外にして入力許可に設定する必要があります。

ポート入力禁止時には、端子に"H"レベルが入力されているのと等価の状態になっています。そのため、入力

禁止時にポート動作モードレジスタで周辺入力機能を選択すると、"H"レベル入力により意図しない動作とな

る場合があります。 
 

18.6.2 汎用ポートに設定時の周辺機能入力について 
以下の周辺機能入力、汎用ポートの兼用端子において、動作モードレジスタで汎用ポートに設定時、周辺

機能入力には"H"レベルが入力されています。そのため、周辺機能入力端子に"L"レベルが入力されていると

きは、動作モードレジスタを操作時に、周辺機能入力にエッジ信号が入力されます。 
 

CRX0～CRX3、RXD0～RXD3、RTS0#、RTS2#、RTS3#、CTS0#、CTS2#、CTS3#、SDA、SCL、AD0TRG#、

IRQ0～IRQ2、IRQ5～IRQ7、AUDRSYN# 
 

その他の周辺機能入力、汎用ポートの兼用端子は、動作モードレジスタで汎用ポートに設定時、周辺機能

入力には"L"レベルが入力されています。 
 

18.6.3 I/O ポートの初期設定について 
ポート m・IO レジスタ（PmIOR）は、リセット解除後、下記の注*1の予約ビットを"1"に設定してくださ

い。設定手順は「18.4 I/O ポートの初期設定順序例」を参照してください。 
 

【注】 *1 ポート A：PA15IOR ビット、PA14IOR ビット 

ポート B：PB6IOR～PB4IOR ビット、PB2IOR ビット 

ポート C：PC15IOR ビット、PC13IOR～PC7IOR ビット、PC4IOR ビット 

ポート D：PD15IOR～PD11IOR ビット 

ポート E：PE14IOR～PE0IOR ビット 

ポート F：PF3IOR ビット、PF2IOR ビット 

ポート G：PG7IOR～PG5IOR ビット 

ポート J：PJ9IOR ビット、PJ8IOR ビット 

ポート K：PK7IOR ビット、PK4IOR～PK1IOR ビット 

ポート L：PL7IOR ビット、PL1IOR ビット、PL0IOR ビット 
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19. バスステートコントローラ（BSC） 

SH7455 グループと SH7456 グループには、外部バスステートコントローラ（BSC）の機能はありません。 
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レイアウトの都合上、このページは白紙です。 
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20. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

20.1 概要 
本 MCU は、ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）を 2 モジュール内蔵しています。DMAC0

モジュールは DMA0～DMA5 の 6 チャネル、DMAC1 モジュールは DMA6～DMA11 の 6 チャネルで構成され

ています。 

DMAC は、内蔵周辺モジュール、IL メモリ/OL メモリ、SHwyRAM、ROM 間のデータ転送を、CPU に代

わって高速に行うことができます。なお、本章中のレジスタ名や端子名などに示す DMAi の i は 0～11、DMAj

の j は 0～3、6～9 と規定しています。表 20.1 に DMAC の概要を示します。 
 

表 20.1 DMAC の概要 

項目 概要 

チャネル数 6 チャネル（DMA0～DMA5）+6 チャネル（DMA6～DMA11） 

転送要求要因 • オートリクエスト（ソフトウェアリクエスト） 

• 内蔵周辺モジュールリクエスト（SCIF、RSPI、IIC3、ATU-IIIS、ADC、DRI） 

• 外部リクエスト（DMA0、DMA2、DMA3 のみ） 

最大転送回数 • 16,777,216 回 

転送可能アドレス空間 • 4G バイト空間 

転送領域 • 内蔵周辺モジュール、IL メモリ/OL メモリ、SHwyRAM、ROM 間の転送をサポート 

転送データサイズ • 1 バイト、2 バイト（ワード）、4 バイト（ロングワード）、16 バイト、32 バイト 

転送アドレス方式 • デュアルアドレス 

転送モード • サイクルスチールモード 1、サイクルスチールモード 2、バーストモード 

転送方向 • ソースとデスティネーションに対して、3 種類から選択可能 

アドレス固定 
アドレスインクリメント 
アドレスデクリメント 

チャネル優先度 • モジュール間の優先順位 

DMAC0 モジュール（DMA0～DMA5）と DMAC1 モジュール（DMA6～DMA11）の優先順位

はラウンドロビンに固定 
• モジュール内のチャネル優先順位 

DMA0～DMA5 内は、優先順位固定（DMA0＞DMA1＞DMA2＞DMA3＞DMA4＞DMA5）、 
ラウンドロビンから選択可能 
DMA6～DMA11 内は、優先順位固定（DMA6＞DMA7＞DMA8＞DMA9＞DMA10＞DMA11）、

ラウンドロビンから選択可能 

割り込み要求 • データ転送ハーフエンド時 

• データ転送終了時 

• アドレスエラー発生時 
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項目 概要 

外部リクエスト検出 • DREQ0、DREQ2、DREQ3 端子入力の立ち上がり、立ち下がりエッジから選択可能 

その他 • リピート機能、リロード機能 

 

図 20.1 に DMAC のブロック図を示します。 
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図 20.1 DMAC ブロック図 
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20.2 入出力端子 
表 20.2 に外部デバイスに接続する端子構成を示します。DMAC としては、外部デバイス用に 3 チャネル

分の端子を持ちます。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 20.2 外部デバイスに対する端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機能 

DMA0 DREQ0 入力 外部デバイスから DMA0 への DMA 転送要求入力 

DMA2 DREQ2 入力 外部デバイスから DMA2 への DMA 転送要求入力 

DMA3 DREQ3 入力 外部デバイスから DMA3 への DMA 転送要求入力 

【注】・DMA0、DMA2、DMA3 を外部リクエスト以外で使用する場合、DREQ0、DREQ2、DREQ3 端子への入力は無視され

ます。 
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20.3 レジスタの説明 
表 20.3 に DMAC0 モジュールのレジスタ構成を、表 20.4 に DMAC1 モジュールのレジスタ構成を示しま

す。 
表 20.3 DMAC0 モジュールのレジスタ構成 

チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DMA0 ソースアドレスレジスタ DM0SAR 不定 H'FF60 8020 32 20-7 

DMA0 デスティネーションアドレスレジスタ DM0DAR 不定 H'FF60 8024 32 20-9 

DMA0 トランスファカウントレジスタ DM0TCR 不定 H'FF60 8028 32 20-11 

DMA0 チャネルコントロールレジスタ DM0CHCR H'4000 0040 H'FF60 802C 32 20-13 

DMA0 ソースアドレスレジスタ B DM0SARB 不定 H'FF60 8120 32 20-8 

DMA0 デスティネーションアドレスレジスタ B DM0DARB 不定 H'FF60 8124 32 20-10 

DMA0 

DMA0 トランスファカウントレジスタ B DM0TCRB 不定 H'FF60 8128 32 20-12 

DMA1 ソースアドレスレジスタ DM1SAR 不定 H'FF60 8030 32 20-7 

DMA1 デスティネーションアドレスレジスタ DM1DAR 不定 H'FF60 8034 32 20-9 

DMA1 トランスファカウントレジスタ DM1TCR 不定 H'FF60 8038 32 20-11 

DMA1 チャネルコントロールレジスタ DM1CHCR H'4000 0040 H'FF60 803C 32 20-13 

DMA1 ソースアドレスレジスタ B DM1SARB 不定 H'FF60 8130 32 20-8 

DMA1 デスティネーションアドレスレジスタ B DM1DARB 不定 H'FF60 8134 32 20-10 

DMA1 

DMA1 トランスファカウントレジスタ B DM1TCRB 不定 H'FF60 8138 32 20-12 

DMA2 ソースアドレスレジスタ DM2SAR 不定 H'FF60 8040 32 20-7 

DMA2 デスティネーションアドレスレジスタ DM2DAR 不定 H'FF60 8044 32 20-9 

DMA2 トランスファカウントレジスタ DM2TCR 不定 H'FF60 8048 32 20-11 

DMA2 チャネルコントロールレジスタ DM2CHCR H'4000 0040 H'FF60 804C 32 20-13 

DMA2 ソースアドレスレジスタ B DM2SARB 不定 H'FF60 8140 32 20-8 

DMA2 デスティネーションアドレスレジスタ B DM2DARB 不定 H'FF60 8144 32 20-10 

DMA2 

DMA2 トランスファカウントレジスタ B DM2TCRB 不定 H'FF60 8148 32 20-12 

DMA3 ソースアドレスレジスタ DM3SAR 不定 H'FF60 8050 32 20-7 

DMA3 デスティネーションアドレスレジスタ DM3DAR 不定 H'FF60 8054 32 20-9 

DMA3 トランスファカウントレジスタ DM3TCR 不定 H'FF60 8058 32 20-11 

DMA3 チャネルコントロールレジスタ DM3CHCR H'4000 0040 H'FF60 805C 32 20-13 

DMA3 ソースアドレスレジスタ B DM3SARB 不定 H'FF60 8150 32 20-8 

DMA3 デスティネーションアドレスレジスタ B DM3DARB 不定 H'FF60 8154 32 20-10 

DMA3 

DMA3 トランスファカウントレジスタ B DM3TCRB 不定 H'FF60 8158 32 20-12 

DMA4 ソースアドレスレジスタ DM4SAR 不定 H'FF60 8070 32 20-7 

DMA4 デスティネーションアドレスレジスタ DM4DAR 不定 H'FF60 8074 32 20-9 

DMA4 トランスファカウントレジスタ DM4TCR 不定 H'FF60 8078 32 20-11 

DMA4 

DMA4 チャネルコントロールレジスタ DM4CHCR H'4000 0040 H'FF60 807C 32 20-13 
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チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DMA5 ソースアドレスレジスタ DM5SAR 不定 H'FF60 8080 32 20-7 

DMA5 デスティネーションアドレスレジスタ DM5DAR 不定 H'FF60 8084 32 20-9 

DMA5 トランスファカウントレジスタ DM5TCR 不定 H'FF60 8088 32 20-11 

DMA5 

DMA5 チャネルコントロールレジスタ DM5CHCR H'4000 0040 H'FF60 808C 32 20-13 

DMA0、DMA1 DMA01 拡張リソースセレクトレジスタ DM01ARS H'0000 H'FF60 9000 16 20-22 

DMA2、DMA3 DMA23 拡張リソースセレクトレジスタ DM23ARS H'0000 H'FF60 9004 16 20-22 

DMA4、DMA5 DMA45 拡張リソースセレクトレジスタ DM45ARS H'0000 H'FF60 9008 16 20-23 

DMA0～5 共通 DMA05 オペレーションレジスタ DM05OR H'0000 H'FF60 8060 16 20-19 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 

   ・ 指定アクセスサイズ以外のアクセスは行わないでください。 
 

表 20.4 DMAC1 モジュールのレジスタ構成 

チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DMA6 ソースアドレスレジスタ DM6SAR 不定 H'FF61 8020 32 20-7 

DMA6 デスティネーションアドレスレジスタ DM6DAR 不定 H'FF61 8024 32 20-9 

DMA6 トランスファカウントレジスタ DM6TCR 不定 H'FF61 8028 32 20-11 

DMA6 チャネルコントロールレジスタ DM6CHCR H'4000 0040 H'FF61 802C 32 20-13 

DMA6 ソースアドレスレジスタ B DM6SARB 不定 H'FF61 8120 32 20-8 

DMA6 デスティネーションアドレスレジスタ B DM6DARB 不定 H'FF61 8124 32 20-10 

DMA6 

DMA6 トランスファカウントレジスタ B DM6TCRB 不定 H'FF61 8128 32 20-12 

DMA7 ソースアドレスレジスタ DM7SAR 不定 H'FF61 8030 32 20-7 

DMA7 デスティネーションアドレスレジスタ DM7DAR 不定 H'FF61 8034 32 20-9 

DMA7 トランスファカウントレジスタ DM7TCR 不定 H'FF61 8038 32 20-11 

DMA7 チャネルコントロールレジスタ DM7CHCR H'4000 0040 H'FF61 803C 32 20-13 

DMA7 ソースアドレスレジスタ B DM7SARB 不定 H'FF61 8130 32 20-8 

DMA7 デスティネーションアドレスレジスタ B DM7DARB 不定 H'FF61 8134 32 20-10 

DMA7 

DMA7 トランスファカウントレジスタ B DM7TCRB 不定 H'FF61 8138 32 20-12 

DMA8 ソースアドレスレジスタ DM8SAR 不定 H'FF61 8040 32 20-7 

DMA8 デスティネーションアドレスレジスタ DM8DAR 不定 H'FF61 8044 32 20-9 

DMA8 トランスファカウントレジスタ DM8TCR 不定 H'FF61 8048 32 20-11 

DMA8 チャネルコントロールレジスタ DM8CHCR H'4000 0040 H'FF61 804C 32 20-13 

DMA8 ソースアドレスレジスタ B DM8SARB 不定 H'FF61 8140 32 20-8 

DMA8 デスティネーションアドレスレジスタ B DM8DARB 不定 H'FF61 8144 32 20-10 

DMA8 

DMA8 トランスファカウントレジスタ B DM8TCRB 不定 H'FF61 8148 32 20-12 
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チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DMA9 ソースアドレスレジスタ DM9SAR 不定 H'FF61 8050 32 20-7 

DMA9 デスティネーションアドレスレジスタ DM9DAR 不定 H'FF61 8054 32 20-9 

DMA9 トランスファカウントレジスタ DM9TCR 不定 H'FF61 8058 32 20-11 

DMA9 チャネルコントロールレジスタ DM9CHCR H'4000 0040 H'FF61 805C 32 20-13 

DMA9 ソースアドレスレジスタ B DM9SARB 不定 H'FF61 8150 32 20-8 

DMA9 デスティネーションアドレスレジスタ B DM9DARB 不定 H'FF61 8154 32 20-10 

DMA9 

DMA9 トランスファカウントレジスタ B DM9TCRB 不定 H'FF61 8158 32 20-12 

DMA10 ソースアドレスレジスタ DM10SAR 不定 H'FF61 8070 32 20-7 

DMA10 デスティネーションアドレスレジスタ DM10DAR 不定 H'FF61 8074 32 20-9 

DMA10 トランスファカウントレジスタ DM10TCR 不定 H'FF61 8078 32 20-11 

DMA10 

DMA10 チャネルコントロールレジスタ DM10CHCR H'4000 0040 H'FF61 807C 32 20-13 

DMA11 ソースアドレスレジスタ DM11SAR 不定 H'FF61 8080 32 20-7 

DMA11 デスティネーションアドレスレジスタ DM11DAR 不定 H'FF61 8084 32 20-9 

DMA11 トランスファカウントレジスタ DM11TCR 不定 H'FF61 8088 32 20-11 

DMA11 

DMA11 チャネルコントロールレジスタ DM11CHCR H'4000 0040 H'FF61 808C 32 20-13 

DMA6、DMA7 DMA67 拡張リソースセレクトレジスタ DM67ARS H'0000 H'FF61 9000 16 20-23 

DMA8、DMA9 DMA89 拡張リソースセレクトレジスタ DM89ARS H'0000 H'FF61 9004 16 20-23 

DMA10、DMA11 DMA1011 拡張リソースセレクトレジスタ DM1011ARS H'0000 H'FF61 9008 16 20-24 

DMA6～11 共通 DMA611 オペレーションレジスタ DM611OR H'0000 H'FF61 8060 16 20-19 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 

   ・ 指定アクセスサイズ以外のアクセスは行わないでください。 
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20.3.1 DMAi ソースアドレスレジスタ（DMiSAR） 
DMiSAR レジスタは、DMA 転送元のアドレスを指定します。転送元として設定するアドレスは、転送サイ

ズによるアライメント境界を考慮して設定してください。また、DMAC は 32 ビット物理アドレス空間で制

御されますので、転送元には、P0 領域、P4 領域のアドレスを設定してください。 
 

DMA11 DM11SAR P4 H'FF61 8080
DMA10 DM10SAR P4 H'FF61 8070
DMA9 DM9SAR P4 H'FF61 8050
DMA8 DM8SAR P4 H'FF61 8040
DMA7 DM7SAR P4 H'FF61 8030
DMA6 DM6SAR P4 H'FF61 8020
DMA5 DM5SAR P4 H'FF60 8080
DMA4 DM4SAR P4 H'FF60 8070
DMA3 DM3SAR P4 H'FF60 8050
DMA2 DM2SAR P4 H'FF60 8040
DMA1 DM1SAR P4 H'FF60 8030
DMA0 DM0SAR P4 H'FF60 8020

30 29 28 27 26 25 24

DMiSAR

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

DMiSAR

16

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～0 DMiSAR 不定 R W DMA 転送元のアドレスを指定します。読み出した場合、次の DMA 転送元の

アドレスが読み出されます。 
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20.3.2 DMAj ソースアドレスレジスタ B（DMjSARB） 
DMjSARB レジスタは、リピート機能/リロード機能で DMjSAR レジスタに再設定する DMA 転送元のアド

レスを指定します。リピート機能については「20.4.7 リピート機能」を、リロード機能については「20.4.8 

リロード機能」を参照してください。 

DMjSAR レジスタへの書き込みデータが、自動的に DMjSARB レジスタにも書き込まれます。DMjSAR レ

ジスタと異なるアドレスを設定したい場合は、DMjSAR レジスタ書き込み後に DMjSARB レジスタへの書き

込みを行ってください。転送元として設定するアドレスは、転送サイズによるアライメント境界を考慮して

設定してください。また、DMAC は 32 ビット物理アドレス空間で制御されますので、転送元には、P0 領域、

P4 領域のアドレスを設定してください。 
 

DMA9 B DM9SARB P4 H'FF61 8150
DMA8 B DM8SARB P4 H'FF61 8140
DMA7 B DM7SARB P4 H'FF61 8130
DMA6 B DM6SARB P4 H'FF61 8120
DMA3 B DM3SARB P4 H'FF60 8150
DMA2 B DM2SARB P4 H'FF60 8140
DMA1 B DM1SARB P4 H'FF60 8130
DMA0 B DM0SARB P4 H'FF60 8120

30 29 28 27 26 25 24

DMjSARB

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

DMjSARB

16

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～0 DMjSARB 不定 R W リピート機能とリロード機能で DMjSAR レジスタに再設定する DMA 転送元

のアドレスを指定します。 

 



 20. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

Rev.1.10 2011.09.16  20-9

  R01UH0030JJ0110 

20.3.3 DMAi デスティネーションアドレスレジスタ（DMiDAR） 
DMiDAR レジスタは、DMA 転送先のアドレスを指定します。転送先として設定するアドレスは、転送サ

イズによるアライメント境界を考慮して設定してください。また、DMAC は 32 ビット物理アドレス空間で

制御されますので、転送先には、P0 領域、P4 領域のアドレスを設定してください。 
 

DMA11 DM11DAR P4 H'FF61 8084
DMA10 DM10DAR P4 H'FF61 8074
DMA9 DM9DAR P4 H'FF61 8054
DMA8 DM8DAR P4 H'FF61 8044
DMA7 DM7DAR P4 H'FF61 8034
DMA6 DM6DAR P4 H'FF61 8024
DMA5 DM5DAR P4 H'FF60 8084
DMA4 DM4DAR P4 H'FF60 8074
DMA3 DM3DAR P4 H'FF60 8054
DMA2 DM2DAR P4 H'FF60 8044
DMA1 DM1DAR P4 H'FF60 8034
DMA0 DM0DAR P4 H'FF60 8024

30 29 28 27 26 25 24

DMiDAR

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

DMiDAR

16

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～0 DMiDAR 不定 R W DMA 転送先のアドレスを指定します。読み出した場合、次の DMA 転送先の

アドレスが読み出されます。 
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20.3.4 DMAj デスティネーションアドレスレジスタ B（DMjDARB） 
DMjDARB レジスタは、リピート機能/リロード機能で DMjDAR レジスタに再設定する DMA 転送先のアド

レスを指定します。リピート機能については「20.4.7 リピート機能」を、リロード機能については「20.4.8 

リロード機能」を参照してください。 

DMjDAR レジスタへの書き込みデータが、自動的に DMjDARB レジスタにも書き込まれます。DMjDAR

レジスタと異なるアドレスを設定したい場合は、DMjDAR レジスタ書き込み後に DMjDARB レジスタへの書

き込みを行ってください。転送先として設定するアドレスは、転送サイズによるアライメント境界を考慮し

て設定してください。また、DMAC は 32 ビット物理アドレス空間で制御されますので、転送先には、P0 領

域、P4 領域のアドレスを設定してください。 
 

DMA9 B DM9DARB P4 H'FF61 8154
DMA8 B DM8DARB P4 H'FF61 8144
DMA7 B DM7DARB P4 H'FF61 8134
DMA6 B DM6DARB P4 H'FF61 8124
DMA3 B DM3DARB P4 H'FF60 8154
DMA2 B DM2DARB P4 H'FF60 8144
DMA1 B DM1DARB P4 H'FF60 8134
DMA0 B DM0DARB P4 H'FF60 8124

30 29 28 27 26 25 24

DMjDARB

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

DMjDARB

16

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～0 DMjDARB 不定 R W リピート機能とリロード機能で DMjDAR レジスタに再設定する DMA 転送先

のアドレスを指定します。 
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20.3.5 DMAi トランスファカウントレジスタ（DMiTCR） 
DMiTCR レジスタは、DMA 転送回数を指定します。転送回数は、設定値が H'0000 0001 のときは 1 回、H'00FF 

FFFF のときは 16,777,215 回で、H'0000 0000 のときは 16,777,216 回（最大転送回数）になります。DMA 転送

中は、残りの転送回数を示しています。 
 

DMA11 DM11TCR
DMA10 DM10TCR
DMA9 DM9TCR
DMA8 DM8TCR
DMA7 DM7TCR
DMA6 DM6TCR
DMA5 DM5TCR
DMA4 DM4TCR
DMA3 DM3TCR
DMA2 DM2TCR P4 H'FF60 8048
DMA1 DM1TCR P4 H'FF60 8038
DMA0 DM0TCR P4 H'FF60 8028

P4 H'FF60 8088
P4 H'FF60 8078
P4 H'FF60 8058

P4 H'FF61 8048
P4 H'FF61 8038
P4 H'FF61 8028

P4 H'FF61 8088
P4 H'FF61 8078
P4 H'FF61 8058

30 29 28 27 26 25 24

DMiTCR

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

DMiTCR

16

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～24 － 不定 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

23～0 DMiTCR 不定 R W DMA 転送回数を指定します。読み出した場合は、残りの転送回数が読み出さ

れます。転送完了後は"0"が読み出されます。 
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20.3.6 DMAj トランスファカウントレジスタ B（DMjTCRB） 
DMjTCR レジスタへの書き込みデータが、自動的に DMjTCRB レジスタにも書き込まれます。DMjTCR レ

ジスタと異なる値を設定したい場合は、DMjTCR レジスタ書き込み後に DMjTCRB レジスタへの書き込みを

行ってください。 

リピート機能有効時は、DMjTCR レジスタに再設定する DMA 転送回数を指定します。また、ハーフエン

ド機能有効時は、ハーフエンド検出に使用する初期値保持レジスタとして用いられます。 

リロード機能有効時は、DMA 転送回数の設定および転送回数カウンタとして用いられます。ビット 7～0

は転送回数カウンタとして動作し、値が"0"になると DMjSAR レジスタと DMjDAR レジスタが更新され、

DMjTCRB レジスタのビット 23～16 がビット 7～0 にロードされます。ビット 23～16 はリロードするまでの

転送回数を設定してください。ビット 23～16 とビット 7～0 は同じ値を設定し、ビット 15～8 は"0"を設定し

てください。また、リロード機能使用時は、DMjCHCR.HIE ビットを"0"とし、ハーフエンド機能を使用しな

いでください。 

リピート機能については「20.4.7 リピート機能」を、リロード機能については「20.4.8 リロード機能」

を参照してください。 
 

DMA9 B DM9TCRB
DMA8 B DM8TCRB
DMA7 B DM7TCRB
DMA6 B DM6TCRB
DMA3 B DM3TCRB
DMA2 B DM2TCRB
DMA1 B DM1TCRB
DMA0 B DM0TCRB P4 H'FF60 8128

P4 H'FF60 8138
P4 H'FF60 8148
P4 H'FF60 8158
P4 H'FF61 8128
P4 H'FF61 8138
P4 H'FF61 8148
P4 H'FF61 8158

30 29 28 27 26 25 24

DMjTCRB

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

DMjTCRB

16

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～24 － 不定 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

23～0 DMjTCRB 不定 R W ・リピート機能有効時は、DMjTCR レジスタに再設定する DMA 転送回数を

指定します。ハーフエンド機能有効時は、ハーフエンド検出に使用する初

期値保持レジスタとして用いられます。 

・リロード機能有効時 

ビット 23～16：リロードするまでの転送回数 
ビット 15～8："0" 
ビット 7～0：DMA 転送回数カウンタ 

ビット 7～0 へ書き込む値はビット 23～16 と同じにしてください。リロード

機能有効時は、DMjCHCR.HIE ビットを"0"とし、ハーフエンド機能を使用し

ないでください。 
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20.3.7 DMAi チャネルコントロールレジスタ（DMiCHCR） 
DMiCHCR レジスタは、DMA 転送モードを制御します。 

 

DMA11 DM11CHCR
DMA10 DM10CHCR P4 H'FF61 807C

P4 H'FF61 808C

DMA9 DM9CHCR
DMA8 DM8CHCR P4 H'FF61 804C

P4 H'FF61 805C

DMA7 DM7CHCR
DMA6 DM6CHCR
DMA5 DM5CHCR
DMA4 DM4CHCR
DMA3 DM3CHCR
DMA2 DM2CHCR
DMA1 DM1CHCR
DMA0 DM0CHCR P4 H'FF60 802C

P4 H'FF60 803C
P4 H'FF60 804C
P4 H'FF60 805C
P4 H'FF60 807C
P4 H'FF60 808C
P4 H'FF61 802C
P4 H'FF61 803C

30 29 28 27 26 25 24

IE

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DM SM RS DL TB TE DE

31

LCKN RPT TS2 HE

TS1 TS0

HIE

16

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'4000 0040＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

30 LCKN 1 R W バス権開放ビット 

１転送単位内の読み出しサイクル/書き込みサイクル間にバス権を保持する

か、開放するかを設定します。バス権を開放することにより、他のバスマスタ

のバス権要求が受け付けられます。詳細は「20.4.2 DMA 転送モード」を参

照してください。 

バーストモード実行時には"0"を設定してください。 

0：バス権保持 

1：バス権開放 

29、28 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

27～25 RPT すべて 0 R W リピート機能/リロード機能イネーブルビット 

本ビットは DMjCHCR レジスタでのみ有効となります。 

DMA4CHCR、DMA5CHCR、DMA10CHCR、DMA11CHCR レジスタでは、書

き込む値は常に"000"にしてください。読み出すと常に"000”が読み出されます。

000：リピート機能、リロード機能無効 

001：リピート機能有効（SAR、DAR、TCR） 

DMjSARB→DMjSAR、DMjDARB→DMjDAR、DMjTCRB→DMjTCR

へロード 

010：リピート機能有効（DAR、TCR） 

DMjDARB→DMjDAR、DMjTCRB→DMjTCR へロード 

011：リピート機能有効(SAR、TCR) 

DMjSARB→DMjSAR、DMjTCRB→DMjTCR へロード 

100：予約（設定禁止） 

101：リロード機能有効（SAR、DAR、TCRB） 

DMjSARB→DMjSAR、DMjDARB→DMjDAR、DMjTCRB[23:16]→

DMjTCRB[7:0]へロード 

110：リロード機能有効（DAR、TCRB） 

DMjDARB→DMjDAR、DMjTCRB[23:16]→DMjTCRB[7:0]へロード 

111：リロード機能有効（SAR、TCRB） 

DMjSARB→DMjSAR、DMjTCRB[23:16]→DMjTCRB[7:0]へロード 

24～21 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

20 TS2 0 R W 転送データサイズ設定ビット 

TS1、TS0 ビットと合わせて DMA 転送データサイズの設定を行います。転送

元または転送先が、転送サイズが指定された内蔵周辺モジュールのレジスタの

場合、指定されたアクセスサイズを合わせて設定してください。また、転送元

または転送先として設定するアドレスは、転送サイズによるアライメント境界

を考慮して設定してください。 

b20  b4  b3 

0  0  0：１バイト単位 

0  0  1：２バイト（ワード）単位 

0  1  0：４バイト（ロングワード）単位 

0  1  1：16 バイト単位（8 バイト×2 回） 

1  0  0：32 バイト単位（8 バイト×4 回） 

上記以外：設定禁止 

【注】・IL メモリ/OL メモリ、SHwyRAM、ROM のみ 16 バイト、32 バイト

アクセス可能です。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

19 HE 0 R *1 ハーフエンド割り込み要求ステータスフラグ 

HIE ビットに"1"を設定し、DMjTCR レジスタが DMjTCRB レジスタの値の 1/2

（右に 1 ビットシフトした値）になると、HE ビットは"1"になります。 

本ビットは DMjCHCR レジスタでのみ有効となります。DMA4CHCR、

DMA5CHCR、DMA10CHCR、DMA11CHCR レジスタでは、書き込む値は常

に"0"にしてください。読み出し時は常に"0"が読み出されます。 

0：ハーフエンド割り込み要求なし 

1：ハーフエンド割り込み要求あり 

（DMjTCR レジスタ＝DMjTCRB レジスタ÷2） 

［"0"クリア条件］HE ビットの"1"読み出し後、"0"書き込み*1 

18 HIE 0 R W ハーフエンドイネーブルビット 

HIE ビットを"1"にセットした場合、HE ビットがセットされると INTC に対し

割り込みを要求します。リロード機能を有効に設定時は、本ビットを"0"に設

定してください。 

本ビットは DMjCHCR レジスタでのみ有効となります。DMA4CHCR、

DMA5CHCR、DMA10CHCR、DMA11CHCR レジスタでは、書き込む値は常

に"0"にしてください。読み出し時は常に"0"が読み出されます。 

0：ハーフエンド割り込みを禁止 

1：ハーフエンド割り込みを許可 

17、16 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

15、14 DM 00 R W デスティネーションアドレス方向選択ビット 

DMA 転送先のアドレスの増減および方向を選択します。 

00：アドレス固定 

01：アドレスインクリメント 

 1 バイト単位転送時は＋1 

2 バイト（ワード）単位転送時は＋2 

4 バイト（ロングワード）単位転送時は＋4 

16 バイト単位転送時は＋16 

32 バイト単位転送時は＋32 

10：アドレスデクリメント 

 1 バイト単位転送時は－1 

2 バイト（ワード）単位転送時は－2 

4 バイト（ロングワード）単位転送時は－4 

16/32 バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 

【注】・TS0～TS2 ビットで転送データサイズを 16 バイトおよび 32 バイト

単位に設定時は、本ビットをアドレスデクリメントに設定しないでく

ださい。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

13、12 SM 00 R W ソースアドレス方向選択ビット 

DMA 転送元のアドレスの増減および方向を選択します。 

00：アドレス固定 

01：アドレスインクリメント 

 1 バイト単位転送時は＋1 

2 バイト（ワード）単位転送時は＋2 

4 バイト（ロングワード）単位転送時は＋4 

16 バイト単位転送時は＋16 

32 バイト単位転送時は＋32 

10：アドレスデクリメント 

 1 バイト単位転送時は－1 

2 バイト（ワード）単位転送時は－2 

4 バイト（ロングワード）単位転送時は－4 

16/32 バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 

【注】・TS0～TS2 ビットで転送データサイズを 16 バイトおよび 32 バイト単

位に設定時は、本ビットをアドレスデクリメントに設定しないでくだ

さい。 

11～8 RS すべて 0 R W リソースセレクトビット 

本ビットで転送要求要因を設定します。DE ビットが"0"の状態で行ってくださ

い。 

0000：外部リクエスト 

0100：オートリクエスト（ソフトウェア） 

1000：内蔵周辺モジュールリクエスト 

 DMA 拡張リソースセレクトレジスタ（DM01ARS～DM1011ARS）

で選択 

上記以外：設定禁止 

【注】・DM1CHCR、DM4CHCR～DM11CHCRレジスタでは外部リクエスト

での DMA 転送は禁止です。 

7 DL 0 R W DREQ エッジセレクトビット 

DREQ 入力の検出方法を選択します。 

本ビットは DM0CHCR、DM2CHCR、DM3CHCR レジスタでのみ有効です。

DM1CHCR、DM4CHCR～DM11CHCR レジスタ設定時は、書き込む値は常に

"0"にしてください。読み出し時は常に"0"が読み出されます。また DMA0、

DMA2、DMA3でも転送要求要因を内蔵周辺モジュールリクエスト、またはオー

トリクエストに設定した場合、本ビットは無効です。 

0：立ち下がりエッジ検出 

1：立ち上がりエッジ検出 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

5 TB 0 R W トランスファバスモードビット 

DMA 転送モードを選択します。 

内蔵周辺モジュールリクエストを設定したときはサイクルスチールモード 1

またはサイクルスチールモード 2 を選択してください。 

サイクルスチールモード 1 とサイクルスチールモード２の選択は

DMiCHCR.LCKN ビットで行ってください。 

0：サイクルスチールモード 1 またはサイクルスチールモード 2 

1：バーストモード 

4 TS1 0 R W 

3 TS0 0 R W 

転送データサイズ設定ビット 

TS2 ビットの説明を参照してください。 

2 IE 0 R W DMA 転送完了割り込みイネーブルビット 

DMA最終転送時にTEビットによる割り込み要求を INTCへ通知するか通知し

ないかを設定します。 

0：DMA 転送完了割り込みを禁止 

1：DMA 転送完了割り込みを許可 

1 TE 0 R *1 DMA 転送完了割り込み要求ステータスフラグ 

最終転送時にバス権を取得し、DMiTCR レジスタ値が"0"になり、読み出しサ

イクルが行われ TE ビットが"1"にセットされます。このタイミングで IE ビッ

トが"1"の場合、INTC へ割り込み要求を通知します。その後、最終転送の書き

込みサイクルを行います。ただし、LCKN ビットが"1"の場合、バス権を一度開

放し、再取得後に書き込みサイクルを行います。 

DMA 動作中、DMiTCR レジスタ値が"0"になる前に DMA 転送完了条件が満た

され DMA 転送が強制終了した場合、TE ビットはセットされません。 

0：DMA 転送完了割り込み要求なし 

1：DMA 転送完了割り込み要求あり 

［"0"クリア条件］TE ビットの"1"読み出し後、"0"書き込み*1 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DE 0 R W DMA イネーブルビット 

DMA 転送を許可または禁止します。DMA 転送中に DE ビットの"0"クリアを含

む DMA 転送終了条件が成立すると、転送を強制終了します。強制終了すると

きは、該当内蔵周辺モジュールからの DMA 転送要求がクリアされているとき

に行ってください。 

また、バースト転送中に CPU が DE ビットに"1"を書き込もうとした場合、

DMAC がバス権を保持しているので、バースト転送完了後に"1"セットされま

す。 

オートリクエストでは、DE ビットを含む DMA 転送開始条件が成立すると転

送を開始します。 

外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストでは、DE ビットを含む DMA

転送開始条件が成立した後、該当デバイスまたは該当の内蔵周辺モジュールか

ら DMA 転送要求があると転送を開始します。 

0：DMA 転送を禁止 

1：DMA 転送を許可 

詳細は「20.4.3 DMA 転送開始条件、DMA 転送終了条件」を参照してください。

【注】 *1  TE ビット、HE ビットをクリアするためには、レジスタを読み出し、"1"が読み出せたフラグビットにのみ"0"を書

き込んでください。"0"が読み出せたフラグビットには"1"を書き込んでください。フラグビットをクリアしないと

きには、常に"1"を書き込んでください。TE ビット、HE ビット以外のビットには前回値を書き込んでください。 
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20.3.8 DMA05、DMA611 オペレーションレジスタ（DM05OR、DM611OR） 
DM05OR、DM611OR レジスタは、DMA 転送時のチャネルの優先順位を指定します。また、DMA の転送

状態（ステータス）も示します。 

DM05OR は DMA0～DMA5 の共通レジスタ、DM611OR は DMA6～DMA11 の共通レジスタです。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PR AE NMIF DME

DMA611 DM611OR P4 H'FF61 8060
DMA05 DM05OR P4 H'FF60 8060

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

9、8 PR 00 R W プライオリティ選択ビット 

同時に複数のチャネルに転送要求があった場合に、実行するチャネルの優先

順位を選択するビットです。 

DM05OR.PR ビットで"11"を設定した場合、DMA0～DMA5 でサイクルスチー

ルモード 1（サイクルスチールモード 2）とバーストモードは混在させないで

ください。また、DM611OR.PR ビットで"11"を設定した場合、DMA6～DMA11

でサイクルスチールモード 1（サイクルスチールモード 2）とバーストモード

は混在させないでください。 

00：DMA0＞DMA1＞DMA2＞DMA3＞DMA4＞DMA5（DM05OR レジスタ）

DMA6＞DMA7＞DMA8＞DMA9＞DMA10＞DMA11（DM611OR レジ

スタ） 

01：DMA0＞DMA2＞DMA3＞DMA1＞DMA4＞DMA5（DM05OR レジスタ）

DMA6＞DMA8＞DMA9＞DMA7＞DMA10＞DMA11（DM611OR レジ

スタ） 

10：設定禁止 

11：DMA0～DMA5 のラウンドロビン（DM05OR レジスタ） 

DMA6～DMA11 のラウンドロビン（DM611OR レジスタ） 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2 AE 0 R *1 アドレスエラーフラグ 

DMA 転送中に DMAC によるアドレスエラーが発生したことを示すフラグで

す。 

本ビットは、以下の条件で"1"にセットされます。 

• DMiSARレジスタまたはDMiDARレジスタに設定した値が転送サイズ境界

と不一致の場合 

• 転送元または転送先が無効空間の場合 

0：アドレスエラーなし 

1：アドレスエラーあり 

［"0"クリア条件］AE ビットの"1"読み出し後、"0"書き込み*1 

1 NMIF 0 R *1 NMI フラグ 

NMI が入力されたことを示すフラグです。 

NMI が入力されたとき、少なくとも現在実行中の DMA 転送の 1 転送単位を

行い、その後、全チャネルの DMA 転送を強制終了します。新たな DMA 転送

を行う場合は、NMI 割り込み復帰後に全チャネルを再設定してください。 

DMAC が動作していないときに NMI が入力されても、NMIF ビットは"1"に

セットされます。また、ICR0 レジスタの NMI ブロックビット（NMIB）が"0"

かつ SRレジスタの BL ビット="1"の状態でNMIが入力されても NMIF ビット

は"1"にセットされます。 

0：NMI 割り込み要求なし 

1：NMI 割り込み要求あり 

［"0"クリア条件］NMIF ビットの"1"読み出し後、"0"書き込み*1 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DME 0 R W DMA マスタイネーブルビット 

DM05OR レジスタに対応する全チャネル（DMA0～DMA5）、DM611OR レ

ジスタに対応する全チャネル（DMA6～DMA11）の DMA 転送を許可または

禁止します。DMA 転送中に DME ビットの"0"クリアを含む DMA 転送終了条

件が成立すると、転送を強制終了します。強制終了するときは、該当内蔵周

辺モジュールからの DMA 転送要求がクリアされているときに行ってくださ

い。 

また、バースト転送中に CPU が DME ビットに"1"を書き込もうとした場合、

DMAC がバス権を保持しているので、バースト転送完了後に"1"セットされま

す。 

オートリクエストでは、DME ビットを含む DMA 転送開始条件が成立すると

転送を開始します。 

外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストでは、DME ビットを含む

DMA 転送開始条件が成立した後、該当デバイスまたは該当の内蔵周辺モ

ジュールから DMA 転送要求があると転送を開始します。 

0：DMA0～DMA5 の DMA 転送を禁止（DM05OR レジスタ） 

DMA6～DMA11 の DMA 転送を禁止（DM611OR レジスタ） 

1：DMA0～DMA5 の DMA 転送を許可（DM05OR レジスタ） 

DMA6～DMA11 の DMA 転送を許可（DM611OR レジスタ） 

詳細は「20.4.3 DMA 転送開始条件、DMA 転送終了条件」を参照してくださ

い。 

【注】 *1  AE ビット、NMIF ビットをクリアするためには、レジスタを読み出し、"1"が読み出せたフラグビットにのみ"0"を

書き込んでください。"0"が読み出せたフラグビットには"1"を書き込んでください。フラグビットをクリアしない

ときには、常に"1"を書き込んでください。AE ビット、NMIF ビット以外のビットには前回値を書き込んでくださ

い。 
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20.3.9 DMA01～DMA1011 拡張リソースセレクトレジスタ（DM01ARS～DM1011ARS） 
DM01ARS～DM1011ARS レジスタで、内蔵周辺モジュールリクエストの転送要求要因（SCIF、RSPI、IIC3、

ATU-IIIS、ADC、DRI）を設定できます。CnMRID ビットに表 20.5 以外の値を設定した場合、DMA 動作は

保証できません。また、一つの内蔵周辺モジュールの転送要求を DMAC の複数のチャネルのリソースにして

割り当てを行わないでください。割り当てを行った場合の動作の保証はできません。 
 

（1） DMA01 拡張リソースセレクトレジスタ（DM01ARS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
C0MRIDC1MRID

DMA01 DM01ARS P4 H'FF60 9000

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 C1MRID すべて 0 R W DMA1 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

7～0 C0MRID すべて 0 R W DMA0 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

 

（2） DMA23 拡張リソースセレクトレジスタ（DM23ARS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
C2MRIDC3MRID

DMA23 DM23ARS P4 H'FF60 9004

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 C3MRID すべて 0 R W DMA3 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

7～0 C2MRID すべて 0 R W DMA2 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 
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（3） DMA45 拡張リソースセレクトレジスタ（DM45ARS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
C4MRIDC5MRID

DMA45 DM45ARS P4 H'FF60 9008

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 C5MRID すべて 0 R W DMA5 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

7～0 C4MRID すべて 0 R W DMA4 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

 

（4） DMA67 拡張リソースセレクトレジスタ（DM67ARS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
C6MRIDC7MRID

DMA67 DM67ARS P4 H'FF61 9000

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 C7MRID すべて 0 R W DMA7 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

7～0 C6MRID すべて 0 R W DMA6 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

 

（5） DMA89 拡張リソースセレクトレジスタ（DM89ARS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
C8MRIDC9MRID

DMA89 DM89ARS P4 H'FF61 9004

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 C9MRID すべて 0 R W DMA9 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

7～0 C8MRID すべて 0 R W DMA8 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 
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（6） DMA1011 拡張リソースセレクトレジスタ（DM1011ARS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
C10MRIDC11MRID

DMA1011 DM1011ARS P4 H'FF61 9008

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 C11MRID すべて 0 R W DMA11 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 

7～0 C10MRID すべて 0 R W DMA10 転送要求元モジュール ID（表 20.5 参照） 
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表 20.5 内蔵周辺モジュールリクエストの DMA 転送要求要因 

内蔵周辺 

モジュール 

DMA 転送要求要因 CnMRID ビットの

設定値 

転送元 転送先 

SCIF0 送信 FIFO データエンプティ H'01 任意 SC0FTDR 

SCIF0 受信 FIFO データフル H'02 SC0FRDR 任意 

SCIF1 送信 FIFO データエンプティ H'05 任意 SC1FTDR 

SCIF1 受信 FIFO データフル H'06 SC1FRDR 任意 

SCIF2 送信 FIFO データエンプティ H'09 任意 SC2FTDR 

SCIF2 受信 FIFO データフル H'0A SC2FRDR 任意 

SCIF3 送信 FIFO データエンプティ H'0D 任意 SC3FTDR 

SCIF 

SCIF3 受信 FIFO データフル H'0E SC3FRDR 任意 

RSPI0 送信バッファエンプティ H'11 任意 SP0DR 

RSPI0 受信バッファフル H'12 SP0DR 任意 

RSPI1 送信バッファエンプティ H'15 任意 SP1DR 

RSPI1 受信バッファフル H'16 SP1DR 任意 

RSPI2 送信バッファエンプティ H'19 任意 SP2DR 

RSPI 

RSPI2 受信バッファフル H'1A SP2DR 任意 

IIC3 送信データエンプティ H'1D 任意 ICDRT IIC3 

IIC3 受信データフル H'1E ICDRR 任意 

タイマ A0 チャネル 0 インプットキャプチャ H'27 任意 任意 

タイマ A0 チャネル 1 インプットキャプチャ H'2B 任意 任意 

タイマ A0 チャネル 2 インプットキャプチャ H'2F 任意 任意 

タイマ A0 チャネル 3 インプットキャプチャ H'33 任意 任意 

タイマ A0 チャネル 4 インプットキャプチャ H'37 任意 任意 

（予約） H'3B － － 

タイマ F0 インプットキャプチャ H'3F TF0CDR 任意 

タイマ F1 インプットキャプチャ H'43 TF1CDR 任意 

タイマ G3 コンペアマッチ H'47 任意 任意 

タイマ G4 コンペアマッチ H'4B 任意 任意 

タイマ G5 コンペアマッチ H'4F 任意 任意 

タイマ TOU0_0 カウンタアンダフロー H'53 任意 任意 

タイマ TOU0_7 カウンタアンダフロー H'57 任意 任意 

タイマ TOU1_0 カウンタアンダフロー H'5B 任意 任意 

タイマ TOU1_7 カウンタアンダフロー H'5F 任意 任意 

タイマ TOU2_0 カウンタアンダフロー H'63 任意 任意 

タイマ TOU2_7 カウンタアンダフロー H'67 任意 任意 

ATU-IIIS 

タイマ TOU3_0 カウンタアンダフロー H'6B 任意 任意 
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内蔵周辺 

モジュール 

DMA 転送要求要因 CnMRID ビットの

設定値 

転送元 転送先 

タイマ TOU3_7 カウンタアンダフロー H'6F 任意 任意 

タイマ TOU4_0 カウンタアンダフロー H'73 任意 任意 

ATU-IIIS 

タイマ TOU4_7 カウンタアンダフロー H'77 任意 任意 

AD0 スキャン変換終了 H'7B 任意 任意 

AD1 スキャン変換終了 H'7F 任意 任意 

AD0IN0 割り込み変換終了 H'83 任意 任意 

（予約） H'87 － － 

AD0IN2 割り込み変換終了 H'8B 任意 任意 

（予約） H'8F － － 

ADC 

AD0IN15 割り込み変換終了 H'93 任意 任意 

DRI0 DIN0 イベント検出 H'97 任意 任意 

DRI0 DIN1 イベント検出 H'9B 任意 任意 

（予約） H'9F － － 

DRI0 DIN3 イベント検出 H'A3 任意 任意 

DRI0 DIN4 イベント検出 H'A7 任意 任意 

DRI0 DIN5 イベント検出 H'AB 任意 任意 

DRI0 DEC0 アンダフロー H'AF 任意 任意 

DRI0 DEC1 アンダフロー H'B3 任意 任意 

DRI0 DEC2 アンダフロー H'B7 任意 任意 

DRI0 DEC3 アンダフロー H'BB 任意 任意 

DRI0 DEC4 アンダフロー H'BF 任意 任意 

DRI0 DEC5 アンダフロー H'C3 任意 任意 

DRI0 DRI アドレスカウンタ 0 転送完了 H'C7 任意 任意 

DRI0 DRI アドレスカウンタ 1 転送完了 H'CB 任意 任意 

DRI0 DRI 取り込みイベントカウンタアンダフロー H'CF 任意 任意 

DRI 

DRI0 DRI 転送カウンタアンダフロー H'D3 任意 任意 

【注】・ 内蔵周辺モジュールリクエストを選択時は、サイクルスチールモード 1（サイクルスチールモード 2）を選択してく

ださい。 
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20.4 動作説明 
DMACはDMA転送開始条件を満たしDMA動作中となった状態でDMA転送要求があると決められたチャ

ネルの優先順位に従って転送を開始し、DMA 転送終了条件が満たされると転送を終了します。 

DMiTCR レジスタ値が"0"になり最終の DMA 転送を完了したときを DMA 転送完了、DMiTCR レジスタ値

が"0"になる前に DMA 転送終了条件を満たしたときを DMA 転送強制終了と呼びます。 
 

20.4.1 DMA 転送要求要因 
DMA 転送要求要因にはオートリクエスト（ソフトウェアリクエスト）、外部リクエスト、および内蔵周辺

モジュールリクエストの 3 種類があります。DMA 転送要求要因の選択はチャネルごとに DMiCHCR.RS ビッ

トおよび DM01ARS～DM1011ARS レジスタで行います。 
 

（1） オートリクエスト（ソフトウェアリクエスト） 

DMA 転送要求要因としてオートリクエストを選択した場合、DMA 転送開始条件が満たされると DMAC

内部で自動的に転送要求信号を発生させ、転送モード（サイクルスチールモード 1、サイクルスチールモー

ド 2、バーストモード）に関わらず、DMiTCR レジスタが"0"になるまで転送されます。 

表 20.6 にオートリクエストでの DMA 転送区間を示します。 
 

表 20.6 オートリクエストでの DMA 転送区間 

転送先 

転送元 

外部アドレス 

空間 

内蔵周辺 

モジュール*1 

IL メモリ/OL メモリ SHwyRAM ROM 

外部アドレス空間 × × × × × 

内蔵周辺モジュール*1 × 〇 〇 〇 × 

IL メモリ/OL メモリ × 〇 〇 〇 × 

SHwyRAM × 〇 〇 〇 × 

ROM × 〇 〇 〇 × 

【注】 *1 転送元または転送先が、転送サイズが指定された内蔵周辺モジュールのレジスタの場合、指定されたアクセスサイ

ズを合わせて設定してください。 

【記号説明】 〇：転送可能 

×：転送禁止 
 

（2） 外部リクエスト 

DMA 転送要求要因として外部リクエストを選択した場合、DMA 転送開始条件を満たした状態で本 MCU

の外部デバイスからの転送要求信号（DREQ0、DREQ2、DREQ3）によって DMA 転送を行います。DMA0、

DMA2、DMA3 のみ DMA 転送要求要因として外部リクエストを選択できます。 

DREQ 信号を立ち下がりエッジで検出するか立ち上がりエッジで検出するかは、DM0CHCR、DM2CHCR、

DM3CHCR レジスタの DL ビットで選択します。 
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表 20.7 に外部リクエストでの DMA 転送区間を示します。 
 

表 20.7 外部リクエストでの DMA 転送区間*2 

転送先 

転送元 

外部アドレス 

空間 

内蔵周辺 

モジュール*1 

IL メモリ/OL メモリ SHwyRAM ROM 

外部アドレス空間 × × × × × 

内蔵周辺モジュール*1 × 〇 〇 〇 × 

IL メモリ/OL メモリ × 〇 〇 〇 × 

SHwyRAM × 〇 〇 〇 × 

ROM × 〇 〇 〇 × 

【注】 *1 転送元または転送先が、転送サイズが指定された内蔵周辺モジュールのレジスタの場合、指定されたアクセスサ

イズを合わせて設定してください。 

 *2 外部リクエストは DMA0、DMA2、DMA3 のみ 

【記号説明】 〇：転送可能 

×：転送禁止 
 

（3） 内蔵周辺モジュールリクエスト 

DMA 転送要求要因として内蔵周辺モジュールリクエストを選択した場合、DMA 転送開始条件を満たした

状態で内蔵周辺モジュールからの DMA 転送要求信号を受け付けると DMA 転送が行われます。DMA 転送要

求要因は、SCIF、RSPI、IIC3、ATU-IIIS、ADC、DRI のモジュールがあり、DM01ARS～DM1011ARS レジス

タにて設定します。 

表 20.8 に内蔵周辺モジュールリクエストでの DMA 転送区間を示します。 
 

表 20.8 内蔵周辺モジュールリクエストでの DMA 転送区間*2 

転送先 

転送元 

外部アドレス 

空間 

内蔵周辺 

モジュール*1 

IL メモリ/OL メモリ SHwyRAM ROM 

外部アドレス空間 × × × × × 

内蔵周辺モジュール*1 × 〇 〇 〇 × 

IL メモリ/OL メモリ × 〇 〇 〇 × 

SHwyRAM × 〇 〇 〇 × 

ROM × 〇 〇 〇 × 

【注】 *1 転送元または転送先が、転送サイズが指定された内蔵周辺モジュールのレジスタの場合、指定されたアクセスサ

イズを合わせて設定してください。 

 *2 サイクルスチールモード 1、サイクルスチールモード 2 のみ設定可能 

【記号説明】 〇：転送可能 

×：転送禁止 
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20.4.2 DMA 転送モード 
DMA 転送モードには、サイクルスチールモード 1、サイクルスチールモード 2、およびバーストモードが

あります。モードの選択は DMiCHCR.TB ビットと LCKN ビットによって行います。 

本章中で示す 1 転送単位とは DMiCHCR.TS0～TS2 ビットで設定する 1～32 バイトの読み出しサイクルと

書き込みサイクルを合わせて 1転送単位と呼びます。また、他のバスマスタとは他のDMACモジュール、CPU、

H-UDI、AUDR を示します。 
 

（1） サイクルスチールモード 1（TB ビット＝"0"、LCKN ビット＝"0"） 

サイクルスチールモード 1 では、DMAC は１転送単位の DMA 転送を終了するごとに SuperHyway バスの

バス権を他のバスマスタに開放します。その後 DMA 転送要求があれば、次の転送要求を発行し、再び 1 転

送単位の転送を行い、その転送を終了するとまた SuperHyway バスのバス権を他のバスマスタに開放します。

これを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。 

図 20.2 にサイクルスチールモード 1 での DMA 転送タイミング例を示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwy

 

図 20.2 サイクルスチールモード 1 の DMA 転送例（DREQ 信号立ち下がりエッジ有効設定時） 

 

（2） サイクルスチールモード 2（TB ビット＝"0"、LCKN ビット＝"1"） 

サイクルスチールモード 2 では、DMAC は 1 転送単位の読み出しサイクル後に SuperHyway バスのバス権

を他のバスマスタに開放した後、書き込みサイクルの転送要求を発行します。その後 DMA 転送要求があれ

ば、次の読み出しサイクルの転送要求を発行し、読み出しサイクルが実行されます。これを転送終了条件が

満たされるまで繰り返します。 

図20.3にサイクルスチールモード2でのDMA転送タイミング例を示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwy CPU CPU

 

図 20.3 サイクルスチールモード 2 の DMA 転送例（DREQ 信号立ち下がりエッジ有効設定時） 
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（3） バーストモード（TB ビット＝"1"、LCKN ビット＝"0"） 

バーストモードでは DMAC は一度 SuperHyway バスのバス権を取ると、転送終了条件が満たされるまで

SuperHyway バスのバス権を他のバスマスタに開放せずに転送を続けます。 

DMA 転送要求要因として内蔵周辺モジュールリクエストを選択した場合、バーストモードで使用しないで

ください。 

図 20.4 にバーストモードでの DMA 転送タイミングを示します。 

DREQ

CPU CPU CPU DMAC DMAC DMACDMAC DMAC CPUSHwy DMAC

 

図 20.4 バーストモードでの DMA 転送例（DREQ 信号立ち下がりエッジ有効設定時） 
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20.4.3 DMA 転送開始条件、DMA 転送終了条件 
以下に DMA 転送開始条件と、DMA 転送終了条件を示します。 

 

（1） DMA 転送開始条件 

（a） リピート機能無効の場合またはリピート機能有効かつ DMiCHCR.HIE ビット="0"の場合 

• DM05OR（DM611OR）.NMIFビット="0"かつAEビット="0"かつDMEビット="1"かつ、 

DMiCHCR.TEビット="0"かつDEビット="1"のとき 

（b） リピート機能有効かつ DMiCHCR.HIE ビット="1"の場合 

• DM05OR（DM611OR）.NMIFビット="0"かつAEビット="0"かつDMEビット="1"かつ、 

DMiCHCR.TEビット="0"かつHEビット="0"かつDEビット="1"のとき 

• DM05OR（DM611OR）.NMIFビット="0"かつAEビット="0"かつDMEビット="1"かつ、 

DMiCHCR.TEビット="0"かつHEビット="1"かつDEビット="1"のとき 

• DM05OR（DM611OR）.NMIFビット="0"かつAEビット="0"かつDMEビット="1"かつ、 

DMiCHCR.TEビット="1"かつHEビット="0"かつDEビット="1のとき 
 

（2） DMA 転送終了条件 

（a） リピート機能無効の場合またはリピート機能有効かつ DMiCHCR.HIE ビット="0"の場合 

• NMIが入力されたとき 

• アドレスエラーが発生したとき 

• DMiCHCR.DEビットを"0"にしたとき 

• DM05OR（DM611OR）.DMEビットを"0"にしたとき 

• DMiCHCR.TEビット="1"のとき 
 

（b） リピート機能有効かつ DMiCHCR.HIE ビット="1"の場合 

• NMIが入力されたとき 

• アドレスエラーが発生したとき 

• DMiCHCR.DEビットを"0"にしたとき 

• DM05OR（DM611OR）.DMEビットを"0"にしたとき 

• DMiCHCR.HEビット="1"かつTEビット="1"のとき 
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20.4.4 モジュール内のチャネルの優先順位 
DMAC は、同一モジュール内に同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優

先順位に従って転送を行います。チャネルの優先順位は優先順位固定、ラウンドロビンの 2 種類から選択で

きます。優先順位の選択は、DM05OR レジスタ（DMA0～5）、DM611OR レジスタ（DMA6～11）の PR ビッ

トにより行います。 

DMAC0 モジュール（DMA0～5）と DMAC1 モジュール（DMA6～11）の優先順位の関係はラウンドロビ

ンです。詳細は「20.4.6 DMAC モジュール間の優先順位」を参照してください。 
 

（1） 優先順位固定 

チャネルの優先順位を優先順位固定に選択した場合、チャネルの優先順位は変化しません。 

優先順位固定には以下に示す 2 種類があります。 

（a） DMA0～5 

• DMA0＞DMA1＞DMA2＞DMA3＞DMA4＞DMA5 

• DMA0＞DMA2＞DMA3＞DMA1＞DMA4＞DMA5 

（b） DMA6～11 

• DMA6＞DMA7＞DMA8＞DMA9＞DMA10＞DMA11 

• DMA6＞DMA8＞DMA9＞DMA7＞DMA10＞DMA11 
 

（2） ラウンドロビン 

チャネルの優先順位をラウンドロビンに選択した場合、1 つのチャネルで、1 転送単位の転送が終了するご

とにそのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先順位を変更します。このとき、転送したチャネルよ

り優先順位の高いすべてのチャネルを含め、優先順位が低くなるように優先順位を変更します。図 20.5 にこ

のチャネルの優先順位変更例を示します。なおリセット直後のラウンドロビンの優先順位を以下に示します。 

（a） DMA0～5 

• DMA0＞DMA1＞DMA2＞DMA3＞DMA4＞DMA5  

（b） DMA6～11 

•  DMA6＞DMA7＞DMA8＞DMA9＞DMA10＞DMA11 
 

チャネルの優先順位をラウンドロビンに選択した場合、DMA0～DMA5 でサイクルスチールモード 1（サイ

クルスチールモード 2）とバーストモードは混在させないでください。また、DMA6～DMA11 でサイクルス

チールモード 1（サイクルスチールモード 2）とバーストモードは混在させないでください。 
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DMA0 DMA1 DMA2 DMA3 DMA4 DMA5  

DMA0 DMA1 DMA2 DMA3 DMA4 DMA5  

DMA0 DMA1 DMA2 DMA3 DMA4 DMA5  

DMA1 DMA2 DMA3 DMA4 DMA5 DMA0    
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図 20.5 チャネルの優先順位変更例 1（ラウンドロビン） 
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図 20.6 に DMA0 と DMA3 に同時に転送要求が発生し、DMA0 の転送中に DMA1 の転送要求が発生した場

合のチャネルの優先順位の変化を示します。この場合の DMAC の動作は以下のようになります。 

1. DMA0とDMA3に同時に転送要求が発生します。 

2. DMA0の方がDMA3より優先順位が高いので、DMA0の転送を開始します（DMA3は転送待ち）。 

3. DMA0の転送中にDMA1に転送要求が発生します（DMA1とDMA3は転送待ち）。 

4. DMA0の転送を終了すると、DMA0の優先順位を一番低くします。 

5. この時点でDMA1のほうがDMA3より優先順位が高いので、DMA1の転送を開始します（DMA3は転送待

ち）。 

6. DMA1の転送を終了すると、DMA1の優先順位を一番低くします。 

7. DMA3の転送を開始します。 

8. DMA3の転送を終了すると、DMA3の優先順位が一番低くなるように、DMA3と一緒にDMA2の優先順位

を低くします。 

DMAC

1 DMA0 3

3 DMA1

0 1 2 3 4 52 DMA0

4 DMA0

5 DMA1

6 DMA1

7 DMA3

8 DMA3

1 2 3 4 5 0

2 3 4 5 0 1

4 5 0 1 2 3

3

3

1 3

 

図 20.6 チャネルの優先順位変更例 2（ラウンドロビン） 
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20.4.5 同一 DMAC モジュール内の複数チャネルの動作例 
同一 DMAC モジュール内のチャネルの優先順位は１転送単位ごとに判定が行われます。 

同一 DMAC モジュール内にバーストモード転送中のチャネルがある場合、DMAC モジュールは他のバス

マスタにバス権を解放しません。 

同一 DMAC モジュール内の複数チャネルの動作について DMAC0 モジュールを例として以下に示します。 
 

（1） サイクルスチールモード 1 とバーストモードの混在例 

DMA0をサイクルスチールモード 1、DMA1をバーストモードに設定した場合の動作例を以下に示します。 

チャネルの優先順位を優先順位固定（DMA0＞DMA1＞……＞DMA5）に選択した場合において、DMA1

がバーストモード転送中でも、それより優先順位の高いサイクルスチールモード 1 の DMA0 に転送要求が発

生すると、DMA1 の 1 転送単位の区切りで DMA0 の転送を開始します。 

サイクルスチールモード 1 では、通常 1 転送単位ごとに他のバスマスタにバス権を開放しますが、DMAC0

モジュール内にバーストモード転送中のチャネルがある場合、まず優先順位の高いサイクルスチールモード

１のDMA0が 1転送単位の転送を行った後、バス権を開放せずに連続してDMA1が転送されます。その後も、

DMA0→DMA1→DMA0→DMA1 というように交互に転送が行われます。これをバーストモードの優先実行と

呼びます。 

図 20.7 にバーストモードの優先実行の動作例を示します。バーストモードが複数チャネルある場合は、そ

の中で一番優先順位の高いチャネルのバーストモードが実行されます。DMA 転送を複数チャネルで行う場合

は、すべてのバースト転送が終了するまで、他のバスマスタにバス権を解放しません。 

DMA0
DMA1

DMA0 DMA1 DMA5
1

DMA0

DMA1

CPU DMA1 DMA1 DMA0 DMA1 DMA0 DMA1 DMA1 CPU

DMA0
1

DMA1  

DMA1 DMA1

 

図 20.7 バーストモードの優先実行の動作例 

 

（2） バーストモードとバーストモードの混在例 

DMA0 をバーストモード、DMA1 をバーストモードに設定した場合の動作例を以下に示します。 

チャネルの優先順位を優先順位固定（DMA0＞DMA1＞……＞DMA5）に選択した場合において、DMA1

がバーストモード転送中にそれより優先順位の高い DMA0 に転送要求が発生すると、DMA1 の 1 転送単位の

区切りで DMA0 の転送を開始します。DMA0 のすべてのバーストモード転送終了後、他のバスマスタにバス

権を開放せずに DMA1 のバーストモード転送を行います。 
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チャネルの優先順位をラウンドロビンに選択した場合において、DMA1 がバーストモード転送中にそれよ

り優先順位の高い DMA0 に転送要求が発生すると、DMA1 の 1 転送単位の区切りで DMA0 の転送を開始し

ます。チャネルの優先順位は１転送単位ごと変更および判定が行われるので、DMA1 の 1 転送単位の転送後、

他のバスマスタにバス権を開放せずに DMA0 の 1 転送単位のバーストモード転送を行います。その後も、

DMA1→DMA0→DMA1→DMA0 というように交互に転送が行われます。 
 

20.4.6 DMAC モジュール間の優先順位 
DMAC 内の DMAC0 モジュール（DMA0～5）と DMAC1 モジュール（DMA6～11）の優先順位の関係はラ

ウンドロビンです。リセット直後の優先順位は DMAC0＞DMAC1 です。DMAC0（DMAC1）モジュールがバ

ス権を他のバスマスタに解放するごとに DMA 転送を行った DMAC0（DMAC1）モジュールの優先順位が低

くなるように優先順位を変更します。 
 

20.4.7 リピート機能 
DMAC のリピート機能を有効に設定すると、DMjTCR レジスタ値が"0"になるごとに DMjTCRB レジスタか

ら DMjTCR レジスタにロードされます。このとき、DMjCHCR.RPT ビットの設定により、DMjSARB レジス

タから DMjSAR レジスタ、DMjDARB レジスタから DMjDAR レジスタへのロードができます。ロード後に

DMA 転送を開始するには、ソフトウェアで「20.4.3 DMA 転送開始条件、DMA 転送終了条件」で記載した

条件を満たす必要があります。 

図 20.8 にリピート機能無効時と有効時のデータ転送処理の動作を示します。 
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図 20.8 リピート機能無効時と有効時のデータ転送処理の動作 
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本機能をハーフエンド機能とセットで使用することで二重バッファ転送を仮想的に行うことが可能となり

ます。ハーフエンド機能の設定例を以下に説明します。 

ここでは 40 バイトのデータを取り込みごとに順次処理を行うことを仮定し、その際の処理を説明します。 
 

1. DMACの設定 

DMjSARレジスタにSCIFのSCi受信FIFOデータレジスタ（SCiFRDR）のアドレスを設定します。 

DMjDARレジスタに内部メモリのデータ格納領域のアドレスを設定します。 

DMjTCRレジスタに80（H'50）を設定します。 

DMjCHCRレジスタに以下の設定をします。 

  RPTビット＝B'010：リピート機能有効（DMjDAR、DMjTCR） 

  HIEビット＝B'1：DMjTCRレジスタ/2の割り込み発生 

  DMビット＝B'01：DMjDARレジスタは増加 

  SMビット＝B'00：DMjSARレジスタは固定 

  IEビット＝B'1：割り込み許可 

  DEビット＝B'1：DMA転送許可 

  この他、TBビットやTSビットなど使用条件に合わせて設定。 

DM05OR、DM611ORレジスタのPRビットを使用条件に合わせて設定し、DMEビットに"1"を設定します。 

2. 1.の設定によりDMA転送開始 

3. DMjTCRレジスタが初期設定値の1/2になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、DMjCHCRレジスタを読み出しHEビットに"1"がセットされていることを確認後"0"

にクリアし、DMjDARレジスタに設定したアドレスから40バイト分のデータの処理を実行。 

4. DMjTCRレジスタが"0"になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、DMjCHCRレジスタを読み出しTEビットに"1"がセットされていることを確認後"0"

にクリアし、DMjDARレジスタに設定したアドレスに40を足したアドレスから40バイト分のデータの処

理を実行。 

このときDMACでは、DMjDARレジスタとDMjTCRレジスタにそれぞれDMjDARBレジスタとDMjTCRB

レジスタの値がコピーされます。 

5. 以後、HE＝"1"かつTE＝"1"、DME＝"0"またはDE＝"0"の条件が成立するか、NMI割り込みが発生するま

で、3.～4.が繰り返し実行されます。 

つまり、本機能を使用することで、データ受信用格納バッファとデータ処理用バッファを交互に切り替え

ながらの逐次処理が可能となります。 
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20.4.8 リロード機能 
リロード機能実行時は、DMjTCRB レジスタをリロードカウンタとして使用します。DMAC のリロード機

能を有効に設定すると、DMjCHCR レジスタの RPT ビットの設定により、転送開始時と DMjTCRB レジスタ

のビット 7～0 に設定した回数の転送ごとに DMjSARB レジスタから DMjSAR レジスタ、DMjDARB レジス

タから DMjDAR レジスタに、DMjTCRB レジスタのビット 23～16 から DMjTCRB レジスタのビット 7～0 に

ロードし、DMjTCR レジスタ値が"0"になるまで転送を再設定することなく繰り返し実行できます。本機能は、

特定エリアを使ったデータ転送を繰り返し行う際に有効です。 

図 20.9 にリロード機能無効時と有効時のデータ転送処理の動作を示します。 
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図 20.9 リロード機能無効時と有効時のデータ転送処理の動作 
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20.5 使用上の注意事項 

20.5.1 アドレスエラーについて 
DMA アドレスエラーが発生した場合、下記手順を行った後、DM05OR、DM611OR レジスタに対応する全

チャネルを再設定してから転送を開始してください。 

1. 下記領域へのダミーリード。ただし、DMAでアクセス先に設定していない空間のダミーリードは省略可

能です。 

• 内蔵周辺モジュール（Pck）：ダミーアクセス領域（H'FFFF 5020～H'FFFF 5023番地）のダミーリード 

• 内蔵周辺モジュール（PAck）：ダミーアクセス領域（H'FFA0 0000～H'FFA0 0003番地）のダミーリード 

• ILメモリ/OLメモリ：任意のエリアをダミーリード 

• SHwyRAM：任意のエリアをダミーリード 

• ROM：任意のエリアをダミーリード 

2. SYNCO命令を発行。 

3. DMAアドレスエラーの発生したDM05OR、DM611ORレジスタに対応する全チャネルの再設定。 

• DM05OR.AEビットが"1"にセットされた場合はDMA0～5の再設定をしてください。 

• DM611OR.AEビットが"1"にセットされた場合はDMA6～11の再設定をしてください。 
 

20.5.2 DMAC への DMA 転送禁止 
転送元、転送先に DMAC レジスタを設定して DMA 転送は行わないでください。 

 

20.5.3 NMI 割り込みについて 
NMI 割り込みが発生した場合、DMA 転送は停止します。NMI 割り込み復帰後は全チャネルの再設定をし

た後、転送を開始してください。 
 

20.5.4 DMA 動作中のレジスタアクセスについての注意 
DMA 動作中（DMA 開始条件を満たした状態）では以下のレジスタアクセスについて制約事項があります

ので、ご注意ください。また、強制終了するときは該当内蔵周辺モジュールからの DMA 転送要求がクリア

されているときに行ってください。 

• DMAC0モジュールの場合 

DM0CHCR～DM5CHCR.DEビット、HEビット、TEビット、DM05OR.DMEビット以外のレジスタはライ

トアクセスが禁止になります。DM0CHCR～DM5CHCRレジスタおよびDM05ORレジスタの他のビットは

前回と同じ値を書き込んでください。 

• DMAC1モジュールの場合 

DM6CHCR～DM11CHCR.DEビット、HEビット、TEビット、DM611OR.DMEビット以外のレジスタはラ

イトアクセスが禁止になります。DM6CHCR～DM11CHCRレジスタおよびDM611ORレジスタの他のビッ

トは前回と同じ値を書き込んでください。 
 



20. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）  

Rev.1.10 2011.09.16  20-42   

R01UH0030JJ0110  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイアウトの都合上、このページは白紙です。 
 
 
 



 

Rev.1.10 2011.09.16  21-1

  R01UH0030JJ0110 

21. アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS） 

21.1 概要 
ATU-IIIS は、タイマ A（5 チャネル×2 系統）、タイマ F（3 チャネル）、タイマ G（6 チャネル）、タイ

マ TOU（8 チャネル×5 系統）のタイマブロックと、プリスケーラ、および共通制御部から構成されていま

す。各タイマブロックは、それぞれが異なる機能を備えており、互いに独立して動作できます。また、クロッ

クバスを介して複数のタイマを連動して動作させることもできます。タイマブロックは、同一の機能を持っ

た 1 個以上のタイマサブブロックによって構成され、各サブブロックはさらに 1 個以上のチャネルを備えて

います。 
なお、本章では、各タイマのレジスタ名を以下の表記を使用して説明します。 

• タイマAのレジスタ：i＝0、1、k＝0～5 

• タイマFのレジスタ：j＝0～2 

• タイマGのレジスタ：k＝0～5 

• タイマTOUのレジスタ：n＝0～4、m＝0～7 
 

表 21.1 に ATU-IIIS の概要を示します。 
表 21.1 ATU-IIIS の概要 

項目 概要 

機能 • 59 本の割り込み要因を生成可能です。これによって、ダイレクトメモリアクセスコントローラ

（DMAC）の起動または CPU による割り込み処理の起動が可能です。 

• A/D 専用に 6 本のパルス出力（タイマ G）を備えています。 

• 4 チャネルのプリスケーラを内蔵しており、周辺クロック（Pck）を 1/1～1/1024 に分周した 4 種類

のクロックを生成可能です。 

• タイマの各チャネルは、カウントソースとして、プリスケーラの生成する 4 つの分周クロック、2 本

の外部クロックを選択可能です。 

タイマ A タイマ A は、32 ビットフリーランカウンタと、10 本（5 チャネル×2 系統）の 32 ビットインプットキャ

プチャレジスタを備え、次の動作が可能です。 

• 立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、および両エッジの検出が可能。 

• キャプチャタイミングで DMAC を起動可能。 

• 各外部入力端子に最大 0.82ms のノイズキャンセル機能あり。 

• キャプチャ割り込み、カウンタオーバフロー割り込み発生可能。 
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項目 概要 

タイマ F タイマ F は、3 個のサブブロックによって構成されます。各サブブロックは、2 本の 24 ビットカウン

タと、1 本の 16 ビットカウンタ、3 本の 24 ビット汎用レジスタ、1 本の 16 ビット汎用レジスタを備え、

次の動作が可能です。 

• 外部入力端子に最大 0.82ms のノイズキャンセル機能あり。 

• 7 つの動作モードをもち、一定時間内入力エッジカウント、有効エッジ入力間隔、入力"H"レベル/"L"
レベル期間の計測、PWM 入力波形計測、回転速度/パルス計測、およびアップ/ダウンカウント、4 逓

倍イベントカウントが可能。 

• インプットキャプチャ割り込みによって DMAC を起動可能。 

• オーバフロー割り込み発生可能。 

タイマ G タイマ G は、同一の機能を持つ 6 個のサブブロックによって構成されます。各サブブロックは、16 ビッ

トフリーランカウンタ、アウトプットコンペアレジスタを備え、次の動作が可能です。 

• コンペアマッチをトリガにイベント出力可能であり、A/D 起動/割り込みトリガとして使用可能。 

• コンペアマッチ割り込みによって DMAC を起動可能。 

タイマ TOU タイマ TOU（Timer Output Unification）は、40 チャネル（8 チャネル×5 系統）の出力系 24 ビットタ

イマで構成されます。タイマ TOU の各チャネルはソフトウェアによるモード切り替えにより、以下の

モードから 1 つを選択できます。 

• PWM 出力モード 

• ワンショット PWM 出力モード 

• ワンショット出力モード 

• 連続出力モード 
 

表 21.2 ATU-IIIS の割り込み発生機能 
信号名 割り込み要因 要因入力数 

IRQ_TA_OVF タイマ A オーバフロー 2 

IRQ_TA_IC タイマ A インプットキャプチャ 10 

IRQ_TF_OVF タイマ F オーバフロー 3 

IRQ_TF_IC タイマ F インプットキャプチャ 3 

IRQ_TG0 タイマ G0 コンペアマッチ 1 

IRQ_TG1 タイマ G1 コンペアマッチ 1 

IRQ_TG2 タイマ G2 コンペアマッチ 1 

IRQ_TG3 タイマ G3 コンペアマッチ 1 

IRQ_TG4 タイマ G4 コンペアマッチ 1 

IRQ_TG5 タイマ G5 コンペアマッチ 1 

IRQ_TOU00 TOU0_0～TOU0_3 アンダフロー 4 

IRQ_TOU04 TOU0_4～TOU0_7 アンダフロー 4 

IRQ_TOU10 TOU1_0～TOU1_3 アンダフロー 4 

IRQ_TOU14 TOU1_4～TOU1_7 アンダフロー 4 

IRQ_TOU20 TOU2_0～TOU2_3 アンダフロー 4 

IRQ_TOU24 TOU2_4～TOU2_7 アンダフロー 4 

IRQ_TOU30 TOU3_0～TOU3_3 アンダフロー 4 

IRQ_TOU34 TOU3_4～TOU3_7 アンダフロー 4 

IRQ_TOU40 TOU4_0～TOU4_3 アンダフロー 4 

IRQ_TOU44 TOU4_4～TOU4_7 アンダフロー 4 
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21.2 ブロック図 
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図 21.1 ATU-IIIS のブロック図（1） 
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図 21.1 ATU-IIIS のブロック図（2） 
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図 21.2 にイベント信号の配線図を示します。 
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図 21.2 イベント信号の配線図 
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21.3 入出力端子 
表 21.3 に ATU-IIIS の端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 21.3 端子構成 

項目 端子名 入出力 機   能 

共通制御部 TCLKB 入力 クロックバス 5 への外部クロック入力 

タイマ A TIA00～TIA04 

TIA10～TIA12、TIA14、TIA15 

入力 タイマ A の各チャネルへのインプットキャプチャトリガ 

タイマ F TIF0A、TIF0B 

TIF1A、TIF1B 

TIF2A、TIF2B 

入力 タイマ F の各チャネルへのイベント入力 

PWMOFF0、PWMOFF1、

PWMOFF3、PWMOFF4 

入力 タイマ TOU の PWM 出力禁止制御信号入力 タイマ TOU 

TO00～TO07 

TO10～TO15 

TO20～TO27 

TO30～TO37 

TO40～TO44 

出力 タイマ TOU の各チャネルのパルス/PWM 出力 
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21.4 レジスタの説明 
ATU-IIIS の各レジスタのアドレス配置について以下に示します。レジスタのアクセスについては、次の点

に注意してください。 

• 予約ビットへの書き込み動作では、必ず"0"を書き込んでください。 

• 16ビットを超えるカウンタ、インプットキャプチャ、アウトプットコンペア、汎用レジスタへのアクセ

スは、書き込み、読み出しともに32ビットアクセスのみ可能です。16ビットおよび8ビットアクセスはで

きません。 
 

表 21.4 レジスタ構成 

項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

共通制御部 ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ ATUENR H'0000 H'FFFF E000 16 21-20 

 ATU-IIIS クロックバスコントロールレジスタ ATCBCNT H'00 H'FFFF E002 8 21-22 

 ATU-IIIS ノイズキャンセルモードレジスタ ATNCMR H'00 H'FFFF E003 8 21-23 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ A0 ATISRA0 H'00 H'FFFF E010 8 21-26 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ A1 ATISRA1 H'00 H'FFFF E011 8 21-26 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ F ATISRF H'00 H'FFFF E014 8 21-27 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ G ATISRG H'00 H'FFFF E018 8 21-28 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ TOU0 ATISRT0 H'00 H'FFFF E020 8 21-29 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ TOU1 ATISRT1 H'00 H'FFFF E021 8 21-29 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ TOU2 ATISRT2 H'00 H'FFFF E022 8 21-29 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ TOU3 ATISRT3 H'00 H'FFFF E023 8 21-29 

 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ TOU4 ATISRT4 H'00 H'FFFF E024 8 21-29 

 ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 0 ATPSCR0 H'0000 H'FFFF E100 16 21-31 

 ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 1 ATPSCR1 H'0000 H'FFFF E102 16 21-31 

 ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 2 ATPSCR2 H'0000 H'FFFF E104 16 21-31 

 ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 3 ATPSCR3 H'0000 H'FFFF E106 16 21-31 

タイマ A0 TA0 コントロールレジスタ TA0CR H'00 H'FFFF E202 8 21-35 

 TA0I/O コントロールレジスタ 1 TA0IO1 H'0000 H'FFFF E204 16 21-36 

 TA0I/O コントロールレジスタ 2 TA0IO2 H'0000 H'FFFF E206 16 21-37 

 TA0 ステータスレジスタ TA0SR H'00 H'FFFF E208 8 21-39 

 TA0 インタラプトイネーブルレジスタ TA0IER H'00 H'FFFF E209 8 21-41 

 TA00 ノイズキャンセルカウンタ TA00NCNT H'00 H'FFFF E210 8 21-45 

 TA00 ノイズキャンセルレジスタ TA00NCR H'00 H'FFFF E211 8 21-46 

 TA01 ノイズキャンセルカウンタ TA01NCNT H'00 H'FFFF E212 8 21-45 

 TA01 ノイズキャンセルレジスタ TA01NCR H'00 H'FFFF E213 8 21-46 

 TA02 ノイズキャンセルカウンタ TA02NCNT H'00 H'FFFF E214 8 21-45 

 TA02 ノイズキャンセルレジスタ TA02NCR H'00 H'FFFF E215 8 21-46 
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ A0 TA03 ノイズキャンセルカウンタ TA03NCNT H'00 H'FFFF E216 8 21-45 

 TA03 ノイズキャンセルレジスタ TA03NCR H'00 H'FFFF E217 8 21-46 

 TA04 ノイズキャンセルカウンタ TA04NCNT H'00 H'FFFF E218 8 21-45 

 TA04 ノイズキャンセルレジスタ TA04NCR H'00 H'FFFF E219 8 21-46 

 TA0 フリーランニングカウンタ TA0TCNT H'0000 0000 H'FFFF E220 32 21-43 

 TA00 インプットキャプチャレジスタ TA00ICR H'0000 0000 H'FFFF E228 32 21-42 

 TA01 インプットキャプチャレジスタ TA01ICR H'0000 0000 H'FFFF E22C 32 21-42 

 TA02 インプットキャプチャレジスタ TA02ICR H'0000 0000 H'FFFF E230 32 21-42 

 TA03 インプットキャプチャレジスタ TA03ICR H'0000 0000 H'FFFF E234 32 21-42 

 TA04 インプットキャプチャレジスタ TA04ICR H'0000 0000 H'FFFF E238 32 21-42 

タイマ A1 TA1 コントロールレジスタ TA1CR H'00 H'FFFF E302 8 21-35 

 TA1I/O コントロールレジスタ 1 TA1IO1 H'0000 H'FFFF E304 16 21-36 

 TA1I/O コントロールレジスタ 2 TA1IO2 H'0000 H'FFFF E306 16 21-37 

 TA1 ステータスレジスタ TA1SR H'00 H'FFFF E308 8 21-39 

 TA1 インタラプトイネーブルレジスタ TA1IER H'00 H'FFFF E309 8 21-41 

 TA10 ノイズキャンセルカウンタ TA10NCNT H'00 H'FFFF E310 8 21-45 

 TA10 ノイズキャンセルレジスタ TA10NCR H'00 H'FFFF E311 8 21-46 

 TA11 ノイズキャンセルカウンタ TA11NCNT H'00 H'FFFF E312 8 21-45 

 TA11 ノイズキャンセルレジスタ TA11NCR H'00 H'FFFF E313 8 21-46 

 TA12 ノイズキャンセルカウンタ TA12NCNT H'00 H'FFFF E314 8 21-45 

 TA12 ノイズキャンセルレジスタ TA12NCR H'00 H'FFFF E315 8 21-46 

 TA14 ノイズキャンセルカウンタ TA14NCNT H'00 H'FFFF E318 8 21-45 

 TA14 ノイズキャンセルレジスタ TA14NCR H'00 H'FFFF E319 8 21-46 

 TA15 ノイズキャンセルカウンタ TA15NCNT H'00 H'FFFF E31A 8 21-45 

 TA15 ノイズキャンセルレジスタ TA15NCR H'00 H'FFFF E31B 8 21-46 

 TA1 フリーランニングカウンタ TA1TCNT H'0000 0000 H'FFFF E320 32 21-43 

 TA10 インプットキャプチャレジスタ TA10ICR H'0000 0000 H'FFFF E328 32 21-42 

 TA11 インプットキャプチャレジスタ TA11ICR H'0000 0000 H'FFFF E32C 32 21-42 

 TA12 インプットキャプチャレジスタ TA12ICR H'0000 0000 H'FFFF E330 32 21-42 

 TA14 インプットキャプチャレジスタ TA14ICR H'0000 0000 H'FFFF E338 32 21-42 

 TA15 インプットキャプチャレジスタ TA15ICR H'0000 0000 H'FFFF E33C 32 21-42 

TF スタートレジスタ TFSTR H'0000 0000 H'FFFF E400 32 21-54 タイマ F 

共通制御部 TF ノイズキャンセラコントロールレジスタ TFNCCR H'0000 0000 H'FFFF E404 32 21-55 

タイマ F0 TF0 ノイズキャンセルカウンタ A TF0NCNTA H'00 H'FFFF E410 8 21-72 

 TF0 ノイズキャンセルレジスタ A TF0NCRA H'00 H'FFFF E411 8 21-74 

 TF0 ノイズキャンセルカウンタ B TF0NCNTB H'00 H'FFFF E450 8 21-73 
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ F0 TF0 ノイズキャンセルレジスタ B TF0NCRB H'00 H'FFFF E451 8 21-75 

 TF0 コントロールレジスタ TF0CR H'00 H'FFFF E480 8 21-57 

 TF0 インタラプトイネーブルレジスタ TF0IER H'00 H'FFFF E481 8 21-60 

 TF0 ステータスレジスタ TF0SR H'00 H'FFFF E483 8 21-61 

 TF0 時間計測カウンタ A TF0ECNTA H'0000 0000 H'FFFF E484 32 21-63 

 TF0 イベントカウンタ TF0ECNTB H'0000 H'FFFF E488 16 21-64 

 TF0 汎用レジスタ B TF0GRB H'FFFF H'FFFF E48A 16 21-67 

 TF0 時間計測カウンタ C TF0ECNTC H'0000 0000 H'FFFF E48C 32 21-65 

 TF0 汎用レジスタ A TF0GRA H'FFFF FF00 H'FFFF E490 32 21-66 

 TF0 キャプチャ出力レジスタ TF0CDR H'FFFF FF00 H'FFFF E494 32 21-70 

 TF0 汎用レジスタ C TF0GRC H'FFFF FF00 H'FFFF E498 32 21-68 

 TF0 汎用レジスタ D TF0GRD H'FFFF FF00 H'FFFF E49C 32 21-69 

タイマ F1 TF1 ノイズキャンセルカウンタ A TF1NCNTA H'00 H'FFFF E412 8 21-72 

 TF1 ノイズキャンセルレジスタ A TF1NCRA H'00 H'FFFF E413 8 21-74 

 TF1 ノイズキャンセルカウンタ B TF1NCNTB H'00 H'FFFF E452 8 21-73 

 TF1 ノイズキャンセルレジスタ B TF1NCRB H'00 H'FFFF E453 8 21-75 

 TF1 コントロールレジスタ TF1CR H'00 H'FFFF E4A0 8 21-57 

 TF1 インタラプトイネーブルレジスタ TF1IER H'00 H'FFFF E4A1 8 21-60 

 TF1 ステータスレジスタ TF1SR H'00 H'FFFF E4A3 8 21-61 

 TF1 時間計測カウンタ A TF1ECNTA H'0000 0000 H'FFFF E4A4 32 21-63 

 TF1 イベントカウンタ TF1ECNTB H'0000 H'FFFF E4A8 16 21-64 

 TF1 汎用レジスタ B TF1GRB H'FFFF H'FFFF E4AA 16 21-67 

 TF1 時間計測カウンタ C TF1ECNTC H'0000 0000 H'FFFF E4AC 32 21-65 

 TF1 汎用レジスタ A TF1GRA H'FFFF FF00 H'FFFF E4B0 32 21-66 

 TF1 キャプチャ出力レジスタ TF1CDR H'FFFF FF00 H'FFFF E4B4 32 21-70 

 TF1 汎用レジスタ C TF1GRC H'FFFF FF00 H'FFFF E4B8 32 21-68 

 TF1 汎用レジスタ D TF1GRD H'FFFF FF00 H'FFFF E4BC 32 21-69 

タイマ F2 TF2 ノイズキャンセルカウンタ A TF2NCNTA H'00 H'FFFF E414 8 21-72 

 TF2 ノイズキャンセルレジスタ A TF2NCRA H'00 H'FFFF E415 8 21-74 

 TF2 ノイズキャンセルカウンタ B TF2NCNTB H'00 H'FFFF E454 8 21-73 

 TF2 ノイズキャンセルレジスタ B TF2NCRB H'00 H'FFFF E455 8 21-75 

 TF2 コントロールレジスタ TF2CR H'00 H'FFFF E4C0 8 21-57 

 TF2 インタラプトイネーブルレジスタ TF2IER H'00 H'FFFF E4C1 8 21-60 

 TF2 ステータスレジスタ TF2SR H'00 H'FFFF E4C3 8 21-61 

 TF2 時間計測カウンタ A TF2ECNTA H'0000 0000 H'FFFF E4C4 32 21-63 

 TF2 イベントカウンタ TF2ECNTB H'0000 H'FFFF E4C8 16 21-64 



21. アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS）  

Rev.1.10 2011.09.16  21-10   

R01UH0030JJ0110  

項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ F2 TF2 汎用レジスタ B TF2GRB H'FFFF H'FFFF E4CA 16 21-67 

 TF2 時間計測カウンタ C TF2ECNTC H'0000 0000 H'FFFF E4CC 32 21-65 

 TF2 汎用レジスタ A TF2GRA H'FFFF FF00 H'FFFF E4D0 32 21-66 

 TF2 キャプチャ出力レジスタ TF2CDR H'FFFF FF00 H'FFFF E4D4 32 21-70 

 TF2 汎用レジスタ C TF2GRC H'FFFF FF00 H'FFFF E4D8 32 21-68 

 TF2 汎用レジスタ D TF2GRD H'FFFF FF00 H'FFFF E4DC 32 21-69 

タイマ G 

共通制御部 

TG スタートレジスタ TGSTR H'00 H'FFFF E501 8 21-90 

タイマ G0 TG0 コントロールレジスタ TG0CR H'00 H'FFFF E580 8 21-91 

 TG0 ステータスレジスタ TG0SR H'00 H'FFFF E581 8 21-92 

 TG0 カウンタ TG0CNT H'0000 H'FFFF E584 16 21-94 

 TG0 コンペアマッチレジスタ TG0OCR H'FFFF H'FFFF E586 16 21-95 

タイマ G1 TG1 コントロールレジスタ TG1CR H'00 H'FFFF E590 8 21-91 

 TG1 ステータスレジスタ TG1SR H'00 H'FFFF E591 8 21-92 

 TG1 カウンタ TG1CNT H'0000 H'FFFF E594 16 21-94 

 TG1 コンペアマッチレジスタ TG1OCR H'FFFF H'FFFF E596 16 21-95 

タイマ G2 TG2 コントロールレジスタ TG2CR H'00 H'FFFF E5A0 8 21-91 

 TG2 ステータスレジスタ TG2SR H'00 H'FFFF E5A1 8 21-92 

 TG2 カウンタ TG2CNT H'0000 H'FFFF E5A4 16 21-94 

 TG2 コンペアマッチレジスタ TG2OCR H'FFFF H'FFFF E5A6 16 21-95 

タイマ G3 TG3 コントロールレジスタ TG3CR H'00 H'FFFF E5B0 8 21-91 

 TG3 ステータスレジスタ TG3SR H'00 H'FFFF E5B1 8 21-92 

 TG3 カウンタ TG3CNT H'0000 H'FFFF E5B4 16 21-94 

 TG3 コンペアマッチレジスタ TG3OCR H'FFFF H'FFFF E5B6 16 21-95 

タイマ G4 TG4 コントロールレジスタ TG4CR H'00 H'FFFF E5C0 8 21-91 

 TG4 ステータスレジスタ TG4SR H'00 H'FFFF E5C1 8 21-92 

 TG4 カウンタ TG4CNT H'0000 H'FFFF E5C4 16 21-94 

 TG4 コンペアマッチレジスタ TG4OCR H'FFFF H'FFFF E5C6 16 21-95 

タイマ G5 TG5 コントロールレジスタ TG5CR H'00 H'FFFF E5D0 8 21-91 

 TG5 ステータスレジスタ TG5SR H'00 H'FFFF E5D1 8 21-92 

 TG5 カウンタ TG5CNT H'0000 H'FFFF E5D4 16 21-94 

 TG5 コンペアマッチレジスタ TG5OCR H'FFFF H'FFFF E5D6 16 21-95 

TOU0 コントロールレジスタ TO0CR H'00 H'FFFF E600 8 21-102タイマ TOU0 

 TOU0 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TO0IER H'00 H'FFFF E601 8 21-103

 TOU0 出力コントロールレジスタ TO0OUCR H'00 H'FFFF E602 8 21-104

 TOU0 ステータスレジスタ TO0SR H'00 H'FFFF E603 8 21-105
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU0 TOU0 カウントイネーブルプロテクトレジスタ TO0CEPR H'00 H'FFFF E604 8 21-106

 TOU0 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ 

TO0SHFFPR H'00 H'FFFF E605 8 21-109

 TOU0 フリップフロップ出力プロテクトレジスタ TO0FFPR H'00 H'FFFF E606 8 21-111

 TOU0 カウントイネーブルレジスタ TO0CENR H'00 H'FFFF E608 8 21-107

 

 

TOU0 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

データレジスタ 

TO0SHFFDR H'00 H'FFFF E609 8 21-110

 TOU0 フリップフロップ出力データレジスタ TO0FFDR H'00 H'FFFF E60A 8 21-112

 TOU0 ノイズキャンセラコントロールレジスタ TO0NCCR H'00 H'FFFF E60C 8 21-113

 TOU0 ノイズキャンセルカウンタ TO0NCNT H'00 H'FFFF E60E 8 21-116

 TOU0 ノイズキャンセルレジスタ TO0NCR H'00 H'FFFF E60F 8 21-117

 TOU0PWMOFF 入力処理レジスタ TO0POCR H'0000 H'FFFF E610 16 21-118

 TOU0PWMOFF 機能許可レジスタ TO0POER H'00 H'FFFF E613 8 21-119

 TOU0PWM 出力禁止制御レジスタ TO0PODISCR H'0000 H'FFFF E614 16 21-120

 TOU0PWM 出力禁止レベル制御レジスタ TO0POLVCR H'00 H'FFFF E617 8 21-121

 TOU00 モードコントロールレジスタ TO00MCR H'00 H'FFFF E620 8 21-123

 TOU00 カウンタ TO00CNT H'0000 0000 H'FFFF E624 32 21-126、

21-129

 TOU00 リロードレジスタ TO00RLD H'0000 0000 H'FFFF E628 32 21-132、

21-135

 TOU01 モードコントロールレジスタ TO01MCR H'00 H'FFFF E630 8 21-123

 TOU01 カウンタ TO01CNT H'0000 0000 H'FFFF E634 32 21-126、

21-129

 TOU01 リロードレジスタ TO01RLD H'0000 0000 H'FFFF E638 32 21-132、

21-135

 TOU02 モードコントロールレジスタ TO02MCR H'00 H'FFFF E640 8 21-123

 TOU02 カウンタ TO02CNT H'0000 0000 H'FFFF E644 32 21-126、

21-129

 TOU02 リロードレジスタ TO02RLD H'0000 0000 H'FFFF E648 32 21-132、

21-135

 TOU03 モードコントロールレジスタ TO03MCR H'00 H'FFFF E650 8 21-123

 TOU03 カウンタ TO03CNT H'0000 0000 H'FFFF E654 32 21-126、

21-129

 TOU03 リロードレジスタ TO03RLD H'0000 0000 H'FFFF E658 32 21-132、

21-135

 TOU04 モードコントロールレジスタ TO04MCR H'00 H'FFFF E660 8 21-123

 TOU04 カウンタ TO04CNT H'0000 0000 H'FFFF E664 32 21-126、

21-129
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU0 TOU04 リロードレジスタ TO04RLD H'0000 0000 H'FFFF E668 32 21-132、

21-135

 TOU05 モードコントロールレジスタ TO05MCR H'00 H'FFFF E670 8 21-123

 TOU05 カウンタ TO05CNT H'0000 0000 H'FFFF E674 32 21-126、

21-129

 TOU05 リロードレジスタ TO05RLD H'0000 0000 H'FFFF E678 32 21-132、

21-135

 TOU06 モードコントロールレジスタ TO06MCR H'00 H'FFFF E680 8 21-123

 TOU06 カウンタ TO06CNT H'0000 0000 H'FFFF E684 32 21-126、

21-129

 TOU06 リロードレジスタ TO06RLD H'0000 0000 H'FFFF E688 32 21-132、

21-135

 TOU07 モードコントロールレジスタ TO07MCR H'00 H'FFFF E690 8 21-123

 TOU07 カウンタ TO07CNT H'0000 0000 H'FFFF E694 32 21-126、

21-129

 TOU07 リロードレジスタ TO07RLD H'0000 0000 H'FFFF E698 32 21-132、

21-135

TOU1 コントロールレジスタ TO1CR H'00 H'FFFF E700 8 21-102タイマ TOU1 

 TOU1 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TO1IER H'00 H'FFFF E701 8 21-103

TOU1 出力コントロールレジスタ TO1OUCR H'00 H'FFFF E702 8 21-104 

 TOU1 ステータスレジスタ TO1SR H'00 H'FFFF E703 8 21-105

 TOU1 カウントイネーブルプロテクトレジスタ TO1CEPR H'00 H'FFFF E704 8 21-106

 TOU1 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ 

TO1SHFFPR H'00 H'FFFF E705 8 21-109

 TOU1 フリップフロップ出力プロテクトレジスタ TO1FFPR H'00 H'FFFF E706 8 21-111

 TOU1 カウントイネーブルレジスタ TO1CENR H'00 H'FFFF E708 8 21-107

 TOU1 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

データレジスタ 

TO1SHFFDR H'00 H'FFFF E709 8 21-110

 TOU1 フリップフロップ出力データレジスタ TO1FFDR H'00 H'FFFF E70A 8 21-112

 TOU1 ノイズキャンセラコントロールレジスタ TO1NCCR H'00 H'FFFF E70C 8 21-113

 TOU1 ノイズキャンセルカウンタ TO1NCNT H'00 H'FFFF E70E 8 21-116

 TOU1 ノイズキャンセルレジスタ TO1NCR H'00 H'FFFF E70F 8 21-117

 TOU1PWMOFF 入力処理レジスタ TO1POCR H'0000 H'FFFF E710 16 21-118

 TOU1PWMOFF 機能許可レジスタ TO1POER H'00 H'FFFF E713 8 21-119

 TOU1PWM 出力禁止制御レジスタ TO1PODISCR H'0000 H'FFFF E714 16 21-120

 TOU1PWM 出力禁止レベル制御レジスタ TO1POLVCR H'00 H'FFFF E717 8 21-121

 TOU10 モードコントロールレジスタ TO10MCR H'00 H'FFFF E720 8 21-123
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU1 TOU10 カウンタ TO10CNT H'0000 0000 H'FFFF E724 32 21-127、

21-129

 TOU10 リロードレジスタ TO10RLD H'0000 0000 H'FFFF E728 32 21-133、

21-136

 TOU11 モードコントロールレジスタ TO11MCR H'00 H'FFFF E730 8 21-123

 TOU11 カウンタ TO11CNT H'0000 0000 H'FFFF E734 32 21-127、

21-129

 TOU11 リロードレジスタ TO11RLD H'0000 0000 H'FFFF E738 32 21-133、

21-136

 TOU12 モードコントロールレジスタ TO12MCR H'00 H'FFFF E740 8 21-123

 TOU12 カウンタ TO12CNT H'0000 0000 H'FFFF E744 32 21-127、

21-129

 TOU12 リロードレジスタ TO12RLD H'0000 0000 H'FFFF E748 32 21-133、

21-136

 TOU13 モードコントロールレジスタ TO13MCR H'00 H'FFFF E750 8 21-123

 TOU13 カウンタ TO13CNT H'0000 0000 H'FFFF E754 32 21-127、

21-129

 TOU13 リロードレジスタ TO13RLD H'0000 0000 H'FFFF E758 32 21-133、

21-136

 TOU14 モードコントロールレジスタ TO14MCR H'00 H'FFFF E760 8 21-123

 TOU14 カウンタ TO14CNT H'0000 0000 H'FFFF E764 32 21-127、

21-129

 TOU14 リロードレジスタ TO14RLD H'0000 0000 H'FFFF E768 32 21-133、

21-136

 TOU15 モードコントロールレジスタ TO15MCR H'00 H'FFFF E770 8 21-123

 TOU15 カウンタ TO15CNT H'0000 0000 H'FFFF E774 32 21-127、

21-129

 TOU15 リロードレジスタ TO15RLD H'0000 0000 H'FFFF E778 32 21-133、

21-136

 TOU16 モードコントロールレジスタ TO16MCR H'00 H'FFFF E780 8 21-123

 TOU16 カウンタ TO16CNT H'0000 0000 H'FFFF E784 32 21-127、

21-129

 TOU16 リロードレジスタ TO16RLD H'0000 0000 H'FFFF E788 32 21-133、

21-136

 TOU17 モードコントロールレジスタ TO17MCR H'00 H'FFFF E790 8 21-123

 TOU17 カウンタ TO17CNT H'0000 0000 H'FFFF E794 32 21-127、

21-129
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU1 TOU17 リロードレジスタ TO17RLD H'0000 0000 H'FFFF E798 32 21-133、

21-136

TOU2 コントロールレジスタ TO2CR H'00 H'FFFF E800 8 21-102タイマ TOU2 

 TOU2 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TO2IER H'00 H'FFFF E801 8 21-103

 TOU2 出力コントロールレジスタ TO2OUCR H'00 H'FFFF E802 8 21-104

 TOU2 ステータスレジスタ TO2SR H'00 H'FFFF E803 8 21-105

 TOU2 カウントイネーブルプロテクトレジスタ TO2CEPR H'00 H'FFFF E804 8 21-106

 TOU2 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ 

TO2SHFFPR H'00 H'FFFF E805 8 21-109

 TOU2 フリップフロップ出力プロテクトレジスタ TO2FFPR H'00 H'FFFF E806 8 21-111

 TOU2 カウントイネーブルレジスタ TO2CENR H'00 H'FFFF E808 8 21-107

 TOU2 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

データレジスタ 

TO2SHFFDR H'00 H'FFFF E809 8 21-110

 TOU2 フリップフロップ出力データレジスタ TO2FFDR H'00 H'FFFF E80A 8 21-112

 TOU20 モードコントロールレジスタ TO20MCR H'00 H'FFFF E820 8 21-124

 TOU20 カウンタ TO20CNT H'0000 0000 H'FFFF E824 32 21-127、

21-130

 TOU20 リロードレジスタ TO20RLD H'0000 0000 H'FFFF E828 32 21-133、

21-136

 TOU21 モードコントロールレジスタ TO21MCR H'00 H'FFFF E830 8 21-124

 TOU21 カウンタ TO21CNT H'0000 0000 H'FFFF E834 32 21-127、

21-130

 TOU21 リロードレジスタ TO21RLD H'0000 0000 H'FFFF E838 32 21-133、

21-136

 TOU22 モードコントロールレジスタ TO22MCR H'00 H'FFFF E840 8 21-124

 TOU22 カウンタ TO22CNT H'0000 0000 H'FFFF E844 32 21-127、

21-130

 TOU22 リロードレジスタ TO22RLD H'0000 0000 H'FFFF E848 32 21-133、

21-136

 TOU23 モードコントロールレジスタ TO23MCR H'00 H'FFFF E850 8 21-124

 TOU23 カウンタ TO23CNT H'0000 0000 H'FFFF E854 32 21-127、

21-130

 TOU23 リロードレジスタ TO23RLD H'0000 0000 H'FFFF E858 32 21-133、

21-136

 TOU24 モードコントロールレジスタ TO24MCR H'00 H'FFFF E860 8 21-124

 TOU24 カウンタ TO24CNT H'0000 0000 H'FFFF E864 32 21-127、

21-130
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU2 TOU24 リロードレジスタ TO24RLD H'0000 0000 H'FFFF E868 32 21-133、

21-136

 TOU25 モードコントロールレジスタ TO25MCR H'00 H'FFFF E870 8 21-124

 TOU25 カウンタ TO25CNT H'0000 0000 H'FFFF E874 32 21-127、

21-130

 TOU25 リロードレジスタ TO25RLD H'0000 0000 H'FFFF E878 32 21-133、

21-136

 TOU26 モードコントロールレジスタ TO26MCR H'00 H'FFFF E880 8 21-124

 TOU26 カウンタ TO26CNT H'0000 0000 H'FFFF E884 32 21-127、

21-130

 TOU26 リロードレジスタ TO26RLD H'0000 0000 H'FFFF E888 32 21-133、

21-136

 TOU27 モードコントロールレジスタ TO27MCR H'00 H'FFFF E890 8 21-124

 TOU27 カウンタ TO27CNT H'0000 0000 H'FFFF E894 32 21-127、

21-130

 TOU27 リロードレジスタ TO27RLD H'0000 0000 H'FFFF E898 32 21-133、

21-136

TOU3 コントロールレジスタ TO3CR H'00 H'FFFF E900 8 21-102タイマ TOU3 

 TOU3 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TO3IER H'00 H'FFFF E901 8 21-103

 TOU3 出力コントロールレジスタ TO3OUCR H'00 H'FFFF E902 8 21-104

 TOU3 ステータスレジスタ TO3SR H'00 H'FFFF E903 8 21-105

 TOU3 カウントイネーブルプロテクトレジスタ TO3CEPR H'00 H'FFFF E904 8 21-106

 TOU3 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ 

TO3SHFFPR H'00 H'FFFF E905 8 21-109

 TOU3 フリップフロップ出力プロテクトレジスタ TO3FFPR H'00 H'FFFF E906 8 21-111

 TOU3 カウントイネーブルレジスタ TO3CENR H'00 H'FFFF E908 8 21-107

 TOU3 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

データレジスタ 

TO3SHFFDR H'00 H'FFFF E909 8 21-110

 TOU3 フリップフロップ出力データレジスタ TO3FFDR H'00 H'FFFF E90A 8 21-112

 TOU3 ノイズキャンセラコントロールレジスタ TO3NCCR H'00 H'FFFF E90C 8 21-113

 TOU3 ノイズキャンセルカウンタ TO3NCNT H'00 H'FFFF E90E 8 21-116

 TOU3 ノイズキャンセルレジスタ TO3NCR H'00 H'FFFF E90F 8 21-117

 TOU3PWMOFF 入力処理レジスタ TO3POCR H'0000 H'FFFF E910 16 21-118

 TOU3PWMOFF 機能許可レジスタ TO3POER H'00 H'FFFF E913 8 21-119

 TOU3PWM 出力禁止制御レジスタ TO3PODISCR H'0000 H'FFFF E914 16 21-120

 TOU3PWM 出力禁止レベル制御レジスタ TO3POLVCR H'00 H'FFFF E917 8 21-121

 TOU30 モードコントロールレジスタ TO30MCR H'00 H'FFFF E920 8 21-124
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU3 TOU30 カウンタ TO30CNT H'0000 0000 H'FFFF E924 32 21-128、

21-130

 TOU30 リロードレジスタ TO30RLD H'0000 0000 H'FFFF E928 32 21-134、

21-137

 TOU31 モードコントロールレジスタ TO31MCR H'00 H'FFFF E930 8 21-124

 TOU31 カウンタ TO31CNT H'0000 0000 H'FFFF E934 32 21-128、

21-130

 TOU31 リロードレジスタ TO31RLD H'0000 0000 H'FFFF E938 32 21-134、

21-137

 TOU32 モードコントロールレジスタ TO32MCR H'00 H'FFFF E940 8 21-124

 TOU32 カウンタ TO32CNT H'0000 0000 H'FFFF E944 32 21-128、

21-130

 TOU32 リロードレジスタ TO32RLD H'0000 0000 H'FFFF E948 32 21-134、

21-137

 TOU33 モードコントロールレジスタ TO33MCR H'00 H'FFFF E950 8 21-124

 TOU33 カウンタ TO33CNT H'0000 0000 H'FFFF E954 32 21-128、

21-130

 TOU33 リロードレジスタ TO33RLD H'0000 0000 H'FFFF E958 32 21-134、

21-137

 TOU34 モードコントロールレジスタ TO34MCR H'00 H'FFFF E960 8 21-124

 TOU34 カウンタ TO34CNT H'0000 0000 H'FFFF E964 32 21-128、

21-130

 TOU34 リロードレジスタ TO34RLD H'0000 0000 H'FFFF E968 32 21-134、

21-137

 TOU35 モードコントロールレジスタ TO35MCR H'00 H'FFFF E970 8 21-124

 TOU35 カウンタ TO35CNT H'0000 0000 H'FFFF E974 32 21-128、

21-130

 TOU35 リロードレジスタ TO35RLD H'0000 0000 H'FFFF E978 32 21-134、

21-137

 TOU36 モードコントロールレジスタ TO36MCR H'00 H'FFFF E980 8 21-124

 TOU36 カウンタ TO36CNT H'0000 0000 H'FFFF E984 32 21-128、

21-130

 TOU36 リロードレジスタ TO36RLD H'0000 0000 H'FFFF E988 32 21-134、

21-137

 TOU37 モードコントロールレジスタ TO37MCR H'00 H'FFFF E990 8 21-124

 TOU37 カウンタ TO37CNT H'0000 0000 H'FFFF E994 32 21-128、

21-130
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU3 TOU37 リロードレジスタ TO37RLD H'0000 0000 H'FFFF E998 32 21-134、

21-137

TOU4 コントロールレジスタ TO4CR H'00 H'FFFF EA00 8 21-102タイマ TOU4 

TOU4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TO4IER H'00 H'FFFF EA01 8 21-103

 TOU4 出力コントロールレジスタ TO4OUCR H'00 H'FFFF EA02 8 21-104

 TOU4 ステータスレジスタ TO4SR H'00 H'FFFF EA03 8 21-105

 TOU4 カウントイネーブルプロテクトレジスタ TO4CEPR H'00 H'FFFF EA04 8 21-106

 TOU4 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ 

TO4SHFFPR H'00 H'FFFF EA05 8 21-109

 TOU4 フリップフロップ出力プロテクトレジスタ TO4FFPR H'00 H'FFFF EA06 8 21-111

 TOU4 カウントイネーブルレジスタ TO4CENR H'00 H'FFFF EA08 8 21-107

 TOU4 短絡防止機能用フリップフロップ出力 

データレジスタ 

TO4SHFFDR H'00 H'FFFF EA09 8 21-110

 TOU4 フリップフロップ出力データレジスタ TO4FFDR H'00 H'FFFF EA0A 8 21-112

 TOU4 ノイズキャンセラコントロールレジスタ TO4NCCR H'00 H'FFFF EA0C 8 21-113

 TOU4 ノイズキャンセルカウンタ TO4NCNT H'00 H'FFFF EA0E 8 21-116

 TOU4 ノイズキャンセルレジスタ TO4NCR H'00 H'FFFF EA0F 8 21-117

 TOU4PWMOFF 入力処理レジスタ TO4POCR H'0000 H'FFFF EA10 16 21-118

 TOU4PWMOFF 機能許可レジスタ TO4POER H'00 H'FFFF EA13 8 21-119

 TOU4PWM 出力禁止制御レジスタ TO4PODISCR H'0000 H'FFFF EA14 16 21-120

 TOU4PWM 出力禁止レベル制御レジスタ TO4POLVCR H'00 H'FFFF EA17 8 21-121

 TOU40 モードコントロールレジスタ TO40MCR H'00 H'FFFF EA20 8 21-124

 TOU40 カウンタ TO40CNT H'0000 0000 H'FFFF EA24 32 21-128、

21-131

 TOU40 リロードレジスタ TO40RLD H'0000 0000 H'FFFF EA28 32 21-134、

21-137

 TOU41 モードコントロールレジスタ TO41MCR H'00 H'FFFF EA30 8 21-124

 TOU41 カウンタ TO41CNT H'0000 0000 H'FFFF EA34 32 21-128、

21-131

 TOU41 リロードレジスタ TO41RLD H'0000 0000 H'FFFF EA38 32 21-134、

21-137

 TOU42 モードコントロールレジスタ TO42MCR H'00 H'FFFF EA40 8 21-124

 TOU42 カウンタ TO42CNT H'0000 0000 H'FFFF EA44 32 21-128、

21-131

 TOU42 リロードレジスタ TO42RLD H'0000 0000 H'FFFF EA48 32 21-134、

21-137

 TOU43 モードコントロールレジスタ TO43MCR H'00 H'FFFF EA50 8 21-124
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項目 レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス

サイズ

掲載 

ページ

タイマ TOU4 TOU43 カウンタ TO43CNT H'0000 0000 H'FFFF EA54 32 21-128、

21-131

 TOU43 リロードレジスタ TO43RLD H'0000 0000 H'FFFF EA58 32 21-134、

21-137

 TOU44 モードコントロールレジスタ TO44MCR H'00 H'FFFF EA60 8 21-124

 TOU44 カウンタ TO44CNT H'0000 0000 H'FFFF EA64 32 21-128、

21-131

 TOU44 リロードレジスタ TO44RLD H'0000 0000 H'FFFF EA68 32 21-134、

21-137

 TOU45 モードコントロールレジスタ TO45MCR H'00 H'FFFF EA70 8 21-124

 TOU45 カウンタ TO45CNT H'0000 0000 H'FFFF EA74 32 21-128、

21-131

 TOU45 リロードレジスタ TO45RLD H'0000 0000 H'FFFF EA78 32 21-134、

21-137

 TOU46 モードコントロールレジスタ TO46MCR H'00 H'FFFF EA80 8 21-124

 TOU46 カウンタ TO46CNT H'0000 0000 H'FFFF EA84 32 21-128、

21-131

 TOU46 リロードレジスタ TO46RLD H'0000 0000 H'FFFF EA88 32 21-134、

21-137

 TOU47 モードコントロールレジスタ TO47MCR H'00 H'FFFF EA90 8 21-124

 TOU47 カウンタ TO47CNT H'0000 0000 H'FFFF EA94 32 21-128、

21-131

 TOU47 リロードレジスタ TO47RLD H'0000 0000 H'FFFF EA98 32 21-134、

21-137

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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21.5 共通制御部の概要 
共通制御部は、ATU-IIIS モジュール全体にかかわる動作を制御します。プリスケーラやタイマ A、F、G、

TOU の各ブロックのタイマカウンタ動作許可/禁止の制御、クロックバスの制御がこれに該当します。 
 

21.5.1 クロックバス 
クロックバスは、タイマの各チャネルのカウントソースとなるクロック信号（カウントイネーブル信号）

を分配するためのものであり、5 本の信号線によって構成されています。各タイマカウンタのカウント動作

は、周辺クロック（Pck）に同期して行われます。クロックバス上の信号は、これらカウンタに対するカウン

トイネーブル信号として作用します。 

表 21.5 に各クロックバスに入力可能な信号を示します。 
 

表 21.5 各クロックバスに入力可能な信号 

クロックバスビット番号 入力可能信号 

5 外部クロック入力 B（TCLKB） 

4 本 MCU はサポートしていませんので設定しないでください。 

3 プリスケーラ 3 出力 

2 プリスケーラ 2 出力 

1 プリスケーラ 1 出力 

0 プリスケーラ 0 出力 
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21.6 共通制御部のレジスタの説明 

21.6.1 ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR） 
ATUENR レジスタは、ATU-IIIS モジュールに含まれる各タイマのカウント動作を制御します。対応するイ

ネーブルビットがセットされている場合に各タイマは所定の動作を行います。対応するイネーブルビットが

クリアされている場合、これらのタイマはカウント動作を行いません。ただし、イネーブルビットがクリア

されている場合にも、対応するタイマの各レジスタをアクセスすることはできます。 

本レジスタの複数のビットを同時にセットすることで、セットしたタイマ同士の同期をとることができま

す。ただし、動作中に他のサブブロックの動作を止めることなく、特定のサブブロックの同期をとり直すこ

とはできません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TGE TFE TAE PSCETTE

ATU-IIIS ATUENR P4 H'FFFF E000

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 TTE 0 R W タイマ TOU イネーブルビット 

タイマ TOU0～4 のカウンタを動作させるか、停止させるかを設定します。

停止時はカウンタ値をそのまま保持し、再度 TTE ビットを"1"にセットした

場合には、その値から動作を再開します。ただし、動作モード、クロックソー

ス、およびカウントイネーブル要因などの変更はしないでください。 

0：タイマ TOU0～4 のカウント動作を停止 

1：タイマ TOU0～4 のカウント動作を許可 

14～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7 TGE 0 R W タイマ G イネーブルビット 

タイマ G のカウンタを動作させるか、停止させるかを設定します。 

停止時はカウンタ値をそのまま保持し、再度 TGE ビットを"1"にセットした

場合には、その値から動作を再開します。ただし、タイマ G スタートレジ

スタの対応ビットがセットされていない場合、TGE ビットがセットされて

も、そのサブブロックのカウンタは動作しません。 

0：タイマ G のカウント動作を停止 

1：タイマ G のカウント動作を許可 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6 TFE 0 R W タイマ F イネーブルビット 

タイマ F のカウンタを動作させるか、停止させるかを設定します。 

停止時はカウンタ値をそのまま保持し、再度 TFE ビットを"1"にセットした

場合には、その値から動作を再開します。ただし、タイマ F スタートレジ

スタの対応ビットがセットされていない場合、TFE ビットがセットされて

も、そのサブブロックのカウンタは動作しません。 

0：タイマ F のカウント動作を停止 

1：タイマ F のカウント動作を許可 

5～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 TAE 0 R W タイマ A イネーブルビット 

タイマ Ai のカウンタを動作させるか、停止させるかを設定します。 

停止時はカウンタ値をそのまま保持し、再度 TAE ビットを"1"にセットした

場合には、その値から動作を再開します。 

0：タイマ Ai のカウント動作を停止 

1：タイマ Ai のカウント動作を許可 

0 PSCE 0 R W プリスケーライネーブルビット 

プリスケーラのカウンタを動作させるか、停止させるかを設定します。 

停止時はカウンタ値をそのまま保持し、再度 PSCE ビットを"1"にセットし

た場合には、その値から動作を再開します。 

0：プリスケーラのカウント動作を停止 

1：プリスケーラのカウント動作を許可 
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21.6.2 ATU-IIIS クロックバスコントロールレジスタ（ATCBCNT） 
ATCBCNT レジスタは、クロックバスに供給するクロックソースの選択と外部クロックを選択した場合の

エッジを選択します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
CB5EG

ATU-IIIS ATCBCNT P4 H'FFFF E002

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1、0 CB5EG 00 R W クロックバス 5 エッジセレクトビット 

クロックバス 5 に出力する外部クロック入力 B（TCLKB）のエッジを選択し

ます。クロックバス 5 をカウントソースクロックとして指定したカウンタ

は、ここで選択したエッジでのみカウント動作を行います。ただし、本ビッ

トはクロックバス 5 ソースクロックに TCLKB を選択した場合にのみ有効で

す。 

00：外部クロックのエッジ検出をしない 

01：外部クロックの立ち上がりエッジ 

10：外部クロックの立ち下がりエッジ 

11：外部クロックの立ち上がり/立ち下がりの両エッジ 
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21.6.3 ATU-IIIS ノイズキャンセルモードレジスタ（ATNCMR） 
ATNCMR レジスタは、タイマ A、F、TOU にあるノイズキャンセラの動作モードおよびカウントクロック

を選択します。 

後続エッジキャンセルモードは、入力信号のレベル変化を検出した後、指定期間内の入力信号のレベル変

化を無視します。最初のレベル変化以降、指定期間内の信号レベルの変化をノイズとみなすモードです。 

先行エッジキャンセルモードは、入力信号のレベル変化を検出した後、指定期間内に入力信号のレベルが

変化した場合、最初のレベル変化と、それに続くレベル変化を無視します。信号レベルが指定期間以上一定

でないものはノイズとみなすモードです。 

それぞれ期間の指定は、各ブロック（タイマ A、F、TOU）のノイズキャンセルレジスタで行い、ノイズキャ

ンセルカウンタが時間を計測します。 

図 21.3 に後続エッジキャンセルモード、図 21.4 に先行エッジキャンセルモードでのノイズキャンセル動

作（タイマ A の TIA00 入力の例）の概略を示します。 

各タイマ（A、F、TOU）は、ノイズキャンセラ通過後の信号に対してエッジ検出を行います。図 21.3 と

図 21.4 は、それぞれノイズキャンセラ通過後の信号に対して立ち上がりエッジ検出を行う場合の例を示して

います。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
NCMF NCMANCMTNCC

SEL

ATU-IIIS ATNCMR P4 H'FFFF E003

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 NCCSEL 0 R W ノイズキャンセラカウントクロックセレクトビット 

ノイズキャンセラのカウントクロックを設定します。周辺クロック（Pck）

の 128 分周と周辺クロックのいずれかを選択可能です。初期設定は 128 分周

です。タイマごとに異なる動作カウントクロックを設定することはできませ

ん。クロックバス 5 もカウントソースに選択することが可能です。設定は

「21.11.3 TAiI/O コントロールレジスタ 2（TAiIO2）」を参照してください。

0：周辺クロック（Pck）の 128 分周でカウントアップ 

1：周辺クロック（Pck）でカウントアップ 

6 NCMT 0 R W タイマ TOU ノイズキャンセルモードビット 

タイマ TOU のノイズキャンセラの動作モードを設定します。タイマ TOU の

チャネルごとに異なる動作モードを設定することはできません。 

0：後続エッジキャンセルモード 

1：先行エッジキャンセルモード 

5～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

2 NCMF 0 R W タイマ F ノイズキャンセルモードビット 

タイマ F のノイズキャンセラの動作モードを設定します。タイマ F のチャネ

ルごとに異なる動作モードを設定することはできません。 

0：後続エッジキャンセルモード 

1：先行エッジキャンセルモード 

1 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 NCMA 0 R W タイマ A ノイズキャンセルモードビット 

タイマ A のノイズキャンセラの動作モードを設定します。タイマ A のチャネ

ルごとに異なる動作モードを設定することはできません。 

0：後続エッジキャンセルモード 

1：先行エッジキャンセルモード 

 

Pck/128

TIA00

H'FF

TAikNCR
TAikNCNT

H'00

NCMA

NCEA0

 

図 21.3 後続エッジキャンセルモードでのノイズキャンセル動作の概略図 
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Pck/128

TIA00

H'FF

TAikNCR
TAikNCNT

H'00

NCMA

NCEA0

 

図 21.4 先行エッジキャンセルモードでのノイズキャンセル動作の概略図 
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21.6.4 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ Ai（ATISRAi） 
ATISRAi レジスタは、TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）の TAik インプットキャプチャレジス

タ（TAikICR）のインプットキャプチャによる割り込み要求を、INTC または DMAC のどちらへ出力するか

を選択します。また、DMAC を選択することにより、このインプットキャプチャによる割り込み要求で、DMAC

の起動が可能です。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
IRSEL

Ai2
IRSEL

Ai1
IRSEL

Ai0
IRSEL

Ai4
IRSEL

Ai3
IRSEL

Ai5

ATU-IIIS A1 ATISRA1 P4 H'FFFF E011
ATU-IIIS A0 ATISRA0 P4 H'FFFF E010

 

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 IRSELAi5 0 R W 

4 IRSELAi4 0 R W 

3 IRSELAi3 0 R W 

2 IRSELAi2 0 R W 

1 IRSELAi1 0 R W 

0 IRSELAi0 0 R W 

割り込み要求選択ビット Aik 

TAiSR レジスタの ICFAk ビットが"1"にセットされているとき、ICFAk ビッ

トによる割り込み要求の出力を INTC または DMAC のどちらへ出力するか

を選択します。 

タイマ A1 チャネル 0～5 には、DMA 転送要求要因はないため、ATISRA1.

IRSELA10～IRSELA15 ビットには常に"0"を書き込んでください。 

0：インプットキャプチャ割り込み要求を INTC へ出力 

1：インプットキャプチャ割り込み要求を DMAC へ出力 

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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21.6.5 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ F（ATISRF） 
ATISRF レジスタは、TFjSR レジスタの ICFFj ビットによるインプットキャプチャ割り込みを、INTC また

は DMAC のどちらへ出力するかを選択します。また、DMAC を選択することにより、このインプットキャ

プチャによる割り込み要求で、DMAC の起動が可能です。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
IRSEL

F2
IRSEL

F1
IRSEL

F0

ATU-IIIS F ATISRF P4 H'FFFF E014

 

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 IRSELF2 0 R 0 

1 IRSELF1 0 R W 

0 IRSELF0 0 R W 

割り込み要求選択ビット Fj 

ICFFj ビットによるインプットキャプチャ割り込みを、INTC または DMAC

のどちらへ出力するかを選択します。 

タイマ F2 には、DMA 転送要求要因はないため、IRSELF2 ビットには常に

"0"を書き込んでください。 

0：インプットキャプチャ割り込み要求を INTC へ出力 

1：インプットキャプチャ割り込み要求を DMAC へ出力 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応 
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21.6.6 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ G（ATISRG） 
ATISRG レジスタは、TGk コンペアマッチレジスタ（TGkOCR）のコンペアマッチによる割り込み要求を、

INTC または DMAC のどちらへ出力するかを選択します。また、DMAC を選択することにより、このコンペ

アマッチ割り込み要求で、DMAC の起動が可能です。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
IRSEL

G2
IRSEL

G1
IRSEL

G0
IRSEL

G4
IRSEL

G3
IRSEL

G5

ATU-IIIS G ATISRG P4 H'FFFF E018

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 IRSELG5 0 R W 

4 IRSELG4 0 R W 

3 IRSELG3 0 R W 

2 IRSELG2 0 R 0 

1 IRSELG1 0 R 0 

0 IRSELG0 0 R 0 

割り込み要求選択ビット Gk 

TGkSR レジスタの CMFGk ビットが"1"にセットされているとき、CMFGk

ビットによる割り込み要求の出力を、INTC または DMAC のどちらへ出力す

るかを選択します。また、DMAC を選択している状態で DMAC を設定するこ

とにより、割り込み要求による DMAC の起動ができます。 

タイマ G0～G2 には、DMA 転送要求要因はないため、IRSELG0～IRSELG2

ビットには常に"0"を書き込んでください。 

0：コンペアマッチ割り込み要求を INTC へ出力 

1：コンペアマッチ割り込み要求を DMAC へ出力 

【記号説明】k＝0～5：サブブロック G0～G5 に対応 
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21.6.7 ATU-IIIS インタラプトセレクトレジスタ TOU0～4（ATISRT0～4） 
ATISRT0～4 レジスタは、タイマカウンタ TOU00～47 のアンダフローによる割り込み要求を、INTC また

は DMAC のどちらへ出力するかを選択します。また、DMAC を選択することにより、割り込み要求で、DMAC

の起動が可能です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
IRSEL

Tn2
IRSEL

Tn1
IRSEL

Tn0
IRSEL

Tn4
IRSEL

Tn3
IRSEL

Tn6
IRSEL

Tn5
IRSEL

Tn7

ATU-IIIS TOU4 ATISRT4 P4 H'FFFF E024
ATU-IIIS TOU3 ATISRT3 P4 H'FFFF E023
ATU-IIIS TOU2 ATISRT2 P4 H'FFFF E022
ATU-IIIS TOU1 ATISRT1 P4 H'FFFF E021
ATU-IIIS TOU0 ATISRT0 P4 H'FFFF E020

 

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 IRSELTn7 0 R W

6 IRSELTn6 0 R 0 

5 IRSELTn5 0 R 0 

4 IRSELTn4 0 R 0 

3 IRSELTn3 0 R 0 

2 IRSELTn2 0 R 0 

1 IRSELTn1 0 R 0 

0 IRSELTn0 0 R W

割り込み要求選択ビット Tnk 

タイマカウンタ TOU00～TOU47 のアンダフローによる割り込み要求を、

INTC または DMAC のどちらへ出力するかを選択します。 

タイマTOUn_1～TOUn_6には、DMA転送要求要因はないため、IRSELTn1

～IRSELTn6 ビットには常に"0"を書き込んでください。 

0：アンダフロー割り込み要求を INTC へ出力 

1：アンダフロー割り込み要求を DMAC へ出力 

【記号説明】n＝0～4、k＝0～7 
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21.7 プリスケーラの概要 
ATU-IIIS は、4 チャネルの汎用プリスケーラとノイズキャンセルクロック用プリスケーラ 1 本を内蔵して

います。 

汎用プリスケーラは 10 ビットのダウンカウンタによって構成されており、周辺クロック（Pck）を 1/N（1

≦N≦1024）に分周して新しいクロックを生成します。 

プリスケーラの分周比は以下の計算式で計算されます。 

• プリスケーラの分周比の計算式 
 

1/1 1/1024
1

PSCn[9:0] 1  
 

また、プリスケーラの出力するクロックは、50%のデューティを保証していません。Pck クロックの 1 サイ

クル期間のみ"H"レベルであり、残りの期間はすべて"L"レベルとなります。分周比を 1/1 に指定した場合、

クロックバスには常に"H"レベルの信号が出力されます。生成されたクロックは、クロックバスを介して各タ

イマに供給されます。各チャネルのプリスケーラは互いに独立に動作可能です。リセット後にかぎり、プリ

スケーラの各チャネルの設定後に ATUENR レジスタの PSCE ビットを"1"にセットすることで、チャネル間

の同期をとったスタートが可能です。動作開始後にプリスケーラの分周比を切り替え、かつ各チャネルの同

期をとることはできません。 

一方、ノイズキャンセルクロック用プリスケーラは 7 ビットのダウンカウンタによって構成されており、

周辺クロック（Pck）を 1/128 に分周してクロックを生成します。生成されたノイズキャンセルクロックは、

タイマ A、F、TOU に供給されます。 

ノイズキャンセル用クロックは、共通制御部の ATNCMR レジスタの NCCSEL ビットにより、周辺クロッ

クの 1/1 分周または 1/128 分周から選択可能です。分周比設定用レジスタは設けておりません。 

プリスケーラのダウンカウンタは、ハードウェアリセット時に H'000 に初期化されます。 
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21.8 プリスケーラのレジスタの説明 

21.8.1 ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 0～3（ATPSCR0～3） 
ATPSCR0～3 レジスタは、4 チャネルのプリスケーラに 1 個ずつ用意されており、プリスケーラの分周比

を設定します。 

プリスケーラレジスタの設定値を書き換えると、プリスケーラのアンダフローに同期して、その書き換え

値による動作を開始します。設定値として、"H'000"から"H'3FF"の範囲の値を設定できます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PSC

ATU-IIIS 3 ATPSCR3 P4 H'FFFF E106
ATU-IIIS 2 ATPSCR2 P4 H'FFFF E104
ATU-IIIS 1 ATPSCR1 P4 H'FFFF E102
ATU-IIIS 0 ATPSCR0 P4 H'FFFF E100

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

9～0 PSC すべて 0 R W 分周比 

プリスケーラの分周比を設定します。 
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21.9 プリスケーラの動作説明 

21.9.1 動作の開始 
プリスケーラは、ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の PSCE ビットが"1"にセットされると

動作を開始し、PSC ビットに指定された分周比のクロックを生成します。プリスケーラの動作中、クロック

には、カウンタのアンダフローに同期して、Pck クロックの 1 周期分の"H"レベルが出力されます。 

動作中に PSC ビットの値が変更された場合、カウンタのアンダフローに同期して出力クロックの分周比が

切り替わります。 

PSCE

Pck

PSC H'004H'003

H'000 3 2 1 0 3 2 1 0 3 2 1 0 34 4 42 1 0

4 5  

図 21.5 プリスケーラの動作開始 

 

21.9.2 動作の停止と再開 
プリスケーラは、ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の PSCE ビットが"0"にクリアされると

動作を停止します。停止期間中、クロックには"L"レベルが出力されます。また、停止期間中は、停止時のカ

ウンタ値をそのまま保持します。再度 PSCE ビットを"1"にセットすると、停止時の値から動作を再開します。 

Pck

PSCE

PSC

3 2 1 0 3 2 1 0 2 1 0 33 2 1

H'003

 

図 21.6 プリスケーラの動作停止 
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21.10 タイマ A の概要 
本 MCU の ATU-IIIS は 5 チャネルのタイマ A を 2 系統備えています。 

タイマ A は TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）と 6 本の TAik インプットキャプチャレジスタ

（TAikICR）を内蔵しています。TAiTCNT カウンタはアップカウンタで、フリーランニング動作を行います。

カウンタのオーバフロー時に割り込み要求が可能です。 

6 本の TAik インプットキャプチャレジスタ（TAikICR）は、それぞれに対応する外部信号入力端子（TIAi0

～TIAi5）からの入力により TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）の値をキャプチャします。外部信

号入力端子からの入力によるキャプチャは、TAiI/O コントロールレジスタ 1（TAiIO1）により立ち上がり/

立ち下がり/両エッジから選択できます。それぞれ、キャプチャするタイミングで DMAC の起動および割り

込み要求が可能です。 

外部信号入力端子からの入力は、ノイズキャンセル機能を使用してノイズをキャンセルできます。 
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21.10.1 ブロック図 

図 21.7 にタイマ Ai のブロック図を示します。 

TIAi0

TIAi1

TIAi2

TIAi3

TIAi4

TIAi5

0
1
2
3
5

TAiTCNT

A

TAi0ICR

TAiSRTAiIERTAiIO1 TAiIO2TAiCR

TAi1ICR

TAi2ICR

TAi3ICR

TAi4ICR

TAi5ICR

TAiIO1
TAiCR

TAiIO2
TAiIER
TAiSR
TAikICR
TAiTCNT
i = 0 1

TAi
TAiIO 1
TAiIO 2
TAi
TAi
TAi
TAi

 

図 21.7 タイマ A のブロック図 
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21.11 タイマ A のレジスタの説明 

21.11.1 TAi コントロールレジスタ（TAiCR） 
TAiCR レジスタは、カウントクロックの選択を行います。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
CKSELA

TA1 TA1CR P4 H'FFFF E302
TA0 TA0CR P4 H'FFFF E202

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 CKSELA 000 R W クロックセレクトビット A 

カウントクロックとしてクロックバス 0～3、5 のいずれかを選択します。

クロックバス 0～3 はプリスケーラ 0～3 の出力する分周クロックに対応し、

クロックバス 5 には、外部クロック入力 B（TCLKB）が出力されます。 

カウントクロックの選択は、タイマ A の動作が停止している状態で行って

ください。 

000：クロックバス 0 を選択（プリスケーラ 0） 

001：クロックバス 1 を選択（プリスケーラ 1） 

010：クロックバス 2 を選択（プリスケーラ 2） 

011：クロックバス 3 を選択（プリスケーラ 3） 

100：設定禁止 

101：クロックバス 5 を選択（TCLKB） 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】・ 外部クロック入力のエッジ検出は、クロックバスへの出力前に行われます。外部クロック入力 B を使用する場合には、

ATU-IIIS クロックバスコントロールレジスタ（ATCBCNT）の CB5EG ビットで検出エッジを設定してください。 
 



21. アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS）  

Rev.1.10 2011.09.16  21-36   

R01UH0030JJ0110  

21.11.2 TAiI/O コントロールレジスタ 1（TAiIO1） 
TAiIO1 レジスタは、外部入力（TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、TIA14、TIA15）のエッジ検出の設定を行

います。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
IOA3 IOA2IOA4IOA5 IOA0IOA1

TA1I/O 1 TA1IO1 P4 H'FFFF E304
TA0I/O 1 TA0IO1 P4 H'FFFF E204

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11、10 IOA5 00 R W 

9、8 IOA4 00 R W 

7、6 IOA3 00 R W 

5、4 IOA2 00 R W 

3、2 IOA1 00 R W 

1、0 IOA0 00 R W 

I/O コントロールビット Ak 

インプットキャプチャのトリガとなる外部入力（TIA00～TIA04、TIA10～

TIA12、TIA14、TIA15）のエッジ検出を選択します。これらのビットを"B'00"

にセットした場合、インプットキャプチャ動作は行われません。"B'00"以外に

セットしたとき、選択したエッジを検出すると、TAiTCNT カウンタの値が、

対応する TAikICR レジスタに転送されます。 

エッジ検出は、Pck クロックに同期して行われます。また、外部入力信号の周

期が、Pck クロック周期の 2 倍以上なければ正しくエッジ検出が行われませ

んのでご注意ください。 

また、エッジ検出は、ノイズキャンセル後の信号に対して行われます。ノイ

ズキャンセル機能が無効であれば外部入力（TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、

TIA14、TIA15）に対して、ノイズキャンセル機能が有効であればノイズキャ

ンセル後の信号に対してエッジ検出が行われることになります。 

00：TIA のインプットキャプチャ禁止 

01：TIA の立ち上がりで TAikICR レジスタにキャプチャ 

10：TIA の立ち下がりで TAikICR レジスタにキャプチャ 

11：TIA の立ち上がり/立ち下がり両エッジで TAikICR レジスタにキャプ

チャ 

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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21.11.3 TAiI/O コントロールレジスタ 2（TAiIO2） 
TAiIO2 レジスタは、外部入力（TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、TIA14、TIA15）のノイズキャンセラ機能

の設定およびノイズキャンセルクロックの選択を行います。 
 

TA1I/O 2 TA1IO2 P4 H'FFFF E306
TA0I/O 2 TA0IO2 P4 H'FFFF E206

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
NCEA

5
NCKA

2
NCKA

1
NCKA

0
NCKA

4
NCKA

3
NCEA

2
NCEA

1
NCEA

0
NCEA

4
NCEA

3
NCKA

5

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

13 NCKA5 0 R W 

12 NCKA4 0 R W 

11 NCKA3 0 R W 

10 NCKA2 0 R W 

9 NCKA1 0 R W 

8 NCKA0 0 R W 

ノイズキャンセルクロックセレクトビット Ak 

TAik ノイズキャンセルカウンタ（TAikNCNT）のカウントソースクロックを

選択します。カウントソースクロックには、ノイズキャンセラカウントクロッ

クまたはクロックバス 5 を選択することが可能です。ノイズキャンセラカウ

ントクロックには、共通制御部の NCCSEL ビットの設定によって Pck クロッ

クの 128 分周または Pck クロックのいずれかを選択できます。 

0：TAikNCNT カウンタのカウントソースクロックにノイズキャンセラカウ

ントクロックを選択 

1：TAikNCNT カウンタのカウントソースクロックにクロックバス 5 を選択

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5 NCEA5 0 R W 

4 NCEA4 0 R W 

3 NCEA3 0 R W 

2 NCEA2 0 R W 

1 NCEA1 0 R W 

0 NCEA0 0 R W 

ノイズキャンセライネーブルビット Ak 

外部入力（TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、TIA14、TIA15）に対してノイズ

キャンセル機能の有効/無効を選択します。 

本ビットを"1"にセットしたあと、外部入力（TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、

TIA14、TIA15）のエッジを検出すると、共通制御部内の ATU-IIIS ノイズキャ

ンセルモードレジスタ（ATNCMR）の設定にあわせて、後続エッジキャン

セルモードまたは先行エッジキャンセルモードのいずれかの処理を開始し

ます。 

後続エッジキャンセルモードでは、外部入力信号のレベル変化を検出する

と、ノイズキャンセル後の信号として、その変化を出力します。また同時に、

対応する TAik ノイズキャンセルカウンタ（TAikNCNT）がアップカウント

を開始します。この TAikNCNT カウンタが TAik ノイズキャンセルレジスタ

（TAikNCR）の値とコンペアマッチするまでの間、外部入力信号のレベル

変化はマスクされます。コンペアマッチ時には、そのときの外部入力信号の

レベルがノイズキャンセル後の信号として出力されます。 

TAikNCNT カウンタがカウント動作中にこれらのビットを"0"にクリアした

場合、クリア後もコンペアマッチするまでカウント動作は停止せず、その間

も TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、TIA14、TIA15 のレベル変化はマスクさ

れ続けます。 

先行エッジキャンセルモードでは、入力信号のレベル変化を検出すると、対

応する TAik ノイズキャンセルカウンタ（TAikNCNT）がアップカウントを

開始し、TAik ノイズキャンセルレジスタ（TAikNCR）の値とコンペアマッ

チするまでの間に、外部入力信号のレベルに変化がなければ、コンペアマッ

チタイミングで初めてレベル変化をノイズキャンセル後の信号として出力

します。コンペアマッチまでに入力信号レベルが変化した場合は、ノイズと

みなされ、ノイズキャンセラは外部入力信号のレベル変化がなかったものと

して、ノイズキャンセル後の信号を変化させません。 

TAikNCNT カウンタがカウント動作中にこれらのビットを"0"にクリアした

場合、クリア後もコンペアマッチするかまたは入力信号レベルに変化がある

までの間、カウント動作は停止せずノイズキャンセル処理を継続します。各

キャンセルモードの動作例は、図 21.3、図 21.4 を参照してください。 

0：TIA 入力のノイズキャンセル機能を無効 

1：TIA 入力のノイズキャンセル機能を有効 

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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21.11.4 TAi ステータスレジスタ（TAiSR） 
TAiSR レジスタは、TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）のオーバフローの発生、TAik インプット

キャプチャレジスタ（TAikICR）でのインプットキャプチャの発生を示します。 

これらのフラグは割り込み要因であり、TAi インタラプトイネーブルレジスタ（TAiIER）の対応するビッ

トの設定によって割り込みが許可されていれば、DMAC へ DMA 転送を要求したり、CPU に割り込みを要求

したりすることができます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ICFA2 ICFA1 ICFA0ICFA4 ICFA3ICFA5OVFA

TA1 TA1SR P4 H'FFFF E308
TA0 TA0SR P4 H'FFFF E208

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 OVFA 0 R *1 オーバフローフラグ A 

TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）のオーバフローの発生を示すス

テータスフラグです。本フラグの読み出し値が"1"であるとき、TAiTCNT カ

ウンタでオーバフローが発生したことが分かります。 

本フラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはできません。 

フラグのクリアは、OVFA フラグが"1"の状態を読み出した後に"0"を書き込

むことで行います。"1"を読み出さずに"0"を書き込んだ場合、その書き込み

は無視されます。 

0：オーバフローなし 

1：オーバフロー発生 

［"0"クリア条件］ 

• OVFA＝"1"の状態を読み出した後、OVFA に"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• TAiTCNT カウンタの値がオーバフロー（H'FFFF FFFF→H'0000 0000）し

たとき 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5 ICFA5 0 R *1 

4 ICFA4 0 R *1 

3 ICFA3 0 R *1 

2 ICFA2 0 R *1 

1 ICFA1 0 R *1 

0 ICFA0 0 R *1 

インプットキャプチャフラグ Ak 

TAik インプットキャプチャレジスタ（TAikICR）のインプットキャプチャ発

生を示すステータスフラグです。本フラグの読み出し値が"1"であるとき、フ

ラグに対応するインプットキャプチャレジスタでインプットキャプチャが

発生したことが分かります。 

本フラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはできません。 

本フラグは、対応するインプットキャプチャ割り込みによる DMA 転送要求

が DMAC によって受け付けられたとき自動的に"0"にクリアされます。また、

インプットキャプチャフラグが"1"であることを読み出した後"0"を書き込む

ことによってもフラグのクリアが可能です。"1"を読み出さずに"0"を書き込

んだ場合、その書き込みは無視されます。 

0：インプットキャプチャなし 

1：インプットキャプチャ発生 

［"0"クリア条件］ 

• ICFAk＝"1"の状態を読み出した後、ICFAk に"0"を書き込んだとき 

• フラグに対応するインプットキャプチャ割り込みによる DMA 転送要求が

DMAC によって受け付けられたとき 

［"1"セット条件］ 

• インプットキャプチャ信号（TIA）によりTAiTCNTカウンタの値がTAikICR

レジスタに転送されたとき 

【注】 *1 フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です。"1"の書き込みは無効です。 

【記号説明】k＝0～5 
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21.11.5 TAi インタラプトイネーブルレジスタ（TAiIER） 
TAiIER レジスタは、TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）のオーバフロー割り込み要求、TAik イ

ンプットキャプチャレジスタ（TAikICR）のインプットキャプチャ割り込み要求の許可/禁止を制御します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ICEA2 ICEA1 ICEA0ICEA4 ICEA3ICEA5OVEA

TA1 TA1IER P4 H'FFFF E309
TA0 TA0IER P4 H'FFFF E209

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 OVEA 0 R W オーバフローインタラプト A イネーブルビット 

TAi ステータスレジスタ（TAiSR）のオーバフローフラグ A（OVFA）が"1"

にセットされているとき、OVFA による割り込み要求の出力を許可または禁

止します。 

0：オーバフロー割り込み A 要求の出力を禁止する 

1：オーバフロー割り込み A 要求の出力を許可する 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 ICEA5 0 R W 

4 ICEA4 0 R W 

3 ICEA3 0 R W 

2 ICEA2 0 R W 

1 ICEA1 0 R W 

0 ICEA0 0 R W 

インプットキャプチャインタラプト Ak イネーブルビット 

TAiSR レジスタの ICFAk ビットが"1"にセットされているとき、ICFAk ビッ

トよる割り込み要求の出力を許可または禁止します。 

0：インプットキャプチャ割り込み Ak 要求の出力を禁止する 

1：インプットキャプチャ割り込み Ak 要求の出力を許可する 

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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21.11.6 TAik インプットキャプチャレジスタ（TAikICR） 
TAikICR レジスタは、インプットキャプチャ専用です。ただし、本レジスタは、書き込み禁止です。 

本レジスタは、外部からのインプットキャプチャ信号（TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、TIA14、TIA15）

を検出して、TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）の値を格納します。このとき、対応する TAi ステー

タスレジスタ（TAiSR）の ICFAk ビットが"1"にセットされます。また、インプットキャプチャ割り込みによ

る DMA 転送要求が DMAC によって受け付けられたとき、TAiSR レジスタの対応するインプットキャプチャ

フラグが"0"にクリアされます。 

インプットキャプチャ信号の検出エッジは TAiI/O コントロールレジスタ 1（TAiIO1）の I/O コントロール

ビット（IOA）により設定します。 
 

TA15 TA15ICR P4 H'FFFF E33C
TA14 TA14ICR P4 H'FFFF E338
TA12 TA12ICR P4 H'FFFF E330
TA11 TA11ICR P4 H'FFFF E32C
TA10 TA10ICR P4 H'FFFF E328
TA04 TA04ICR P4 H'FFFF E238
TA03 TA03ICR P4 H'FFFF E234
TA02 TA02ICR P4 H'FFFF E230
TA01 TA01ICR P4 H'FFFF E22C
TA00 TA00ICR P4 H'FFFF E228

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ICAik

31

ICAik

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 ICAik すべて 0 R N インプットキャプチャ Aik 

32 ビットのインプットキャプチャ値を格納します。 

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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21.11.7 TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT） 
TAiTCNT カウンタは、クロックバス経由で入力されるプリスケーラ出力、外部入力クロックのいずれかで

カウント動作を行います。 

ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の TAE ビットを"1"にセットすると、タイマ A はアップ

カウント動作を開始します。入力するクロックは、TAi コントロールレジスタ（TAiCR）のクロックセレク

トビット（CKSELA）により選択します 

TAiTCNT カウンタがオーバフロー（H'FFFF FFFF→H'0000 0000）すると、TAi ステータスレジスタ（TAiSR）

のオーバフローフラグ A（OVFA）が"1"にセットされます。 
 

TA1 TA1TCNT P4 H'FFFF E320
TA0 TA0TCNT P4 H'FFFF E220

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CNTA

31

CNTA

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 CNTA すべて 0 R W タイマカウント A 

32 ビットのカウンタ値を格納します。 
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21.11.8 TAik ノイズキャンセルカウンタ（TAikNCNT） 
TAikNCNT カウンタは、TAiI/O コントロールレジスタ 2（TAiIO2）のノイズキャンセライネーブルビット

（NCEA5～0）でノイズキャンセラ機能を有効にしたとき、外部入力端子（TIA00～TIA04、TIA10～TIA12、

TIA14、TIA15）からの信号をトリガとして、アップカウント動作を行います。カウントソースには、TAiIO2

レジスタのノイズキャンセルクロックセレクトビット（NCKA5～0）で、ノイズキャンセラ用カウントクロッ

クまたはクロックバス 5 を選択可能です。 

共通制御部にある ATNCMR レジスタの NCMA ビットの設定によって、後続エッジキャンセルモードおよ

び先行エッジキャンセルモードの 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

NCEA5～0ビットが1で、TAikNCNTカウンタがカウント停止しているとき、TIA00～TIA04、TIA10～

TIA12、TIA14、TIA15の入力信号レベルが変化すると、TAikNCNTカウンタはアップカウント動作を開

始します。カウント値がTAiノイズキャンセルレジスタ（TAikNCR）と一致すると、次のPckクロックに

同期してカウント値を"H'00"にクリアしてカウント動作を停止します。 

TAikNCNTカウンタは、ATUENRレジスタのTAEビットの設定にかかわらず、カウント動作を行います。 

カウント動作開始時のレベル変化は、そのままノイズキャンセル後の信号として出力されてエッジ検出

の対象となりますが、以降のカウント値がTAikNCRレジスタと一致するまでの間、すべての入力レベル

の変化がマスクされるため、ノイズキャンセル後の信号は変化しません。カウント値がTAikNCRレジス

タと一致したときは、そのときの入力信号レベルをノイズキャンセル後の信号として出力します。 

カウント動作中にNCEAビットがクリアされても、カウント値がTAikNCRレジスタと一致するまでの間

はカウント動作を継続します。その間も入力信号はマスクされ続けます。 
 

• 先行エッジキャンセルモード 

NCEA5～0ビットが"1"で、TAikNCNTカウンタがカウント停止しているとき、TIA00～TIA04、TIA10～

TIA12、TIA14、TIA15の入力信号レベルが変化すると、TAikNCNTカウンタはアップカウント動作を開

始します。カウント動作中に入力信号のレベルが変化するかまたはカウント値がTAiノイズキャンセルレ

ジスタ（TAikNCR）と一致した場合には、次のPckクロックに同期してカウント値を"H'00"にクリアしカ

ウント動作を停止します。 

TAikNCNTカウンタは、ATUENRレジスタのTAEビットの設定にかかわらず、カウント動作を行います。 

ノイズキャンセル後の信号は、カウント値がTAikNCRレジスタと一致したときのみ、カウント開始時の

レベル変化にあわせて変化します。TAikNCRレジスタと一致する前にカウント動作が停止した場合には、

カウント開始時のレベル変化およびカウント停止時のレベル変化はマスクされるため、ノイズキャンセ

ル後の信号は変化しません。 

カウント動作中にNCEAビットがクリアされても、コンペアマッチまたは入力信号レベルに変化がある

までの間、カウント動作は停止せずにノイズキャンセル処理を継続します。 
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0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TAikNCNT

TA15 TA15NCNT P4 H'FFFF E31A
TA14 TA14NCNT P4 H'FFFF E318
TA12 TA12NCNT P4 H'FFFF E314
TA11 TA11NCNT P4 H'FFFF E312
TA10 TA10NCNT P4 H'FFFF E310
TA04 TA04NCNT P4 H'FFFF E218
TA03 TA03NCNT P4 H'FFFF E216
TA02 TA02NCNT P4 H'FFFF E214
TA01 TA01NCNT P4 H'FFFF E212
TA00 TA00NCNT P4 H'FFFF E210

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TAikNCNT すべて 0 R W TAik ノイズキャンセルカウント 

8 ビットのカウント値を格納します。 

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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21.11.9 TAik ノイズキャンセルレジスタ（TAikNCR） 
TAikNCR レジスタは、TAik ノイズキャンセルカウンタ（TAikNCNT）の上限値を設定します。Pck クロッ

クの 128 分周をノイズキャンセルクロックに選択している場合、H'FF 設定で最大 0.82ms（Pck＝40MHz 時）

のノイズをキャンセルできます。 

共通制御部にある ATNCMR レジスタの NCMA ビットの設定によって、後続エッジキャンセルモードおよ

び先行エッジキャンセルモードの 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

TAikNCNTカウンタのカウント動作中、後続する入力信号のレベル変化がマスクされます。TAikNCNT

カウンタとTAikNCRレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロッ

クに同期してTAikNCNTカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させて入力信号のマス

ク解除を行います。 
 

• 先行エッジキャンセルモード 

TAikNCNTカウンタのカウント動作中は、ノイズキャンセラの処理待ち状態となります。TAikNCNTカウ

ンタとTAikNCRレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロックに

同期してTAikNCNTカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させると同時にノイズキャ

ンセラはノイズキャンセル後の入力信号の出力を行います。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TAikNCT

TA15 TA15NCR P4 H'FFFF E31B
TA14 TA14NCR P4 H'FFFF E319
TA12 TA12NCR P4 H'FFFF E315
TA11 TA11NCR P4 H'FFFF E313
TA10 TA10NCR P4 H'FFFF E311
TA04 TA04NCR P4 H'FFFF E219
TA03 TA03NCR P4 H'FFFF E217
TA02 TA02NCR P4 H'FFFF E215
TA01 TA01NCR P4 H'FFFF E213
TA00 TA00NCR P4 H'FFFF E211

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TAikNCT すべて 0 R W TAik ノイズキャンセルタイム 

TIA ノイズキャンセル期間（8 ビットコンペア値） 

【記号説明】i＝0、1、k＝0～5 
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21.12 タイマ A の動作説明 

21.12.1 ノイズキャンセル動作 
ノイズキャンセラの動作モードは、後続エッジキャンセルモードと先行エッジキャンセルモードの 2 種類

あります。共通制御部内の ATU-IIIS ノイズキャンセルモードレジスタ（ATNCMR）の NCMA ビットによっ

て、どちらのモードに設定するかを選択できます。 

図 21.8 に後続エッジキャンセルモードでのノイズキャンセル動作例、図 21.10 に先行エッジキャンセル

モードでのノイズキャンセル動作例を示します。いずれも TIA00 入力を例にとり、図 21.8 および図 21.10

ではエッジ検出が立ち上がりエッジ検出設定の場合を示しています。 

後続エッジキャンセルモードでは、TAik ノイズキャンセルカウンタ（TAikNCNT）は入力信号のレベル変

化をトリガとしてカウント動作を開始します。また、カウント開始と同時に、入力信号のレベル変化をノイ

ズキャンセル処理後の信号として出力します。 

カウント動作は、カウント値が TAik ノイズキャンセルレジスタ（TAikNCR）の設定値と一致するまで続

きます。このカウント期間中の入力信号のレベル変化はすべて無視され、ノイズキャンセル処理後の信号と

して出力されません。カウント値が TAikNCR レジスタの設定値と一致したときは、ノイズキャンセル処理後

の信号として、そのときの入力信号レベルを出力します。そのため、カウント動作開始時（変化後のレベル）

と、コンペアマッチ時で入力レベルが異なる場合は、コンペアマッチタイミングでノイズキャンセル処理後

の信号が変化することになりますのでご注意ください。 

図 21.9 に、後続エッジキャンセルモードでの 2 種類の入力波形に対するノイズキャンセル処理の例を示し

ます。 

Pck

Pck/128

TIA00

TA0kNCNT

TA0kNCR

00 01 02

02

00 01

 

図 21.8 後続エッジキャンセルモードでのノイズキャンセル動作例 
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TIA00

1

TIA00

2

 

図 21.9 入力波形ごとのノイズキャンセル処理例（後続エッジキャンセルモード） 

先行エッジキャンセルモードでは、TAik ノイズキャンセルカウンタ（TAikNCNT）は入力信号のレベル変

化をトリガとしてカウント動作を開始します。カウント動作は、カウント値が TAi ノイズキャンセルレジス

タ（TAikNCR）の設定値と一致するかまたはカウント開始後に入力信号のレベルが変化するまで続きます。 

カウント値が TAi ノイズキャンセルレジスタの設定値と一致したとき、カウント動作開始時の入力信号の

レベル変化をノイズキャンセル処理後の信号として出力します。カウント値が TAi ノイズキャンセルレジス

タ（TAikNCR）の設定値と一致する前に入力信号のレベルが変化した場合、そのレベル変化とカウント動作

開始時のレベル変化はノイズとみなされ、ノイズキャンセル処理後の信号として出力されません。 

Pck

P /128

TIA00

TA0kNCNT

TA0kNCR

00 01 00 01 02 00

02

 

図 21.10 先行エッジキャンセルモードでのノイズキャンセル動作例 
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21.12.2 フリーランニング動作 
TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）は、ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の TAE

ビットを"1"にセットするとアップカウント動作を開始します。TAiTCNT カウンタがオーバフロー（H'FFFF 

FFFF→H'0000 0000）すると TAi ステータスレジスタ（TAiSR）の OVFA ビットが"1"にセットされます。こ

のとき、TAi インタラプトイネーブルレジスタ（TAiIER）の OVEA ビットが"1"ならば CPU に割り込みを要

求します。TAiTCNT カウンタは、オーバフロー後、H'0000 0000 からアップカウントを継続します。 

TAiTCNT カウンタの動作中に ATUENR レジスタの TAE ビットを"0"にクリアすると、TAiTCNT カウンタ

は動作を停止します。このとき TAiTCNT カウンタはリセットされません。再び TAE ビットを"1"にセットし

た場合には、動作停止時のカウント値からカウント動作を再開します。 

カウント動作中に TAiTCNT カウンタへの書き込みを行った場合、書き込みをカウント動作に優先して行

い、以降書き込まれた値でカウント動作を継続します。また、書き込みはカウントソースに関係なく Pck ク

ロックの 2 サイクルで完了します。 

なお、プリスケーラは、TAE ビットの設定に関係なく動作しており、TAiTCNT カウンタの動作許可時にも

初期化は行われません。したがって、起動から実際に TAiTCNT カウンタがカウント動作を開始するまでの

時間には、選択されたカウントソースの周期（分解能）以下のハードウェア的な不確定さが伴います。 

図 21.11 に、TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）の動作を示します。 

Pck

TA0TCNT

OVFA

TAE

TA0TCNT

00000001 00000002 00000003 00000004 FFFFFFFE0000FFFD FFFFFFFF 00000000 00000001 00000002

 

図 21.11 タイマ A フリーランニング動作、オーバフロータイミング 
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21.12.3 インプットキャプチャ動作 
TAik インプットキャプチャレジスタ（TAikICR）は、TAiI/O コントロールレジスタ 1（TAiIO1）の IOA5

～0 ビットにインプットキャプチャ動作を指定することにより、対応する外部入力端子（TIAik）からのエッ

ジ入力でインプットキャプチャ動作を行います。 

外部信号入力端子からのエッジは、ノイズキャンセル機能を使用してノイズをキャンセルできます。 

ATUENR レジスタの TAE ビットの設定により、TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）がカウント

アップを開始します。TAikICR レジスタの対応する外部信号入力端子のエッジが入力されると、対応する TAi

ステータスレジスタ（TAiSR）のビットがセットされ、TAiTCNT カウンタの値が TAikICR レジスタに転送さ

れます。入力されるエッジは、立ち上がり/立ち下がり/両エッジから選択できます。このとき、TAi インタラ

プトイネーブルレジスタ（TAiIER）の設定により CPU へ割り込みを要求できます。さらに、DMAC を設定

することで割り込み要求で DMA 転送を開始することも可能です。 

TAik インプットキャプチャレジスタ（TAikICR）と TAi フリーランニングカウンタ（TAiTCNT）への書き

込みが同時に発生した場合、キャプチャされる値は書き込み前のカウンタ値となります。 

図 21.12 に、TIA00 を立ち上がりエッジ、TIA01 を立ち下がりエッジ、TIA02 を両エッジトリガと指定し

たときのインプットキャプチャ動作を示します。 

Pck

TIA00 02

TA01ICR

TA02ICR

ICFA0

ICFA1

ICFA2

TA00ICR

TCNTA

TCNTA 00000005 00000006 00000007 00000008 00000009 0534B0C4000000C3 0534B0C5 0534B0C6 0534B0C7 0534B0C8

00000007

0534B0C5

0534B0C5

00000007

00000007

 

図 21.12 タイマ A のインプットキャプチャ動作 

21.12.4 DMA 転送 
DMAC を設定することで、タイマ A のインプットキャプチャ割り込み要求で DMAC の起動が可能です。

インプットキャプチャ割り込みによる DMA 転送要求が DMAC によって受け付けられたとき、TAi ステータ

スレジスタの対応するビットがクリアされます。 
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21.13 タイマ F の概要 
タイマ F は、3 個のサブブロックによって構成され、以下の機能を実現できます。 

• 一定時間内エッジカウント 

所定の時間内に外部入力端子（TIFjA）に与えられたエッジをカウントします。 

• 有効エッジ入力間隔計測 

外部入力端子（TIFjA）に所定回数のエッジが与えられるまでに経過した時間を計測します。 

• 入力"H"レベル/"L"レベル期間計測 

外部入力端子（TIFjA）に"H"（"L"）レベルの信号が与えられている時間を計測します。計測する期間は、

外部入力端子に与えられるパルスの個数で指定できます。 

• PWM入力波形計測 

外部入力端子（TIFjA）に与えられるPWM波形のオフデューティ、サイクル時間を計測します。計測す

る期間は、外部入力端子に与えられるPWMサイクル数で指定できます。 

• 回転速度/パルス計測 

外部入力端子（TIFjA）にエッジ入力が与えられるたびに、エッジカウント値、エッジ入力時のタイムス

タンプ、エッジ入力間隔（サイクル）、直前の"H"（"L"）レベル入力期間を保持します。 

• アップ/ダウンイベントカウント 

2本の外部入力端子（TIFjA、TIFjB）のうち、TIFjAをカウントソースとしてカウント動作を行います。

TIFjBでアップカウント、ダウンカウントを切り替えます。 

• 4逓倍イベントカウント 

2本の外部入力端子（TIFjA、TIFjB）をカウントソースとしてカウント動作を行います。2本の信号の入

力状態によって、アップカウント、ダウンカウントを切り替えます。 
 

各外部信号入力端子 TIFjA、TIFjB からの入力は、ノイズキャンセル機能を使用してノイズをキャンセルで

きます。 
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21.13.1 ブロック図 
タイマ F は、3 個のサブブロックで構成されます。各サブブロックは、2 本の 24 ビット時間計測カウンタ

（TFjECNTA、TFjECNTC）、3 本の 24 ビット汎用レジスタ（TFjGRA、TFjGRC、TFjGRD）、16 ビットイベ

ントカウンタ（TFjECNTB）、16 ビット汎用レジスタ（TFjGRB）、入力処理部（エッジ検出、ノイズキャン

セラ）、および制御部などで構成されています。 

図 21.13 に、タイマ F のブロック図を示します。 

: A
:
: C
: A

TIFjB 4
TIFjB Fj

TFjGBD
j 0 2

: B
: C
: D

0
1
2
3
5

TIFjA
TIFjB

OVIFj

ICIFj

TFjECNTA
TFjECNTB
TFjECNTC
TFjGRA

TFjGRB
TFjGRC
TFjGRD

TFjECNTA TFjGRA
CLK

CLR
CAP

OVF

TFjECNTB TFjGRB
CLK
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CLR
CAP
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図 21.13 タイマ F のサブブロック図 
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21.13.2 割り込み 
タイマ F は以下に示す 2 種類、計 6 本の割り込み要求を出力できます。 

 

• OVIF0～2割り込み 

サブブロックFjの備える3個のカウンタ（TFjECNTA、TFjECNTB、TFjECNTC）のいずれかがオーバフロー

またはアンダフロー（TFjECNTBのみ）した場合に出力されます。TFjステータスレジスタ（TFjSR）を

参照することで、どのカウンタによる割り込みか識別できます。この要求はINTCモジュールによって受

け取られ、所定の処理が行われます。 

• ICIF0～2割り込み 

サブブロックFjでカウント値のキャプチャが生じると出力されます。この要求はDMACまたはINTCモ

ジュールによって受け取られます。DMACによるDMA転送によって、コンペアマッチをトリガとして得

られたキャプチャデータを内蔵SRAM（ILメモリ、OLメモリ、SHwyRAM）に転送することも、または

割り込みによって所定の処理を行うことも可能です。DMACによるDMA転送の詳細については、｢第20

章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）｣を参照してください。 
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21.14 タイマ F のレジスタの説明 

21.14.1 TF スタートレジスタ（TFSTR） 
TFSTR レジスタは、タイマ F に含まれる各サブブロック（タイマ F0～タイマ F2）を動作させるか停止さ

せるかを指定します。ただし、タイマ F のスタートビットをカウント動作許可に設定していても、ATU-IIIS

マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の TFE ビットがイネーブルに設定されていなければカウント動作は

行われません。 
 

TF TFSTR P4 H'FFFF E400

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
STRF

2
STRF

1
STRF

0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 STRF2 0 R W 

1 STRF1 0 R W 

0 STRF0 0 R W 

カウンタ Fj スタートビット 

サブブロックの 2 本の時間計測カウンタ（TFjECNTA、TFjECNTC）および

イベントカウンタ（TFjECNTB）を動作させるか、停止させるかを設定しま

す。停止時はカウンタ値をそのまま保持し、再度本ビットを"1"にセットし

た場合には、その値から動作を再開します。 

ただし、本ビットを"1"にセットしても、ATUENR レジスタの TFE ビットが

"1"にセットされていなければカウント動作は開始されません。 

0：TFjECNTA、TFjECNTB、および TFjECNTC のカウント動作を停止 

1：TFjECNTA、TFjECNTB、および TFjECNTC のカウント動作を許可 

【注】・プリスケーラは、カウンタ F スタートビットの設定に関係なく動

作しており、上記カウンタの動作開始時にも初期化は行われませ

ん。したがって、起動から実際に上記カウンタがカウント動作を

開始するまでの時間には、選択されたカウントソースの周期（分

解能）以下のハードウェア的な不確定さが伴います。 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.2 TF ノイズキャンセラコントロールレジスタ（TFNCCR） 
TFNCCR レジスタは、サブブロック F0～F2 のノイズキャンセラ機能の有効/無効を設定します。 

 
TF TFNCCR P4 H'FFFF E404

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
NCEF

2
NCEF

1
NCEF

0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2 NCEF2 0 R W 

1 NCEF1 0 R W 

0 NCEF0 0 R W 

ノイズキャンセライネーブルビット Fj 

各サブブロックのノイズキャンセル機能の有効/無効を選択します。サブブ

ロック F0～F2 に関しては、TIFjA と TIFjB それぞれのノイズキャンセラが

ありますが、個別に有効/無効を設定することはできません。NCEFj ビット

を"1"にすると、TIFjA、TIFjB それぞれのノイズキャンセラが有効になりま

す。 

ノイズキャンセル機能を有効にした場合、外部入力（TIFjA、TIFjB）の入力

信号のレベル変化を検出すると、共通制御部内の AUT-IIIS ノイズキャンセ

ルモードレジスタ（ATNCMR）の設定にあわせて、後続エッジキャンセル

モードまたは先行エッジキャンセルモードのいずれかの処理を開始します。

後続エッジキャンセルモードでは、入力信号のレベル変化を検出すると、ノ

イズキャンセル後の信号として、その変化を出力します。また同時に、対応

する TFj ノイズキャンセルカウンタ A、B（TFjNCNTA、TFjNCNTB）がアッ

プカウントを開始します。このノイズキャンセルカウンタの値が、TFj ノイ

ズキャンセルレジスタ A、B（TFjNCRA、TFjNCRB）の値とコンペアマッチ

するまでの間、入力信号のレベル変化はマスクされます。コンペアマッチ時

には、そのときの入力信号のレベルがノイズキャンセル後の信号として出力

されます。 

TFjNCNTA、TFjNCNTB カウンタがカウント動作中にこれらのビットを"0"

にクリアした場合、クリア後もコンペアマッチするまでカウント動作は停止

せず、その間も対応する外部入力（TIFjA、TIFjB）のレベル変化はマスクさ

れ続けます。 

先行エッジキャンセルモードでは、入力信号のレベル変化を検出すると、対

応する TFjNCNTA、TFjNCNTB カウンタがアップカウントを開始し、

TFjNCRA、TFjNCRB レジスタの値とコンペアマッチするまでの間に、入力

信号のレベルに変化がなければ、コンペアマッチタイミングで初めてレベル

変化をノイズキャンセル後の信号として出力します。コンペアマッチまでに

入力信号レベルが変化した場合は、ノイズとみなされ、ノイズキャンセラは

入力信号のレベルに変化がなかったものとしてノイズキャンセル後の信号

を変化させません。TFjNCNTA、TFjNCNTB カウンタがカウント動作中にこ

れらのビットを"0"クリアした場合、クリア後もコンペアマッチするかまた

は入力信号レベルに変化があるまでの間、カウント動作は停止せずノイズ

キャンセル処理を継続します。各キャンセルモードの動作例は、図 21.3 お

よび図 21.4 を参照してください。 

0：TIFjA、TIFjB のノイズキャンセル機能無効 

1：TIFjA、TIFjB のノイズキャンセル機能有効 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.3 TFj コントロールレジスタ（TFjCR） 
TFjCR レジスタは、サブブロック F0～F2 の動作モードを指定します。 

 

MDFjCKSELFj

j 0 2 F0 F2

TF2 TF2CR P4 H'FFFF E4C0
TF1 TF1CR P4 H'FFFF E4A0
TF0 TF0CR P4 H'FFFF E480

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
EGSELFj

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 CKSELFj 000 R W クロックセレクトビット Fj 

サブブロック F0～F2 の 2 本の TFj 時間計測カウンタ A、C（TFjECNTA、

TFjECNTC）のクロックソースとしてクロックバス 0～3、5 のいずれかを

選択します。クロックバス 0～3 はプリスケーラ 0～3 の出力する分周ク

ロックに対応し、クロックバス 5 は外部クロック入力 B（TCLKB）が対応

します。カウントクロックの選択は、タイマ F の動作が停止している状態

で行ってください。 

000：クロックバス 0 を選択（プリスケーラ 0） 

001：クロックバス 1 を選択（プリスケーラ 1） 

010：クロックバス 2 を選択（プリスケーラ 2） 

011：クロックバス 3 を選択（プリスケーラ 3） 

100：設定禁止 

101：クロックバス 5 を選択（TCLKB） 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】・外部クロック入力のエッジ検出は、クロックバスへの出力前に行

われます。外部クロック入力 B を使用する場合には、ATU-IIIS ク

ロックバスコントロールレジスタ（ATCBCNT）の CB5EG ビッ

トで検出エッジを設定してください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4～2 MDFj 000 R W タイマ動作モードビット Fj 

対応するサブブロック F0～F2 の動作モードを指定します。動作モードに

は、アップ/ダウンイベントカウント、4 逓倍イベントカウント、一定時間

内エッジカウント、有効エッジ入力間隔計測、入力"H"レベル/"L"レベル期

間計測、PWM 入力波形計測、回転速度/パルス計測の計 7 つのモードがあ

ります。 

000：一定時間内エッジカウント 

001：有効エッジ入力間隔計測 

010：入力"H"レベル/"L"レベル期間計測 

011：設定禁止 

100：PWM 入力波形計測 

101：回転速度/パルス計測 

110：アップ/ダウンイベントカウント 

111：4 逓倍イベントカウント 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1、0 EGSELFj 00 R W エッジセレクトビット Fj 

サブブロック F0～F2 のイベント入力（TIFjA）のエッジセンスモードを指

定します。エッジ検出は、ノイズキャンセラ通過後の信号に対して行われ

ます。ノイズキャンセル機能が無効であれば、外部入力（TIFjA、TIFjB）

に対して、ノイズキャンセル機能が有効であればノイズキャンセル後の信

号に対してエッジ検出が行われることになります。 

入力"H"レベル/"L"レベル期間計測に指定した場合、本ビットで立ち下がり

エッジを選択すると"H"レベル期間計測となり、立ち上がりエッジを選択

すると"L"レベル期間計測を行います。両エッジは選択しないでください。

PWM 入力波形計測および回転速度/パルス計測に指定した場合、本ビット

で立ち上がりエッジを選択すると 2 つの立ち上がりエッジ間を PWM サイ

クルとみなし、"L"レベル期間をオフデューティサイクルとみなして計測を

行います。また、立ち下がりエッジを選択した場合は、2 つの立ち下がり

エッジ間を PWM サイクル、"H"レベル期間をオフデューティサイクルと計

測します。両エッジは選択しないでください。 

また、アップ/ダウンイベントカウントモード、および 4 逓倍イベントカウ

ントモード指定時には、必ず立ち上がり/立ち下がり両エッジを指定してく

ださい。誤って他のエッジを選択した場合の動作は保証されません（表

21.16 を参照）。 

00：エッジ検出無効 

01：立ち上がりエッジ 

10：立ち下がりエッジ 

11：両エッジ 

【注】・TIFjB は、アップ/ダウンイベントカウント、4 逓倍イベントカウ

ントモードにおいてのみ有効な端子です。常に立ち上がり/立ち下

がり両エッジを検出して動作します。それ以外のモードでは

TIFjB のエッジ検出は行われません。 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.4 TFj インタラプトイネーブルレジスタ（TFjIER） 
TFjIER レジスタは、TFj ステータスレジスタ（TFjSR）のステータスフラグに対応する割り込みを許可する

か禁止するか指定します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
OVE
CFj

OVE
BFj

OVE
AFj ICEFj

TF2 TF2IER
TF1 TF1IER
TF0 TF0IER

j 0 2 F0 F2

P4 H'FFFF E4C1
P4 H'FFFF E4A1
P4 H'FFFF E481

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

3 OVECFj 0 R W オーバフローインタラプトイネーブルビット CFj*1 

TFj 時間計測カウンタ C（TFjECNTC）のオーバフロー（PWM 入力波形計

測モード時）、または TFjECNTC カウンタと TFjGRB レジスタのコンペア

マッチ（回転速度/パルス計測モード時）に対応するステータス（OVFCFj）

の割り込みを許可するか禁止するか指定します。 

0：OVFCFj による割り込みを禁止 

1：OVFCFj による割り込みを許可 

2 OVEBFj 0 R W オーバフローインタラプトイネーブルビット BFj*1 

TFj イベントカウンタ（TFjECNTB）のオーバフロー/アンダフローに対応す

るステータス（OVFBFj）の割り込みを許可するか禁止するか指定します。

0：OVFBFj による割り込みを禁止 

1：OVFBFj による割り込みを許可 

1 OVEAFj 0 R W オーバフローインタラプトイネーブルビット AFj*1 

TFj 時間計測カウンタ A（TFjECNTA）のオーバフローに対応するステータ

ス（OVFAFj）の割り込みを許可するか禁止するか指定します。 

0：OVFAFj による割り込みを禁止 

1：OVFAFj による割り込みを許可 

0 ICEFj 0 R W インプットキャプチャインタラプトイネーブルビット Fj 

サブブロック Fj におけるインプットキャプチャの検出に対応するステータ

ス（ICFFj）の割り込みを許可するか禁止するか指定します。 

0：ICFFj による割り込みを禁止 

1：ICFFj による割り込みを許可 

【注】 *1 サブブロック Fj のオーバフロー割り込みは、OVFAFj、OVFBFj、OVFCFj による割り込みの論理和として要求さ

れます。TFjSR レジスタを参照することによって、どのカウンタのオーバフローまたはアンダフローによる割り

込みかを判断できます。 
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21.14.5 TFj ステータスレジスタ（TFjSR） 
TFjSR レジスタは、時間計測カウンタ A、C のオーバフローの発生や、イベントカウンタのオーバフロー

またはアンダフローの発生、およびインプットキャプチャの発生を示します。これらのフラグは割り込み要

因であり、TFj インタラプトイネーブルレジスタ（TFjIER）の対応するビットにより割り込みが許可されて

いれば、CPU に割り込みを要求します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
OVF
BFj

OVF
AFj ICFFjOVF

CFj

TF2 TF2SR
TF1 TF1SR
TF0 TF0SR

j 0 2 F0 F2

P4 H'FFFF E4C3
P4 H'FFFF E4A3
P4 H'FFFF E483

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

3 OVFCFj 0 R *1 オーバフロー/コンペアマッチフラグ CFj 

このフラグは動作モードによって、その値が示す状態が異なります。PWM 入

力波形計測モード時には、TFj 時間計測カウンタ C（TFjECNTC）のオーバフ

ローの状態を示します。また、回転速度/パルス計測モード時には、TFjECNTC

カウンタと TFjGRB レジスタとのコンペアマッチ発生を示します。なお、こ

のフラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはできません。 

0：TFjECNTC カウンタにオーバフローなし 

1：TFjECNTC カウンタにオーバフロー発生 

［"0"クリア条件］ 

• OVFCFj＝"1"の状態を読み出した後、OVFCFj に"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• PWM 入力波形計測モード 

TFjECNTC カウンタの値がオーバフロー（H'FFFF FF→H'0000 00） 

したとき 

• 回転速度/パルス計測モード 

TFjECNTC カウンタと TFjGRB レジスタ（下位 8 ビットにゼロ拡張した値）

が一致したとき 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

2 OVFBFj 0 R *1 オーバフローフラグ BFj 

TFj イベントカウンタ（TFjECNTB）のオーバフローまたはアンダフローの状

態を参照できます。このフラグをソフトウェアにより"1"にセットすることは

できません。 

0：TFjECNTB カウンタにオーバフロー/アンダフローなし 

1：TFjECNTB カウンタにオーバフロー/アンダフロー発生 

［"0"クリア条件］ 

• OVFBFj＝"1"の状態を読み出した後、OVFBFj に"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• TFjECNTB カウンタの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）またはアンダ

フロー（H'0000→H'FFFF）したとき 

1 OVFAFj 0 R *1 オーバフローフラグ AFj 

TFj 時間計測カウンタ A（TFjECNTA）のオーバフローの状態を参照すること

ができます。このフラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはできま

せん。 

0：TFjECNTA カウンタにオーバフローなし 

1：TFjECNTA カウンタにオーバフロー発生 

［"0"クリア条件］ 

• OVFAFj＝"1"の状態を読み出した後、OVFAFj に"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• TFjECNTA カウンタの値がオーバフロー（H'FFFF FF→H'0000 00） 

したとき 

0 ICFFj 0 R *1 インプットキャプチャフラグ Fj 

サブブロック Fj においてインプットキャプチャの検出状態を参照できます。

このフラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはできません。 

0：サブブロック Fj にインプットキャプチャの検出なし 

1：サブブロック Fj にインプットキャプチャを検出 

［"0"クリア条件］ 

• ICFFj＝"1"を読み出した後、ICFFj に"0"を書き込んだとき 

• TFj キャプチャ出力レジスタ（TFjCDR）が DMAC アクセスによって読み出

されたとき 

［"1"セット条件］ 

• サブブロック Fj でインプットキャプチャを検出したとき 

【注】 *1 フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です｡"1"の書き込みは無効です｡ 

【記号説明】 j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.6 TFj 時間計測カウンタ A（TFjECNTA） 
TFjECNTA カウンタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、入力クロックによりアップカウント

動作を行います。対応するコントロールレジスタの設定に応じて、入力クロックにクロックバス 0～5 のいず

れかを選ぶことができます。TFjECNTA カウンタと TFjECNTC カウンタの入力クロックは同一です。個別に

クロックソースを設定することはできません。 

カウンタのクリアがカウントアップのタイミングで行われる場合、TFjECNTA カウンタは"H'0000 0100"に

クリアされ、それ以外の場合では"H'0000 0000"にクリアされます。 
 

TF2 A TF2ECNTA
TF1 A TF1ECNTA
TF0 A TF0ECNTA

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TFjECNTA

TFjECNTA

P4 H'FFFF E4C4
P4 H'FFFF E4A4
P4 H'FFFF E484

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～8 TFjECNTA すべて 0 R W TFj 時間計測カウント 

アップカウンタ A 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.7 TFj イベントカウンタ（TFjECNTB） 
TFjECNTB カウンタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、入力クロックによりアップ/ダウンイ

ベントカウント動作を行います。入力クロックには、2 本の外部入力端子（TIFjA、TIFjB）が与えられ、対応

するコントロールレジスタの設定（動作モードおよびエッジセレクト）に応じて、カウント対象とする外部

入力端子およびエッジが異なります。各モードにおける入力クロックは、表 21.6 のとおりです。 

カウンタのクリアがカウントアップのタイミングで行われる場合、TFjECNTB カウンタは"H'0001"にクリア

され、それ以外の場合では"H'0000"にクリアされます。 
 

TF2 TF2ECNTB
TF1 TF1ECNTB
TF0 TF0ECNTB

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TFjECNTB

P4 H'FFFF E4C8
P4 H'FFFF E4A8
P4 H'FFFF E488

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 TFjECNTB すべて 0 R W TFj イベントカウント 

アップ/ダウンイベントカウンタ 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
 

表 21.6 タイマ F 動作モードごとのイベントカウンタ入力クロック、およびカウントエッジ 

動作モード 入力クロック カウントエッジ 

一定時間内エッジカウント TIFjA TFjCR レジスタの EGSELFj ビットで選択可 

有効エッジ入力間隔計測 TIFjA TFjCR レジスタの EGSELFj ビットで選択可 

入力"H"レベル/"L"レベル期間計測 TIFjA TFjCR レジスタの EGSELFj ビットで選択可 

（両エッジ以外） 

PWM 入力波形計測 TIFjA TFjCR レジスタの EGSELFj ビットで選択可 

（両エッジ以外） 

回転速度/パルス計測 TIFjA TFjCR レジスタの EGSELFj ビットで選択可 

（両エッジ以外） 

アップ/ダウンイベントカウント TIFjA（TIFjB のレベルでカウント方

向を指定） 

立ち上がり/立ち下がり両エッジ 

4 逓倍イベントカウント TIFjA、TIFjB 立ち上がり/立ち下がり両エッジ 
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21.14.8 TFj 時間計測カウンタ C（TFjECNTC） 
TFjECNTC カウンタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、PWM 入力波形計測および回転速度/

パルス計測モード時のみ有効になるカウンタです。その他のモードではカウント動作を行いません。また、

本カウンタは、入力クロックによりアップカウント動作を行います。対応するコントロールレジスタの設定

に応じて、入力クロックにクロックバス 0～5 のいずれかを選ぶことができます。TFjECNTA カウンタと

TFjECNTC カウンタの入力クロックは同一です。個別にクロックソースを設定することはできません。 

外部入力のタイミングや TFjECNTB カウンタのコンペアマッチをトリガとするカウント値のクリアは、

TFjECNTC カウンタのカウントクロックに同期して行われます。このとき TFjECNTC カウンタは"H'0000 

0100"にクリアされます。 
 

TF2 C TF2ECNTC
TF1 C TF1ECNTC
TF0 C TF0ECNTC

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TFjECNTC

TFjECNTC

P4 H'FFFF E4CC
P4 H'FFFF E4AC
P4 H'FFFF E48C

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～8 TFjECNTC すべて 0 R W TFj 時間計測カウント 

アップカウンタ C 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.9 TFj 汎用レジスタ A（TFjGRA） 
TFjGRA レジスタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、TFj 時間計測カウンタ A（TFjECNTA）

に対するインプットキャプチャレジスタとアウトプットコンペアレジスタの両方の機能を持っています。 

アウトプットコンペアレジスタとして機能させるとき、TFjGRA レジスタには H'0000 0000 を設定しないで

ください。H'0000 0000 を設定した場合、正しく計測が行われなくなることがありますのでご注意ください。 
 

TF2 A TF2GRA
TF1 A TF1GRA
TF0 A TF0GRA

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 01 0

TFjGRA

TFjGRA

P4 H'FFFF E4D0
P4 H'FFFF E4B0
P4 H'FFFF E490

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FF00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～8 TFjGRA すべて 1 R W TFj 汎用レジスタ A 

時間計測カウンタ A のインプットキャプチャ値またはアウトプットコンペア

値 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.10 TFj 汎用レジスタ B（TFjGRB） 
TFjGRB レジスタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、TFj イベントカウンタ（TFjECNTB）に

対するインプットキャプチャレジスタとアウトプットコンペアレジスタの両方の機能を持っています。 

アウトプットコンペアレジスタとして機能させるとき、TFjGRB レジスタには H'0000 を設定しないでくだ

さい。H'0000 を設定した場合、正しく計測が行われなくなることがありますのでご注意ください。 
 

TF2 B TF2GRB
TF1 B TF1GRB
TF0 B TF0GRB

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TFjGRB

P4 H'FFFF E4CA
P4 H'FFFF E4AA
P4 H'FFFF E48A

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 TFjGRB すべて 1 R W TFj 汎用レジスタ B 

イベントカウンタのインプットキャプチャ値またはアウトプットコンペア値

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.11 TFj 汎用レジスタ C（TFjGRC） 
TFjGRC レジスタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、TFj 時間計測カウンタ C（TFjECNTC）

に対するインプットキャプチャレジスタの機能を持っています。TFjECNTB カウンタと TFjGRB レジスタと

のコンペアマッチ（PWM 入力波形計測モード）または TIFjA 端子のエッジ入力（回転速度/パルス計測モー

ド）をトリガとして、次のTFjECNTCカウントアップタイミングで TFjECNTCのカウント値を取り込みます。 

PWM 入力波形計測および回転速度/パルス計測モード時のみ有効になるレジスタであり、その他のモード

ではキャプチャ動作を行いません。 
 

TF2 C TF2GRC
TF1 C TF1GRC
TF0 C TF0GRC

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 01 0

TFjGRC

TFjGRC

P4 H'FFFF E4D8
P4 H'FFFF E4B8
P4 H'FFFF E498

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FF00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～8 TFjGRC すべて 1 R W TFj 汎用レジスタ C 

時間計測カウンタ C のインプットキャプチャ値 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.12 TFj 汎用レジスタ D（TFjGRD） 
TFjGRD レジスタは、サブブロック F0～F2 のみに 1 個ずつ用意されています。TIFj 端子のエッジ入力をト

リガとして、次の TFjECNTC カウントアップタイミングで、TFj 時間計測カウンタ A（TFjECNTA）の値を累

積して取り込みます。 

回転速度/パルス計測モード時のみ有効になるレジスタです。その他のモードではキャプチャ動作を行いま

せん。 
 

TF2 D TF2GRD
TF1 D TF1GRD
TF0 D TF0GRD

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 01 0

TFjGRD

TFjGRD

P4 H'FFFF E4DC
P4 H'FFFF E4BC
P4 H'FFFF E49C

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FF00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～8 TFjGRD すべて 1 R W TFj 汎用レジスタ D 

時間計測カウンタ A のインプットキャプチャ値 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.13 TFj キャプチャ出力レジスタ（TFjCDR） 
TFjCDR レジスタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されています。本レジスタの読み出しを行うと、動

作モードに応じて、TFjGRA レジスタ、TFjGRB レジスタ、または TFjECNTB カウンタの値が読み出されま

す。16ビットのTFjGRBレジスタ値は、TFjCDRビットの上位 16ビットから読み出されます。このときTFjCDR

ビットの下位 8 ビットには 0 が読み出されます。 
 

TF2 TF2CDR
TF1 TF1CDR
TF0 TF0CDR

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31 16

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 01 0

TFjCDR

TFjCDR

P4 H'FFFF E4D4
P4 H'FFFF E4B4
P4 H'FFFF E494

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FF00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～8 TFjCDR H'FFFFFF R － TFj キャプチャ出力レジスタ 

動作モードに応じて、TFjGRA レジスタまたは TFjGRB レジスタに保持して

いるデータが読み出されます。各動作モードに対応するレジスタは以下のと

おりです。また、本レジスタへの書き込みは無視されます。 

一定時間内エッジカウントモード：TFjGRB レジスタ 

有効エッジ入力間隔計測モード：TFjGRA レジスタ 

入力"H"レベル期間計測モード：TFjGRA レジスタ 

入力"L"レベル期間計測モード：TFjGRA レジスタ 

PWM 入力波形計測モード：TFjGRA レジスタ 

回転速度/パルス計測モード：TFjECNTB カウンタ 

アップ/ダウンイベントカウントモード：TFjGRB レジスタ 

4 逓倍イベントカウントモード：TFjGRB レジスタ 

7～0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.14 TFj ノイズキャンセルカウンタ A（TFjNCNTA） 
TFjNCNTA カウンタは、TF ノイズキャンセラコントロールレジスタ（TFNCCR）でノイズキャンセラ機能

を有効にしたとき、外部入力端子（TIFjA）のレベル変化をトリガとして、プリスケーラから供給されるノイ

ズキャンセラ用カウントクロックでアップカウント動作を行います。 

共通制御部にある ATU-IIIS ノイズキャンセルモードレジスタ（ATNCMR）のタイマ F ノイズキャンセル

モードビット（NCMF）の設定によって、後続エッジキャンセルモード、および先行エッジキャンセルモー

ドの 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

NCEFjビットが"1"であり、TFjNCNTAカウンタがカウント停止しているとき、TIFjAの入力信号レベルが

変化すると、TFjNCNTAカウンタはアップカウント動作を開始します。カウント値がTFjノイズキャンセ

ルレジスタA（TFjNCRA）と一致すると、次のPckクロックに同期してカウント値を"H'00"にクリアして

カウント動作を停止します。 

TFjNCNTAカウンタは、ATU-IIISマスタイネーブルレジスタ（ATUENR）のTFEビットの設定にかかわら

ずカウント動作を行います。 

カウント動作開始時のレベル変化は、そのままノイズキャンセル後の信号として出力され、エッジ検出

の対象となりますが、以降カウント値がTFjNCRAレジスタと一致するまでの間、すべての入力レベルの

変化がマスクされるため、ノイズキャンセル後の信号は変化しません。 

カウント動作中にNCEFjビットがクリアされても、カウント値がTFjNCRAレジスタと一致するまでの間

はカウント動作を継続します。その間も入力信号はマスクされ続けます。 
 

• 先行エッジキャンセルモード 

NCEFjビットが"1"であり、TFjNCNTAカウンタがカウント停止しているとき、TIFjAの入力信号レベルが

変化すると、TFjNCNTAカウンタはアップカウント動作を開始します。カウント動作中に入力信号のレ

ベルが変化するか、またはカウント値がTFjノイズキャンセルレジスタA（TFjNCRA）と一致した場合に

は、次のPckクロックに同期してカウント値を"H'00"にクリアしカウント動作を停止します。 

TFjNCNTAカウンタは、ATU-IIIマスタイネーブルレジスタ（ATUENR）のTFEビットの設定にかかわら

ずカウント動作を行います。 

ノイズキャンセル後の信号は、カウント値がTFjNCRAレジスタと一致したときのみ、カウント開始時の

レベル変化にあわせて変化します。TFjNCRAレジスタと一致する前にカウント動作が停止した場合に

は、カウント開始時のレベル変化およびカウント停止時のレベル変化はマスクされるため、ノイズキャ

ンセル後の信号は変化しません。 

カウント動作中にNCEFjビットがクリアされても、コンペアマッチまたは入力信号レベルに変化がある

までの間、カウント動作は停止せず、ノイズキャンセル処理を継続します。 
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TF2 A TF2NCNTA
TF1 A TF1NCNTA
TF0 A TF0NCNTA

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TFjNCNTA

P4 H'FFFF E414
P4 H'FFFF E412
P4 H'FFFF E410

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TFjNCNTA すべて 0 R W TFj ノイズキャンセルカウント A 

8 ビットカウント値 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
 

21.14.15 TFj ノイズキャンセルカウンタ B（TFjNCNTB） 
TFjNCNTB カウンタは、アップ/ダウンイベントカウント、4 逓倍イベントカウントモード時のみ有効です。 

TF ノイズキャンセラコントロールレジスタ（TFNCCR）でノイズキャンセラ機能を有効にしたとき、外部

入力端子（TIFjB）のレベル変化をトリガとして、プリスケーラから供給されるノイズキャンセラ用カウント

クロックでアップカウント動作を行います。 

共通制御部にある ATU-IIIS ノイズキャンセルモードレジスタ（ATNCMR）のタイマ F ノイズキャンセル

モードビット（NCMF）の設定によって、後続エッジキャンセルモード、および先行エッジキャンセルモー

ドの 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

NCEFjビットが"1"でありTFjNCNTBカウンタがカウント停止しているとき、TIFjBの入力レベルが変化す

ると、TFjNCNTBカウンタはアップカウント動作を開始します。カウント値がTFjノイズキャンセルレジ

スタB（TFjNCRB）と一致すると、次のPckクロックに同期してカウント値を"H'00"にクリアしてカウン

ト動作を停止します。 

TFjNCNTBカウンタは、ATU-IIISマスタイネーブルレジスタ（ATUENR）のTFEビットの設定にかかわら

ずカウント動作を行います。 

カウント動作開始時のレベル変化は、そのままノイズキャンセル後の信号として出力されエッジ検出の

対象となりますが、以降カウント値がTFjNCRBレジスタと一致するまでの間、すべての入力レベルの変

化がマスクされるため、ノイズキャンセル後の信号は変化しません。 

カウント動作中にNCEFjビットがクリアされても、カウント値がTFjNCRBレジスタと一致するまでの間

はカウント動作を継続します。その間も入力信号はマスクされ続けます。 
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• 先行エッジキャンセルモード 

NCEFjビットが"1"であり、TFjNCNTBカウンタがカウント停止しているとき、TIFjBの入力信号レベルが

変化すると、TFjNCNTBカウンタはアップカウント動作を開始します。カウント動作中に入力信号のレ

ベルが変化するか、またはカウント値がTFjノイズキャンセルレジスタB（TFjNCRB）と一致した場合に

は、次のPckクロックに同期してカウント値を"H'00"にクリアしカウント動作を停止します。 

TFjNCNTBカウンタは、ATU-IIIマスタイネーブルレジスタ（ATUENR）のTFEビットの設定にかかわら

ずカウント動作を行います。 

ノイズキャンセル後の信号は、カウント値がTFjNCRBレジスタと一致したときのみ、カウント開始時の

レベル変化にあわせて変化します。TFjNCRBレジスタと一致する前にカウント動作が停止した場合には、

カウント開始時のレベル変化およびカウント停止時のレベル変化はマスクされるため、ノイズキャンセ

ル後の信号は変化しません。 

カウント動作中にNCEFjビットがクリアされても、コンペアマッチまたは入力信号レベルに変化がある

までの間、カウント動作は停止せずノイズキャンセル処理を継続します。 
 

TF2 B TF2NCNTB
TF1 B TF1NCNTB
TF0 B TF0NCNTB

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TFjNCNTB

P4 H'FFFF E454
P4 H'FFFF E452
P4 H'FFFF E450

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TFjNCNTB すべて 0 R W TFj ノイズキャンセルカウント B 

8 ビットカウント値 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.16 TFj ノイズキャンセルレジスタ A（TFjNCRA） 
TFjNCRA レジスタは、TFj ノイズキャンセルカウンタ A（TFjNCNTA）の上限値を設定します。H'FF 設定

で最大 0.82ms（Pck＝40MHz 時）のノイズをキャンセルできます。 

共通制御部にある ATU-IIIS ノイズキャンセルモードレジスタ（ATNCMR）のタイマ F ノイズキャンセル

モードビット（NCMF）の設定によって、後続エッジキャンセルモードおよび先行エッジキャンセルモード

の 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

TFjNCNTAカウンタのカウント動作中、後続する入力信号のレベル変化がマスクされます。TFjNCNTA

カウンタとTFjNCRAレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロッ

クに同期してTFjNCNTAカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させて入力信号のマス

ク解除を行います。 
 

• 先行エッジキャンセルモード 

TFjNCNTAカウンタのカウント動作中、ノイズキャンセラの処理待ち状態となります。TFjNCNTAカウ

ンタとTFjNCRAレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロック

に同期してTFjNCNTAカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させると同時に、ノイズ

キャンセラはノイズキャンセル後の入力信号の出力を行います。 
 

TF2 A TF2NCRA
TF1 A TF1NCRA
TF0 A TF0NCRA

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TFjNCRA

P4 H'FFFF E415
P4 H'FFFF E413
P4 H'FFFF E411

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TFjNCRA すべて 0 R W TFj ノイズキャンセルタイム A 

TIFjA ノイズキャンセル期間（8 ビットコンペア値） 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.14.17 TFj ノイズキャンセルレジスタ B（TFjNCRB） 
TFjNCRB レジスタは、TFj ノイズキャンセルカウンタ B（TFjNCNTB）の上限値を設定します。H'FF 設定

で最大 0.82ms（Pck＝40MHz 時）のノイズをキャンセルできます。アップダウンカウント、4 逓倍イベント

カウントモード時のみ有効なレジスタです。 

共通制御部にある ATU-IIIS ノイズキャンセルモードレジスタ（ATNCMR）のタイマ F ノイズキャンセル

モードビット（NCMF）の設定によって、後続エッジキャンセルモードおよび先行エッジキャンセルモード

の 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

TFjNCNTBカウンタのカウント動作中、後続する入力信号のレベル変化がマスクされます。TFjNCNTB

カウンタとTFjNCRBレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロッ

クに同期してTFjNCNTBカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させて入力信号のマス

ク解除を行います。 
 

• 先行エッジキャンセルモード 

TFjNCNTBカウンタのカウント動作中、ノイズキャンセラの処理待ち状態となります。TFjNCNTBカウン

タとTFjNCRBレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロックに同

期してTFjNCNTBカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させると同時に、ノイズキャ

ンセラはノイズキャンセル後の入力信号の出力を行います。 
 

TF2 B TF2NCRB
TF1 B TF1NCRB
TF0 B TF0NCRB

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TFjNCRB

P4 H'FFFF E455
P4 H'FFFF E453
P4 H'FFFF E451

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TFjNCRB すべて 0 R W TFj ノイズキャンセルタイム B 

TIFjB ノイズキャンセル期間（8 ビットコンペア値） 

【記号説明】j＝0～2：サブブロック F0～F2 に対応。 
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21.15 タイマ F の動作説明 

21.15.1 一定時間内エッジカウント 
TFjGRA レジスタにエッジをカウントする期間を指定すると、TFjGRB レジスタに指定期間内のエッジカウ

ント数が得られます。まったくエッジがカウントされなかった場合は 0 が得られます。カウントする期間は、

TFjECNTA カウントソースクロックの周期（TFjGRA レジスタの値）となります。このときのタイマ Fj の動

作は以下のとおりです。また動作例を図 21.14 に示します。これは、カウントソースクロックの 12 周期間に、

8 個のエッジが与えられた例です。ここでの TFjECNTA クロックと TFjECNTB クロックは、それぞれ

TFjECNTA カウンタと TFjECNTB カウンタがカウント動作やクリア動作を行うタイミングを示しています。 

一定時間内エッジカウントの動作モードのときの各レジスタの動作は、以下のとおりです。 
 

• TFjECNTA：クロックバス0～5のいずれかをカウントソースとして時間を計測します。コンペアマッチ

が検出されると、次のPckクロックに同期してカウント値をクリアします。 

• TFjECNTB：TIFjA入力より与えられた信号のエッジをカウントします。カウント対象のエッジは、立ち

上がり、立ち下がり、両エッジのいずれかを選択可能です。この例では立ち下がりエッジを

カウントします。また、同期化処理のためにTIFjAには2サイクルの遅れが生じます。

TFjECNTAカウンタのコンペアマッチの検出後、次のPckクロックに同期してカウント値を

クリアします。コンペアマッチによるカウントクリアと同時にカウント対象エッジが与え

られた場合は、カウンタクリアとエッジカウントを1サイクルの間に行ったものと見なし、

カウント値はH'0001となります。この例を図21.15に示します。 

• TFjGRA：TFjECNTAカウンタに対するコンペアマッチレジスタとして機能し、TFjECNTAカウンタのカ

ウント値がTFjGRAと一致すると、コンペアマッチを検出します。 

• TFjGRB：TFjECNTBカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TFjECNTAカウンタのコ

ンペアマッチの検出後、次のPckクロックに同期してTFjECNTBカウンタのカウント値をキャプ

チャします。 

• ICFFjフラグ：TFjECNTAカウンタのコンペアマッチの検出後、次のPckクロックに同期してICFFjフラグ

をセットします。 

• TFjECNTC、TFjGRC、TFjGRD：機能しません。 
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Pck

TFjECNTA

TFjGRA

TIFjA

TFjECNTB

ICFFj

TFjGRB

TFjECNTA 0 1 2 11 0 1

12

2

TFjECNTB 0 1 2 7 8 0 1

8

12

 

図 21.14 一定時間内エッジカウントの動作例 

Pck

TFjECNTA

TFjGRA

TIFjA

TFjECNTB

ICFFj

TFjGRB

TFjECNTA 0 1 2 11 0 1

12

2

TFjECNTB 0 1 2 8 21 3

8

12

 

図 21.15 一定時間内エッジカウントの動作例（コンペアマッチとイベントが同時） 
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21.15.2 有効エッジ入力間隔計測 
TFjGRB レジスタに対象とするエッジの数（TFjGRB レジスタの値）を指定すると、それだけのエッジをカ

ウントするのに要した時間が TFjGRA レジスタに得られます。この時間を対象とするエッジの数で割ること

によって、エッジ入力間隔の平均値を得ることができます。得られる時間は、TFjECNTA カウンタのカウン

トソースクロックの周期（TFjGRA レジスタの値）として示されます。このときのタイマ Fj の動作は次のと

おりです。また動作例を図 21.16 に示します。これは、12 個のエッジを入力するのにカウントソースクロッ

ク 13 周期を要した例です。ここでの TFjECNTA クロックと TFjECNTB クロックは、それぞれ TFjECNTA カ

ウンタと TFjECNTB カウンタがカウント動作やクリア動作を行うタイミングを示しています。 

有効エッジ入力間隔計測の動作モードのときの各レジスタの動作は、以下のとおりです。 
 

• TFjECNTA：クロックバス0～5のいずれかをカウントソースとして時間を計測します。TFjECNTBカウン

タとTFjGRBレジスタのコンペアマッチを検出すると、次のTFjECNTAクロックに同期して

カウント値をクリアします。TFjECNTAカウンタのカウントクリアはカウントアップと同じ

タイミングとなるため、クリア値はH'0000 0100となります。 

• TFjECNTB：TIFjAより与えられたエッジをカウントします。カウント対象のエッジは、立ち上がり、立

ち下がり、両エッジのいずれかを選択可能です。この例では立ち下がりエッジをカウントし

ます。また、同期化処理のためにTIFjAには2サイクルの遅れが生じます。コンペアマッチを

検出すると、次のPckクロックに同期してカウント値をクリアします。 

• TFjGRA：TFjECNTAカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TFjECNTBカウンタのコ

ンペアマッチの検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してTFjECNTAカウンタのカウント値

をキャプチャします。 

• TFjGRB：TFjECNTBカウンタに対するコンペアマッチレジスタとして機能し、TFjECNTBカウンタのカ

ウント値がTFjGRBレジスタと一致すると、コンペアマッチを検出します。 

• ICFFjフラグ：TFjECNTBカウンタのコンペアマッチの検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してICFFj

フラグをセットします。 

• TFjECNTC、TFjGRC、TFjGRD：機能しません。 
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Pck

TFjECNTA

TFjGRA

TIFjA

TFjECNTB

ICFFj

TFjGRB

TFjECNTA 1 2 3 12 113 2

TFjECNTB 0 1 111 012 2

12

13

 

図 21.16 有効エッジ入力間隔計測の動作例 

21.15.3 入力"H"レベル/"L"レベル期間計測 
TIFjA に"H"レベルまたは"L"レベルが与えられた時間を計測します。得られる時間は、TFjECNTA カウン

タのクロックソースを基準として示されます。TFjGRB レジスタには、時間を計測する範囲を、TIFjA に与え

られるパルスの数（TFjGRB レジスタの値）として指定します。このときのタイマ F の動作は次のようにな

ります。また動作例を図 21.17 に示します。これは、3 個のパルスの"H"レベル期間がカウントソースクロッ

ク 9 周期と計測された例です。ここでの TFjECNTA クロックと TFjECNTB クロックは、それぞれ TFjECNTA

カウンタと TFjECNTB カウンタが、カウント動作やクリア動作を行うタイミングを示しています。 

入力"H"レベル/"L"レベル期間計測の動作モードのときの各レジスタの動作は、以下のとおりです。 
 

• TFjECNTA：クロックバス0～5のいずれかをカウントソースとし、TIFjAをイネーブルとしてカウントアッ

プを行います。すなわち、TIFjAに"H"レベルが与えられている時間を計測します。TFjECNTB

カウンタのコンペアマッチの検出後、次のカウントソースクロックに同期してカウント値を

クリアします。コンペアマッチによるカウントクリアの際に、TIFjAに"H"レベルが与えられ

ていた場合は、カウント値はH'0000 0100となります。この例を図21.18に示します。 

• TFjECNTB：TIFjAの立ち下がりエッジをカウントします。また、同期化処理のためにTIFjAには2サイク

ルの遅れが生じます。コンペアマッチを検出すると、次のPckクロックに同期してカウント

値をクリアします。 

• TFjGRA：TFjECNTAカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TFjECNTBカウンタのコ

ンペアマッチの検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してTFjECNTAのカウント値をキャプ

チャします。 

• TFjGRB：TFjECNTBカウンタに対するコンペアマッチレジスタとして機能し、TFjECNTBカウンタのカ

ウント値がTFjGRBと一致すると、コンペアマッチを検出します。 
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• ICFFjフラグ：TFjECNTBカウンタのコンペアマッチの検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してICFFj

フラグをセットします。 

• TFjECNTC、TFjGRC、TFjGRD：機能しません。 
 

5 6 8 097 1

1 2 103

3

9

Pck

TFjECNTA

TFjGRA

TIFjA

TFjECNTB

ICFFj

TFjGRB

TFjECNTA

TFjECNTB

 

図 21.17 入力"H"レベル期間計測の動作例 
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図 21.18 入力"H"レベル期間計測の動作例（キャプチャ動作時に TIFjA が"H"レベル） 
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21.15.4 PWM 入力波形計測 
TIFjA に入力された PWM 波形のオフデューティと PWM サイクルを計測します。TIFjA に"L"または"H"レ

ベルが与えられた時間をオフデューティとして、エッジ入力の間隔を PWM サイクルとして同時に計測しま

す。得られる時間は、TFjECNTA カウンタのクロックソースを基準として示されます。TFjGRB レジスタに

は、時間を計測する範囲を TIFjA に与えられる PWM 波形の数（TFjGRB の値）として指定します。 

このときのタイマ F の動作は次のようになります。また動作例を図 21.19 に示します。これは、2 個の PWM

波形の PWM サイクルがカウントソースクロック 6 周期、オフデューティ期間（"L"期間）がカウントソース

クロック 4 周期と計測された例です。 

ここでの TFjECNTA クロックは、TFjECNTA カウンタ、TFjECNTB クロックは TFjECNTB カウンタ、

TFjECNTC クロックは TFjECNTC カウンタがカウント動作やクリア動作を行うタイミングを示しています。 

PWM 入力波形計測の動作モードのときの各レジスタの動作は、以下のとおりです。 
 

• TFjECNTA：クロックバス0～5のいずれかをカウントソースとし、TIFjAの入力レベルをイネーブルとし

てカウントアップを行います。すなわち、TIFjAに"L"レベルが与えられている時間を計測

します。TFjECNTBカウンタのコンペアマッチ検出後、次のカウントソースクロックに同期

してカウント値をクリアします。コンペアマッチによるカウントクリアの際に、TIFjAに"L"

レベルが与えられていた場合は、カウント値はH'0000 0100となります。 

• TFjECNTB：TIFjAの立ち上がりエッジをカウントします。また、同期化処理のためにTIFjAには2サイク

ルの遅れが生じます。コンペアマッチを検出すると、次のPckクロックに同期してカウント

値をクリアします。 

• TFjGRA：TFjECNTAカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TFjECNTBカウンタのコ

ンペアマッチ検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してTFjECNTAカウンタのカウント値を

キャプチャします。 

• TFjGRB：TFjECNTBカウンタに対するコンペアマッチレジスタとして機能し、TFjECNTBカウンタのカ

ウント値がTFjGRBと一致すると、コンペアマッチを検出します。 

• TFjECNTC：TFjECNTAカウンタと同じカウントソースで時間を計測します。TFjECNTBカウンタのコン

ペアマッチ検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してカウント値をクリアします。

TFjECNTCカウンタのカウントクリアは、カウントアップと同じタイミングとなるため、ク

リア値はH'0000 0100となります。 

• TFjGRC：TFjECNTCカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TFjECNTBカウンタのコ

ンペアマッチ検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してTFjECNTCカウンタのカウント値を

キャプチャします。 

• ICFFjフラグ：TFjECNTBカウンタのコンペアマッチ検出後、次のTFjECNTAクロックに同期してICFFjフ

ラグをセットします。 

• TFjGRD：機能しません。 
 

すなわち、TFjECNTB（TFjGRB）と TFjECNTA（TFjGRA）が"L"レベル期間計測モードで動作し、TFjECNTB

（TFjGRB）と TFjECNTC（TFjGRC）が有効エッジ入力間隔計測モードで動作していることになります。 
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図 21.19 PWM 入力波形期間計測の動作例 
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21.15.5 回転速度/パルス計測 
TIFjA に入力されたエッジ数およびエッジ入力時刻（タイムスタンプ）を計測し、また直前の入力エッジ

との間に現れる PWM 波形のオフデューティと PWM サイクルを計測します。 

得られる時間は、TFjECNTA カウンタのクロックソースを基準として示されます。また、TFjGRB レジス

タには、エッジ入力間隔の最大値を設定でき、エッジ入力間隔が最大値を超えた場合に割り込み要求を出力

できます。 

このときのタイマ F の動作は次のようになります。また動作例を図 21.20 に示します。 

ここでの TFjECNTA クロックは、TFjECNTA カウンタ、TFjECNTB クロックは TFjECNTB カウンタ、

TFjECNTC クロックは TFjECNTC カウンタがカウント動作やクリア動作を行うタイミングを示しています。 

回転速度/パルス計測の動作モードのときの各レジスタの動作は、以下のとおりです。 
 

• TFjECNTA：クロックバス0～5のいずれかをカウントソースとし、TIFjAの入力レベルをイネーブルとし

てカウントアップを行います。すなわち、TIFjnAに"L"レベルが与えられている時間を計測

します。TIFjAへのエッジ入力後、次のカウントソースクロックに同期してカウント値をク

リアします。カウントクリアの際に、TIFjAに"L"レベルが与えられていた場合は、カウン

ト値はH'0000 0100となります。 

• TFjECNTB：TIFjAの立ち上がりエッジをカウントします。また、同期化処理のためにTIFjAには2サイク

ルの遅れが生じます。 

• TFjGRA：TFjECNTAカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TIFjAへのエッジ入力後、

次のTFjECNTAクロックに同期してTFjECNTAカウンタのカウント値をキャプチャします。 

• TFjGRB：TFjECNTCカウンタに対するコンペアマッチレジスタとして機能します。TFjECNTCカウンタ

のカウント値と、TFjGRBレジスタの下位8ビットをゼロ拡張した値が一致すると、コンペア

マッチを検出しOVFCFjフラグを"1"にセットします。 

• TFjECNTC：TFjECNTAカウンタと同じカウントソースで時間を計測します。TIFjAへのエッジ入力後、

次のTFjECNTAクロックに同期してカウント値をクリアします。TFjECNTCカウンタのカウ

ントクリアは、カウントアップと同じタイミングとなるため、クリア値はH'0000 0100とな

ります。 

• TFjGRC：TFjECNTCカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TIFjAへのエッジ入力後、

次のTFjECNTAクロックに同期してTFjECNTCカウンタのカウント値をキャプチャします。 

• TFjGRD：TFjECNTCカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TIFjAへのエッジ入力後、

次のTFjECNTAクロックに同期して、TFjECNTCカウンタのカウント値をTFjGRDレジスタの値

に累算してキャプチャします。加算する値は、クリア前のTFjECNTCの値となります。 

• ICFFjフラグ：TIFjAへのエッジ入力後、次のTFjECNTAクロックに同期してICFFjフラグをセットします。 

• OVFCFjフラグ：TFjECNTCカウンタとTFjGRBレジスタの下位8ビットをゼロ拡張した値が一致した次の

Pckクロックに同期してOVFCFjフラグをセットします。 
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ICFFj フラグの"1"セット時に、TFjECNTB カウンタ、TFjGRA、TFjGRC、TFjGRD レジスタを読み出すこ

とで、それぞれからエッジ数、オフデューティサイクル、PWM サイクル、およびエッジ入力時刻を得ること

ができます。 

TFjGRA、TFjGRC、TFjGRD レジスタのキャプチャタイミングは、TFjECNTA カウンタのカウントクロッ

クに同期します。TIFj へのエッジ入力周期が、TFjECNTA カウンタのカウントクロック周期よりも短くなる

と正しく計測できませんので、ご注意ください。 

TFjGRB

2 021 0 13 20

3 2

1

1 232143213

TFjGRC

2

2 31 4

OVCFj

42

TFjGRD 9

3

12

3

52

TFjECNTC

TFjECNTC

Pck

TFjECNTA

TFjGRA

TIFjA

TFjECNTB

ICFFj

TFjECNTA

TFjECNTB

1 TFjECNTC 256

 

図 21.20 回転速度/パルス計測の動作例 
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21.15.6 アップ/ダウンイベントカウント 
2 本の外部入力端子（TIFjA、TIFjB）のうち、TIFjA をカウントソースとしてカウント動作を行い、TIFjB

でアップカウント、ダウンカウントを切り替えます。また、TFjGRA レジスタにカウントする期間を指定す

ると、TFjGRB レジスタに指定期間後のカウント値が得られます。カウントする期間は、TFjECNTA カウン

トソースクロックの周期（TFjGRA の値）となります。このときのタイマ F の動作は次のようになります。

また図 21.21 に動作例を示します。ここでの TFjECNTA クロックと TFjECNTB クロックは、それぞれ

TFjECNTA カウンタと TFjECNTB カウンタがカウント動作やクリア動作を行うタイミングを示しています。 

アップ/ダウンイベントカウントの動作モードのときの各レジスタ動作は、以下のとおりです。 
 

• TFjECNTA：クロックバス0～5のいずれかをカウントソースとして時間を計測します。コンペアマッチ

が検出されると、次のPckクロックに同期してカウント値をクリアします。 

• TFjECNTB：TIFjAの立ち上がり/立ち下がりエッジの両エッジでアップ/ダウンカウント動作を行います。

カウントの方向は、TIFjBの入力レベルにより決定されます（表21.7を参照）。また、同期

化処理のためにTIFjA、TIFjBには2サイクルの遅れが生じます。 

• TFjGRA：TFjECNTAカウンタに対するコンペアマッチレジスタとして機能し、TFjECNTAカウンタのカ

ウント値がTFjGRAレジスタと一致すると、コンペアマッチを検出します。 

• TFjGRB：TFjECNTBカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TFjECNTAカウンタのコ

ンペアマッチ検出後、次のPckクロックに同期してTFjECNTBカウンタのカウント値をキャプ

チャします。 

• ICFFjフラグ：TFjECNTAカウンタのコンペアマッチ検出後、次のPckクロックに同期してICFFjフラグを

セットします。 

• TFjECNTC、TFjGRC、TFjGRD：機能しません。 
 

表 21.7 アップ/ダウンイベントカウントモード時のカウント方向 

カウント方向 入力 

アップカウント ダウンカウント 

TIFjA 
    

TIFjB "L"レベル "H"レベル 
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図 21.21 アップ/ダウンイベントカウントの動作例 

21.15.7 4 逓倍イベントカウント 
2 本の外部入力端子（TIFjA、TIFjB）をカウントソースとしてカウント動作を行い、その 2 本の入力状態に

よってアップカウント、ダウンカウントを切り替えます。また、TFjGRA レジスタにカウントする期間を指

定すると TFjGRB レジスタに指定期間後のカウント値が得られます。カウントする期間は、TFjECNTA カウ

ントソースクロックの周期（TFjGRA レジスタの値）となります。 

このときのタイマ F の動作は次のようになります。また動作例を図 21.22 に示します。ここでの TFjECNTA

クロックと TFjECNTB クロックは、それぞれ TFjECNTA カウンタと TFjECNTB カウンタが、カウント動作

やクリア動作を行うタイミングを示しています。 

4 逓倍イベントカウントの動作モードのときの各レジスタの動作は、以下のとおりです。 
 

• TFjECNTA：クロックバス0～5のいずれかをカウントソースとして時間を計測します。コンペアマッチ

が検出されると、次のPckクロックに同期してカウント値をクリアします。 

• TFjECNTB：TIFjA、TIFjBそれぞれの立ち上がり/立ち下がりエッジの両エッジでアップ/ダウンカウント

動作を行います。カウントの方向は、他方の信号の入力レベルにより決定されます（表21.18

を参照してください）。また、同期化処理のためにTIFjA、TIFjBには2サイクルの遅れが生

じます。 

• TFjGRA：TFjECNTAカウンタに対するコンペアマッチレジスタとして機能し、TFjECNTAカウンタのカ

ウント値がTFjGRAレジスタと一致すると、コンペアマッチを検出します。 

• TFjGRB：TFjECNTBカウンタに対するキャプチャレジスタとして機能します。TFjECNTAカウンタのコ

ンペアマッチ検出後、次のPckクロックに同期してTFjECNTBカウンタのカウント値をキャプ

チャします。 
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• ICFFjフラグ：TFjECNTAカウンタのコンペアマッチ検出後、次のPckクロックに同期してICFFjフラグを

セットします。 

• TFjECNTC、TFjGRC、TFjGRD：機能しません。 
 

表 21.18 4 逓倍イベントカウントモード時のカウント方向 

カウント方向 入力 

アップカウント ダウンカウント 

TIFjA "H"レベル 
 

"L"レベル
 

"H"レベル
 

"L"レベル 
 

TIFjB 
 

"H"レベル 
 

"L"レベル
 

"L"レベル 
 

"H"レベル

【注】・ TIFjA と TIFjB のエッジ入力を同時に検出した場合の動作は保証されません。TIFjA と TIFjB のエッジ入力間隔は、必

ず 1.5 サイクル（Pck クロック）以上となるようにしてください。 
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7FFC 7FFD 7FFE 7FFF 8000 8001 8000 7FFF 7FFE

8000

4
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図 21.22 4 逓倍イベントカウントの動作例 
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21.15.8 オーバフロー/アンダフロー 
カウンタクリア処理以外でカウント値が H'FFFF FF00（TFjECNTA、TFjECNTC）→H'0000 0000（TFjECNTA、

TFjECNTC）または H'FFFF（TFjECNTB）→H'0000（TFjECNTB）となった場合にオーバフローを検出します。

この場合、カウント値が H'0000 0000（または H'0000）になると同時にフラグをセットします。TFjECNTA カ

ウンタでオーバフローを検出した場合は OVFAFj を、TFjECNTB カウンタのときは OVFBFj を、TFjECNTC

のときは OVFCFj をセットします。 

また、カウント値が H'0000（TFjECNTB）→H'FFFF（TFjECNTB）となった場合にアンダフローを検出し

ます。この場合、カウント値が H'FFFF となると同時にフラグをセットします。アンダフローは TFjECNTB

カウンタでのみ発生し、OVFBFj をセットします。 
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21.16 タイマ G の概要 
タイマ G は、同一の機能を持つ 6 個のサブブロックによって構成されます。 

サブブロックは、入力クロックをカウントし、所定の時間が経過すると Pck クロックで 1 サイクル期間の

負論理パルス信号を生成します。生成した信号は、A/D 変換器の起動/割り込みトリガとして使用することが

できます。また、パルス信号とは別に割り込み要求も出力することができ、DMAC に DMA 転送の起動を要

求することも可能です。なお、カウンタの入力クロックは、クロックバス上の 5 本のクロックから選択でき

ます。 
 

21.16.1 ブロック図 
タイマ G のサブブロックは、1 本の 16 ビットの TGk カウンタ（TGkCNT）と、1 本の TGk コンペアマッ

チレジスタ（TGkOCR）、制御部などで構成されています。 

図 21.23 に、タイマ G のブロック図を示します。 

0
1
2
3
5

CMIGk

TGk
TGk

TGkCNT

TGkCNT

TGkOCR

TGkOCR
k            0 5

CLK

 

図 21.23 タイマ G のブロック図 

21.16.2 割り込み 
タイマ G の割り込みは、CMIG0～5 の 6 本あります。サブクロックでコンペアマッチが検出されると、割

り込み要求は出力されます。この要求は、DMAC または INTC が受け取り、それぞれの設定に従って所定の

処理を行います。 
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21.17 タイマ G のレジスタの説明 

21.17.1 TG スタートレジスタ（TGSTR） 
TGSTR レジスタは、タイマ G の各サブブロックを動作させるか停止させるかを指定します。ただし、STRGk

ビットを"1"にセットしても、ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の TGE ビットがイネーブル

に設定されていなければカウント動作は行われません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
STRG

2
STRG

1
STRG

0
STRG

4
STRG

3
STRG

5

TG TGSTR P4 H'FFFF E501

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 STRG5 0 R W 

4 STRG4 0 R W 

3 STRG3 0 R W 

2 STRG2 0 R W 

1 STRG1 0 R W 

0 STRG0 0 R W 

カウンタ G スタートビット 

サブブロックの TGk カウンタ（TGkCNT）を動作させるか停止させるかを

設定します。 

STRGk ビットを"0"にクリアした場合、TGkCNT カウンタは動作を停止しま

す。停止時はカウンタ値をそのまま保持し、再度本ビットを"1"にセットし

た場合には、その値から動作を再開します。ただし、本ビットを"1"にセッ

トしても、ATUENR レジスタの TGE ビットが"1"にセットされていなければ

カウント動作は開始されません。 

0：TGkCNT カウンタのカウント動作を停止 

1：TGkCNT カウンタのカウント動作を許可 

【注】・プリスケーラは、カウンタ G スタートビットの設定に関係なく動

作しており、上記カウンタの動作開始時にも初期化は行われませ

ん。したがって、起動から実際に上記カウンタがカウント動作を開

始するまでの時間には、選択されたカウントソースの周期（分解能）

以下のハードウェア的な不確定さが伴います。 

【記号説明】k＝0～5：サブブロック G0～G5 に対応。 
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21.17.2 TGk コントロールレジスタ（TGkCR） 
TGkCR レジスタは、タイマ G の各サブブロックの動作モードを指定します。 

 

CMPO
EGk

CM
EGkCKSELGk

k 0 5 G0 G5

TG5 TG5CR P4 H'FFFF E5D0
TG4 TG4CR P4 H'FFFF E5C0
TG3 TG3CR P4 H'FFFF E5B0
TG2 TG2CR P4 H'FFFF E5A0
TG1 TG1CR P4 H'FFFF E590
TG0 TG0CR P4 H'FFFF E580

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 CKSELGk 000 R W クロックセレクトビット Gk 

サブブロックの TGk カウンタ（TGkCNT）のクロックソースとしてクロッ

クバス 0～3、5 のいずれかを選択します。クロックバス 0～3 はプリスケー

ラ 0～3 の出力する分周クロックに対応し、クロックバス 5 は外部クロック

入力 B（TCLKB）が対応します。カウントクロックの選択は、タイマ G の

動作が停止している状態で行ってください。 

000：クロックバス 0 を選択（プリスケーラ 0） 

001：クロックバス 1 を選択（プリスケーラ 1） 

010：クロックバス 2 を選択（プリスケーラ 2） 

011：クロックバス 3 を選択（プリスケーラ 3） 

100：設定禁止 

101：クロックバス 5 を選択（TCLKB） 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】・外部クロック入力のエッジ検出は、クロックバスへの出力前に行わ

れます。外部クロック入力 B を使用する場合には、ATU-IIIS クロッ

クバスコントロールレジスタ（ATCBCNT）の CB5EG ビットで検

出エッジを設定してください。 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 CMPOEGk 0 R W パルス出力イネーブルビット Gk 

サブブロックの TGk カウンタ（TGkCNT）と TGk コンペマッチレジスタ

（TGkOCR）の値が一致したときに、コンペアマッチパルスを外部へ出力す

るかどうかを設定します。 

0：TGkCNT カウンタと TGkOCR レジスタのコンペアマッチで 

パルス出力しない 

1：TGkCNT カウンタと TGkOCR レジスタのコンペアマッチで 

パルス出力する 

0 CMEGk 0 R W コンペアマッチインタラプトイネーブルビット Gk 

本フラグにより、サブブロックにおける TGk ステータスレジスタ（TGkSR）

のコンペアマッチフラグ Gk（CMFGk）に対応する割り込みの許可/禁止を指

定します。 

0：CMFGk による割り込みを禁止 

1：CMFGk による割り込みを許可 

【記号説明】k＝0～5：サブブロック G0～G5 に対応。 
 

21.17.3 TGk ステータスレジスタ（TGkSR） 
TGkSR レジスタは、TGk カウンタのオーバフローの発生、コンペアマッチの発生を示します。 

これらのフラグは割り込み要因であり、TGk コントロールレジスタ（TGkCR）の対応するビットにより割

り込みが許可されていれば、CPU に割り込みまたは DMAC に DMA 転送の起動を要求します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
OVF
Gk

CMF
Gk

TG4 TG4SR
TG5 TG5SR

TG3 TG3SR
TG2 TG2SR
TG1 TG1SR
TG0 TG0SR

k 0 5 G0 G5

P4 H'FFFF E5D1
P4 H'FFFF E5C1
P4 H'FFFF E5B1
P4 H'FFFF E5A1
P4 H'FFFF E591
P4 H'FFFF E581

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 OVFGk 0 R *1 オーバフローフラグ Gk 

本フラグにより、TGk カウンタ（TGkCNT）のオーバフローの状態を参照で

きます。本フラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはできません。

また、このフラグに対応した割り込みはありません。 

0：TGkCNT カウンタにオーバフローなし 

1：TGkCNT カウンタにオーバフロー発生 

［"0"クリア条件］ 

• OVFGk＝"1"の状態を読み出した後、OVFGk に"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• TGkCNT カウンタの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

0 CMFGk 0 R *1 コンペアマッチフラグ Gk 

本フラグにより、サブブロック Gk においてコンペアマッチの検出状態を参

照できます。このフラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはでき

ません。タイマコントロールレジスタの CMEGk ビットがセットされている

場合、本フラグがセットされるとコンペアマッチ割り込みが出力されます。

0：サブブロック Gk にコンペアマッチの検出なし 

1：サブブロック Gk にコンペアマッチを検出 

［"0"クリア条件］ 

• CMFGk＝"1"の状態を読み出した後、CMFGk に"0"を書き込んだとき 

• コンペアマッチ割り込みによる DMA 転送要求が DMAC によって受け付

けられたとき 

［"1"セット条件］ 

• サブブロック Gk でコンペアマッチを検出したとき 

【注】 *1 フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です。"1"の書き込みは無効です。 

【記号説明】k＝0～5：サブブロック G0～G5 に対応。  
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21.17.4 TGk カウンタ（TGkCNT） 
TGkCNT カウンタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、入力クロックによりアップカウント動

作を行います。対応するコントロールレジスタの設定に応じて、入力クロックにクロックバス 0～5 のいずれ

かを選ぶことができます。 

カウンタ値は TGk コンペアマッチレジスタ（TGkOCR）と比較されています。値が一致すると、次の Pck

クロックでコンペアマッチフラグ G（CMFG）がセットされ、カウンタ値は"H'0000"にクリアされます。ただ

し、コンペアマッチによるカウンタのクリアとカウントアップのタイミングが一致する場合のみ、TGkCNT

カウンタは"H'0001"にクリアされます。これは、TGkCNT カウンタが Pck の 1 分周クロックでカウントする

場合にのみ起こります。 
 

TG5 TG5CNT
TG4 TG4CNT
TG3 TG3CNT
TG2 TG2CNT
TG1 TG1CNT
TG0 TG0CNT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TGkCNT

P4 H'FFFF E5D4
P4 H'FFFF E5C4
P4 H'FFFF E5B4
P4 H'FFFF E5A4
P4 H'FFFF E594
P4 H'FFFF E584

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 TGkCNT すべて 0 R W TGk タイマカウンタ 

アップカウンタ 

【記号説明】k＝0～5：サブブロック G0～G5 に対応。 
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21.17.5 TGk コンペアマッチレジスタ（TGkOCR） 
TGkOCR レジスタは、各サブブロックに 1 個ずつ用意されており、TGk カウンタ（TGkCNT）に対するア

ウトプットコンペアレジスタの機能を持っています。 

TGkOCRレジスタにはH'0000を設定しないでください。H'0000を設定した場合、不正な周期でコンペアマッ

チが発生することになりますのでご注意ください。 
 

TG5 TG5OCR
TG4 TG4OCR
TG3 TG3OCR
TG2 TG2OCR
TG1 TG1OCR
TG0 TG0OCR

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TGkOCR

P4 H'FFFF E5D6
P4 H'FFFF E5C6
P4 H'FFFF E5B6
P4 H'FFFF E5A6
P4 H'FFFF E596
P4 H'FFFF E586

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 TGkOCR すべて 1 R W TGk コンペアマッチ 

コンペアマッチ値を指定します。 

【記号説明】k＝0～5：サブブロック G0～G5 に対応。 
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21.18 タイマ G の動作説明 
TGkOCR レジスタに時間を指定すると、指定した時間経過後に Pck クロックの 1 サイクル期間の負論理パ

ルスを得ることができます。出力信号の初期値は 1 です。カウントする期間は、TGkCNT カウンタのクロッ

クソースを基準として指定します。 

TGk コントロールレジスタ（TGkCR）のコンペアマッチパルス出力イネーブルビット（CMPOEG）の設定

により、生成した信号を A/D 変換器に出力することができ、A/D 起動/割り込みトリガとして使用できます。 

また、コンペアマッチ時は、TGk ステータスレジスタ（TGkSR）のコンペアマッチフラグ（CMFG）がセッ

トされ、TGkCR レジスタのコンペアマッチインタラプトイネーブルビット（CMEG）の設定により、DMAC

および CPU に対して、それぞれ DMA 起動、割り込みを要求できます。 

図 21.24 にカウント動作とコンペアマッチ動作の例を示します。ここで TGkCNT クロックは、TGkCNT カ

ウンタがカウント動作やクリア動作を行うタイミングを示した仮想的な信号です。 

Pck

TGkCNT

TGkOCR

TGkCNT

CMFG

4 5 0 5 01 2 3 4 1 2

H'0005

3

 

図 21.24 カウント動作とコンペアマッチ動作の例 
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21.19 タイマ TOU の概要 
タイマ TOU（Timer Output Unification）は 40 チャネル（8 チャネル×5 系統）の出力系 24 ビットタイマで

構成されます。タイマ TOU の各チャネルはソフトウェアによるモード切り替えにより、以下のモードから 1

つを選択できます。 

＜補正機能なし出力モード＞ 

• PWM出力モード 

• ワンショットPWM出力モード 

• ワンショット出力モード 

• 連続出力モード 
 

表 21.19 にタイマ TOU の仕様を示します。 
 

表 21.19 タイマ TOU（出力系 24 ビットタイマ）の仕様 

項目 仕   様 

チャネル数 8 チャネル×5 系統 

カウンタ 24 ビットダウンカウンタ 

（PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時は、16 ビットダウンカウンタ） 

リロードレジスタ 24 ビットリロードレジスタ 

（PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時は、16 ビットリロードレジスタ） 

タイマの起動 • TOU0_7 アンダフロー 

• TOU1_7 アンダフロー 

• TOU2_7 アンダフロー 

• TOU3_7 アンダフロー 

• TOU4_7 アンダフロー 

• タイマ A チャネル 2 のインプットキャプチャ 

• タイマ A チャネル 3 のインプットキャプチャ 

• タイマ A チャネル 4 のインプットキャプチャ 

• タイマ G チャネル 5 のコンペアマッチ 

• TOUn_m-1（TOUn_0 以外） 

• PDAC イベント出力信号 A～D 

動作モード ＜補正機能なし出力モード＞ 

• PWM 出力モード 

• ワンショット PWM 出力モード 

• ワンショット出力モード 

• 連続出力モード 

割り込み要求発生 カウンタのアンダフローで発生可能 

DMA 転送要求発生 カウンタのアンダフローで発生可能 
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21.19.1 ブロック図 
図 21.25 に、タイマ TOU のブロック図を示します。 

n_0

n_0

n_0

n_1

n_1

n_1

n_6

n_6

n_6

n_7

n_7

n_7

TOUn

0
1
2
3
5

n=0 4

*1 PWMOFF PWMOFF0 PWMOFF1 PWMOFF3 PWMOFF4
PWMOFF2

udfclk

CH0

udf

CH1

udf

CH6

udf

CH7

.

.

.

.

.

.

PWMOFFn*
1

 

図 21.25 タイマ TOU（出力系 24 ビットタイマ）のブロック図 
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21.19.2 タイマ TOU 各モードの概要 
以下にタイマ TOU の各モードの概要を示します。なおタイマ TOU 各チャネルのモードは、この中から 1

つだけを選択できます。 
 

（1） PWM 出力モード（補正機能なし） 

PWM出力モードは、2つのリロードレジスタを使って、任意のデューティ比の波形を発生するモードです。

PWM 出力モード時は、16 ビットタイマとして動作します。 

リロード 0 レジスタと、リロード 1 レジスタに初期値を設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、

カウントクロックに同期してリロード 0 レジスタの値をカウンタにロードし、ダウンカウントを開始します。

1 回目のカウンタアンダフローのサイクルで、リロード 1 レジスタの内容をカウンタにロードし、以後アン

ダフロー発生ごとに、リロード 0 レジスタとリロード 1 レジスタのリロードを交互に繰り返します。リロー

ド 0 レジスタの設定値＋1、リロード 1 レジスタの設定値＋1 が、それぞれカウント値として有効です。 

タイマの停止は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みを行うと同時に行われます（PWM

出力周期には同期しません）。 

PWM 出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時と偶数回目のアンダフロー発生時に TOUn 出力コント

ロールレジスタの反転値を、奇数回目のアンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの値を出

力します。 

また、カウント開始後の偶数回目のアンダフローで割り込み要求および DMA 転送要求を発生できます。 
 

（2） ワンショット PWM 出力モード（補正機能なし） 

ワンショット PWM 出力モードは、2 つのリロードレジスタを使って、任意のデューティ比の波形を 1 回だ

け発生するモードです。ワンショット PWM 出力モード時は、16 ビットタイマとして動作します。 

リロード 0 レジスタと、リロード 1 レジスタに初期値を設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、

カウントクロックに同期してリロード 0 レジスタの値をカウンタにロードし、ダウンカウントを開始します。

1 回目のカウンタアンダフローのサイクルで、リロード 1 レジスタの内容をカウンタにロードし、2 回目のカ

ウンタアンダフローによりカウントを停止します。リロード 0 レジスタの設定値＋1、リロード 1 レジスタの

設定値＋1 が、それぞれカウント値として有効です。 

ソフトウェアによるタイマの停止は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みを行うと同時

に行われます（PWM 出力周期には同期しません）。 

ワンショット PWM 出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時と 2 回目のアンダフロー発生時に TOUn

出力コントロールレジスタの値を、1 回目のアンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの反

転値を出力します（PWM 出力モードと異なり、カウント開始時、F/F 出力は反転しません）。 

また、1 回目と 2 回目のカウンタアンダフロー時に、それぞれ割り込み要求、および DMA 転送要求を発生

できます。ただし、1 回目の割り込み要求、および DMA 転送要求の発生は、ソフトウェアにて許可/禁止の

選択が可能です。 
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（3） ワンショット出力モード（補正機能なし） 

ワンショット出力モードは、リロードレジスタの設定値＋1 の幅のパルスを 1 回だけ発生して停止するモー

ドです。 

リロードレジスタ設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、カウントクロックに同期してリロード

レジスタの内容をカウンタにロードし、カウントを開始します。カウンタはダウンカウントを行い、アンダ

フローで停止します。 

ワンショット出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時に TOUn 出力コントロールレジスタの反転値

を、アンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの値を出力し、リロードレジスタ設定値＋1

のワンショットパルス波形が 1 回だけ発生します。 

また、カウンタアンダフロー時には、割り込み要求、および DMA 転送要求を発生できます。 
 

（4） 連続出力モード（補正機能なし） 

連続出力モードは、カウンタの設定値からダウンカウントを行い、カウンタのアンダフローでリロードレ

ジスタの値をロードします。以後カウンタのアンダフローごとにこの動作を繰り返し、リロードレジスタ設

定値＋1 の反転する連続的なパルスを発生します。 

カウンタとリロードレジスタの設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、カウントクロックに同期

してカウンタ設定値からダウンカウントを開始し、アンダフローを発生します。 

このアンダフローのサイクルでリロードレジスタの内容をカウンタにロードし、再度カウントを行います。

以後アンダフロー発生ごとにこの動作を繰り返します。カウンタを停止する場合は、カウントイネーブルビッ

トへのカウント禁止書き込みを行うと同時に行われます。 

連続出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時と偶数回目のアンダフロー発生時に TOUn 出力コント

ロールレジスタの反転値を、奇数回目のアンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの値を出

力し、カウント停止まで連続的なパルス波形を出力します。 

また、カウンタアンダフローごとに、割り込み要求、および DMA 転送要求を発生できます。 
 

＜カウントクロック分のディレイ＞ 

• タイマ動作はカウントクロックに同期しているため、カウントイネーブルビット書き込みからタイマ動

作開始までに最大で1カウントクロック分のディレイが発生します。カウント開始時にF/F出力が反転す

る動作モードの場合は、F/F出力もカウントクロックに同期して反転します。 
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図 21.26 カウントクロック分のディレイ 
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21.20 タイマ TOU のレジスタの説明 

21.20.1 TOUn コントロールレジスタ（TOnCR） 
TOnCR レジスタは、カウントクロックの選択および短絡防止機能の有効/無効の設定を行います。 

【注】・TOnCR レジスタの設定、変更は必ず ATUENR レジスタの TTE ビット＝"0"かつ該当する TOnCENR レジスタ

の TCENTnm ビット＝"0"のときにしてください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
SHEN

TnCKSELTn

TOU4 TO4CR P4 H'FFFF EA00
TOU3 TO3CR P4 H'FFFF E900
TOU2 TO2CR P4 H'FFFF E800
TOU1 TO1CR P4 H'FFFF E700
TOU0 TO0CR P4 H'FFFF E600

n 0 4  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 
R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6～4 CKSELTn 000 R W クロックセレクトビット TOUn 

カウントクロックとしてクロックバス 0～3、5 のいずれかを選択します。ク

ロックバス 0～3 はプリスケーラ 0～3 の出力する分周クロックに対応し、ク

ロックバス 5 には外部クロック入力 B（TCLKB）が出力されます。カウント

クロックの選択は、TOUn の動作が停止している状態で行ってください。 

000：クロックバス 0 を選択（プリスケーラ 0） 

001：クロックバス 1 を選択（プリスケーラ 1） 

010：クロックバス 2 を選択（プリスケーラ 2） 

011：クロックバス 3 を選択（プリスケーラ 3） 

100：設定禁止 

101：クロックバス 5 を選択（TCLKB） 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】・外部クロック入力のエッジ検出は、クロックバスへの出力前に行わ

れます。外部クロック入力 B を使用する場合には、ATU-IIIS クロッ

クバスコントロールレジスタ（ATCBCNT）の CB5EG ビットで検

出エッジを設定してください。 

3～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 SHENTn 0 R W 短絡防止機能許可ビット TOUn 

0：短絡防止機能無効 

1：短絡防止機能有効 
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21.20.2 TOUn タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TOnIER） 
TOnIER レジスタは、アンダフロー割り込み要求の許可/禁止を設定するためのレジスタです。割り込み許

可時には"1"を、割り込み禁止時には"0"を設定します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
UDE
Tn2

UDE
Tn1

UDE
Tn0

UDE
Tn4

UDE
Tn3

UDE
Tn6

UDE
Tn5

UDE
Tn7

TOU4 TO4IER P4 H'FFFF EA01
TOU3 TO3IER P4 H'FFFF E901
TOU2 TO2IER P4 H'FFFF E801
TOU1 TO1IER P4 H'FFFF E701
TOU0 TO0IER P4 H'FFFF E601

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 UDETn7 0 R W

6 UDETn6 0 R W

5 UDETn5 0 R W

4 UDETn4 0 R W

3 UDETn3 0 R W

2 UDETn2 0 R W

1 UDETn1 0 R W

0 UDETn0 0 R W

アンダフローインタラプトイネーブル TOUn_0～7 

TOUn ステータスレジスタ（TOnSR）のアンダフローフラグ TOUn_0～7

（UDFTn0～7）が"1"にセットされているとき、UDFTn0～7 による割り込

み要求の出力を許可または禁止します。 

0：アンダフロー割り込み要求 TOUn_0～7 の出力を禁止する 

1：アンダフロー割り込み要求 TOUn_0～7 の出力を許可する 

【記号説明】n＝0～4 
 



21. アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS）  

Rev.1.10 2011.09.16  21-104   

R01UH0030JJ0110  

21.20.3 TOUn 出力コントロールレジスタ（TOnOUCR） 
TOnOUCR レジスタは、TOUn の各 F/F（フリップフロップ）出力信号（TOn0～7）の初期値の設定を行い

ます。このレジスタに書き込みを行うと、TOUn フリップフロップ出力データレジスタ（TOnFFDR）にも同

時に同じ値が書き込まれます。ただし、TOnOUCR レジスタは、TOnFFPR レジスタの設定が書き込み許可の

場合のみ操作できます（図 21.43 参照）。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
IOC
Tn2

IOC
Tn1

IOC
Tn0

IOC
Tn4

IOC
Tn3

IOC
Tn6

IOC
Tn5

IOC
Tn7

TOU4 TO4OUCR P4 H'FFFF EA02
TOU3 TO3OUCR P4 H'FFFF E902
TOU2 TO2OUCR P4 H'FFFF E802
TOU1 TO1OUCR P4 H'FFFF E702
TOU0 TO0OUCR P4 H'FFFF E602

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 IOCTn7 0 R W 

6 IOCTn6 0 R W 

5 IOCTn5 0 R W 

4 IOCTn4 0 R W 

3 IOCTn3 0 R W 

2 IOCTn2 0 R W 

1 IOCTn1 0 R W 

0 IOCTn0 0 R W 

出力コントロール TOUn_0～7 

TOUn の F/F 出力信号の初期値の設定を行います。 

0：TOUn の F/F 出力信号（TOn0～7）の初期値を"L"レベルに設定する 

1：TOUn の F/F 出力信号（TOn0～7）の初期値を"H"レベルに設定する 

【記号説明】n＝0～4 
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21.20.4 TOUn ステータスレジスタ（TOnSR） 
TOnSR レジスタの各ビットは、割り込み要求を判別するためのステータスビットで、割り込み要求が発生

するとハードウェア的にセットされ、ソフトウェア的にセットすることはできません。ステータスビットは、

フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です。なお、TOnIER レジスタの

各ビットの影響を受けず動作しますので、周辺機能の動作確認用にも使用できます。割り込み処理実行時に

は、割り込み処理を行ったステータスビットのみクリアしてください。割り込み処理を行っていないステー

タスビットをクリアすると未実行の割り込み要求もクリアされます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
UDF
Tn2

UDF
Tn1

UDF
Tn0

UDF
Tn4

UDF
Tn3

UDF
Tn6

UDF
Tn5

UDF
Tn7

TOU4 TO4SR P4 H'FFFF EA03
TOU3 TO3SR P4 H'FFFF E903
TOU2 TO2SR P4 H'FFFF E803
TOU1 TO1SR P4 H'FFFF E703
TOU0 TO0SR P4 H'FFFF E603

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 UDFTn7 0 R *1 

6 UDFTn6 0 R *1 

5 UDFTn5 0 R *1 

4 UDFTn4 0 R *1 

3 UDFTn3 0 R *1 

2 UDFTn2 0 R *1 

1 UDFTn1 0 R *1 

0 UDFTn0 0 R *1 

アンダフローフラグ TOUn_0～7 
TOUnm カウンタ（TOnmCNT）のアンダフローの発生を示すステータスフラグ

です。本フラグの読み出し値が"1"であるとき、TOnmCNT カウンタでアンダフ

ローが発生したことが分かります。 
本フラグをソフトウェアにより"1"にセットすることはできません。 
フラグのクリアは、UDFTn0～7 が"1"の状態でフラグを読み出した後に"0"を書

き込むことで行います。"1"を読み出さずに"0"を書き込んだ場合、その書き込み

は無視されます。 
0：アンダフロー割り込み要求なし 
1：アンダフロー割り込み要求あり 

［"0"クリア条件］ 
• UDFTn0～7＝1 の状態を読み出した後、UDFTn0～7 に 0 を書き込んだとき

• フラグに対応するアンダフロー割り込みによる DMA 転送要求が DMAC に

よって受け付けられたとき 
［"1"セット条件］ 
• TOnmCNT カウンタの値がアンダフロー（H'00000000→H'FFFFFFFF）した

とき 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1 を読み出した後に 0 を書き込むことのみ可能です。1 の書き込みは無効です。 

【記号説明】n＝0～4 
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21.20.5 TOUn カウントイネーブルプロテクトレジスタ（TOnCEPR） 
TOnCEPR レジスタは、「21.20.6 TOUn カウントイネーブルレジスタ（TOnCENR）」に示すカウントイ

ネーブルビットの書き換えの禁止/許可を制御するレジスタです。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TCEP
Tn2

TCEP
Tn1

TCEP
Tn0

TCEP
Tn4

TCEP
Tn3

TCEP
Tn6

TCEP
Tn5

TCEP
Tn7

TOU4 TO4CEPR P4 H'FFFF EA04
TOU3 TO3CEPR P4 H'FFFF E904
TOU2 TO2CEPR P4 H'FFFF E804
TOU1 TO1CEPR P4 H'FFFF E704
TOU0 TO0CEPR P4 H'FFFF E604

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 TCEPTn7 0 R W

6 TCEPTn6 0 R W

5 TCEPTn5 0 R W

4 TCEPTn4 0 R W

3 TCEPTn3 0 R W

2 TCEPTn2 0 R W

1 TCEPTn1 0 R W

0 TCEPTn0 0 R W

タイマカウントイネーブルプロテクトビット TOUn_0～7 

0：カウントイネーブルビット書き換え許可 

1：カウントイネーブルビット書き換え禁止 

【記号説明】n＝0～4 
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21.20.6 TOUn カウントイネーブルレジスタ（TOnCENR） 
TOnCENR レジスタは、TOnmCNT カウンタの動作を制御します。カウンタをソフトウェアでカウントイ

ネーブルにする場合は、該当するタイマカウントイネーブルプロテクトビットを書き換え許可にし、カウン

トイネーブルビットに"1"を書き込みます。ただし、タイマ TOU のタイマカウントイネーブルビットをカウ

ント許可に設定していても、ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の TTE ビットがイネーブルに

設定されていなければカウント動作は行われません。カウンタを停止する場合は、タイマカウントイネーブ

ルプロテクトビットを書き換え許可にし、タイマカウントイネーブルビットに"0"を書き込みます。 

ワンショット出力、ワンショット PWM 出力モードではアンダフローの発生でカウンタが停止すると、カ

ウントイネーブルビットは自動的に"0"に戻ります。したがって TOnCENR レジスタを読み出した場合は、カ

ウンタの動作状態（動作中または停止）を示すステータスレジスタとなります。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TCEN
Tn2

TCEN
Tn1

TCEN
Tn0

TCEN
Tn4

TCEN
Tn3

TCEN
Tn

TCEN
Tn5

TCEN
Tn7

TOU4 TO4CENR P4 H'FFFF EA08
TOU3 TO3CENR P4 H'FFFF E908
TOU2 TO2CENR P4 H'FFFF E808
TOU1 TO1CENR P4 H'FFFF E708
TOU0 TO0CENR P4 H'FFFF E608

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 TCENTn7 0 R W

6 TCENTn6 0 R W

5 TCENTn5 0 R W

4 TCENTn4 0 R W

3 TCENTn3 0 R W

2 TCENTn2 0 R W

1 TCENTn1 0 R W

0 TCENTn0 0 R W

タイマカウントイネーブルビット TOUn_0～7 

0：カウント停止 

1：カウント許可 

【記号説明】n＝0～4 
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TOU0 _7 
TOU1 _7 
TOU2 _7 
TOU3 _7 
TOU4 _7 

A_CH2 
A_CH3 
A_CH4 

G_CH5 
TOUn_m-1 

PDAC A
PDAC B
PDAC C
PDAC D

TOUn_m
ENSELTnm

TCEPTnm

F/F

TOUn_m

TOUn_m

EN_ON

F/Fbm

WR

TCENTnm

 

図 21.27 TOU イネーブル回路構成図 
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21.20.7 TOUn 短絡防止機能用フリップフロップ出力プロテクトレジスタ（TOnSHFFPR） 
TOnSHFFPR レジスタは、各短絡防止機能用 F/F への書き込み許可/禁止制御を行うレジスタです。書き込

みを禁止した場合は、TOnSHFFDR レジスタへの書き込みは無効となります。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
SHFP
Tn2

SHFP
Tn1

SHFP
Tn0

SHFP
Tn4

SHFP
Tn3— SHFP

Tn5—

TOU4 TO4SHFFPR P4 H'FFFF EA05
TOU3 TO3SHFFPR P4 H'FFFF E905
TOU2 TO2SHFFPR P4 H'FFFF E805
TOU1 TO1SHFFPR P4 H'FFFF E705
TOU0 TO0SHFFPR P4 H'FFFF E605

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 SHFPTn5 0 R W 

4 SHFPTn4 0 R W 

3 SHFPTn3 0 R W 

2 SHFPTn2 0 R W 

1 SHFPTn1 0 R W 

0 SHFPTn0 0 R W 

短絡防止機能用 F/F 出力プロテクトビット TOUn_0～5 

0：短絡防止機能用 F/F 出力データビットへの書き込み許可 

1：短絡防止機能用 F/F 出力データビットへの書き込み禁止 

【記号説明】n＝0～4 
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21.20.8 TOUn 短絡防止機能用フリップフロップ出力データレジスタ（TOnSHFFDR） 
TOnSHFFDR レジスタは、各短絡防止機能用 F/F の出力を設定するためのレジスタです。TOnSHFFDR レジ

スタは、前述の TOnSHFFPR レジスタの設定が書き込み許可の場合のみ操作できます。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
SHFD
Tn2

SHFD
Tn1

SHFD
Tn0

SHFD
Tn4

SHFD
Tn3— SHFD

Tn5—

TOU4 TO4SHFFDR P4 H'FFFF EA09
TOU3 TO3SHFFDR P4 H'FFFF E909
TOU2 TO2SHFFDR P4 H'FFFF E809
TOU1 TO1SHFFDR P4 H'FFFF E709
TOU0 TO0SHFFDR P4 H'FFFF E609

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 SHFDTn5 0 R W 

4 SHFDTn4 0 R W 

3 SHFDTn3 0 R W 

2 SHFDTn2 0 R W 

1 SHFDTn1 0 R W 

0 SHFDTn0 0 R W 

短絡防止機能用 F/F 出力データビット TOUn_0～5 

0：短絡防止機能用 F/F 出力データ＝0 

1：短絡防止機能用 F/F 出力データ＝1 

【記号説明】n＝0～4 
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21.20.9 TOUn フリップフロップ出力プロテクトレジスタ（TOnFFPR） 
TOnFFPR レジスタは、タイマ TOU の各 F/F（フリップフロップ）出力および TOnOUCR レジスタの出力

コントロールビットへの書き込み許可/禁止制御を行うレジスタです。書き込みを禁止した場合は、TOnFFDR

レジスタおよび TOnOUCR レジスタへの書き込みは無効になります。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
FFP
Tn2

FFP
Tn1

FFP
Tn0

FFP
Tn4

FFP
Tn3

FFP
Tn6

FFP
Tn5

FFP
Tn7

TOU4 TO4FFPR P4 H'FFFF EA06
TOU3 TO3FFPR P4 H'FFFF E906
TOU2 TO2FFPR P4 H'FFFF E806
TOU1 TO1FFPR P4 H'FFFF E706
TOU0 TO0FFPR P4 H'FFFF E606

 

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 FFPTn7 0 R W

6 FFPTn6 0 R W

5 FFPTn5 0 R W

4 FFPTn4 0 R W

3 FFPTn3 0 R W

2 FFPTn2 0 R W

1 FFPTn1 0 R W

0 FFPTn0 0 R W

F/F 出力プロテクトビット TOUn_0～7 

0：F/F 出力ビットおよび出力コントロールビットへの書き込み許可 

1：F/F 出力ビットおよび出力コントロールビットへの書き込み禁止 

【記号説明】n＝0～4 
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21.20.10 TOUn フリップフロップ出力データレジスタ（TOnFFDR） 
TOnFFDR レジスタは、タイマ TOU の各 F/F（フリップフロップ）出力を設定するためのレジスタです。

このレジスタは、TOnOUCR レジスタに書き込みを行うと、同時に同じ値が書き込まれます。また、前述の

TOnFFPR レジスタの設定が書き込み許可のときのみ書き込み可能で、通常 F/F 出力は TOnOUCR レジスタの

値をもとにカウント開始またはアンダフロー発生時に変化しますが、このレジスタを操作することで F/F 出

力を任意に変化させることができます（図 21.43 参照）。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
FFD
Tn2

FFD
Tn1

FFD
Tn0

FFD
Tn4

FFD
Tn3

FFD
Tn6

FFD
Tn5

FFD
Tn7

TOU4 TO4FFDR P4 H'FFFF EA0A
TOU3 TO3FFDR P4 H'FFFF E90A
TOU2 TO2FFDR P4 H'FFFF E80A
TOU1 TO1FFDR P4 H'FFFF E70A
TOU0 TO0FFDR P4 H'FFFF E60A

 

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 FFDTn7 0 R W

6 FFDTn6 0 R W

5 FFDTn5 0 R W

4 FFDTn4 0 R W

3 FFDTn3 0 R W

2 FFDTn2 0 R W

1 FFDTn1 0 R W

0 FFDTn0 0 R W

F/F 出力データビット TOUn_0～7 

0：F/F 出力ビット=0 

1：F/F 出力ビット=1 

【記号説明】n＝0～4 
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21.20.11 TOUn ノイズキャンセラコントロールレジスタ（TOnNCCR） 
TOnNCCR レジスタは、外部入力（PWMOFFn）のノイズキャンセラ機能の設定およびノイズキャンセルク

ロックの選択を行います。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
NCE
Tn

NCK
Tn

TOU4 TO4NCCR P4 H'FFFF EA0C
TOU3 TO3NCCR P4 H'FFFF E90C
TOU1 TO1NCCR P4 H'FFFF E70C
TOU0 TO0NCCR P4 H'FFFF E60C

n 0 1 3 4  

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 NCKTn 0 R W ノイズキャンセルクロックセレクト TOUn 

TOUn ノイズキャンセルカウンタ（TOnNCNT）のカウントソースクロックを

選択します。カウントソースクロックには、ノイズキャンセラカウントクロッ

クまたはクロックバス 5 を選択することが可能です。ノイズキャンセラカウン

トクロックには、共通制御部の ATNCMR レジスタの NCCSEL ビットの設定

によって Pck クロックの 128 分周または Pck クロックのいずれかを選択でき

ます。 

0：TOnNCNT カウンタのカウントソースクロックにノイズキャンセラカウ

ントクロックを選択 

1：TOnNCNT カウンタのカウントソースクロックにクロックバス 5 を選択

3～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 NCETn 0 R W ノイズキャンセライネーブル TOUn 

外部入力（PWMOFFn）に対してノイズキャンセル機能の有効/無効を選択し

ます。 

本ビットを"1"にセットしたあと、外部入力PWMOFFnのエッジを検出すると、

共通制御部内のノイズキャンセルモードレジスタ（NCMR）の設定にあわせて、

後続エッジキャンセルモードまたは先行エッジキャンセルモードのいずれか

の処理を開始します。 

後続エッジキャンセルモードでは、外部入力信号のレベル変化を検出すると、

ノイズキャンセル後の信号として、その変化を出力します。また同時に、対応

する TOUn ノイズキャンセルカウンタ（TOnNCNT）がアップカウントを開始

します。このノイズキャンセルカウンタが TOUn ノイズキャンセルレジスタ

（TOnNCR）の値とコンペアマッチするまでの間、外部入力信号のレベル変

化はマスクされます。コンペアマッチ時には、そのときの外部入力信号のレベ

ルがノイズキャンセル後の信号として出力されます。 

TOnNCNT カウンタがカウント動作中にこれらのビットを"0"にクリアした場

合、クリア後もコンペアマッチするまでカウント動作は停止せず、その間も

PWMOFFn のレベル変化はマスクされ続けます。 

先行エッジキャンセルモードでは、入力信号のレベル変化を検出すると、対応

する TOUn ノイズキャンセルカウンタ（TOnNCNT）がアップカウントを開始

し、TOUn ノイズキャンセルレジスタ（TOnNCR）の値とコンペアマッチする

までの間に、外部入力信号のレベルに変化がなければ、コンペアマッチタイミ

ングで初めてレベル変化をノイズキャンセル後の信号として出力します。コン

ペアマッチまでに入力信号レベルが変化した場合は、ノイズとみなされ、ノイ

ズキャンセラは外部入力信号のレベル変化がなかったものとして、ノイズキャ

ンセル後の信号を変化させません。 

TOnNCNT カウンタがカウント動作中にこれらのビットを"0"にクリアした場

合、クリア後もコンペアマッチするかまたは入力信号レベルに変化があるまで

の間、カウント動作は停止せずノイズキャンセル処理を継続します。各キャン

セルモードの動作例は、図 21.3、図 21.4 を参照してください。 

0：PWMOFFn 入力のノイズキャンセル機能を無効 

1：PWMOFFn 入力のノイズキャンセル機能を有効 

【記号説明】n＝0、1、3、4 
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21.20.12 TOUn ノイズキャンセルカウンタ（TOnNCNT） 
TOnNCNT カウンタは、TOUn ノイズキャンセラコントロールレジスタ（TOnNCCR）のノイズキャンセラ

イネーブルビット（NCET4～0）でノイズキャンセラ機能を有効にしたとき、外部入力端子（PWMOFFn）か

らの信号をトリガとして、アップカウント動作を行います。カウントソースには、NCCRT のノイズキャンセ

ルクロックセレクトビット（NCKT4～0）で、ノイズキャンセラ用カウントクロックまたはクロックバス 5

を選択可能です。 

共通制御部にある NCMR の NCMT ビットの設定によって、後続エッジキャンセルモードおよび先行エッ

ジキャンセルモードの 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

NCET4～0ビットが"1"で、TOnNCNTカウンタがカウント停止しているとき、PWMOFFnの入力信号レベ

ルが変化すると、TOnNCNTカウンタはアップカウント動作を開始します。カウント値がTOUnノイズキャ

ンセルレジスタ（TOnNCR）と一致すると、次のPckクロックに同期してカウント値を"H'00"にクリアし

てカウント動作を停止します。 

TOnNCNTカウンタは、ATUENRレジスタのTTEビットの設定にかかわらず、カウント動作を行います。 

カウント動作開始時のレベル変化は、そのままノイズキャンセル後の信号として出力されてエッジ検出

の対象となりますが、以降のカウント値がTOnNCRレジスタと一致するまでの間、すべての入力レベル

の変化がマスクされるため、ノイズキャンセル後の信号は変化しません。カウント値がTOnNCRレジス

タと一致したときは、そのときの入力信号レベルをノイズキャンセル後の信号として出力します。 

カウント動作中にNCETビットがクリアされても、カウント値がTOnNCRレジスタと一致するまでの間は

カウント動作を継続します。その間も入力信号はマスクされ続けます。 
 

• 先行エッジキャンセルモード 

NCET4～0ビットが"1"で、TOnNCNTカウンタがカウント停止しているとき、PWMOFFnの入力信号レベ

ルが変化すると、TOnNCNTカウンタはアップカウント動作を開始します。カウント動作中に入力信号の

レベルが変化するか、またはカウント値がTOUnノイズキャンセルレジスタ（TOnNCR）と一致した場合

には、次のPckクロックに同期してカウント値を"H'00"にクリアしカウント動作を停止します。 

TOnNCNTカウンタは、ATUENRレジスタのTTEビットの設定にかかわらず、カウント動作を行います。 

ノイズキャンセル後の信号は、カウント値がTOnNCRレジスタと一致したときのみ、カウント開始時の

レベル変化にあわせて変化します。TOnNCRレジスタと一致する前にカウント動作が停止した場合には、

カウント開始時のレベル変化およびカウント停止時のレベル変化はマスクされるため、ノイズキャンセ

ル後の信号は変化しません。 

カウント動作中にNCETビットがクリアされても、コンペアマッチまたは入力信号レベルに変化があるま

での間、カウント動作は停止せずにノイズキャンセル処理を継続します。 
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0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TOnNCNT

TOU4 TO4NCNT P4 H'FFFF EA0E
TOU3 TO3NCNT P4 H'FFFF E90E
TOU1 TO1NCNT P4 H'FFFF E70E
TOU0 TO0NCNT P4 H'FFFF E60E

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TOnNCNT すべて 0 R W TOUn ノイズキャンセルカウント 

8 ビットのカウント値を格納します。 

【記号説明】n＝0、1、3、4 
 



 21. アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS） 

Rev.1.10 2011.09.16  21-117

  R01UH0030JJ0110 

21.20.13 TOUn ノイズキャンセルレジスタ（TOnNCR） 
TOnNCR レジスタは、TOUn ノイズキャンセルカウンタ（TOnNCNT）の上限値を設定します。Pck クロッ

クの 128 分周をノイズキャンセルクロックに選択している場合、H'FF 設定で最大 0.82ms（Pck＝40MHz 時）

のノイズをキャンセルできます。 

共通制御部にある NCMR の NCMT ビットの設定によって、後続エッジキャンセルモードおよび先行エッ

ジキャンセルモードの 2 通りの動作を行います。 
 

• 後続エッジキャンセルモード 

TOnNCNTカウンタのカウント動作中、後続する入力信号のレベル変化がマスクされます。TOnNCNTカ

ウンタとTOnNCRレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロック

に同期してTOnNCNTカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させて入力信号のマスク解

除を行います。 
 

• 先行エッジキャンセルモード 

TOnNCNTカウンタのカウント動作中は、ノイズキャンセラの処理待ち状態となります。TOnNCNTカウ

ンタとTOnNCRレジスタの値は常時比較されており、コンペアマッチが発生すると、次のPckクロックに

同期してTOnNCNTカウンタのカウント値をクリアし、カウント動作を停止させると同時にノイズキャン

セラはノイズキャンセル後の入力信号の出力を行います。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TOnNCR

TOU4 TO4NCR P4 H'FFFF EA0F
TOU3 TO3NCR P4 H'FFFF E90F
TOU1 TO1NCR P4 H'FFFF E70F
TOU0 TO0NCR P4 H'FFFF E60F

 

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 TOnNCR すべて 0 R W TOUn ノイズキャンセルタイム 

PWMOFFn ノイズキャンセル期間（8 ビットコンペア値） 

【記号説明】n＝0、1、3、4 
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21.20.14 TOUnPWMOFF 入力処理レジスタ（TOnPOCR） 
TOnPOCR レジスタは、外部端子による PWM 出力禁止制御を設定するレジスタです。PWM 出力禁止機能

の詳細は「21.21.7 PWM 出力禁止機能」を参照してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ATUKEY POSTn

TOU4PWMOFF TO4POCR P4 H'FFFF EA10
TOU3PWMOFF TO3POCR P4 H'FFFF E910
TOU1PWMOFF TO1POCR P4 H'FFFF E710
TOU0PWMOFF TO0POCR P4 H'FFFF E610

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 ATUKEY すべて 0 0 W TOnPOCR レジスタライトキーコードビット 

POSTn ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込み

データは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'C9：POSTn ビットの書き換え許可 

H'C9 以外：POSTn ビットの書き換え禁止 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 POSTn 000 R W PWMOFF 入力処理制御ビット TOUn 

000：入力無効 

001：立ち上がりエッジ 

010：立ち下がりエッジ 

011：両エッジ 

10x："L"レベル 

11x："H"レベル 

【記号説明】n＝0、1、3、4 
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21.20.15 TOUnPWMOFF 機能許可レジスタ（TOnPOER） 
TOnPOER レジスタは、PWMOFF 入力端子による PWM 出力禁止機能の有効/無効を設定するレジスタです。

PWM 出力禁止機能は、タイマ TOU のすべての出力モードで使用できます。I/O ポートがタイマ出力以外の

モードの場合は使用できません。詳細については、「21.21.7 PWM 出力禁止機能」を参照してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
POEN

Tn
POEN
2Tp

TOU3PWMOFF TO3POER P4 H'FFFF E913

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
POEN

Tn

TOU4PWMOFF TO4POER P4 H'FFFF EA13
TOU1PWMOFF TO1POER P4 H'FFFF E713
TOU0PWMOFF TO0POER P4 H'FFFF E613

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 POEN2Tp 0 R W 端子グループ B 用 PWMOFF 機能選択ビット TOUp 

端子グループ B（PH0～PH15）に割り当てられている端子の PWMOFF 機

能の無効/有効を制御します。詳細は表 18.15 を参照してください。なお、

TOU0、TOU1、TOU4 には端子グループ B はないため、TO0POER、

TO1POER、TO4POER レジスタの本ビットは予約ビットです。読み出すと

常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

0：PWMOFF 機能無効 

1：PWMOFF 機能有効 

3～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 POENTn 0 R W PWMOFF 機能選択ビット TOUn 

端子グループ B（PH0～PH15）以外に割り当てられている端子の PWMOFF

機能の無効/有効を制御します。 

0：PWMOFF 機能無効 

1：PWMOFF 機能有効 

【記号説明】n＝0、1、3、4、p＝3 
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21.20.16 TOUnPWM 出力禁止制御レジスタ（TOnPODISCR） 
TOnPODISCR レジスタは、TOn0～TOn5 端子からの PWM 出力の許可/禁止を制御するレジスタです。これ

らの端子はタイマ TOU で 3 相 PWM 出力制御を行う場合に使用可能です。このレジスタを制御することによ

り、3 相 PWM 出力を強制的に禁止（ハイインピーダンス状態）できます。タイマ TOU のすべての出力モー

ドで使用できます。I/O ポートがタイマ出力以外のモードの場合は使用できません。詳細については、「21.21.7 

PWM 出力禁止機能」を参照してください。また、PODISTn ビットを読み出した場合は、出力禁止状態を示

すステータスビットとなります。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ATUKEY PODIS

Tn
PODIS

2Tp

TOU3PWM TO3PODISCR P4 H'FFFF E914

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ATUKEY PODIS

Tn

TOU4PWM TO4PODISCR
TOU1PWM TO1PODISCR
TOU0PWM TO0PODISCR

P4 H'FFFF EA14
P4 H'FFFF E714
P4 H'FFFF E614

 

 
＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 ATUKEY すべて 0 0 W TOnPODISCR レジスタライトキーコードビット 

下位ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込みデー

タは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'C9：下位ビットの書き換え許可 

H'C9 以外：下位ビットの書き換え禁止 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 PODIS2Tp 0 R W 端子グループ B 用 TOp0～TOp5 出力禁止選択ビット 

端子グループ B（PH0～PH15）に割り当てられている端子の出力許可/禁止

を制御します。詳細は表 18.15 を参照してください。なお、TOU0、TOU1、

TOU4 には端子グループ B はないため、TO0PODISCR、TO1PODISCR、

TO4PODISCR レジスタの本ビットは予約ビットです。読み出すと常に"0"

が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

0：出力許可 

1：出力禁止 

3～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 PODISTn 0 R W TOn0～TOn5 出力禁止選択ビット 

端子グループ B（PH0～PH15）以外に割り当てられている端子の出力許可/

禁止を制御します。 

0：出力許可 

1：出力禁止 

【記号説明】n＝0、1、3、4、p＝3 
 

21.20.17 TOUnPWM 出力禁止レベル制御レジスタ（TOnPOLVCR） 
出力禁止レベル選択機能は、タイマの出力状態に応じてタイマ出力を強制的に禁止（ハイインピーダンス

状態）する機能です。 

出力禁止レベル選択機能は、3 相 PWM の信号同時 ON の判定等で使用可能です。タイマ TOU のすべての

出力モードで使用できます。I/O ポートがタイマ出力以外のモードの場合は使用できません。詳細については、

「21.21.7 PWM 出力禁止機能」を参照してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
POLV
SELTn

POLV
SELTn

POLV
ENTn

POLVS
EL2Tp

POLV
EN2Tp

TOU3PWM TO3POLVCR P4 H'FFFF E917

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
POLV
ENTn

TOU4PWM TO4POLVCR
TOU1PWM TO1POLVCR
TOU0PWM TO0POLVCR

P4 H'FFFF EA17
P4 H'FFFF E717
P4 H'FFFF E617

 
＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 POLVSEL2Tp 0 R W 端子グループ B 用出力禁止レベル選択ビット TOp0～TOp5 

端子グループ B（PH0～PH15）に割り当てられている端子の出力禁止レベ

ルを選択します。詳細は表 18.15 を参照してください。なお、TOU0、TOU1、

TOU4 には端子グループ B はないため、TO0POLVCR、TO1POLVCR、

TO4POLVCR レジスタの本ビットは予約ビットです。読み出すと常に"0"が

読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

0：出力禁止レベル"L"選択 

1：出力禁止レベル"H"選択 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 POLVEN2Tp 0 R W 端子グループ B 用出力禁止レベル有効/無効選択ビット TOUp 

端子グループ B（PH0～PH15）に割り当てられている端子の出力禁止レベ

ルの選択の無効/有効を制御します。詳細は表 18.15 を参照してください。

なお、TOU0、TOU1、TOU4 には端子グループ B はないため、TO0POLVCR、

TO1POLVCR、TO4POLVCR レジスタの本ビットは予約ビットです。読み

出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

0：出力禁止レベル選択無効 

1：出力禁止レベル選択有効 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 POLVSELTn 0 R W 出力禁止レベル選択ビット TOn0～TOn5 

端子グループ B（PH0～PH15）以外に割り当てられている端子の出力禁止

レベルを選択します。 

0：出力禁止レベル"L"選択 

1：出力禁止レベル"H"選択 

0 POLVENTn 0 R W 出力禁止レベル有効/無効選択ビット TOUn 

端子グループ B（PH0～PH15）以外に割り当てられている端子の出力禁止

レベルの選択の無効/有効を制御します。 

0：出力禁止レベル選択無効 

1：出力禁止レベル選択有効 

【記号説明】n＝0、1、3、4、p＝3 
 

（1） POLVSELTn（出力禁止レベル選択）ビット（ビット 1）、POLVSEL2Tp（端子グループ B 用出力禁

止レベル選択）ビット（ビット 5） 

どの出力レベル（"L"レベル、"H"レベル）で出力を禁止するかを指定するビットです。 

"L"レベルのとき出力を禁止する場合にはこのビットに 0 を、"H"レベルのとき出力を禁止する場合にはこ

のビットに"1"を設定します。 

タイマの出力状態に応じてタイマ出力を OFF にする場合の条件を以下に示します。 
 

• POLVSELTn＝"0" 

下記条件のうち、いずれか 1 つでも成立すれば、TOn0～TOn5（TOUn_0～TOUn_5 出力端子）の出力が禁

止されます。 

TOn0（TOUn_0 出力端子）出力、TOn1（TOUn_1 出力端子）出力がともに"L"レベル 

TOn2（TOUn_2 出力端子）出力、TOn3（TOUn_3 出力端子）出力がともに"L"レベル 

TOn4（TOUn_4 出力端子）出力、TOn5（TOUn_5 出力端子）出力がともに"L"レベル 
 

• POLVSELTn＝"1" 

下記条件のうち、いずれか 1 つでも成立すれば、TOn0～TOn5（TOUn_0～TOUn_5 出力端子）の出力が禁

止されます。 
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TOn0（TOUn_0 出力端子）出力、TOn1（TOUn_1 出力端子）出力がともに"H"レベル 

TOn2（TOUn_2 出力端子）出力、TOn3（TOUn_3 出力端子）出力がともに"H"レベル 

TOn4（TOUn_4 出力端子）出力、TOn5（TOUn_5 出力端子）出力がともに"H"レベル 
 

（2） POLVENTn（出力禁止レベル有効/無効選択）ビット（ビット 0）、POLVEN2Tp（端子グループ B 用

出力禁止レベル有効/無効選択）ビット（ビット 4） 

POLVSELTn ビットで選択した出力禁止レベルの有効/無効を指定するビットです。このビットに"1"を設定

した場合、POLVSELTn ビットで選択した出力禁止レベルが有効になり、このビットに"0"を設定した場合、

POLVSELTn ビットで選択した出力禁止レベルは無効になります。 

【記号説明】n=0、1、3、4 
 

21.20.18 TOUnm モードコントロールレジスタ（TOnmMCR） 
TOnmMCR レジスタは、TOU 各チャネルの動作モード選択、イネーブル要因の選択、およびワンショット

PWM モード時の 1 回目のアンダフロー時の割り込み/DMA 転送要求発生の禁止/許可の設定を行います。 
 

【注】・TOnmMCR の設定、変更は必ず ATUENR レジスタの TTE ビット＝"0"かつ該当する TOnCENR レジスタの

TCENTnm ビット＝"0"のときにしてください。 

• タイマTOU0 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ENSELT0m

TOU07 TO07MCR P4 H'FFFF E690
TOU06 TO06MCR P4 H'FFFF E680
TOU05 TO05MCR P4 H'FFFF E670
TOU04 TO04MCR P4 H'FFFF E660
TOU03 TO03MCR P4 H'FFFF E650
TOU02 TO02MCR P4 H'FFFF E640
TOU01 TO01MCR P4 H'FFFF E630
TOU00 TO00MCR P4 H'FFFF E620

UD1E
T0m

m 0 7

MDSELT0m

 
 

• タイマTOU1 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ENSELT1m

TOU17 TO17MCR P4 H'FFFF E790
TOU16 TO16MCR P4 H'FFFF E780
TOU15 TO15MCR P4 H'FFFF E770
TOU14 TO14MCR P4 H'FFFF E760
TOU13 TO13MCR P4 H'FFFF E750
TOU12 TO12MCR P4 H'FFFF E740
TOU11 TO11MCR P4 H'FFFF E730
TOU10 TO10MCR P4 H'FFFF E720

UD1E
T1m

m 0 7

MDSELT1m
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• タイマTOU2 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ENSELT2m

TOU27 TO27MCR P4 H'FFFF E890
TOU26 TO26MCR P4 H'FFFF E880
TOU25 TO25MCR P4 H'FFFF E870
TOU24 TO24MCR P4 H'FFFF E860
TOU23 TO23MCR P4 H'FFFF E850
TOU22 TO22MCR P4 H'FFFF E840
TOU21 TO21MCR P4 H'FFFF E830
TOU20 TO20MCR P4 H'FFFF E820

UD1E
T2m

m 0 7

MDSELT2m

 
 

• タイマTOU3 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ENSELT3m

TOU37 TO37MCR P4 H'FFFF E990
TOU36 TO36MCR P4 H'FFFF E980
TOU35 TO35MCR P4 H'FFFF E970
TOU34 TO34MCR P4 H'FFFF E960
TOU33 TO33MCR P4 H'FFFF E950
TOU32 TO32MCR P4 H'FFFF E940
TOU31 TO31MCR P4 H'FFFF E930
TOU30 TO30MCR P4 H'FFFF E920

UD1E
T3m

m 0 7

MDSELT3m

 
 

• タイマTOU4 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ENSELT4m

TOU47 TO47MCR P4 H'FFFF EA90
TOU46 TO46MCR P4 H'FFFF EA80
TOU45 TO45MCR P4 H'FFFF EA70
TOU44 TO44MCR P4 H'FFFF EA60
TOU43 TO43MCR P4 H'FFFF EA50
TOU42 TO42MCR P4 H'FFFF EA40
TOU41 TO41MCR P4 H'FFFF EA30
TOU40 TO40MCR P4 H'FFFF EA20

UD1E
T4m

m 0 7

MDSELT4m
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＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

6 UD1ETnm 0 R W ワンショットPWMモード時の割り込み/DMA転送要求発生の禁止/許可選択

ビット TOUn_m 

MDSELTnm にてワンショット PWM モード選択時に、1 回目のアンダフロー

時の割り込み/DMA 転送要求発生の禁止/許可の選択を行います。 

0：1 回目のアンダフロー時の割り込み/DMA 転送要求発生を禁止する。

1：1 回目のアンダフロー時の割り込み/DMA 転送要求発生を許可する。

5、4 MDSELTnm  00 R W 動作モード選択ビット TOUn_m 

00：ワンショット出力モード 

01：ワンショット PWM 出力モード 

10：連続出力モード 

11：PWM 出力モード 

3～0 ENSELTnm 0000 R W イネーブル要因選択ビット TOUn_m 

タイマ TOU 各チャネルのイネーブル要因の選択を行います。タイマ TOU 各

チャネルのイネーブル要因をイベントイネーブル禁止以外に設定していて

も、ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ（ATUENR）の TTE ビットがイネー

ブルに設定されていなければカウント動作は行われません。 

0000：イベントイネーブル禁止 

0001：TOU0_7 アンダフロー 

0010：TOU1_7 アンダフロー 

0011：TOU2_7 アンダフロー 

0100：TOU3_7 アンダフロー 

0101：TOU4_7 アンダフロー 

0110：タイマ A チャネル 2 のインプットキャプチャ 

0111：タイマ A チャネル 3 のインプットキャプチャ 

1000：タイマ A チャネル 4 のインプットキャプチャ 

1001：設定禁止 

1010：タイマ G チャネル 5 のコンペアマッチ 

1011：TOU 前チャネル（TOUn_0：設定禁止、TOUn_0 以外：TOUn_m-1）

1100：PDAC イベント出力信号 A 

1101：PDAC イベント出力信号 B 

1110：PDAC イベント出力信号 C 

1111：PDAC イベント出力信号 D 

【注】・ このレジスタの設定、変更は必ず ATUENR レジスタの TTE ビット＝"0"かつ該当する TOnCENR レジスタの

TCENTnm ビット＝"0"のときにしてください。 
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21.20.19 TOUnm カウンタ（TOnmCNT） 
TOnmCNT カウンタは、タイマ TOU00～47 のカウンタです。このレジスタは、タイマの動作モードによっ

て機能が異なります。 
 

（1） ワンショット出力/連続出力モード時のタイマカウンタ TOU00～47 

TOnmCNT カウンタは、ワンショット出力/連続出力モード時には 24 ビットのダウンカウンタとなり、タイ

マのイネーブル（カウントイネーブルビットへのソフトウェア書き込み、またはイネーブル要因選択ビット

で選択したイベント発生）後、カウントクロックに同期してカウントを開始します。ビット 31～24 は無視さ

れます。 

PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時は、16 ビット（ビット 15～0）のみ有効な 16 ビットのダウン

カウンタとなります。詳細は「21.20.19（2）PWM 出力/ワンショット PWM 出力時のタイマカウンタ TOU00

～47」を参照してください。 

• タイマTOU0 
 

TOU07 TO07CNT P4 H'FFFF E694
TOU06 TO06CNT P4 H'FFFF E684
TOU05 TO05CNT P4 H'FFFF E674
TOU04 TO04CNT P4 H'FFFF E664
TOU03 TO03CNT P4 H'FFFF E654
TOU02 TO02CNT P4 H'FFFF E644
TOU01 TO01CNT P4 H'FFFF E634
TOU00 TO00CNT P4 H'FFFF E624

30 29 28 27 26 25 24

TO0mCNT

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO0mCNT

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

 m 0 7  
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• タイマTOU1 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TOU17 TO17CNT P4 H'FFFF E794
TOU16 TO16CNT P4 H'FFFF E784
TOU15 TO15CNT P4 H'FFFF E774
TOU14 TO14CNT P4 H'FFFF E764
TOU13 TO13CNT P4 H'FFFF E754
TOU12 TO12CNT P4 H'FFFF E744
TOU11 TO11CNT P4 H'FFFF E734
TOU10 TO10CNT P4 H'FFFF E724

30 29 28 27 26 25 24

TO1mCNT

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO1mCNT

16

m 0  
 

• タイマTOU2 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TOU27 TO27CNT P4 H'FFFF E894
TOU26 TO26CNT P4 H'FFFF E884
TOU25 TO25CNT P4 H'FFFF E874
TOU24 TO24CNT P4 H'FFFF E864
TOU23 TO23CNT P4 H'FFFF E854
TOU22 TO22CNT P4 H'FFFF E844
TOU21 TO21CNT P4 H'FFFF E834
TOU20 TO20CNT P4 H'FFFF E824

30 29 28 27 26 25 24

TO2mCNT

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO2mCNT

16

m 0  
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• タイマTOU3 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

P4 H'FFFF E994
P4 H'FFFF E984
P4 H'FFFF E974
P4 H'FFFF E964
P4 H'FFFF E954
P4 H'FFFF E944
P4 H'FFFF E934
P4 H'FFFF E924

TOU37 TO37CNT
TOU36 TO36CNT
TOU35 TO35CNT
TOU34 TO34CNT
TOU33 TO33CNT
TOU32 TO32CNT
TOU31 TO31CNT
TOU30 TO30CNT

30 29 28 27 26 25 24

TO3mCNT

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO3mCNT

16

m 0  
 

• タイマTOU4 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TOU47 TO47CNT P4 H'FFFF EA94
TOU46 TO46CNT P4 H'FFFF EA84
TOU45 TO45CNT P4 H'FFFF EA74
TOU44 TO44CNT P4 H'FFFF EA64
TOU43 TO43CNT P4 H'FFFF EA54
TOU42 TO42CNT P4 H'FFFF EA44
TOU41 TO41CNT P4 H'FFFF EA34
TOU40 TO40CNT P4 H'FFFF EA24

30 29 28 27 26 25 24

TO4mCNT

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO4mCNT

16

m 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

23～0 TOnmCNT すべて 0 R W 24 ビットダウンカウンタ値 

【注】・ このレジスタは必ずロングワード（32 ビット）単位でアクセスしてください。 

【記号説明】 n＝0～4、m＝0～7 
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（2） PWM 出力/ワンショット PWM 出力時のタイマカウンタ TOU00～47 

TOnmCNT カウンタは、PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時には 16 ビットのダウンカウンタとな

り、タイマのカウントイネーブル（カウントイネーブルビットへのソフトウェア書き込み、またはイネーブ

ル要因選択ビットで選択したイベント発生）後、カウントクロックに同期してカウントを開始します。ビッ

ト 31～16 は無視されます。 

ワンショット出力/連続出力モード時は、8 ビットを追加した 24 ビット（ビット 23～0）のダウンカウンタ

となります。詳細は「21.20.19（1）ワンショット出力/連続出力モード時のタイマカウンタ TOU00～47」を

参照してください。 

• タイマTOU0 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

TOU07 TO07CNT
TOU06 TO06CNT
TOU05 TO05CNT
TOU04 TO04CNT
TOU03 TO03CNT
TOU02 TO02CNT
TOU01 TO01CNT
TOU00 TO00CNT

TO0mCNT
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 m 0 7

P4 H'FFFF E694
P4 H'FFFF E684
P4 H'FFFF E674
P4 H'FFFF E664
P4 H'FFFF E654
P4 H'FFFF E644
P4 H'FFFF E634
P4 H'FFFF E624

 
 

• タイマTOU1 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

TOU17 TO17CNT
TOU16 TO16CNT
TOU15 TO15CNT
TOU14 TO14CNT
TOU13 TO13CNT
TOU12 TO12CNT
TOU11 TO11CNT
TOU10 TO10CNT

TO1mCNT
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m 0

P4 H'FFFF E794
P4 H'FFFF E784
P4 H'FFFF E774
P4 H'FFFF E764
P4 H'FFFF E754
P4 H'FFFF E744
P4 H'FFFF E734
P4 H'FFFF E724
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• タイマTOU2 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

TOU27 TO27CNT
TOU26 TO26CNT
TOU25 TO25CNT
TOU24 TO24CNT
TOU23 TO23CNT
TOU22 TO22CNT
TOU21 TO21CNT
TOU20 TO20CNT

TO2mCNT
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m 0

P4 H'FFFF E894
P4 H'FFFF E884
P4 H'FFFF E874
P4 H'FFFF E864
P4 H'FFFF E854
P4 H'FFFF E844
P4 H'FFFF E834
P4 H'FFFF E824

 
 

• タイマTOU3 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

TOU37 TO37CNT
TOU36 TO36CNT
TOU35 TO35CNT
TOU34 TO34CNT
TOU33 TO33CNT
TOU32 TO32CNT
TOU31 TO31CNT
TOU30 TO30CNT

TO3mCNT
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m 0

P4 H'FFFF E994
P4 H'FFFF E984
P4 H'FFFF E974
P4 H'FFFF E964
P4 H'FFFF E954
P4 H'FFFF E944
P4 H'FFFF E934
P4 H'FFFF E924
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• タイマTOU4 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

TOU47 TO47CNT
TOU46 TO46CNT
TOU45 TO45CNT
TOU44 TO44CNT
TOU43 TO43CNT
TOU42 TO42CNT
TOU41 TO41CNT
TOU40 TO40CNT

TO4mCNT
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m 0

P4 H'FFFF EA94
P4 H'FFFF EA84
P4 H'FFFF EA74
P4 H'FFFF EA64
P4 H'FFFF EA54
P4 H'FFFF EA44
P4 H'FFFF EA34
P4 H'FFFF EA24

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～16 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

15～0 TOnmCNT すべて 0 R W 16 ビットダウンカウンタ値 

【注】・ このレジスタは必ずロングワード（32 ビット）単位でアクセスしてください。 

【記号説明】 n＝0～4、m＝0～7 
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21.20.20 TOUnm リロードレジスタ（TOnmRLD） 
TOnmRLD レジスタは、TOnmCNT カウンタへデータをリロードするためのレジスタです。このレジスタ

は、タイマの動作モードによって機能が異なります。 
 

（1） ワンショット出力/連続出力モード時のリロードレジスタ TOU00～47 

TOnmRLD レジスタは、ワンショット出力/連続出力モード時には、24 ビットリロードレジスタとして動作

します。このレジスタの 24 ビット（ビット 23～0）に設定した値が、カウンタにリロードされます。ビット

31～24 は無視されます。 

以下のタイミングにリロードレジスタの内容がカウントクロックに同期してカウンタにロードされます。 

• ワンショット出力モードでカウンタがカウントイネーブルになった次サイクル 

• 連続出力モードでカウンタがアンダフローしたサイクル 

リロードレジスタにデータを書き込んだ時点では、カウンタにデータはロードされません。 

PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時は、16 ビットのリロード 0 レジスタ、リロード 1 レジスタと

なります。詳細は「21.20.20（2）PWM 出力/ワンショット PWM 出力時のリロードレジスタ TOU00～47」

を参照してください。 
 

• タイマTOU0 
 

P4 H'FFFF E698

30 29 28 27 26 25 24

TO0mRLD

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO0mRLD

16

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

 m 0 7

TOU07 TO07RLD
P4 H'FFFF E688TOU06 TO06RLD
P4 H'FFFF E678TOU05 TO05RLD
P4 H'FFFF E668TOU04 TO04RLD
P4 H'FFFF E658TOU03 TO03RLD
P4 H'FFFF E648TOU02 TO02RLD
P4 H'FFFF E638TOU01 TO01RLD
P4 H'FFFF E628TOU00 TO00RLD
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• タイマTOU1 
 

P4 H'FFFF E798
P4 H'FFFF E788
P4 H'FFFF E778
P4 H'FFFF E768
P4 H'FFFF E758
P4 H'FFFF E748
P4 H'FFFF E738
P4 H'FFFF E728

30 29 28 27 26 25 24

TO1mRLD

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO1mRLD

16

m 0

TOU17 TO17RLD
TOU16 TO16RLD
TOU15 TO15RLD
TOU14 TO14RLD
TOU13 TO13RLD
TOU12 TO12RLD
TOU11 TO11RLD
TOU10 TO10RLD

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

 
 

• タイマTOU2 
 

P4 H'FFFF E898

30 29 28 27 26 25 24

TO2mRLD

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO2mRLD

16

m 0

TOU27 TO27RLD
P4 H'FFFF E888TOU26 TO26RLD
P4 H'FFFF E878TOU25 TO25RLD
P4 H'FFFF E868TOU24 TO24RLD
P4 H'FFFF E858TOU23 TO23RLD
P4 H'FFFF E848TOU22 TO22RLD
P4 H'FFFF E838TOU21 TO21RLD
P4 H'FFFF E828TOU20 TO20RLD

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00
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• タイマTOU3 
 

P4 H'FFFF E998
P4 H'FFFF E988
P4 H'FFFF E978
P4 H'FFFF E968
P4 H'FFFF E958
P4 H'FFFF E948
P4 H'FFFF E938
P4 H'FFFF E928

30 29 28 27 26 25 24

TO3mRLD

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO3mRLD

16

m 0

TOU37 TO37RLD
TOU36 TO36RLD
TOU35 TO35RLD
TOU34 TO34RLD
TOU33 TO33RLD
TOU32 TO32RLD
TOU31 TO31RLD
TOU30 TO30RLD

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

 
 

• タイマTOU4 
 

P4 H'FFFF EA98

30 29 28 27 26 25 24

TO4mRLD

23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

TO4mRLD

16

m 0

TOU47 TO47RLD

P4 H'FFFF EA88TOU46 TO46RLD

P4 H'FFFF EA78TOU45 TO45RLD

P4 H'FFFF EA68TOU44 TO44RLD

P4 H'FFFF EA58TOU43 TO43RLD

P4 H'FFFF EA48TOU42 TO42RLD

P4 H'FFFF EA38TOU41 TO41RLD

P4 H'FFFF EA28TOU40 TO40RLD

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

23～0 TOnmRLD すべて 0 R W 24 ビットリロードレジスタ値 

【注】・ このレジスタは必ずロングワード（32 ビット）単位でアクセスしてください。 

【記号説明】 n＝0～4、m＝0～7 
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（2） PWM 出力/ワンショット PWM 出力時のリロードレジスタ TOU00～47 

TOUnmRLD は、PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時には、16 ビットタイマとして動作します。リ

ロード 0 レジスタ、リロード 1 レジスタには、カウントイネーブル時にロードする 16 ビットの値を設定しま

す。 

以下のタイミングにリロードレジスタの内容がカウントクロックに同期してカウンタにロードされます。 

• カウンタがカウントイネーブルになった次サイクル 

• PWM出力モードでリロードレジスタがセットしたカウント値がアンダフローしたサイクル 

リロードレジスタにデータを書き込んだ時点では、カウンタにデータはロードされません。 

リロードレジスタに H'FFFF を設定すると、PWM 出力の反転を行わないカウント（デューティ 0％、100％）

が可能です。詳細は「21.21.5 PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時のデューティ 0％、100％出力」

を参照してください。 

ワンショット出力/連続出力モード時は、リロード 0 レジスタ、リロード 1 レジスタを合わせて、24 ビット

（ビット 23～0）のリロードレジスタとなります。詳細は「21.20.20（1）ワンショット出力/連続出力モード

時のリロードレジスタ TOU00～47」を参照してください。 

• タイマTOU0 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TO0mRLD0

TO0mRLD1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

 m 0 7

P4 H'FFFF E698TOU07 TO07RLD
P4 H'FFFF E688TOU06 TO06RLD
P4 H'FFFF E678TOU05 TO05RLD
P4 H'FFFF E668TOU04 TO04RLD
P4 H'FFFF E658TOU03 TO03RLD
P4 H'FFFF E648TOU02 TO02RLD
P4 H'FFFF E638TOU01 TO01RLD
P4 H'FFFF E628TOU00 TO00RLD
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• タイマTOU1 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TO1mRLD0

TO1mRLD1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

m 0

P4 H'FFFF E798
P4 H'FFFF E788
P4 H'FFFF E778
P4 H'FFFF E768
P4 H'FFFF E758
P4 H'FFFF E748
P4 H'FFFF E738
P4 H'FFFF E728

TOU17 TO17RLD
TOU16 TO16RLD
TOU15 TO15RLD
TOU14 TO14RLD
TOU13 TO13RLD
TOU12 TO12RLD
TOU11 TO11RLD
TOU10 TO10RLD

 
 

• タイマTOU2 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TO2mRLD0

TO2mRLD1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

m 0

P4 H'FFFF E898TOU27 TO27RLD
P4 H'FFFF E888TOU26 TO26RLD
P4 H'FFFF E878TOU25 TO25RLD
P4 H'FFFF E868TOU24 TO24RLD
P4 H'FFFF E858TOU23 TO23RLD
P4 H'FFFF E848TOU22 TO22RLD
P4 H'FFFF E838TOU21 TO21RLD
P4 H'FFFF E828TOU20 TO20RLD
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• タイマTOU3 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TO3mRLD0

TO3mRLD1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

m 0

P4 H'FFFF E998
P4 H'FFFF E988
P4 H'FFFF E978
P4 H'FFFF E968
P4 H'FFFF E958
P4 H'FFFF E948
P4 H'FFFF E938
P4 H'FFFF E928

TOU37 TO37RLD
TOU36 TO36RLD
TOU35 TO35RLD
TOU34 TO34RLD
TOU33 TO33RLD
TOU32 TO32RLD
TOU31 TO31RLD
TOU30 TO30RLD

 
 

• タイマTOU4 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 1731 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TO4mRLD0

TO4mRLD1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

m 0

P4 H'FFFF EA98TOU47 TO47RLD

P4 H'FFFF EA88TOU46 TO46RLD

P4 H'FFFF EA78TOU45 TO45RLD

P4 H'FFFF EA68TOU44 TO44RLD

P4 H'FFFF EA58TOU43 TO43RLD

P4 H'FFFF EA48TOU42 TO42RLD

P4 H'FFFF EA38TOU41 TO41RLD

P4 H'FFFF EA28TOU40 TO40RLD

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～16 TOnmRLD1 すべて 0 R W 16 ビットリロード 1 レジスタ値 

15～0 TOnmRLD0 すべて 0 R W 16 ビットリロード 0 レジスタ値 

【注】・ このレジスタは必ずロングワード（32 ビット）単位でアクセスしてください。 

【記号説明】 n＝0～4、m＝0～7 
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21.21 タイマ TOU の動作説明 

21.21.1 PWM 出力モードの動作説明 

（1） PWM 出力モード概要 

PWM出力モードは、2つのリロードレジスタを使って、任意のデューティ比の波形を発生するモードです。

PWM 出力モード時は、16 ビットタイマとして動作します。 

リロード 0 レジスタと、リロード 1 レジスタに初期値を設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、

カウントクロックに同期してリロード 0 レジスタの値をカウンタにロードし、ダウンカウントを開始します。

1 回目のカウンタアンダフローのサイクルで、リロード 1 レジスタの内容をカウンタにロードし、以後アン

ダフロー発生ごとに、リロード 0 レジスタとリロード 1 レジスタのリロードを交互に繰り返します。リロー

ド 0 レジスタの設定値＋1、リロード 1 レジスタの設定値＋1 が、それぞれカウント値として有効です。 

タイマの停止は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みを行うと同時に行われます（PWM

出力周期には同期しません）。 

PWM 出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時と偶数回目のアンダフロー発生時に TOUn 出力コント

ロールレジスタの反転値を、奇数回目のアンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの値を出

力します。 

また、カウント開始後の偶数回目のアンダフローで割り込み要求、および DMA 転送要求を発生できます。 

リロード 0 レジスタまたはリロード 1 レジスタのどちらかに H'FFFF を設定した場合は、割り込み要求は発

生しますが F/Fは反転しないデューティ 0％、100％の PWM出力を行うことが可能です。詳細は「21.21.5 PWM

出力/ワンショット PWM 出力モード時のデューティ 0％、100％出力」を参照してください。 

なお、タイマ TOU の PWM 出力モードには補正機能はありません。 
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TOU

0 H'A000

H'C000

H'C000

H'FFFF

H'0000

H'A000
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DMA
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図 21.28 PWM 出力モードの動作例 
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（2） PWM 出力モードにおけるリロードレジスタの更新 

PWM 出力モードで、リロード 0、1 レジスタの更新はレジスタへのデータ書き込みと同時に行われます。

また、リロード 0、1 レジスタをリードすると、常に書き込んだデータが読み出されます。 

カウント動作中において、リロード 0、1 レジスタ更新後のリロード 0 レジスタのリロード時に、リロード

1 レジスタからリロード 1 バッファへ転送が行われます。 

1

*
1

*1 0 1 0
  1 1

0
0 1WR

PWM

16 F/F

TOnmRLD0TOnmRLD1

1

TO

 

図 21.29 PWM 回路図 

通常この操作はリロード 1 レジスタのアドレスから始まる 32 ビットのアクセスを行うことで、一括して行

います。なお、PWM 周期書き換え中、リロード 0、1 の書き込みまでに PWM 周期が終了した場合、PWM 周

期の更新は今回行われず次の周期に反映されます。 
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H'1000

H'0002 H'0001 H'0000 H'8000 H'7FFF

0
1

H'2000

H'8000

H'9000

H'1000

H'2000

H'8000

H'9000

H'2000 H'9000

PWM PWM

PWM

0

a

1

0

1

1

F/F

F/F

0 1 PWM 1

 

図 21.30 PWM 出力モードにおけるリロード 0、1 レジスタの更新 
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H'1000

H'0002 H'0001 H'0000 H'9000 H'8FFF

0
1

H'2000

H'FFFF

H'9000

H'1000

H'2000

H'FFFF

H'9000

H'2000 H'9000

PWM PWM

PWM

0

a

1

0

1

1

F/F

F/F

0 1 PWM 1

 

図 21.31 PWM 出力モードにおけるリロード 0、1 レジスタの更新（デューティ 0％出力時） 

（3） PWM 出力モード使用上の注意 

PWM 出力モードを使用する場合の注意点を以下に示します。 

• 外部入力によるカウントイネーブルとカウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが同一ク

ロックで重なった場合は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが優先されます。 

• アンダフロー時のサイクルにカウンタを読むと、リロードレジスタ値が読み出されます。その直後のカ

ウンタクロックでカウンタ値は「リロードレジスタ値－1」が読み出されます。 

• タイマ動作はカウントクロックに同期しているため、カウントイネーブルからF/F出力反転までに最大で1

カウントクロック分のディレイが発生します。 
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21.21.2 ワンショット PWM 出力モードの動作説明 

（1） ワンショット PWM 出力モード概要 

ワンショット PWM 出力モードは、2 つのリロードレジスタを使って、任意のデューティ比の波形を 1 回だ

け発生するモードです。ワンショット PWM 出力モード時は、16 ビットタイマとして動作します。 

リロード 0 レジスタと、リロード 1 レジスタに初期値を設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、

カウントクロックに同期してリロード 0 レジスタの値をカウンタにロードし、ダウンカウントを開始します。

1 回目のカウンタアンダフローのサイクルで、リロード 1 レジスタの内容をカウンタにロードし、2 回目のカ

ウンタアンダフローによりカウントを停止します。リロード 0 レジスタの設定値＋1、リロード 1 レジスタの

設定値＋1 が、それぞれカウント値として有効です。 

ソフトウェアによるタイマの停止は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みを行うと同時

に行われます（PWM 出力周期には同期しません）。 

ワンショット PWM 出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時と 2 回目のアンダフロー発生時に TOUn

出力コントロールレジスタの値を、1 回目のアンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの反

転値を出力します（PWM 出力モードと異なり、カウント開始時、F/F 出力は反転しません）。 

また、1 回目と 2 回目のカウンタアンダフロー時に、それぞれ割り込み要求、および DMA 転送要求を発生

できます。ただし、1 回目の割り込み要求、および DMA 転送要求の発生は、ソフトウェアにて許可/禁止の

選択が可能です。 

リロード 0 レジスタまたはリロード 1 レジスタのどちらかに"H'FFFF"を設定した場合は、割り込み要求は

発生しますが F/F は反転しないデューティ 0％、100％の PWM 出力を行うことが可能です。詳細は「21.21.5 

PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時のデューティ 0％、100％出力」を参照してください。 

なお、タイマ TOU のワンショット PWM 出力モードには補正機能はありません。 
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H'F0001

1

TOU

0

H'FFFF

H'0000

H'A000 H'A000

*1 0 1 PWM
0 1 PWM

*2

H'F000

F/F

DMA

H'A000

1 2

TOnOUCR

PWM

*
1

*
2

*
2

TOnOUCR

 

図 21.32 ワンショット PWM 出力モードの動作例 
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（2） ワンショット PWM 出力モード使用上の注意 

ワンショット PWM 出力モードを使用する場合の注意点を以下に示します。 

• 外部入力によるカウントイネーブルとカウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが同一ク

ロックで重なった場合は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが優先されます。 

• アンダフロー時のサイクルにカウンタを読むと、リロードレジスタ値が読み出されます。その直後のカ

ウントクロックでカウンタ値は「リロードレジスタ値－1」が読み出されます。 

• タイマ動作中のリロード0、リロード1レジスタの更新は、現在出力中のPWM波形には影響を及ぼしませ

ん。更新は、次のカウント開始時のPWM周期より反映されます。 
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21.21.3 ワンショット出力モードの動作説明 

（1） ワンショット出力モード概要 

ワンショット出力モードは、リロードレジスタの設定値＋1 の幅のパルスを 1 回だけ発生して停止するモー

ドです。 

リロードレジスタ設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、カウントクロックに同期してリロード

レジスタの内容をカウンタにロードし、カウントを開始します。カウンタはダウンカウントを行い、アンダ

フローで停止します。 

ワンショット出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時に TOUn 出力コントロールレジスタの反転値

を、アンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの値を出力し、リロードレジスタ設定値＋1

のワンショットパルス波形が 1 回だけ発生します。 

また、カウンタアンダフロー時には、割り込み要求、および DMA 転送要求を発生できます。 

カウント値はリロードレジスタの設定値＋1 です。 

たとえば、リロードレジスタの初期値が 7 の場合、カウント値は 8 となります。 

TOU

8

F/F

7 7

7

1 2 3 4 5 6 7 8

6
5

4
3

2
1

0

1

2

*1 F/F
*2  

図 21.33 ワンショット出力モードのカウント例 
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TOU

H'FF FFFF

H'00 0000

H'55 AA00 H'55 AA00

F/F

DMA

H'55 AA00

TOnOUCR
TOnOUCR

 

図 21.34 ワンショット出力モードの動作例 

（2） ワンショット出力モード使用上の注意 

ワンショット出力モードを使用する場合の注意点を以下に示します。 

• アンダフローによるカウンタ停止と外部入力によるカウントイネーブルが同一クロックで重なった場合

は、アンダフローによるカウンタ停止が優先されます。 

• アンダフローによるカウンタ停止とカウントイネーブルビットへのカウント許可書き込みが同一クロッ

クで重なった場合は、カウントイネーブルビットへのカウント許可が優先されます。 

• 外部入力によるカウントイネーブルとカウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが同一ク

ロックで重なった場合は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが優先されます。 

• タイマ動作はカウントクロック出力に同期しているため、カウントイネーブルからF/F出力反転までに最

大で1カウントクロック分のディレイが発生します。 
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21.21.4 連続出力モードの動作説明 

（1） 連続出力モード概要 

連続出力モードは、カウンタの設定値からダウンカウントを行い、カウンタのアンダフローでリロードレ

ジスタの値をロードします。以後カウンタのアンダフローごとにこの動作を繰り返し、リロードレジスタ設

定値＋1 の反転する連続的なパルスを発生します。 

カウンタとリロードレジスタの設定後、タイマをカウントイネーブルにすると、カウントクロックに同期

してカウンタ設定値からダウンカウントを開始し、アンダフローを発生します。 

このアンダフローのサイクルでリロードレジスタの内容をカウンタにロードし、再度カウントを行います。

以後アンダフロー発生ごとにこの動作を繰り返します。カウンタを停止する場合は、カウントイネーブルビッ

トへのカウント禁止書き込みを行うと同時に行われます。 

連続出力モードの F/F 出力波形は、カウント開始時と偶数回目のアンダフロー発生時に TOUn 出力コント

ロールレジスタの反転値を、奇数回目のアンダフロー発生時には TOUn 出力コントロールレジスタの値を出

力し、カウント停止まで連続的なパルス波形を出力します。 

また、カウンタアンダフローごとに、割り込み要求、および DMA 転送要求を発生できます。 

カウンタの設定値＋1、リロードレジスタの設定値＋1 がカウント値として有効です。 

たとえば、カウンタの初期値が 4、リロードレジスタの初期値が 5 の場合の動作を以下に示します。 

TOU

5

F/F

1 2 3 4 5

4 3 2 1 0

*1 

6 6

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

5 4 3 2 1 0

5 54 3 2 1 0

*
1

5
*

1
*

1

 

図 21.35 連続出力モードのカウント例 
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図 21.36 連続出力モードの動作例 

（2） 連続出力モード使用上の注意 

連続出力モードを使用する場合の注意点を以下に示します。 

• 外部入力によるカウントイネーブルとカウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが同一ク

ロックで重なった場合は、カウントイネーブルビットへのカウント禁止書き込みが優先されます。 

• アンダフロー時のサイクルにカウンタを読むと、リロードレジスタ値が読み出されます。その直後のカ

ウントクロックでカウンタ値は「リロードレジスタ値－1」が読み出されます。 

• タイマ動作はカウントクロック出力に同期しているため、カウントイネーブルからF/F出力反転までに最

大で1カウントクロック分のディレイが発生します。 
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21.21.5 PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時のデューティ 0％、100％出力 
PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時にリロード 0 レジスタ、またはリロード 1 レジスタに H'FFFF

を書き込み、動作させると F/F を反転しない PWM 出力（デューティ 0％、100％）を設定できます。 

PWM 出力/ワンショット PWM 出力モード時は、リロード値が H'FFFF かどうかを判定するため、下記の注

意が必要です。 
 

（例）出力したい周期が"10"カウントのとき 

 
周期割合 50％：50％ 80％：20％ 90％：10％ 100％：0％ 

カウント割合 5：5 8：2 9：1 10：0 

レジスタ設定値 0004：0004 0007：0001 0008：0000 0009：FFFF 

 

n＋1 カウントするので実際の設定値はそれぞれ"－1"する必要があります。 
 

• リロードレジスタにH'FFFFを設定した場合はデューティ0％、100％となるため、純粋なH'FFFFカウント

はできません。 

• リロード0レジスタ、およびリロード1レジスタともにH'FFFFを設定するのは、使用禁止です。 

• 動作中のカウンタへのH'FFFF書き込みは、使用禁止です。 

• デューティ0％、100％の場合でも、割り込み要求、他のタイマへの起動要求は発生します。 
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図 21.37 PWM 出力モードの動作例（リロード 0 レジスタ：H'FFFF） 
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図 21.38 PWM 出力モードの動作例（リロード 1 レジスタ：H'FFFF） 
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図 21.39 ワンショット PWM 出力モードの動作例（リロード 0 レジスタ：H'FFFF） 
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図 21.40 ワンショット PWM 出力モードの動作例（リロード 1 レジスタ：H'FFFF） 
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PWM 出力モードおよびワンショット PWM 出力モード時のデューティ 0％、100％設定時、F/F 出力は以下

のように動作します。 
 

（1） PWM 出力モード 

0％：TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

100％：TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

1
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4

6

5

8

7

10

11

12

13

14

15

16

9

0F/F

100

0

100
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0

100
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0
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0
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図 21.41 PWM 出力モードのデューティ 0％、100％の F/F 出力例 
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（2） ワンショット PWM 出力モード 

0％：TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

100％：TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

F/F
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図 21.42 ワンショット PWM 出力モードのデューティ 0％、100％の F/F 出力例 
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21.21.6 各モードにおける F/F 出力 
各動作モードにおける F/F 出力は、TOUn フリップフロップ出力データレジスタ（TOnFFDR）と TOUn 出

力コントロールレジスタ（TOnOUCR）設定値により制御します。以下に TOnFFDR レジスタと TOnOUCR レ

ジスタと F/F 出力の関係を示します。 

（1） 各動作モード共通 

• TOnOUCRレジスタ書き込み時、TOnOUCRレジスタとTOnFFDRレジスタはともにTOnOUCRレジスタ書

き込み内容で更新されます。 

• TOnFFDRレジスタ書き込み時、TOnFFDRレジスタのみがTOnFFDRレジスタ書き込み内容で更新されま

す（TOnFFDRレジスタの更新内容は、即F/F出力に反映されます）。 

• カウントイネーブルの状態にかかわらず、TOnOUCRレジスタ、 TOnFFDRレジスタは書き換え可能です。 
 

（2） PWM 出力モードの F/F 出力 

0 100
F/F

50 50 50

 

①カウントスタート時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

②アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

③アンダフロー時、リロード 0 レジスタ値が H'FFFF、かつリロード 1 レジスタ値が H'xxxx（H'FFFF 以外

の任意値）の場合、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。また、出力期間は、リロード 1

レジスタ値に従います。 

④アンダフロー時、リロード 0 レジスタ値が H'xxxx（H'FFFF 以外の任意値）、かつリロード 1 レジスタ値

が H'FFFF の場合、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。また、出力期間は、リロード

0 レジスタ値に従います。 

⑤アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

⑥アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

⑦アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

⑧カウントイネーブルを禁止（動作停止）の場合、F/F 出力は TOnFFDR レジスタの値を保持します。 
 

【注】・ リロード 0 レジスタ、リロード 1 レジスタがともに H'FFFF の設定は禁止します。 
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（3） ワンショット PWM 出力モードの F/F 出力 

0 100
F/F

50 50

 

①カウントスタート時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

②アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

③アンダフローによるカウンタ停止時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

④カウントスタート時、リロード 0 レジスタ値が H'FFFF、かつリロード 1 レジスタ値が H'xxxx（H'FFFF

以外の任意値）の場合、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。また、出力期間は、リ

ロード 1 レジスタ値に従います。 

⑤アンダフローによるカウンタ停止時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

⑥カウントスタート時、リロード 0 レジスタ値が H'xxxx（H'FFFF 以外の任意値）、かつリロード 1 レジス

タ値が H'FFFF の場合、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。また、出力期間は、リロード

0 レジスタ値に従います。 

⑦アンダフローによるカウンタ停止時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

⑧カウントスタート時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

⑨アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

⑩カウントイネーブルを禁止（動作停止）の場合、F/F 出力は TOnFFDR レジスタの値を保持します。 
 

【注】・ リロード 0 レジスタ、リロード 1 レジスタがともに H'FFFF の設定は禁止します。 
 

（4） ワンショット出力モードの F/F 出力 

F/F

 

①カウントスタート時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

②アンダフローによるカウンタ停止時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

③カウントスタート時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

④アンダフローによるカウンタ停止時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

⑤カウントスタート時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

⑥カウントイネーブルを禁止（動作停止）の場合、F/F 出力は TOnFFDR レジスタの値を保持します。 
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（5） 連続出力モードの F/F 出力 

F/F

 

①カウントスタート時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

②アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

③アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

④アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの値を出力します。 

⑤アンダフロー時、F/F 出力は TOnOUCR レジスタの反転値を出力します。 

⑥カウントイネーブルを禁止（動作停止）の場合、F/F 出力は TOnFFDR レジスタの値を保持します。 
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21.21.7 PWM 出力禁止機能 
TOUn_0～TOUn_5タイマの出力端子であるTOn0～TOn5からの出力を強制的に禁止する機能を備えていま

す。この機能は 3 相 PWM 制御時に短絡等の異常状態検出時の保護機能として使用可能ですが、タイマ TOU

のすべての出力モードで使用できます。I/O ポートがタイマ出力以外のモードの場合は使用できません。図

21.43 に PWM 出力禁止機能の回路構成を示します。 
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図 21.43 PWM 出力禁止機能の回路構成 

PWM 出力を禁止するには次の 3 つの方法があります。 

（1） 外部端子（PWMOFFn）から入力された信号による PWM 出力禁止 

外部端子PWMOFFnへの入力信号によって、タイマTOUn_0～TOUn_5の PWM出力に対応するポートTOn0

～TOn5 への出力を禁止できます。 

• TOUnPWMOFF入力処理レジスタ（TOnPOCR）のPOSTnビットにて立ち上がりエッジ、立ち下がりエッ

ジ、両エッジを選択した場合 

外部端子（PWMOFFn）でのエッジ検出時に PWM 出力が禁止となります。このとき、TOUnPWM 出力禁

止制御レジスタ（TOnPODISCR）の PODISTn ビットが"1"にセットされます。 

PWM 出力許可状態への復帰は、TOUnPWM 出力禁止制御レジスタ（TOnPODISCR）の PODISTn ビットの
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"0"クリアによって行います。 

• TOUnPWMOFF入力処理レジスタ（TOnPOCR）のPOSTnビットにて、"L"レベル、"H"レベルを選択した

場合 

外部端子（PWMOFFn）への PWM 出力禁止レベル入力期間中、PWM 出力が禁止となります。このとき、

TOUnPWM 出力禁止制御レジスタの PODISTn ビットが"1"にセットされます。 

PWM 出力許可状態への復帰は、外部端子（PWMOFFn）への PWM 出力禁止レベル入力解除によって行わ

れます。このとき、TOUnPWM 出力禁止制御レジスタ（TOnPODISCR）の PODISTn ビットからは、最後に

書き込みを行った設定値が読み出されます。 

【注】・外部端子（PWMOFFn）への PWM 出力禁止レベル入力中に TOUnPWM 出力禁止制御レジスタの PODISTn

ビットへ書き込みを行った場合、書き込んだ値はレジスタに格納されます。ただし、読み出しを行った場合は、

"1"が読み出されます。その後、外部端子への PWM 出力禁止レベル入力が解除されると PODISTn ビット設定

内容が読み出し可能となり、その設定値に従って PWM 出力が制御されます。 
 

外部端子（PWMOFFn）への入力信号によって PWM 出力を禁止するためには、TOUnPWMOFF 入力処理制

御レジスタ（TOnPOCR）、TOUnPWMOFF 機能許可レジスタ（TOnPOER）に対して下記の設定を行います。 

• PWMOFFnから入力された信号によるPWM出力禁止の場合 

(a) TOnPOCRレジスタのPOSTnビットに設定値（"001"、"010"、"011"、"10X"、または"11X"）を書き込む。 

(b) TOnPOERレジスタのPOENTnビットに"1"を書き込み、PWMOFF機能を有効にする。 
 

（2） PWM 出力禁止制御レジスタによる PWM 出力禁止 

TOUnPWM 出力禁止制御レジスタ（TOnPODISCR）によってタイマ TOUn_0～TOUn_5 の PWM 出力に対

応するポート TOn0～TOn5 への出力を禁止できます。 

TOUnPWM 出力禁止制御レジスタ（TOnPODISCR）によって PWM 出力を禁止するためには、下記の設定

を行います。 

• TOUnPWM出力禁止制御レジスタ（TOnPODISCR）によるPWM出力禁止の場合 

(a) TOnPODISCRレジスタのPODISTnビットに"1"（出力禁止）を設定。 
 

（3） ポート TOn0～TOn5 の端子レベルによる PWM 出力禁止 

ポート TOn0～TOn5 の端子レベル（"L"レベルまたは"H"レベル）によってタイマ TOUn_0～TOUn_5 の PWM

出力に対応するポート TOn0～TOn5 への出力を禁止できます。 

ポート TOUn0～TOUn5 からの PWM 出力禁止レベル検出後、PWM 出力が禁止となります。PWM 出力禁

止時、TOUnPWM 出力禁止制御レジスタ（TOnPODISCR）の PODISTn ビットに"1"がセットされます。PWM

出力許可状態への復帰は、ポート TOn0～TOn5 からの PWM 出力禁止レベルの出力を解除後、TOUnPWM 出

力禁止制御レジスタの PODISTn ビットの"0"クリアによって行います。 

【注】・ ポートTOn0～TOn5からのPWM出力禁止レベルが出力時、TOUnPWM出力禁止制御レジスタにあるPODISTn

ビットへの書き込みを行った場合は、そのときの書き込み動作は無効となります。 
 

ポートの端子レベルによって PWM 出力を禁止するためには、TOUnPWM 出力禁止制御レジスタ

（TOnPODISCR）、TOUnPWMOFF 機能許可レジスタ（TOnPOER）に対して下記の設定を行います。 
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• ポートTOn0～TOn5のレベルによるPWM出力禁止の場合 

(a) TOnPOLVCRレジスタのPOLVSELTnビットにどのレベル（"L"レベルまたは"H"レベル）のときにPWM

出力禁止するかを設定する。 

(b) TOnPOLVCRレジスタのPOLVENTnビットに"1"（出力禁止有効）を設定する。 

(c) TOnPOERレジスタのPOENTnに"1"を書き込み、PWMOFF機能を有効にする。 
 

21.21.8 短絡防止機能 

（1） 短絡防止機能の概要 

短絡防止機能有効/無効ビットを設定する際は、TOUn_0～TOUn_5 のカウンタをカウント停止状態で実施し

てください（カウント許可状態でのビット設定は禁止します）。 

短絡防止機能有効時の各タイマの動作モードは以下で実施してください（その他のタイマモードでは使用

できません）。 
 

TOUn_0（2, 4） ワンショット PWM 出力モード 

TOUn_1（3, 5） ワンショット出力モード 

【注】・ TOUn_0（2, 4）は、TOUn_0、TOUn_2、TOUn_4 を示します。 

 ・ TOUn_1（3, 5）は、TOUn_1、TOUn_3、TOUn_5 を示します。 
 

短絡防止機能有効時は、TOUn_1（3, 5）の TOUn イネーブル要因選択ビットは無効になり、それぞれ TOUn_0

（2, 4）のアンダフローによって起動されます。 

短絡防止時間は、TOUn_1（3, 5）のリロードレジスタに設定します。このとき、短絡防止時間は、リロー

ドレジスタ設定値＋2、となります。なお、リロードレジスタの設定値は、下記の条件を満たさなければなり

ません。 
 

TOUn_1（3, 5）のリロードレジスタ設定値≦TOUn_0（2, 4）のリロード 1 レジスタ設定値－2 
 

短絡防止機能を有効とする場合、TOUn 出力コントロールレジスタと TOUn 短絡防止機能用フリップフロッ

プ出力データレジスタに値を設定する必要があります。 
 

• 最初に"H"レベルを出力する場合 

TOUn 出力コントロールレジスタに"1"を、TOUn 短絡防止機能用フリップフロップ出力データレジスタ

に"0"を設定する。 

• 最初に"L"レベルを出力する場合 

TOUn 出力コントロールレジスタに"0"を TOUn 短絡防止機能用フリップフロップ出力データレジスタに

"1"を設定する。 
 

なお、TOUn 出力コントロールレジスタと、TOUn 短絡防止機能用フリップフロップ出力データレジスタに

同じ値を書き込んだ場合、一定出力となります。 

短絡防止機能を有効にした場合、TOUn_0（2, 4）リロードレジスタ 0、および TOUn_0（2, 4）リロードレ

ジスタ 1 へ"H'FFFF"を書き込むことは禁止します。 



 21. アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS） 

Rev.1.10 2011.09.16  21-163

  R01UH0030JJ0110 

H'0010 H'0010

0 1

TOU

0 H'A000

H'0010

H'F000

H'F000

H'FFFF

H'0000

H'A000

1

TOUn_1(3, 5)F/F

TOUn_0(2, 4)F/F

TOUn_0(2, 4)

*1 0
*2 1
*3
*4

H'FFFF

H'0000

*
1

*
3

*
4

TOUn_1(3, 5)

*
3

*
2

0

1 1

0

TOUn_0(2, 4)

TOUn_1(3, 5)

 

図 21.44 短絡防止機能の動作概要 
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ソフトウェアで強制的に出力を固定させる場合に短絡防止機能を有効にするには、以下の手続きを行って

ください。 

• TOUn_0（2, 4）カウントイネーブルビットに"0"を書き込む 

• TOUn_1（3, 5）のTOUn出力コントロールレジスタに短絡防止となるような値を書き込む 

• TOUn_1（3, 5）のカウントイネーブルビットに"1"を書き込む 

このとき、短絡防止時間は以下のようになります。 
 

TOUn_1（3, 5）の TOUn 出力コントロールレジスタ書き込み～TOUn_1（3, 5）カウントイネーブルまでの

時間＋TOUn_1（3, 5）リロードレジスタ設定値＋1 
 

ソフトウェアでカウンタを停止する場合、TOUn_0（2, 4）と TOUn_1（3, 5）の両方がカウント停止状態に

なるように実施してください。 

TOUn_1（3, 5）のカウントイネーブルビットに"1"を書き込む場合、TOUn_0（2, 4）および TOUn_1（3, 5）

ともにカウント停止状態で実施してください。 
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図 21.45 ソフトウェアで強制的に出力を固定させる場合の動作概要 
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（2） 短絡防止機能時の FF 出力とレジスタ設定 

図 21.46 に短絡防止機能有効時の FF 出力とレジスタ設定値の関係を示します。 

TOUn_0(2,4) PWM

TOUn_0(2,4) F/F  TOnOUCR
TOUn_0(2,4) F/F  TOnSHFFDR
TOUn_0(2,4) F/F  TOnSHFFDR
TOUn_0(2,4) F/F  TOnOUCR

TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR
TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR

TOUn_1(3,5) F/F  TOnSHFFDR

TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR
TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR

TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR

TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) PWM "L"
TOUn_1(3,5) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
=TOUn_1(3,5) "H"
TOUn_0(2,4) PWM "H"
TOUn_1(3,5) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
=TOUn_1(3,5) "H"
TOUn_0(2,4) PWM "L"
TOUn_1(3,5) "H"

TOnFFDR TOnSHFFDR  
TOUn_1(3,5) TOnCR SHENTn

     TOn1MCR(3,5) ENSELTn1(3,5)
TOU

PWM

F/F

TOUn_1(3,5)

PWM

F/F

 

図 21.46 短絡防止機能の F/F 出力とレジスタ設定値の関係 
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TOUn_0(2,4) PWM

TOUn_0(2,4) F/F  TOnOUCR
TOUn_0(2,4) F/F  TOnSHFFDR
TOUn_0(2,4) F/F  TOnOUCR

TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR
TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR

TOUn_1(3,5) F/F  TOnSHFFDR

TOUn_1(3,5) F/F  TOnFFDR
TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR
TOUn_1(3,5) F/F  TOnOUCR

TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) PWM "L"
TOUn_1(3,5) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
TOUn_0(2,4) "H"
=TOUn_1(3,5) "H"
TOUn_0(2,4) PWM "H"
TOUn_1(3,5) "H"
TOUn_1(3,5) F/F "1"
TOUn_1(3,5) "1"
TOUn_0(2,4) PWM "L"
TOUn_1(3,5) "H"

TOUn_0(2,4) TOUn_1(3,5)TOUn_1(3,5)

PWM

F/F

TOUn_1(3,5)

PWM

F/F

 

図 21.47 ソフトウェアで強制的に出力を固定したときの F/F 出力とレジスタ設定の関係 
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（3） タイマ TOU の応用（三相モータ制御） 

タイマ TOU のカウントソースは、PWM の分解能を最大とするため、Pck（40MHz）をプリスケーラで 1

分周して使用します。 

TOU0_7 を連続出力モードに設定し、20kHz のキャリア周期を生成します。TOU0_0、TOU0_2、TOU0_4

をワンショット PWM 出力モードに、TOU0_6 をワンショット出力モードに設定し、TOU0_7 のアンダフロー

で TOU0_0、TOU0_2、TOU0_4、TOU0_6 を起動します。 

TOU0_1、TOU0_3、TOU0_5 をワンショット出力モードに設定し、短絡防止機能として使用します。 

TOU0_0～TOU0_5 で生成される PWM 出力波形は外部端子 TO00～TO05 から出力します。TO00～TO05 の

初期値は TOUn 出力コントロールレジスタに設定します。 

TOU0_6 は、キャリア周期の 3/4 位置でアンダフローする値をリロードレジスタに設定します。 

また、外部端子からの入力と、ポート端子レベルによる PWM 出力禁止機能を使用します。 

図 21.48 にタイマ動作タイミング図を、図 21.49 にタイマ構成図を示します。 

TOU0_7

TOU0_6

TOU0_1 TOU0_3 TOU0_5

TOU0_0 TOU0_2 TOU0_4
PWM

 

図 21.48 タイマ動作タイミング図 
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図 21.49 タイマ構成図 
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22. タイマユニット（TMU） 

本 MCU は 3 チャネル（TM0～TM2）の 32 ビットタイマにより構成されるタイマユニット（TMU）を内蔵

しています。なお、本章では、TMn の n は 0～2 と規定しています。 
 

22.1 概要 

• 各チャネルとも、オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載 

• 各チャネルとも、任意の時点で読み出し/書き込み可能なオートリロード用の32ビットタイマコンスタン

トレジスタおよび32ビットダウンカウンタを搭載 

• TM0～TM2は、5種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）（ただし、Pckは周辺クロック） 

• 1種類の割り込み要因 

アンダフロー×1要因（各チャネル）があります。 
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図 22.1 に TMU のブロック図を示します。 

TMU0

TMU

Pck/4
Pck/16
Pck/64
Pck/256
Pck/1024

Pck

IRQ_TMU0

TMU1

IRQ_TMU1

TMU2

IRQ_TMU2

TMnCNT
TMnCOR
TMnCR
TMSTR
n 0 2

TMn
TMn
TMn
TM

TM2CR

TM1CR

TM0CR

TM2COR

TM1COR

TM0COR

TM2CNT
32bit

TM1CNT
32bit

TM0CNT
32bit

Pck/4
Pck/16
Pck/64
Pck/256
Pck/1024

Pck/4
Pck/16
Pck/64
Pck/256
Pck/1024

TMSTR

IRQ_n

 

図 22.1 TMU のブロック図 
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22.2 レジスタの説明 
表 22.1 に TMU のレジスタ構成を示します。 

 

表 22.1 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

共通 TM スタートレジスタ TMSTR H'00 H'FFFF D004 8 22-4 

TM0 コンスタントレジスタ TM0COR H'FFFF FFFF H'FFFF D008 32 22-5 

TM0 カウンタ TM0CNT H'FFFF FFFF H'FFFF D00C 32 22-6 

0 

TM0 コントロールレジスタ TM0CR H'0000 H'FFFF D010 16 22-7 

TM1 コンスタントレジスタ TM1COR H'FFFF FFFF H'FFFF D014 32 22-5 

TM1 カウンタ TM1CNT H'FFFF FFFF H'FFFF D018 32 22-6 

1 

TM1 コントロールレジスタ TM1CR H'0000 H'FFFF D01C 16 22-7 

TM2 コンスタントレジスタ TM2COR H'FFFF FFFF H'FFFF D020 32 22-5 

TM2 カウンタ TM2CNT H'FFFF FFFF H'FFFF D024 32 22-6 

2 

TM2 コントロールレジスタ TM2CR H'0000 H'FFFF D028 16 22-7 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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22.2.1 TM スタートレジスタ（TMSTR） 
TMSTR レジスタは、TMnCNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。 

 

7 6 5 4 3 2 1 0

TM TMSTR P4 H'FFFF D004

0 0 0 0 0 0 0 0

STR0STR1STR2

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 STR2 0 R W TM2 カウンタスタートビット 

TM2CNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TM2CNT カウンタのカウント動作は停止 

1：TM2CNT カウンタはカウント動作する 

1 STR1 0 R W TM1 カウンタスタートビット 

TM1CNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TM1CNT カウンタのカウント動作は停止 

1：TM1CNT カウンタはカウント動作する 

0 STR0 0 R W TM0 カウンタスタートビット 

TM0CNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TM0CNT カウンタのカウント動作は停止 

1：TM0CNT カウンタはカウント動作する 
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22.2.2 TMn コンスタントレジスタ（TMnCOR） 
TMnCNT カウンタのカウントダウンの結果、アンダフローが発生すると、この TMnCOR レジスタの値が

TMnCNT カウンタにセットされ、TMnCNT カウンタはセットされた値からカウントダウンを続けます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

TMnCOR

TMnCOR

TM2 TM2COR P4 H'FFFF D020

TM0 TM0COR
TM1 TM1COR

P4 H'FFFF D008
P4 H'FFFF D014

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FFFF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 TMnCOR すべて 1 R W TMnCNTカウンタアンダフロー時にTMnCNTカウンタにセットする 32ビッ

トレジスタ値。 
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22.2.3 TMn カウンタ（TMnCNT） 
TMnCNT カウンタは、TMnCR レジスタの TPSC ビットにより選択した入力クロックにより、カウントダ

ウン動作を行います。 

TMnCNT カウンタのカウントダウン動作の結果、アンダフローが発生すると、対応するチャネルの TMnCR

レジスタの UNF ビットが"1"にセットされます。また、同時に TMnCNT カウンタには、TMnCOR レジスタの

値が設定され、設定された値からカウントダウン動作を続けます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24
TMnCNT

TMnCNT

TM2 TM2CNT P4 H'FFFF D024

TM0 TM0CNT
TM1 TM1CNT

P4 H'FFFF D00C
P4 H'FFFF D018

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'FFFF FFFF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 TMnCNT すべて 1 R W 32 ビットカウンタ値。 
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22.2.4 TMn コントロールレジスタ（TMnCR） 
TMnCR レジスタは、カウントクロックの選択、TMnCNT カウンタのアンダフロー発生を示すフラグが"1"

にセットされたときの割り込み発生の制御を行います。 
 

TM2 TM2CR P4 H'FFFF D028
TM1 TM1CR P4 H'FFFF D01C
TM0 TM0CR P4 H'FFFF D010

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8
UNF UNIE TPSC

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～9 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

8 UNF 0 R *1 アンダフローフラグ 

TMnCNT カウンタのアンダフローの発生を示すステータスフラグです。 

0：TMnCNT カウンタがアンダフローを起こしていない 

1：TMnCNT カウンタがアンダフローを起こした 

［クリア条件］ 

• UNF ビットに"0"を書き込んだとき 

［セット条件］ 

• TMnCNT カウンタがアンダフローを起こしたとき 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 UNIE 0 R W アンダフロー割り込み制御ビット 

TMnCNTカウンタのアンダフローの発生を示すステータスフラグのUNFビッ

トが"1"にセットされたときに割り込み発生を許可するかどうかを制御しま

す。 

0：アンダフローによる割り込み（TUNI）を禁止 

1：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可 

4、3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2～0 TPSC 000 R W タイマプリスケーラ 

TMnCNT カウンタのカウントクロックを選択します。 

000：Pck/4 でカウント 

001：Pck/16 でカウント 

010：Pck/64 でカウント 

011：Pck/256 でカウント 

100：Pck/1024 でカウント 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 *1 "1"を書き込むと元の値が保持されます。 
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22.3 動作説明 
各チャネルには、32 ビットのタイマカウンタ（TMnCNT）と 32 ビットの TMn コンスタントレジスタ

（TMnCOR）があります。TMnCNT カウンタは、カウントダウン動作を行います。オートリロード機能によっ

て周期カウント動作が可能です。 
 

22.3.1 カウンタの動作 
TMSTR レジスタの STR2～STR0 ビットを"1"にセットすると、対応するチャネルの TMnCNT カウンタはカ

ウント動作を開始します。TMnCNT カウンタがアンダフローすると対応する TMnCR レジスタの UNF フラグ

が"1"にセットされます。このとき、TMnCR レジスタの UNIE ビットが"1"ならば、CPU に割り込みを要求し

ます。また、このとき TMnCNT カウンタには TMnCOR レジスタから値がロードされ、カウントダウン動作

を継続します（オートリロード機能）。 
 

（1） カウント動作の設定手順例 

図 22.2 にカウント動作の設定手順例を示します。 

TMnCR TPSC[2:0]

TMnCR UNIE TMnCNT

TMnCOR

TMnCNT

TMnSTR STR "1"

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

 

図 22.2 カウント動作設定手順例 
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（2） オートリロードカウント動作 

図 22.3 に TMnCNT カウンタのオートリロード動作を示します。 

TMnCOR

H'0000 0000

STR0 STR2

UNF

TMnCNT TMnCOR
TMnCNT

 

図 22.3 TMnCNT カウンタのオートリロード動作 

 

（3） TMnCNT カウンタのカウントタイミング 

TMnCR レジスタの TPSC ビットにより、カウントクロックとして周辺クロックを分周した 5 種類のクロッ

ク（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）を選択できます。 

図 22.4 にこのときのタイミングを示します。 

N

Pck

N-1N+1TMnCNT
 

図 22.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 
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22.4 割り込み 
TMU の割り込み要因は、アンダフロー割り込みです。アンダフロー割り込みは各チャネルで発生します。 

UNF ビットが"1"であり、そのチャネルの割り込み許可ビットが"1"のとき、アンダフロー割り込み要求を

発生します（チャネルごと）。 

表 22.2 に TMU の割り込み要因を示します。 
 

表 22.2 TMU の割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 内   容 

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0 

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1 

2 TUNI2 アンダフロー割り込み 2 

 

22.5 使用上の注意事項 

22.5.1 レジスタの書き込みについて 
TMU のレジスタに書き込むときには、必ず TMSTR レジスタの該当チャネルのスタートビット（STR2～

STR0）をクリアして、タイマのカウント動作を停止させてください。 

ただし、TMSTR レジスタの書き込み、TMnCR レジスタの UNF ビットのクリアは、カウント動作中に行う

ことができます。カウント動作中にフラグ（UNF）をクリアする際は、クリアするビット以外は変更しない

ようにしてください。 
 

22.5.2 TMnCNT カウンタの読み出しについて 
TMnCNT カウンタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウント

動作とレジスタの読み出し処理が同時に行われた場合は、同期処理により TMnCNT カウンタのカウントダウ

ン動作前の値が読み出されます。 
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23. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース
（SCIF） 

本 MCU は、調歩同期式通信とクロック同期式通信の 2 方式をサポートする 4 チャネル（SCIF0～SCIF3）

の FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）を備えています。また、各チャネルとも

独立に送信/受信用に 16 段の FIFO レジスタを内蔵し、本 MCU の効率的かつ高速な連続通信を可能にしてい

ます。なお、本章では、レジスタ名、端子名、および信号名で使用している i は 0～3 と規定しています（端

子の仕様は表 23.1 を参照してください）。 
 

23.1 概要 

• 調歩同期式シリアル通信 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同

期式通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能です。シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォー

マットから選択できます。 

データ長：7ビット、または8ビット 

ストップビット長：1ビット、または2ビット 

パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

ブレークの検出：フレーミングエラー発生後、引き続き1フレーム長以上スペース0（"L"レベル）の場合、

ブレークが検出されます。またフレーミングエラー発生時にRXDi端子のレベルをSCi

シリアルポートレジスタから直接読み出すことによってもブレークを検出できます。 

• クロック同期式シリアル通信 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリア

ルデータ通信が可能です。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

データ長：8ビット 

受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部お

よび受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっているので、シリアルデータの高速連続送信、連続受

信ができます。 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

• 内部または外部送受信クロックソース 

ボーレートジェネレータ（内部クロック）、またはSCKi端子（外部クロック）から選択可能 
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• 4種類の割り込み要因 

送信FIFOデータエンプティ割り込み、ブレーク割り込み、受信FIFOデータフル割り込み、および受信エ

ラー割り込みの4種類の割り込み要因があり、それぞれ独立に要求できます。 

• 調歩同期式モードにおいて、モデムコントロール機能（RTSi#端子およびCTSi#端子）を内蔵 

• 送信およびSCi受信FIFOデータレジスタのデータ数、およびSCi受信FIFOデータレジスタの受信データの

受信エラー数を検出できます。 

• 調歩同期式モード受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 

• 調歩同期式モードにおいて、ビットレートの16または8倍の基本クロックでの動作を選択可能 

• 調歩同期式モード、クロックソースが内部クロック/SCKi端子は入力端子において、ボーレートジェネ

レータ通常/倍速モード選択可能 

• クロック同期式モード時の最大転送レートは3.3Mbpsです。 

• 調歩同期式モード時の最大転送レートは5Mbpsです。 
 

図 23.1 に SCIFi のブロック図を示します。 

SCi
SCi FIFO
SCi
SCi FIFO
SCi
SCi
SCi

Pck

SCiFRDR 16 SCiFTDR 16

SCiRSR SCiTSR

SCiSMR

SCiLSR

SCiFDR

SCiFCR

SCiFSR

SCiSCR

SCiSPTR

SCiBRR

SCiEMR

TXI
RXI
ERI
BRI

Pck/4

Pck/16

Pck/64

RTSi#

CTSi#

SCKi

TXDi

RXDi

 
SCIF  

SCi
SCi
SCi
SCiFIFO
SCiFIFO
SCi  

Pck      

SCiRSR
SCiFRDR
SCiTSR
SCiFTDR
SCiSMR
SCiSCR
SCiEMR

SCiFSR
SCiBRR
SCiSPTR
SCiFCR
SCiFDR
SCiLSR 
Pck  

図 23.1 SCIFi のブロック図 
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23.2 入出力端子 
表 23.1 に SCIFi の端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 23.1 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

SCK0 入出力 クロック入出力 

RXD0 入力 受信データ入力 

TXD0 出力 送信データ出力 

RTS0# 入出力 リクエストツーセンド 

0 

CTS0# 入出力 クリアツーセンド 

SCK1 入出力 クロック入出力 

RXD1 入力 受信データ入力 

1*1 

TXD1 出力 送信データ出力 

SCK2 入出力 クロック入出力 

RXD2 入力 受信データ入力 

TXD2 出力 送信データ出力 

RTS2# 入出力 リクエストツーセンド 

2 

CTS2# 入出力 クリアツーセンド 

RXD3 入力 受信データ入力 

TXD3 出力 送信データ出力 

RTS3# 入出力 リクエストツーセンド 

3*1 

CTS3# 入出力 クリアツーセンド 

【注】*1 本 MCU には、RTS1#、CTS1#、SCK3 はありません。 
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23.3 レジスタの説明 
表 23.2 に SCIFi のレジスタ構成を示します。 

 

表 23.2 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

SC0 シリアルモードレジスタ SC0SMR H'0000 H'FFFF C000 16 23-8 

SC0 ビットレートレジスタ SC0BRR H'FF H'FFFF C004 8 23-21 

SC0 シリアルコントロールレジスタ SC0SCR H'0000 H'FFFF C008 16 23-11 

SC0 送信 FIFO データレジスタ SC0FTDR 不定 H'FFFF C00C 8 23-7 

SC0 シリアルステータスレジスタ SC0FSR H'0060 H'FFFF C010 16 23-15 

SC0 受信 FIFO データレジスタ SC0FRDR 不定 H'FFFF C014 8 23-6 

SC0FIFO コントロールレジスタ SC0FCR H'0000 H'FFFF C018 16 23-26 

SC0FIFO データカウントセットレジスタ SC0FDR H'0000 H'FFFF C01C 16 23-29 

SC0 シリアルポートレジスタ SC0SPTR H'0050 H'FFFF C020 16 23-30 

SC0 ラインステータスレジスタ SC0LSR H'0000 H'FFFF C024 16 23-32 

SC0 シリアル拡張モードレジスタ SC0EMR H'0000 H'FFFF C028 16 23-33 

SC1 シリアルモードレジスタ SC1SMR H'0000 H'FFFF C100 16 23-8 

SC1 ビットレートレジスタ SC1BRR H'FF H'FFFF C104 8 23-21 

SC1 シリアルコントロールレジスタ SC1SCR H'0000 H'FFFF C108 16 23-11 

SC1 送信 FIFO データレジスタ SC1FTDR 不定 H'FFFF C10C 8 23-7 

SC1 シリアルステータスレジスタ SC1FSR H'0060 H'FFFF C110 16 23-15 

SC1 受信 FIFO データレジスタ SC1FRDR 不定 H'FFFF C114 8 23-6 

SC1FIFO コントロールレジスタ SC1FCR H'0000 H'FFFF C118 16 23-26 

SC1FIFO データカウントセットレジスタ SC1FDR H'0000 H'FFFF C11C 16 23-29 

SC1 シリアルポートレジスタ SC1SPTR H'0050 H'FFFF C120 16 23-30 

SC1 ラインステータスレジスタ SC1LSR H'0000 H'FFFF C124 16 23-32 

SC1 シリアル拡張モードレジスタ SC1EMR H'0000 H'FFFF C128 16 23-33 

SC2 シリアルモードレジスタ SC2SMR H'0000 H'FFFF C200 16 23-8 

SC2 ビットレートレジスタ SC2BRR H'FF H'FFFF C204 8 23-21 

SC2 シリアルコントロールレジスタ SC2SCR H'0000 H'FFFF C208 16 23-11 

SC2 送信 FIFO データレジスタ SC2FTDR 不定 H'FFFF C20C 8 23-7 

SC2 シリアルステータスレジスタ SC2FSR H'0060 H'FFFF C210 16 23-15 

SC2 受信 FIFO データレジスタ SC2FRDR 不定 H'FFFF C214 8 23-6 

SC2FIFO コントロールレジスタ SC2FCR H'0000 H'FFFF C218 16 23-26 

SC2FIFO データカウントセットレジスタ SC2FDR H'0000 H'FFFF C21C 16 23-29 

SC2 シリアルポートレジスタ SC2SPTR H'0050 H'FFFF C220 16 23-30 

SC2 ラインステータスレジスタ SC2LSR H'0000 H'FFFF C224 16 23-32 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

SC2 シリアル拡張モードレジスタ SC2EMR H'0000 H'FFFF C228 16 23-33 

SC3 シリアルモードレジスタ SC3SMR H'0000 H'FFFF C300 16 23-8 

SC3 ビットレートレジスタ SC3BRR H'FF H'FFFF C304 8 23-21 

SC3 シリアルコントロールレジスタ SC3SCR H'0000 H'FFFF C308 16 23-11 

SC3 送信 FIFO データレジスタ SC3FTDR 不定 H'FFFF C30C 8 23-7 

SC3 シリアルステータスレジスタ SC3FSR H'0060 H'FFFF C310 16 23-15 

SC3 受信 FIFO データレジスタ SC3FRDR 不定 H'FFFF C314 8 23-6 

SC3FIFO コントロールレジスタ SC3FCR H'0000 H'FFFF C318 16 23-26 

SC3FIFO データカウントセットレジスタ SC3FDR H'0000 H'FFFF C31C 16 23-29 

SC3 シリアルポートレジスタ SC3SPTR H'0050 H'FFFF C320 16 23-30 

SC3 ラインステータスレジスタ SC3LSR H'0000 H'FFFF C324 16 23-32 

SC3 シリアル拡張モードレジスタ SC3EMR H'0000 H'FFFF C328 16 23-33 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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23.3.1 SCi 受信シフトレジスタ（SCiRSR） 
シリアルデータを受信するための内部レジスタです。SCIFi は、SCiRSR レジスタに RXDi 端子から入力さ

れたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、パラレルデータに変換します。1 バイト

のデータ受信を終了すると、データは自動的に SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）へ転送されます。 

直接 SCiRSR レジスタを読み出し/書き込みすることはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 SC3RSR
SC2 SC2RSR
SC1 SC1RSR
SC0 SC0RSR

 
 

23.3.2 SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR） 
受信したシリアルデータを格納する 16 段 FIFO レジスタです。SCIFi は、1 バイトのシリアルデータの受信

が終了すると、SCi 受信シフトレジスタ（SCiRSR）から SCiFRDR レジスタへ受信したシリアルデータを転

送して格納し、受信動作を完了します。16 バイトの格納が終了するまで連続した受信動作が可能です。

SCiFRDR レジスタは読み出し専用で書き込みはできません。SCi 受信 FIFO データレジスタに受信データが

ない状態でデータを読み出すと値は不定になります。 

SCiFRDR レジスタが受信データでいっぱいになると、それ以降に受信したシリアルデータは失われます。 
 

P4 H'FFFF C114
P4 H'FFFF C014

P4 H'FFFF C214
P4 H'FFFF C314

7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 FIFO SC3FRDR
SC2 FIFO SC2FRDR
SC1 FIFO SC1FRDR
SC0 FIFO SC0FRDR

SCiFRDR

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 SCiFRDR 不定 R N 受信したシリアルデータを格納する 16 段 FIFO レジスタ 
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23.3.3 SCi 送信シフトレジスタ（SCiTSR） 
シリアルデータを送信するための内部レジスタです。SCIFi は、SCi 送信 FIFO データレジスタ（SCiFTDR）

から送信データをいったん SCiTSR レジスタに転送し、LSB（ビット 0）から順に TXDi 端子に送り出すこと

でシリアルデータ送信を行います。1 バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCiFTDR レジスタから

SCiTSR レジスタへ次の送信データを転送し、送信を開始します。 

直接 SCiTSR レジスタを読み出し/書き込みすることはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 SC3TSR
SC2 SC2TSR
SC1 SC1TSR
SC0 SC0TSR

 
 

23.3.4 SCi 送信 FIFO データレジスタ（SCiFTDR） 
シリアル送信するデータを格納する 16 段 FIFO レジスタです。SCIF は、SCi 送信シフトレジスタ（SCiTSR）

の空を検出すると、SCiFTDR レジスタに書き込まれた送信データを SCiTSR レジスタに転送してシリアル送

信を開始します。SCiFTDR レジスタの送信データが空になるまで連続シリアル送信ができます。SCiFTDR レ

ジスタは書き込み専用です。SCiSCR.TE ビット＝"0"（送信動作を禁止）の状態で SCiFTDR レジスタへの書

き込みを行わないでください。 

SCiFTDR レジスタが送信データでいっぱい（16 バイト）になると、次のデータを書き込むことができませ

ん。書き込んだデータは無視されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 FIFO SC3FTDR P4 H'FFFF C30C
SC2 FIFO SC2FTDR
SC1 FIFO SC1FTDR
SC0 FIFO SC0FTDR P4 H'FFFF C00C

P4 H'FFFF C10C
P4 H'FFFF C20C

SCiFTDR

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 SCiFTDR 不定 R W シリアル送信するデータを格納する 16 段 FIFO レジスタ 
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23.3.5 SCi シリアルモードレジスタ（SCiSMR） 
SCIFi のシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択するための

レジスタです。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8
CA CHR OE STOPPE CKS
7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 SC3SMR P4 H'FFFF C300
SC2 SC2SMR
SC1 SC1SMR
SC0 SC0SMR P4 H'FFFF C000

P4 H'FFFF C100
P4 H'FFFF C200

 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7 CA 0 R W コミュニケーションモードビット 

SCIFi の動作モードを調歩同期式モードとクロック同期式モードのいずれか

から選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード*1 

【注】 *1 SC3 は設定しないでください。 

6 CHR 0 R W キャラクタレングスビット 

調歩同期式モードのデータ長を 7 ビット/8 ビットデータのいずれかから選択

します。クロック同期式モードでは、CHR ビットの設定にかかわらず、デー

タ長は 8 ビットデータ固定です。 

0：8 ビットデータ 

1：7 ビットデータ*1 

【注】 *1 7 ビットデータを選択した場合、SCi 送信 FIFO データレジスタの

MSB（ビット 7）は送信されません。 

5 PE 0 R W パリティイネーブルビット 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティ

ビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式モードでは、

PE ビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチェックは行い

ません。 

0：パリティビットの付加およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加およびチェックを許可*1 

【注】 *1 PE ビットに"1"をセットすると、送信時には OE ビットで指定し

た偶数または奇数パリティを送信データに付加して送信します。

受信時には、受信したパリティビットが OE ビットで指定した偶

数または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 OE 0 R W パリティモードビット 

パリティの付加やチェックを偶数パリティまたは奇数パリティのいずれで行

うかを選択します。OE ビットの設定は、調歩同期式モードで PE ビットに"1"

を設定しパリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有効になりま

す。クロック同期式モードや調歩同期式モードでパリティの付加やチェック

を禁止している場合には、OE ビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信

キャラクタをあわせて、その中の"1"の数の合計が偶数になるよう

にパリティビットを付加して送信します。受信時には、パリティ

ビットと受信キャラクタをあわせて、その中の"1"の数の合計が偶

数であるかどうかをチェックします。 

*2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信

キャラクタをあわせて、その中の"1"の数の合計が奇数になるよう

にパリティビットを付加して送信します。受信時には、パリティ

ビットと受信キャラクタをあわせて、その中の"1"の数の合計が奇

数であるかどうかをチェックします。 

3 STOP 0 R W ストップビットレングスビット 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1 ビット/2 ビットのいずれか

から選択します。STOP ビットの設定は調歩同期式モードでのみ有効になり

ます。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加され

ませんので、このビットの設定は無効です。なお、受信時には STOP ビット

の設定にかかわらず、受信したストップビットの 1 ビット目のみをチェック

します。ストップビットの 2 ビット目が"1"の場合はストップビットとして扱

いますが、"0"の場合は次の送信キャラクタのスタートビットとして扱いま

す。 

0：1 ストップビット 

送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1 ビットの"1"（ストップビッ

ト）を付加して送信する 

1：2 ストップビット 

送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2 ビットの"1"（ストップビッ

ト）を付加して送信する 

2 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1、0 CKS 00 R W クロックセレクトビット 

内蔵ボーレートジェネレータの内部クロックソースを選択します。クロック

ソースと、SCi ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係に

ついては、「23.3.8 SCi ビットレートレジスタ（SCiBRR）」を参照してく

ださい。 

00：Pck クロック 

01：Pck/4 クロック 

10：Pck/16 クロック 

11：Pck/64 クロック 
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23.3.6 SCi シリアルコントロールレジスタ（SCiSCR） 
SCIFi の送信/受信動作、割り込み要求の許可/禁止、および送信/受信クロックソースの選択を行うレジスタ

です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8
TIE RIE RE REIETE CKE
7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 SC3SCR P4 H'FFFF C308
SC2 SC2SCR
SC1 SC1SCR
SC0 SC0SCR P4 H'FFFF C008

P4 H'FFFF C108
P4 H'FFFF C208

 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7 TIE 0 R W 送信インタラプトイネーブルビット 

SCi 送信 FIFO データレジスタ（SCiFTDR）から SCi 送信シフトレジスタ

（SCiTSR）ヘシリアル送信データが転送され、SCi 送信 FIFO データレジス

タのデータ数が指定送信トリガ数より少なくなり、SCi シリアルステータス

レジスタ（SCiFSR）の TDFE フラグが"1"にセットされたときに、送信 FIFO

データエンプティ割り込み（TXI）要求の発生を許可/禁止します。TIE は、

TXI 要求を許可/禁止するだけなので、TXI を解除しないかぎり要求を許可す

れば、TXI 割り込みが発生します。 

0：送信 FIFO データエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止 

1：送信 FIFO データエンプティ割り込み（TXI）要求を許可*1 

【注】 *1 TXI の解除は、SCiFTDR レジスタに指定した送信トリガ数より多

い送信データを書き込み、TDFE フラグの"1"を読み出した後"0"に

クリアするか、または TIE を"0"にクリアすることで行えます。

DMAC との関係は、「23.5 SCIFi の割り込み要因と DMAC」を

参照してください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6 RIE 0 R W 受信インタラプトイネーブルビット 

SCi シリアルステータスレジスタ（SCiFSR）の RDF フラグまたは DR フラ

グが"1"にセットされたときの受信 FIFO データフル割り込み（RXI）要求、

SCiFSR レジスタの ER フラグが"1"にセットされたときの受信エラー割り込

み（ERI）要求、および SCiFSR レジスタの BRK フラグまたは SCi ラインス

テータスレジスタ（SCiLSR）の ORER フラグが"1"にセットされたときのブ

レーク割り込み（BRI）要求の発生を許可/禁止します。RIE は、RXI/ERI/BRI

要求を許可/禁止するだけなので、RXI/ERI/BRI を解除しないかぎり要求を許

可すれば、RXI/ERI/BRI 割り込みが発生します。 

0：受信 FIFO データフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）

要求、およびブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信 FIFO データフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）

要求、およびブレーク割り込み（BRI）要求を許可*1 

【注】 *1 RXI 割り込み要求の解除は、DR または RDF フラグの"1"を読み出

した後、"0"にクリアするか、RIE ビットを"0"にクリアすることで

行えます。ERI、BRI 割り込み要求の解除は、ER、BRK、または

ORER フラグの"1"を読み出した後、"0"にクリアするか、RIE、REIE

ビットを"0"にクリアすることで行えます。DMAC との関係は、

「23.5 SCIFi の割り込み要因と DMAC」を参照してください。

5 TE 0 R W 送信イネーブルビット 

シリアル送信動作の開始を許可/禁止します。送信中は TE ビットをクリアし

ないでください。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可*1 

【注】 *1 この状態で SCiFTDR レジスタに送信データを書き込むとシリア

ル送信を開始します。なお、TE ビットを"1"にセットする前に必

ず SCiSMR レジスタおよび SCiFCR レジスタの設定を行い、送

信フォーマットを決定し、送信 FIFO をリセットてください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 RE 0 R W 受信イネーブルビット 

シリアル受信動作の開始を許可/禁止します。受信中は RE ビットをクリアし

ないでください。 

0：受信動作を禁止*1 

1：受信動作を許可*2 

【注】 *1 RE ビットを"0"にクリアしても DR、ER、BRK、RDF、FER、PER、

ORER の各ビットは影響を受けず、状態を保持しますので注意し

てください。 

*2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロッ

ク同期式モードの場合は同期クロックをそれぞれ検出すると、シ

リアル受信を開始します。なお、RE ビットを"1"にセットする前

に必ず SCi シリアルモードレジスタ（SCiSMR）、SCiFIFO コン

トロールレジスタ（SCiFCR）の設定を行い、受信フォーマット

を決定し、受信 FIFO をリセットしてください。 

3 REIE 0 R W 受信エラーインタラプトイネーブルビット 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許

可/禁止します。ただし、REIE ビットの設定は RIE ビットが"0"のときのみ有

効です。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を 

禁止 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を 

許可*1 

【注】 *1 ERI、BRI 割り込み要求の解除は、ER、BRK、または ORER フラ

グの"1"を読み出した後、"0"にクリアするか、RIE、REIE ビット

を"0"にクリアすることで行えます。RIE を"0"に設定しても、REIE

ビットを"1"に設定すれば、ERI、BRI 割り込み要求は発生します。

DMAC 転送時に ERI、BRI 割り込み要求を割り込みコントローラ

へ通知したいときに設定します。DMAC との関係は、「23.5 

SCIFi の割り込み要因と DMAC」を参照してください。 

2 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。



23. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）  

Rev.1.10 2011.09.16  23-14   

R01UH0030JJ0110  

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1、0 CKE 00 R W クロックイネーブルビット 

SCIFi のクロックソースの選択、および SCKi 端子からのクロック出力の許可

/禁止を設定します。CKE ビットによって SCKi 端子をシリアルクロック出力

端子にするか、またはシリアルクロック入力端子にするかが決まります。ク

ロック同期式モードで同期クロック出力に設定する場合は、SCiSMR レジス

タの CA ビットを"1"に設定してから CKE ビットを設定してください。 

• 調歩同期式モード 

00：内部クロック/SCKi 端子は入力端子（入力信号は無視） 

01：内部クロック/SCKi 端子はクロック出力（ビットレートの 16 または 8

倍の周波数のクロックを出力） 

10：外部クロック/SCKi 端子はクロック入力（ビットレートの 16 または 8

倍の周波数のクロックを入力） 

11：設定禁止 

• クロック同期式モード 

0x：内部クロック/SCKi 端子は同期クロック出力 

10：外部クロック/SCKi 端子は同期クロック入力 

11：設定禁止 

【記号説明】x：Don’t care 
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23.3.7 SCi シリアルステータスレジスタ（SCiFSR） 
上位 8 ビットは SCi 受信 FIFO データレジスタのデータの受信エラー数を、下位 8 ビットは SCIF の動作状

態を示すステータスフラグを示します。 

ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DR の各ステータスフラグヘ"1"を書き込むことはできません。また、こ

れらを"0"にクリアするためには、あらかじめ"1"を読み出しておく必要があります。PER ビット、PERNUM

ビット、FER ビット、FERNUM ビットは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8
ERPERNUM FERNUM TEND BRK FER DRPER RDFTDFE
7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 SC3FSR P4 H'FFFF C310
SC2 SC2FSR
SC1 SC1FSR
SC0 SC0FSR P4 H'FFFF C010

P4 H'FFFF C110
P4 H'FFFF C210

 
 

＜リセット後の値：H'0060＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 PERNUM 0000 R 0 パリティエラー数ビット 

SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）に格納されている受信データで

パリティエラーの発生しているデータ数を示します。SCiFSR レジスタの ER

ビットがセットされた後、ビット 15～12 で示される値がパリティエラー発

生データ数を表示します。SCiFRDR レジスタの 16 バイト受信データすべて

がパリティエラーを伴う場合、PERNUM ビットは"0000"を表示します。 

11～8 FERNUM 0000 R 0 フレーミングエラー数ビット 

SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）に格納されている受信データで

フレーミングエラーの発生しているデータ数を示します。SCiFSR レジスタ

の ER ビットがセットされた後、ビット 11～8 で示される値がフレーミング

エラーの発生しているデータ数を表示します。SCiFRDR レジスタの 16 バイ

ト受信データすべてがフレーミングエラーを伴う場合、FERNUM ビットは

"0000"を表示します。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 ER 0 R *1 受信エラーフラグ 

フレーミングエラーまたはパリティを含むデータの受信時にパリティエ

ラーが発生したことを示します。*2 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを

表示 

［"0"クリア条件］ 

• ER＝"1"の状態を読み出した後、"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• 1 回のデータ受信の終わりで受信データの最後のストップビットが"1"で

あるかどうかをチェックし、ストップビットが"0"の場合*3 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた"1"の数が、SCi シリアル

モードレジスタ（SCiSMR）の OE ビットで指定した偶数パリティ/奇数パ

リティの設定と一致しなかったとき 

【注】 *2 SCiSCR レジスタの RE ビットを"0"にクリアしたときには、ER

ビットは影響を受けず以前の状態を保持します。受信エラーが発

生しても受信データは SCiFRDR レジスタに転送され受信動作は

継続します。SCiFRDR レジスタから読み出したデータに受信エ

ラーが含まれるかどうかは、SCiFSR レジスタの FER ビットと

PER ビットで判定できます。 

*3 2ストップモードのときは第 1ストップビットのみチェックされ、

第 2 ストップビットはチェックされません。 

6 TEND 1 R *1 送信エンドフラグ 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に SCiFTDR レジスタに有効なデー

タがなく、送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

1：送信を終了したことを表示 

［"0"クリア条件］ 

• SCiFTDR レジスタへ送信データを書き込み、TEND="1"の状態を読み出し

た後、TEND フラグに"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• SCiSCR レジスタの TE ビットが"0"のとき 

• 1 バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビット送信時に SCiFTDR レ

ジスタに送信データがないとき 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5 TDFE 1 R *1 送信 FIFO データエンプティフラグ 

SCi 送信 FIFO データレジスタ（SCiFTDR）から SCi 送信シフトレジスタ

（SCiTSR）にデータが転送され、SCiFTDR レジスタのデータ数が SCiFIFO

コントロールレジスタ（SCiFCR）の TTRG ビットで指定した送信トリガデー

タ数より少なくなり、SCiFTDR レジスタへの送信データの書き込みが許可

されることを示します。 

0：SCiFTDR レジスタに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数より

多いことを表示 

1：SCiFTDR レジスタに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数以下

であること*2を表示 

［"0"クリア条件］ 

• TDFE＝"1"の状態を読み出した後、指定送信トリガ数より多いデータを

SCiFTDR レジスタに書き込み、TDFE フラグに"0"を書き込んだとき 

• 送信 FIFO データエンプティ割り込み（TXI）により DMAC を起動し、指

定送信トリガ数より多いデータを SCiFTDR レジスタに書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• 送信の結果 SCiFTDR レジスタに書き込んだ送信データ数が指定送信トリ

ガ数以下のとき 

【注】*2 SCiFTDR レジスタは 16 バイトの FIFO レジスタであるため、TDFE

＝"1"の状態で書き込むことができるデータの最大数は「16 から指

定した送信トリガ数を引いた数」になります。それ以上のデータを

書き込もうとしてもデータは無視されます。SCiFTDR レジスタの

データ数は SCiFDR レジスタの上位 8 ビットで示されます。 

4 BRK 0 R *1 ブレーク検出ビット 

受信データにブレーク信号が検出されたことを示します。 

0：ブレーク信号なし 

1：ブレーク信号を受信*2 

［"0"クリア条件］ 

• BRK＝"1"の状態を読み出した後、BRK フラグに"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• フレーミングエラーを含むデータを受信し、引き続き 1 フレーム長以上ス

ペース 0（"L"レベル）の場合 

【注】 *2 ブレークが検出されると、検出後 SCiFRDR レジスタへの受信デー

タ（H'00）の転送は停止します。ブレークが終了し、受信信号が

マーク 1 になると、受信データの転送が再開します。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 FER 0 R 0 フレーミングエラー表示フラグ 

調歩同期式モードで、SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）から読み

出したデータにフレーミングエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCiFRDR レジスタから読み出す受信データにフレーミングエラー

が発生しなかったことを表示 

1：次に SCiFRDR レジスタから読み出す受信データにフレーミングエラー

が発生したことを表示 

［"0"クリア条件］ 

• 次の SCiFRDR レジスタ読み出しデータにフレーミングエラーなし 

［"1"セット条件］ 

• 次の SCiFRDR レジスタ読み出しデータにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R 0 パリティエラー表示フラグ 

調歩同期式モードで、SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）から読み

出したデータにパリティエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCiFRDR レジスタから読み出す受信データにパリティエラーが

発生しなかったことを表示 

1：次に SCiFRDR レジスタから読み出す受信データにパリティエラーが

発生したことを表示 

［"0"クリア条件］ 

• 次の SCiFRDR レジスタ読み出しデータにパリティエラーなし 

［"1"セット条件］ 

• 次の SCiFRDR レジスタ読み出しデータにパリティエラーあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 RDF 0 R *1 受信 FIFO データフルフラグ 

受信データが SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）に転送され、

SCiFRDR レジスタのデータ数が SCiFIFO コントロールレジスタ（SCiFCR）

の RTRG ビットで指定した受信トリガ数より多くなったことを示します。

0：SCiFRDR レジスタの書き込まれた受信データ数が指定受信トリガ数よ

り少ないことを表示 

1：SCiFRDR レジスタの受信データ数が指定受信トリガ数以上であること

を表示 

［"0"クリア条件］ 

• RDF＝"1"を読み出した後、SCiFRDR レジスタの受信データ数が指定受信

トリガ数より少なくなるまで SCiFRDR レジスタを読み出し、RDF に"0"

を書き込んだとき 

• 受信 FIFO データフル割り込み（RXI）により DMAC を起動し、SCiFRDR

レジスタの受信データ数が指定受信トリガ数より少なくなるまで

SCiFRDR レジスタを読み出したとき 

［"1"セット条件］ 

• 指定受信トリガ数以上の受信データ数が SCiFRDR レジスタに格納される

とき*2 

【注】 *2 SCiFRDR レジスタは 16 バイトの FIFO レジスタであるため、RDF

が"1"のとき読み出すことができるデータの最大数は指定受信トリ

ガ数となります。SCiFRDR レジスタのすべてのデータを読み出し

た後、さらに読み出しを続けるとデータは不定になります。

SCiFRDR レジスタの受信データ数は SCiFDR レジスタの下位 8

ビットで示されます。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DR 0 R *1 受信データレディフラグ 

調歩同期式モードで、SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）に指定受

信トリガ数より少ないデータを格納し、最後のストップビットから 15ETU

の時間経過後も次のデータが受信されないことを示します。クロック同期式

モードに設定した場合はセットされません。 

0：受信中であるか、正常に受信完了後 SCiFRDR レジスタに受信データ

が残っていないことを表示 

1：次の受信データが受信されていないことを表示 

［"0"クリア条件］ 

• DR="1"の状態を読み出した後、SCiFRDR レジスタ内の受信データをすべ

て読み出し、"0"を書き込んだとき 

• 受信 FIFO データフル割り込み（RXI）により DMAC を起動し、SCiFRDR

レジスタ内の受信データをすべて読み出したとき 

［"1"セット条件］ 

• 指定受信トリガ数未満のデータを SCiFRDR レジスタが格納して、最後の

ストップビットから 15ETU の時間経過*2後も次のデータが受信されない

とき 

【注】 *2 8 ビット、1 ストップビットのフォーマットの 1.5 フレーム分に相

当します。（ETU：Element Time Unit：要素時間単位＝1 ビット

分の転送周期） 

【注】 *1 フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です。 
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23.3.8 SCi ビットレートレジスタ（SCiBRR） 
SCi シリアルモードレジスタ（SCiSMR）の CKS ビット、SCi シリアル拡張モードレジスタ（SCiEMR）の

BGDM ビットおよび ABCS ビットとあわせて、シリアル送信/受信のビットレートを設定する 8 ビットのレジ

スタです。 

チャネルごとにボーレートジェネレータのコントロールが独立していますので、4 つのチャネルにはそれ

ぞれ異なる値を設定できます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

SC3 SC3BRR P4 H'FFFF C304
SC2 SC2BRR
SC1 SC1BRR
SC0 SC0BRR P4 H'FFFF C004

P4 H'FFFF C104
P4 H'FFFF C204

11 11 1 1 11

SCiBRR

 
 

＜リセット後の値：H'FF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 SCiBRR すべて 1 R W ボーレートジェネレータの設定値（0≦N≦255） 

 

SCiBRR レジスタの設定値は以下の計算式で求められます。 
 

【調歩同期式モード】 

• ボーレートジェネレータ通常モード（SCiEMRレジスタのBGDMビットが"0"） 

N＝（Pck/（64×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

N＝（Pck/（32×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 
 

• ボーレートジェネレータ倍速モード（SCiEMRレジスタのBGDMビットが"1"） 

N＝（Pck/（32×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

N＝（Pck/（16×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 
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【クロック同期式モード】 
 

N =
8 2        B2n-1

Pck
106 1

 
 

B：ビットレート（bit/s） 

N：ボーレートジェネレータの SCiBRR レジスタの設定値（0≦N≦255） 

（電気的特性を満足する設定値としてください） 

Pck：周辺クロックの動作周波数（MHz） 

n：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0～3） 

（n とクロックの関係は、表 23.3 を参照してください） 
 

表 23.3 SCiSMR レジスタの設定 

n クロック SCiSMR レジスタの CKS ビットの設定値 

0 Pck 00 

1 Pck/4 01 

2 Pck/16 10 

3 Pck/64 11 

 

調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

• ボーレートジェネレータ通常モード（SCiEMRレジスタのBGDMビットが"0"） 

誤差（％）＝｛（（Pck×106）/（（N＋1）×B×64×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

誤差（％）＝｛（（Pck×106）/（（N＋1）×B×32×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 

• ボーレートジェネレータ倍速モード（SCiEMRレジスタのBGDMビットが"1"） 

誤差（％）＝｛（（Pck×106）/（（N＋1）×B×32×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

誤差（％）＝｛（（Pck×106）/（（N＋1）×B×16×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 
 

表 23.4 に調歩同期式モードのビットレート設定例を示します。また、表 23.5 にクロック同期式モードの

ビットレート設定例を示します。 
 



 23. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

Rev.1.10 2011.09.16  23-23

  R01UH0030JJ0110 

表 23.4 調歩同期式モードのビットレート設定例 

SCiEMR.BGDM＝"0"かつ 

SCiEMR.ABCS＝"0"時 

SCiEMR.BGDM＝"0"かつ 

SCiEMR.ABCS＝"1"時 

または SCiEMR.BGDM＝"1"かつ 

SCiEMR.ABCS＝"0"時 

SCiEMR.BGDM＝"1"かつ 

SCiEMR.ABCS＝"1"時 

ビットレート 

（bps） 

n N 誤差 

（％） 

実際の 

ビットレート 

n N 誤差 

（％）

実際の 

ビットレート

n N 誤差 

（％） 

実際の 

ビットレート

110 3 177 -0.25 109.73 － － － － － － － －

150 3 129 0.16 150.24 3 255 1.73 152.59 － － － －

300 3 64 0.16 300.48 3 129 0.16 300.48 3 255 1.73 305.18

600 2 129 0.16 600.96 3 64 0.16 600.96 3 129 0.16 600.96

1200 2 64 0.16 1201.92 2 129 0.16 1201.92 3 64 0.16 1201.92

2400 1 129 0.16 2403.85 2 64 0.16 2403.85 2 129 0.16 2403.85

4800 1 64 0.16 4807.69 1 129 0.16 4807.69 2 64 0.16 4807.69

9600 0 129 0.16 9615.38 1 64 0.16 9615.38 1 129 0.16 9615.38

19200 0 64 0.16 19230.77 0 129 0.16 19230.77 1 64 0.16 19230.77

31250 0 39 0.00 31250.00 0 79 0.00 31250.00 0 159 0.00 31250.00

38400 0 32 -1.36 37878.79 0 64 0.16 38461.54 0 129 0.16 38461.54

57600 0 21 -1.36 56818.18 0 42 0.94 58139.53 0 86 -0.22 57471.26

62500 0 19 0.00 62500.00 0 39 0.00 62500.00 0 79 0.00 62500.00

115200 0 10 -1.36 113636.36 0 21 -1.36 113636.36 0 42 0.94 116279.07

125000 0 9 0.00 125000.00 0 19 0.00 125000.00 0 39 0.00 125000.00

250000 0 4 0.00 250000.00 0 9 0.00 250000.00 0 19 0.00 250000.00

500000 － － － － 0 4 0.00 500000.00 0 9 0.00 500000.00

625000 0 1 0.00 625000.00 0 3 0.00 625000.00 0 7 0.00 625000.00

1000000 － － － － － － － － 0 4 0.00 1000000.00

1250000 0 0 0.00 1250000.00 0 1 0.00 1250000.00 0 3 0.00 1250000.00

2500000 － － － － 0 0 0.00 2500000.00 0 1 0.00 2500000.00

【注】・ 上記設定のビットレートでの通信を保証するものではありません。本 MCU と通信相手の電気的特性を満たすように

設定してください。また、お客様の環境にて十分な評価と検証のうえ、ご使用ください。 

   ・ n は SCiSMR レジスタのクロックセレクトビット（CKS）の設定値を示します。 

   ・ N は SCiBRR レジスタのボーレートジェネレータの設定値を示します。 
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表 23.5 クロック同期式モードのビットレート設定例 

ビットレート

（bps） 

n N 実際の 

ビットレート 

1000 3 155 1001.60

2500 3 62 2480.16

5000 2 124 5000.00

10000 2 62 9920.63

25000 1 99 25000.00

50000 1 49 50000.00

100000 0 99 100000.00

250000 0 39 250000.00

500000 0 19 500000.00

1000000 0 9 1000000.00

2000000 0 4 2000000.00

2500000 0 3 2500000.00

3333333 0 2 3333333.33

【注】・ 上記設定のビットレートでの通信を保証するものではありません。本 MCU と通信相手の電気的特性を満たすように

設定してください。また、お客様の環境にて十分な評価と検証のうえ、ご使用ください。 

   ・ n は SCiSMR レジスタのクロックセレクトビット（CKS）の設定値を示します。 

   ・ N は SCiBRR レジスタのボーレートジェネレータの設定値を示します。 
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表23.6にボーレートジェネレータを使用する場合の調歩同期式モードの各周波数における最大ビットレー

トを示します。また、表 23.7 に外部クロック入力における調歩同期式モードの最大ビットレート、表 23.8

に外部クロック入力（tScyc＝12tc(Pck)時*1）におけるクロック同期式モードの最大ビットレートを示します。 
 

【注】 *1 本 MCU と通信相手先の電気的特性を満足することを確認してください。 
 

表 23.6 ボーレートジェネレータを使用する場合の各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 

設定値 Pck（MHz） 

BGDM ビット ABCS ビット n N 

最大ビットレート（bit/s） 

0 0 0 1250000 0 

1 0 0 2500000 

0 0 0 2500000 

40 

1 

1 0 0 5000000 

 

表 23.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 

Pck（MHz） 外部入力クロック（MHz） ABCS ビットの設定値 最大ビットレート（bit/s） 

0 625000     40 10 

1 1250000     

 

表 23.8 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード、tScyc＝12tc(Pck)時） 

Pck（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

40 3.3333333 3333333.3 
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23.3.9 SCiFIFO コントロールレジスタ（SCiFCR） 
SCi 送信 FIFO データレジスタおよび SCi 受信 FIFO データレジスタのデータ数のリセット、トリガデータ

数の設定を行うレジスタです。また、ループバックテストの許可ビットを含んでいます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8
RSTRG RTRG TTRG MCE TFRST RFRST LOOP

7 6 5 4 3 2 1 0

SC3FIFO SC3FCR P4 H'FFFF C318
SC2FIFO SC2FCR
SC1FIFO SC1FCR
SC0FIFO SC0FCR P4 H'FFFF C018

P4 H'FFFF C118
P4 H'FFFF C218

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

10～8 RSTRG 000 R W RTS#出力アクティブトリガビット 

SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）内に格納された受信データ数が下

記に示すトリガ設定数以上になったとき、RTSi#信号は"H"レベルになります。

000：15 

001：1 

010：4 

011：6 

100：8 

101：10 

110：12 

111：14 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 RTRG 00 R W 受信 FIFO データ数トリガビット 

SCi シリアルステータスレジスタ（SCiFSR）の RDF フラグをセットする基準

となる受信データ数（指定受信トリガ数）を設定します。SCi 受信 FIFO デー

タレジスタ（SCiFRDR）に格納された受信データ数が以下に示す設定トリガ

数以上になったとき RDF フラグは"1"にセットされます。 

• 調歩同期式モード 

00：1 

01：4 

10：8 

11：14 

• クロック同期式モード 

00：1 

01：2 

10：8 

11：14 

【注】・ クロック同期式モードのとき、DMAC により受信データを転送する

場合、受信トリガ数を"1"に設定してください。"1"以外に設定した

場合、受信データ数が受信トリガ数未満の場合は RXI 割り込みが発

生しないため、CPU により SCiFRDR レジスタに残っている受信

データを読み出す必要があります。 

5、4 TTRG 00 R W 送信 FIFO データ数トリガビット 

SCi シリアルステータスレジスタ（SCiFSR）の TDFE フラグをセットする基

準となる送信データ数（指定送信トリガ数）を設定します。SCi 送信 FIFO デー

タレジスタ（SCiFTDR）に格納された送信データ数が以下に示す設定トリガ

数以下になったとき TDFE フラグは"1"にセットされます。 

00：8（8） 

01：4（12） 

10：2（14） 

11：0（16） 

【注】・（ ）内の数値は TDFE フラグが"1"にセットされるときの SCiFTDR

レジスタの空きバイト数を意味します。 

3 MCE 0 R W モデムコントロールイネーブルビット 

モデムコントロール信号 CTSi#、RTSi#を許可/禁止します。チャネル 0～2、

クロック同期モードでは MCE ビットを常に"0"にしてください。 

0：モデム信号を禁止*1 

1：モデム信号を許可 

【注】 *1 入力値に関係なく CTSi#はアクティブ"L"に固定され、RTSi#も"L"

レベルに固定されます。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2 TFRST 0 R W SCi 送信 FIFO データレジスタリセットビット 

SCi 送信 FIFO データレジスタ内の送信データを無効にし、データが空の状態

にリセットします。 

0：リセット動作を禁止*1 

1：リセット動作を許可 

【注】 *1 ハードウェアリセット時にはリセット動作が行われます。 

1 RFRST 0 R W SCi 受信 FIFO データレジスタリセットビット 

SCi 受信 FIFO データレジスタ内の受信データを無効にし、データを空の状態

にリセットします。 

0：リセット動作を禁止*1 

1：リセット動作を許可 

【注】 *1 ハードウェアリセット時にはリセット動作が行われます。 

0 LOOP 0 R W ループバックテストビット 

送信出力端子（TXDi）と受信入力端子（RXDi）、RTSi#端子と CTSi#端子を

内部で接続しループバックテストを許可します。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 

 



 23. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

Rev.1.10 2011.09.16  23-29

  R01UH0030JJ0110 

23.3.10 SCiFIFO データカウントセットレジスタ（SCiFDR） 
SCi 送信 FIFO データレジスタ（SCiFTDR）と SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）に格納されてい

るデータ数を示します。 

上位 8 ビットで SCiFTDR レジスタの送信データ数を、下位 8 ビットで SCiFRDR レジスタの受信データ数

を示します。SCiFDR レジスタは読み出し専用です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8
T R

7 6 5 4 3 2 1 0

SC3FIFO SC3FDR P4 H'FFFF C31C
SC2FIFO SC2FDR
SC1FIFO SC1FDR
SC0FIFO SC0FDR P4 H'FFFF C01C

P4 H'FFFF C11C
P4 H'FFFF C21C

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

12～8 T 00000 R N SCiFTDR レジスタに格納された未送信データ数を示します。 

"H'00"は送信データがないことを、"H'10"は送信データのすべてが SCiFTDR

レジスタに格納されていることを示します。 

7～5 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

4～0 R 00000 R N SCiFRDR レジスタに格納された受信データ数を示します。 

"H'00"は受信データがないことを、"H'10"は受信データのすべてが SCiFRDR

レジスタに格納されていることを示します。 
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23.3.11 SCi シリアルポートレジスタ（SCiSPTR） 
SCIFi の端子にマルチプレクスされたポートの入出力およびデータを制御します。ビット 7、6 で RTSi#端

子に対して、データの読み出しおよび出力データを書き込むことができます。ビット 5、4 で CTSi#端子に対

して、データの読み出しおよび出力データを書き込むことができます。ビット 3、2 で SCKi 端子に対して、

データの読み出しおよび出力データを書き込むことができます。ビット 1、0 によって RXDi 端子から入力デー

タを読み出し、TXDi 端子へ出力データを書き込むことができ、シリアル送受信のブレークを制御します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RTSIO CTSIORTSDT CTSDT SCKIO SPB2IO SPB2DTSCKDT

SC3 SC3SPTR P4 H'FFFF C320
SC2 SC2SPTR
SC1 SC1SPTR
SC0 SC0SPTR P4 H'FFFF C020

P4 H'FFFF C120
P4 H'FFFF C220

 
 

＜リセット後の値：H'0050＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7 RTSIO 0 R W RTS#ポート入出力ビット 

シリアルポートの RTSi#端子の入出力を指定します。実際に RTSi#端子を

ポート出力端子として RTSDT ビットで設定した値を出力する場合は、

SCiFCR レジスタの MCE ビットを"0"に設定してください。 

0：RTSi#端子に RTSDT ビットの値を出力しない 

1：RTSi#端子に RTSDT ビットの値を出力する 

6 RTSDT 1 R W RTS#ポートデータビット 

シリアルポートの RTSi#端子の入出力データを指定します。入力か出力かは

RTSIO ビットで指定します。出力の場合、RTSDT ビットの値が RTSi#端子

に出力されます。RTSIO ビットの値にかかわらず、RTSDT ビットからは

RTSi#端子の値が読み出されます。ただし、ピンファンクションユニットで

RTSi#入出力に設定しておく必要があります。 

0：入出力データが"L"レベル 

1：入出力データが"H"レベル 

5 CTSIO 0 R W CTS#ポート入出力ビット 

シリアルポートの CTSi#端子の入出力を指定します。実際に CTSi#端子を

ポート出力端子として CTSDT ビットで設定した値を出力する場合は、

SCiFCR レジスタの MCE ビットを"0"に設定してください。 

0：CTSi#端子に CTSDT ビットの値を出力しない 

1：CTSi#端子に CTSDT ビットの値を出力する 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 CTSDT 1 R W CTS#ポートデータビット 

シリアルポートの CTSi#端子の入出力データを指定します。入力か出力かは

CTSIO ビットで指定します。出力の場合、CTSDT ビットの値が CTSi#端子

に出力されます。CTSIO ビットの値にかかわらず、CTSDT ビットからは

CTSi#端子の値が読み出されます。ただし、ピンファンクションユニットで

CTSi#入出力に設定しておく必要があります。 

0：入出力データが"L"レベル 

1：入出力データが"H"レベル 

3 SCKIO 0 R W SCK ポート入出力ビット 

シリアルポートの SCKi 端子の入出力を指定します。実際に SCKi 端子をポー

ト出力端子として SCKDT ビットで設定した値を出力する場合は、SCiSCR

レジスタの CKE ビットを"00"に設定してください。 

0：SCKi 端子に SCKDT ビットの値を出力しない 

1：SCKi 端子に SCKDT ビットの値を出力する 

2 SCKDT 0 R W SCK ポートデータビット 

シリアルポートの SCKi 端子の入出力データを指定します。入力か出力かは

SCKIO ビットで指定します。出力の場合、SCKDT ビットの値が SCKi 端子

に出力されます。SCKIO ビットの値にかかわらず、SCKDT ビットからは

SCKi 端子の値が読み出されます。ただし、ピンファンクションユニットで

SCKi 入出力に設定しておく必要があります。 

0：入出力データが"L"レベル 

1：入出力データが"H"レベル 

1 SPB2IO 0 R W シリアルポートブレーク入出力ビット 

シリアルポートの TXDi 端子の出力条件を指定します。実際に TXDi 端子を

ポート出力端子として SPB2DT ビットで設定した値を出力する場合は、

SCiSCR レジスタの TE ビットを"0"に設定してください。 

0：TXDi 端子に SPB2DT ビットの値を出力しない 

1：TXDi 端子に SPB2DT ビットの値を出力する 

0 SPB2DT 0 R W シリアルポートブレークデータビット 

シリアルポートの RXDi 端子の入力データおよび TXDi 端子の出力データを

指定します。入力か出力かは SPB2IO ビットで指定します。TXDi 端子を出

力に設定した場合、SPB2DT ビットの値が TXDi 端子に出力されます。

SPB2IO ビットの値にかかわらず、SPB2DT ビットからは RXDi 端子の値が

読み出されます。ただし、ピンファンクションユニットで RXDi 入力、TXDi

出力に設定しておく必要があります。 

0：入出力データが"L"レベル 

1：入出力データが"H"レベル 
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23.3.12 SCi ラインステータスレジスタ（SCiLSR） 
SCiLSR レジスタは、受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。ORER ビットの

ステータスフラグヘ"1"を書き込むことはできません。"0"にクリアするためには、あらかじめ"1"を読み出し

ておく必要があります。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ORER

SC3 SC3LSR P4 H'FFFF C324
SC2 SC2LSR
SC1 SC1LSR
SC0 SC0LSR P4 H'FFFF C024

P4 H'FFFF C124
P4 H'FFFF C224

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 ORER 0 R *1 オーバランエラーフラグ 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*2 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*3 

［"0"クリア条件］ 

• ORER＝"1"の状態を読み出した後、"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• 受信 FIFO に 16 バイトのデータが受信された状態で次のシリアル受信を

完了したとき 

【注】 *2 SCi シリアルコントロールレジスタ（SCiSCR）の RE ビットを"0"

にクリアしたときには、ORER フラグは影響を受けず以前の状態

を保持します。 

    *3 SCi受信 FIFOデータレジスタ（SCiFRDR）ではオーバランエラー

が発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失

われます。さらに、ORER が="1"にセットされた状態で、以降の

シリアル受信を続けることはできません。 

【注】 *1 フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です。 
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23.3.13 SCi シリアル拡張モードレジスタ（SCiEMR） 
BGDM ビットを"1"にセットすることにより、調歩同期式モード（SCiSMR レジスタの CA ビットが"0"）か

つクロックソースを内部クロック/SCKi 端子は入力端子（SCiSCR レジスタの CKE ビットが"00"）のとき、

SCIFi 内部のボーレートジェネレータが倍速モードで動作します。 

また、ABCS ビットの設定を変更することにより、調歩同期式モードにおける 1 ビット期間の基本クロッ

クを選択できます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ABCSBGDM

SC3 SC3EMR P4 H'FFFF C328
SC2 SC2EMR
SC1 SC1EMR
SC0 SC0EMR P4 H'FFFF C028

P4 H'FFFF C128
P4 H'FFFF C228

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7 BGDM 0 R W ボーレートジェネレータ倍速モードビット 

BGDM ビットを"1"にセットすると、SCIFi 内部のボーレートジェネレータが

倍速モードで動作します。BGDM ビットの設定は、調歩同期式モード

（SCiSMR レジスタの CA ビットが"0"）かつクロックソースを内部クロック

/SCKi 端子は入力端子（SCiSCR レジスタの CKE ビットが"00"）のときに有

効です。上記設定以外のときは通常モードを使用してください。 

0：通常モード 

1：倍速モード 

6～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 ABCS 0 R W 調歩同期式基本クロックセレクトビット 

調歩同期式モードにおける 1 ビット期間の基本クロックを選択します。

ABCS ビットの設定は、調歩同期式モード（SCiSMR レジスタの CA ビット

が"0"）のとき有効です。 

0：ビットレートの 16 倍の周波数の基本クロックで動作 

1：ビットレートの 8 倍の周波数の基本クロックで動作 
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23.4 動作説明 

23.4.1 概要 
SCIFi は、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期を

とりながら通信するクロック同期式モードの 2 方式でシリアル通信ができます。 

送信/受信のそれぞれに 16 段の FIFO バッファを内蔵しており、CPU のオーバヘッドを減らし、高速連続通

信が可能です。さらに、モデムコントロール信号として RTSi#信号、CTSi#信号を用意しています。送受信

フォーマットの選択は、SCi シリアルモードレジスタ（SCiSMR）で行います。これを表 23.9 に示します。

また、SCIFi のクロックソースは、SCi シリアルコントロールレジスタ（SCiSCR）の CKE ビットの組み合わ

せで決まります。これを表 23.10 に示します。 
 

（1） 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット/8ビットから選択可能 

• パリティの付加および1ビット/2ビットのストップビットの付加を選択可能 

（これらの組み合わせにより送信/受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、受信FIFOデータフル、オーバランエラー、受信データ

レディ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタそれぞれの格納データ数を表示 

• SCIFiのクロックソース：内部クロック/外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合：SCIFiはボーレートジェネレータのクロックで動作 

外部クロックを選択した場合：ビットレートの16または8倍の周波数のクロックを入力することが必要

 （内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 
 

（2） クロック同期式モード 

• 送信/受信フォーマット：8ビットデータ固定 

• 受信時にオーバランエラーの検出可能 

• SCIFiのクロックソース：内部クロック/外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合：SCIFiはボーレートジェネレータのクロックで動作し、このクロックを同

 期クロックとして外部へ出力 

外部クロックを選択した場合：内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力された外部同期クロック

で動作 
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表 23.9 SCiSMR レジスタの設定値と SCIFi 送信/受信フォーマット 

SCiSMR レジスタ SCIFi 送信/受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 

CA CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティ 

ビット 

ストップ 

ビット長 

0 1 ビット 0 

1 

なし 

2 ビット 

0 1 ビット 

0 

1 

1 

8 ビット 

あり 

2 ビット 

0 1 ビット 0 

1 

なし 

2 ビット 

0 1 ビット 

0 

1 

1 

1 

調歩同期式モード 

7 ビット 

あり 

2 ビット 

1 x x x クロック同期式モード 8 ビット なし なし 

【記号説明】x：Don't care 
 

表 23.10 SCiSMR レジスタと SCiSCR レジスタの設定値と SCIFi のクロックソースの選択 

SCiSMR 

レジスタ 

SCiSCR 

レジスタ 

ビット 7 ビット 1、0 

CA CKE 

モード クロックソース SCKi 端子の機能 

00 SCIFi は SCKi 端子を使用しません 

01 

内部 

ビットレートの 16または 8倍の周波数のクロックを出力

10 外部 ビットレートの 16または 8倍の周波数のクロックを入力

0 

11 

調歩同期式モード 

設定禁止 

0x 内部 同期クロックを出力 

10 外部 同期クロックを入力 

1 

11 

クロック同期式モード

設定禁止 

【注】・ ボーレートジェネレータ倍速モード（BGDM＝"1"）を使用する際は、調歩同期式モード（CA＝"0"）かつクロックソー

スを内部クロック/SCKi 端子を使用しない（CKE＝"00"）設定にしてください。 

【記号説明】x：Don't care 
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23.4.2 調歩同期式モード時の動作 
調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデー

タに付加したキャラクタを送信/受信し、1 キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードで

す。 

SCIFi 内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部

と受信部がともに 16 段の FIFO バッファ構造になっていますので、送信/受信中にデータの読み出し/書き込

みができるので、連続送信/受信が可能です。 

図 23.2 に調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（"H"レベル）に保たれています。SCIF は通

信回線を監視し、スペース（"L"レベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始し

ます。 

シリアル通信の 1 キャラクタは、スタートビット（"L"レベル）から始まり、データ（LSB ファースト：最

下位ビットから）、パリティビット（"H"レベル/"L"レベル）、最後にストップビット（"H"レベル）の順で

構成されています。 

調歩同期式モードでは、SCIFi は受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また

SCIFi は、データを 1 ビット期間の 16 または 8 倍の周波数のクロックの 8 または 4 番目でサンプリングしま

すので、各ビットの中央で通信データが取り込まれます。 

0

1

D0 D1 D3 D4 D5 D6D2 0/1 1 1

1

D7

1

( )

1 1

2

7 8

1

LSB MSB

 

図 23.2 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8 ビットデータ/パリティあり/2 ストップビットの例） 
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（1） 送信/受信フォーマット 

表 23.11 に設定可能な送信/受信フォーマットを示します。 

送信/受信フォーマットは 8 種類あり、SCi シリアルモードレジスタ（SCiSMR）の設定によって選択できま

す。 
 

表 23.11 シリアル送信/受信フォーマット（調歩同期式モード） 

SCiSMR

CHR PE STOP

0 0 0 START 8 STOP

0

1

1

1

1 0 0

1 0

1

1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

START 8 STOP STOP

START 8 P STOP

START 8 P STOP STOP

START 7 STOP

START 7 STOP STOP

START 7 P STOP

START 7 P STOP STOP
 

【記号説明】 

 START：スタートビット 

 STOP：ストップビット 

 P ：パリティビット 
 

（2） クロック 

SCIFi の送受信クロックは、SCiSMR レジスタの CA ビットおよび SCi シリアルコントロールレジスタ

（SCiSCR）の CKE ビットの設定により、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは SCKi

端子から入力された外部クロックの 2 種類から選択できます。SCIFi のクロックソースの選択については表

23.10 を参照してください。 

外部クロックを SCKi 端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16 または 8 倍の周波数のクロッ

クを入力してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCKi 端子からクロックを出力できます。このとき出力されるクロックの

周波数はビットレートの 16 または 8 倍の周波数です。 
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（3） データの送信/受信動作 

• SCIFi初期化（調歩同期式モード） 

データの送信/受信前には、まず SCi シリアルコントロールレジスタ（SCiSCR）の TE ビットおよび RE ビッ

トを"0"にクリアした後、以下の順で SCIFi を初期化してください。 

動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には、必ず TE ビットおよび RE ビットを"0"にク

リアしてから次の手順で変更を行ってください。TE ビットを"0"にクリアすると、SCi 送信シフトレジスタ

（SCiTSR）は初期化されます。しかし、TE ビットと RE ビットを"0"にクリアしても、SCi シリアルステータ

スレジスタ（SCiFSR）、SCi 送信 FIFO データレジスタ（SCiFTDR）、SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）

は初期化されず、それらの内容は保持されますのでご注意ください。TE ビットの"0"クリアは、送信データ

をすべて送信し、SCiFSR レジスタの TEND フラグがセットされた後に行ってください。TE ビットは送信中

でも"0"クリア可能ですが、送信データは"0"クリアした後、マーク状態になります。また再度 TE ビットを"1"

にセットして送信開始する前に SCiFCR レジスタの TFRST ビットを"1"にセットして SCiFTDR レジスタをリ

セットしてください。 

外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので、初期化を含めた動作中にクロック

を止めないでください。図 23.3 に SCIFi の初期化フローチャートの例を示します。 

SCiSCR TE RE "0"

SCi SCiSMR2

SCi SCiSCR
TIE

RIE TE RE "0"

1

SCi SCiBRR3

RXDi TXDi

CKE "00"
SCKi

4
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TE RE "1"

TIE RIE REIE
TE RE TXDi RXDi

SCKi

5

2

1

3

5

4

SCiFCR TFRST
RFRST "1"

SCiEMR BGDM ABCS

SCiSCR CKE
TIE RIE TE RE "0"

SCiSMR

SCiFSR ER DR BRK SCiLSR
"0"

SCiBRR

SCiFCR RTRG TTRG MCE
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図 23.3 SCIFi 初期化フローチャートの例 
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• シリアルデータ送信（調歩同期式モード） 

図 23.4 にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

SCIFi の送信を可能にした後、シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

SCiFSR
TDFE

SCiFSR
TEND

SCIFi
SCi SCiFSR
TDFE "1" SCi FIFO

SCiFTDR
TDFE TEND "1"

"0"
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SCiSPTR SPB2DT "0"

SPB2IO "1" SCi
SCiSCR TE "0"

1

2

3

1

2

3

SCiFTDR
SCiFSR TDFE TEND

"1" "0"

SPB2DT "0"
SPB2IO "1"

SCiSCR
TE "0"

TDFE "1"

TEND "1"

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

Yes

1 2 SCiFIFO
SCiFDR 8 SCiFTDR

 

図 23.4 シリアル送信のフローチャートの例 

 

SCIFi は、シリアル送信時には以下のように動作します。 

1. SCIFiは、SCi送信FIFOデータレジスタ（SCiFTDR）にデータが書き込まれると、SCiFTDRレジスタから

SCi送信シフトレジスタ（SCiTSR）にデータを転送します。送信データをSCiFTDRレジスタに書き込む

前に、SCiシリアルステータスレジスタ（SCiFSR）のTDFEフラグが"1"にセットされていることを確認し

てください。書き込み可能な送信データバイト数は（16－送信トリガ設定数）です。 
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2. SCiFTDRレジスタからSCiTSRレジスタヘデータを転送し、送信を開始すると、SCiFTDRレジスタの送信

データがなくなるまで連続して送信動作を実行します。SCiFTDRレジスタの送信データバイト数が

SCiFIFOコントロールレジスタ（SCiFCR）で設定した送信トリガ数以下になると、TDFEフラグがセット

されます。このとき、SCiシリアルコントロールレジスタ（SCiSCR）のTIEビットが"1"にセットされて

いると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

シリアル送信データは、以下の順にTXDi端子から送り出されます。 

（a）スタートビット：1ビットの"0"が出力されます。 

（b）送信データ：8ビットまたは7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

（c）パリティビット：1ビットのパリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されま 

 す（なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます）。 

（d）ストップビット：1ビットまたは2ビットの"1"（ストップビット）が出力されます。 

（e）マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで"1"を出力し続けます。 

3. SCIFiは、ストップビットを送出するタイミングでSCiFTDRレジスタ送信データをチェックします。デー

タがあると、SCiFTDRレジスタからSCiTSRレジスタにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、

次フレームのシリアル送信を開始します。 
 

図 23.5 に調歩同期式モードでの送信時の動作例を示します。 

TXI SCiFTDR
TDFE

"1" "0"

TDFE

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

TEND

TXI TXI

1  

図 23.5 送信時の動作例（8 ビットデータ/パリティあり/1 ストップビットの例） 

 

4. モデムコントロールを許可した場合、CTSi#入力値によって送信を停止/再開できます。CTSi#端子に"H"

レベルが入力されると、送信中のときは1フレームの送信終了後マーク状態になります。CTSi#端子に"L"

レベルが入力されると、次の送信データがスタートビットを先頭に出力されます。 
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図 23.6 にモデムコントロールを使用した動作例を示します。 

CTSi#

0 0/1D0 D1 D7 0 0/1D0 D1 D7
TXDi

 

図 23.6 モデムコントロールを使用した動作例（CTSi#） 

 

• シリアルデータ受信（調歩同期式モード） 

図 23.7、図 23.8 にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

SCIFi の受信を可能に設定した後、シリアルデータ受信は次の手順に従い行ってください。 
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3

SCiFRDR
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図 23.7 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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SCiFRDR
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No

Yes

No
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BRK
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図 23.8 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

SCIFi は受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFiは通信回線を監視し、スタートビットの"0"を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCiRSRレジスタのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

受信後、SCIFiは以下のチェックを行います。 

（a）ストップビットチェック：ストップビットが"1"であるかをチェックします。ただし、2ストップビッ

トの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

（b）受信データをSCi受信シフトレジスタ（SCiRSR）からSCiFRDRレジスタに転送できる状態であるか

をチェックします。 
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（c）オーバランエラーチェック：オーバランエラーが発生していないことを示すORERフラグが"0"であ

るかどうかをチェックします。 

（d）ブレークチェック：ブレーク状態がセットされていないことを示すBRKフラグが"0"であるかどう

かをチェックします。 

以上のチェックがすべてパスしたとき、SCiFRDRレジスタに受信データが格納されます。 
 

【注】・ パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 
 

4. RDFまたはDRフラグが"1"になったとき、SCiSCRレジスタのRIEビットが"1"にセットされていると、受

信FIFOデータフル割り込み（RXI）要求を発生します。また、ERフラグが"1"になったとき、SCiSCRレ

ジスタのRIEビットまたはREIEビットが"1"にセットされていると、受信エラー割り込み（ERI）要求を

発生します。さらに、BRKフラグまたはORERフラグが"1"になったとき、SCiSCRレジスタのRIEビット

またはREIEビットが"1"にセットされていると、ブレーク受信割り込み（BRI）要求を発生します。 
 

図 23.9 に調歩同期式モード受信時の動作例を示します。 

RXI
RDF

"1" "0"

RDF

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

FER

RXI

ERI1

 

図 23.9 SCIFi の受信時の動作例（8 ビットデータ/パリティあり/1 ストップビットの例） 

5. モデムコントロールが有効であると、SCiFRDRレジスタが空のときRTSi#信号が出力されます。RTSi#信

号が"L"レベルの場合、受信が可能です。RTSi#信号が"H"レベルの場合はSCiFRDRレジスタのデータ数が

RTSi#出力アクティブトリガ設定数以上であることを示します。 
 

図 23.10 にモデムコントロール使用時の動作例を示します。 

RTSi#

0 10/1D0 D1 D2 D7 D0 D1 D1D70
RXDi

 

図 23.10 モデムコントロール使用時の動作例（RTSi#） 
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23.4.3 クロック同期式モード時の動作 
クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信/受信するモードで、高速シリアル通信

に適しています。 

SCIFi 内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。

また、送信部と受信部がともに 16 段の FIFO バッファ構造になっていますので、送信/受信中にデータの読み

出し/書き込みができ、連続送信/受信が可能です。 

図 23.11 にクロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを示します。 

0 1 2 3 4 5 6 7

*
1

*
1

LSB MSB

Don't careDon't care

*1 "H"

1

 

図 23.11 クロック同期式通信のデータフォーマット 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりま

で出力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1 キャラクタは、データの LSB から始まり最後に MSB が出力されます。MSB 出力後の通

信回線の状態は MSB の状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFi は同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
 

（1） 送信/受信フォーマット 

8 ビットデータ固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCiSMR レジスタの CA ビットと SCiSCR レジスタの CKE ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレー

タの生成した内部クロック、または SCKi 端子から入力された外部同期クロックの 2 種類から選択できます。 

内部クロックで動作させるとき、SCKi 端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1 キャラク

タの送受信で 8 パルス出力され、送信/受信を行わないときには"H"レベルに固定されます。受信動作のみの

場合、内部クロックを選択すると SCiSCR レジスタの RE ビットが"1"の間、受信 FIFO 内データ数が受信トリ

ガ設定数に達するまでクロックパルスが出力されます。 
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（3） データの送信/受信動作 

•  SCIFiの初期化（クロック同期式モード） 

データの送信/受信前に SCi シリアルコントロールレジスタ（SCiSCR）の TE ビットと RE ビットを"0"にク

リアした後、以下の手順で SCIFi を初期化してください。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE および RE ビットを"0"にクリアしてから

下記手順で変更してください。TE ビットを"0"にクリアすると SCi 送信シフトレジスタ（SCiTSR）が初期化

されます。RE ビットを"0"にクリアしても RDF、PER、FER、ORER の各フラグ、および SCi 受信データレジ

スタ（SCiRDR）の内容は保持されますので注意してください。 
 

図 23.12 に SCIFi の初期化フローチャートの例を示します。 
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SCiSMR

SCiSCR CKE
TE RE TIE RIE "0"

SCiBRR

SCiFCR RTRG
TTRG

TFRST RFRST "0"

SCiSCR TE RE
"1" TIE RIE

REIE

TE RE "0"

SCiSCR TE RE "1"
TIE RIE REIE TXDi

RXDi SCKi
TXDi

SCKi

SCi SCiBRR

SCiSMR
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図 23.12 SCIFi 初期化フローチャートの例 
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• シリアルデータ送信（クロック同期式モード） 

図 23.13 にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFi を送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

SCiFSR TDFE

TDFE="1"
No

Yes

No

Yes

SCiFSR TEND

SCiFSR TEND "0"

TEND="1"
No

Yes

SCiSCR TE "0"

SCiFTDR
SCiFSR TDFE "0"

1

2

1

2

SCIFi
SCiFSR TDFE "1"

SCi FIFO SCiFTDR
TDFE "0"

TDFE "1"
SCiFTDR

TDFE "0"

 

図 23.13 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFi はシリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIFiは、SCi送信FIFOデータレジスタ（SCiFTDR）にデータが書き込まれると、SCiFTDRレジスタから

SCi送信シフトレジスタ（SCiTSR）にデータを転送します。送信データをSCiFTDRレジスタに書き込む

前に、SCiシリアルステータスレジスタ（SCiFSR）のTDFEフラグが"1"にセットされていることを確認し

てください。書き込み可能な送信データバイト数は（16－送信トリガ設定数）です。 

2. SCiFTDRレジスタからSCiTSRレジスタヘデータが転送され、送信を開始すると、SCiFTDRレジスタに送

信データがなくなるまで連続して送信動作を続けます。SCiFTDRレジスタの送信データバイト数が

SCiFIFOコントロールレジスタ（SCiFCR）で設定した送信トリガ数以下になると、TDFEフラグがセット

されます。このとき、SCiシリアルコントロールレジスタ（SCiSCR）のTIEビットが"1"にセットされて

いると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

クロック出力モードに設定したときには、SCIFiは同期クロックを8パルス出力します。外部クロックに

設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。シリアル送信データは、LSB（ビッ

ト0）～MSB（ビット7）の順にTXDi端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送出するタイミングでSCiFTDRレジスタ送信データをチェックします。送信デー

タがあるとSCiFTDRレジスタからSCiTSRレジスタにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開

始します。データがないと、SCiFSRレジスタのTENDフラグを"1"にセットし、最終ビットを送り出した

後、TXDi端子は状態を保持します。 

4. シリアル送信終了後は、SCKi端子は"H"レベル固定になります。 

 

図 23.14 に SCIFi の送信時の動作例を示します。 

0 1 7 0 1 6 7

LSB MSB

TXI
SCiFTDR

TDFE "0"

TDFE

TEND

TXI TXI

1  

図 23.14 SCIFi の送信時の動作例 
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• シリアルデータ受信（クロック同期式モード） 

図 23.15、図 23.16 にシリアル受信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFi を受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってください。 

SCIFi の初期化を行わずに動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、

必ず、ORER、PER、FER の各フラグが"0"にクリアされていることを確認してください。 
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RDF
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"0" "1" FIFO
RXI

2

SCiFRDR
RDF
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図 23.15 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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SCiLSR
ORER "0"

ORER "1"

Yes

No

 

図 23.16 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

 

SCIFi はシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFiは同期クロックの入力または出力に同期して受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCi受信シフトレジスタ（SCiRSR）のLSBからMSBの順に格納します。受信後、SCIFi

は受信データをSCiRSRレジスタからSCiFRDRレジスタに転送できる状態であるかをチェックします。こ

のチェックがパスしたときRDFフラグが"1"にセットされ、SCiFRDRレジスタに受信データが格納されま

す。エラーチェックでオーバランエラーを検出すると、以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが"1"になったとき、SCiシリアルコントロールレジスタ（SCiSCR）のRIEビットが"1"にセッ

トされていると受信FIFOデータフル割り込み（RXI）要求を発生します。また、ORERフラグが"1"になっ

たとき、SCiSCRレジスタのRIEビットまたはREIEビットが"1"にセットされているとブレーク割り込み

（BRI）要求を発生します。 
 

図 23.17 に SCIFi の受信時の動作例を示します。 

RDF

ORER

7 0

LSB MSB

7 0 1 6 7

RXI
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1

BRI

 

図 23.17 SCIFi の受信時の動作例 
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• シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式モード） 

図 23.18 にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFi を送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行っ

てください。 
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図 23.18 シリアルデータ送受信フローチャートの例 
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23.5 SCIFi の割り込み要因と DMAC 
SCIFi は、送信 FIFO データエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信 FIFO

データフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4 種類の割り込み要因を持っています。 

表 23.12 に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCiSCR レジスタの TIE、RIE、REIE

ビットで、許可または禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送ら

れます。 

TIE ビットにより TXI が許可されている場合、SCi シリアルステータスレジスタ（SCiFSR）の TDFE フラ

グが"1"にセットされると、TXI 割り込み要求と送信 FIFO データエンプティ DMA 転送要求が発生します。

TIE ビットにより TXI が禁止されている場合、TDFE フラグが"1"にセットされると、送信 FIFO データエン

プティ DMA 転送要求のみが発生します。送信 FIFO データエンプティ DMA 転送要求で、DMAC を起動して

データ転送を行うことができます。 

RIEビットによりRXIが許可されている場合、SCiFSRレジスタのRDFフラグまたはDRフラグが"1"にセッ

トされると、RXI 割り込み要求と受信 FIFO データフル DMA 転送要求が発生します。RIE ビットにより RXI

が禁止されている場合、RDF フラグまたは DR フラグが"1"にセットされると、受信 FIFO データフル DMA

転送要求のみが発生します。受信 FIFO データフル DMA 転送要求で、DMAC を起動してデータ転送を行う

ことができます。なお、DR フラグが"1"にセットされたことによる RXI 割り込みまたは受信 FIFO データフ

ル DMA 転送要求は、調歩同期モード時のみ発生します。 

SCiFSR レジスタの BRK フラグまたは SCiLSR レジスタの ORER フラグが"1"にセットされると、BRI 割り

込み要求が発生します。 

DMACを使って送受信を行う場合は、先にDMACを設定し、イネーブル状態にしてからSCIFiの設定を行っ

てください。また、割り込みコントローラへ RXI、TXI 割り込み要求を出さない設定にしてください。割り

込み要求を出す設定にした場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無

関係に DMAC によってクリアされます。 

SCiSCR レジスタの RIE ビットを"0"に設定し、REIE ビットを"1"に設定すると、RXI 割り込み要求を出さ

ずに ERI 割り込み要求だけを出すことができます。 
 

表 23.12 SCIFi 割り込み要因 

割り込み要因 内   容 DMAC の起動 リセット解除時優先順位

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 高 

RXI 受信 FIFO データフル（RDF）またはデータレディ（DR）

による割り込み 

可  

BRI ブレーク（BRK）またはオーバラン（ORER）による割り

込み 

不可  

TXl 送信 FIFO データエンプティ（TDFE）による割り込み 可 低 

 



23. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）  

Rev.1.10 2011.09.16  23-52   

R01UH0030JJ0110  

23.6 使用上の注意事項 
SCIFi を使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

23.6.1 SCiFTDR レジスタへの書き込みと TDFE フラグ 
SCi シリアルステータスレジスタ（SCiFSR）の TDFE フラグは、SCi 送信 FIFO データレジスタ（SCiFTDR）

に書き込まれた送信データバイト数が SCiFIFO コントロールレジスタ（SCiFCR）の TTRG ビットで設定した

送信トリガ数より少なくなるとセットされます。TDFE フラグがセットされた後、送信データは SCiFTDR レ

ジスタの空バイト数まで書き込むことができ、効率のよい連続送信が可能です。 

ただし、SCiFTDR レジスタに書き込んだデータバイト数が送信トリガ数以下の場合、TDFE フラグは"1"を

読み出した後"0"にクリアしても再び"1"にセットされます。したがって、TDFE フラグのクリアは、SCiFTDR

レジスタに書き込んだデータバイト数が送信トリガ数を上回るときに"1"を読み出した後に実行してくださ

い。SCiFTDR レジスタの送信データバイト数は SCiFIFO データカウントレジスタ（SCiFDR）の上位 8 ビッ

トから知ることができます。 
 

23.6.2 SCiFRDR レジスタの読み出しと RDF フラグ 
SCi シリアルステータスレジスタ（SCiFSR）の RDF フラグは、SCi 受信 FIFO データレジスタ（SCiFRDR）

の受信データバイト数が SCiFIFO コントロールレジスタ（SCiFCR）の RTRG ビットで設定した受信トリガ

数以上になるとセットされます。RDF フラグがセットされた後、トリガ数分の受信データを SCiFRDR レジ

スタから読み出すことができ、効率のよい連続受信が可能です。 

ただし、SCiFRDR レジスタのデータバイト数が受信トリガ数を上回る場合、RDF フラグは、"1"を読み出

した後"0"にクリアしても再び"1"にセットされます。したがって、RDF フラグのクリアは、SCi 受信 FIFO デー

タレジスタ（SCiFRDR）内のデータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDF フ

ラグの"1"を読み出し"0"にクリアしてください。SCiFRDR レジスタの受信データバイト数は、SCiFIFO デー

タカウントレジスタ（SCiFDR）の下位 8 ビットから知ることができます。 
 

23.6.3 ブレークの検出と処理 
フレーミングエラー（FER）検出時に RXDi 端子の値を直接読み出すことで、ブレークを検出できます。

ブレークでは、RXDi 端子からの入力がすべて"0"になりますので、FER フラグがセットされ、またパリティ

エラーフラグ（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFi は、ブレークを検出すると SCiFRDR レジスタへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続

けます。 
 

23.6.4 ブレークの送り出し 
TXDi 端子の入出力条件とレベルは、SCi シリアルポートレジスタ（SCiSPTR）の SPB2IO ビットと SPB2DT

ビットで決まります。これを利用してブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TE ビットを"1"にセット（送信可能）するまでは、TXDi 端子として機能しませ

ん。この間は、マーク状態は SPB2DT ビットの値で代替されます。このため、最初は SPB2IO と SPB2DT ビッ

トを"1"（"H"レベル出力）に設定しておく必要があります。 
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シリアル送信時にブレーク信号を送り出すためには、SPB2DT ビットを"0"にクリア（"L"レベルを指定）し

た後、TE ビットを"0"にクリア（送信停止）します。TE ビットを"0"にクリアすると現在の送信状態とは無関

係に送信部は初期化され、TXDi 端子から"L"レベルが出力されます。 
 

23.6.5 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 
SCIFi はビットレートの 16 または 8 倍の周波数の基本クロックで動作しています。受信時に SCIFi は、ス

タートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。また、受信データを

基本クロックの 8 または 4 クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。図 23.19に調歩同期式モー

ドの受信データサンプリングタイミングを示します。 
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図 23.19 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 
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24. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 
（RSPI） 

本 MCU は、独立した 3 チャネル（RSPI0～RSPI2）のルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

を備えています。RSPI は、全二重同期式のシリアル通信ができます。複数のプロセッサや周辺デバイスとの

高速なシリアル通信機能を備えています。なお、本章では、RSPIi の i と端子名および信号名で使用している

i は 0～2 と規定しています（端子の仕様については表 24.1 を参照してください）。 
 

24.1 概要 

• RSPI転送機能 

MOSI（Master Out Slave In）、MISO（Master In Slave Out）、SSL（Slave Select）、RSPCK（RSPI Clock）

信号を使用して、SPI動作（4線式）/クロック同期式動作（3線式）でシリアル通信が可能。 

マスタ/スレーブモードでのシリアル通信が可能。 

モードフォルトエラー検出が可能。 

オーバランエラー検出が可能。 

シリアル転送クロックの極性を変更可能。 

シリアル転送クロックの位相を変更可能。 

• データフォーマット 

MSBファースト/LSBファーストの切り替え可能。 

転送ビット長を8、9、10、11、12、13、14、15、16、20、24、32ビットに変更可能。 

送信/受信バッファは128ビット。 

一度の送受信で最大4フレームを転送（1フレームは最大32ビット）。 

• バッファ構成 

送信/受信バッファ構成はダブルバッファ。 

• SSL制御機能 

4本のSSL信号（SSL00、SSL01、SSL10、SSL20）あり。 

シングルマスタ設定時には、SSL00、SSL01、SSL10、SSL20信号を出力。 

マルチマスタ設定時には、SSLi0信号は入力、SSL01信号は出力またはHi-Z。 

スレーブ設定時には、SSLi0信号は入力、SSL01信号はHi-Z。 

SSL出力のアサートからRSPCK動作までの遅延（RSPCK遅延）を設定可能。 

設定範囲：1～8 RSPCK 設定単位：1 RSPCK 

RSPCK停止からSSL出力のネゲートまでの遅延（SSLネゲート遅延）を設定可能。 

設定範囲：1～8 RSPCK 設定単位：1 RSPCK 
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次アクセスのSSL出力アサートのウェイト（次アクセス遅延）を設定可能。 

設定範囲：1～8 RSPCK 設定単位：1 RSPCK 

SSL極性変更機能。 

• マスタ転送時の制御方式 

最大4コマンドで構成された転送をシーケンシャルにループ実行可能。 

各コマンドに設定可能な項目は以下のとおり。 

SSL信号値、ビットレート、RSPCK極性/位相、転送データ長、LSB/MSBファースト、バースト、RSPCK

遅延、SSLネゲート遅延、次アクセス遅延。 

CPUまたはDMACによる送信バッファへのライトで転送を起動可能。 

CPUによるSPTEFビットクリアで転送を起動可能。 

SSLネゲート時のMOSI信号値を設定可能。 

• 割り込み要因 

マスカブルな割り込み要因あり。 

RSPI受信割り込み（受信バッファフル）。 

RSPI送信割り込み（送信バッファエンプティ）。 

RSPIエラー割り込み（モードフォルト、オーバラン）。 

• その他 

ループバックモードあり。 

CMOS/オープンドレイン出力切り替え機能あり。 

RSPIディスエーブル（初期化）機能あり。 
 



 24. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI） 

Rev.1.10 2011.09.16  24-3

  R01UH0030JJ0110 

SPRX

SPiCR
SPiSSLP
SPiPCR
SPiSR

SPiSCR
SPiSSR
SPiDCR
SPiCKD

SPiSSLND
SPiND

SPiCMD

MOSIi

MISOi

SPCRi
SPiSSLP
SPiPCR
SPiSR
SPiSCR
SPiSSR
SPiDCR
SPiCKD
SPiSSLND
SPiND
SPiCMD
SPiBR
SPTX
SPRX
SPTI
SPRI
SPEI

RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi 0 3 4
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi
RSPIi

SPTX

SPTI
SPRI
SPEISSLi0

SSL01
RSPCKi

Pck

SPiBR

 

図 24.1 RSPIi のブロック図 



24. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）  

Rev.1.10 2011.09.16  24-4   

R01UH0030JJ0110  

24.2 入出力端子 
表 24.1 に RSPI の端子構成を示します。SSLi0 端子の入出力方向は、シングルマスタ設定の場合には出力、

マルチマスタ設定とスレーブ設定の場合には入力に、RSPIi が自動的に切り替えます。RSPCKi、MOSIi、MISOi

端子の入出力方向は、マスタ/スレーブ設定と SSLi0 端子の入力レベルに応じて、RSPIi が自動的に切り替え

ます（「24.4.2 RSPIi 端子の制御」を参照）。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 24.1 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

RSPCK0 入出力 RSPI0 のクロック入出力 

MOSI0 入出力 RSPI0 のマスタ送出データ 

MISO0 入出力 RSPI0 のスレーブ送出データ 

SSL00 入出力 RSPI0 のスレーブセレクト 

0 

SSL01 出力 RSPI0 のスレーブセレクト 

RSPCK1 入出力 RSPI1 のクロック入出力 

MOSI1 入出力 RSPI1 のマスタ送出データ 

MISO1 入出力 RSPI1 のスレーブ送出データ 

1 

SSL10 入出力 RSPI1 のスレーブセレクト 

RSPCK2 入出力 RSPI2 のクロック入出力 

MOSI2 入出力 RSPI2 のマスタ送出データ 

MISO2 入出力 RSPI2 のスレーブ送出データ 

2 

SSL20 入出力 RSPI2 のスレーブセレクト 
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24.3 レジスタの説明 
表 24.2 に RSPI のレジスタ構成を示します。これらのレジスタにより、マスタ/スレーブモードの指定、転

送フォーマットの指定、および送信部/受信部の制御を行うことができます。 
 

表 24.2 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

RSPI0 制御レジスタ SP0CR H'00 H'FFFF B000 8、16 24-7 

RSPI0 スレーブセレクト極性レジスタ SP0SSLP H'00 H'FFFF B001 8、16 24-9 

RSPI0 端子制御レジスタ SP0PCR H'00 H'FFFF B002 8、16 24-10 

RSPI0 ステータスレジスタ SP0SR H'22 H'FFFF B003 8、16 24-12 

RSPI0 データレジスタ SP0DR H'0000 0000 H'FFFF B004 16、32 24-15 

RSPI0 シーケンス制御レジスタ SP0SCR H'00 H'FFFF B008 8、16 24-16 

RSPI0 シーケンスステータスレジスタ SP0SSR H'00 H'FFFF B009 8、16 24-17 

RSPI0 ビットレートレジスタ SP0BR H'FF H'FFFF B00A 8、16 24-18 

RSPI0 データコントロールレジスタ SP0DCR H'00 H'FFFF B00B 8、16 24-19 

RSPI0 クロック遅延レジスタ SP0CKD H'00 H'FFFF B00C 8、16 24-22 

RSPI0 スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ SP0SSLND H'00 H'FFFF B00D 8、16 24-23 

RSPI0 次アクセス遅延レジスタ SP0ND H'00 H'FFFF B00E 8 24-24 

RSPI0 コマンドレジスタ 0 SP0CMD0 H'070D H'FFFF B010 16 24-25 

RSPI0 コマンドレジスタ 1 SP0CMD1 H'070D H'FFFF B012 16 24-25 

RSPI0 コマンドレジスタ 2 SP0CMD2 H'070D H'FFFF B014 16 24-25 

RSPI0 コマンドレジスタ 3 SP0CMD3 H'070D H'FFFF B016 16 24-25 

RSPI1 制御レジスタ SP1CR H'00 H'FFFF B100 8、16 24-7 

RSPI1 スレーブセレクト極性レジスタ SP1SSLP H'00 H'FFFF B101 8、16 24-9 

RSPI1 端子制御レジスタ SP1PCR H'00 H'FFFF B102 8、16 24-10 

RSPI1 ステータスレジスタ SP1SR H'22 H'FFFF B103 8、16 24-12 

RSPI1 データレジスタ SP1DR H'0000 0000 H'FFFF B104 16、32 24-15 

RSPI1 シーケンス制御レジスタ SP1SCR H'00 H'FFFF B108 8、16 24-16 

RSPI1 シーケンスステータスレジスタ SP1SSR H'00 H'FFFF B109 8、16 24-17 

RSPI1 ビットレートレジスタ SP1BR H'FF H'FFFF B10A 8、16 24-18 

RSPI1 データコントロールレジスタ SP1DCR H'00 H'FFFF B10B 8、16 24-19 

RSPI1 クロック遅延レジスタ SP1CKD H'00 H'FFFF B10C 8、16 24-22 

RSPI1 スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ SP1SSLND H'00 H'FFFF B10D 8、16 24-23 

RSPI1 次アクセス遅延レジスタ SP1ND H'00 H'FFFF B10E 8 24-24 

RSPI1 コマンドレジスタ 0 SP1CMD0 H'070D H'FFFF B110 16 24-25 

RSPI1 コマンドレジスタ 1 SP1CMD1 H'070D H'FFFF B112 16 24-25 

RSPI1 コマンドレジスタ 2 SP1CMD2 H'070D H'FFFF B114 16 24-25 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

RSPI1 コマンドレジスタ 3 SP1CMD3 H'070D H'FFFF B116 16 24-25 

RSPI2 制御レジスタ SP2CR H'00 H'FFFF B200 8、16 24-7 

RSPI2 スレーブセレクト極性レジスタ SP2SSLP H'00 H'FFFF B201 8、16 24-9 

RSPI2 端子制御レジスタ SP2PCR H'00 H'FFFF B202 8、16 24-10 

RSPI2 ステータスレジスタ SP2SR H'22 H'FFFF B203 8、16 24-12 

RSPI2 データレジスタ SP2DR H'0000 0000 H'FFFF B204 16、32 24-15 

RSPI2 シーケンス制御レジスタ SP2SCR H'00 H'FFFF B208 8、16 24-16 

RSPI2 シーケンスステータスレジスタ SP2SSR H'00 H'FFFF B209 8、16 24-17 

RSPI2 ビットレートレジスタ SP2BR H'FF H'FFFF B20A 8、16 24-18 

RSPI2 データコントロールレジスタ SP2DCR H'00 H'FFFF B20B 8、16 24-19 

RSPI2 クロック遅延レジスタ SP2CKD H'00 H'FFFF B20C 8、16 24-22 

RSPI2 スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ SP2SSLND H'00 H'FFFF B20D 8、16 24-23 

RSPI2 次アクセス遅延レジスタ SP2ND H'00 H'FFFF B20E 8 24-24 

RSPI2 コマンドレジスタ 0 SP2CMD0 H'070D H'FFFF B210 16 24-25 

RSPI2 コマンドレジスタ 1 SP2CMD1 H'070D H'FFFF B212 16 24-25 

RSPI2 コマンドレジスタ 2 SP2CMD2 H'070D H'FFFF B214 16 24-25 

RSPI2 コマンドレジスタ 3 SP2CMD3 H'070D H'FFFF B216 16 24-25 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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24.3.1 RSPIi 制御レジスタ（SPiCR） 
SPiCR レジスタは、RSPIi の動作モードを設定するためのレジスタです。SPE ビットが"1"で RSPI 機能がイ

ネーブルである状態において、MSTR ビット、MODFEN ビットの設定値を変更した場合、動作は保証されま

せん。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

RSPI2 SP2CR P4 H'FFFF B200
RSPI1 SP1CR P4 H'FFFF B100
RSPI0 SP0CR P4 H'FFFF B000

00 00 0 0 00

SPRIE SPTIE MSTR SPMSMOD
FENSPEIESPE

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 SPRIE 0 R W RSPI 受信割り込みイネーブルビット 

RSPIi がシリアル転送完了後の受信バッファ書き込みを検出し、RSPIi ステー

タスレジスタ（SPiSR）の SPRF ビットを"1"にした場合の RSPIi 受信割り込

み要求の発生を許可/禁止するためのビットです。 

0：RSPIi 受信割り込み要求の発生を禁止する 

1：RSPIi 受信割り込み要求の発生を許可する 

6 SPE 0 R W RSPI 機能イネーブルビット 

本ビットを"1"にすることにより、RSPI 機能が有効になります。RSPIi ステー

タスレジスタ（SPiSR）の MODF ビットが"1"の場合には、SPE ビットを"1"

に設定することはできません（「24.4.7 エラー検出」を参照）。SPE ビッ

トを"0"にすると、RSPI 機能は無効化されて、モジュール機能の一部が初期

化されます（「24.4.8 RSPI の初期化」を参照）。 

0：RSPIi 機能を無効化する 

1：RSPIi 機能を有効化する 

5 SPTIE 0 R W RSPI 送信割り込みイネーブルビット 

RSPIi が送信バッファエンプティを検出し、RSPIi ステータスレジスタ

（SPiSR）の SPTEF ビットを"1"にした場合の RSPIi 送信割り込み要求の発

生を許可/禁止するためのビットです。 

RSPI ディスエーブル（SPE ビットが"0"）の状態では、SPTEF ビットが"1"

になります。このため、RSPI ディスエーブル状態で SPTIE を"1"に設定する

と、RSPIi 送信割り込み要求が発生することに注意してください。 

0：RSPIi 送信割り込み要求の発生を禁止する 

1：RSPIi 送信割り込み要求の発生を許可する 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

4 SPEIE 0 R W RSPI エラー割り込みイネーブルビット 

RSPIi がモードフォルトエラーを検出して RSPIi ステータスレジスタ

（SPiSR）の MODF ビットを"1"にした場合、または RSPIi がオーバランエ

ラーを検出して SPiSR レジスタの OVRF ビットを"1"にした場合の RSPIi エ

ラー割り込み要求の発生を許可/禁止するためのビットです（「24.4.7 エ

ラー検出」を参照）。 

0：RSPIi エラー割り込み要求の発生を禁止する 

1：RSPIi エラー割り込み要求の発生を許可する 

3 MSTR 0 R W RSPI マスタ/スレーブモード選択ビット 

RSPIi のマスタ/スレーブモードを選択するためのビットです。また、RSPIi

は MSTR ビットの設定に従って、RSPCKi、MOSIi、MISOi、SSLi0、SSLi1

端子の方向を決定します。 

0：スレーブモード 

1：マスタモード 

2 MODFEN 0 R W モードフォルトエラー検出イネーブルビット 

モードフォルトエラーの検出を許可/禁止するためのビットです（「24.4.7 エ

ラー検出」を参照）。また、RSPIi は MODFEN ビットと MSTR ビットとの

組み合わせに従って、SSLi0 端子の入出力方向を決定します（「24.4.2 RSPIi

端子の制御」を参照）。 

0：モードフォルトエラー検出を禁止する 

1：モードフォルトエラー検出を許可する 

1 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 SPMS 0 R W RSPI モード選択ビット 

SPI 動作（4 線式）/クロック同期式動作（3 線式）を選択するためのビット

です。クロック同期式動作を行う場合は SSLi0、SSLi1 端子を使用せず、

RSPCKi 端子、MOSIi 端子、MISOi 端子の 3 端子を用いて通信を行います。

また、クロック同期式動作を行う場合は RSPIi コマンドレジスタ 0～3

（SPiCMD0～SPiCMD3）の CPHA ビットを"1"に設定してください。CPHA

ビットを"0"に設定した場合の動作は保証されません。 

0：SPI 動作（4 線式） 

1：クロック同期式動作（3 線式） 

【注】・ RSPIi の動作モードの選択は、MODFEN ビット、MSTR ビット、SPMS ビットとの組み合わせで行います。詳細は、

「24.4.1 RSPIi 動作の概要」を参照してください。 
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24.3.2 RSPIi スレーブセレクト極性レジスタ（SPiSSLP） 
SPiSSLP レジスタは、RSPIi の SSLi0、SSLi1 信号の極性を設定するためのレジスタです。RSPIi 制御レジ

スタ（SPiCR）の SPE ビットが"1"で RSPI 機能がイネーブルである状態において、SPiSSLP レジスタを書き

換えた場合、動作は保証されません。 
 

RSPI0 SP0SSLP
RSPI1 SP1SSLP
RSPI2 SP2SSLP

7 6 5 4 3 2 1 0

00 00 0 0 00

SSL0PSSL1P

P4 H'FFFF B201
P4 H'FFFF B101
P4 H'FFFF B001

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 SSL1P*1 0 R W SSLi1 信号極性設定ビット 

SSLi1 信号の極性を設定するためのビットです。SSLi1 信号のアクティブ極

性を示します。 

0：SSLi1 信号は"L"アクティブ 

1：SSLi1 信号は"H"アクティブ 

0 SSL0P 0 R W SSLi0 信号極性設定ビット 

SSLi0 信号の極性を設定するためのビットです。SSLi0 信号のアクティブ極

性を示します。 

0：SSLi0 信号は"L"アクティブ 

1：SSLi0 信号は"H"アクティブ 

【注】 *1 i=1、2 のときは予約ビットです。読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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24.3.3 RSPIi 端子制御レジスタ（SPiPCR） 
SPiPCR レジスタは、RSPIi の端子モードを設定するために使用されるレジスタです。SPiCR レジスタの SPE

ビットが"1"で RSPI 機能がイネーブルである状態において、SPiPCR レジスタを書き換えた場合、動作は保証

されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

RSPI2 SP2PCR
RSPI1 SP1PCR
RSPI0 SP0PCR

00 00 0 0 00

MOIFE SPOM SPLPMOIFV

P4 H'FFFF B202
P4 H'FFFF B102
P4 H'FFFF B002

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 MOIFE 0 R W MOSI アイドル値固定イネーブルビット 

マスタモードの RSPIi が、SSL ネゲート期間（バースト転送における SSL 保

持期間を含む）にMOSIi出力値を固定するために使用するビットです。MOIFE

ビットが"0"の場合には、RSPIi は SSL ネゲート期間中に前回のシリアル転送

の最終データを MOSIi 端子に出力します。MOIFE ビットが"1"の場合には、

RSPI は MOIFV ビットに設定された固定値を MOSIi 端子に出力します。 

0：MOSIi 出力値は前回転送の最終データ 

1：MOSIi 出力値は MOIFV ビットの設定値 

4 MOIFV 0 R W MOSI アイドル固定値ビット 

マスタモードで MOIFE ビットが"1"の場合には、RSPIi は MOIFV ビットの設

定に従って、SSL ネゲート期間（バースト転送における SSL 保持期間を含む）

の MOSIi 信号値を決定します。 

0：MOSIi アイドル固定値は"L"レベル 

1：MOSIi アイドル固定値は"H"レベル 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 SPOM 0 R W RSPI 出力端子モードビット 

RSPIiの出力端子をCMOS出力/オープンドレイン出力に設定するためのビッ

トです。 

0：CMOS 出力 

1：オープンドレイン出力 

1 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

0 SPLP 0 R W RSPI ループバックビット 

SPLP ビットを"1"にすると、RSPIi は MISOi 端子とシフトレジスタ間、MOSIi

端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフトレジスタの入力経路と出力

経路（反転）を接続します。 

0：通常モード 

1：ループバックモード 
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24.3.4 RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR） 
SPiSR レジスタは、RSPI の動作状態を示すフラグを格納したレジスタです。SPiSR レジスタへの書き込み

は、一定条件下においてのみ有効です。 
 

RSPI2 SP2SR
RSPI1 SP1SR
RSPI0 SP0SR

7 6 5 4 3 2 1 0

00 01 0 1 00

OVRFSPRF SPTEF MODF MIDLE

P4 H'FFFF B203
P4 H'FFFF B103
P4 H'FFFF B003

 
 

＜リセット後の値：H'22＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 SPRF 0 R *1 RSPI 受信バッファフルフラグ 

RSPIi データレジスタ（SPiDR）の受信バッファの状態を示すビットです。

SPRF ビットが"0"の状態でシリアル転送が終了すると、RSPIi はシフトレジ

スタから SPiDR レジスタに受信データを転送して、このビットを"1"にしま

す。また、RSPIi は全二重同期式のシリアル通信を行いますので、送信デー

タの最後尾ビットの送信時でもあります。SPRF ビットを"0"にクリアする条

件は以下のとおりです。 

• SPRF ビットが"1"にされた状態の SPiSR レジスタを CPU が読み出した

後、CPU が SPRF ビットに"0"を書き込む 

• CPU または DMAC が SPiDR レジスタから受信データを読み出す。 

• ハードウェアリセット 

SPRF ビットが"1"の状態でシリアル転送が終了した場合には、RSPIi はシフ

トレジスタから SPiDR レジスタに受信データを転送しません。SPiSR レジ

スタの OVRF ビットが"1"の状態では、SPRF ビットを"0"から"1"に変化させ

ることができません（「24.4.7 エラー検出」を参照）。 

0：SPiDR レジスタに有効な受信データなし 

1：SPiDR レジスタに有効な受信データあり 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。



 24. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI） 

Rev.1.10 2011.09.16  24-13

  R01UH0030JJ0110 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

5 SPTEF 1 R *1 RSPI 送信バッファエンプティフラグ 

RSPIi データレジスタ（SPiDR）の送信バッファの状態を示すビットです。

RSPIi の初期化後、または送信バッファからシフトレジスタに送信データが

転送された場合に、RSPIi が SPTEF ビットを"1"にします。SPTEF ビットを

"0"にクリアする条件は以下のとおりです。SPTEF クリア状態で、かつシフ

トレジスタが空の場合、送信バッファからシフトレジスタへデータがコピー

されます。 

• SPTEF ビットが"1"にされた状態の SPiSR レジスタを CPU が読み出した

後、CPU が SPTEF ビットに"0"を書き込む 

• CPU または DMAC が SPiDR レジスタに送信データを書き込む 

CPU/DMAC による SPiDR レジスタに対する書き込みは、SPTEF ビットが"1"

の場合にのみ有効です。SPTEF ビットが"0"の状態で、CPU/DMAC が SPiDR

レジスタの送信バッファを書き込んだ場合には、送信バッファのデータは更

新されません。 

0：送信バッファにデータあり 

1：送信バッファにデータなし 

4、3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 MODF 0 R *1 モードフォルトエラーフラグ 

モードフォルトエラーの発生状況を示すビットです。RSPIi 制御レジスタ

（SPiCR）の MSTR ビットが"1"、MODFEN ビットが"1"で RSPI がマルチマ

スタモードの場合に、SSLi0 端子の入力レベルがアクティブレベルになると、

RSPIi がモードフォルトエラー検出し MODF ビットを"1"にします。また、

MSTRビットが"0"でRSPIiがスレーブモードの場合にMODFENビットに"1"

を設定すると、データ転送に必要な RSPCK サイクルが終了する前に SSLi0

端子がネゲートされると、RSPI がモードフォルトエラーを検出します。なお、

SSLi0 信号のアクティブレベルは、RSPIi スレーブセレクト極性レジスタ

（SPiSSLP）の SSL0P ビットによって決定されます。MODF ビットのクリ

ア条件は以下のとおりです。 

• MODF ビットが"1"にされた状態の SPiSR レジスタを CPU が読み出した

後、CPU が MODF ビットに"0"を書き込む 

• ハードウェアリセット 

0：モードフォルトエラーなし 

1：モードフォルトエラー発生 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

1 MIDLE 1 R 0 RSPI アイドルフラグ 

MIDLE ビットは RSPIi の転送状況を示すビットです。 

マスタモード（シングル/マルチ）時における MIDLE ビットのセット条件は

以下のとおりです。 

• SPiCR レジスタの SPE ビットが"0"（RSPIi 初期化） 

または、 

• SPiSR レジスタの SPTEF ビットが"1"（次転送データがセットされていな

い） 

• SPiSSR レジスタの SPCP ビットが"00"（シーケンス制御がループ先頭コ

マンドポインタに位置） 

• RSPIi 内部シーケンサがアイドル状態へ遷移（次アクセス遅延までが動作

完了された状態） 

の条件すべて満たされた場合に MIDLE ビットはセットされます。上記条件を

満たさない場合は、MIDLE ビットはクリアされます。 

スレーブモード時の MIDLE ビットのセット条件は以下のとおりです。 

• SPiCR レジスタの SPE ビットが"0"（RSPIi 初期化） 

SPE＝"1"にセットされると MIDLE ビットは"0"にクリアされます。 

0：RSPIi 転送状態 

1：RSPIi アイドル状態 

0 OVRF 0 R W オーバランエラーフラグ 

オーバランエラーの発生状況を示すビットです。SPRF ビットが"1"にされた

状態でシリアル転送が終了した場合に、RSPIi はオーバランエラーを検出し、

OVRF ビットを"1"にします。OVRF ビットのクリア条件は、以下のとおりで

す。 

• OVRF が"1"にされた状態の SPiSR レジスタを CPU が読み出した後、CPU

が OVRF ビットに"0"を書き込む 

• ハードウェアリセット 

0：オーバランエラーなし 

1：オーバランエラー発生 

【注】 *1 フラグをクリアするため、"1"を読み出した後に"0"を書き込むことのみ可能です。 
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24.3.5 RSPIi データレジスタ（SPiDR） 
SPiDR レジスタは、RSPIi 送受信用のデータを格納するバッファです。 

送信用バッファ（SPTX）と受信用バッファ（SPRX）は独立したバッファで、これらのバッファが SPiDR

レジスタにマッピングされています。 

SPiDCR.SPLW ビットが"0"のとき、バッファは SPiDR レジスタのビット 31～ビット 16 に相当し、ビット

16（LSB）から設定データ長分の範囲を転送データとして扱います。SPiDR レジスタへのリード/ライトはビッ

ト 31～ビット 16 にワードアクセスしてください。SPiDCR.SPLW ビットが"1"のとき、バッファは SPiDR レ

ジスタのビット 31～ビット 0 に相当し、ビット 0（LSB）から設定データ長分の範囲を転送データとして扱

います。SPiDR レジスタへのリード/ライトはロングワードアクセスしてください。 

SPLW ビットが"0"のとき、SPiDR レジスタは、64 ビットのバッファで最大 16 ビットの 4 フレームから構

成され、SPLW ビットが"1"のとき、SPiDR レジスタは、128 ビットのバッファで最大 32 ビットの 4 フレーム

から構成されます。 

SPiDR レジスタの使用するフレーム長は RSPIi データコントロールレジスタ（SPiDCR）のフレーム数設定

ビット（SPFC）によって決定され、使用するビット長は RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）

の RSPI データ長設定ビット（SPB）によって決定されます。 

CPU/DMAC が SPiDR レジスタへの書き込みを要求した場合には、RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の

SPTEF ビットが"1"にされていれば、RSPIi が SPiDR レジスタの送信バッファにデータを書き込みます。SPTEF

ビットが"0"の状態では、RSPIi は SPiDR レジスタの送信バッファを更新しません。 

CPU/DMAC が SPiDR レジスタからの読み出しを要求した場合には、RSPIi データコントロールレジスタ

（SPiDCR）の RSPI 受信/送信データ選択ビット（SPRDTD）が"0"であれば受信バッファを読み出し、"1"で

あれば送信バッファを読み出します。 

送信バッファを読み出す場合には、直前に書き込んだ値が読み出されます。また、RSPIi ステータスレジス

タ（SPiSR）の SPTEF ビットが"0"の状態では、読み出した値がすべて"0"になります。 

通常の使用方法では、SPRDTD ビットを"0"とし、SPiSR レジスタの SPRF ビットの"1"状態（受信バッファ

に未リードのデータが格納された状態）で、CPU/DMAC による受信バッファ読み出しを実行します。SPiSR

レジスタの SPRF ビットまたは OVRF ビットが"1"の状態では、RSPIi はシリアル転送終了時に SPiDR の受信

バッファを更新しません。 
 

SPD31 SPD30SPD29 SPD28 SPD27 SPD26 SPD25 SPD24 SPD23 SPD22 SPD21SPD20 SPD19 SPD18SPD17 SPD16

SPD15 SPD14SPD13 SPD12 SPD11 SPD10 SPD9 SPD8 SPD7 SPD6 SPD5 SPD4 SPD3 SPD2 SPD1 SPD0

31 30 29 28 27 26 25 24

RSPI2 SP2DR
RSPI1 SP1DR
RSPI0 SP0DR

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

P4 H'FFFF B204
P4 H'FFFF B104
P4 H'FFFF B004

 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～0 SPD31～0 すべて 0 R W RSPIi 送受信用のデータを格納するバッファ。 
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24.3.6 RSPIi シーケンス制御レジスタ（SPiSCR） 
SPiSCR レジスタは、RSPI がマスタ動作する場合のシーケンス制御方式を設定するためのレジスタです。

RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の MSTR ビットと SPE ビットが"1"で、マスタモードの RSPI 機能がイネーブ

ルである状態において、SPiSCR レジスタの SPSLN ビットを書き換える場合、RSPIi ステータスレジスタ

（SPiSR）の MIDLE ビットが"1"のときに書き換えてください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

RSPI2 SP2SCR
RSPI1 SP1SCR
RSPI0 SP0SCR

00 00 0 0 00

SPSLN

P4 H'FFFF B208
P4 H'FFFF B108
P4 H'FFFF B008

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1、0 SPSLN 00 R W RSPI シーケンス長設定ビット 

マスタモードの RSPIi がシーケンス動作する場合のシーケンス長を設定す

るためのビットです。マスタモードの RSPIi は SPSLN ビットに設定された

シーケンス長に応じて、参照する RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0

～SPiCMD3）と参照順を変更します。SPSLN ビットの設定値とシーケンス

長、RSPI が参照する SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタの関係は以下のとおり

です。なお、スレーブモードの RSPIi では、常に SPiCMD0 レジスタが参照

されます。 

   シーケンス長  参照する SPiCMD レジスタ（番号） 

00： 1 0→0→… 

01： 2 0→1→0→… 

10： 3 0→1→2→0→… 

11： 4 0→1→2→3→0→… 
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24.3.7 RSPIi シーケンスステータスレジスタ（SPiSSR） 
SPiSSR レジスタは、RSPI がマスタ動作する場合のシーケンス制御の状態を示すレジスタです。SPiSSR レ

ジスタは読み出し専用レジスタです。 
 

RSPI2 SP2SSR
RSPI1 SP1SSR
RSPI0 SP0SSR

7 6 5 4 3 2 1 0

00 00 0 0 00

SPECM SPCP

P4 H'FFFF B209
P4 H'FFFF B109
P4 H'FFFF B009

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

5、4 SPECM 00 R N RSPI エラーコマンドビット 

RSPIi のシーケンス制御で、エラー検出時にコマンドポインタ（SPCP）で

指されていた RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）を示す

ビットです。RSPIi はエラー検出時にのみ SPECM ビットを更新します。

RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の OVRF ビットと MODF ビットがとも

に"0"で、エラーが発生していない場合には、SPECM ビットの値には意味が

ありません。SPECM ビットの値と SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタの対応は

以下のとおりです。なお、RSPIi のエラー検出機能については、「24.4.7 エ

ラー検出」を参照してください。また、RSPIi のシーケンス制御については、

「24.4.9（1）マスタモード動作」を参照してください。 

00：SPiCMD0 レジスタ 

01：SPiCMD1 レジスタ 

10：SPiCMD2 レジスタ 

11：SPiCMD3 レジスタ 

3、2 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

1、0 SPCP 00 R N RSPI コマンドポインタビット 

RSPIi のシーケンス制御で、現在ポインタで指されている RSPIi コマンドレ

ジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）を示すビットです。SPCP ビットの値

と SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタの対応は以下のとおりです。 

なお、RSPI のシーケンス制御については、「24.4.9（1）マスタモード動作」

を参照してください。 

00：SPiCMD0 レジスタ 

01：SPiCMD1 レジスタ 

10：SPiCMD2 レジスタ 

11：SPiCMD3 レジスタ 
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24.3.8 RSPIi ビットレートレジスタ（SPiBR） 
SPiBR レジスタは、マスタモード時のビットレート設定に使用するレジスタです。RSPIi 制御レジスタ

（SPiCR）の MSTR ビットと SPE ビットが"1"で、マスタモードの RSPI 機能がイネーブルである状態におい

て、SPiBR レジスタを書き換えた場合、動作は保証されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

RSPI2 SP2BR
RSPI1 SP1BR
RSPI0 SP0BR

11 11 1 1 11

SPR7 SPR6 SPR5 SPR4 SPR3 SPR2 SPR1 SPR0

P4 H'FFFF B20A
P4 H'FFFF B10A
P4 H'FFFF B00A

 
 

＜リセット後の値：H'FF＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～0 SPR7～0 すべて 1 R W マスタモード時のビットレートを設定。 

 

RSPIi をスレーブモードで使用する場合には、SPiBR レジスタ、SPiCMD0～3 レジスタの BRDV ビットの

設定に関係なく、入力クロックのビットレートに依存します（電気的特性を満足するビットレートとしてく

ださい）。 

ビットレートは SPiBR レジスタの設定値と RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）の BRDV

ビットの設定値の組み合わせで決定されます。ビットレートの計算式は下記のとおりです。計算式中で n は

SPiBR レジスタの設定値（0、1、2、……、255）、N は BRDV ビットの設定値（0、1、2、3）です。 
 

f Pck
2 n 1 2N  

 

表 24.3 に SPiBR レジスタ、BRDV ビットの設定値とビットレートの関係の例を示します。 
 

表 24.3 SPiBR レジスタ、BRDV ビットの設定値とビットレート 

SPiBR レジスタの設定値（n） BRDV ビットの設定値（N） 分周比 

1 0 4 

2 0 6 

3 0 8 

4 0 10 

5 0 12 

5 1 24 

5 2 48 

5 3 96 

255 3 4096 
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24.3.9 RSPIi データコントロールレジスタ（SPiDCR） 
SPiDCR レジスタは、SPiDR レジスタに格納できるフレーム数、SPiDR レジスタの読み出し、SPiDR レジ

スタへのアクセス幅をロングワードアクセス/ワードアクセスに設定するためのレジスタです。 

RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）の RSPI データ長設定ビット（SPB）、RSPIi シーケ

ンス制御レジスタ（SPiSCR）のシーケンス長設定ビット（SPSLN）、RSPIi データコントロールレジスタ

（SPiDCR）のフレーム数設定ビット（SPFC）の組み合わせから 1 回の送受信起動で最大 4 フレームを送受

信できます。 

RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPE ビットが"1"で RSPI 機能がイネーブルである状態において、CPU が

SPiDCR レジスタの SPFC ビットを書き換える場合、RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の MIDLE ビットが

"1"のときに書き換えてください。 
 

RSPI2 SP2DCR
RSPI1 SP1DCR
RSPI0 SP0DCR

7 6 5 4 3 2 1 0

00 00 0 0 00

SPLW SP
RDTD SPFC

P4 H'FFFF B20B
P4 H'FFFF B10B
P4 H'FFFF B00B

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 SPLW 0 R W RSPI ロングワードアクセス/ワードアクセス設定ビット 

RSPIi データレジスタ（SPiDR）へのアクセス幅を設定します。SPLW ビッ

トが"0"のときはビット 31～ビット 16 にワードアクセス、SPLW ビットが"1"

のときはロングワードアクセスで SPiDR レジスタにアクセスしてください。

また、SPLW ビットが"0"のとき、RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0

～SPiCMD3）の RSPI データ長設定ビット（SPB）の設定は、8～16 ビット

に設定してください。20、24、32 ビットに設定した場合の動作は保証され

ません。 

0：SPiDR レジスタへはワードアクセス 

1：SPiDR レジスタへはロングワードアクセス 

4 SPRDTD 0 R W RSPI 受信/送信データ選択ビット 

RSPIi データレジスタ（SPiDR）の読み出す値を受信バッファとするか、送

信バッファとするか選択します。 

送信バッファを読み出した場合､SPiDR レジスタへ直前に書き込んだ値が読

み出されます。送信バッファの読み出しは、RSPIi ステータスレジスタ

（SPiSR）の SPTEF ビットが"1"の状態であるときに行ってください。 

0：SPiDR レジスタは受信バッファを読み出す 

1：SPiDR レジスタは送信バッファを読み出す（ただし、SPTEF ビットが

"1"のとき） 



24. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）  

Rev.1.10 2011.09.16  24-20   

R01UH0030JJ0110  

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1、0 SPFC 00 R W フレーム数設定ビット 

SPiDR レジスタに格納できるフレーム数を設定するビットです。RSPIi コマ

ンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）の RSPI データ長設定ビット

（SPB）、RSPIi シーケンス制御レジスタ（SPiSCR）の RSPI シーケンス長

設定ビット（SPSLN）、RSPIi データコントロールレジスタ（SPiDCR）の

フレーム数設定ビット（SPFC）の設定により 1 回の送受信起動で最大 4 フ

レームを送受信できます。また、SPFC ビットは、RSPIi ステータスレジス

タ（SPiSR）の RSPI 受信バッファフルフラグ（SPRF）をセットする受信デー

タ数の設定を行います。表 24.4 および図 24.2 に、SPiDR レジスタに格納で

きるフレームの構成と送受信設定の組み合わせ例を示します。組み合わせ例

に示した以外の設定を行った場合、以後の動作は保証されません。 

00：1 

01：2 

10：3 

11：4 

 

表 24.4 各ビットによるフレームの設定 

設定 SPB ビット SPSLN ビット SPFC ビット 転送する 

フレーム数 

SPRFビットを"1"にセット、

SPTEFビットを"0"にクリア

するフレーム数 

1-1 N 00 00 1 1 

1-2 N 00 01 2 2 

1-3 N 00 10 3 3 

1-4 N 00 11 4 4 

2-1 N、M 01 01 2 2 

2-2 N、M 01 11 4 4 

3 N、M、O 10 10 3 3 

4 N、M、O、P 11 11 4 4 

【記号説明】N、M、O、P：SPB ビットで設定できるデータ長 
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図 24.2 フレームの構成と送受信設定の組み合わせ例 
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24.3.10 RSPIi クロック遅延レジスタ（SPiCKD） 
SPiCKD レジスタは、RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）の SCKDEN ビットが"1"の状

態における、SSL 信号アサート開始から RSPCK 発振までの期間（RSPCK 遅延）を設定するためのレジスタ

です。RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の MSTR ビットと SPE ビットが"1"で、マスタモードの RSPIi がイネー

ブルである状態において、SPiCKD レジスタを書き換えた場合、動作は保証されません。 

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SCKDL ビットを B'000 に設定してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

RSPI2 SP2CKD
RSPI1 SP1CKD
RSPI0 SP0CKD

00 00 0 0 00

SCKDL

P4 H'FFFF B20C
P4 H'FFFF B10C
P4 H'FFFF B00C

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 SCKDL 000 R W RSPCK 遅延設定ビット 

SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタの SCKDEN ビットが"1"の場合の RSPCK 遅

延値を設定するためのビットです。SCKDL ビットの設定値と RSPCK 遅延

値の関係は以下のとおりです。 

000：1 RSPCK 

001：2 RSPCK 

010：3 RSPCK 

011：4 RSPCK 

100：5 RSPCK 

101：6 RSPCK 

110：7 RSPCK 

111：8 RSPCK 
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24.3.11 RSPIi スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SPiSSLND） 
SPiSSLND レジスタは、マスタモードの RSPIi がシリアル転送の最終 RSPCK エッジを送出してから SSL

信号をネゲートするまでの期間（SSL ネゲート遅延）を設定するためのレジスタです。RSPIi 制御レジスタ

（SPiCR）の MSTR ビットと SPE ビットが"1"で、マスタモードの RSPIi がイネーブルである状態において、

SPiSSLND レジスタを書き換えた場合、動作は保証されません。 

RSPIi をスレーブモードで使用する場合には、SLNDL ビットを B'000 に設定してください。 
 

RSPI2 SP2SSLND
RSPI1 SP1SSLND
RSPI0 SP0SSLND

7 6 5 4 3 2 1 0

00 00 0 0 00

SLNDL

P4 H'FFFF B20D
P4 H'FFFF B10D
P4 H'FFFF B00D

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 SLNDL 000 R W SSL ネゲート遅延設定ビット 

マスタモードの RSPIi の SSL ネゲート遅延値を設定するためのビットです。

SLNDL ビットの設定値と SSL ネゲート遅延値の関係は以下のとおりです。

000：1 RSPCK 

001：2 RSPCK 

010：3 RSPCK 

011：4 RSPCK 

100：5 RSPCK 

101：6 RSPCK 

110：7 RSPCK 

111：8 RSPCK 
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24.3.12 RSPIi 次アクセス遅延レジスタ（SPiND） 
SPiND レジスタは、RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）の SPNDEN ビットが"1"の状態

における、シリアル転送終了後の SSL 信号の非アクティブ期間（次アクセス遅延）を設定するためのレジス

タです。RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の MSTR ビットと SPE ビットが"1"で、マスタモードの RSPIi がイネー

ブルである状態において、SPiND レジスタを書き換えた場合、動作は保証されません。 

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPNDL ビットを B'000 に設定してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

RSPI2 SP2ND
RSPI1 SP1ND
RSPI0 SP0ND

00 00 0 0 00

SPNDL

P4 H'FFFF B20E
P4 H'FFFF B10E
P4 H'FFFF B00E

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2～0 SPNDL 000 R W RSPI 次アクセス遅延設定ビット 

SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタの SPNDEN ビットが"1"の場合の次アクセス

遅延を設定するためのビットです。SPNDL ビットの設定値と次アクセス遅

延値の関係は以下のとおりです。 

000：1 RSPCK＋2 Pck 

001：2 RSPCK＋2 Pck 

010：3 RSPCK＋2 Pck 

011：4 RSPCK＋2 Pck 

100：5 RSPCK＋2 Pck 

101：6 RSPCK＋2 Pck 

110：7 RSPCK＋2 Pck 

111：8 RSPCK＋2 Pck 
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24.3.13 RSPIi コマンドレジスタ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3） 
1 チャネルの RSPI には、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）が 4 本あります（SPiCMD0～SPiCMD3）。

SPiCMD0～SPiCMD3レジスタは、マスタモードのRSPIiの転送フォーマットを設定するために使用されます。

また、SPiCMD0 レジスタの一部のビットは、スレーブモードの RSPIi の転送フォーマットを設定するために

も使用されます。マスタモードの RSPIi は RSPIi シーケンス制御レジスタ（SPiSCR）の SPSLN ビットの設定

に従ってシーケンシャルに SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタを参照し、参照した SPiCMD レジスタに設定され

たシリアル転送を実行します。 

SPiCMD レジスタの設定は、RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の SPTEF ビットが"1"の状態でその SPiCMD

レジスタを参照して送信するデータを設定する前に実施してください。 

マスタモードの RSPIi が参照している SPiCMD レジスタは、RSPIi シーケンスステータスレジスタ（SPiSSR）

の SPCP ビットにより確認できます。また、スレーブモードの RSPIi がイネーブルな状態において、SPiCMD0

レジスタを書き換えた場合、動作は保証されません。 
 

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8
CPHACPOLBRDVSSLKP SSLASPBSPND

EN
SLND

EN
SCKD

EN LSBF

7 6 5 4 3 2 1 0

RSPI0 0 3 SP0CMD0 SP0CMD3
RSPI1 0 3 SP1CMD0 SP1CMD3
RSPI2 0 3 SP2CMD0 SP2CMD3 P4 H'FFFF B210 H'FFFF B216

P4 H'FFFF B110 H'FFFF B116
P4 H'FFFF B010 H'FFFF B016

 
 

＜リセット後の値：H'070D＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

15 SCKDEN 0 R W RSPCK 遅延設定イネーブルビット 

マスタモードの RSPIi が、SSL 信号をアクティブにしてから RSPCK を発振す

るまでの期間（RSPCK 遅延）を設定するためのビットです。SCKDEN ビット

が"0"の場合には、RSPIi は RSPCK 遅延を 1RSPCK にします。SCKDEN ビッ

トが"1"の場合には、RSPIi は RSPIi クロック遅延レジスタ（SPiCKD）の設定

に従った RSPCK 遅延で RSPCK の発振を開始します。 

RSPIi をスレーブモードで使用する場合には、SCKDEN ビットに"0"を設定し

てください。 

0：RSPCK 遅延は 1RSPCK 

1：RSPCK 遅延は RSPIi クロック遅延レジスタ（SPiCKD）の設定値 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

14 SLNDEN 0 R W SSL ネゲート遅延設定イネーブルビット 

マスタモードの RSPIi が、RSPCK を発振停止してから SSL 信号を非アクティ

ブにするまでの期間（SSL ネゲート遅延）を設定するためのビットです。

SLNDEN ビットが"0"の場合には、RSPIi は SSL ネゲート遅延を 1RSPCK に

します。SLNDEN ビットが"1"の場合には、RSPIi は RSPIi スレーブセレクト

ネゲート遅延レジスタ（SPiSSLND）の設定に従った RSPCK 遅延で SSL を

ネゲートします。RSPIi をスレーブモードで使用する場合には、SLNDEN ビッ

トに"0"を設定してください。 

0：SSL ネゲート遅延は 1RSPCK 

1：SSL ネゲート遅延は RSPIi スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ

（SPiSSLND）の設定値 

13 SPNDEN 0 R W RSPI 次アクセス遅延イネーブルビット 

マスタモードの RSPIi がシリアル転送を終了して SSL 信号を非アクティブに

してから、次アクセスの SSL 信号アサートを可能にするまでの期間（次アク

セス遅延）を設定するためのビットです。SPNDEN ビットが"0"の場合には、

RSPIi は次アクセス遅延を 1RSPCK にします。SPNDEN ビットが"1"の場合に

は、RSPIi は RSPIi 次アクセス遅延レジスタ（SPiND）の設定に従った次アク

セス遅延を挿入します。RSPIi をスレーブモードで使用する場合には、

SPNDEN ビットに"0"を設定してください。 

0：次アクセス遅延は 1RSPCK 

1：次アクセス遅延は RSPIi 次アクセス遅延レジスタ（SPiND）の設定値 

12 LSBF 0 R W RSPI LSB ファースト 

マスタモード/スレーブモードの RSPIi のデータフォーマットを、MSB ファー

スト/LSB ファーストに設定するためのビットです。 

0：MSB ファースト 

1：LSB ファースト 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

11～8 SPB 0111 R W RSPI データ長設定ビット 

マスタモード/スレーブモードの RSPIi の転送データ長を設定するためのビッ

トです。SPiDCR.SPLW ビットが"0"のとき、SPB ビットの設定は 8～16 ビッ

トに設定してください。20～32 ビットに設定した場合の動作は保証されませ

ん。 

0100～0111：8 ビット 

1000：9 ビット 

1001：10 ビット 

1010：11 ビット 

1011：12 ビット 

1100：13 ビット 

1101：14 ビット 

1110：15 ビット 

1111：16 ビット 

0000：20 ビット 

0001：24 ビット 

0010、0011：32 ビット 

7 SSLKP 0 R W SSL 信号レベル保持ビット 

マスタモードの RSPIi がシリアル転送する場合に、現コマンドに対応する SSL

ネゲートタイミングから次コマンドに対応する SSL アサートタイミングの間

に、現コマンドの SSL 信号レベルを保持するか、ネゲートするかを設定する

ビットです。RSPIi をスレーブモードで使用する場合には、SSLKP ビットに"0"

を設定してください。 

0：転送終了時に全 SSL 信号をネゲート 

1：転送終了後から次アクセス開始まで SSL 信号レベルを保持 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

6～4 SSLA 000 R W SSL 信号アサート設定ビット 

マスタモードの RSPIi がシリアル転送する場合の SSLi 信号のアサートを制御

するためのビットです。SSLA ビットの設定値が、SSLi0、SSLi1 信号のアサー

トを制御します。SSL 信号アサート時の信号極性は、RSPIi スレーブセレクト

極性レジスタ（SPiSSLP）の設定値に依存します。マルチマスタモードで SSLA

ビットに"B'000"または"B'1xx"を設定した場合には、全 SSLi 信号がネゲート状

態でシリアル転送が実行されます（SSLi0 端子は入力になるため）。また、シ

ングルマスタモードで SSLA ビットに B'1xx を設定した場合にも、全 SSL 信

号がネゲート状態でシリアル転送が実行されます。 

RSPIi をスレーブモードで使用する場合には、SSLA ビットに B'000 を設定し

てください。 

000：SSL0 

001：SSL1*1 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

1xx：－ 

【注】*1 RSPI0 のみ設定できます。 

3、2 BRDV 11 R W ビットレート分周設定ビット 

ビットレートを決定するために使用します。BRDV ビットと RSPIi ビットレー

トレジスタ（SPiBR）の設定値の組み合わせでビットレートを決定します

（「24.3.8 RSPIi ビットレートレジスタ（SPiBR）」を参照）。SPiBR レジ

スタの設定値は、ベースとなるビットレートを決定します。BRDV ビットの設

定値は、ベースのビットレートに対して分周なし/2 分周/4 分周/8 分周したビッ

トレートを選択するために使用します。SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタにはそ

れぞれ異なる BRDV ビットの設定を行うことができます。このため、コマン

ドごとに異なるビットレートでシリアル転送を実行することが可能です。 

00：ベースのビットレートを選択 

01：ベースのビットレートの 2 分周を選択 

10：ベースのビットレートの 4 分周を選択 

11：ベースのビットレートの 8 分周を選択 

1 CPOL 0 R W RSPCK 極性設定ビット 

マスタモード/スレーブモードの RSPIi の RSPCK 極性を設定するためのビッ

トです。RSPIi モジュール間のデータ通信を行う場合、モジュール間で同一の

RSPCK 極性を設定する必要があります。 

0：アイドル時の RSPCK が"0" 

1：アイドル時の RSPCK が"1" 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

0 CPHA 1 R W RSPCK 位相設定ビット 

マスタモード/スレーブモードの RSPIi の RSPCK 位相を設定するためのビッ

トです。RSPIi モジュール間のデータ通信を行う場合、モジュール間で同一の

RSPCK 位相を設定する必要があります。 

0：奇数エッジでデータサンプル、偶数エッジでデータ変化 

1：奇数エッジでデータ変化、偶数エッジでデータサンプル 
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24.4 動作説明 
本章では、シリアル転送期間という用語を、有効データのドライブ開始から最終有効データの取り込みま

での期間を意味する用語として使用しています。 
 

24.4.1 RSPIi 動作の概要 
RSPIi は、スレーブモード（SPI 動作）、シングルマスタモード（SPI 動作）、マルチマスタモード（SPI

動作）、スレーブモード（クロック同期式動作）、マスタモード（クロック同期式動作）での同期式のシリ

アル転送が可能です。RSPI のモードは、RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の MSTR ビットと MODFEN ビット、

SPMS ビットによって設定可能です。表 24.5 に RSPI のモードと SPiCR レジスタ設定の関係および各モード

の概要をまとめます。 
 

表 24.5 RSPIi のモードと SPiCR レジスタ設定の関係および各モードの概要 

モード スレーブ 

（SPI 動作） 

シングルマスタ 

（SPI 動作） 

マルチマスタ 

（SPI 動作） 

スレーブ 

（クロック 

同期式動作） 

マスタ 

（クロック 

同期式動作） 

MSTR ビットの設定 0 1 1 0 1 

MODFEN ビットの設定 0 or 1 0 1 0 0 

SPMS ビットの設定 0 0 0 1 1 

RSPCKi 信号 入力 出力 出力/Hi-Z 入力 出力 

MOSIi 信号 入力 出力 出力/Hi-Z 入力 出力 

MISOi 信号 出力/Hi-Z 入力 入力 出力 入力 

SSLi0 信号 入力 出力 入力 Hi-Z Hi-Z 

SSL01 信号 Hi-Z 出力 出力/Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

出力端子モード CMOS/ 

オープンドレイン 

CMOS/ 

オープンドレイン

CMOS/ 

オープンドレイン

CMOS/ 

オープンドレイン 

CMOS/ 

オープンドレイン

SSL 極性変更機能 あり あり あり － － 

クロックソース RSPCK 入力 内蔵ボーレート 

ジェネレータ 

内蔵ボーレート

ジェネレータ 

RSPCK 入力 内蔵ボーレート 

ジェネレータ 

クロック極性 2 種 2 種 2 種 2 種 2 種 

クロック位相 2 種 2 種 2 種 1 種（CPHA＝"1"） 1 種（CPHA＝"1"）

先頭転送ビット MSB/LSB MSB/LSB MSB/LSB MSB/LSB MSB/LSB 

転送データ長 8～32 ビット 8～32 ビット 8～32 ビット 8～32 ビット 8～32 ビット 

バースト転送 可能 

（CPHA＝"1"） 

可能 

（CPHA＝"0"、"1"）

可能 

（CPHA＝"0"、"1"）

－ － 

RSPCK 遅延制御 なし あり あり なし あり 

SSL ネゲート遅延制御 なし あり あり なし あり 

次アクセス遅延制御 なし あり あり なし あり 
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モード スレーブ 

（SPI 動作） 

シングルマスタ 

（SPI 動作） 

マルチマスタ 

（SPI 動作） 

スレーブ 

（クロック 

同期式動作） 

マスタ 

（クロック 

同期式動作） 

転送起動方法 SSL 入力 

アクティブ 

または 

RSPCK 発振 

SPTEF＝"1"で 

送信バッファ 

書き込み 

SPTEF＝"1"で 

送信バッファ 

書き込み 

RSPCK 発振 SPTEF＝"1"で 

送信バッファ 

書き込み 

シーケンス制御 なし あり あり なし あり 

送信バッファエンプティ 

検出 

あり あり あり あり あり 

受信バッファフル検出 あり あり あり あり あり 

オーバランエラー検出 あり あり あり あり あり 

モードフォルトエラー 

検出 

あり 

（MODFEN＝"1"） 

なし あり なし なし 
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24.4.2 RSPIi 端子の制御 
RSPIi は、RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の MSTR ビット、MODFEN ビット、SPMS ビットと RSPIi 端子制

御レジスタ（SPiPCR）の SPOM ビットの設定に従って、端子方向と出力モードを自動的に切り替えます。表

24.6 に端子状態と各ビットの設定値の関係を示します。 
 

表 24.6 RSPIi 端子の状態と制御ビット設定値の関係 

端子状態*1 モード 端子 

SPOM＝"0" SPOM＝"1" 

RSPCKi CMOS 出力 オープンドレイン出力 

SSLi0、SSL01 CMOS 出力 オープンドレイン出力 

MOSIi CMOS 出力 オープンドレイン出力 

シングルマスタ（SPI 動作）

（MSTR＝"1"、MODFEN＝

"0"、SPMS＝"0"） 

MISOi 入力 入力 

RSPCKi*2 CMOS 出力/Hi-Z オープンドレイン出力/Hi-Z 

SSLi0 入力 入力 

SSL01*2 CMOS 出力/Hi-Z オープンドレイン出力/Hi-Z 

MOSIi*2 CMOS 出力/Hi-Z オープンドレイン出力/Hi-Z 

マルチマスタ（SPI 動作）

（MSTR＝"1"、MODFEN＝

"1"、SPMS＝"0"） 

MISOi 入力 入力 

RSPCKi 入力 入力 

SSLi0 入力 入力 

SSL01 Hi-Z Hi-Z 

MOSIi 入力 入力 

スレーブ（SPI 動作） 

（MSTR＝"0"、SPMS＝"0"） 

MISOi*3 CMOS 出力/Hi-Z オープンドレイン出力/Hi-Z 

RSPCKi CMOS 出力 オープンドレイン出力 

SSLi0、SSL01*4 Hi-Z Hi-Z 

MOSIi CMOS 出力 オープンドレイン出力 

マスタ（クロック同期式動

作）（MSTR＝"1"、MODFEN

＝"0"、SPMS＝"1"） 

MISOi 入力 入力 

RSPCKi 入力 入力 

SSLi0、SSL01*4 Hi-Z Hi-Z 

MOSIi 入力 入力 

スレーブ（クロック同期式動

作）（MSTR＝"0"、SPMS＝

"1"） 

MISOi CMOS 出力 オープンドレイン出力 

【注】 *1 RSPIi 機能が選択されていないマルチファンクションピンには RSPIi の設定値は反映されません。 

 *2 SSLi0 端子がアクティブレベルの場合、端子状態が Hi-Z になります。 

 *3 SSLi0 端子が非アクティブレベルまたは SPiCR レジスタの SPE ビットが"0"の場合、端子状態が Hi-Z になりま

す。 

 *4 クロック同期式動作時は、SSLi0、SSL01 端子を I/O ポートとして使用可能です。 
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シングルマスタモード（SPI 動作）、マルチマスタモード（SPI 動作）の RSPIi は、SPiPCR レジスタの MOIFE

ビットと MOIFV ビットの設定に従って、SSL ネゲート期間（バースト転送における SSL 保持期間を含む）

の MOSIi 信号値を表 24.7 のように決定します。 
 

表 24.7 SSL ネゲート期間の MOSIi 信号値の決定方法 

MOIFE MOIFV SSL ネゲート期間の MOSIi 信号値 

0 0、1 前回転送の最終データ 

1 0 常に"L" 

1 1 常に"H" 

 

24.4.3 RSPI システム構成例 

（1） シングルマスタ/シングルスレーブ（本 MCU＝マスタ、i＝0） 

図 24.3 に、本 MCU をマスタとして使用した場合のシングルマスタ/シングルスレーブの RSPI システムの

構成例を示します。シングルマスタ/シングルスレーブの構成では、本 MCU（マスタ）の SSLi0、SSLi1 出力

は使用しません。RSPI スレーブの SSL 入力は"L"レベルに固定して、RSPI スレーブを常にセレクト状態にし

ます。RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA ビットが"0"の場合に相当する転送フォーマットでは、

SSL 信号をアクティブレベルに固定することができないスレーブデバイスも存在します。SSL 信号を固定に

できない場合には、本 MCU の SSL 出力をスレーブデバイスの SSL 入力に接続してください。 

本 MCU（マスタ）は、RSPCKi と MOSIi を常にドライブします。RSPI スレーブは、MISOi を常にドライ

ブします。 

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

MCU RSPI 

 

図 24.3 シングルマスタ/シングルスレーブの構成例（本 MCU＝マスタ、i＝0） 
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（2） シングルマスタ/シングルスレーブ（本 MCU＝スレーブ、i＝0） 

図 24.4 に、本 MCU をスレーブとして使用した場合のシングルマスタ/シングルスレーブの RSPI システム

構成例を示します。本 MCU をスレーブとして使用する場合には、SSLi0 端子を SSL 入力として使用します。

RSPI マスタは、RSPCK と MOSI を常にドライブします。本 MCU（スレーブ）は、MISOi を常にドライブし

ます。SSLi0 が非アクティブレベルの場合、端子状態が Hi-Z になります。 

RSPIi コマンドレジスタ（SiPCMD）の CPHA ビットを"1"に設定したシングルスレーブ構成の場合には、

本 MCU（スレーブ）の SSLi0 入力を"L"レベルに固定して本 MCU（スレーブ）を常に選択状態とし、シリア

ル転送を実行することも可能です（図 24.5）。 

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

MCURSPI 

 

図 24.4 シングルマスタ/シングルスレーブの構成例（本 MCU＝スレーブ、i＝0） 

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

MCU
CPHA="1"

RSPI 

 

図 24.5 シングルマスタ/シングルスレーブの構成例（本 MCU＝スレーブ、CPHA＝"1"、i＝0） 
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（3） シングルマスタ/マルチスレーブ（本 MCU＝マスタ、i＝0） 

図 24.6 に、本 MCU をマスタとして使用した場合のシングルマスタ/マルチスレーブの RSPI システム構成

例を示します。図 24.6 の例では、本 MCU（マスタ）と 2 つのスレーブ（RSPI スレーブ 0、RSPI スレーブ 1）

から RSPI システムを構成しています。 

本 MCU（マスタ）の RSPCKi 出力と MOSIi 出力は、RSPI スレーブ 0、RSPI スレーブ 1 の RSPCK 入力と

MOSI 入力に接続します。RSPI スレーブ 0、RSPI スレーブ 1 の MISO 出力は、すべて本 MCU（マスタ）の

MISOi 入力に接続します。本 MCU（マスタ）の SSLi0、SSLi1 出力は、それぞれ RSPI スレーブ 0、RSPI ス

レーブ 1 の SSL 入力に接続します。 

本 MCU（マスタ）は、RSPCKi、MOSIi、SSLi0、SSLi1 を常にドライブします。RSPI スレーブ 0、RSPI ス

レーブ 1 のうち、SSL 入力に"L"レベルを入力されているスレーブが、MISO をドライブします。 

RSPCK
MOSI
MISO
SSL

RSPCKi
MOSIi
MISOi
SSLi0

SSLi1

MCU RSPI 0

RSPCK
MOSI
MISO
SSL

RSPI 1

 

図 24.6 シングルマスタ/マルチスレーブの構成例（本 MCU＝マスタ、i＝0） 
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（4） シングルマスタ/マルチスレーブ（本 MCU＝スレーブ、i＝0） 

図 24.7 に、本 MCU をスレーブとして使用した場合のシングルマスタ/マルチスレーブの RSPI システム構

成例を示します。図 24.7 の例では、RSPI マスタと 2 つの本 MCU（スレーブ X、スレーブ Y）から RSPI シ

ステムを構成しています。 

RSPI マスタの RSPCK 出力と MOSI 出力は、本 MCU（スレーブ X、スレーブ Y）の RSPCKi 入力と MOSIi

入力に接続します。本 MCU（スレーブ X、スレーブ Y）の MISOi 出力は、RSPI マスタの MISO 入力に接続

します。RSPI マスタの SSLX 出力、SSLY 出力は、本 MCU（スレーブ X、スレーブ Y）の SSLi0 入力に接続

します。 

RSPI マスタは、RSPCK、MOSI、SSLX、SSLY を常にドライブします。本 MCU（スレーブ X、スレーブ Y）

のうち、SSLi0 入力に"L"レベルを入力されているスレーブが MISO をドライブします。 

RSPI MCU X

RSPCK

MOSI

MISO

SSLX

SSLY

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

MCU Y

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

 

図 24.7 シングルマスタ/マルチスレーブの構成例（本 MCU＝スレーブ、i＝0） 
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（5） マルチマスタ/マルチスレーブ（本 MCU＝マスタ、i＝0） 

図 24.8 に、本 MCU をマスタとして使用した場合のマルチマスタ/マルチスレーブの RSPI システム構成例

を示します。図 24.8 の例では、2 つの本 MCU（マスタ X、マスタ Y）と RSPI スレーブ 1 から RSPI システ

ムを構成しています。 

本 MCU（マスタ X、マスタ Y）の RSPCKi 出力と MOSIi 出力は、RSPI スレーブ 1 の RSPCK 入力と MOSI

入力に接続します。RSPI スレーブ 1 の MISO 出力は、本 MCU（マスタ X、マスタ Y）の MISOi 入力に接続

します。本 MCU（マスタ X）の任意の汎用ポート Y 出力は、本 MCU（マスタ Y）の SSLi0 入力に接続しま

す。本 MCU（マスタ Y）の任意の汎用ポート X 出力は、本 MCU（マスタ X）の SSLi0 入力に接続します。

本 MCU（マスタ X、マスタ Y）の SSLi1 出力は、RSPI スレーブ 1 の SSL 入力に接続します。 

本 MCU は、SSLi0 入力レベルが"H"レベルの場合には、RSPCKi、MOSIi、SSLi1 をドライブします。SSLi0

入力レベルが"L"レベルの場合には、モードフォルトエラーを検出し、RSPCKi、MOSIi、SSLi1 を Hi-Z にし

て、他方のマスタに RSPI バス権を解放します。 

MCU X

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

Port Y

MCU Y

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

Port X

RSPI 1

RSPCK

MOSI

MISO

SSL
 

図 24.8 マルチマスタ/マルチスレーブの構成例（本 MCU＝マスタ、i＝0） 
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（6） マスタ（クロック同期式動作）/スレーブ（クロック同期式動作）（本 MCU をマスタとして使用した

場合、i＝0） 

図 24.9 に、本 MCU をマスタとして使用した場合のマスタ（クロック同期式動作）/スレーブ（クロック同

期式動作）の RSPI システムの構成例を示します。マスタ（クロック同期式動作）/スレーブ（クロック同期

式動作）の構成では、本 MCU（マスタ）の SSLi0、SSLi1 は使用しません。本 MCU（マスタ）は、RSPCKi

と MOSIi を常にドライブします。RSPI スレーブは、MISO を常にドライブします。 

RSPI MCU

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

 

図 24.9 マスタ（クロック同期式動作）/スレーブ（クロック同期式動作）の構成例 
（本 MCU＝マスタ、i＝0） 

（7） マスタ（クロック同期式動作）/スレーブ（クロック同期式動作）（本 MCU をスレーブとして使用し

た場合、i＝0） 

図 24.10 に、本 MCU をスレーブとして使用した場合のマスタ（クロック同期式動作）/スレーブ（クロッ

ク同期式動作）の RSPI システム構成例を示します。本 MCU をスレーブ（クロック同期式動作）として使用

する場合には、本 MCU（スレーブ）は MISOi を常にドライブし、RSPI マスタは RSPCK と MOSI を常にド

ライブします。RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA ビットを"1"に設定したシングルスレーブ構成

の場合のみ、本 MCU（スレーブ）はシリアル転送を実行することが可能です。 

RSPI MCU

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

RSPCKi

MOSIi

MISOi

SSLi0

SSLi1

 

図 24.10 マスタ（クロック同期式動作）/スレーブ（クロック同期式動作）の構成例 
（本 MCU＝スレーブ、CPHA＝"1"、i＝0） 
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24.4.4 転送フォーマット 

（1） CPHA＝"0"の場合 

図 24.11 に RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA ビットが"0"の場合に、8 ビットのデータをシリ

アル転送した場合の転送フォーマット例を示します。ただし、CPHA ビットが"0"の場合のクロック同期式動

作（RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPMS ビットが"1"の場合）は保証しません。図 24.11 において、RSPCK

（CPOL＝"0"）は SPiCMD レジスタの CPOL ビットが"0"の場合、RSPCK（CPOL＝"1"）は CPOL ビットが"1"

の場合の RSPCK 信号波形です。サンプリングタイミングは、RSPIi がシフトレジスタにシリアル転送データ

を取り込むタイミングを示しています。各信号の入出力方向は、RSPIi の設定に依存します。詳細は「24.4.2 

RSPIi 端子の制御」を参照してください。 

CPHA ビットが"0"の場合には、SSLi 信号のアサートタイミングで、MOSIi 信号への有効データの出力と

MISOi 信号への有効データのドライブが開始されます。SSLi 信号のアサート後に発生する最初の RSPCKi 信

号変化タイミングが最初の転送データ取り込みタイミングになり、このタイミング以降 1RSPCK 周期ごとに

データがサンプリングされます。MOSIi 信号と MISOi 信号の変化タイミングは、常に転送データ取り込みタ

イミングの 1/2RSPCK 周期後になります。CPOL ビットの設定値は、RSPCKi 信号の動作タイミングには影響

を与えず、信号極性のみに影響を与えます。 

t1 は、SSLi 信号のアサートから RSPCKi 発振までの期間（RSPCK 遅延）です。t2 は、RSPCKi 発振停止か

ら SSLi 信号のネゲートまでの期間（SSL ネゲート遅延）です。t3 は、シリアル転送終了後に次転送のための

SSLi 信号アサートを抑制するための期間（次アクセス遅延）です。t1、t2、t3 は、RSPI システム上のマスタ

デバイスによって制御されます。本 MCU の RSPI がマスタモードである場合の t1、t2、t3 については、「24.4.9

（1）マスタモード動作」を参照してください。 

1 2 3 4 5 6 7 8
RSPCK

RSPCKi  
CPOL "0"

RSPCK  
CPOL "1"

MOSIi

MISOi

SSLi

t1 t2 t3  

図 24.11 RSPI 転送フォーマット（CPHA＝"0"） 
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（2） CPHA＝"1"の場合 

図 24.12 に RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA ビットが"1"の場合に、8 ビットのデータをシリ

アル転送した場合の転送フォーマット例を示します。ただし、RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPMS ビット

が"1"の場合は SSLi 信号を用いず、RSPCKi 信号、MOSIi 信号、MISOi 信号のみで通信を行います。図 24.12

において、RSPCK（CPOL＝"0"）は SPiCMD レジスタの CPOL ビットが"0"の場合、RSPCK（CPOL＝"1"）は

CPOL ビットが"1"の場合の RSPCK 信号波形です。サンプリングタイミングは、RSPI がシフトレジスタにシ

リアル転送データを取り込むタイミングを示しています。各信号の入出力方向は、RSPI のモード（マスタ/

スレーブ）に依存します。詳細は「24.4.2 RSPIi 端子の制御」を参照してください。 

CPHA ビットが"1"の場合には、SSLi 信号のアサートタイミングで、MISOi 信号に無効データのドライブが

開始されます。SSLi 信号のアサート後に発生する最初の RSPCKi 信号変化タイミングで、MOSIi 信号と MISOi

信号への有効データの出力が開始され、このタイミング以降 1RSPCK 周期ごとにデータが更新されます。転

送データの取り込みは、常にこのタイミングの 1/2RSPCK周期後になります。CPOLビットの設定値はRSPCKi

信号の動作タイミングには影響を与えず、信号極性のみに影響を与えます。 

t1、t2、t3 の内容は、CPHA＝"0"の場合と同様です。本 MCU の RSPI がマスタモードである場合の t1、t2、

t3 については、「24.4.9（1）マスタモード動作」を参照してください。 

1 2 3 4 5 6 7 8
RSPCK

RSPCKi  
CPOL "0"

RSPCK  
CPOL "1"

MOSIi

MISOi

SSLi

t1 t2 t3  

図 24.12 RSPI 転送フォーマット（CPHA＝"1"） 
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24.4.5 データフォーマット 
RSPIiのデータフォーマットは、RSPIiコマンドレジスタ（SPiCMD）の設定値に依存します。MSB/LSBファー

ストにかかわらず、RSPIi は RSPIi データレジスタ（SPiDR）の LSB から設定データ長分の範囲を転送データ

として扱います。SPiDCR.SPLW ビットが"0"のとき、SPiDR レジスタのビット 16 が LSB、SPiDCR.SPLW ビッ

トが"1"のとき、SPiDR レジスタのビット 0 が LSB です。 
 

（1） MSB ファースト転送（32 ビットデータ） 

図 24.13 に、RSPIi がデータ長 32 ビットの MSB ファースト転送を実施する場合の RSPIi データレジスタ

（SPiDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。 

CPU または DMAC は、SPiDR レジスタの送信バッファに T31～T00 を書き込みます。RSPIi ステータスレ

ジスタ（SPiSR）の SPTEF ビットが"0"かつシフトレジスタが空であれば、RSPIi が送信バッファのデータを

シフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPIi はシフト

レジスタの MSB（ビット 31）からデータを出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフト

インします。32 ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータ R31

～R00 が格納されます。この状態で、RSPIi はシフトレジスタから SPiDR レジスタの受信バッファにデータ

をコピーし、シフトレジスタを空にします。 

なお、CPU または DMAC が SPiDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動さ

れると、受信データ R31～R00 がシフトレジスタからシフトアウトされます。 

bit31

MOSI MISO MISO MOSI

bit0

bit31 bit0

bit31 bit0

bit31 bit0

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T08 T07 T00

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T08 T07 T00

R31 R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 R23 R08 R07 R00

R31 R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 R23 R08

T09

T09

R09

R09 R07

T06 T05 T04 T03 T02 T01

T06 T05 T04 T03 T02 T01

R06 R05 R04 R03 R02 R01

R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00

SPiDR

SPiDR

 

図 24.13 MSB ファースト転送（32 ビットデータ） 
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（2） MSB ファースト転送（24 ビットデータ） 

図 24.14 に、RSPIi が 32 ビット以外のデータを MSB ファースト転送する例として、24 ビットのデータ転

送を実施する場合の RSPIi データレジスタ（SPiDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。 

CPU または DMAC は、SPiDR レジスタの送信バッファに T31～T00 を書き込みます。RSPIi ステータスレ

ジスタ（SPiSR）の SPTEF ビットが"0"かつシフトレジスタが空であれば、RSPIi が SPiDR レジスタの送信バッ

ファのデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、

RSPIi はシフトレジスタのビット 23 からデータを出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータを

シフトインします。24 ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタのビッ

ト 23～0 には受信データ R23～R00 が格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット 31～24

には、転送前のデータが保持されています。この状態で、RSPIi がシフトレジスタから SPiDR レジスタの受

信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。 

なお、CPU または DMAC が SPiDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動さ

れると、受信データ R23～R00 がシフトレジスタからシフトアウトされます。 
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bit0

bit31 bit0

bit31 bit0
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bit24 bit23
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bit0
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T06 T05 T04 T03 T02 T01

R06 R05 R04 R03 R02 R01

R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00

SPiDR

SPiDR

 

図 24.14 MSB ファースト転送（24 ビットデータ） 
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（3） LSB ファースト転送（32 ビットデータ） 

図 24.15 に、RSPIi がデータ長 32 ビットの LSB ファースト転送を実施する場合の RSPIi データレジスタ

（SPiDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。 

CPU または DMAC は、SPiDR レジスタの送信バッファに T31～T00 を書き込みます。RSPIi ステータスレ

ジスタ（SPiSR）の SPTEF ビットが 0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPIi が SPiDR レジスタの送信バッ

ファのデータをシフトレジスタにビット順を逆転してコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル

転送が開始されると、RSPIi はシフトレジスタの MSB（ビット 31）からデータを出力し、シフトレジスタの

LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。32 ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過す

ると、シフトレジスタにはデータ R00～R31 が格納されます。この状態で、RSPIi はシフトレジスタから SPiDR

レジスタの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。 

なお、CPU または DMAC が SPiDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動さ

れると、受信データ R00～R31 がシフトレジスタからシフトアウトされます。 
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bit0

bit31 bit0

bit31 bit0
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T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T08 T07 T00
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図 24.15 LSB ファースト転送（32 ビットデータ） 
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（4） LSB ファースト転送（24 ビットデータ） 

図 24.16 に、RSPIi が 32 ビット以外のデータを LSB ファースト転送する例として、24 ビットのデータ転

送を実施する場合の RSPIi データレジスタ（SPiDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。 

CPU または DMAC は、SPiDR レジスタの送信バッファに T31～T00 を書き込みます。RSPIi ステータスレ

ジスタ（SPiSR）の SPTEF ビットが"0"かつシフトレジスタが空であれば、RSPI が SPiDR レジスタの送信バッ

ファのデータをシフトレジスタにビット順を逆転してコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル

転送が開始されると、RSPIi はシフトレジスタの MSB（ビット 31）からデータを出力し、シフトレジスタの

ビット 8 からデータをシフトインします。24 ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、

シフトレジスタのビット 31～8 には受信データ R00～R23 が格納されます。シリアル転送完了後のシフトレ

ジスタのビット 7～0 には、転送前のデータが保持されています。この状態で、RSPIi がシフトレジスタから

SPiDR レジスタの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。 

なお、CPU または DMAC が SPiDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動さ

れると、受信データ R00～R23 がシフトレジスタからシフトアウトされます。 
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図 24.16 LSB ファースト（24 ビットデータ）  
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24.4.6 送信バッファエンプティ/受信バッファフルフラグ 
図 24.17 に RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の RSPI 送信バッファエンプティフラグ（SPTEF）と RSPI

受信バッファフルフラグ（SPRF）の動作例を示します。図 24.17 に記載した SPiDR アクセスは、CPU また

は DMAC から RSPIi データレジスタ（SPiDR）へのアクセス状況を示しています。I はアイドルサイクル、

W は書き込みサイクル、R は読み出しサイクルを示しています。図 24.17 の例では、RSPIi データコントロー

ルレジスタ（SPiDCR）の SPFC ビットが"00"、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA が"1"、CPOL

が"0"の設定で、RSPIが8ビットのシリアル転送を実行しています。RSPCKi波形の下に記載した数字はRSPCK

サイクル数（＝転送ビット数）を示しています。 

SPiDR

SPTEF

SPRF

RSPCKi  
CPHA "1" CPOL "0"

87654321 87654321

54321

I W I I IW R

 

図 24.17 SPTEF、SPRF ビットの動作例 

以下に、図中の（1）～（5）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。 

1. SPiDRレジスタの送信バッファが空の状態で、SPiDRレジスタに送信データを書き込むと、RSPIiはSPTEF

ビットを"0"にして送信バッファにデータを書き込みます。SPRFフラグは変化しません。 

2. シフトレジスタが空の場合には、RSPIiはSPTEFビットを"1"にして送信バッファのデータをシフトレジス

タにコピーします。SPRFフラグは変化しません。なお、シリアル転送の開始方法は、RSPIのモードに依

存します。詳細は、「24.4.9 SPI動作」および「24.4.10 クロック同期式動作」を参照してください。 

3. SPiDRレジスタの送信バッファが空の状態で、CPUまたはDMACがSPiDRレジスタに送信データを書き込

むと、RSPIiがSPTEFビットを"0"にして送信バッファにデータを書き込みます。SPRFフラグは変化しま

せん。シフトレジスタにはシリアル転送中のデータが格納されているため、RSPIiは送信バッファのデー

タをシフトレジスタにコピーしません。 

4. SPiDRレジスタの受信バッファが空の状態でシリアル転送が終了すると、RSPIiはSPRFを1にしてシフト

レジスタの受信データを受信バッファにコピーします。また、シリアル転送が終了するとシフトレジス

タが空になるため、シリアル転送が終了する前に送信バッファがフルであった場合には、RSPIiがSPTEF

ビットを"1"にして送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーします。なお、オーバランエラー発

生状態で、シフトレジスタから受信バッファへ受信データをコピーしなかった場合でも、シリアル転送

が終了するとRSPIiはシフトレジスタを空であると判定し、送信バッファからシフトレジスタへのデータ

転送は可能な状態になります。 

5. 受信バッファフルの状態で、CPUまたはDMACがSPiDRレジスタを読み出すと、RSPIiはSPRFを"0"にし

て、受信バッファのデータを内部バスに送出します。 
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SPTEF ビットが"0"の状態で、CPU または DMAC が SPiDR レジスタへ書き込んだ場合には、RSPIi は送信

バッファのデータを更新しません。SPiDR レジスタを書き込む場合には、必ず SPTEF が"1"であることを確

認してください。SPTEF が"1"であることは、SPiSR レジスタの読み出しまたは RSPI 送信割り込みの利用に

よって確認できます。RSPIi 送信割り込みを利用する場合には、SPiCR レジスタの SPTIE ビットを"1"にして

ください。 

RSPI ディスエーブル（SPiCR レジスタの SPE ビットが"0"）の場合には、SPTEF ビットが"1"に初期化され

ます。このため RSPIi ディスエーブル状態で SPiCR レジスタの SPTIE ビットを"1"にすると、RSPIi 送信割り

込みが発生します。 

SPRF ビットが"1"の状態でシリアル転送が終了した場合には、RSPIi はシフトレジスタから受信バッファへ

のデータのコピーを行わず、オーバランエラーを検出します（「24.4.7 エラー検出」を参照）。受信デー

タのオーバランを防ぐためには、シリアル転送の終了よりも前に SPRF ビットを"0"にしてください。SPRF

が"1"であることは、SPiSR レジスタの読み出しまたは RSPIi 受信割り込みの利用によって確認できます。RSPI

受信割り込みを利用する場合には、SPiCR レジスタの SPRIE ビットを"1"にしてください。 
 

24.4.7 エラー検出 
通常の RSPIi のシリアル転送では、CPU または DMAC が RSPIi データレジスタ（SPiDR）の送信バッファ

に書き込んだデータがシリアル送信され、シリアル受信されたデータを CPU または DMAC が SPiDR レジス

タの受信バッファから読み出すことができます。CPU または DMAC から SPiDR レジスタへアクセスした場

合の送受信バッファの状態やシリアル転送の開始/終了時の RSPIi の状態によっては、通常以外の転送が実行

される場合があります。 

一部の通常以外の転送動作が発生した場合には、RSPIi はオーバランエラーまたはモードフォルトエラーと

して検出します。表 24.8 に、通常以外の転送動作と RSPIi のエラー検出機能の関係を示します。 
 

表 24.8 通常以外の転送の発生条件と RSPIi のエラー検出機能 

 発生条件 RSPI 動作 エラー検出 

A 送信バッファフルの状態で CPU または DMAC が

SPiDR レジスタへ書き込み。 

送信バッファ内容を保持。 

書き込みデータ欠落。 

なし 

B スレーブモードで送信データをシフトレジスタに

セットしていない状態で、シリアル転送開始。 

前回シリアル転送時の受信データを

シリアル送信。 

なし 

C 受信バッファエンプティの状態で CPU または

DMAC が SPiDR レジスタを読み出し。 

前回シリアル受信データを CPU ま

たは DMAC へ出力。 

なし 

D 受信バッファフルの状態で、シリアル転送が終了。 受信バッファ内容を保持。 

シリアル受信データ欠落。 

オーバランエラー検出 

E マルチマスタモードでシリアル転送アイドル時に

SSLi0 入力信号アサート。 

RSPCKi、MOSIi、SSL01 出力信号の

ドライブ停止。 

RSPI ディスエーブル。 

モードフォルトエラー検出
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 発生条件 RSPI 動作 エラー検出 

F マルチマスタモードでシリアル転送中に SSLi0 

入力信号アサート。 

シリアル転送を中断。 

送受信データ欠落。 

RSPCKi、MOSIi、SSL01 出力信号の

ドライブ停止。 

RSPI ディスエーブル。 

モードフォルトエラー検出

G スレーブモードでシリアル転送中に SSLi0 入力 

信号がネゲート。 

シリアル転送中断。 

送受信データ欠落。 

MISOi 出力信号のドライブ停止。 

RSPI ディスエーブル。 

モードフォルトエラー検出

 

表 24.8 の A に示した動作に対しては、RSPIi はエラーを検出しません。CPU または DMAC からの SPiDR

レジスタへの書き込み時にデータを欠落させないために、必ず RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の SPTEF

ビットが"1"の状態で SPiDR レジスタへの書き込みを実施してください。 

B に示した動作に対しても、RSPIi はエラーを検出しません。RSPIi では、シフトレジスタの更新前に起動

されたシリアル転送において、前回シリアル転送時の受信データを送信し、B に示した動作をエラーとして

扱いません。なお、前回シリアル転送時の受信データは SPiDR レジスタの受信バッファに保持されているの

で、CPU または DMAC から正しく読み出されます（シリアル転送が終了する前に SPiDR レジスタを読み出

さないと、オーバランエラーが発生します）。 

C に示した動作に対しても、RSPIi はエラーを検出しません。CPU または DMAC が不必要なデータを読み

出さないようにするためには、SPiSR レジスタの SPRF ビットが"1"の状態で SPiDR レジスタの読み出しを実

行するようにしてください。 

D に示したオーバランエラーについては、「24.4.7（1） オーバランエラー」で詳しく説明します。また、

E～G に示したモードフォルトエラーについては、「24.4.7（2） モードフォルトエラー」で説明します。

なお、SPiSR レジスタの SPTEF ビットと SPRF ビットの動作については、「24.4.6 送信バッファエンプティ

/受信バッファフルフラグ」を参照してください。 
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（1） オーバランエラー 

RSPIi データレジスタ（SPiDR）の受信バッファフル状態でシリアル転送が終了すると、RSPIi はオーバラ

ンエラーを検出して SPiSR レジスタの OVRF ビットを"1"にします。OVRF ビットが"1"の状態では、RSPIi

はシフトレジスタのデータを受信バッファにコピーしないので、受信バッファにはエラー発生前のデータが

保持されます。SPiSR レジスタの OVRF ビットを"0"にするためには、ハードウェアリセットを実施するか、

OVRF ビットが"1"にセットされた状態の SPiSR レジスタを CPU が読み出した後に、OVRF に"0"を書き込む

必要があります。 

図 24.18 に、SPiSR レジスタの SPRF ビットと OVRF ビットの動作を示します。図 24.18 に記載した SPiSR

レジスタアクセスと SPiDR アクセスは、それぞれ CPU から SPiSR レジスタ、DMAC から SPiDR へのアクセ

ス状況を示しています。I はアイドル状態、W は書き込みサイクル、R は読み出しサイクルを示しています。

図 24.18 の例では、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA が"1"、CPOL が"0"の設定で、RSPI が 8 ビッ

トのシリアル転送を実行しています。RSPCKi 波形の下に記載した数字は RSPCK サイクル数（＝転送ビット

数）を示しています。 

SPiDR

SPRF

OVRF

RSPCKi  
CPHA "1" CPOL "0"

87654321 87654321

4321

I

I

IR

SPiSR
CPU

I WR

 

図 24.18 SPRF、OVRF ビットの動作例 

以下に、図中の（1）～（4）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。 

1. SPRFビットが"1"の状態（受信バッファフル）でシリアル転送が終了すると、RSPIiがオーバランエラー

を検出し、OVRFビットを"1"にします。RSPIiはシフトレジスタのデータを受信バッファにコピーしませ

ん。また、マスタモードの場合には、RSPIiはRSPIiシーケンスステータスレジスタ（SPiSSR）のSPECM

ビットに、RSPIiコマンドレジスタ（SPiCMD）に対するポインタの値をコピーします。 

2. CPUまたはDMACがSPiDRレジスタを読み出すと、RSPIiはSPRFビットを"0"にして受信バッファのデー

タを内部バスに出力します。受信バッファが空になっても、OVRFビットはクリアされません。 

3. OVRFビットが"1"の状態（オーバランエラー）でシリアル転送が終了した場合には、RSPIiはSPRFビット

を"0"のまま更新しません。また、RSPIiはシフトレジスタのデータを受信バッファにコピーしません。マ

スタモードのRSPIiの場合に、RSPIiはSPiSSRレジスタのSPECMビットを更新しません。オーバランエ

ラー発生状態で、シフトレジスタから受信バッファへ受信データをコピーしなかった場合でも、シリア

ル転送が終了するとRSPIiはシフトレジスタを空であると判定し、送信バッファからシフトレジスタへの

データ転送は可能な状態になります。 

4. OVRFビットが"1"の状態でCPUがSPiSRレジスタを読み出した後、CPUがOVRFに"0"を書き込むと、RSPIi

はOVRFビットをクリアします。 
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オーバランの発生は、SPiSR レジスタの読み出しまたは RSPIi エラー割り込みと SPiSR レジスタの読み出

しによって確認できます。RSPIi エラー割り込みを利用する場合には、RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPEIE

ビットを"1"にしてください。RSPIi エラー割り込みを利用せずにシリアル転送を実行する場合には、SPiDR

レジスタの読み出し直後に SPiSR レジスタを読み出すなどの方法で、オーバランエラー発生を早期に検出で

きるように対処してください。RSPIi をマスタモードで使用する場合、SPiSSR レジスタの SPECM ビットを

読み出すことで、エラー発生時の SPiCMD レジスタに対するポインタ値を確認できます。 

オーバランエラーが発生して OVRF ビットが"1"になると、OVRF ビットをクリアするまで正常な受信動作

ができなくなります。OVRF ビットを"0"にクリアする条件は以下のとおりです。 

• OVRFビットが"1"にセットされた状態のSPiSRレジスタをCPUが読み出した後、CPUがOVRFビットに"0"

を書き込む 

• ハードウェアリセット 
 

（2） モードフォルトエラー 

RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の MSTR ビットが"1"、SPMS ビットが"0"、MODFEN ビットが"1"の場合に

は、RSPIi はマルチマスタモードで動作します。マルチマスタモードの RSPIi の SSLi0 入力信号に対してアク

ティブレベルが入力されると、シリアル転送状態にかかわらず、RSPIi はモードフォルトエラーを検出して

RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の MODF ビットを"1"にします。モードフォルトエラーを検出すると、

RSPIi は RSPIi シーケンスステータスレジスタ（SPiSSR）の SPECM ビットに、RSPIi コマンドレジスタ

（SPiCMD）に対するポインタの値をコピーします。なお、SSL0 信号のアクティブレベルは、RSPIi スレー

ブセレクト極性レジスタ（SPiSSLP）の SSL0P ビットによって決定されます。 

MSTR ビットが"0"の場合には、RSPIi はスレーブモードで動作します。スレーブモードの RSPIi の MODFEN

ビットが"1"、SPMS ビットが"0"の場合、シリアル転送期間（有効データのドライブ開始から最終有効データ

の取り込みまで）に SSLi0 入力信号がネゲートされると、RSPIi はモードフォルトエラーを検出します。 

RSPIi はモードフォルトエラーを検出すると出力信号のドライブ停止および SPiCR レジスタの SPE ビット

のクリアを実施します。SPE ビットがクリアされると RSPI 機能は無効化されます（「24.4.8 RSPI の初期

化」を参照）。マルチマスタ構成の場合には、モードフォルトエラーを利用して出力信号のドライブと RSPI

機能を停止させ、マスタ権の解放を実現することが可能です。 

モードフォルトエラーの発生は、SPiSR レジスタの読み出しまたは RSPIi エラー割り込みと SPiSR レジス

タの読み出しによって確認できます。RSPIi エラー割り込みを利用する場合には、RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）

の SPEIE ビットを"1"にしてください。RSPIi エラー割り込みを利用せずにモードフォルトエラーを検出する

ためには、SPiSR レジスタをポーリングする必要があります。RSPIi をマスタモードで使用する場合、SPiSSR

レジスタの SPECM ビットを読み出すことで、エラー発生時の SPiCMD レジスタに対するポインタ値を確認

できます。 

MODF ビットが"1"の状態では、RSPIi は CPU による SPE ビットへの"1"の書き込みを無視します。モード

フォルトエラー検出後に RSPIi 機能を有効にするためには、必ず MODF ビットを"0"にしてください。MODF

ビットを"0"にクリアする条件は以下のとおりです。 

• MODFビットが"1"にされた状態のSPSRレジスタをCPUが読み出した後、CPUがMODFビットに"0"を書き

込む 

• ハードウェアリセット 
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24.4.8 RSPI の初期化 
CPU が RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPE ビットに"0"を書き込んだ場合、またはモードフォルトエラー

検出により RSPIi が SPE ビットを"0"にクリアした場合には、RSPIi は RSPI 機能を無効化し、モジュール機能

の一部を初期化します。また、ハードウェアリセットが発生した場合には、RSPIi はモジュール機能をすべて

初期化します。以下に、SPE ビットのクリアによる初期化とハードウェアリセットによる初期化について説

明します。 
 

（1） SPE ビットのクリアによる初期化 

SPiCR レジスタの SPE ビットがクリアされた場合には、RSPIi は以下に示す初期化を実施します。 

• 実行中のシリアル転送を中断 

• スレーブモードの場合、出力信号のドライブ停止（Hi-Z） 

• RSPIi内部ステートの初期化 

• RSPIiステータスレジスタ（SPiSR）のSPTEFビットの初期化 
 

SPE ビットのクリアによる初期化では、RSPIi の制御ビットは初期化されません。このため、CPU が SPE

ビットに"1"を再設定すれば初期化前と同じ転送モードで RSPI を起動できます。 

SPiSR レジスタの SPRF ビット、OVRF ビット、MODF ビットの値は初期化されません。また、RSPIi シー

ケンスステータスレジスタ（SPiSSR）の値も初期化されません。このため、RSPIi の初期化後も受信バッファ

のデータの読み出し、RSPIi 転送時のエラー発生状況の確認が可能です。 

SPiSR レジスタの SPTEF ビットの値は、"1"に初期化されます。このため、RSPIi 初期化後に SPiCR レジス

タの SPTIE ビットが"1"に設定されていると、RSPIi 送信割り込みが発生します。CPU で RSPIi を初期化する

場合に、RSPIi 送信割り込みを禁止するためには、SPE ビットへの"0"書き込みと同時に SPTIE ビットにも"0"

を書き込んでください。モードフォルトエラー検出後の RSPIi 送信割り込みを禁止するためには、エラー処

理ルーチンで SPTIE ビットに"0"を書き込んでください。 
 

（2） ハードウェアリセット 

ハードウェアリセットによる初期化では、「24.4.8（1） SPE ビットのクリアによる初期化」に記載の事

項に加え、RSPIi 制御用の全ビットの初期化、ステータスビットの初期化、データレジスタの初期化が実施さ

れ、RSPIi が完全に初期化されます。 
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24.4.9 SPI 動作 

（1） マスタモード動作 

シングルマスタモード動作とマルチマスタモード動作の違いは、モードフォルトエラー検出（「24.4.7 エ

ラー検出」を参照）のみです。シングルマスタモードの RSPIi ではモードフォルトエラーを検出しません。

マルチマスタモードの RSPIi ではモードフォルトエラーを検出します。本節では、シングル/マルチマスタモー

ドで共通する動作について説明します。 
 

（a） シリアル転送の開始 

RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の SPTEF ビットが"1"の状態で、CPU または DMAC が RSPIi データレ

ジスタ（SPiDR）へデータを書き込むと、RSPIi は SPiDR レジスタの送信バッファのデータを更新します。

SPiDR レジスタへの書き込みまたは CPU から SPTEF の"1"を読み出した後の"0"の書き込みによって SPTEF

ビットを"0"にクリアした状態で、シフトレジスタが空の場合には、RSPIi は送信バッファのデータをシフト

レジスタにコピーしてシリアル転送を開始します。RSPIi は、シフトレジスタに送信データをコピーするとシ

フトレジスタのステータスをフルに変更し、シリアル転送が終了するとシフトレジスタのステータスを空に

変更します。シフトレジスタのステータスを CPU から参照することはできません。 

なお、RSPIi の転送フォーマットの詳細については「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。SSLi

出力信号の極性は、RSPIi スレーブセレクト極性レジスタ（SPiSSLP）の設定値に依存します。 
 

（b） シリアル転送の終了 

RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA ビットにかかわらず、RSPIi はサンプリングタイミングに対

応する RSPCKi エッジを送出するとシリアル転送を終了します。RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の SPRF

ビットが"0"で受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送終了後にシフトレジスタから RSPIi データ

レジスタ（SPiDR）の受信バッファにデータをコピーします。 

なお、最終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。マスタモードの RSPIi

のデータ長は、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の SPB ビットの設定値に依存します。SSLi 出力信号の

極性は、RSPIi スレーブセレクト極性レジスタ（SPiSSLP）の設定値に依存します。RSPIi の転送フォーマッ

トの詳細については「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
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（c） シーケンス制御 

マスタモード時の転送フォーマットは、RSPIi シーケンス制御レジスタ（SPiSCR）、RSPIi コマンドレジス

タ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）、RSPIi ビットレートレジスタ（SPiBR）、RSPIi クロック遅延レジスタ（SPiCKD）、

RSPIi スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SPiSSLND）、RSPIi 次アクセス遅延レジスタ（SPiND）によっ

て決定されます。 

SPiSCR レジスタは、マスタモードの RSPIi で実行するシリアル転送のシーケンス構成を決定するためのレ

ジスタです。SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタには、SSLi 出力信号値、MSB/LSB ファースト、データ長、ビッ

トレート設定の一部、RSPCK 極性/位相、SPiCKD レジスタの参照要否、SPiSSLND レジスタの参照要否、SPiND

レジスタの参照要否が設定されています。SPiBR レジスタにはビットレート設定の一部、SPiCKD レジスタ

には RSPI クロック遅延値、SPiSSLND レジスタには SSL ネゲート遅延、SPiND レジスタには次アクセス遅

延値が設定されています。 

RSPIi は、SPiSCR に設定されたシーケンス長に従って、SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタの一部/全部からな

るシーケンスを構成します。RSPIi には、シーケンスを構成している SPiCMD レジスタに対するポインタが

存在します。このポインタの値は、RSPIi シーケンスステータスレジスタ（SPiSSR）の SPCP ビットの読み出

しによって CPU から確認可能です。RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPE ビットを"1"にして RSPIi 機能をイ

ネーブルにすると、RSPIi はコマンドに対するポインタを SPiCMD0 レジスタにセットし、シリアル転送の開

始時に SPiCMD0 レジスタの設定内容を転送フォーマットに反映します。RSPIi は、各データ転送の次アクセ

ス遅延期間が終了するたびにポインタをインクリメントします。シーケンスを構成している最終コマンドに

対応するシリアル転送が終了すると、RSPIi はポインタを SPiCMD0 レジスタにセットするので、シーケンス

は繰り返し実行されます。 

SPCP

SPiCKD SPiSSLND SPiND

SPiCMD0
SPiCMD1
SPiCMD2
SPiCMD3

SPiSCR

SPiCMD0 SPiCMD2 RSPCK
2 RSPCK

SSL
1 RSPCK 3 RSPCK 2 Pck

SPiCKD SPiSSLND SPiND
MSB 8

SSL1 1
CPOL "0" CPHA "0"

SPiCKD SPiSSLND SPiND

H'02 H'01

H'E710

H'00 H'02

 

図 24.19 マスタモードでのシリアル転送方式の決定方法 
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（d） バースト転送 

RSPIi が現在のシリアル転送で参照している RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の SSLKP ビットが"1"の

場合には、RSPIi はシリアル転送中の SSLi 信号レベルを次のシリアル転送の SSLi 信号アサート開始まで保持

します。次のシリアル転送での SSLi 信号レベルが、現在のシリアル転送での SSLi 信号レベルと同じであれ

ば、RSPIi は SSLi 信号アサート状態を保持したまま連続的にシリアル転送を実行できます（バースト転送）。 

図24.20に、SPiCMD0レジスタとSPiCMD1レジスタの設定を使用してバースト転送を実現した場合のSSLi

信号動作例を示します。図 24.20 に記載した（1）～（7）の RSPIi 動作内容について、以下に説明します。

なお、SSLi 出力信号の極性は、RSPIi スレーブセレクト極性レジスタ（SPiSSLP）の設定値に依存します。 

1. SPiCMD0レジスタに従ったSSL信号のアサートとRSPCK遅延の挿入を実施します。 

2. SPiCMD0レジスタに従ったシリアル転送を実行します。 

3. SSLネゲート遅延を挿入します。 

4. SPiCMD0レジスタのSSLKPビットが"1"であるため、SPiCMD0レジスタでのSSL信号値を保持します。こ

の期間は、最短の場合にはSPiCMD0レジスタの次アクセス遅延＋2Pck継続されます。最短期間を経過後

にシフトレジスタが空の場合には、次転送のための送信データがシフトレジスタに格納されるまで、こ

の期間を継続します。 

5. SPiCMD1レジスタに従ったSSL信号のアサートとRSPCK遅延の挿入を実施します。 

6. SPiCMD1レジスタに従ったシリアル転送を実行します。 

7. SPiCMD1レジスタのSSLKPビットが"0"であるため、SSLi信号をネゲートします。また、SPiCMD1レジス

タに従った次アクセス遅延が挿入されます。 

RSPCKi  
CPHA "1"
CPOL "0"

SSLi

43 6 7521  

図 24.20 SSLKP ビットを利用したバースト転送動作の例 

SSLKP ビットに"1"を設定した SPiCMD レジスタでの SSLi 信号出力設定と、次転送で使用する SPiCMD レ

ジスタでのSSLi信号出力設定が異なる場合、RSPIiは次転送のコマンドに対応したSSLi信号のアサート時（図

24.20 の（5））に SSLi 信号状態を切り替えます。このような SSLi 信号の切り替えが発生した場合、MISOi

をドライブするスレーブが競合して信号レベルの衝突が発生する可能性があるので注意してください。 

マスタモードの RSPIi は、SSLKP ビットを使用しない場合の SSL 信号動作をモジュール内部で参照してい

ます。SPiCMD レジスタのCPHAビットが"0"の場合でも、RSPIiは内部で検出した次転送の SSLi 信号のアサー

トを使用してシリアル転送を正確に開始できます。このため、マスタモードのバースト転送は、CPHA ビッ

トの設定値にかかわらず実行できます（「24.4.9（2） スレーブモード動作」を参照）。 
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（e） RSPCK 遅延（t1） 

マスタモードの RSPIi の RSPCK 遅延値は、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の SCKDEN ビットの設定

と RSPIi クロック遅延レジスタ（SPiCKD）の設定に依存します。RSPIi は、シリアル転送で参照する SPiCMD

レジスタをポインタ制御によって決定し、選択した SPiCMD レジスタの SCKDEN ビットと SPiCKD レジスタ

を使用して、表 24.9 のようにシリアル転送時の RSPCK 遅延値を決定します。なお、RSPCK 遅延の定義につ

いては、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
 

表 24.9 SCKDEN ビット、SPiCKD レジスタと RSPCK 遅延値の関係 

SCKDEN ビット SCKDL ビット RSPCK 遅延値 

0 000～111 1 RSPCK 

000 1 RSPCK 

001 2 RSPCK 

010 3 RSPCK 

011 4 RSPCK 

100 5 RSPCK 

101 6 RSPCK 

110 7 RSPCK 

1 

111 8 RSPCK 

 

（f） SSL ネゲート遅延（t2） 

マスタモードの RSPIi の SSL ネゲート遅延値は、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の SLNDEN ビット

の設定と RSPIi スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SPiSSLND）の設定に依存します。RSPIi は、シリ

アル転送で参照する SPiCMD レジスタをポインタ制御によって決定し、選択した SPiCMD レジスタの

SLNDEN ビットと SPiSSLND レジスタを使用して、表 24.10 のようにシリアル転送時の SSL ネゲート遅延値

を決定します。なお、SSL ネゲート遅延の定義については、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してくだ

さい。 
 

表 24.10  SLNDEN ビット、SPiSSLND レジスタと SSL ネゲート遅延値の関係 

SLNDEN ビット SLNDL ビット SSL ネゲート遅延値 

0 000～111 1 RSPCK 

000 1 RSPCK 

001 2 RSPCK 

010 3 RSPCK 

011 4 RSPCK 

100 5 RSPCK 

101 6 RSPCK 

110 7 RSPCK 

1 

111 8 RSPCK 
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（g） 次アクセス遅延（t3） 

マスタモードの RSPI の次アクセス遅延は、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の SPNDEN ビットの設定

と RSPIi 次アクセス遅延レジスタ（SPiND）の設定に依存します。RSPIi は、シリアル転送で参照する SPiCMD

レジスタをポインタ制御によって決定し、選択した SPiCMD レジスタの SPNDEN ビットと SPiND レジスタ

を使用して、表 24.11 のようにシリアル転送時の RSPCK 遅延を決定します。なお、次アクセス遅延の定義に

ついては、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
 

表 24.11 SPNDEN ビット、SPiND レジスタと次アクセス遅延値の関係 

SPNDEN ビット SPiND レジスタ 次アクセス遅延値 

0 000～111 1 RSPCK＋2 Pck 

000 1 RSPCK＋2 Pck 

001 2 RSPCK＋2 Pck 

010 3 RSPCK＋2 Pck 

011 4 RSPCK＋2 Pck 

100 5 RSPCK＋2 Pck 

101 6 RSPCK＋2 Pck 

110 7 RSPCK＋2 Pck 

1 

111 8 RSPCK＋2 Pck 
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（h） 初期化フロー 

図 24.21 に、SPI 動作時、RSPIi をマスタモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。なお、割

り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については各ブロックの説明を参照してください。 

RSPIi
SPiPCR

RSPIi
SPiBR

RSPIi
SPiDCR

RSPIi
SPiCKD

RSPIi
SPiSSLND

RSPIi
SPiND

RSPIi 0 3
SPiCMD0 3

RSPIi
SPiCR

DMAC

CMOS
MOSI

SSL
RSPCK
SSL

MSB LSB

SSL

RSPI

DMAC

RSPCK

 

図 24.21 マスタモード時の初期化フロー例 
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（i） 転送動作フロー 

図 24.22 に、SPI 動作時、マスタモードの RSPIi の転送動作フローを示します。 

 

RSPCKi

No

Yes

SSLi0 RSPIi

RSPIi RSPIi SPiSSR
SPECM

RSPIi
SPiSSR SPECM

 

図 24.22 マスタモード時の転送動作フロー 
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（2） スレーブモード動作 

（a） シリアル転送の開始 

RSPIi コマンドレジスタ 0（SPiCMD0）の CPHA ビットが"0"の場合、RSPIi は SSLi0 入力信号のアサートを

検出すると、MISOi 出力信号への有効データのドライブを開始する必要があります。このため、CPHA ビッ

トが"0"の場合には、SSLi0 入力信号のアサートがシリアル転送開始のトリガになります。 

CPHA ビットが"1"の場合には、RSPIi は SSLi0 入力信号のアサート状態で最初の RSPCKi エッジを検出す

ると、MISOi 出力信号への有効データのドライブを開始する必要があります。このため、CPHA ビットが"1"

の場合には、SSLi0 信号アサート状態における最初の RSPCKi エッジがシリアル転送開始のトリガになりま

す。RSPIi は、シフトレジスタが空の状態でシリアル転送の開始を検出した場合、シフトレジスタの状態をフ

ルに変更し、シリアル転送中に送信バッファからシフトレジスタにデータがコピーできないようにします。

シリアル転送の開始よりも前にシフトレジスタがフルであった場合、RSPIi はシフトレジスタの状態をフルの

まま変更しません。 

CPHA ビットの設定に依存せず、RSPIi が MISOi 出力信号のドライブを開始するタイミングは、SSLi0 信号

アサートタイミングです。CPHA ビットの設定によって、RSPIi が出力するデータの有効/無効が異なります。 

なお、RSPIi の転送フォーマットの詳細については、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

SSLi0 入力信号の極性は、RSPIi スレーブセレクト極性レジスタ（SPiSSLP）の SSL0P ビットの設定値に依存

します。 
 

（b） シリアル転送の終了 

RSPIi コマンドレジスタ 0（SPiCMD0）の CPHA ビットにかかわらず、RSPIi は最終サンプリングタイミン

グに相当する RSPCKi エッジを検出するとシリアル転送を終了します。RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）

の SPRF ビットが"0"で受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送の終了後に、RSPIi はシフトレジ

スタから RSPIi データレジスタ（SPiDR）の受信バッファに受信データをコピーします。また、SPRF ビット

の値にかかわらず、RSPIi はシリアル転送の終了後にシフトレジスタの状態を空に変更します。シリアル転送

開始からシリアル転送終了の間に RSPIi が SSLi0 入力信号のネゲートを検出するとモードフォルトエラーが

発生します（「24.4.7 エラー検出」を参照）。 

なお、最終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。スレーブモードの

RSPIi のデータ長は SPiCMD0 レジスタの SPB ビットの設定値に依存します。SSLi0 入力信号の極性は、RSPIi

スレーブセレクト極性レジスタ（SPiSSLP）の SSL0P ビットの設定値に依存します。RSPIi の転送フォーマッ

トの詳細については、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
 

（c） シングルスレーブ時の注意点 

RSPIi コマンドレジスタ 0（SPiCMD0）の CPHA ビットが"0"の場合には、RSPIi は SSLi0 入力信号のアサー

トエッジを検出するとシリアル転送を開始します。図 24.5 の例に示したような構成で RSPIi をシングルス

レーブで使用する場合には、SSLi0 入力信号が常にアクティブ状態に固定されるため、CPHA を"0"に設定し

た RSPIi ではシリアル転送を正しく開始できません。SSLi0 入力信号をアクティブ状態に固定する構成で、ス

レーブモード RSPIi の送受信を正しく実行するためには、CPHA ビットを"1"にしてください。CPHA ビット

を"0"にする必要がある場合には、SSLi0 入力信号を固定しないでください。 
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（d） バースト転送 

RSPIi コマンドレジスタ 0（SPiCMD0）の CPHA ビットが"1"の場合には、SSLi0 入力信号のアサート状態

を保持したままで連続的なシリアル転送（バースト転送）を実行することが可能です。CPHA ビットが"1"の

場合には、SSLi0 入力信号アクティブ状態における最初の RSPCKi エッジから最終ビット受信のためのサン

プリングタイミングまでが、シリアル転送期間に相当します。SSLi0 入力信号がアクティブレベルのままで

あっても、アクセスの開始を検出可能であるので、バースト転送に対応可能です。 

CPHA ビットが"0"の場合には、「24.4.9（2）スレーブモード動作」の「（c）シングルスレーブ時の注意

点」と同じ理由のために、バースト転送の 2 回目以降のシリアル転送を正しく実行できません。 
 

（e） 初期化フロー 

図 24.23 に、SPI 動作時、RSPIi をスレーブモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。なお、

割り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については各ブロックの説明を参照してください。 

RSPIi
SPPCR

RSPIi
SPiSSLP

RSPIi
SPiDCR

DMAC

RSPIi
SPiCR

CMOS

SSLi0

DMAC

MSB LSB

RSPIi

RSPIi 0 
SPiCMD0

 

図 24.23 スレーブモード時の初期化フロー例 
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（f） 転送動作フロー（CPHA＝"0"） 

図 24.24 に、SPI 動作時、RSPIi コマンドレジスタ 0（SPiCMD0）の CPHA ビットを"0"に設定したスレー

ブモードの RSPIi の転送動作フローを示します。 

RSPCKi

SSLi0

SSLi0

SSLi0

MISOi Hi-Z

No

Yes

 

図 24.24 スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝"0"） 
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（g） 転送動作フロー（CPHA＝"1"） 

図 24.25 に、SPI 動作時、RSPIi コマンドレジスタ 0（SPiCMD0）の CPHA ビットを"1"に設定したスレー

ブモードの RSPIi の転送動作フローを示します。 
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Yes

RSPCKi

RSPCKi

SSLi0

MISOi

SSLi0

MISOi Hi-Z

 

図 24.25 スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝"1"） 
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24.4.10 クロック同期式動作 
RSPIi は、RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPMS ビットが"1"であるとき、クロック同期式動作となります。

クロック同期式動作は、SSLi 端子を使用せず、RSPCKi、MOSIi、MISOi の 3 本の端子を用いて通信を行い、

SSLi 端子は I/O ポートとして使用できます。 

クロック同期式動作は、SSLi 端子を使用せず通信を行いますが、モジュール内部の動作は SPI 動作と同様

の動作を行います。マスタ動作、スレーブ動作において、SPI 動作時と同様のフローで通信を行うことができ

ますが、SSLi 端子を使用しませんので、モードフォルトエラーの検出を行いません。 

また、クロック同期式動作では、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の CPHA ビットを"0"に設定した場

合の動作について保証していません。 
 

（1） マスタモード動作 

（a） シリアル転送の開始 

RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の SPTEF ビットが"1"の状態で、CPU または DMAC が RSPIi データレ

ジスタ（SPiDR）へデータを書き込むと、RSPIi は SPiDR レジスタの送信バッファのデータを更新します。

CPU または DMAC から SPiDR レジスタへの書き込みまたは CPU から SPTEF の"1"読み出し後の"0"書き込み

によって SPTEF ビットを"0"にクリアした状態で、シフトレジスタが空の場合には、RSPIi は送信バッファの

データをシフトレジスタにコピーしてシリアル転送を開始します。RSPIi は、シフトレジスタに送信データを

コピーするとシフトレジスタのステータスをフルに変更し、シリアル転送が終了するとシフトレジスタのス

テータスを空に変更します。シフトレジスタのステータスを CPU から参照することはできません。 

なお、RSPIi の転送フォーマットの詳細については、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

ただし、クロック同期式動作時は SSLi0 出力信号を用いずに通信を行います。 
 

（b） シリアル転送の終了 

RSPIiはサンプリングタイミングに対応するRSPCKiエッジを送出するとシリアル転送を終了します。RSPIi

ステータスレジスタ（SPiSR）の SPRF ビットが"0"で受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送終

了後にシフトレジスタから RSPIi データレジスタ（SPiDR）の受信バッファにデータをコピーします。 

なお、最終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。マスタモードの RSPIi

のデータ長は、RSPIi コマンドレジスタ（SPiCMD）の SPB ビットの設定値に依存します。RSPIi の転送フォー

マットの詳細については、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。ただし、クロック同期式動

作時は SSLi0 出力信号を用いずに通信を行います。 
 

（c） シーケンス制御 

マスタモード時の転送フォーマットは、RSPIi シーケンス制御レジスタ（SPiSCR）、RSPIi コマンドレジス

タ 0～3（SPiCMD0～SPiCMD3）、RSPIi ビットレートレジスタ（SPiBR）、RSPIi クロック遅延レジスタ（SPiCKD）、

RSPIi スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SPiSSLND）、RSPIi 次アクセス遅延レジスタ（SPiND）によっ

て決定されます。クロック同期式動作時は、SSLi 信号の出力を行いませんが、これらの設定は有効です。 

SPiSCR レジスタは、マスタモードの RSPIi で実行するシリアル転送のシーケンス構成を決定するためのレ

ジスタです。SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタには、SSLi 出力信号値、MSB/LSB ファースト、データ長、ビッ

トレート設定の一部、RSPCKi 極性/位相、SPiCKD レジスタの参照要否、SPiSSLND レジスタの参照要否、SPiND
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レジスタの参照要否が設定されています。SPiBR レジスタにはビットレート設定の一部、SPiCKD レジスタ

には RSPIi クロック遅延値、SPiSSLND レジスタには SSL ネゲート遅延、SPiND レジスタには次アクセス遅

延値が設定されています。 

RSPIi は、SPiSCR レジスタに設定されたシーケンス長に従って、SPiCMD0～SPiCMD3 レジスタの一部/全

部からなるシーケンスを構成します。RSPIi には、シーケンスを構成している SPiCMD レジスタに対するポ

インタが存在します。このポインタの値は、RSPIi シーケンスステータスレジスタ（SPiSSR）の SPCP ビット

の読み出しによって CPU から確認可能です。RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPE ビットを"1"にして RSPI

機能をイネーブルにすると、RSPIi はコマンドに対するポインタを SPiCMD0 レジスタにセットし、シリアル

転送の開始時に SPCMD0 レジスタの設定内容を転送フォーマットに反映します。RSPIi は、各データ転送の

次アクセス遅延期間が終了するたびにポインタをインクリメントします。シーケンスを構成している最終コ

マンドに対応するシリアル転送が終了すると、RSPIi はポインタを SPiCMD0 レジスタにセットするので、シー

ケンスは繰り返し実行されます。 

SPCP

SPiCKD SPiSSLND SPiND

SPCMD0
SPCMD1
SPCMD2
SPCMD3

SPiSCR

SPiCMD0 SPiCMD2 RSPCK
2 RSPCK

SSL
1 RSPCK 3 RSPCK 2 Pck

SPiCKD SPiSSLND SPiND
MSB 8

SSL1 1
CPOL "0" CPHA "1"

SPiCKD SPiSSLND SPiND

H'02 H'01

H'E710

H'00 H'02

 

図 24.26 マスタモードでのシリアル転送方式の決定方法 
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（d） 初期化フロー 

図 24.27 に、クロック同期式動作時の RSPIi をマスタモードで使用する場合の初期化フローの例を示しま

す。なお、割り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については、各ブロックの説明を参照

してください。 

RSPIi
SPiPCR

RSPIi
SPiBR

RSPIi
SPiDCR

RSPIi
SPiCKD

RSPIi
SPiSSLND

RSPIi
SPiND

RSPIi 0 3
SPiCMD0 3

RSPIi
SPiCR

DMAC

CMOS
MOSI

SSL
RSPCK
SSL

MSB LSB

SSL

RSPI

DMAC

RSPCK

 

図 24.27 マスタモード時の初期化フロー例 
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（e） 転送動作フロー 

図 24.28 に、クロック同期式動作時、マスタモードの転送動作フローを示します。 

RSPCKi

No

Yes

 

図 24.28 マスタモード時の転送動作フロー 
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（2） スレーブモード動作 

（a） シリアル転送の開始 

RSPIi は、RSPIi 制御レジスタ（SPiCR）の SPMS ビットが"1"であるとき、最初の RSPCKi エッジがシリア

ル転送開始のトリガになります。 

RSPIi は、シフトレジスタが空の状態でシリアル転送の開始を検出した場合、シフトレジスタの状態をフル

に変更し、シリアル転送中に送信バッファからシフトレジスタにデータがコピーできないようにします。シ

リアル転送の開始よりも前にシフトレジスタがフルであった場合、RSPI はシフトレジスタの状態をフルのま

ま変更しません。 

SPMS ビットが"1"であるときは、RSPIi は MISOi 出力信号を常にドライブします。 

なお、RSPIi の転送フォーマットの詳細については、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

ただし、クロック同期式動作時は SSLi0 入力信号を用いません。 
 

（b） シリアル転送の終了 

RSPIi は最終サンプリングタイミングに相当する RSPCKi エッジを検出するとシリアル転送を終了します。

RSPIi ステータスレジスタ（SPiSR）の SPRF ビットが"0"で受信バッファに空きがある場合には、シリアル転

送の終了後に、RSPIi はシフトレジスタから RSPIi データレジスタ（SPiDR）の受信バッファに受信データを

コピーします。また、SPRF ビットの値に関わらず、RSPIi はシリアル転送の終了後にシフトレジスタの状態

を空に変更します。なお、最終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。ス

レーブモードの RSPIi のデータ長は SPiCMD0 レジスタの SPB ビットの設定値に依存します。RSPIi の転送

フォーマットの詳細については、「24.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
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（c） 初期化フロー 

図 24.29 に、クロック同期式動作時の RSPIi をスレーブモードで使用する場合の初期化フローの例を示し

ます。なお、割り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については、各ブロックの説明を参

照してください。 

RSPIi  
SPiPCR

RSPIi
SPiDCR

RSPIi 0 
SPiCMD0

RSPIi  
SPiCR

DMAC

 

 

CMOS

DMAC

MSB LSB

RSPI

 

図 24.29 スレーブモード時の初期化フロー例 
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（d） 転送動作フロー 

図 24.30 に、クロック同期式動作時の RSPIi の転送動作フローを示します。 

 

RSPCKi

No

Yes

 

RSPCKi

MISOi

 

 

 

図 24.30 スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝"1"） 
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24.4.11 エラー処理 
図 24.31、図 24.32 に、RSPI のエラー処理を示します。マスタモード、スレーブモードで発生したエラー

は、以下のエラー処理を行うことでエラー状態から復帰できます。 

OVRF 

OVRF SPRF 
"0"

SPTEF

SPE 

SPE "1"

SPTEF="1"

SPTEF="0"

 

図 24.31 エラー処理（オーバランエラー） 
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MODF 

SPE "1"

 

図 24.32 エラー処理（モードフォルトエラー） 

24.4.12 ループバックモード 
CPU が RSPIi 端子制御レジスタ（SPiPCR）の SPLP ビットに"1"を書き込むと、RSPIi は MISOi 端子とシフ

トレジスタ間、MOSIi 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフトレジスタの入力経路と出力経路（反

転）を接続します。これをループバックモードと呼びます。ループバックモードでシリアル転送を実行する

と、RSPIi の送信データが RSPIi の受信データになります。図 24.33 に、マスタモードの RSPIi をループバッ

クモードに設定した場合のシフトレジスタ入出力経路の構成を示します。 

MOSIi

MISOi

 

図 24.33 ループバックモード時のシフトレジスタ入出力構成（マスタモード） 



 24. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI） 

Rev.1.10 2011.09.16  24-71

  R01UH0030JJ0110 

24.4.13 割り込み要因 
RSPIi の割り込み要因には、受信バッファフル、送信バッファエンプティ、モードフォルト、オーバランが

あります。 

受信バッファフルの割り込み要求が SPRIn、送信バッファエンプティの割り込み要求が SPTIn、モードフォ

ルト、オーバランの割り込み要求が SPEIn に割り付けられているため、フラグによる要因の判断が必要です。

表 24.12 に、RSPIi の割り込み要因を示します。 

表 24.12 の割り込み条件が成立すると、割り込みが発生します。CPU または DMAC によるデータ転送で

割り込み要因をクリアしてください。 
 

表 24.12 RSPIi の割り込み要因 

割り込み要因 割り込み条件 

受信バッファフル (SPiCR.SPRIE=1)・(SPiSR.SPRF=1) 

送信バッファエンプティ (SPiCR.SPTIE=1)・(SPiSR.SPTEF=1) 

モードフォルト (SPiCR.SPEIE=1)・(SPiSR.MODF=1) 

オーバラン (SPiCR.SPEIE=1)・(SPiSR.OVRF=1) 

 

24.4.14 DMA 転送要因 
RSPI の DMA 転送要求要因には、受信バッファフル、送信バッファエンプティがあります。表 24.13 の RSPIi

の DMA 転送要求要因が成立すると RSPIi は DMA 転送要求を発行します。DMAC の起動設定を行っている

場合は DMAC を起動し、データ転送を行うことができます。また、DMAC の起動設定により送信データエ

ンプティ DMA 転送要求を許可している場合は SPTIE ビット、受信データフル DMA 転送要求を許可してい

る場合は SPRIE ビットのセットにより、同時に割り込み要求の許可をしないでください。 
 

表 24.13 RSPIi の DMA 転送要求要因 

DMA 転送要求要因 DMA 転送要求条件 

受信バッファフル SPiSR.SPRF＝1 

送信バッファエンプティ SPiSR.SPTEF＝1 
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25. I2C バスインタフェース 3（IIC3） 

I2C バスインタフェース 3 は、フィリップス社が提唱した I2C バス（Inter IC Bus）インタフェース方式に準

拠しており、サブセット機能を備えています。ただし I2C バスを制御するレジスタの構成が一部フィリップ

ス社と異なりますので注意してください。 
 

25.1 概要 

• I2Cバスフォーマットまたはクロック同期式シリアルフォーマットを選択可能 

• 連続送信/受信可能 

シフトレジスタ、送信データレジスタ、受信データレジスタがそれぞれ独立しているため、連続送信/受

信が可能 
 

I2C バスフォーマット 

• マスタモードでは開始条件、停止条件の自動生成 

• 受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能 

• 送信時、アクノリッジビットを自動ロード 

• ビット同期機能内蔵 

マスタモードではビットごとにSCLの状態をモニタして自動的に同期を取ります。転送準備ができてい

ない場合には、SCLを"L"レベルにして待機させます。 

• 割り込み要因：6種類 

送信データエンプティ（スレーブアドレス一致時を含む）、送信終了、受信データフル（スレーブアド

レス一致時を含む）、アービトレーションロスト、NACK検出、停止条件検出 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、ダイレクトメモリアクセスコント

ローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• バスを直接駆動可能 

SCL、SDAの2端子は、バス駆動機能選択時NMOSオープンドレイン出力 
 

クロック同期式シリアルフォーマット 

• 割り込み要因：4種類 

送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、オーバランエラー 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、ダイレクトメモリアクセスコント

ローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 
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図 25.1 に I2C バスインタフェース 3 のブロック図を示します。 
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図 25.1 I2C バスインタフェース 3 のブロック図 
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25.2 入出力端子 
表 25.1 に I2C バスインタフェース 3 で使用する端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 25.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

SCL 入出力 I2C シリアルクロック入出力端子 

SDA 入出力 I2C シリアルデータ入出力端子 

 

図 25.2 に入出力端子の外部回路接続例を示します。 
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SCL# out

S
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A

 I2C MCU Vcc  

図 25.2 入出力端子の外部回路接続例 
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25.3 レジスタの説明 
表 25.2 に I2C バスインタフェース 3 のレジスタ構成を示します。 

 

表 25.2 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後

の値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

I2C バスコントロールレジスタ 1 ICCR1 H'00 H'FFFE E000 8 25-4 

I2C バスコントロールレジスタ 2 ICCR2 H'7D H'FFFE E001 8 25-7 

I2C バスモードレジスタ ICMR H'38 H'FFFE E002 8 25-8 

I2C バスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER H'00 H'FFFE E003 8 25-10 

I2C バスステータスレジスタ ICSR H'00 H'FFFE E004 8 25-12 

I2C バススレーブアドレスレジスタ ICSAR H'00 H'FFFE E005 8 25-14 

I2C バス送信データレジスタ ICDRT H'FF H'FFFE E006 8 25-15 

I2C バス受信データレジスタ ICDRR H'FF H'FFFE E007 8 25-15 

I2C バス NF2CYC レジスタ ICNF2CYC H'00 H'FFFE E008 8 25-16 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

25.3.1 I2C バスコントロールレジスタ 1（ICCR1） 
I2C バスインタフェース 3 の動作/停止、送信/受信制御、マスタモード/スレーブモード、送信/受信、マス

タモード転送クロック周波数の選択を行います。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
CKSTRSRCVD MSTICE

I2C 1 ICCR1 P4 H'FFFE E000

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7 ICE 0 R W I2C バスインタフェース 3 イネーブルビット 

0：SCL/SDA の出力禁止（SCL/SDA への入力は有効） 

1：本モジュールは転送動作可能状態（SCL/SDA はバス駆動状態） 

6 RCVD 0 R W 受信ディスエーブルビット 

TRS＝"0"の状態で ICDRRレジスタをリードしたときに次の動作の継続/禁止を

設定します。 

0：次の受信動作を継続 

1：次の受信動作を禁止 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

5 

4 

MST 

TRS 

0 

0 

R 

R 

W 

W 

マスタ/スレーブ選択ビット 

送信/受信選択ビット 

I2C バスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをすると、MST ビットと

TRS ビットともにハードウェアによってリセットされてスレーブ受信モード

に変わります。なお TRS ビットの変更は転送フレーム間で行ってください。

また、スレーブ受信モードで開始条件後の 7 ビットが ICSAR レジスタに設定

したスレーブアドレスと一致し、8 ビット目が"1"の場合、TRS ビットが自動的

に"1"にセットされます。クロック同期式シリアルフォーマットのマスタ受信

モードでオーバランエラーが発生した場合、MST ビットは"0"にクリアされ、

スレーブ受信モードに変わります。 

MST ビットと TRS ビットとの組み合わせにより、以下の動作モードになりま

す。またクロック同期式シリアルフォーマットを選択した場合、MST＝"1"のと

き、クロック出力となります。 

00：スレーブ受信モード 

01：スレーブ送信モード 

10：マスタ受信モード 

11：マスタ送信モード 

3～0 CKS 0000 R W 転送クロック選択ビット 

マスタモードのとき、必要な転送レート（表 25.3 参照）にあわせて設定してく

ださい。マスタモード時の転送レートは、CKS ビットの設定と IIC3 モジュー

ルに与えられる動作クロック Pck の組み合わせによって決まります。本 MCU

では Pck＝40MHz の場合を示します。 
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表 25.3 転送レート 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 転送レート（kHz） 

CKS[3] CKS[2] CKS[1] CKS[0] 

クロック 

Pck=40MHz 

0 Pck/44 909 0 

1 Pck/52 769 

0 Pck/64 625 

0 

1 

1 Pck/72 556 

0 Pck/84 476 0 

1 Pck/92 434 

0 Pck/100 400 

0 

1 

1 

1 Pck/108 370 

0 Pck/176 227 0 

1 Pck/208 192 

0 Pck/256 156 

0 

1 

1 Pck/288 139 

0 Pck/336 119 0 

1 Pck/368 108 

0 Pck/400 100 

1 

1 

1 

1 Pck/432 92.6 

【注】・ 外部仕様を満足するように設定してください。 
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25.3.2 I2C バスコントロールレジスタ 2（ICCR2） 
開始/停止条件発行、SDA 端子の操作、SCL 端子のモニタ、I2C バスのコントロール部のリセットを制御し

ます。 
 

I2C 2 ICCR2 P4 H'FFFE E001

IICRSTSCLO

0 1 1 1 1 1 0 1

7 6 5 4 3 2 1 0
SDAOPSCP SDAOBBSY

 
＜リセット後の値：H'7D＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 BBSY 0 R W バスビジーフラグ 

I2C バスの占有/開放状態を示すフラグ機能とマスタモードの開始/停止条件発

行機能の 2 つがあります。クロック同期式シリアルフォーマットの場合、本

ビットをリードすると常に"0"が読み出されます。I2Cバスフォーマットの場合、

SCL＝"H"レベルの状態で SDA が"H"レベルから"L"レベルに変化すると、開始

条件が発行されたと認識して"1"にセットされます。SCL＝"H"レベルの状態で

SDA が"L"レベルから"H"レベルに変化すると、停止条件が発行されたと認識し

て"0"にクリアされます。開始条件を発行する場合は BBSY フラグに"1"、SCP

ビットに"0"をライトします。開始条件再送時も同様に行います。停止条件の発

行は BBSY フラグに"0"、SCP ビットに"0"をライトすることで行います。 

6 SCP 1 R W 開始/停止条件発行禁止ビット 

SCP ビットはマスタモードで開始条件/停止条件の発行を制御します。開始条

件を発行する場合、BBSY フラグに"1"、SCP ビットに"0"をライトします。開

始条件の再送信時も同様に行います。停止条件の発行は BBSY フラグに"0"、

SCP ビットに"0"をライトすることで行います。本ビットはリードすると常に

"1"が読み出されます。"1"をライトしてもデータは格納されません。 

5 SDAO 1 R W SDA 出力値制御ビット 

SDAO ビットは SDA 端子の出力レベルを変更する場合に、ビット 4 の SDAOP

ビットと組み合わせて使用します。なお本ビットの操作は転送中に行わないで

ください。 

0：リード時、SDA 端子出力が"L"レベル 

ライト時、SDA 端子出力を"L"レベルに変更 

1：リード時、SDA 端子出力が"H"レベル 

ライト時、SDA 端子出力を Hi-Z に変更（外部プルアップ抵抗により"H"

レベル出力） 

4 SDAOP 1 R W SDAO ライトプロテクトビット 

SDAO ビット書き換えによる SDA 端子の出力レベルの変更を制御します。出

力レベルを変更する場合には SDAO ビットに"0"かつ SDAOP ビットに"0"、ま

たは SDAO ビットに"1"かつ SDAOP ビットに"0"をライトします。本ビットは

読み出すと常に"1"が読み出されます。 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

3 SCLO 1 R 0 SCL 出力レベルフラグ 

SCLO ビットは SCL 端子の出力レベルをモニタします。 

0：リード時、SCL 端子出力は"L"レベル 

1：リード時、SCL 端子出力は"H"レベル 

2 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

1 IICRST 0 R W IIC コントロール部リセットビット 

IICRST ビットは I2C バスのレジスタを除くコントロール部をリセットします。

I2C バスの動作中に通信不具合等によりハングアップしたとき、IICRST ビット

を"1"にセットすると IIC3 の一部のレジスタとコントロール部をリセットでき

ます。 

0 － 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

 

25.3.3 I2C バスモードレジスタ（ICMR） 
MSB ファースト/LSB ファーストの選択、転送ビット数の選択を行います。ICCR2 レジスタの IICRST ビッ

トにより BC ビットが H'0 に初期化されます。 
 

0 0 1 1 1 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
BCBCWPMLS

I2C ICMR P4 H'FFFE E002

 
 

＜リセット後の値：H'38＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7 MLS 0 R W MSB ファースト/LSB ファースト選択ビット 

0：MSB ファースト 

1：LSB ファースト 

I2C バスフォーマットで使用するときは"0"に設定してください。 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5、4 － すべて 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

3 BCWP 1 R W BC ライトプロテクトビット 

BC ビットの書き込みを制御します。BC ビットを書き換える場合は、本ビット

を"0"に設定してください。なおクロック同期式シリアルフォーマットでは BC

ビットの書き換えは行わないでください。 

0：ライト時、BC ビットの値を設定 

1：リード時、常に"1"をリード 

ライト時、BC ビット設定値は無効 

ビットカウンタビット 

次に転送するデータのビット数を指定します。リードすると残りの転送ビット

数を知ることができます。I2C バスフォーマットでは、データにアクノリッジ 1

ビットが加算されて転送されます。設定は転送フレーム間で行ってください。

また、B'000 以外の値を設定する場合は、SCL 端子が"L"レベルの状態で行って

ください。これらのビットはアクノリッジを含むデータ転送終了後、自動的に

B'000 に戻ります。また、停止条件検出後は自動的に B'111 になります。本ビッ

トは、ハードウェアリセットおよび ICCR2 レジスタの IICRST ビットを"1"に

セットすることによりクリアされます。クロック同期式シリアルフォーマット

を選択した場合は書き換えないでください。 

I2C バスフォーマット クロック同期式シリアルフォーマット 

2～0 BC 000 R W 

000：9 ビット 

001：2 ビット 

010：3 ビット 

011：4 ビット 

100：5 ビット 

101：6 ビット 

110：7 ビット 

111：8 ビット 

000：8 ビット 

001：1 ビット 

010：2 ビット 

011：3 ビット 

100：4 ビット 

101：5 ビット 

110：6 ビット 

111：7 ビット 
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25.3.4 I2C バスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER） 
各種割り込み要因の許可、アクノリッジの有効/無効の選択、送信アクノリッジの設定および受信アクノ

リッジの確認を行います。 
 

I2C ICIER P4 H'FFFE E003

ACKBRACKBTSTIE ACKE

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
NAKIETEIE RIETIE

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7 TIE 0 R W 送信インタラプトイネーブルビット 

ICSR レジスタの TDRE フラグがセットされたとき、送信データエンプティ割

り込み（TXI）を許可/禁止します。 

0：送信データエンプティ割り込み要求（TXI）の禁止 

1：送信データエンプティ割り込み要求（TXI）の許可 

6 TEIE 0 R W 送信エンドインタラプトイネーブルビット 

TEIE ビットは、ICSR レジスタの TDRE フラグが"1"の状態で 9 クロック目が

立ち上がったとき、送信終了割り込み（TEI）の許可/禁止を選択します。なお、

TEI 割り込みは、TEND フラグを"0"にクリアするか、TEIE ビットを"0"にクリ

アすることで解除できます。 

0：送信終了割り込み要求（TEI）の禁止 

1：送信終了割り込み要求（TEI）の許可 

5 RIE 0 R W 受信インタラプトイネーブルビット 

RIE ビットは受信データが ICDRS レジスタから ICDRR レジスタに転送され、

ICSR レジスタの RDRF フラグが"1"にセットされたとき、受信データフル割り

込み要求（RXI）の許可/禁止を選択します。なお、RXI 割り込みは、RDRF フ

ラグを"0"にクリアするか、または RIE ビットを"0"にクリアすることで解除で

きます。 

0：受信データフル割り込み要求（RXI）の禁止 

1：受信データフル割り込み要求（RXI）の許可 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

4 NAKIE 0 R W NACK 受信インタラプトイネーブルビット 

NAKIE ビットは、ICSR レジスタの NACKF フラグまたは ALOVE フラグがセッ

トされたとき、NACK 検出兼アービトレーションロスト/オーバランエラー割り

込み要求（NAKI）の許可/禁止を選択します。なお、NAKI 割り込みは、NACKF

フラグまたは ALOVE フラグを"0"にクリアするか、NAKIE ビットを"0"にクリ

アすることで解除できます。 

0：NACK 検出兼アービトレーションロスト/オーバランエラー割り込み要求

（NAKI）の禁止 

1：NACK 検出兼アービトレーションロスト/オーバランエラー割り込み要求

（NAKI）の許可 

3 STIE 0 R W 停止条件検出インタラプトイネーブルビット 

ICSR レジスタの STOP フラグがセットされたとき、停止条件検出割り込み要

求（STPI）の許可/禁止を選択します。 

0：停止条件検出割り込み要求（STPI）の禁止 

1：停止条件検出割り込み要求（STPI）の許可 

2 ACKE 0 R W アクノリッジビット判定選択ビット 

0：受信アクノリッジの内容を無視して連続的に転送を行う 

1：受信アクノリッジが"1"の場合、転送を中断する 

1 ACKBR 0 R － 受信アクノリッジビット 

送信モード時、受信デバイスから受け取ったアクノリッジビットの内容を格納

しておくビットです。また本ビットは、ICCR2 レジスタの BBSY フラグを"1"

にセットするとクリアされます。 

0：受信アクノリッジ＝"0" 

1：受信アクノリッジ＝"1" 

0 ACKBT 0 R W 送信アクノリッジビット 

受信モード時、アクノリッジのタイミングで送出するビットを設定します。 

0：アクノリッジのタイミングで"0"を送出 

1：アクノリッジのタイミングで"1"を送出 
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25.3.5 I2C バスステータスレジスタ（ICSR） 
各種割り込み要求フラグおよびステータスの確認を行います。 

 

ALOVE AAS ADZNACKF STOPTEND RDRFTDRE

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

I2C ICSR P4 H'FFFE E004

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7 TDRE 0 R W 送信データエンプティフラグ 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

• ICDRT レジスタへデータをライトしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ICDRT レジスタから ICDRS レジスタにデータ転送が行われ、ICDRT レジス

タがエンプティになったとき 

• ICCR1 レジスタの TRS ビットをセットしたとき 

• 開始条件（再送含む）を発行したとき 

• スレーブモードで受信モードから送信モードになったとき 

6 TEND 0 R W 送信エンドフラグ 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

• ICDRT レジスタへデータをライトしたとき 

［"1"セット条件］ 

• I2C バスフォーマットの場合、TDRE フラグが"1"の状態で SCL の 9 クロック

目が立ち上がったとき 

• クロック同期式シリアルフォーマットの場合、送信フレームの最終ビットを

送出したとき 

5 RDRF 0 R W 受信データフルフラグ 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

• ICDRR レジスタをリードしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ICDRS レジスタから ICDRR レジスタに受信データが転送されたとき 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

4 NACKF 0 R W ノーアクノリッジ検出フラグ 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ICIER レジスタの ACKE ビットが"1"の状態で、送信時、受信デバイスからア

クノリッジがなかったとき 

3 STOP 0 R W 停止条件検出フラグ 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

［"1"セット条件］ 

• フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき 

2 ALOVE 0 R W アービトレーションロストフラグ/オーバランエラーフラグ 

I2C バスフォーマットの場合、マスタモード時にバス競合負けをしたことを示し

ます。またクロック同期式シリアルフォーマットの場合、RDRF＝"1"の状態で最

終ビットを受信したことを示します。 

複数のマスタがほぼ同時にバスを占有しようとしたときに I2Cバスインタフェー

ス 3 は SDA をモニタし、自分が出したデータと異なった場合、ALOVE フラグ

を"1"にセットしてバスが他のマスタによって占有されたことを示します。 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

［"1"セット条件］ 

• マスタ送信モードの場合、SCL の立ち上がりで内部 SDA と SDA 端子のレベ

ルが不一致のとき 

• マスタモードの場合、開始条件検出時、SDA 端子が"H"レベルのとき 

• クロック同期式シリアルフォーマットの場合、RDRF＝"1"の状態で最終ビット

を受信したとき 

1 AAS 0 R W スレーブアドレス認識フラグ 

スレーブ受信モードで開始条件直後の第一フレームが ICSAR レジスタの SVA

ビットと一致した場合にセットされます。 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

［"1"セット条件］ 

• スレーブ受信モードでスレーブアドレスを検出したとき 

• スレーブ受信モードでゼネラルコールアドレスを検出したとき 
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

0 ADZ 0 R W ゼネラルコールアドレス認識フラグ 

I2C バスフォーマットのスレーブ受信モードのとき有効です。 

［"0"クリア条件］ 

• "1"の状態をリードした後、"0"をライトしたとき 

［"1"セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつゼネラルコールアドレスを検出したとき 

 
 

25.3.6 I2C バススレーブアドレスレジスタ（ICSAR） 
フォーマットの選択、スレーブアドレスを設定します。I2C バスフォーマットでスレーブモードの場合、開

始条件後に送られてくる第 1 フレームの上位 7 ビットと ICSAR レジスタの上位 7 ビットが一致したとき、ス

レーブデバイスとして動作します。 
 

I2C ICSAR P4 H'FFFE E005

FS

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
SVA

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～1 SVA すべて 0 R W スレーブアドレスビット 

I2C バスにつながる他のスレーブと異なるユニークなアドレスを設定します。

0 FS 0 R W フォーマットセレクトビット 

0：I2C バスフォーマット選択 

1：クロック同期式シリアルフォーマット選択 
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25.3.7 I2C バス送信データレジスタ（ICDRT） 
シフトレジスタ（ICDRS）の空きを検出すると ICDRT レジスタに書き込まれた送信データを ICDRS レジ

スタに転送し、データ送信を開始します。ICDRS レジスタのデータ送信中に、次に送信するデータを ICDRT

レジスタにライトしておくと、連続送信が可能です。 
 

ICDRT

1 1 1 1 1 1 1 1

7 6 5 4 3 2 1 0

I2C ICDRT P4 H'FFFE E006

 
 

＜リセット後の値：H'FF＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～0 ICDRT すべて 1 R W 送信データを書き込むレジスタ。 

 
 

25.3.8 I2C バス受信データレジスタ（ICDRR） 
1 バイトのデータの受信が終了すると、受信したデータを ICDRS レジスタから ICDRR レジスタへ転送し、

次のデータを受信可能にします。なお、ICDRR レジスタは受信専用レジスタですので、CPU からライトでき

ません。 
 

I2C ICDRR P4 H'FFFE E007

ICDRR

1 1 1 1 1 1 1 1

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'FF＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～0 ICDRR すべて 1 R N 受信データを格納するレジスタ。 
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25.3.9 I2C バスシフトレジスタ（ICDRS） 
送信時は ICDRT レジスタから送信データが ICDRS レジスタに転送され、データが SDA 端子から送出され

ます。受信時は 1 バイトのデータの受信が終了すると、データが ICDRS レジスタから ICDRR レジスタへ転

送されます。直接 ICDRS レジスタを読み出し/書き込みすることはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

I2C ICDRS

 
 
 

25.3.10 I2C バス NF2CYC レジスタ（ICNF2CYC） 
SCL 端子、SDA 端子のノイズ除去幅を選択できます。詳細動作については、「25.4.7 ノイズ除去回路」

を参照してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
PRS NF2

CYC

I2C NF2CYC ICNF2CYC P4 H'FFFE E008

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 PRS 0 R W パルス幅比率選択ビット 

SCL の"H"レベル幅と"L"レベル幅の比率を指定します。 

0："H"："L"＝0.5：0.5 

1："H"："L"≒0.4：0.6 

0 NF2CYC 0 R W ノイズ除去幅選択ビット 

0：周辺クロックで 1 サイクル周期以内のノイズを除去 

1：周辺クロックで 2 サイクル周期以内のノイズを除去 
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25.4 動作説明 
I2C バスインタフェース 3 は、ICSAR レジスタの FS ビットの設定により、I2C バスフォーマットとクロッ

ク同期式シリアルフォーマットで通信できます。 
 

25.4.1 I2C バスフォーマット 
I2C バスフォーマットを図 25.3 に、I2C バスのタイミングを図 25.4 に示します。開始条件に続く第 1 フレー

ムは必ず 8 ビット構成となります。 

S ASLA

7 n

R/W# DATA A

1

1 m

1 11

A/A#

1

P

1
n 1 8

m 1

S SLA
7 n1 7

R/W# A DATA
1 1

1 m1

1
A/A#

1
S
1

SLA R/W#
1

1 m2

A
1

DATA
n2

A/A#
1

P
1

n1 n2 1 8
m1 m2 1

a I2C FS "0"

b I2C FS "0"

 

図 25.3 I2C バスフォーマット 

SDA

SCL

S SLA R/W# A

981-7 981-7 981-7

DATA A DATA A P  

図 25.4 I2C バスタイミング 

【記号説明】 

 S ：開始条件。マスタデバイスがSCL＝"H"レベルの状態でSDAを"H"レベルから"L"レベルに変化させます。 

 SLA ：スレーブアドレス 

 R/W# ：送受信の方向を示します。"1"のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、"0"のときマスタデバイ 

スからスレーブデバイスへデータを送信します。 

 A ：アクノリッジ。受信デバイスが SDA を"L"レベルにします。 

 DATA ：送受信データ 

 P ：停止条件。マスタデバイスが SCL＝"H"レベルの状態で SDA を"L"レベルから"H"レベルに変化させます。 
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25.4.2 マスタ送信動作 
マスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロックと送信データを出力し、スレーブデバイスがアク

ノリッジを返します。マスタ送信モードの動作タイミングについては図 25.5と図 25.6 を参照してください。

以下にマスタ送信モードの送信手順と動作を示します。 

1. ICCR1レジスタのICEビットを"1"に設定します。また、ICCR1レジスタのCKSビットなどを設定します（初

期設定）。 

2. ICCR2レジスタのBBSYフラグをリードしてバスが解放状態であることを確認後、ICCR1レジスタのMST

ビットとTRSビットをマスタ送信モードに設定します。その後、BBSY＝"1"とSCP＝"0"をライトします

（開始条件発行）。これにより開始条件を生成します。 

3. ICSRレジスタのTDREフラグがセットされたことを認識した後、ICDRTレジスタに送信データ（1バイト

目はスレーブアドレスとR/W#を示すデータ）をライトします。このときTDREフラグは自動的に"0"にク

リアされ、ICDRTレジスタからICDRSレジスタにデータが転送されて、再びTDREフラグがセットされま

す。 

4. TDREフラグがセットされた状態で1バイト送信が完了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりで

ICSRレジスタのTENDフラグがセットされます。ICIERレジスタのACKBRビットをリードし、スレーブ

デバイスが選択されたことを認識した後、2バイト目のデータをICDRTレジスタにライトします。ACKBR

ビットが"1"のときはスレーブデバイスが認識されていないため、停止条件を発行します。停止条件の発

行はBBSY＝"0"とSCP＝"0"を、ライトすることにより行います。なおデータの準備ができるまで、また

は停止条件を発行するまではSCLが"L"レベルに固定されます。 

5. 2バイト目以降の送信データは、TDREフラグがセットされるたびにICDRTレジスタにデータをライトし

ます。 

6. 送信するバイト数をICDRTレジスタにライトしたら、その後はTDREフラグがセットされた状態でTEND

フラグがセット（最終バイト送出完了）されるまで待ちます。または、ICIERレジスタのACKEビットを

セットした状態で受信デバイスからのNACK（ICSRレジスタのNACKFビットが"1"）を待ちます。その

後、停止条件を発行してTENDフラグまたはNACKFフラグをクリアします。 

7. ICSRレジスタのSTOPフラグがセットされたらスレーブ受信モードに戻します。 
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SDA

SDA

TDRE

TEND

ICDRT

ICDRS

1

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6

2 1 23 4 5 6 7 8 9

A

R/W#

SCL

+R/W# 1 2

+R/W# 1

2

3 ICDRT 1

4 ICDRT
2

5 ICDRT
3  

図 25.5 マスタ送信モード動作タイミング（1） 

SDA

SDA

TDRE

TEND

ICDRT

ICDRS

19

7 6 5 4 3 2 1 0

2 3 4 5 6 7 8 9

A A/A#

SCL

n

n

5 ICDRT 6 TEND

7  

図 25.6 マスタ送信モード動作タイミング（2） 
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25.4.3 マスタ受信動作 
マスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、スレーブデバイスからデータを受信し

てアクノリッジを返します。マスタ受信モードの動作タイミングについては図 25.7 と図 25.8 を参照してく

ださい。 

以下にマスタ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICSRレジスタのTENDフラグをクリア後、ICCR1レジスタのTRSビットをクリアしてマスタ送信モードか

らマスタ受信モードに切り替えます。その後、TDREフラグをクリアします。 

2. ICDRRレジスタをダミーリードすると受信を開始*1し、内部クロックに同期して受信クロックを出力し、

データを受信します。マスタデバイスは受信クロックの9クロック目にICIERレジスタのACKBTビットに

設定したレベルをSDAに出力します。 

3. 1フレームのデータ受信が終了し、受信クロックの9クロック目の立ち上がりでICSRレジスタのRDRFフ

ラグがセットされます。このとき、ICDRRレジスタをリードすることにより、受信したデータを読み出

すことができ、同時にRDRFフラグはクリアされます。 

4. RDRFフラグがセットされるたびにICDRRレジスタをリードすることにより、連続的に受信できます。な

お別処理でRDRFフラグがセットされた状態でICDRRレジスタのリードが遅れて8クロック目が立ち下

がった場合、ICDRRレジスタをリードするまでSCLが"L"レベルに固定されます。 

5. 次の受信が最終フレームの場合、ICDRRレジスタをリードする前にICCR1レジスタのRCVDビットをセッ

トします。これにより次の受信後、停止条件発行可能状態になります。 

6. 受信クロックの9クロック目の立ち上がりでRDRFフラグがセットされたら、停止条件を発行します。 

7. ICSRレジスタのSTOPフラグがセットされたらICDRRレジスタをリードします。その後、RCVDビットを

クリアします。 

8. スレーブ受信モードに戻します。 
 

【注】 *1 1 バイトだけ受信したい場合は、ICCR1 レジスタの RCVD ビットをセット後、ICDRR レジスタのダミーリー

ドを行ってください。 
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SDA

SDA

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

1

7A 6 5 4 3 2 1 0 7

2 13 4 5 6 7 8 99

A

SCL

1

TRS

RDRF

1

1 TEND
TRS
TDRE

2 ICDRR 3 ICDRR

 

図 25.7 マスタ受信モード動作タイミング（1） 
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SDA

SDA

RDRF

RCVD

ICDRS

ICDRR

19

7 6 5 4 3 2 1 0

2 3 4 5 6 7 8 9

A A/A#

SCL

n-1 n

5 RCVD
ICDRR

7 ICDRR
     RCVD

6

8

n-1 n

 

図 25.8 マスタ受信モード動作タイミング（2） 

25.4.4 スレーブ送信動作 
スレーブ送信モードでは、スレーブデバイスが送信データを出力し、マスタデバイスが受信クロックを出

力してアクノリッジを返します。スレーブ送信モードの動作タイミングについては図 25.9 と図 25.10 を参照

してください。 

以下にスレーブ送信モードの送信手順と動作を示します。 

1. ICCR1レジスタのICEビットを"1"にセットします。また、ICCR1レジスタのCKSビットなどを設定します

（初期設定）。ICCR1レジスタのMSTビットとTRSビットをスレーブ受信モードにしてスレーブアドレ

スが一致するまで待ちます。 

2. 開始条件を検出した後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目の立ち上がりで

スレーブデバイスはSDAにICIERレジスタのACKBTビットに設定したレベルを出力します。このとき、8

ビット目のデータ（R/W）が"1"のとき、ICCR1レジスタのTRSビットおよびICSRレジスタのTDREフラグ

がセットされ、自動的にスレーブ送信モードに切り替わります。TDREフラグがセットされるたびに

ICDRTレジスタに送信データをライトすると、連続送信が可能です。 

3. 最終送信データをICDRTレジスタにライトした後にTDREフラグがセットされたとき、TDREフラグが"1"

の状態で、ICSRレジスタのTENDフラグがセットされるまで待ちます。TENDフラグがセットされたら、

TENDフラグをクリアします。 

4. 終了処理のためTRSビットをクリアし、ICDRRレジスタをダミーリードします。これによりSCLを開放

します。 

5. TDREフラグをクリアします。 
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SDA

SDA

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

1

7A 6 5 4 3 2 1 0 7

2 13 4 5 6 7 8 99

A

SCL

1 2 3

21

SCL

TRS

ICDRT

2 ICDRT
1

2 ICDRT
2

2 ICDRT
3  

図 25.9 スレーブ送信モード動作タイミング（1） 
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SDA
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TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR
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7 6 5 4 3 2 1 0
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図 25.10 スレーブ送信モード動作タイミング（2） 
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25.4.5 スレーブ受信動作 
スレーブ受信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、スレーブデバイスがア

クノリッジを返します。スレーブ動作モードタイミングについては図 25.11と図 25.12を参照してください。

以下にスレーブ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICCR1レジスタのICEビットを"1"にセットします。また、ICCR1レジスタのCKSビットなどを設定します

（初期設定）。ICCR1レジスタのMSTビットとTRSビットをスレーブ受信モードにしてスレーブアドレ

スが一致するまで待ちます。 

2. 開始条件を検出後の第一フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目の立ち上がりでス

レーブデバイスはSDAにICIERレジスタのACKBTビットに設定したレベルを出力します。同時にICSRレ

ジスタのRDRFフラグがセットされますので、ICDRRレジスタをダミーリード（リードデータはスレーブ

アドレス＋R/Wを示すので不要）します。 

3. RDRFフラグがセットされるたびにICDRRレジスタをリードします。RDRFフラグがセットされた状態で

8クロック目が立ち下がるとICDRRレジスタをリードするまでSCLを"L"レベルに固定します。ICDRRレ

ジスタをリードする前に行ったマスタデバイスに返すアクノリッジの設定変更は次の転送フレームに反

映されます。 

4. 最終バイトのリードも同様にICDRRレジスタのリードにより行います。 
 

SDA

SCL

SDA

ICDRS

ICDRR

1 2 13 4 5 6 7 8 99

AA

SCL

21

RDRF

1

7 6 5 4 3 2 1 0 7

2 ICDRR 2 ICDRR  

図 25.11 スレーブ受信モード動作タイミング（1） 
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SDA

SCL

SDA

ICDRS

ICDRR

1 2 3 4 5 6 7 8 99

AA

SCL

21

RDRF

1

7 6 5 4 3 2 1 0

4 ICDRR3 ICDRR3 ACKBT
 

図 25.12 スレーブ受信モード動作タイミング（2） 

25.4.6 クロック同期式シリアルフォーマット 
本モジュールは、ICSAR レジスタの FS ビットを"1"にセットすることにより、クロック同期式シリアル

フォーマットとして動作させることができます。ICCR1 レジスタの MST ビットが"1"のとき SCL から転送ク

ロック出力となり、MST ビットが"0"のとき転送クロック入力となります。 
 

（1） データ転送フォーマット 

図 25.13 にクロック同期式シリアルフォーマットの転送フォーマットを示します。 

転送データは SCL クロックの立ち下がりから立ち下がりまで出力され、SCL クロックの立ち上がりエッジ

のデータの確定が保証されます。データの転送順は ICMR レジスタの MLS ビットにより、MSB ファースト

か LSB ファーストかを選択可能です。また、ICCR2 レジスタの SDAO ビットにより、転送待機中に SDA の

出力レベルを変更できます。 

SDA 0 1 2 3 4 5 6 7

SCL

 

図 25.13 クロック同期式シリアルフォーマットの転送フォーマット 
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（2） 送信動作 

送信モードでは転送クロックの立ち下がりに同期して送信データを SDA から出力します。転送クロックは

ICCR1 レジスタの MST ビットが"1"のとき出力、MST ビットが"0"のとき入力となります。送信モード動作タ

イミングは図 25.14 を参照してください。以下に送信モードの手順と動作を示します。 

1. ICCR1レジスタのICEビットを"1"にセットします。また、ICCR1レジスタのMSTビットやCKSビットなど

を設定します（初期設定）。 

2. ICCR1レジスタのTRSビットを設定して送信モードにします。これにより、ICSRレジスタのTDREフラグ

がセットされます。 

3. TDREフラグがセットされていることを認識したら、ICDRTレジスタに送信データをライトします。これ

によりICDRTレジスタからICDRSレジスタにデータが転送され、自動的にTDREフラグがセットされま

す。TDREフラグがセットされるたびにICDRTレジスタにデータをライトすると連続送信が可能です。な

お送信モードから受信モードに切り替える場合、TDREフラグがセットされた状態でTRSビットをクリア

してください。 
 

SDA
0

1 2 7 8 1 7 8 1

1 2 3

1 2 3

1 6 7 0 6 7 0

SCL

TRS

TDRE

ICDRT

ICDRS

2 TRS

3 ICDRT 3 ICDRT 3 ICDRT 3 ICDRT

 

図 25.14 送信モード動作タイミング 

（3） 受信動作 

受信モードでは転送クロックの立ち上がりでデータをラッチします。転送クロックは ICCR1 レジスタの

MST ビットが"1"のとき出力、MST ビットが"0"のとき入力となります。受信モード動作タイミングについて

は図 25.15 を参照してください。以下に受信モードの手順と動作を示します。 

1. ICCR1レジスタのICEビットを"1"にセットします。また、ICCR1レジスタのCKSビットなどを設定します

（初期設定）。 

2. 転送クロックを出力時、MSTビットを"1"にセットします。これにより受信クロックの出力を開始します。 

3. 受信が完了すると、ICDRSレジスタからICDRRレジスタにデータが転送され、ICSRレジスタのRDRFフ

ラグがセットされます。MSTビットが"1"のときは次バイトが受信可能状態のため、連続してクロックを
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出力します。RDRFフラグがセットされるたびにICDRRレジスタをリードすることにより連続的に受信可

能です。RDRFフラグがセットされた状態で8クロック目が立ち上がるとオーバランを検出し、ICSRレジ

スタのALOVEビットがセットされます。このときICDRRレジスタの値は前の受信データを保持します。 

4. MSTビットが"1"のとき、受信を停止するためには、ICCR1レジスタのRCVDビットをセットしてから、

ICDRRレジスタをリードします。これにより次バイトの受信完了後、SCLが"H"レベルに固定されます。 
 

【注】・ MST＝"1"で 1 バイトだけ受信したい場合は下記手順で行ってください。動作タイミングについては図 25.16 を

参照してください。 

 1. ICCR1 レジスタの ICE ビットを"1"にセットします。また、ICCR1 レジスタの CKS ビットなどを設定します

（初期設定）。 

 2. ICCR1 レジスタの RCVD ビットが"0"の状態で、MST ビットを"1"にセットします。これにより受信クロック

の出力を開始します。 

 3. ICMR レジスタの BC ビットが"1xx"にセットされたことを確認後、ICCR1 レジスタの RCVD ビットを"1"に

セットしてください。これにより受信クロックを 1 バイト分出力した後、SCL が"H"レベルに固定されます。 
 

SDA
0

1 2 7 8 1 7 8 1 2

1 2 3

1 2

1 6 7 0 6 7 0 1

SCL

MST

TRS

RDRF

ICDRS

ICDRR

2 MST 3 ICDRR 3 ICDRR
 

図 25.15 受信モード動作タイミング 
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SDA
0

1 2 3 4 5 6 7 8

000

1 2 3 4 5 6 7

SCL

MST

RCVD

BC

[2]MST

111 110 101 100 011 010 001 000

[3]BC "1xx" RCVD  

図 25.16 1 バイト受信動作タイミング（MST＝"1"） 

25.4.7 ノイズ除去回路 
SCL 端子および SDA 端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます。図 25.17 にノイズ除

去回路のブロック図を示します。 

ノイズ除去回路は 3 段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL 端子入力信号（ま

たは SDA 端子入力信号）が周辺クロックでサンプリングされ、ICNF2CYC レジスタが"0"のときは、2 つのラッ

チ出力が一致したときに後段へレベルを伝えます。また ICNF2CYC レジスタが"1"のときは、3 つのラッチ出

力が一致したときに後段へレベルを伝えます。一致しない場合は前の値を保持します。 

SCL

SDA

SCL

SDA

C
QD

C
QD

C
Q

1

0

D

ICNF2CYC

 

図 25.17 ノイズ除去回路のブロック図 
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25.4.8 IICRST ビットによる I2C バスインタフェース 3 のリセット 
I2C バスインタフェース 3 は、ICCR2 レジスタの IICRST ビットに"1"をライトすることで、I2C の一部レジ

スタとコントロール部をリセットすることができます。図 25.18 に IICRST ビットによる I2C バスインタ

フェース 3 のリセット手順の例を示します。 

 

SCL="H" SDA="H" ?
PF5PR="1" PF4PR="1"

 
 

 

1 ICCR1 ICE "0"
I2C 3

2 ICCR2 IICRST "1"
     I2C 3

ICCR2 BBSY

3 ICCR1 MST "0" TRS
     "0"

4
SCL SDA I/O PFPR

PF5PR PF4PR

5 SAR FS "1"
     ICCR2 BBSY "0"
     BBSY "0" FS "0"

6 ICSR TEND RDRF NACKF
     STOP ALOVE AAS ADZ "0"

7 IICRST "0" I2C

8 I2C ICCR1 ICCR2 ICMR ICIER  
     SAR NF2CYC

9 ICCR1 ICE "1"

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

I2C ICCR1 ICE="0" 1

2

3

4

Yes

No

5

6

7

8

9

I2C ICCR2 IICRST="1"

I2C ICCR1 ICE="1"

I2C ICCR2 IICRST="0"

ICCR2 BBSY "0"
SAR FS="1"

SAR FS="0"

ICSR

ICCR1 MST="0" TRS="0"

 

図 25.18 IICRST ビットによる I2C バスインタフェース 3 のリセット手順の例 
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25.4.9 使用例 
図 25.19～図 25.22に I2C バスインタフェース 3 を使用する場合の各モードでのフローチャート例を示しま

す。 

ICCR2 BBSY

ICSR TEND

ICIER ACKBR

ICSR STOP

ICSR TEND

ICSR TDRE

ICSR TDRE

ICDRT

ICDRT

MST "1" TRS "1"
ICCR1

MST "0" TRS "0"
ICCR1

BBSY "1" SCP "0"

BBSY "0" SCP "0"

ICDRT

BBSY "0"
No

TEND "1"
No

Yes

Yes

ACKBR "0"
No

Yes

TDRE "1"

STOP "1"

No

No

No

No

No

Yes

Yes

ICSR TEND

TEND "1"

Yes

Yes

Yes

1 SCL SDA

2

3

4 +R/W#
  

9

10

6
  

5 1

8 ICDRT

11 TEND

12 STOP

14

15
TDRE

13

7 2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ICSR STOP 12

13

14

15

 

図 25.19 マスタ送信モードのフローチャート例 
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図 25.20 マスタ受信モードのフローチャート例 
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図 25.21 スレーブ送信モードのフローチャート例 
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図 25.22 スレーブ受信モードのフローチャート例 
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25.5 割り込み要求 
本モジュールの割り込み要求には、送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、NACK 検出、停

止条件検出、アービトレーションロスト/オーバランエラーの 6 種類があります。表 25.4 に各割り込み要求

の内容を示します。 
 

表 25.4 割り込み要求一覧 

割り込み要求 略称 割り込み条件 I2C バス 

フォーマット 

クロック同期式

シリアル 

フォーマット 

送信データエンプティ TXI (TDRE＝1)・(TIE＝1) ○ ○ 

送信終了 TEI (TEND＝1)・(TEIE＝1) ○ ○ 

受信データフル RXI (RDRF＝1)・(RIE＝1) ○ ○ 

停止条件検出 STPI (STOP＝1)・(STIE＝1) ○ × 

NACK 検出 ○ × 

アービトレーションロスト ○ × 

オーバランエラー 

NAKI {(NACKF＝1)＋(ALOVE＝1)}・(NAKIE＝1)

× ○ 

 

表 25.4 の割り込み条件が 1 のとき、IIC3 は CPU へ割り込み例外処理を要求します。IIC3 の割り込みはす

べての要因の論理和を取り、割り込みコントローラ（INTC）へ発行されます。例外処理のなかで ICSR レジ

スタのリードを行い、割り込み要因を特定してください。特定した上で割り込み例外処理とそれぞれの割り

込み要因のクリアを行ってください。ただし、TDRE フラグと TEND フラグは ICDRT レジスタに送信データ

をライトすることで、RDRF フラグは ICDRR レジスタをリードすることで自動的にクリアされますので注意

してください。特に TDRE フラグは ICDRT レジスタに送信データをライトしたとき同時に再度 TDRE フラ

グがセットされ、さらに TDRE フラグをクリアすると、余分に 1 バイト送信する場合があります。 
 

25.6 DMA 転送要求 
本モジュールの DMA 転送要求には、送信データエンプティ、受信データフルがあります。 

表 25.5 に DMA 転送要求の内容を示します。 
 

表 25.5 DMA 転送要求一覧 

DMA 転送要求 DMA 転送条件 

送信データエンプティ TDRE＝"1" 

受信データフル RDRF＝"1" 

 

表 25.5 の DMA 転送条件が 1 のとき、IIC3 は DMA 転送要求を発行します。DMAC の起動設定を行ってい

る場合は DMAC を起動できます。また、DMAC の起動設定により送信データエンプティ DMA 転送要求を許

可している場合は TIE ビット、受信データフル DMA 転送要求を許可している場合は RIE ビットのセットに

より、割り込み要求を許可しないでください。 
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25.7 ビット同期回路 
本モジュールはマスタモード設定時に、 

• スレーブデバイスによりSCLが"L"レベルに引っ張られた場合 

• SCLラインの負荷（負荷容量、プルアップ抵抗）によりSCLの立ち上がりがなまった場合 

の 2 つの状態で"H"レベル期間が短くなる可能性があるため、SCL をモニタしてビットごとに同期をとりなが

ら通信を行います。 

図 25.23 にビット同期回路のタイミングを、表 25.6 に SCL を"L"レベル出力→Hi-Z にしてから SCL をモ

ニタするまでの時間を示します。 

a  

*
1

VIH

VIH

VIH

VIH

SCL

SCL

*
2

*
2

"H"

"L"

"L" "H" "H"

SCL "L"

SCL "L"

SCL

SCL SCL SCL

SCL

"L"

*
1

SCL

SCL

*
1

SCL

SCL

b  "L"

c  SCL

*1 I2C ICCR1 CKS
*2 I2C NF2CYC ICNF2CYC NF2CYC "0" 3 4 tpcyc "1" 4 5 tpcyc 
*3

*
3

*
2

*
2

 

図 25.23 ビット同期回路のタイミング 
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表 25.6 SCL をモニタする時間 

CKS ビットのビット 3 CKS ビットのビット 2 SCL をモニタする時間*1 

0 9 tpcyc*2 0 

1 21 tpcyc*2 

0 39 tpcyc*2 1 

1 87 tpcyc*2 

【注】 *1 「SCL モニタタイミング基準クロック」立ち上がりから数えて「SCL をモニタする時間」（pcyc）後の「（ボー

ド上）SCL」レベルをモニタします。 

 *2 tpcyc は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 
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25.8 使用上の注意事項 

25.8.1 マルチマスタで使用時の注意 
マルチマスタで使用し、本 MCU の IIC 転送レートの設定（ICCR レジスタ CKS ビット）が他のマスタより

遅いとき、まれに SCL に予期しない幅の SCL が出力される場合があります。 

他のマスタの一番早い転送レートより 1/1.8 以上の転送レートを設定する必要があります。 
 

25.8.2 マスタ受信モード時の注意 
8 クロック目の立ち下がり付近で ICDRR レジスタをリードした場合、受信データが取れなくなる場合があ

ります。また、受信バッファフルかつ 8 クロック目の立ち下がり付近で RCVD＝"1"に設定すると、停止条件

の発行ができなくなる場合があります。 

以下の、1.か 2.の方法どちらかで対応してください。 

1. マスタ受信モードでICDRRレジスタをリードする処理は8クロックの立ち上がりまでに行ってください。 

2. マスタ受信モードはRCVDビットを"1"にし、1バイトごとの通信で処理を行ってください。 
 

25.8.3 マスタ受信モード、ACKBT 設定時の注意 
マスタ受信モード動作時、連続転送している最終データの 8 つ目の SCL が立ち下がる前に、ACKBT ビッ

トを設定してください。スレーブ送信側デバイスがオーバランする恐れがあります。 
 

25.8.4 アービトレーションロスト時の MST と TRN ビット状態についての注意 
マルチマスタで使用時、MST、TRS を順次ビット操作しマスタ送信に設定した場合、ICSR レジスタの

ALOVE ビットが"1"かつマスタ送信モード（MST＝"1"、TRS＝"1"）のように矛盾した状態になっている場合

があります。この現象を回避するためには下記の方法があります。 

• マルチマスタで使用時、MSTビットとTRSビットの設定はMOV命令で行ってください。 

• アービトレーションロストした場合、MST＝"0"、TRS＝"0"を確認してください。 
 
万一、MST＝"0"、TRS＝"0"以外の状態の場合、MST＝"0"、TRS＝"0"を設定しなおしてください。 
 

25.8.5 DMA 転送要求設定時の注意 
DMA 転送要求を行う場合、TDRE フラグまたは RDRF フラグにより同時に割り込み処理要求が起こらない

ように TIE、RIE の設定を行ってください。 
 

25.8.6 I2C バスのプルアップ電圧の注意 
I2C バスのプルアップ電圧は、本 MCU の Vcc 端子と同じ値にしてください。Vcc 以上の電圧を印加しない

でください。 
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25.8.7 I2C バス動作中における ICE ビットおよび IICRST ビットのアクセス 
下記 1.～4.のいずれかの状態で、ICCR1 レジスタの ICE ビットに"0"をライトもしくは ICCR2 レジスタの

IICRST ビットに"1"をライトすると、ICCR2 レジスタの BBSY フラグと ICSR レジスタの STOP フラグは不定

となります。 

1. マスタ送信モード（ICCR1レジスタのMST="1"、TRS="1"）において、本モジュールがI2Cのバス権を保

有しているとき。 

2. マスタ受信モード（ICCR1レジスタのMST="1"、TRS="0"）において、本モジュールがI2Cのバス権を保

有しているとき。 

3. スレーブ送信モード（ICCR1レジスタのMST="0"、TRS="1"）において、本モジュールがデータ送信中の

とき。 

4. スレーブ受信モード（ICCR1レジスタのMST="0"、TRS="0"）において、本モジュールがアクノリッジを

送信しているとき。 

ICCR2 レジスタの BBSY フラグの不定状態は、以下のいずれかで解消することができます。 

• 開始条件（SCL="H"レベルかつSDA立ち下がり）を入力すると、BBSYフラグは"1"にセットされます。 

• 停止条件（SCL="H"レベルかつSDA立ち上がり）を入力すると、BBSYフラグは"0"にクリアされます。 

• マスタ送信モードにおいて、SCL="H"レベルかつSDA="H"レベルの状態で、ICCR2レジスタのBBSYフラ

グに"1"、SCPビットに"0"をライトして開始条件を発行します。開始条件（SCL="H"レベルかつSDA立ち

下がり）が出力されると、BBSYフラグは"1"にセットされます。 

• マスタ送信モードもしくはマスタ受信モードにおいて、SDA="L"レベルかつ本モジュール以外にSCLを

"L"レベルにするデバイスがいない状態で、ICCR2レジスタのBBSYフラグに"0"、SCPビットに"0"をライ

トして停止条件を発行します。停止条件（SCL="H"レベルかつSDA立ち上がり）が出力されると、BBSY

フラグは"0"にクリアされます。 

• ICSARレジスタのFSビットに"1"をライトすると、BBSYフラグは"0"にクリアされます。 
 

25.8.8 IICRST ビットによるレジスタ初期化 

• IICRSTビットに"1"をライトすると、ICCR2レジスタのSDAOビットおよびSCLOビットは"1"にセットさ

れます。 

• マスタ送信モードおよびスレーブ送信モードにおいて、IICRSTビットに"1"をライトすると、ICSRレジス

タのTDREフラグは"1"にセットされます。 

• IICRST="1"によるリセット期間中は、ICCR2レジスタのBBSYフラグ、SCPビット、SDAOビットへのラ

イトは無効です。 

• IICRST="1"によるリセット期間中でも、SCL、SDAに開始条件（SCL="H"レベルかつSDA立ち下がり）、

停止条件（SCL="H"レベルかつSDA立ち上がり）を入力すると、BBSYフラグは"1"にセット、"0"にクリ

アされます。 
 

25.8.9 ICE="0"における I2C バスインタフェース 3 の動作 
ICCR1 レジスタの ICE ビットに"0"をライトすると SCL、SDA 出力は禁止されますが、SCL、SDA への入

力は有効です。SCL、SDA へ入力された信号に従って、本モジュールは動作します。 
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25.8.10 I2C バスインタフェースモードのマスタ受信モード時の注意 
停止条件の発行または開始条件の再発行が SCL の 9 クロック目の立ち下がりと重なった場合、9 クロック

目の後に SCL が 1 クロック余分に出力されます。 

マスタ受信完了後、SCL の 9 クロック目の立ち下がりを確認してから停止条件を発行または開始条件を再

発行してください。 

また、SCL の 9 クロック目の立ち下がりは、以下の方法で確認してください。 

• ICSRレジスタのRDRFフラグ（受信データフルフラグ）が"1"になったことを確認後、ICCR2レジスタの

SCLOフラグ（SCL出力レベルフラグ）が"0"（SCL端子の出力が"L"レベル）になったことを確認してく

ださい。 

 

25.8.11 マスタ送信モードで停止条件発行時の注意 
マスタ送信モードかつ ICIER レジスタの ACKE ビット="1"設定で停止条件を発行したとき、発行するタイ

ミングにより停止条件が正常に出力されないことがあります。 

マスタ送信モードかつ ICIER レジスタの ACKE ビット="1"設定時における停止条件の発行は、SCL の 9 ク

ロック目の立ち下がりを確認してから行ってください。 

また、SCL の 9 クロック目の立ち下がりは、以下の方法で確認してください。 

• ICSRレジスタのRDRFフラグ（受信データフルフラグ）が"1"になったことを確認後、ICCR2レジスタの

SCLOフラグ（SCL出力レベルフラグ）が"0"（SCL端子の出力が"L"レベル）になったことを確認してく

ださい。 
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26. CAN モジュール 

26.1 概要 
ISO11898-1 仕様に準拠した CAN（Controller Area Network）モジュールを 4 チャネル（CAN0～CAN3）内

蔵しています。CAN モジュールは標準（11 ビット）IDentifier（以下、ID と略す）と拡張（29 ビット）ID の

両フォーマットのメッセージを送受信できます。 

表 26.1 に CAN モジュールの概要、図 26.1 に CAN モジュールブロック図を示します。 

なお、CAN バストランシーバは外付けしてください。 
 

表 26.1 CAN モジュールの概要 

項目 概要 

プロトコル • ISO11898-1 仕様準拠 

ビットレート • 最大 1Mbps 

メッセージボックス • 64 メールボックス：2 種類のメールボックスモードを選択可能 

通常メールボックスモード：64 メールボックスのうち、32 メールボックスを送信または

受信用に設定可能（32 メールボックスは受信専用） 

FIFO メールボックスモード：24 メールボックスを送信または受信用に設定可能 

（32 メールボックスは受信専用） 

また、送信用に 4 段、受信用に 4 段の FIFO を設定可能 

受信 • データフレームとリモートフレームを受信可能 

• 受信する ID フォーマット（標準 ID のみ、拡張 ID のみ、標準と拡張両方の ID）を選択可能

• ワンショット受信機能を選択可能 

• オーバライトモード（メッセージ上書き）かオーバランモード（メッセージ破棄）を選択

可能 

• 受信完了割り込みの許可/禁止をメールボックスごとに設定可能 

アクセプタンスフィルタ • 8 つのアクセプタンスマスク（4 メールボックスごとに個別のマスク） 

• 2 つのアクセプタンスマスク（16 メールボックスごとに個別のマスク） 

• メールボックスごとにマスクの有効/無効を設定可能 

送信 • データフレームとリモートフレームを送信可能 

• 送信する ID フォーマット（標準 ID のみ、拡張 ID のみ、標準と拡張両方の ID）を選択可能

• ワンショット送信機能を選択可能 

• ID 優先送信モードかメールボックス番号優先送信モードを選択可能 

• 送信要求をアボート可能（フラグでアボート完了を確認可能） 

• 送信完了割り込みの許可/禁止をメールボックスごとに設定可能 

 



26. CAN モジュール  

Rev.1.10 2011.09.16  26-2   

R01UH0030JJ0110  

項目 概要 

バスオフ復帰方法 • バスオフ状態からの復帰モード遷移を選択可能 

ISO11898-1 仕様準拠 

バスオフ開始で CAN Halt モードへ自動遷移 

バスオフ終了で CAN Halt モードへ自動遷移 

プログラムによる CAN Halt モードへの遷移 

プログラムによるエラーアクティブ状態への遷移 

エラー状態の監視 • CAN バスエラー（スタッフエラー、フォームエラー、ACK エラー、CRC エラー、ビット

エラー、ACK デリミタエラー）を監視可能 

• エラー状態の遷移を検出可能（エラーワーニング、エラーパッシブ、バスオフ開始、バス

オフ復帰） 

• エラーカウンタを読み出し可能 

タイムスタンプ機能 • 16 ビットカウンタによるタイムスタンプ機能 

• 基準クロックは、1、2、4、8 ビットタイムから選択可能 

割り込み機能 • 5 種類の割り込み要因（受信完了割り込み、送信完了割り込み、受信 FIFO 割り込み、送信

FIFO 割り込み、エラー割り込み） 

CAN スリープモード • CAN クロックを停止することで消費電流を低減可能 

ソフトウェアサポート 

ユニット 

• 3 つのソフトウェアサポートユニット 

アクセプタンスフィルタサポート 

メールボックス検索サポート（受信メールボックス検索、送信メールボックス検索、メッ

セージロスト検索） 

チャネル検索サポート 

CAN クロックソース（fCAN） • 周辺クロック（Pck）かメインクロックを選択可能 

テストモード • ユーザ評価用に 3 つのテストモードを用意 

リッスンオンリモード 

セルフテストモード 0（外部ループバック） 

セルフテストモード 1（内部ループバック） 
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図 26.1 CAN モジュールブロック図（i=0～3） 

• CRXi/CTXi（i=0～3） 
CANの入出力端子です。 

• プロトコルコントローラ 
バスアービトレーションや送受信時のビットタイミング、スタッフ処理、エラー処理などのCANプロト

コロル処理を行います。 
• メッセージボックス 
送信または受信メールボックスとして使用可能な64個のメールボックスで構成されています。固有のID、

データ長コード、8バイトのデータフィールドおよびタイムスタンプがあります。 
• アクセプタンスフィルタ 
受信メッセージのフィルタ処理を行います。このフィルタ処理には、CiMKR0～CiMKR1、CiMKR2～
CiMKR9レジスタを使用します。 

• タイマ 
タイムスタンプ機能に使用します。メールボックスにメッセージを格納するときのタイマ値がタイムス

タンプ値として書き込まれます。 
• 割り込み発生回路 
次の5種類の割り込み要求を発生させることができます。 

CANi受信完了割り込み 
CANi送信完了割り込み 
CANi受信FIFO割り込み 
CANi送信FIFO割り込み 
CANiエラー割り込み 
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26.2 入出力端子 
表 26.2 に CAN モジュールで使用する端子を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポ

ートとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 26.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

CRXi 入力 データ受信用端子です。 

CTXi 出力 データ送信用端子です。 

【記号説明】i：0～3 
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26.3 レジスタの説明 
 

表 26.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

CAN0 制御レジスタ C0CTLR H'0500 H'FFFF 6840 8、16、32 26-10 

CAN0 クロック選択レジスタ C0CLKR H'00 H'FFFF 6847 8、16、32 26-16 

CAN0 ビットコンフィグレーションレジスタ C0BCR H'00 0000 H'FFFF 6844 8、16、32 26-17 

CAN0 マスクレジスタ 0 C0MKR0 不定 H'FFFF 6430 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 1 C0MKR1 不定 H'FFFF 6434 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 2 C0MKR2 不定 H'FFFF 6400 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 3 C0MKR3 不定 H'FFFF 6404 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 4 C0MKR4 不定 H'FFFF 6408 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 5 C0MKR5 不定 H'FFFF 640C 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 6 C0MKR6 不定 H'FFFF 6410 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 7 C0MKR7 不定 H'FFFF 6414 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 8 C0MKR8 不定 H'FFFF 6418 8、16、32 26-20 

CAN0 マスクレジスタ 9 C0MKR9 不定 H'FFFF 641C 8、16、32 26-20 

CAN0 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 C0FIDCR0 不定 H'FFFF 6420 8、16、32 26-21 

CAN0 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 C0FIDCR1 不定 H'FFFF 6424 8、16、32 26-21 

CAN0 マスク無効レジスタ 0 C0MKIVLR0 不定 H'FFFF 6438 8、16、32 26-24 

CAN0 マスク無効レジスタ 1 C0MKIVLR1 不定 H'FFFF 6428 8、16、32 26-23 

CAN0 メールボックスレジスタ 0～63 C0MB0～63 不定 H'FFFF 6000～

H'FFFF 63FF 

8、16、32 26-24 

CAN0 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 C0MIER0 不定 H'FFFF 643C 8、16、32 26-32 

CAN0 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 C0MIER1 不定 H'FFFF 642C 8、16、32 26-30 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 0～63 C0MCTL0～63 H'00 H'FFFF 6800～

H'FFFF 683F 

8、16、32 26-33 

CAN0 受信 FIFO 制御レジスタ C0RFCR H'80 H'FFFF 6848 8、16、32 26-39 

CAN0 受信 FIFO ポインタ制御レジスタ C0RFPCR 不定 H'FFFF 6849 8、16、32 26-43 

CAN0 送信 FIFO 制御レジスタ C0TFCR H'80 H'FFFF 684A 8、16、32 26-44 

CAN0 送信 FIFO ポインタ制御レジスタ C0TFPCR 不定 H'FFFF 684B 8、16、32 26-47 

CAN0 ステータスレジスタ C0STR H'0500 H'FFFF 6842 8、16、32 26-48 

CAN0 メールボックスサーチモードレジスタ C0MSMR H'00 H'FFFF 6853 8、16、32 26-51 

CAN0 メールボックスサーチステータスレジスタ C0MSSR H'80 H'FFFF 6852 8、16、32 26-52 

CAN0 チャネルサーチサポートレジスタ C0CSSR 不定 H'FFFF 6851 8、16、32 26-54 

CAN0 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ C0AFSR 不定 H'FFFF 6856 8、16、32 26-55 

CAN0 エラー割り込み許可レジスタ C0EIER H'00 H'FFFF 684C 8、16、32 26-56 



26. CAN モジュール  

Rev.1.10 2011.09.16  26-6   

R01UH0030JJ0110  

レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

CAN0 エラー割り込み要因判定レジスタ C0EIFR H'00 H'FFFF 684D 8、16、32 26-58 

CAN0 受信エラーカウントレジスタ C0RECR H'00 H'FFFF 684E 8、16、32 26-62 

CAN0 送信エラーカウントレジスタ C0TECR H'00 H'FFFF 684F 8、16、32 26-62 

CAN0 エラーコード格納レジスタ C0ECSR H'00 H'FFFF 6850 8、16、32 26-63 

CAN0 タイムスタンプレジスタ C0TSR H'0000 H'FFFF 6854 8、16、32 26-65 

CAN0 テスト制御レジスタ C0TCR H'00 H'FFFF 6858 8 26-66 

CAN0 割り込み許可レジスタ C0IER H'00 H'FFFF 6860 8、16 26-71 

CAN0 割り込みステータスレジスタ C0ISR H'00 H'FFFF 6861 8、16 26-69 

CAN0 メールボックスサーチマスクレジスタ C0MBSMR H'00 H'FFFF 6863 8、16、32 26-73 

CAN1 制御レジスタ C1CTLR H'0500 H'FFFF 7840 8、16、32 26-10 

CAN1 クロック選択レジスタ C1CLKR H'00 H'FFFF 7847 8、16、32 26-16 

CAN1 ビットコンフィグレーションレジスタ C1BCR H'00 0000 H'FFFF 7844 8、16、32 26-17 

CAN1 マスクレジスタ 0 C1MKR0 不定 H'FFFF 7430 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 1 C1MKR1 不定 H'FFFF 7434 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 2 C1MKR2 不定 H'FFFF 7400 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 3 C1MKR3 不定 H'FFFF 7404 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 4 C1MKR4 不定 H'FFFF 7408 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 5 C1MKR5 不定 H'FFFF 740C 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 6 C1MKR6 不定 H'FFFF 7410 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 7 C1MKR7 不定 H'FFFF 7414 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 8 C1MKR8 不定 H'FFFF 7418 8、16、32 26-20 

CAN1 マスクレジスタ 9 C1MKR9 不定 H'FFFF 741C 8、16、32 26-20 

CAN1 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 C1FIDCR0 不定 H'FFFF 7420 8、16、32 26-21 

CAN1 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 C1FIDCR1 不定 H'FFFF 7424 8、16、32 26-21 

CAN1 マスク無効レジスタ 0 C1MKIVLR0 不定 H'FFFF 7438 8、16、32 26-24 

CAN1 マスク無効レジスタ 1 C1MKIVLR1 不定 H'FFFF 7428 8、16、32 26-23 

CAN1 メールボックスレジスタ 0～63 C1MB0～63 不定 H'FFFF 7000～

H'FFFF 73FF 

8、16、32 26-24 

CAN1 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 C1MIER0 不定 H'FFFF 743C 8、16、32 26-32 

CAN1 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 C1MIER1 不定 H'FFFF 742C 8、16、32 26-30 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 0～63 C1MCTL0～63 H'00 H'FFFF 7800～

H'FFFF 783F 

8、16、32 26-33 

CAN1 受信 FIFO 制御レジスタ C1RFCR H'80 H'FFFF 7848 8、16、32 26-39 

CAN1 受信 FIFO ポインタ制御レジスタ C1RFPCR 不定 H'FFFF 7849 8、16、32 26-43 

CAN1 送信 FIFO 制御レジスタ C1TFCR H'80 H'FFFF 784A 8、16、32 26-44 

CAN1 送信 FIFO ポインタ制御レジスタ C1TFPCR 不定 H'FFFF 784B 8、16、32 26-47 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

CAN1 ステータスレジスタ C1STR H'0500 H'FFFF 7842 8、16、32 26-48 

CAN1 メールボックスサーチモードレジスタ C1MSMR H'00 H'FFFF 7853 8、16、32 26-51 

CAN1 メールボックスサーチステータスレジスタ C1MSSR H'80 H'FFFF 7852 8、16、32 26-52 

CAN チャネルサーチサポートレジスタ C1CSSR 不定 H'FFFF 7851 8、16、32 26-54 

CAN1 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ C1AFSR 不定 H'FFFF 7856 8、16、32 26-55 

CAN1 エラー割り込み許可レジスタ C1EIER H'00 H'FFFF 784C 8、16、32 26-56 

CAN1 エラー割り込み要因判定レジスタ C1EIFR H'00 H'FFFF 784D 8、16、32 26-58 

CAN1 受信エラーカウントレジスタ C1RECR H'00 H'FFFF 784E 8、16、32 26-62 

CAN1 送信エラーカウントレジスタ C1TECR H'00 H'FFFF 784F 8、16、32 26-62 

CAN1 エラーコード格納レジスタ C1ECSR H'00 H'FFFF 7850 8、16、32 26-63 

CAN1 タイムスタンプレジスタ C1TSR H'0000 H'FFFF 7854 8、16、32 26-65 

CAN1 テスト制御レジスタ C1TCR H'00 H'FFFF 7858 8 26-66 

CAN1 割り込み許可レジスタ C1IER H'00 H'FFFF 7860 8、16 26-71 

CAN1 割り込みステータスレジスタ C1ISR H'00 H'FFFF 7861 8、16 26-69 

CAN1 メールボックスサーチマスクレジスタ C1MBSMR H'00 H'FFFF 7863 8、16、32 26-73 

CAN2 制御レジスタ C2CTLR H'0500 H'FFFF 8840 8、16、32 26-10 

CAN2 クロック選択レジスタ C2CLKR H'00 H'FFFF 8847 8、16、32 26-16 

CAN2 ビットコンフィグレーションレジスタ C2BCR H'00 0000 H'FFFF 8844 8、16、32 26-17 

CAN2 マスクレジスタ 0 C2MKR0 不定 H'FFFF 8430 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 1 C2MKR1 不定 H'FFFF 8434 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 2 C2MKR2 不定 H'FFFF 8400 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 3 C2MKR3 不定 H'FFFF 8404 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 4 C2MKR4 不定 H'FFFF 8408 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 5 C2MKR5 不定 H'FFFF 840C 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 6 C2MKR6 不定 H'FFFF 8410 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 7 C2MKR7 不定 H'FFFF 8414 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 8 C2MKR8 不定 H'FFFF 8418 8、16、32 26-20 

CAN2 マスクレジスタ 9 C2MKR9 不定 H'FFFF 841C 8、16、32 26-20 

CAN2 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 C2FIDCR0 不定 H'FFFF 8420 8、16、32 26-21 

CAN2 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 C2FIDCR1 不定 H'FFFF 8424 8、16、32 26-21 

CAN2 マスク無効レジスタ 0 C2MKIVLR0 不定 H'FFFF 8438 8、16、32 26-24 

CAN2 マスク無効レジスタ 1 C2MKIVLR1 不定 H'FFFF 8428 8、16、32 26-23 

CAN2 メールボックスレジスタ 0～63 C2MB0～63 不定 H'FFFF 8000～

H'FFFF 83FF 

8、16、32 26-24 

CAN2 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 C2MIER0 不定 H'FFFF 843C 8、16、32 26-32 

CAN2 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 C2MIER1 不定 H'FFFF 842C 8、16、32 26-30 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 0～63 C2MCTL0～63 H'00 H'FFFF 8800～

H'FFFF 883F 

8、16、32 26-33 

CAN2 受信 FIFO 制御レジスタ C2RFCR H'80 H'FFFF 8848 8、16、32 26-39 

CAN2 受信 FIFO ポインタ制御レジスタ C2RFPCR 不定 H'FFFF 8849 8、16、32 26-43 

CAN2 送信 FIFO 制御レジスタ C2TFCR H'80 H'FFFF 884A 8、16、32 26-44 

CAN2 送信 FIFO ポインタ制御レジスタ C2TFPCR 不定 H'FFFF 884B 8、16、32 26-47 

CAN2 ステータスレジスタ C2STR H'0500 H'FFFF 8842 8、16、32 26-48 

CAN2 メールボックスサーチモードレジスタ C2MSMR H'00 H'FFFF 8853 8、16、32 26-51 

CAN2 メールボックスサーチステータスレジスタ C2MSSR H'80 H'FFFF 8852 8、16、32 26-52 

CAN2 チャネルサーチサポートレジスタ C2CSSR 不定 H'FFFF 8851 8、16、32 26-54 

CAN2 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ C2AFSR 不定 H'FFFF 8856 8、16、32 26-55 

CAN2 エラー割り込み許可レジスタ C2EIER H'00 H'FFFF 884C 8、16、32 26-56 

CAN2 エラー割り込み要因判定レジスタ C2EIFR H'00 H'FFFF 884D 8、16、32 26-58 

CAN2 受信エラーカウントレジスタ C2RECR H'00 H'FFFF 884E 8、16、32 26-62 

CAN2 送信エラーカウントレジスタ C2TECR H'00 H'FFFF 884F 8、16、32 26-62 

CAN2 エラーコード格納レジスタ C2ECSR H'00 H'FFFF 8850 8、16、32 26-63 

CAN2 タイムスタンプレジスタ C2TSR H'0000 H'FFFF 8854 8、16、32 26-65 

CAN2 テスト制御レジスタ C2TCR H'00 H'FFFF 8858 8 26-66 

CAN2 割り込み許可レジスタ C2IER H'00 H'FFFF 8860 8、16 26-71 

CAN2 割り込みステータスレジスタ C2ISR H'00 H'FFFF 8861 8、16 26-69 

CAN2 メールボックスサーチマスクレジスタ C2MBSMR H'00 H'FFFF 8863 8、16、32 26-73 

CAN3 制御レジスタ C3CTLR H'0500 H'FFFF 9840 8、16、32 26-10 

CAN3 クロック選択レジスタ C3CLKR H'00 H'FFFF 9847 8、16、32 26-16 

CAN3 ビットコンフィグレーションレジスタ C3BCR H'00 0000 H'FFFF 9844 8、16、32 26-17 

CAN3 マスクレジスタ 0 C3MKR0 不定 H'FFFF 9430 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 1 C3MKR1 不定 H'FFFF 9434 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 2 C3MKR2 不定 H'FFFF 9400 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 3 C3MKR3 不定 H'FFFF 9404 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 4 C3MKR4 不定 H'FFFF 9408 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 5 C3MKR5 不定 H'FFFF 940C 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 6 C3MKR6 不定 H'FFFF 9410 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 7 C3MKR7 不定 H'FFFF 9414 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 8 C3MKR8 不定 H'FFFF 9418 8、16、32 26-20 

CAN3 マスクレジスタ 9 C3MKR9 不定 H'FFFF 941C 8、16、32 26-20 

CAN3 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 C3FIDCR0 不定 H'FFFF 9420 8、16、32 26-21 

CAN3 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 C3FIDCR1 不定 H'FFFF 9424 8、16、32 26-21 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

CAN3 マスク無効レジスタ 0 C3MKIVLR0 不定 H'FFFF 9438 8、16、32 26-24 

CAN3 マスク無効レジスタ 1 C3MKIVLR1 不定 H'FFFF 9428 8、16、32 26-23 

CAN3 メールボックスレジスタ 0～63 C3MB0～63 不定 H'FFFF 9000～

H'FFFF 93FF 

8、16、32 26-24 

CAN3 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 C3MIER0 不定 H'FFFF 943C 8、16、32 26-32 

CAN3 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 C3MIER1 不定 H'FFFF 942C 8、16、32 26-30 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 0～63 C3MCTL0～63 H'00 H'FFFF 9800～

H'FFFF 983F 

8、16、32 26-33 

CAN3 受信 FIFO 制御レジスタ C3RFCR H'80 H'FFFF 9848 8、16、32 26-39 

CAN3 受信 FIFO ポインタ制御レジスタ C3RFPCR 不定 H'FFFF 9849 8、16、32 26-43 

CAN3 送信 FIFO 制御レジスタ C3TFCR H'80 H'FFFF 984A 8、16、32 26-44 

CAN3 送信 FIFO ポインタ制御レジスタ C3TFPCR 不定 H'FFFF 984B 8、16、32 26-47 

CAN3 ステータスレジスタ C3STR H'0500 H'FFFF 9842 8、16、32 26-48 

CAN3 メールボックスサーチモードレジスタ C3MSMR H'00 H'FFFF 9853 8、16、32 26-51 

CAN3 メールボックスサーチステータスレジスタ C3MSSR H'80 H'FFFF 9852 8、16、32 26-52 

CAN3 チャネルサーチサポートレジスタ C3CSSR 不定 H'FFFF 9851 8、16、32 26-54 

CAN3 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ C3AFSR 不定 H'FFFF 9856 8、16、32 26-55 

CAN3 エラー割り込み許可レジスタ C3EIER H'00 H'FFFF 984C 8、16、32 26-56 

CAN3 エラー割り込み要因判定レジスタ C3EIFR H'00 H'FFFF 984D 8、16、32 26-58 

CAN3 受信エラーカウントレジスタ C3RECR H'00 H'FFFF 984E 8、16、32 26-62 

CAN3 送信エラーカウントレジスタ C3TECR H'00 H'FFFF 984F 8、16、32 26-62 

CAN3 エラーコード格納レジスタ C3ECSR H'00 H'FFFF 9850 8、16、32 26-63 

CAN3 タイムスタンプレジスタ C3TSR H'0000 H'FFFF 9854 8、16、32 26-65 

CAN3 テスト制御レジスタ C3TCR H'00 H'FFFF 9858 8 26-66 

CAN3 割り込み許可レジスタ C3IER H'00 H'FFFF 9860 8、16 26-71 

CAN3 割り込みステータスレジスタ C3ISR H'00 H'FFFF 9861 8、16 26-69 

CAN3 メールボックスサーチマスクレジスタ C3MBSMR H'00 H'FFFF 9863 8、16、32 26-73 

【注】 ・P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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26.3.1 CANi 制御レジスタ（CiCTLR）（i=0～3） 
 

RBOC BOM SLPM CANM

0 0 0 0 0 1 0 1

CAN3 C3CTLR P4 H'FFFF 9840
CAN2 C2CTLR P4 H'FFFF 8840
CAN1 C1CTLR P4 H'FFFF 7840
CAN0 C0CTLR P4 H'FFFF 6840

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

TSPS IDFMTSRC TPM MLM MBM

 
 

＜リセット後の値：H'0500＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

13 RBOC 0 R W バスオフ強制復帰ビット*1 

バスオフ状態時に RBOC ビットを"1"（バスオフからの強制復帰）にすると

バスオフ状態から強制的に復帰します。このビットは自動的に"0"になりま

す。エラー状態は、バスオフ状態からエラーアクティブ状態へと変化します。

RBOC ビットを"1"にすると、CiRECR、CiTECR レジスタは"H'00"になり、

CiSTR レジスタの BOST ビットは"0"（CAN モジュールはバスオフ状態では

ない）になります。他のレジスタは RBOC ビットを"1"にしても変化しませ

ん。バスオフ状態からの復帰によるバスオフ復帰割り込み要求は発生しませ

ん。RBOC ビットは、BOM ビットが"00"（ノーマルモード）のときのみ使

用してください。 

0：何もしない 

1：バスオフからの強制復帰*2 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

12、11 BOM すべて 0 R W バスオフ復帰モード選択ビット*3 

BOM ビットは CAN モジュールのバスオフ復帰モードの選択に使用します。

BOM ビットが"00"の場合、バスオフからの復帰は ISO11898-1 仕様に準拠し

ます。すなわち、CAN モジュールは、11 の連続するレセシブビットを 128

回検出後、再び CAN 通信（エラーアクティブ状態）に入ります。バスオフ

からの復帰時にバスオフ復帰割り込み要求が発生します。 

BOM ビットが"01"の場合、CAN モジュールがバスオフ状態に達すると、

CiCTLR レジスタの CANM ビットが"10"（CAN Halt モード）になってから

CAN Halt モードに遷移します。バスオフからの復帰時にバスオフ復帰割り

込み要求は発生せず、CiTECR レジスタと CiRECR レジスタは"H'00"になり

ます。 

BOM ビットが"10"の場合、CAN モジュールがバスオフ状態に達すると、

CANM ビットが"10"になり、バスオフ状態から復帰した（11 の連続するレ

セシブビットを 128 回検出）後に、CAN Halt モードに遷移します。バスオ

フからの復帰時にバスオフ復帰割り込み要求が発生し、CiTECR レジスタと

CiRECR レジスタは"H'00"になります。 

BOM ビットが"11"の場合、CAN モジュールがまだバスオフ状態のときに

CANM ビットを"10"にすると、CAN Halt モードになります。バスオフから

の復帰時にバスオフ復帰割り込み要求は発生せず、CiTECR レジスタと

CiRECR レジスタは"H'00"になります。しかし、CANM ビットを"10"にする

前に 11 の連続するレセシブビットを 128 回検出して、バスオフから復帰し

た場合は、バスオフ復帰割り込み要求が発生します。 

CAN モジュールが CAN Halt モードに遷移するのと同時（BOM ビット="01"

のとき：バスオフ開始、または BOM ビット="10"のとき：バスオフ終了）に、

CPU が CAN リセットモードへの遷移を要求した場合は、CPU の要求が優先

されます。 

00：ノーマルモード（ISO11898-1 仕様準拠） 

01：バスオフ開始で自動的に CAN Halt モードへ遷移 

10：バスオフ終了で自動的に CAN Halt モードへ遷移 

11：プログラムによる要求で CAN Halt モードへ遷移（バスオフ復帰期間

中） 

10 SLPM 1 R W CAN スリープモードビット*4*5 

SLPM ビットを"1"にすると CAN モジュールは CAN スリープモードになり

ます。SLPM ビットを"0"にすると、CAN スリープモードは解除されます。

詳細は、「26.4 動作モード」を参照してください。 

0：CAN スリープモードではない 

1：CAN スリープモード 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

9、8 CANM 01 R W CAN 動作モード選択ビット*4 

CANM ビットは、CAN モジュールのモード（CAN オペレーションモード、

CAN リセットモード、CAN Halt モード）を選択するビットです。CAN スリ

ープモードは SLPM ビットで設定します。詳細は「26.4 動作モード」を参

照してください。 

BOM ビットの設定によって CAN Halt モードへ遷移した場合は、CANM ビ

ットは自動的に"10"になります。 

00：CAN オペレーションモード 

01：CAN リセットモード 

10：CAN Halt モード 

11：CAN リセットモード（強制遷移） 

7、6 TSPS すべて 0 R W タイムスタンププリスケーラ選択ビット*3 

タイムスタンプ用のプリスケーラを選択します。タイムスタンプの基準クロ

ックは、1、2、4、または 8 ビットタイムから選択できます。 

00：1 ビットタイムごと 

01：2 ビットタイムごと 

10：4 ビットタイムごと 

11：8 ビットタイムごと 

5 TSRC 0 R W タイムスタンプカウンタリセットビット*6 

タイムスタンプカウンタをリセットするために使用します。 

TSRC ビットを"1"にすると CiTSR レジスタは H'0000 になります。このビッ

トは自動的に"0"になります。 

0：リセットしない 

1：リセットする*2 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 TPM 0 R W 送信優先順位モード選択ビット*3 

メッセージを送信する場合の優先順のモードを指定します。 

TPM ビットは、ID 優先モードまたはメールボックス番号優先モードを選択で

きます。すべてのメールボックスは、ID 優先送信またはメールボックス番号

優先送信どちらかになります。 

TPM ビットが"0"の場合、ID 優先送信モードとなり、送信優先順位は CAN バ

スアービトレーションルール（ISO11898-1 仕様）に準拠します。ID 優先送

信モードは、通常メールボックスモードのときメールボックス[0]～[63]、FIFO

メールボックスモードのときメールボックス[0]～[55]と送信 FIFO の送信に

設定されたメールボックスの ID を比較します。2 つ以上のメールボックスの

ID が同じ場合、小さい番号のメールボックスが優先されます。 

次に送信 FIFO から送信される予定のメッセージのみが、送信アービトレーシ

ョンの対象となります。送信 FIFO のメッセージを送信中の場合、送信 FIFO

内の次の待機メッセージが送信アービトレーションの対象となります。 

TPM ビットが"1"の場合、メールボックス番号優先送信モードとなり送信に設

定された一番小さい番号のメールボックスが優先されます。FIFO メールボッ

クスモードでは、送信 FIFO は通常メールボックス（メールボックス[0]~[55])

よりも優先順位が低くなります。 

0：ID 優先送信モード 

1：メールボックス番号優先送信モード 

3 MLM 0 R W メッセージロストモード選択ビット*3 

未読メールボックスに新しいメッセージを取り込む場合の動作を指定しま

す。オーバライトモードまたはオーバランモードを選択できます。すべての

メールボックス（受信 FIFO を含む）は、オーバライトモードかオーバランモ

ードのどちらかになります。 

MLM ビットが"0"の場合、すべてのメールボックスはオーバライトモードにな

り、メールボックスの古いメッセージに新しいメッセージが上書きされます。

MLM ビットが"1"の場合、すべてのメールボックスはオーバランモードにな

り、新しいメッセージは破棄されます。 

0：オーバライトモード 

1：オーバランモード 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2、1 IDFM すべて 0 R W ID フォーマットモードビット*3 

IDFM ビットは、ID フォーマットを決定します。 

00：標準 ID モード 

すべてのメールボックス（FIFO メールボックスを含む）は標準 ID の

みに対応します。 

01：拡張 ID モード 

すべてのメールボックス（FIFO メールボックスを含む）は拡張 ID の

みに対応します。 

10：ミックス ID モード 

すべてのメールボックス（FIFO メールボックスを含む）は、標準 ID

と拡張 ID の両方に対応します。標準 ID と拡張 ID の選択は、通常メ

ールボックスモードの場合、対応するメールボックスの IDE ビットで

指定します。FIFO メールボックスモードの場合、メールボックス[0]

～[55]は対応するメールボックスの IDE ビット、受信 FIFO は

CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの IDE ビット、送信 FIFO はメールボ

ックス[56]の IDE ビットで指定します。 

11：設定禁止 

0 MBM 0 R W 送受信メールボックスモード選択ビット*3 

MBM ビットが"0"（通常メールボックスモード）の場合、メールボックス[0]

～[63]は送信または受信メールボックスに設定されます。 

MBM ビットが"1"（FIFO メールボックスモード）の場合、メールボックス[0]

～[55]は送信または受信メールボックスに設定され、メールボックス[56]～

[59]は送信 FIFO に、メールボックス[60]～[63]は受信 FIFO に設定されます。

送信データはメールボックス[56]に書き込み（メールボックス[56]は送信

FIFO のウィンドウメールボックスです）、受信データはメールボックス[60]

から読み出します（メールボックス[60]は受信 FIFO のウィンドウメールボ

ックスです）。 

表 26.4 にメールボックスの設定を示します。 

0：通常メールボックスモード 

1：FIFO メールボックスモード 

【注】 *1 RBOC ビットはバスオフ状態時に"1"にしてください。 

 *2 "1"にした後自動的に"0"に戻ります。読んだ場合"0"が読めます。 

 *3 BOM、MBM、IDFM、MLM、TPM、TSPS ビットは、CAN リセットモード時に変更してください。 

 *4 CANM、SLPM ビットを変更した場合は、CiSTR レジスタでモードが切り替わることを確認してください。 

モードが切り替わるまで、CANM、SLPM ビットは変更しないでください。 

 *5 SLPM ビットは、CAN リセットモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。SLPM ビットを書き換え

る場合は、本ビットのみ"0"または"1"にしてください。 

 *6 TSRC ビットは CAN オペレーションモード時に"1"にしてください 
 



 26. CAN モジュール 

Rev.1.10 2011.09.16  26-15

  R01UH0030JJ0110 

表 26.4 メールボックスの設定 

メールボックス MBM ビット＝"0" 

（通常メールボックスモード） 

MBM ビット＝"1" 

（FIFO メールボックスモード） 

メールボックス[0]～[55] 通常メールボックス 

メールボックス[56]～[59] 送信 FIFO 

メールボックス[60]～[63] 

通常メールボックス 

受信 FIFO 

【注】 ・ MBM ビットが"1"のときは以下の 1.～5.の点に注意してください。 

 1. 送信 FIFO は CiTFCR レジスタで制御します。メールボックス[56]～[59]の CiMCTLj レジスタは無効です。

CiMCTL56～CiMCTL59 レジスタは使用できません。 

 2. 受信 FIFO は CiRFCR レジスタで制御します。メールボックス[60]～[63]の CiMCTLj レジスタは無効です。

CiMCTL60～CiMCTL63 レジスタは使用できません。 

 3. FIFO 割り込みについては CiMIER1 レジスタを参照してください。 

 4. CiMKIVLR1 レジスタのメールボックス[56]～[63]に対応するビットは無効です。これらのビットには"0"を設定し

てください。 

 5. 送信/受信 FIFO はデータフレーム/リモートフレームを使用可能です。 
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26.3.2 CANi クロック選択レジスタ（CiCLKR）（i=0～3） 
 

CAN3 C3CLKR P4 H'FFFF 9847
CAN2 C2CLKR P4 H'FFFF 8847
CAN1 C1CLKR P4 H'FFFF 7847
CAN0 C0CLKR P4 H'FFFF 6847

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CCLKS

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

6、5 － すべて 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

4 － 0 ？ 0 予約ビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は不定。 

3 － 0 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

2 － 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

1 － 0 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

0 CCLKS 0 R W CAN クロックソース選択ビット*1*2 

CCLKS ビットを"0"にすると、CAN クロックソース（fCAN）は PLL 周波

数シンセサイザから生成された周辺クロック（Pck）が使用されます。 

CCLKS ビットを"1"にすると、CAN クロックソース（fCAN）は PLL 周波

数シンセサイザを使用せず、外部の EXTAL 端子から入力されたメインク

ロックが使用されます。 

0：周辺クロック（Pck） 

1：メインクロック 

【注】 *1 CCLKS ビットは、CAN リセットモード時のみ変更してください。 

 *2 CCLKS ビットを"1"にする場合は、周辺クロック（Pck）の周波数はメインクロックの周波数以上にしてください。 
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26.3.3 CANi ビットコンフィグレーションレジスタ（CiBCR）（i=0～3） 
ビットタイミングの設定については、「26.5 CAN 通信速度の設定」を参照してください。 

CiBCR レジスタは、CAN リセットモードから CAN Halt モードまたは CAN リセットモードから CAN オペ

レーションモードへ遷移する前に設定してください。一度設定すると CAN リセットモードまたは CAN Halt

モードで変更できます。 

CiBCR レジスタは 24 ビットです。32 ビットでアクセスする場合は、CiCLKR レジスタを書き換えないよ

うに注意してください。 
 

CAN3 C3BCR P4 H'FFFF 9844
CAN2 C2BCR P4 H'FFFF 8844
CAN1 C1BCR P4 H'FFFF 7844
CAN0 C0BCR P4 H'FFFF 6844

SJW TSEG2
15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0

31 30 29 28 27 26 25 24

0 0 0 0 0 0 0 0

23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0

BRPTSEG1
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＜リセット後の値：H'000000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～28 TSEG1 すべて 0 R W タイムセグメント 1 制御ビット 

プロパゲーションタイムセグメント（PROP_SEG）とフェーズバッファ

セグメント 1（PHASE_SEG1）の合計長を Time Quantum（Tq）値で指

定します。 

4～16Tq の値が設定可能です。 

0000：設定禁止 

0001：設定禁止 

0010：設定禁止 

0011：4Tq 

0100：5Tq 

0101：6Tq 

0110：7Tq 

0111：8Tq 

1000：9Tq 

1001：10Tq 

1010：11Tq 

1011：12Tq 

1100：13Tq 

1101：14Tq 

1110：15Tq 

1111：16Tq 

27 － 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

26 － 0 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

25～16 BRP すべて 0 R W プリスケーラ分周比選択ビット 

CAN 通信クロック（fCANCLK）の周波数設定に使用します。fCANCLK

の周期が 1Tq となります。設定値 P（0～1023）とすると、ボーレートプ

リスケーラは fCAN を P+1 で分周します。 

15、14 － すべて 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

13、12 SJW すべて 0 R W 再同期ジャンプ幅制御ビット 

再同期ジャンプ幅（Resynchronization Jump Width）を Tq 値で指定しま

す。1～4Tq の値が設定可能です。TSEG2 ビット以下の値を設定してく

ださい。 

00：1Tq 

01：2Tq 

10：3Tq 

11：4Tq 

11 － 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

10～8 TSEG2 すべて 0 R W タイムセグメント 2 制御ビット 

フェーズバッファセグメント 2（PHASE_SEG2）の長さを Tq 値で指定

します。2～8Tq の値が設定可能です。TSEG1 ビットより小さな値を設

定してください。 

000：設定禁止 

001：2Tq 

010：3Tq 

011：4Tq 

100：5Tq 

101：6Tq 

110：7Tq 

111：8Tq 

 



26. CAN モジュール  

Rev.1.10 2011.09.16  26-20   

R01UH0030JJ0110  

26.3.4 CANi マスクレジスタ k（CiMKRk）（i=0～3、k=0～9） 
レジスタ構成は、「26.6 メールボックスとマスクレジスタの構成」を参照してください。 

FIFO メールボックスモードでのマスク機能については、「26.7 アクセプタンスフィルタ機能とマスク機

能」を参照してください。 

なお、CiMKR0～CiMKR9レジスタは、CANリセットモードまたはCAN Haltモード時に変更してください。 
 

CAN3 9 C3MKR9

CAN3 1 C3MKR1
CAN3 0 C3MKR0

P4 H'FFFF 941C

P4 H'FFFF 9434
CAN3 2 C3MKR2 P4 H'FFFF 9400

P4 H'FFFF 9430

CAN1 9 C1MKR9

CAN1 1 C1MKR1
CAN1 0 C1MKR0

P4 H'FFFF 741C

P4 H'FFFF 7434
CAN1 2 C1MKR2 P4 H'FFFF 7400

P4 H'FFFF 7430
CAN0 9 C0MKR9 P4 H'FFFF 641C

CAN0 1 C0MKR1 P4 H'FFFF 6434
CAN0 2 C0MKR2 P4 H'FFFF 6400

CAN0 0 C0MKR0 P4 H'FFFF 6430

CAN2 9 C2MKR9

CAN2 1 C2MKR1
CAN2 0 C2MKR0

P4 H'FFFF 841C

P4 H'FFFF 8434
CAN2 2 C2MKR2 P4 H'FFFF 8400

P4 H'FFFF 8430

31 30 29 28 27 26 25 24
SID

EID

EID
23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～29 － 不定 0 0 リセット後の値は不定です。書き込む場合は"0"を書き込んでください。

"0"を書いた後は"0"が読み出せます。 

28～18 SID 不定 R W 標準 ID ビット 

SIDビットは、CAN標準 IDビットに対応するフィルタマスクビットです。

標準 ID と拡張 ID のメッセージを受信する場合の両方で使用します。 

SID ビットが"0"の場合、対応する SID ビットは、受信した ID とメールボ

ックスの ID を比較しません。 

SID ビットが"1"の場合、対応する SID ビットは、受信した ID とメールボ

ックスの ID を比較します。 

0：対応する SID ビットは比較されない 

1：対応する SID ビットは比較される 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

17～0 EID 不定 R W 拡張 ID ビット 

EIDビットは、CAN拡張 IDビットに対応するフィルタマスクビットです。

拡張 ID のメッセージを受信する場合に使用します。 

EID ビットが"0"の場合、対応する EID ビットは、受信した ID とメールボ

ックスの ID を比較しません。 

EID ビットが"1"の場合、対応する EID ビットは、受信した ID とメールボ

ックスの ID を比較します。 

0：対応する EID ビットは比較されない 

1：対応する EID ビットは比較される 

 

26.3.5 CANi FIFO 受信 ID 比較レジスタ（CiFIDCR0、CiFIDCR1）（i=0～3） 
CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタは、CiCTLR レジスタの MBM ビットが"1"（FIFO メールボックスモード）

のとき有効です。CiMB60～CiMB63 レジスタの EID、SID、RTR、IDE ビットは無効です。 

レジスタ構成は、「26.6 メールボックスとマスクレジスタの構成」を参照してください。 

CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの使用方法については、「26.7 アクセプタンスフィルタ機能とマスク機

能」を参照してください。 

CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタは、CAN リセットモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。 
 

CAN3 FIFO ID 1 C3FIDCR1 P4 H'FFFF 9424
CAN3 FIFO ID 0 C3FIDCR0 P4 H'FFFF 9420
CAN2 FIFO ID 1 C2FIDCR1 P4 H'FFFF 8424
CAN2 FIFO ID 0 C2FIDCR0 P4 H'FFFF 8420
CAN1 FIFO ID 1 C1FIDCR1 P4 H'FFFF 7424
CAN1 FIFO ID 0 C1FIDCR0 P4 H'FFFF 7420
CAN0 FIFO ID 1 C0FIDCR1 P4 H'FFFF 6424
CAN0 FIFO ID 0 C0FIDCR0 P4 H'FFFF 6420

31 30 29 28 27 26 25 24
SIDIDE RTR

EID

EID
23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 IDE 不定 R W ID 拡張ビット*1 

IDE ビットは、標準 ID または拡張 ID の指定された ID フォーマットを設定し

ます。IDE ビットは、CiCTLR レジスタの IDFM ビットが"10"（ミックス ID
モード）のとき有効です。IDFM ビットが"10"のとき、IDE ビットは以下の動

作を指定します。 

• CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの両方の IDE ビットが"0"の場合、標準 ID
フレームのみ受信できます。 

• CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの両方の IDE ビットが"1"の場合、拡張 ID
フレームのみ受信できます。 

• CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの IDE ビットが"0"と"1"のそれぞれ異なる

設定の場合、標準 ID と拡張 ID のフレームの両方を受信できます。 

0：標準 ID 

1：拡張 ID 

30 RTR 不定 R W リモートフレーム要求ビット 

RTR ビットは、データフレームまたはリモートフレームの指定されたフレー

ムフォーマットを設定します。RTR ビットは、以下の動作を指定します。 

• CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの両方の RTR ビットが"0"の場合、データ

フレームのみ受信できます。 

• CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの両方の RTR ビットが"1"の場合、リモー

トフレームのみ受信できます。 

• CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの RTR ビットが"0"と"1"のそれぞれ異なる

設定の場合、データフレームとリモートフレームの両方を受信できます。

0：データフレーム 

1：リモートフレーム 

29 － 不定 0 0 リセット後の値は不定です。書き込む場合は"0"を書き込んでください。 

"0"を書いた後は"0"が読み出せます。 

28～18 SID 不定 R W 標準 ID ビット 

SID ビットはデータフレームとリモートフレームの標準 ID を設定します。 

標準 ID と拡張 ID のメッセージを受信する場合の両方で使用します。 

0：対応する SID ビットは"0" 

1：対応する SID ビットは"1" 

17～0 EID 不定 R W 拡張 ID ビット 

EID ビットはデータフレームとリモートフレームの拡張 ID を設定します。 

拡張 ID のメッセージを受信する場合に使用します。 

0：対応する EID ビットは"0" 

1：対応する EID ビットは"1" 

【注】 *1 IDFM ビットが"10"以外のときは IDE ビットには"0"を書いてください。 
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26.3.6 CANi マスク無効レジスタ（CiMKIVLR0、CiMKIVLR1）（i=0～3） 
CiMKIVLR0 レジスタ、CiMKIVLR1 レジスタには、各メールボックスに対応するビットが含まれます。 

各ビットの対応を以下に示します。 

• CiMKIVLR0レジスタのビット0はメールボックス0（MB0）に対応 

• CiMKIVLR0レジスタのビット31はメールボックス31（MB31）に対応 

• CiMKIVLR1レジスタのビット0はメールボックス32（MB32）に対応 

• CiMKIVLR1レジスタのビット31はメールボックス63（MB63）に対応 

"1"の場合、ビットの番号に対応するメールボックスのアクセプタンスマスクは無効となります。この場合、

メールボックスは受信メッセージの ID と CiMBj レジスタの SID、EID ビットが一致する場合にのみ受信しま

す。 

なお、CiMKIVLR0 レジスタ、CiMKIVLR1 レジスタは、CAN リセットモードまたは CAN Halt モード時に

変更してください。 
 

CAN3 1 C3MKIVLR1 P4 H'FFFF 9428
CAN2 1 C2MKIVLR1 P4 H'FFFF 8428
CAN1 1 C1MKIVLR1 P4 H'FFFF 7428
CAN0 1 C0MKIVLR1 P4 H'FFFF 6428

31 30 29 28 27 26 25 24

MB63 MB62 MB61 MB60 MB59 MB58 MB57 MB56 MB55 MB54 MB53 MB52 MB51 MB50 MB49 MB48

MB47 MB46 MB45 MB44 MB43 MB42 MB41 MB40 MB39 MB38 MB37 MB36 MB35 MB34 MB33 MB32

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 MB63～32 不定 R W ビット 31 はメールボックス 63（MB63）、ビット 0 はメールボックス 32

（MB32）にそれぞれ対応しています。*1 

0：マスク有効 

1：マスク無効 

【注】 *1 FIFO メールボックスモード時はビット 31～ビット 24 を"0"にしてください。 
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CAN3 0 C3MKIVLR0 P4 H'FFFF 9438
CAN2 0 C2MKIVLR0 P4 H'FFFF 8438
CAN1 0 C1MKIVLR0 P4 H'FFFF 7438
CAN0 0 C0MKIVLR0 P4 H'FFFF 6438

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MB31 MB30 MB29 MB28 MB27 MB26 MB25 MB24 MB23 MB22 MB21 MB20 MB19 MB18 MB17 MB16

MB15 MB14 MB13 MB12 MB11 MB10 MB9 MB8 MB7 MB6 MB5 MB4 MB3 MB2 MB1 MB0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 MB31～0 不定 R W ビット 31 はメールボックス 31（MB31）、ビット 0 はメールボックス 0

（MB0）にそれぞれ対応しています。 

0：マスク有効 

1：マスク無効 
 

26.3.7 CANi メールボックスレジスタ j（CiMBj）（i=0～3、j=0～63） 
表 26.5 に CANi メールボックスのメモリ配置、表 26.6 に CAN データフレームの構成を示します。 
CANi メールボックスのリセット後の値は不定です。 
CiMBj レジスタは、関連する CiMCTLj レジスタ（i=0～3、j=0～63）が"H'00"で、かつアボート処理中でな

いときにのみ CiMBj レジスタの設定を変更してください。 
レジスタアドレスの詳細については表 26.5 を参照してください。 
レジスタ構成は、「26.6 メールボックスとマスクレジスタの構成」を参照してください。 

 

表 26.5 CANi メールボックスのメモリ配置（i=0～3） 

アドレス メッセージ内容 

CAN0 CAN1 CAN2 CAN3 メモリ配置 

H'FFFF 6000＋16×j＋0 H'FFFF 7000＋16×j＋0 H'FFFF 8000＋16×j＋0 H'FFFF 9000＋16×j＋0 IDE、RTR、SID10～SID6 

H'FFFF 6000＋16×j＋1 H'FFFF 7000＋16×j＋1 H'FFFF 8000＋16×j＋1 H'FFFF 9000＋16×j＋1 SID5～SID0、EID17、EID16 

H'FFFF 6000＋16×j＋2 H'FFFF 7000＋16×j＋2 H'FFFF 8000＋16×j＋2 H'FFFF 9000＋16×j＋2 EID15～EID8 

H'FFFF 6000＋16×j＋3 H'FFFF 7000＋16×j＋3 H'FFFF 8000＋16×j＋3 H'FFFF 9000＋16×j＋3 EID7～EID0 

H'FFFF 6000＋16×j＋4 H'FFFF 7000＋16×j＋4 H'FFFF 8000＋16×j＋4 H'FFFF 9000＋16×j＋4 － 

H'FFFF 6000＋16×j＋5 H'FFFF 7000＋16×j＋5 H'FFFF 8000＋16×j＋5 H'FFFF 9000＋16×j＋5 データ長コード（DLC） 

H'FFFF 6000＋16×j＋6 H'FFFF 7000＋16×j＋6 H'FFFF 8000＋16×j＋6 H'FFFF 9000＋16×j＋6 データバイト 0 

H'FFFF 6000＋16×j＋7 

： 

H'FFFF 6000＋16×j＋13 

H'FFFF 7000＋16×j＋7 

： 

H'FFFF 7000＋16×j＋13 

H'FFFF 8000＋16×j＋7 

： 

H'FFFF 8000＋16×j＋13 

H'FFFF 9000＋16×j＋7 

： 

H'FFFF 9000＋16×j＋13 

データバイト 1 

： 

データバイト 7 

H'FFFF 6000＋16×j＋14 H'FFFF 7000＋16×j＋14 H'FFFF 8000＋16×j＋14 H'FFFF 9000＋16×j＋14 タイムスタンプ上位バイト 

H'FFFF 6000＋16×j＋15 H'FFFF 7000＋16×j＋15 H'FFFF 8000＋16×j＋15 H'FFFF 9000＋16×j＋15 タイムスタンプ下位バイト 
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表 26.6 CAN データフレームの構成 

SID10～SID6 SID5～SID0 EID17～EID16 EID15～EID8 EID7～EID0 DLC3～DLC0 DATA0 DATA1 ・・・ DATA7

 

各メールボックスの内容は、新しいメッセージを受信しないかぎり、以前の値を保持します。 
 

IDE RTR SID EID

EID

31 30 29 28 27 26 25 24

CAN3 0 63 C3MB0 63

CAN1 0 63 C1MB0 63
CAN2 0 63 C2MB0 63

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

P4 H'FFFF 9000 H'FFFF 93FF
P4 H'FFFF 8000 H'FFFF 83FF
P4 H'FFFF 7000 H'FFFF 73FF

CAN0 0 63 C0MB0 63 P4 H'FFFF 6000 H'FFFF 63FF

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 IDE 不定 R W ID 拡張ビット*1 

IDE ビットは、標準 ID または拡張 ID の ID フォーマットを設定します。IDE

ビットは、CiCTLR レジスタの IDFM ビットが"10"（ミックス ID モード）

のとき有効です。IDFM ビットが"10"のとき、IDE ビットは以下の動作を指

定します。 

• 受信メールボックスは、IDE ビットが指定する ID フォーマットのみ受信

する 

• 送信メールボックスは、IDE ビットが指定する ID フォーマットに応じて

送信を行う 

• 受信 FIFO メールボックスは、CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの IDE ビ

ットが指定する標準 ID と拡張 ID を受信する 

• 送信 FIFO メールボックスは、関連する送信メッセージの IDE ビットで

選択した標準 ID または拡張 ID のメッセージを送信する 

0：標準 ID 

1：拡張 ID 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

30 RTR 不定 R W リモートフレーム要求ビット 

RTR ビットは、データフレームまたはリモートフレームの指定されたフレ

ームフォーマットを設定します。RTR ビットは、以下の動作を指定します。

• 受信メールボックスは、RTR ビットが指定するフォーマットのフレーム

のみ受信する 

• 送信メールボックスは、RTR ビットが指定するフレームフォーマットに

応じて送信を行う 

• 受信 FIFO メールボックスは、CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの RTR

ビットで選択したデータフレーム、リモートフレームまたは両フレーム

を受信する 

• 送信 FIFO メールボックスは、関連する送信メッセージの RTR ビットで

選択したデータフレームまたはリモートフレームを送信する 

0：データフレーム 

1：リモートフレーム 

29 － 不定 0 0 リセット後の値は不定です。書き込む場合は"0"を書き込んでください。 

"0"を書いた後は"0"が読み出せます。 

28～18 SID 不定 R W 標準 ID ビット 

SID ビットはデータフレームとリモートフレームの標準 ID を設定します。

標準 ID と拡張 ID のメッセージを送受信する場合の両方で使用します。 

0：対応する SID ビットは"0" 

1：対応する SID ビットは"1" 

17～0 EID 不定 R W 拡張 ID ビット*2 

EID ビットはデータフレームとリモートフレームの拡張 ID を設定します。

拡張 ID のメッセージを送受信する場合に使用します。 

0：対応する EID ビットは"0" 

1：対応する EID ビットは"1" 

【注】 *1 IDFM ビットが"10"以外のときには IDE ビットに"0"を書いてください。 

 *2 メールボックスが標準 ID のメッセージを受信すると、メールボックスの EID ビットの値は不定になります。 

 ・レジスタ構成は、「26.6 メールボックスとマスクレジスタの構成」を参照してください。 
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DLC
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CAN3 0 63 C3MB0 63

CAN1 0 63 C1MB0 63
CAN2 0 63 C2MB0 63

P4 H'FFFF 9000 H'FFFF 93FF
P4 H'FFFF 8000 H'FFFF 83FF
P4 H'FFFF 7000 H'FFFF 73FF

CAN0 0 63 C0MB0 63 P4 H'FFFF 6000 H'FFFF 63FF

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～4 － 不定 0 0 リセット後の値は不定です。書き込む場合は"0"を書き込んでください。 

"0"を書いた後は"0"が読み出せます。 

3～0 DLC 不定 R W データ長コードビット*1 

DLC はデータフレームで送信するデータのバイト数を設定します。リモー

トフレームを使用してデータを要求する場合、要求するデータのバイト数

を設定します。 

データフレームを受信した場合、受信したデータのバイト数が格納されま

す。リモートフレームを受信した場合、要求されたデータのバイト数が格

納されます。 

0000：データ長 0 バイト 

0001：データ長 1 バイト 

0010：データ長 2 バイト 

0011：データ長 3 バイト 

0100：データ長 4 バイト 

0101：データ長 5 バイト 

0110：データ長 6 バイト 

0111：データ長 7 バイト 

1xxx：データ長 8 バイト 

【記号説明】x：任意の値です。 

【注】 *1 メールボックスが 8 より小さい DLC のメッセージを受信すると、メールボックスの DLC より大きい DATA は不定

になります。 
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DATA0
7 6 5 4 3 2 1 0

DATA1

DATA2

DATA3

DATA7

CAN3 0 63 C3MB0 63

CAN1 0 63 C1MB0 63
CAN2 0 63 C2MB0 63

P4 H'FFFF 9000 H'FFFF 93FF
P4 H'FFFF 8000 H'FFFF 83FF
P4 H'FFFF 7000 H'FFFF 73FF

CAN0 0 63 C0MB0 63 P4 H'FFFF 6000 H'FFFF 63FF

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 DATA0～7 不定 R W データバイト 0～7*1*2 

DATA0～7 は送信または受信した CAN メッセージデータを格納します。

DATA0 から、送信または受信されます。CAN バス上のビットオーダは、

MSB ファーストでビット 7 から送信または受信されます。 

【注】 *1 メールボックスが 8 バイトよりも少ない n バイトのメッセージを受信すると、メールボックスのDATAn～DATA7

の値は不定になります。 

 *2 メールボックスがリモートフレームを受信した場合、メールボックスの DATA0～DATA7 は以前の値が保持され

ます。 
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TSH TSL
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CAN3 0 63 C3MB0 63

CAN1 0 63 C1MB0 63
CAN2 0 63 C2MB0 63

P4 H'FFFF 9000 H'FFFF 93FF
P4 H'FFFF 8000 H'FFFF 83FF
P4 H'FFFF 7000 H'FFFF 73FF

CAN0 0 63 C0MB0 63 P4 H'FFFF 6000 H'FFFF 63FF

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 TSH 不定 R W タイムスタンプ上位バイト 

TSH と TSL は受信メッセージがメールボックスに取り込まれたときのタ

イムスタンプカウンタ値を格納します。 

7～0 TSL 不定 R W タイムスタンプ下位バイト 

TSH と TSL は受信メッセージがメールボックスに取り込まれたときのタ

イムスタンプカウンタ値を格納します。 
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26.3.8 CANi メールボックス割り込み許可レジスタ（CiMIER0、CiMIER1）（i=0～3） 
メールボックスは個別に割り込み許可を設定できます。 

通常メールボックスモード（すべてのビット）と FIFO メールボックスモード（CiMIER1 レジスタのビッ

ト 23～0、CiMIER0 レジスタのビットすべて）では、それぞれのビットは各メールボックスに対応します。

これらのビットは、対応するメールボックスの送信完了/受信完了割り込みを許可/禁止します。 

• CiMIER0レジスタのビット0はメールボックス0（MB0）に対応 

• CiMIER0レジスタのビット31はメールボックス31（MB31）に対応 

• CiMIER1レジスタのビット0はメールボックス32（MB32）に対応 

• CiMIER1レジスタのビット31はメールボックス63（MB63）に対応 

FIFO メールボックスモードの CiMIER1 レジスタのビット 29、28、25、24 は送信/受信 FIFO 割り込みの許

可/禁止と割り込み要求が発生するタイミングを指定します。 

CiMIER0 および CiMIER1 レジスタは、関連する CiMCTLj レジスタ（j=0～63）が"H'00"で、対応するメー

ルボックスが送受信アボートの処理をしていないときにのみ変更してください。また、FIFO 動作モード時は、

CiTFCR レジスタの TFE ビットが"0"で TFEST ビットが"1"、CiRFCR レジスタの RFE ビットが"0"で RFEST

ビットが"1"のときのみ、関連する FIFO の CiMIER1 レジスタのビットを変更してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CAN3 1 C3MIER1 P4 H'FFFF 942C
CAN2 1 C2MIER1 P4 H'FFFF 842C
CAN1 1 C1MIER1 P4 H'FFFF 742C
CAN0 1 C0MIER1 P4 H'FFFF 642C

MB63 MB62 MB61 MB60 MB59 MB58 MB57 MB56 MB55 MB54 MB53 MB52 MB51 MB50 MB49 MB48

MB47 MB46 MB45 MB44 MB43 MB42 MB41 MB40 MB39 MB38 MB37 MB36 MB35 MB34 MB33 MB32

 
 

• 通常メールボックスモード 
＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 MB63～32 不定 R W 割り込み許可ビット 

ビット 31 はメールボックス 63（MB63）、ビット 0 はメールボックス 32

（MB32）にそれぞれ対応しています。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 
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• FIFOメールボックスモード（CiMIER1のみ） 
＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31、30 MB63、62 不定 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

29 MB61 不定 R W 受信 FIFO 割り込み発生タイミング制御ビット*1 

受信 FIFO 割り込み要求は、 

0：毎回の受信完了後発生 

1：受信完了により受信 FIFO がバッファワーニングになったとき発生 

28 MB60 不定 R W 受信 FIFO 割り込み許可ビット 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

27、26 MB59、58 不定 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

25 MB57 不定 R W 送信 FIFO 割り込み発生タイミング制御ビット 

送信 FIFO 割り込み要求は、 

0：毎回の送信完了後発生 

1：送信完了により送信 FIFO が空き状態になったとき発生 

24 MB56 不定 R W 送信 FIFO 割り込み許可ビット 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

23～0 MB55～32 不定 R W 割り込み許可ビット 

ビット 23 はメールボックス 55（MB55）、ビット 0 はメールボックス 32

（MB32）にそれぞれ対応しています。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

【注】 *1 受信 FIFO がフルからバッファワーニングとなった場合、割り込み要求は発生しません。なお、バッファワーニン

グとは、受信 FIFO に 3 つ目のメッセージが格納された状態です。 
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31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CAN3 0 C3MIER0 P4 H'FFFF 943C
CAN2 0 C2MIER0 P4 H'FFFF 843C
CAN1 0 C1MIER0 P4 H'FFFF 743C
CAN0 0 C0MIER0 P4 H'FFFF 643C

MB31 MB30 MB29 MB28 MB27 MB26 MB25 MB24 MB23 MB22 MB21 MB20 MB19 MB18 MB17 MB16

MB15 MB14 MB13 MB12 MB11 MB10 MB9 MB8 MB7 MB6 MB5 MB4 MB3 MB2 MB1 MB0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 MB31～0 不定 R W 割り込み許可ビット 

ビット 31 はメールボックス 31（MB31）、ビット 0 はメールボックス 0

（MB0）にそれぞれ対応しています。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

 



 26. CAN モジュール 

Rev.1.10 2011.09.16  26-33

  R01UH0030JJ0110 

26.3.9 CANi メッセージ制御レジスタ j（CiMCTLj）（i=0～3、j=0～63） 
CiMCTLj レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。 
FIFO メールボックスモードでは、CiMCTL56～CiMCTL63 レジスタは使用しないでください。 

 

TRM 
REQ

REC 
REQ

ONE 
SHOT

TRM 
ABT

TRM 
ACTIVE

SENT 
DATA

7 6 5 4 3 2 1 0

TRMREQ "1" RECREQ "0"

TRMREQ "0" RECREQ "1"

CiMCTL32 CiMCTL63

0 0 0

CiMCTL0 CiMCTL31

0 0 0 0 0

TRM 
REQ

REC 
REQ

ONE 
SHOT

MSG 
LOST

INVAL 
DATA

NEW 
DATA

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

REC 
REQ

MSG 
LOST

INVAL 
DATA

NEW 
DATA

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 0 63 C3MCTL0 C3MCTL63 P4 H'FFFF 9800 H'FFFF 983F
CAN2 0 63 C2MCTL0 C2MCTL63 P4 H'FFFF 8800 H'FFFF 883F
CAN1 0 63 C1MCTL0 C1MCTL63 P4 H'FFFF 7800 H'FFFF 783F
CAN0 0 63 C0MCTL0 C0MCTL63 P4 H'FFFF 6800 H'FFFF 683F

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

TRMREQ 0 R W 送信メールボックス設定ビット*2*4 

TRMREQ ビットは表 26.11 に示す送信モードを選択します。 

TRMREQ ビットを"1"にすると、対応するメールボックスはデータフレーム

またはリモートフレームの送信に設定されます。 

TRMREQ ビットを"0"にすると、対応するメールボックスはデータフレーム

またはリモートフレームの送信に設定されません。 

送信要求をキャンセルするために、TRMREQ ビットを"1"から"0"に変更す

ると、TRMABT ビットまたは SENTDATA ビットが"1"になります。

TRMREQ ビットを"1"にする場合は、RECREQ ビットを"1"にしないでくだ

さい。メールボックスの設定を受信から送信に変更する場合は、送信に変

更する前に、まず受信をアボートし、そしてNEWDATAビットとMSGLOST

ビットを"0"にしてください。 

0：送信メールボックスに設定しない 

1：送信メールボックスに設定する 

7 

－ 0 0 0 空きビット（CiMCTL0～CiMCTL31 レジスタ） 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

6 RECREQ 0 R W 受信メールボックス設定ビット*2*4*5 

RECREQ ビットは表 26.11 に示す受信モードを選択します。 

RECREQ ビットを"1"にすると、対応するメールボックスはデータフレーム

またはリモートフレームの受信に設定されます。 

RECREQ ビットを"0"にすると、対応するメールボックスはデータフレーム

またはリモートフレームの受信に設定されません。 

以下の期間は、ハードウェアプロテクトがかかり、RECREQ ビットはプロ

グラムで"0"を書いても"0"になりません。 

• ハードウェアプロテクトの開始 

アクセプタンスフィルタ処理の開始（CRC フィールドの始まり） 

• ハードウェアプロテクトの解除 

－メッセージの受信に指定されたメールボックスは、受信メッセージが

メールボックスに格納された後、または CAN バスエラーが発生した後

（すなわち、ハードウェアプロテクトの最大期間は CRC フィールドの

始まりから EOF の 7 番目のビットの終わりまで） 

－その他のメールボックスは、アクセプタンスフィルタ処理後 

－受信するメールボックスがない場合は、アクセプタンスフィルタ処理

後 

RECREQ ビットを"1"にする場合は、TRMREQ ビットを"1"にしないでくだ

さい。メールボックスの設定を送信から受信に変更する場合は、受信に変

更する前に、まず送信をアボートし、そして SENTDATA ビットと TRMABT

ビットを"0"にしてください。 

0：受信メールボックスに設定しない 

1：受信メールボックスに設定する 

5 － 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

ONESHOT 0 R W ワンショット許可ビット*3 

ONESHOT ビットは受信モードと送信モードの 2 つの使い方があります。

• ワンショット受信モード 

受信モード（RECREQ ビットが"1"、TRMREQ ビットが"0"）のとき

ONESHOT ビットを"1"にすると、メールボックスはメッセージを 1 回の

み受信します（メッセージを 1 回受信完了した後は受信メールボックス

として動作しません）。NEWDATA および INVALDATA ビットの動作は、

通常の受信モードと同じです。このモードでは、MSGLOST ビットは"1"

にはなりません。ONESHOT ビットを"0"にする場合、RECREQ ビット

へ"0"を書いた後、RECREQ ビットが"0"になることを確認してから行っ

てください。 

• ワンショット送信モード 

送信モード（RECREQ ビットが"0"、TRMREQ ビットが"1"）のとき

ONESHOT ビットを"1"にすると、CAN モジュールはメッセージを 1 回

のみ送信します（CAN バスエラーまたは CAN バスアービトレーション

ロストの場合でも、メッセージの再送信を行いません）。送信が完了し

た場合、SENTDATAビットが"1"になります。CANバスエラーまたはCAN

バスアービトレーションロストによって送信が完了しない場合は、

TRMABT ビットが"1"になります。ONESHOT ビットを"0"にする場合は、

SENTDATA ビットが"1"または TRMABT ビットが"1"になった後に行っ

てください。 

0：ワンショット受信またはワンショット送信禁止 

1：ワンショット受信またはワンショット送信許可 

4 

－ 0 0 0 空きビット（CiMCTL0～CiMCTL31 レジスタ） 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

3 － 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

TRMABT 0 R W 送信アボート完了フラグ（送信メールボックス設定時有効）*1*2 

TRMABT ビットは、次の場合、"1"（送信アボート完了）になります。 

• 送信アボート要求に続いて、送信を開始する前に送信アボートが完了す

る 

• 送信アボート要求に続いて、CAN モジュールが CAN バスアービトレー

ションロストまたは CAN バスエラーを検出した場合 

• ワンショット送信モード（RECREQ ビットが"0"、TRMREQ ビットが"1"、

ONESHOT ビットが"1"）で、CAN モジュールが CAN バスアービトレー

ションロストまたは CAN バスエラーを検出した場合 

TRMABT ビットは、データ送信が完了しても"1"にはなりません。データ送

信が完了した場合は SENTDATA ビットが"1"になります。TRMABT ビット

は、プログラムで"0"を書くと"0"になります。 

0：送信が開始された、または送信アボートが送信完了により失敗、また

は送信アボートが要求されていない 

1：送信アボート完了 

2 

MSGLOST 0 R W メッセージロストフラグ（受信メールボックス設定時有効）*1*2 

MSGLOST ビットは、NEWDATA ビットが"1"の間、メールボックスが新し

い受信メッセージによってメッセージが上書きされたり破棄された場合、

"1"になります。EOF の 6 番目のビットの終わりで"1"になります。

MSGLOST ビットは、プログラムで"0"を書くと"0"になります。 

オーバライトモードとオーバランモードの両方において、EOF の 6 番目の

ビットに続く周辺クロック（Pck）の 5 サイクルの間は、MSGLOST ビット

はプログラムで"0"を書いても"0"になりません。 

0：メッセージはオーバライトまたはオーバランされていない 

1：メッセージはオーバライトまたはオーバランされた 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

TRMACTIVE 0 R 0 送信中ステータスビット（送信メールボックス設定時有効） 

TRMACTIVE ビットは、CAN モジュールから対応するメールボックスのメ

ッセージ送信を開始すると"1"になります。TRMACTIVE ビットは、CAN モ

ジュールが CAN バスアービトレーションに負けるか、CAN バスエラーが

起こるか、またはデータ送信が完了すると"0"になります。 

0：送信待機中または送信要求なし 

1：送信要求の取り込みから、送信完了、エラー発生、またはアービトレ

ーションロスト発生まで 

1 

INVALDATA 0 R 0 受信中ステータスビット（受信メールボックス設定時有効） 

INVALDATA ビットは、メッセージの受信完了後、受信したメッセージをメ

ールボックスに更新中に"1"になります。INVALDATA ビットは、メッセー

ジの格納完了時点で"0"になります。INVALDATA ビットが"1"の間にメール

ボックスを読んだ場合、データは不定値になります。 

0：メッセージは有効 

1：メッセージを更新中 

SENTDATA 0 R W 送信完了フラグ（送信メールボックス設定時有効）*1*2 

SENTDATA ビットは、対応するメールボックスからのデータ送信が完了す

ると"1"になります。SENTDATA ビットは、プログラムで"0"を書くと"0"に

なります。 

SENTDATA ビットを"0"にする場合は、TRMREQ ビットを"0"にしてから

SENTDATA ビットを"0"にしてください。SENTDATA ビットと TRMREQ

ビットは同時に"0"になりません。メールボックスから新しいメッセージを

送信するには、SENTDATA ビットを"0"にしてください。 

0：送信が終了していない 

1：送信完了 

0 

NEWDATA 0 R W 受信完了フラグ（受信メールボックス設定時有効）*1*2 

NEWDATA ビットは、メールボックスに新しいメッセージを格納中または

格納が完了したときに"1"になります。"1"になるタイミングは、INVALDATA

ビットと同時です。NEWDATA ビットは、プログラムで"0"を書くと"0"にな

ります。関連する INVALDATA ビットが"1"の間は、NEWDATA ビットはプ

ログラムで"0"を書いても"0"になりません。 

0：データが受信されていない、または NEWDATA ビットに"0"を書いた

場合 

1：新しいメッセージをメールボックスに格納中または格納された 

【注】 *1 "0"のみ書けます（"1"を書いても変化しません）。 

 *2 NEWDATA、SENTDATA、MSGLOST、TRMABT、RECREQ、および TRMREQ ビットにプログラムで"0"を書

く場合は、MOV 命令を使用し、"0"にしたいビットを"0"、そうでないビットを"1"にしてください。 

 *3 ワンショット受信モードに移行するときは、RECREQ ビットを"1"にするのと同時に、ONESHOT ビットに"1"

を書いてください。ワンショット受信モードを解除するときは、RECREQ ビットに"0"を書いた後、RECREQ ビ
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ットが"0"になったのを確認してから ONESHOT ビットに"0"を書いてください。ワンショット送信モードに移行

するときは、TRMREQ ビットを"1"にするのと同時に、ONESHOT ビットに"1"を書いてください。ワンショット

送信モードを解除するときは、メッセージが送信されたか中止された後に ONESHOT ビットに"0"を書いてくだ

さい。 

 *4 RECREQ ビットと TRMREQ ビットの両方を"1"にしないでください。 

 *5 RECREQ ビットを"0"にするときには、NEWDATA、MSGLOST ビットと RECREQ ビットは同時に"0"にしてく

ださい。 
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26.3.10 CANi 受信 FIFO 制御レジスタ（CiRFCR）（i=0～3） 
CiRFCR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。 

 

RFEST RFWST RFFST RFMLF RFUST RFE

7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 FIFO C3RFCR P4 H'FFFF 9848
CAN2 FIFO C2RFCR P4 H'FFFF 8848
CAN1 FIFO C1RFCR P4 H'FFFF 7848
CAN0 FIFO C0RFCR P4 H'FFFF 6848

 
 

＜リセット後の値：H'80＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 RFEST 1 R 0 受信 FIFO 空ステータスフラグ 

受信 FIFO 内の未読メッセージがなくなると、RFEST ビットは"1"（受信

FIFO に未読メッセージなし）になります。RFE ビットを"0"にすると、

RFEST ビットは"1"になります。受信 FIFO 内の未読メッセージ数が 1 件

以上になると、RFEST ビットは"0"（受信 FIFO に未読メッセージあり）

になります。 

0：受信 FIFO に未読メッセージあり 

1：受信 FIFO に未読メッセージなし 

6 RFWST 0 R 0 受信 FIFO バッファワーニングステータスフラグ 

受信 FIFO 内の未読メッセージが 3 件になると、RFWST ビットは"1"（受

信 FIFO はバッファワーニング）になります。受信 FIFO 内の未読メッセ

ージの数が 3 未満または 4 件になると、RFWST ビットは"0"（受信 FIFO

はバッファワーニングではない）になります。RFE ビットを"0"にすると、

RFWST ビットは"0"になります。 

0：受信 FIFO はバッファワーニングではない 

1：受信 FIFO はバッファワーニング（未読メッセージ 3 件） 

5 RFFST 0 R 0 受信 FIFO フルステータスフラグ 

受信 FIFO 内の未読メッセージが 4 件になると、RFFST ビットは"1"（受

信 FIFO はフル）になります。受信 FIFO 内の未読メッセージが 4 件未満

になると、RFFST ビットは"0"（受信 FIFO はフルではない）になります。

RFE ビットを"0"にすると、RFFST ビットは"0"になります。 

0：受信 FIFO はフルではない 

1：受信 FIFO はフル（未読メッセージ 4 件） 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 RFMLF 0 R 0 受信 FIFO メッセージロストフラグ 

受信 FIFO がフルのときに新しいメッセージを受信すると、RFMLF ビット

は"1"（受信 FIFO メッセージロスト発生）になります。"1"になるタイミン

グは、EOF の 6 番目のビットの終わりです。 

RFMLF ビットはプログラムで"0"を書くと"0"になります。"1"を書いても変

化しません。オーバランモードとオーバライトモードのどちらも、受信FIFO

がフルでメッセージの受信が決定している場合、ハードウェアのプロテク

トにより EOF の 6 番目のビットに続く周辺クロック（Pck）の 5 サイクル

の間は、RFMLF ビットはプログラムで"0"（受信 FIFO メッセージロスト未

発生）になりません。 

0：受信 FIFO メッセージロスト未発生 

1：受信 FIFO メッセージロスト発生 

3～1 RFUST すべて 0 R 0 受信 FIFO 未読メッセージ数ステータスフラグ 

RFUST ビットは、受信 FIFO 内の未読メッセージの数を示します。 

RFE ビットを"0"にすると、RFUST ビットの値は"000"に初期化されます。

000：未読メッセージなし 

001：未読メッセージ 1 件あり 

010：未読メッセージ 2 件あり 

011：未読メッセージ 3 件あり 

100：未読メッセージ 4 件あり 

101：予約ビット 

110：予約ビット 

111：予約ビット 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 RFE 0 R W 受信 FIFO 許可ビット 

RFE ビットを"1"にすると、受信 FIFO が受信許可になります。 

RFE ビットを"0"にすると、受信 FIFO は受信禁止になり、空状態（RFEST

ビットが"1"）になります。RFMLF ビットと同時に RFE ビットに"0"を書い

てください。 

通常メールボックスモード（CiCTLR レジスタの MBM ビットが"0"）では

RFE ビットを"1"にしないでください。以下の期間はハードウェアプロテク

トがかかり、RFE ビットはプログラムで"0"を書いても"0"にできません。

• ハードウェアプロテクトの開始 

－アクセプタンスフィルタ処理の開始（CRC フィールドの始まり） 

• ハードウェアプロテクトの解除 

－メッセージの受信に受信 FIFO が指定された場合は、受信メッセージ

が受信 FIFO に格納された後、または CAN バスエラーが発生した後（す

なわち、ハードウェアプロテクトの最大期間は CRC フィールドの始ま

りから EOF の 7 番目のビットの終わりまで） 

－受信 FIFO が指定されない場合は、アクセプタンスフィルタ処理後 

0：受信 FIFO 禁止 

1：受信 FIFO 許可 
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図 26.2 に受信 FIFO メールボックスの動作を示します。 

CAN

RFEST

RFWST

RFFST

CANi FIFO

CiRFPCR

FIFO

RFEST RFWST RFFST CiRFCR

CANi FIFO

CiMIER1 29 28="01"

CiMIER1 29 28="11"
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3

4

1 2 3 4

1 2 3 4

 

図 26.2 受信 FIFO メールボックスの動作(CiMIER1 レジスタのビット 29、28 が"01"または"11") (i＝0～3) 
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26.3.11 CANi 受信 FIFO ポインタ制御レジスタ（CiRFPCR）（i=0～3） 
受信 FIFO が空状態でないとき、受信 FIFO の CPU 側ポインタを次のメールボックスに移動させるために

は、CiRFPCR レジスタにプログラムで"H'FF"を書いてください。 

CiRFCR レジスタの RFE ビットが"0"（受信 FIFO 禁止）のときは、CiRFPCR レジスタに書かないでくださ

い。受信オーバライトモードで RFFST ビットが"1"（受信 FIFO はフル）のときに新しいメッセージが受信さ

れると、CAN 側ポインタと CPU 側ポインタの両方が移動します。この状態で、RFMLF ビットが"1"のとき、

プログラムで CiRFPCR レジスタに書き込んでも CPU 側ポインタは移動しません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

CAN3 FIFO C3RFPCR P4 H'FFFF 9849
CAN2 FIFO C2RFPCR P4 H'FFFF 8849
CAN1 FIFO C1RFPCR P4 H'FFFF 7849
CAN0 FIFO C0RFPCR P4 H'FFFF 6849

CiRFPCR

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 CiRFPCR 不定 R W CiRFPCR レジスタに"H'FF"を書き込むと、受信 FIFO の CPU 側ポインタ

が移動 
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26.3.12 CANi 送信 FIFO 制御レジスタ（CiTFCR）（i=0～3） 
CiTFCR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。 

 

TFEST TFFST TFUST TFE

7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 FIFO C3TFCR P4 H'FFFF 984A
CAN2 FIFO C2TFCR P4 H'FFFF 884A
CAN1 FIFO C1TFCR P4 H'FFFF 784A
CAN0 FIFO C0TFCR P4 H'FFFF 684A

 
 

＜リセット後の値：H'80＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 TFEST 1 R 0 送信 FIFO 空ステータスビット 

送信 FIFO 内の未送信メッセージがなくなると、TFEST ビットは"1"（送信

FIFO にメッセージなし）になります。送信 FIFO の送信アボートが完了する

と、TFEST ビットは"1"になります。送信 FIFO 内の未送信メッセージの数が

1 件以上になると、TFEST ビットは"0"（送信 FIFO にメッセージあり）にな

ります。 

0：送信 FIFO に未送信メッセージあり 

1：送信 FIFO に未送信メッセージなし 

6 TFFST 0 R 0 送信 FIFO フルステータスビット 

送信 FIFO 内の未送信メッセージの数が 4 件になると、TFFST ビットは"1"

（送信 FIFO はフル）になります。送信 FIFO 内の未送信メッセージの数が 4

未満になると、TFFST ビットは"0"（送信 FIFO はフルではない）になります。

送信 FIFO の送信アボートが完了すると、TFFST ビットは"0"になります。

0：送信 FIFO はフルではない 

1：送信 FIFO はフル（未送信 4 件） 

5 － 0 ? 0 予約ビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は不定。 

4 － 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3～1 TFUST すべて 0 R 0 送信 FIFO 未送信メッセージ数ステータスビット 

TFUST ビットは、送信 FIFO 内の未送信メッセージの数を表示します。 

TFE ビットを"0"にした後、送信アボート完了または送信完了すると、"000"

になります。 

000：未送信メッセージなし 

001：未送信メッセージ 1 件 

010：未送信メッセージ 2 件 

011：未送信メッセージ 3 件 

100：未送信メッセージ 4 件 

101：予約ビット 

110：予約ビット 

111：予約ビット 

0 TFE 0 R W 送信 FIFO 許可ビット 

TFE ビットを"1"にすると、送信 FIFO が送信許可になります。 

TFE ビットを"0"にすると、送信 FIFO は空状態（TFEST ビットが"1"）にな

り、次のように送信 FIFO からの未送信メッセージが失われます。 

• 送信 FIFO からの次の送信予定がなく、また送信中でもないとき、空状態

になります。 

• 送信 FIFO からの次の送信予定があるかまたはすでに送信中の場合、送信

完了、CAN バスエラー、アービトレーションロスト、または CAN Halt

モードへの遷移に続いて空状態になります。 

TFE ビットを再度"1"にする前に、TFEST ビットが"1"になっているか確認し

てください。TFE ビットを"1"にした後、送信データを CiMB56 レジスタに

書いてください。 

通常メールボックスモード（CiCTLR レジスタの MBM ビットが"0"）では、

TFE ビットを"1"にしないでください。 

0：送信 FIFO 禁止 

1：送信 FIFO 許可 
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図 26.3 に送信 FIFO メールボックスの動作を示します。 
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図 26.3 送信 FIFO メールボックスの動作（CiMIER1 レジスタのビット 25、24 が"01"または"11"）（i=0～3） 
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26.3.13 CANi 送信 FIFO ポインタ制御レジスタ（CiTFPCR）（i=0～3） 
送信 FIFO がフルでないとき、送信 FIFO の CPU 側ポインタを次のメールボックスに移動させるためには、

CiTFPCR レジスタにプログラムで"H'FF"を書いてください。 

CiTFCR レジスタの TFE ビットが"0"（送信 FIFO 禁止）のときは、CiTFPCR レジスタに書かないでくださ

い。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

CAN3 FIFO C3TFPCR P4 H'FFFF 984B
CAN2 FIFO C2TFPCR P4 H'FFFF 884B
CAN1 FIFO C1TFPCR P4 H'FFFF 784B
CAN0 FIFO C0TFPCR P4 H'FFFF 684B

CiTFPCR

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

7～0 CiTFPCR 不定 R W CiTFPCR レジスタに"H'FF"を書き込むと、CPU 側の送信 FIFO ポインタ

が移動します。 
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26.3.14 CANi ステータスレジスタ（CiSTR）（i=0～3） 
 

EST TABST FMLST NMLST TFST RFST SDST NDSTRECST TRMST BOST EPST SLPST HLTST RSTST

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 1 0 1

CAN3 C3STR P4 H'FFFF 9842
CAN2 C2STR P4 H'FFFF 8842
CAN1 C1STR P4 H'FFFF 7842
CAN0 C0STR P4 H'FFFF 6842

 
 

＜リセット後の値：H'0500＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 － 0 0 N 空きビット 

読んだ場合、その値は"0"。 

14 RECST 0 R N 受信ステータスフラグ（receiver） 

CAN モジュールが受信ノードになると RECST ビットは"1"になります。送信

ノードかバスアイドル状態になると RECST ビットは"0"になります。 

0：バスアイドルまたは送信中 

1：受信中 

13 TRMST 0 R N 送信ステータスフラグ（transmitter） 

CAN モジュールが送信ノードかバスオフ状態になると TRMST ビットは"1"

になります。受信ノードかバスアイドル状態になると TRMST ビットは"0"に

なります。 

0：バスアイドルまたは受信中 

1：送信中またはバスオフ状態 

12 BOST 0 R N バスオフステータスフラグ 

CiTECR レジスタの値が 255 を超えて CAN モジュールがバスオフ状態（TEC

≧256）になると、BOST ビットは"1"になります。バスオフ状態以外になる

と、BOST ビットは"0"になります。 

0：バスオフ状態ではない 

1：バスオフ状態 

11 EPST 0 R N エラーパッシブステータスフラグ 

CiTECR または CiRECR レジスタの値が 127 を超えて、CAN モジュールが

エラーパッシブ状態（128≦TEC＜256 または 128≦REC＜256）になると、

EPST ビットは"1"になります。エラーパッシブ状態以外になると、EPST ビ

ットは"0"になります。 

TEC は送信エラーカウンタ（CiTECR レジスタ）、REC は受信エラーカウン

タ（CiRECR レジスタ）の値です。 

0：エラーパッシブ状態ではない 

1：エラーパッシブ状態 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10 SLPST 1 R N CAN スリープステータスフラグ 

SLPST ビットは、CAN スリープモードになると"1"になります。CAN スリー

プモード以外になると"0"になります。 

0：CAN スリープモードではない 

1：CAN スリープモード 

9 HLTST 0 R N CAN Halt ステータスフラグ 

HLTST ビットは、CAN Halt モードになると"1"になります。CAN Halt モード

以外になると"0"になります。CAN Halt モードから CAN スリープモードに遷

移しても、HLTST ビットは"1"のままです。 

0：CAN Halt モードではない 

1：CAN Halt モード 

8 RSTST 1 R N CAN リセットステータスフラグ 

RSTST ビットは、CAN リセットモードになると"1"になります。CAN リセッ

トモード以外になると"0"になります。CAN リセットモードから CAN スリー

プモードに遷移しても、RSTST ビットは"1"のままです。 

0：CAN リセットモードではない 

1：CAN リセットモード 

7 EST 0 R N エラーステータスフラグ 

CiEIFR レジスタで一つでもエラーが検出されると、CiEIER レジスタの値と

は無関係に EST ビットは"1"になります。CiEIFR レジスタで一つもエラーが

検出されない場合は、EST ビットは"0"になります。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

6 TABST 0 R N 送信アボートステータスフラグ 

CiMCTLj レジスタの TRMABT ビットが一つでも"1"になると、CiMIER レジ

スタの値とは無関係に TABST ビットは"1"になります。TRMABT ビットがす

べて"0"になると、TABST ビットは"0"になります。 

0：TRMABT ビットが"1"のメールボックスなし 

1：TRMABT ビットが"1"のメールボックスあり 

5 FMLST 0 R N FIFO メッセージロストステータスフラグ 

CiRFCR レジスタの RFMLF ビットが"1"になると、CiMIER レジスタの値と

は無関係に FMLST ビットは"1"になります。RFMLF ビットが"0"のとき、

FMLST ビットは"0"になります。 

0：RFMLF ビットが"0" 

1：RFMLF ビットが"1" 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 NMLST 0 R N 通常メッセージロストステータスフラグ 

CiMCTLj レジスタの MSGLOST ビットが一つでも"1"になると、CiMIER レジ

スタの値とは無関係に NMLST ビットは"1"になります。MSGLOST ビットが

すべて"0"になると、NMLST ビットは"0"になります。 

0：MSGLOST ビットが"1"のメールボックスなし 

1：MSGLOST ビットが"1"のメールボックスあり 

3 TFST 0 R N 送信 FIFO ステータスフラグ 

TFST ビットは、送信 FIFO がフル以外になると"1"になります。送信 FIFO が

フルか通常メールボックスモードになると"0"になります。 

0：送信 FIFO はフル 

1：送信 FIFO はフルではない 

2 RFST 0 R N 受信 FIFO ステータスフラグ 

RFST ビットは、受信 FIFO が空状態以外になると"1"になります。受信 FIFO

が空状態か通常メールボックスモードになると"0"になります。 

0：受信 FIFO にメッセージなし（空） 

1：受信 FIFO にメッセージあり 

1 SDST 0 R N SENTDATA ステータスフラグ 

CiMCTLj（j=32～63）レジスタの SENTDATA ビットが一つでも"1"になると、

CiMIER レジスタの値とは無関係に SDST ビットは"1"になります。

SENTDATA ビットがすべて"0"になると、SDST ビットは"0"になります。 

0：SENTDATA ビットが"1"のメールボックスなし 

1：SENTDATA ビットが"1"のメールボックスあり 

0 NDST 0 R N NEWDATA ステータスビット 

CiMCTLj（j=0～63）レジスタの NEWDATA ビットが一つでも"1"になると、

CiMIER レジスタの値とは無関係に NDST ビットは"1"になります。

NEWDATA ビットがすべて"0"になると、NDST ビットは"0"になります。 

0：NEWDATA ビットが"1"のメールボックスなし 

1：NEWDATA ビットが"1"のメールボックスあり 
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26.3.15 CANi メールボックスサーチモードレジスタ（CiMSMR）（i=0～3） 
CiMSMR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。 

 

MBSM

7 6 5 4 3 2 1 0

0 00 00 00 0

CAN3 C3MSMR P4 H'FFFF 9853
CAN2 C2MSMR P4 H'FFFF 8853
CAN1 C1MSMR P4 H'FFFF 7853
CAN0 C0MSMR P4 H'FFFF 6853

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

1、0 MBSM すべて 0 R W MBSM ビットはメールボックス検索機能のための検索モードを選択します。

MBSM ビットが"00"の場合、受信メールボックス検索モードになります。こ

のモードで検索対象となるビットは、CiMCTLj レジスタ（j=0～63）の通常

メールボックスでの NEWDATA ビットと CiRFCR レジスタの RFEST ビッ

トです。 

MBSM ビットが"01"の場合、送信メールボックス検索モードになります。こ

のモードで検索対象となるビットは、CiMCTLj レジスタの SENTDATA ビッ

トです。 

MBSM ビットが"10"の場合、メッセージロスト検索モードになります。この

モードで検索対象となるビットは、CiMCTLj レジスタの通常メールボックス

での MSGLOST ビットと CiRFCR レジスタの RFMLF ビットです。 

MBSM ビットが"11"の場合、チャネル検索モードになります。 

このモードで検索対象となるレジスタは CiCSSR レジスタです。「26.3.17

CANi チャネルサーチサポートレジスタ（CiCSSR）（i=0～3）」を参照して

ください。 

00：受信メールボックス検索モード 

01：送信メールボックス検索モード 

10：メッセージロスト検索モード 

11：チャネル検索モード 
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26.3.16 CANi メールボックスサーチステータスレジスタ（CiMSSR）（i=0～3） 
 

SEST MBNST

7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 C3MSSR P4 H'FFFF 9852
CAN2 C2MSSR P4 H'FFFF 8852
CAN1 C1MSSR P4 H'FFFF 7852
CAN0 C0MSSR P4 H'FFFF 6852

 
 

＜リセット後の値：H'80＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 SEST 1 R 0 検索結果空ステータスビット 

すべてのメールボックスの検索で該当するメールボックスがない場合、

SEST ビットは"1"（検索結果なし）になります。たとえば、送信メール

ボックス検索モードで、SENTDATA ビットが"1"のメールボックスがひと

つもない場合、SEST ビットは"1"になり、ひとつでもある場合、"0"にな

ります。SEST ビットが"1"の場合、MBNST ビットの値は不定です。 

0：検索結果あり 

1：検索結果なし 

6 － 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

5～0 MBNST すべて 0 R 0 検索結果メールボックス番号ステータスビット 

MBNST ビットは、CiMSMR レジスタの各モードで検索された、最小の

メールボックス番号が出力されます。受信メールボックス検索モード、

送信メールボックス検索モード、およびメッセージロスト検索モードに

より、出力される検索結果であるメールボックスの値は、次の場合に更

新されます。 

• 出力されたメールボックスの NEWDATA、SENTDATA、または

MSGLOST ビットが"0"になる 

• より優先順位の高いメールボックスの NEWDATA、SENTDATA、また

は MSGLOST ビットが"1"になる 

MBSM ビットが"00"（受信メールボックス検索モード）および"10"（メッ

セージロスト検索モード）のとき、受信 FIFO が空状態でなく、すべての

通常メールボックス（メールボックス[0]～[55]）に未読の受信メッセージ

もロストメッセージもない場合、受信 FIFO（メールボックス[60]）が出

力されます。MBSM ビットが"01"（送信メールボックス検索モード）の

とき、送信 FIFO（メールボックス[56]）は出力されません。表 26.7 に

FIFO メールボックスモードでの MBNST ビットの動作を示します。 

チャネル検索モードでは、MBNST ビットはチャネル番号が出力されま

す。MBNST ビットは CiMSSR レジスタがプログラムで読み出された後

に、次のターゲットチャネル番号が出力されます。 
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表 26.7 FIFO メールボックスモードでの MBNST ビットの動作 

MBSM ビット メールボックス[56] 

（送信 FIFO） 

メールボックス[60] 

（受信 FIFO） 

"00" 通常メールボックスのどの NEWDATA ビットも"1"（新しいメッセージがメールボ

ックスに格納中または格納された）にならず、また受信 FIFO が空でない場合はメ

ールボックス[60]が出力される。 

"01" メールボックス[60]は出力されない。 

"10" 通常メールボックスのどの MSGLOST ビットも"1"（メッセージはオーバライトま

たはオーバランされた）にならず、受信 FIFO 内の RFMLF ビットが"1"（受信 FIFO

メッセージロスト発生）になるとメールボックス[60]が出力される。 

"11" 

メールボックス[56]は 

出力されない 

メールボックス[60]は出力されない。 
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26.3.17 CANi チャネルサーチサポートレジスタ（CiCSSR）（i=0～3） 
"1"が設定された CiCSSR レジスタのビットは、8/3 エンコーダ（最小ビット位置がより高い優先順位）に

よってエンコードされ、CiMSSR レジスタの MBNST ビットに出力されます。 

CiMSSR レジスタは、CiMSSR レジスタをプログラムで読み出すたびに更新された値が表示されます。 

なお、CiCSSR レジスタは、CiMSMR レジスタの MBSM ビットが"11"（チャネル検索モード）のときのみ

変更してください。CiCSSR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してく

ださい。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

CAN1 C1CSSR
CAN2 C2CSSR
CAN3 C3CSSR

CAN0 C0CSSR

CiCSSR

P4 H'FFFF 9851
P4 H'FFFF 8851
P4 H'FFFF 7851
P4 H'FFFF 6851

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 CiCSSR 不定 R W チャネル検索の値が入力された場合、チャネル番号を CiMSSR レジスタ

に出力 

 

図 26.4 に CiCSSR、CiMSSR レジスタの書き込みと読み出しを示します。 

CiCSSR

CAN0

H'FFFF 6851

CAN1

H'FFFF 7851

CAN2

H'FFFF 8851

CAN3

H'FFFF 9851

CAN0

H'FFFF 6852

CAN1

H'FFFF 7852

CAN2

H'FFFF 8852

CAN3

H'FFFF 9852CiMSSR

1

8/3

b7 b6 b3 b0

0 1 0 0 1 0 0 1

b7 b0b2

2 0 1 10 0 0 0 0

0 0 00 0 0 0 0

3 1 1 00 0 0 0 0

4

0

3

6

1 0 0  

図 26.4 CiCSSR、CiMSSR レジスタの書き込みと読み出し（i=0～3） 

CiCSSR レジスタの値も CiMSSR レジスタを読み出すたびに更新されます。読んだ場合、8/3 エンコーダ変

換前の値が読めます。 
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26.3.18 CANi アクセプタンスフィルタサポートレジスタ（CiAFSR）（i=0～3） 
アクセプタンスフィルタサポートユニット（ASU）は、あらかじめユーザにより作成された全標準 ID が有

効か無効かを 1 ビット単位で設定したデータテーブル（8 ビット×256）の検索に使用できます。受信した標

準 ID が格納された CiMBj レジスタ（j=0～63）の SID ビットを含む 16 ビット単位のデータを CiAFSR レジ

スタへ書くと、デコードされたデータテーブル検索用の行（バイトオフセット）位置と列（ビット）位置が

読み出せます。ASU は、標準（11 ビット）ID のみに使用できます。 

ASU は、次の場合に有効です。 

• 受信するIDがアクセプタンスフィルタでマスクできない場合 

（例）受信するID：H'078、H'087、H'111 

• 受信するIDが多すぎて、ソフトウェアによるフィルタリングの処理時間を減少させたい場合 

なお、CiAFSR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CiAFSR

CAN3 C3AFSR P4 H'FFFF 9856
CAN2 C2AFSR P4 H'FFFF 8856
CAN1 C1AFSR P4 H'FFFF 7856
CAN0 C0AFSR P4 H'FFFF 6856

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 CiAFSR 不定 R W 受信メッセージの標準 ID を書いた後に、データテーブル検索用に変換され

た値を読みます。 

 
図 26.5 に CiAFSR レジスタの書き込み、読み出しを示します。 

1

CAN0 CAN1

H'FFFF 6856 H'FFFF 7856

CAN2

H'FFFF 8856

CAN3

H'FFFF 9856

CAN0 CAN1

H'FFFF 6856 H'FFFF 7856

CAN2

H'FFFF 8856

CAN3

H'FFFF 9856

*1  CiMBj j 0 63 SID 16

b15 b8

SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

3/8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1

b7 b0

SID0

b15 b8

SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

b7 b0

SID5 SID4 SID3

 

図 26.5 CiAFSR レジスタの書き込み、読み出し（i=0～3） 
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26.3.19 CANi エラー割り込み許可レジスタ（CiEIER）（i=0～3） 
CiEIER レジスタは、CiEIFR レジスタの個々のエラー割り込み要因に対して個別にエラー割り込み許可/禁

止を設定できます。 

CiEIER レジスタは、CAN リセットモード時のみ変更してください。 
 

BLIE BORIEBOEIE EPIEOLIE ORIE EWIE BEIE

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 C3EIER P4 H'FFFF 984C
CAN2 C2EIER P4 H'FFFF 884C
CAN1 C1EIER P4 H'FFFF 784C
CAN0 C0EIER P4 H'FFFF 684C

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 BLIE 0 R W バスロック割り込み許可ビット 

BLIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの BLIF ビットが"1"になっ

ても、エラー割り込み要求は発生しません。BLIE ビットを"1"にすると、

BLIF ビットが"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生します。 

0：バスロック割り込み禁止 

1：バスロック割り込み許可 

6 OLIE 0 R W オーバロードフレーム送信割り込み許可ビット 

OLIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの OLIF ビットが"1"になっ

ても、エラー割り込み要求は発生しません。OLIE ビットを"1"にすると、

OLIF ビットの設定条件が"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生し

ます。 

0：オーバロードフレーム送信割り込み禁止 

1：オーバロードフレーム送信割り込み許可 

5 ORIE 0 R W 受信オーバラン割り込み許可ビット 

ORIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの ORIF ビットが"1"になっ

ても、エラー割り込み要求は発生しません。ORIE ビットを"1"にすると、

ORIF ビットが"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生します。 

0：受信オーバラン割り込み禁止 

1：受信オーバラン割り込み許可 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 BORIE 0 R W バスオフ復帰割り込み許可ビット 

BORIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの BORIF ビットが"1"にな

っても、エラー割り込み要求は発生しません。BORIE ビットを"1"にする

と、BORIF ビットが"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生します。

0：バスオフ復帰割り込み禁止 

1：バスオフ復帰割り込み許可 

3 BOEIE 0 R W バスオフ開始割り込み許可ビット 

BOEIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの BOEIF ビットが"1"にな

っても、エラー割り込み要求は発生しません。BOEIE ビットを"1"にする

と、BOEIF ビットが"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生します。

0：バスオフ開始割り込み禁止 

1：バスオフ開始割り込み許可 

2 EPIE 0 R W エラーパッシブエントリ割り込み許可ビット 

EPIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの EPIF ビットが"1"になっ

ても、エラー割り込み要求は発生しません。EPIE ビットを"1"にすると、

EPIF ビットが"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生します。 

0：エラーパッシブ割り込み禁止 

1：エラーパッシブ割り込み許可 

1 EWIE 0 R W エラーワーニング割り込み許可ビット 

EWIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの EWIF ビットが"1"になっ

ても、エラー割り込み要求は発生しません。EWIE ビットを"1"にすると、

EWIF ビットが"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生します。 

0：エラーワーニング割り込み禁止 

1：エラーワーニング割り込み許可 

0 BEIE 0 R W バスエラー割り込み許可ビット 

BEIE ビットを"0"にすると、CiEIFR レジスタの BEIF ビットが"1"になっ

ても、エラー割り込み要求は発生しません。BEIE ビットを"1"にすると、

BEIF ビットが"1"になった場合、エラー割り込み要求が発生します。 

0：バスエラー割り込み禁止 

1：バスエラー割り込み許可 
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26.3.20 CANi エラー割り込み要因判定レジスタ（CiEIFR）（i=0～3） 
CiEIFR レジスタは、各ビットに対応する現象が発生すると、CiEIER レジスタの設定にかかわらず対応す

るビットが"1"になります。 

各ビットを"0"にする場合は、プログラムで"0"を書いてください。"1"になるタイミングとプログラムで"0"

にするタイミングが同時の場合、そのビットは"1"になります。 

各ビットにプログラムで"0"を書く場合は MOV 命令を使用し、"0"にしたいビットを"0"、そうでないビッ

トを"1"にしてください。"1"を書いてもこれらのビットの値は変化しません。 
 

BLIF BORIFBOEIF EPIFOLIF ORIF EWIF BEIF

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 C3EIFR P4 H'FFFF 984D
CAN2 C2EIFR P4 H'FFFF 884D
CAN1 C1EIFR P4 H'FFFF 784D
CAN0 C0EIFR P4 H'FFFF 684D

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 BLIF 0 R W バスロック検出フラグ*1 

CAN モジュールが CAN オペレーションモードの間、CAN バス上に 32 の

連続するドミナントビットを検出すると、BLIF ビットは"1"になります。

"1"になった後、次のどちらかで再検出します。 

• このビットを"1"から"0"にした後、レセシブビットを検出。 

• このビットを"1"から"0"にした後、CAN リセットモードまたは CAN Halt

モードに遷移し、再度 CAN オペレーションモードに遷移。 

0：バスロック未検出 

1：バスロック検出 

6 OLIF 0 R W オーバロードフレーム送信検出フラグ*1 

CAN モジュールが受信または送信を行う場合にオーバロードフレームの

送信条件が検出されると、OLIF ビットは"1"になります。 

0：オーバロードフレーム送信未検出 

1：オーバロードフレーム送信検出 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5 ORIF 0 R W 受信オーバラン検出フラグ*1 

受信オーバランが発生すると、ORIF ビットは"1"になります。ORIF ビット

はオーバライトモードでは"1"になりません。 

オーバライトモードの場合、オーバライト条件が発生すると、受信完了割

り込み要求が発生し、ORIF ビットは"1"にはなりません。 

通常メールボックスモードの場合、オーバランモードで、メールボックス

[0]～[63]のいずれかでオーバランが発生すると、ORIF ビットは"1"になり

ます。FIFO メールボックスモードでは、オーバランモードで、メールボッ

クス[0]～[55]のいずれかまたは受信 FIFO でオーバランが発生すると、

ORIF ビットは"1"になります。 

0：受信オーバラン未検出 

1：受信オーバラン検出 

4 BORIF 0 R W バスオフ復帰検出フラグ*1 

CAN モジュールが次の条件でバスオフ状態から通常復帰（11 の連続する

レセシブビットを 128 回検出）した場合、BORIF ビットは"1"になります。

• CiCTLR レジスタの BOM ビットが"00"のとき 

• BOM ビットが"10"のとき 

• BOM ビットが"11"のとき 

 

なお、CAN モジュールが次の条件でバスオフ状態から復帰した場合、

BORIF ビットは"1"になりません。 

• CiCTLR レジスタの CANM ビットを"01"または"11"（CAN リセットモー

ド）にしたとき 

• CiCTLR レジスタの RBOC ビットを"1"（バスオフからの強制復帰）にし

たとき 

• BOM ビットが"01"のとき 

• BOM ビットが"11"で、通常復帰が発生する前に、CANM ビットを"10"

（CAN Halt モード）にしたとき 

0：バスオフ復帰未検出 

1：バスオフ復帰検出 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 BOEIF 0 R W バスオフ開始検出フラグ*1 

CAN エラーステートがバスオフ状態（TEC（送信エラーカウンタ）の値が

255 を超える）になると、BOEIF ビットは"1"になります。CiCTLR レジス

タの BOM ビットが"01"（バスオフ開始で自動的に CAN Halt モードへ遷移）

で、CAN モジュールがバスオフ状態になった場合も、BOEIF ビットは"1"

になります。 

0：バスオフ開始未検出 

1：バスオフ開始検出 

2 EPIF 0 R W エラーパッシブ検出フラグ*1 

CAN エラーステートがエラーパッシブ状態（REC（受信エラーカウンタ）

または TEC の値が 127 を超える）になると、EPIF ビットは"1"になります。

EPIF ビットは、REC または TEC が最初に 127 を超えたときのみ"1"にな

ります。したがって、REC または TEC が 127 を超えたままで、EPIF ビッ

トにプログラムで"0"を書いた場合、一度 REC と TEC が 127 以下になり、

再び REC または TEC が 127 を超えるまでは"1"にはなりません。 

0：エラーパッシブ未検出 

1：エラーパッシブ検出 

1 EWIF 0 R W エラーワーニング検出フラグ*1 

REC または TEC の値が 95 を超えると、EWIF ビットは"1"になります。 

EWIF ビットは、REC または TEC が最初に 95 を超えたときのみ"1"になり

ます。したがって、REC または TEC が 95 を超えたままで、EWIF ビット

にプログラムで"0"を書いた場合、一度 REC と TEC が 95 以下になり、再

び REC または TEC が 95 を超えるまでは"1"にはなりません。 

0：エラーワーニング未検出 

1：エラーワーニング検出 

0 BEIF 0 R W バスエラー検出フラグ*1 

バスエラーが検出されると、BEIF ビットは"1"になります。 

0：バスエラー未検出 

1：バスエラー検出 

【注】 *1 "0"のみ書けます（"1"を書いても変化しません）。各ビットにプログラムで"0"を書く場合は、MOV 命令を使用し

て、"0"にしたいビットを"0"、そうではないビットを"1"にしてください。 
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表 26.8 に BOM ビットの設定による BOEIF、BORIF ビットの動作を示します。 
 

表 26.8 BOM ビットの設定による BOEIF、BORIF ビットの動作 

BOM ビット BOEIF ビット BORIF ビット 

00 バスオフ状態からの復帰時"1"になる 

01 "1"にはならない 

10 バスオフ状態からの復帰時"1"になる 

11 

バスオフ状態への遷移時"1"になる 

CANM ビットが"10"（CAN Halt モード）になる前に、通常のバス

オフ状態からの復帰が発生した場合"1"になる 
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26.3.21 CANi 受信エラーカウントレジスタ（CiRECR）（i=0～3） 
CiRECR レジスタは、受信エラーカウンタの値を示します。 

受信エラーカウンタの増減条件については、CAN 仕様（ISO11898-1）を参照してください。 

CiRECR レジスタは、バスオフ状態時の値は不定になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CiRECR

CAN3 C3RECR P4 H'FFFF 984E
CAN2 C2RECR P4 H'FFFF 884E
CAN1 C1RECR P4 H'FFFF 784E
CAN0 C0RECR P4 H'FFFF 684E

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 CiRECR すべて 0 R N 受信エラーカウント機能 

受信中の CAN モジュールのエラー状態によってカウンタ値を増減させます。

 

26.3.22 CANi 送信エラーカウントレジスタ（CiTECR）（i=0～3） 
CiTECR レジスタは、送信エラーカウンタの値を示します。 

送信エラーカウンタの増減条件については、CAN 仕様（ISO11898-1）を参照してください。 

CiTECR レジスタは、バスオフ状態時の値は不定になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 C3TECR P4 H'FFFF 984F
CAN2 C2TECR P4 H'FFFF 884F
CAN1 C1TECR P4 H'FFFF 784F
CAN0 C0TECR P4 H'FFFF 684F

CiTECR

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 CiTECR すべて 0 R N 送信エラーカウント機能 

送信中の CAN モジュールのエラー状態によってカウンタ値を増減させます。
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26.3.23 CANi エラーコード格納レジスタ（CiECSR）（i=0～3） 
CiECSR レジスタは、CAN バス上のエラーの発生をモニタリングする場合に使用できます。 

各エラーの発生条件を確認するには、CAN 仕様（ISO11898-1）を参照してください。 

EDPM ビット以外の各ビットを"0"にする場合は、プログラムで"0"を書いてください。各ビットが"1"にな

るタイミングとプログラムで"0"を書くタイミングが同じ場合、そのビットは"1"になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

SEFFEFAEFCEFBE1FBE0FADEFEDPM

CAN3 C3ECSR P4 H'FFFF 9850
CAN2 C2ECSR P4 H'FFFF 8850
CAN1 C1ECSR P4 H'FFFF 7850
CAN0 C0ECSR P4 H'FFFF 6850

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 EDPM 0 R W エラー表示モード選択ビット*1*2 

EDPM ビットは、CiECSR レジスタの出力モードを設定します。EDPM

ビットを"0"にすると、CiECSR レジスタは最初のエラーコードを出力し

ます。EDPM ビットを"1"にすると、CiECSR レジスタは蓄積したエラー

コードを出力します。 

0：最初に検出されたエラーコードを出力 

1：蓄積したエラーコードを出力 

6 ADEF 0 R W ACK デリミタエラーフラグ*3*4 

送信中の ACK デリミタでフォームエラーを検出すると、ADEF ビットは

"1"になります。 

0：ACK デリミタエラー未検出 

1：ACK デリミタエラー検出 

5 BE0F 0 R W ビットエラー（ドミナント）フラグ*3*4 

ドミナントビットエラーを検出すると、BE0F ビットは"1"になります。

0：ビットエラー未検出 

1：ビットエラー（ドミナント）検出 

4 BE1F 0 R W ビットエラー（レセシブ）フラグ*3*4 

レセシブビットエラーを検出すると、BE1F ビットは"1"になります。 

0：ビットエラー未検出 

1：ビットエラー（レセシブ）検出 

3 CEF 0 R W CRC エラーフラグ*3*4 

CRC エラーを検出すると、CEF ビットは"1"になります。 

0：CRC エラー未検出 

1：CRC エラー検出 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2 AEF 0 R W ACK エラーフラグ*3*4 

ACK エラーを検出すると、AEF ビットは"1"になります。 

0：ACK エラー未検出 

1：ACK エラー検出 

1 FEF 0 R W フォームエラーフラグ*3*4 

フォームエラーを検出すると、FEF ビットは"1"になります。 

0：フォームエラー未検出 

1：フォームエラー検出 

0 SEF 0 R W スタッフエラーフラグ*3*4 

スタッフエラーを検出すると、SEF ビットは"1"になります。 

0：スタッフエラー未検出 

1：スタッフエラー検出 

【注】 *1 EDPM ビットは、CAN リセットモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。 

 *2 同時に 1 つ以上のエラー条件が検出された場合は、関係するすべてのビットが"1"になります。 

 *3 "1"を書いてもこれらのビットの値は変化しません。 

 *4 SEF、FEF、AEF、CEF、BE1F、BE0F、および ADEF ビットにプログラムで"0"を書く場合は、MOV 命令を使

用し、"0"にしたいビットを"0"、そうでないビットを"1"にしてください。 
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26.3.24 CANi タイムスタンプレジスタ（CiTSR）（i=0～3） 
CiTSR レジスタを読むと、その時点のタイムスタンプカウンタ（16 ビットフリーランカウンタ）の値が読

み出せます。 

タイムスタンプカウンタの基準クロックの値は 1 ビットタイムを逓倍したもので、CiCTLR レジスタの

TSPS ビットで設定します。 

タイムスタンプカウンタは、CAN スリープモードおよび CAN Halt モードで停止し、CAN リセットモード

で初期化されます。 

受信メッセージが受信メールボックスに格納されるときのタイムスタンプカウンタの値が CiMBj レジスタ

の TSL、TSH へ格納されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CAN3 C3TSR P4 H'FFFF 9854
CAN2 C2TSR P4 H'FFFF 8854
CAN1 C1TSR P4 H'FFFF 7854
CAN0 C0TSR P4 H'FFFF 6854

CiTSR

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 CiTSR すべて 0 R N タイムスタンプ機能のためのフリーランカウンタ値です。 

【注】・ CiTSR レジスタの読み出しは 16 ビット単位で実行してください。 
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26.3.25 CANi テスト制御レジスタ（CiTCR）（i=0～3） 
CiTCR レジスタは、CAN Halt モード時のみ変更してください。 

 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

TSTETSTM

CAN3 C3TCR P4 H'FFFF 9858
CAN2 C2TCR P4 H'FFFF 8858
CAN1 C1TCR P4 H'FFFF 7858
CAN0 C0TCR P4 H'FFFF 6858

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

"0"にしてください。 

2、1 TSTM すべて 0 R W CAN テストモード選択ビット 

TSTM ビットは CAN テストモードを選択するビットです。各 CAN テス

トモードの詳細を「26.3.25（1）リッスンオンリモード」、「26.3.25（2）

セルフテストモード 0（外部ループバック）」、「26.3.25（3）セルフテ

ストモード 1（内部ループバック）」で説明します。 

00：CAN テストモードではない 

01：リッスンオンリモード 

10：セルフテストモード 0（外部ループバック） 

11：セルフテストモード 1（内部ループバック） 

0 TSTE 0 R W テストモード許可ビット 

TSTE ビットを"0"にすると、CAN テストモードは禁止になります。 

TSTE ビットを"1"にすると、CAN テストモードは許可になります。 

0：CAN テストモード禁止 

1：CAN テストモード許可 
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（1） リッスンオンリモード 

CAN 仕様（ISO11898-1）では、オプションのバスモニタモードが推奨されています。リッスンオンリモー

ドでは、有効なデータフレームと有効なリモートフレームとを受信できますが、CAN バス上にはレセシブビ

ットのみが送信され、ACK ビット、オーバロードフラグ、アクティブエラーフラグは送信されません。 

リッスンオンリモードは、ボーレート検出に使用できます。 

リッスンオンリモードでは、どのメールボックスからも送信要求をしないでください。 

図 26.6 にリッスンオンリモード選択時の接続を示します。 

CTXi CRXi 

CTXi CRXi

 

図 26.6 リッスンオンリモード選択時の接続 

（2） セルフテストモード 0（外部ループバック） 

セルフテストモード 0 は CAN トランシーバテスト用です。 

セルフテストモード 0 では、送信したメッセージを CAN トランシーバ経由で受信したメッセージとして取

り扱い、送信したメッセージを受信メールボックスに格納します。外部から独立して行う機能のため、ACK

ビットを生成します。 

CTXi/CRXi 端子は CAN トランシーバに接続してください。 

図 26.7 にセルフテストモード 0 選択時の接続を示します。 

CTXi CRXi 

CTXi CRXi

CAN

ACK

 

図 26.7 セルフテストモード 0 選択時の接続 
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（3） セルフテストモード 1（内部ループバック） 

セルフテストモード 1 は、セルフテスト機能用です。 

セルフテストモード 1 では、送信したメッセージを受信したメッセージとして取り扱い、送信したメッセ

ージを受信メールボックスに格納します。外部から独立して行う機能のため、ACK ビットを生成します。 

セルフテストモード 1 では内部 CTXi 端子から内部 CRXi 端子への内部フィードバックを行います。外部

CRXi 端子の入力の値は無視されます。外部 CTXi 端子はレセシブビットのみ出力します。CTXi/CRXi 端子は

CAN バスや他のどの外部デバイスにも接続する必要がありません。 

図 26.8 にセルフテストモード 1 選択時の接続を示します。 

CTXi CRXi 

ACK

CTXi CRXi

 

図 26.8 セルフテストモード 1 選択時の接続 
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26.3.26 CANi 割り込みステータスレジスタ（CiISR）（i=0～3） 
CiISR レジスタは CiIER レジスタによってマスクされる前の割り込み要因を示します。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
RXM0FRXM1F TXMFRXFF TXFFERSF

CAN3 C3ISR P4 H'FFFF 9861
CAN2 C2ISR P4 H'FFFF 8861
CAN1 C1ISR P4 H'FFFF 7861
CAN0 C0ISR P4 H'FFFF 6861

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

5 ERSF 0 R 0 エラー（ERS）割り込みステータスビット*1 

ERSF ビットはエラー割り込み要因の状態を示します。 

0：ERS 割り込み要因を未検出 

1：ERS 割り込み要因を検出 

4 RXFF 0 R W 受信 FIFO（RXF）割り込みステータスビット*2 

RXFF ビットは FIFO 受信割り込み要因の状態を示します。 

0：RXF 割り込み要因を未検出 

1：RXF 割り込み要因を検出 

RXFF ビットは、プログラムで"0"を書くと"0"になります（"1"を書いても

変化しません）。 

3 TXFF 0 R W 送信 FIFO（TXF）割り込みステータスビット*3 

TXFF ビットは FIFO 送信割り込み要因の状態を示します。 

0：TXF 割り込み要因を未検出 

1：TXF 割り込み要因を検出 

TXFF ビットは、プログラムで"0"を書くと"0"になります（"1"を書いても

変化しません）。 

2 RXM0F 0 R 0 メールボックス 0 受信完了（RXM0）割り込みステータスビット*4 

RXM0F ビットはメールボックス 0 の受信完了割り込み要因の状態を示し

ます。 

0：RXM0 割り込み要因を未検出 

1：RXM0 割り込み要因を検出 

1 RXM1F 0 R 0 メールボックス 1～63 受信完了（RXM1）割り込みステータスビット*5 

RXM1F ビットはメールボックス 1～63 の受信完了割り込み要因の状態を

示します。 

0：RXM1 割り込み要因を未検出 

1：RXM1 割り込み要因を検出 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 TXMF 0 R 0 メールボックス 32～63 送信完了（TXM）割り込みステータスビット*6 

TXMF ビットはメールボックス 32～63 の送信完了割り込み要因の状態を

示します。 

0：TXM 割り込み要因を未検出 

1：TXM 割り込み要因を検出 

【注】 *1 通信エラーにより、CiEIFR[j]のいずれかがセットされた場合、対応する CiEIER[j]が"1"に設定されていると、ERSF

ビットが"1"になります（j=0～7）。 

 *2 CiMIER1[29]の設定により、受信 FIFO フルまたはワーニングによる CiRFCR[6:5]がセットされた場合、RXFF がセ

ットされます。"0"を書くとクリアされます。 

 *3 CiMIER1[25]の設定により、送信 FIFO メッセージカウントが所定回数進んだ場合、TXFF がセットされます。"0"

を書くとクリアされます。 

 *4 受信完了による CiMCTL0.NEWDATA ビットがセットされた後、受信データの格納が完了した場合（対応する

INVALDATA ビットが"1"→"0"に変化）、CiMIER0[0]が"1"に設定されていると、RXM0F ビットが"1"になります。 

 *5 受信完了による CiMCTLj.NEWDATA ビットがセットされた後、受信データの格納が完了した場合（対応する

INVALDATA ビットが"1"→"0"に変化）、CiMIER0 または CiMIER1 のメールボックス j に対応するビットが"1"に設

定されていると、RXM1F ビットが"1"になります（j=1～63）。 

 *6 送信完了による CiMCTLj.SENTDATA がセットされた場合、CiMIER1 のメールボックス j に対応するビットが"1"に

設定されていると、TXMF ビットが"1"になります（j=32～63）。 
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26.3.27 CANi 割り込み許可レジスタ（CiIER）（i=0～3） 
CiIER レジスタは割り込みサービスルーチンを処理している間、アプリケーションで一時的に一部の割り

込みを無効にできます。各ビットはそれぞれ個別の割り込み要因に対し有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
RXM0

IE
RXM1

IE
TXM

IE
RXF
IE

TXF
IE

ERS
IE

CAN3 C3IER P4 H'FFFF 9860
CAN2 C2IER P4 H'FFFF 8860
CAN1 C1IER P4 H'FFFF 7860
CAN0 C0IER P4 H'FFFF 6860

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

5 ERSIE 0 R W エラー（ERS）割り込み許可ビット 

ERSIE ビットは ERS 割り込みの割り込みコントローラに対する許可/禁止

を制御します。 

0：ERS 割り込みを禁止 

1：ERS 割り込みを許可 

4 RXFIE 0 R W 受信 FIFO（RXF）割り込み許可ビット 

RXFIE ビットは RXF 割り込みの割り込みコントローラに対する許可/禁止

を制御します。 

0：RXF 割り込みを禁止 

1：RXF 割り込みを許可 

3 TXFIE 0 R W 送信 FIFO（TXF）割り込み許可ビット 

TXFIE ビットは TXF 割り込みの割り込みコントローラに対する許可/禁止

を制御します。 

0：TXF 割り込みを禁止 

1：TXF 割り込みを許可 

2 RXM0IE 0 R W メールボックス 0 受信完了（RXM0）割り込み許可ビット 

RXM0IE ビットは RXM0 割り込みの割り込みコントローラに対する許可/

禁止を制御します。 

0：RXM0 割り込みを禁止 

1：RXM0 割り込みを許可 

1 RXM1IE 0 R W メールボックス 1～63 受信完了（RXM1）割り込み許可ビット 

RXM1IE ビットは RXM1 割り込みの割り込みコントローラに対する許可/

禁止を制御します。 

0：RXM1 割り込みを禁止 

1：RXM1 割り込みを許可 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 TXMIE 0 R W メールボックス 32～63 送信完了（TXM）割り込み許可ビット 

TXMIE ビットは TXM 割り込みの割り込みコントローラに対する許可/禁止

を制御します。 

0：TXM 割り込みを禁止 

1：TXM 割り込みを許可 
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26.3.28 CANi メールボックスサーチマスクレジスタ（CiMBSMR）（i=0～3） 
CiMBSMR レジスタは、CAN Halt モード時のみ変更してください。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
MB0SM

CAN3 C3MBSMR P4 H'FFFF 9863
CAN2 C2MBSMR P4 H'FFFF 8863
CAN1 C1MBSMR P4 H'FFFF 7863
CAN0 C0MBSMR P4 H'FFFF 6863

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 空きビット 

書く場合、"0"を書いてください。読んだ場合、その値は"0"。 

0 MB0SM 0 R W メールボックス 0 サーチマスクビット*1 

MB0SM ビットを"1"にすると、CANi メールボックスサーチステータスレ

ジスタ（CiMSSR）の検索対象からメールボックス 0 が除外されます。 

【注】 *1 MB0SM ビットは、CiMSMR レジスタのチャネル検索モードを除いた検索モードで有効です。RXM1 割り込み処理

にあたって、CiMSSR レジスタの受信メールボックス検索モードでの検索対象からメールボックス 0 を除外したい

場合に適しています。 
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26.4 動作モード 
CAN モジュールには、次の 4 つの動作モードがあります。 

• CANリセットモード 

• CAN Haltモード 

• CANオペレーションモード 

• CANスリープモード 
 

図 26.9 に CAN 動作モード間の遷移を示します。 

CPU

CANM SLPM BOM RBOC CiCTLR

*1 CAN Halt BOM
 BOM "01"
 BOM "10"
 BOM "11" CANM "10" CAN Halt

*2 SLPM CAN CAN Halt SLPM
"0" "1"

CAN *
2 CAN CAN

CAN Halt  
CAN

SLPM="1" *2

SLPM="1" *2
CANM
="10"

CANM="00"
CANM="01", "11"
       SLPM="0"

CANM="01", "11"

CANM="10"
SLPM="0" BOM="00" "11"

halt 11
128

RBOC "1"
CANM
="01", "11"

CANM
="10"

TEC>255

CANM="10"

CANM
="00"

CANM
="01", "11"

*
1

 

図 26.9 CAN 動作モード間の遷移（i=0～3） 
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26.4.1 CAN リセットモード 
CAN リセットモードは、CAN 通信を設定するモードです。 

CiCTLR レジスタの CANM ビットを"01"または"11"にすると、CAN モジュールは CAN リセットモードに

なります。そのとき、CiSTR レジスタの RSTST ビットが"1"になります。RSTST ビットが"1"になるまで、CANM

ビットを変更しないでください。CAN リセットモードから他のモードへ遷移する前に、CiBCR レジスタを設

定してください。 

以下のレジスタは、CAN リセットモードに遷移した後、それぞれのリセット後の値に初期化され、CAN

リセットモード中は初期値を維持します。 

• CiMCTLjレジスタ 

• CiSTRレジスタ（SLPSTビットとTFSTビットを除く） 

• CiEIFRレジスタ 

• CiRECRレジスタ 

• CiTECRレジスタ 

• CiTSRレジスタ 

• CiMSSRレジスタ 

• CiMSMRレジスタ 

• CiRFCRレジスタ 

• CiTFCRレジスタ 

• CiTCRレジスタ 

• CiECSRレジスタ（EDPMビットを除く） 

• CiISRレジスタ 

• CiMBSMRレジスタ 
 

以下のレジスタは、CAN リセットモードに遷移した後も以前の値を保持します。 

• CiCLKRレジスタ 

• CiCTLRレジスタ 

• CiSTRレジスタ（SLPSTビットとTFSTビット） 

• CiMIER0、CiMIER1レジスタ 

• CiEIERレジスタ 

• CiBCRレジスタ 

• CiCSSRレジスタ 

• CiECSRレジスタ（EDPMビットのみ） 

• CiMBjレジスタ 

• CiMKR0～CiMKR9レジスタ 

• CiFIDCR0、CiFIDCR1レジスタ 

• CiMKIVLR0、CiMKIVLR1レジスタ 

• CiAFSRレジスタ 

• CiRFPCRレジスタ 

• CiTFPCRレジスタ 

• CiIERレジスタ 
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26.4.2 CAN Halt モード 
CAN Halt モードは、メールボックスの設定とテストモードを設定するモードです。 

CiCTLR レジスタの CANM ビットを"10"にすると、CAN Halt モードになります。そのとき、CiSTR レジス

タのHLTSTビットが"1"になります。HLTSTビットが"1"になるまでCANMビットを変更しないでください。 

送信または受信時の状態遷移の条件は、表 26.9 を参照してください。 

CAN Halt モードへの遷移では、CiSTR レジスタの RSTST ビット、HLTST ビットおよび SLPST ビット以外

のビットと他のすべてのレジスタは変化しません。 

CAN Halt モードでは、CiCLKR レジスタ、CiCTLR レジスタ（CANM ビットおよび SLPM ビットを除く）

および CiEIER レジスタは変更しないでください。CAN テストモードで、自動ボーレート検出として使用す

るためにリッスンオンリモードを選択している場合のみ、CAN Halt モードで CiBCR レジスタを変更できま

す。 
 

表 26.9 CAN リセットモードと CAN Halt モードでの動作 

モード 受信 送信 バスオフ 

CAN リセットモード 

（強制遷移） 

CANM="11" 

CAN モジュールは受信メッセ

ージの終了を待たずに CAN リ

セットモードに遷移 

CAN モジュールはメッセージ

送信の終了を待たずに CAN リ

セットモードに遷移 

CAN モジュールはバスオフ復

帰の終了を待たずに CAN リセ

ットモードに遷移 

CAN リセットモード 

CANM="01" 

CAN モジュールは受信メッセ

ージの終了を待たずに CAN リ

セットモードに遷移 

CAN モジュールはメッセージ

送信の終了を待って CAN リセ

ットモードに遷移*1*4 

CAN モジュールはバスオフ復

帰の終了を待たずに CAN リセ

ットモードに遷移 

CAN Halt モード CAN モジュールは受信メッセ

ージの終了を待って CAN Halt

モードに遷移*2*3 

CAN モジュールはメッセージ

送信の終了を待って CAN Halt

モードに遷移*1*4 

［BOM ビットが"00"の場合］

CAN モジュールはバスオフ復

帰後のみ、プログラムの Halt

要求を受け付ける 

［BOM ビットが"01"の場合］

CAN モジュールはバスオフ復

帰の終了を待たずに自動的に

CAN Halt モードに遷移（プログ

ラムの Halt 要求とは無関係に）

［BOM ビットが"10"の場合］

CAN モジュールはバスオフ復

帰の終了を待って自動的に

CAN Halt モードに遷移（プログ

ラムの Halt 要求とは無関係に）

［BOM ビットが"11"の場合］

CAN モジュールはバスオフ中

にプログラムによる Halt 要求

があると、CAN Halt モードに遷

移（バスオフ復帰の終了を待た

ずに） 

【注】 *1 いくつかのメッセージが送信要求されている場合、最初の送信完了後にモードを遷移します。サスペンドトラン
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スミッション中に CAN リセットモードが要求されている状態では、バスアイドルになったとき、次の送信が終

了したとき、または CAN モジュールが受信になったときに、モードを遷移します。 

 *2 CAN バスがドミナントレベルでロックされた場合、CiEIFR レジスタの BLIF ビットをモニタすると、プログラム

はバスロック状態を検出できます。 

 *3 CAN Halt モードが要求された後、受信中に CAN バスエラーが発生すると、CAN Halt モードに遷移します。 

 *4 CAN リセットモードまたは CAN Halt モードが要求された後、送信中に CAN バスエラーまたは CAN アービトレ

ーションロストが発生すると、要求された CAN モードに遷移します。 

【記号説明】BOM ビット：CiCTLR レジスタのビット（i=0～3） 
 

26.4.3 CAN スリープモード 
CAN スリープモードは、CAN モジュールへのクロック供給を停止することによって、消費電流を低減す

るためのモードです。MCU のハードウェアリセットまたはソフトウェアリセット後、CAN モジュールは、

CAN スリープモードから動作を開始します。 

CiCTLR レジスタの SLPM ビットを"1"にすると、CAN スリープモードになります。そのとき、CiSTR レジ

スタの SLPST ビットが"1"になります。SLPST ビットが"1"になるまで、SLPM ビットの値を変更しないでく

ださい。CAN スリープモードへの遷移時は、他のレジスタは変化しません。 

SLPM ビットは、CAN リセットモードと CAN Halt モードで変更してください。SLPM ビットを除く他のレ

ジスタは、CAN スリープモード中は変更しないでください。読み出し動作は許可されます。 

SLPM ビットを"0"にすると、CAN スリープモードから解除されます。CAN スリープモードからの復帰時、

他のレジスタは変化しません。 
 

26.4.4 CAN オペレーションモード（バスオフ状態以外） 
CAN オペレーションモードは CAN 通信をするモードです。 

CiCTLR レジスタの CANM ビットを"00"にすると、CAN モジュールは CAN オペレーションモードになり

ます。そのとき、CiSTR レジスタの RSTST ビットと HLTST ビットが"0"になります。RSTST ビットと HLTST

ビットが"0"になるまで、CANM ビットの値を変更しないでください。 

CAN オペレーションモードに遷移した後、11 の連続するレセシブビットを検出すると、CAN モジュール

は次の状態になります。 

• CANモジュールは、通信が可能なネットワーク上でのアクティブノードとなり、CANメッセージの送受

信が可能になる 

• 受信エラーカウンタおよび送信エラーカウンタなど、CANバスのエラー監視処理が行われる 
 

CAN バスの状態によって、CAN オペレーションモード中に、次の 3 つのいずれかのサブモードになって

います。 

• アイドルモード: CANモジュールは、送受信を行っていない状態です。 

• 受信モード: CANモジュールは、他のノードが送信したCANメッセージを受信しています。 

• 送信モード: CANモジュールは、CANメッセージを送信しています。セルフテストモード0（CiTCR

レジスタのTSTMビットが"10"）またはセルフテストモード1（TSTMビットが"11"）が

選択されている場合、同時に自ノードが送信したメッセージを受信します。 
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図 26.10 に CAN オペレーションモードのサブモードを示します。 

TRMST RECST CiSTR

TRMST="1"
RECST="0"

TRMST="0"
RECST="0"

TRMST="0"
RECST="1"

SOF

 

図 26.10 CAN オペレーションモードのサブモード（i=0～3） 

 

26.4.5 CAN オペレーションモード（バスオフ状態） 
CAN 仕様の送信、受信エラーカウンタの増減ルールに従って、CAN モジュールはバスオフ状態に遷移し

ます。 

CAN モジュールがバスオフ状態から復帰するには次の場合があります。なお、バスオフ状態のとき、CiSTR、

CiEIFR、CiRECR、CiTECR および CiTSR レジスタを除く CAN モジュール関連レジスタの値は変化しません。 
 

（1） CiCTLR レジスタの BOM ビットが"00"の場合（ノーマルモード） 

バスオフ状態からの復帰完了後、エラーアクティブ状態に遷移し、CAN 通信ができるようになります。こ

のとき、CiEIFR レジスタの BORIF ビットが"1"（バスオフ復帰検出）になります。 
 

（2） CiCTLR レジスタの RBOC ビットを"1"にしたとき（バスオフからの強制復帰） 

バスオフ状態になり、RBOC ビットが"1"になると、CAN モジュールはエラーアクティブ状態に遷移し、11

の連続するレセシブビットを検出した後、再び CAN 通信ができるようになります。このとき、BORIF ビッ

トは"1"になりません。 
 

（3） BOM ビットが"01"の場合（バスオフ開始で自動的に CAN Halt モードへ遷移） 

バスオフ状態に達すると CAN Halt モードになります。このとき BORIF ビットは"1"になりません。 
 

（4） BOM ビットが"10"の場合（バスオフ終了で自動的に CAN Halt モードへ遷移） 

バスオフからの復帰が完了すると、CAN Halt モードになります。このとき BORIF ビットは"1"になります。 
 

（5） BOM ビットが"11"の場合（プログラムにより CAN Halt モードへ遷移）に 

 バスオフ状態で CiCTLR レジスタの CANM ビットを"10"にしたとき（CAN Halt モード） 

バスオフ状態時に CANM ビットが"10"（CAN Halt モード）に設定されると、CAN Halt モードになります。

このとき、BORIF ビットは"1"になりません。 

バスオフ中に CANM ビットが"10"に設定されないときは、（1）と同じ動作になります。 
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26.5 CAN 通信速度の設定 
CAN 通信速度の設定について以下に説明します。 

 

26.5.1 CAN クロックの設定 
本 MCU は MCU クロック選択回路を内蔵しています。 

CAN クロックは、CiCLKR レジスタの CCLKS ビットと CiBCR レジスタの BRP ビットで設定できます。 

図 26.11 に CAN クロック発生回路ブロック図を示します。 

fCAN CAN
P CiBCR BRP
fCANCLK CAN  fCANCLK=fCAN/(P+1)

P=0~1023

fCAN fCAN CLK
EXTAL PLL 0

1

CCLKS

1/(P+1)

Pck

CCLKS CiCLKR

 

図 26.11 CAN クロック発生回路ブロック図（i=0～3） 

 

26.5.2 ビットタイミングの設定 
ビットタイムは、次の 3 つのセグメントからなります。 

図 26.12 にビットタイミング図を示します。 

 8 Tq ~ 25 Tq
SS = 1 Tq
TSEG1 = 4 Tq ~ 16 Tq
TSEG2 = 2 Tq ~ 8 Tq
SJW = 1 Tq ~ 4 Tq

TSEG1 TSEG2 TSEG1 > TSEG2 SJW

SS TSEG1 TSEG2

 

図 26.12 ビットタイミング図 
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26.5.3 ビットレート 
ビットレートは、fCAN（CAN クロックソース）、ボーレートプリスケーラ分周値、および 1 ビットの Tq

の数に依存します。 
 

fCAN fCANCLK 
ビットレート[bps] ＝ 

ボーレートプリスケーラ分周値*1×1 ビットタイムの Tq 数 
＝ 

1 ビットタイムの Tq 数

 

【注】 *1 ボーレートプリスケーラ分周値＝P＋1（P＝0～1023） 

  P：CiBCR レジスタ（i＝0～3）の BRP ビットの設定値 
 

表 26.10 にビットレートの例を示します。 
 

表 26.10 ビットレートの例 

fCAN 40MHz 32MHz 20MHz 16MHz 

ビットレート Tq 数 P＋1 Tq 数 P＋1 Tq 数 P＋1 Tq 数 P＋1 

1 Mbps 10Tq 

20Tq 

4 

2 

8Tq 

16Tq 

4 

2 

10Tq 

20Tq 

2 

1 

8Tq 

16Tq 

2 

1 

500 kbps 10Tq 

20Tq 

8 

4 

8Tq 

16Tq 

8 

4 

10Tq 

20Tq 

4 

2 

8Tq 

16Tq 

4 

2 

250 kbps 10Tq 

20Tq 

16 

8 

8Tq 

16Tq 

16 

8 

10Tq 

20Tq 

8 

4 

8Tq 

16Tq 

8 

4 

83.3 kbps 8Tq 

10Tq 

16Tq 

20Tq 

60 

48 

30 

24 

8Tq 

16Tq 

48 

24 

8Tq 

10Tq 

16Tq 

20Tq 

30 

24 

15 

12 

8Tq 

16Tq 

24 

12 

33.3 kbps 8Tq 

10Tq 

20Tq 

150 

120 

60 

8Tq 

10Tq 

16Tq 

20Tq 

120 

96 

60 

48 

8Tq 

10Tq 

20Tq 

75 

60 

30 

8Tq 

10Tq 

16Tq 

20Tq 

60 

48 

30 

24 
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26.6 メールボックスとマスクレジスタの構成 
図 26.13 に CiMBj レジスタの構成を示します。 

同じ構成の 64 のメールボックスがあります。 

CiMBj

CAN0
H'FFFF 6000 

16 j 0

H'FFFF 6000 
16 j 1

H'FFFF 6000 
16 j 2

H'FFFF 6000 
16 j 3

H'FFFF 6000 
16 j 4

H'FFFF 6000 
16 j 5

H'FFFF 6000 
16 j 6

H'FFFF 6000 
16 j 7

H'FFFF 6000 
16 j 13

H'FFFF 6000 
16 j 14

H'FFFF 6000 
16 j 15

b7 b0

EID7 EID6 EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0

EID15 EID14 EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 EID17 EID16

IDE RTR SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

DATA0

DATA1

DATA7

TSH

TSL

CAN1
H'FFFF 7000 

16 j 0

H'FFFF 7000 
16 j 1

H'FFFF 7000 
16 j 2

H'FFFF 7000 
16 j 3

H'FFFF 7000 
16 j 4

H'FFFF 7000 
16 j 5

H'FFFF 7000 
16 j 6

H'FFFF 7000 
16 j 7

H'FFFF 7000 
16 j 13

H'FFFF 7000 
16 j 14

H'FFFF 7000 
16 j 15

CAN2
H'FFFF 8000 

16 j 0

H'FFFF 8000 
16 j 1

H'FFFF 8000 
16 j 2

H'FFFF 8000 
16 j 3

H'FFFF 8000 
16 j 4

H'FFFF 8000 
16 j 5

H'FFFF 8000 
16 j 6

H'FFFF 8000 
16 j 7

H'FFFF 8000 
16 j 13

H'FFFF 8000 
16 j 14

H'FFFF 8000 
16 j 15

CAN3
H'FFFF 9000 

16 j 0

H'FFFF 9000 
16 j 1

H'FFFF 9000 
16 j 2

H'FFFF 9000 
16 j 3

H'FFFF 9000 
16 j 4

H'FFFF 9000 
16 j 5

H'FFFF 9000 
16 j 6

H'FFFF 9000 
16 j 7

H'FFFF 9000 
16 j 13

H'FFFF 9000 
16 j 14

H'FFFF 9000 
16 j 15

 

図 26.13 CiMBj レジスタの構成（i=0～3、j=0～63） 

図 26.14 に CiMKR0、CiMKR1 レジスタおよび CiMKR2～CiMKR9 レジスタの構成を示します。 

同じ構成の 10 つのマスクレジスタがあります。 

CiMKRk k=0 1

b7 b0

EID7 EID6 EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0

EID15 EID14 EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 EID17 EID16

SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

CAN0
H'FFFF 6430 

4 k 0

H'FFFF 6430 
4 k 1

H'FFFF 6430 
4 k 2

H'FFFF 6430 
4 k 3

CAN1
H'FFFF 7430 

4 k 0

H'FFFF 7430 
4 k 1

H'FFFF 7430 
4 k 2

H'FFFF 7430 
4 k 3

CAN2
H'FFFF 8430 

4 k 0

H'FFFF 8430 
4 k 1

H'FFFF 8430 
4 k 2

H'FFFF 8430 
4 k 3

CAN3
H'FFFF 9430 

4 k 0

H'FFFF 9430 
4 k 1

H'FFFF 9430 
4 k 2

H'FFFF 9430 
4 k 3

CAN0 CAN1 CAN2 CAN3

CiMKRk k=2 9

b7

CiMKR2 CiMKR9

CiMKR0 CiMKR1

b0

EID7 EID6 EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0

EID15 EID14 EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 EID17 EID16

SID10 SID9 SID8 SID7 SID6 H'FFFF 6400 
4 (k-2) 0

H'FFFF 6400 
4 (k-2) 1

H'FFFF 6400 
4 (k-2) 2

H'FFFF 6400 
4 (k-2) 3

H'FFFF 7400 
4 (k-2) 0

H'FFFF 7400 
4 (k-2) 1

H'FFFF 7400 
4 (k-2) 2

H'FFFF 7400 
4 (k-2) 3

H'FFFF 8400 
4 (k-2) 0

H'FFFF 8400 
4 (k-2) 1

H'FFFF 8400 
4 (k-2) 2

H'FFFF 8400 
4 (k-2) 3

H'FFFF 9400 
4 (k-2) 0

H'FFFF 9400 
4 (k-2) 1

H'FFFF 9400 
4 (k-2) 2

H'FFFF 9400 
4 (k-2) 3

 

図 26.14 CiMKRk レジスタの構成（i=0～3、k=0～9） 
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図 26.15 に CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの構成を示します。 

同じ構成の 2 つの FIFO 受信 ID 比較レジスタがあります。 

CAN0
H'FFFF 6420 

4 n 0

H'FFFF 6420 
4 n 1

H'FFFF 6420
4 n 2

H'FFFF 6420
4 n 3

H'FFFF 7420 
4 n 0

H'FFFF 7420 
4 n 1

H'FFFF 7420
4 n 2

H'FFFF 7420
4 n 3

CiFIDCRn

b7 b0

EID7 EID6 EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0

EID15 EID14 EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 EID17 EID16

IDE RTR SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

CAN1
H'FFFF 8420 

4 n 0

H'FFFF 8420 
4 n 1

H'FFFF 8420
4 n 2

H'FFFF 8420
4 n 3

CAN2
H'FFFF 9420 

4 n 0

H'FFFF 9420 
4 n 1

H'FFFF 9420
4 n 2

H'FFFF 9420
4 n 3

CAN3

 

図 26.15 CiFIDCRn レジスタの構成（i=0～3、n=0、1） 

26.7 アクセプタンスフィルタ機能とマスク機能 
アクセプタンスフィルタ機能とマスク機能は、一定範囲の ID の選択と受信を許可します。 

CiMKR0～CiMKR9 レジスタは標準 ID と 29 ビットの拡張 ID のマスクができます。 

• CiMKR0レジスタは、メールボックス[0]～[15]に対応 

• CiMKR1レジスタは、メールボックス[16]～[31]に対応 

• CiMKR2レジスタは、メールボックス[32]～[35]に対応 

• CiMKR3レジスタは、メールボックス[36]～[39]に対応 

• CiMKR4レジスタは、メールボックス[40]～[43]に対応 

• CiMKR5レジスタは、メールボックス[44]～[47]に対応 

• CiMKR6レジスタは、メールボックス[48]～[51]に対応 

• CiMKR7レジスタは、メールボックス[52]～[55]に対応 

• CiMKR8レジスタは、通常メールボックスモードの場合はメールボックス[56]～[59]、FIFOメールボック

スモードの場合は受信FIFOメールボックス[60]～[63]に対応 

• CiMKR9レジスタは、通常メールボックスモードの場合はメールボックス[60]～[63]、FIFOメールボック

スモードの場合は受信FIFOメールボックス[60]～[63]に対応 

CiMKIVLR0、CiMKIVLR1 レジスタは、各メールボックスに対して個別にアクセプタンスフィルタ機能を

禁止します。 

CiMBj レジスタの IDE ビットは、CiCTLR レジスタの IDFM ビットが"10"（ミックス ID モード）のとき有

効です。 

CiMBj レジスタの RTR ビットはデータフレームとリモートフレームを選択します。 
 

FIFO メールボックスモードでは、通常メールボックス（メールボックス[0]～[55]）は、CiMKR0～CiMKR7

レジスタの中から対応する 1 つを使用してアクセプタンスフィルタ処理しますが、受信 FIFO メールボックス

（メールボックス[60]～[63]）は、CiMKR8、CiMKR9 レジスタの 2 つを使用してアクセプタンスフィルタ処

理を行います。 

また、受信 FIFO は CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの 2 つを使用して、ID の比較を行います。受信 FIFO
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の CiMB60～CiMB63 レジスタの EID、SID、RTR、IDE ビットは無効になります。それぞれ 2 つの論理和の

結果でアクセプタンスフィルタ処理を行うので、受信 FIFO では 2 つの範囲の ID を受信できます。 

CiMKIVLR0、CiMKIVLR1 レジスタは、受信 FIFO に対しては無効です。 
 

標準 ID と拡張 ID の両方がそれぞれ CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの IDE ビットに設定された場合、両方

の ID フォーマットが受信されます。 

データフレームとリモートフレームの両方がそれぞれ CiFIDCR0、CiFIDCR1 レジスタの RTR ビットに設

定された場合、データフレームとリモートフレームの両方が受信されます。 

2 つの範囲の ID の組み合わせを必要としない場合は、FIFO ID とマスクレジスタの両方に同じマスク値と

同じ ID を設定してください。 
 

図 26.16にマスクレジスタとメールボックスの対応、図 26.17にアクセプタンスフィルタ処理を示します。 
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CiMKR6
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CiMKR9

CiMKR2

FIFO
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[32]

[35]
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[40]
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[43]

[44]

[47]

[48]

[51]

[52]

[55]

[56]

[59]

[60]

[63]

CiMKR8

CiMKR9
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CiFIDCR1

CiMKR1

[16]

[31]

CiMKR0

[0]

[15]

FIFO

CiMKR1

[16]

[31]

CiMKR0

[0]
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図 26.16 マスクレジスタとメールボックスの対応（i=0～3） 
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ID

1 FIFO CiFIDCR0 CiFIDCR1
2 FIFO

CiMBj j=0 63
ID 1

CiMKIVLR0 CiMKIVLR1
2

CiMKRk k=0 9

0: ID
1: ID

0: 

1: ID

 

図 26.17 アクセプタンスフィルタ処理（i=0～3） 
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26.8 受信、送信 
表 26.11 に CAN 通信モードの設定方法を示します。 

 

表 26.11 CAN 受信モードと CAN 送信モードの設定方法 

TRMREQ RECREQ ONESHOT メールボックスの通信モード 

0 0 0 メールボックス使用不可、または送信アボート中 

0 0 1 ワンショットモードでプログラムされたメールボックスからの送信か受信がア

ボートされた場合のみ、設定可能 

0 1 0 データフレームまたはリモートフレームの受信メールボックスとして設定 

0 1 1 データフレームまたはリモートフレームのワンショット受信メールボックスと

して設定 

1 0 0 データフレームまたはリモートフレームの送信メールボックスとして設定 

1 0 1 データフレームまたはリモートフレームのワンショット送信メールボックスと

して設定 

1 1 0 設定しないでください 

1 1 1 設定しないでください 

【記号説明】TRMREQ、RECREQ、ONESHOT：CiMCTLj レジスタのビット（i=0～3、j=32～63） 
 

メールボックスを受信メールボックスまたはワンショット受信メールボックスとして設定するときは、次

の点に注意してください。 

1. メールボックスを受信メールボックスまたはワンショット受信メールボックスとして設定する前に、

CiMCTLjレジスタを"H'00"にしてください。 

2. 受信メッセージは、受信のモード設定とアクセプタンスフィルタ処理の結果に従って、条件に一致した

最初のメールボックスに格納されます。受信されたメッセージを格納するメールボックスは、メールボ

ックスの番号の小さいほうの優先順位がより高くなります。 

3. CANオペレーションモードで、受信メッセージに設定したメールボックスのID/マスクセットに一致する

メッセージを送信した場合、CANモジュールは送信データを受信しません。しかしセルフテストモード

では、CANモジュールは送信データを受信します。この場合、CANモジュールはACKを返します。 
 

メールボックスを送信メールボックスまたはワンショット送信メールボックスとして設定するときは、次

の点に注意してください。 

1. メールボックスを送信メールボックスまたはワンショット送信メールボックスとして設定する前に、

CiMCTLjレジスタを"H'00"にして、さらに、アボート処理中でないことを確認してください。 
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26.8.1 受信 
図 26.18 にデータフレーム受信時の動作例（オーバライトモードの場合）を示します。 

この例は、示された CiMCTLj レジスタ（j=0～63）のメールボックスの条件に一致する 2 つの連続した CAN

メッセージを受信したときに、最初のメッセージを上書きする場合の動作です。 

CAN

RECREQ

INVALDATA

NEWDATA

MSGLOST

RECST

RECREQ INVALDATA NEWDATA MSGLOST CiMCTLj j=0 63
RECST CiSTR

CANi

CRC ACK EOF IFS SOF CRC ACK EOF IFSSOF

j j

CANi

 

図 26.18 データフレーム受信時の動作例（オーバライトモードの場合）（i=0～3） 

1. CANバス上でSOFを検知すると、CANモジュールに送信開始するメッセージがない場合、CiSTRレジス

タのRECSTビットが"1"（受信中）になります。 

2. 受信メールボックスを選択するために、CRCフィールドの最初からアクセプタンスフィルタ処理が開始

されます。 

3. メッセージの受信を完了すると、受信メールボックスのCiMCTLjレジスタのNEWDATAビットが"1"（新

しいメッセージを更新中、またはメールボックスに格納された）になります。同時にCiMCTLjレジスタ

のINVALDATAビットが"1"（メッセージを更新中）になり、そのメールボックスにメッセージ全体が転

送された後、INVALDATAビットは"0"（メッセージは有効）に戻ります。 

4. 受信メールボックスのCiMIER0、CiMIER1レジスタの割り込み許可ビットが"1"（割り込み許可）の場合、

CANi受信完了割り込み要求が発生します。INVALDATAビットが"0"になると、この割り込み（CANi受

信完了割り込み）が発生します。 

5. メールボックスからメッセージを読み出した後、NEWDATAビットをプログラムで"0"にする必要があり

ます。 

6. オーバライトモードでは、NEWDATAビットがまだ"1"に設定されているメールボックスに次のCANメッ
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セージの受信が完了すると、CiMCTLjレジスタのMSGLOSTビットが"1"（メッセージはオーバライトさ

れた）になります。新しく受信したメッセージはメールボックスに転送されます。CANi受信完了割り込

み要求は、4.と同様に発生します。 
 

図 26.19 にデータフレーム受信時の動作例（オーバランモードの場合）を示します。 

この例は、示された CiMCTLj レジスタ（j=0～63）のメールボックスの条件に一致する 2 つの連続した CAN

メッセージを受信したときに、2 つ目のメッセージを破棄する場合の動作です。 

CAN

RECREQ

INVALDATA

NEWDATA

MSGLOST

RECST

RECREQ INVALDATA NEWDATA MSGLOST CiMCTLj j=0 63
RECST CiSTR

CANi

CRC ACK EOF IFS SOF CRC ACK EOF IFSSOF

j j

CANi

 

図 26.19 データフレーム受信時の動作例（オーバランモードの場合）（i=0～3） 

1.～5.はオーバライトモードと同じです。 

6. オーバランモードでは、NEWDATAビットが"0"に設定される前に、次のCANメッセージの受信が完了す

ると、CiMCTLjレジスタのMSGLOSTビットが"1"（メッセージはオーバランされた）になります。新し

く受信したメッセージは破棄され、CiEIERレジスタの対応する割り込み許可ビットが"1"（割り込み許可）

の場合、CANiエラー割り込み要求が発生します。 
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26.8.2 送信 
図 26.20 にデータフレーム送信時の動作例を示します。 

IFS SOF CRC EOF IFSSOF CRC
CRC CRC 

EOF

CAN

TRMREQ

TRMACTIVE

SENTDATA

TRMREQ

TRMACTIVE

SENTDATA

TRMREQ TRMACTIVE SENTDATA CiMCTLj CiMCTLk j, k=32 63, j k
TRMST CiSTR

j k

TRMST

CRC

k
j

CANi

 

図 26.20 データフレーム送信時の動作例（i=0～3） 

1. バスアイドル状態で、CiMCTLjレジスタ（i=0～3、j=32～63）のTRMREQビットを"1"（送信メールボッ

クス）にすると、最も優先順位の高い送信メールボックスを決定するために、メールボックススキャン

処理が開始されます。送信メールボックスが決定すると、CiMCTLjレジスタのTRMACTIVEビットが"1"
（送信要求の取り込みから、送信完了、エラー発生またはアービトレーションロスト発生まで）、CiSTR
レジスタのTRMSTビットが"1"（送信中）になり、CANモジュールは送信を開始します*1。 

2. 他のTRMREQビットが設定されている場合は、CRCデリミタから次の送信のための送信スキャン処理を

開始します。 

3. アービトレーションロストが発生せずに送信が完了すると、CiMCTLjレジスタのSENTDATAビットが"1"
（送信完了）に、TRMACTIVEビットが"0"（送信待機中または送信要求なし）になります。そして、CiMIER
レジスタの割り込み許可ビットが"1"（割り込み許可）の場合はCANi送信完了割り込み要求が発生します。 

4. 同一のメールボックスから次の送信を要求する場合は、SENTDATAビットとTRMREQビットを"0"にし

て、SENTDATAビットとTRMREQビットが"0"になるのを確認した後、TRMREQビットを"1"にしてくだ

さい。 

【注】 *1 CAN モジュールが送信開始した後でアービトレーションロストをした場合、TRMACTIVE ビットは"0"にな

ります。CRC デリミタの始めから最も優先順位の高い送信メールボックスを検索するために、再び送信スキ

ャン処理が行われます。送信中またはアービトレーションロストに続いてエラーが発生すると、エラーデリ

ミタの始めから、最も優先順位の高い送信のメールボックスを検索するために、再び送信スキャン処理が行

われます。 
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26.9 CAN 割り込み 
CAN モジュールには、チャネルごとに以下の CAN 割り込みがあります。表 26.12 に CAN 割り込み一覧表

を示します。 

• CANi受信完了割り込み（メールボックス0）[RXM0i] 

• CANi受信完了割り込み（メールボックス1～63）[RXM1i] 

• CANi送信完了割り込み（メールボックス32～63）[TXMi] 

• CANi受信FIFO割り込み[RXFi] 

• CANi送信FIFO割り込み[TXFi] 

• CANiエラー割り込み[ERSi] 
CANiエラー割り込みには、8つの要因があります。これらの要因は、CiEIFRレジスタをチェックするこ

とで確認できます。 

－バスエラー 

－エラーワーニング 

－エラーパッシブ 

－バスオフ開始 

－バスオフ復帰 

－受信オーバラン 

－オーバロードフレーム送信 

－バスロック 
 

表 26.12 CAN 割り込み一覧表 

モジュール 割り込みシンボル 割り込み要因 要因フラグ 

バスロック検出 CiEIFR.BLIF 

オーバロードフレーム送信検出 CiEIFR.OLIF 

オーバラン検出 CiEIFR.ORIF 

バスオフ復帰検出 CiEIFR.BORIF 

バスオフ開始検出 CiEIFR.BOEIF 

エラーパッシブ検出 CiEIFR.EPIF 

エラーワーニング検出 CiEIFR.EWIF 

ERSi 

バスエラー検出 CiEIFR.BEIF 

受信 FIFO メッセージ受信（CiMIER1[29]=0） RXFi 

受信 FIFO ワーニング（CiMIER1[29]=1） 

CiISR.RXFF 

送信 FIFO メッセージ送信完了（CiMIER1[25]=0） TXFi 

FIFO ラストメッセージ送信完了（CiMIER1[25]=1）

CiISR.TXFF 

RXM0i メールボックス 0 メッセージ受信 CiMCTL0.NEWDATA 

RXM1i メールボックス 1～63 メッセージ受信 CiMCTL1.NEWDATA～
CiMCTL63.NEWDATA 

CANi 

TXMi メールボックス 32～63 メッセージ送信完了 CiMCTL32.SENTDATA～
CiMCTL63.SENTDATA 

【記号説明】i = 0～3 
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（1） CANi 受信完了割り込み（メールボックス 0）[RXM0i] 

受信完了による CiMCTL0 の NEWDATA ビットがセットされた後、受信データの格納が完了した場合（対

応する INVALDATA ビットが"1"→"0"に変化）、CiMIER0[0]が"1"に設定されていると、CiISR の RXM0F ビ

ットが"1"になります。CiIER の RXM0IE ビットにてメールボックス 0 受信完了（RXM0）割り込みが許可さ

れていると、割り込みコントローラに RXM0 割り込みを要求します。 

RXM0 割り込みをクリアするには RXM0 割り込み処理ルーチンにて、CiMCTL0 の NEWDATA ビットのク

リアを行ってください。CiIER の RXM0IE ビットを設定後に禁止に変更する場合、RXM0 割り込みが発生し

ない状態か RXM0 割り込み処理ルーチン内で行ってください。CiMIER0[0]についても同様です。 

MB0

CiMIER0[0]

CiMCTL0.NEWDATA

CAN

CiISR.RXM0F

CiIER.RXM0IE

RXM0i
clr
set

clr

clr
set

clr
hold

 

図 26.21 CANi 受信完了割り込み（メールボックス 0）[RXM0i]のブロック図 

 

（2） CANi 受信完了割り込み（メールボックス 1～63）[RXM1i] 

受信完了による CiMCTLj の NEWDATA ビットがセットされた後、受信データの格納が完了した場合（対

応する INVALDATA ビットが"1"→"0"に変化）、CiMIER0 または CiMIER1 のメールボックス j に対応するビ

ットが"1"に設定されていると、CiISR の RXM1F ビットが"1"になります。CiIER の RXM1IE ビットにてメー

ルボックス 1～63 受信完了（RXM1）割り込みが許可されていると、割り込みコントローラに RXM1 割り込

みを要求します。 

RXM1 割り込みをクリアするには RXM1 割り込み処理ルーチンにて、CiMCTLj の NEWDATA ビットのク

リアを行ってください。CiIER の RXM1IE ビットを設定後に禁止に変更する場合、RXM1 割り込みが発生し

ない状態か RXM1 割り込み処理ルーチン内で行ってください。CiMIER0[j]（j=1～31）または CiMIER1[j-32]

（j=32～63）についても同様です。 

MBj

CiMIER1[j-32]  (j=63, ,32)
CiMIER0[j]  (j=31, ,1)

CiMCTLj.NEWDATA

CAN
CiIER.RXM1IE

RXM1i

j=1, …,63

CiISR.RXM1F

clr
set

clr

clr
set

clr
hold

 

図 26.22 CANi 受信完了割り込み（メールボックス 1～63）[RXM1i]のブロック図 
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（3） CANi 送信完了割り込み（メールボックス 32～63）[TXMi] 

送信完了による CiMCTLj の SENTDATA がセットされた場合、CiMIER1 のメールボックス j に対応するビ

ットが"1"に設定されていると、CiISR の TXMF ビットが"1"になります。CiIER の TXMIE ビットにてメール

ボックス 32～63 送信完了（TXM）割り込みが許可されていると、割り込みコントローラに TXM 割り込みを

要求します。 

TXM 割り込みをクリアするには TXM 割り込み処理ルーチンにて、CiMCTLj の SENTDATA ビットのクリ

アを行ってください。CiIER の TXMIE ビットを設定後に禁止に変更する場合、TXM 割り込みが発生しない

状態か TXM 割り込み処理ルーチン内で行ってください。CiMIER1[j-32]についても同様です（j=32～63）。 

MBj

CiMIER1[j-32]

CiMCTLj.SENTDATA

CAN
CiIER.TXMIE

TXMi

j=32, …,63

CiISR.TXMF

clr
set

clr

clr
set

clr
hold

 

図 26.23 CANi 送信完了割り込み（メールボックス 32～63）[TXMi]のブロック図 

 

（4） CANi 受信 FIFO 割り込み[RXFi] 

CiMIER1[29:28]の設定により、受信 FIFO メッセージ受信またはワーニングによる CiRFCR[6:5]がセットさ

れた場合、CiISR の RXFF ビットが"1"になります。CiIER の RXFIE ビットにて受信 FIFO（RXF）割り込みが

許可されていると、割り込みコントローラに RXF 割り込みを要求します。 

RXF 割り込みをクリアするには RXF 割り込み処理ルーチンにて、CiISR の RXFF ビットのクリアを行って

ください。CiIER の RXFIE ビットを設定後に禁止に変更する場合、RXF 割り込みが発生しない状態か RXF

割り込み処理ルーチン内で行ってください。CiMIER1[28]についても同様です。 

FIFO

CiMIER1[28]

CAN

CiISR.RXFF

clr
set

clr

CiIER.RXFIE

RXFi
clr
set

clr
hold

 

図 26.24 CANi 受信 FIFO 割り込み[RXFi]のブロック図 
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（5） CANi 送信 FIFO 割り込み[TXFi] 

CiMIER1[25:24]の設定により、送信 FIFO メッセージ送信カウントが所定回数進んだ場合、CiISR の TXFF

ビットが"1"になります。CiIER の TXFIE ビットにて送信 FIFO（TXF）割り込みが許可されていると、割り

込みコントローラに TXF 割り込みを要求します。 

TXF 割り込みをクリアするには TXF 割り込み処理ルーチンにて、CiISR の TXFF ビットのクリアを行って

ください。CiIER の TXFIE ビットを設定後に禁止に変更する場合、TXF 割り込みが発生しない状態か TXF

割り込み処理ルーチン内で行ってください。CiMIER1[24]についても同様です。 

FIFO

CiMIER1[24]

CAN

CiISR.TXFF

CiIER.TXFIE

TXFi
clr
set

clr

clr
set

clr
hold

 

図 26.25 CANi 送信 FIFO 割り込み[TXFi]のブロック図 

 

（6） CANi エラー割り込み[ERSi] 

通信エラーにより CiEIFR[j]がセットされた場合、対応する CiEIER[j]が"1"に設定されていると、CiISR の

ERSF ビットが"1"になります。CiIER の ERSIE ビットにてエラー（ERS）割り込みが許可されていると、割

り込みコントローラに ERS 割り込みを要求します。 

ERS 割り込みをクリアするには ERS 割り込み処理ルーチンにて、CiEIFR[j]の各ビットのクリアを行ってく

ださい。CiIER の ERSIE ビットを設定後に禁止に変更する場合、ERS 割り込みが発生しない状態か ERS 割り

込み処理ルーチン内で行ってください。CiEIER[j]についても同様です（j=7～0）。 

CiIER.ERSIE

ERSi

CiEIFR.BLIF

CiEIFR.BEIF

CiEIER.BLIE

CiEIER.BEIE

CiISR.ERSF

CiEIFR.OLIF
CiEIER.OLIE

CiEIFR.ORIF
CiEIER.ORIE

CiEIFR.BORIF
CiEIER.BORIE

CiEIFR.BOEIF
CiEIER.BOEIE

CiEIFR.EPIF
CiEIER.EPIE

CiEIFR.EWIF
CiEIER.EWIE

 

図 26.26 CANi エラー割り込み[ERSi]のブロック図 
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27. A/D 変換器（ADC） 

27.1 概要 
本MCUは、逐次比較方式の 12ビットA/D変換器を内蔵しています。A/D変換器は、独立した 2つのモジュー

ル（AD0、AD1）により構成されています。また、ソフトウェアにより最大 16 チャネルのアナログ入力を選

択できます。なお、本章では、ADi の i とレジスタ名、端子名、および信号名で使用している i は 0 および 1、

m は 0、2、4、6、8～15、n は 0、1、4、5 と規定しています（端子の仕様は表 27.2 を参照してください）。 

表 27.1 に ADC の概要を示します。 
 

表 27.1 ADC の概要 

項目 概要 

分解能 • 12 ビット 

入力チャネル • 16 チャネル 

AD0：12 チャネル（AD0INm（m=0、2、4、6、8～15））、AD1：4 チャネル（AD1INn（n=0、

1、4、5）） 

最小変換時間 • 1 チャネル当たり 1.25μs（Pck＝40MHz 動作時、変換ステート＝50 ステート） 

スキャン変換モード • 2 種類 

1 サイクルスキャンモード：スキャンを 1 回だけ実施 

連続スキャンモード：スキャンを無制限に繰り返し実施 

スキャン変換の対象チャネルは任意に選択可能で、チャネル番号の小さい順（AD0 は AD0IN0

→AD0IN15、AD1 は AD1IN0→AD1IN5）に A/D 変換します。 

A/D 変換値加算モード 同じチャネルを 2～4 回連続で A/D 変換し、その変換値の合計を A/D データレジスタに保持

（AD0IN0、AD0IN2、AD0IN4、AD0IN6、AD1IN0、AD1IN1、AD1IN4、AD1IN5 チャネルのみ

サポート） 

レジスタ • 16 本の 12 ビット A/D データ 

サンプル＆ホールド機能 サンプル＆ホールド回路を各 A/D 変換器（AD0、AD1）に内蔵 

2 種類のスキャン変換の開始 • AD0：ソフトウェア（AD0CSR レジスタの ADST ビット）/外部トリガ（AD0TRG#）、 

   ATU-IIIS のタイマトリガ（タイマ G4）の選択が可能 

• AD1：ソフトウェア（AD1CSR レジスタの ADST ビット）、ATU-IIIS のタイマトリガ 

   （タイマ G5）の選択が可能 

割り込み変換 スキャン変換とは独立して、ATU-IIIS のタイマトリガまたはソフトウェアトリガで要求された

チャネルを優先的に A/D 変換することが可能です。AD0INm、AD1INn がサポートしています。

割り込み変換がスキャン変換と競合した場合、スキャン変換で A/D 変換しているチャネルを途

中で中断し、割り込み変換が要求されたチャネルを優先的に A/D 変換します。また、割り込み

変換終了後、スキャン変換で中断されたチャネルの A/D 変換から再開します。 
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項目 概要 

スキャン変換終了割り込み

（ADI）と割り込み変換終了

割り込みと DMA 転送機能を

サポート 

スキャン変換の各スキャン終了時に、スキャン変換終了割り込み要求（AD0I、AD1I）の発生ま

たは DMAC の起動が可能です。また、AD0INm、AD1INn の割り込み変換終了時に、割り込み

変換終了割り込み要求（AD0IDm、AD1IDn）の発生または DMAC の起動（AD0ID0、AD0ID2、

AD0ID15）が可能です。 

アナログ変換の電圧の範囲

を設定可能 

AVREFH 端子により、アナログ変換の電圧の範囲を設定可能です。 

ADEND 出力 AD0END 端子により、AD0IN0 をスキャン変換で使用する場合の変換タイミングを出力します。

A/D 変換器の自己診断機能 内部で生成する電圧値（AVREF（AVREFH）×0、AVREF×1/2、AVREF×1）を A/D 変換し、

AD0DRD レジスタ、AD1DRD レジスタに A/D 変換値と変換した電圧の情報を返します。その

後、ソフトウェアで AD0DRD レジスタ、AD1DRD レジスタを読み出し、A/D 変換値が正常範

囲にあるか異常範囲にあるかをソフトウェアで判定し、A/D 変換器の故障を検出します。 
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図 27.1 に A/D 変換器のブロック図を示します。 
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図 27.1 A/D 変換器のブロック図 
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27.2 入出力端子 
表 27.2 に A/D 変換器の端子構成を示します。 

MCU の信頼性確保のため、A/D 変換器を使用するときは、AVcc、AVss と Vcc、Vss との関係には注意が

必要です。詳細は、「27.8 使用上の注意事項」を参照してください。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 27.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

AVcc 入力 アナログ部の電源端子 

AVss 入力 アナログ部のグランド端子 

AVREFL 入力 アナログ部の基準電圧端子（AVREFL＜AVREFH） 

AVREFH 入力 アナログ部の基準電圧端子（AVREFL＜AVREFH） 

AD0IN0 入力 AD0 アナログ入力端子 0 

AD0IN2 入力 AD0 アナログ入力端子 2 

AD0IN4 入力 AD0 アナログ入力端子 4 

AD0IN6 入力 AD0 アナログ入力端子 6 

AD0IN8 入力 AD0 アナログ入力端子 8 

AD0IN9 入力 AD0 アナログ入力端子 9 

AD0IN10 入力 AD0 アナログ入力端子 10 

AD0IN11 入力 AD0 アナログ入力端子 11 

AD0IN12 入力 AD0 アナログ入力端子 12 

AD0IN13 入力 AD0 アナログ入力端子 13 

AD0IN14 入力 AD0 アナログ入力端子 14 

AD0IN15 入力 AD0 アナログ入力端子 15 

AD1IN0 入力 AD1 アナログ入力端子 0 

AD1IN1 入力 AD1 アナログ入力端子 1 

AD1IN4 入力 AD1 アナログ入力端子 4 

AD1IN5 入力 AD1 アナログ入力端子 5 

AD0TRG# 入力 AD0 のスキャン変換起動トリガ入力端子 

AD0END 出力 AD0 の AD0IN0 の変換タイミングモニタ出力端子 
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27.3 チャネル別割り当て機能一覧表 
表 27.3 に、チャネル別割り当て機能一覧を示します。 

 

表 27.3 チャネル別割り当て機能一覧表 
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27.4 レジスタの説明 
表 27.4 に A/D 変換器のレジスタ構成を示します。 

 

表 27.4 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ*1 

掲載 

ページ 

A/D0 データレジスタ DIAG0 AD0DRD H'0000 H'FFFF 403E 16 27-11 

A/D0 データレジスタ 0 AD0DR0 H'0000 H'FFFF 4040 16 27-8 

A/D0 データレジスタ 2 AD0DR2 H'0000 H'FFFF 4044 16 27-8 

A/D0 データレジスタ 4 AD0DR4 H'0000 H'FFFF 4048 16 27-8 

A/D0 データレジスタ 6 AD0DR6 H'0000 H'FFFF 404C 16 27-8 

A/D0 データレジスタ 8 AD0DR8 H'0000 H'FFFF 4050 16 27-10 

A/D0 データレジスタ 9 AD0DR9 H'0000 H'FFFF 4052 16 27-10 

A/D0 データレジスタ 10 AD0DR10 H'0000 H'FFFF 4054 16 27-10 

A/D0 データレジスタ 11 AD0DR11 H'0000 H'FFFF 4056 16 27-10 

A/D0 データレジスタ 12 AD0DR12 H'0000 H'FFFF 4058 16 27-10 

A/D0 データレジスタ 13 AD0DR13 H'0000 H'FFFF 405A 16 27-10 

A/D0 データレジスタ 14 AD0DR14 H'0000 H'FFFF 405C 16 27-10 

A/D0 データレジスタ 15 AD0DR15 H'0000 H'FFFF 405E 16 27-10 

A/D1 データレジスタ DIAG1 AD1DRD H'0000 H'FFFF 443E 16 27-11 

A/D1 データレジスタ 0 AD1DR0 H'0000 H'FFFF 4440 16 27-8 

A/D1 データレジスタ 1 AD1DR1 H'0000 H'FFFF 4442 16 27-8 

A/D1 データレジスタ 4 AD1DR4 H'0000 H'FFFF 4448 16 27-8 

A/D1 データレジスタ 5 AD1DR5 H'0000 H'FFFF 444A 16 27-8 

A/D0 コントロールレジスタ AD0CSR H'00 H'FFFF 4000 8 27-13 

A/D1 コントロールレジスタ AD1CSR H'00 H'FFFF 4400 8 27-13 

A/D0 変換ステータスレジスタ AD0REF H'00 H'FFFF 4002 8 27-20 

A/D1 変換ステータスレジスタ AD1REF H'00 H'FFFF 4402 8 27-20 

A/D0 割り込みトリガイネーブルレジスタ AD0TRE H'0000 H'FFFF 4004 8、16 27-26 

A/D1 割り込みトリガイネーブルレジスタ AD1TRE H'00 H'FFFF 4410 8 27-27 

A/D0 割り込みトリガ処理終了フラグレジスタ AD0TRF H'0000 H'FFFF 4006 8、16 27-32 

A/D1 割り込みトリガ処理終了フラグレジスタ AD1TRF H'00 H'FFFF 4412 8 27-34 

A/D0 割り込みトリガソース選択レジスタ AD0TRS H'0000 H'FFFF 4008 8、16 27-28 

A/D1 割り込みトリガソース選択レジスタ AD1TRS H'00 H'FFFF 4414 8 27-29 

A/D0 割り込みソフトトリガレジスタ AD0STRG H'0000 H'FFFF 400A 8、16 27-30 

A/D1 割り込みソフトトリガレジスタ AD1STRG H'00 H'FFFF 4416 8 27-31 

A/D0 割り込みトリガ処理終了割り込み 

イネーブルレジスタ 

AD0TRD H'0000 H'FFFF 400C 8、16 27-35 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ*1 

掲載 

ページ 

A/D1 割り込みトリガ処理終了割り込み 

イネーブルレジスタ 

AD1TRD H'00 H'FFFF 4418 8 27-36 

A/D0 変換値加算モード選択レジスタ AD0ADS H'00 H'FFFF 401C 8 27-22 

A/D1 変換値加算モード選択レジスタ AD1ADS H'00 H'FFFF 441C 8 27-23 

A/D0 変換値加算回数選択レジスタ AD0ADC H'00 H'FFFF 401E 8 27-25 

A/D1 変換値加算回数選択レジスタ AD1ADC H'00 H'FFFF 441E 8 27-25 

A/D0 チャネル選択レジスタ AD0ANS H'0000 H'FFFF 4020 8、16 27-18 

A/D1 チャネル選択レジスタ AD1ANS H'0000 H'FFFF 4420 8、16 27-19 

A/D0 コントロール拡張レジスタ AD0CER H'0000 H'FFFF 4030 8、16 27-16 

A/D1 コントロール拡張レジスタ AD1CER H'0000 H'FFFF 4430 8、16 27-16 

【注】 *1 16 ビットアクセスはワード境界のみ可能です。 

   ・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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27.4.1 A/D0 データレジスタ m、DIAG0（AD0DRm、AD0DRD） 
A/D1 データレジスタ n、DIAG1（AD1DRn、AD1DRD） 

AD0DRm、AD1DRn レジスタは、AD0INm、AD1INn を A/D 変換した結果を格納する読み出し専用レジス

タです。レジスタの読み出しは、必ずワード単位で行ってください。AD0DRm レジスタと AD0INm、AD1DRn

レジスタと AD1INn の対応については表 27.3 を参照してください。AD0DRD、AD1DRD レジスタは、A/D0、

A/D1 の自己診断で A/D 変換した結果を格納する読み出し専用レジスタです。レジスタの読み出しは、必ず

ワード単位で行ってください。 

AD0DRm、AD1DRn、AD0DRD、AD1DRD レジスタは、A/D データレジスタフォーマット選択ビット

（ADRFMT）および A/D 変換値加算チャネル選択ビット（AD0ADS0～7、AD1ADS0～7）の設定値によって

フォーマットが異なります。ただし、A/D 変換値加算モードは、AD0DR0、2、4、6、AD1DR0、1、4、5 の

み設定できます。なお、AD0DRD、AD1DRD には、自己診断のステータスビットが付加されます。 
 

（1） A/D0 データレジスタ 0、2、4、6、A/D1 データレジスタ 0、1、4、5（AD0DR0、2、4、6、AD1DR0、

1、4、5） 

A/D 変換値加算モードに設定していないときは、A/D コントロール拡張レジスタの ADRFMT ビットの設定

により、左詰めまたは右詰めのフォーマットのいずれかを設定できます。このとき、AD11～AD0 ビットは

12 ビットの A/D 変換値を示します。それ以外のビットは予約ビットです。読み出すと常に"0"が読み出され

ます。 

A/D 変換値加算モードに設定したときは、ADRFMT ビットの設定は無効となります。このとき、AD13～

AD0 ビットは A/D 変換値加算モード時の全変換値を加算した値を示します。それ以外のビットは予約ビット

です。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

A/D 変換値加算モードを選択したチャネルに対しての最小値と最大値を次に示します。 

1回変換時：H'0000≦AD0DR0、2、4、6、AD1DR0、1、4、5≦H'3FFC 

2回変換時：H'0000≦AD0DR0、2、4、6、AD1DR0、1、4、5≦H'7FF8 

3回変換時：H'0000≦AD0DR0、2、4、6、AD1DR0、1、4、5≦H'BFF4 

4回変換時：H'0000≦AD0DR0、2、4、6、AD1DR0、1、4、5≦H'FFF0 
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• A/D変換値加算モードに設定していないとき 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD3 AD2 AD1 AD0AD6 AD5 AD4AD8 AD7AD10 AD9AD11

A/D1 5 AD1DR5 P4 H'FFFF 444A
A/D1 4 AD1DR4

A/D0 2 AD0DR2
A/D0 0 AD0DR0

A/D1 1 AD1DR1
A/D1 0 AD1DR0
A/D0 6 AD0DR6
A/D0 4 AD0DR4

P4 H'FFFF 4448
P4 H'FFFF 4442
P4 H'FFFF 4440
P4 H'FFFF 404C
P4 H'FFFF 4048
P4 H'FFFF 4044
P4 H'FFFF 4040

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～4 AD11～AD0 すべて 0 R - 12 ビットの A/D 変換値 

3～0 － すべて 0 0 - 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD3 AD2 AD1 AD0AD6 AD5 AD4AD8 AD7AD10 AD9AD11

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 - 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

11～0 AD11～AD0 すべて 0 R - 12 ビットの A/D 変換値 

 

• A/D変換値加算モードに設定したとき 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD5 AD4 AD3AD8 AD7 AD6AD10 AD9 AD2 AD1 AD0AD12 AD11AD13

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～2 AD13～AD0 すべて 0 R - A/D 変換値加算モード時の全変換値を加算した値 

1、0 － すべて 0 0 - 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 
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（2） A/D0 データレジスタ 8～15（AD0DR8～15） 

AD0CER レジスタの ADRFMT ビットの設定により、左詰めまたは右詰めのフォーマットのいずれかを設

定できます。このとき、AD11～AD0 ビットは 12 ビットの A/D 変換値を示します。それ以外のビットは予約

ビットです。読み出すと常に"0"が読み出されます。なお、AD0DR8～15 レジスタは、A/D 変換値加算モード

に設定することはできません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD3 AD2 AD1 AD0AD6 AD5 AD4AD8 AD7AD10 AD9AD11

A/D0 8 15 AD0DR8 15 P4 H'FFFF 4050 H'FFFF 405E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～4 AD11～AD0 すべて 0 R - 12 ビットの A/D 変換値 

3～0 － すべて 0 0 - 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD3 AD2 AD1 AD0AD6 AD5 AD4AD8 AD7AD10 AD9AD11

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 - 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

11～0 AD11～AD0 すべて 0 R - 12 ビットの A/D 変換値 
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（3） A/D0 データレジスタ DIAG0、A/D1 データレジスタ DIAG1（AD0DRD、AD1DRD） 

ADiCER レジスタの ADRFMT ビットの設定により、左詰めまたは右詰めのフォーマットのどちらかを設定

できます。このとき、AD11～0 ビットは 12 ビットの変換値を示します。また、自己診断のステータスビット

（DIAGST）が付加されます。それ以外のビットは予約ビットです。読み出すと常に"0"が読み出されます。

なお、AD0DRD、AD1DRD レジスタは、A/D 変換値加算モードに設定することはできません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD3 AD2 AD1 AD0 DIAGSTAD6 AD5 AD4AD8 AD7AD10 AD9AD11

A/D1 DIAG1 AD1DRD P4 H'FFFF 443E
A/D0 DIAG0 AD0DRD P4 H'FFFF 403E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～4 AD11～AD0 すべて 0 R - 12 ビットの A/D 変換値 

3、2 － すべて 0 0 - 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

1、0 DIAGST すべて 0 R - 自己診断ステータス 

自己診断の変換電圧を示します。自己診断の詳細は「27.4.3 A/Di コントロー

ル拡張レジスタ（ADiCER）」を参照してください。 

00：ハードウェアリセットから 1 度も自己診断を実施していないことを示す

01：AVREF×0 の電圧値の自己診断を実施したことを示す 

10：AVREF×1/2 の電圧値の自己診断を実施したことを示す 

11：AVREF×1 の電圧値の自己診断を実施したことを示す 
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD3 AD2 AD1 AD0DIAGST AD6 AD5 AD4AD8 AD7AD10 AD9AD11

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15、14 DIAGST すべて 0 R - 自己診断ステータス 

自己診断の変換電圧を示します。自己診断の詳細は「27.4.3 A/Di コントロー

ル拡張レジスタ（ADiCER）」を参照してください。 

00：ハードウェアリセットから 1 度も自己診断を実施していないことを示す

01：AVREF×0 の電圧値の自己診断を実施したことを示す 

10：AVREF×1/2 の電圧値の自己診断を実施したことを示す 

11：AVREF×1 の電圧値の自己診断を実施したことを示す 

13、12 － すべて 0 0 - 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

11～0 AD11～AD0 すべて 0 R - 12 ビットの A/D 変換値 
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27.4.2 A/Di コントロールレジスタ（ADiCSR） 
ADiCSR レジスタは、スキャン変換モードなどを設定するためのレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
TRGE EXTRGADIEADCSADST

A/D1 AD1CSR P4 H'FFFF 4400
A/D0 AD0CSR P4 H'FFFF 4000

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 ADST 0 R W スキャン変換開始ビット 

スキャン変換の開始/停止を制御します。 

ADST ビットを"0"の状態から"1"にセットすると、ADST ビットの立ち上がり

エッジを検出してスキャン変換を開始します。ADST ビットを"1"の状態から

"0"にクリアすると、ADST ビットの立ち下がりエッジを検出してスキャン変

換を停止します。また、ADST ビットは割り込み変換には影響しません。ス

キャン変換が実施されていることを確認するには、ADiREF レジスタの

ADSCACT ビットを読み出してください。 

0：スキャン変換停止 

1：スキャン変換開始 

6 ADCS 0 R W スキャン変換モード選択ビット 

スキャン変換のモードを選択します。なお、誤動作を防ぐため、ADCS ビッ

トの切り替えは、必ず ADiREF レジスタの ADSCACT ビットが"0"の状態で

行ってください。 

1 サイクルスキャンモードは、スキャンを 1 回実施し、終了するとスキャン

変換を停止します。連続スキャンモードは、無制限にスキャンを繰り返しま

す。ADSTビットが"1"の状態で"0"を書き込むとスキャン変換を停止できます。

スキャン変換は、AD0 は AD0IN0→AD0IN15 のチャネル番号の小さい順に変

換し、AD1 は AD1IN0→AD1IN5 のチャネル番号の小さい順に変換を実施しま

す。連続スキャンモードの場合、選択されたすべてのチャネルの変換が終了

すると、最初のチャネルに戻ります。 

0：1 サイクルスキャンモード 

1：連続スキャンモード 

5 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

4 ADIE 0 R W インタラプトイネーブルビット 

A/D スキャン変換終了割り込み（ADI）の発生を許可/禁止します。なお、誤

動作を防ぐため、ADIE ビットの切り替えは、必ず ADiREF レジスタの

ADSCACT ビットが"0"の状態で行ってください。 

スキャン変換の各スキャンが終了して ADiREF レジスタの ADF ビットが"1"

にセットされたとき、ADIE ビットが"1"にセットされていると ADI 割り込み

が発生します。ADF ビットを"0"にクリアするか、ADIE ビットを"0"にクリア

することで、ADI 割り込みのクリアが可能です。 

0：スキャン終了後の ADI 割り込み発生の禁止 

1：スキャン終了後の ADI 割り込み発生の許可 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 TRGE 0 R W トリガイネーブルビット 

外部トリガ（AD0TGR）または ATU-IIIS のタイマトリガ（AD0 はタイマ G4、

AD1 はタイマ G5）によるスキャン変換の起動を許可/禁止します。 

0：外部トリガまたは ATU-IIIS のタイマトリガによるスキャン変換の起動を

禁止 

1：外部トリガまたは ATU-IIIS のタイマトリガによるスキャン変換の起動を

許可 

0 EXTRG 0 R W トリガ選択ビット 

スキャン変換のトリガソースを選択します。トリガソースとして外部トリガ

（AD0TGR）または ATU-IIIS のタイマトリガ（AD0 はタイマ G4、AD1 はタ

イマ G5）のどちらかを選択します。 

0：ATU-IIIS のタイマトリガによるスキャン変換の起動 

1：外部トリガによるスキャン変換の起動 

【注】・AD1CSR レジスタでは常に"0"を書き込んでください。 

【注】・ AD0 と AD1 のスキャン変換を同時に起動する方法。 

AD0、AD1 の TRGE ビットに"1"、EXTRG ビットに"0"を設定し、ATU-IIIS のタイマ G4 トリガおよびタイマ G5 トリ

ガを同時に入れると、AD0、AD1 のスキャン変換を同時に起動できます。タイマ G の詳細については「第 21 章 ア

ドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS）」を参照してください。 

   ・ AD0 と AD1 のスキャン変換の開始タイミングを変えて起動する方法。 

AD0、AD1 の TRGE ビットに"1"、EXTRG ビットに"0"を設定し、ATU-IIIS のタイマ G4 トリガとタイマ G5 トリガの

タイミングの与え方を変えると、AD0、AD1 の開始タイミングを変えて起動できます。タイマ G の詳細については「第

21 章 アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS）」を参照してください。 

   ・ 割り込み変換とスキャン変換を同時に起動する方法。 

AD0 の TRGE ビットに"1"、EXTRG ビットに"0"を設定し、AD0TRE レジスタの AD0TRGE4 ビットに"1"、AD0TRGE6

ビットに"1"を設定して、ATU-IIIS のタイマ G4 トリガとタイマ TOU01 トリガを同時に入れると、AD0 は AD0IN4 の

割り込み変換→AD0IN6 の割り込み変換→スキャン変換の順番に実施します。スキャン変換のみ実施したい場合は、

AD0TRGE4 ビット、AD0TRGE6 ビットのどちらも"0"にしてください。AD0IN4、AD0IN6 のどちらか 1 チャネルの
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みの割り込み変換も実施できます。ATU-IIIS のタイマ G5 トリガとタイマ TOU01 トリガで AD1 のスキャン変換、

AD1IN4 の割り込み変換の組み合わせでも同様な動作ができます。 

   ・ 外部トリガでスキャン変換を起動する方法。 

外部トリガ端子（AD0TRG#）に"H"レベルを入力した状態で、TRGE ビットに"1"、EXTRG ビットに"1"を設定します。

その後、AD0TRG#端子に"L"レベルのパルスを入力すると、AD0 はパルスの立ち下がりエッジを検出し、スキャン変

換を開始します。このときの"L"パルス幅は、1.5Pck クロック以上であることが必要です。また、"H"パルスの必要な

幅は、ADiCER レジスタの CKS ビットの設定によって異なります。 

 CKS＝"0"時：2Pck クロック以上 

 CKS＝"1"時：4Pck クロック以上 

 

   ・ ADST ビット、外部トリガ、ATU-IIIS のタイマトリガによらずスキャン変換の起動は、ADiREF レジスタの ADSCACT

ビットが"0"の状態であるときに有効です。スキャン変換の起動要因は保持されません。 

   ・ ATU-IIIS のタイマトリガによるスキャン変換の起動周期および割り込み変換の起動周期について、スキャン変換時間

（たとえば、1 チャネルを変換する場合、CKS ビットが"0"のとき 56 ステート、CKS ビットが"1"のとき 112 ステー

ト）および割り込み変換時間（たとえば、1 トリガソースで 1 チャネルを変換する場合、CKS ビットが"0"のとき 50

ステート、CKS ビットが"1"のとき 100 ステート）を超えるように ATU- IIIS のタイマトリガ周期を設定してください。

タイマトリガ周期の詳しい設定は、「第 21 章 アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS）」を参照してください。 
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27.4.3 A/Di コントロール拡張レジスタ（ADiCER） 
ADiCER レジスタは、自己診断モードやデータフォーマット、クロック選択など設定するためのレジスタ

です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CKSDIAG 

M
DIAG 

LD DIAGVALADR 
FMT

IT
TRGS

A/D1 AD1CER P4 H'FFFF 4430
A/D0 AD0CER P4 H'FFFF 4030

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 ADRFMT 0 R W A/D データレジスタフォーマット選択ビット 

A/D 変換値加算モードが選択されているチャネルに対応する A/D データレジ

スタのフォーマットは、ADRFMT ビットによらず左詰めに固定です。A/D デー

タレジスタのフォーマットの詳細は、「27.4.1 A/D0 データレジスタ m、

DIAG0（AD0DRm、AD0DRD） A/D1 データレジスタ n、DIAG1（AD1DRn、
AD1DRD）」を参照してください。 

0：A/D データレジスタのフォーマットを左詰めにする 

1：A/D データレジスタのフォーマットを右詰めにする 

14～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11 DIAGM 0 R W 自己診断イネーブルビット 

自己診断は、A/D 変換器（AD0、AD1）の故障を検出するための機能です。内

部で生成する AVREF（AVREFH）×0、AVREF×1/2、AVREF×1 の 3 つの

電圧値をAD0、AD1で変換します。その後、ソフトウェアでAD0DRD、AD1DRD
を読み出し、変換値が正常の範囲である（正常）か正常の範囲ではない（異常）

かを判断します。 

自己診断は、スキャン変換にて最も小さいチャネルを変換する前に実施されま

す。自己診断の実行時間は、1 チャネルの A/D 変換時間と同じです。なお、誤

動作を防ぐため、DIAGM ビットの切り替えは、必ず ADiREF レジスタの

ADSCACT ビットが"0"の状態で行ってください。 

0：A/D 変換器の自己診断を実施しない 

1：A/D 変換器の自己診断を実施する 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10 DIAGLD 0 R W 自己診断モード選択ビット 

自己診断で変換する 3 つの電圧値をローテーションするか固定するかを選択

します。DIAGLD ビットを"0"に設定すると、AVREF×0→AVREF×1/2→
AVREF×1 の順番に電圧値をローテーションして変換していきます。ハード

ウェアリセットで AVREF×0 から自己診断を行った場合、スキャン変換が終

了しても AVREF×0 に戻らず、再びスキャン変換を実施すると、前回の続き

からローテーションします。DIAGLD ビットを"1"に設定すると、ADiCER レ

ジスタの DIAGVAL ビットで選択した電圧に固定して変換します（自動ロー

テーションを行いません）。また、再度、DIAGLD ビットを"0"に設定すると、

固定した電圧値からローテーションを開始します（ロード機能）。 

0：自己診断は自動的にローテーションして実施する 

1：自己診断は DIAGVAL ビットの設定に固定して実施する 

9、8 DIAGVAL 00 R W 自己診断電圧選択ビット 

詳細は DIAGLD ビットの説明を参照してください。また、本ビットの値が

"B'00"の状態で DIAGLD ビットを"1"に設定して、自己診断を実施しないでく

ださい。 

00：予約 

01：AVREF×0 の電圧値の自己診断を実施する 

10：AVREF×1/2 の電圧値の自己診断を実施する 

11：AVREF×1 の電圧値の自己診断を実施する 

7 CKS 0 R W クロック選択ビット 

A/D 変換時間を選択します。誤動作を防ぐため CKS ビットの切り替えは、必

ず ADiREF レジスタの ADSCACT ビットと ADITACT ビットの値がどちらも

"0"の状態で実施してください。 

0：A/D 変換時間=50 ステート（Pck 換算） 

1：A/D 変換時間=100 ステート（Pck 換算） 

6～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 ITTRGS 0 R W 割り込み変換トリガソース選択拡張ビット 

AD0INm、AD1INn の割り込み変換トリガソースをソース 1 のタイマにするか

ソース 2 のタイマにするかを選択します。ITTRGS ビットは、ADiTRE レジス

タの AD0TRGEm、AD1TRGEn ビットが"1"、ADiTRS レジスタの AD0TRSm、

AD1TRSn ビットが"0"のときのみ有効です。表 27.3 を参照してください。 

0：ソース 1 のタイマのトリガによる AD0INm、AD1INn の割り込み変換の

起動 

1：ソース 2 のタイマのトリガによる AD0INm、AD1INn の割り込み変換の

起動 

【記号説明】m＝0、2、4、6、8～15、n＝0、1、4、5 
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27.4.4 A/Di チャネル選択レジスタ（ADiANS） 
ADiANS レジスタは、スキャン変換で変換するチャネルを選択するレジスタです。 

誤動作を防ぐために、ADiANS レジスタの変更は、必ず ADiREF レジスタの ADSCACT ビットが"0"の状態

で実施してください。 
 

【注】・ ADiANS レジスタは、スキャン変換のチャネルを選択するレジスタであり、割り込み変換のチャネルの選択と

は関係がありません。割り込み変換のチャネルの選択は、ADiTRE レジスタで選択します。 

また、ADiANS レジスタと ADiTRE レジスタの両方で選択されたチャネルは、スキャン変換と割り込み変換の

両方で実施されます。さらに、ADiTRE レジスタでのみ選択されたチャネルは、スキャン変換の対象から外れ、

割り込み変換でのみ実施されます。 
 

（1） A/D0 チャネル選択レジスタ（AD0ANS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD0

ANS7
AD0

ANS6
AD0

ANS5
AD0

ANS10
AD0

ANS9
AD0

ANS8
AD0

ANS12
AD0

ANS11
AD0

ANS2
AD0

ANS1
AD0

ANS0
AD0

ANS4
AD0

ANS3
AD0

ANS14
AD0

ANS13
AD0

ANS15

A/D0 AD0ANS P4 H'FFFF 4020

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 AD0ANS15

～AD0ANS0 

すべて 0 R W AD0ANSm ビットを"1"に選択することにより AD0INm が選択されます。

AD0INmとAD0ANSnビットの対応については表27.3を参照してください。

0：AD0INm の非選択 

1：AD0INm の選択 

【注】・ AD0INm（m＝1、3、5、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】m＝0～15 
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（2） A/D1 チャネル選択レジスタ（AD1ANS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD1

ANS7
AD1

ANS6
AD1

ANS5
AD1

ANS2
AD1

ANS1
AD1

ANS0
AD1

ANS4
AD1

ANS3

A/D1 AD1ANS P4 H'FFFF 4420

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7～0 AD1ANS7

～

AD1ANS0 

すべて 0 R W AD1ANSn ビットを"1"に選択することにより AD1INn が選択されます。

AD1INn と AD1ANSn ビットの対応については表 27.3 を参照してください。

0：AD1INn の非選択 

1：AD1INn の選択 

【注】・ AD1INn（n＝2、3、6、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
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27.4.5 A/Di 変換ステータスレジスタ（ADiREF） 
ADiREF レジスタは、A/D 変換器の状態を示すレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ADFAD

ITACT
AD

SCACT

A/D1 AD1REF P4 H'FFFF 4402
A/D0 AD0REF P4 H'FFFF 4002

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 ADSCACT 0 R - スキャン変換ステータスビット 

スキャン変換がアイドル状態か変換中かを示します。 

スキャン変換中に割り込み変換が起動された場合、スキャン変換を中断し、

割り込み変換を優先的に実行しますが、スキャン変換のすべての処理が終了

するまで ADSCACT ビットは"1"を維持し、"0"にクリアされません。 

0：スキャン変換がアイドル状態 

1：スキャン変換中 

6 ADITACT 0 R - 割り込み変換ステータスビット 

割り込み変換がアイドル状態か変換中かを示します。 

ADSCACT ビットと ADITACT ビットの状態で AD0、AD1 の状態を把握でき

ます。詳細については表 27.5 を参照してください。 

0：割り込み変換がアイドル状態 

1：割り込み変換中 

5～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 ADF 0 R *1 1 スキャン終了フラグ 

スキャン変換でスキャンが終了する（選択されたすべてのチャネルを一通り

変換する）たびに"1"がセットされます。なお、ADF ビットに"1"を書き込む

ことはできません。 

ADF ビットに"1"がセットされたときにスキャン変換終了割り込みか DMAC

への DMA 転送要求のどちらかを発生できます。これにより A/D データレジ

スタを SHwyRAM などに退避するといった処理を、ソフトウェアまたは

DMAC で実現できます。 

0：スキャン変換がアイドル状態 

1：1 スキャンが終了し、選択されたすべての AD0INm、AD1INn の A/D 変

換値が A/D データレジスタに転送された 

［"0"クリア条件］ 

• ADF＝"1"の状態を読み出した後、"0"を書き込んだとき 

• ADI により DMAC が DMA 転送要求を受け付けたとき 

［"1"セット条件］ 

• スキャン変換の各スキャンにおいてすべてのアナログ変換が終了したと

き 

【注】 *1 ADF ビットに"1"を書き込むことはできません。フラグをクリアするため、ADF ビットの値が"1"の状態を読み出

した後に"0"を書き込むことのみできます。 
 

表 27.5 ADSCACT ビットと ADITACT ビットの設定による AD0 と AD1 の状態についての関係 

ADSCACT 

ビット 

ADITACT 

ビット 

AD0 と AD1 の状態 スキャン変換要因 割り込み変換要因 

0 アイドル状態 なし なし 0 

1 割り込み変換 なし あり 

0 スキャン変換 あり なし 1 

1 割り込み変換 あり あり 
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27.4.6 A/Di 変換値加算モード選択レジスタ（ADiADS） 
ADiADS レジスタは、A/D 変換を連続 2～4 回実施して加算（積算）する AD0INm（m＝0、2、4、6）、AD1INn

（n＝0、1、4、5）を選択するレジスタです。 
 

（1） A/D0 変換値加算モード選択レジスタ（AD0ADS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
AD0

ADS2
AD0

ADS1
AD0

ADS0
AD0

ADS4
AD0

ADS3
AD0

ADS6
AD0

ADS5
AD0

ADS7

A/D0 AD0ADS P4 H'FFFF 401C

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

7～0 AD0ADS7

～

AD0ADS0 

すべて 0 R W A/D 変換値加算チャネル選択ビット 

AD0ADSn ビットを"1"にセットすると、AD0INn を連続 2～4 回変換し加算

（積算）した値を AD0DRn レジスタに返します。AD0ADSn が"0"の AD0INn

に関しては、通常の 1 回変換を実施し、AD0DRn レジスタに値を返します。

また、スキャン変換および割り込み変換にかかわらず、AD0ADSn の設定

により加算するかしないかが決定されます。誤動作を防ぐため AD0ADSn

の切り替えは、必ず AD0REF の ADSCACT ビットと ADITACT ビットの値

がどちらも"0"の状態で実施してください。 

AD0INnとAD0ADSnビットの対応については表27.3を参照してください。

加算回数の選択については、「27.4.7 A/Di 変換値加算回数選択レジスタ

（ADiADC）」の説明を参照してください。 

0：A/D 変換値加算モード非選択 

1：A/D 変換値 2～4 回連続加算モード選択 

【注】・ AD0ADSn（n＝1、3、5、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
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（2） A/D1 変換値加算モード選択レジスタ（AD1ADS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
AD1

ADS2
AD1

ADS1
AD1

ADS0
AD1

ADS4
AD1

ADS3
AD1

ADS6
AD1

ADS5
AD1

ADS7

A/D1 AD1ADS P4 H'FFFF 441C

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

7～0 AD1ADS7

～

AD1ADS0 

すべて 0 R W A/D 変換値加算チャネル選択ビット 

AD1ADSn ビットを"1"にセットすると、AD1INn を連続 2～4 回変換し加算

（積算）した値を AD1DRn レジスタに返します。AD1ADSn ビットが"0"

の AD1INn に関しては、通常の 1 回変換を実施し、AD1DRn レジスタに値

を返します。また、スキャン変換および割り込み変換にかかわらず、

AD1ADSn ビットの設定により加算するかしないかが決定されます。誤動

作を防ぐため AD1ADSn の切り替えは、必ず AD1REF レジスタの

ADSCACT ビットと ADITACT ビットの値がどちらも"0"の状態で実施して

ください。 

AD1INnとAD1ADSnビットの対応については表27.3を参照してください。

加算回数の選択については、「27.4.7 A/Di 変換値加算回数選択レジスタ

（ADiADC）」の説明を参照してください。 

0：A/D 変換値加算モード非選択 

1：A/D 変換値 2～4 回連続加算モード選択 

【注】・ AD1ADSn（n＝2、3、6、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
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図 27.2にAD0ADS2ビットとAD0ADS6ビットを"1"にセットしたときのスキャン変換シーケンスを示しま

す。加算回数は 4 回に設定、AD0IN0、AD0IN2、AD0IN4、AD0IN6 が選択されているものとします。AD0IN

から変換を開始します。AD0IN2 の変換は、4 回連続変換し、加算（積算）値をデータレジスタに返します。

その後、AD0IN4 の変換を開始します。 

スキャン変換中に割り込み変換が要求された場合は、スキャン変換を途中で中断し、割り込み変換要求の

チャネルの変換を開始します。割り込み変換が終了すると、中断されたスキャン変換で A/D 変換中であった

チャネルから、スキャン変換を再開します。ただし、中断されたチャネル（AD0INn）の AD0ADSn ビットが

1に設定されていた場合、2～4回の途中までA/D変換されていたとしても 1回目の変換から実施し直します。 

AD0IN
2

AD0IN
0

AD0IN
2

AD0IN
2

AD0IN
4

AD0IN
6

AD0IN
6

AD0IN
6

AD0IN
2

AD0IN
6

AD0IN
0

AD0IN
2

AD0IN
2

AD0IN
2

AD0IN
2

1

2

3

4

 

図 27.2 AD0ADS2 ビットと AD0ADS6 ビットを"1"にセットしたときのスキャン変換シーケンス 
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27.4.7 A/Di 変換値加算回数選択レジスタ（ADiADC） 
ADiADC レジスタは、A/D 変換値加算モードが選択されたチャネルに対して加算回数を設定するレジスタ

です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ADC

A/D1 AD1ADC P4 H'FFFF 441E
A/D0 AD0ADC P4 H'FFFF 401E

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1、0 ADC 00 R W 加算回数選択ビット 

A/D 変換値加算モードでの加算回数を選択します。ただし、A/D 変換値加算

モードが選択されていないチャネルの A/D 変換では、本ビットの設定は無効

です。 

また、誤動作を防ぐため、本ビットの切り替えは、必ず ADiREF レジスタの

ADSCACTビットとADITACTビットの値がどちらも"0"の状態で実施してく

ださい。 

00：1 回変換（通常の変換と同じ） 

01：2 回変換 

10：3 回変換 

11：4 回変換 
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27.4.8 A/Di 割り込みトリガイネーブルレジスタ（ADiTRE） 
ADiTRE レジスタは、AD0INm、AD1INn に対しての割り込み変換要求を禁止/許可を設定するレジスタです。

割り込み変換を許可しているチャネルは、対応した割り込み変換要求が入ると割り込み変換されます。 
 

（1） A/D0 割り込みトリガイネーブルレジスタ（AD0TRE） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD0TRGE

7
AD0TRGE

6
AD0TRGE

5
AD0TRGE

10
AD0TRGE

9
AD0TRGE

8
AD0TRGE

12
AD0TRGE

11
AD0TRGE

2
AD0TRGE

1
AD0TRGE

0
AD0TRGE

4
AD0TRGE

3
AD0TRGE

14
AD0TRGE

13
AD0TRGE

15

A/D0 AD0TRE P4 H'FFFF 4004

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

15～0 AD0TRGE15 

～ 

AD0TRGE0 

すべて 0 R W 割り込み変換要求イネーブルビット 

AD0TRGEm ビットを"1"にセットすると、そのビットに対応した AD0INm

の割り込み変換要求を許可します。AD0TRGEm ビットと AD0INm および

割り込み要求トリガソースの対応については表 27.3 を参照してください。

0：AD0INm に対して ATU-IIIS のタイマまたはソフトトリガ

（AD0STRGm）からの割り込み変換要求禁止 

1：AD0INm に対して ATU-IIIS のタイマまたはソフトトリガ

（AD0STRGm）からの割り込み変換要求許可 

【注】・ AD0TRGEm（m＝1、3、5、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】m＝0～15 
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（2） A/D1 割り込みトリガイネーブルレジスタ（AD1TRE） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

AD1TRGE
2

AD1TRGE
1

AD1TRGE
0

AD1TRGE
4

AD1TRGE
3

AD1TRGE
6

AD1TRGE
5

AD1TRGE
7

A/D1 AD1TRE P4 H'FFFF 4410

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

7～0 AD1TRGE7 

～ 

AD1TRGE0 

すべて 0 R W 割り込み変換要求イネーブルビット 

AD1TRGEn ビットを"1"にセットすると、そのビットに対応した AD1INn

の割り込み変換要求を許可します。AD1TRGEn ビットと AD1INn および割

り込み要求トリガソースの対応については表 27.3 を参照してください。 

0：AD1INnに対してATU-IIISのタイマまたはソフトトリガ（AD1STRGn）

からの割り込み変換要求禁止 

1：AD1INnに対してATU-IIISのタイマまたはソフトトリガ（AD1STRGn）

からの割り込み変換要求許可 

【注】・ AD1TRGEn（n＝2、3、6、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
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27.4.9 A/Di 割り込みトリガソース選択レジスタ（ADiTRS） 
ADiTRS レジスタは、割り込み変換のトリガソースを選択するレジスタです。トリガソースとして、ATU-IIIS

のタイマトリガまたは ADiTRS レジスタのライトによるソフトトリガのどちらかを選択できます。 
 

（1） A/D0 割り込みトリガソース選択レジスタ（AD0TRS） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD0TRS

7
AD0TRS

6
AD0TRS

5
AD0TRS

10
AD0TRS

9
AD0TRS

8
AD0TRS

12
AD0TRS

11
AD0TRS

2
AD0TRS

1
AD0TRS

0
AD0TRS

4
AD0TRS

3
AD0TRS

14
AD0TRS

13
AD0TRS

15

A/D0 AD0TRS P4 H'FFFF 4008

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

15～0 AD0TRS15 

～ 

AD0TRS0 

すべて 0 R W 割り込み変換トリガソース選択ビット 

AD0TRSm ビットを"0"にセットし、さらに AD0TRE レジスタの AD0TREm

ビットを"1"にしたときは、トリガソース 1 またはソース 2 のタイマのタイ

マトリガが入るとエッジを検出して AD0INm の割り込み変換を開始しま

す。AD0TRSm ビットを"1"にセットしたときは、AD0STRG レジスタの

AD0STRGmビットに"1"をライトするとエッジを検出してAD0INmの割り

込み変換を開始します。トリガソース 1 またはソース 2 の選択は、AD0CER

レジスタの ITTRGS ビットで設定します。AD0TRSm ビットと AD0INm お

よび割り込み要求トリガソースの対応は、表 27.3 を参照してください。

0：AD0INm の割り込み変換要求としてトリガソース 1 またはソース 2

のタイマを選択 

1：AD0INm の割り込み変換要求としてソフトトリガ（AD0STRGm）を

選択 

【注】・ AD0TRSm（m＝1、3、5、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】m＝0～15 
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（2） A/D1 割り込みトリガソース選択レジスタ（AD1TRS） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

AD1TRS
2

AD1TRS
1

AD1TRS
0

AD1TRS
4

AD1TRS
3

AD1TRS
6

AD1TRS
5

AD1TRS
7

A/D1 AD1TRS P4 H'FFFF 4414

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 AD1TRS7 

～ 

AD1TRS0 

すべて 0 R W 割り込み変換トリガソース選択ビット 

AD1TRSnビットを"0"にセットし、さらにAD1TREレジスタのAD1TREnビッ

トを"1"にしたときは、トリガソース 1 またはソース 2 のタイマのタイマトリ

ガが入るとエッジを検出して AD1INn の割り込み変換を開始します。

AD1TRSn ビットを"1"にセットしたときは、AD1STRG レジスタの

AD1STRGnビットに"1"をライトするとエッジを検出してAD1INnの割り込み

変換を開始します。トリガソース 1 またはソース 2 の選択は、AD1CER レジ

スタの ITTRGS ビットで設定します。AD1TRSn ビットと AD1INn および割り

込み要求トリガソースの対応は、表 27.3 を参照してください。 

0：AD1INn の割り込み変換要求としてトリガソース 1 またはソース 2 のタ

イマを選択 

1：AD1INn の割り込み変換要求としてソフトトリガ（AD1STRGn）を選択

【注】・ AD1TRSn（n＝2、3、6、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
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27.4.10 A/Di 割り込みソフトトリガレジスタ（ADiSTRG） 
ADiSTRG レジスタは、ソフトウェアで割り込み変換を起動するレジスタです。ADiSTRG レジスタは書き

込み専用のレジスタで、読み出すと常に"0"が読み出されます。 
 

（1） A/D0 割り込みソフトトリガレジスタ（AD0STRG） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD0STRG

7
AD0STRG
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AD0STRG

5
AD0STRG
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AD0STRG

9
AD0STRG
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AD0STRG
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AD0STRG
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AD0STRG

2
AD0STRG

1
AD0STRG

0
AD0STRG

4
AD0STRG

3
AD0STRG

14
AD0STRG

13
AD0STRG

15

A/D0 AD0STRG P4 H'FFFF 400A

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

15～0 AD0STRG15 

～ 

AD0STRG0 

すべて 0 0 W 割り込み変換ソフトトリガビット 

AD0INm に対応した AD0TRS レジスタの AD0TRSm ビットを"1"にセット

し、さらに AD0TRE レジスタの AD0TREm ビットを"1"にしたとき、

AD0STRGmビットに"1"をライトするとエッジを検出してAD0INmの割り

込み変換を開始します。また、割り込み変換の要求をしない AD0INm には

"0"を書き込んでください。"0"が書き込まれた AD0INm は何も影響されま

せん。割り込み変換の要求を行うと内部回路でその要因を AD0INm 単位に

保持します。要因のある AD0INm の割り込み変換が実施され終了すると

AD0INm の要因をクリアします。したがって、一度 AD0STRGm ビットに

"1"を書き込むと、その後"0"を書き込んでも AD0INm の要因はクリアされ

ず、割り込み変換は実施されます。ただし、要因のある状態でさらに

AD0STRGmビットに"1"を書き込んでもAD0INmの割り込み変換を2回実

施するわけではありません。 

1 チャネルにつき 1 要因です。これは、ATU-IIIS のタイマトリガの要求で

割り込み変換を実施する場合も同様です。AD0STRGm ビットと AD0INm

の対応は、表 27.3 を参照してください。 

0：AD0INm に対して割り込み変換要求（ソフトトリガ）なし 

1：AD0INm に対して割り込み変換要求（ソフトトリガ）あり 

【注】・ AD0STRGm（m＝1、3、5、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】m＝0～15 
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（2） A/D1 割り込みソフトトリガレジスタ（AD1STRG） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

AD1STRG
28

AD1STRG
1

AD1STRG
0

AD1STRG
4

AD1STRG
3

AD1STRG
6

AD1STRG
5

AD1STRG
7

A/D1 AD1STRG P4 H'FFFF 4416

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

7～0 AD1STRG7 

～ 

AD1STRG0 

すべて 0 0 W 割り込み変換ソフトトリガビット 

AD1Nn に対応した AD1TRS レジスタの AD1TRSn ビットを"1"にセット

し、さらに AD1TRE レジスタの AD1TREn ビットを"1"にしたとき、

AD1STRGn ビットに"1"をライトするとエッジを検出して AD1INn の割り

込み変換を開始します。また、割り込み変換の要求をしない AD1INn には

"0"を書き込んでください。"0"が書き込まれた AD1INn は何も影響されま

せん。割り込み変換の要求を行うと内部回路でその要因を AD1INn 単位に

保持します。要因のある AD1INn の割り込み変換が実施され終了すると

AD1INn の要因をクリアします。したがって、一度 AD1STRGn ビットに"1"

を書き込むと、その後"0"を書き込んでも AD1INn の要因はクリアされず、

割り込み変換は実施されます。ただし、要因のある状態でさらに

AD1STRGn ビットに"1"を書き込んでも AD1INn の割り込み変換を 2 回実

施するわけではありません。 

1 チャネルにつき 1 要因です。これは、ATU-IIIS のタイマトリガの要求で

割り込み変換を実施する場合も同様です。AD1STRGn ビットと AD1INn

の対応は、表 27.3 を参照してください。 

0：AD1INn に対して割り込み変換要求（ソフトトリガ）なし 

1：AD1INn に対して割り込み変換要求（ソフトトリガ）あり 

【注】・ AD1STRGn（n＝2、3、6、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
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27.4.11 A/Di 割り込みトリガ処理終了フラグレジスタ（ADiTRF） 
ADiTRF レジスタは、割り込み変換が終了したことを知らせるステータスレジスタです。割り込み変換が

終了したら、そのチャネル（AD0INm、AD1INn）対応した割り込み変換終了フラグ（AD0TFm、AD1TFn）

ビットを"1"にセットします。 
 

（1） A/D0 割り込みトリガ処理終了フラグレジスタ（AD0TRF） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AD0TF

7
AD0TF

6
AD0TF

5
AD0TF

10
AD0TF

9
AD0TF

8
AD0TF

12
AD0TF

11
AD0TF

2
AD0TF

1
AD0TF

0
AD0TF

4
AD0TF

3
AD0TF

14
AD0TF

13
AD0TF

15

A/D0 AD0TRF P4 H'FFFF 4006

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

14～4 AD0TF14 

～ 

AD0TF4 

すべて 0 R *1 割り込み変換終了フラグ 

AD0TFp は、割り込み変換が終了したことを示すステータスフラグです。

AD0TFp に"1"を書き込むことはできません。AD0TFp に"1"がセットされた

ときに AD0INp の割り込み変換終了割り込み（AD0IDp）を発生できます。

AD0TFp と AD0INp の対応については表 27.3 を参照してください。 

0：AD0INp の割り込み変換がアイドル状態 

1：AD0INp の割り込み変換が終了し、A/D 変換値が AD0DRp レジスタ

に転送された 

［"0"クリア条件］ 

• AD0TFp＝"1"の状態を読み出した後、"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• AD0INp の割り込み変換が終了したとき 
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ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

15、 

3～0 

AD0TF15、 

AD0TF3～

AD0TF0 

すべて 0 R *1 割り込み変換終了フラグ 

AD0TFq は、割り込み変換が終了したことを示すステータスフラグです。

AD0TFq に"1"を書き込むことはできません。AD0TFq に"1"がセットされた

ときに AD0INq の割り込み変換終了割り込み（AD0IDq）を発生できます。

AD0TFq と AD0INq の対応については表 27.3 を参照してください。 

0：AD0INq の割り込み変換がアイドル状態 

1：AD0INq の割り込み変換が終了し、A/D 変換値が AD0DRq レジスタ

に転送された 

［"0"クリア条件］ 

• AD0TFq＝"1"の状態を読み出した後、"0"を書き込んだとき 

• AD0IDq により DMAC が DMA 転送要求を受け付けたとき 

［"1"セット条件］ 

• AD0INq の割り込み変換が終了したとき 

【注】 *1 AD0TFp、AD0TFq ビットに"1"を書き込むことはできません。フラグをクリアするため、AD0TFp、AD0TFq ビッ

トの値が"1"の状態を読み出した後に"0"を書き込むことのみできます。 

   ・ AD0TFp、AD0TFq を"0"にクリアしなくても AD0INp、AD0INq の割り込み変換要求は受け付けます。AD0DRm レジ

スタの退避タイミングは、注意してください。 

   ・ AD0TFm（m＝1、3、5、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】p＝4～14、q＝0～3、15 
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（2） A/D1 割り込みトリガ処理終了フラグレジスタ（AD1TRF） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

AD1TF
2

AD1TF
1

AD1TF
0

AD1TF
4

AD1TF
3

AD1TF
6

AD1TF
5

AD1TF
7

A/D1 AD1TRF P4 H'FFFF 4412

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

7～0 AD1TF7～

AD1TF0 

すべて 0 R *1 割り込み変換終了フラグ 

AD1TFn は、割り込み変換が終了したことを示すステータスフラグです。

AD1TFn に"1"を書き込むことはできません。AD1TFn に"1"がセットされた

ときに AD1INn の割り込み変換終了割り込み（AD1IDn）を発生できます。

ADTFn と AD1INn の対応については表 27.3 を参照してください。 

0：AD1INn の割り込み変換がアイドル状態 

1：AD1INn の割り込み変換が終了し、A/D 変換値が AD1DRn レジスタ

に転送された 

［"0"クリア条件］ 

• AD1TFn＝"1"の状態を読み出した後、"0"を書き込んだとき 

［"1"セット条件］ 

• AD1INn の割り込み変換が終了したとき 

【注】 *1 AD1TFn ビットに"1"を書き込むことはできません。フラグをクリアするため、AD1TFn ビットの値が"1"の状態を

読み出した後に"0"を書き込むことのみできます。 

   ・ AD1TFn を"0"にクリアしなくても AD1INn の割り込み変換要求は受け付けます。AD1DRn レジスタの退避タイミング

は、注意してください。 

   ・ AD1TFm（m＝2、3、6、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
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27.4.12 A/Di 割り込みトリガ処理終了割り込みイネーブルレジスタ（ADiTRD） 
ADiTRD レジスタは、ADiTRF レジスタの割り込み変換終了フラグ（AD0TFm、AD1TFn）が"1"にセットさ

れたときに A/D 割り込み変換終了割り込みの発生を禁止/許可をするレジスタです。 
 

（1） A/D0 割り込みトリガ処理終了割り込みイネーブルレジスタ（AD0TRD） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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AD0IDE
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AD0IDE
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AD0IDE
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AD0IDE
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AD0IDE

2
AD0IDE

1
AD0IDE

0
AD0IDE

4
AD0IDE

3
AD0IDE

14
AD0IDE

13
AD0IDE

15

A/D0 AD0TRD P4 H'FFFF 400C

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後の 

値 

R W 説   明 

14～4 AD0IDE14～

AD0IDE4 

すべて 0 R W 割り込み変換終了割り込みイネーブルビット 

AD0IDEp ビットは、AD0INp の割り込み変換終了割り込み（AD0IDp）の

発生を許可/禁止するビットです。なお、誤動作を防ぐため、AD0IDEp の

切り替えは、必ず AD0REF レジスタの ADITACT ビットが"0"の状態で行っ

てください。AD0INp の割り込み変換が終了して、割り込み変換終了フラ

グレジスタの AD0TFp ビットが"1"にセットされたとき、AD0IDEp ビット

が"1"にセットされていると AD0IDp 信号が発生します。AD0TFp ビットを

"0"にクリアするか、AD0IDEp ビットを"0"にクリアすることで、AD0IDp

信号のクリアが可能です。AD0IDEp ビットと AD0INp および AD0IDp の対

応は、表 27.3 を参照してください。 

0：AD0INp の割り込み変換終了後の割り込み要求（AD0IDp）を禁止 

1：AD0INp の割り込み変換終了後の割り込み要求（AD0IDp）を許可 

15、3～0 AD0IDE15、 

AD0IDE3～

AD0IDE0 

すべて 0 R W 割り込み変換終了割り込みイネーブルビット 

AD0IDEq ビットは、AD0INq の割り込み変換終了割り込み（AD0IDq）の

発生を許可/禁止するビットです。なお、誤動作を防ぐため、AD0IDEq の

切り替えは、必ず AD0REF レジスタの ADITACT ビットが"0"の状態で行っ

てください。AD0INq の割り込み変換が終了して、割り込み変換終了フラ

グレジスタの AD0TFq ビットが"1"にセットされたとき、AD0IDEq が"1"

にセットされていると AD0IDq 信号が発生します。AD0TFq を"0"にクリア

するか、AD0IDEq を"0"にクリアすることで、AD0IDq 信号のクリアが可

能です。AD0IDEq と AD0INq および AD0IDq の対応は、表 27.3 を参照し

てください。 

0：AD0INq の割り込み変換終了後の割り込み要求（AD0IDq）または DMA
転送要求を禁止 

1：AD0INq の割り込み変換終了後の割り込み要求（AD0IDq）または DMA
転送要求を許可 

【注】・ AD0IDEm（m＝1、3、5、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】p＝4～14、q＝0～3、15  
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（2） A/D1 割り込みトリガ処理終了割り込みイネーブルレジスタ（AD1TRD） 
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5

AD1IDE
7

A/D1 AD1TRD P4 H'FFFF 4418

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

7～0 AD1IDE7～

AD1IDE0 

すべて 0 R W 割り込み変換終了割り込みイネーブルビット 

AD1IDEn ビットは、AD1INn の割り込み変換終了割り込み（AD1IDn）の発

生を許可/禁止するビットです。なお、誤動作を防ぐため、AD1IDEn ビット

の切り替えは、必ず AD1REF レジスタの ADITACT ビットが"0"の状態で行っ

てください。AD1INn の割り込み変換が終了して、割り込み変換終了フラグ

レジスタの AD1TFn ビットが"1"にセットされたとき、AD1IDEn ビットが"1"

にセットされていると AD1IDn 信号が発生します。AD1TFn ビットを"0"にク

リアするか、AD1IDEn ビットを"0"にクリアすることで、AD1IDn 信号のクリ

アが可能です。 

AD1IDEn ビットと AD1INn および AD1IDn の対応は、表 27.3 を参照してく

ださい。 

0：AD1INn の割り込み変換終了後の割り込み要求（AD1IDn）を禁止 

1：AD1INn の割り込み変換終了後の割り込み要求（AD1IDn）を許可 

【注】・ AD1IDEn（n＝2、3、6、7）には"0"を設定してください。 

【記号説明】n＝0～7 
 

27.4.13 CPU とのインタフェース 
AD0DRm、AD1DRn レジスタは 16 ビットのレジスタであり、32 ビット幅の周辺バスを介して CPU と結合

しています。AD0DRm、AD1DRn レジスタの読み出しは、必ずワード単位で行ってください。バイト（8 ビッ

ト）単位で上位バイト/下位バイトの 2 回に分けて読み出すことにより、1 回目に読み出した A/D 変換値と 2

回目に読み出した A/D 変換値が変化するのを避けるため、バイト（8 ビット）単位の読み出しは行わないで

ください。 

ATU-IIIS TMU SCIFADCRSPI INTC

32

 

図 27.3 CPU と A/D 変換器（ADC）のインタフェース 
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27.5 動作説明 

27.5.1 スキャン変換動作 
スキャン変換の動作モードには、1 サイクルスキャンモードと連続スキャンモードの 2 種類の動作モード

があります。1 サイクルスキャンモードは、指定した 1 チャネル以上のスキャンを 1 回実施して終了するモー

ドです。連続スキャンモードは指定した 1 チャネル以上のスキャンをソフトウェアで ADST ビットを"0"（"1"

の状態から"0"）にクリアするまで無制限に繰り返し実施するモードです。 
1 サイクルスキャンモードの選択は、ADiCSR レジスタの ADCS ビットを"0"にセットすることにより行い

ます。連続スキャンモードの選択は、ADCS ビットを"1"にセットすることにより行います。スキャン変換は、

AD0 は AD0INn（n=0、2、4、6、8～15）のチャネル番号の小さい順、AD1 は AD1INn（n=0、1、4、5）のチャ

ネル番号の小さい順に実施されます。 

1 サイクルスキャンの場合、選択したすべてのチャネルを 1 通り A/D 変換（スキャン）すると ADiREF レ

ジスタの ADF ビットを"1"にセット、ADiREF レジスタの ADSCACT ビットを"0"にクリアしてスキャン変換

を終了します。連続スキャンの場合、選択したすべてのチャネルを 1 通り A/D 変換（スキャン）すると ADF

ビットを"1"にセットし、さらにスキャン変換を続けます。ADF ビットは、選択したすべてのチャネルを 1 通

り A/D 変換（スキャン）が終了するたびに"1"にセットされます。 

スキャン変換を停止する場合、ADST ビットが"1"の状態のときに"0"を書き込んでください。ADST ビット

が"0"の状態で"0"を書き込んでも、A/D 変換器には何も影響しません。同様に、ADST ビットが"1"の状態の

ときに"1"を書き込んでも、A/D 変換器には何も影響しません。したがって、ADST ビット以外のスキャン変

換要求でスキャン変換を起動し、途中でスキャン変換を停止させる場合は、一度 ADST ビットに"1"を書き込

んでから"0"を書き込んでください。 

ADF ビットが"1"にセットされたとき、ADiCSR レジスタの ADIE ビットが"1"にセットされていると ADI

割り込み要求を発生します。ADF ビットを"0"にクリアするときには、ADF ビットが"1"の状態を読み出した

後、"0"を書き込んでください。ただし、ADI 割り込みで DMAC を起動した場合には自動的に"0"にクリアさ

れ、ADI 割り込みもクリアされます。 
 

27.5.2 1 サイクルスキャンモード 
AD0IN0、AD0IN2、AD0IN9 を選択し、さらに AD0I 割り込みを許可し 3 チャネルの 1 サイクルスキャンモー

ドでスキャン変換を行う場合の動作例を次に示します。AD1 に関しても動作は同じです。 

1. AD0CSRレジスタのADCSビットに"0"を、ADIEビットに"1"を設定します。 

2. AD0ANSレジスタのAD0ANS0、AD0ANS2、AD0ANS9ビットにそれぞれ"1"を設定します。 

3. AD0CSRレジスタのADSTビットに"1"をセットし、スキャン変換を開始します。すでにADSTビットが"1"

にセットされている場合は、一度"0"にクリアしてから"1"をセットします。 

この場合、一定時間*1以上の間隔を開けて、ADSTビットに"1"を書き込んでください。 

【注】 *1 CKS＝"0"時：Pck の 2 クロック分 

CKS＝"1"時：Pck の 4 クロック分 

4. スキャン変換が開始すると、ADSCACTビットが"1"にセットされます。次にAD0IN0のA/D変換が開始さ

れます。A/D変換が終了すると、A/D変換値をAD0DR0レジスタに転送します。その後は、AD0IN2→
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AD0IN9の順番でAD0IN0と同じように順次処理されていきます。 

5. 設定したすべてのチャネル（AD0IN0、AD0IN2、AD0IN9）のA/D変換値がAD0DR0、AD0DR2、AD0DR9

レジスタに転送されると、ADFビットが"1"にセットされます。このとき、ADIEビットが"1"に設定され

ているため、AD0I割り込みを発生します。また、ADSCACTビットは"0"にクリアされ、スキャン変換が

終了します。 

6. AD0Iの割り込みルーチンが開始されます。割り込みルーチンでADFビットの"1"を読み出した後に"0"を

書き込んでAD0Iをクリアします。次にAD0DR0、AD0DR2、AD0DR9レジスタを読み出し、処理します。 

7. AD0Iの割り込みルーチンを終了します。 

ADST

AD0I ADF

ADSCACT

AD0

AD0IN0

AD0IN2

AD0IN9

AD0DR0

AD0DR2

AD0DR9

*
1

*
1

AD0IN0

A/D

A/D

AD0IN2 AD0IN9

*1

A/D AD0IN0

A/D AD0IN2

A/D AD0IN9

A/D

 

図 27.4 1 サイクルスキャンモードの動作例 
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27.5.3 連続スキャンモード 
AD0IN0、AD0IN2、AD0IN9 を選択し、さらに AD0I 割り込みを許可し、3 チャネルの連続スキャンモード

でスキャン変換を行う場合の動作例を次に示します。AD1 に関しても操作は同じです。 

1. AD0CSRレジスタのADCSビットに"1"を、ADIEビットに"1"を設定します。 

2. AD0ANSレジスタのAD0ANS0、AD0ANS2、AD0ANS9ビットにそれぞれ"1"を設定します。 

3. AD0CSRレジスタのADSTビットに"1"をセットし、スキャン変換を開始します。すでにADSTが"1"にセッ

トされている場合は、一度"0"にクリアしてから"1"をセットします。 

この場合、一定時間*1以上の間隔を開けて、ADSTビットに"1"を書き込んでください。 

【注】 *1 CKS＝"0"時：Pck の 2 クロック分 

CKS＝"1"時：Pck の 4 クロック分 

4. スキャン変換が開始すると、ADSCACTビットが"1"にセットされます。次にAD0IN0のA/D変換が開始さ

れます。A/D変換が終了すると、A/D変換値をAD0DR0レジスタに転送します。その後は、AD0IN2→

AD0IN9の順番でAD0IN0と同じように順次処理されていきます。 

5. 設定したすべてのチャネル（AD0IN0、AD0IN2、AD0IN9）のA/D変換値がAD0DR0、AD0DR2、AD0DR9

レジスタに転送されると、ADFビットが"1"にセットされます。このとき、ADIEビットが"1"に設定され

ているため、AD0I割り込みを発生します。また、スキャン変換は、スキャンの先頭に戻ります。 

6. AD0Iの割り込みルーチンが開始されます。割り込みルーチンでADFビットの"1"を読み出した後"0"を書

き込んでAD0Iをクリアします。次にAD0DR0、AD0DR2、AD0DR9レジスタを読み出し、処理します。 

7. AD0Iの割り込みルーチンを終了します。 

8. ADSTビットが"1"にセットされている間は、4.～7.を繰り返します。ADSTビットを"0"にクリアすると、

ADSCACTビットが"0"にクリアされ、スキャン変換が終了します。その後、ADSTビットを"1"にセット

すると再びスキャン変換を開始します。 
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*
1
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*
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*
1
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A/D 1 AD0IN0

A/D 1 AD0IN2

A/D 1 AD0IN9
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図 27.5 連続スキャンモードの動作例 
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27.5.4 割り込み変換 
割り込み変換は、AD0INm、AD1INn に対して、ATU-IIIS のタイマトリガまたはソフトトリガの要求が発

生した場合、要求のあったチャネルを A/D 変換します。スキャン変換が、要求により選択されたすべてのチャ

ネルを変換するのに対して、割り込み変換は各要求によりチャネル単位で変換します。 
割り込み変換を行う場合、ADiTRE レジスタの AD0TRGEm、AD1TRGEn ビットに"1"を設定し、ADiTRS

レジスタの AD0TRSm、AD1TRSn ビットによりトリガソースを選択します。この状態で選択したトリガソー

スから割り込み変換要求が入ると、対応する AD0INm、AD1INn の A/D 変換を実施します。AD0INm、AD1INn

の割り込み変換が終了すると ADiTRF レジスタの AD0TFm、AD1TFn ビットを"1"にセットします。AD0TFm、

AD1TFn ビットは、AD0INm、AD1INn の割り込み変換が終了するたびに"1"にセットされます。さらに、い

ずれかの割り込み変換が実施されると、ADiREF レジスタの ADITACT ビットは"1"にセットされます。割り

込み変換要求のあるすべての AD0INm、AD1INn の A/D 変換が終了すると、ADITACT ビットは"0"にクリア

されます。 

割り込み変換が競合した場合、優先順位に従って A/D 変換します。AD0 は、AD0IN0＞AD0IN2＞･･･＞

AD0IN14＞AD0IN15 のように、優先順位は番号の小さいチャネルが高くなります。AD1 は、AD1IN0＞AD1IN1

＞AD1IN4＞AD1IN5 のように、優先順位は AD1IN0 が 1 番高く、AD1IN5 が 1 番低くなります。ただし、あ

るチャネル（AD0INi）の割り込み変換中に別のチャネル（AD0INj、AD0INk）の割り込み変換要求が入った

場合、優先順位にかかわらず途中で A/D 変換を中断しません。この場合には、A/D 変換中の AD0INi が終了

した後に、処理されていない割り込み変換要求のあるすべてのチャネル（この場合 AD0INj、AD0INk）を優

先順位に従った順番で A/D 変換します。したがって、割り込み変換の優先順位は、次に処理する割り込み変

換のチャネルを決定するものです。一つのトリガソースで 2 チャネルに対して割り込み変換要求を発生した

場合や、複数のトリガソースが同時に割り込み変換要求を発生した場合にも、この優先順位に従った順番で

A/D 変換します。 

スキャン変換中に割り込み変換を行う場合、スキャン変換で A/D 変換中のチャネル（AD0INi）を途中で中

断し、割り込み変換要求のあったチャネル（AD0ANj）の A/D 変換を実施します。AD0ANj の割り込み変換

が終了すると、途中で中断されたチャネル（AD0INi）の A/D 変換からスキャン変換を再開します。これによ

り、割り込み変換要求から割り込み変換終了までの時間は常に同じ時間となります。たとえば、MCU 外部の

A/D 変換ソースの動作に同期させ、ピンポイントで A/D 変換を実施するというようなことが可能となります。 

AD0TFm、AD1TFn ビットが"1"にセットされたとき、ADiTRD レジスタの AD0IDEm、AD1IDEn ビットが

"1"にセットされていると、AD0IDm、AD1IDn 割り込み要求を発生します。AD0TFm、AD1TFn ビットを"0"

にクリアするときには、AD0TFm、AD1TFn ビットが"1"の状態を読み出した後、"0"を書き込んでください。

ただし、AD0IDm、AD1IDn 割り込みで DMAC を起動した場合には自動的に"0"にクリアされ、AD0IDm、

AD1IDn 割り込みもクリアされます。DMAC の DMA 転送がサポートされているのは、AD0IN0（AD0ID0）、

AD0IN2（AD0ID2）、AD0IN15（AD0ID15）です。 
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27.5.5 割り込み変換の動作例 
AD1IN0 のトリガソースをタイマ TOU00 に、AD1IN4、AD1IN5 のトリガソースをタイマ TOU01 に選択し、

割り込み変換を行う場合の動作例を次に示します。 

1. AD1TREレジスタのAD1TRGE0ビット、AD1TRGE4ビット、AD1TRGE5ビットにそれぞれ"1"を設定しま

す。 

2. AD1CERレジスタのITTRGSビットに"0"を設定します。AD1TRSレジスタのAD1TRS0ビット、AD1TRS4

ビット、AD1TRS5ビットにそれぞれ"0"を設定します。 

3. 以降は、ATU-IIISのレジスタの設定に従った周期で、タイマTOU00、タイマTOU01の割り込み変換要求

が発生します。ATU-IIISのレジスタについては、「第21章 アドバンストタイマユニット-IIIS（ATU-IIIS）」

を参照してください。 

4. タイマTOU00の割り込み変換要求が発生すると、AD1REFレジスタのADITACTビットが"1"にセットさ

れ、AD1IN0の割り込み変換が実施されます。AD1IN0のA/D変換が終了すると、AD1IN0のA/D変換値を

AD1DR0レジスタに転送し、AD1TRFレジスタのAD1TF0ビットを"1"にセットします。また、ADITACT

ビットが"0"にクリアされ、割り込み変換が終了します。さらに、AD1TRDレジスタのAD1IDE0ビットが

"1"にセットされていると、CPUに対してAD1ID0割り込みを発生します。 

5. タイマTOU01の割り込み変換要求が発生すると、AD1REFレジスタのADITACTビットが"1"にセットさ

れ、AD1IN4とAD1IN5の割り込み変換が実施されます。AD1IN4のA/D変換が実施され、終了すると、

AD1IN4のA/D変換値をAD1DR4レジスタに転送し、AD1TRFレジスタのAD1TF4ビットを"1"にセットし

ます。次にAD1IN5のA/D変換が実施され終了すると、AD1IN5のA/D変換値をAD1DR5レジスタに転送し、

AD1TRFレジスタのAD1TF5ビットを"1"にセットします。また、ADITACTビットが"0"にクリアされ、割

り込み変換を終了します。さらに、AD1TF4ビットまたはAD1TF5ビットが"1"にセットされたときに、

AD1TRDレジスタのAD1IDE4ビットとAD1IDE5ビットが"1"にセットされていると、CPUに対してそれぞ

れAD1ID4、AD1ID5の割り込みを発生します。 

6. 以降は4.～5.を繰り返します。タイマTOU00とタイマTOU01が競合したときの動作例を次に示します。 
 

（1） 動作例 1 

タイマ TOU01 の割り込み変換要求による AD1IN4 の A/D 変換中に、タイマ TOU00 の割り込み変換要求が

入った場合、次のように処理します。 

タイマ TOU00 の要因を A/D 内部で保持します。AD1IN4 が処理されるのを待ちます。AD1IN4 の A/D 変換

が終了すると、現時点の要因である AD1IN5 と AD1IN0 に優先順位が適用され、AD1IN0→AD1IN5 の順に

A/D 変換されます。 
 

（2） 動作例 2 

タイマ TOU00 の割り込み変換要求とタイマ TOU01 の割り込み変換要求が同時に入った場合、次のように

処理します。タイマ TOU00 の要因とタイマ TOU01 の要因を A/D 内部で保持します。現時点の要因である

AD1IN0、AD1IN4、および AD1IN5 に優先順位が適用され、AD1IN0→AD1IN4→AD1IN5 の順に A/D 変換さ

れます。 
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図 27.6 割り込み変換の動作例 
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27.5.6 スキャン変換中の割り込み変換 
AD0IN0、AD0IN2、AD0IN9 を選択し、3 チャネルの 1 サイクルスキャンモードをタイマ G4 のスキャン変

換要求で起動し、AD0IN6 のトリガソースをタイマ TOU02 に選択し、割り込み変換を行う場合の動作例を次

に示します。 

1. AD0CSRレジスタのADCSビットに"0"、TRGEビットに"1"、EXTRGビットに"0"を設定します。 

2. AD0ANSレジスタのAD0ANS0、AD0ANS2、AD0ANS9ビットにそれぞれ"1"を設定します。 

3. AD0TREレジスタのAD0TRGE6ビットに"1"を設定します。 

4. AD0CERレジスタのITTRGSビットに"0"を設定します。AD0TRSレジスタのAD0TRS6ビットに"0"を設定

します。 

5. 以降は、ATU-IIISのレジスタの設定に従った周期でタイマG4のスキャン変換要求、タイマTOU02の割り

込み変換要求が発生します。ATU-IIISのレジスタについては、「第21章 アドバンストタイマユニット

-IIIS（ATU-IIIS）」を参照してください。 

6. タイマG4のスキャン変換要求が発生すると、ADSCACTビットが"1"にセットされます。次に、AD0IN0

→AD0IN2→AD0IN9の順にA/D変換を実施し終了すると、ADFビットを"1"にセットし、ADSCACTビット

を"0"にクリアしてスキャン変換が終了します。 

7. タイマTOU02の割り込み変換要求が発生すると、ADITACTビットが"1"にセットされ、AD0IN6の割り込

み変換が実施されます。AD0IN6のA/D変換を実施し終了すると、AD0TRFレジスタのAD0TF6ビットを"1"

にセットし、ADITACTビットを"0"にクリアして割り込み変換が終了します。 

8. 以降は6.～7.を繰り返します。スキャン変換と割り込み変換が競合したときの動作例を次に示します。 
 

（1） 動作例 

タイマ G4 のスキャン変換要求によるスキャン変換で AD0IN2 の A/D 変換中に、タイマ TOU02 の割り込み

変換要求が入った場合、次のように処理します。 

タイマ TOU02 の要因を A/D 内部で保持し、スキャン変換の AD0IN2 の A/D 変換を中断します。現時点の

未処理であるスキャン変換の AD0IN2 と AD0IN9 および現時点の要因である割り込み変換の AD0IN6 に優先

順位が適用され、AD0IN6→AD0IN2→AD0IN9 の順に A/D 変換されます。 
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図 27.7 スキャン変換中の割り込み変換の動作例 
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27.5.7 アナログ入力のサンプリングとスキャン変換時間 
A/D 変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D 変換器は、ADiCSR レジスタの ADST

ビットが"1"にセットされてから、スキャン変換開始遅延時間（tD）の経過後にアナログ入力のサンプリング

を行い、その後変換を開始します。 

図 27.8 に、1 チャネルの 1 サイクルスキャンでスキャン変換を行う場合のタイミングを示します。スキャ

ン変換時間（tSCAN）は、スキャン変換開始遅延時間（tD）、アナログ入力サンプリング時間（tSPL）、A/D 変換

処理時間（tCONV）、スキャン変換終了遅延時間（tED）を含めた時間となります。表 27.6 にスキャン変換時間

を示します。 

選択チャネル数が n の 1 サイクルスキャンのスキャン変換時間（tSCAN）は、以下の計算式で求められます。 

tSCAN=tD＋{(tSPL＋tCONV)×n}＋tED 
 

連続スキャンの 1サイクル目のスキャン変換時間は、1サイクルスキャンの tSCANから tEDを省いた時間です。 

連続スキャンの 2 サイクル目以降のスキャン変換時間は、{(tSPL＋tCONV)×n}に固定された時間となります。 
 

表 27.6 スキャン変換時間 

Pck=40MHz（Pck 換算） 項目 記号 

CKS="0" CKS="1" 

単位 

スキャン変換開始遅延時間 tD 7 11～12 

 ライトサイクル tD1 2 2 

 同期化時間 tD2 2 3～4 

 ADSCACT ビット立ち上がりからサンプリング開始までの時間 tD3 3 6 

アナログ入力サンプリング時間 tSPL 20 40 

A/D 変換処理時間 tCONV 30 60 

スキャン変換終了遅延時間 tED 4 7 

スキャン変換時間 tSCAN 61 118～119 

ステート
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図 27.8 スキャン変換のタイミング（1 チャネル、1 サイクルスキャン） 



27. A/D 変換器（ADC）  

Rev.1.10 2011.09.16  27-48   

R01UH0030JJ0110  

27.5.8 外部トリガによるスキャン変換の起動 
外部トリガの入力で、A/D 変換器を起動できます。外部トリガで A/D 変換器を起動するときには、ピンファ

ンクションユニットで端子機能を設定します。AD0TRG#端子に"H"レベルを入力した後、A/D0 コントロール

レジスタ（AD0CSR）の TRGE ビットを"1"、EXTRG ビットを"1"にセットします。この状態で AD0TRG#端

子に"L"レベルを入力すると、A/D 変換器はパルスの立ち下がりエッジを検出して ADSCACT ビットを"1"に

セットします。 

図 27.9 に外部トリガ入力タイミングを示します。表 27.7 に外部トリガ入力時のスキャン変換時間を示し

ます。 

ADSCACT ビットが"1"にセットされてからスキャン変換が開始されるまでのタイミングは、ソフトウェア

で ADST ビットが"0"の状態で"1"にセットされた場合と同じです。端子機能の設定については、「第 18 章 I/O

ポートとピンファンクションユニット」を参照してください。 

また、途中でスキャン変換を停止させる場合は、一度 ADST ビットに"1"を書き込んでから"0"を書き込ん

でください。 
 

表 27.7 外部トリガ入力時のスキャン変換時間 

Pck=40MHz（Pck 換算） 項目 記号 

CKS="0" CKS="1" 

単位 

スキャン変換開始遅延時間 tD 8 13～14 

 AD0TRG#端子立ち下がりサンプリングから ADSCACT ビット 

立ち上がりまでの時間 

tD4 5 7～8 

 ADSCACT ビット立ち下がりからサンプリング開始までの時間 tD3 3 6 

アナログ入力サンプリング時間 tSPL 20 40 

A/D 変換処理時間 tCONV 30 60 

スキャン変換終了遅延時間 tED 4 7 

スキャン変換時間 tSCAN 62 120～121 

ステート
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図 27.9 外部トリガ入力タイミング 

 

27.5.9 ATU-IIIS のタイマトリガによるスキャン変換の起動 
ATU-IIIS のタイマトリガによって、スキャン変換を起動できます。ATU-IIIS のタイマトリガでスキャン変

換を起動するときには、ADiCSR レジスタの TRGE ビットを"1"、EXTRG ビットを"0"にセットします。この

状態でタイマトリガ（タイマ G4、タイマ G5）が入ると、ADSCACT ビットを"1"にセットします。ADSCACT

ビットが"1"にセットされてからスキャン変換が開始されるまでのタイミングは、ソフトウェアで ADST ビッ

トが"0"の状態で"1"にセットされた場合と同じです。 

また、途中でスキャン変換を停止させる場合は、一度 ADST ビットに"1"を書き込んでから"0"を書き込ん

でください。 
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27.5.10 AD0END 端子によるモニタ機能 
AD0END 端子によって、AD0IN0 をスキャン変換で使用する場合の変換タイミングをモニタできます。端

子の設定に関しては、「第 18 章 I/O ポートとピンファンクションユニット」を参照してください。 

図 27.10 に AD0END 端子の出力例を示します。ピンファンクションユニットで、AD0END 端子出力を選

択した場合は、AD0IN0 の変換処理中に、AD0END 端子からそれぞれモニタ信号を出力します。AD0IN0 の

サンプリング終了した時点で、AD0END 端子からそれぞれ出力されます。 

AD0

AD0END

AD0IN2 AD0IN2 AD0IN9 AD0IN2AD0IN9 AD0IN0 AD0IN0AD0IN0

 

図 27.10 AD0END 端子の出力例 

【注】・ AD0END 端子が"H"レベルを出力しているときに割り込み変換が実施された場合、一度"L"レベルを出力します。

そのあとに再度スキャン変換で AD0IN0 が変換されるため、AD0END 端子は再び"H"レベルを出力します。ま

た、割り込み変換で AD0IN0 を変換した場合も、AD0END 端子から"H"レベルが出力されます。さらに、AD0IN0

が A/D 変換値加算モードに設定されている場合は、最後の A/D 変換（4 回変換の場合、4 回目の変換）でのみ

AD0END 端子から"H"レベルが出力されます。 
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27.6 割り込み要因と DMA 転送要求 

27.6.1 スキャン変換終了時の割り込み要求 
A/D 変換器は、CPU へのスキャン変換終了割り込み要求（ADI）を発生できます。ADiCSR レジスタの ADIE

ビットを"1"にセットすると、ADI 割り込みを許可、"0"にクリアすると ADI 割り込みを禁止できます。また、

ADI 割り込み発生時に DMAC を起動できます。このとき、CPU への割り込みは発生しません。ADI 割り込

みで DMACを起動する場合、DMACによるデータ転送要求が受け付けられたときに ADiREF レジスタの ADF

ビットは自動的に"0"にクリアされます。 

DMAC の設定については「第 20 章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照してく

ださい。 
 

【注】・ ADF ビットは、CPU への割り込み要求ではクリアされません。 
 

27.6.2 割り込み変換終了時の割り込み要求 
割り込み変換終了時に、CPU への割り込み変換終了割り込み要求（AD0IDm、AD1IDn）を発生できます。

ADiTRD レジスタの該当する AD0IDEm、AD1IDEn ビットをそれぞれ"1"にセットすると AD0IDm、AD1IDn

を許可、"0"にクリアすると AD0IDm、AD1IDn を禁止できます。また、AD0ID0、AD0ID2、AD0ID15 で DMAC

を起動する場合、DMAC によるデータ転送要求が受け付けられたときに AD0TRF レジスタの AD0ID0、

AD0ID2、AD0ID15 ビットは自動的に"0"にクリアされます。 

DMAC の設定については「第 20 章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照してく

ださい。 
 

【注】・ ADiTF ビットは、CPU への割り込み要求ではクリアされません。 
 



27. A/D 変換器（ADC）  

Rev.1.10 2011.09.16  27-52   

R01UH0030JJ0110  

27.7 A/D 変換精度の定義 
以下に、A/D 変換精度の定義を示します。 

 

• 分解能 

A/D変換器のデジタル変換出力コード数 

• 量子化誤差 

A/D変換器が本質的に有する誤差であり、1/2LSBで与えられる（図27.11）。 

• オフセット誤差 

デジタル出力が最小電圧値B'000000000000からB'000000000001に変化するときのアナログ入力電圧値の

理想A/D変換特性からの偏差。ただし、量子化誤差を含まない（図27.11）。 

• フルスケール誤差 

デジタル出力がB'111111111110からB'111111111111に変化するときのアナログ入力電圧値の理想A/D変

換特性からの偏差。ただし、量子化誤差を含まない（図27.11）。 

• 非直線性誤差 

ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の理想A/D変換特性からの誤差。ただし、オフセット誤差、フ

ルスケール誤差、および量子化誤差を含まない（図27.11）。 

• 絶対精度 

デジタル値とアナログ入力値との偏差。オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差、および非直

線性誤差を含む。 
 

001
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0 1/8 2/8 3/8 4/8 5/8 6/8 7/8 FS FS

011
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101

100

111

110

A/D
A/D
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図 27.11 A/D 変換精度の定義 
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27.8 使用上の注意事項 

27.8.1 アナログ入力電圧の範囲 
A/D 変換中、アナログ入力端子（AD0INm、AD1INn）に印加する電圧は、AVREFL≦AD0INm（m=0、2、

4、6、8～15）/AD1INn（n=0、1、4、5）≦AVREFH の範囲としてください。 
 

27.8.2 AVcc、AVss と Vcc、Vss の関係 
A/D 変換器を使用するときは、AVcc、AVss と Vcc、Vss の関係は、AVcc≧Vcc、AVss＝Vss としてくださ

い。 

一方、A/D 変換器を使用しないときは、AVss＝Vss としてください。また、AVcc 端子はオープンにしない

でください。 
 

27.8.3 AVREFH、AVREFL 端子の設定範囲 
AVREFH の設定範囲は、次のとおりです。 

A/D 変換器を使用するとき：AVcc＝5.0V 時 AVREFH＝4.5V～AVcc 

              AVcc＝3.3V 時 AVREFH＝3.0V～AVcc 

A/D 変換器を使用しないとき：AVREFH≦AVcc 

上記した範囲以外の値を設定した場合、MCU の信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。また、AVREFL

に関しては、AVREFL＝AVss =Vss としてください。 
 

27.8.4 ボード設計上の注意事項 
ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してレイアウトしてください。また、

デジタル回路の信号配線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させたりするようなレイアウトは

極力避けてください。誘導などにより、アナログ回路の誤動作や、A/D 変換値に悪影響を及ぼします。 

なお、アナログ入力端子（AD0INm、AD1INn）、アナログ基準電圧（AVREFH、AVREFL）、アナログ電

源（AVcc）は、アナロググランド（AVss）で、デジタル回路と必ず分離してください。さらにアナロググラ

ンド（AVss）は、ボード上の安定したデジタルグランド（Vss）に一点接続してください。 
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27.8.5 ノイズ対策上の注意事項 
過大なサージなどの異常電圧によるアナログ入力端子（AD0INm、AD1INn）の破壊を防ぐために接続する

保護回路は、図 27.12 に示すように、AVcc－AVss 間に接続してください。また、AVREFH 端子、AVREFL

端子に接続するバイパスコンデンサ、アナログ入力端子（AD0INm、AD1INn）に接続するフィルタのコンデ

ンサは、AVss に接続してください。なお、図 27.12 のようにフィルタ用のコンデンサを接続するとアナログ

入力端子（AD0INm、AD1INn）の入力電流が平均化されるため、誤差を生じることがあります。したがって、

回路定数は十分ご検討のうえ決定してください。 

5V 3.3V

0.0V

3k

0.1 F

0.1 F10.0 F

MCU

AVcc

AVss

ADiINn

AVREFH

AVREFL
0.1 F

 

図 27.12 アナログ入力端子の保護回路例 

 

27.8.6 アナログ入力端子をデジタル入力として使用する場合の注意事項 
アナログ入力端子をデジタル入力として使用する場合は、ピンファンクションユニットで機能を選択しま

すが、以下のことに注意して使用してください。 

複数のアナログ入力端子をアナログ入力とデジタル入力を混在して使用する場合、同一モジュール内で混

在するような設定はしないでください（例：AD0IN0 がアナログ入力、AD0IN2 がデジタル入力）。 
 

表 27.8 アナログ入力端子をデジタル入力として使用する場合の注意 

AD0 AD1 設定 

混在 Don’t care 禁止 

Don’t care 混在 禁止 

デジタルのみ アナログのみ 可能 

アナログのみ デジタルのみ 可能 

デジタルのみ デジタルのみ 可能 

アナログのみ アナログのみ 可能 
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28. ダイレクト RAM インプットインタフェース（DRI） 

28.1 概要 
ダイレクト RAM インプットインタフェース（DRI）は、クロックに同期して本 MCU へ入力されるパラレ

ルデータを SHwyRAM へ取り込むためのパラレルインタフェースです。DRIi から SHwyRAM へのデータ書

き込みは、CPU とは別に用意された DRI/DRO 専用バスを通じて行うため、CPU の動作を停止させることな

くデータを取り込めます。また、DRIi 内部のイベントカウンタを利用した間引き制御機能による選択的なデー

タ取り込みができます。なお、本章では、DRIi の i とレジスタ名で使用している i は 0～2 と規定しています。

また、DINj 端子および DDj 端子で使用している j は B、C と規定しています（端子の仕様は表 28.3 を参照し

てください）。 

表 28.1 に DRIi の概要、表 28.2 に DRIi の割り込み要求、DMA 転送要求発生機能を示します。 
 

表 28.1 DRIi の概要 

項目 概要 

チャネル数 3 チャネル 

動作周波数 80MHz（PAck＝80MHz 時） 

転送方式 クロック同期型パラレル入力 

アクセス領域 SHwyRAM 全領域（256K バイト） 

最大転送速度 80M バイト/秒（DRIi 動作周波数が 80MHz のとき） 

データ取り込み最小周期 下記いずれも DRIi 動作周波数が 80MHz のときの最小周期です。 

43.75ns（特殊モード禁止、入力データバス幅 16/8 ビット時） 

25ns（特殊モード許可時） 

データ取り込みバス幅 16、8 ビット 

イベントカウンタ 16 ビット×6 本（DEC5～DEC0） 

バンク切り替え機能 データ格納先を SHwyRAM 上に 2 バンク指定可能 

データ取り込みエッジ 立ち上がり、立ち下がり、両エッジから選択 

取り込みタイミング調整機能 データ取り込みエッジ検出からデータ取り込みまでのタイミングを設定可能 

間引き制御機能 イベントカウンタ（DEC5～DEC0）を使用して選択的にデータ取り込み可能 
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表 28.2 DRIi の割り込み要求要因、DMA 転送要求要因 

要因 INTC 割り込み要求要因 DMAC 転送要求要因*1 

DIN0 イベント検出 DRI0 DIN0 イベント検出 

DIN1 イベント検出 DRI0 DIN1 イベント検出 

DIN2 イベント検出 DRI0 DIN2 イベント検出 

DIN3 イベント検出 DRI0 DIN3 イベント検出 

DIN4 イベント検出 DRI0 DIN4 イベント検出 

DIN5 イベント検出 

DRIi イベント検出割り込み 

DRI0 DIN5 イベント検出 

DEC0 アンダフロー DRI0 DEC0 アンダフロー 

DEC1 アンダフロー DRI0 DEC1 アンダフロー 

DEC2 アンダフロー DRI0 DEC2 アンダフロー 

DEC3 アンダフロー DRI0 DEC3 アンダフロー 

DEC4 アンダフロー DRI0 DEC4 アンダフロー 

DEC5 アンダフロー 

DRIi カウンタ割り込み 

DRI0 DEC5 アンダフロー 

DRI アドレスカウンタ 0 転送完了 DRI0 DRI アドレスカウンタ 0 転送完了 

DRI アドレスカウンタ 1 転送完了 DRI0 DRI アドレスカウンタ 1 転送完了 

オーバランエラー － 

取り込み許可エラー － 

DRI 転送カウンタアンダフロー 

DRIi 転送割り込み 

DRI0 DRI 転送カウンタアンダフロー 

DRI 取り込みイベントカウンタアンダフロー － DRI0 DRI 取り込みイベントカウンタアンダフロー 

【注】 *1 DRI0 のみ DMA 転送が可能です。DRI1 および DRI2 には DMA 転送要求発生機能はありません。 

  詳細は「第 20 章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照してください。 
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図 28.1 に DRIi のブロック図を示します。 
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図 28.1 DRIi のブロック図 
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28.2 入出力端子 
表 28.3 に DRIi の端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 28.3 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

DDB13～DDB00 入力 入力データ 

DDC15～DDC00 入力 入力データ 

DINB3、DINB1、DINB0 入力 入力イベント信号 

DINC4 入力 入力イベント信号 

 

以下、本章における端子の表記は、特に断りがないかぎり、上記の端子グループから選択されたそれぞれ

の入力を表します。 
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28.3 レジスタの説明 
表 28.4 に DRIi のレジスタ構成を示します。 

 

表 28.4 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DRI0DIN 割り込み要求ステータスレジスタ DRI0DINIST H'00 H'FFBF C000 8 28-12 

DRI0DIN 割り込み要求許可レジスタ DRI0DINIEN H'00 H'FFBF C001 8 28-13 

DRI0DIN DMA 転送要求ステータスレジスタ DRI0DINDST H'00 H'FFBF C002 8 28-14 

DRI0DIN DMA 転送許可レジスタ DRI0DINDEN H'00 H'FFBF C003 8 28-16 

DRI0DEC 割り込み要求ステータスレジスタ DRI0DECIST H'00 H'FFBF C004 8 28-17 

DRI0DEC 割り込み要求許可レジスタ DRI0DECIEN H'00 H'FFBF C005 8 28-18 

DRI0DEC DMA 転送要求ステータスレジスタ DRI0DECDST H'00 H'FFBF C006 8 28-19 

DRI0DEC DMA 転送許可レジスタ DRI0DECDEN H'00 H'FFBF C007 8 28-21 

DRI0 転送割り込み要求ステータスレジスタ DRI0TRMIST H'00 H'FFBF C008 8 28-22 

DRI0 転送割り込み要求許可レジスタ DRI0TRMIEN H'00 H'FFBF C009 8 28-24 

DRI0 DMA 転送要求ステータスレジスタ DRI0TRMDST H'00 H'FFBF C00A 8 28-25 

DRI0 DMA 転送許可レジスタ DRI0TRMDEN H'00 H'FFBF C00B 8 28-27 

DRI0 転送制御レジスタ DRI0TRMCNT H'00 H'FFBF C00C 8 28-28 

DRI0 特殊モードレジスタ DRI0SPMOD H'00 H'FFBF C00D 8 28-32 

DRI0 データ取り込み制御レジスタ DRI0DCAPCNT H'0000 H'FFBF C00E 16 28-36 

DRI0 データ間引き制御レジスタ DRI0DSELCNT H'00 H'FFBF C010 8 28-40 

DRI0 データ間引きイベント選択レジスタ DRI0DEVTCNT H'00 H'FFBF C011 8 28-41 

DRI0DIN 入力イベント選択レジスタ DRI0DINSEL H'00 H'FFBF C012 8 28-42 

DRI0DD 入力許可レジスタ DRI0DDEN H'0000 0000 H'FFBF C014 32 28-43 

DRI0 データ取り込みイベント数設定レジスタ DRI0DCAPNUM H'0000 0000 H'FFBF C018 32 28-44 

DRI0 取り込みイベントカウンタ DRI0DCAPCT H'0000 0000 H'FFBF C01C 32 28-45 

DRI0 転送カウンタ DRI0TRMCT H'0000 0000 H'FFBF C020 32 28-46 

DRI0 アドレスリロードレジスタ 0 DRI0ADR0RLD H'0000 0000 H'FFBF C024 32 28-47 

DRI0 アドレスカウンタ 0 DRI0ADR0CT H'0000 0000 H'FFBF C028 32 28-48 

DRI0 アドレスリロードレジスタ 1 DRI0ADR1RLD H'0000 0000 H'FFBF C02C 32 28-47 

DRI0 アドレスカウンタ 1 DRI0ADR1CT H'0000 0000 H'FFBF C030 32 28-48 

DRI0 入力処理制御レジスタ DRI0DINCNT H'0000 H'FFBF C034 16 28-49 

DRI0DEC0 制御レジスタ DRI0DEC0CNT H'00 H'FFBF C036 8 28-51 

DRI0DEC0 リロードレジスタ DRI0DEC0RLD H'0000 H'FFBF C038 16 28-60 

DRI0DEC0 カウンタ DRI0DEC0CT H'0000 H'FFBF C03A 16 28-62 

DRI0DEC1 制御レジスタ DRI0DEC1CNT H'00 H'FFBF C03C 8 28-52 

DRI0DEC1 リロードレジスタ DRI0DEC1RLD H'0000 H'FFBF C03E 16 28-60 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DRI0DEC1 カウンタ DRI0DEC1CT H'0000 H'FFBF C040 16 28-62 

DRI0DEC2 制御レジスタ DRI0DEC2CNT H'00 H'FFBF C042 8 28-54 

DRI0DEC2 リロードレジスタ DRI0DEC2RLD H'0000 H'FFBF C044 16 28-60 

DRI0DEC2 カウンタ DRI0DEC2CT H'0000 H'FFBF C046 16 28-62 

DRI0DEC3 制御レジスタ DRI0DEC3CNT H'00 H'FFBF C048 8 28-55 

DRI0DEC3 リロードレジスタ DRI0DEC3RLD H'0000 H'FFBF C04A 16 28-60 

DRI0DEC3 カウンタ DRI0DEC3CT H'0000 H'FFBF C04C 16 28-62 

DRI0DEC4 制御レジスタ DRI0DEC4CNT H'00 H'FFBF C04E 8 28-57 

DRI0DEC4 リロードレジスタ DRI0DEC4RLD H'0000 H'FFBF C050 16 28-60 

DRI0DEC4 カウンタ DRI0DEC4CT H'0000 H'FFBF C052 16 28-62 

DRI0DEC5 制御レジスタ DRI0DEC5CNT H'00 H'FFBF C054 8 28-58 

DRI0DEC5 リロードレジスタ DRI0DEC5RLD H'0000 H'FFBF C056 16 28-61 

DRI0DEC5 カウンタ DRI0DEC5CT H'0000 H'FFBF C058 16 28-63 

DRI1DIN 割り込み要求ステータスレジスタ DRI1DINIST H'00 H'FFBF D000 8 28-12 

DRI1DIN 割り込み要求許可レジスタ DRI1DINIEN H'00 H'FFBF D001 8 28-13 

DRI1DEC 割り込み要求ステータスレジスタ DRI1DECIST H'00 H'FFBF D004 8 28-17 

DRI1DEC 割り込み要求許可レジスタ DRI1DECIEN H'00 H'FFBF D005 8 28-18 

DRI1 転送割り込み要求ステータスレジスタ DRI1TRMIST H'00 H'FFBF D008 8 28-22 

DRI1 転送割り込み要求許可レジスタ DRI1TRMIEN H'00 H'FFBF D009 8 28-24 

DRI1 転送制御レジスタ DRI1TRMCNT H'00 H'FFBF D00C 8 28-28 

DRI1 特殊モードレジスタ DRI1SPMOD H'00 H'FFBF D00D 8 28-32 

DRI1 データ取り込み制御レジスタ DRI1DCAPCNT H'0000 H'FFBF D00E 16 28-36 

DRI1 データ間引き制御レジスタ DRI1DSELCNT H'00 H'FFBF D010 8 28-40 

DRI1 データ間引きイベント選択レジスタ DRI1DEVTCNT H'00 H'FFBF D011 8 28-41 

DRI1DIN 入力イベント選択レジスタ DRI1DINSEL H'00 H'FFBF D012 8 28-42 

DRI1DD 入力許可レジスタ DRI1DDEN H'0000 0000 H'FFBF D014 32 28-43 

DRI1 データ取り込みイベント数設定レジスタ DRI1DCAPNUM H'0000 0000 H'FFBF D018 32 28-44 

DRI1 取り込みイベントカウンタ DRI1DCAPCT H'0000 0000 H'FFBF D01C 32 28-45 

DRI1 転送カウンタ DRI1TRMCT H'0000 0000 H'FFBF D020 32 28-46 

DRI1 アドレスリロードレジスタ 0 DRI1ADR0RLD H'0000 0000 H'FFBF D024 32 28-47 

DRI1 アドレスカウンタ 0 DRI1ADR0CT H'0000 0000 H'FFBF D028 32 28-48 

DRI1 アドレスリロードレジスタ 1 DRI1ADR1RLD H'0000 0000 H'FFBF D02C 32 28-47 

DRI1 アドレスカウンタ 1 DRI1ADR1CT H'0000 0000 H'FFBF D030 32 28-48 

DRI1 入力処理制御レジスタ DRI1DINCNT H'0000 H'FFBF D034 16 28-49 

DRI1DEC0 制御レジスタ DRI1DEC0CNT H'00 H'FFBF D036 8 28-51 

DRI1DEC0 リロードレジスタ DRI1DEC0RLD H'0000 H'FFBF D038 16 28-60 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DRI1DEC0 カウンタ DRI1DEC0CT H'0000 H'FFBF D03A 16 28-62 

DRI1DEC1 制御レジスタ DRI1DEC1CNT H'00 H'FFBF D03C 8 28-52 

DRI1DEC1 リロードレジスタ DRI1DEC1RLD H'0000 H'FFBF D03E 16 28-60 

DRI1DEC1 カウンタ DRI1DEC1CT H'0000 H'FFBF D040 16 28-62 

DRI1DEC2 制御レジスタ DRI1DEC2CNT H'00 H'FFBF D042 8 28-54 

DRI1DEC2 リロードレジスタ DRI1DEC2RLD H'0000 H'FFBF D044 16 28-60 

DRI1DEC2 カウンタ DRI1DEC2CT H'0000 H'FFBF D046 16 28-62 

DRI1DEC3 制御レジスタ DRI1DEC3CNT H'00 H'FFBF D048 8 28-55 

DRI1DEC3 リロードレジスタ DRI1DEC3RLD H'0000 H'FFBF D04A 16 28-60 

DRI1DEC3 カウンタ DRI1DEC3CT H'0000 H'FFBF D04C 16 28-62 

DRI1DEC4 制御レジスタ DRI1DEC4CNT H'00 H'FFBF D04E 8 28-57 

DRI1DEC4 リロードレジスタ DRI1DEC4RLD H'0000 H'FFBF D050 16 28-60 

DRI1DEC4 カウンタ DRI1DEC4CT H'0000 H'FFBF D052 16 28-62 

DRI1DEC5 制御レジスタ DRI1DEC5CNT H'00 H'FFBF D054 8 28-58 

DRI1DEC5 リロードレジスタ DRI1DEC5RLD H'0000 H'FFBF D056 16 28-61 

DRI1DEC5 カウンタ DRI1DEC5CT H'0000 H'FFBF D058 16 28-63 

DRI2DIN 割り込み要求ステータスレジスタ DRI2DINIST H'00 H'FFBF E000 8 28-12 

DRI2DIN 割り込み要求許可レジスタ DRI2DINIEN H'00 H'FFBF E001 8 28-13 

DRI2DEC 割り込み要求ステータスレジスタ DRI2DECIST H'00 H'FFBF E004 8 28-17 

DRI2DEC 割り込み要求許可レジスタ DRI2DECIEN H'00 H'FFBF E005 8 28-18 

DRI2 転送割り込み要求ステータスレジスタ DRI2TRMIST H'00 H'FFBF E008 8 28-22 

DRI2 転送割り込み要求許可レジスタ DRI2TRMIEN H'00 H'FFBF E009 8 28-24 

DRI2 転送制御レジスタ DRI2TRMCNT H'00 H'FFBF E00C 8 28-28 

DRI2 特殊モードレジスタ DRI2SPMOD H'00 H'FFBF E00D 8 28-32 

DRI2 データ取り込み制御レジスタ DRI2DCAPCNT H'0000 H'FFBF E00E 16 28-36 

DRI2 データ間引き制御レジスタ DRI2DSELCNT H'00 H'FFBF E010 8 28-40 

DRI2 データ間引きイベント選択レジスタ DRI2DEVTCNT H'00 H'FFBF E011 8 28-41 

DRI2DIN 入力イベント選択レジスタ DRI2DINSEL H'00 H'FFBF E012 8 28-42 

DRI2DD 入力許可レジスタ DRI2DDEN H'0000 0000 H'FFBF E014 32 28-43 

DRI2 データ取り込みイベント数設定レジスタ DRI2DCAPNUM H'0000 0000 H'FFBF E018 32 28-44 

DRI2 取り込みイベントカウンタ DRI2DCAPCT H'0000 0000 H'FFBF E01C 32 28-45 

DRI2 転送カウンタ DRI2TRMCT H'0000 0000 H'FFBF E020 32 28-46 

DRI2 アドレスリロードレジスタ 0 DRI2ADR0RLD H'0000 0000 H'FFBF E024 32 28-47 

DRI2 アドレスカウンタ 0 DRI2ADR0CT H'0000 0000 H'FFBF E028 32 28-48 

DRI2 アドレスリロードレジスタ 1 DRI2ADR1RLD H'0000 0000 H'FFBF E02C 32 28-47 

DRI2 アドレスカウンタ 1 DRI2ADR1CT H'0000 0000 H'FFBF E030 32 28-48 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DRI2 入力処理制御レジスタ DRI2DINCNT H'0000 H'FFBF E034 16 28-49 

DRI2DEC0 制御レジスタ DRI2DEC0CNT H'00 H'FFBF E036 8 28-51 

DRI2DEC0 リロードレジスタ DRI2DEC0RLD H'0000 H'FFBF E038 16 28-60 

DRI2DEC0 カウンタ DRI2DEC0CT H'0000 H'FFBF E03A 16 28-62 

DRI2DEC1 制御レジスタ DRI2DEC1CNT H'00 H'FFBF E03C 8 28-52 

DRI2DEC1 リロードレジスタ DRI2DEC1RLD H'0000 H'FFBF E03E 16 28-60 

DRI2DEC1 カウンタ DRI2DEC1CT H'0000 H'FFBF E040 16 28-62 

DRI2DEC2 制御レジスタ DRI2DEC2CNT H'00 H'FFBF E042 8 28-54 

DRI2DEC2 リロードレジスタ DRI2DEC2RLD H'0000 H'FFBF E044 16 28-60 

DRI2DEC2 カウンタ DRI2DEC2CT H'0000 H'FFBF E046 16 28-62 

DRI2DEC3 制御レジスタ DRI2DEC3CNT H'00 H'FFBF E048 8 28-55 

DRI2DEC3 リロードレジスタ DRI2DEC3RLD H'0000 H'FFBF E04A 16 28-60 

DRI2DEC3 カウンタ DRI2DEC3CT H'0000 H'FFBF E04C 16 28-62 

DRI2DEC4 制御レジスタ DRI2DEC4CNT H'00 H'FFBF E04E 8 28-57 

DRI2DEC4 リロードレジスタ DRI2DEC4RLD H'0000 H'FFBF E050 16 28-60 

DRI2DEC4 カウンタ DRI2DEC4CT H'0000 H'FFBF E052 16 28-62 

DRI2DEC5 制御レジスタ DRI2DEC5CNT H'00 H'FFBF E054 8 28-58 

DRI2DEC5 リロードレジスタ DRI2DEC5RLD H'0000 H'FFBF E056 16 28-61 

DRI2DEC5 カウンタ DRI2DEC5CT H'0000 H'FFBF E058 16 28-63 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

DRIi 割り込み関連レジスタ（DRIiDINIST レジスタ、DRIiDINIEN レジスタ、DRIiDECIST レジスタ、

DRIiDECIEN レジスタ、DRIiTRMIST レジスタ、DRIiTRMIEN レジスタ）は、DRIi から割り込みコントロー

ラに出力する割り込み要求信号を制御するレジスタです。 
 

• 割り込み要求ステータスビット 

割り込み要求を判別するためのステータスビットで、割り込み要求が発生すると"1"にセットされます。

このビットはソフトウェアで"1"にセットできません。ステータスビットは、"0"を書き込むことによりク

リアされ、"1"を書き込むとステータスビットの状態を保持します。なお、割り込み要求許可ビットの影

響を受けずに動作しますので、周辺機能の動作確認用にも使用できます。割り込み処理時には、割り込

み処理を行ったステータスビットのみクリアしてください。割り込み処理を行っていないステータス

ビットをクリアすると未実行の割り込み要求もクリアされます。 
 

• 割り込み要求許可ビット 

割り込み要求を許可するためのビットです。割り込み要求許可時には"1"、割り込み要求禁止時には"0"

を設定します。 
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図 28.2 割り込み要求ステータスレジスタと割り込み要求許可レジスタ 
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図 28.3 割り込み要求ステータスクリア例 

 

DRIiDMAC 関連レジスタ（DRI0DINDST レジスタ、DRI0DINDEN レジスタ、DRI0DECDST レジスタ、

DRI0DECDEN レジスタ、DRI0TRMDST レジスタ、DRI0TRMDEN レジスタ）は、DRIi から DMAC に出力す

る DMA 要求信号を制御するレジスタです。 
 

• DMA転送要求ステータスビット 

DMA転送要求の有無を判別するためのステータスビットです。DMA転送要求許可ビットが"1"のとき、

DMA転送要求が発生すると"1"にセットされ、DMAが転送要求を受け付けると自動的に"0"にクリアされ

ます。DMA転送要求許可ビットが"0"のとき、DMA転送要求は発生しません。また、DMA転送要求許可
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ビットを"1"から"0"に変更するとそれ以降DMA転送要求は発生しません。すでにDMA転送要求が発生し

ていた場合は、DMA転送要求が受け付けられるまで"1"の状態を保持し、受け付けられると"0"にクリア

されます。 

本ビットをソフトウェアで"0"にクリアすると、現在出力中のDMA転送要求を強制停止できます。"1"書

き込みはできません。 
 

• DMA転送要求許可ビット 

DMA転送要求を許可するためのビットです。DMA転送要求許可時には"1"、DMA転送要求禁止時には"0"

を設定します。 

また、DMAの誤動作を防ぐため、DRI取り込み許可（DRIiDCAPCNT.DCPENビット="1"）時はDMA転送

マスクからDMA転送許可への書き換えのみとしてください。DRI取り込み許可時にDMA転送許可から

DMA転送マスクへの書き換えをすると正常にDMA要求が処理されない場合がありますので行わないで

ください。 
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28.3.1 DRIiDIN 割り込み要求ステータスレジスタ（DRIiDINIST） 
DRIi 入力処理制御レジスタ（DRIiDINCNT）の設定に従って DINn イベントを検出した場合に、その DINn

に対応したステータスビットが"1"にセットされます。 

割り込み要求によるステータスのセットと、ソフトウェアによるステータスのクリアが同時に起こった場

合は、割り込み要求によるステータスのセットが優先されます。 
 

【記号説明】n＝0～5 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DIN2

IS
DIN1

IS
DIN0

IS
DIN4

IS
DIN3

IS
DIN5

IS

DRI0DIN DRI0DINIST P4 H'FFBF C000
DRI1DIN DRI1DINIST P4 H'FFBF D000
DRI2DIN DRI2DINIST P4 H'FFBF E000

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DIN5IS 0 R *1 DIN5 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

4 DIN4IS 0 R *1 DIN4 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

3 DIN3IS 0 R *1 DIN3 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

2 DIN2IS 0 R *1 DIN2 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

1 DIN1IS 0 R *1 DIN1 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

0 DIN0IS 0 R *1 DIN0 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持します。 
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28.3.2 DRIiDIN 割り込み要求許可レジスタ（DRIiDINIEN） 
DINn イベント検出による割り込み要求の許可/禁止を制御するレジスタです。各ビットに"1"をセットした

場合、対応する DINn イベント検出による割り込み要求が許可されます。 
 

【記号説明】n＝0～5 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DIN2
IEN

DIN1
IEN

DIN0
IEN

DIN4
IEN

DIN3
IEN

DIN5
IEN

DRI0DIN DRI0DINIEN P4 H'FFBF C001
DRI1DIN DRI1DINIEN P4 H'FFBF D001
DRI2DIN DRI2DINIEN P4 H'FFBF E001

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DIN5IEN 0 R W DIN5 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

4 DIN4IEN 0 R W DIN4 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

3 DIN3IEN 0 R W DIN3 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

2 DIN2IEN 0 R W DIN2 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

1 DIN1IEN 0 R W DIN1 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

0 DIN0IEN 0 R W DIN0 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 
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28.3.3 DRI0DIN DMA 転送要求ステータスレジスタ（DRI0DINDST） 
DRI0 入力処理制御レジスタ（DRI0DINCNT）の設定に従って DINn イベントを検出した場合の DMA 転送

要求の有無を各ビットで表します。DRI0DIN DMA 転送許可レジスタ（DRI0DINDEN）で設定されているビッ

トのみ、DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生でセットされます。DMA 転送要求によるステータ

スのセットとソフトウェアによるステータスのクリアが同時に起こった場合は、DMA 転送要求によるステー

タスのセットが優先されます。 
 

【記号説明】n＝0～5 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DIN2
DS

DIN1
DS

DIN0
DS

DIN4
DS

DIN3
DS

DIN5
DS

DRI0DIN DMA DRI0DINDST P4 H'FFBF C002

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DIN5DS 0 R *1 DIN5 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

4 DIN4DS 0 R *1 DIN4 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 
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ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

3 DIN3DS 0 R *1 DIN3 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

2 DIN2DS 0 R *1 DIN2 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

1 DIN1DS 0 R *1 DIN1 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

0 DIN0DS 0 R *1 DIN0 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持します。 
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28.3.4 DRI0DIN DMA 転送許可レジスタ（DRI0DINDEN） 
DINn イベント検出による DMA 転送要求の許可/禁止を制御するレジスタです。各ビットに"1"をセットし

た場合、対応する DINn イベント検出による DMA 転送要求出力が許可されます。DMA 転送禁止マスク（禁

止）設定と内部 DMA 転送要求が同時に発生した場合は、DMA 転送マスク（禁止）が優先されます。 

また、DRI 取り込み許可（DRIiDCAPCNT.DCPEN ビット="1"）時における DRI0DINDEN レジスタの書き

換えは、転送マスクから転送許可に書き換えることのみ可能です。DRI 取り込み許可時は、転送許可から転

送マスクへの書き換えを行わないでください。 
 

【記号説明】n＝0～5 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DIN2
DEN

DIN1
DEN

DIN0
DEN

DIN4
DEN

DIN3
DEN

DIN5
DEN

DRI0DIN DMA DRI0DINDEN P4 H'FFBF C003

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DIN5DEN 0 R W DIN5 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

4 DIN4DEN 0 R W DIN4 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

3 DIN3DEN 0 R W DIN3 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

2 DIN2DEN 0 R W DIN2 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

1 DIN1DEN 0 R W DIN1 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

0 DIN0DEN 0 R W DIN0 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 
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28.3.5 DRIiDEC 割り込み要求ステータスレジスタ（DRIiDECIST） 
DRIi が内蔵している 6 本のイベントカウンタ（DEC5～DEC0）のアンダフローによって、対応する割り込

みステータスビットが"1"にセットされます。割り込み要求によるステータスビットのセットと、ソフトウェ

アによるステータスビットのクリアが同時に発生した場合は、割り込み要求によるステータスビットのセッ

トが優先されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC2

IS
DEC1

IS
DEC0

IS
DEC4

IS
DEC3

IS
DEC5

IS

DRI2DEC DRI2DECIST P4 H'FFBF E004
DRI1DEC DRI1DECIST P4 H'FFBF D004
DRI0DEC DRI0DECIST P4 H'FFBF C004

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DEC5IS 0 R *1 DEC5 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

4 DEC4IS 0 R *1 DEC4 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

3 DEC3IS 0 R *1 DEC3 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

2 DEC2IS 0 R *1 DEC2 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

1 DEC1IS 0 R *1 DEC1 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

0 DEC0IS 0 R *1 DEC0 割り込み要求ステータスビット 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持します。 
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28.3.6 DRIiDEC 割り込み要求許可レジスタ（DRIiDECIEN） 
イベントカウンタのアンダフローによる割り込み要求の許可/禁止を制御するレジスタです。ビットに"1"

をセットした場合、対応するイベントカウンタのアンダフローによる割り込み要求が許可されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC2
IEN

DEC1
IEN

DEC0
IEN

DEC4
IEN

DEC3
IEN

DEC5
IEN

DRI2DEC DRI2DECIEN P4 H'FFBF E005
DRI1DEC DRI1DECIEN P4 H'FFBF D005
DRI0DEC DRI0DECIEN P4 H'FFBF C005

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DEC5IEN 0 R W DEC5 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

4 DEC4IEN 0 R W DEC4 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

3 DEC3IEN 0 R W DEC3 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

2 DEC2IEN 0 R W DEC2 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

1 DEC1IEN 0 R W DEC1 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

0 DEC0IEN 0 R W DEC0 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

 



 28. ダイレクト RAM インプットインタフェース（DRI） 

Rev.1.10 2011.09.16  28-19

  R01UH0030JJ0110 

28.3.7 DRI0DEC DMA 転送要求ステータスレジスタ（DRI0DECDST） 
イベントカウンタのアンダフローによる DMA 転送要求の有無を各ビットで表します。DRI0DEC DMA 転

送許可レジスタ（DRI0DECDEN）で要求出力許可に設定されているビットのみ、DMA 転送要求許可状態で

の DMA 転送要求発生でセットされます。DMA 転送要求によるステータスビットのセットと、ソフトウェア

によるステータスビットのクリアが同時に発生した場合は、DMA 転送要求によるステータスビットのセット

が優先されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC2

DS
DEC1

DS
DEC0

DS
DEC4

DS
DEC3

DS
DEC5

DS

DRI0DEC DMA DRI0DECDST P4 H'FFBF C006

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DEC5DS 0 R *1 DEC5 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

4 DEC4DS 0 R *1 DEC4 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 
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ビット シンボル リセット後の

値 

R W 説   明 

3 DEC3DS 0 R *1 DEC3 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

2 DEC2DS 0 R *1 DEC2 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

1 DEC1DS 0 R *1 DEC1 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

0 DEC0DS 0 R *1 DEC0 DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持します。 
 



 28. ダイレクト RAM インプットインタフェース（DRI） 

Rev.1.10 2011.09.16  28-21

  R01UH0030JJ0110 

28.3.8 DRI0DEC DMA 転送許可レジスタ（DRI0DECDEN） 
イベントカウンタのアンダフローによる DMA 転送要求の許可/禁止を制御するレジスタです。各ビットに

"1"をセットした場合、対応するイベントカウンタのアンダフローによる DMA 転送要求出力が許可されます。 

DMA 転送禁止マスク（禁止）設定と内部 DMA 転送要求が同時に発生した場合は、DMA 転送マスク（禁

止）が優先されます。 

また、DEC 動作許可（DRIiDECnCNT.DECnEN ビット="1"）時における DRI0DECDEN レジスタの書き換

えは、転送マスクから転送許可に書き換えることのみ可能です。DEC 動作許可時は、転送許可から転送マス

クへの書き換えを行わないでください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC2
DEN

DEC1
DEN

DEC0
DEN

DEC4
DEN

DEC3
DEN

DEC5
DEN

DRI0DEC DMA DRI0DECDEN P4 H'FFBF C007

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DEC5DEN 0 R W DEC5 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

4 DEC4DEN 0 R W DEC4 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

3 DEC3DEN 0 R W DEC3 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

2 DEC2DEN 0 R W DEC2 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

1 DEC1DEN 0 R W DEC1 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

0 DEC0DEN 0 R W DEC0 DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 
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28.3.9 DRIi 転送割り込み要求ステータスレジスタ（DRIiTRMIST） 
DRI 転送による割り込み要求の有無を各ビットで表します。割り込み要求によるステータスビットのセッ

トとソフトウェアによるステータスビットのクリアが同時に発生した場合は、割り込み要求によるステータ

スのセットが優先されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
OVRE

IS
ADR1

IS
ADR0

IS
DTRF

IS
DCPE

IS

DRI2 DRI2TRMIST P4 H'FFBF E008
DRI1 DRI1TRMIST P4 H'FFBF D008
DRI0 DRI0TRMIST P4 H'FFBF C008

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 DTRFIS 0 R *1 DRIi 転送カウンタ割り込み要求ステータスビット 

DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）がアンダフロー（H'0000 0000：カウント

停止）になった時点でセットされます。 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

3 DCPEIS 0 R *1 取り込み許可エラー割り込み要求ステータスビット 

DRIi 取り込みイベントカウンタ（DRIiDCAPCT）または DRIi 転送カウンタ

（DRIiTRMCT）のどちらかがアンダフロー（H'0000 0000：カウント停止）

する前に、DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN

（取り込み許可）ビットが"0"から"1"に変化、または外部イベントを検出した

場合、このビットが"1"にセットされます。 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

［"1"セット条件］ 

• DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DEXSL（取り込み

許可外部要因選択）ビットで外部イベントによる取り込み許可を選択時 

1. DCPEN（取り込み許可）ビットがデータ取り込み許可の状態で、選択

した外部イベントを検出した場合*2 

2. DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）がアンダフロー（H'0000 0000：カウ

ント停止）する前に、選択した外部イベントを検出した場合*3 

• DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）がアンダフロー（H'0000 0000：カウン

ト停止）する前に、ソフトウェアによって DCPEN（取り込み許可）ビッ

トを"0"から"1"に変化させた場合*3 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2 OVREIS 0 R *1 オーバランエラー割り込み要求ステータスビット 

DRIi は他のバスマスタとの SHwyRAM アクセスの競合による取り込みデー

タロスを避けるため、32 ビット×4 段の中間バッファを内蔵していますが、

そのすべてがフルの状態で、データ取り込みイベントが検出された場合にこ

のビットが"1"にセットされます。バッファフルの状態で検出されたデータ取

り込みイベントは無視されます。 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

1 ADR1IS 0 R *1 DRIi アドレスカウンタ 1 割り込み要求ステータス 

取り込んだデータの転送先として DRIi アドレスカウンタ 1（DRIiADR1CT）

が有効な状態で、DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）がアンダフロー（H'0000 

0000：カウント停止）した場合に"1"にセットされます。 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

0 ADR0IS 0 R *1 DRIi アドレスカウンタ 0 割り込み要求ステータス 

取り込んだデータの転送先として DRIi アドレスカウンタ 0（DRIiADR0CT）

が有効な状態で、DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）がアンダフロー（H'0000 

0000：カウント停止）した場合に"1"にセットされます。 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持します。 

 *2 取り込み許可イベントは無視されます。 

 *3 DRIi 転送制御レジスタ（DRIiTRMCNT）と DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）を"0"にクリア

し、割り込み制御部を初期化する必要があります。 
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28.3.10 DRIi 転送割り込み要求許可レジスタ（DRIiTRMIEN） 
DRIi 転送関連の割り込み要求の許可/禁止を制御するレジスタです。各ビットに"1"をセットした場合、対

応する各ビットの割り込みが許可されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
OVRE

IEN
ADR1
IEN

ADR0
IEN

DTRF
IEN

DCPE
IEN

DRI2 DRI2TRMIEN P4 H'FFBF E009
DRI1 DRI1TRMIEN P4 H'FFBF D009
DRI0 DRI0TRMIEN P4 H'FFBF C009

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 DTRFIEN 0 R W DRIi 転送カウンタ割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

3 DCPEIEN 0 R W 取り込み許可エラー割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

2 OVREIEN 0 R W オーバランエラー割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

1 ADR1IEN 0 R W DRIi アドレスカウンタ 1 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 

0 ADR0IEN 0 R W DRIi アドレスカウンタ 0 割り込み要求許可ビット 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 
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28.3.11 DRI0DMA 転送要求ステータスレジスタ（DRI0TRMDST） 
DRI 転送による DMA 転送要求の有無を各ビットで表します。 

DMA 転送要求によるステータスビットのセットと、ソフトウェアによるステータスビットのクリアが同時

に発生した場合は、DMA 転送要求によるステータスのセットが優先されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ADR1

DS
ADR0

DS
DTRF

DS
DUDF

DS

DRI0 DMA DRI0TRMDST P4 H'FFBF C00A

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 DTRFDS 0 R *1 DRI0 転送カウンタ DMA 転送要求ステータスビット 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態で DRI0 転送カウンタ（DRI0TRMCT）がアンダフロー

（H'0000 0000：カウント停止） 

3 DUDFDS 0 R *1 DRI0 取り込みイベントカウンタアンダフローDMA 転送要求ステータスビット

DRI0 データ取り込みイベントカウンタ（DRI0DCAPCT）がアンダフロー

（H'0000 0000：カウント停止）になった時点でセットされます。 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態で DRI0 取り込みイベントカウンタ（DRI0DCAPCT）

がアンダフロー（H'0000 0000：カウント停止） 

2 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 ADR1DS 0 R *1 DRI0 アドレスカウンタ 1 DMA 転送要求ステータスビット 

ADR1DS ビットは DRI0 転送割り込み要求ステータスレジスタ（DRI0TRMIST）

と同条件でセットされます。 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

0 ADR0DS 0 R *1 DRI0 アドレスカウンタ 0 DMA 転送要求ステータスビット 

ADR0DS ビットは DRI0 転送割り込み要求ステータスレジスタ（DRI0TRMIST）

と同条件でセットされます。 

0：DMA 転送要求なし 

1：DMA 転送要求あり 

［"0"クリア条件］ 

• DMAC での DMA 転送要求受け付け 

• ソフトウェアによる"0"書き込み（強制リクエストクリア） 

［"1"セット条件］ 

• DMA 転送要求許可状態での DMA 転送要求発生 

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持します。 
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28.3.12 DRI0DMA 転送許可レジスタ（DRI0TRMDEN） 
DRI0 転送関連の DMA 転送要求の許可/禁止を制御するレジスタです。各ビットに"1"をセットした場合、

対応するビットによる DMA 転送要求信号出力が許可されます。DMA 転送禁止マスク（禁止）設定と内部

DMA 転送要求が同時に発生した場合は、DMA 転送マスク（禁止）が優先されます。また、DRI 取り込み許

可（DRIiDCAPCNT.DCPEN ビット="1"）時における DRI0TRMDEN レジスタの書き換えは、転送マスクから

転送許可に書き換えることのみ可能です。DRI 取り込み許可時は、転送許可から転送マスクへの書き換えを

行わないでください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ADR1
DEN

ADR0
DEN

DTRF
DEN

DUDF
DEN

DRI0 DMA DRI0TRMDEN P4 H'FFBF C00B

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 DTRFDEN 0 R W DRI0 転送カウンタ DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

3 DUDFDEN 0 R W DRI0 取り込みイベントカウンタアンダフロー DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

2 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 ADR1DEN 0 R W DRI0 アドレスカウンタ 1DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 

0 ADR0DEN 0 R W DRI0 アドレスカウンタ 0DMA 転送要求許可ビット 

0：DMA 転送要求マスク（禁止） 

1：DMA 転送要求許可 
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28.3.13 DRIi 転送制御レジスタ（DRIiTRMCNT） 
DRI 取り込み許可（DRIiDCAPCNT.DCPEN ビット="1"）時における DRIiTRMCNT レジスタの書き換えは、

DRST ビットを"1"から"0"に書き換えることのみとし、それ以外の変更およびその他のビットは DRI 取り込み

許可時に書き換えないでください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ADST DBST DRSTADMDADSLADEV

DRI2 DRI2TRMCNT P4 H'FFBF E00C
DRI1 DRI1TRMCNT P4 H'FFBF D00C
DRI0 DRI0TRMCNT P4 H'FFBF C00C

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 ADEV 0 R W アドレスカウンタ切り替え選択ビット 

DRIi は転送先である SHwyRAM のアドレスを指定するためのアドレスカウ

ンタを 2 本内蔵しており、どのアドレスカウンタを使用するかを選択できま

す。ADSL ビットの設定が「DRIi アドレスカウンタ 0/1 交互」を選択時のみ

有効なビットで、取り込みデータの転送先である SHwyRAM 上のアドレスを

指定する DRIi アドレスカウンタ 0（DRIiADR0CT）と DRIi アドレスカウンタ

1（DRIiADR1CT）を切り替えるイベントを選択します。 

0：DRIi 転送カウンタアンダフロー 

1：DEC4 アンダフロー 

【注】・アドレスカウンタ切り替えイベントとして DEC4 アンダフローを選

択した場合、DEC4 のカウントイベントとして、DIN1 イベント検出

/取り込みイベントを選択することは禁止です。 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5、4 ADSL 00 R W アドレスカウンタ選択ビット 

• DRIi アドレスカウンタ 0 選択 

DRIiアドレスカウンタ 0（DRIiADR0CT）で指定された SHwyRAM 上にデー

タを転送します。 

• DRIi アドレスカウンタ 1 選択 

DRIiアドレスカウンタ 1（DRIiADR1CT）で指定された SHwyRAM 上にデー

タを転送します。 

• DRIi アドレスカウンタ 0/1 交互切り替え 

ADEV（アドレスカウンタ切り替え選択）ビットによって選択されたイベ

ントにより、DRIi アドレスカウンタがハードウェア的に切り替わります。

マイコンのリセット解除後は、DRIi アドレスカウンタ 0（DRIiADR0CT）

がアクティブになっています。また DRST（DRIi リセット）ビットを"0"

へクリアすると、有効な DRIi アドレスカウンタが DRIi アドレスカウンタ

0（DRIiADR0CT）へ初期化されます。 

00：DRIi アドレスカウンタ 0 選択 

01：DRIi アドレスカウンタ 1 選択 

10：DRIi アドレスカウンタ 0/1 交互切り替え 

11：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 ADMD 0 R W アドレスカウンタ動作モード選択ビット 

DRIi アドレスカウンタ 0（DRIiADR0CT）および DRIi アドレスカウンタ 1

（DRIiADR1CT）の動作モードを選択するビットです。どちらの DRIi アドレ

スカウンタも同じ動作モードとなります。 

• 連続モード選択時 

DRIi転送完了ごとにアクティブなDRIiアドレスカウンタの値が＋4されま

す。連続モードでは、DRIi アドレスリロードレジスタ値は使用されません。

• リロードモード選択時 

DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN（取り込

み許可）ビットが「取り込み禁止」から「取り込み許可」へ変化した場合

に、DRIi アドレスカウンタに対応した DRIi アドレスリロードレジスタか

ら値をリロードし、以後 DRIi 転送完了ごとに、アクティブな DRIi アドレ

スカウンタの値が＋4 されます。 

0：連続モード 

1：リロードモード 

【注】・外部から入力されるデータ 32 ビット分のデータ取り込みイベント発

生ごと（入力バス幅を 8 ビット選択時は 4 回のデータ取り込みイベ

ント発生ごと、16 ビット選択時は 2 回のデータ取り込みイベント発

生ごと）に DRIi 転送が実行されます。 

 DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM）の

設定回数が 32 ビット分で割り切れない場合（バス幅を 8 ビット選択

時は 4n 回以外、16 ビット選択時は 2n 回以外）は最後の取り込みイ

ベント発生で DRIi 転送が実行されます。 

 32 ビット分で割り切れない場合でも、DRIi の転送は 32 ビット単位

で行われます。32 ビットに満たない部分は"0"で埋めて 32 ビット単

位で転送されます。 

2 ADST 0 R 0 アドレスカウンタステータスビット 

DRIi転送先のアドレス指定が、DRIiアドレスカウンタ 0で行われているのか、

DRIi アドレスカウンタ 1 で行われているのかを示すステータスビットです。

0：DRIi アドレスカウンタ 0 がアクティブ 

1：DRIi アドレスカウンタ 1 がアクティブ 

1 DBST 0 R 0 DRIi バッファステータスビット 

DRIi の DRI 転送完了していないデータの有無を示すビットです。 

DRI は、DRI 転送のデータロスを避けるため、32 ビットｘ4 段の中間バッファ

を内蔵しています。この中間バッファにデータがある状態のときに DBST

ビットが"1"を示し、データがない状態のときに"0"を示します。また、DRST

ビットを"0"にクリアすると、本ビットも"0"にクリアされます。 

0：DRIi バッファにデータなし 

1：DRIi バッファにデータあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DRST 0 R W DRIi リセットビット 

DRIi 制御部のソフトウェアリセットビットで、このビットが"0"の状態では

データ取り込み、DRIi転送は行われません。DRIiを動作させる場合はこのビッ

トを"1"にセットする必要があります。DRI 取り込み許可（DRIiDCAPCNT. 

DCPEN ビット="1"）時にこのビットを"0"クリアした場合、DRIi 取り込み制

御部、DRIi 転送制御部が初期化され、DRIi に転送完了していないデータがあ

ればその転送はすべてキャンセルされるとともに、データ取り込みも行われ

なくなります。このビットの影響を受けるレジスタ、ビットは以下のとおり

です。 

• ADST ビット 

ADSL ビットで、DRIi アドレスカウンタ 0/1 切り替えを選択していた場合、

DRST ビットを"0"にすることで DRIi アドレスカウンタ 0（DRIiADR0CT）

がアクティブになり、ADST ビットが"0"にクリアされます。 

• DBST（DRIi バッファステータス）ビット 

DRST ビットを"0"にクリアすることで、"0"に初期化されます。 

• DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT） 

DRST ビットを"0"にクリアすることで、DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）

が"0"に初期化されます。 

0：DRIi リセット 

1：動作許可 

【注】・DIN 入力処理制御、DEC5～0 の動作には DRST ビットの操作は影

響を与えません。 

   ・DRST ビットの値を変更してから有効になるまで 4PAck 必要となり

ます。その間、DRST ビットを再度変更することは禁止です。 

   ・DRST ビット操作後、ADST ビット、DBST ビットが初期化される

までに 1PAck 必要となります。 

   ・DRST ビットが"1"の状態で、ADMD（アドレスカウンタ動作モード

選択）ビット、ADSL（アドレスカウンタ選択）ビット、ADEV（ア

ドレスカウンタ切り替え）ビットの各ビット値を変更することは禁

止です。 
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28.3.14 DRIi 特殊モードレジスタ（DRIiSPMOD） 
特殊モードを選択することによって、より高速なデータ取り込みが可能となります。ただし、特殊モード

で使用時の入力データバス幅は、8ビットまたは 16ビットのいずれかとなります。取り込みクロックはDINj3、

DINj4 から選択可能です。また、DRIi のイベント検出部およびデータ取り込み部には、図 28.6 に示すように

外部比で転送レートを半分にした信号が渡されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
SP
ISL

SP
RSM

SP
SSL

SP
MEN

SP
CPSL

DRI2 DRI2SPMOD P4 H'FFBF E00D
DRI1 DRI1SPMOD P4 H'FFBF D00D
DRI0 DRI0SPMOD P4 H'FFBF C00D

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 SPCPSL 00 R W 特殊モード制御部取り込みクロック選択ビット 

特殊モード選択時の取り込みクロックを入力する端子を選択するビットです。

00：DINj3 

01：DINj4 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

5、4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 SPMEN 0 R W 特殊モード許可ビット 

特殊モードでの動作の禁止/許可を設定します。 

特殊モード許可を選択した場合、以下の制限事項があります。 

• DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT） 

1. DWDSL（入力データバス幅選択）ビット 

特殊モードで入力できるデータ幅は 8 ビットまたは 16 ビットです。入力

するデータ幅に応じてDWDSLビットを以下に示す設定にしてください。

入力データが 8 ビットの場合：DWDSL ビットを 16 ビットに設定 

入力データが 16 ビットの場合：DWDSL ビットを 32 ビットに設定 

2. DCPSL（取り込みイベント選択）ビット 

SPCPSL ビットにて選択したものと同じ取り込みイベントを選択してく

ださい。 

3. DTMSL（取り込みタイミング選択）ビット 

"デフォルト"を選択してください。 

• DRIi 入力処理制御レジスタ（DRIiDINCNT） 

1. DINnED（DINn イベント検出制御）ビット 

DCPSL（取り込みイベント選択）ビット、SPCPSL（特殊モード制御部

取り込みクロック選択）ビットにて選択した DIN について立ち下がり検

出を選択してください。 

0：特殊モード禁止 

1：特殊モード許可 

【注】・このレジスタの設定は DRIi 転送制御レジスタ（DRIiTRMCNT）の 

DRST（DRIi リセット）ビットが"0"（禁止）の状態で行ってくださ

い。 

【記号説明】n＝0～5 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2 SPISL 0 R W 特殊モード制御部初期化 DIN1 レベル選択ビット 

DIN1 から入力される信号で特殊モード制御回路部を初期化することができま

す。このビットでは DIN1 がどのレベルにあるときに初期化を行うかを選択し

ます。DIN1 が初期化レベルになると、"イベント検出部への出力信号"および"

データ取り込み部への出力信号"はすべて"L"レベルとなり、データの取り込み

動作は行われません。逆に DIN1 が初期化レベルにないときは、データの取り

込み動作を行い、図 28.6 に示す信号がイベント検出部/データ取り込み部へ渡

されます。初期化のタイミングは SPRSM（特殊モード制御部初期化方式選択）

ビットが"0"設定時は、DIN1 が初期化レベルになったとき、"1"設定時は取り込

みクロックで 4 クロック後に初期化されます。なお、DIN1 による特殊モード

制御回路部の初期化機能は、DRIi 入力処理制御レジスタ（DRIiDINCNT）の

DIN1ED ビットの設定の影響を受けません。また、本ビットの変更は DRIi 転

送制御レジスタ（DRIiTRMCNT）の DRST（DRIi リセット）ビットが"0"の状

態で行ってください。 

0："L"レベル 

1："H"レベル 

【注】・DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN（取

り込み許可）ビットが"1"の状態で、DIN1 が初期化レベルへ変化した

場合、以下の現象が発生する可能性があります。 

 1. DRIi が誤ったデータを取り込んでしまう 

 2. リセット状態に変化する前の 8 つのデータに関する取り込みが

   行われない 

   ・SPRSM（特殊モード制御部初期化方式選択）ビットにてディレイド

リセット方式を選択し、DIN1 に初期化レベル入力中も、特殊モード

制御部取り込みクロックを入力することで上記現象を回避できます。

1 SPRSM 0 R W 特殊モード制御部初期化方式選択ビット 

特殊モード制御部の初期化方式を選択するビットです。 

本ビットが"0"のときは DIN1 の入力が直接特殊モード制御部の初期化信号と

して使用されます。本ビットが"1"のときは DIN1 を特殊モード制御部取り込み

クロックで 4 クロック遅らせた信号を初期化信号として使用します。 

0：DIN1 ダイレクトリセット 

1：DIN1 ディレイドリセット 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 SPSSL 0 R W 取り込みエッジ選択ビット 

図 28.4 に示す転送方式であれば立ち下がりエッジを、図 28.5 に示す方式であ

れば立ち上がりエッジを取り込みエッジとして選択します。このビットの変更

は、DRIi 転送制御レジスタ（DRIiTRMCNT）の DRST（DRI リセット）ビッ

トが"0"の状態で行ってください。なお、特殊モードでの取り込みクロックは

SPCSPL ビットの設定により、DIN4、DIN3 からのみ選択可能です。また、特

殊モードでは DRIi 入力処理制御レジスタ（DRIiDINCNT）の DINiED（DINi
イベント検出制御）ビットで制御される信号は、DINn（SPCSPL で選択され

たもの）からの入力信号ではなく、図 28.6 で示す「イベント検出部への出力

信号」となります。 

0：立ち上がり 

1：立ち下がり 

【記号説明】n＝2～4 

 

図 28.4 データ転送方式 1 

 

図 28.5 データ転送方式 2 

*1 DRIi DRIiSPMOD SPISL "L"

*3 SPCPSL DIN DRIi DRIiDINCNT
DINnED DINn

*2 SPCPSL DIN

DIN1*
1

*
2

*
3

DATA0 DATA1 DATA2 DATA3

DATA0 DATA1 DATA2 DATA3 DATA4 DATA5 DATA6 DATA7

 

図 28.6 特殊モード ON 時のタイミングチャート 
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28.3.15 DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT） 
取り込みクロックに同期して入力されるデータの取り込みにかかわる設定を行うレジスタです。本レジス

タの設定は、DRIi 転送制御レジスタ（DRIiTRMCNT）の DRST（DRI リセット）ビットを"1"に設定した後に

行ってください。また、DRST ビットを"0"クリアした場合は、本レジスタも"0"クリアしてください。 

DRI 取り込み許可時（DCPEN ビット="1"）における DRIiDCAPCNT レジスタの書き換えは、DCPEN（取

り込み許可）ビットを"1"から"0"（データ取り込み禁止）にするアクセスのみとしてください。DRI 取り込み

許可時にその他のビットの変更は行わないでください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DWDSL DDSSLDCPSLDWR

PR DEXSL DCP
ENDTMSL

DRI2 DRI2DCAPCNT P4 H'FFBF E00E
DRI1 DRI1DCAPCNT P4 H'FFBF D00E
DRI0 DRI0DCAPCNT P4 H'FFBF C00E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

取り込みタイミング選択ビット 

データ取り込みイベント検出からデータを取り込むまでの時間を選択しま

す。DRIi はイベント検出を PAck の立ち上がりごとに行っており、デフォル

ト選択時はイベントを検出した時点の PAck 立ち上がりエッジでデータを取

り込みます。そこを起点として 1PAck～31PAck 後まで選択可能です。 

図 28.7 にデータ取り込みのタイミングチャートを示します。 

00000：デフォルト 

00001：1PAck 後 

00010：2PAck 後 

00011：3PAck 後 

00100：4PAck 後 

00101：5PAck 後 

00110：6PAck 後 

00111：7PAck 後 

01000：8PAck 後 

01001：9PAck 後 

01010：10PAck 後 

01011：11PAck 後 

01100：12PAck 後 

01101：13PAck 後 

01110：14PAck 後 

01111：15PAck 後 

10000：16PAck 後 

10001：17PAck 後 

10010：18PAck 後 

10011：19PAck 後 

10100：20PAck 後 

10101：21PAck 後 

10110：22PAck 後 

10111：23PAck 後 

11000：24PAck 後 

11001：25PAck 後 

11010：26PAck 後 

11011：27PAck 後 

11100：28PAck 後 

11101：29PAck 後 

11110：30PAck 後 

11111：31PAck 後 

15～11 DTMSL 00000 R W 

【注】・特殊モード選択時は、必ずデフォルトを選択してください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

10 DWRPR 0 R W 取り込み制御書き込みプロテクトビット 

本レジスタへの書き込み時、このビットの値により DCPEN（取り込み許可）

ビット、および DEXSL（取り込み許可外部要因選択）ビットの書き込み許可

/禁止を制御できます。書き込み時、このビット値が"0"であれば書き込みが許

可されます。このビットが"1"であれば書き込みは無視されます（本ビットは

書き込んだ値によらず常に"0"が読み出されます）。 

0：DCPEN ビットおよび DEXSL ビット書き込み許可 

1：DCPEN ビットおよび DEXSL ビット書き込み禁止 

9、8 DCPSL 00 R W 取り込みイベント選択ビット 

データを取り込むイベントを選択します。DRIi 転送制御レジスタ

（DRIiTRMCNT）の DRST（DRIi リセット）ビットが「動作許可」、DCPEN

（取り込み許可）ビットが「データ取り込み許可」の状態で、かつ間引き制

御を使用している場合は取り込みイベント検出条件を満たしているときに、

選択したイベントが検出されるとデータ取り込みが行われます。 

なお、DCPEN（取り込み許可）ビットのセットと同時にデータ取り込みイベ

ントが検出された場合、データ取り込みは行われます。 

00：設定禁止 

01：DIN3 イベント検出 

10：DIN4 イベント検出 

11：DIN5 イベント検出 

【注】・特殊モード選択時は、必ず SPCPSL（特殊モード制御部取り込みク

ロック選択ビット）で選択した DIN を選択してください。 

7、6 DWDSL 00 R W 入力データバス幅選択ビット 

外部から入力されるデータのバス幅を選択します。8 ビット選択時は 4 回ご

とのデータ取り込みイベント発生後、16 ビット選択時は 2 回ごとのデータ取

り込みイベント発生後、32 ビット選択時は 1 回ごとのデータ取り込みイベン

ト発生後に DRIi 転送が実行されます。ただし、DRIi データ取り込みイベン

ト数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM）の設定回数が 32 ビット分で割り切れな

い場合（バス幅を 8 ビット選択時は 4n 回以外、16 ビット選択時は 2n 回以

外）は最後の取り込みイベント発生で DRIi 転送が実行されます。表 28.5 に

各データバス幅選択時にデータとして取り込まれるビットを示します。 

00：8 ビット 

01：16 ビット 

10：32 ビット（特殊モードのみ設定可能） 

11：設定禁止 

【注】・特殊モード選択時は、入力データバス幅選択ビットの設定に制限が

あります。詳細については「28.3.14 DRIi 特殊モードレジスタ

（DRIiSPMOD）」を参照してください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5、4 DDSSL 00 R W 取り込み外部制御禁止要因選択ビット 

このビットで取り込み許可外部要因選択ビットを"0"クリアするイベントを

選択します。 

00：禁止要因非選択 

01：DRIi 取り込みイベントカウンタアンダフロー 

10：DEC3 アンダフロー 

11：DEC4 アンダフロー 

3～1 DEXSL 000 R W 取り込み許可外部要因選択ビット 

このビットで DCPEN（取り込み許可）ビットをデータ取り込み許可にする

外部要因を選択します。ここで選択したイベントが検出された場合に取り込

み許可ビットが"1"にセットされます。非選択時は外部要因による許可ビット

のセットは行われません。また、DDSSL（取り込み外部制御禁止要因選択）

ビットの設定により、ハードウェアによって"0"クリアすることもできます。

000：外部要因非選択 

001：DIN0 イベント検出 

010：DIN1 イベント検出 

011：DIN2 イベント検出 

100：DIN5 イベント検出 

101：DEC0 アンダフロー 

110：DEC5 アンダフロー 

111：PDAC のイベント G 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DCPEN 0 R W 取り込み許可ビット 

このビットが"1"のとき、データ取り込みが許可されます。 

0：データ取り込み禁止 

1：データ取り込み許可 

［"0"クリア条件］ 

• ソフトウェアで"0"を書き込む 

• DRIi 取り込みイベントカウンタ（DRIiDCAPCT）でアンダフロー（H'0000 

0000：カウント停止）が発生した場合 

［"1"セット条件］ 

• ソフトウェアで"1"を書き込む 

• DEXSL（取り込み許可外部要因選択）ビットで選択したイベントが検出さ

れた場合 

【注】・DEXSL（取り込み許可外部要因選択）ビットで外部要因を選択した

場合、ソフトウェアで"1"をセットすることは禁止です。 

   ・ソフトウェアで"1"をセットする場合は、必ず DRIi 転送カウンタ

（DRIiTRMCT）を読み出し、アンダフロー（H'0000 0000：カウン

ト停止）状態であることを確認してから行ってください。 

   ・セット条件とクリア条件が競合した場合は、必ずクリア動作が優先

されます。 

 
表 28.5 取り込みデータ位置 

 DD31～DD24 DD23～DD16 DD15～DD08 DD07～DD00 

8 ビット選択時 Don't care 取り込みデータ 

16 ビット選択時 Don't care 取り込みデータ 

32 ビット選択時 取り込みデータ 

【注】・特殊モードで動作させる場合は、実際のデータバス幅と入力データバス幅選択ビット設定値との関係が変わります。

詳細は、「28.3.14 DRIi 特殊モードレジスタ（DRIiSPMOD）」を参照してください。 

 ・"DD31"が MSB、"DD00"が LSB になります。 

1PAck 2PAck 30PAck 31PAck

PAck

 

図 28.7 データ取り込みタイミングイメージ 
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28.3.16 DRIi データ間引き制御レジスタ（DRIiDSELCNT） 
DRIi は内蔵している 6 本のイベントカウンタを使用して、ハードウェア的にデータを間引いて取り込むこ

とができます。本レジスタでは間引き制御に関する設定を行います。 

各ビットを"0"に設定した場合、対応する DEC カウンタによるデータ間引き制御は行われません。"1"に設

定した場合、対応する DEC カウンタが DRIi データ間引きイベント選択レジスタ（DRIiDEVTCNT）で設定し

た状態以外のとき、データ取り込みは行われません。 

複数のイベントカウンタによる間引き制御を有効にした場合、間引き制御ビットが"1"にセットされた

DECn カウンタすべてが DSEVTn（DECn 間引きイベント選択）ビットで設定した状態である間に入力された

データ取り込みイベントのみ、データ取り込みは行われます。 

カウンタが DSEVTn（DECn 間引きイベント選択）ビットで設定した状態になった次のイベントから取り

込みイベントとして有効になります。 
 

【記号説明】n＝0～5 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DSD2 DSD1 DSD0DSD4 DSD3DSD5

DRI2 DRI2DSELCNT P4 H'FFBF E010
DRI1 DRI1DSELCNT P4 H'FFBF D010
DRI0 DRI0DSELCNT P4 H'FFBF C010

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DSD5 0 R W DEC5 データ間引き制御ビット 

0：間引きなし 

1：DEC5CT による間引きあり 

4 DSD4 0 R W DEC4 データ間引き制御ビット 

0：間引きなし 

1：DEC4CT による間引きあり 

3 DSD3 0 R W DEC3 データ間引き制御ビット 

0：間引きなし 

1：DEC3CT による間引きあり 

2 DSD2 0 R W DEC2 データ間引き制御ビット 

0：間引きなし 

1：DEC2CT による間引きあり 

1 DSD1 0 R W DEC1 データ間引き制御ビット 

0：間引きなし 

1：DEC1CT による間引きあり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DSD0 0 R W DEC0 データ間引き制御ビット 

0：間引きなし 

1：DEC0CT による間引きあり 

 

28.3.17 DRIi データ間引きイベント選択レジスタ（DRIiDEVTCNT） 
間引き制御によるデータ取り込み条件を設定します。各ビットを"0"に設定すると対応する DEC カウンタ

がアンダフロー（カウンタ値＝H'FFFF）のときのみデータ取り込みを行います。"1"に設定した場合は、DEC

カウンタがアンダフロー状態以外のときのみデータ取り込みを行います。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DSEVT

2
DSEVT

1
DSEVT

0
DSEVT

4
DSEVT

3
DSEVT

5

 DRI2 DRI2DEVTCNT P4 H'FFBF E011
 DRI1 DRI1DEVTCNT P4 H'FFBF D011
 DRI0 DRI0DEVTCNT P4 H'FFBF C011

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5 DSEVT5 0 R W DEC5 データ間引きイベント選択ビット 

0：DEC5 カウンタがアンダフロー時のみデータ取り込み 

1：DEC5 カウンタがアンダフロー時以外データ取り込み 

4 DSEVT4 0 R W DEC4 データ間引きイベント選択ビット 

0：DEC4 カウンタがアンダフロー時のみデータ取り込み 

1：DEC4 カウンタがアンダフロー時以外データ取り込み 

3 DSEVT3 0 R W DEC3 データ間引きイベント選択ビット 

0：DEC3 カウンタがアンダフロー時のみデータ取り込み 

1：DEC3 カウンタがアンダフロー時以外データ取り込み 

2 DSEVT2 0 R W DEC2 データ間引きイベント選択ビット 

0：DEC2 カウンタがアンダフロー時のみデータ取り込み 

1：DEC2 カウンタがアンダフロー時以外データ取り込み 

1 DSEVT1 0 R W DEC1 データ間引きイベント選択ビット 

0：DEC1 カウンタがアンダフロー時のみデータ取り込み 

1：DEC1 カウンタがアンダフロー時以外データ取り込み 

0 DSEVT0 0 R W DEC0 データ間引きイベント選択ビット 

0：DEC0 カウンタがアンダフロー時のみデータ取り込み 

1：DEC0 カウンタがアンダフロー時以外データ取り込み 
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28.3.18 DRIiDIN 入力イベント選択レジスタ（DRIiDINSEL） 
 

DRI2DIN DRI2DINSEL P4 H'FFBF E012

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DIN5SL

DRI1DIN DRI1DINSEL P4 H'FFBF D012
DRI0DIN DRI0DINSEL P4 H'FFBF C012

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1、0 DIN5SL 00 R W DIN5 入力イベント選択ビット 

DIN5（内部信号）への入力信号を本ビットで設定します。PSEL からのクロッ

ク出力、ATU-ⅢS のタイマ TOU からの F/F 出力を内部信号として DIN5 信号

に入力できます。たとえば、DIN5SL＝"01"（F/F（TOU1_0））を選択した場

合、タイマ TOU1_0 から出力した場合の値（TO1FFDR.FFDT10 ビット値）

が内部信号として DIN5 に入力されます。 

00：PSLCLKB 

01：F/F（TOU1_0） 

10：F/F（TOU2_0） 

11：F/F（TOU3_0） 
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28.3.19 DRIiDD 入力許可レジスタ（DRIiDDEN） 
DRIiDDEN レジスタは、DRIi へのデータ入力の禁止/許可を制御するレジスタです。 

DDn 入力許可ビットを"0"に設定した場合、対応する端子の入力レベルにかかわらず DRIi への入力は"0"固

定となります。DDn 入力許可ビットを"1"に設定した場合、対応する端子の入力レベルに応じて DRIi へのデー

タ入力が行われます。 
 

【記号説明】n＝0～15 
 

DRI2DD DRI2DDEN P4 H'FFBF E014

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DD15

EN
DD14

EN
DD13

EN
DD12

EN
DD11

EN
DD10

EN
DD9
EN

DD8
EN

DD7
EN

DD6
EN

DD5
EN

DD4
EN

DD3
EN

DD2
EN

DD1
EN

DD0
EN

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1DD DRI1DDEN P4 H'FFBF D014
DRI0DD DRI0DDEN P4 H'FFBF C014

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～16 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

15～0 DD15EN～

DD00EN 

すべて 0 R W DD15～DD00 入力許可ビット 

0：入力禁止 

1：入力許可 
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28.3.20 DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM） 
データ取り込みを行うイベント数を設定するレジスタです。また、ここに設定した値は、DRIi 取り込みイ

ベントカウンタ（DRIiDCAPCT）および DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）のリロード値として使用されま

す。DRIi は 32 ビット単位で DRIi 転送を行います。設定値が 32 ビット単位に満たない場合でも 32 ビット単

位での転送となります。32 ビットに満たない余剰部分はすべて"0"で埋めて転送されます。特殊モード選択時

は DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DWDSL（入力データバス幅選択）ビットの設定

に応じて、本レジスタへの設定値は表 28.6 を満たす値を設定してください。 

また、総取り込みデータ容量が DRIi のサポートしている SHwyRAM 領域を越えないようにご注意くださ

い。このレジスタの書き換えは、DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN（取り込み

許可）ビットが"0"の状態で行ってください。 
 

DCAPNUM

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI2 DRI2DCAPNUM P4 H'FFBF E018

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DCAPNUM

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1 DRI1DCAPNUM P4 H'FFBF D018
DRI0 DRI0DCAPNUM P4 H'FFBF C018

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

18～0 DCAPNUM すべて 0 R W 転送イベント数ビット 

［特殊モード禁止時］ 

任意の値を設定してください。 

［特殊モード許可時］ 

下記の回数を設定してください。 

32 ビット選択時（16 ビット取り込み時） ：任意（1 以上） 

16 ビット選択時（8 ビット取り込み時） ：2 の倍数（2 以上） 

8 ビット選択時 ：使用禁止 
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表 28.6 特殊モード時のバス幅・取り込みイベント設定、取り込み回数の関係 

DWDSL 

（入力データバス幅選択） 

取り込みデータバス幅 DRIiDCAPNUM 

（取り込みイベント数） 

外部から取り込まれる回数

8 ビット（00） （使用禁止） （使用禁止） （使用禁止） 

16 ビット（01） 8 ビット取り込み 2 の倍数（2 以上） DRIiDCAPNUM 設定値×2 

32 ビット（10） 16 ビット取り込み 任意（1 以上） DRIiDCAPNUM 設定値×2 

 

28.3.21 DRIi 取り込みイベントカウンタ（DRIiDCAPCT） 
DRIiDCAPCT カウンタは、データ取り込みイベントをカウントする 19 ビットカウンタです。DRIi データ

取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN（取り込み許可）ビットがデータ取り込み禁止から許可

に変化すると、DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM）の値がリロードされます。

その後、データ取り込みが行われるたびに DRIi 取り込みイベントカウンタが－1 されます。 

DRIi 取り込みイベントカウンタが H'0000 0000 となった時点でカウント動作が停止し、DCPEN ビットが"0"

にクリアされます。 
 

DCAPCT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI2 DRI2DCAPCT P4 H'FFBF E01C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DCAPCT

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1 DRI1DCAPCT P4 H'FFBF D01C
DRI0 DRI0DCAPCT P4 H'FFBF C01C

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

18～0 DCAPCT H'000 R N 取り込みイベントカウンタ 
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28.3.22 DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT） 
DRIiTRMCT カウンタは、DRIi 転送データ取り込みをカウントする 19 ビットカウンタです。DRIi データ取

り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN（取り込み許可）ビットがデータ取り込み禁止から許可に

変化すると、DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM）の設定値と DRIiDCAPCNT レ

ジスタの DWDSL（入力データバス幅選択）ビットの設定値とによって所定のカウンタ値がリロードされま

す。DRIi は 32 ビット単位で転送を行いますので、以下に示す値がカウンタ値としてリロードされます。 

• 8ビット選択時：DRIiDCAPNUMレジスタ値/4 

• 16ビット選択時：DRIiDCAPNUMレジスタ値/2 

• 32ビット選択時：DRIiDCAPNUMレジスタ値 

【注】・ DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM）の設定値が 32 ビット単位で割り切れない場

合、割り切れない分は繰り上げてリロードカウンタ値とし、必ず 32 ビット単位で転送します。 
 

特殊モード禁止時は、外部から入力されるデータのバス幅を、8 ビット選択時は 4 回のデータ取り込みイ

ベント発生ごと、16 ビット選択時は 2 回のデータ取り込みイベント発生ごとに DRIi 転送が実行されます。

DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM）の設定回数が 32 ビット分で割り切れない

場合（バス幅を 8 ビット選択時は 4n 回以外、16 ビット選択時は 2n 回以外）は最後の取り込みイベント発生

で DRIi 転送が実行されます。DRIi の転送は 32 ビット単位で行われるため、転送回数が 32 ビットで割り切

れない場合、32 ビットに満たない余剰部分は"0"で埋めて転送されます。本カウンタは DRIi 転送が完了する

たびに DRIi 転送カウンタが－1 され、カウンタがアンダフロー（H'0000 0000）となった時点でカウント動作

が停止し、DRIi 転送カウンタ割り込み要求が発生します。DRIi 転送カウンタのアンダフローは、H'0000 0000

（カウント停止）となった時点です。 
 

DRICT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI2 DRI2TRMCT P4 H'FFBF E020

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DRICT

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1 DRI1TRMCT P4 H'FFBF D020
DRI0 DRI0TRMCT P4 H'FFBF C020

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

18～0 DRICT すべて 0 R N DRIi 転送カウンタ 
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28.3.23 DRIi アドレスリロードレジスタ 0、1（DRIiADR0RLD、DRIiADR1RLD） 
DRIiADR0CT、DRIiADR1CT カウンタのリロード値を格納するレジスタです。DRIi 転送制御レジスタ

（DRIiTRMCNT）の ADMD（アドレスカウンタ動作モード選択）ビットでリロードモードを選択した場合、

DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN（取り込み許可）ビットが"0"から"1"へ変化

したときに、ここに設定した値が対応する DRIi アドレスカウンタにリロードされます。 

【注】・ このレジスタの書き換えは、DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DCPEN（取り込み許可）

ビットが"0"の状態で行ってください。 
 

DRIAD0RLD

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI2 0 DRI2ADR0RLD P4 H'FFBF E024

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DRIAD0RLD

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1 0 DRI1ADR0RLD P4 H'FFBF D024
DRI0 0 DRI0ADR0RLD P4 H'FFBF C024

 
 

DRIAD1RLD

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI2 1 DRI2ADR1RLD P4 H'FFBF E02C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DRIAD1RLD

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1 1 DRI1ADR1RLD P4 H'FFBF D02C
DRI0 1 DRI0ADR1RLD P4 H'FFBF C02C

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

18～2 DRIADmRLD すべて 0 R W アドレス 18～2 リロード値（256K バイト領域） 

1、0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】m=0、1 
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28.3.24 DRIi アドレスカウンタ 0、1（DRIiADR0CT、DRIiADR1CT） 
DRIiADR0CT、DRIiADR1CT カウンタは、DRIi 転送先である SHwyRAM 上のアドレスの A18～A2 を指定

するためのカウンタで、A31～A19 は"0"固定となっています。DRIi 転送が完了するたびに＋4 されます。DRIi

アドレスカウンタには 2 つの動作モードがあり、DRIi 転送制御レジスタ（DRIiTRMCNT）の ADMD ビット

でモード選択できます。 

【注】・ DRIi アドレスカウンタ値が SHwyRAM の配置されている領域以外の値であった場合、DRIi はあたかも DRIi 転

送が完了したかのように動作しますが、取り込みデータの書き込みはどこにも行われません。 

・ DRIi 転送が完了したとき＋4 される DRIi アドレスカウンタは、DRIi 転送制御レジスタ（DRIiTRMCNT）の ADSL

（アドレスカウンタ選択）ビットの設定により、そのときアクティブなものに対して行われます。 

・ このレジスタの書き換えは、必ず DRIi 転送カウンタ（DRIiTRMCT）がアンダフロー（H'0000 0000：カウント

停止）した状態で行ってください。 
 

DRIAD0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI2 0 DRI2ADR0CT P4 H'FFBF E028

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DRIAD0

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1 0 DRI1ADR0CT P4 H'FFBF D028
DRI0 0 DRI0ADR0CT P4 H'FFBF C028

 
 

DRIAD1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI2 1 DRI2ADR1CT P4 H'FFBF E030

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DRIAD1

31 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DRI1 1 DRI1ADR1CT P4 H'FFBF D030
DRI0 1 DRI0ADR1CT P4 H'FFBF C030

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

18～2 DRIADn すべて 0 R W デスティネーションアドレスの 18～2（256K バイト領域） 

1、0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

【記号説明】n＝0、1 
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28.3.25 DRIi 入力処理制御レジスタ（DRIiDINCNT） 
DRIi 外部から入力される信号のイベント検出方法を選択します。イベント検出は立ち上がり/立ち下がり/

両エッジから選択可能です。入力無効を選択した場合は、イベント検出を行いません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DIN3ED DIN2EDDIN5ED DIN4ED DIN0EDDIN1ED

DRI2 DRI2DINCNT P4 H'FFBF E034
DRI1 DRI1DINCNT P4 H'FFBF D034
DRI0 DRI0DINCNT P4 H'FFBF C034

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11、10 DIN5ED 00 R W DIN5 イベント検出制御ビット 

00：入力無効 

01：立ち上がり検出 

10：立ち下がり検出 

11：両エッジ検出 

9、8 DIN4ED 00 R W DIN4 イベント検出制御ビット 

00：入力無効 

01：立ち上がり検出 

10：立ち下がり検出 

11：両エッジ検出 

7、6 DIN3ED 00 R W DIN3 イベント検出制御ビット 

00：入力無効 

01：立ち上がり検出 

10：立ち下がり検出 

11：両エッジ検出 

5、4 DIN2ED 00 R W DIN2 イベント検出制御ビット 

00：入力無効 

01：立ち上がり検出 

10：立ち下がり検出 

11：両エッジ検出 

3、2 DIN1ED 00 R W DIN1 イベント検出制御ビット 

00：入力無効 

01：立ち上がり検出 

10：立ち下がり検出 

11：両エッジ検出 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1、0 DIN0ED 00 R W DIN0 イベント検出制御ビット 

00：入力無効 

01：立ち上がり検出 

10：立ち下がり検出 

11：両エッジ検出 
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28.3.26 DRIiDEC0 制御レジスタ（DRIiDEC0CNT） 
DRIi が内蔵しているイベントカウンタ DEC0 を制御するためのレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC0
EXT

DEC0
EN

DEC0
CS

DEC0
MOD

DRI2DEC0 DRI2DEC0CNT P4 H'FFBF E036
DRI1DEC0 DRI1DEC0CNT P4 H'FFBF D036
DRI0DEC0 DRI0DEC0CNT P4 H'FFBF C036

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 DEC0MOD 0 R W DEC0 動作モード選択ビット 

DRIiDEC0 カウンタ（DRIiDEC0CT）の動作モードを選択します。 

0：ワンショットモード 

1：連続動作モード 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5、4 DEC0CS 00 R W DEC0 カウントイベント選択ビット 

DRIiDEC0CT カウンタのカウントソースとなるイベントを選択します。

DEC0EN ットが"1"の状態で選択した要因からイベントが検出された場合、

DEC0 カウンタ（DEC0CT）の値が－1 されます。 

00：DIN0 イベント検出 

01：DIN1 イベント検出 

10：設定禁止 

11：DRIi 取り込みイベントカウンタアンダフロー 

3～1 DEC0EXT 000 R W DEC0 カウント許可要因選択ビット 

DRIiDEC0CT カウンタを外部イベントによってカウント許可としたい場合

は、このビットでカウント許可要因を選択します。選択した要因からイベン

トが検出されると、DEC0EN ビットが"1"にセットされます。 

000：外部要因禁止 

001：DIN0 イベント検出 

010：DIN1 イベント検出 

011：設定禁止 

100：取り込み許可 

101：PDAC イベント H 

110：設定禁止 

111：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DEC0EN 0 R W DEC0 カウント許可ビット 

DEC0 のカウント動作許可/禁止を制御するビットです。外部イベントによっ

て"1"にセットできます。また、動作モードでワンショットモード選択時は、

DEC0 カウンタアンダフローによって"0"にクリアされます。 

0：カウント禁止 

1：カウント許可 

［"0"クリア条件］ 

• ソフトウェアによる"0"書き込み 

• ワンショットモード選択時、DEC0 カウンタがアンダフローしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ソフトウェアによる"1"書き込み 

• DEC0EXT ビットで選択したイベントが発生したとき 

【注】・DEC0EXT ビットで外部要因を選択した場合、ソフトウェアで"1"を

セットすることは禁止です。 

   ・DEC 動作許可時には DEC0EN ビットを"0"にクリアする書き込み 

のみとしてください。その他のビットは DEC 動作許可のときには書

き換えないでください。 

 

28.3.27 DRIiDEC1 制御レジスタ（DRIiDEC1CNT） 
DRIi が内蔵しているイベントカウンタ DEC1 を制御するためのレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC1
EXT

DEC1
EN

DEC1
CS

DEC1
MOD

DRI2DEC1 DRI2DEC1CNT P4 H'FFBF E03C
DRI1DEC1 DRI1DEC1CNT P4 H'FFBF D03C
DRI0DEC1 DRI0DEC1CNT P4 H'FFBF C03C

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 DEC1MOD 0 R W DEC1 動作モード選択ビット 

DRIiDEC1 カウンタ（DRIiDEC1CT）の動作モードを選択します。 

0：ワンショットモード 

1：連続動作モード 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5、4 DEC1CS 00 R W DEC1 カウントイベント選択ビット 

DRIiDEC1CT カウンタのカウントソースとなるイベントを選択します。

DEC1EN ビットが"1"の状態で選択した要因からイベントが検出された場合、

DEC1 カウンタ（DEC1CT）の値が－1 されます。 

00：DIN1 イベント検出 

01：設定禁止 

10：DIN3 イベント検出 

11：DEC0 アンダフロー 

3～1 DEC1EXT 000 R W DEC1 カウント許可要因選択ビット 

DRIiDEC1 カウンタ（DRIiDEC1CT）を外部イベントによってカウント許可と

したい場合は、このビットでカウント許可要因を選択します。選択した要因か

らイベントが検出されると、DEC1EN（DEC1 カウント許可）ビットが"1"にセッ

トされます。 

000：外部要因禁止 

001：DIN0 イベント検出 

010：DIN1 イベント検出 

011：DEC0 アンダフロー 

100：取り込み許可 

101：PDAC イベント H 

11x：設定禁止 

0 DEC1EN 0 R W DEC1 カウント許可ビット 

DEC1 のカウント動作許可/禁止を制御するビットです。外部イベントによって

"1"にセットできます。また、動作モードでワンショットモード選択時は、DEC1

カウンタアンダフローによって"0"にクリアされます。 

0：カウント禁止 

1：カウント許可 

［"0"クリア条件］ 

• ソフトウェアによる"0"書き込み 

• ワンショットモード選択時、DEC1 カウンタがアンダフローしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ソフトウェアによる"1"書き込み 

• DEC1EXT ビットで選択したイベントが発生したとき 

【注】・ DEC1EXT ビットで外部要因を選択した場合、ソフトウェアで"1"を

セットすることは禁止です。 

・ DEC 動作許可時には DEC1EN ビットを"0"にクリアする書き込みのみ

としてください。その他のビットは DEC 動作許可のときには書き換え

ないでください。 

 



28. ダイレクト RAM インプットインタフェース（DRI）  

Rev.1.10 2011.09.16  28-54   

R01UH0030JJ0110  

28.3.28 DRIiDEC2 制御レジスタ（DRIiDEC2CNT） 
DRIi が内蔵しているイベントカウンタ DEC2 を制御するためのレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC2
EXT

DEC2
EN

DEC2
CS

DEC2
MOD

DRI2DEC2 DRI2DEC2CNT P4 H'FFBF E042
DRI1DEC2 DRI1DEC2CNT P4 H'FFBF D042
DRI0DEC2 DRI0DEC2CNT P4 H'FFBF C042

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 DEC2MOD 0 R W DEC2 動作モード選択ビット 

DRIiDEC2 カウンタ（DRIiDEC2CT）の動作モードを選択します。 

0：ワンショットモード 

1：連続動作モード 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

5、4 DEC2CS 00 R W DEC2 カウントイベント選択ビット 

DRIiDEC2 カウンタ（DRIiDEC2CT）のカウントソースとなるイベントを選択

します。DEC2EN（DEC2 カウント許可）ビットが"1"の状態で選択した要因か

らイベントが検出された場合、DEC2 カウンタ（DEC2CT）の値が－1 されま

す。 

00：DIN1 イベント検出 

01：設定禁止 

10：DIN3 イベント検出 

11：取り込みイベント 

3～1 DEC2EXT 000 R W DEC2 カウント許可要因選択ビット 

DRIiDEC2 カウンタ（DRIiDEC2CT）を外部イベントによってカウント許可と

したい場合は、このビットでカウント許可要因を選択します。選択した要因か

らイベントが検出されると、DEC2EN（DEC2 カウント許可）ビットが"1"にセッ

トされます。 

000：外部要因禁止 

001：DIN0 イベント検出 

010：DIN1 イベント検出 

011：設定禁止 

100：取り込み許可 

101：PDAC イベント G 

11x：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DEC2EN 0 R W DEC2 カウント許可ビット 

DEC2 のカウント動作許可/禁止を制御するビットです。外部イベントによって

"1"にセットできます。また、動作モードでワンショットモード選択時は、DEC2

カウンタアンダフローによって"0"にクリアされます。 

0：カウント禁止 

1：カウント許可 

［"0"クリア条件］ 

• ソフトウェアによる"0"書き込み 

• ワンショットモード選択時、DEC2 カウンタがアンダフローしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ソフトウェアによる"1"書き込み 

• DEC2EXT ビットで選択したイベントが発生したとき 

【注】・ DEC2EXT ビットで外部要因を選択した場合、ソフトウェアで"1"を

セットすることは禁止です。 

・ DEC 動作許可時には DEC2EN ビットを"0"にクリアする書き込みのみ

としてください。その他のビットは DEC 動作許可のときには書き換

えないでください。 

 

28.3.29 DRIiDEC3 制御レジスタ（DRIiDEC3CNT） 
DRIi が内蔵しているイベントカウンタ DEC3 を制御するためのレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC3
EXT

DEC3
EN

DEC3
CS

DEC3
MOD

DRI2DEC3 DRI2DEC3CNT P4 H'FFBF E048
DRI1DEC3 DRI1DEC3CNT P4 H'FFBF D048
DRI0DEC3 DRI0DEC3CNT P4 H'FFBF C048

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7 DEC3MOD 0 R W DEC3 動作モード選択ビット 

DRIiDEC3 カウンタ（DRIiDEC3CT）の動作モードを選択します。 

0：ワンショットモード 

1：連続動作モード 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

5、4 DEC3CS 00 R W DEC3 カウントイベント選択ビット 

DRIiDEC3 カウンタ（DRIiDEC3CT）のカウントソースとなるイベントを選択

します。DEC3EN（DEC3 カウント許可）ビットが"1"の状態で選択した要因か

らイベントが検出された場合、DEC3 カウンタ（DEC3CT）の値が－1 されま

す。 

00：設定禁止 

01：DIN3 イベント検出 

10：DIN4 イベント検出 

11：DIN5 イベント検出 

3～1 DEC3EXT 000 R W DEC3 カウント許可要因選択ビット 

DRIiDEC3 カウンタ（DRIiDEC3CT）を外部イベントによってカウント許可と

したい場合は、このビットでカウント許可要因を選択します。選択した要因か

らイベントが検出されると、DEC3EN（DEC3 カウント許可）ビットが"1"にセッ

トされます。 

000：外部要因禁止 

001：DIN0 イベント検出 

010：DIN1 イベント検出 

011：DEC2 アンダフロー 

100：取り込み許可 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

0 DEC3EN 0 R W DEC3 カウント許可ビット 

DEC3 のカウント動作許可/禁止を制御するビットです。外部イベントによって

"1"にセットできます。また、動作モードでワンショットモード選択時は、DEC3

カウンタアンダフローによって"0"にクリアされます。 

0：カウント禁止 

1：カウント許可 

［"0"クリア条件］ 

• ソフトウェアによる"0"書き込み 

• ワンショットモード選択時、DEC3 カウンタがアンダフローしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ソフトウェアによる"1"書き込み 

• DEC3EXT ビットで選択したイベントが発生したとき 

【注】・ DEC3EXT ビットで外部要因を選択した場合、ソフトウェアで"1"を

セットすることは禁止です。 

・ DEC動作許可時にはDEC3ENビットを"0"にクリアする書き込みのみ

としてください。その他のビットは DEC 動作許可のときには書き換

えないでください。 
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28.3.30 DRIiDEC4 制御レジスタ（DRIiDEC4CNT） 
DRIi が内蔵しているイベントカウンタ DEC4 を制御するためのレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC4
EXT

DEC4
EN

DEC4
CS

DEC4
MOD

DRI2DEC4 DRI2DEC4CNT P4 H'FFBF E04E
DRI1DEC4 DRI1DEC4CNT P4 H'FFBF D04E
DRI0DEC4 DRI0DEC4CNT P4 H'FFBF C04E

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 DEC4MOD 0 R W DEC4 動作モード選択ビット 

DRIiDEC4 カウンタ（DRIiDEC4CT）の動作モードを選択します。 

0：ワンショットモード 

1：連続動作モード 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

5、4 DEC4CS 00 R W DEC4 カウントイベント選択ビット 

DRIiDEC4 カウンタ（DRIiDEC4CT）のカウントソースとなるイベントを選択し

ます。DEC4EN（DEC4 カウント許可）ビットが"1"の状態で選択した要因から

イベントが検出された場合、DEC4 カウンタ（DEC4CT）の値が－1 されます。

00：DIN1 イベント検出 

01：取り込みイベント 

10：DRIi 転送 1 回完了 

11：DRIi 転送カウンタアンダフロー 

3～1 DEC4EXT 000 R W DEC4 カウント許可要因選択ビット 

DRIiDEC4 カウンタ（DRIiDEC4CT）を外部イベントによってカウント許可とし

たい場合は、このビットでカウント許可要因を選択します。選択した要因からイ

ベントが検出されると、DEC4EN（DEC4 カウント許可）ビットが"1"にセット

されます。 

000：外部要因禁止 

001：DIN0 イベント検出 

010：DIN1 イベント検出 

011：DEC3 アンダフロー 

100：取り込み許可 

101：PDAC イベント H 

11x：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

0 DEC4EN 0 R W DEC4 カウント許可ビット 

DEC4 のカウント動作許可/禁止を制御するビットです。外部イベントによって

"1"にセットできます。また、動作モードでワンショットモード選択時は、DEC4

カウンタアンダフローによって"0"にクリアされます。 

0：カウント禁止 

1：カウント許可 

［"0"クリア条件］ 

• ソフトウェアによる"0"書き込み 

• ワンショットモード選択時、DEC4 カウンタがアンダフローしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ソフトウェアによる"1"書き込み 

• DEC4EXT ビットで選択したイベントが発生したとき 

【注】・ DEC4EXT ビットで外部要因を選択した場合、ソフトウェアで"1"をセッ

トすることは禁止です。 

・ DEC 動作許可時には DEC4EN ビットを"0"にクリアする書き込みのみ

としてください。その他のビットは DEC 動作許可のときには書き換え

ないでください。 

 

28.3.31 DRIiDEC5 制御レジスタ（DRIiDEC5CNT） 
DRIi が内蔵しているイベントカウンタ DEC5 を制御するためのレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DEC5
EXT

DEC5
EN

DEC5
CS

DEC5
MOD

DRI2DEC5 DRI2DEC5CNT P4 H'FFBF E054
DRI1DEC5 DRI1DEC5CNT P4 H'FFBF D054
DRI0DEC5 DRI0DEC5CNT P4 H'FFBF C054

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 DEC5MOD 0 R W DEC5 動作モード選択ビット 

DRIiDEC5 カウンタ（DRIiDEC5CT）の動作モードを選択します。 

0：ワンショットモード 

1：連続動作モード 

6 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 



 28. ダイレクト RAM インプットインタフェース（DRI） 

Rev.1.10 2011.09.16  28-59

  R01UH0030JJ0110 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5、4 DEC5CS 00 R W DEC5 カウントイベント選択ビット 

DRIiDEC5 カウンタ（DRIiDEC5CT）のカウントソースとなるイベントを選択し

ます。DEC5EN（DEC5 カウント許可）ビットが"1"の状態で選択した要因から

イベントが検出された場合、DEC5 カウンタ（DEC5CT）の値が－1 されます。

00：DIN0 イベント検出 

01：DIN1 イベント検出 

10：DIN3 イベント検出 

11：DIN4 イベント検出 

3～1 DEC5EXT 000 R W DEC5 カウント許可要因選択ビット 

DRIiDEC5 カウンタ（DRIiDEC5CT）を外部イベントによってカウント許可とし

たい場合は、このビットでカウント許可要因を選択します。選択した要因からイ

ベントが検出されると、DEC5EN（DEC5 カウント許可）ビットが"1"にセット

されます。 

000：外部要因禁止 

001：DIN0 イベント検出 

010；DIN1 イベント検出 

011；DEC2 アンダフロー 

100：取り込み許可 

101：設定禁止 

11x：設定禁止 

0 DEC5EN 0 R W DEC5 カウント許可ビット 

DEC5 のカウント動作許可/禁止を制御するビットです。外部イベントによって

"1"にセットできます。また、動作モードでワンショットモード選択時は、DEC5

カウンタアンダフローによって"0"にクリアされます。 

0：カウント禁止 

1：カウント許可 

［"0"クリア条件］ 

• ソフトウェアによる"0"書き込み 

• ワンショットモード選択時、DEC5 カウンタがアンダフローしたとき 

［"1"セット条件］ 

• ソフトウェアによる"1"書き込み 

• DEC5EXT ビットで選択したイベントが発生したとき 

【注】・ DEC5EXT ビットで外部要因を選択した場合、ソフトウェアで"1"をセッ

トすることは禁止です。 

・ DEC動作許可時にはDEC5ENビットを"0"にクリアする書き込みのみと

してください。その他のビットは DEC 動作許可のときには書き換えな

いでください。 
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28.3.32 DRIiDEC0～DRIiDEC5 リロードレジスタ（DRIiDEC0RLD～DRIiDEC5RLD） 
DRIiDEC0～DRIiDEC5 リロードレジスタは、DECm カウンタへデータをロードするためのレジスタです。

リロードレジスタの内容がカウンタにリロードされるのは、以下の場合です。 

• ワンショットモードで、カウント禁止から許可に変化したとき 

• 連続動作モードでDECmカウンタがアンダフローしたとき 
 

【記号説明】m＝0～5 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC0RLD

DRI2DEC0 DRI2DEC0RLD P4 H'FFBF E038
DRI1DEC0 DRI1DEC0RLD P4 H'FFBF D038
DRI0DEC0 DRI0DEC0RLD P4 H'FFBF C038

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC1RLD

DRI2DEC1 DRI2DEC1RLD P4 H'FFBF E03E
DRI1DEC1 DRI1DEC1RLD P4 H'FFBF D03E
DRI0DEC1 DRI0DEC1RLD P4 H'FFBF C03E

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC2RLD

DRI2DEC2 DRI2DEC2RLD P4 H'FFBF E044
DRI1DEC2 DRI1DEC2RLD P4 H'FFBF D044
DRI0DEC2 DRI0DEC2RLD P4 H'FFBF C044

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC3RLD

DRI2DEC3 DRI2DEC3RLD P4 H'FFBF E04A
DRI1DEC3 DRI1DEC3RLD P4 H'FFBF D04A
DRI0DEC3 DRI0DEC3RLD P4 H'FFBF C04A

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC4RLD

DRI2DEC4 DRI2DEC4RLD P4 H'FFBF E050
DRI1DEC4 DRI1DEC4RLD P4 H'FFBF D050
DRI0DEC4 DRI0DEC4RLD P4 H'FFBF C050
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC5RLD

DRI2DEC5 DRI2DEC5RLD P4 H'FFBF E056
DRI1DEC5 DRI1DEC5RLD P4 H'FFBF D056
DRI0DEC5 DRI0DEC5RLD P4 H'FFBF C056

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 DECmRLD H'0000 R W DECm リロード値 

【注】・このレジスタは必ずワード境界からワード単位でアクセスしてください。 

【記号説明】m=0～5 
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28.3.33 DRIiDEC0～DRIiDEC5 カウンタ（DRIiDEC0CT～DRIiDEC5CT） 
DRIiDEC0CT～DRIiDEC5CT カウンタは 16 ビットのダウンカウンタで、カウント許可後イベント検出に同

期してカウント動作を行います。DECm カウンタをワンショットモードで使用する場合、対応する DECm カ

ウンタがカウント許可の状態では DRIiDEC0CT～DRIiDEC5CT カウンタへ書き込みを行わないでください。 
 

【記号説明】m＝0～5 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC0CT

DRI2DEC0 DRI2DEC0CT P4 H'FFBF E03A
DRI1DEC0 DRI1DEC0CT P4 H'FFBF D03A
DRI0DEC0 DRI0DEC0CT P4 H'FFBF C03A

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC1CT

DRI2DEC1 DRI2DEC1CT P4 H'FFBF E040
DRI1DEC1 DRI1DEC1CT P4 H'FFBF D040
DRI0DEC1 DRI0DEC1CT P4 H'FFBF C040

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC2CT

DRI2DEC2 DRI2DEC2CT P4 H'FFBF E046
DRI1DEC2 DRI1DEC2CT P4 H'FFBF D046
DRI0DEC2 DRI0DEC2CT P4 H'FFBF C046

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC3CT

DRI2DEC3 DRI2DEC3CT P4 H'FFBF E04C
DRI1DEC3 DRI1DEC3CT P4 H'FFBF D04C
DRI0DEC3 DRI0DEC3CT P4 H'FFBF C04C

 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC4CT

DRI2DEC4 DRI2DEC4CT P4 H'FFBF E052
DRI1DEC4 DRI1DEC4CT P4 H'FFBF D052
DRI0DEC4 DRI0DEC4CT P4 H'FFBF C052
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DEC5CT

DRI2DEC5 DRI2DEC5CT P4 H'FFBF E058
DRI1DEC5 DRI1DEC5CT P4 H'FFBF D058
DRI0DEC5 DRI0DEC5CT P4 H'FFBF C058

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 DECmCT H'0000 R W DECm カウンタ 

【注】・このレジスタは必ずワード境界からワード単位でアクセスしてください。 

【記号説明】m=0～5 
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28.4 動作説明 

28.4.1 DRI 初期設定フロー 
図 28.8 に DRI 初期設定フローを示します。 

DMA

DRI

DRI DIN

DRI
DRI

DMA

0 MSTPCR0

DRIiDD DRIiDDEN

DRIi DRIiSPMOD *
1

DRIi DRIiTRMCNT
DRIi DRIiDCAPNUM
DRIi n DRIiADRnCT
DRIi DRIiADRnRLD
DRIiDECm DRIiDECmRLD
DRIiDECm DRIiDECmCNT
DRIi DRIiDSELCNT
DRIi DRIiDEVTCNT
DRIiDIN DRIiDINSEL *

2

DRIi DRIiDCAPCNT

DRIi DRIiDINCNT *
3

*1

n 0 1 m 0 5

*2 DIN5
*3 DRIiDINCNT

 

図 28.8 DRI 初期設定フロー図 
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28.4.2 イベントカウンタ（DEC）動作モード 

（1） ワンショットモード 

DRIiDECm 制御レジスタ（DRIiDECmCNT）の DECmEN（DECm カウント許可）ビットが禁止から許可に

変化すると、DRIiDECm リロードレジスタ（DRIiDECmRLD）の内容を DRIiDECm カウンタ（DRIiDECmCT）

にロードします。以降、DECmCS（DECm カウントイベント選択）ビットで選択したイベントが発生するた

びにダウンカウントします。"DECm リロードレジスタ設定値（DRIiDECmRLD）＋1"だけイベントをカウン

トするとアンダフロー状態（カウンタ値＝H'FFFF）でカウント動作を停止し、DECmEN（DECm カウント許

可）ビットを"0"クリアします。 
 

【注】・ カウント許可時にカウンタへリロードしたリロード値を読み出すことはできません。読み出した場合、リロー

ド前のカウンタ値が読み出されます。 

   ・ 外部イベントによるカウント許可とカウントソースが同時に発生した場合、外部イベントによるカウント許可

ビットの"1"へのセットは行われますが、カウント動作は行われません。 

   ・ アンダフローによるカウンタ停止と外部イベントによるカウント許可が同時に発生した場合、アンダフローに

よるカウンタ停止が優先されます。 

   ・ 外部イベントによるカウント許可とカウント許可ビットへのカウント禁止書き込みが同時に発生した場合、カ

ウント禁止が優先されます。 

【記号説明】m=0～5 

DINj0 1 3 5 *
2

DECmEN *
3

DECmCT *
4

DECmRLD *
5 5

5 4 3 2 1 0 H'FFFF

6

*1  

*2  DRIiDECm DRIiDECmCNT DECmCS DECm
DIN0 4 DINj0 4

   28.6 DRI DRI 18.3.22 DRI
PDRIR

*3  DRIiDECm DECmEN DECm
*4  DRIiDECm DRIiDECmCT DECmCT DECm
*5  DRIiDECm DRIiDECmRLD DECmRLD DECm

*
1

 

図 28.9 DEC ワンショットモードのカウント例 
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（2） 連続動作モード 

DECmEN（DECm カウント許可）ビットが許可になると、DECmCS（DECm カウントイベント選択）ビッ

トで選択したイベントが発生するたびに DRIiDECm カウンタ（DRIiDECmCT）設定値からダウンカウントを

行い、DECm カウンタアンダフロー（カウンタ値＝H'FFFF）で DRIiDECm リロードレジスタ（DRIiDECmRLD）

の値をリロードします。以後、DRIiDECm カウンタ（DRIiDECmCT）のアンダフローごとにこの動作を繰り

返します。 
 

【注】・ 外部イベントによるカウント許可とカウントソースが同時に発生した場合、外部イベントによるカウント許可

ビットの"1"へのセットは行われますが、カウント動作は行われません。 

   ・ 外部イベントによるカウント許可と DECmEN（カウント許可）ビットへのカウント禁止書き込みが同時に発生

した場合、カウント禁止が優先されます。 

   ・ リロードとカウンタへの書き込みが同時に発生した場合、カウンタへの書き込みが優先されます。このとき、

DECm カウンタアンダフローによる割り込みは発生しません。 

   ・ カウントソースとカウンタへの書き込みが同時に発生した場合、カウンタへの書き込みが優先されます。この

とき、カウントソースは無視されます。 

【記号説明】m=0～5 

2

23 1 0 H'FFFF 1 0 H'FFFF 1

4 3

*1  DEC 1
*2  DRIiDECm DRIiDECmCNT DECmCS DECm

DIN0 4 DINj0 4
   28.6 DRI DRI 18.3.22 DRI

PDRIR
*3  DRIiDECm DECmEN DECm
*4  DRIiDECm DRIiDECmCT DECmCT DECm
*5  DRIiDECm DRIiDECmRLD DECmRLD DECm

*
1

*
1

DINj0 1 3 5 *
2

DECmEN *
3

DECmCT *
4

DECmRLD *
5

 

図 28.10 DEC 連続動作モードのカウント例 
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28.5 各 DEC の接続構成図 

udf

udf

udf

udf

udf

EN

CK

EN

CK

EN

CK

EN

CK

EN

CK

EN

CK

udf

udf

udf

DEC0

DEC1

DEC2

DEC3

DEC4

DEC5

PDAC
H

PDAC
H

PDAC
H

DRI 1
DRI

PDAC
G

DIN5

DINj0 DINj5

PSLCLKB
F/F(TOU1_0)
F/F(TOU2_0)
F/F(TOU3_0)

DIN4DINj4

DIN3DINj3

DIN1DINj1

DIN0DINj0

*1 PSEL ATU- S TOU F/F DIN5 DRIiDINSEL
F/F TOU1_0 TOU1_0 TO1FFDR.FFDT10 DIN5

*
1

 

図 28.11 各 DEC の接続構成図 
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28.6 DRI 端子と DRI モジュール端子との対応 

DIN5

DIN4 0
DD15 00

DRI
PDRIR.PDRI0MD*

1

DRI0

DIN5

DIN4 0
DD15 00

DRI
PDRIR.PDRI1MD*

1

DRI1

DIN5

DIN4 0
DD15 00

DRI
PDRIR.PDRI2MD*

1

DRI2

PSLCLKB

DINB3 1 0
DDB13 00

DINC4
DDC15 00

F/F TOU1_0
F/F TOU2_0
F/F TOU3_0

*1 DRI 18.3.22 DRI PDRIR  

図 28.12 DRI 端子と DRI モジュール端子との接続イメージ 
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28.7 DRIi 特殊モードについて 
DRIi 特殊モードレジスタ（DRIiSPMOD）により、DRI の特殊モードを ON（許可）にすると、より高速な

データ取り込みが可能となります。表 28.7 に特殊モード ON 時と OFF 時の動作仕様の相違点、図 28.13 に

信号接続イメージを示します。 

 
表 28.7 特殊モード ON 時と OFF 時の動作仕様の相違点 

項目 特殊モード ON 時 特殊モード OFF 時 

データ取り込みクロック DIN3、DIN4 から選択*1 DIN3、DIN4、DIN5 から選択*1 

特殊モード制御部初期化信号 DIN1*1 － 

データ取り込みエッジ 立ち上がり、立ち下がりから選択 立ち上がり、立ち下がり、両エッジから選択

データ取り込み最小周期 2 tc (PAck) 3.5 tc (PAck) 

【注】 *1 DIN1、DIN3、DIN4 は、DINj1、DINj3、DINj4 端子から入力できます。端子の対応は、「28.6 DRI 端子と DRI モ

ジュール端子との対応」を参照してください。端子の選択は、「18.3.22 ポート DRI 入力チャネル切替レジスタ

（PDRIR）」で設定してください。 
 

DRIiSPMOD.SPMEN

DIN2*
1

DIN1

DIN0

DIN3
DIN4
DIN5

DD15 00

DRIiSPMOD.SPCPSL

DRIiDCAPCNT.DCPSL

DRI

DRIi

*1 DRI DIN2 DIN2  

図 28.13 特殊モード ON/OFF 時の接続イメージ 
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28.8 使用上の注意事項 

28.8.1 DRI 使用前のモジュールストップ機能の設定について 
DRI チャネル i を使用するには、DRIi 関連レジスタを設定する前に、モジュールストップレジスタ 0

（MSTPCR0）の DRIi ビットの値を"0"にして"DRIi は動作"に設定してください。DRIi ビットの値を"0"にし

ない場合、DRIi モジュールへのクロック供給が停止するため、DRIi 関連レジスタを設定しても DRIi は動作

しません。 

 

28.8.2 DRO/DRI と SuperHyway バスマスタの競合について 
DRI0～DRI2、DRO から SHwyRAM へのアクセスは、SuperHyway バスとは別に用意された DRI/DRO 専用

バスを使用（兼用）します。DRI0～DRI2、DRO のアクセスが同時または重なった場合はアクセス競合が発

生します。 

DRI0～DRI2、DRO 内で競合が発生した場合、DRI0 が最優先で、以下の順で固定です。 
 

• DRI0＞DRI1＞DRI2＞DRO 
 

DRI0～DRI2、DRO は DRI/DRO 専用バスで接続されているため、通常 SuperHyway バスマスタ（CPU、DMA

など）とのアクセス競合は発生しません。ただし、SHwyRAM 上の 64K バイト単位の同一領域に対して、

DRI/DRO 専用バスと SuperHyway バスからのアクセス（読み出し/書き込み）が同時または重なった場合には

アクセス競合が発生します。 

アクセス競合が発生した場合、以下の優先順位に従って調停します。 
 

• SuperHywayバス＞DRI/DRO専用バス 
 

28.8.3 特殊モード使用時の取り込みイベント数について 
通常モード使用時はデータ取り込みイベント回数として任意の回数を指定可能ですが、特殊モード使用時

は DRIi データ取り込み制御レジスタ（DRIiDCAPCNT）の DWDSL（入力データバス幅選択）ビットの設定

に応じて、設定可能な値に制限があります。 

「28.3.20 DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ（DRIiDCAPNUM）」を参照して適切な値を設定

してください。 
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28.8.4 動作中の書き換え禁止レジスタについて 
誤動作を防ぐため、表 28.8 に示すレジスタについては動作中に書き換えないでください。 

 

表 28.8 動作中の書き換え禁止レジスタ一覧 

レジスタ名 シンボル 動作状態 備考 

DRIiDIN DMA 転送許可レジスタ DRIiDINDEN DRI *1 

DRIiDEC DMA 転送許可レジスタ DRIiDECDEN DEC *1 

DRIi DMA 転送許可レジスタ DRIiTRMDEN DRI *1 

DRIi 転送制御レジスタ DRIiTRMCNT DRI *2 

DRIi 特殊モードレジスタ DRIiSPMOD DRI/DEC  

DRIi データ取り込み制御レジスタ DRIiDCAPCNT DRI/DEC *3 

DRIi データ間引き制御レジスタ DRIiDSELCNT DEC  

DRIi データ間引きイベント選択レジスタ DRIiDEVTCNT DEC  

DRIiDIN 入力イベント選択レジスタ DRIiDINSEL DRI/DEC  

DRIiDD 入力許可レジスタ DRIiDDEN DRI  

DRIi データ取り込みイベント数設定レジスタ DRIiDCAPNUM DRI  

DRIi アドレスリロードレジスタ 0 DRIiADR0RLD DRI  

DRIi アドレスカウンタ 0 DRIiADR0CT DRI  

DRIi アドレスリロードレジスタ 1 DRIiADR1RLD DRI  

DRIi アドレスカウンタ 1 DRIiADR1CT DRI  

DRIiDIN 入力処理制御レジスタ DRIiDINCNT DRI/DEC  

DRIiDEC0 制御レジスタ DRIiDEC0CNT DEC *4 

DRIiDEC1 制御レジスタ DRIiDEC1CNT DEC *4 

DRIiDEC2 制御レジスタ DRIiDEC2CNT DEC *4 

DRIiDEC3 制御レジスタ DRIiDEC3CNT DEC *4 

DRIiDEC4 制御レジスタ DRIiDEC4CNT DEC *4 

DRIiDEC5 制御レジスタ DRIiDEC5CNT DEC *4 

【注】 *1 DMA を使用していないとき（DE="0"）に DE="1"に設定する場合のみ許可。 

 *2 DRST（DRI リセット）ビットを"1"から"0"に変更する書き換えのみ許可。 

 *3 DCPEN（取り込み許可）ビットを"1"から"0"に変更する書き換えのみ許可。 

 *4 連続動作モード時のみ書き換え可。ワンショットモード時は変更禁止。 

   ・ 動作状態の欄で DRI と示しているものは DRI 取り込み許可時は書き換え禁止、DEC と記しているものは該当する

DECn が DEC 動作許可時は書き換え禁止です。 

   ・ DRI 取り込み許可時は DRIiDCAPCNT レジスタの DCPEN ビットが"1"の状態、DEC 動作許可時は DRIiDECnCNT レ

ジスタの DECnEN ビットが"1"の状態を示します。 

【記号説明】n＝0～5 
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29. ダイレクト RAM アウトプットインタフェース（DRO） 

29.1 概要 
ダイレクト RAM アウトプットインタフェース（DRO）は、RAM 上のデータを外部に出力するためのパラ

レルインタフェースです。データとともに、そのサンプリングタイミングを示すためのストローブ信号が出

力されます。SHwyRAM からのデータ読み出しは CPU や DMAC とは独立した DRI/DRO 専用バスを介して行

われるため、それらの動作を停止させることなく、効率的にデータを外部へ出力できます。 

表 29.1 に DRO の概要を示します。 
 

表 29.1 DRO の概要 

項目 概要 

転送方式 ストローブ方式パラレル出力 

アクセス領域 SHwyRAM 全領域（256K バイト） 

出力データ幅 8 ビットと 16 ビットから選択 

最大転送クロック 10MHz 

最大転送レート 20M バイト/秒（16 ビット幅選択時、Pck = 40MHz 時） 

ストローブ極性 "H"アクティブ/"L"アクティブから選択 

タイミング調整機能 ストローブエッジに対して、セットアップおよびホールドを 1Pck 単位でプログラム可能 

割り込み要求 あらかじめ設定した数のデータ出力が完了した時点で割り込み要求を発生 
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図 29.1 に DRO のブロック図を示します。 

DRO

SHwyRAM

DRO
DROD15 DROD0 

8 16

DROWR

DRO
INTC

DRO
SHwyRAM

DRO
SHwyRAM

DRO

DRO

DRO DRO

32 2

DRO

 

図 29.1 DRO のブロック図 

29.2 入出力端子 
表 29.2 に DRO の端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 29.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

DROD15～DROD0 出力 出力データバス 

DROWR 出力 出力データストローブ 
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29.3 レジスタの説明 
表 29.3 に DRO のレジスタ構成を示します。 

 

表 29.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

DRO 割り込み要求ステータスレジスタ DROIST H'00 H'FFFE F000 8、16 29-4 

DRO 割り込み要求許可レジスタ DROIEN H'00 H'FFFE F001 8、16 29-5 

DRO 動作モードレジスタ DROMOD H'0000 H'FFFE F004 16 29-6 

DRO 出力制御レジスタ DROCNT H'00 H'FFFE F006 8 29-9 

DRO 出力データ数カウンタ DRODCT H'0000 0000 H'FFFE F008 32 29-10 

DRO アドレスカウンタ DROADRCT H'0000 0000 H'FFFE F00C 32 29-11 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

DRO 割り込み関連レジスタ（DROIST レジスタ、DROIEN レジスタ）は、DRO から割り込みコントローラ

に出力する割り込み要求信号を制御するレジスタです。 
 

• 割り込み要求ステータスビット 

割り込み要求を判別するためのステータスビットで、割り込み要求が発生すると"1"にセットされます。

このビットはソフトウェアで"1"にセットできません。ステータスビットは、"0"を書き込むことによりク

リアされ、"1"を書き込むとステータスビットの状態を保持します。なお、割り込み要求許可ビットの影

響を受けずに動作しますので、周辺機能の動作確認用にも使用することができます。割り込み処理時に

は、割り込み処理を行ったステータスビットのみクリアしてください。割り込み処理を行っていないス

テータスビットをクリアすると未実行の割り込み要求もクリアされます。 

• 割り込み要求許可ビット 

割り込み要求を許可するためのビットです。割り込み要求許可時には"1"、割り込み要求禁止時には"0"

を設定します。 

F/F

F/F

Set

Write
Data=0

Clear

DROOCIEN

DROOCIS

INTC

 

図 29.2 DROIST レジスタと DROIEN レジスタの関係 
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29.3.1 DRO 割り込み要求ステータスレジスタ（DROIST） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DRO
OCIS

DRO DROIST P4 H'FFFE F000

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

0 DROOCIS 0 R *1 DRO 出力完了割り込み要求ステータスビット 

DRO 出力データ数カウンタ（DRODCT）に設定しておいたデータ数の出力が完

了した場合（DRODCT カウンタ値がすべて"1"）に"1"にセットされます。"0"にク

リアする場合は"0"を書き込んでください。"1"を書き込んだ場合は前の値を保持し

ます。また、DRO 割り込み要求許可レジスタ（DROIEN）の影響は受けず、デー

タ転送が完了すると本ビットは"1"にセットされます。 

DROIEN レジスタの DRO 出力完了割り込み要求許可ビット（DROOCIEN）が"1"

に設定されている場合は、データ転送完了時に割り込みコントローラに対して、

割り込み要求が出力されます。全データ出力完了時の"1"セットと、ソフトウェア

による"0"クリアが同時に発生した場合は、"1"セットが優先されます。 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

【注】 *1 書き込みは"0"のみ有効です。"1"を書き込んだときは前の値を保持します。 
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29.3.2 DRO 割り込み要求許可レジスタ（DROIEN） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DRO

OCIEN

DRO DROIEN P4 H'FFFE F001

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビッ

ト 

シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

0 DROOCIEN 0 R W DRO 出力完了割り込み要求許可ビット 

DRO 出力データ数カウンタ（DRODCT）に設定しておいたデータ数の出力が完

了したときの INTC に対する割り込み要求の許可/禁止を制御するビットです。本

ビットに"1"をセットした場合、INTC への割り込み要求が許可されます。 

0：割り込み要求マスク（禁止） 

1：割り込み要求許可 
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29.3.3 DRO 動作モードレジスタ（DROMOD） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DROHD DRO

SSL
DRO
ODS

DRO
RSTDROSU

DRO DROMOD P4 H'FFFE F004

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～12 DROSU 0000 R W DRO セットアップ設定ビット 

ストローブ信号の立ち上がり（DRO ストローブ極性選択ビット（DROSSL）で

"L"アクティブ選択時）または立ち下がり（DROSSL ビットで"H"アクティブを

選択時）に対する出力データ（DROD15～DROD0）のセットアップ時間を選択

します。セットアップ時間は Pck 単位で、1～16Pck の範囲で選択できます。

0000：1Pck 

0001：2Pck 

0010：3Pck 

0011：4Pck 

0100：5Pck 

0101：6Pck 

0110：7Pck 

0111：8Pck 

1000：9Pck 

1001：10Pck 

1010：11Pck 

1011：12Pck 

1100：13Pck 

1101：14Pck 

1110：15Pck 

1111：16Pck 

【注】セットアップ時間は、DROHD ビットのホールド時間との合計が 4Pck 以

上になる値を設定してください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

11～8 DROHD 0000 R W DRO ホールド設定ビット 

ストローブ信号の立ち上がり（DRO ストローブ極性選択ビット（DROSSL）で

"L"アクティブ選択時）または立ち下がり（DROSSL ビットで"H"アクティブを

選択時）に対する出力データ（DROD15～DROD0）のホールド時間を選択しま

す。ホールド時間は Pck 単位で、1～16Pck の範囲で選択できます。 

0000：1Pck 

0001：2Pck 

0010：3Pck 

0011：4Pck 

0100：5Pck 

0101：6Pck 

0110：7Pck 

0111：8Pck 

1000：9Pck 

1001：10Pck 

1010：11Pck 

1011：12Pck 

1100：13Pck 

1101：14Pck 

1110：15Pck 

1111：16Pck 

【注】ホールド時間は、DROSU ビットのセットアップ時間との合計が 4Pck 以

上になる値を設定してください。 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2 DROSSL 0 R W DRO ストローブ極性選択ビット 

DRO は出力データとともに DROWR 信号を出力しますが、本ビットでその極

性を選択できます。 

0："L"アクティブ 

データ未出力時の DROWR 信号は"H"レベルです。DROWR 信号が立ち下

がるときに有効データも同時に出力されます。DRO セットアップ設定

ビット（DROSU）設定サイクル後、DROWR 信号は"H"レベルとなりま

す。その後、DROHD ビット設定サイクル後まで出力データは保持されま

す。 

1："H"アクティブ 

データ未出力時の DROWR 信号は"L"レベルです。DROWR 信号が立ち上

がるときに有効データも同時に出力されます。DROSU ビット設定サイク

ル後、DROWR 信号は"L"レベルとなります。その後、DROHD ビット設

定サイクル後まで出力データは保持されます。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 DROODS 0 R W DRO 出力データ幅選択ビット 

出力するデータ幅を 8 ビットおよび 16 ビットから選択します。8 ビット幅を選

択したとき、DROD15～DROD8 出力および DROD7～DROD0 出力には同じ値

が出力されます。 

0：8 ビット幅 

1：16 ビット幅 

0 DRORST 0 R W DRO リセットビット 

本ビットは DRO 出力制御部のリセットまたは動作許可を選択します。本ビッ

トが"0"の状態ではデータを出力できません。DRO 動作中に本ビットを"0"にク

リアした場合、DRO 出力制御部は初期化され、以下の状態になります。 

• DRO 内に未出力データが格納されている場合、その出力はすべてキャンセル

• データ出力中の場合、DROWR 信号は非アクティブ状態に遷移し、データ出

力（DROD15～DROD0）は不定 

• DRO 出力制御レジスタ（DROCNT）の DRO 出力イネーブルビット

（DROOEN）が"0"にクリア 

0：DRO リセット 

1：DRO 動作許可 
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29.3.4 DRO 出力制御レジスタ（DROCNT） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DRO
OEN

DRO DROCNT P4 H'FFFE F006

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

0 DROOEN 0 R *1 DRO 出力イネーブルビット 

DRO 動作モードレジスタ（DROMOD）、DRO 出力データ数カウンタ（DRODCT）、

DRO アドレスカウンタ（DROADRCT）設定後、本ビットを"1"にセットすると

DRO からのデータ出力が開始されます。設定した全データの出力が完了し、

DRODCT カウンタがすべて"1"となったとき、または DROMOD レジスタの DRO

リセットビット（DRORST）が"0"にクリアされた場合に、本ビットは"0"クリア

されます。本ビットはソフトウェアによって直接"0"にクリアすることはできませ

ん。なお、書き込みは DRORST ビットが"1"のときのみ有効です。 

本ビットの"0"クリア（DRODCTカウンタ＝すべて"1"またはDRORSTビットに"0"

書き込み時）とソフトウェアによる"1"セットが同時に発生した場合、"0"クリアが

優先されます。 

0：出力禁止 

1：出力許可 

【注】 *1 書き込みは"1"のみ有効です。"0"を書き込んだときは前の値を保持します。 
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29.3.5 DRO 出力データ数カウンタ（DRODCT） 
 

DRO DRODCT P4 H'FFFE F008

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DRODNUM

31

DRODNUM

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

18～0 DRODNUM すべて 0 R W DRO 出力データ数カウンタビット 

データ出力する回数を設定する 19 ビットカウンタです。"設定値+1"がデータ

出力回数となります。本カウンタへの書き込みは DRO 出力制御レジスタ

（DROCNT）の DRO 出力イネーブルビット（DROOEN）が"0"の状態で行い

ます。DRO 動作中（DROOEN ビット＝"1"）での書き込みは無視されます。

本カウンタ設定後、DROOEN ビットを"1"にセットすると、DRO からのデー

タ出力に対して"1"ダウンカウントを行い、すべて"1"となった時点で、

DROOEN ビットを"0"クリアし、同時に動作を停止します。 

DRO 動作中に本カウンタを読み出した場合、残りのデータ出力回数を読むこ

とができます。 

【注】・ SHwyRAM のアドレス範囲を超えないように、本カウンタおよび DRO アドレスカウンタ（DROADRCT）を設定して

ください。超えた場合、DRO からのデータ出力値は"不定"となります。 
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29.3.6 DRO アドレスカウンタ（DROADRCT） 
 

DRO DROADRCT P4 H'FFFE F00C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DROADR

31

DROADR

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

18～2 DROADR すべて 0 R W DRO アドレスカウンタビット 

SHwyRAM 上データのアドレス下位 19 ビットを示すカウンタです。転送元と

なる SHwyRAM の先頭アドレスを DRO 出力制御レジスタ（DROCNT）の DRO

出力イネーブルビット（DROOEN）＝"0"の状態で設定してください。先頭ア

ドレスは必ずロングワード境界に配置されている必要があります。また、

DROOEN ビット＝"1"での書き込みは無視されます。本カウンタ設定後、

DROOEN ビットを"1"にセットすると、SHwyRAM から 32 ビット単位でデー

タを読み出し、そのたびに DRO アドレスカウンタは 4 インクリメントされま

す。 

DRO 動作中に本カウンタを読み出した場合、次回転送元となる SHwyRAM の

アドレスを読むことができます。 

1、0   0 0 常に"0"が設定されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

【注】・ SHwyRAM のアドレス範囲を超えないように、本カウンタおよび DRO 出力データ数カウンタ（DRODCT）を設定し

てください。超えた場合、DRO からのデータ出力値は"不定"となります。 
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29.4 初期設定例 

29.4.1 DRO 初期設定例 
図 29.3 に DRO 初期設定例を示します。 

DRO

DRO

DRO

DRO DROIST
DRO DROIEN

n m PnCRm

0 MSTPCR0

DRO DROMOD
DRO DRODCT
DRO DROADRCT

DRO DROCNT

 

図 29.3 DRO 初期設定例 
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29.4.2 出力データフォーマット 
図 29.4 に SHwyRAM 上のデータ配置と出力フォーマットの関係を示します。 

DRO はサイクルスチール方式で SHwyRAM 上のデータを読み出し外部に出力するため、内部のバス状態に

よって定周期出力とはならない場合があります。定周期出力とならない場合、ホールド期間が延長されたデー

タ出力フォーマットとなります。 

RAM

Data

DROWR

DROD[15:8]

DROD[7:0]

DROWR

DROD[15:8]

DROD[7:0]

D0

D0 D1 D2 D3

D0

D0 D2

D1 D3

D1 D2 D3

31 024 23 16 15 8 7
D1 D2 D3

Pck

Pck

1 8 "L" 3Pck 2Pck

2 16 "H" 6Pck 4Pck

 

図 29.4 定周期出力のデータフォーマット例 
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RAM

Data

DROWR

DROD[15:8]

DROD[7:0]

DROWR

DROD[15:8]

DROD[7:0]

D0

D0 D1 D2 D3

D0

D0 D2

D1 D3

D1 D2 D3

31 024 23 16 15 8 7
D1 D2 D3

Pck

Pck

1 8 "L" 3Pck 2Pck

2 16 "H" 6Pck 4Pck

 

図 29.5 定周期出力とならないデータフォーマット例 
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29.5 使用上の注意事項 

29.5.1 DRO 使用前のモジュールストップ機能の設定について 
DRO を使用するには、DRO 関連レジスタを設定する前に、モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0）

の DRO ビットの値を"0"にして"DRO は動作"に設定してください。DRO ビットの値を"0"にしない場合、DRO

モジュールへのクロック供給が停止するため、DRO 関連レジスタを設定しても DRO は動作しません。 

 

29.5.2 DRO/DRI と SuperHyway バスマスタの競合について 
DRI0～DRI2、DRO から SHwyRAM へのアクセスは、SuperHyway バスとは別に用意された DRI/DRO 専用

バスを使用（兼用）します。DRI0～DRI2、DRO のアクセスが同時または重なった場合はアクセス競合が発

生します。 

DRI0～DRI2、DRO 内で競合が発生した場合、DRI0 が最優先で、以下の順で固定です。 
 

• DRI0＞DRI1＞DRI2＞DRO 
 

DRI0～DRI2、DRO は DRI/DRO 専用バスで接続されているため、通常 SuperHyway バスマスタ（CPU、DMA

など）とのアクセス競合は発生しません。ただし、SHwyRAM 上の 64K バイト単位の同一領域に対して、

DRI/DRO 専用バスと SuperHyway バスからのアクセス（読み出し/書き込み）が同時または重なった場合には

アクセス競合が発生します。 

アクセス競合が発生した場合、以下の優先順位に従って調停します。 
 

• SuperHywayバス＞DRI/DRO専用バス 
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30. パラレル DAC 制御（PDAC） 

30.1 概要 
本 MCU は、D/A コンバータを制御するためのパラレル DAC 制御回路（PDAC）を内蔵しています。PDAC

は、制御周期内で変調 A・変調 B・変調 C それぞれの出力波形を D/A コンバータがどの様に出力するか管理

するためのモジュールです。 

表 30.1 に PDAC の概要を示します。 
 

表 30.1 PDAC の概要 

項目 概要 

変調波形出力制御 • 基本分解能：周辺クロック（Pck）とプリスケーラで設定 

Pck＝40MHz 動作時、50ns、75ns、100ns、…、375ns で制御可能 

• 3 種類（変調 A・変調 B・変調 C）の波形出力の時間管理をそれぞれ制御可能 

設定できるステップ数は以下のとおり 

変調 A：240 ステップ、変調 B：400 ステップ、変調 C：1200 ステップ 

• 変調ごとに出力波形を管理するレジスタを内蔵 

立ち上がりと立ち下がりに対して、遷移時間、ステップ数、初期値、デルタ値を設定可能 

• 波形出力開始前、立ち上がり後、立ち下がり後に待ち時間を設定可能 

• 起動イベント 

ATU-IIIS のタイマ TOU2_7、タイマ TOU3_7、タイマ G チャネル 4、タイマ G チャネル 5 を

選択可能 

• ソフトウェアによる強制停止可能 

イベント出力 • ATU-IIIS、PSEL、DRI に対して、波形出力に応じたタイミングでイベント出力可能 

• ATU-IIIS へ 4 系統、PSEL へ 2 系統、DRI へ 2 系統のイベント出力可能 

• イベント出力は、制御周期の先頭、各波形の立ち上がり・立ち下がり時、各変調の終了時、

最終変調の終了時から選択可能 

書き込み信号 

（PDIWR 信号） 

• セットアップ期間、イネーブル期間、極性を設定可能 

割り込み要因 • 変調波形出力終了後に割り込み要求を発生可能 
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30.2 ブロック図 
図 30.1 に PDAC のブロック図を示します。 

A B C

A B C

0 1023 0 1023 0 1023

1 1023 1 1023 1 1023

1 120 1 200 1 600

1 120

Pck

ATU-IIIS

G
TOU

PDIWR

 *1 
  PDAC PDIWR n
  Pck=40MHz 50ns 75ns 100ns 375ns

PDIDATA0 9
10

WAIT
0A

WAIT
1A

WAIT
2A

WAIT
0B

WAIT
1B

WAIT
2B

A 0 15 B 0 31

WAIT
0C

WAIT
1C

WAIT
2C

C 0 31

1 200 1 600

*
1

 

図 30.1 PDAC のブロック図 
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30.3 入出力端子 
表 30.2 に PDAC の端子構成を示します。PDIDATA0～PDIDATA9 端子からは D/A コンバータへの設定デー

タ、PDIWR 端子からは D/A コンバータへのデータ書き込み信号が出力されます。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 30.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

PDIDATA0～9 出力 D/A コンバータへの設定データ 

PDIWR 出力 D/A コンバータへの書き込み信号 
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30.4 レジスタの説明 
表 30.3 に PDAC のレジスタ構成を示します。 

 

表 30.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

PDAC 強制停止レジスタ PDISTOP H'00 H'FFFF 3400 8、16 30-6 

PDAC 基本分解能設定レジスタ PDIPRE H'0F H'FFFF 3401 8、16 30-7 

PDAC 制御周期イベント選択レジスタ PDICPT H'00 H'FFFF 3402 8 30-8 

PDAC ステータスレジスタ PDISTATUS H'00 H'FFFF 3404 8、16、32 30-9 

PDAC ステータスレジスタ A PDISTAA H'00 H'FFFF 3405 8、16、32 30-10 

PDAC ステータスレジスタ B PDISTAB H'00 H'FFFF 3406 8、16、32 30-10 

PDAC ステータスレジスタ C PDISTAC H'00 H'FFFF 3407 8、16、32 30-11 

PDAC 割り込み制御レジスタ PDIINT H'00 H'FFFF 3408 8 30-11 

PDAC 書き込み信号期間調整レジスタ PDIWRC H'0101 H'FFFF 340A 8、16 30-12 

PDAC 待ち時間制御レジスタ PDIWTEN H'0000 H'FFFF 340C 16 30-14 

PDAC 出力イベント選択 A レジスタ PDISELA H'0000 H'FFFF 3410 16、32 30-16 

PDAC 出力イベント選択 B レジスタ PDISELB H'0000 H'FFFF 3412 16、32 30-17 

PDAC 出力イベント選択 C レジスタ PDISELC H'0000 H'FFFF 3414 16、32 30-18 

PDAC 出力イベント選択 D レジスタ PDISELD H'0000 H'FFFF 3416 16、32 30-19 

PDAC 出力イベント選択 E レジスタ PDISELE H'0000 H'FFFF 3418 16、32 30-20 

PDAC 出力イベント選択 F レジスタ PDISELF H'0000 H'FFFF 341A 16、32 30-21 

PDAC 出力イベント選択 G レジスタ PDISELG H'0000 H'FFFF 341C 16、32 30-22 

PDAC 出力イベント選択 H レジスタ PDISELH H'0000 H'FFFF 341E 16、32 30-23 

PDAC 変調 A 立ち上がりステップ数レジスタ PDIRSA H'01 H'FFFF 3430 8、16 30-24 

PDAC 変調 A 立ち下がりステップ数レジスタ PDIFSA H'01 H'FFFF 3431 8、16 30-25 

PDAC 変調 A 立ち上がり初期値レジスタ PDIRIA H'0000 H'FFFF 3434 16、32 30-26 

PDAC 変調 A 立ち下がり初期値レジスタ PDIFIA H'0000 H'FFFF 3436 16、32 30-26 

PDAC 変調 A 立ち上がりデルタ値レジスタ PDIRDA H'0001 H'FFFF 3438 16、32 30-27 

PDAC 変調 A 立ち下がりデルタ値レジスタ PDIFDA H'0001 H'FFFF 343A 16、32 30-27 

PDAC 変調 A 出力開始待ち時間レジスタ PDIWT0A H'0000 H'FFFF 343C 16、32 30-28 

PDAC 変調 A 立ち上がり後待ち時間レジスタ PDIWT1A H'0000 H'FFFF 343E 16、32 30-28 

PDAC 変調 A 立ち下がり後待ち時間レジスタ PDIWT2A H'0000 H'FFFF 3440 16 30-29 

PDAC 変調 A 繰り返し回数レジスタ PDIREPA H'00 H'FFFF 3442 8 30-29 

PDAC 変調 B 立ち上がりステップ数レジスタ PDIRSB H'01 H'FFFF 3450 8、16 30-30 

PDAC 変調 B 立ち下がりステップ数レジスタ PDIFSB H'01 H'FFFF 3451 8、16 30-31 

PDAC 変調 B 立ち上がり初期値レジスタ PDIRIB H'0000 H'FFFF 3454 16、32 30-31 

PDAC 変調 B 立ち下がり初期値レジスタ PDIFIB H'0000 H'FFFF 3456 16、32 30-32 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

PDAC 変調 B 立ち上がりデルタ値レジスタ PDIRDB H'0001 H'FFFF 3458 16、32 30-32 

PDAC 変調 B 立ち下がりデルタ値レジスタ PDIFDB H'0001 H'FFFF 345A 16、32 30-33 

PDAC 変調 B 出力開始待ち時間レジスタ PDIWT0B H'0000 H'FFFF 345C 16、32 30-33 

PDAC 変調 B 立ち上がり後待ち時間レジスタ PDIWT1B H'0000 H'FFFF 345E 16、32 30-34 

PDAC 変調 B 立ち下がり後待ち時間レジスタ PDIWT2B H'0000 H'FFFF 3460 16 30-34 

PDAC 変調 B 繰り返し回数レジスタ PDIREPB H'00 H'FFFF 3462 8 30-35 

PDAC 変調 C 立ち上がりステップ数レジスタ PDIRSC H'0001 H'FFFF 3470 16、32 30-35 

PDAC 変調 C 立ち下がりステップ数レジスタ PDIFSC H'0001 H'FFFF 3472 16、32 30-36 

PDAC 変調 C 立ち上がり初期値レジスタ PDIRIC H'0000 H'FFFF 3474 16、32 30-37 

PDAC 変調 C 立ち下がり初期値レジスタ PDIFIC H'0000 H'FFFF 3476 16、32 30-37 

PDAC 変調 C 立ち上がりデルタ値レジスタ PDIRDC H'0001 H'FFFF 3478 16、32 30-38 

PDAC 変調 C 立ち下がりデルタ値レジスタ PDIFDC H'0001 H'FFFF 347A 16、32 30-38 

PDAC 変調 C 出力開始待ち時間レジスタ PDIWT0C H'0000 H'FFFF 347C 16、32 30-39 

PDAC 変調 C 立ち上がり後待ち時間レジスタ PDIWT1C H'0000 H'FFFF 347E 16、32 30-39 

PDAC 変調 C 立ち下がり後待ち時間レジスタ PDIWT2C H'0000 H'FFFF 3480 16 30-40 

PDAC 変調 C 繰り返し回数レジスタ PDIREPC H'00 H'FFFF 3482 8 30-40 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レジスタ 1～120 PDIRTA1～

PDIRTA120 

不定 H'FFFF 3800～

H'FFFF 3877 

8、16、32 30-41 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間レジスタ 1～120 PDIFTA1～

PDIFTA120 

不定 H'FFFF 3880～

H'FFFF 38F7 

8、16、32 30-42 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間レジスタ 1～200 PDIRTB1～

PDIRTB200 

不定 H'FFFF 3900～

H'FFFF 39C7 

8、16、32 30-43 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間レジスタ 1～200 PDIFTB1～

PDIFTB200 

不定 H'FFFF 3A00～

H'FFFF 3AC7 

8、16、32 30-44 

PDAC 変調 C 立ち上がり出力時間レジスタ 1～600 PDIRTC1～

PDIRTC600 

不定 H'FFFF 3B00～

H'FFFF 3D57 

8、16、32 30-45 

PDAC 変調 C 立ち下がり出力時間レジスタ 1～600 PDIFTC1～

PDIFTC600 

不定 H'FFFF 3D80～

H'FFFF 3FD7 

8、16、32 30-46 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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30.4.1 PDAC 強制停止レジスタ（PDISTOP） 
PDISTOP レジスタは、PDAC の波形出力中における強制停止を行うレジスタです。 

STOP ビットに"1"を書き込むことで強制停止処理が行われます（書き込んだ値を読み出しても"0"が読み出

されます）。 

強制停止を行った際、すべての動作は停止して、PDICPT レジスタのイネーブルビット（ENB）、PDISTATUS

レジスタの変調波形出力フラグビット（DWOUT）、PDISTATUS レジスタの波形出力状態モニタビット

（DWMON）は"0"になります。出力データ（PDIDATA9～0）は強制停止直前の出力値を保持します。また、

書き込み制御信号（PDIWR）は非アクティブになります。 

次回の PDICPT レジスタの ENB ビットを"1"に設定する前に PDAC 関連レジスタを必要に応じて再設定し

てください。32 ビットアクセスの際には、PDISTOP レジスタと PDICPT レジスタを同時にアクセスできます

が、STOP ビットと ENB ビットは同時に"1"に設定しないでください。 

STOP ビットへの"1"書き込みと起動イベントが同時に発生した場合、強制停止が優先されます。STOP ビッ

トの読み出し値は常に"0"となります。 
 

STOP

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC PDISTOP P4 H'FFFF 3400

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

0 STOP 0 R W 強制停止ビット 

0：通常動作 

1：強制停止指示（本ビットへの書き込みデータは保持されませんので、 

読み出し値は常に"0"になります）。 
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30.4.2 PDAC 基本分解能設定レジスタ（PDIPRE） 
PDIPRE レジスタは、基本分解能を生成するためのプリスケーラ基数を設定します。Pck の周波数により

PRE ビットの値を変更し、PDAC の動作クロック（PDAC クロック）を選択してください（2 から 15 の間を

指定）。PDAC クロックの値の計算式は以下のとおりです。 

 

 

PRE

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC PDIPRE P4 H'FFFF 3401

0 0 0 0 1 1 1 1  
 

＜リセット後の値：H'0F＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

3～0 PRE 1111 R W 基本分解能設定ビット 

表 30.4 を参照。 
 

表 30.4 に Pck の周波数による設定値と基本分解能の関係を示します。 
 

表 30.4 Pck の周波数による設定値と基本分解能の関係（Pck=40MHz 動作時） 

PRE ビットの設定値 基本分解能 

0000 設定禁止 

0001 設定禁止 

0010 50ns 

0011 75ns 

0100 100ns 

0101 125ns 

0110 150ns 

0111 175ns 

1000 200ns 

1001 225ns 

1010 250ns 

1011 275ns 

1100 300ns 

1101 325ns 

1110 350ns 

1111 375ns 

1 
PREの設定値 

×Pck、 PDACクロック= 1 
PDACクロック 

基本分解能=
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30.4.3 PDAC 制御周期イベント選択レジスタ（PDICPT） 
PDICPT レジスタは、起動イベント取り込みの可否を決定するイネーブル制御と、ATU-IIIS のどのタイマ

から起動イベントを受け付けするかを選択するレジスタです。 

選択対象は、ATU-IIIS のタイマ TOU2_7、タイマ TOU3_7、タイマ G チャネル 4、タイマ G チャネル 5 の

4 種類です。 

ENB ビットはソフトウェア側からの動作制御なので、波形出力中に ENB ビットに"0"を書き込むことによ

り、今後の ATU-IIIS からの起動イベントを取り込まなくなります（波形出力動作は停止しません）。動作と

しては、波形出力中にイネーブルビットに"0"が書き込まれると、波形出力後に PDAC は動作を停止します。

動作中の判定は、ステータスレジスタを参照してください。 

また、強制停止ビットに"1"を書き込んだ場合、ENB ビットは"0"になります。波形出力中（PDISTATUS レ

ジスタの DWOUT ビットが"1"）に起動イベントを発生した場合、その起動イベントは無視されます（起動イ

ベントは受け付けません）。 
 

ENB CPT

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

PDAC PDICPT P4 H'FFFF 3402

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。 

4 ENB 0 R W イネーブルビット 

0：停止状態または停止要求状態（起動イベントを受け付けない）。 

1：動作可能状態（起動イベントを受け付ける）。 

3、2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。 

1、0 CPT 00 R W 起動イベント選択ビット 

起動イベントの発行元を選択します。 

00：ATU-IIIS タイマ TOU2_7 のアンダフロー 

01：ATU-IIIS タイマ TOU3_7 のアンダフロー 

10：ATU-IIIS タイマ G チャネル 4 のコンペアマッチ 

11：ATU-IIIS タイマ G チャネル 5 のコンペアマッチ 
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30.4.4 PDAC ステータスレジスタ（PDISTATUS） 
PDISTATUS レジスタは、PDAC の動作状況を示すレジスタです。 

図 30.6 に DWMON ビットの詳細タイミングを示します。 
 

DW
OUT DWMON DO

END

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC PDISTATUS P4 H'FFFF 3404

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 DWOUT 0 R － 変調波形出力フラグビット 

変調波形出力の有効/無効を示します。 

0：変調波形出力は無効 

1：変調波形出力は有効（変調 A・変調 B・変調 C・待ち時間全部） 

6～4 DWMON 000 R － 波形出力状態モニタビット 

波形出力の状態を示します。 

000：波形出力停止状態 

010：変調 A 波形出力待ち 

011：変調 A 波形出力中 

100：変調 B 波形出力待ち 

101：変調 B 波形出力中 

110：変調 C 波形出力待ち 

111：変調 C 波形出力中 

3～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。 

0 DOEND 0 R 0 最終変調終了割り込要求ステータスフラグビット 

すべての波形を出力し終わったことを示します。全波形出力終了（指定した変

調波形の出力（待ち時間も含む）が終了したとき）に"1"がセットされます。"0"

を書き込むことにより、クリアされます。"1"を書き込んでも何も起きません。

"0"書き込みより、"1"セットが優先されます。 

0：最終変調終了割り込要求なし 

1：最終変調終了割り込要求あり 
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30.4.5 PDAC ステータスレジスタ A（PDISTAA） 
PDISTAA レジスタは、制御周期内の変調 A における波形出力の回数をモニタできます。 

出力回数のカウント値は、次の有効な起動イベントが発生されるまで保持されます。 

図 30.8 に STATUSA ビットと変調波形との関係を示します。 
 

STATUSA

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC A PDISTAA P4 H'FFFF 3405

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

3～0 STATUSA 0000 R N 変調 A 波形出力回数モニタビット 

現在出力している変調 A における波形出力の回数を示します（0～15）。 

 

30.4.6 PDAC ステータスレジスタ B（PDISTAB） 
PDISTAB レジスタは、制御周期内の変調 B における波形出力の回数をモニタできます。 

出力回数のカウント値は、次の有効な起動イベントが発生されるまで保持されます。 

図 30.8 に STATUSB ビットと変調波形との関係を示します。 
 

STATUSB

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC B PDISTAB P4 H'FFFF 3406

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

4～0 STATUSB 00000 R N 変調 B 波形出力回数モニタビット 

現在出力している変調 B における波形出力の回数を示します（0～31）。 
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30.4.7 PDAC ステータスレジスタ C（PDISTAC） 
PDISTAC レジスタは、制御周期内の変調 C における波形出力の回数をモニタできます。 

出力回数のカウント値は、次の有効な起動イベントが発生されるまで保持されます。 

図 30.8 に STATUSC ビットと変調波形との関係を示します。 
 

STATUSC

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC C PDISTAC P4 H'FFFF 3407

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

4～0 STATUSC 00000 R N 変調 C 波形出力回数モニタビット 

現在出力している変調 C における波形出力の回数を示します（0～31）。 

 

30.4.8 PDAC 割り込み制御レジスタ（PDIINT） 
PDIINT レジスタは、全波形出力終了時に割り込み要求を発生させるか制御するためのレジスタです。 

 

DO
ENDE

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC PDIINT P4 H'FFFF 3408

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。 

0 DOENDE 0 R W 最終変調終了割り込み許可フラグビット 

波形出力が終了した際に割り込みを発生させるか制御します。 

0：出力終了割り込み要求の発生を禁止 

1：出力終了割り込み要求の発生を許可 
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30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジスタ（PDIWRC） 
PDIWRC レジスタは、D/A コンバータへの書き込み信号のイネーブル期間の設定を行うレジスタです。 

16 ビットレジスタですが、上位 8 ビット/下位 8 ビット個別にバイトアクセスすることが可能です。 

また、WRPOL ビットにより、PDIWR 信号の極性を変更することが可能です。 

極性変更後、次の Pck サイクルから PDIWR 信号に反映されます。ただし、波形出力中（PDISTATUS レジ

スタの変調波形出力フラグビット（DWOUT）が"1"のとき）の PDIWRC レジスタへの書き込みは禁止です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SETUPWR

POL ENABLE

PDAC PDIWRC P4 H'FFFF 340A

 
 

＜リセット後の値：H'0101＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 WRPOL 0 R W 書き込み制御信号極性ビット 

PDIWR 信号の極性を設定します。 

0："L"アクティブ。 

1："H"アクティブ。 

14～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

12～8 ENABLE 00001 R W イネーブル期間設定ビット 

PDIWR 信号のイネーブル期間（アクティブな期間）を設定します（1～31）。

"0"は設定しないでください。 

イネーブル期間＝基本分解能×ENABLE 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

4～0 SETUP 00001 R W セットアップ期間設定ビット 

PDIWR 信号のセットアップ期間を設定します（1～31）。"0"は設定しないで

ください。 

セットアップ期間＝基本分解能×SETUP 
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図 30.2 に D/A コンバータへの書き込みタイミングを示します。 

PDIDATA0
PDIDATA9

PDIWR

 

図 30.2 D/A コンバータへの書き込みタイミング 

 

書き込み信号の制御については、PDIWRC レジスタのセットアップ期間とイネーブル期間の設定により変

更が可能となります（基本分解能×PDIWRC レジスタの各情報）。 

セットアップ期間（図中①）：PDIWRC レジスタの SETUP ビットで指定した期間"H"レベル。 

イネーブル期間（図中②）：PDIWRC レジスタの ENABLE ビットで指定した期間"L"レベル。 

出力データの出力時間とは、WTjkT（j=0～2、k=A, B, C）、PDIRTnm および PDIFTnm（n= A, B, C、m=1

～）を示します。各時間は以下条件を満たすように設定してください。 

• SETUP ＋ ENABLE ＜ WTjkT 

• SETUP ＋ ENABLE ＜ PDIRTnm 

• SETUP ＋ ENABLE ＜ PDIFTnm 
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30.4.10 PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN） 
PDIWTEN レジスタは、波形出力中の待ち時間の有効/無効を制御するレジスタです。 

各変調の待ち時間設定レジスタへの設定と PDIWTEN レジスタへの設定も必要です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

WT0AE WT1AE WT2AE WT0BE WT1BE WT2BE WT0CE WT1CE WT2CE

PDAC PDIWTEN P4 H'FFFF 340C

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10 WT0AE 0 R W WT0A イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 

9 WT1AE 0 R W WT1A イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 

8 WT2AE 0 R W WT2A イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

6 WT0BE 0 R W WT0B イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 

5 WT1BE 0 R W WT1B イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 

4 WT2BE 0 R W WT2B イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

2 WT0CE 0 R W WT0C イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 WT1CE 0 R W WT1C イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 

0 WT2CE 0 R W WT2C イネーブルビット 

0：待ち時間なし 

1：待ち時間あり 
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30.4.11 PDAC 出力イベント選択 A レジスタ（PDISELA） 
PDISELA レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント A に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立

ち下がり波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELA

PDAC A PDISELA P4 H'FFFF 3410

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELA H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 

 



 30. パラレル DAC 制御（PDAC） 

Rev.1.10 2011.09.16  30-17

  R01UH0030JJ0110 

30.4.12 PDAC 出力イベント選択 B レジスタ（PDISELB） 
PDISELB レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント B に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立

ち下がり波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELB

PDAC B PDISELB P4 H'FFFF 3412

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELB H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 
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30.4.13 PDAC 出力イベント選択 C レジスタ（PDISELC） 
PDISELC レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント C に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立

ち下がり波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELC

PDAC C PDISELC P4 H'FFFF 3414

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELC H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 
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30.4.14 PDAC 出力イベント選択 D レジスタ（PDISELD） 
PDISELD レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント D に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立

ち下がり波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELD

PDAC D PDISELD P4 H'FFFF 3416

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELD H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 
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30.4.15 PDAC 出力イベント選択 E レジスタ（PDISELE） 
PDISELE レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント E に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立

ち下がり波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELE

PDAC E PDISELE P4 H'FFFF 3418

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELE H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 
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30.4.16 PDAC 出力イベント選択 F レジスタ（PDISELF） 
PDISELF レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント F に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立

ち下がり波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELF

PDAC F PDISELF P4 H'FFFF 341A

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELF H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 
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30.4.17 PDAC 出力イベント選択 G レジスタ（PDISELG） 
PDISELG レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント G に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。 

選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立ち下がり

波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELG

PDAC G PDISELG P4 H'FFFF 341C

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELG H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 
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30.4.18 PDAC 出力イベント選択 H レジスタ（PDISELH） 
PDISELH レジスタは、モジュールの外へ通知するイベント H に対して、その出力イベントを選択するレジ

スタです。 

選択可能イベントは、起動時、各変調の終了時、最終変調の終了時、各変調内での立ち上がり立ち下がり

波形出力開始時となります。 

図 30.12 に出力イベントの発生タイミングを示します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SELH

PDAC H PDISELH P4 H'FFFF 341E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

10～0 SELH H'000 R W 出力イベント選択ビット 

bit10：最終変調終了時 

bit9：変調 C 終了時 

bit8：変調 B 終了時 

bit7：変調 A 終了時 

bit6：変調 C の立ち下がり開始時 

bit5：変調 C の立ち上がり開始時 

bit4：変調 B の立ち下がり開始時 

bit3：変調 B の立ち上がり開始時 

bit2：変調 A の立ち下がり開始時 

bit1：変調 A の立ち上がり開始時 

bit0：起動時（制御周期先頭） 
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30.4.19 PDAC 変調 A 立ち上がりステップ数レジスタ（PDIRSA） 
PDIRSA レジスタは、変調の立ち上がりに必要なステップ数を設定します。 

ステップ数を指定することにより、参照される立ち上がり出力時間レジスタ（PDIRTA）の個数が決定され

ます。各ステップの経過時間は、PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レジスタ 1～120（PDIRTA1～120）で設

定します。 
 

RSA

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 1

PDAC A PDIRSA P4 H'FFFF 3430

 
 

＜リセット後の値：H'01＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

6～0 RSA H'01 R W 変調 A 立ち上がりステップ数ビット 

変調 A における立ち上がり期間のステップ数を設定します。 

1～120 の範囲で設定してください。 

上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。 

以下に例を示します。 

• RSA に 5 を設定した場合、変調 A の立ち上がり波形の期間は PDIRTA1～

PDIRTA5 が有効になります。 
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30.4.20 PDAC 変調 A 立ち下がりステップ数レジスタ（PDIFSA） 
PDIFSA レジスタは、変調の立ち下がりに必要なステップ数を設定します。 

ステップ数を指定することにより、参照される立ち下がり出力時間レジスタ（PDIFTA）の個数が決定され

ます。各ステップの経過時間は、PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間レジスタ 1～120（PDIFTA1～120）で設

定します。 
 

FSA

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 1

PDAC A PDIFSA P4 H'FFFF 3431

 
 

＜リセット後の値：H'01＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

6～0 FSA H'01 R W 変調 A 立ち下がりステップ数ビット 

変調 A における立ち下がり期間のステップ数を設定します。 

1～120 の範囲で設定してください。 

上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。 

以下に例を示します。 

• FSA に 5 を設定した場合、変調 A の立ち下がり波形の期間は PDIFTA1～

PDIFTA5 が有効になります。 
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30.4.21 PDAC 変調 A 立ち上がり初期値レジスタ（PDIRIA） 
PDIRIA レジスタは、波形出力時の出力起点となる値を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が、変調 A の立ち上がり時に出力され、以降、変調 A における立ち上がりデルタ値

（PDIRDA）が随時加算されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RIA

PDAC A PDIRIA P4 H'FFFF 3434

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 RIA H'000 R W 変調 A 立ち上がり初期値ビット 

変調 A における立ち上がり時の初期値を設定します（0～）。 

 

30.4.22 PDAC 変調 A 立ち下がり初期値レジスタ（PDIFIA） 
PDIFIA レジスタは、波形出力時の立ち下がり起点となる値を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が、変調 A の立ち下がり時に出力され、以降、変調 A における立ち下がりデルタ値

（PDIFDA）が随時減算されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FIA

PDAC A PDIFIA P4 H'FFFF 3436

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 FIA H'000 R W 変調 A 立ち下がり初期値ビット 

変調 A における立ち下がり時の初期値を設定します（0～）。 
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30.4.23 PDAC 変調 A 立ち上がりデルタ値レジスタ（PDIRDA） 
PDIRDA レジスタは、波形出力時の時間遷移ごとの変動値（加算分）を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が変調 A における立ち上がり波形出力時に、PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レジスタ

1～120（PDIRTA1～120）で設定された時間（基本分解能×PDIRTAn）を経過後、出力値に加算されます。 

加算値の総和（PDIRIA＋今までの PDIRDA の加算結果）がオーバフローした場合も通常の加算動作が行わ

れますので最大値を超えないように注意してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RDA

PDAC A PDIRDA P4 H'FFFF 3438

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 RDA H'001 R W 変調 A 立ち上がりデルタ値ビット 

変調 A における立ち上がり時の変動値（加算分）を設定します（1～）。 

 

30.4.24 PDAC 変調 A 立ち下がりデルタ値レジスタ（PDIFDA） 
PDIFDA レジスタは、波形出力時の時間遷移ごとの変動値（減算分）を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が変調 A における立ち下がり波形出力時に、変調 A 立ち下がり出力時間レジスタ

（PDIFTAn）で設定された時間（基本分解能×PDIFTAn）を経過後、出力値に減算されます。 

減算値の総和（PDIFIA＋今までの PDIFDA の減算結果）がアンダフローした場合も通常の減算動作が行わ

れますので最小値を超えないように注意してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FDA

PDAC A PDIFDA P4 H'FFFF 343A

 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 FDA H'001 R W 変調 A 立ち下がりデルタ値ビット 

変調 A における立ち下がり時の変動値（減算分）を設定します（1～）。 
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30.4.25 PDAC 変調 A 出力開始待ち時間レジスタ（PDIWT0A） 
PDIWT0A レジスタは、起動後、変調 A の波形出力を開始するまでの待ち時間を設定します（基本分解能

×WT0A）。また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT0A の待ち時間ありに設

定した場合に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT0AT

PDAC A PDIWT0A P4 H'FFFF 343C

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT0AT H'0000 R W 変調 A 出力開始待ち時間ビット 

起動開始から変調 A の波形出力までの待ち時間を設定してください（1～）。

PDIWTEN レジスタの WT0AE ビットが"1"（待ち時間あり）のとき、このビッ

トは"0"に設定しないでください。本ビットへの設定可能な値には条件があり

ます。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジスタ（PDIWRC）」

を参照してください。 

 

30.4.26 PDAC 変調 A 立ち上がり後待ち時間レジスタ（PDIWT1A） 
PDIWT1A レジスタは、変調 A の立ち上がり波形出力後の待ち時間を設定します（基本分解能×WT1A）。 

また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT1A の待ち時間ありに設定した場合

に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT1AT

PDAC A PDIWT1A P4 H'FFFF 343E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT1AT H'0000 R W 変調 A 立ち上がり後待ち時間ビット 

変調 A における立ち上がり波形出力後、立ち下がり波形出力までの待ち時間

を設定してください（1～）。PDIWTEN レジスタの WT1AE ビットが"1"（待

ち時間あり）のとき、このビットは"0"に設定しないでください。本ビットへ

の設定可能な値には条件があります。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み信号

期間調整レジスタ（PDIWRC）」を参照してください。 
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30.4.27 PDAC 変調 A 立ち下がり後待ち時間レジスタ（PDIWT2A） 
PDIWT2A レジスタは、変調 A の立ち下がり波形出力後の待ち時間を設定します（基本分解能×WT2A）。 

また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT2A の待ち時間ありに設定した場合

に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT2AT

PDAC A PDIWT2A P4 H'FFFF 3440

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT2AT H'0000 R W 変調 A 立ち下がり後待ち時間ビット 

変調 A における立ち下がり波形出力後、次の立ち上がり波形出力までの待ち

時間を設定してください（1～）。PDIWTEN レジスタの WT2AE ビットが"1"

（待ち時間あり）のとき、このビットは"0"に設定しないでください。本ビッ

トへの設定可能な値には条件があります。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み

信号期間調整レジスタ（PDIWRC）」を参照してください。 

 

30.4.28 PDAC 変調 A 繰り返し回数レジスタ（PDIREPA） 
PDIREPA レジスタは、制御周期内の変調 A による出力波形の個数を設定します。 

 

REPA

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

PDAC A PDIREPA P4 H'FFFF 3442

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

3～0 REPA 0000 R W 変調 A 繰り返し回数設定ビット 

変調Aにおける制御周期内に出力したい波形数を設定してください（0～15）。

変調 A／変調 B／変調 C の繰り返し回数がすべて 0 になる設定は行わないで

ください。 
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30.4.29 PDAC 変調 B 立ち上がりステップ数レジスタ（PDIRSB） 
PDIRSB レジスタは、変調の立ち上がりに必要なステップ数を設定します。 

ステップ数を指定することにより、参照される立ち上がり出力時間レジスタ（PDIRTB）の個数が決定され

ます。各ステップの経過時間は、PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間レジスタ 1～200（PDIRTB1～200）で設

定します。 
 

RSB

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 1

PDAC B PDIRSB P4 H'FFFF 3450

 

＜リセット後の値：H'01＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 RSB H'01 R W 変調 B 立ち上がりステップ数ビット 

変調 B における立ち上がり期間のステップ数を設定します。 

1～200 の範囲で設定してください。 

上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。 

以下に例を示します。 

• RSB に 5 を設定した場合、変調 B の立ち上がり波形の期間は PDIRTB1～

PDIRTB5 が有効となります。 
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30.4.30 PDAC 変調 B 立ち下がりステップ数レジスタ（PDIFSB） 
PDIFSB レジスタは、変調の立ち下がりに必要なステップ数を設定します。 

ステップ数を指定することにより、参照される立ち下がり出力時間レジスタ（PDIFTB）の個数が決定され

ます。各ステップの経過時間は、PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間レジスタ 1～200（PDIFTB1～200）で設

定します。 
 

FSB

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 1

PDAC B PDIFSB P4 H'FFFF 3451

 

＜リセット後の値：H'01＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 FSB H'01 R W 変調 B 立ち下がりステップ数ビット 

変調 B における立ち下がり期間のステップ数を設定します。 

1～200 の範囲で設定してください。 

上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。 

以下に例を示します。 

• FSB に 5 を設定した場合、変調 B の立ち下がり波形の期間は PDIFTB1～

PDIFTB5 が有効となります。 

 

30.4.31 PDAC 変調 B 立ち上がり初期値レジスタ（PDIRIB） 
PDIRIB レジスタは、波形出力時の出力起点となる値を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が、変調 B の立ち上がり時に出力され、以降、変調 B における立ち上がりデルタ値

（PDIRDB）が随時加算されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RIB

PDAC B PDIRIB P4 H'FFFF 3454

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 RIB H'000 R W 変調 B 立ち上がり初期値ビット 

変調 B における立ち上がり時の初期値を設定します（0～）。 
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30.4.32 PDAC 変調 B 立ち下がり初期値レジスタ（PDIFIB） 
PDIFIB レジスタは、波形出力時の立ち下がり起点となる値を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が、変調 B の立ち下がり時に出力され、以降、変調 B における立ち下がりデルタ値

（PDIFDB）が随時減算されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FIB

PDAC B PDIFIB P4 H'FFFF 3456

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 FIB H'000 R W 変調 B 立ち下がり初期値ビット 

変調 B における立ち下がり時の初期値を設定します（0～）。 

 

30.4.33 PDAC 変調 B 立ち上がりデルタ値レジスタ（PDIRDB） 
PDIRDB レジスタは、波形出力時の時間遷移ごとの変動値（加算分）を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が変調 B における立ち上がり波形出力時に、PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間レジスタ

1～200（PDIRTB1～200）で設定された時間（基本分解能×PDIRTBn）を経過後、出力値に加算されます。 

加算値の総和（PDIRIB+今までの PDIRDB の加算結果）がオーバフローした場合も通常の加算動作が行わ

れますので最大値を超えないように注意してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RDB

PDAC B PDIRDB P4 H'FFFF 3458

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 RDB H'001 R W 変調 B 立ち上がりデルタ値ビット 

変調 B における立ち上がり時の変動値（加算分）を設定します（1～）。 
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30.4.34 PDAC 変調 B 立ち下がりデルタ値レジスタ（PDIFDB） 
PDIFDB レジスタは、波形出力時の時間遷移ごとの変動値（減算分）を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が変調 B における立ち下がり波形出力時に、PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間レジスタ

1～200（PDIFTB1～200）で設定された時間（基本分解能×PDIFTBn）を経過後、出力値に減算されます。 

減算値の総和（PDIFIB＋今までの PDIFDB の減算結果）がアンダフローした場合も通常の減算動作が行わ

れますので最小値を超えないように注意してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FDB

PDAC B PDIFDB P4 H'FFFF 345A

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 FDB H'001 R W 変調 B 立ち下がりデルタ値ビット 

変調 B における立ち下がり時の変動値（減算分）を設定します（1～）。 

 

30.4.35 PDAC 変調 B 出力開始待ち時間レジスタ（PDIWT0B） 
PDIWT0B レジスタは、起動後、変調 B の波形出力を開始するまでの待ち時間を設定します（基本分解能

×WT0B）。また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT0B の待ち時間ありに設定

した場合に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT0BT

PDAC B PDIWT0B P4 H'FFFF 345C

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT0BT H'0000 R W 変調 B 出力開始待ち時間ビット 

変調A 出力終了後から変調B の波形出力までの待ち時間を設定してください

（1～）。PDIWTEN レジスタの WT0BE ビットが"1"（待ち時間あり）のと

き、このビットは"0"に設定しないでください。本ビットへの設定可能な値に

は条件があります。詳細は「30.4.9  PDAC 書き込み信号期間調整レジスタ

（PDIWRC）」を参照してください。 
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30.4.36 PDAC 変調 B 立ち上がり後待ち時間レジスタ（PDIWT1B） 
PDIWT1B レジスタは、変調 B の立ち上がり波形出力後の待ち時間を設定します（基本分解能×WT1B）。 

また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT1B の待ち時間ありに設定した場合

に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT1BT

PDAC B PDIWT1B P4 H'FFFF 345E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT1BT H'0000 R W 変調 B 立ち上がり後待ち時間ビット 

変調 B における立ち上がり波形出力後、立ち下がり波形出力までの待ち時間

を設定してください（1～）。PDIWTEN レジスタの WT1BE ビットが"1"（待

ち時間あり）のとき、このビットは"0"に設定しないでください。本ビットへ

の設定可能な値には条件があります。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み信号

期間調整レジスタ（PDIWRC）」を参照してください。 

 

30.4.37 PDAC 変調 B 立ち下がり後待ち時間レジスタ（PDIWT2B） 
PDIWT2B レジスタは、変調 B の立ち下がり波形出力後の待ち時間を設定します（基本分解能×WT2B）。 

また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT2B の待ち時間ありに設定した場合

に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT2BT

PDAC B PDIWT2B P4 H'FFFF 3460

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT2BT H'0000 R W 変調 B 立ち下がり後待ち時間ビット 

変調 B における立ち下がり波形出力後、次の立ち上がり波形出力までの待ち

時間を設定してください（1～）。PDIWTEN レジスタの WT2BE ビットが"1"

（待ち時間あり）のとき、このビットは"0"に設定しないでください。本ビッ

トへの設定可能な値には条件があります。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み

信号期間調整レジスタ（PDIWRC）」を参照してください。 
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30.4.38 PDAC 変調 B 繰り返し回数レジスタ（PDIREPB） 
PDIREPB レジスタは、制御周期内に変調 B のよる出力波形の個数を設定します。 

 

REPB

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

PDAC B PDIREPB P4 H'FFFF 3462

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

4～0 REPB 00000 R W 変調 B 繰り返し回数設定ビット 

変調Bにおける制御周期内に出力したい波形数を設定してください（0～31）。

変調 A／変調 B／変調 C の繰り返し回数がすべて 0 になる設定は行わないで

ください。 

 

30.4.39 PDAC 変調 C 立ち上がりステップ数レジスタ（PDIRSC） 
PDIRSC レジスタは、変調の立ち上がりに必要なステップ数を設定します。 

ステップ数を指定することにより、参照される立ち上がり出力時間レジスタ（PDIRTC）の個数が決定され

ます。各ステップの経過時間は、PDAC 変調 C 立ち上がり出力時間レジスタ 1～600（PDIRTC1～600）で設

定します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RSC

PDAC C PDIRSC P4 H'FFFF 3470

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 RSC H'001 R W 変調 C 立ち上がりステップ数ビット 

変調 C における立ち上がり期間のステップ数を設定します。 

1～600 の範囲で設定してください。 

上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。 

以下に例を示します。 

• RSC に 5 を設定した場合、変調 C の立ち上がり波形の期間は PDIRTC1～

PDIRTC5 が有効となります。 
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30.4.40 PDAC 変調 C 立ち下がりステップ数レジスタ（PDIFSC） 
PDIFSC レジスタは、変調の立ち下がりに必要なステップ数を設定します。 

ステップ数を指定することにより、参照される立ち下がり出力時間レジスタ（PDIFTC）の個数が決定され

ます。各ステップの経過時間は、PDAC 変調 C 立ち下がり出力時間レジスタ 1～600（PDIFTC1～600）で設

定します。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FSC

PDAC C PDIFSC P4 H'FFFF 3472

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 FSC H'001 R W 変調 C 立ち下がりステップ数ビット 

変調 C における立ち下がり期間のステップ数を設定します。 

1～600 の範囲で設定してください。 

上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。 

以下に例を示します。 

• FSC に 5 を設定した場合、変調 C の立ち下がり波形の期間は PDIFTC1～

PDIFTC5 が有効となります。 
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30.4.41 PDAC 変調 C 立ち上がり初期値レジスタ（PDIRIC） 
PDIRIC レジスタは、波形出力時の出力起点となる値を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が、変調 C の立ち上がり時に出力され、以降、変調 C における立ち上がりデルタ値

（PDIRDC）が随時加算されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RIC

PDAC C PDIRIC P4 H'FFFF 3474

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 RIC H'000 R W 変調 C 立ち上がり初期値ビット 

変調 C における立ち上がり時の初期値を設定します（0～）。 

 

30.4.42 PDAC 変調 C 立ち下がり初期値レジスタ（PDIFIC） 
PDIFIC レジスタは、波形出力時の立ち下がり起点となる値を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が、変調 C の立ち下がり時に出力され、以降、変調 C における立ち下がりデルタ値

（PDIFDC）が随時減算されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FIC

PDAC C PDIFIC P4 H'FFFF 3476

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 FIC H'000 R W 変調 C 立ち下がり初期値ビット 

変調 C における立ち下がり時の初期値を設定します（0～）。 
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30.4.43 PDAC 変調 C 立ち上がりデルタ値レジスタ（PDIRDC） 
PDIRDC レジスタは、波形出力時の時間遷移ごとの変動値（加算分）を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が変調 C における立ち上がり波形出力時に、PDAC 変調 C 立ち上がり出力時間レジスタ

1～600（PDIRTC1～600）で設定された時間（基本分解能×PDIRTCn）を経過後、出力値に加算されます。 

加算値の総和（PDIRIC＋今までの PDIRDC の加算結果）がオーバフローした場合も通常の加算動作が行わ

れますので最大値を超えないように注意してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RDC

PDAC C PDIRDC P4 H'FFFF 3478

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 RDC H'001 R W 変調 C 立ち上がりデルタ値ビット 

変調 C における立ち上がり時の変動値（加算分）を設定します（1～）。 

 

30.4.44 PDAC 変調 C 立ち下がりデルタ値レジスタ（PDIFDC） 
PDIFDC レジスタは、波形出力時の時間遷移ごとの変動値（減算分）を設定するレジスタです。 

ここで設定した値が変調 C における立ち下がり波形出力時に、PDAC 変調 C 立ち下がり出力時間レジスタ

1～600（PDIFTC1～600）で設定された時間（基本分解能×PDIFTCn）を経過後、出力値に減算されます。 

減算値の総和（PDIFIC＋今までの PDIFDC の減算結果）がアンダフローした場合も通常の減算動作が行わ

れますので最小値を超えないように注意してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FDC

PDAC C PDIFDC P4 H'FFFF 347A

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

9～0 FDC H'001 R W 変調 C 立ち下がりデルタ値ビット 

変調 C における立ち下がり時の変動値（減算分）を設定します（1～）。 
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30.4.45 PDAC 変調 C 出力開始待ち時間レジスタ（PDIWT0C） 
PDIWT0C レジスタは、起動後、変調 C の波形出力を開始するまでの待ち時間を設定します（基本分解能

×WT0C）。また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT0C の待ち時間ありに設定

した場合に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT0CT

PDAC C PDIWT0C P4 H'FFFF 347C

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT0CT H'0000 R W 変調 C 出力開始待ち時間ビット 

変調A出力終了または変調B出力終了後から変調Cの波形出力までの待ち時

間を設定してください（1～）。PDIWTEN レジスタの WT0CE ビットが"1"

（待ち時間あり）のとき、このビットは"0"に設定しないでください。本ビッ

トへの設定可能な値には条件があります。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み

信号期間調整レジスタ（PDIWRC）」を参照してください。 

 

30.4.46 PDAC 変調 C 立ち上がり後待ち時間レジスタ（PDIWT1C） 
PDIWT1C レジスタは、変調 C の立ち上がり波形出力後の待ち時間を設定します（基本分解能×WT1C）。 

また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT1C の待ち時間ありに設定した場合

に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT1CT

PDAC C PDIWT1C P4 H'FFFF 347E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT1CT H'0000 R W 変調 C 立ち上がり後待ち時間ビット 

変調 C における立ち上がり波形出力後、立ち下がり波形出力までの待ち時間

を設定してください（1～）。PDIWTEN レジスタの WT1CE ビットが"1"（待

ち時間あり）のとき、このビットは"0"に設定しないでください。本ビットへ

の設定可能な値には条件があります。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み信号

期間調整レジスタ（PDIWRC）」を参照してください。 
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30.4.47 PDAC 変調 C 立ち下がり後待ち時間レジスタ（PDIWT2C） 
PDIWT2C レジスタは、変調 C の立ち下がり波形出力後の待ち時間を設定します（基本分解能×WT2C）。 

また、本レジスタは PDAC 待ち時間制御レジスタ（PDIWTEN）で WT2C の待ち時間ありに設定した場合

に有効です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
WT2CT

PDAC C PDIWT2C P4 H'FFFF 3480

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 WT2CT H'0000 R W 変調 C 立ち下がり後待ち時間ビット 

変調 C における立ち下がり波形出力後、次の立ち上がり波形出力までの待ち

時間を設定してください（1～）。PDIWTEN レジスタの WT2CE ビットが"1"

（待ち時間あり）のとき、このビットは"0"に設定しないでください。本ビッ

トへの設定可能な値には条件があります。詳細は「30.4.9 PDAC 書き込み

信号期間調整レジスタ（PDIWRC）」を参照してください。 

 

30.4.48 PDAC 変調 C 繰り返し回数レジスタ（PDIREPC） 
PDIREPC レジスタは、制御周期内の変調 C による出力波形の個数を設定します。 

 

REPC

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC C PDIREPC P4 H'FFFF 3482

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

4～0 REPC 00000 R W 変調 C 繰り返し回数設定ビット 

変調 C における制御周期内に出力したい波形数を設定してください（0～

31）。変調 A／変調 B／変調 C の繰り返し回数がすべて 0 になる設定は行わ

ないでください。 

 



 30. パラレル DAC 制御（PDAC） 

Rev.1.10 2011.09.16  30-41

  R01UH0030JJ0110 

30.4.49 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レジスタ 1～120（PDIRTA1～120） 
PDIRTA1～120 レジスタは、変調 A 波形出力における立ち上がり時の遷移時間を設定します（最大 120 ス

テップ）。現在の出力値を、このレジスタで指定した時間保持します（基本分解能×PDIRTAn）。 

その後、変調 A における立ち上がりデルタ値（PDIRDA）が加算され、次の出力値として出力後、次の出

力時間レジスタ（例：現時点が PDIRTA1 ならば PDIRTA2）の時間保持されます。 

PDIRTA1～120 レジスタが立ち上がり第 1 ステップから第 120 ステップの出力値保持時間（遷移時間）を

指定します。動作中に読み出しを行った場合、"0"が読み出されます。 

本レジスタへの設定可能な値には条件があります。詳細は、「30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジ

スタ（PDIWRC）」を参照してください。 
 

RTAn

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC A 1 120 PDIRTA1 120 P4 H'FFFF 3800 H'FFFF 3877

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 RTAn 不定 R W 変調 A 立ち上がり時間設定ビット 

D/A コンバータへの出力を保持するカウント値を設定してください（1～

255）。上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。

【記号説明】n＝1～120 
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30.4.50 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間レジスタ 1～120（PDIFTA1～120） 
PDIFTA1～120 レジスタは、変調 A 波形出力における立ち下がり時の遷移時間を設定します（最大 120 ス

テップ）。現在の出力値を、このレジスタで指定した時間保持します（基本分解能×PDIFTAn）。 

その後、変調 A における立ち下がりデルタ値（PDIFDA）が加算され、次の出力値として出力後、次の出

力時間レジスタ（例：現時点が PDIFTA1 ならば PDIFTA2）の時間保持されます。 

PDIFTA1～120 レジスタが立ち下がり第 1 ステップから第 120 ステップの出力値保持時間（遷移時間）を

指定します。動作中に読み出しを行った場合、"0"が読み出されます。 

本レジスタへの設定可能な値には条件があります。詳細は、「30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジ

スタ（PDIWRC）」を参照してください。 
 

FTAn

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC A 1 120 PDIFTA1 120 P4 H'FFFF 3880 H'FFFF 38F7

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 FTAn 不定 R W 変調 A 立ち下がり時間設定ビット 

D/A コンバータへの出力を保持するカウント値を設定してください（1～

255）。上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。

【記号説明】n＝1～120 
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30.4.51 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間レジスタ 1～200（PDIRTB1～200） 
PDIRTB1～200 レジスタは、変調 B 波形出力における立ち上がり時の遷移時間を設定します（最大 200 ス

テップ）。現在の出力値を、このレジスタで設定した時間保持します（基本分解能×PDIRTBn）。 

その後、変調 B における立ち上がりデルタ値（PDIRDB）が加算され、次の出力値として出力後、次の出

力時間レジスタ（例：現時点が PDIRTB1 ならば PDIRTB2）の時間保持されます。 

PDIRTB1～200 レジスタが立ち上がり第 1 ステップから第 200 ステップの出力値保持時間（遷移時間）を

指定します。動作中に読み出しを行った場合、"0"が読み出されます。 

本レジスタへの設定可能な値には条件があります。詳細は、「30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジ

スタ（PDIWRC）」を参照してください。 
 

RTBn

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC B 1 200 PDIRTB1 200 P4 H'FFFF 3900 H'FFFF 39C7

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 RTBn 不定 R W 変調 B 立ち上がり時間設定ビット 

D/A コンバータへの出力を保持するカウント値を設定してください（1～

255）。上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。

【記号説明】n＝1～200 
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30.4.52 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間レジスタ 1～200（PDIFTB1～200） 
PDIFTB1～200 レジスタは、変調 B 波形出力における立ち下がり時の遷移時間を設定します（最大 200 ス

テップ）。現在の出力値を、このレジスタで設定した時間保持します（基本分解能×PDIFTBn）。 

その後、変調 B における立ち下がりデルタ値（PDIFDB）が加算され、次の出力値として出力後、次の出

力時間レジスタ（例：現時点が PDIFTB1 ならば PDIFTB2）の時間保持されます。 

PDIFTB1～200 レジスタが立ち下がり第 1 ステップから第 200 ステップの出力値保持時間（遷移時間）を指

定します。動作中に読み出しを行った場合、"0"が読み出されます。 

本レジスタへの設定可能な値には条件があります。詳細は、「30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジ

スタ（PDIWRC）」を参照してください。 
 

FTBn

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC B 1 200 PDIFTB1 200 P4 H'FFFF 3A00 H'FFFF 3AC7

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 FTBn 不定 R W 変調 B 立ち下がり時間設定ビット 

D/A コンバータへの出力を保持するカウント値を設定してください（1～

255）。上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。

【記号説明】n＝1～200 
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30.4.53 PDAC 変調 C 立ち上がり出力時間レジスタ 1～600（PDIRTC1～600） 
PDIRTC1～600 レジスタは、変調 C 波形出力における立ち上がり時の遷移時間を設定します（最大 600 ス

テップ）。現在の出力値を、このレジスタで指定した時間保持します（基本分解能×PDIRTCn）。 

その後、変調 C における立ち上がりデルタ値（PDIRDC）が加算され、次の出力値として出力後、次の出

力時間レジスタ（例：現時点が PDIRTC1 ならば PDIRTC2）の時間保持されます。 

PDIRTC1～600 レジスタが立ち上がり第 1 ステップから第 600 ステップの出力値保持時間（遷移時間）を

指定します。動作中に読み出しを行った場合、"0"が読み出されます。 

本レジスタへの設定可能な値には条件があります。詳細は、「30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジ

スタ（PDIWRC）」を参照してください。 
 

RTCn

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC C 1 600 PDIRTC1 600 P4 H'FFFF 3B00 H'FFFF 3D57

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 RTCn 不定 R W 変調 C 立ち上がり時間設定ビット 

D/A コンバータへの出力を保持するカウント値を設定してください（1～255）。

上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。 

【記号説明】n＝1～600 
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30.4.54 PDAC 変調 C 立ち下がり出力時間レジスタ 1～600（PDIFTC1～600） 
PDIFTC1～600 レジスタは、変調 C 波形出力における立ち下がり時の遷移時間を設定します（最大 600 ス

テップ）。現在の出力値を、このレジスタで指定した時間保持します（基本分解能×PDIFTCn）。 

その後、変調 C における立ち下がりデルタ値（PDIFDC）が加算され、次の出力値として出力後、次の出

力時間レジスタ（例：現時点が PDIFTC1 ならば PDIFTC2）の時間保持されます。 

PDIFTC1～600 レジスタが立ち下がり第 1 ステップから第 600 ステップの出力値保持時間（遷移時間）を指

定します。動作中に読み出しを行った場合、"0"が読み出されます。 

本レジスタへの設定可能な値には条件があります。詳細は、「30.4.9 PDAC 書き込み信号期間調整レジ

スタ（PDIWRC）」を参照してください。 
 

FTCn

7 6 5 4 3 2 1 0

PDAC C 1 600 PDIFTC1 600 P4 H'FFFF 3D80 H'FFFF 3FD7

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 FTCn 不定 R W 変調 C 立ち下がり時間設定ビット 

D/A コンバータへの出力を保持するカウント値を設定してください（1～

255）。上記以外の設定は禁止です（設定した場合の動作は保証されません）。

【記号説明】n＝1～600 
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30.5 動作説明 

30.5.1 概要 
PDAC は、ATU-IIIS のタイマ TOU2_7、タイマ TOU3_7、タイマ G チャネル 4、タイマ G チャネル 5 から

の起動イベントにより起動し、制御周期内に変調 A・変調 B・変調 C それぞれの波形を生成するための D/A

コンバータへ与えるデータを時系列で出力します。 

起動開始から変調 A の開始までの期間、変調 A 終了後から変調 B 出力までの期間、変調 B 終了後から変

調 C 出力までの期間の一定の待ち時間を設定できます。 

最終変調出力後、割り込みを発生しますので各パラメータの書き換えが可能になります。それ以前にパラ

メータを書き換えないように注意してください（動作は保証されません）。 

波形出力中に起動イベントが発生した場合、その起動イベントは無視します（受け付けません）ので、設

定値には充分注意してください。 

図 30.3 に PDAC の動作イメージ図を示します。 

WT0AT WT2AT WT0BT

1 120

WT1AT

1 120

A 1 A 2
15

B 1
31

B'11 1111 1111

B'00 0000 0000

B

3

A B C 0
A  1 120  1 120  0 15
B  1 200  1 200  0 31
C  1 600  1 600  0 31  

図 30.3 PDAC の動作イメージ図 
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図 30.4 に PDAC の制御周期における動作概要を示します。 

t2 t2 t4 t4

A
0 15 

B
0 31 

C
0 31 

t6 t6

t1 t3 t5

t1 A 
t2 A 
t3 A B 
t4 B 
t5 B C 
t6 C  

図 30.4 PDAC の制御周期における動作概要 
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図 30.5 に PDAC の制御周期内における出力波形と待ち時間設定レジスタの関係を示します。 

 PDIWT0A A 
 PDIWT1A A A 
 PDIWT2A A A 
 PDIWT0B A B 
 PDIWT1B B B 
 PDIWT2B B B 
 PDIWT0C B C 
 PDIWT1C C C 
 PDIWT2C C C 

A B C

 

図 30.5 PDAC の制御周期内における出力波形と待ち時間設定レジスタの関係 
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図 30.6 に PDAC の起動イベントと動作イネーブルの関係、動作モニタの関係を示します（通常動作時）。 

ENB "1"

ENB

DWOUT

ENB "0"

0 2 3 6 7 04 2 3 45 6 7 05

ENB

DWOUT

DWMON

A C CB A B

 

図 30.6 PDAC の起動イベントと動作イネーブルの関係、動作モニタの関係（通常動作時） 

 

図 30.7 に PDAC の起動イベントと動作イネーブルの関係、動作モニタの関係を示します（強制停止処理）。 

0 2 3 4 5 0

STOP

ENB

DWOUT

DWMON

 

図 30.7 PDAC の起動イベントと動作イネーブルの関係、動作モニタの関係（強制停止処理） 

強制停止ビット（STOP ビット）に"1"を書き込んだ場合、PDICPT レジスタの ENB ビットと PDISTATUS

レジスタの DWOUT ビットは"0"になります。ENB ビットと STOP ビットは同時に"1"に設定しないでくださ

い。 
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図 30.8 に PDAC の制御周期内における各変調ステータス情報を示します。 

STATUSC

STATUSA 0

0

0 1 2 3

1 2

1 2 3 4 5

STATUSB

A B C

 

図 30.8 PDAC の制御周期内における各変調ステータス情報 
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30.5.2 変調 A の出力処理について 
変調 A では、以下の①～④の動作を制御周期内で最大 15 回まで繰り返します。 

① 変調 A 立ち上がり初期値の出力 

② 変調 A 立ち上がりデルタ値の出力 

③ 変調 A 立ち下がり初期値の出力 

④ 変調 A 立ち下がりデルタ値の出力 
 

図 30.9 に変調 A 波形出力の動作概要を示します。 

設定時間の詳細については「30.6 タイミングチャート」を参照してください。 

 *1  A PDIWT0A
 *2  A PDIRSA 1 120
 *3  A PDIWT1A
 *4  A PDIFSA 1 120
 *5  A PDIWT2A
 *6  A PDIREPA 15

*1 *2

A 1 15 *6

*4 *5*3

A
PDIRDA

A
PDIFDA

A
PDIRIA

A
PDIRIA

A
PDIFIA

A
PDIRSA

A
PDIFSA

 

図 30.9 変調 A 波形出力に関する動作概要 
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30.5.3 変調 B の出力処理について 
変調 B では、以下の①～④の動作を制御周期内で最大 31 回まで繰り返します。 

① 変調 B 立ち上がり初期値の出力 

② 変調 B 立ち上がりデルタ値の出力 

③ 変調 B 立ち下がり初期値の出力 

④ 変調 B 立ち下がりデルタ値の出力 
 

図 30.10 に変調 B 波形出力の動作概要を示します。 

設定時間の詳細については「30.6 タイミングチャート」を参照してください。 

 *1  A B PDIWT0B
 *2  B PDIRSB 1 200
 *3  B PDIWT1B
 *4  B PDIFSB 1 200
 *5  B PDIWT2B
 *6  B PDIREPB 31

*1 *2

B 1 31 *6

*4 *5*3

B
PDIRDB

B
PDIFDB

A
PDIRIA

B
PDIRIB

B
PDIRIB

B
PDIFIB

B
PDIRSB

B
PDIFSB

 

図 30.10 変調 B 波形出力に関する動作概要 
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30.5.4 変調 C の出力処理について 
変調 C では、以下の①～④の動作を制御周期内で最大 31 回まで繰り返します。 

① 変調 C 立ち上がり初期値の出力 

② 変調 C 立ち上がりデルタ値の出力 

③ 変調 C 立ち下がり初期値の出力 

④ 変調 C 立ち下がりデルタ値の出力 
 

図 30.11 に変調 C 波形出力の動作概要を示します。 

設定時間の詳細については「30.6 タイミングチャート」を参照してください。 

 *1  B C PDIWT0C
 *2  C PDIRSC 1 600
 *3  C PDIWT1C
 *4  C PDIFSC 1 600
 *5  C PDIWT2C
 *6  C PDIREPC 31

*1 *2

C 1 31 *6

*4 *5*3

C
PDIRDC

C
PDIFDC

B
PDIRIB

C
PDIRIC

C
PDIRIC

C
PDIFIC

C
PDIRSC

C
PDIFSC

 

図 30.11 変調 C 波形出力に関する動作概要 
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30.5.5 他のモジュールとの連携について 
PDAC では、各変調出力波形に他のモジュール（DRI、ATU-IIIS、PSEL）を連動させるため、出力イベン

トを発生します。 

起動直後と各変調（変調 A・変調 B・変調 C）波形出力後、各変調の出力波形に対しての立ち上がり・立

ち下がりに発生します（合計 10 要因＋最終変調終了＝11 要因）。 

これらの起動要因は、各要因出力信号（内部信号）に対応するレジスタで他のモジュールへ通知/非通知を

選択できます（出力イベント選択レジスタを参照）。 

各変調の出力がない（該当する変調の繰り返し回数が 0）場合、波形出力後の出力イベントは発生しませ

ん。ただし、いずれかの変調の波形出力を使用した場合、最終変調終了時の出力イベントは発生します。 

変調出力が終了した際、割り込みを発生させることにより次の出力波形の情報を書き替えることができま

す（波形出力中は書き替えないでください）。 

図 30.12 に出力イベントと割り込みの発生タイミングを示します。 

PDISELn

1

1
2 A t3 0
3 B t5  0
4 C 0
5 A B C
6

2

1 

t3t1

A B C

2

t5

1 5 2 5 5 5 5 3 5 5 5 5 4
6

5 5 5

0 1 7 3 4 3 4 8 5 6 5 6 9, 102 1 2

 

図 30.12 出力イベントと割り込みの発生タイミング 
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30.5.6 PDAC の初期設定手順例 
図 30.13 に PDAC を起動する際の初期設定手順例を示します。 

START

 n/m 

 p/q 

 x/y 

A 
PDIRTA1 PDIRTAn

 PDIFTA1 PDIFTAm
PDIRSA/PDIFSA
PDIRIA/PDIFIA

PDIRDA/PDIFDA
PDIWT0A PDIWT2A

PDIREPA

B 
PDIRTB1 PDIRTBp

 PDIFTB1 PDIFTBq
PDIRSB/PDIFSB
PDIRIB/PDIFIB

PDIRDB/PDIFDB
PDIWT0B PDIWT2B

PDIREPB

C 
PDIRTC1 PDIRTCx

 PDIFTC1 PDIFTCy
PDIRSC/PDIFSC
PDIRIC/PDIFIC

PDIRDC/PDIFDC
PDIWT0C PDIWT2C

PDIREPC

PDIWTEN
PDIINT

PDICPT
PDAC 

END

PDAC PDICPT
PDAC PDIPRE

 

図 30.13 初期設定手順例（初回起動時） 
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図 30.14 に PDAC 動作中（PDICPT レジスタの ENB ビットが"1"の状態）で各レジスタを変更する場合の手

順例を示します。 

START

DWOUT*
1="0" ?

A/ B/ C

END

Yes

No

PDAC ENB "0"

PDICPT
PDAC

1 PDAC PDISTATUS  

図 30.14 PDAC 動作中の各レジスタ変更手順例 
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図 30.15 に強制停止とその後の復帰処理手順例を示します。 

1 PDAC PDISTATUS
2 PDAC PDISTOP

START

STOP *
2 "1"

DWOUT*
1="0"?

PDICPT
PDAC

END

Yes

No

A/ B/ C

 

図 30.15 強制停止とその後の復帰処理手順例 
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30.6 タイミングチャート 
図 30.16 に各レジスタと波形出力の関係を示します。 

H'04

H'03

1

H'05

1 1 15 4 2 31

H'04

H'02

H'3A

H'02

H'01

H'03

H'05

1 2 1 5 1 1341

PDAC

PDIRSA "H'03"
PDIRTA1 PDIRTA3
PDIFSA "H'04"
PDIFTA1 PDIFTA4

PDIWT0A

PDIRTA1

PDIRTA2

PDIRTA3

PDIWT1A

PDIFTA1

PDIFTA2

PDIFTA3

PDIFTA4

PDIWT2A

A PDIRIA A PDIFIA

A PDIRDA A PDIFDA

 

図 30.16 変調波形出力タイミング（例：変調 A の場合） 

• 立ち上がり動作 

PDIRSAレジスタで指定したステップ数を元に（この場合3）、PDIRTA1レジスタからPDIRTA3レジスタ

を立ち上がりの設定時間として処理を行います。 

立ち上がり波形出力の前に、PDIRIAレジスタで設定されている初期値を適用します。 

• 立ち下がり動作 

PDIFSAレジスタで指定したステップ数を元に（この場合4）、PDIFTA1レジスタからPDIFTA4レジスタ

を立ち下がりの設定時間として処理を行います。 

立ち下がり波形出力の前に、PDIFIAレジスタで設定されている初期値を適用します。 
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図 30.17 に待ち時間がある（WT0AE～WT2AE ビットが"1"）場合の初期値・デルタ値の反映タイミングを

示します。 

1 3 5 7 3 5 78 16 4 2

 1
PDIRDn 2 3 5 7

 8
PDIFDn 2 6 4 2

 1

A 2
PDIWR "L"

WT0AT RSA =3 RSA =3FSA =3

WT1AT

WT2AT

PDIDATA0
PDIDATA9

PDIWR

 

図 30.17 各変調の初期値・デルタ値反映タイミング（待ち時間あり） 
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図 30.18 に待ち時間がない（WT1AE～WT2AE ビットが"1"）場合の初期値・デルタ値の反映タイミングを

示します。 

 "1"
PDIRDn 2 3 5 7

 WT1AE ="0"
 8 1 6

PDIFDn 2 4 2
 WT2AE ="0"

PDIDATA0
PDIDATA9

PDIWR

WT0AT RSA =3 RSA =3FSA =3

1 3 5 7 6 74 2 3 5

A 2
PDIWR "L"

 

図 30.18 各変調の初期値・デルタ値反映タイミング（待ち時間なし） 

• 待ち時間がない場合 

初期値を設定後、設定された待ち時間分出力が維持され、立ち下がり（または立ち上がり）を開始する

場合は特に問題ありませんが、待ち時間がない場合は初期値設定と加算（または減算）処理を同時に行

わなければなりません。 

処理としては、波形出力の初回時は、直前の待ち時間設定が"0"の場合、初期値と加算（または減算）値

を合わせた値を初期値として設定します。 
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30.7 イベントフラグの配線について 
PDAC より 8 要因のイベント通知信号が出力され、ATU-IIIS に 4 要因、PSEL に 2 要因、DRI に 2 要因それ

ぞれ分配されます。 

PDAC、PSEL には、ATU-IIIS より 4 要因のイベント信号が入力されます。 

図 30.19 にイベントフラグの配線図を示します。 

PDAC PSEL

ATU-IIIS

TOU2_7

TOU3_7

G 4

G 5

DRI0

A

B

C

D

E

F

G

H

4

DRI1

DRI2

4 4

2

2

 

図 30.19 イベントフラグの配線図 
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30.8 使用上の注意事項 

• PDACを使用するには、PDAC関連レジスタを設定する前に、モジュールストップレジスタ0（MSTPCR0）

のPDACビットの値を"0"にして"PDACおよびPSELは動作"に設定してください。PDACビットの値を"0"

にしない場合、PDACモジュールへのクロック供給が停止するため、PDAC関連レジスタを設定しても

PDACは動作しません。 

• 特定のレジスタ（PDIRTn・PDIFTn（n＝A、B、C））は、初期値が入っていませんので使用する際に必

ず書き込んでから使用してください。書き込まずに使用した場合、動作を保証できません。 

• 波形出力中（PDISTATUSレジスタのDWOUTビットが"1"）に起動イベントを発生した場合、その起動イ

ベントは無視されます（起動イベントは受け付けません）。 

• 波形出力中（PDISTATUSレジスタのDWOUTビットが"1"）では以下レジスタアクセスについて制約事項

がありますので、ご注意ください。 

PDISTOPレジスタ、PDICPTレジスタ、PDISTATUSレジスタを除くPDACのすべてのレジスタは、ライト

アクセスが禁止になります。ただし、PDICPTレジスタのENBビットのみ変更可能です（CPTビットは前

回と同じ値を設定してください）。 

また、以下のレジスタ群については、リード/ライトアクセスが禁止になります。 

 PDIRTA1～PDIRTA120レジスタ 

 PDIFTA1～PDIFTA120レジスタ 

 PDIRTB1～PDIRTB200レジスタ 

 PDIFTB1～PDIFTB200レジスタ 

 PDIRTC1～PDIRTC600レジスタ 

 PDIFTC1～PDIFTC600レジスタ 
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31. パラレルセレクタ（PSEL） 

31.1 概要 
本 MCU は、外部セレクタなどを周期的に変化させるためのパラレルセレクタ回路（PSEL）を内蔵してい

ます。PSEL は起動イベントによって起動し、指定された数のセレクトデータ（出力データ値はレジスタによ

る指定）を周期的に出力します。また、終了イベントにより出力を停止させることが可能です。 

表 31.1 に PSEL の概要を示します。 
 

表 31.1 PSEL の概要 

項目 概要 

セレクトデータ出力 外部に存在するセレクタなどへセレクトデータを出力できます。 

セレクトデータは 16 種類の任意の値を設定できます。別途指定している個数分だけ繰り

返して出力できます。また、初期値は別に設定できます。 

クロック出力 プリスケーラで分周した周辺クロック（Pck）を 2 系統（PSLCLKA、PSLCLKB）出力で

きます。起動イベント後、遅延させて出力開始させることができます。また、出力極性を

選択できます。 

イベント出力 起動イベントにより起動し、指定したチャネル数分セレクトデータを出力し続けます。起

動イベントには、ソフトウェア、ATU-IIIS（タイマ G、TOU）、PDAC からのイベントが

あります。 

PSEL 起動後、終了イベントにより停止させることができます。終了イベントには、

ATU-IIIS（タイマ G、TOU）、DRI、PDAC からのイベントがあります。 

クリア信号出力 起動イベント後、遅延させてクリア信号を出力させることができます。また、クリア信号

のイネーブル期間の設定、単発/連続の出力方法、出力極性を選択できます。 

その他の機能 PSEL ステータスレジスタ（PSLSTATUS）で PSEL の動作状態を確認できます。 
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図 31.1 に PSEL のブロック図を示します。 

Pck

G
TOU

PDAC

G
TOU

PDAC
DRI

PSLCLKA

PSLCLKB

PSLCLR

PSLBUF15

4 16

4

PSL
8

CLKA

CLKA

CLKB

CLKB

CLR

CLR

CLR

CLR

SELECT
4

PSLBUF0

PSLDATA3

PSLDATA2

PSLDATA1

PSLDATA0

 

図 31.1 PSEL のブロック図 
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31.2 入出力端子 
表 31.2 に PSEL の端子構成を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 31.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

PSLCLKA 出力 PSEL クロック A 出力 

PSLCLKB 出力 PSEL クロック B 出力 

PSLDATA3～PSLDATA0 出力 PSEL セレクトデータ出力 

PSLCLR 出力 PSEL クリアパルス出力 

 

31.3 レジスタの説明 
表 31.3 に PSEL のレジスタ構成を示します。 

 

表 31.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

PSEL イベント選択レジスタ PSLCTRL H'00 H'FFFF 3000 8、16、32 31-5 

PSEL 出力クロック分周設定レジスタ PSLPRE H'FF H'FFFF 3001 8、16、32 31-7 

PSEL チャネル数選択レジスタ PSLSEL H'00 H'FFFF 3002 8、16、32 31-8 

PSEL 出力極性制御レジスタ PSLPOL H'06 H'FFFF 3003 8、16、32 31-9 

PSEL トリガレジスタ PSLTRIG H'00 H'FFFF 3004 8 31-11 

PSEL ステータスレジスタ PSLSTATUS H'00 H'FFFF 3006 8 31-12 

PSEL クロック A 遅延レジスタ PSLDLYA H'0001 H'FFFF 3008 16、32 31-12 

PSEL クロック B 遅延レジスタ PSLDLYB H'0001 H'FFFF 300A 16、32 31-13 

PSEL クリア遅延期間レジスタ PSLCLRD H'0001 H'FFFF 300C 16、32 31-13 

PSEL クリア制御レジスタ PSLCLRC H'0101 H'FFFF 300E 16、32 31-14 

PSEL データバッファ 0・1 レジスタ PSLDT0001 H'00 H'FFFF 3010 8 31-15 

PSEL データバッファ 2・3 レジスタ PSLDT0203 H'00 H'FFFF 3011 8 31-16 

PSEL データバッファ 4・5 レジスタ PSLDT0405 H'00 H'FFFF 3012 8 31-17 

PSEL データバッファ 6・7 レジスタ PSLDT0607 H'00 H'FFFF 3013 8 31-18 

PSEL データバッファ 8・9 レジスタ PSLDT0809 H'00 H'FFFF 3014 8 31-19 

PSEL データバッファ 10・11 レジスタ PSLDT1011 H'00 H'FFFF 3015 8 31-20 

PSEL データバッファ 12・13 レジスタ PSLDT1213 H'00 H'FFFF 3016 8 31-21 
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レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

PSEL データバッファ 14・15 レジスタ PSLDT1415 H'00 H'FFFF 3017 8 31-22 

PSEL データ初期値レジスタ PSLINIT H'00 H'FFFF 3018 8 31-23 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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31.3.1 PSEL イベント選択レジスタ（PSLCTRL） 
PSLCTRL レジスタは、PSEL の動作許可/禁止および起動/終了イベントを選択するレジスタです。 

PSEL 動作中に各イベント条件（START ビットと END ビット）を変更しないでください（ENB ビットの

書き換えによる動作停止は行えます）。なお、起動イベントと終了イベントが同時に来た場合、終了イベン

トが優先されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
ENB ENDSTART

PSEL PSLCTRL P4 H'FFFF 3000

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 ENB 0 R W イネーブルビット 

0：動作禁止状態（PSEL を初期化。起動・終了イベントを受け付けない） 

1：動作許可状態（起動・終了イベントを受け付ける） 

【注】・ 本設定は、設定した次の Pck サイクルから有効になります。 

6～4 START 000 R W 起動イベント選択ビット 

起動イベントの発行元を選択します。 

000：ソフトウェア制御（PSLTRIG レジスタを参照） 

001：ATU-IIIS タイマ TOU2_7 のアンダフロー 

010：ATU-IIIS タイマ TOU3_7 のアンダフロー 

011：ATU-IIIS タイマ G チャネル 4 のコンペアマッチ 

100：ATU-IIIS タイマ G チャネル 5 のコンペアマッチ 

101：PDAC のイベント E 

110：PDAC のイベント F 

上記以外：設定禁止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3～0 END 0000 R W 終了イベント選択ビット 

終了イベントの発行元を選択します。 

0000：選択しない 

0001：ATU-IIIS タイマ TOU2_7 のアンダフロー 

0010：ATU-IIIS タイマ TOU3_7 のアンダフロー 

0011：ATU-IIIS タイマ G チャネル 4 のコンペアマッチ 

0100：ATU-IIIS タイマ G チャネル 5 のコンペアマッチ 

0101：PDAC のイベント E 

0110：PDAC のイベント F 

1000：DRI チャネル 0 の DRI データ取り込み禁止 

（DRI0DCAPCNT レジスタの DCPEN ビットの立ち下がり時）条件 

1001：DRI チャネル 1 の DRI データ取り込み禁止 

（DRI1DCAPCNT レジスタの DCPEN ビットの立ち下がり時）条件 

1010：DRI チャネル 2 の DRI データ取り込み禁止 

（DRI2DCAPCNT レジスタの DCPEN ビットの立ち下がり時）条件 

上記以外：設定禁止 
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31.3.2 PSEL 出力クロック分周設定レジスタ（PSLPRE） 
PSLPRE レジスタは、PSLCLKA と PSLCLKB のクロック出力の分周比を設定するレジスタです。 

 

1 1 1 1 1 1 1 1

7 6 5 4 3 2 1 0

PRE

PSEL PSLPRE P4 H'FFFF 3001

 
 

＜リセット後の値：H'FF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 PRE H'FF R W 分周比設定ビット 

出力クロックの分周比を設定します（1～255）。 

出力クロックの周波数は、周辺クロック（Pck）の周波数/(分周比×2)となり

ます。設定値に対する出力例は表 31.4 を参照してください。PRE ビット=H'01

～H'FF でご使用ください。PRE ビット="0"での動作は保証されません。 

 

表 31.4 出力周波数の設定例（周辺クロック 40MHz の場合） 

PRE ビット設定値  出力周波数  PRE ビット設定値 出力周波数 

1 20MHz  19 1.05MHz 

2 10MHz  20 1MHz 

3 6.67MHz  

…
 

…
 

4 5MHz  

…
 

…
 

5 4MHz  242 83kHz 

6 3.33MHz  243 82kHz 

7 2.86MHz  244 82kHz 

8 2.5MHz  245 82kHz 

9 2.22MHz  246 81kHz 

10 2MHz  247 81kHz 

11 1.82MHz  248 81kHz 

12 1.67MHz  249 80kHz 

13 1.54MHz  250 80kHz 

14 1.43MHz  251 80kHz 

15 1.33MHz  252 79kHz 

16 1.25MHz  253 79kHz 

17 1.18MHz  254 79kHz 

18 1.11MHz  255 78kHz 
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31.3.3 PSEL チャネル数選択レジスタ（PSLSEL） 
PSLSELレジスタは、セレクトデータの出力バッファ数を設定するレジスタです。PSLCTRLレジスタのENB

ビットが動作許可状態の設定で起動イベントを受け付けると、終了イベントを受け付けるまで、SELECT ビッ

トで指定された数のセレクトデータ（出力データ値は PSEL データバッファ n レジスタで設定）を周期的に

出力します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

PSEL PSLSEL P4 H'FFFF 3002

0 0 0 0 0 0 0 0

SELECT

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

3～0 SELECT 0000 R W チャネル数指定ビット 

出力するチャネル数を指定してください（0～15）。 

表 31.5 にチャネルデータ出力の動作イメージを示します。 

 

表 31.5 チャネルデータ出力の動作イメージ 

SELECT ビット設定値 出力するバッファ 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

0 

0→1（→0→1…） 

0→1→2（→0→1…） 

0→1→2→3（→0→1…） 

0→1→2→3→4（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8→9（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8→9→10（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8→9→10→11（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8→9→10→11→12（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8→9→10→11→12→13（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8→9→10→11→12→13→14（→0→1…） 

0→1→2→3→4→5→6→7→8→9→10→11→12→13→14→15（→0→1…） 
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31.3.4 PSEL 出力極性制御レジスタ（PSLPOL） 
PSLPOL レジスタは、PSLCLKA、PSLCLKB、および PSLCLR 出力信号の極性を設定するレジスタです。 

PSEL 動作禁止状態（PSLCTRL レジスタの ENB ビットが"0"）時に PSLPOL レジスタを設定してください。

本設定は、設定した次の Pck サイクルで反映されます。 
 

0 0 0 0 0 1 1 0

7 6 5 4 3 2 1 0
CLKA 
POL

CLR 
POL

CLKB 
POL

PSEL PSLPOL P4 H'FFFF 3003

 
 

＜リセット後の値：H'06＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

2 CLKAPOL 1 R W PSLCLKA 出力極性ビット 

0：負極性で出力 

1：正極性で出力 

1 CLKBPOL 1 R W PSLCLKB 出力極性ビット 

0：負極性で出力 

1：正極性で出力 

0 CLRPOL 0 R W PSLCLR 信号出力極性ビット 

0：負極性で出力 

1：正極性で出力 

 

クロック出力、クリア出力の極性については、PSEL 出力極性制御レジスタ（PSLPOL）で制御することが

可能です。正極性は、リセット後の値は"L"、有効時には"H"を示す状態を示します。同じく負極性は、リセッ

ト後の値は"H"、有効時には"L"を示す状態を示します。 

図 31.2 に PSEL の出力信号極性について示します。 
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PSLCLKA PSLCLKB

PSLCLR

PSLCLKA PSLCLKB

PSLCLR

 = "H"

 = "L"

 = "L"

 = "H"  

図 31.2 PSEL の出力信号極性について 
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31.3.5 PSEL トリガレジスタ（PSLTRIG） 
PSLTRIG レジスタは、起動イベントをソフトウェア書き込みにより発生させるレジスタです。ソフトウェ

ア起動を行う場合は、PSLCTRL レジスタの START ビットでソフトウェア制御を選択（START="B'000"）し

てください。ソフトウェア制御以外を設定している場合、ST ビットへの"1"の書き込みは禁止です。ST ビッ

トへ書き込んだ値を読み出しても"0"が読み出されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

PSEL PSLTRIG P4 H'FFFF 3004

0 0 0 0 0 0 0 0

ST

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

0 ST 0 0 W ソフトトリガビット 

"1"を書き込むことで起動イベントが発生します。このビットに"1"を書き込む

前に PSLCTRL レジスタの ENB ビットを"1"にセットしてください。 

"0"の書き込みは無効です。 
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31.3.6 PSEL ステータスレジスタ（PSLSTATUS） 
PSLSTATUS レジスタは、PSEL が動作中かどうかを判定するレジスタです。PSLCTRL レジスタの ENB ビッ

トが動作許可状態の設定で起動イベントを受け付けたとき、STATUS ビットは"1"になります。ENB ビットが

動作禁止状態の設定または終了イベントを受け取ると、STATUS ビットは"0"になります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

PSEL PSLSTATUS P4 H'FFFF 3006

0 0 0 0 0 0 0 0

STATUS

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～1 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

0 STATUS 0 R N モニタビット 

0：PSEL は停止中 

1：PSEL は動作中（出力開始までの遅延中も含む） 

 

31.3.7 PSEL クロック A 遅延レジスタ（PSLDLYA） 
PSLDLYA レジスタは、起動イベントから PSLCLKA 出力およびチャネルデータの出力開始までの遅延時間

を設定するレジスタです。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DLYA

PSEL A PSLDLYA P4 H'FFFF 3008

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 DLYA H'0001 R W PSLCLKA 遅延時間設定ビット 

起動イベントを受け付けてから PSLCLKA およびチャネルデータを出力する

までの遅延時間を設定します。このビットには"H'0000"を設定しないでくだ

さい。 

遅延時間は 1Pck×DLYA で算出されます。分周比に左右されないことにご注

意ください。 
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31.3.8 PSEL クロック B 遅延レジスタ（PSLDLYB） 
PSLDLYB レジスタは、起動イベントから PSLCLKB 出力の出力開始までの遅延時間を設定するレジスタ 

です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DLYB

PSEL B PSLDLYB P4 H'FFFF 300A

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 DLYB H'0001 R W PSLCLKB 遅延時間設定ビット 

起動イベントを受け付けてから PSLCLKB を出力するまでの遅延時間を設定

します。このビットには"H'0000"を設定しないでください。 

遅延時間は 1Pck×DLYB で算出されます。分周比に左右されないことにご注

意ください。 

 

31.3.9 PSEL クリア遅延期間レジスタ（PSLCLRD） 
PSLCLRD レジスタは、起動イベントから PSLCLR 信号の有効期間までの遅延時間を設定するレジスタ 

です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CLRD

PSEL PSLCLRD P4 H'FFFF 300C

 
 

＜リセット後の値：H'0001＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～0 CLRD H'0001 R W PSLCLR 遅延時間設定ビット 

起動イベントを受け付けてからPSLCLR信号の有効期間までの遅延時間を設

定します。このビットには"H'0000"を設定しないでください。 

遅延時間は 1Pck×CLRD で算出されます。分周比に左右されないことにご注

意ください。 
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31.3.10 PSEL クリア制御レジスタ（PSLCLRC） 
PSLCLRC レジスタは、PSLCLR 信号の有効期間、単発/連続制御、連続時における周期を設定するレジス

タです。PSLCLR 信号の単発動作とは、起動イベント受付・遅延待ち後、一度だけ指定した PSLCLR 信号（パ

ルス波形）を出力します。連続動作とは、起動イベントを受付・遅延待ち後、動作禁止状態（PSLCTRL レジ

スタの ENB ビットが"0"）にするか、終了イベントが来るまで信号出力を繰り返します。詳細は「31.4.2 タ

イミングチャート」を参照してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ACTIVEMOD 

SEL CYCLE

PSEL PSLCLRC P4 H'FFFF 300E

 
 

＜リセット後の値：H'0101＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 MODSEL 0 R W 単発/連続切り替えビット 

0：PSLCLR 信号を単発で出力 

1：PSLCLR 信号を連続周期で出力 

14 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

13～8 CYCLE 000001 R W 連続周期設定ビット 

PSLCLR 信号を連続出力する際の発生周期を指定します。 

"1"～"63"を設定してください。"0"を設定しないでください。 

MODSEL ビットが"1"のときは、ACTIVE ビットよりも大きな値を指定して

ください（CYCLE＞ACTIVE 以外の動作は保証されません）。MODSEL ビッ

トが"0"のときは、CYCLE ビットの設定は無視されます。 

発生周期は、CYCLE／クロック A 出力周波数で算出されます。出力周波数

は、PSLPRE レジスタで設定した分周比に左右されるのでご注意ください。

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

4～0 ACTIVE 00001 R W PSLCLR 有効期間設定ビット 

起動イベント受け付け後、PSLCLR 信号の遅延時間が経過してからの

PSLCLR 信号の有効期間を設定します。"1"～"31"を設定してください。 

"0"を設定した場合の動作は保証されません。 

有効期間は､ACTIVE／クロック A 出力周波数で算出されます。出力周波数

は、PSLPRE レジスタで設定した分周比に左右されるのでご注意ください。
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31.3.11 PSEL データバッファ 0・1 レジスタ（PSLDT0001） 
PSLDT0001 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA1DATA0

PSEL 0 1 PSLDT0001 P4 H'FFFF 3010

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA0 0000 R W データバッファ 0 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA1 0000 R W データバッファ 1 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.12 PSEL データバッファ 2・3 レジスタ（PSLDT0203） 
PSLDT0203 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA3DATA2

PSEL 2 3 PSLDT0203 P4 H'FFFF 3011

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA2 0000 R W データバッファ 2 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA3 0000 R W データバッファ 3 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.13 PSEL データバッファ 4・5 レジスタ（PSLDT0405） 
PSLDT0405 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA5DATA4

PSEL 4 5 PSLDT0405 P4 H'FFFF 3012

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA4 0000 R W データバッファ 4 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA5 0000 R W データバッファ 5 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.14 PSEL データバッファ 6・7 レジスタ（PSLDT0607） 
PSLDT0607 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA7DATA6

PSEL 6 7 PSLDT0607 P4 H'FFFF 3013

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA6 0000 R W データバッファ 6 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA7 0000 R W データバッファ 7 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.15 PSEL データバッファ 8・9 レジスタ（PSLDT0809） 
PSLDT0809 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA9DATA8

PSEL 8 9 PSLDT0809 P4 H'FFFF 3014

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA8 0000 R W データバッファ 8 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA9 0000 R W データバッファ 9 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.16 PSEL データバッファ 10・11 レジスタ（PSLDT1011） 
PSLDT1011 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA11DATA10

PSEL 10 11 PSLDT1011 P4 H'FFFF 3015

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA10 0000 R W データバッファ 10 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA11 0000 R W データバッファ 11 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.17 PSEL データバッファ 12・13 レジスタ（PSLDT1213） 
PSLDT1213 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA13DATA12

PSEL 12 13 PSLDT1213 P4 H'FFFF 3016

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA12 0000 R W データバッファ 12 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA13 0000 R W データバッファ 13 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.18 PSEL データバッファ 14・15 レジスタ（PSLDT1415） 
PSLDT1415 レジスタは、出力するチャネルデータの値を設定するレジスタです。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
DATA15DATA14

PSEL 14 15 PSLDT1415 P4 H'FFFF 3017

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 DATA14 0000 R W データバッファ 14 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3～0 DATA15 0000 R W データバッファ 15 

出力するチャネルデータ値を指定してください。 

0000：0 

0001：1 

0010：2 

 ： 

1101：13 

1110：14 

1111：15 
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31.3.19 PSEL データ初期値レジスタ（PSLINIT） 
PSLINIT レジスタは、PSEL 起動前の状態に出力されるセレクトデータの初期値を設定するレジスタです。

PSEL を動作可能状態にしてから起動イベントを受け付けるまでの期間、この値がチャネルデータ値として選

択されます。PSEL 起動後、PSLCTRL レジスタの END ビットで選択された終了イベント発生時も INIT ビッ

トで設定された初期値がセレクトデータ出力端子から出力されます。 

INIT ビットの値がモジュール出力に反映されるタイミングは以下のとおりです。 

• 出力動作期間中以外のPSLINITレジスタへのライトアクセス 

• 起動トリガ受け付け 

• 終了トリガ受け付け 

• PSEL動作中、PSLCTRLレジスタのENBビットに"0"（動作禁止状態）をライトしたとき 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

INIT

PSEL PSLINIT P4 H'FFFF 3018

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込み時も常に"0"にしてください。

3～0 INIT 0000 R W セレクトデータ初期値指定ビット 

出力するセレクトデータの初期値を指定してください（0～15）。 
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31.4 動作説明 

31.4.1 概要 
PSEL は、起動イベントにより動作を開始、イネーブルの無効か終了イベントが来るまでの間、選択したチャ

ネルデータを出力し続けます（チャネルデータの内容については、データバッファ 0～15 レジスタで設定し

た値を順次出力）。 

PSLCLKA端子とPSLDATA3～PSLDATA0端子は、起動イベントからのPSLCLKA出力およびチャネルデー

タ出力開始までの遅延時間を PSEL クロック A 遅延レジスタ（PSLDLYA）で制御します。 

PSLCLKB 端子は、起動イベントからの PSLCLKB 出力開始までの遅延時間を PSEL クロック B 遅延レジス

タ（PSLDLYB）で制御します。PSLCLR 端子は、起動イベントからの遅延時間を PSEL クリア遅延期間レジ

スタ（PSLCLRD）、有効期間・単発/連続制御・連続時の発生周期を PSEL クリア制御レジスタ（PSLCLRC）

で制御します。 

出力中に再度起動イベントが来た場合、出力中のチャネルデータはリセットされて 0 から出力を再開しま

す（クロックの分周位置も初期化されます）。また、アサート中のクリア信号はすぐにネゲートし、クリア

遅延期間レジスタ（PSLCLRD）で設定した遅延時間後に再アサートされます。なお、起動イベントまたは

PSLCTRL レジスタの ENB ビットの動作許可設定と終了イベントが同時に来た場合、終了イベントが優先さ

れます（PSEL は動作しません）。 

図 31.3 に PSEL の動作概要を示します。 

ENB

STATUS

PSLCLKA

PSLDATA3

PSLDATA2

PSLDATA1

PSLDATA0

PSLDATA3 PSLDATA0

PSLCLKB
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n

1 2 10 23 4 100 2 3 4 5 65 INIT INIT

INIT
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6
PSLCLKA
PSLCLKB

 

図 31.3 PSEL の動作概要 
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31.4.2 タイミングチャート 
図 31.4 に PSEL データ出力タイミングを示します。 
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図 31.4 PSEL データ出力タイミング 
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図 31.5 に PSLCLR 信号出力タイミングを示します。 
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図 31.5 PSLCLR 信号出力タイミング 
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31.5 使用上の注意事項 

31.5.1 PSEL 使用前のモジュールストップ機能の設定について 
PSEL を使用するには、PSEL 関連レジスタを設定する前に、モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0）

の PDAC ビットの値を"0"にして"PDAC および PSEL は動作"に設定してください。PDAC ビットの値を"0"に

しない場合、PSEL モジュールへのクロック供給が停止するため、PSEL 関連レジスタを設定しても PSEL は

動作しません。 

 

31.5.2 PSEL 動作中のレジスタアクセスについての注意 
PSEL 動作中（PSLSTATUS レジスタの STATUS ビットが"1"）では以下のレジスタアクセスについて制約

事項がありますので、ご注意ください。 

PSLCTRL レジスタ、PSLTRIG レジスタを除く PSEL のすべてのレジスタは、ライトアクセスが禁止になり

ます。ただし、PSLCTRL レジスタは ENB ビットのみ変更可能です（START ビットと END ビットは前回と

同じ値を設定してください）。 
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32. FlexRay モジュール 

32.1 概要 
SH7455 グループは、FlexRay プロトコル仕様書 2.1 準拠の FlexRay モジュールを 2 チャネル（チャネル A

用とチャネル B 用）内蔵しています。表 32.1 に FlexRay モジュールの概要を示します。 

SH7456 グループは、FlexRay モジュールを内蔵していません。FlexRay 関連レジスタ（H'FFBF F000～H'FFBF 

FFFF）は使用禁止領域です。読み出した場合、不定値が読み出されます。書き込みは行わないでください。 
 

表 32.1 FlexRay モジュールの概要*1 

項目 概要 

プロトコル FlexRay Communications System Protocol Specification 2.1 準拠 

チャネル 2 本（チャネル A 用とチャネル B 用） 

メッセージ RAM 8K バイト 

• 最大 30 個（ペイロード長：254 バイト）～128 個（ペイロード長：48 バイト以下）の

送受信バッファが構成可能 

受信 FIFO 0～128 段（送受信バッファとメッセージ RAM を共用） 

メッセージフィルタリング フレーム ID フィルタリング 

チャネル ID フィルタリング 

サイクルカウンタフィルタリング 

• 送受信バッファで設定可能 

NM データ送受信 12 バイトまでフルサポート 

• NM ベクタの変化により割り込みを発生 

タイマ タイマ 0：絶対値タイマ 

タイマ 1：相対値タイマ 

ストップウォッチタイマ：サイクルカウンタ値と MT カウンタ値のキャプチャ 

• Macrotick 精度でタイマ値を設定可能 

動作クロック*2 • 周辺 A クロック（PAck） 

プロトコルコントローラ以外の部分で使用 

• FlexRay クロック（FRck） 

プロトコルコントローラで使用 

ビットレート ビットレート＝
1

サンプルクロック周期×8  

サンプルクロック周期：FRPRTC1 レジスタの BRP0 ビットの設定値に依存し、 

FRck の 1～2 分周 

強制リセット 強制的に FlexRay モジュールをリセット 
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【注】 *1 FlexRay は Daimler AG の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 

 *2 クロックの設定は DEFAULT_CONFIG 状態で実施してください。 
 

図 32.1 に FlexRay モジュールのブロック図を示します。 

メッセージ RAM は、CPU から直接アクセスできません。アクセスする場合は、入力バッファ（IBF）また

は出力バッファ（OBF）を通してアクセスします。 
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図 32.1 FlexRay モジュールブロック図 
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表 32.2 に FlexRay モジュールの端子の説明を示します。 

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「第 18 章 I/O ポー

トとピンファンクションユニット」を参照してください。 
 

表 32.2 端子構成 

端子名 機   能 

FRXA チャネル A 受信データ入力端子 

FTXA チャネル A 送信データ出力端子 

FTXENA チャネル A 送信データ許可端子 

"H"：送信禁止 

"L"：送信許可 

FRXB チャネル B 受信データ入力端子 

FTXB チャネル B 送信データ出力端子 

FTXENB チャネル B 送信データ許可端子 

"H"：送信禁止 

"L"：送信許可 
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32.2 レジスタの説明 
表 32.3 に FlexRay モジュールのレジスタ構成を示します。 

なお、SH7456 グループは、FlexRay モジュールを内蔵していません。FlexRay 関連レジスタ（H'FFBF F000

～H'FFBF FFFF）は使用禁止領域です。読み出した場合、不定値が読み出されます。書き込みは行わないで

ください。 
 

表 32.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

FlexRay 動作制御レジスタ FXROC H'04 H'FFBF F004 8 32-12 

FlexRay タイマ割り込み要求ステータスレジスタ FXRTISR H'00 H'FFBF F00C 8 32-55 

FlexRay タイマ割り込み許可レジスタ FXRTIER H'00 H'FFBF F00D 8 32-56 

FlexRay ロックレジスタ FRLCK H'00 H'FFBF F01F 8 32-15 

FlexRay エラー割り込みレジスタ FREIR H'0000 0000 H'FFBF F020 32 32-17 

FlexRay ステータス割り込みレジスタ FRSIR H'0000 0000 H'FFBF F024 32 32-21 

FlexRay エラー割り込み出力選択レジスタ FREILS H'0000 0000 H'FFBF F028 32 32-25 

FlexRay ステータス割り込み出力選択レジスタ FRSILS H'0303 FFFF H'FFBF F02C 32 32-27 

FlexRay エラー割り込み許可レジスタ FREIES H'0000 0000 H'FFBF F030 32 32-30 

FlexRay エラー割り込み禁止レジスタ FREIER H'0000 0000 H'FFBF F034 32 32-34 

FlexRay ステータス割り込み許可レジスタ FRSIES H'0000 0000 H'FFBF F038 32 32-39 

FlexRay ステータス割り込み禁止レジスタ FRSIER H'0000 0000 H'FFBF F03C 32 32-44 

FlexRay 割り込み出力許可レジスタ FRILE H'00 H'FFBF F043 8 32-49 

FlexRay タイマ 0 設定レジスタ FRT0C H'0000 0000 H'FFBF F044 32 32-50 

FlexRay タイマ 1 設定レジスタ FRT1C H'0002 0000 H'FFBF F048 32 32-51 

FlexRay ストップウォッチレジスタ 1 FRSTPW1 H'0000 0000 H'FFBF F04C 32 32-52 

FlexRay ストップウォッチレジスタ 2 FRSTPW2 H'0000 0000 H'FFBF F050 32 32-54 

FlexRay SUC 設定レジスタ 1 FRSUCC1 H'0C40 1080 H'FFBF F080 32 32-57 

FlexRay SUC 設定レジスタ 2 FRSUCC2 H'0100 0504 H'FFBF F084 32 32-63 

FlexRay SUC 設定レジスタ 3 FRSUCC3 H'11 H'FFBF F08B 8 32-64 

FlexRay NEM 設定レジスタ FRNEMC H'00 H'FFBF F08F 8 32-65 

FlexRay PRT 設定レジスタ 1 FRPRTC1 H'084C 0633 H'FFBF F090 32 32-66 

FlexRay PRT 設定レジスタ 2 FRPRTC2 H'0F2D 0A0E H'FFBF F094 32 32-68 

FlexRay MHD 設定レジスタ FRMHDC H'0000 0000 H'FFBF F098 32 32-69 

FlexRay GTU 設定レジスタ 1 FRGTUC1 H'0000 0280 H'FFBF F0A0 32 32-70 

FlexRay GTU 設定レジスタ 2 FRGTUC2 H'0002 000A H'FFBF F0A4 32 32-71 

FlexRay GTU 設定レジスタ 3 FRGTUC3 H'0202 0000 H'FFBF F0A8 32 32-72 

FlexRay GTU 設定レジスタ 4 FRGTUC4 H'0008 0007 H'FFBF F0AC 32 32-73 

FlexRay GTU 設定レジスタ 5 FRGTUC5 H'0E00 0000 H'FFBF F0B0 32 32-74 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

FlexRay GTU 設定レジスタ 6 FRGTUC6 H'0002 0000 H'FFBF F0B4 32 32-75 

FlexRay GTU 設定レジスタ 7 FRGTUC7 H'0002 0004 H'FFBF F0B8 32 32-76 

FlexRay GTU 設定レジスタ 8 FRGTUC8 H'0000 0002 H'FFBF F0BC 32 32-77 

FlexRay GTU 設定レジスタ 9 FRGTUC9 H'0000 0101 H'FFBF F0C0 32 32-78 

FlexRay GTU 設定レジスタ 10 FRGTUC10 H'0002 0005 H'FFBF F0C4 32 32-79 

FlexRay GTU 設定レジスタ 11 FRGTUC11 H'0000 0000 H'FFBF F0C8 32 32-80 

FlexRay CC ステータスベクタレジスタ FRCCSV 不定 H'FFBF F100 32 32-81 

FlexRay CC エラーベクタレジスタ FRCCEV H'0000 H'FFBF F106 16 32-85 

FlexRay スロットカウンタ値レジスタ FRSCV H'0000 0000 H'FFBF F110 32 32-86 

FlexRay MT 値/サイクルカウンタ値レジスタ FRMTCCV H'0000 0000 H'FFBF F114 32 32-87 

FlexRay レート補正値レジスタ FRRCV H'0000 H'FFBF F11A 16 32-88 

FlexRay オフセット補正値レジスタ FROCV H'0000 0000 H'FFBF F11C 32 32-88 

FlexRay Sync フレームステータスレジスタ FRSFS H'0000 0000 H'FFBF F120 32 32-89 

FlexRay シンボルウィンドウ/NIT ステータスレジスタ FRSWNIT H'0000 H'FFBF F126 16 32-90 

FlexRay チャネルステータス集計レジスタ FRACS H'0000 H'FFBF F12A 16 32-92 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 1 FRESID1 H'0000 H'FFBF F132 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 2 FRESID2 H'0000 H'FFBF F136 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 3 FRESID3 H'0000 H'FFBF F13A 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 4 FRESID4 H'0000 H'FFBF F13E 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 5 FRESID5 H'0000 H'FFBF F142 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 6 FRESID6 H'0000 H'FFBF F146 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 7 FRESID7 H'0000 H'FFBF F14A 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 8 FRESID8 H'0000 H'FFBF F14E 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 9 FRESID9 H'0000 H'FFBF F152 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 10 FRESID10 H'0000 H'FFBF F156 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 11 FRESID11 H'0000 H'FFBF F15A 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 12 FRESID12 H'0000 H'FFBF F15E 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 13 FRESID13 H'0000 H'FFBF F162 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 14 FRESID14 H'0000 H'FFBF F166 16 32-95 

FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 15 FRESID15 H'0000 H'FFBF F16A 16 32-95 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 1 FROSID1 H'0000 H'FFBF F172 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 2 FROSID2 H'0000 H'FFBF F176 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 3 FROSID3 H'0000 H'FFBF F17A 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 4 FROSID4 H'0000 H'FFBF F17E 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 5 FROSID5 H'0000 H'FFBF F182 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 6 FROSID6 H'0000 H'FFBF F186 16 32-96 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 7 FROSID7 H'0000 H'FFBF F18A 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 8 FROSID8 H'0000 H'FFBF F18E 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 9 FROSID9 H'0000 H'FFBF F192 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 10 FROSID10 H'0000 H'FFBF F196 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 11 FROSID11 H'0000 H'FFBF F19A 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 12 FROSID12 H'0000 H'FFBF F19E 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 13 FROSID13 H'0000 H'FFBF F1A2 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 14 FROSID14 H'0000 H'FFBF F1A6 16 32-96 

FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 15 FROSID15 H'0000 H'FFBF F1AA 16 32-96 

FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ 1 FRNMV1 H'0000 0000 H'FFBF F1B0 32 32-97 

FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ 2 FRNMV2 H'0000 0000 H'FFBF F1B4 32 32-97 

FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ 3 FRNMV3 H'0000 0000 H'FFBF F1B8 32 32-97 

FlexRay メッセージ RAM 設定レジスタ FRMRC H'0180 0000 H'FFBF F300 32 32-99 

FlexRay FIFO リジェクションフィルタレジスタ FRFRF H'0180 0000 H'FFBF F304 32 32-102 

FlexRay FIFO リジェクションフィルタマスクレジスタ FRFRFM H'0000 H'FFBF F30A 16 32-103 

FlexRay FIFO クリティカルレベルレジスタ FRFCL H'80 H'FFBF F30F 8 32-104 

FlexRay メッセージハンドラステータスレジスタ FRMHDS H'0000 0080 H'FFBF F310 32 32-105 

FlexRay 最終ダイナミック送信スロットレジスタ FRLDTS H'0000 0000 H'FFBF F314 32 32-107 

FlexRay FIFO ステータスレジスタ FRFSR H'0000 H'FFBF F31A 16 32-108 

FlexRay メッセージハンドラ制限フラグレジスタ FRMHDF H'0000 H'FFBF F31E 16 32-109 

FlexRay 送信要求レジスタ 1 FRTXRQ1 H'0000 0000 H'FFBF F320 32 32-111 

FlexRay 送信要求レジスタ 2 FRTXRQ2 H'0000 0000 H'FFBF F324 32 32-112 

FlexRay 送信要求レジスタ 3 FRTXRQ3 H'0000 0000 H'FFBF F328 32 32-113 

FlexRay 送信要求レジスタ 4 FRTXRQ4 H'0000 0000 H'FFBF F32C 32 32-114 

FlexRay 新データレジスタ 1 FRNDAT1 H'0000 0000 H'FFBF F330 32 32-115 

FlexRay 新データレジスタ 2 FRNDAT2 H'0000 0000 H'FFBF F334 32 32-116 

FlexRay 新データレジスタ 3 FRNDAT3 H'0000 0000 H'FFBF F338 32 32-117 

FlexRay 新データレジスタ 4 FRNDAT4 H'0000 0000 H'FFBF F33C 32 32-118 

FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 1 FRMBSC1 H'0000 0000 H'FFBF F340 32 32-119 

FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 2 FRMBSC2  H'0000 0000 H'FFBF F344 32 32-120 

FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 3 FRMBSC3 H'0000 0000 H'FFBF F348 32 32-121 

FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 4 FRMBSC4 H'0000 0000 H'FFBF F34C 32 32-122 

FlexRay データセクションライトレジスタ 1 FRWRDS1 H'0000 0000 H'FFBF F400 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 2 FRWRDS2 H'0000 0000 H'FFBF F404 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 3 FRWRDS3 H'0000 0000 H'FFBF F408 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 4 FRWRDS4 H'0000 0000 H'FFBF F40C 32 32-124 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

FlexRay データセクションライトレジスタ 5 FRWRDS5 H'0000 0000 H'FFBF F410 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 6 FRWRDS6 H'0000 0000 H'FFBF F414 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 7 FRWRDS7 H'0000 0000 H'FFBF F418 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 8 FRWRDS8 H'0000 0000 H'FFBF F41C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 9 FRWRDS9 H'0000 0000 H'FFBF F420 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 10 FRWRDS10 H'0000 0000 H'FFBF F424 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 11 FRWRDS11 H'0000 0000 H'FFBF F428 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 12 FRWRDS12 H'0000 0000 H'FFBF F42C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 13 FRWRDS13 H'0000 0000 H'FFBF F430 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 14 FRWRDS14 H'0000 0000 H'FFBF F434 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 15 FRWRDS15 H'0000 0000 H'FFBF F438 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 16 FRWRDS16 H'0000 0000 H'FFBF F43C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 17 FRWRDS17 H'0000 0000 H'FFBF F440 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 18 FRWRDS18 H'0000 0000 H'FFBF F444 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 19 FRWRDS19 H'0000 0000 H'FFBF F448 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 20 FRWRDS20 H'0000 0000 H'FFBF F44C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 21 FRWRDS21 H'0000 0000 H'FFBF F450 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 22 FRWRDS22 H'0000 0000 H'FFBF F454 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 23 FRWRDS23 H'0000 0000 H'FFBF F458 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 24 FRWRDS24 H'0000 0000 H'FFBF F45C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 25 FRWRDS25 H'0000 0000 H'FFBF F460 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 26 FRWRDS26 H'0000 0000 H'FFBF F464 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 27 FRWRDS27 H'0000 0000 H'FFBF F468 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 28 FRWRDS28 H'0000 0000 H'FFBF F46C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 29 FRWRDS29 H'0000 0000 H'FFBF F470 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 30 FRWRDS30 H'0000 0000 H'FFBF F474 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 31 FRWRDS31 H'0000 0000 H'FFBF F478 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 32 FRWRDS32 H'0000 0000 H'FFBF F47C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 33 FRWRDS33 H'0000 0000 H'FFBF F480 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 34 FRWRDS34 H'0000 0000 H'FFBF F484 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 35 FRWRDS35 H'0000 0000 H'FFBF F488 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 36 FRWRDS36 H'0000 0000 H'FFBF F48C 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 37 FRWRDS37 H'0000 0000 H'FFBF F490 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 38 FRWRDS38 H'0000 0000 H'FFBF F494 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 39 FRWRDS39 H'0000 0000 H'FFBF F498 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 40 FRWRDS40 H'0000 0000 H'FFBF F49C 32 32-124 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

FlexRay データセクションライトレジスタ 41 FRWRDS41 H'0000 0000 H'FFBF F4A0 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 42 FRWRDS42 H'0000 0000 H'FFBF F4A4 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 43 FRWRDS43 H'0000 0000 H'FFBF F4A8 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 44 FRWRDS44 H'0000 0000 H'FFBF F4AC 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 45 FRWRDS45 H'0000 0000 H'FFBF F4B0 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 46 FRWRDS46 H'0000 0000 H'FFBF F4B4 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 47 FRWRDS47 H'0000 0000 H'FFBF F4B8 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 48 FRWRDS48 H'0000 0000 H'FFBF F4BC 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 49 FRWRDS49 H'0000 0000 H'FFBF F4C0 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 50 FRWRDS50 H'0000 0000 H'FFBF F4C4 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 51 FRWRDS51 H'0000 0000 H'FFBF F4C8 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 52 FRWRDS52 H'0000 0000 H'FFBF F4CC 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 53 FRWRDS53 H'0000 0000 H'FFBF F4D0 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 54 FRWRDS54 H'0000 0000 H'FFBF F4D4 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 55 FRWRDS55 H'0000 0000 H'FFBF F4D8 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 56 FRWRDS56 H'0000 0000 H'FFBF F4DC 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 57 FRWRDS57 H'0000 0000 H'FFBF F4E0 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 58 FRWRDS58 H'0000 0000 H'FFBF F4E4 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 59 FRWRDS59 H'0000 0000 H'FFBF F4E8 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 60 FRWRDS60 H'0000 0000 H'FFBF F4EC 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 61 FRWRDS61 H'0000 0000 H'FFBF F4F0 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 62 FRWRDS62 H'0000 0000 H'FFBF F4F4 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 63 FRWRDS63 H'0000 0000 H'FFBF F4F8 32 32-124 

FlexRay データセクションライトレジスタ 64 FRWRDS64 H'0000 0000 H'FFBF F4FC 32 32-124 

FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 1 FRWRHS1 H'0000 0000 H'FFBF F500 32 32-125 

FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 2 FRWRHS2 H'0000 0000 H'FFBF F504 32 32-127 

FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 3 FRWRHS3 H'0000 H'FFBF F50A 16 32-128 

FlexRay 入力バッファコマンドマスクレジスタ FRIBCM H'0000 0000 H'FFBF F510 32 32-128 

FlexRay 入力バッファコマンド要求レジスタ FRIBCR H'0000 0000 H'FFBF F514 32 32-130 

FlexRay データセクションリードレジスタ 1 FRRDDS1 H'0000 0000 H'FFBF F600 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 2 FRRDDS2 H'0000 0000 H'FFBF F604 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 3 FRRDDS3 H'0000 0000 H'FFBF F608 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 4 FRRDDS4 H'0000 0000 H'FFBF F60C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 5 FRRDDS5 H'0000 0000 H'FFBF F610 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 6 FRRDDS6 H'0000 0000 H'FFBF F614 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 7 FRRDDS7 H'0000 0000 H'FFBF F618 32 32-132 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

FlexRay データセクションリードレジスタ 8 FRRDDS8 H'0000 0000 H'FFBF F61C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 9 FRRDDS9 H'0000 0000 H'FFBF F620 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 10 FRRDDS10 H'0000 0000 H'FFBF F624 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 11 FRRDDS11 H'0000 0000 H'FFBF F628 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 12 FRRDDS12 H'0000 0000 H'FFBF F62C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 13 FRRDDS13 H'0000 0000 H'FFBF F630 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 14 FRRDDS14 H'0000 0000 H'FFBF F634 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 15 FRRDDS15 H'0000 0000 H'FFBF F638 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 16 FRRDDS16 H'0000 0000 H'FFBF F63C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 17 FRRDDS17 H'0000 0000 H'FFBF F640 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 18 FRRDDS18 H'0000 0000 H'FFBF F644 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 19 FRRDDS19 H'0000 0000 H'FFBF F648 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 20 FRRDDS20 H'0000 0000 H'FFBF F64C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 21 FRRDDS21 H'0000 0000 H'FFBF F650 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 22 FRRDDS22 H'0000 0000 H'FFBF F654 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 23 FRRDDS23 H'0000 0000 H'FFBF F658 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 24 FRRDDS24 H'0000 0000 H'FFBF F65C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 25 FRRDDS25 H'0000 0000 H'FFBF F660 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 26 FRRDDS26 H'0000 0000 H'FFBF F664 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 27 FRRDDS27 H'0000 0000 H'FFBF F668 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 28 FRRDDS28 H'0000 0000 H'FFBF F66C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 29 FRRDDS29 H'0000 0000 H'FFBF F670 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 30 FRRDDS30 H'0000 0000 H'FFBF F674 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 31 FRRDDS31 H'0000 0000 H'FFBF F678 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 32 FRRDDS32 H'0000 0000 H'FFBF F67C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 33 FRRDDS33 H'0000 0000 H'FFBF F680 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 34 FRRDDS34 H'0000 0000 H'FFBF F684 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 35 FRRDDS35 H'0000 0000 H'FFBF F688 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 36 FRRDDS36 H'0000 0000 H'FFBF F68C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 37 FRRDDS37 H'0000 0000 H'FFBF F690 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 38 FRRDDS38 H'0000 0000 H'FFBF F694 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 39 FRRDDS39 H'0000 0000 H'FFBF F698 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 40 FRRDDS40 H'0000 0000 H'FFBF F69C 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 41 FRRDDS41 H'0000 0000 H'FFBF F6A0 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 42 FRRDDS42 H'0000 0000 H'FFBF F6A4 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 43 FRRDDS43 H'0000 0000 H'FFBF F6A8 32 32-132 
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レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

FlexRay データセクションリードレジスタ 44 FRRDDS44 H'0000 0000 H'FFBF F6AC 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 45 FRRDDS45 H'0000 0000 H'FFBF F6B0 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 46 FRRDDS46 H'0000 0000 H'FFBF F6B4 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 47 FRRDDS47 H'0000 0000 H'FFBF F6B8 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 48 FRRDDS48 H'0000 0000 H'FFBF F6BC 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 49 FRRDDS49 H'0000 0000 H'FFBF F6C0 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 50 FRRDDS50 H'0000 0000 H'FFBF F6C4 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 51 FRRDDS51 H'0000 0000 H'FFBF F6C8 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 52 FRRDDS52 H'0000 0000 H'FFBF F6CC 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 53 FRRDDS53 H'0000 0000 H'FFBF F6D0 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 54 FRRDDS54 H'0000 0000 H'FFBF F6D4 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 55 FRRDDS55 H'0000 0000 H'FFBF F6D8 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 56 FRRDDS56 H'0000 0000 H'FFBF F6DC 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 57 FRRDDS57 H'0000 0000 H'FFBF F6E0 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 58 FRRDDS58 H'0000 0000 H'FFBF F6E4 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 59 FRRDDS59 H'0000 0000 H'FFBF F6E8 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 60 FRRDDS60 H'0000 0000 H'FFBF F6EC 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 61 FRRDDS61 H'0000 0000 H'FFBF F6F0 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 62 FRRDDS62 H'0000 0000 H'FFBF F6F4 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 63 FRRDDS63 H'0000 0000 H'FFBF F6F8 32 32-132 

FlexRay データセクションリードレジスタ 64 FRRDDS64 H'0000 0000 H'FFBF F6FC 32 32-132 

FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 1 FRRDHS1 H'0000 0000 H'FFBF F700 32 32-134 

FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 2 FRRDHS2 H'0000 0000 H'FFBF F704 32 32-135 

FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 3 FRRDHS3 H'0000 0000 H'FFBF F708 32 32-136 

FlexRay メッセージバッファステータスレジスタ FRMBS H'0000 0000 H'FFBF F70C 32 32-138 

FlexRay 出力バッファコマンドマスクレジスタ FROBCM H'0000 0000 H'FFBF F710 32 32-141 

FlexRay 出力バッファコマンド要求レジスタ FROBCR H'0000 0000 H'FFBF F714 32 32-142 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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32.3 用語 
表 32.4 に本章で使用する略語を示します。 

 

表 32.4 略語一覧 

略語 意味 説明 

CAS Collision Avoidance Symbol 衝突回避シンボル 

CC Communication Controller 通信コントローラ 

CHI Controller Host Interface CPU インタフェース 

FSM Finite State Machine 有限ステートマシン 

GTU Global Time Unit Block 内部クロック生成ブロック 

IBF Input Buffer 入力バッファ 

MHD Message Handler Block メッセージハンドラ 

MT Macrotick マクロティック（FlexRay で使用する時間単位の一つ） 

µT Microtick マイクロティック（FlexRay で使用する時間単位の一つ） 

MTS Media Access Test Symbol メディアアクセステストシンボル 

NCT Network Communication Time ネットワークコミュニケーション時間 

NEM Network Management Block ネットワーク管理ブロック 

NIT Network Idle Time ネットワークアイドル時間 

NM Network Management ネットワーク管理 

OBF Output Buffer 出力バッファ 

POC Protocol Operation Control プロトコル動作制御 

PRT Protocol Controller Block プロトコルコントローラ 

SUC System Universal Control Block システムコントローラ 

TBF Transient Buffer テンポラリバッファ 

TDMA Time Division Multiple Access 時分割多重アクセス 

TT-D Time Triggered Distributed Synchronization タイムトリガ式分散同期 

WUP Wakeup Pattern ウェイクアップパターン 

WUS Wakeup Symbol Wakeup シンボル 
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32.4 特殊機能レジスタ 

32.4.1 FlexRay 動作制御レジスタ（FXROC） 
 

FBSEN FOPENFRSTATFOPC

7 6 5 4 3 2 1 0

FlexRay FXROC P4 H'FFBF F004

0 0 0 0 0 1 0 0  
 

＜リセット後の値：H'04＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7 FOPC 0 R W FlexRay 動作制御プロテクトビット 

FOPC ビットは、FXROC レジスタの FOPEN ビットへの間違った書き込みアク

セスを防ぎます。 

0：プロテクトなし 

FXROC レジスタの FOPEN ビットへの書き込みアクセスは許可 

1：プロテクトあり 

FXROC レジスタの FOPEN ビットへの書き込みアクセスは禁止 

6～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2 FBSEN 1 R W FlexRay バイトスワップ許可ビット 
FBSEN ビットは、FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ（FRNMVn）、

FlexRay データセクションライトレジスタ（FRWRDSn）および FlexRay データ

セクションリードレジスタ（FRRDDSn）を読み書きする際のバイト順位を制御

します。FRNMVn、FRWRDSn、および FRRDDSn セクションの参照は、この

セクションになります。 
0：禁止 

FRNMVn、FRWRDSn、FRRDDSn のバイト配列はリトルエディアン形式

です。 
・FRNVMn 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
NMV1
NMV2
NMV3

Data0
Data4
Data8

Data1
Data5
Data9

Data2
Data6
Data10

Data3
Data7
Data11  

 
・FRWRDSn 

FRWRDSn.MD[7:0]=DWn, byten-1 
FRWRDSn.MD[15:8]=DWn, byten 
FRWRDSn.MD[23:16]=DWn+1, byten+1 
FRWRDSn.MD[31:24]=DWn+1, byten+2 

 
・FRRDDSn 

FRRDDSn.MD[7:0]=DWn, byten-1 
FRRDDSn.MD[15:8]=DWn, byten 
FRRDDSn.MD[23:16]=DWn+1, byten+1 
FRRDDSn.MD[31:24]=DWn+1, byten+2 

1：許可 
FRNMVn、FRWRDSn、FRRDDSn のバイト配列はビックエディアン形式

です。 
・FRNVMn 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
NMV1
NMV2
NMV3

Data0 Data1 Data2 Data3

Data11
Data4 Data5 Data6 Data7
Data8 Data9 Data10  

 
・FRWRDSn 

FRWRDSn.MD[7:0]=DWn+1, byten+2 
FRWRDSn.MD[15:8]=DWn+1, byten+1 
FRWRDSn.MD[23:16]=DWn, byten 
FRWRDSn.MD[31:24]=DWn, byten－1 

 
・FRRDDSn 

FRRDDSn.MD[7:0]=DWn, byten-1 
FRRDDSn.MD[15:8]=DWn, byten 
FRRDDSn.MD[23:16]=DWn+1, byten+1 
FRRDDSn.MD[31:24]=DWn+1, byten+2 

【注】・ FRNMVn の場合、n は 0～11 の範囲。 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

1 FRSTAT 0 R - FlexRay リセットステータスビット 

FRSTAT ビットは、FlexRay がリセット状態にあるか、動作状態にあるかを示し

ます。 

0：FlexRay はリセット状態 
この状態では、FlexRay アドレス領域（H'FFBF F010～H'FFBF FFFF）に

配置されたレジスタにアクセスすることはできず、FlexRay モジュールは

リセット状態になります。FXROC レジスタの FOPEN ビットを動作禁止

としてから、FRSTAT ビットがリセット状態になるまで、最大で周辺 A ク

ロック（PAck）の 24 サイクルかかります。 

1：FlexRay は動作状態 
この状態では、FlexRay アドレス領域（H'FFBF F010～H'FFBF FFFF）に

配置されたレジスタにアクセスできます。FXROCレジスタのFOPENビッ

トを動作許可としてから、FRSTAT ビットが動作状態になるまで、最大で

周辺 A クロック（PAck）の 24 サイクルかかります。 

0 FOPEN 0 R W FlexRay イネーブルビット 

FOPEN ビットは、FlexRay モジュールの動作、リセットを制御します。このレ

ジスタビット対する前回の書き込みアクセスで、FXROC レジスタの FOPC ビッ

トがプロテクトなしの場合のみ、このビットへの書き込みアクセスできます。

FXROC レジスタの FOPC ビットがプロテクトありになっている場合にかぎり、

このビットへの書き込みアクセスは無視されます。 

0：動作禁止 
FOPEN ビットが動作禁止のとき、FlexRay モジュールの状態にかかわら

ず、強制的にリセット状態にします。動作禁止の状態では、FlexRay アド

レス領域（H'FFBF F010～H'FFBF FFFF）に配置されたレジスタすべてが

初期化されます。設定変更（動作許可→動作禁止）から FlexRay モジュー

ルが実際にリセット状態に遷移するまでに、周辺 A クロック（PAck）で

最大 24 サイクルかかります。FlexRay リセットビット（FRSTAT）は、

FlexRay モジュールがリセット状態かどうかを示します。設定を動作許可

から動作禁止に変更した場合、FRXROC レジスタの FRSTAT ビットがリ

セット状態を示すまで、再び動作許可に変更しないでください。動作禁止

の状態では、アドレス領域（H'FFBF F010～H'FFBF FFFF）に配置された

レジスタにアクセスしないでください。 

1：動作許可 
FOPEN ビットが動作許可のとき、FlexRay モジュールのリセット状態は

解除されます。FlexRay アドレス領域（H'FFBF F010～H'FFBF FFFF）に

配置されたレジスタへのアクセスが可能になります。FlexRay 通信を行う

ためには、このビットを動作許可にする必要があります。設定変更（動作

許可→動作禁止）から FlexRay モジュールが実際に動作状態に遷移するま

でに、周辺 A クロック（PAck）で最大 24 サイクルかかります。設定を動

作禁止から動作許可に変更した場合、FRXROC レジスタの FRSTAT ビッ

トが動作状態を示すまで、再び動作禁止に変更しないでください。 
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32.4.2 FlexRay ロックレジスタ（FRLCK） 
FRLCK レジスタは、FRSUCC1 レジスタへの意図しない書き込みにより、コントローラが CONFIG 状態か

ら READY 状態に遷移するのを防ぐためのロックを解除するためのレジスタです。 
 

FlexRay FRLCK P4 H'FFBF F01F

0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

CLK2 CLK0CLK1CLK7 CLK6 CLK5 CLK4 CLK3

 
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7～0 CLK7～

CLK0 

すべて 0 0 W CONFIG 状態ロックキービット 

FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに対する意図しない書き込みにより、

コントローラが CONFIG 状態から READY 状態に遷移しないようにロックがか

かっています。FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットに READY コマンド

を書く前に、このレジスタに連続して"H'CE"、"H'31"を書く（ロック解除シーケン

ス）ことによりロックが解除されます。ロック解除シーケンスと FRSUCC1 レジ

スタへの書き込みサイクルの間に他の書き込みサイクルが発生した場合、コマン

ドは無効になります。 

設定範囲："H'00"～"H'FF" 
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32.5 割り込み関連レジスタ 
FlexRay モジュールからの割り込み要求を制御するレジスタです。 

割り込み要求にはエラーによって発生するものと、状態の変化によって発生するものがあります。これら

は許可/禁止レジスタや出力選択レジスタなどによって、FlexRay0 割り込みと FlexRay1 割り込みに集約され

ます。 

. .
 . 

.
. .

 . 
.

. .
 . 

.
. .

 . 
.

S Q
R

S Q
R

Data
WR#

EINT0

15 INTC

FlexRay0

FlexRay1

EINT1

 

図 32.2 FlexRay0/1 割り込み概略ブロック図 

FlexRay モジュールには、上記 FlexRay0/1 割り込み以外に、タイマ 0 とタイマ 1 の割り込みだけを抜き出

した FlexRay タイマ 0/1 割り込みがあります。 
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32.5.1 FlexRay エラー割り込みレジスタ（FREIR） 
CC がエラーを検出すると各フラグが"1"になります。フラグはプログラムで消さないかぎり"0"にはなりま

せん。フラグを"0"にするには"1"を書いてください。"0"を書いてもフラグに影響を与えません。 
 

FlexRay FREIR P4 H'FFBF F020

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MHF IOBA IIBA EFA RFO PERR CCL CNA PEMC

31

TABA

CCF SFBM

LTVA EDATABB LTVB EDB

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

SFO

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

26 TABB 0 R W チャネル B スロット境界送信違反フラグ 

チャネル B でスロット境界をまたがった送信を検出した場合、検出と同時に"1"に

なります。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

25 LTVB 0 R W チャネル B 最終送信違反フラグ 

チャネル B で最終送信違反を検出した場合、検出と同時に"1"になります。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

24 EDB 0 R W チャネル B エラー検出フラグ 

チャネルBでエラーが検出されたことを表します。FRACS レジスタのSEDBビッ

ト、CEDB ビット、CIB ビット、SBVB ビットのいずれかが"0"から"1"になると“1”

になります。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

23～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

18 TABA 0 R W チャネル A スロット境界送信違反フラグ 

チャネル A でスロット境界をまたがった送信を検出した場合、検出と同時に"1"に

なります。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

17 LTVA 0 R W チャネル A 最終送信違反フラグ 

チャネル A で最終送信違反を検出した場合、検出と同時に"1"になります。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

16 EDA 0 R W チャネル A エラー検出フラグ 

チャネル A でエラーが検出されたことを表します。FRACS レジスタの SEDA ビッ

ト、CEDA ビット、CIA ビット、SBVA ビットのいずれかが"0"から"1"になると"1"

になります。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

11 MHF 0 R W メッセージハンドラ制約違反フラグ 

FRMHDF レジスタの SNUA ビット、SNUB ビット、FNFA ビット、FNFB ビット、

TBFA ビット、TBFB ビット、WAHP ビットのいずれかが"0"から"1"になると"1"

になります。 

0：メッセージハンドラ制約違反なし 

1：メッセージハンドラ制約違反発生 

10 IOBA 0 R W OBF 不正アクセスフラグ 

OBF への不正なアクセスを検出します。FROBCR レジスタの OBSYS ビットが"1"

のとき、メッセージバッファから OBF への転送要求が発生すると"1"になります。

0：OBF への不正アクセスなし 

1：OBF への不正アクセス発生 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

9 IIBA 0 R W IBF 不正アクセスフラグ 

下記のいずれかの入力バッファへの不正アクセスが発生したとき"1"になります。

［CONFIG 状態または DEFAULT_CONFIG 状態以外で、次の不正データの

FRIBCR レジスタへの書き込み］ 

• キースロットとして設定されているメッセージバッファ 0 または 1 のヘッダセ

クション 

• FRMRC レジスタの SEC ビットが"01"のとき、FDB ビットで設定したバッファ

番号より小さいバッファ番号を持つスタティックメッセージバッファのヘッダ

セクション 

• FRMRCレジスタのSECビットが"10"または"11"のとき、スタティックメッセー

ジバッファまたはダイナミックメッセージバッファのヘッダセクション 

• 受信 FIFO として設定されているメッセージバッファのヘッダおよび/または

データセクション 

［FRIBCR レジスタの IBSYH ビットが"1"のとき、入力バッファ関連のレジスタへ

の書き込み］ 

0：IBF への不正アクセスなし 

1：IBF への不正アクセス発生 

8 EFA 0 R W 空 FIFO アクセスフラグ 

空 FIFO に対してデータ読み出しを実行したことを検出します。データが格納され

ていない FIFO から OBF へのデータ転送要求を実行した場合、実行と同時に"1"

になります。 

受信 FIFO にデータがないとき 

0：FIFO から出力バッファへの転送要求なし 

1：FIFO から出力バッファへの転送要求あり 

7 RFO 0 R W 受信 FIFO オーバランフラグ 

受信 FIFO オーバランを検出します。フレームの FIFO への格納時に、受信 FIFO

オーバラン（受信 FIFO を読み出す前に次のフレームを受信）を検出した場合、"1"

になります。受信 FIFO 内の一番古いメッセージに新しいメッセージが上書きされ

ます。FIFO の現在の状態は FRFSR レジスタで読むことができます。 

0：受信 FIFO オーバランなし 

1：受信 FIFO オーバラン発生 

6 PERR 0 R W パリティエラーフラグ 

パリティエラー（FlexRay モジュール内部でのデータ化け）が発生した場合、発

生検出と同時に"1"になります。FRMHDS レジスタの PIBF ビット、POBF ビット、

PMR ビット、PTBF1 ビット、PTBF2 ビットのいずれかが"0"から"1"になると"1"

になります。 

0：パリティエラーなし 

1：パリティエラー発生 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

5 CCL 0 R W CHI コマンドロックフラグ 

前の CHI コマンドの実行が完了していないために、FRSUCC1 レジスタの CMD3

～CMD0 ビットへの CHI コマンド書き込みが無効になったことを示します。 

0：CHI コマンド受け付け 

1：CHI コマンド拒否*5 

4 CCF 0 R W クロック補正失敗フラグ 

下記のうちいずれかを検出した場合、コミュニケーションサイクルの終端で"1"に

なります。 

• レート補正が実行されなかった 

• オフセット補正が実行されなかった 

• クロック補正値が制限値に達した 

クロック補正の状態は、FRCCEV レジスタ、FRSFS レジスタで読むことができ

ます。 

0：クロック補正成功 

1：クロック補正失敗*4 

3 SFO 0 R W Sync フレーム数オーバフローフラグ 

1 コミュニケーションサイクル中で受信した Sync フレーム数、または偶数サイク

ルと奇数サイクル中で受信した Sync フレーム数の総和が FRGTUC2 レジスタの

SNM ビットで設定した「Sync フレームの最大数」を超過した場合、"1"になりま

す。1 コミュニケーションサイクル中で受信した Sync フレーム数、または偶数サ

イクルと奇数サイクル中で受信した Sync フレーム数の総和が 

0：設定した最大数以下 

1：設定した最大数を超過 

2 SFBM 0 R W Sync フレーム数最小値未満フラグ 

1 コミュニケーションサイクルで受信した Sync フレーム数が 

0：プロトコル規定された最小数以上 

1：プロトコル規定された最小数未満*3*4 

1 CNA 0 R W コマンド無効フラグ 

許可されていない状態遷移要求または状態遷移中に CHI コマンドを実行したこと

により、FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットへのコマンドが無効である

ことを検出します。 

0：CHI コマンド受け付け 

1：CHI コマンド無効*2 

0 PEMC 0 R W POC エラーモード変化フラグ 

FRCCEV レジスタの ERRM ビットが変化すると"1"になります。 

0：エラーモード変化せず 

1：エラーモード変化*1 

【注】 *1 FRCCEV レジスタの ERRM フラグが変化すると"1"になります。 
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 *2 状態遷移中に CHI コマンドが実行された場合、同時に CCL ビットも"1"になります。 

 *3 自ノードが Sync ノードの場合は 1 つ以上、Sync ノード以外の場合は 2 つ以上の Sync フレームの受信が規定さ

れています。 

 *4 スタートアップ中に"1"になる可能性があります。NORMAL_ACTIVE 状態に遷移後、"0"にしてください。 

 *5 このフラグが"1"になると同時に、CNA フラグも"1"になります。 
 

32.5.2 FlexRay ステータス割り込みレジスタ（FRSIR） 
CC がイベントを検出すると各フラグが"1"になります。フラグはプログラムで消さないかぎり"0"にはなり

ません。フラグを"0"にするには"1"を書いてください。"0"を書いてもフラグに影響を与えません。 
 

FlexRay FRSIR P4 H'FFBF F024

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SDS MBSI SUCS SWE TOBC TIBC TI1 TI0 NMVC RFCL RFNE CAS WST

31

RXI CYCS

MTSA WUPAMTSB WUPB

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TXI

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～26 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

25 MTSB 0 R W チャネル B MTS 受信フラグ（vSS!ValidMTSB） 

前のチャネル B シンボルウィンドウで MTS を受信した場合、シンボルウィンドウ

の終端で"1"になります。 

0：チャネル B で MTS（Media access Test Symbol）の受信なし 

1：チャネル B で MTS を受信 

24 WUPB 0 R W チャネル B WUP 受信フラグ 

チャネル B でウェイクアップパターンを受信したときに"1"になります。 

0：チャネル B で WUP（ウェイクアップパターン）の受信なし 

1：チャネル B で WUP を受信*1 

23～18 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

17 MTSA 0 R W チャネル A MTS 受信フラグ（vSS!ValidMTSA） 

前のチャネル A シンボルウィンドウで MTS を受信した場合、シンボルウィンドウ

の終端で"1"になります。 

0：チャネル A で MTS（Media access Test Symbol）の受信なし 

1：チャネル A で MTS を受信 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

16 WUPA 0 R W チャネル A WUP 受信フラグ 

チャネル A でウェイクアップパターンを受信したときに"1"になります。 

0：チャネル A で WUP（ウェイクアップパターン）の受信なし 

1：チャネル A で WUP を受信*1 

15 SDS 0 R W ダイナミックセグメント開始フラグ 

0：ダイナミックセグメント未開始 

1：ダイナミックセグメント開始 

14 MBSI 0 R W メッセージバッファステータス割り込みフラグ 

該当するメッセージバッファの MBI ビットが"1"のとき、メッセージバッファのス

テータス（MBS）が変化すると"1"になります。 

MBI ビットが"1"のメッセージバッファの 

0：ステータス変化なし 

1：ステータスが変化 

13 SUCS 0 R W スタートアップ正常終了フラグ 

スタートアップが正常に終了した場合、コミュニケーションコントローラは

NORMAL_ACTIVE 状態に遷移します。 

0：スタートアップ未終了 

1：スタートアップ正常終了 

12 SWE 0 R W ストップウォッチイベントフラグ 

現在のサイクルカウンタ値と MT 値が FRSTPW1 レジスタに格納されたとき、ス

トップウォッチ有効化の後"1"になります。 

0：ストップウォッチイベントなし 

1：ストップウォッチイベントあり 

11 TOBC 0 R W OBF 転送完了フラグ 

このビットが"1"になると同時に、FROBCR レジスタの OBSYS フラグが"0"にな

ります。 

0：転送未完了 

1：メッセージ RAM から出力バッファへの転送完了 

10 TIBC 0 R W IBF 転送完了フラグ 

このビットが"1"になると同時に、FRIBCR レジスタの IBSYS フラグが"0"になり

ます。 

0：転送未完了 

1：入力バッファからメッセージ RAM への転送完了 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

9 TI1 0 R W タイマ 1 割り込みフラグ 

FRT1C レジスタで設定した条件が満たされ、タイマ 1 割り込み要求が発生したと

き"1"になります。 

0：タイマ 1 割り込み要求なし 

1：タイマ 1 割り込み要求あり 

8 TI0 0 R W タイマ 0 割り込みフラグ 

FRT0C レジスタで設定した条件が満たされ、タイマ 0 割り込み要求が発生したと

き"1"になります。 

0：タイマ 0 割り込み要求なし 

1：タイマ 0 割り込み要求あり 

7 NMVC 0 R W NM ベクタ変化フラグ 

ネットワーク管理ベクタ（NM ベクタ）が変化したとき"1"になります。 

0：NM ベクタ変化せず 

1：NM ベクタ変化 

6 RFCL 0 R W 受信 FIFO クリティカルフラグ 

FRFSR レジスタの RFFL ビットで示される FIFO データ量が FRFCL レジスタの

CL ビットの設定値以上の場合"1"になります。 

受信 FIFO 中のデータが 

0：クリティカルレベル未満 

1：クリティカルレベルに達した 

5 RFNE 0 R W 受信 FIFO データありフラグ 

有効なフレームが受信 FIFO に格納されたことを検出します。現在の受信 FIFO の

状態は FRFSR レジスタで読むことができます。 

0：受信 FIFO にデータなし 

1：受信 FIFO にデータあり 

4 RXI 0 R W 受信割り込みフラグ 

受信したフレームがメッセージバッファのフィルタ設定と一致すると、ND ビット

が"1"になります。このとき、メッセージバッファの MBI ビットが"1"に設定されて

いると"1"になります。 

MBI ビットが"1"の受信バッファの 

0：新データフラグが"1"に変化せず 

1：新データフラグが"1"に変化 

3 TXI 0 R W 送信割り込みフラグ 

MBI ビットが"1"の送信バッファから 

0：フレームの送信なし 

1：フレームを送信 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

2 CYCS 0 R W サイクル開始割り込みフラグ 

コミュニケーションサイクル開始ごとに"1"になります。 

0：コミュニケーションサイクル開始せず 

1：コミュニケーションサイクル開始 

1 CAS 0 R W 衝突回避シンボル受信フラグ 

STARTUP 状態のとき CAS（衝突回避シンボル）と同じビットパターンを受信す

ると"1"になります。 

0：CAS シンボルと同じビットパターンを受信せず 

1：CAS シンボルと同じビットパターンを受信 

0 WST 0 R W ウェイクアップ状態変化フラグ 

FRCCSV レジスタの WSV2～WSV0 ビットが変化すると"1"になります。 

0：ウェイクアップ状態変化せず 

1：ウェイクアップ状態変化 

【注】 *1 WAKEUP 状態、READY 状態、または STARTUP 状態で WUP を受信すると"1"になります。 
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32.5.3 FlexRay エラー割り込み出力選択レジスタ（FREILS） 
FlexRay エラー割り込みを、FlexRay0 割り込み要求と FlexRay1 割り込み要求のどちらに割り当てるかを選

択するレジスタです。 
 

FlexRay FREILS P4 H'FFBF F028

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MHFL IOBAL IIBAL EFAL RFOL PERRL CCLL CNAL PEMCL

31

TABAL

CCFL SFBML

LTVAL EDALTABBL LTVBL EDBL

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

SFOL

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

26 TABBL 0 R W チャネル B スロット境界送信違反割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

25 LTVBL 0 R W チャネル B 最終送信違反割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

24 EDBL 0 R W チャネル B エラー検出割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

23～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

18 TABAL 0 R W チャネル A スロット境界送信違反割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

17 LTVAL 0 R W チャネル A 最終送信違反割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

16 EDAL 0 R W チャネル A エラー検出割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

11 MHFL 0 R W メッセージハンドラ制限違反割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

10 IOBAL 0 R W OBF 不正アクセス割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

9 IIBAL 0 R W IBF 不正アクセス割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

8 EFAL 0 R W 空 FIFO アクセス割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

7 RFOL 0 R W 受信 FIFO オーバラン割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

6 PERRL 0 R W パリティエラー割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

5 CCLL 0 R W CHI コマンドロック割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

4 CCFL 0 R W クロック補正失敗割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

3 SFOL 0 R W Sync フレーム数オーバフロー割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

2 SFBML 0 R W Sync フレーム数最小値未満割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

1 CNAL 0 R W コマンド無効割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

0 PEMCL 0 R W POC エラーモード変化割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

 
 

32.5.4 FlexRay ステータス割り込み出力選択レジスタ（FRSILS） 
FlexRay ステータス割り込みを、FlexRay0 割り込み要求または FlexRay1 割り込み要求のどちらに割り当て

るかを選択するレジスタです。 
 

FlexRay FRSILS P4 H'FFBF F02C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SDSL MBSIL SUCSL SWEL TOBCL TIBCL TI1L TI0L NMVCL RFCLL RFNEL CASL WSTL

31

RXIL CYCSL

MTSAL WUPALMTSBL WUPBL

16

0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 10 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1

TXIL

 
 

＜リセット後の値：H'0303 FFFF＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～26 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

25 MTSBL 1 R W チャネル B MTS 受信割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

24 WUPBL 1 R W チャネル B WUP 受信割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

23～18 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

17 MTSAL 1 R W チャネル A MTS 受信割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

16 WUPAL 1 R W チャネル A WUP 受信割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15 SDSL 1 R W ダイナミックセグメント開始割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

14 MBSIL 1 R W メッセージバッファステータス割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

13 SUCSL 1 R W スタートアップ正常終了割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

12 SWEL 1 R W ストップウォッチイベント割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

11 TOBCL 1 R W OBF 転送完了割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

10 TIBCL 1 R W IBF 転送完了割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

9 TI1L 1 R W タイマ 1 割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

8 TI0L 1 R W タイマ 0 割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

7 NMVCL 1 R W NM ベクタ変化割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

6 RFCLL 1 R W 受信 FIFO データクリティカル割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

5 RFNEL 1 R W 受信 FIFO データあり割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

4 RXIL 1 R W 受信割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

3 TXIL 1 R W 送信割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

2 CYCSL 1 R W サイクル開始割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

1 CASL 1 R W 衝突回避シンボル受信割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 

0 WSTL 1 R W ウェイクアップ状態変化割り込み出力選択ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求に割り当て 

1：FlexRay1 割り込み要求に割り当て 
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32.5.5 FlexRay エラー割り込み許可レジスタ（FREIES） 
エラー割り込みの許可を設定します。 

エラー割り込みを許可するには対応するビットに"1"を書きます。"0"を書いた場合、ビット値に影響を与え

ません。 
 

FlexRay FREIES P4 H'FFBF F030

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MHFE IOBAE IIBAE EFAE RFOE PERRE CCLE CNAE PEMCE

31

TABAE

CCFE SFBME

LTVAE EDAETABBE LTVBE EDBE

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

SFOE

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

26 TABBE 0 R W チャネル B スロット境界送信違反割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

25 LTVBE 0 R W チャネル B 最終送信違反割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

24 EDBE 0 R W チャネル B エラー検出割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

23～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

18 TABAE 0 R W チャネル A スロット境界送信違反割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

17 LTVAE 0 R W チャネル A 最終送信違反割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

16 EDAE 0 R W チャネル A エラー検出割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

11 MHFE 0 R W メッセージハンドラ制限違反割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

10 IOBAE 0 R W OBF 不正アクセス割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

9 IIBAE 0 R W IBF 不正アクセス割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

8 EFAE 0 R W 空 FIFO アクセス割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

7 RFOE 0 R W 受信 FIFO オーバラン割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

6 PERRE 0 R W パリティエラー割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

5 CCLE 0 R W CHI コマンドロック割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

4 CCFE 0 R W クロック補正失敗割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

3 SFOE 0 R W Sync フレーム数オーバフロー割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

2 SFBME 0 R W Sync フレーム数最小値未満割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

1 CNAE 0 R W コマンド無効割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

0 PEMCE 0 R W POC エラーモード変化割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

 

32.5.6 FlexRay エラー割り込み禁止レジスタ（FREIER） 
エラー割り込みの禁止を設定します。 

エラー割り込みを禁止するには対応するビットに"1"を書きます。"0"を書いた場合、ビット値に影響を与え

ません。 
 

FlexRay FREIER P4 H'FFBF F034

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MHFE IOBAE IIBAE EFAE RFOE PERRE CCLE CNAE PEMCE

31

TABAE

CCFE SFBME

LTVAE EDAETABBE LTVBE EDBE

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

SFOE

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

26 TABBE 0 R W チャネル B スロット境界送信違反割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

25 LTVBE 0 R W チャネル B 最終送信違反割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

24 EDBE 0 R W チャネル B エラー検出割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

23～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

18 TABAE 0 R W チャネル A スロット境界送信違反割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

17 LTVAE 0 R W チャネル A 最終送信違反割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

16 EDAE 0 R W チャネル A エラー検出割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

15～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

11 MHFE 0 R W メッセージハンドラ制限違反割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

10 IOBAE 0 R W OBF 不正アクセス割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

9 IIBAE 0 R W IBF 不正アクセス割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

8 EFAE 0 R W 空 FIFO アクセス割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

7 RFOE 0 R W 受信 FIFO オーバラン割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

6 PERRE 0 R W パリティエラー割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

5 CCLE 0 R W CHI コマンドロック割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

4 CCFE 0 R W クロック補正失敗割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

3 SFOE 0 R W Sync フレーム数オーバフロー割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

2 SFBME 0 R W Sync フレーム数最小値未満割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

1 CNAE 0 R W コマンド無効割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

0 PEMCE 0 R W POC エラーモード変化割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 
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32.5.7 FlexRay ステータス割り込み許可レジスタ（FRSIES） 
ステータス割り込みの許可を設定します。 

ステータス割り込みを許可するにはFRSIESレジスタの対応するビットに"1"を書きます。"0"を書いた場合、

ビット値に影響を与えません。 
 

FlexRay FRSIES P4 H'FFBF F038

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SDSE MBSIE SUCSE SWEE TOBCE TIBCE TI1E TI0E NMVCE RFCLE RFNEE CASE WSTE

31

RXIE CYCSE

MTSAE WUPAEMTSBE WUPBE

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TXIE

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～26 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

25 MTSBE 0 R W チャネル B MTS 受信割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

24 WUPBE 0 R W チャネル B WUP 受信割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

23～18 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

17 MTSAE 0 R W チャネル A MTS 受信割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

16 WUPAE 0 R W チャネル A WUP 受信割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

15 SDSE 0 R W ダイナミックセグメント開始割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

14 MBSIE 0 R W メッセージバッファステータス割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

13 SUCSE 0 R W スタートアップ正常終了割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

12 SWEE 0 R W ストップウォッチイベント割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

11 TOBCE 0 R W OBF 転送完了割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

10 TIBCE 0 R W IBF 転送完了割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

9 TI1E 0 R W タイマ 1 割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

8 TI0E 0 R W タイマ 0 割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7 NMVCE 0 R W NM ベクタ変化割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

6 RFCLE 0 R W 受信 FIFO データクリティカル割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

5 RFNEE 0 R W 受信 FIFO データあり割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

4 RXIE 0 R W 受信割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

3 TXIE 0 R W 送信割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

2 CYCSE 0 R W サイクル開始割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

1 CASE 0 R W 衝突回避シンボル受信割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 

0 WSTE 0 R W ウェイクアップ状態変化割り込み許可ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み許可 
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32.5.8 FlexRay ステータス割り込み禁止レジスタ（FRSIER） 
ステータス割り込みの禁止を設定します。 

ステータス割り込みを禁止するには FRSIER レジスタの対応するビットに"1"を書きます。"0"を書いた場合、

ビットの値に影響を与えません。 
 

FlexRay FRSIER P4 H'FFBF F03C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SDSE MBSIE SUCSE SWEE TOBCE TIBCE TI1E TI0E NMVCE RFCLE RFNEE CASE WSTE

31

RXIE CYCSE

MTSAE WUPAEMTSBE WUPBE

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

TXIE

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～26 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

25 MTSBE 0 R W チャネル B MTS 受信割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

24 WUPBE 0 R W チャネル B WUP 受信割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

23～18 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

17 MTSAE 0 R W チャネル A MTS 受信割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

16 WUPAE 0 R W チャネル A WUP 受信割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

15 SDSE 0 R W ダイナミックセグメント開始割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

14 MBSIE 0 R W メッセージバッファステータス割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

13 SUCSE 0 R W スタートアップ正常終了割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

12 SWEE 0 R W ストップウォッチイベント割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

11 TOBCE 0 R W OBF 転送完了割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

10 TIBCE 0 R W IBF 転送完了割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

9 TI1E 0 R W タイマ 1 割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

8 TI0E 0 R W タイマ 0 割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7 NMVCE 0 R W NM ベクタ変化割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

6 RFCLE 0 R W 受信 FIFO データクリティカル割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

5 RFNEE 0 R W 受信 FIFO データあり割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

4 RXIE 0 R W 受信割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

3 TXIE 0 R W 送信割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

 



32. FlexRay モジュール  

Rev.1.10 2011.09.16  32-48   

R01UH0030JJ0110  

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

2 CYCSE 0 R W サイクル開始割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

1 CASE 0 R W 衝突回避シンボル受信割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 

0 WSTE 0 R W ウェイクアップ状態変化割り込み禁止ビット 

• 読み出し時 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• 書き込み時 

0：無効 

1：割り込み禁止 
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32.5.9 FlexRay 割り込み出力許可レジスタ（FRILE） 
FlexRay0 割り込み要求および FlexRay1 割り込み要求の出力許可/禁止を個別に設定します。 

 

EINT0EINT1

7 6 5 4 3 2 1 0

FlexRay FRILE P4 H'FFBF F043

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

1 EINT1 0 R W 割り込み出力 1 許可ビット 

0：FlexRay1 割り込み要求出力禁止 

1：FlexRay1 割り込み要求出力許可 

0 EINT0 0 R W 割り込み出力 0 許可ビット 

0：FlexRay0 割り込み要求出力禁止 

1：FlexRay0 割り込み要求出力許可 
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32.5.10 FlexRay タイマ 0 設定レジスタ（FRT0C） 
絶対値タイマです。割り込み発生タイミングをサイクルカウンタ値とサイクル開始からのオフセット値

（MT 値）で設定します。タイマ 0 割り込みが発生すると、1MT の間に FlexRay タイマ 0 割り込み要求が出

力され、FRSIR レジスタの TI0 ビットが"1"になります。 

タイマ 0 は NORMAL_ACTIVE または NORMAL_PASSIVE 状態のとき動作可能です。この 2 つの状態間の

遷移を除き、他の状態に遷移すると停止します。 

タイマ 0 の設定を変更する場合には、T0RC ビットに"0"を書き、タイマ 0 を停止させてから設定してくだ

さい。 
 

【注】・ タイマ 0 は内部 MT カウンタの値と FRT0C レジスタの設定値を比較することで実現しています。 

タイマ 0 用に独立したカウンタがあるわけではありません。 
 

FlexRay 0 FRT0C P4 H'FFBF F044

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
T0CC6 T0CC5 T0CC4 T0CC3 T0CC2 T0CC1 T0CC0 T0MS T0RC

31

T0MO7 T0MO6 T0MO5 T0MO4 T0MO3 T0MO2 T0MO1 T0MO0T0MO13 T0MO12 T0MO11 T0MO10 T0MO9 T0MO8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

29～16 T0MO13～

T0MO0 

すべて 0 R W タイマ 0 MT 値設定ビット*1 

タイマ 0 割り込みは、サイクルセットの各サイクルの設定したオフセット位置で

発生します。本ビットは､タイマ 0 割り込みを発生させるタイミングを、通信サイ

クルの開始位置からのオフセット値（MT 値）で設定します。 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

14～8 T0CC6～

T0CC0 

すべて 0 R W タイマ 0 サイクルコード設定ビット*1 

タイマ 0 割り込みを発生させるサイクルセットをサイクルコードで設定します。

詳細は「32.18.2 サイクルカウンタフィルタリング」を参照してください。 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

1 T0MS 0 R W タイマ 0 モード選択ビット 

0：シングルショットモード 

1：連続モード 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

0 T0RC 0 R W タイマ 0 制御ビット 

0：タイマ 0 停止 

1：タイマ 0 動作開始 

【注】 *1 タイマ 0 の設定値を変更する場合は、T0RC ビットに"0"を書き、タイマ 0 を停止させてから設定してください。 
 

32.5.11 FlexRay タイマ 1 設定レジスタ（FRT1C） 
相対値タイマです。一定の時間（MT 値）が経過すると、タイマ 1 割り込みが発生し、1MT の間に FlexRay

タイマ 1 割り込み要求が出力され、FRSIR レジスタの TI1 ビットが"1"になります。 

タイマ 1 は NORMAL_ACTIVE または NORMAL_PASSIVE 状態のとき動作可能です。この 2 つの状態間の

遷移を除き、他の状態に遷移すると停止します。 

タイマ 1 の設定を変更する場合には、T1RC ビットに"0"を書き、タイマ 1 を停止させてから設定してくだ

さい。 
 

FlexRay 1 FRT1C P4 H'FFBF F048

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
T1MS T1RC

31

T1MC7 T1MC6 T1MC5 T1MC4 T1MC3 T1MC2 T1MC1 T1MC0T1MC13 T1MC12 T1MC11 T1MC10 T1MC9 T1MC8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0002 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に“0”にしてください。

29～16 T1MC13～

T1MC0 

H'0002 R W タイマ 1 MT 値設定ビット*1 

タイマ 1 スタートからタイマ 1 割り込みを発生させるまでの時間を MT 値で設定

します。タイマ 1 の値が設定した MT 値になるとタイマ 1 割り込みが発生します。

有効範囲は以下のとおりです。 

連続モード時：2～16383MT 

シングルショットモード時：1～16383MT 

15～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

1 T1MS 0 R W タイマ 1 モード選択ビット 

0：シングルショットモード 

1：連続モード 

0 T1RC 0 R W タイマ 1 制御ビット 

0：タイマ 1 停止 

1：タイマ 1 動作開始 

【注】 *1 タイマ 1 の設定値を変更する場合は、T1RC ビットに"0"を書き、タイマ 1 を停止させてから設定してください。 
 

32.5.12 FlexRay ストップウォッチレジスタ 1（FRSTPW1） 
ストップウォッチタイマは、以下のトリガイベントにより起動します。 

• FlexRay0割り込みまたはFlexRay1割り込み要求の発生 

• FRSTPW1レジスタのSSWTビットへの"1"書き込み 

ストップウォッチが起動してから発生した最初の MT カウンタのインクリメント発生時に、サイクルカウ

ンタ値と MT 値が FRSTPW1 レジスタに、チャネル A および B のスロットカウンタ値が FRSTPW2 レジスタ

に取り込まれます。 
 

FlexRay 1 FRSTPW1 P4 H'FFBF F04C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SCCV5 SCCV4 SCCV3 SCCV2 SCCV1 SCCV0 EINT1 EINT0 SWMS ESWT

31

SMTV7 SMTV6 SMTV5 SMTV4 SMTV3 SMTV2 SMTV1 SMTV0SMTV13 SMTV12 SMTV11 SMTV10 SMTV9 SMTV8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

SSWT

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

29～16 SMTV13～

SMTV0 

すべて 0 R 0 ストップウォッチイベント発生 MT 値 

ストップウォッチイベント発生時の MT カウンタ値を格納します。 

有効範囲は 0～15999MT 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

13～8 SCCV5～

SCCV0 

すべて 0 R 0 ストップウォッチイベント発生サイクルカウンタ値 

ストップウォッチイベント発生時のサイクルカウンタ値を格納します。 

有効範囲は 0～63 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

6 EINT1 0 R W FlexRay1 割り込みトリガ許可ビット*4 

0：FlexRay1 割り込みによるトリガ禁止 

1：FlexRay1 割り込みによるトリガ許可 

5 EINT0 0 R W FlexRay0 割り込みトリガ許可ビット*4 

0：FlexRay0 割り込みによるトリガ禁止 

1：FlexRay0 割り込みによるトリガ許可 

4 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

3 SSWT 0 R W ソフトウェアストップウォッチトリガビット*1*3 

ソフトウェアトリガです。 

"1"を書くと、ストップウォッチが起動されます。サイクルカウンタ値および MT

値がSCCVビットおよびSMTVビットに取り込まれた後、自動的に"0"になります。

0：ソフトウェアトリガリセット 

1：ストップウォッチトリガ発生 

2 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

1 SWMS 0 R W ストップウォッチモード選択ビット 

0：シングルショットモード 

1：連続モード 

0 ESWT 0 R W ハードウェアストップウォッチトリガ許可ビット*1*2 

"1"のとき、FlexRay0 割り込みまたは FlexRay1 割り込みによりストップウォッチ

イベントが発生します。 

0：ハードウェアトリガ禁止 

1：ハードウェアトリガ許可 

【注】 *1 ESWTビットとSSWTビットの両方を"1"にすることはできません。両方のビットに"1"を書いた場合、いずれのビッ

トも以前の値を保持します。ハードウェアトリガまたはソフトウェアトリガのいずれか一方のみ使用できます。 

 *2 シングルショットモード時、このビットはサイクルカウンタ値と MT 値が格納された後"0"になります。 

 *3 ESWT ビットが"0"のときのみ書き込み可能です。 

 *4 ESWT ビットが"1"のときのみ有効です。 
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32.5.13 FlexRay ストップウォッチレジスタ 2（FRSTPW2） 
 

FlexRay 2 FRSTPW2 P4 H'FFBF F050

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SSCVA10 SSCVA9 SSCVA8 SSCVA7 SSCVA6 SSCVA5 SSCVA1 SSCVA0

31

SSCVB7 SSCVB6 SSCVB5 SSCVB4 SSCVB3 SSCVB2

SSCVA4 SSCVA2

SSCVB1 SSCVB0SSCVB10 SSCVB9 SSCVB8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

SSCVA3

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

26～16 SSCVB10

～SSCVB0 

すべて 0 R N チャネル B ストップウォッチイベント発生スロットカウンタ値 

ストップウォッチイベント発生時のチャネル B のスロットカウンタ値を格納しま

す。有効範囲は 0～2047 です。 

15～11 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10～0 SSCVA10

～SSCVA0 

すべて 0 R N チャネル A ストップウォッチイベント発生スロットカウンタ値 

ストップウォッチイベント発生時のチャネル A のスロットカウンタ値を格納しま

す。有効範囲は 0～2047 です。 
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32.5.14 FlexRay タイマ割り込み要求ステータスレジスタ（FXRTISR） 
FXRTISR レジスタの各ビットは、FlexRay タイマ割り込み許可レジスタ（FXRTIER）の設定値にかかわら

ず、対応するタイマ割り込みイベントが発生したときにセットされます。FXRTIER レジスタの対応するビッ

トが許可された場合のみ、割り込みは発生します。 

FXRTISR レジスタの対応するビット位置に"1"を書き込むと、ステータスがクリアされます。"0"を書いて

もフラグに影響はありません。また、"1"にセットできるビットだけ"0"にできます。 
 

FT0ISFT1IS

7 6 5 4 3 2 1 0

FlexRay FXRTISR P4 H'FFBF F00C

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 FT1IS 0 R W FlexRay タイマ 1 割り込みステータスビット 

このフラグは、FlexRay タイマ 1 が FlexRay タイマ 1 設定レジスタ（FRT1C）

に設定した条件に一致したとき常にセットされます。 

0：FlexRay タイマ 1 割り込み発生なし 

1：FlexRay タイマ 1 割り込み発生 

0 FT0IS 0 R W FlexRay タイマ 0 割り込みステータスビット 

このフラグは、FlexRay タイマ 0 が FlexRay タイマ 0 設定レジスタ（FRT0C）

に設定した条件に一致したとき常にセットされます。 

0：FlexRay タイマ 0 割り込み発生なし 

1：FlexRay タイマ 0 割り込み発生 
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32.5.15 FlexRay タイマ割り込み許可レジスタ（FXRTIER） 
FlexRay タイマ 0、FlexRay タイマ 1 それぞれに、タイマ割り込みの許可を個別に設定できます。 

 

FT0IENFT1IEN

7 6 5 4 3 2 1 0

FlexRay FXRTIER P4 H'FFBF F00D

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 FT1IEN 0 R W FlexRay タイマ 1 割り込み許可ビット 

0：FlexRay タイマ 1 割り込み発生を禁止 

1：FlexRay タイマ 1 割り込み発生を許可 

0 FT0IEN 0 R W FlexRay タイマ 0 割り込み許可ビット 

0：FlexRay タイマ 0 割り込み発生を禁止 

1：FlexRay タイマ 0 割り込み発生を許可 
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32.6 CC 制御レジスタ 
この節では CC の動作を制御するレジスタについて述べています。FlexRay プロトコル仕様書では、アプリ

ケーション設定データの書き込みを CONFIG 状態でのみ行うよう規定しています。しかし、各設定レジスタ

は DEFAULT_CONFIG 状態での書き換えからは保護されていませんので、DEFAULT_CONFIG 状態で書き換

えないようご注意ください。 

リセット後 DEFAULT_CONFIG 状態になると設定データは初期化されます。FlexRay モジュールを

DEFAULT_CONFIG状態からCONFIG状態に遷移させるにはCHIコマンドのCONFIGコマンドを使用します。

CONFIG 状態から抜けるには、「32.4.2 FlexRay ロックレジスタ（FRLCK）」に記載の処理を行います。 
 

32.6.1 FlexRay SUC 設定レジスタ 1（FRSUCC1） 
 

FlexRay SUC 1 FRSUCC1 P4 H'FFBF F080

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0 TXSY TXST PBSY CMD1 CMD0

31

HCSE TSM WUCS PTA4 PTA3 PTA2

CMD2

PTA1 PTA0CCHB CCHA MTSB MTSA

16

0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 00 0

0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 00 0

CMD3

 
 

＜リセット後の値：H'0C40 1080＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～28 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

27 CCHB 1 R W チャネル B 接続設定ビット（pChannels） 

0：ノードがチャネル B に接続されていない 

1：ノードがチャネル B に接続されている（リセット後の初期設定） 

26 CCHA 1 R W チャネル A 接続設定ビット（pChannels） 

0：ノードがチャネル A に接続されていない 

1：ノードがチャネル A に接続されている（リセット後の初期設定） 

25 MTSB 0 R W チャネル B MTS 送信設定ビット*2*5*6 

0：チャネル B で MTS シンボルを送信しない 

1：チャネル B で MTS シンボルを送信する 

24 MTSA 0 R W チャネル A MTS 送信設定ビット*2*5*6 

0：チャネル A で MTS シンボルを送信しない 

1：チャネル A で MTS シンボルを送信する 

23 HCSE 0 R W クロック同期エラー時 HALT 遷移ビット（pAllowHaltDueToClock）*2 

0：NORMAL_PASSIVE 状態への遷移/状態維持 

1：HALT 状態への遷移 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

22 TSM 1 R W 送信スロットモード選択ビット（pSingleSlotEnabled）*2 

送信スロットモードのリセット後の値を設定します。SINGLE スロットモードで

は事前に設定されたキースロットでのみ送信できます。キースロット ID は

FRMRC レジスタの SPLM ビットの設定に従い、メッセージバッファ 0、または

メッセージバッファ 0、1 両方の各ヘッダセクションで設定されます。このビット

が"1"のとき、メッセージバッファ 0、またはメッセージバッファ 0、1 両方は

CONFIG 状態でのみ設定（または変更）できます。ALL スロットモードでは、す

べてのスロットで送信可能です。このビットの設定は CPU からのみ可能です。ま

た CONFIG 状態でのみ設定できます。NORMAL_ACTIVE 状態または

NORMAL_PASSIVE 状態で CMD3～CMD0 ビットに"B'0101"（ALL_SLOTS コマ

ンド）を設定すると SINGLE スロットモードから ALL スロットモードへ遷移しま

す。現在の送信モードは FRCCSV レジスタの SLM1～SLM0 ビットで確認できま

す。 

0：ALL スロットモード 

1：SINGLE スロットモード（リセット後の初期設定） 

21 WUCS 0 R W ウェイクアップチャネル選択ビット（pWakeupChannel）*2 

0：チャネル A で WUP（ウェイクアップパターン）を送信する 

1：チャネル B で WUP を送信する 

20～16 PTA4～

PTA0 

すべて 0 R W Passive-to-Active 遷移条件設定ビット（pAllowPassiveToActive）*2 

CC が NORMAL_PASSIVE 状態から NORMAL_ACTIVE 状態へ遷移する条件とな

るクロック補正成功の回数を、連続する偶数/奇数サイクルペアの組数で設定しま

す。有効範囲は 0～31 です。"B'00000"に設定されている場合、NORMAL_PASSIVE

状態から NORMAL_ACTIVE 状態への遷移はできません。 

15～11 CSA4～

CSA0 

H'02 R W Coldstart 試行回数設定ビット（gColdStartAttempts）*2*4 

Coldstart ノードでの Startup 試行回数を設定します。有効範囲は 2～31 です。 

10 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

9 TXSY 0 R W Sync フレーム送信ビット（pKeySlotUsedForSync）*2*3 

0：キースロットで Sync フレームを送信しない 

（Sync ノード、Coldstart ノード以外） 

1：キースロットを Sync フレーム送信に使用（Sync ノード用） 

8 TXST 0 R W Startup フレーム送信ビット（pKeySlotUsedForStartup）*2*3 

0：キースロットで Startup フレームを送信しない（非 Coldstart ノード） 

1：キースロットを Startup フレーム送信に使用（Leading Coldstart ノード 

または Following Coldstart ノード用） 

7 PBSY 1 R - POC ビジーフラグ*1 

0：CMD ビットへの書き込み可能 

1：CMD ビットへの書き込み無効 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

6～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

3～0 CMD3～

CMD0 

すべて 0 R W CHI コマンドベクタ 

コマンドの書き込みは随時可能ですが、コマンドによっては、特定の状態でのみ

有効となります。コマンドが無効の場合、そのコマンドは実行されず、CMD3～

CMD0 ビットに"B'0000"（コマンド無効）が書かれ FREIR レジスタの CNA ビッ

トが"1"になります。前のコマンドが完了していないときは、FREIR レジスタの

CNA ビットとともに CCL ビットも"1"になり、コマンドを繰り返すことが要求さ

れます。HALT 状態を除いて、POC がすでに要求された状態にあるときにその状

態への遷移コマンドが入力された場合、そのコマンドは無視されます。 

CMD3～CMD0 ビットを読むとコマンドが受け付けられたかどうかわかります。

現在の POC の状態は FRCCSV レジスタの POCS ビットで確認できます。各コマ

ンドの説明については、本表の次の項目に記載します。 

0000：無効コマンド 

0001：CONFIG コマンド 

0010：READY コマンド 

0011：WAKEUP コマンド 

0100：RUN コマンド 

0101：ALL_SLOTS コマンド 

0110：HALT コマンド 

0111：FREEZE コマンド 

1000：SEND_MTS コマンド 

1001：ALLOW_COLDSTART コマンド 

1010：RESET_STATUS_INDICATORS コマンド 

1011：MONITOR_MODE コマンド 

1100：CLEAR_RAMS コマンド 

1101～1111：予約 

【注】 *1 リセット後内部 RAM ブロックの初期化中に"1"になります。 

 *2 CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

 *3 プロトコル規定ではこのビットは Coldstart ノード用に設定されています。 

 *4 クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 

 *5 MTSA ビットおよび MTSB ビットともに"1"の場合、CHI コマンド SEND_MTS を設定すると両チャネルで MTS シ

ンボルが送信されます。 

 *6 MTSA および MTSB ビットは、FRLCK レジスタでロックを解除する直前に設定した場合、DEFAULT_CONFIG 状

態または CONFIG 状態でも変化する可能性があります。 
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（1） コマンド無効（CMD3～0＝"B'0000"） 

以下の条件のいずれかが満たされると"B'0000"に設定されます。 

• 不正コマンドが入力されたとき 

• ロック解除シーケンスを行わずにCONFIG状態から抜けるコマンドが入力されたとき 

• 一つ前のコマンド処理が完了する前に新しいコマンドが入力されたとき 

• "B'0000"が書かれたとき 

"B'0000"になった場合、FREIR レジスタの CNA ビットが"1"になり、割り込みが許可されていれば、割り込

み要求が発生します。なお、受け付けられなかったコマンドは実行されません。 
 

（2） CONFIG コマンド（CMD3～0＝"B'0001"） 

DEFAULT_CONFIG、READY、MONITOR_MODE 状態にあるときにこのコマンドを設定すると、CONFIG

状態へ遷移します。HALT 状態で設定した場合、DEFAULT_CONFIG 状態へ遷移します。 

その他の状態で設定した場合"B'0000"になります。 
 

（3） READY コマンド（CMD3～0＝"B'0010"） 

CONFIG、NORMAL_ACTIVE、NORMAL_PASSIVE、STARTUP、WAKEUP 状態にあるときにこのコマン

ドを設定すると、READY 状態へ遷移します。 

その他の状態で設定した場合"B'0000"になります。 
 

（4） WAKEUP コマンド（CMD3～0＝"B'0011"） 

READY 状態にあるときにこのコマンドを設定すると、WAKEUP 状態へ遷移します。 

その他の状態で設定した場合"B'0000"になります。 
 

（5） RUN コマンド（CMD3～0＝"B'0100"） 

READY 状態にあるときにこのコマンドを設定すると、STARTUP 状態へ遷移します。 

その他の状態で設定した場合"B'0000"になります。 
 

（6） ALL_SLOTS コマンド（CMD3～0＝"B'0101"） 

スタートアップ/統合処理が正常に終了し、NORMAL_ACTIVE、NORMAL_PASSIVE 状態にあるときにこ

のコマンドを設定すると、次のコミュニケーションサイクルの終端で SINGLE スロットモードから抜けます。 

その他の状態で設定した場合"B'0000"になります。 
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（7） HALT コマンド（CMD3～0＝"B'0110"） 

NORMAL_ACTIVE、NORMAL_PASSIVE 状態にあるときにこのコマンドを設定すると、FRCCSV レジス

タの HRQ ビットが"1"になり、コミュニケーションサイクルの終端で HALT 状態へ遷移します。 

その他の状態で設定した場合"B'0000"になります。 
 

（8） FREEZE コマンド（CMD3～0＝"B'0111"） 

どの状態からでも設定可能です。FRCCSV レジスタの FSI ビットが"1"になり、ただちに HALT 状態へ遷移

します。 
 

（9） SEND_MTS コマンド（CMD3～0＝"B'1000"） 

NORMAL_ACTIVE 状態で ALL スロットモード（FRCCSV レジスタの SLM1～SLM0 ビット="B'11"）に遷

移したときのみ設定可能です。シンボルウィンドウ開始の 1MT 前までにこのコマンドを設定すると、当該シ

ンボルウィンドウ内で MTS シンボルを送信します。間に合わなかった場合はその次のサイクルのシンボル

ウィンドウ内で MTS シンボルを送信します。 

送信するチャネルは、MTSA ビットおよび MTSB ビットで選択します。 

NORMAL_ACTIVE 状態以外のとき、または先に要求された MTS シンボルの送信が完了していない場合無

効になります。 
 

（10） ALLOW_COLDSTART コマンド（CMD3～0＝"B'1001"） 

FRCCSV レジスタの CSI ビットを"0"にし、ノードを LeadingColdstart ノードとして動作できるようにしま

す。DEFAULT_CONFIG 状態、CONFIG 状態、または HALT 状態では無効になります。 

また、LeadingColdstart ノードに設定するには、TXST ビットおよび TXSY ビットを"1"に設定してください。 
 

（11） RESET_STATUS_INDICATORS コマンド（CMD3～0＝"B'1010"） 

READY 状態および STARTUP 状態で設定可能です。FRCCSV レジスタの CSN1 ビット、CSAI ビットおよ

び WSV ビットをリセット時の状態にします。 

その他の状態で設定した場合、"B'0000"になります。 
 

（12） CLEAR_RAMS コマンド（CMD3～0＝"B'1100"） 

DEFAULT_CONFIG 状態または CONFIG 状態で設定可能です。その他の状態で設定した場合"B'0000"にな

ります。リセット後、または CLEAR_RAMS コマンドにより、FRMHDS レジスタの CRAM ビットが"1"にな

り、すべての FlexRay モジュール内部 RAM が"0"に初期化されます。初期化実行中は PBSY ビットが"1"にな

ります。 

CLEAR_RAMS コマンドが実行中でも制御レジスタおよびステータスレジスタへのアクセスは可能です。 

FlexRay モジュール内部 RAM ブロックの初期化には、PAck で 2048 サイクル必要です。 

リセット後または CLEAR_RAMS コマンド実行後、内部 RAM の初期化中は IBF（入力バッファ）または

OBF（出力バッファ）へのアクセスはしないでください。CLEAR_RAMS コマンド実行前に、メッセージ RAM

と IBF/OBF とが通信中でないことを確認してください。このコマンドによりメッセージバッファステータス

レジスタ（FRMHDS、FRLDTS、FRFSR、FRMHDF、FRTXRQ1～FRTXRQ4、FRNDAT1～FRNDAT4、FRMBSC1

～FRMBSC4）も初期化されます。 
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【注】・ CLEAR_RAMS コマンドおよび SEND_MTS コマンドを除き、コマンドが受け付けられると、コマンド入力時

に POC はビジー状態でなく、この期間バスアクティビティによる POC 状態変化は起こらないと仮定すると、

PAckとFRckの遅い方のクロックの遅くとも8サイクル後のFlexRay内にPOC状態が変更されます。FRCCSV

レジスタを読んだとき、結果が確認できるためには、最大で PAck と FRck の遅い方のクロックの 12 サイクル

遅延します。 
 

表 32.5 に FlexRay プロトコル仕様書 v2.1 の CHI コマンドと、本モジュールの CHI コマンドベクタ CMD3

～CMD0 ビットとの対応を示します。 
 

表 32.5 CHI コマンド対応表 

CHI コマンド コマンドを発行できる POC の状態 CHI コマンドベクタ 

ALL_SLOTS POC:normal active, POC:normal passive ALL_SLOTS 

ALLOW_COLDSTART POC:default config, POC:config, POC:halt 以外の 

すべての状態 

ALLOW_COLDSTART 

CONFIG POC:default config, POC:ready CONFIG 

CONFIG_COMPLETE POC:config FRLCK レジスタ操作+ READY 

DEFAULT_CONFIG POC:halt CONFIG 

FREEZE すべての状態 FREEZE 

HALT POC:normal active, POC:normal passive HALT 

READY POC:default config, POC:config, POC:ready, 

POC:halt 以外のすべての状態 

READY 

RUN POC:ready RUN 

WAKEUP POC:ready WAKEUP 
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32.6.2 FlexRay SUC 設定レジスタ 2（FRSUCC2） 
 

【注】・ ウェイクアップ/スタートアップノイズタイムアウト値は LT×（LTN＋1）で計算されます。 
 

FlexRay SUC 2 FRSUCC2 P4 H'FFBF F084

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
LT15 LT14 LT13 LT12 LT11 LT10 LT9 LT8 LT7 LT6 LT5 LT1 LT0

31

LT20 LT19 LT18

LT4 LT2

LT17 LT16LTN3 LTN2 LTN1 LTN0

16

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 00 0

LT3

 
 

＜リセット後の値：H'0100 0504＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～28 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

27～24 LTN3～

LTN0 

0001 R W Listen Timeout Noise 値設定ビット（gListenNoise – 1）*1 

ノイズがある状態でのウェイクアップ/スタートアップ時の Listen timeout 値の上

限を Listen timeout 値の倍数で設定します。有効範囲は 2～16 です。 

23～21 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

20～0 LT20～

LT0 

H'000504 R W Listen Timeout 値設定ビット（pdListenTimeout） 

ウェイクアップ/スタートアップ時の Listen timeout 値を µT 単位で設定します。有

効範囲は 1284～1283846µT です。 

【注】 *1 クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.3 FlexRay SUC 設定レジスタ 3（FRSUCC3） 
 

WCP0WCP3 WCP2 WCP1WCF2WCF3 WCF1 WCF0

7 6 5 4 3 2 1 0

P4 H'FFBF F08B

0 0 0 1 0 0 0 1

FlexRay SUC 3 FRSUCC3

 
 

＜リセット後の値：H'11＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7～4 WCF3～

WCF0 

0001 R W クロック補正エラー回数設定ビット（HALT 状態への遷移条件） 

（gMaxWithoutClockCorrectionFatal）*1 

NORMAL_ACTIVE 状態または NORMAL_PASSIVE 状態から HALT 状態へ遷移す

る原因となるクロック補正失敗の回数を、連続する偶数/奇数サイクルペアの組数

で設定します。有効範囲は 1～15 です。 

3～0 WCP3～

WCP0 

0001 R W クロック補正エラー回数設定ビット（NORMAL_PASSIVE 状態への遷移条件） 

（gMaxWithoutClockCorrectionPassive） 

NORMAL_ACTIVE 状態から NORMAL_PASSIVE 状態へ遷移する原因となるク

ロック補正失敗の回数を、連続する偶数/奇数サイクルペアの組数で設定します。

有効範囲は 1～15 です。 

【注】 *1 FRSUCC1 レジスタの HCSE ビットが"1"でない場合、HALT 状態へは遷移しません。 

    ・CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

    ・クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.4 FlexRay NEM 設定レジスタ（FRNEMC） 
 

NML0NML3 NML2 NML1

7 6 5 4 3 2 1 0

FlexRay NEM FRNEMC P4 H'FFBF F08F

0 0 0 0 0 0 0 0  
 

＜リセット後の値：H'00＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

3～0 NML3～

NML0 

すべて 0 R W NM ベクタ長設定ビット（gNetworkManagementVectorLength） 

NM ベクタ長をバイト単位で設定します。有効範囲は 0～12 です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

   ・ クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.5 FlexRay PRT 設定レジスタ 1（FRPRTC1） 
 

FlexRay PRT 1 FRPRTC1 P4 H'FFBF F090

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
BRP0 SPP1 SPP0 CASM6 CASM5 CASM4 CASM3 CASM2 CASM1 TSST1 TSST0

31

RXW7 RXW6 RXW5 RXW4 RXW3 RXW2

CASM0 TSST2

RXW1 RXW0RWP5 RWP4 RWP3 RWP2 RWP1 RWP0 RXW8

16

0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 00 0

0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 10 1

TSST3

 
 

＜リセット後の値：H'084C 0633＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～26 RWP5～

RWP0 

H'02 R W 送信ウェイクアップパターン繰り返し回数設定ビット（pWakeupPattern） 

送信 Wakeup シンボルの繰り返し回数を設定します。 

有効範囲は 2～63 です。 

25 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

24～16 RXW8～

RXW0 

H'04C R W Wakeup シンボル受信ウィンドウ幅設定ビット（gdWakeupSymbolRxWindow）*1

受信したウェイクアップパターンを評価する期間をビットタイムで設定します。

有効範囲は 76～301 です。 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

14 BRP0 0 R W ビットレートプリスケーラ設定ビット（gdSampleClockPeriod,pSamplesPerMicrotick）

FlexRay バスのビットレートを設定します。ビットレートにかかわらず、1 ビット

タイムは必ず 8 サンプルとなります。 

0：FlexRay バスは 10Mbps で動作する 

gdSampleClockPeriod = 12.5 ns = 1 × FRck 

pSamplesPerMicrotick = 2（1µT = 25 ns） 

1：FlexRay バスは 5Mbps で動作する 

gdSampleClockPeriod = 25 ns = 2 × FRck 

pSamplesPerMicrotick = 1（1µT = 25 ns） 

13、12 SPP1、

SPP0 

00 R W ストローブポイント設定ビット*4 

CC が受信ビットをストローブするサンプルカウンタの位置を設定します。 

00：サンプル 5（初期値） 

01：サンプル 4 

10：サンプル 6 

11：サンプル 5 

11 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

10 CASM6 1 R - 

9～4 CASM5～

CASM0 

100011 R W 

衝突回避シンボル最大長設定ビット（gdCASRxLowMax）*3 

衝突回避シンボル（CAS） の受信可能な最大許容長をビットタイムで設定します。

有効範囲は 67～99 です。 

3～0 TSST3～

TSST0 

0011 R W 送信 TSS 長設定ビット（gdTSSTransmitter）*1 

送信時の送信開始シーケンス（TSS）幅をビットタイムで設定します。*2 

有効範囲は 3～15 です。 

【注】 *1 クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 

 *2 1 ビットタイム=4µT=100ns@10Mbps。 

 *3 CASM6 ビットは"1"固定です。 

 *4 FlexRay 仕様書 Version2.1 では"B'00"に規定しています。その他の設定値は物理レイヤの不均衡を補正するため

に使用されます。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.6 FlexRay PRT 設定レジスタ 2（FRPRTC2） 
 

FlexRay PRT 2 FRPRTC2 P4 H'FFBF F094

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RXL5 RXL4 RXL3 RXL2 RXL1 RXL0 RXI5 RXI1 RXI0

31

TXI7 TXI6 TXI5 TXI4 TXI3 TXI2

RXI4 RXI2

TXI1 TXI0TXL5 TXL4 TXL3 TXL2 TXL1 TXL0

16

0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 0 1 1 00 1

0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 10 0

RXI3

 
 

＜リセット後の値：H'0F2D 0A0E＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

29～24 TXL5～

TXL0 

H'0F R W 送信 Wakeup シンボル Low 幅設定ビット（gdWakeupSymbolTxLow） 

送信する Wakeup シンボルの"L"幅をビットタイムで設定します。有効範囲は 15

～60 です。 

23～16 TXI7～

TXI0 

H'2D R W 送信 Wakeup シンボルアイドル幅設定ビット（gdWakeupSymbolTxIdle） 

送信する Wakeup シンボルのアイドル幅をビットタイムで設定します。有効範囲

は 45～180 です。 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

13～8 RXL5～ 

RXL0 

H'0A R W 受信 Wakeup シンボル Low 幅設定ビット（gdWakeupSymbolRxLow） 

受信時の Wakeup シンボルの最小"L"幅をビットタイムで設定します。有効範囲は

10～55 です。 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

5～0 RXI5～

RXI0 

H'0E R W 受信 Wakeup シンボルアイドル幅設定ビット（gdWakeupSymbolRxIdle） 

受信時の Wakeup シンボルの最小アイドル幅をビットタイムで設定します。有効

範囲は 14～59 です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

   ・ クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.7 FlexRay MHD 設定レジスタ（FRMHDC） 
 

FlexRay MHD FRMHDC P4 H'FFBF F098

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SFDL6 SFDL5 SFDL1 SFDL0

31

SLT7 SLT6 SLT5 SLT4 SLT3 SLT2

SFDL4 SFDL2

SLT1 SLT0SLT12 SLT11 SLT10 SLT9 SLT8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

SFDL3

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

28～16 SLT12～

SLT0 

すべて 0 R W 最終送信開始位置設定ビット（pLatestTx）*2 

ダイナミックセグメント内で送信を開始できる最終のミニスロット値を設定しま

す。有効範囲は 0～7981 です。 

15～7 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

6～0 SFDL6～

SFDL0 

すべて 0 R W スタティックフレームデータ長設定ビット（gPayloadLengthStatic）*1 

スタティックフレームのペイロードデータ長を 2 バイト単位で設定します。有効

範囲は 0～127 です。 

【注】 *1 クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 

 *2 このビットが"0"の場合、ダイナミックセグメントでの送信はありません。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.8 FlexRay GTU 設定レジスタ 1（FRGTUC1） 
 

FlexRay GTU 1 FRGTUC1 P4 H'FFBF F0A0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
UT15 UT14 UT13 UT12 UT11 UT10 UT9 UT8 UT7 UT6 UT5 UT1 UT0

31

UT19 UT18

UT4 UT2

UT17 UT16

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 00 0

UT3

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0280＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

31～20 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

19～0 UT19～

UT0 

H'00280 R W コミュニケーションサイクル µT 数設定ビット（pMicroPerCycle） 

コミュニケーションサイクル長を µT 単位で設定します。 

有効範囲は 640～640000µT です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.9 FlexRay GTU 設定レジスタ 2（FRGTUC2） 
 

FlexRay GTU 2 FRGTUC2 P4 H'FFBF F0A4

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MPC13 MPC12 MPC11 MPC10 MPC9 MPC8 MPC7 MPC6 MPC5 MPC1 MPC0

31

SNM3 SNM2

MPC4 MPC2

SNM1 SNM0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 10 0

MPC3

 
 

＜リセット後の値：H'0002 000A＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～20 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

19～16 SNM3～

SNM0 

0010 R W 最大 SYNC ノード数設定ビット（gSyncNodeMax） 

1 コミュニケーションサイクル中に含まれる SYNC フレームの最大数を設定しま

す。有効範囲は 2～15 です。 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

13～0 MPC13～

MPC0 

H'000A R W コミュニケーションサイクル MT 数設定ビット（gMacroPerCycle） 

コミュニケーションサイクル長を MT 単位で設定します。 

有効範囲は 10～16000MT です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

   ・ クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.10 FlexRay GTU 設定レジスタ 3（FRGTUC3） 
 

FlexRay GTU 3 FRGTUC3 P4 H'FFBF F0A8

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
UIOB7 UIOB6 UIOB5 UIOB4 UIOB3 UIOB2 UIOB1 UIOB0 UIOA7 UIOA6 UIOA5 UIOA1 UIOA0

31

MIOA6 MIOA5 MIOA4 MIOA3 MIOA2

UIOA4 UIOA2

MIOA1 MIOA0MIOB6 MIOB5 MIOB4 MIOB3 MIOB2 MIOB1 MIOB0

16

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 10 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

UIOA3

 
 

＜リセット後の値：H'0202 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

30～24 MIOB6～

MIOB0 

H'02 R W チャネル B MT 初期オフセット設定ビット（pMacroInitialOffset[B]）*1 

スタティックスロット境界から Secondary TRP 直後の MT 境界までの MT 数を公

称 MT 長ベースで設定します*2。有効範囲は 2～72MT です。 

23 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

22～16 MIOA6～

MIOA0 

H'02 R W チャネル A MT 初期オフセット設定ビット（pMacroInitialOffset[A]）*1 

スタティックスロット境界から Secondary TRP 直後の MT 境界までの MT 数を公

称 MT 長ベースで設定します*2。有効範囲は 2～72MT です。 

15～8 UIOB7～

UIOB0 

すべて 0 R W チャネル B µT 初期オフセット設定ビット（pMicroInitialOffset[B]） 

チャネル B の Secondary TRP（Time Reference Point）から直後の MT 境界まで

の時間を µT 単位で設定します。有効範囲は 0～240µT です。 

パラメータは FRGTUC5 レジスタの DCB7～DCB0 ビットの設定値に依存します

ので、チャネルごとに設定する必要があります。 

7～0 UIOA7～

UIOA0 

すべて 0 R W チャネル A µT 初期オフセット設定ビット（pMicroInitialOffset[A]） 

チャネル A の Secondary TRP（Time Reference Point）から直後の MT 境界まで

の時間を µT 単位で設定します。有効範囲は 0～240µT です。 

パラメータは FRGTUC5 レジスタの DCA7～DCA0 ビットの設定値に依存します

ので、チャネルごとに設定する必要があります。 

【注】 *1 クラスタ内の全ノードで同じ値を設定してください。 

 *2 公称 MT とはオフセット補正およびレート補正されていない MT のことを表します。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.11 FlexRay GTU 設定レジスタ 4（FRGTUC4） 
NIT13～NIT0 ビットと OCS13～OCS0 ビットの詳細は、「32.12.5 NIT 開始位置設定、オフセット補正開

始位置の設定」を参照してください。 
 

FlexRay GTU 4 FRGTUC4 P4 H'FFBF F0AC

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
NIT13 NIT12 NIT11 NIT10 NIT9 NIT8 NIT7 NIT6 NIT5 NIT1 NIT0

31

OCS7 OCS6 OCS5 OCS4 OCS3 OCS2

NIT4 NIT2

OCS1 OCS0OCS13 OCS12 OCS11 OCS10 OCS9 OCS8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 10 1

NIT3

 
 

＜リセット後の値：H'0008 0007＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

29～16 OCS13～

OCS0 

H'0008 R W オフセット補正開始位置設定ビット（gOffsetCorrectionStart-1） 

NIT 内でのオフセット補正の開始位置をコミュニケーションサイクルの先頭から

の MT 数で設定します。有効範囲は 8～15998MT です。 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

13～0 NIT13～

NIT0 

H'0007 R W NIT 開始位置設定ビット（gMacroPerCycle-gdNIT-1） 

NIT（Network Idle Time）の開始位置をコミュニケーションサイクルの先頭からの

MT 数で設定します。有効範囲は 7～15997MT です。 

MT 値が NIT13～NIT0 の設定値に一致し、MT のインクリメントパルスがセットさ

れたとき NIT の開始位置と認識されます。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

   ・ クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.12 FlexRay GTU 設定レジスタ 5（FRGTUC5） 
 

FlexRay GTU 5 FRGTUC5 P4 H'FFBF F0B0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DCB7 DCB6 DCB5 DCB4 DCB3 DCB2 DCB1 DCB0 DCA7 DCA6 DCA5 DCA1 DCA0

31

CDD4 CDD3 CDD2

DCA4 DCA2

CDD1 CDD0DEC7 DEC6 DEC5 DEC4 DEC3 DEC2 DEC1 DEC0

16

0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

DCA3

 
 

＜リセット後の値：H'0E00 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～24 DEC7～

DEC0 

H'0E R W デコード補正値設定ビット（pDecodingCorrection） 

Primary TRP（time reference point）を決定するために使用するデコード補正値を

µT 単位で設定します。有効範囲は 14～143µT です。 

23～21 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

20～16 CDD4～

CDD0 

すべて 0 R W クラスタドリフトダンピング値設定ビット（pClusterDriftDamping） 

クロック同期において丸め誤差の蓄積を最小限にするために使用するクラスタド

リフトダンピング値を µT 単位で設定します。有効範囲は 0～20µT です。 

15～8 DCB7～

DCB0 

すべて 0 R W チャネル B 遅延補正値設定ビット（pDelayCompensation[B]） 

チャネルBでの遅延補正値を µT単位で設定します。このビットは 0.0125～0.05µs

の範囲の µT に対し、最大 cPropagationDelayMax までの想定される伝播遅延をカ

バーします。実際は全 Sync ノードの最小伝播遅延値が適用されます。有効範囲は

0～200µT です。 

7～0 DCA7～

DCA0 

すべて 0 R W チャネル A 遅延補正値設定ビット（pDelayCompensation[A]） 

チャネルAでの遅延補正値を µT単位で設定します。このビットは 0.0125～0.05µs

の範囲の µT に対し、最大 cPropagationDelayMax までの想定される伝播遅延をカ

バーします。実際は全 Sync ノードの最小伝播遅延値が適用されます。有効範囲は

0～200µT です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.13 FlexRay GTU 設定レジスタ 6（FRGTUC6） 
 

FlexRay GTU 6 FRGTUC6 P4 H'FFBF F0B4

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ASR10 ASR9 ASR8 ASR7 ASR6 ASR5 ASR1 ASR0

31

MOD7 MOD6 MOD5 MOD4 MOD3 MOD2

ASR4 ASR2

MOD1 MOD0MOD10 MOD9 MOD8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

ASR3

 
 

＜リセット後の値：H'0002 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

26～16 MOD10～

MOD0 

H'002 R W 最大発振偏移設定ビット（pdMaxDrift） 

異なるクロックで動作している二つのノード間における 1 コミュニケーションサ

イクル間での最大偏移量を µT 単位で設定します。有効範囲は 2～1923µT です。

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

10～0 ASR10～

ASR0 

すべて 0 R W 許容 Startup 範囲設定ビット（pdAcceptedStartupRange） 

統合中の Startup フレームの許容誤差範囲を拡張して µT 単位で設定します。有効

範囲は 0~1875µT です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.14 FlexRay GTU 設定レジスタ 7（FRGTUC7） 
 

FlexRay GTU 7 FRGTUC7 P4 H'FFBF F0B8

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
SSL9 SSL8 SSL7 SSL6 SSL5 SSL1 SSL0

31

NSS7 NSS6 NSS5 NSS4 NSS3 NSS2

SSL4 SSL2

NSS1 NSS0NSS9 NSS8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 00 0

SSL3

 
 

＜リセット後の値：H'0002 0004＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～26 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

25～16 NSS9～

NSS0 

H'002 R W スタティックスロット数設定ビット（gNumberOfStaticSlots）*1 

1 サイクル当たりのスタティックスロット数を設定します。有効範囲は 2～

1023MT です。 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

9～0 SSL9～

SSL0 

H'004 R W スタティックスロット長設定ビット（gdStaticSlot） 

スタティックスロット長を MT 単位で設定します。有効範囲は 4～659MT 

【注】 *1 FlexRay ネットワークを立ち上げるには、2 つ以上の Coldstart ノードが必要です。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

   ・ クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.15 FlexRay GTU 設定レジスタ 8（FRGTUC8） 
 

FlexRay GTU 8 FRGTUC8 P4 H'FFBF F0BC

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MSL5 MSL1 MSL0

31

NMS7 NMS6 NMS5 NMS4 NMS3 NMS2

MSL4 MSL2

NMS1 NMS0NMS12 NMS11 NMS10 NMS9 NMS8

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0

MSL3

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0002＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～29 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

28～16 NMS12～

NMS0 

すべて 0 R W ミニスロット数設定ビット（gNumberOfMinislots） 

1サイクル中のダイナミックセグメント内のミニスロット数をMT単位で設定しま

す。有効範囲は 0～7986MT です。 

15～6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

5～0 MSL5～

MSL0 

H'02 R W ミニスロット長設定ビット（gdMinislot） 

ミニスロット長を MT 単位で設定します。有効範囲は 2～63MT です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

   ・ クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.16 FlexRay GTU 設定レジスタ 9（FRGTUC9） 
 

FlexRay GTU 9 FRGTUC9 P4 H'FFBF F0C0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MAPO4 MAPO3 MAPO2 MAPO1 MAPO0 APO5 APO1 APO0

31

APO4 APO2

DSI1 DSI0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 00 1

APO3

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0101＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～18 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

17、16 DSI1、DSI0 00 R W ダイナミックスロットアイドル時間設定ビット（gdDynamicSlotIdlePhase）*1 

ダイナミックスロットアイドル時間をミニスロット数で設定します。有効範囲は 0

～2 です。 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

12～8 MAPO4～

MAPO0 

H'01 R W ミニスロットアクションポイントオフセット設定ビット

（gdMinislotActionPointOffset） 

ダイナミックセグメントのミニスロット内のアクションポイントの位置を MT 単

位で設定します。有効範囲は 1～31MT です。 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

5～0 APO5～

APO0 

H'01 R W アクションポイントオフセット設定ビット（gdActionPointOffset） 

スタティックスロットおよびシンボルウィンドウ内のアクションポイントの位置

を MT 単位で設定します。有効範囲は 1～63MT です。 

【注】 *1 ダイナミックスロットアイドル時間は、アイドル検出時間以上である必要があります。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

   ・ クラスタ内の全ノードで同じ設定にしてください。 
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32.6.17 FlexRay GTU 設定レジスタ 10（FRGTUC10） 
 

FlexRay GTU 10 FRGTUC10 P4 H'FFBF F0C4

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31
MRC10 MRC9 MRC8 MRC7 MRC6 MRC5 MRC4 MRC3 MRC2 MRC1 MRC0

MOC10 MOC9 MOC8MOC13 MOC12 MOC11 MOC4 MOC3 MOC2 MOC1 MOC0MOC7 MOC6 MOC5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 00 1  
 

＜リセット後の値：H'0002 0005＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

26～16 MRC10～

MRC0 

H'002 R W 最大レート補正値設定ビット（pRateCorrectionOut） 

クロック同期アルゴリズムで使用されるレート補正値の最大許容値（絶対値）を µT

単位で保持します。CC は最大レート補正値と内部レート補正値を比較確認しま

す。有効範囲は 2～1923µT です。 

15、14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

13～0 MOC13～

MOC0 

H'0005 R W 最大オフセット補正値設定ビット（pOffsetCorrectionOut） 

クロック同期アルゴリズムで使用されるオフセット補正値の最大許容値（絶対値）

を µT 単位で保持します。CC は最大オフセット補正値と内部オフセット補正値を

比較確認します。有効範囲は 5～15266µT です。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.6.18 FlexRay GTU 設定レジスタ 11（FRGTUC11） 
FlexRay GTU 11 FRGTUC11 P4 H'FFBF F0C8

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31
ERC2 ERC1 ERC0 EOC2 EOC1 EOC0

ERCC1 ERCC0 EOCC1 EOCC0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

26～24 ERC2～

ERC0 

すべて 0 R W 外部レート補正値設定ビット（pExternRateCorrection）*2*3 

クロック同期アルゴリズムで使用される外部レート補正値を µT 単位で保持しま

す。値は計算されたレート補正値から減算または加算されます。 

有効範囲は 0～7µT です。 

23～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

18～16 EOC2～

EOC0 

すべて 0 R W 外部オフセット補正値設定ビット（pExternOffsetCorrection）*2*3 

クロック同期アルゴリズムで使用される外部オフセット補正値を µT 単位で保持

します。値は計算されたオフセット補正値から減算または加算されます。 

有効範囲は 0～7µT です。 

15～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

9、8 ERCC1、

ERCC0 

00 R W 外部レート補正制御ビット（vExternRateControl）*1 

0x：外部レート補正禁止 

10：内部レート補正値－外部レート補正値 

11：内部レート補正値＋外部レート補正値 

7～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

1、0 EOCC1、

EOCC0 

00 R W 外部オフセット補正制御ビット（vExternOffsetControl）*1 

0x：外部オフセット補正禁止 

10：内部オフセット補正値－外部オフセット補正値 

11：内部オフセット補正値＋外部オフセット補正値 

【注】 *1 設定変更は NIT（ネットワークアイドル時間）以外で行ってください。 
 *2 CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
 *3 設定値は NIT 期間に使用されます。 



 32. FlexRay モジュール 

Rev.1.10 2011.09.16  32-81

  R01UH0030JJ0110 

32.7 CC ステータスレジスタ 
9/17 ビット以上のステータスフラグに対し 8/16 ビットアクセスを行った場合、2 回のアクセスの間に CC

によって値が更新される可能性があります。PAck の周波数によっては、CPU でポーリングする速度よりス

テータスベクタの変化速度のほうが速くなることがあります。 
 

32.7.1 FlexRay CC ステータスベクタレジスタ（FRCCSV） 
 

HRQ FSI POCS2POCS5 POCS4 POCS3

RCA4 RCA3 RCA2 RCA1 RCA0

FlexRay CC FRCCSV P4 H'FFBF F100

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31
PSL5 PSL4 PSL3 PSL2 PSL1 PSL0 WSV2 WSV1 WSV0

CSI SLM1 SLM0CSAI CSNI POCS1 POCS0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

29～24 PSL5～

PSL0 

すべて 0 R N POC 状態ログ 

HALT 状態へ遷移するとき、直前の POCS5～POCS0 ビットの値が設定されます。

このビットは、HALT 状態へ遷移するとき設定されます。HALT 状態時に FREEZE

コマンドが受け付けられた場合は HALT（"B'000100"）が設定され、FSI ビットは

まだ"1"になりません。つまり、FREEZE コマンドによって HALT 状態へ遷移した

のではないことを示します。HALT 状態から抜けると、"B'000000"になります。

23～19 RCA4～

RCA0 

不定 R N Coldstart 試行残数（vRemainingColdstartAttempts） 

Coldstart の試行回数の残数を表示します。RUN コマンドにより、FRSUCC1 レジ

スタの CSA4～CSA0 ビットで設定した Coldstart の試行回数の最大値に初期化さ

れます。CONFIG 状態での初期値も、FRSUCC1 レジスタの CSA4～CSA0 ビット

で設定した値です。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

18～16 WSV2～

WSV0 

すべて 0 R N ウェイクアップ状態（vPOC!WakeupStatus）*6 

現在のウェイクアップ試行状態を示します。 

000：UNDEFINED 状態 

ウェイクアップ処理が未実行のとき 

001：RECEIVED_HEADER 状態 

WAKEUP_LISTEN 状態時に、いずれのチャネルでもコーディング違反の

ないフレームヘッダを受信してCCがウェイクアップ処理を完了したとき

010：RECEIVED_WUP 状態 

WAKEUP_LISTEN 状態時に、FRSUCC1 レジスタの WUCS ビットで選択

したチャネルで有効なウェイクアップパターンを受信して、CC がウェイ

クアップ処理を完了したとき 

011：COLLISION_HEADER 状態 

ウェイクアップパターン送信中に、いずれかのチャネルで有効なフレーム

のヘッダセクションを受信したため衝突検出し、CC がウェイクアップ処

理を停止したとき 

100：COLLISION_WUP 状態 

ウェイクアップパターン送信中に、FRSUCC1 レジスタの WUCS ビット

で選択したチャネルで有効なウェイクアップパターンを受信したため衝

突検出し、CC がウェイクアップ処理を停止したとき 

101：COLLISION_UNKNOWN 状態 

有効なウェイクアップパターンも有効なフレームヘッダも受信せず内部

ウェイクアップタイマが規定値に達し、CC が WAKEUP_DETECT 状態か

ら抜けてウェイクアップ処理を停止したとき 

110：TRANSMITTED 状態 

CC がウェイクアップパターンの送信に成功したとき 

111：予約 

15 － 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

14 CSI 不定 R N Coldstart 禁止フラグ（vColdStartInhibit）*5 

Coldstart が許可されている状態かどうかを示すフラグです。POC が CHI コマン

ドにより READY 状態に遷移したときは常に"1"になります。"0"にするときは CHI

コマンドの ALLOW_COLDSTART コマンドを発行（FRSUCC1 レジスタの CMD3

～CMD0 ビットに"B'1001"を設定）してください。 

0：Coldstart 許可 

1：Coldstart 禁止 

13 CSAI 0 R N Coldstart アボート表示フラグ*4 

0：状態変化なし 

1：Coldstart アボート 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

12 CSNI 0 R N Coldstart ノイズ表示フラグ（vPOC!ColdstartNoise）*4 

0：状態変化なし 

1：ノイズ有での Coldstart 処理発生 

11、10 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

9、8 SLM1、

SLM0 

00 R N スロットモードフラグ（vPOC!SlotMode）*3 

READY 状態、WAKEUP 状態、STARTUP 状態、NORMAL_ACTIVE 状態、また

は NORMAL_PASSIVE 状態のときの、POC のスロットモードを示します。デフォ

ルトは SINGLE です。ALL に変化するかどうかは FRSUCC1 レジスタの TSM ビッ

トの値によります。NORMAL_ACTIVE 状態または NORMAL_PASSIVE 状態のと

きに CHI コマンドの ALL_SLOT コマンドを設定すると、SINGLE から

ALL_PENDING を経て ALL になります。NORMAL_ACTIVE 状態または

NORMAL_PASSIVE 状態以外は FRSUCC1 レジスタの TSM ビットを SINGLE ス

ロットモードに設定してください。 

00：SINGLE 

01：予約 

10：ALL_PENDING 

11：ALL 

7 HRQ 0 R N ホールト要求フラグ（vPOC!CHIHaltRequest）*2 

0：状態変化なし 

1：HALT 状態への遷移要求受付 

6 FSI 0 R N フリーズ状態フラグ（vPOC!Freeze）*1 

0：状態変化なし 

1：FREEZE コマンドまたはエラー発生により HALT 状態へ遷移 

5～0 POCS5～

POCS0 

すべて 0 R N POC 状態フラグ 

POCS5、4 ビットで CC が現在どのステートにあるのかを大まかに示し、POCS3

～POCS0 ビットで詳細なステートを示します。詳細な内容については表 32.6 を

参照してください。 

00：通常動作 

01：ウェイクアップ処理中 

10：スタートアップ処理中 

11：予約 

【注】 *1 HALT 状態から DEFAULT_CONFIG 状態への遷移により"0"になります。 

 *2 HALT 状態から DEFAULT_CONFIG 状態への遷移により"0"になります。また、READY 状態に入ると"0"になり

ます。 

 *3 NORMAL_ACTIVE および NORMAL_PASSIVE 状態以外のとき、RESET_STATUS_INDICATOR コマンドにより

FRSUCC1 レジスタの TSM ビットで設定した値を"0"にします。 
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 *4 RESET_STATUS_INDICATOR コマンド、HALT 状態から DEFAULT_CONFIG 状態への遷移または READY 状態

から STARTUP 状態への遷移により"0"になります。 

 *5 POC が CHI コマンドによって READY 状態に遷移すると"1"になります。ALLOW_COLDSTART コマンド

（FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットが"B'1001"）により"0"になります。 

 *6 RESET_STATUS_INDICATORS コマンド（FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットが"B'1010"）、HALT

状態から DEFAULT_CONFIG 状態への遷移、または READY 状態から STARTUP 状態への遷移により"0"になり

ます。 

   ・ FRCCSV レジスタの各フラグの中には、短い時間で次へ遷移する状態が含まれており、すべての状態を確認すること

ができない場合があります。 
 

表 32.6 POC 状態フラグの詳細 

POCS5～POCS0 ビット  POC の状態 

B'00 0000 DEFAULT_CONFIG 状態 

B'00 0001 READY 状態 

B'00 0010 NORMAL_ACTIVE 状態 

B'00 0011 NORMAL_PASSIVE 状態 

B'00 0100 HALT 状態 

B'00 0101～B'00 1110 

通常動作中 

予約 

B'00 1111 CONFIG 状態 

B'01 0000 WAKEUP_STANDBY 状態 

B'01 0001 WAKEUP_LISTEN 状態 

B'01 0010 WAKEUP_SEND 状態 

B'01 0011 WAKEUP_DETECT 状態 

B'01 0100～B'01 1111 

ウェイクアップ処理中 

予約 

B'10 0000 STARTUP_PREPARE 状態 

B'10 0001 COLDSTART_LISTEN 状態 

B'10 0010 COLDSTART_COLLISION_RESOLUTION 状態 

B'10 0011 COLDSTART_CONSISTENCY_CHECK 状態 

B'10 0100 COLDSTART_GAP 状態 

B'10 0101 COLDSTART_JOIN 状態 

B'10 0110 INTEGRATION_COLDSTART_CHECK 状態 

B'10 0111 INTEGRATION_LISTEN 状態 

B'10 1000 INTEGRATION_CONSISTENCY_CHECK 状態 

B'10 1001 INITIALIZE_SCHEDULE 状態 

B'10 1010 ABORT_STARTUP 状態 

B'10 1011 STARTUP_SUCCESS 状態 

B'10 1100～B'11 1111 

スタートアップ処理中 

予約 
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32.7.2 FlexRay CC エラーベクタレジスタ（FRCCEV） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ERRM1 ERRM0 CCFC2 CCFC1 CCFC0CCFC3PTAC4 PTAC3 PTAC2 PTAC1 PTAC0

FlexRay CC FRCCEV P4 H'FFBF F106

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

12～8 PTAC4～

PTAC0 

すべて 0 R N Passive-to-Active カウンタ（vAllowPassiveToActive） 

ノードが NORMAL_PASSIVE 状態から NORMAL_ACTIVE 状態への遷移を待って

いる間に、有効なレート/オフセット補正量で通過した連続する偶数/奇数サイクル

ペアの組数を表示します。 

FRSUCC1 レジスタの PTA4～PTA0 ビットで設定した値-1 と PTAC4～PTAC0

ビットの値が一致したとき、NORMAL_PASSIVE 状態から NORMAL_ACTIVE 状

態へ遷移します。 

7、6 ERRM1、

ERRM0 

00 R N エラーモードフラグ（vPOC!ErrorMode） 

00：ACTIVE（Green） 

01：PASSIVE（Yellow） 

10：COMM_HALT（Red） 

11：予約 

5、4 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

3～0 CCFC3～

CCFC0 

すべて 0 R N クロック補正失敗カウンタ（vClockCorrectionFailed） 

CC 内部のクロック補正失敗カウンタの値（0～15）を表示します。 

オフセット補正欠落またはレート補正欠落を検出した場合、奇数コミュニケー

ションサイクル終了時にインクリメントされます。クロック同期に成功した場合、

奇数コミュニケーションサイクル終了時に"B'0000"になります。クロック補正失敗

カウンタは 15 までカウントすると停止します。 

【注】・ HALT 状態から DEFAULT_CONFIG 状態への遷移、または READY 状態に入ると"H'0000"になります。 
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32.7.3 FlexRay スロットカウンタ値レジスタ（FRSCV） 
 

FlexRay FRSCV P4 H'FFBF F110

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31
SCCB10 SCCB9 SCCB8 SCCB7 SCCB6 SCCB5 SCCB4 SCCB3 SCCB2 SCCB1 SCCB0

SCCA10 SCCA9 SCCA8 SCCA4 SCCA3 SCCA2 SCCA1 SCCA0SCCA7 SCCA6 SCCA5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

26～16 SCCB10～

SCCB0 

すべて 0 R N チャネル B スロットカウンタ（vSlotCounter[B]） 

チャネル B のスロットカウンタ値を表示します。有効範囲は 0～2047 です。値は

CC によってインクリメントされ、コミュニケーションサイクルの開始時に初期化

されます。 

15～12 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

11～0 SCCA10～

SCCA0 

すべて 0 R N チャネル A スロットカウンタ（vSlotCounter[A]） 

チャネル A のスロットカウンタ値を表示します。有効範囲は 0～2047 です。値は

CC によってインクリメントされ、コミュニケーションサイクルの開始時に初期化

されます。 
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32.7.4 FlexRay MT 値/サイクルカウンタ値レジスタ（FRMTCCV） 
 

FlexRay MT / FRMTCCV P4 H'FFBF F114

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

MTV13 MTV12 MTV11

CCV5 CCV4 CCV3 CCV2 CCV1 CCV0

MTV10 MTV9 MTV8 MTV4 MTV3 MTV2 MTV1 MTV0MTV7 MTV6 MTV5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～22 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

21～16 CCV5～

CCV0 

すべて 0 R N サイクルカウンタ値（vCycleCounter） 

サイクルカウンタ値を表示します。有効範囲は 0～63 です。値はコミュニケーショ

ンサイクルの開始時に CC によってインクリメントされます。 

15、14 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

13～0 MTV13～

MTV0 

すべて 0 R N MT 値（vMacrotick） 

MT 値を表示します。有効範囲は 0～15999 です。値は CC によってインクリメン

トされ、コミュニケーションサイクルの開始時に初期化されます。 

【注】・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
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32.7.5 FlexRay レート補正値レジスタ（FRRCV） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RCV7 RCV6 RCV5 RCV2 RCV1 RCV0RCV4 RCV3RCV11 RCV10 RCV9 RCV8

FlexRay FRRCV P4 H'FFBF F11A

 
＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

11～0 RCV11～

RCV0 

すべて 0 R N レート補正値（vRateCorrection） 

範囲制限前の内部レート補正値を 2 の補数で表示します。*1 

計算値が FRGTUC10 レジスタの MRC10～MRC0 ビットで設定した範囲を超えた

場合は、FRSFS レジスタの RCLR ビットが"1"になります。 

【注】 *1 外部レート補正値には、この値を範囲制限した値が加算されます。 

   ・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
 

32.7.6 FlexRay オフセット補正値レジスタ（FROCV） 
 

FlexRay FROCV P4 H'FFBF F11C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

OCV13 OCV12 OCV11

OCV18 OCV17 OCV16

OCV15 OCV14 OCV10 OCV9 OCV8 OCV4 OCV3 OCV2 OCV1 OCV0OCV7 OCV6 OCV5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

18～0 OCV18～

OCV0 

すべて 0 R N オフセット補正値（vOffsetCorrection） 

範囲制限前の内部オフセット補正値を 2 の補数で表示します。*1 

計算値がFRGTUC10レジスタのMOC13～MOC0ビットで設定した範囲を超えた

場合は、FRSFS レジスタの OCLR ビットが"1"になります。 

【注】 *1 外部オフセット補正値には、この値を範囲制限した値が加算されます。 

   ・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
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32.7.7 FlexRay Sync フレームステータスレジスタ（FRSFS） 
1 コミュニケーションサイクル中の有効な Sync フレームの最大数は 15 です。 

 
FlexRay Sync FRSFS P4 H'FFBF F120

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

VSBO1 VSBO0 VSBE3

RCLR MRCS OCLR MOCS

VSBO3 VSBO2 VSBE2 VSBE1 VSBE0 VSAO0 VSAE3 VSAE2 VSAE1 VSAE0VSAO3 VSAO2 VSAO1

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～20 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

19 RCLR 0 R N レート補正値制限到達フラグ 

レート補正値が FRGTUC10 レジスタの MRC10～MRC0 ビットで設定した制限範

囲を超えたことを示します。オフセット補正開始時に CC によって更新されます。

0：レート補正値が制限値未満 

1：レート補正値が制限値に到達 

18 MRCS 0 R N レート補正欠落フラグ 

レート補正欠落フラグは、一対の偶数/奇数 Sync フレームが受信されなかったた

めにレート補正を実行できなかったことを示します。オフセット補正開始時に CC

によって更新されます。 

0：レート補正有効 

1：レート補正欠落 

17 OCLR 0 R N オフセット補正値制限到達フラグ 

オフセット補正値が FRGTUC10レジスタのMOC13～MOC0ビットで設定した制

限範囲を超えたことを示します。オフセット補正開始時に CC によって更新され

ます。 

0：オフセット補正値が制限値未満 

1：オフセット補正値が制限値に到達 

16 MOCS 0 R N オフセット補正欠落フラグ 

オフセット補正欠落フラグは、Sync フレームが受信されなかったためにオフセッ

ト補正を実行できなかったことを示します。このフラグは、オフセット補正開始

時に CC によって更新されます。 

0：オフセット補正有効 

1：オフセット補正欠落 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～12 VSBO3～

VSBO0 

すべて 0 R N 奇数サイクル中チャネル B 有効 Sync フレーム数*1*3 

奇数コミュニケーションサイクル中にチャネル B で受信した有効な Sync フレー

ム数を表示します。 

値は奇数コミュニケーションサイクルの NIT 中に更新されます。 

11～8 VSBE3～

VSBE0 

すべて 0 R N 偶数サイクル中チャネル B 有効 Sync フレーム数*1*3 

偶数コミュニケーションサイクル中にチャネル B で受信した有効な Sync フレー

ム数を表示します。 

値は偶数コミュニケーションサイクルの NIT 中に更新されます。 

7～4 VSAO3～

VSAO0 

すべて 0 R N 奇数サイクル中チャネル A 有効 Sync フレーム数*1*2 

奇数コミュニケーションサイクル中にチャネル A で受信した有効な Sync フレー

ム数を表示します。 

値は奇数コミュニケーションサイクルの NIT 中に更新されます。 

3～0 VSAE3～

VSAE0 

すべて 0 R N 偶数サイクル中チャネル A 有効 Sync フレーム数*1*2 

偶数コミュニケーションサイクル中にチャネル A で受信した有効な Sync フレー

ム数を表示します。 

値は偶数コミュニケーションサイクルの NIT 中に更新されます。 

【注】 *1 FRSUCC1 レジスタの TXSY ビットの設定で Sync フレームの送信が許可されている場合値は、1 ずつインクリ

メントされます。 

 *2 FRSUCC1 レジスタの CCHA ビットが"1"のとき有効です。 

 *3 FRSUCC1 レジスタの CCHB ビットが"1"のとき有効です。 

   ・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
 

32.7.8 FlexRay シンボルウィンドウ/NIT ステータスレジスタ（FRSWNIT） 
ビット 7～0 は、シンボルウィンドウ関連のステータスを表示します。各チャネルのシンボルウィンドウの

終端で更新されます。スタートアップ中は更新されません。 

ビット 11～8 は、NIT 関連のステータスを表示します。各チャネルの NIT の終端で更新されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MTSB MTSA TCSB TCSA SBSA SESASBSB SESBSBNB SENB SBNA SENA

FlexRay /NIT FRSWNIT P4 H'FFBF F126

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～12 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

11 SBNB 0 R N チャネル B NIT 内スロット境界違反検出フラグ（vSS!BViolationB） 

0：スロット境界違反検出なし 

1：チャネル B で NIT 内スロット境界違反検出 

10 SENB 0 R N チャネル B NIT 内シンタックスエラー検出フラグ（vSS!SyntaxErrorB） 

0：シンタックスエラー検出なし 

1：チャネル B で NIT 内シンタックスエラー検出 

9 SBNA 0 R N チャネル A NIT 内スロット境界違反検出フラグ（vSS!BViolationA） 

0：スロット境界違反検出なし 

1：チャネル A で NIT 内スロット境界違反検出 

8 SENA 0 R N チャネル A NIT 内シンタックスエラー検出フラグ（vSS!SyntaxErrorA） 

0：シンタックスエラー検出なし 

1：チャネル A で NIT 内シンタックスエラー検出 

7 MTSB 0 R N チャネル B MTS 受信フラグ（vSS!ValidMTSB）*2 

直前のシンボルウィンドウ区間内で MTS シンボル（Media Access Test Symbol）

をチャネル B で受信したことを示します。 

0：チャネル B で MTS シンボル受信なし 

1：チャネル B で MTS シンボル受信 

6 MTSA 0 R N チャネル A MTS 受信フラグ（vSS!ValidMTSA）*1 

直前のシンボルウィンドウ区間内で MTS シンボル（Media Access Test Symbol）

をチャネル A で受信したことを示します。 

0：チャネル A で MTS シンボル受信なし 

1：チャネル A で MTS シンボル受信 

5 TCSB 0 R N チャネル B シンボルウィンドウ内送信競合検出フラグ（vSS!TxConflictB） 

0：送信競合検出なし 

1：チャネル B でシンボルウィンドウ内送信競合検出 

4 SBSB 0 R N チャネル B シンボルウィンドウ内スロット境界違反検出フラグ（vSS!BViolationB）

0：スロット境界違反検出なし 

1：チャネル B でシンボルウィンドウ内スロット境界違反検出 

3 SESB 0 R N チャネル B シンボルウィンドウ内シンタックスエラー検出フラグ

（vSS!SyntaxErrorB） 

0：シンタックスエラー検出なし 

1：チャネル B でシンボルウィンドウ内シンタックスエラー検出 

2 TCSA 0 R N チャネル A シンボルウィンドウ内送信競合検出フラグ（vSS!TxConflictA） 

0：送信競合検出なし 

1：チャネル A でシンボルウィンドウ内送信競合検出 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

1 SBSA 0 R N チャネル A シンボルウィンドウ内スロット境界違反検出フラグ（vSS!BViolationA）

0：スロット境界違反検出なし 

1：チャネル A でシンボルウィンドウ内スロット境界違反検出 

0 SESA 0 R N チャネル A シンボルウィンドウ内シンタックスエラー検出フラグ

（vSS!SyntaxErrorA） 

0：シンタックスエラー検出なし 

1：チャネル A でシンボルウィンドウ内シンタックスエラー検出 

【注】 *1 このビットが"1"になると、FRSIR レジスタの MTSA ビットも"1"になります。 

 *2 このビットが"1"になると、FRSIR レジスタの MTSB ビットも"1"になります。 

   ・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
 

32.7.9 FlexRay チャネルステータス集計レジスタ（FRACS） 
チャネルステータス集計レジスタは、各チャネルが送信/受信のどちらになっているかに関係なく、すべて

のコミュニケーションスロットに対するチャネルの動作の結果生じたステータスを保持します。このレジス

タにはシンボルウィンドウおよび NIT からのステータスデータも含まれます。ステータスデータは、各スロッ

トの終わりで更新（"1"に）され、プログラムによってリセット（"0"に）されるまで集計されます。スタート

アップ中は更新されません。各フラグは、該当するビットに"1"を書くと"0"になります。"0"を書いてもフラ

グに影響を与えません。MCU がリセットされると"0"になります。CONFIG 状態から遷移したとき、または

STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CEDA SEDA VFRASBVA CIASBVB CIB CEDB SEDB VFRB

FlexRay FRACS P4 H'FFBF F12A

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

12 SBVB 0 R W チャネル B スロット境界違反検出フラグ（vSS!BViolationB）*1 

観測期間中（スタティックセグメント、ダイナミックセグメント、シンボルウィ

ンドウ、および NIT で）、チャネル B でスロット境界違反を検出したことを示し

ます。 

0：スロット境界違反検出なし 

1：チャネル B でスロット境界違反検出 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

11 CIB 0 R W チャネル B 通信表示フラグ*1*2 

観測期間中、チャネル B のスロットで有効なフレームを 1 つ以上受信し、それが

追加の通信を含んでいたことを示します。つまり、1 つ以上のスロットが有効なフ

レームを受信し、かつシンタックスエラー、コンテンツエラー、スロット境界違

反のいずれかがあったことを示します。 

0：追加の通信を含む有効なフレームを受信せず 

1：チャネル B のスロットで追加の通信を含む有効なフレームを受信 

10 CEDB 0 R W チャネル B コンテンツエラー検出フラグ（vSS!ContentErrorB）*1 

観測期間中、チャネル B のスタティックセグメントまたはダイナミックセグメン

トでコンテンツエラーを含むフレームを 1 つ以上受信したことを示します。 

0：コンテンツエラーを含むフレームを受信せず 

1：チャネル B でコンテンツエラーを含むフレームを受信 

9 SEDB 0 R W チャネル B シンタックスエラー検出フラグ（vSS!SyntaxErrorB）*1 

チャネル B のスタティックセグメント、ダイナミックセグメント、シンボルウィ

ンドウ、または NIT で 1 つ以上のシンタックスエラーを検出したことを示します。

0：シンタックスエラー検出なし 

1：チャネル B でシンタックスエラー検出 

8 VFRB 0 R W チャネル B 有効フレーム受信フラグ（vSS!ValidFrameB） 

観測期間中、チャネル B のスタティックセグメントまたはダイナミックセグメン

トで有効なフレームを 1 つ以上受信したことを示します。 

0：有効なフレームを受信せず 

1：チャネル B で有効なフレームを受信 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

4 SBVA 0 R W チャネル A スロット境界違反検出フラグ（vSS!BViolationA）*1 

観測期間中（スタティックセグメント、ダイナミックセグメント、シンボルウィ

ンドウ、および NIT で）、チャネル A でスロット境界違反を検出したことを示し

ます。 

0：スロット境界違反検出なし 

1：チャネル A でスロット境界違反検出 

3 CIA 0 R W チャネル A 通信表示フラグ*1*2 

観測期間中、チャネル A のスロットで有効なフレームを 1 つ以上受信し、それが

追加の通信を含んでいたことを示します。つまり、1 つ以上のスロットが有効なフ

レームを受信し、かつシンタックスエラー、コンテンツエラー、スロット境界違

反のいずれかがあったことを示します。 

0：追加の通信を含む有効なフレームを受信せず 

1：チャネル A のスロットで追加の通信を含む有効なフレームを受信 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

2 CEDA 0 R W チャネル A コンテンツエラー検出フラグ（vSS!ContentErrorA）*1 

観測期間中、チャネル A のスタティックセグメントまたはダイナミックセグメン

トでコンテンツエラーを含むフレームを 1 つ以上受信したことを示します。 

0：コンテンツエラーを含むフレームを受信せず 

1：チャネル A でコンテンツエラーを含むフレームを受信 

1 SEDA 0 R W チャネル A シンタックスエラー検出フラグ（vSS!SyntaxErrorA）*1 

チャネル A のスタティックセグメント、ダイナミックセグメント、シンボルウィ

ンドウ、または NIT で 1 つ以上のシンタックスエラーを検出したことを示します。

0：シンタックスエラー検出なし 

1：チャネル A でシンタックスエラー検出 

0 VFRA 0 R W チャネル A 有効フレーム受信フラグ（vSS!ValidFrameA） 

観測期間中、チャネル A のスタティックセグメントまたはダイナミックセグメン

トで有効なフレームを 1 つ以上受信したことを示します。 

0：有効なフレームを受信せず 

1：チャネル A で有効なフレームを受信 

【注】 *1 SEDA、CEDA、CIA、SBVA ビットのいずれかが"0"から"1"に変化すると、FREIR レジスタの EDA ビットが"1"

になります。また SEDB、CEDB、CIB、SBVB ビットのいずれかが"0"から"1"に変化すると、FREIR レジスタの

EDB ビットが"1"になります。 

 *2 スロットにフレームが一つしかなく、チャネルアイドル認識フェーズ中に、そのスロットの終端にあるスロット

境界に到達した場合も CIA ビットおよび CIB ビットの設定条件は満たされます。 

   ・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
 



 32. FlexRay モジュール 

Rev.1.10 2011.09.16  32-95

  R01UH0030JJ0110 

32.7.10 FlexRay 偶数 SyncID レジスタ 1～15（FRESID1～15） 
偶数コミュニケーションサイクルで受信した Sync フレーム ID を gSyncNodeMax 数まで、FRESID1 レジス

タからフレーム ID の昇順に格納します。これらの値は、クロック同期のために使用されます。自ノードが偶

数コミュニケーションサイクルで Sync フレームを送信する場合は、FRESID1 レジスタはメッセージバッファ

0 に設定された Sync フレーム ID を保持し、RXEA フラグと RXEB フラグが"1"になります。レジスタの内容

は、偶数コミュニケーションサイクルの NIT 期間中に更新されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
EID7 EID6 EID5RXEB RXEA EID2 EID1 EID0EID4 EID3EID9 EID8

FlexRay SyncID 15 FRESID15 P4 H'FFBF F16A
FlexRay SyncID 14 FRESID14 P4 H'FFBF F166
FlexRay SyncID 13 FRESID13 P4 H'FFBF F162

FlexRay SyncID 2 FRESID2 P4 H'FFBF F136
FlexRay SyncID 3 FRESID3 P4 H'FFBF F13A

FlexRay SyncID 1 FRESID1 P4 H'FFBF F132

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15 RXEB 0 R N 偶数 Sync ID チャネル B 受信フラグ 

保存した偶数 SyncID に対応する Sync フレームをチャネル B で受信したか、その

ノードが EID9～EID0 ビット（FRESID1 レジスタのみ）で示すキースロット番号

を持った Sync ノードに設定されていることを示します。 

0：Sync フレームはチャネル B では受信せず、またノードは Sync フレーム送

信用に設定されていない 

1：保存した偶数 Sync ID に対応する Sync フレームはチャネル B で受信、また

はノードが Sync フレーム送信用に設定 

14 RXEA 0 R N 偶数 Sync ID チャネル A 受信フラグ 

保存した偶数 SyncID に対応する Sync フレームをチャネル A で受信したか、その

ノードが EID9～EID0 ビット（FRESID1 レジスタのみ）で示すキースロット番号

を持った Sync ノードに設定されていることを示します。 

0：Sync フレームはチャネル A では受信せず、またノードは Sync フレーム送

信用に設定されていない 

1：保存した偶数 Sync ID に対応する Sync フレームはチャネル A で受信、また

はノードが Sync フレーム送信用に設定 

13～10 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

9～0 EID9～

EID0 

すべて 0 R N 偶数 Sync ID（vsSyncIDListA,B even）*1 

偶数コミュニケーションサイクルで受信した Sync フレーム ID を表示します。 

【注】 *1 Sync フレームのフレーム ID は 1023 以下ですので、EID10 ビットはありません。 

   ・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
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32.7.11 FlexRay 奇数 SyncID レジスタ 1～15（FROSID1～15） 
奇数コミュニケーションサイクルで受信した Sync フレーム ID を gSyncNodeMax 数まで、FROSID1 レジス

タからフレーム ID の昇順に格納します。これらの値は、クロック同期のために使用されます。自ノードが奇

数コミュニケーションサイクルで Sync フレームを送信する場合は、FROSID1 レジスタはメッセージバッファ

0 に設定された Sync フレーム ID を保持し、RXOA フラグと RXOB フラグが"1"になります。レジスタの内容

は、奇数コミュニケーションサイクルの NIT 期間中に更新されます。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
OID7 OID6 OID5RXOB RXOA OID2 OID1 OID0OID4 OID3OID9 OID8

FlexRay SyncID 15 FROSID15 P4 H'FFBF F1AA
FlexRay SyncID 14 FROSID14 P4 H'FFBF F1A6
FlexRay SyncID 13 FROSID13 P4 H'FFBF F1A2

FlexRay SyncID 3 FROSID3 P4 H'FFBF F17A
FlexRay SyncID 2 FROSID2 P4 H'FFBF F176
FlexRay SyncID 1 FROSID1 P4 H'FFBF F172

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15 RXOB 0 R N 奇数 Sync ID チャネル B 受信フラグ 

保存した奇数 SyncID に対応する Sync フレームをチャネル B で受信したか、その

ノードが OID9～OID0 ビット（FROSID1 レジスタのみ）で示すキースロット番号

を持った Sync ノードに設定されていることを示します。 

0：Sync フレームはチャネル B では受信せず、またノードは Sync フレーム送

信用に設定されていない 

1：保存した奇数 Sync ID に対応する Sync フレームはチャネル B で受信、また

はノードが Sync フレーム送信用に設定 

14 RXOA 0 R N 奇数 Sync ID チャネル A 受信フラグ 

保存した奇数 SyncID に対応する Sync フレームをチャネル A で受信したか、その

ノードが OID9～OID0 ビット（FROSID1 レジスタのみ）で示すキースロット番号

を持った Sync ノードに設定されていることを示します。 

0：Sync フレームはチャネル A では受信せず、またノードは Sync フレーム送

信用に設定されていない 

1：保存した奇数 Sync ID に対応する Sync フレームはチャネル A で受信、また

はノードが Sync フレーム送信用に設定 

13～10 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

9～0 OID9～

OID0 

すべて 0 R N 奇数 Sync ID（vsSyncIDListA,B odd）*1 

奇数コミュニケーションサイクルで受信した Sync フレーム ID を表示します。 

【注】 *1 Sync フレームのフレーム ID は 1023 以下ですので OID10 ビットはありません。 

   ・ このレジスタは、CONFIG 状態から遷移したとき、または STARTUP 状態へ遷移したときに初期化されます。 
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32.7.12 FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ 1～3（FRNMV1～3） 
生成された NM ベクタ値（0～12 バイト設定可能）を 3 つのレジスタで保持します。 

保持される NM ベクタは、各チャネルで受信された NM ベクタ（PPI ビットが"1"になっている有効なスタ

ティックフレーム）をビットごとの論理 OR をとって生成されます（「32.17 ネットワーク管理」参照）。 

レジスタの内容は CC が NORMAL_ACTIVE 状態または NORMAL_PASSIVE 状態にあるかぎり、コミュニ

ケーションサイクル終了時ごとに更新されます。 

FRNEMC レジスタで設定された NM ベクタ長を超えるデータは無効です。 
 

FlexRay 3 FRNMV3 P4 H'FFBF F1B8
FlexRay 2 FRNMV2 P4 H'FFBF F1B4
FlexRay 1 FRNMV1 P4 H'FFBF F1B0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

NM31

31

NM30 NM29 NM28 NM27 NM26 NM25 NM24 NM23 NM22 NM21 NM20 NM19 NM18 NM17 NM16

NM15 NM14 NM10 NM9 NM8NM13 NM12 NM11 NM4 NM3 NM2 NM1 NM0NM7 NM6 NM5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～24 NM31～

NM24 

すべて 0 R N 

23～16 NM23～

NM16 

すべて 0 R N 

15～8 NM15～

NM8 

すべて 0 R N 

7～0 NM7～

NM0 

すべて 0 R N 

生成された NM ベクタ（ネットワーク管理ベクタ）を保持します。*1 

保持される NM ベクタは各チャネルで受信した NM ベクタをビットごとの OR を

とって生成されます。 

NM ベクタは 0～12 バイトです。 

【注】 *1 受信したペイロードのデータは以下のように配置されます。 
 

レジスタ名 NM31～NM24 NM23～NM16 NM15～NM8 NM7～NM0 

FRNMV1 レジスタ Data 3 Data 2 Data 1 Data 0 

FRNMV2 レジスタ Data 7 Data 6 Data 5 Data 4 

FRNMV3 レジスタ Data 11 Data 10 Data 9 Data 8 

 

このレジスタへの読み出し時のバイト順位を FXROCレジスタの FBSENビットでリトルエンディアン形式

かビッグエンディアン形式を選択できます。 
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• FXROCレジスタのFBSENビットが"1"（ビッグエンディアン形式）のとき 
 

レジスタ名 NM31～NM24 NM23～NM16 NM15～NM8 NM7～NM0 

FRNMV1 レジスタ Data 0 Data 1 Data 2 Data 3 

FRNMV2 レジスタ Data 4 Data 5 Data 6 Data 7 

FRNMV3 レジスタ Data 8 Data 9 Data 10 Data 11 

 

• FXROCレジスタのFBSENビットが"0"（リトルエンディアン形式）のとき 
 

レジスタ名 NM31～NM24 NM23～NM16 NM15～NM8 NM7～NM0 

FRNMV1 レジスタ Data 3 Data 2 Data 1 Data 0 

FRNMV2 レジスタ Data 7 Data 6 Data 5 Data 4 

FRNMV3 レジスタ Data 11 Data 10 Data 9 Data 8 
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32.8 メッセージバッファ制御レジスタ 

32.8.1 FlexRay メッセージ RAM 設定レジスタ（FRMRC） 
スタティックセグメント、ダイナミックセグメントおよび FIFO に割り当てられたメッセージバッファ数を

設定するレジスタです。 
 

FlexRay RAM FRMRC P4 H'FFBF F300

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

FFB5 FFB4 FFB3

SPLM SEC1 SEC0 LCB7 LCB6 LCB5 LCB4 LCB3 LCB2 LCB1 LCB0

FFB7 FFB6 FFB2 FFB1 FFB0 FDB4 FDB3 FDB2 FDB1 FDB0FDB7 FDB6 FDB5

16

0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0180 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

26 SPLM 0 R W Sync フレームペイロード Multiplex ビット 

Sync ノードの場合（FRSUCC1 レジスタの TXSY ビットが"1"のとき）または

SINGLE スロットモードに設定されている場合（TSM ビットが"1"のとき）有効で

す。このビットを"1"にすると、メッセージバッファ 0 および 1 はチャネル A およ

び B で個別のペイロードデータを持つ Sync フレーム送信専用のメッセージバッ

ファとなります。"0"にした場合、両チャネルで同一のペイロードデータを持つ

Sync フレームがメッセージバッファ 0 から送信されます。メッセージバッファ 0

およびメッセージバッファ 1 用のチャネルフィルタは SPLM ビット設定に応じて

選択されます。 

0：メッセージバッファ 0 への書き込み禁止 

1：メッセージバッファ 0 および 1 への書き込み禁止 

【注】・Sync ノードの場合、または SINGLE スロットモードに設定されている場

合、メッセージバッファ 0 および 1 は Sync フレーム用または SNGLE ス

ロットフレーム用に確保されるので、ノード固有のキースロット ID を設

定してください。Sync ノードまたは SINGLE スロットモードとして設定

されていない場合、メッセージバッファ 0 および 1 は他のメッセージバッ

ファと同様に扱われます。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

25 

24 

SEC1 

SEC0 

0 

1 

R 

R 

W 

W 

保護バッファビット*1 

00：メッセージバッファ（＜FFB）への書き込み許可*2 

01：メッセージバッファ（＜FDB かつ≧FFB）への書き込み禁止、および 

メッセージバッファ（≧FDB）のスタティックセグメントへの送信禁止 

10：すべてのメッセージバッファへの書き込み禁止 

11：すべてのメッセージバッファへの書き込み禁止、およびメッセージバッファ

（≧FDB）のスタティックセグメントへの送信禁止 

23～16 LCB7～

LCB0 

H'80 R W 最終バッファ番号設定ビット 

0～127：メッセージバッファ数は LCB+1 

128 以上：メッセージバッファ設定なし 

15～8 FFB7～

FFB0 

すべて 0 R W FIFO バッファ先頭位置設定ビット 

0：すべて FIFO バッファに設定 

1~127：メッセージバッファ FFB～LCB を FIFO バッファに設定 

128 以上：FIFO バッファ設定なし 

7～0 FDB7～

FDB0 

すべて 0 R W ダイナミックバッファ先頭位置設定ビット 

0：スタティックセグメント用にメッセージバッファなし 

1～127：メッセージバッファ 0～FDB-1 をスタティックセグメント用に確保 

128 以上：ダイナミックバッファなし 

【注】 *1 CONFIG 状態では、これらのビットの設定は無視されます。 

 *2 ノードが Sync フレーム送信用または SINGLE スロットモードに設定されている場合、メッセージバッファ 0

（SPLM ビットが"1"のときはメッセージバッファ 1 も同様）への書き込みは禁止です。 

   ・ Sync ノードの場合、または SINGLE スロットモードに設定されている場合、メッセージバッファ 0 および 1 は Sync

フレーム用またはSNGLEスロットフレーム用に確保されるので、ノード固有のキースロット IDを設定してください。

Sync ノードまたは SINGLE スロットモードとして設定されていない場合、メッセージバッファ 0 および 1 は他のメッ

セージバッファと同様に扱われます。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定できます。 
 
 



 32. FlexRay モジュール 

Rev.1.10 2011.09.16  32-101

  R01UH0030JJ0110 

図 32.3 に FDB、FFB、LCB ビットによるメッセージバッファの構成例を示します。 

FDB

FFB

LCB

0

1

N 1

N

FIFO

FIFO FFB  FDB
FIFO FFB 128
LCB  FDB LCB  FFB  

図 32.3 メッセージバッファの構成例 

【注】・ FDB、FEB および LCB 各ビットの設定が有効であることを必ず確認してください。CC での誤設定チェック機能はあ

りません。 

   ・ ヘッダセクション数は最大で 128、すなわちメッセージバッファは最大 128 個まで設定できます。データセクション

の最大長は 254 バイトです。データセクション長はメッセージバッファごとに設定できます。詳細は「32.23 メッ

セージ RAM」を参照してください。 

   ・ サイクルフィルタリングを使用することで、2 つ以上のメッセージバッファをスロット 1 にアサインする場合、それ

らはすべて「スタティックバッファ」か「スタティック+ダイナミックバッファ」セクションの先頭に配置しなければ

いけません。 

   ・ ペイロード長およびデータセクション長は、FIFO 内のすべてのメッセージバッファで同じ値を設定してください。設

定には FRWRHS2 レジスタの PLC ビットおよび FRWRHS3 レジスタの DP ビットを使用します。CONFIG 状態以外

の場合、FIFO のメッセージバッファへの書き込みはできません。 

   ・ FlexRay プロトコル仕様書は、各ノードがキースロット中でフレームを送信することを要求しています。そのため、

少なくともメッセージバッファ 0 はキースロットでの送信のために予約されるべきです。この要求のために、最大 127

のメッセージバッファが FIFO に配置できます。しかしながら、プロトコルに準拠せず、スタティックセグメント中

に送信スロットがない場合も、動作させることができます 
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32.8.2 FlexRay FIFO リジェクションフィルタレジスタ（FRFRF） 
FRFRF レジスタは、フィルタリング関連の各種設定を行います。 

FRFRFM レジスタとともに FIFO のメッセージ受諾/拒否を設定するレジスタです。 
 

FlexRay FIFO FRFRF P4 H'FFBF F304

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31

FID10 FID9 FID8

RNF RSS CYF6 CYF5 CYF4 CYF3 CYF2 CYF1 CYF0

FID7 FID6 FID5 FID1 FID0 CH1 CH0FID4 FID3 FID2

16

0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0180 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～25 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

24 RNF 1 R W Null フレームのリジェクトビット 

0：Null フレームを FIFO に格納 

1：全 Null フレームを除外 

23 RSS 1 R W スタティックセグメントリジェクトビット 

0：FIFO をスタティックセグメントにも使用 

1：スタティックセグメント内のメッセージを除外 

22～16 CYF6～

CYF0 

すべて 0 R W サイクルカウンタフィルタビット 

サイクルカウンタフィルタリングに使用するサイクルコード値を設定します。 

このビットで設定されていないサイクルではすべての受信フレームが拒否されま

す。サイクルカウンタフィルタ設定の詳細は、「32.18.2 サイクルカウンタフィ

ルタリング」を参照してください。 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

12～2 FID10～

FID0 

すべて 0 R W フレーム ID フィルタ 

FIFO で除外するフレーム ID を設定します。*2*3 

有効範囲は 0～2047 です。 

1 

0 

CH1 

CH0 

0 

0 

R 

R 

W 

W 

チャネルフィルタ 

00：チャネル A およびチャネル B で受信*1 

01：チャネル B で受信 

10：チャネル A で受信 

11：受信禁止 

【注】 *1 CH1～CH0 ビットが"B'00"の場合、スタティックセグメントでも両チャネルのフレームを受信します。 

 *2 FRFRFM レジスタの設定をすることで、対応するビットを無視させることができます。 
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 *3 FRFRFM レジスタの MFID10～MFID0 ビットが"H'000"の場合、FID10～FID0 ビットに"H'000"を設定するとすべ

てのフレーム ID を受信します。 

   ・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 

 

32.8.3 FlexRay FIFO リジェクションフィルタマスクレジスタ（FRFRFM） 
FRFRFM レジスタは、除外フィルタリングに関連するフレーム ID フィルタビットを指定します。ビット

に"1"を設定すると、FRFRF レジスタの対応する FID ビットは除外フィルタリングに使用されません。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MFID5 MFID4 MFID3 MFID0MFID2 MFID1MFID10 MFID9 MFID8 MFID7 MFID6

FlexRayFIFO FRFRFM P4 H'FFBF F30A

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～13 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

12～2 MFID10～

MFID0 

すべて 0 R W マスクフレーム ID フィルタビット 

0：対応するフレーム ID フィルタビットを除外フィルタリングに使用する 

1：対応するフレーム ID フィルタビットを無視 

1、0 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.8.4 FlexRay FIFO クリティカルレベルレジスタ（FRFCL） 
 

1 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0
CL7 CL6 CL5 CL2 CL1 CL0CL4 CL3

FlexRay FIFO FRFCL P4 H'FFBF F30F

 
 

＜リセット後の値：H'80＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

7～0 CL7～CL0 H'80 R W FIFO クリティカルレベル設定ビット 

受信 FIFO 内のデータ量がここで設定した値以上になると、FRFSR レジスタの

RFCL ビットが"1"になります。 

FIFO フィルレベル（未読データ数）（FRFSR レジスタの RFFL7～RFFL0 ビット）

が CL7～CL0 ビットで設定されるクリティカルレベル以上の場合、FRFSR レジス

タの RFCL ビットが"1"になります。128 を超える値を設定した場合、RFCL ビッ

トが"1"になることはありません。RFCL ビットが"0"から"1"になるとき、FRSIR

レジスタの RFCL ビットが"1"になり、割り込みが許可されている場合、割り込み

要求が発生します。 

【注】・ CONFIG 状態でのみ設定変更できます。 
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32.9 メッセージバッファステータスレジスタ 

32.9.1 FlexRay メッセージハンドラステータスレジスタ（FRMHDS） 
各フラグは、該当するビットに"1"を書くと"0"になります。"0"を書いてもフラグに影響を与えません。

CLEAR_RAMS コマンドの実行、またはリセットで"0"にすることも可能です。 
 

FlexRay FRMHDS P4 H'FFBF F310

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31
MBU6 MBU5 MBU4 MBU3 MBU2 MBU1 MBU0

FMB6 FMB5 FMB4 FMB3 FMB2 FMB1 FMB0

MBT6 MBT5 MBT4 MBT3 MBT2 MBT1 MBT0

PTBF2 PTBF1 PMR POBF PIBFCRAM MFMB FMBD

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0080＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

30～24 MBU6～

MBU0 

すべて 0 R 0 メッセージバッファ更新*3 

最後に更新されたメッセージバッファ番号を表示します。*6 

23 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

22～16 MBT6～

MBT0 

すべて 0 R 0 メッセージバッファ送信完了*4 

最後にフレーム送信が成功したメッセージバッファ番号を表示します。*5 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

14～8 FMB6～

FMB0 

すべて 0 R 0 誤りメッセージバッファ番号 

メッセージバッファ読み出し時または入力バッファまたはテンポラリバッファ 1、

2 からこのビットで示すメッセージバッファへデータを転送したときにパリティ

エラーが発生したことを示します。*2*3 

7 CRAM 1 R 0 内部 RAM クリアフラグ 

CHI コマンドの CLEAR_RAMS コマンドが実行中であることを示します（内部

RAM すべてのビットが"0"になります）。このフラグはリセットまたは

CLEAR_RAMS コマンドの実行で"1"になります。 

0：CLEAR_RAMS コマンド非実行 

1：CLEAR_RAMS コマンド実行中 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

6 MFMB 0 R W 誤りメッセージバッファ複数検出フラグ 

0：追加の誤りメッセージバッファなし 

1：FMBD フラグが"1"のとき別の誤りメッセージバッファを検出 

5 FMBD 0 R W 誤りメッセージバッファ検出フラグ 

パリティエラーのある誤りデータをメッセージバッファ（FMB6～FMB0 ビットで

バッファ番号を参照可能）が保持していることを示します。 

0：誤りメッセージバッファなし 

1：FMB6～FMB0 で示すメッセージバッファにパリティエラーのある誤りデー

タを格納 

4 PTBF2 0 R W テンポラリバッファ RAM B パリティエラーフラグ 

0：パリティエラーなし 

1：リード時パリティエラー検出*1 

3 PTBF1 0 R W テンポラリバッファ RAM A パリティエラーフラグ 

0：パリティエラーなし 

1：リード時パリティエラー検出*1 

2 PMR 0 R W メッセージ RAM パリティエラーフラグ 

0：パリティエラーなし 

1：リード時パリティエラー検出*1 

1 POBF 0 R W 出力バッファ RAM1、2 パリティエラーフラグ 

0：パリティエラーなし 

1：リード時パリティエラー検出*1 

0 PIBF 0 R W 入力バッファ RAM1、2 パリティエラーフラグ 

0：パリティエラーなし 

1：リード時パリティエラー検出*1 

【注】 *1 PIBF、POBF、PMR、PTBF1、PTBF2 のいずれかのフラグが"0"から"1"になると FREIR レジスタの PERR フラ

グが"1"になります。 

 *2 PIBF、PMR、PTBF1、PTBF2 のいずれかのフラグと、FMBD フラグが"1"のとき有効です。 

 *3 このビットは FMBD ビットが"1"のときは更新されません。 

 *4 CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このフラグは"0"になります。 

 *5 メッセージバッファがシングルショットモードの場合、FRTXRQ1～FRTXRQ4 レジスタの対応する TXR フラグ

は"0"になっています。 

 *6 FRNDAT1～FRNDAT4 レジスタの対応する新データフラグ、FRMBSC1～FRMBSC4 レジスタの対応するメッ

セージバッファステータス変化フラグの両方または一方も"1"になります。 
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32.9.2 FlexRay 最終ダイナミック送信スロットレジスタ（FRLDTS） 
 

FlexRay FRLDTS P4 H'FFBF F314

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

31
LDTB10 LDTB9 LDTB8 LDTB7 LDTB6 LDTB5 LDTB4 LDTB3 LDTB2 LDTB1 LDTB0

LDTA10 LDTA9 LDTA8 LDTA7 LDTA6 LDTA5 LDTA4 LDTA3 LDTA2 LDTA1 LDTA0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～27 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

26～16 LDTB10～

LDTB0 

すべて 0 R N チャネル B 最終ダイナミック送信スロット*1 

ダイナミックセグメントでチャネル B から最後にフレームを送信したときのス

ロットカウンタ値を格納します。 

15～11 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10～0 LDTA10～

LDTA0 

すべて 0 R N チャネル A 最終ダイナミック送信スロット*1 

ダイナミックセグメントでチャネル A から最後にフレームを送信したときのス

ロットカウンタ値を格納します。 

【注】 *1 ダイナミックセグメントの終端で更新されます。ダイナミックセグメント中にフレームが送信されなかった場合、

"0"になります。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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32.9.3 FlexRay FIFO ステータスレジスタ（FRFSR） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RFFL7 RFFL6 RFFL5 RFO RFCL RFNERFFL4 RFFL3 RFFL2 RFFL1 RFFL0

FlexRay FIFO FRFSR P4 H'FFBF F31A

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～8 RFFL7～

RFFL0 

すべて 0 R N 受信 FIFO フィルレベル 

未読の受信データを格納している FIFO バッファ数を表示します。 

最大値は 128 です。 

7～3 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

2 RFO 0 R N 受信 FIFO オーバランフラグ 

受信 FIFO オーバランが起こると一番古いメッセージに最新の受信メッセージが

上書きされます。また FREIR レジスタの RFO ビットが"1"になります。FIFO が

読まれると"0"になります。 

0：受信 FIFO オーバラン未検出 

1：受信 FIFO オーバラン検出 

1 RFCL 0 R N 受信 FIFO クリティカルフラグ 

RFFL7～RFFL0 ビットの値が FRFCL レジスタの CL7～CL0 ビットに設定した値

以上になると"1"になります。RFFL7～RFFL0 ビットの値がそれ未満になると"0"

になります。 

このフラグが"0"から"1"になると FRSIR レジスタの RFCL ビットが"1"になり、割

り込みが許可されている場合、割り込み要求が発生します。 

受信 FIFO のフィルレベルが 

0：クリティカルレベル未満 

1：クリティカルレベル以上 

0 RFNE 0 R N 受信 FIFO データありフラグ 

受信した有効なフレーム（データまたはリジェクションマスク設定によってはNull

フレーム）が FIFO に格納されると"1"になります。さらに FRSIR レジスタの RFNE

ビットも"1"になります。FIFO のメッセージがすべて読まれると"0"になります。

0：受信 FIFO 空 

1：受信 FIFO にデータあり 

【注】・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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32.9.4 FlexRay メッセージハンドラ制限フラグレジスタ（FRMHDF） 
メッセージハンドラには PAck の周波数、メッセージ RAM 設定、FlexRay バストラフィックに関していく

つかの制限事項があります。ソフトウェア開発を容易にするため、このレジスタのフラグによって制限違反

がわかるようになっています。 

各フラグは、該当するビットに"1"を書くと"0"になります。"0"を書いてもフラグに影響を与えません。ま

たリセットで"0"にすることも可能です。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TBFB FNFA SNUB SNUATBFA FNFBWAHP

FlexRay FRMHDF P4 H'FFBF F31E

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～9 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

8 WAHP 0 R W ヘッダパーティションへの書き込みトライフラグ*1 

DEFAULT_CONFIG 状態と CONFIG 状態を除き、メッセージバッファの誤設定に

より、メッセージハンドラがメッセージ RAM のヘッダパーティションにデータを

書き込もうとすると"1"になります。意図しない書き込みからヘッダパーティショ

ンを保護するため、書き込み自体は実行されません。 

0：書き込みトライなし 

1：書き込みトライあり 

7、6 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

5 TBFB 0 R W テンポラリバッファ B アクセス失敗フラグ*1 

プロトコルコントローラ（PRT）B が要求するテンポラリバッファ B への読み出

しまたは書き込みが所定の時間内に完了しなかった場合"1"になります。 

0：アクセス成功 

1：アクセス失敗 

4 TBFA 0 R W テンポラリバッファ A アクセス失敗フラグ*1 

プロトコルコントローラ（PRT）A が要求するテンポラリバッファ A への読み出

しまたは書き込みが所定の時間内に完了しなかった場合"1"になります。 

0：アクセス成功 

1：アクセス失敗 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

3 FNFB 0 R W チャネル B 検査処理未完了フラグ*1*2 

メッセージハンドラが、過負荷のために検査処理を完了できなかったときに"1"に

なります。 

0：チャネル B で完了しなかった検査処理なし 

1：チャネル B で検査処理完了せず 

2 FNFA 0 R W チャネル A 検査処理未完了フラグ*1*2 

メッセージハンドラが、過負荷のために検査処理を完了できなかったときに"1"に

なります。 

0：チャネル A で完了しなかった検査処理なし 

1：チャネル A で検査処理完了せず 

1 SNUB 0 R W チャネル B ステータス未更新フラグ*1 

メッセージハンドラが、過負荷のためにメッセージバッファステータス（MBS）

を更新できなかったときに"1"になります。 

0：チャネル B のメッセージバッファステータス（MBS）更新時に過負荷状態

なし 

1：チャネル B の MBS 更新なし 

0 SNUA 0 R W チャネル A ステータス未更新フラグ*1 

メッセージハンドラが、過負荷のためにメッセージバッファステータス（MBS）

を更新できなかったときに"1"になります。 

0：チャネル A のメッセージバッファステータス（MBS）更新時に過負荷状態

なし 

1：チャネル A の MBS 更新なし 

【注】 *1 SNUA、SNUB、FNFA、FNFB、TBFA、TBFB、WAHP のいずれかのフラグが"0"から"1"になると FREIR レジス

タの MHF フラグが"1"になります。 

 *2 検査処理とはメッセージ RAM をスキャンして、符合するメッセージバッファを探すことです。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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32.9.5 FlexRay 送信要求レジスタ 1～4（FRTXRQ1～4） 
FRTXRQ1～FRTXRQ4 の 4 つのレジスタで全メッセージバッファの送信要求フラグの状態を示します。 

送信バッファに設定されたメッセージバッファのみ評価されます。設定したメッセージバッファ数が 128

未満のとき使用していない TXR フラグは無効です。 
 

（1） FlexRay 送信要求レジスタ 1（FRTXRQ1） 
 

FlexRay 1 FRTXRQ1 P4 H'FFBF F320

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

TXR
31

31
TXR
30

TXR
29

TXR
28

TXR
27

TXR
26

TXR
25

TXR
24

TXR
23

TXR
22

TXR
21

TXR
20

TXR
19

TXR
18

TXR
17

TXR
16

TXR
15

TXR
14

TXR
10

TXR
9

TXR
8

TXR
13

TXR
12

TXR
11

TXR
4

TXR
3

TXR
2

TXR
1

TXR
0

TXR
7

TXR
6

TXR
5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 TXR31～

TXR0 

すべて 0 R N 送信要求フラグ*1 

このビットが"1"のとき対応するメッセージバッファの送信準備ができている、ま

たは送信中であることを示します。 

シングルショットモードでは送信完了後"0"になります 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない TXR フラグは無効です。 
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（2） FlexRay 送信要求レジスタ 2（FRTXRQ2） 
 

FlexRay 2 FRTXRQ2 P4 H'FFBF F324

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

TXR
63

31
TXR
62

TXR
61

TXR
60

TXR
59

TXR
58

TXR
57

TXR
56

TXR
55

TXR
54

TXR
53

TXR
52

TXR
51

TXR
50

TXR
49

TXR
48

TXR
47

TXR
46

TXR
42

TXR
41

TXR
40

TXR
45

TXR
44

TXR
43

TXR
36

TXR
35

TXR
34

TXR
33

TXR
32

TXR
39

TXR
38

TXR
37

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 TXR63～

TXR32 

すべて 0 R N 送信要求フラグ*1 

このビットが"1"のとき対応するメッセージバッファの送信準備ができている、ま

たは送信中であることを示します。 

シングルショットモードでは送信完了後"0"になります 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない TXR フラグは無効です。 
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（3） FlexRay 送信要求レジスタ 3（FRTXRQ3） 
 

FlexRay 3 FRTXRQ3 P4 H'FFBF F328

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

TXR
95

31
TXR
94

TXR
93

TXR
92

TXR
91

TXR
90

TXR
89

TXR
88

TXR
87

TXR
86

TXR
85

TXR
84

TXR
83

TXR
82

TXR
81

TXR
80

TXR
79

TXR
78

TXR
74

TXR
73

TXR
72

TXR
77

TXR
76

TXR
75

TXR
68

TXR
67

TXR
66

TXR
65

TXR
64

TXR
71

TXR
70

TXR
69

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 TXR95～

TXR64 

すべて 0 R N 送信要求フラグ*1 

このビットが"1"のとき対応するメッセージバッファの送信準備ができている、ま

たは送信中であることを示します。 

シングルショットモードでは送信完了後"0"になります 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない TXR フラグは無効です。 
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（4） FlexRay 送信要求レジスタ 4（FRTXRQ4） 
 

FlexRay 4 FRTXRQ4 P4 H'FFBF F32C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

TXR
127

31
TXR
126

TXR
125

TXR
124

TXR
123

TXR
122

TXR
121

TXR
120

TXR
119

TXR
118

TXR
117

TXR
116

TXR
115

TXR
114

TXR
113

TXR
112

TXR
111

TXR
110

TXR
106

TXR
105

TXR
104

TXR
109

TXR
108

TXR
107

TXR
100

TXR
99

TXR
98

TXR
97

TXR
96

TXR
103

TXR
102

TXR
101

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 TXR127～

TXR96 

すべて 0 R N 送信要求フラグ*1 

このビットが"1"のとき対応するメッセージバッファの送信準備ができている、ま

たは送信中であることを示します。 

シングルショットモードでは送信完了後"0"になります 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない TXR フラグは無効です。 
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32.9.6 FlexRay 新データレジスタ 1～4（FRNDAT1～4） 
FRNDAT1～FRNDAT4 の 4 つのレジスタで全メッセージバッファの新データフラグの状態を示します。 

送信バッファに設定されたメッセージバッファの新データフラグは無効です。設定したメッセージバッ

ファ数が 128 未満のとき使用していない新データフラグは無効です。 
 

（1） FlexRay 新データレジスタ 1（FRNDAT1） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ND
31

31
ND
30

ND
29

ND
28

ND
27

ND
26

ND
25

ND
24

ND
23

ND
22

ND
21

ND
20

ND
19

ND
18

ND
17

ND
16

ND
15

ND
14

ND
10

ND
9

ND
8

ND
13

ND
12

ND
11

ND
4

ND
3

ND
2

ND
1

ND
0

ND
7

ND
6

ND
5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 1 FRNDAT1 P4 H'FFBF F330

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 ND31～

ND0 

すべて 0 R N 新データフラグ*1 

有効な受信データフレームが、メッセージバッファのフィルタ設定に合致してい

たとき"1"になります。このとき、メッセージバッファで受信したペイロード長や、

設定したペイロード長には依存しません。受信 FIFO に設定しているメッセージ

バッファを除いて、Null フレームを受信した場合は"1"になりません 

新データフラグは、対応するメッセージバッファのヘッダセクションの設定が変

更されるか、データセクションが出力バッファに転送されたとき"0"になります。

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない新データフラグは無効です。また送信バッファに割

り当てられているフラグも無効です。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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（2） FlexRay 新データレジスタ 2（FRNDAT2） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ND
63

31
ND
62

ND
61

ND
60

ND
59

ND
58

ND
57

ND
56

ND
55

ND
54

ND
53

ND
52

ND
51

ND
50

ND
49

ND
48

ND
47

ND
46

ND
42

ND
41

ND
40

ND
45

ND
44

ND
43

ND
36

ND
35

ND
34

ND
33

ND
32

ND
39

ND
38

ND
37

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 2 FRNDAT2 P4 H'FFBF F334

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 ND63～

ND32 

すべて 0 R N 新データフラグ*1 

有効な受信データフレームが、メッセージバッファのフィルタ設定に合致してい

たとき"1"になります。このとき、メッセージバッファで受信したペイロード長や、

設定したペイロード長には依存しません。受信 FIFO に設定しているメッセージ

バッファを除いて、Null フレームを受信した場合は"1"になりません 

新データフラグは、対応するメッセージバッファのヘッダセクションの設定が変

更されるか、データセクションが出力バッファに転送されたとき"0"になります。

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない新データフラグは無効です。また送信バッファに割

り当てられているフラグも無効です。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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（3） FlexRay 新データレジスタ 3（FRNDAT3） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ND
95

31
ND
94

ND
93

ND
92

ND
91

ND
90

ND
89

ND
88

ND
87

ND
86

ND
85

ND
84

ND
83

ND
82

ND
81

ND
80

ND
79

ND
78

ND
74

ND
73

ND
72

ND
77

ND
76

ND
75

ND
68

ND
67

ND
66

ND
65

ND
64

ND
71

ND
70

ND
69

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 3 FRNDAT3 P4 H'FFBF F338

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 ND95～

ND64 

すべて 0 R N 新データフラグ*1 

有効な受信データフレームが、メッセージバッファのフィルタ設定に合致してい

たとき"1"になります。このとき、メッセージバッファで受信したペイロード長や、

設定したペイロード長には依存しません。受信 FIFO に設定しているメッセージ

バッファを除いて、Null フレームを受信した場合は"1"になりません 

新データフラグは、対応するメッセージバッファのヘッダセクションの設定が変

更されるか、データセクションが出力バッファに転送されたとき"0"になります。

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない新データフラグは無効です。また送信バッファに割

り当てられているフラグも無効です。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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（4） FlexRay 新データレジスタ 4（FRNDAT4） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ND
127

31
ND
126

ND
125

ND
124

ND
123

ND
122

ND
121

ND
120

ND
119

ND
118

ND
117

ND
116

ND
115

ND
114

ND
113

ND
112

ND
111

ND
110

ND
106

ND
105

ND
104

ND
109

ND
108

ND
107

ND
100

ND
99

ND
98

ND
97

ND
96

ND
103

ND
102

ND
101

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 4 FRNDAT4 P4 H'FFBF F33C

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 ND127～

ND96 

すべて 0 R N 新データフラグ*1 

有効な受信データフレームが、メッセージバッファのフィルタ設定に合致してい

たとき"1"になります。このとき、メッセージバッファで受信したペイロード長や、

設定したペイロード長には依存しません。受信 FIFO に設定しているメッセージ

バッファを除いて、Null フレームを受信した場合は"1"になりません 

新データフラグは、対応するメッセージバッファのヘッダセクションの設定が変

更されるか、データセクションが出力バッファに転送されたとき"0"になります。

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していない新データフラグは無効です。また送信バッファに割

り当てられているフラグも無効です。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
 



 32. FlexRay モジュール 

Rev.1.10 2011.09.16  32-119

  R01UH0030JJ0110 

32.9.7 FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 1～4（FRMBSC1～4） 
FRMBSC1～FRMBSC4 の 4 つのレジスタで全メッセージバッファのステータスフラグの状態を示します。

設定したメッセージバッファ数が 128 未満のとき使用していない MBC ビットは無効です。 
 

（1） FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 1（FRMBSC1） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MBC
31

31
MBC
30

MBC
29

MBC
28

MBC
27

MBC
26

MBC
25

MBC
24

MBC
23

MBC
22

MBC
21

MBC
20

MBC
19

MBC
18

MBC
17

MBC
16

MBC
15

MBC
14

MBC
10

MBC
9

MBC
8

MBC
13

MBC
12

MBC
11

MBC
4

MBC
3

MBC
2

MBC
1

MBC
0

MBC
7

MBC
6

MBC
5

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 1 FRMBSC1 P4 H'FFBF F340

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 MBC31～

MBC0 

すべて 0 R N メッセージバッファステータス変化フラグ*1 

メッセージバッファのヘッダセクションに関するステータスフラグ 

（VFRA、VFRB、SEOA、SEOB、CEOA、CEOB、SVOA、SVOB、TCIA、TCIB、

ESA、ESB、MLST、FTA、FTB）の変化の有無を表示します。メッセージバッファ

のステータスが変化したときに"1"になり、対応するメッセージバッファのヘッダ

セクションの設定が変更されるか OBF への転送が完了すると"0"になります。 

0：変化なし 

1：変化あり 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していないメッセージバッファステータス変化フラグは無効で

す。 

    ・CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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（2） FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 2（FRMBSC2） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MBC
63

31
MBC
62

MBC
61

MBC
60

MBC
59

MBC
58

MBC
57

MBC
56

MBC
55

MBC
54

MBC
53

MBC
52

MBC
51

MBC
50

MBC
49

MBC
48

MBC
47

MBC
46

MBC
42

MBC
41

MBC
40

MBC
45

MBC
44

MBC
43

MBC
36

MBC
35

MBC
34

MBC
33

MBC
32

MBC
39

MBC
38

MBC
37

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 2 FRMBSC2 P4 H'FFBF F344

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 MBC63～

MBC32 

すべて 0 R N メッセージバッファステータス変化フラグ*1 

メッセージバッファのヘッダセクションに関するステータスフラグ 

（VFRA、VFRB、SEOA、SEOB、CEOA、CEOB、SVOA、SVOB、TCIA、TCIB、

ESA、ESB、MLST、FTA、FTB）の変化の有無を表示します。メッセージバッファ

のステータスが変化したときに"1"になり、対応するメッセージバッファのヘッダ

セクションの設定が変更されるか OBF への転送が完了すると"0"になります。 

0：変化なし 

1：変化あり 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していないメッセージバッファステータス変化フラグは無効で

す。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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（3） FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 3（FRMBSC3） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MBC
95

31
MBC
94

MBC
93

MBC
92

MBC
91

MBC
90

MBC
89

MBC
88

MBC
87

MBC
86

MBC
85

MBC
84

MBC
83

MBC
82

MBC
81

MBC
80

MBC
79

MBC
78

MBC
74

MBC
73

MBC
72

MBC
77

MBC
76

MBC
75

MBC
68

MBC
67

MBC
66

MBC
65

MBC
64

MBC
71

MBC
70

MBC
69

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 3 FRMBSC3 P4 H'FFBF F348

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 MBC95～

MBC64 

すべて 0 R N メッセージバッファステータス変化フラグ*1 

メッセージバッファのヘッダセクションに関するステータスフラグ 

（VFRA、VFRB、SEOA、SEOB、CEOA、CEOB、SVOA、SVOB、TCIA、TCIB、

ESA、ESB、MLST、FTA、FTB）の変化の有無を表示します。メッセージバッファ

のステータスが変化したときに"1"になり、対応するメッセージバッファのヘッダ

セクションの設定が変更されるか OBF への転送が完了すると"0"になります。 

0：変化なし 

1：変化あり 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していないメッセージバッファステータス変化フラグは無効で

す。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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（4） FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 4（FRMBSC4） 
 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MBC
127

31
MBC
126

MBC
125

MBC
124

MBC
123

MBC
122

MBC
121

MBC
120

MBC
119

MBC
118

MBC
117

MBC
116

MBC
115

MBC
114

MBC
113

MBC
112

MBC
111

MBC
110

MBC
106

MBC
105

MBC
104

MBC
109

MBC
108

MBC
107

MBC
100

MBC
99

MBC
98

MBC
97

MBC
96

MBC
103

MBC
102

MBC
101

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

FlexRay 4 FRMBSC4 P4 H'FFBF F34C

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 MBC127～

MBC96 

すべて 0 R N メッセージバッファステータス変化フラグ*1 

メッセージバッファのヘッダセクションに関するステータスフラグ 

（VFRA、VFRB、SEOA、SEOB、CEOA、CEOB、SVOA、SVOB、TCIA、TCIB、

ESA、ESB、MLST、FTA、FTB）の変化の有無を表示します。メッセージバッファ

のステータスが変化したときに"1"になり、対応するメッセージバッファのヘッダ

セクションの設定が変更されるか OBF への転送が完了すると"0"になります。 

0：変化なし 

1：変化あり 

【注】 *1 メッセージバッファ数が 128 個未満の場合、使用していないメッセージバッファステータス変化フラグは無効で

す。 

   ・ CONFIG 状態から抜けたとき、または STARTUP 状態に入ったとき、このレジスタは初期化されます。 
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32.10 入力バッファ（IBF） 
入力バッファ（IBF）は、IBF ホストと IBF シャドウの 2 段バッファ構成になっています。CPU からの書き

込みアクセスは IBF ホストへ、メッセージ RAM への転送は IBF シャドウから行います。IBF はメッセージ

RAM 内の選択されたメッセージバッファに転送されるヘッダセクションとデータセクションを保持します。

メッセージ RAM 内のメッセージバッファを設定するため、および送信バッファのデータセクションを更新

するために IBF を使用します。メッセージ RAM 内のメッセージバッファのヘッダセクションを IBF から更

新すると、「32.11.5 FlexRay メッセージバッファステータスレジスタ（FRMBS）」に記載のメッセージ

バッファステータスは自動的に"0"になります。 

受信 FIFO に設定したメッセージバッファのヘッダセクションを設定または変更できるのは、CONFIG 状態

のときのみです。これらのメッセージバッファに関しては、FRWRHS2 レジスタの PLC6～PLC0 ビットと

FRWRHS3 レジスタの DP10～DP0 ビットにより、設定ペイロード長およびデータポインタの 2 つだけが設定

できます。アクセプタンスフィルタリングに必要な情報はすべて FRFRF レジスタおよび FRFRFM レジスタ

から得ます。受信バッファ（IBF）とメッセージ RAM 間のデータ転送については、「32.22.2（1） 入力バッ

ファからメッセージ RAM へのデータ転送」に詳述しています。 
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32.10.1 FlexRay データセクションライトレジスタ 1～64（FRWRDS1～64） 
入力バッファから指定したメッセージバッファのデータセクションへ転送するデータを設定します。デー

タワード（DWi）は DW1（byte0, byte1）から DWPL（PL＝設定ペイロード長（FRWRHS2 レジスタの PLC6～

PLC0 ビット）によって定義されたデータワード数）の順にメッセージ RAM に書かれます。 
 

FlexRay 64 FRWRDS64 P4 H'FFBF F4FC
FlexRay 63 FRWRDS63 P4 H'FFBF F4F8
FlexRay 62 FRWRDS62 P4 H'FFBF F4F4

FlexRay 3 FRWRDS3 P4 H'FFBF F408
FlexRay 2 FRWRDS2 P4 H'FFBF F404
FlexRay 1 FRWRDS1 P4 H'FFBF F400

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MD15 MD14 MD13 MD12 MD11 MD10 MD9 MD8 MD7 MD6 MD5 MD1 MD0

31

MD23 MD22 MD21 MD20 MD19 MD18

MD4 MD3 MD2

MD17 MD16MD31 MD30 MD29 MD28 MD27 MD26 MD25 MD24

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 MD31～

MD0 

すべて 0 R W メッセージデータ 

MD7～MD0：DWn+1, byten+2 

MD15～MD8：DWn+1, byten+1 

MD23～MD16：DWn, byten 

MD32～MD24：DWn, byten-1 

【注】・ DW127 は FRWRDS64 レジスタの MD15～MD0 ビットに位置します。この場合、MD31～MD16 ビットは使用されま

せん。リセット後または CLEAR_RAMS コマンドにより入力バッファは 0 に初期化されます。 
 

このレジスタへの読み出し/書き込み時のバイト順位を FXROC レジスタの FBSEN ビットでリトルエン

ディアン形式かビッグエンディアン形式を選択できます。 

• FXROCレジスタのFBSENビットが"1"（ビッグエンディアン形式）のとき 

FRWRDSnレジスタのMD7～MD0＝DWn+1, byten+2  

FRWRDSnレジスタのMD15～MD8＝DWn+1, byten+1  

FRWRDSnレジスタのMD23～MD16＝DWn, byten  

FRWRDSnレジスタのMD31～MD24＝DWn, byten-1  

• FXROCレジスタのFBSENビットが"0"（リトルエンディアン形式）のとき 

FRWRDSnレジスタのMD7～MD0＝DWn, byten-1  

FRWRDSnレジスタのMD15～MD8＝DWn, byten  

FRWRDSnレジスタのMD23～MD16＝DWn+1, byten+1  

FRWRDSnレジスタのMD31～MD24＝DWn+1, byten+2  

【記号説明】n＝0～11 
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32.10.2 FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 1（FRWRHS1） 
 

FlexRay 1 FRWRHS1 P4 H'FFBF F500

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FID10 FID9 FID8 FID7 FID6 FID5 FID1 FID0

31

CYC6 CYC5 CYC4 CYC3 CYC2

FID4 FID3 FID2

CYC1 CYC0MBI TXM PPIT CFG CHB CHA

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

29 MBI 0 R W メッセージバッファ割り込み許可ビット 

メッセージバッファ割り込みの許可/禁止を設定します。メッセージ割り込みが許

可の場合メッセージバッファに受信フレームが格納されると、FRSIR レジスタの

RXI ビットまたは/および MBSI ビットが"1"になります。また、メッセージバッファ

からのフレーム送信が完了したとき FRSIR レジスタの TXI ビットが"1"になりま

す。 

0：メッセージバッファ割り込み禁止 

1：メッセージバッファ割り込み許可 

28 TXM 0 R W 送信モード設定ビット 

本ビットの設定に関する詳細は「32.19.3 送信バッファ」を参照してください。

0：連続送信モード 

1：シングルショットモード 

27 PPIT 0 R W ペイロードプリアンブルインジケータ送信ビット 

送信フレームのペイロードプリアンブルインジケータの状態を制御します。スタ

ティックメッセージバッファでこのビットを"1"にすると、対応するメッセージ

バッファにネットワーク管理情報が含まれます。ダイナミックメッセージバッ

ファでこのビットを"1"にすると、ペイロードセグメントの最初の 2 バイトが受信

側のメッセージ ID フィルタリングに使用されます。本 FlexRay モジュールでは、

メッセージ ID フィルタリングはサポートしていません。 

0：PPI ビットを"0"にする 

1：PPI ビットを"1"にする 

26 CFG 0 R W メッセージバッファ方向設定ビット*3 

0：受信バッファに設定 

1：送信バッファに設定 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

25 

24 

CHB 

CHA 

0 

0 

R 

R 

W 

W 

チャネルフィルタ制御ビット*2 

• 送信バッファ時 

00：送信禁止 

01：チャネル A でフレーム送信 

10：チャネル B でフレーム送信 

11：両チャネルでフレーム送信（スタティックセグメントのみ） 

• 受信バッファ時 

00：受信フレームを無視する 

01：チャネル A で受信したフレームをメッセージバッファへ格納 

10：チャネル B で受信したフレームをメッセージバッファへ格納 

11：チャネル A または B で最初に受信した有効なフレームをメッセージバッ 

ファへ格納（スタティックセグメントのみ） 

23 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

22～16 CYC6～

CYC0 

すべて 0 R W サイクルコード設定ビット 

サイクルカウンタフィルタリングで使用するサイクルセットを定義する 7 ビット

のサイクルコードを設定します。サイクルコードの設定に関する詳細は「32.18.2

サイクルカウンタフィルタリング」を参照してください。 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

10～0 FID10～

FID0 

すべて 0 R W フレーム ID 設定ビット*1 

選択したメッセージバッファのフレーム ID を設定します。 

フレーム ID はそれぞれのメッセージを送受信するためのスロット番号です。 

【注】 *1 フレーム ID に"H'000"を設定したメッセージバッファは無効となります。 

 *2 メッセージバッファがダイナミックセグメントに設定されており、かつ CHA ビットと CHB ビットの両方が"1"

に設定されている場合、フレームの送受信は行われません（両方のビットを"0"にしたのと同じ機能になります）。 

 *3 受信 FIFO に設定したメッセージバッファについては、このビットは無効です。 
 



 32. FlexRay モジュール 

Rev.1.10 2011.09.16  32-127

  R01UH0030JJ0110 

32.10.3 FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 2（FRWRHS2） 
 

FlexRay 2 FRWRHS2 P4 H'FFBF F504

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CRC10 CRC9 CRC8 CRC7 CRC6 CRC5 CRC1 CRC0

31

PLC6 PLC5 PLC4 PLC3 PLC2

CRC4 CRC3 CRC2

PLC1 PLC0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～23 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

22～16 PLC6～

PLC0 

すべて 0 R W ペイロード長設定ビット 

ペイロード長（データセクションの長さ）を 2 バイト単位で設定します。 

スタティックセグメントでは、FRMHDC レジスタの SFDL6～SFDL0 ビットで設

定したスタティックフレームのペイロード長により全スタティックフレームのペ

イロード長が決定します。PLC6～PLC0 ビットで設定したペイロード長がこの値

より短い場合、適切な物理長になるようパディングバイトが追加されます。パディ

ングバイトの内容は"H'0000"です。 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

10～0 CRC10～

CRC0 

すべて 0 R W ヘッダ CRC 設定ビット（vRF!Header!HeaderCRC）*1 

送信バッファの場合ヘッダ CRC を設定します。 

ヘッダ CRC の計算では、送信フレームのペイロード長を考慮する必要がありま

す。スタティックセグメントでは全フレームのペイロード長を FRMHDC レジスタ

の SFDL6～SFDL0 ビットで設定します。 

【注】 *1 受信バッファの場合、設定不要です。 
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32.10.4 FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 3（FRWRHS3） 
 

FlexRay 3 FRWRHS3 P4 H'FFBF F50A

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DP10 DP9 DP8 DP7 DP6 DP5 DP1 DP0DP4 DP3 DP2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15～11 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

10～0 DP10～

DP0 

すべて 0 R W データポインタ設定ビット 

メッセージ RAM 内のメッセージバッファのデータセクションの最初の 32 ビット

ワードの位置を設定します。 

 

32.10.5 FlexRay 入力バッファコマンドマスクレジスタ（FRIBCM） 
FRIBCR レジスタで選択したメッセージ RAM 内のメッセージバッファの更新方法を設定します。IBF ホス

トと IBF シャドウが切り替わるとき、LHSH、LDSH、STXRH ビットと LHSS、LDSS、STXRS ビットも切り

替わります。 
 

FlexRay FRIBCM P4 H'FFBF F510

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
LDSH LHSH

31

STXRS

STXRH

LDSS LHSS

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～19 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

18 STXRS 0 R 0 送信要求（TXR ビット）フラグ（シャドウ） 

0：TXR フラグを"0"に設定 

1：TXR フラグを"1"に設定し送信予約（転送中または転送完了） 

17 LDSS 0 R 0 データセクション転送フラグ（シャドウ） 

0：データセクションを更新しない 

1：データセクションを転送する（転送中または転送完了） 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

16 LHSS 0 R 0 ヘッダセクション転送フラグ（シャドウ） 

0：ヘッダセクションを更新しない 

1：ヘッダセクションを転送する（転送中または転送完了） 

15～3 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

2 STXRH 0 R W 送信要求（TXR ビット）設定ビット（ホスト）*1*2 

0：TXR ビットを"0"に設定 

1：TXR ビットを"1"に設定し送信予約 

1 LDSH 0 R W データセクション転送設定ビット（ホスト） 

0：データセクションを更新しない 

1：データセクションを転送する 

0 LHSH 0 R W ヘッダセクション転送設定ビット（ホスト用） 

0：ヘッダセクションを更新しない 

1：ヘッダセクションを転送する 

【注】 *1 シングルショットモードの場合、送信完了時に該当メッセージバッファの送信要求フラグ（FRTXRQ1～

FRTXRQ4 レジスタの TXR フラグ）は"0"になります。 

 *2 STXRH ビットを"1"にセットすると、送信バッファ・受信バッファに関わらず TXR ビットが"1"になります。送

信バッファ用の TXR ビットのみチェックされるため、受信バッファでは TXR ビットが"1"であっても送信は行わ

れません。 

   ・ IBF ホストと IBF シャドウが切り替わるとき、LHSH、LDSH、STXRH ビットと LHSS、LDSS、STXRS ビットもそ

れぞれ切り替わります。 
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32.10.6 FlexRay 入力バッファコマンド要求レジスタ（FRIBCR） 
転送先であるメッセージ RAM のメッセージバッファ番号を IBRH ビットに書くと、IBF ホストと IBF シャ

ドウが切り替わります。また IBRH ビットおよび IBRS ビットに格納されているメッセージバッファ番号も切

り替わります。「32.22.2（1） 入力バッファからメッセージ RAM へのデータ転送」を参照してください。 

この書き込みにより IBSYS ビットが"1"になります。次に、メッセージハンドラにより IBF シャドウから

IBRS ビットで選択されたメッセージバッファへの転送が始まります。 

転送中 IBF ホストに次の転送データを書くことができます。IBF シャドウとメッセージ RAM 間の転送が完

了すると、IBSYS ビットは再び"0"になり、IBRH ビットに次のメッセージバッファ番号が書かれると次のデー

タ転送が始まります。 

IBSYS ビットが"1"のときに IBRH ビットへ書き込もうとすると、IBSYH ビットが"1"になります。 

データ転送が完了すると IBF ホストと IBF シャドウが切り替わり、IBSYH ビットは"0"になります。IBSYS

ビットは"1"のまま、次の転送が始まります。また IBRH ビットおよび IBRS ビットに格納されているメッセー

ジバッファ番号も入れ替わります。 

IBSYS ビットおよび IBSYH ビットが"1"のときに IBF レジスタへ書き込もうとすると、FREIR レジスタの

IIBA ビットが"1"になります。この場合 IBF は切り替わりません。 
 

FlexRay FRIBCR P4 H'FFBF F514

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
IBSYH IBRH6 IBRH5 IBRH1 IBRH0

31

IBRS6 IBRS5 IBRS4 IBRS3 IBRS2

IBRH4 IBRH3 IBRH2

IBRS1 IBRS0IBSYS

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31 IBSYS 0 R 0 入力バッファビジーフラグ（シャドウ） 

IBRH ビットへの書き込み（転送要求をセット）により"1"になり、IBF シャドウか

らメッセージ RAM への転送完了により"0"になります。"0"のとき、IBF シャドウ

からメッセージ RAM へ転送が終了したことを示します。 

0：IBF シャドウからメッセージ RAM へ転送完了 

1：IBF シャドウからメッセージ RAM へ転送中 

30～23 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

22～16 IBRS6～

IBRS0 

すべて 0 R 0 入力バッファ転送要求ビット（シャドウ）*1 

更新中または最後に更新した転送先メッセージバッファ番号を保存します。 

有効範囲は 0～127 です。 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

15 IBSYH 0 R 0 入力バッファビジーフラグ（ホスト） 

IBSYS ビットが"1"のときに IBRH ビットへの書き込み（次の転送要求をセット）

を行うと"1"になり、IBF シャドウからメッセージ RAM への転送完了で"0"になり

ます。 

0：保留中の転送要求なし 

1：IBF シャドウからメッセージ RAM への転送中に次の転送要求あり 

14～7 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

6～0 IBRH6～

IBRH0 

すべて 0 R W 入力バッファ転送要求ビット（ホスト）*1 

転送先メッセージバッファ番号を書くと、データ転送を開始します。 

有効範囲は 0～127 

【注】 *1 転送開始と同時に IBRH ビットと IBRS ビットの値は入れ替わります。 
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32.11 出力バッファ（OBF） 
出力バッファ（OBF）は、OBF ホストと OBF シャドウの二重構成になっており、メッセージ RAM からメッ

セージバッファのデータを読み出すのに使用します。ホストでの読み出しは OBF ホストから、メッセージ

RAM からの転送は OBF シャドウから行います。 

「32.22.2（2） メッセージ RAM から出力バッファへのデータ転送」に OBF とメッセージ RAM 間の転

送の詳細を記載しています。 
 

32.11.1 FlexRay データセクションリードレジスタ 1～64（FRRDDS1～64） 
 

FlexRay 64 FRRDDS64 P4 H'FFBF F6FC
FlexRay 63 FRRDDS63 P4 H'FFBF F6F8
FlexRay 62 FRRDDS62 P4 H'FFBF F6F4

FlexRay 3 FRRDDS3 P4 H'FFBF F608
FlexRay 2 FRRDDS2 P4 H'FFBF F604
FlexRay 1 FRRDDS1 P4 H'FFBF F600

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
MD15 MD14 MD13 MD12 MD11 MD10 MD9 MD8 MD7 MD6 MD5 MD1 MD0

31

MD23 MD22 MD21 MD20 MD19 MD18

MD4 MD3 MD2

MD17 MD16MD31 MD30 MD29 MD28 MD27 MD26 MD25 MD24

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～0 MD31～

MD0 

すべて 0 R N メッセージデータ 

指定したメッセージバッファのデータセクションから出力バッファに転送された

データを保持します。データワード（DWi）は DW1（byte0､byte1）から DWPL（PL

＝設定ペイロード長（FRWRHS2 レジスタの PLC6～PLC0 ビット）によって定義

されたデータワード数）の順にメッセージ RAM から読み出されます。 

MD7～MD0：DWn+1, byten+2 

MD15～MD8：DWn+1, byten+1 

MD23～MD16：DWn, byten 

MD32～MD24：DWn, byten-1 

【注】・ DW127 は FRRDDS64 レジスタの MD15～MD0 ビットに位置します。この場合、MD31～MD16 ビットは使用されま

せん。リセット後または CLEAR_RAMS コマンドにより入力バッファは 0 に初期化されます。 
 

このレジスタへの読み出し時のバイト順位を FXROCレジスタの FBSENビットでリトルエンディアン形式

かビッグエンディアン形式を選択できます。 
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• FXROCレジスタのFBSENビットが"1"（ビッグエンディアン形式）のとき 

FRRDDSnレジスタのMD7～MD0＝DWn+1, byten+2  

FRRDDSnレジスタのMD15～MD8＝DWn+1, byten+1  

FRRDDSnレジスタのMD23～MD16＝DWn, byten  

FRRDDSnレジスタのMD31～MD24＝DWn, byten-1  

• FXROCレジスタのFBSENビットが"0"（リトルエンディアン形式）のとき 

FRRDDSnレジスタのMD7～MD0＝DWn, byten-1  

FRRDDSnレジスタのMD15～MD8＝DWn, byten  

FRRDDSnレジスタのMD23～MD16＝DWn+1, byten+1  

FRRDDSnレジスタのMD31～MD24＝DWn+1, byten+2  
 
 



32. FlexRay モジュール  

Rev.1.10 2011.09.16  32-134   

R01UH0030JJ0110  

32.11.2 FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 1（FRRDHS1） 
 

FlexRay 1 FRRDHS1 P4 H'FFBF F700

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FID10 FID9 FID8 FID7 FID6 FID5 FID1 FID0

31

CYC6 CYC5 CYC4 CYC3 CYC2

FID4 FID3 FID2

CYC1 CYC0MBI TXM PPIT CFG CHB CHA

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

29 MBI 0 R N メッセージバッファ割り込み許可ビット 

FRWRHS1 レジスタで設定したメッセージバッファ割り込み許可ビットが読み出

せます。 

28 TXM 0 R N 送信モード設定ビット 

FRWRHS1 レジスタで設定した送信モード設定ビットが読み出せます。 

27 PPIT 0 R N ペイロードプリアンブルインジケータ送信ビット 

FRWRHS1 レジスタで設定したペイロードプリアンブルインジケータ送信ビット

が読み出せます。 

26 CFG 0 R N メッセージバッファ方向ビット 

FRWRHS1 レジスタで設定したメッセージバッファ方向制御ビットが読み出せま

す。 

25 CHB 0 R N 

24 CHA 0 R N 

チャネルフィルタ制御ビット 

FRWRHS1 レジスタで設定したチャネルフィルタ制御ビットが読み出せます。 

23 － 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

22～16 CYC6～

CYC0 

すべて 0 R N サイクルコード 

FRWRHS1 レジスタで設定したサイクルコードが読み出せます。 

15～11 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10～0 FID10～

FID0 

すべて 0 R N フレーム ID 

FRWRHS1 レジスタで設定したフレーム ID が読み出せます。 

【注】・ 受信 FIFO に設定したメッセージ RAM からメッセージバッファに読み出した場合、FID10～FID0 ビットは受信フレー

ム ID が格納されていますが、CYC6～CYC0、CHA、CHB、CFG、PPIT、TXM、MBI の各ビットは"0"になります。 
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32.11.3 FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 2（FRRDHS2） 
本レジスタはデータフレームによってのみ更新されます。 

 
FlexRay 2 FRRDHS2 P4 H'FFBF F704

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
CRC10 CRC9 CRC8 CRC7 CRC6 CRC5 CRC1 CRC0

31

PLC6 PLC5 PLC4 PLC3 PLC2

CRC4 CRC3 CRC2

PLC1 PLC0PLR6 PLR5 PLR4 PLR3 PLR2 PLR1 PLR0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31 － 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

30～24 PLR6～

PLR0 

すべて 0 R N 受信フレームペイロード長（vRF!Header!Length）*1 

受信したデータフレームにより更新されたペイロード長が読めます。 

23 － 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

22～16 PLC6～

PLC0 

すべて 0 R N 設定ペイロード長 

設定したデータセクションの長さ（2 バイトワードの数）が読めます。 

15～11 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10～0 CRC10～

CRC0 

すべて 0 R N ヘッダ CRC（vRF!Header!HeaderCRC） 

• 受信バッファ時 

受信したデータフレームのヘッダ CRC が読めます。 

• 送信バッファ時 

設定したヘッダ CRC が読めます。 

【注】 *1 受信 FIFO に設定したメッセージバッファでは null フレームを受信しても更新されます。 
 

• PLR＞PLCの場合 メッセージバッファに格納されるペイロードデータは、PLCが偶数の場合はPLC 

         ビットのサイズ、PLCが奇数の場合PLC＋1のサイズに切り詰められます。 

• PLR≦PLCの場合 受信したペイロードデータはメッセージバッファのデータセクションに格納され 

         ます。データセクションの残りのデータバイトには不定値が入ります。 

• PLR=0の場合 メッセージバッファのデータセクションにはすべて不定値が入ります。 

• PLC=0の場合 メッセージバッファにデータセクションが構成されません。メッセージバッファの 

         データセクションにデータは格納されません。 
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【注】・ メッセージ RAM はロングワード（4 バイト）構成です。受信データがメッセージバッファのデータセクション

に格納される場合、メッセージバッファに書かれる 2 バイトデータの数は次の偶数値に丸められた PLC6～

PLC0 ビットの値になります。受信 FIFO に設定されたメッセージバッファの PLC6～PLC0 ビットの値はすべ

て同じ値にしてください。 
 

32.11.4 FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 3（FRRDHS3） 
本レジスタはデータフレームによってのみ更新されます。 

 
FlexRay 3 FRRDHS3 P4 H'FFBF F708

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DP10 DP9 DP8 DP7 DP6 DP5 DP1 DP0

31

RCC5 RCC4 RCC3 RCC2

DP4 DP3 DP2

RCC1 RCC0RES PPI NFI SYN SFI RCI

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

29 RES 0 R N 予約ビット表示フラグ（vRF!Header!Reserved） 

受信フレームのヘッダにある予約ビットの値が読めます。*1 

28 PPI 0 R N ペイロードプリアンブルインジケータ表示フラグ（vRF!Header!PPIndicator） 

0：受信フレームのペイロードセグメントに NM ベクタもメッセージ ID も含ま

ない 

1：スタティックセグメントの場合：ペイロードの先頭部分に NM ベクタを含む

ダイナミックセグメントの場合：ペイロードの先頭部分にメッセージ ID を

含む 

27 NFI 0 R N Null フレームインジケータ表示フラグ（vRF!Header!NFIndicator） 

0：受信フレームは null フレーム 

1：受信フレームは非 null フレーム 

26 SYN 0 R N Sync フレームインジケータ表示フラグ（vRF!Header!SyFIndicator） 

0：受信フレームは非 sync フレーム 

1：受信フレームは sync フレーム 

25 SFI 0 R N Startup フレームインジケータ表示フラグ（vRF!Header!SuFIndicator） 

0：受信フレームは非 startup フレーム 

1：受信フレームは startup フレーム 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

24 RCI 0 R N 受信チャネル表示フラグ（vSS!Channel） 

0：チャネル B でフレーム受信 

1：チャネル A でフレーム受信 

23、22 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

21～16 RCC5～

RCC0 

すべて 0 R N 受信サイクルカウンタ値（vRF!Header!CycleCount） 

受信データフレームによって更新されたサイクルカウンタ値が読めます。 

15～11 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

10～0 DP10～

DP0 

すべて 0 R N データポインタ 

メッセージ RAM 内のメッセージバッファのデータセクションの最初の 32 ビット

ワードの位置を示します。 

【注】 *1 予約ビットは"0"で送信します。 
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32.11.5 FlexRay メッセージバッファステータスレジスタ（FRMBS） 
メッセージバッファステータスは、メッセージバッファに割り当てられた次のスロットの開始以降、次の

スロットの終わりまでに更新されます。フラグは NORMAL_ACTIVE 状態または NORMAL_PASSIVE 状態の

ときのみ更新されます。 

チャネル A かチャネル B のいずれか一方だけがメッセージバッファに割り当てられている場合、割り当て

られていないチャネルだけに関係するステータスフラグは"0"になります。両方のチャネルがメッセージバッ

ファに割り当てられている場合、両方のチャネルのフラグが更新されます。スロットカウンタが設定したフ

レーム ID の値に到達し、サイクルカウンタフィルタが一致したときだけメッセージバッファステータスが更

新されます。入力バッファを介してメッセージバッファを更新する場合、FRIBCM レジスタの設定にかかわ

らず FRMBS レジスタのフラグはすべて"0"になります。 

送受信フィルタリングの詳細については「32.18 フィルタリングとマスキング」、「32.19 送信プロセ

ス」、「32.20 受信プロセス」を参照してください。VFRA、VFRB、SEOA、SEOB、CEOA、CEOB、SVOA、

SVOB、TCIA、TCIB、ESA、ESB、MLST、FTA、FTB フラグのいずれかが変化すると、FRMBSC1～FRMBSC4

レジスタの対応するメッセージバッファの MBC ビットが"1"になります。 
 

FlexRay FRMBS P4 H'FFBF F70C

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
FTB FTA MLST ESB ESA TCIB TCIA SVOB SVOA CEOB VFRB VFRA

31

CCS5 CCS4 CCS3 CCS2

CEOA SEOB SEOA

CCS1 CCS0RESS PPIS NFIS SYNS SFIS RCIS

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31、30 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

29 RESS 0 R N 予約ビットステータスフラグ*4 

受信フレームのヘッダにある予約ビットの値が読めます。*6 

28 PPIS 0 R N ペイロードプリアンブルインジケータステータスフラグ*4 

0：受信フレームのペイロードセグメントに NM ベクタもメッセージ ID も含ま

ない 

1：スタティックセグメントの場合：ペイロードの先頭部分に NM ベクタを含む

ダイナミックセグメントの場合：ペイロードの先頭部分にメッセージ ID を

含む 

27 NFIS 0 R N Null フレームインジケータステータスフラグ（vRF!Header!NFIndicator）*4 

0：受信フレームは Null フレーム*5 

1：受信フレームは非 Null フレーム 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

26 SYNS 0 R N Sync フレームインジケータステータスフラグ（vRF!Header!SyFIndicator）*4 

0：Sync フレームを受信せず 

1：受信フレームは Sync フレーム 

25 SFIS 0 R N Startup フレームインジケータステータスフラグ（vRF!Header!SuFIndicator）*4 

0：Startup フレームを受信せず 

1：受信フレームは Startup フレーム 

24 RCIS 0 R N 受信チャネル表示ステータスフラグ（vSS!Channel）*4 

0：チャネル B でフレーム受信 

1：チャネル A でフレーム受信 

23、22 － すべて 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

21～16 CCS5～

CCS0 

すべて 0 R N サイクルカウントステータス 

ステータスが更新されたときのサイクルカウンタ値が読めます。 

15 FTB 0 R N チャネル B フレーム送信フラグ*3 

0：チャネル B でデータフレーム送信せず 

1：チャネル B でデータフレーム送信 

14 FTA 0 R N チャネル A フレーム送信フラグ*3 

0：チャネル A でデータフレーム送信せず 

1：チャネル A でデータフレーム送信 

13 － 0 0 N 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。 

12 MLST 0 R N メッセージロスト検出フラグ 

CPU がメッセージデータを読む前に、受信したデータフレームによってメッセー

ジバッファが上書きされたとき"1"になります。受信 FIFO に設定したメッセージ

バッファを除き、Null フレームの受信による影響はありません。入力バッファを

介してメッセージバッファに書き込みを行うか、出力バッファを介してメッセー

ジを読み出すことで ND ビットが"0"になった後、新しいメッセージがメッセージ

バッファに格納されると、このフラグは"0"になります。 

0：メッセージロストなし 

1：受信バッファのフレームを読む前に次のフレームが上書きされた 

11 ESB 0 R N チャネル B 空スロットフラグ*2 

0：チャネル B で空きスロットの検出なし 

1：チャネル B で空きスロットを検出 

10 ESA 0 R N チャネル A 空スロットフラグ*2 

0：チャネル A で空きスロットの検出なし 

1：チャネル A で空きスロットを検出 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

9 TCIB 0 R N チャネル B 送信競合検出フラグ 

0：エラーなし 

1：チャネル B で送信競合を検出 

8 TCIA 0 R N チャネル A 送信競合検出フラグ 

0：エラーなし 

1：チャネル A で送信競合を検出 

7 SVOB 0 R N チャネル B スロット境界違反検出フラグ*1 

0：エラーなし 

1：チャネル B でスロット境界違反検出 

6 SVOA 0 R N チャネル A スロット境界違反検出フラグ*1 

0：エラーなし 

1：チャネル A でスロット境界違反検出 

5 CEOB 0 R N チャネル B コンテンツエラー検出フラグ 

0：エラーなし 

1：チャネル B でコンテンツエラーを検出 

4 CEOA 0 R N チャネル A コンテンツエラー検出フラグ 

0：エラーなし 

1：チャネル A でコンテンツエラーを検出 

3 SEOB 0 R N チャネル B シンタックスエラー検出フラグ 

0：エラーなし 

1：チャネル B でシンタックスエラーを検出 

2 SEOA 0 R N チャネル A シンタックスエラー検出フラグ 

0：エラーなし 

1：チャネル A でシンタックスエラーを検出 

1 VFRB 0 R N チャネル B 有効フレーム受信フラグ 

0：チャネル B で有効フレーム受信せず 

1：チャネル B で有効フレームを受信 

0 VFRA 0 R N チャネル A 有効フレーム受信フラグ 

0：チャネル A で有効フレーム受信せず 

1：チャネル A で有効フレームを受信 

【注】 *1 スロット境界違反とは、指定したスロットの先頭または終端でチャネルがアクティブになっている状態です。 

 *2 状態はスタティックスロットおよびダイナミックスロットでチェックされます。 

 *3 対応する CCS5～CCS0 ビットは、このフラグが"1"のサイクルのみ有効です。 

 *4 受信バッファに関しては、有効な受信フレームおよび Null フレームにより更新されます。有効なフレームを受信

しなかった場合、前の値が保持されます。 
送信バッファに関しては、これらのフラグは意味を持ちません。 

 *5 "0"の場合、受信フレームのペイロードセグメントのデータは無効です。 

 *6 予約ビットは"0"で送信されます。 
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32.11.6 FlexRay 出力バッファコマンドマスクレジスタ（FROBCM） 
FROBCR レジスタの OBRS0～OBRS6 ビットで選択したメッセージ RAM 内のメッセージバッファから出

力バッファ（OBF）への更新方法を設定します。メッセージ RAM の転送が FROBCR レジスタの REQ ビット

によって要求されたとき、RDSS ビットと RHSS ビットの内容がそのレジスタの内部記憶装置にコピーされ

ます。OBF ホストと OBF シャドウが切り替わるとき、RDSH ビットおよび RHSH ビットはそれぞれそのレ

ジスタの内部記憶装置に切り替わります。 
 

FlexRay FROBCM P4 H'FFBF F710

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
RDSS RHSS

31

RDSH RHSH

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～18 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

17 RDSH 0 R 0 データセクション転送情報フラグ（ホスト） 

0：データセクションを読み出さない 

1：データセクションを読み出す 

16 RHSH 0 R 0 ヘッダセクション転送情報フラグ（ホスト） 

0：ヘッダセクションを読み出さない 

1：ヘッダセクションを読み出す 

15～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

1 RDSS 0 R W データセクション転送情報設定ビット（シャドウ） 

0：データセクションを読み出さない 

1：データセクションを読み出す 

0 RHSS 0 R W ヘッダセクション転送情報設定ビット（シャドウ） 

0：ヘッダセクションを読み出さない 

1：ヘッダセクションを読み出す 

【注】・ ヘッダセクションがメッセージ RAM から OBF シャドウへ転送された後、FRMBSC1～FRMBSC4 レジスタの選択さ

れたメッセージバッファの MBC ビットが"0"になります。データセクションがメッセージ RAM から OBF シャドウへ

転送されると、FRNDAT1～FRNDAT4 レジスタの選択されたメッセージバッファの ND ビットが"0"になります。 
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32.11.7 FlexRay 出力バッファコマンド要求レジスタ（FROBCR） 
OBSYS ビットが"0"の間に、REQ ビットに"1"を書くと、OBSYS ビットは自動的に"1"になります。OBRS6

～OBRS0 ビットはレジスタ内部記憶装置に、FROBCM レジスタの RDSS ビットと RHSS ビットは、FROBCM

レジスタの内部記憶装置にコピーされ、OBRS6～OBRS0 ビットで選択されたメッセージ RAM 内のメッセー

ジバッファの OBF シャドウへの転送が始まります。転送が完了すると、OBSYS ビットが"0"に戻ります。 

OBSYS ビットが"0"のときに VIEW ビットを"1"にすると、OBF ホストと OBF シャドウが切り替わります。

加えて、FROBCM レジスタの RDSH ビットと RHSH ビットが、FROBCM レジスタの内部記憶装置と切り替

わります。OBRH6～OBRH0 ビットには、現在アクセス可能なメッセージバッファ番号が示されます。 

OBSYS ビットが"0"のとき、REQ ビットと VIEW ビットを同じ書き込みアクセスで"1"にすると、OBSYS

ビットは自動的に"1"になり、OBF ホストと OBF シャドウが切り替わります。加えて、FROBCM レジスタの

RDSH ビットと RHSH ビットが、そのレジスタの内部記憶と切り替わります。その後、OBRS6～OBRS0 ビッ

トは、そのレジスタの内部記憶にコピーされ、選択されたメッセージバッファのメッセージ RAM から OBF

シャドウへの転送が始まります。転送中に、OBF ホストから、前の転送でメッセージバッファから転送され

たデータを読むことができます。メッセージ RAM と OBF シャドウの現在の転送が完了したとき、OBSYS

ビットは"0"になります。 

OBSYS ビットが"1"の間に、出力バッファレジスタへ書き込みをしようとすると、FREIR レジスタの IOBA

ビットが"1"になります。この場合、出力バッファは変化しません 
 

FlexRay FROBCR P4 H'FFBF F714

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
OBSYS REQ VIEW OBRS6 OBRS5 OBRS1 OBRS0

31

OBRH6 OBRH5 OBRH4 OBRH3 OBRH2

OBRS4 OBRS3 OBRS2

OBRH1 OBRH0

16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0  
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

31～23 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

22～16 OBRH6～

OBRH0 

すべて 0 R 0 出力バッファ転送元（ホスト） 

現在 CPU からアクセスできるメッセージバッファ番号を示します。 

有効範囲は 0～127 です。 

15 OBSYS 0 R 0 OBF シャドウビジーフラグ 

REQ ビットに"1"を書くと"1"になります。メッセージ RAM から OBF シャドウへ

の転送が完了すると、"0"になります。 

0：実行中の転送なし 

1：メッセージ RAM から OBF シャドウへの転送中 
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ビット シンボル リセット

後の値

R W 説   明 

14～10 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

9 REQ 0 R W メッセージ RAM 転送要求ビット*1*2 

0：要求なし 

1：OBF シャドウへの転送を開始する 

8 VIEW 0 R W 出力バッファトグルビット*1*2 

0：切り替えなし 

1：OBF シャドウと OBF ホストを切り替える 

7 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。 

6～0 OBRS6～

OBRS0 

すべて 0 R W 出力バッファ転送元設定ビット（シャドウ） 

メッセージ RAM から OBF シャドウに転送する際の転送元メッセージバッファ番

号を設定します。受信 FIFO の先頭のメッセージバッファ番号をこのレジスタに書

いた場合、GIDX レジスタ（「32.21 FIFO 機能」参照）で示されるメッセージバッ

ファが OBF シャドウに転送されます。 

有効範囲は 0～127 です。 

【注】 *1 OBSYS フラグが"0"のときのみ"1"にできます。 

 *2 処理が終わっても"0"には戻りません。一方だけ"1"にするときは、同時にもう一方に"0"を書いてください。また、

OBRS6~OBRS0 ビットだけに値を設定するときは、両方とも"0"を書いてください。 
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32.12 コミュニケーションサイクル 
FlexRay ネットワークでの通信はフレームとシンボルをベースにしています。Wakeup シンボル（WUS）お

よび衝突回避シンボル（CAS）はタイムスケジュールを構成するために、コミュニケーションサイクル外で

送信されます。フレームとメディアアクセステストシンボル（MTS）はコミュニケーションサイクル内で送

信されます。 

FlexRay コミュニケーションサイクルは以下の 4 つの部分で構成されます。 

• スタティックセグメント 

• ダイナミックセグメント（オプション） 

• シンボルウィンドウ（オプション） 

• ネットワークアイドル時間（NIT） 
 

スタティックセグメント、ダイナミックセグメント、およびシンボルウィンドウでネットワークコミュニ

ケーション時間（NCT）が構成されます。通信チャネルごとにスロットカウンタは 1 から始まりダイナミッ

クセグメントの終端に到達するまでカウントアップされます。両チャネルは同じ同期 MT 値を使用します。 

.... ....

xx-1 x+1

NIT

t

 

図 32.4 コミュニケーションサイクルの構成 

 

32.12.1 スタティックセグメント 
スタティックセグメントには以下の特徴があります。 

• タイムスロットが固定長（オプションとしてバスガーディアンによるプロテクトあり） 

• 各スタティックスロットのアクションポイントでフレーム送信開始 

• 両チャネルのすべてのフレームで同じペイロード長 
 

［パラメータ］ 

• スタティックスロット数（FRGTUC7レジスタのNSS9～NSS0ビット） 

• スタティックスロット長（FRGTUC7レジスタのSSL9～SSL0ビット） 

• スタティックフレームペイロード長（FRMHDCレジスタのSFDL6～SFDL0ビット） 

• アクションポイントオフセット（FRGTUC9レジスタのAPO5～APO0ビット） 
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32.12.2 ダイナミックセグメント 
ダイナミックセグメントには以下の特徴があります。 

• すべてのコントローラにバスアクセスあり（バスガーディアンによるプロテクト不可） 

• 可変ペイロード長、可変スロット長、チャネルごとに異なる設定 

• ミニスロットアクションポイントでフレーム送信開始 
 

［パラメータ］ 

• ミニスロット数（FRGTUC8レジスタのNMS12～NMS0ビット） 

• ミニスロット長（FRGTUC8レジスタのMSL5～MSL0ビット） 

• ミニスロットアクションポイントオフセット（FRGTUC9レジスタのMAPO4～MAPO0ビット） 

• 最終送信開始（最終ミニスロット）（FRMHDCレジスタのSLT12～SLT0ビット） 
 

32.12.3 シンボルウィンドウ 
シンボルウィンドウ期間中、メディアアクセステストシンボル（MTS）は各チャネルで 1 回だけ送信でき

ます。MTS シンボルは NORMAL_ACTIVE 状態でバスガーディアンをテストするために送信されます。 

シンボルウィンドウには以下の特徴があります。 

• 1つのシンボル送信 

• MTSシンボルの送信はシンボルウィンドウアクションポイントで開始 
 

［パラメータ］ 

• シンボルウィンドウアクションポイントオフセット（FRGTUC9レジスタのAPO4～APO0ビット）（スタ

ティックスロットと同じ） 

• ネットワークアイドル時間開始位置（FRGTUC4レジスタのNIT13～NIT0ビット） 
 

32.12.4 ネットワークアイドル時間（NIT） 
ネットワークアイドル時間中、CC は以下の処理を行います。 

• クロック補正項（オフセットおよびレート）の計算 

• オフセット補正開始後、複数のMTにわたってオフセット補正値を分散 

• タスク関連のクラスタサイクル実行 
 

［パラメータ］ 

• ネットワークアイドル時間開始位置（FRGTUC4レジスタのNIT13～NIT0ビット） 

• オフセット補正開始位置（FRGTUC4レジスタのOCS13～OCS0ビット） 
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32.12.5 NIT 開始位置設定、オフセット補正開始位置の設定 

NIT

0 n n+1 k k+1

FRGTUC2 MPC13 MPC0 = m
FRGTUC4 NIT13 NIT0 = k
FRGTUC4 OCS13 OCS0 = FRGTUC4 NIT13~NIT0 + 1

m-1

 

図 32.5 NIT 開始位置、オフセット補正開始位置の設定 

 

サイクル当たりの MT 数（gMacroPerCycle）を m とすると、FRGTUC2 レジスタの MPC13～MPC0 ビット

の設定値は m となります。 

スタティック/ダイナミックセグメントは、MT 値 0 で開始、n で終了します。ここで n は、 

n=スタティックセグメント長+ダイナミックセグメントオフセット+ダイナミックセグメント長-1MT 

n=gNumberOfStaticSlots×gdStaticSlot+ダイナミックセグメントオフセット 

+gNumberOfMinislots×gdMinislot-1MT 
 

スタティックセグメント長は FRGTUC7 レジスタの SSL9～SSL0 ビットおよび NSS9～NSS0 ビットで設定

します。ダイナミックセグメント長は FRGTUC8 レジスタの MSL5～MSL0 ビットおよび NMS12～NMS0 ビッ

トで設定します。 

ダイナミックセグメントオフセットは、 

• gdActionPointOffset≦gdMinislotActionPointOffsetの場合 

ダイナミックセグメントオフセット=0MT 

• gdActionPointOffset＞gdMinislotActionPointOffsetの場合 

ダイナミックセグメントオフセット=gdActionPointOffset-gdMinislotActionPointOffset 
 

NIT は MT 値 k+1 で開始、サイクルの最終 MT:m-1 で終了します。NIT は、FRGTUC4 レジスタの NIT13～

NIT0 ビット=k と設定します。本 FlexRay モジュールでは、オフセット補正開始位置は次の式を満たす必要が

あります。 

FRGTUC4 レジスタの OCS13～OCS0 ビット≧FRGTUC4 レジスタの NIT13～NIT0 ビット+1=ｋ+1 

シンボルウィンドウ長は、スタティック/ダイナミックセグメントの終端から NIT の開始点までの MT 数

（k-n）で決まります。 
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32.13 通信モード 
FlexRay プロトコル仕様書 2.1 ではタイムトリガ式分散（TT-D：Time-TriggeredDistributed）モードを定義し

ています。 
 

32.13.1 タイムトリガ式分散（TT-D） 
TT-D モードでは以下の設定が可能です。 

• Purestatic：スタティックスロット2個以上＋シンボルウィンドウ（オプション） 

• Mixedstatic/dynamic：スタティックスロット2個以上＋ダイナミックセグメント+シンボルウィンドウ 

         （オプション） 
 

タイムトリガ式分散動作には、最低 2 つの Coldstart ノードが必要です。クラスタスタートアップには 2 つ

の正常な Coldstart ノードが必要です。各 Startup フレームは Sync フレームでなければならず、そのためすべ

ての Coldstart ノードは Sync ノードになります。 
 

32.14 クロック同期 
TT-D モードでは分散クロック同期が使用されます。各ノードは他のノードから受信した Sync フレームの

タイミングに応じて個別にクラスタに同期します。 
 

32.14.1 グローバルタイム 
FlexRay ノードにおいて、通信などの動作は、グローバルタイムという概念に基づいて行われます。 

FlexRay クラスタと個別のクロックメカニズムを持つ他のノード群とを区別しているのは、このクロック同

期メカニズムです。グローバルタイムは、サイクル（サイクルカウンタ）とサイクルタイム（MT カウンタ）

という 2 つの値からなるベクタです。 
 

［クラスタ定義］ 

• MT=FlexRayネットワークにおける時間計測の基本単位、1MTは整数個のµTで構成されます。 

• サイクル長=MT単位のコミュニケーションサイクル時間 
 

32.14.2 ローカルタイム 
内部的には、ノードは自らの動作を µT の解像度で計測します。µT は特定のノードにおける発振クロック

から得られる時間の単位です。したがって µT はコントローラ個別の単位です。µT はコントローラによって

長さが異なる可能性があります。ひとつのノードのローカルタイムの誤差計測の精度が µT です。 
 

［ノード定義］ 

発振クロック→プリスケーラ→µT 

µT=CC における時間計測の基本単位、クロック補正は µT 単位で行うサイクルカウンタ+MT カウンタ=ノー

ドから見たグローバルタイム 
 



32. FlexRay モジュール  

Rev.1.10 2011.09.16  32-148   

R01UH0030JJ0110  

32.14.3 同期プロセス 
クロック同期は Sync フレームを用いて行われます。Sync フレームを送信できるのは、事前に設定された

ノード（Sync ノード）のみです。2 チャネル構成のクラスタでは、Sync ノードは両方のチャネルに Sync フ

レームを送信しなければいけません。 

FlexRay で同期を行うには、以下の制限を考慮する必要があります。 

• 1コミュニケーションサイクルにおけるノードあたりのSyncフレーム数は最大1 

• 1コミュニケーションサイクルにおけるクラスタあたりのSyncフレーム数は最大15 

• 各ノードは事前に設定されたSyncフレーム数（FRGTUC2レジスタのSNM3～SNM0ビット）をクロック

同期に使用しなければならない 

• クロック同期およびスタートアップ用として最低2つのSyncノードが必要 
 

クロック同期を行うには、スタティックセグメント内で受信された Sync フレームの到達時間の期待値と実

測値の差を計測します。2 チャネル構成のクラスタでは、両チャネルで Sync フレームを送信するように Sync

ノードを設定してください。補正項の計算は NIT 期間中（オフセットはすべてのサイクル、レートはすべて

の奇数サイクル）に FTM アルゴリズムによって行います。詳細は FlexRay プロトコル仕様書 v2.1 の第 8 章を

参照してください。 
 

（1） オフセット（位相）補正 

• 通信中のサイクルで計測、格納された偏差値のみを使用 

• 2チャネルノードの場合、より小さい値の方を採用 

• すべてのコミュニケーションサイクルのNIT期間に計算 

• 偶数サイクルで計算されたオフセット補正値はエラーチェックのみに使用 

• 上限値をチェック 

• 補正値は符号付き整数のµT値 

• 奇数サイクルで計算された補正値を、次のサイクルの開始位置をずらすために、オフセット補正開始か

らサイクルの終わり（NITの終端）までのMTに分散（MT長設定） 
 

（2） レート（周波数）補正 

• 偶数/奇数サイクルペアで計測、格納された1対の偏差値を使用 

• 2チャネルノードの場合、両チャネルの差の平均値を使用 

• 奇数サイクルのNIT期間に計算 

• クラスタドリフトダンピングにグローバルダンピング値を使用 

• 上限値をチェック 

• 補正値は符号付き整数のµT値 

• 次の偶数/奇数サイクルペアを構成するMTに分散（MT長設定） 
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（3） Sync フレーム送信 

Sync フレームの送信はバッファ 0 および 1 からのみ可能です。メッセージバッファ 1 が Sync フレーム送

信用となるのは、2 つのチャネルで Sync フレームのペイロードが異なる場合です。この場合、FRMRC レジ

スタの SPLM ビットを"1"（メッセージバッファ 0、1 への書き込み禁止）にしてください。 

Sync フレーム送信に使用するメッセージバッファにはキースロット ID の設定が必要です。設定は CONFIG

状態でのみ可能です。Sync フレームを送信するノードでは、FRSUCC1 レジスタの TXSY ビットを"1"にして

ください。 
 

32.14.4 外部クロック同期 
通常のオペレーションにおいて、独立したクラスタ間ではかなりのクロック誤差が生じる可能性がありま

す。独立したクラスタ間の同期をとるには、各クラスタ内のノード間が同期しているかどうかにかかわらず、

外部同期が必要となります。外部同期にはクラスタに対するレート補正値、オフセット補正値を推測する同

期アプリケーションが必要です。 

• 外部オフセット/レート補正値は符号付き整数 

• 外部オフセット/レート補正値は、計算されたオフセット/レート補正値に加算されます 

• 総合オフセット/レート補正値（内部+外部）は設定された上限値に対しチェックされません 
 

32.15 エラー処理 
本モジュールにおけるエラー処理は、単一ノードで下位レイヤのプロトコルエラーが発生しても、影響し

ないノード間の通信は継続できることを保証することを意図しています。場合によっては、通常オペレーショ

ンを再開するために上位レイヤでのプログラム処理が必要な場合もあります。エラー処理状態が変化すると

FREIR レジスタの PEMC ビットが"1"になります。また割り込みが許可されている場合、割り込み要求が発生

します。FRCCEV レジスタの ERRM1～ERRM0 ビットにより現在のエラーモードを確認できます。 
 

表 32.7 POC のエラーモード 

エラーモード 動作 

ACTIVE（Green） 完全稼動 

状態：NORMAL_ACTIVE 

CC が完全に同期し、クラスタ内クロック同期をサポートしている。CPU はすべてのエラー

とステータス変化を、割り込み（許可されている場合）または FREIR レジスタ、FRSIR レ

ジスタのエラー/ステータス割り込みフラグを読むことで知ることができる。 

PASSIVE（Yellow） 縮小稼動 

状態：NORMAL_PASSIVE、CC 自動復帰可能 

CC はフレームとシンボルの送信を停止、受信済みフレームの処理のみ実行。クロック同期

メカニズムは受信済みフレームに基づき継続。クラスタ内クロック同期に関しては積極的に

は関与しない。CPU はすべてのエラーとステータス変化を、割り込み（許可されている場合）

または FREIR レジスタ、FRSIR レジスタのエラー/ステータス割り込みフラグを読むことで

知ることができる。 
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エラーモード 動作 

COMM_HALT（Red） 稼動停止 

状態：NORMAL_ACTIVE、CC 自動復帰禁止 

CC はフレーム、シンボルの処理、クロック同期処理、MT 生成を停止。CPU は FREIR レジ

スタ、FRSIR レジスタのエラー/ステータス割り込みフラグを読むことで、エラー/ステータ

ス情報にアクセスすることができる。バスドライバは無効。 

 

32.15.1 クロック補正失敗カウンタ 
クロック補正失敗カウンタが、FRSUCC3 レジスタの WCP3～WCP0 ビットで定義している「クロック補正

エラー回数最大値（NORMAL_PASSIVE 状態への遷移条件）」に達すると、POC は NORMAL_ACTIVE 状態

から NORMAL_PASSIVE 状態に遷移します。また、WCF3～WCF0 ビットで定義している「クロック補正エ

ラー回数最大値（HALT 状態への遷移条件）」に達すると、NORMAL_ACTIVE 状態または NORMAL_PASSIVE

状態から HALT 状態に遷移します。 

CC がプロトコルスタートアップフェーズを終了した後、クロック補正失敗カウンタ（FRCCEV レジスタ

の CCFC3～CCFC0 ビット）を読むと、ノードがクロック補正項の計算ができなかった期間を知ることができ

ます。クロック補正失敗カウンタは、オフセット補正欠落フラグ（FRSFS レジスタの MOCS ビット）または

レート補正欠落フラグ（MRCS ビット）のいずれかが"1"のとき、奇数コミュニケーションサイクルの終端で

インクリメントされます。 

いずれのフラグも"1"でない場合、クロック補正失敗カウンタは奇数コミュニケーションサイクルの終端で

0 になります。 

「クロック補正エラー回数最大値（HALT 状態への遷移条件）」に達すると、クロック補正失敗カウンタ

は停止します（最大値に達してからインクリメントしても 0 に戻りません）。CC が READY 状態に入るか、

NORMAL_ACTIVE 状態になると、クロック補正失敗カウンタは 0 に初期化されます。 
 

【注】・ FRSUCC1 レジスタの HCSE ビットが"1"ではないとき、HALT 状態へは遷移しません。 
 

32.15.2 Passive-to-Active カウンタ 
Passive-to-Activeカウンタは、NORMAL_PASSIVE状態からNORMAL_ACTIVE状態への遷移を制御します。

FRSUCC1 レジスタの PTA4～PTA0 ビットは、NORMAL_PASSIVE 状態から NORMAL_ACTIVE 状態への遷

移が許可される前に必要となる、クロック補正に成功した連続した偶数/奇数サイクルペア数を設定します。

PTA4～PTA0 ビットが"0"の場合、NORMAL_PASSIVE 状態から NORMAL_ACTIVE 状態への遷移はできませ

ん。 
 

32.15.3 HALT コマンド 
ローカルノードの FlexRay 通信を停止するには、HALT コマンドを発行することで CC を HALT 状態にし

ます。HALT コマンドは FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットに" B'0110"を書くことで実現します。

FlexRay ネットワーク全体の通信を停止する場合は、すべてのノードが同時に HALT コマンドを適用するよ

うに、上位レイヤプロトコルが保証する必要があります。 

HALT 状態へ遷移する前の POC の状態は、FRCCSV レジスタの PSL5～PSL0 ビットで読めます。 
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NORMAL_ACTIVE 状態または NORMAL_PASSIVE 状態で HALT コマンドが発行された場合、POC は現行

サイクルの終端で HALT 状態に遷移します。他の状態で発行された場合、CMD3～CMD0 ビットは"B'0000" 

（コマンド無効）になり、FREIR レジスタの CNA ビットが"1"になります。割り込みが許可されている場合、

割り込み要求が発生します。 
 

32.15.4 FREEZE コマンド 
重大なエラー状態を検出した場合、FREEZE コマンドを発行することで CC を HALT 状態にします。 

FREEZE コマンドは FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットに"B'0111"を書くことで実現します。 

FREEZE コマンドは、現在の POC の状態に関係なく直ちに HALT 状態に遷移させます。 

HALT 状態へ遷移する前の POC の状態は、FRCCSV レジスタの PSL5～PSL0 ビットで読めます。 
 

32.16 CC の状態 

32.16.1 CC 状態遷移図 

FlexRay

T15

T14
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図 32.6 FlexRay モジュールの状態遷移図 
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状態遷移は、RESET 端子、FRXA 端子、FRXB 端子、POC ステートマシンおよび CHI コマンドベクタ

（FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビット）で制御します。 

FREEZE コマンド（CMD3～CMD0 ビット="B'0111"）実行後、CC はいずれの状態にあっても、HALT 状態

に遷移します。 
 

表 32.8 FlexRay モジュールの状態遷移条件 

T# 遷移条件 遷移前の状態 遷移後の状態 

T1 リセット すべての状態 DEFALT_CONFIG 

T2 CONFIG コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0001"） DEFALT_CONFIG CONFIG 

T3 ロック解除シーケンス+READY コマンド発行 

（CMD3～CMD0 ビット="B'0010"） 

CONFIG READY 

T4 CONFIG コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0001"） READY CONFIG 

T5 WAKEUP コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0011"） READY WAKEUP 

T6 Wakeup パターン送信完了 

Wakeup パターン受信完了 

フレームヘッダ受信完了 

Wakeup 衝突検出 

READY コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0010"） 

WAKEUP READY 

T7 RUN コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0100"） READY STARTUP 

T8 STARTUP 成功 STARTUP NORMAL_ACTIVE 

T9 クロック補正失敗カウンタ値が FRSUCC3 レジスタの WCP3～

WCP0 ビットの設定値に到達 

NORMAL_ACTIVE NORMAL_PASSIVE 

T10 クロック補正成功サイクルペア数が FRSUCC1 レジスタの PTA4～

PTA0 ビットの設定値に到達 

NORMAL_PASSIVE NORMAL_ACTIVE 

T11 READY コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0010"） STARTUP 

NORMAL_ACTIVE 

NORMAL_PASSIVE 

READY 

T12 FRSUCC1 レジスタの HCSE ビットが"1"のときにクロック補正失

敗カウンタ値がFRSUCC3レジスタのWCF3～WCF0ビットの設定

値に到達、または、HALT コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット

="B'0110"） 

NORMAL_ACTIVE HALT 

T13 FRSUCC1 レジスタの HCSE ビットが"1"のときにクロック補正失

敗カウンタ値がFRSUCC3レジスタのWCF3～WCF0ビットの設定

値に到達、または、HALT コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット

="B'0110"） 

NORMAL_PASSIVE HALT 

T14 FREEZE コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0111"） すべての状態 HALT 

T15 CONFIG コマンド発行（CMD3～CMD0 ビット="B'0001"） HALT DEFALT_CONFIG 
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32.16.2 DEFAULT_CONFIG 状態 
DEFAULT_CONFIG 状態では、CC は停止しています。端子は非アクティブ状態です。FlexRay プロトコル

仕様書では、アプリケーション設定データの書き込みを CONFIG 状態でのみ行うよう規定しています。なお、

各制御レジスタは DEFAULT_CONFIG 状態での書き換えからは保護されていませんので、

DEFAULT_CONFIG 状態で書き換えないようご注意ください。 

CC は以下の場合に DEFAULT_CONFIG 状態へ遷移します。 

• リセット後 

• HALT状態から抜けたとき 

DEFAULT_CONFIG 状態を抜けるには、FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットに"B'0001"（CONFIG

コマンド）を書くことで、CONFIG 状態に遷移します。 
 

32.16.3 CONFIG 状態 
CONFIG 状態では、CC は停止しています。すべての制御レジスタにアクセスでき、端子は非アクティブ状

態です。この状態で CC の初期設定を行います。 

CC は以下の場合に CONFIG 状態へ遷移します。 

• DEFAULT_CONFIG状態から抜けたとき 

• READY状態から抜けたとき 

HALT 状態と DEFAULT_CONFIG 状態を経由して CONFIG 状態に遷移した場合、ステータス情報と設定内

容を解析できます。CONFIG 状態から抜ける前に設定に間違いがないか確認する必要があります。 

CONFIG 状態から抜けるには、FlexRay ロックレジスタ（FRLCK）に記載のロック解除シーケンスを実行

します。CONFIG 状態のロックを解除した直後に、FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットに次の状態に

遷移するためのコマンドを書く必要があります。 
 

【注】・ FRMHDS レジスタの下位 15 ビット、FRTXRQ1～FRTXRQ4 レジスタおよびメッセージ RAM に格納されてい

るステータスデータは、CONFIG 状態から READY 状態への遷移による影響を受けません。 
 

CONFIG 状態では、モジュールクロック（FRck、PAck）を停止することで、CC を省電力モードにできま

す。クロックを停止する前に、すべてのメッセージ RAM の転送が完了していることを確認する必要があり

ます。 
 

32.16.4 READY 状態 
CONFIG 状態のロックを解除し、FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットに"B'0010"（READY コマン

ド）を書くと、READY 状態に遷移します。この状態から WAKEUP 状態に遷移してクラスタウェイクアップ

を実行したり、STARTUP 状態に遷移して Coldstart を実行したり稼動中のクラスタに統合できます。 

CC は以下の場合に READY 状態へ遷移します。 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0010"（READYコマンド）を書いて、CONFIG状態、

WAKEUP状態、STARTUP状態、NORMAL_ACTIVE状態、NORMAL_PASSIVE状態から抜けたとき 
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CC は以下の場合に READY 状態から抜けます。 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0001"（CONFIGコマンド）を書いて、CONFIG状態に遷

移したとき 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0011"（WAKEUPコマンド）を書いて、WAKEUP状態に

遷移したとき 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0100"（RUNコマンド）を書いて、STARTUP状態に遷移

したとき 

• STARTUP状態に遷移すると、内部カウンタおよびCCステータスフラグが初期化されます。 
 

【注】・ FRMHDS レジスタの下位 15 ビット、FRTXRQ1～FRTXRQ4 レジスタおよびメッセージ RAM に格納されてい

るステータスデータは、READY 状態から STARTUP 状態への遷移による影響を受けません。 
 

32.16.5 WAKEUP 状態 
本項では FlexRay モジュールのウェイクアップについて説明します。ウェイクアップ処理の詳細および関

連図については FlexRay プロトコル仕様書 v2.1 の 7.1 節を参照してください。 

CC は以下の場合に WAKEUP 状態へ遷移します。 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0011"（WAKEUPコマンド）を書いて、READY状態から

抜けたとき 
 

CC は以下の場合に WAKEUP 状態を抜けて READY 状態へ遷移します。 

• ウェイクアップパターン（WUP）の送信が中断されることなく完了した後 

• WUP受信後 

• WUP衝突検出後 

• フレームヘッダ受信後 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0010"（READYコマンド）を書いたとき 
 

クラスタ内のすべてのノードがウェイクアップしていることを保証するために、通信スタートアップ処理

の前にクラスタのウェイクアップ処理を行う必要があります。クラスタのウェイクアップ処理を行うには、

すべてのバスドライバに電源が供給されていることが必須です。バスドライバは、ウェイクアップパターン

を受信すると自ノードの他のコンポーネントをウェイクアップさせることができます。クラスタ内の少なく

とも 1 つのノードに対し外部ウェイクアップソースが必要です。 

ウェイクアップ処理はすべてプログラムで制御されます。プログラムによって、バスドライバや CC から

クラスタの状態に関する情報を得、クラスタのウェイクアップ処理を実行するために、バスガーディアン（使

用できる場合）と CC を設定します。CC によって、有効なチャネルのそれぞれに個別にウェイクアップパター

ンを送信できます。 

ウェイクアップ処理は一度に 1 つのチャネルでのみ実行可能です。CC が CONFIG 状態のときに FRSUCC1

レジスタの WUCS ビットで使用するチャネルを選択してください。CC は選択されたチャネル上での通信を

妨害しないように動作します。選択したチャネルに接続されているすべてのノードがウェイクアップパター

ンの送信でウェイクアップすることは保証できません。これらのノードからはスタートアップフェーズに移
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行するまでフィードバックを受けられないからです。ウェイクアップ処理は 2 チャネルシステムのシングル

チャネルデバイスに対し、それらが接続されているチャネル上にウェイクアップパターンを送信するだけで、

ウェイクアップ処理を起こさせることができます。システムスタートアップが必要と思われる Coldstart ノー

ドがあれば、通信スタートアップ処理を開始する前にもう一方のチャネルをウェイクアップさせます。 

ウェイクアップ処理では、いくつものノードが同時にシングルチャネルをウェイクアップさせようとする

のを黙認しますが、ウェイクアップパターンを送信できるノードは 1 つだけです。またウェイクアップパター

ンは衝突耐性があり、2 つのノードが同時にウェイクアップパターンを送信しようとしてエラーが発生して

も、衝突した信号も他のノードをウェイクアップさせることができます。ウェイクアップ処理が終了すると、

CC は READY 状態に戻ります。また、FRSIR レジスタの WST ビットが"1"になり、ウェイクアップ状態に変

化があったことがわかります。 

ウェイクアップ処理の状態は、FRCCSV レジスタの WSV2～WSV0 ビットで確認できます。有効なウェイ

クアップパターンを受信した場合、FRSIR レジスタの WUPA ビットまたは WUPB ビットも"1"になります。 

T2
T4

Texit

T6

T1

Tenter

T3

WAKEUP
LISTEN

READY

WAKEUP

WAKEUP
STANDBY

T5

WAKEUP
SEND

WAKEUP
DETECT

 

図 32.7 WAKEUP 時の状態遷移図 
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表 32.9 WAKEUP 時の状態遷移条件 

T# 遷移条件 遷移前の状態 遷移後の状態 

Tenter FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビットに"B'0011"

（WAKEUP コマンド）を書いて WAKEUP 状態に遷移 

READY WAKEUP 

T1 WAKEUP コマンドにより WakeupFSM が

WAKEUP_LISTEN 状態へ遷移 

WAKEUP_STANDBY WAKEUP_LISTEN 

T2 FRSUCC1 レジスタの WUCS ビットで設定したチャネル

でWUPを受信、またはどちらかの有効なチャネルでフレー

ムヘッダを受信 

WAKEUP_LISTEN WAKEUP_STANDBY 

T3 タイマイベント WAKEUP_LISTEN WAKEUP_SEND 

T4 ウェイクアップパターンが中断せずに送信完了 WAKEUP_SEND WAKEUP_STANDBY 

T5 衝突を検出 WAKEUP_SEND WAKEUP_DETECT 

T6 ウェイクアップタイマがタイムアウト、FRSUCC1 レジス

タの WUCS ビットで選択したチャネルで WUP を検出、ま

たはどちらかの有効なチャネルでフレームヘッダを受信 

WAKEUP_DETECT WAKEUP_STANDBY 

Texit ウェイクアップ処理が完了（T2、T4、T6 の遷移後）また

は、FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0010"

（READY コマンド）を書いて READY 状態に遷移 

READY コマンドにより WakeupFSM を

WAKEUP_STANDBY 状態にリセット 

WAKE READY 

 

WAKEUP_LISTEN 状態はウェイクアップタイマとウェイクアップノイズタイマにより制御されます。これ

ら 2 つのタイマは、ListenTimeout 値（FRSUCC2 レジスタの LT20～LT0 ビット）、ListenTimeoutNoise 値（同

LTN3～LTN0 ビット）で制御します。ListenTimeout 値はノイズがない環境で高速なクラスタのウェイクアッ

プ処理を、ListenTimeoutNoise 値はノイズ干渉に関してより困難な条件下でのウェイクアップ処理を可能にし

ます。 

WAKEUP_SEND 状態では、CC は設定されたチャネルにウェイクアップパターンを送信し、衝突の有無を

チェックします。ウェイクアップ処理から戻った後、CHI コマンドの RUN コマンドを発行して STARTUP 状

態に遷移する必要があります。 

WAKEUP_DETECT 状態では、CC は WAKEUP_SEND 状態で検出された衝突の原因を特定しようとします。

モニタリングは FRSUCC2 レジスタの LT20～LT0 ビットで設定した ListenTimeout 値になると制限されます。

他のノードによるウェイクアップ試行を意味するウェイクアップパターン検出または通信が行われているこ

とを意味するフレームヘッダ受信により、直接 READY 状態に遷移します。それ以外の場合、ListenTimeout

値に到達後 WAKUP_DETECT 状態を抜け、衝突原因は不明となります。 

プログラムでは考えられうるウェイクアップエラーを推察し、適切に対処することが必要です。ウェイク

アップしたノードでのスタートアップ試行は、他の Coldstart ノードがウェイクアップして設定が完了するの

に必要な最低限の時間だけ遅らせることを推奨します。 

FlexRay プロトコル仕様書 v2.1 では、2 つの別々の CC が 2 つのチャネルをウェイクアップさせることを推

奨しています。 
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（1） CPU の役割 

CPU はプログラムにより、2 つのチャネルのウェイクアップ処理を調整し、指定したチャネルをウェイク

アップさせるか否か決定する必要があります。ウェイクアップパターンの送信はプログラムで制御されます。

ウェイクアップパターンはリモートバスドライバで検出され、それぞれの CPU に通知されます。 
 

プログラム制御によるウェイクアップ処理（シングルチャネルウェイクアップ） 

• CONFIG状態でCCを設定する 

FRSUCC1レジスタのWUCSビットでウェイクアップチャネルを選択 

• WUPを受信したかどうかローカルバスドライバをチェックする 

• 選択したウェイクアップチャネルのバスドライバを有効にする 

• READY状態に遷移するようCCに命令 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0011"（WAKEUPコマンド）を書いて、選択したチャネ

ルでウェイクアップ処理を開始するようCCに命令 

CCはWAKEUP状態に遷移 

CCはREADY状態に戻り、ウェイクアップ試行ステータスをCPUに通知 

• 他のノードがウェイクアップして設定が完了できるように一定時間待機 

• Coldstartノードの場合 

2チャネル構成のクラスタでは、もう一方のチャネルのWUPを待つ 

FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'1001"（ALLOW_COLDSTARTコマンド）を書いて、

FRCCSVレジスタのCSIビットを"0"（Coldstart許可）にする 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0100"（RUNコマンド）を書いて、スタートアップ処理に

移行するようCCに命令 
 

バスドライバがトリガとなるウェイクアップ処理 

• バスドライバがウェイクアップ処理を認識 

• バスドライバによるマイコンの電源投入（必要な場合） 

• バスドライバによるウェイクアップイベントのCPUへの通知 

• CPUがローカルCCを設定 

• 必要であれば2番目のチャネルのウェイクアップ処理を指示、他のノードがウェイクアップして設定が完

了できるように一定時間待機 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0100"（RUNコマンド）を書いて、STARTUP状態に遷移

するようCCに命令 
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（2） ウェイクアップパターン（WUP） 

ウェイクアップパターン（WUP）は、2 つ以上の Wakeup シンボル（WUS）で構成されています。Wakeup

シンボル、ウェイクアップパターンは FRPRTC1 レジスタ、FRPRTC2 レジスタで設定されます。 
 

• シングルチャネルウェイクアップでは、Wakeupシンボルは一度に両方のチャネルで送信することはでき

ません。 

• 2つ以上の送信ノードに対し、Wakeupシンボルは衝突耐性あり（2つのWakeupシンボルがオーバラップし

ても正常に認識されます）。 

• Wakeupシンボルはクラスタ内のすべてのノードで同じ設定にしてください。 

• FRPRTC2レジスタのTXL5～TXL0ビットでWakeupシンボルの"L"幅を設定します。 

• FRPRTC2レジスタのTXI7～TXI0ビットでバスのアクティビティ検出に使用するWakeupシンボルのアイ

ドル幅を設定します。 

• ウェイクアップには、2つ以上の送信Wakeupシンボルからなるウェイクアップパターンが必要です。 

• FRPRTC1レジスタのRWP5～RWP0ビットでWakeupシンボルの繰り返し回数を2～63の範囲で設定しま

す。 

• FRPRTC1レジスタのRXW8～RXW0ビットでWakeupシンボルの受信ウィンドウ幅を設定します。 

• FRPRTC2レジスタのRXL5～RXL0ビットでWakeupシンボルの受信"L"幅を設定します。 

• FRPRTC2レジスタのRXI5～RXI0ビットでWakeupシンボルの受信アイドル幅を設定します。 
 

TXL 15 60 TXI 45 180

Wakeup

Wakeup

Wakeup

 

図 32.8 ウェイクアップパターンのタイミング 
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32.16.6 STARTUP 状態 
本項では FlexRay モジュールのスタートアップについて説明します。スタートアップ処理の詳細および関

連図については FlexRay プロトコル仕様書 v2.1 の 7.2 節を参照してください。 

Coldstart が可能なノードが STARTUP 状態に遷移する場合は、Coldstart 開始前に自ノードのチャネルが 2

つともウェイクアップしていることを確認してください。 

全ノードおよびスターが完全にウェイクアップして、設定が完了するのに要する時間はさまざまです。ク

ラスタ通信を開始するには少なくとも 2 つのノードが必要なので、ウェイクアップしたノードでのスタート

アップ試行は、他の Coldstart ノードがウェイクアップして設定が完了するのに必要な最低限の時間だけ遅ら

せることを推奨します。ご使用のハードウェアによっては、全ノードおよびスターがウェイクアップして設

定完了するまでに数百 ms 要する場合があります。 

スタートアップ処理はすべてのチャネルで同期して実行されます。スタートアップ処理中、ノードは Startup

フレームのみ送信します。Startup フレームは Sync フレームと Null フレームの両方です。 

耐故障性がある分散スタートアップ手順は、全ノードの最初の同期で決まります。通常、NORMAL_ACTIVE

状態に遷移するには以下の経路をたどります（図 32.9 参照）。 

• スケジュール同期を開始するColdstartパス（LeadingColdstartノード） 

• 他のColdstartノードに参加するColdstartパス（FollowingColdstartノード） 

• 既存の通信スケジュールに統合する統合パス（その他のノード） 
 

Coldstart 試行は衝突回避シンボル（CAS）の送信で開始します。CAS シンボルを送信した 1 つの Coldstart

ノードが、CAS シンボル送信後最初の 4 サイクルでフレームを送信します。その後もう一つの Coldstart ノー

ド、次いでその他のすべてのノードが参加します。 

Coldstart ノードでは FRSUCC1 レジスタの TXST ビットと TXSY ビットが"1"に設定されています。 

メッセージバッファ 0 には Startup フレームを送信するスロット番号を指定するキースロット ID がありま

す。Startup フレームのフレームヘッダでは Startup フレームインジケータビットが"1"になっています。 

ノードが 3 つ以上あるクラスタの場合、少なくとも 3 つのノードを Coldstart ノードに設定します。ノード

が 2 つのクラスタの場合は、両ノード共 Coldstart ノードになります。クラスタをスタートアップさせるには

少なくとも 2 つの正常な Coldstart ノードが必要です。 

各 Startup フレームは Sync フレームでもあります。したがって各 Coldstart ノードは Sync ノードでもありま

す。Coldstart 試行回数は FRSUCC1 レジスタの CSA4～CSA0 ビットで設定します。 

非 Coldstartノードが他のノードと統合するには、他のノードからの 2 つ以上の Startup フレームが必要です。

Coldstart ノードのスタートアップ処理が完了する前に、統合を開始できます。2 つ以上の Coldstart ノードが

スタートアップ処理を完了するまで、非 Coldstart ノードのスタートアップ処理は完了しません。 

非 Coldstart ノード、Coldstart ノードともに、TDMA スケジュール情報を引き出す Sync フレームを受信す

ると、統合パスを通って統合を開始します。統合中は、ノードのクロックをグローバルクロック（レートお

よびオフセット）に同期させ、サイクル時間をネットワークで観測できるグローバルスケジュールに一致さ

せる必要があります。その後これらの設定は、すべての有効なネットワークノードと一致しているかチェッ

クされます。チェックが問題なく終了すると、ノードは統合フェーズを抜けて通信に参加できます。 
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図 32.9 スタートアップ状態遷移図 

（1） Coldstart 禁止モード 

Coldstart 禁止モードではノードは TDMA 通信スケジュールを初期化できません。FRCCSV レジスタの CSI

ビットが"1"（Coldstart 禁止）の場合、ノードはクラスタ通信の初期化が禁止、すなわち Coldstart パスへの遷

移が禁止されます。稼働中のクラスタへの統合または Startup フレーム送信が許可されるのは、他の Coldstart

ノードがクラスタ通信の初期化を開始してからになります。 

Coldstart 禁止ビット（FRCCSV レジスタの CSI ビット）は、POC が READY 状態に遷移すると"1"になりま

す。プログラムで ALLOW_COLDSTART コマンド（FRSUCC1 レジスタの CMD3～CMD0 ビット="1001b"）

を発行することで"0"にします。 
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（2） スタートアップタイムアウト 

スタートアップタイムアウトとスタートアップノイズタイムアウトの 2 つのタイムアウト値を管理するた

めにの 2 つの µT タイマがあります。これらのタイマは CC が COLDSTART_LISTEN 状態に遷移するとスター

トします。いずれかのタイマがタイムアウトすると、ノードは通信スタートアップ処理のために初期センシ

ングフェーズ（COLDSTART_LISTEN 状態）を抜けます。 
 

【注】・ スタートアップタイマとスタートアップノイズタイマはウェイクアップタイマおよびウェイクアップノイズタ

イマと同じもので、FRSUCC2 レジスタの LT20～LT0 ビットおよび LTN3～LTN0 ビットという同じ設定値を

使用します。 
 

スタートアップタイムアウトは、他のノード間がすでに通信中か他のノードとの統合要求をしている

Coldstart ノードが 1 つでもあるかをノードが判断するために使用する監視時間を制限するものです。 

スタートアップタイマは FRSUCC2 レジスタの LT20～LT0 ビットで設定します。 
 

スタートアップタイムアウト＝pdListenTimeout  

＝FRSUCC2 レジスタの LT20～LT0 ビット 
 

スタートアップタイマは以下のとき再スタートします。 

• COLDSTART_LISTEN状態に入ったとき 

• COLDSTART_LISTEN状態中に両チャネルがアイドル状態になったとき 

スタートアップタイマは以下のとき停止します。 

• COLDSTART_LISTEN状態中、設定されたチャネルの1つで通信チャネルアクティビティを検出したとき 

• COLDSTART_LISTEN状態から抜けたとき 

一度スタートアップタイムアウトになると、オーバフローも再スタートも起こりません。スタートアップ

ステートマシンによる次の処理のために、タイマの状態は保持されます。 
 

スタートアップノイズタイムアウト 

スタートアップタイマが初めてスタートする（STARTUP_PREPARE 状態から COLDSTART_LISTEN 状態

への遷移時）と同時に、スタートアップノイズタイマもスタートします。この付加的なタイムアウトは、ノ

イズの多い環境におけるスタートアップ処理の信頼性を高めるために使用されます。スタートアップノイズ

タイムアウトは FRSUCC2 レジスタの LTN3～LTN0 ビットで設定します。 
 

スタートアップノイズタイムアウト＝pdListenTimeout×gListenNoise 

＝FRSUCC2レジスタのLT20～LT0ビット×（LTN3～LTN0ビット 1+） 
 

スタートアップノイズタイマは以下のとき再スタートします。 

• COLDSTART_LISTEN状態に入ったとき 

• COLDSTART_LISTEN状態中に正常にデコードされたヘッダまたはCASシンボルを受信したとき 

スタートアップノイズタイマは COLDSTART_LISTEN 状態を抜けると停止します。 

一度スタートアップノイズタイムアウトになると、オーバフローも再スタートも起こりません。スタート

アップステートマシンによる次の処理のために、タイマの状態は保持されます。ランダムチャネルアクティ
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ビティがあるときはスタートアップノイズタイマは再スタートしませんので、このタイムアウトによりノイ

ズの多い環境でも通信クラスタをスタートアップさせることを保証する代替ソリューションが提供されてい

ます。 
 

（3） LeadingColdstart ノードの状態遷移（Coldstart の開始） 

Coldstart ノードが COLDSTART_LISTEN 状態に入ると、自ノードのチャネルを監視します。 

通信が検出されなかった場合、COLDSTART_COLLISION_RESOLUTION 状態に移り、Coldstart 試行を開始

します。最初の CAS シンボルの送信の後に、最初の正規のサイクルが続きます。このサイクルがサイクル番

号 0 となります。 

サイクル 0から当該ノードはスタートアップフレームを送信します。各ColdstartノードがそれぞれColdstart

試行を実行するかもしれませんから、複数のノードが同時に CAS シンボルを送信し、Coldstart パスに入る可

能性があります。この状況は、CAS シンボルが送信された後の最初の 4 サイクルで解決されます。 

Coldstart 試行を開始したノードがこの 4 サイクル間に CAS シンボルやフレームヘッダを受信すると、すぐ

に COLDSTART_LISTEN 状態に再遷移します。その結果、Coldstart パスに残るのは 1 つのノードのみになり

ます。サイクル番号 4 に入ると、他の Coldstart ノードが Startup フレームの送信を開始します。 

COLDSTART_COLLISION_RESOLUTION 状態での 4 サイクルの後、Coldstart を開始したノードは

COLDSTART_CONSISTENCY_CHECK 状態に入ります。サイクル番号 4 および 5 の Startup フレームをすべ

て集めクロック補正を行います。クロック補正にエラーがなく、一組以上の有効な Startup フレームを受信し

た場合、COLDSTART_CONSISTENCY_CHECK 状態を抜けて NORMAL_ACTIVE 状態に移ります。 

1 つのノードが実行できる Coldstart 試行回数は、FRSUCC1 レジスタの CSA4～CSA0 ビットで設定します。

Coldstart 試行残数は FRCCSV レジスタの RCA4～RCA0 ビットで読めます。Coldstart 試行が実行されるたび

残数は 1 ずつ減算されます。ノードは、この値が 2 以上のときのみ COLDSTART_LISTEN 状態に、1 以上の

ときのみ COLDSTART_COLLISION_RESOLUTION 状態に遷移できます。Coldstart 試行回数が 1 回の場合、

Coldstart は禁止されますが、統合は可能です。 
 

（4） FollowingColdstart ノードの状態遷移（LeadingColdstart ノードへの応答） 

Coldstart ノードが COLDSTART_LISTEN 状態に入ると、LeadingColdstart ノードからスケジュールとクロッ

ク補正を引き出すため、有効な Startup フレームのペアを受信しようとします。 

有効な Startup フレームを受信すると直ちに INITIALIZE_SCHEDULE 状態に入ります。クロック同期が対

になる 2 つ目の有効な Startup フレームを受信し、スケジュールを引き出すと、

INTEGRATION_COLDSTART_CHECK 状態に移ります。 

INTEGRATION_COLDSTART_CHECK 状態では、クロック補正が正しく実行され、ノードのスケジュール

を初期化した Coldstart ノードがまだ有効であることを保証します。ノードはすべての Sync フレームを集め、

次の一対のサイクルでクロック補正を実行します。クロック補正でエラーがなく、統合した同じノードから

引き続きフレームを受信している場合、COLDSTART_JOIN 状態に入ります。 

COLDSTART_JOIN 状態では、FollowingColdstart ノードが Startup フレームの送信を開始し、次のサイクル

でも Startup フレームを送信します。その結果 LeadingColdstart ノードとそこに統合するノードが、互いのス

ケジュールが一致しているかどうかをチェックできます。クロック補正でエラーがあった場合、ノードは統

合するのを中断します。この状態にあるノードがすべての偶数サイクルで有効な Startup フレームを 1 つ以上
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観測し、すべての一対のサイクルで有効な Startup フレームを 1 つ以上観測した場合、ノードは

COLDSTART_JOIN 状態を抜け NORMAL_ACTIVE 状態に遷移します。結果として Coldstart を開始したノー

ドの最低 1 サイクル後に、FollowingColdstart ノードは STARTUP 状態から抜けます。 
 

（5） 非 Coldstart ノードの状態遷移 

非 Coldstart ノードが INTEGRATION_LISTEN 状態に入ると、自分が接続されたチャネルを監視します。 

有効な Startup フレームを受信すると直ちに INITIALIZE_SCHEDULE 状態に入ります。クロック同期が対

になる 2 つ目の有効な Startup フレームを受信し、スケジュールを引き出すと、

INTEGRATION_CONSISTENCY_CHECK 状態に移ります。 

INTEGRATION_CONSISTENCY_CHECK 状態では、クロック補正が正しく実行されたか、十分な数（2 つ

以上）のColdstartノードがノードのスケジュールに一致するStartupフレーム送信をしているかを確認します。

クロック補正が実行され、エラーが検出されると、ノードは統合するのを中断します。 

この状態での最初の偶数サイクル中、有効な Startup フレーム 2 つか、統合したノードの Startup フレーム

かのどちらかが受信されなければいけません。そうでなければ、ノードは統合するのを中断します。 

この状態での最初の一対のサイクル中、有効な Startup フレーム 2 つか、統合したノードの Startup フレー

ムペアかのどちらかが受信されなければいけません。そうでなければ、ノードは統合するのを中断します。 

最初の一対のサイクルが終わった後、偶数サイクルで受信した有効な Startup フレームが 2 つ未満の場合、

一対のサイクルで受信した有効な Startup フレームペアが 2 つ未満の場合、スタートアップは中断されます。 

STARTUP 状態を抜け NORMAL_OPERATION 状態に入るためには、この状態においてノードは 2 つの連続

した一対のサイクルそれぞれに対し 2 つの有効な Startup フレームペアを観測することが必要です。 

結果として、Coldstart を開始したノードの最低 1 サイクル対後、かつ奇数サイクルの終端で、非 Coldstart

ノードは STARTUP 状態から抜けます。 
 

32.16.7 NORMAL_ACTIVE 状態 
最初の CAS シンボルを送信したノード（衝突を回避して Coldstart パスを経て STARTUP に遷移）と、もう

一つのノードが NORMAL_ACTIVE 状態に入ると、クラスタのスタートアップフェーズが完了します。

NORMAL_ACTIVE 状態ではすべての設定されたメッセージが設定どおりに送信されます。ここには Sync フ

レームだけでなく、データフレームも含まれます。レートおよびオフセット計測は偶数サイクル（偶数/奇数

サイクルペアが必要です）で行われます。 

NORMAL_ACTIVE 状態では以下の標準の通信機能がサポートされます。 

• FlexRayバス上での送受信を設定されたとおりに実行 

• クロック同期は実施 

• CPUインタフェースは動作 
 

CC は以下の場合に NORMAL_ACTIVE 状態を抜けます。 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0110"（HALTコマンド）を書くことで、現サイクルの終

端でHALT状態に遷移 

• CMD3～CMD0ビットに"B'0111"（FREEZEコマンド）を書くことで、直ちにHALT状態に遷移 

• ACTIVEからCOMM_HALTへエラーステータスが変化したことによりHALT状態に遷移 

• ACTIVEからPASSIVEへエラーステータスが変化したことによりNORMAL_PASSIVE状態に遷移 
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• CMD3～CMD0ビットに"B'0010"（READYコマンド）を書くことでREADY状態に遷移 
 

32.16.8 NORMAL_PASSIVE 状態 
エラーステータスが ACTIVE から PASSIVE に変化すると、NORMAL_ACTIVE 状態から

NORMAL_PASSIVE 状態へ遷移します。 

NORMAL_PASSIVE 状態では、ノードはすべてのフレームを受信できます（ノードが完全に同期していて

クロック同期を行う場合）。NORMAL_ACTIVE 状態と違い、ノードは積極的には通信に参加しません、つ

まりシンボルもフレームも送信しません。 

NORMAL_PASSIVE 状態では、 

• FlexRayバス上での受信は実行 

• FlexRayバス上にフレームもシンボルも送信しない 

• クロック同期は実施 

• CPUインタフェースは動作 
 

CC は以下の場合に NORMAL_PASSIVE 状態を抜けます。 

• FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに"B'0110"（HALTコマンド）を書くことで、現サイクルの終

端でHALT状態に遷移 

• CMD3～CMD0ビットに"B'0111"（FREEZEコマンド）を書くことで、直ちにHALT状態に遷移 

• PASSIVEからCOMM_HALTへエラーステータスが変化したことによりHALT状態に遷移 

• PASSIVEからACTIVEへエラーステータスが変化したことによりNORMAL_ACTIVE状態に遷移（この変

化はFRCCEVレジスタのPTAC4～PTAC0ビットの値がFRSUCC1レジスタのPTA4～PTA0ビットの設定値

-1になったときに起こります） 

• CMD3～CMD0ビットに"B'0010"（READYコマンド）を書くことで、READY状態に遷移 
 

32.16.9 HALT 状態 
この状態ではすべての通信（送受信）が停止します。 

CC は以下の場合に HALT 状態へ遷移します。 

• NORMAL_ACTIVE状態またはNORMAL_PASSIVE状態で、FRSUCC1レジスタのCMD3～CMD0ビットに

"B'0110"（HALTコマンド）を設定 

• 状態にかかわらず、CMD3～CMD0ビットに"B'0111"（FREEZEコマンド）を設定 

• クロック補正失敗カウンタが「クロック補正エラー回数（HALT状態への遷移条件）」に達したため

NORMAL_ACTIVE状態から抜けたとき 

• クロック補正失敗カウンタが「クロック補正エラー回数（HALT状態への遷移条件）」に達したため

NORMAL_PASSIVE状態から抜けたとき 
 

CC は以下の場合に HALT 状態から DEFAULT_CONFIG 状態へ遷移します。 

• CMD3～CMD0ビットに"B'0001"（CONFIGコマンド）を設定 
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HALT 状態に遷移すると、すべてのレジスタ設定やステータスは解析のために保存されます。 

プログラムで CMD3～CMD0 ビットに"B'0110"（HALT コマンド）を書くと、FRCCSV レジスタの HRQ ビッ

トが"1"になり、現コミュニケーションサイクルの終了後、HALT 状態に遷移します。 

プログラムで CMD3～CMD0 ビットに"B'0111"（FREEZE コマンド）を書くと、直ちに HALT 状態に遷移

し、FRCCSV レジスタの FSI ビットが"1"になります。 

HALT 状態への遷移前の POC の状態は FRCCSV レジスタの PSL5～PSL0 ビットで読むことができます。 
 

32.17 ネットワーク管理 
生成されたネットワーク管理（NM）ベクタは FRNMV1～FRNMV3 レジスタで読むことができます。CC

は、ペイロードプリアンブルインジケータ（PPI）ビットが"1"になっているすべての有効な受信 NM フレー

ムの中から、すべての NM ベクタをビットごとに OR 演算します。スタティックフレームだけが NM 情報を

持つように設定されています。CC は各サイクルの終端で NM ベクタを更新します。 

NM ベクタ長は FRNEMC レジスタの NML3～NML0 ビットで設定します。設定範囲は 0～12 です。NM ベ

クタ長はクラスタ内のすべてのノードで同じ値にしてください。 

FlexRay フレームを PPI ビットを"1"にして送信するように送信バッファを設定するには、それぞれの送信

バッファのヘッダセクションにある PPIT ビットを、FRWRHS1 レジスタの PPIT ビットを使って"1"にしなけ

ればいけません。さらにプログラムで NM 情報をそれぞれの送信バッファのデータセクションに書く必要が

あります。 

NM ベクタの評価はアプリケーションプログラム側で行う必要があります。 
 

【注】・ メッセージバッファがネットワーク管理フレームの送信/受信用に設定されている場合、メッセージバッファのヘッダ

2 で設定するペイロード長は、FRNEMC レジスタの NML3～NML0 ビットで設定した NM ベクタ長以上にする必要が

あります。 

   ・ CC が HALT 状態に遷移したとき、サイクルカウンタはインクリメントされませんので、NM ベクタも更新されません。

このとき FRNMV1～FRNMV3 レジスタは以前のサイクルの値を保持します。 
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32.18 フィルタリングとマスキング 
フィルタリングは、指定されたメッセージバッファの設定と、実際のスロットカウンタ値、サイクルカウ

ンタ値およびチャネル ID（チャネル A、B）とを比較することで行われます。比較した値が一致したときだ

け、メッセージバッファは更新/送信されます。 

フィルタリングは以下の条件でを行われます。 

• スロットカウンタ 

• サイクルカウンタ 

• チャネルID 
 

以下のフィルタの組み合わせがアクセプタンス/送信フィルタリングに使用できます。 

• スロットカウンタ+チャネルID 

• スロットカウンタ+サイクルカウンタ+チャネルID 

メッセージバッファに受信メッセージを格納するには、設定されたすべてのフィルタが一致する必要があ

ります。 
 

【注】・ FIFO については、アクセプタンスフィルタは FlexRayFIFO リジェクションフィルタレジスタ（FRFRF）と、

FlexRayFIFO リジェクションフィルタマスクレジスタ（FRFRFM）で設定されます。 
 

設定したチャネルの設定したフレーム ID に相当するタイムスロットでメッセージは送信されます。サイク

ルカウンタフィルタリングが有効な場合、設定されたサイクルフィルタ値も一致する必要があります。 
 

32.18.1 スロットカウンタフィルタリング 
すべての送信/受信バッファは、ヘッダセクションにフレーム ID を持っています。このフレーム ID が実際

のスロットカウンタ値と比較されて、受信/送信バッファを対応するスロットに割り当てます。 

2 つ以上のメッセージバッファが同じフレーム ID を持つように設定され、同じスロットに対してサイクル

カウンタフィルタ値が一致した場合、メッセージバッファ番号が一番小さいメッセージバッファが使用され

ます。 
 

32.18.2 サイクルカウンタフィルタリング 
サイクルカウンタフィルタリングはサイクルセットという概念に基づきます。フィルタリングという目的

においては、サイクルセットの項目が一つでも一致すると、一致と検出されます。サイクルセットは各メッ

セージバッファのヘッダセクション 1 にあるサイクルコードフィールドで定義されます。 

メッセージバッファ 0 または 1 が、FRSUCC1 レジスタの TXST ビット、TXSY ビット、TSM ビットによっ

て、Startup フレーム/Sync フレーム、または SINGLE スロットフレームになるように設定されている場合、

該当するメッセージバッファのサイクルカウンタフィルタリングは禁止する必要があります。 
 

【注】・ FlexRay ネットワークの異なるノード間で、サイクルカウンタフィルタリングを使用してスタティックタイム

スロットを共有することは禁止されています。 
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サイクルセットに含まれるサイクル番号のセットは表 32.10 のように定義されています。 
 

表 32.10 サイクルセットの定義 

サイクルコード 一致するサイクルカウンタ値 

B'000000x 全サイクル 

B'000001c 2 サイクルごと 

サイクルカウント値を 2 で割った剰余= c のとき 

B'00001cc 4 サイクルごと 

サイクルカウント値を 4 で割った剰余= cc のとき 

B'0001ccc 8 サイクルごと 

サイクルカウント値を 8 で割った剰余= ccc のとき 

B'001cccc 16 サイクルごと 

サイクルカウント値を 16 で割った剰余= cccc のとき 

B'01ccccc 32 サイクルごと 

サイクルカウント値を 32 で割った剰余= ccccc のとき 

B'1cccccc 64 サイクルごと 

サイクルカウント値を 64 で割った剰余= cccccc のとき 

 

表 32.11 にサイクルカウンタフィルタリングに使用する有効なサイクルセットの例を示します。 
 

表 32.11 有効なサイクルセットの例 

サイクルコード 一致するサイクルカウンタ値 

B'0000011 1-3-5-7- .... -63 

B'0000100 0-4-8-12- .... -60 

B'0001110 6-14-22-30- .... -62 

B'0011000 8-24-40-56 

B'0100011 3-35 

B'1001001 9 

 

メッセージが受信されたサイクルのサイクルカウンタ値と受信バッファのサイクルセットの要素が一致し

たときのみ、受信メッセージが格納されます。チャネル ID およびフレーム ID も一致する必要があります。 

送信バッファに設定したサイクルコードが現在のサイクルカウンタ値に一致した場合、フレームを送信し

ます。他のフィルタ（チャネル ID およびフレーム ID）も一致する必要があります。 
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32.18.3 チャネル ID フィルタリング 
メッセージ RAM の各メッセージバッファのヘッダセクションには 2 ビットのチャネルフィルタリング制

御フィールド（CHA、CHB ビット）があります。これらは受信バッファのフィルタおよび送信バッファの制

御ビットとして使用します（表 32.12 参照）。 
 

表 32.12 チャネルフィルタリング設定 

CHA CHB 送信バッファのフレーム送信 受信バッファの有効受信フレーム格納 

1 1 両チャネル 

（スタティックセグメントのみ）

チャネル A または B で受信 

（最初のセマンティックス的に有効なフレームを格納、スタティック

セグメントのみ） 

1 0 チャネル A チャネル A で受信 

0 1 チャネル B チャネル B で受信 

0 0 送信禁止 フレーム無視 

 

スロットカウンタフィルタリングとサイクルカウンタフィルタリングの条件を満たした場合、送信バッ

ファの内容は、チャネルフィルタリング制御フィールドで設定したチャネルに送信されます。送信バッファ

は、スタティックセグメントでのみ両方のチャネル（CHA ビット=CHB ビット="1"）に送信するように設定

できます。 

スロットカウンタフィルタリングとサイクルカウンタフィルタリングの条件を満たした場合、チャネル

フィルタリング制御フィールドで設定したチャネルで受信した有効な受信フレームが格納されます。受信

バッファは、スタティックセグメントでのみ両方のチャネル（CHA ビット=CHB ビット="1"）から受信する

ように設定できます。 
 

【注】・ メッセージバッファがダイナミックセグメント用に設定されており、チャネルフィルタリング制御フィールド

両ビットが"1"のとき、フレームの送信は行われず、受信フレームは無視されます（CHA ビット=CHB ビット

="0"と同じ機能）。 
 

32.18.4 FIFO フィルタリング 
FIFO フィルタリングでは FRFRF レジスタおよび FRFRFM レジスタを使用します。FIFO フィルタはチャ

ネルフィルタ（FRFRF レジスタの CH1～CH0 ビット）、フレーム ID フィルタ（同 FID10～FID0 ビット）お

よびサイクルカウンタフィルタ（同 CYF6～CYF0 ビット）から構成されています。FRFRF レジスタおよび

FRFRFM レジスタは CONFIG 状態でのみ設定できます。FIFO に割り当てられたメッセージバッファのヘッ

ダセクションに対するフィルタ設定は無視されます。 

7 ビットのサイクルカウンタフィルタはフレーム ID フィルタとチャネル除去フィルタが適用されるサイク

ルセットを決定します。FRFRF レジスタの CYF6～CYF0 ビットで設定されたサイクルセットに当てはまらな

いサイクルでは、すべてのフレームが除外されます。 

FRFRF レジスタと FRFRFM レジスタの設定によってチャネル ID、フレーム ID およびサイクルカウンタが

除外されず、かつ一致する専用受信バッファがない場合、有効な受信フレームが FIFO に格納されます。 
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32.19 送信プロセス 

32.19.1 スタティックセグメント 
スタティックセグメントでは、送信待ちメッセージがある場合、次の送信スロットに対応するフレーム ID

を持ったメッセージが送信するために選択されます。 

スタティックセグメントに割り当てられた送信バッファのデータセクションは、その前のタイムスロット

の終端まで更新できます。つまり、遅くともこのときまでに入力バッファコマンド要求レジスタ（FRIBCR）

に書いて、入力バッファからの転送を開始させる必要があります。 
 

32.19.2 ダイナミックセグメント 
ダイナミックセグメントでは、送信待ちメッセージがある場合、優先度が高い（フレーム ID の小さい）メッ

セージが次の送信に選択されます。このセグメントではチャネル A とチャネル B で異なるスロットカウンタ

シーケンスを使用できます（両チャネルで異なるフレーム ID の同時送信が可能）。 

ダイナミックセグメントに割り当てられた送信バッファのデータセクションは、その前のタイムスロット

の終端まで更新できます。つまり、遅くともこのときまでに入力バッファコマンド要求レジスタ（FRIBCR）

に書いて、入力バッファからの転送を開始させる必要があります。 

FRMHDC レジスタの SLT12～SLT0 ビットで設定される最終送信開始位置により、最大ミニスロット値が

定義されます。このスロット以降、現サイクルのダイナミックセグメントでは新たなフレーム送信は禁止に

なります。 
 

32.19.3 送信バッファ 
FlexRay メッセージバッファは、FRWRHS1 レジスタにより該当メッセージバッファのヘッダセクションに

ある CFG ビットに"1"を書くことで、送信バッファに設定できます。 

送信バッファの CC チャネルへの割り当ては以下のいずれかになります。 

• スタティックセグメント：チャネルAまたはチャネルB 

チャネル A とチャネル B の両方 

• ダイナミックセグメント：チャネルAまたはチャネルB 
 

メッセージバッファ 0、1 は、それぞれ FRSUCC1 レジスタの TXST、TXSY、TSM ビットで設定したとお

り、Startupフレーム、Syncフレーム、指定されたSINGLEスロットフレーム専用となります。この場合、CONFIG

状態でのみ設定変更ができます。このため各ノードは、1 つのコミュニケーションサイクルに多くとも 1 つ

の Startup フレーム/Sync フレームしか送信できません。他のメッセージバッファから Startup フレーム/Sync

フレームを送信することはできません。 

スタティックセグメントまたはダイナミックセグメントでの送信用に設定されている他のメッセージバッ

ファはすべて、FRMRC レジスタの SEC1～SEC0 ビットの設定次第でランタイム中に設定変更可能です

（「32.22.1 メッセージバッファの設定変更」参照）（データポインタによって参照されるという）。 

メッセージ RAM のデータパーティションの構成上、メッセージバッファのヘッダセクションのペイロー

ド長とデータポインタの設定変更はエラーを引き起こす可能性があります。 

ランタイム中にメッセージバッファが設定変更（ヘッダセクションを更新）された場合、当該メッセージ
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バッファは、対応するコミュニケーションサイクル中に送信されない場合があります。 

CC にはヘッダ CRC を計算する機能はありません。プログラムですべての送信バッファにヘッダ CRC を用

意する必要があります。ネットワーク管理が必要な場合、該当するメッセージバッファのヘッダセクション

にある PPIT ビットを"1"に設定し、データセクションにネットワーク管理情報を書く必要があります（「32.17 

ネットワーク管理」参照）。 

ペイロード長フィールドは 2 バイト単位でペイロード長を設定します。スタティック送信バッファのペイ

ロード長がFRMHDCレジスタのSFDLビットに設定したスタティックセグメントでのペイロード長より短い

場合、CC はフレームが正しい物理長になるようにパディングバイトを生成します。パディングパターンは

"H'00"です。 
 

【注】・ ペイロード長が奇数の場合（PLC＝1、3、5、...）、パッディングパタンが"0"であることを保証するために、

メッセージバッファの最後 16 ビットにすべて"0"を書いてください 
 

各送信バッファの送信モードフラグ（TXM）により送信バッファの送信モードを設定できます。このビッ

トが"1"の場合シングルショットモードに"0"の場合連続送信モードになります。 

シングルショットモードでは、送信完了後に対応する TXR ビットが"0"になります。このとき送信バッファ

の更新が可能です。 

連続送信モードでは、送信が完了しても対応する送信要求フラグ（TXR ビット）は"0"になりません。この

場合フィルタ条件が一致するごとにフレームが送信されます。TXR ビットを"0"にするには、FRIBCM レジス

タの STXRH ビットが"0"の間に当該メッセージバッファ番号を FRIBCR レジスタに書きます。 

2 つ以上の送信バッファが同時にフィルタ条件を満たした場合、メッセージバッファ番号が最も小さい送

信バッファが対応するスロットで送信されます。 
 

32.19.4 フレーム送信 
以下にメッセージバッファを送信するための手順を示します。 

• FRWRHS1～FRWRHS3レジスタによりメッセージRAMの送信バッファを設定する。 

• FRWRDSiレジスタ（i=1～64）により送信バッファのデータセクションを書き込む。 

• 対象となるメッセージバッファ番号をFRIBCRレジスタに書くことで、入力バッファからメッセージ

RAMに設定値とメッセージデータを転送する。 

• FRIBCMレジスタで設定した場合、転送完了次第、対象のメッセージバッファの送信要求フラグ（TXR

ビット）が"1"になり、メッセージバッファの送信準備が完了する。 

• FRTRXQ1～FRTXRQ4レジスタの対応するTXRビットをチェックする（TXRビット="0"）ことで、メッ

セージバッファが送信されたかどうかを確認をする（シングルショットモードのみ）。 
 

送信完了後、FRTRXQ1～FRTXRQ4 レジスタの対応する TXR ビットが"0"になります（シングルショット

モードのみ）。また、メッセージバッファのヘッダセクションの MBI ビットが"1"の場合、FRSIR レジスタ

の TXI ビットが"1"になります。割り込みが許可されている場合、割り込み要求が発生します。 
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32.19.5 Null フレーム送信 
スタティックセグメントにおいて、送信前に送信要求フラグが"1"になっておらず、フィルタ条件に合致す

る送信バッファがない場合、CC は、Null フレームインジケータビットを"0"、ペイロードデータを 0 にして

Null フレームを送信します。 

以下の場合 Null フレームが送信されます。 

• フィルタ条件に合致するメッセージバッファ番号が最も小さいメッセージバッファの送信要求フラグが

"1"になっていない場合（TXRビット="0"） 

• そのスロットに設定された送信バッファのサイクルカウンタフィルタが、現在のサイクルに一致しない

場合。この場合、メッセージバッファステータス（MBS）は更新されません。 
 

ダイナミックセグメントでは Null フレームを送信しません。 
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32.20 受信プロセス 

32.20.1 専用受信バッファ 
FRWRHS1 レジスタにより対応するメッセージバッファのヘッダセクションにある CFG ビットに"0"を書

くことで、FlexRay メッセージバッファの一部は専用受信バッファとして設定できます。 

受信バッファの CC チャネルへの割り当ては以下のいずれかになります。 

• スタティックセグメント：チャネルAまたはチャネルB 

チャネルAとチャネルBの両方（最初のセマンティクス的に有効なフレームを

格納） 

• ダイナミックセグメント：チャネルAまたはチャネルB 
 

有効な受信メッセージのペイロードデータは、FlexRay チャネルプロトコルコントローラ（チャネル A ま

たは B）のシフトレジスタからフィルタ設定に一致する受信バッファに転送されます。受信バッファはフレー

ム CRC を除くすべてのフレームエレメントを格納します。 

スタティックセグメントまたはダイナミックセグメントで受信用に設定されているメッセージバッファは

すべて、FRMRC レジスタの SEC1～SEC0 ビットの設定次第でランタイム中に設定変更が可能です（「32.22.1 

メッセージバッファの設定変更」参照）。ランタイム中にメッセージバッファが設定変更（ヘッダセクショ

ンが更新）された場合、対応するコミュニケーションサイクルにおける受信メッセージは失われる場合があ

ります。 

2 つ以上の受信バッファが同時にフィルタ条件を満たした場合、メッセージバッファ番号が最も小さい受

信バッファが受信メッセージにより更新されます。 
 

32.20.2 フレーム受信 
以下に専用受信メッセージバッファに受信準備をする手順を示します。 

• FRWRHS1～FRWRHS3レジスタによりメッセージRAMの受信バッファを設定する。 

• 対象となるメッセージバッファ番号をFRIBCRレジスタに書くことで、入力バッファからメッセージ

RAMに設定値を転送する。 
 

一度上記の手順が実行されると、メッセージバッファは受信バッファとして機能し、メッセージを受信す

るたびに行われる内部アクセプタンスフィルタリング処理を実行します。最初に一致した受信バッファが受

信メッセージにより更新されます。 

有効なペイロードセグメントがメッセージバッファのデータセクションに格納された場合、FRNDAT1～

FRNDAT4 レジスタの対応する ND ビットが"1"になります。また、メッセージバッファのヘッダセクション

にある MBI ビットが"1"の場合、FRSIR レジスタの RXI ビットが"1"になります。割り込みが許可されている

場合、割り込み要求が発生します。 

メッセージハンドラがメッセージバッファを更新したときに ND ビットがすでに"1"になっていた場合、対

応するメッセージバッファの MBS にある MLST ビットが"1"になり、未処理のメッセージデータは失われま

す。 

フレームを受信しなかった場合、または Null フレームや破損したフレームを受信した場合、このスロット
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に設定されたメッセージバッファのデータセクションは更新されません。この場合、当該メッセージバッファ

ステータス（MBS）のみ更新されます。 

メッセージハンドラがメッセージバッファのヘッダセクションにあるメッセージバッファステータス

（MBS）を変化させたとき、FRMBSC1～FRMBSC4 レジスタの対応する MBC ビットが"1"になります。また、

メッセージバッファのヘッダセクションにある MBI ビットが"1"の場合、FRSIRレジスタのMBSIビットが"1"

になります。割り込みが許可されている場合、割り込み要求が発生します。 

受信したフレームのペイロード長（PLR6～PLR0）が、対応するメッセージバッファのヘッダセクションに

ある PLC6～PLC0 ビットの設定値より長い場合、メッセージバッファに格納されるデータフィールドは設定

された長さに切り詰められます。 

出力バッファを介してメッセージ RAM から受信バッファを読むには、「32.22.2（2）メッセージ RAM か

ら出力バッファへのデータ転送」に記載の処理を行ってください。 
 

【注】・ 受信メッセージのペイロードデータとヘッダが出力バッファに転送された場合、ND ビットと MBC ビットは自

動的に"0"になります 
 

32.20.3 Null フレーム受信 
受信した Null フレームのペイロードセグメントは、一致した専用受信バッファにコピーされません。 

Null フレームが受信されると、一致したメッセージバッファのメッセージバッファステータス（MBS）だ

けが受信した Null フレームにより更新されます。一致したメッセージバッファのヘッダ 2 と 3 にあるビット

はいずれも変化しません。これらのビットの内容は受信データフレームによってのみ更新されます。 

メッセージバッファのヘッダセクションにあるメッセージバッファステータス（MBS）が変化すると、

FRMBSC1～FRMBSC4 レジスタの対応する MBC ビットが"1"になります。また、メッセージバッファのヘッ

ダセクションにある MBI ビットが"1"の場合、FRSIR レジスタの MBSI ビットが"1"になります。割り込みが

許可されている場合、割り込み要求が発生します。 
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32.21 FIFO 機能 

32.21.1 解説 
メッセージバッファの一部を FIFO バッファとして設定できます。FIFO に設定したメッセージバッファは、

FRMRCレジスタのFFB7～FFB0ビットで指定したメッセージバッファから始まり、FRMRCレジスタのLCB7

～LCB0 ビットで指定したメッセージバッファで終わるレジスタマップ内で、連続しています。最大 128 の

メッセージバッファを FIFO に割り当てることができます。 

専用受信バッファには一致しなかったが、プログラマブル FIFO フィルタはパスした有効な受信メッセージ

はすべて FIFO に格納されます。この場合、指示された FIFO メッセージバッファのフレーム ID、ペイロード

長、受信サイクルカウント、メッセージバッファステータス（MBS）にはそれぞれ受信フレームの値が上書

きされます。FRSIR レジスタの RFNE ビットが"1"の場合、受信 FIFO が空でないことを、RFCL ビットが"1"

の場合、受信 FIFO フィルレベル（FRFSR レジスタの RFFL7～RFFL0 ビット）が FRFCL レジスタの CL7～

CL0 ビットで設定されたクリティカルレベル以上であることを、また FREIR レジスタの RFO ビットが"1"の

場合、FIFO オーバランが検出されたことを示します。割り込みが許可されている場合、割り込み要求が発生

します。 

Null フレームが FIFO リジェクションフィルタで除去されなかった場合、その Null フレームは FIFO に格納

されたときデータフレームとして扱われます。 

FIFO に関連した 2 つのインデックスレジスタ（PUT インデックスレジスタ（PIDX）と GET インデックス

レジスタ（GIDX）)があります。PIDX レジスタは FIFO 内で次に使用可能な場所を示すインデックスです。 

新しいメッセージを受信したとき、当該メッセージは PIDX レジスタに示されるメッセージバッファに書

き込まれます。その後 PIDX レジスタはインクリメントされ、次に使用可能なメッセージバッファを示しま

す。PIDX レジスタが FIFO のメッセージバッファ番号の最大値を超えると、PIDX レジスタには FIFO チェー

ン内の先頭（最も値が小さい）メッセージバッファの番号が設定されます。GIDX レジスタは次に読み出さ

れる FIFO のメッセージバッファを示すために使用します。FIFO 内のメッセージバッファの内容が出力バッ

ファへ転送されると、GIDX レジスタはインクリメントされます。PIDX レジスタと GIDX レジスタへは CPU

からアクセスできません。 

PIDX レジスタの値が GIDX レジスタの値に達したとき、FIFO は一杯になります。一番古いメッセージが

読まれる前に新しいメッセージが書かれると、両レジスタはインクリメントされ、新しいメッセージは一番

古いメッセージに上書きされます。このとき FIFO オーバランフラグ（FREIR レジスタの RFO ビット）が"1"

になります。 

PIDX レジスタの値が GIDX レジスタの値と異なる場合、FIFO が空でないことがわかります。このとき

FRSIR レジスタの RFNE ビットが"1"になります。これは少なくとも一つの受信メッセージが FIFO にあるこ

とを示します。FIFO エンプティ、FIFO 非エンプティ、FIFO オーバランの状態を、3 つのメッセージバッファ

からなる FIFO を例に図 32.10 に示します。 

プログラマブル FIFO リジェクションフィルタ（FRFRF）は、除去されるメッセージのフィルタパターンを

定義します。FIFO フィルタはチャネルフィルタ、フレーム ID フィルタ、サイクルカウンタフィルタで構成

されます。FRFRF レジスタの RSS ビットが"1"（リセット後の値）の場合、スタティックセグメントで受信

したメッセージはすべて FIFO に除去されます。RNF ビットが"1"（リセット後の値）の場合、受信した Null

フレームは FIFO に格納されません。 
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FIFO リジェクションフィルタマスク（FRFRFM）では、FRFRF レジスタのフレーム ID フィルタのどのビッ

トを除外フィルタリングで"Don’t care"にするかを指定します。 

FIFO FIFO FIFO

PIDX

GIDX GIDX GIDX

PIDX PIDX

1 2 3 1 2 3 1 2 3

- - - - -A
D

BA C

PIDX

1
1

A  

図 32.10 FIFO ステータス：エンプティ、非エンプティ、オーバラン 

 



32. FlexRay モジュール  

Rev.1.10 2011.09.16  32-176   

R01UH0030JJ0110  

32.21.2 FIFO の設定 
FIFO に設定したメッセージバッファの設定（または設定変更）は、CONFIG 状態でのみ可能です。CC が

CONFIG 状態にあるとき、FIFO 機能は使用できません。 

FIFO に設定したすべてのメッセージバッファにおいて、FRWRHS2 レジスタの PLC6～PLC0 ビットで設定

するペイロード長は同じ値にする必要があります。メッセージ RAM の各メッセージバッファのデータセク

ションの最初の 32 ビットへのデータポインタは、FRWRHS3 レジスタの DP10～DP0 ビットで設定します。 

アクセプタンスフィルタリングに必要な情報はすべて FIFO リジェクションフィルタ（FRFRF）と FIFO リ

ジェクションフィルタマスク（FRFRFM）から得られます。FIFO に設定したメッセージバッファのヘッダセ

クションに設定されている値は、DP10～DP0ビットおよびPLC6～PLC0ビットを除いて、意味を持ちません。 
 

【注】・ 受信割り込み要求が発生しないよう、FIFO に設定したメッセージバッファの MBI ビットは"0"にすることを推

奨します。 

   ・ 受信したフレームのペイロード長が、対応するメッセージバッファのヘッダセクションにある FRWRHS2 レジ

スタの PLC6～PLC0 ビットの設定値より長い場合、FIFO のメッセージバッファに格納されるデータフィール

ドは設定された長さに切り詰められます。 
 

32.21.3 FIFO へのアクセス 
DEFAULT_CONFIG状態またはCONFIG状態以外で FIFOにアクセスするには、（FRMRCレジスタの FFB7

～FFB0 ビットで参照される）FIFO の先頭メッセージバッファ番号を FROBCR レジスタに書いて、メッセー

ジ RAM から出力バッファへの転送を起こす必要があります。そうすると、メッセージハンドラが GET イン

デックスレジスタ（GIDX）で示されるメッセージバッファを出力バッファに転送します。この転送の後、

GIDX レジスタはインクリメントされます。 
 

32.22 メッセージハンドリング 
メッセージハンドラは、入力バッファ/出力バッファとメッセージ RAM 間、メッセージ RAM と 2 つのテ

ンポラリバッファ RAM 間のデータ転送を制御します。内部 RAM へのアクセスはすべて 32+1 ビットアクセ

スです。追加の 1 ビットはパリティチェックに使用します。 

メッセージ RAM に格納されたメッセージバッファへのアクセスは、メッセージハンドラステートマシン

の制御下で行われます。これにより、2 つの FlexRay チャネルプロトコルコントローラと CPU がメッセージ

RAM へアクセスする際の衝突が避けられます。 

スタティックセグメントに割り当てられたメッセージバッファのフレーム ID は、1 から FRGTUC7 レジス

タの NSS9～NSS0 ビットの設定値までの範囲にする必要があります。ダイナミックセグメントに割り当てら

れたメッセージバッファのフレーム IDは、「NSS9～NSS0ビットの設定値+1～2047」にする必要があります。 

一致する専用受信バッファ（スタティックセグメントまたはダイナミックセグメント）がない受信メッセー

ジは、FIFO リジェクションフィルタをパスした場合、受信 FIFO（設定していれば）に格納されます。 
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32.22.1 メッセージバッファの設定変更 
アプリケーションが 128 を超えるメッセージを扱う必要がある場合、FlexRay オペレーション中にスタ

ティックおよびダイナミックメッセージバッファの設定を変更できます。入力バッファレジスタ（FRWRHS1

～FRWRHS3）で、各メッセージバッファのヘッダセクションを更新してください。 

設定変更はメッセージ RAM 設定レジスタ（FRMRC）の SEC1～SEC0 ビットで行います。 

設定変更を始める前にメッセージバッファが送信されなかったまたは受信フレームにより更新されなかっ

た場合、そのメッセージは失われます。 

設定変更されたメッセージバッファが、設定変更されたフレーム ID に従って送信/受信される準備が整う

時点は、ヘッダセクションの更新が完了したときのスロットカウンタの実際の状態に依存します。 

このため、設定変更されたメッセージバッファが、設定変更されたサイクルで送信されないまたは受信フ

レームにより更新されない場合があります。 

表 32.13 に従ってメッセージ RAM はスキャンされます。 
 

表 32.13 メッセージ RAM のスキャン 

スキャンの開始スロット スロットのスキャン 

1 2…15、1（次のサイクル） 

8 16… 23、1（次のサイクル） 

16 24… 31、1（次のサイクル） 

24 32… 39、1（次のサイクル） 

… … 

 

メッセージ RAM のスキャンは、スキャンが終了したかどうかにかかわらず NIT の開始とともに終了させ

られます。スロット 2～15 に対応するメッセージ RAM のスキャンは、現行のサイクルのスロット 1 の先頭

で開始します。スロット 1 に対応するメッセージ RAM のスキャンは、次のサイクルのスロット 1 用に設定

されたメッセージバッファがあるかどうかを、各メッセージ RAM のスキャンと並行してチェックすること

で、その前のサイクルで行われます。 

ダイナミックメッセージバッファの先頭番号は FRMRC レジスタの FDB7～FDB0 ビットで設定します。

メッセージ RAM のスキャンをダイナミックセグメント中に開始する場合、FDB7～FDB0 ビットで設定され

たメッセージバッファ番号からスキャンを開始します。 

次のサイクルのスロット 1 でメッセージバッファを使用するように再設定するには、以下の点を考慮して

ください。 
 

• スロット1用に再設定するメッセージバッファが「スタティックバッファ」の部分にある場合、現行サイ

クルのスタティックセグメントにおける最後のメッセージRAMスキャンが、このメッセージバッファを

評価する前に再設定した場合のみ検出されます。 

• スロット1用に再設定するメッセージバッファが「スタティックバッファ+ダイナミックバッファ」の部

分にある場合、現行サイクルのスタティックセグメントにおける最後のメッセージRAMスキャンが、こ

のメッセージバッファを評価する前に再設定した場合のみ検出されます。 

• NITが始まるとメッセージRAMスキャンは終了します。この時点までにメッセージRAMスキャンが再設
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定されたメッセージバッファを評価していない場合、そのメッセージバッファは次のサイクル用だとは

認識されません。 
 

【注】・ メッセージバッファの設定変更は、メッセージが失われる可能性がありますので、注意して実施してください。

最悪の場合（連続サイクルでの設定変更時）、メッセージバッファがまったく送信されないまたは受信フレー

ムによって更新されないこともあります。 
 

32.22.2 メッセージ RAM へのアクセス 
入力バッファとメッセージ RAM 間、メッセージ RAM と出力バッファ間のメッセージ転送は、プログラム

で、それぞれ転送先/転送元メッセージバッファ番号を FRIBCR レジスタ/FROBCR レジスタに書くことで起

動されます。 

FRIBCM レジスタ、FROBCM レジスタは、選択されたメッセージバッファのヘッダセクションとデータセ

クションを個別に書き込んだり読み出したりするのに使用します。 

FRIBCM レジスタの STXR ビットが"1"の場合、選択されたメッセージバッファが更新された後、このメッ

セージバッファの送信要求フラグ（TXR ビット）は自動的に"1"になります。STXR ビットに"0"を書くと、選

択されたメッセージバッファの送信要求フラグ（TXR ビット）は"0"になります。これは、連続モードで動作

しているメッセージバッファからの送信を停止するのに使用できます。 

入力バッファ（IBF）と出力バッファ（OBF）は、二重バッファ構成になっています。この二重バッファの

構成の一方は、CPU からアクセスでき（IBF ホスト/OBF ホスト）、もう一方（IBF シャドウ/OBF シャドウ）

は、IBF/OBF とメッセージ RAM 間のデータ転送のためにメッセージハンドラからアクセスされます。 
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図 32.11 メッセージ RAM へのアクセス 
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（1） 入力バッファからメッセージ RAM へのデータ転送 

メッセージ RAM 内のメッセージバッファを設定または更新するには、データを FRWRDSi レジスタ（i=1

～64）に、ヘッダを FRWRHS1～FRWRHS3 に書く必要があります。特殊な動作は入力バッファコマンドマ

スクレジスタ（FRIBCM）を設定することで選択されます。 

FRIBCR レジスタの IBRH6～IBRH0 ビットにメッセージ RAM 内の転送先メッセージバッファ番号を書く

と、IBF ホストと IBF シャドウが切り替わります（図 32.12 参照）。 

CPU IBF IBF
RAM

FlexRay

IBF = Input Buffer  

図 32.12 入力バッファのダブルバッファ構造 

さらに FRIBCM レジスタと FRIBCR レジスタの各ビットも、各 IBF セクションにある値を維持したまま切

り替わります（図 32.13 参照）。 

FRIBCM FRIBCR

181716

2 1 0

1819 17162231 2120

2345615 1 0
 

図 32.13 FRIBCM レジスタと FRIBCR レジスタのビットの切り替え 

この書き込み動作により FRIBCR レジスタの IBSYS ビットが"1"になります。その後、メッセージハンド

ラが IBF シャドウの内容を、メッセージ RAM 内の IBRS6～IBRS0 ビットで選択されたメッセージバッファ

へ転送し始めます。 

メッセージハンドラが IBF シャドウからメッセージ RAM 内の目的のメッセージバッファへデータを転送

している間、次のメッセージを IBF ホストに書くことができます。IBF シャドウとメッセージ RAM 間の転送

が完了した後、IBSYS ビットは"0"になり、IBRH6～IBRH0 ビットに次の転送先メッセージバッファ番号を書

くことで、メッセージ RAM への次の転送が開始できます。 

IBSYS ビットが"1"（IBF シャドウからメッセージ RAM へ転送中）のときに、IBRH6～IBRH0 に値を書く

と、IBSYH ビットが"1"（最後の要求は保留中）になります。実行中の IBF シャドウからメッセージ RAM へ

のデータ転送が完了した後、IBF ホストと IBF シャドウが切り替わり、IBSYH ビットは"0"になります。また、

IBSYS ビットは"1"のままになり、次のメッセージ RAM への転送が始まります。さらに、IBRH6～IBRH0 ビッ

トと IBRS6～IBRS0 ビットに入っているメッセージバッファ番号とコマンドマスクフラグも入れ替わります。 
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メッセージバッファへのアクセス例 

IBF を介し n 番目のメッセージバッファを設定/更新 

• FRIBCRレジスタのIBSYHビットが"0"になるまで待つ 

• データセクションをFRWRDSiレジスタ（i=1～64）に書き込む 

• ヘッダセクションをFRWRHS1～FRWRHS3レジスタに書き込む 

• コマンドマスクを書く:FRIBCMレジスタのSTXRH、LDSH、LHSHビットの設定 

• 目的のメッセージバッファへのデータ転送を要求する:FRIBCRレジスタのIBRH6～IBRH0ビットの設定 
 

IBF を介し n+1 番目のメッセージバッファを設定/更新 

• FRIBCRレジスタのIBSYHビットが"0"になるまで待つ 

• データセクションをFRWRDSiレジスタ（i=1～64）に書き込む 

• ヘッダセクションをFRWRHS1～FRWRHS3レジスタに書き込む 

• コマンドマスクを書く:FRIBCMレジスタのSTXRH、LDSH、LHSHビットの設定 

• 目的のメッセージバッファへのデータ転送を要求する:FRIBCRレジスタのIBRH6～IBRH0ビットの設定 
 

【注】・ FRIBCR レジスタの IBSYH ビットが"1"のときに IBF に書き込みアクセスすると、FREIR レジスタの IIBA ビッ

トが"1"になります。この場合その書き込みアクセスは無視されます。 
 

表 32.14 FRIBCM レジスタのビットアサイン 

ビット番号 アクセス ビットシンボル 機   能 

18 R STXRS 送信要求フラグ（シャドウ）（転送中または転送完了） 

17 R LDSS データセクション転送フラグ（シャドウ）（転送中または転送完了） 

16 R LHSS ヘッダセクション転送フラグ（シャドウ）（転送中または転送完了） 

2 W STXRH 送信要求設定ビット（ホスト） 

1 W LDSH データセクション転送設定ビット（ホスト） 

0 W LHSH ヘッダセクション転送設定ビット（ホスト） 

 

表 32.15 FRIBCR レジスタのビットアサイン 

ビット番号 アクセス ビットシンボル 機   能 

31 R IBSYS 入力バッファ転送中フラグ（シャドウ） 

IBF シャドウからメッセージ RAM に転送中 

22～16 R IBRS6～IBRS0 入力バッファ転送要求ビット（シャドウ） 

転送中または最後に転送したメッセージバッファ番号 

15 R IBSYH 入力バッファ転送要求待ちフラグ（ホスト） 

IBRH6～IBRH0 で示されるメッセージバッファへの転送が保留中 

6～0 R/W IBRH6～IBRH0 入力バッファ転送要求ビット（ホスト） 

次に転送されるメッセージバッファ番号 
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（2） メッセージ RAM から出力バッファへのデータ転送 

メッセージ RAM からメッセージバッファのデータを読み出すには、FROBCR レジスタに値を書いて、

FROBCM レジスタで設定したデータ転送を行う必要があります。転送完了後、転送されたデータは FRRDDSi

レジスタ（i=1～64）、FRRDHS1～FRRDHS3、FRMBS レジスタから読み出せます。 

CPU OBF OBF
RAM

FlexRay

OBF = Output Buffer  

図 32.14 出力バッファのダブルバッファ構造 

 

OBF ホストと OBF シャドウ、FROBCM レジスタの RHSS、RDSS ビットと RHSH、RDSH ビット、FROBCR

レジスタの OBRS ビットと OBRH ビットが、FROBCR レジスタの VIEW ビットと REQ ビットの設定に従っ

て切り替わります。 

FROBCR レジスタの REQ ビットに"1"を書くと、FROBCM レジスタの RHSS、RDSS、OBRS6～OBRS0 ビッ

トの内容が内部メモリにコピーされます（図 32.15 参照）。 

REQ ビットを"1"にした後、OBSYS ビットが"1"になり、OBRS6～OBRS0 ビットで選択されたメッセージ

バッファのメッセージ RAM から OBF シャドウへの転送が始まります。メッセージ RAM から OBF シャドウ

への転送が完了すると、OBSYS ビットは"0"に戻ります。REQ ビットと VIEW ビットは、OBSYS ビットが"0"

のときのみ"1"を書けます。 

FROBCM
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1 0

view

request

6 5 4 3 2 1 0

 

図 32.15 FROBCM レジスタと FROBCR レジスタのビットの切り替え 
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FROBCR レジスタの OBSYS ビットが"0"のときに VIEW ビットに"1"を書くと、OBF ホストと OBF シャド

ウが切り替わります（図 32.14 参照）。 

同時に OBRH6～OBRH0 ビット、FROBCM レジスタの RHSH ビット、RDSH ビットの値も内部メモリの値

と切り替わります（図 32.15 参照）。このように、OBRH6～OBRH0 ビットに格納されたメッセージバッファ

番号と、RHSH ビット、RDSH ビットに格納されたマスク設定が、OBF ホストに書かれた転送データと一致

することが保証されます。メッセージハンドラが次のメッセージをメッセージ RAM から OBF シャドウへ転

送している間に、CPU は転送されたメッセージバッファを OBF ホストから読み出すことができます。 

OBSYS ビットが"0"のとき、REQ ビットと VIEW ビットを同時に"1"にすると、OBSYS ビットは自動的に

"1"になり、OBF シャドウと OBF ホストが切り替わります。加えて、FROBCM レジスタの RDSH ビットと

RHSH ビットがそのレジスタの内部記憶装置と切り替わります。その後、OBRS6～OBRS0 ビットがレジスタ

内部記憶装置にコピーされ、FROBCM レジスタの RDSS ビットと RHSS ビットが FROBCM レジスタの内部

記憶装置にコピーされ、選択したメッセージバッファのメッセージ RAM から OBF シャドウへの転送が開始

します。転送中に OBF ホストから前回転送されたメッセージバッファの内容を読むことができます。現在の

メッセージ RAM から OBF シャドウの転送が完了すると、OBSYS ビットは"0"になります。 
 

1 つのメッセージバッファへのアクセス例 

1 つのメッセージバッファを読み出すには、FROBCR レジスタの REQ ビットと VIEW ビットに対して個々

に書き込みをする必要があります。 

• FROBCRレジスタのOBSYSビットが"0"になるまで待つ 

• 出力バッファコマンドマスクを書く：FROBCMレジスタのRHSS、RDSSビットの設定 

• FROBCRレジスタのOBRS6～OBRS0ビットとREQビットに値を書くことで、メッセージバッファのOBF

シャドウへの転送を要求する 

• FROBCRレジスタのOBSYSビットが"0"になるまで待つ 

• FROBCRレジスタのVIEWビットに"1"、REQビットに"0"を書いて、OBFシャドウとOBFホストを切り替

える 

• FRRDDSi（i=1～64）、FRRDHS1～FRRDHS3、FRMBSレジスタを読むことで、転送されたメッセージバッ

ファを読み出す 
 

メッセージバッファへの連続アクセス例 

1 回目のメッセージバッファの OBF シャドウへの転送要求を行う。 

• FROBCRレジスタのOBSYSビットが"0"になるまで待つ 

• 1回目のメッセージバッファに対する出力バッファコマンドマスクを書く:FROBCMレジスタのRHSS、

RDSSビットの設定 

• FROBCRレジスタのOBRS6～OBRS0ビットとREQビットに値を書くことで、1回目のメッセージバッファ

のOBFシャドウへの転送を要求する 
 

OBFシャドウとOBFホストを切り替え、1回目に転送されたメッセージバッファの読み出しと2回目のメッ

セージバッファの転送要求を行う。 

• FROBCRレジスタのOBSYSビットが"0"になるまで待つ 
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• 2回目のメッセージバッファに対する出力バッファコマンドマスクを書く:FROBCMレジスタのRHSS、

RDSSビットの設定 

• 2回目のメッセージバッファのメッセージバッファ番号をFROBCRレジスタのOBRS6～OBRS0ビットに

書き、REQビット、VIEWビットに値を書くことで、OBFシャドウとOBFホストを切り替え、同時に2回

目のメッセージバッファのOBFシャドウへの転送を要求する 

• FRRDDSi（i=1～64）、FRRDHS1～FRRDHS3、FRMBSレジスタを読むことで、1回目に転送されたメッ

セージバッファを読み出す 

他のメッセージバッファへの要求をせずに、最後に転送要求したメッセージバッファへのアクセスを要求

します。 

• FROBCRレジスタのOBSYSビットが"0"になるまで待つ 

• FROBCRレジスタのVIEWビットに"1"、REQビットに"0"を書いて、最後に転送したメッセージバッファ

へのアクセスを要求する 

• FRRDDSi（i=1～64）、FRRDHS1～FRRDHS3、FRMBSレジスタを読むことで、最後に転送されたメッセー

ジバッファを読み出す 
 

表 32.16 FROBCM レジスタのビットアサイン 

ビット番号 アクセス ビットシンボル 機   能 

17 R RDSH データセクションアクセス可能 

16 R RHSH ヘッダセクションアクセス可能 

1 R/W RDSS データセクション転送設定ビット（シャドウ） 

0 R/W RHSS ヘッダセクション転送設定ビット（シャドウ） 

 

表 32.17 FROBCR レジスタのビットアサイン 

ビット番号 アクセス ビットシンボル 機   能 

22～16 R OBRH6～OBRH0 出力バッファ転送元（ホスト） 

アクセスできるメッセージバッファ番号 

15 R OBSYS OBF シャドウビジーフラグ 

メッセージ RAM から OBF シャドウへ転送中 

9 R/W REQ メッセージ RAM から OBF シャドウへの転送要求 

8 R/W VIEW OBF シャドウの閲覧、OBF シャドウと OBF ホストの切り替え 

6～0 R/W OBRS6～OBRS0 出力バッファ転送要求ビット（シャドウ） 

次に転送されるメッセージバッファ番号 
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32.22.3 FlexRay プロトコルコントローラからメッセージ RAM へのアクセス 
2 つのテンポラリバッファ RAM（TBFA、TBFB）は、2 つの FlexRay プロトコルコントローラとメッセー

ジ RAM 間で転送されるデータのバッファとして使用されます。 

各テンポラリバッファ RAM はダブルバッファ構成になっており、完全な FlexRay メッセージを 2 つ格納で

きます。常に一方のバッファは対応するプロトコルコントローラに割り当てられ、もう一方はメッセージハ

ンドラからアクセスできます。 

たとえば、メッセージハンドラが送信テンポラリバッファに次に送信するメッセージを書いた場合、

FlexRay チャネルプロトコルコントローラは受信テンポラリバッファにアクセスしてそのとき受信している

メッセージを格納できます。送信テンポラリバッファに格納されたメッセージの送信中、メッセージハンド

ラは受信テンポラリバッファに格納されている最後に受信したメッセージをメッセージ RAM に転送し（ア

クセプタンスフィルタリングをパスした場合）、対応するメッセージバッファを更新します。 

テンポラリバッファ RAM と、FlexRay チャネルプロトコルコントローラのシフトレジスタ間のデータ転送

は 32 ビット単位で行われます。このため FlexRay のメッセージ長にかかわらず、32 ビットのシフトレジスタ

を使うことができます。 
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図 32.16 テンポラリバッファへのアクセス 
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32.23 メッセージ RAM 
CPU のメッセージ RAM へのアクセスと、FlexRay メッセージ送受信との衝突を避けるために、CPU はメッ

セージ RAM 内のメッセージバッファに直接アクセスすることはできません。これらのアクセスは入力バッ

ファと出力バッファを介して行います。メッセージ RAM には、設定したペイロード長に応じて最大 128 個

のメッセージバッファを持つことができます。 

メッセージ RAM は、2048×33=67584 ビットで構成されています。各 32 ビットのワードはパリティビット

で保護されています。FlexRay フレームごとにデータサイズが異なる（0～254 バイト）ということに対して、

必要とされる柔軟性を持たせるために、メッセージ RAM は図 32.17 に示すような構造になっています。 

データパーティションは、（FRMRC レジスタの LCB7～LCB0 ビットの設定値+1）×4 で計算されるメッ

セージ RAM ワード番号から開始できます。 

2048

33

0

n

n

RAM

1

1

0

 

図 32.17 メッセージ RAM 内のメッセージバッファの設定例 

 

［ヘッダパーティション］ 

指定されたメッセージバッファのヘッダセクションを格納します。 

• 最大128個のメッセージバッファをサポート 

• 各メッセージバッファのヘッダセクションは（32＋1ビット）×4ワード 

• 各メッセージバッファのヘッダセクション3に、データパーティション内の対応するデータセクションへ

の11ビットのデータポインタを格納 
 

［データパーティション］ 

異なるデータ長のデータセクションに対するフレキシブルなメモリ。最大値の一例は下記のとおりです。 
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• データセクションが254バイト場合、30個のメッセージバッファ 

• データセクションが128バイトの場合、56個のメッセージバッファ 

• データセクションが48バイトの場合、128個のメッセージバッファ 
 

【注】・ ヘッダパーティションとデータパーティションの合計サイズは 2048 ワード以下にしてください。 
 

32.23.1 ヘッダパーティション 
メッセージバッファの設定に使用される各要素と、メッセージバッファステータスは、メッセージ RAM

のヘッダパーティションに図 32.18 に示すように格納されています。メッセージバッファのヘッダセクショ

ンの設定は IBF（FRWRHS1～FRWRHS3）を介して行います。ヘッダセクションの読み出しは OBF（FRRDHS1

～FRRDHS3 レジスタ、FRMBS）を介して行います。データポインタは、メッセージ RAM のデータパーティ

ション内の対応するメッセージバッファに対するデータセクションの開始位置を定義するもので、事前に計

算しておく必要があります。動作中はデータポインタを変更しないでください。受信 FIFO に設定したメッ

セージバッファの設定/再設定は、CONFIG 状態でのみできます。 

各メッセージバッファのヘッダセクションは、メッセージ RAM のヘッダパーティションのうち 4 ワード

（1 ワード=33 ビット）使用します。メッセージバッファ 0 のヘッダは、メッセージ RAM の先頭から始まり

ます。 

送信バッファのヘッダ CRC はプログラムで計算する必要があります。 

受信ペイロード長（PLR6～PLR0 ビット）、受信サイクルカウンタ値（RCC5～RCC0 ビット）、受信チャ

ネルインジケータ（RCI ビット）、Startup フレームインジケータ（SFI ビット）、Sync フレームインジケー

タ（SYN ビット）、Null フレームインジケータ（NFI ビット）、ペイロードプリアンブルインジケータ（PPI

ビット）、予約ビット（RES ビット）は、有効なデータフレームを受信したときのみ更新されます。 

設定した各メッセージバッファのヘッダのワード 3 には、対応するメッセージバッファステータス（MBS）

が格納されています。 
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図 32.18 メッセージ RAM 内のメッセージバッファのヘッダセクション 

 

［ヘッダ 1（ワード 0）］ 

FRWRHS1 レジスタを介して書き込み、FRRDHS1 レジスタを介して読み出し 

• フレームID：スロットカウンタフィルタリング設定 

• サイクルコード：サイクルカウンタフィルタリング設定 

• CHA、CHBビット：チャネルフィルタリング設定 

• CFGビット：メッセージバッファ方向設定（受信/送信） 

• PPITビット：送信ペイロードプリアンブルインジケータ 

• TXMビット：送信モード設定（シングルショットモード/連続モード） 

• MBIビット：メッセージバッファ受信/送信割り込み許可 
 

［ヘッダ 2（ワード 1）］ 

FRWRHS2 レジスタを介して書き込み、FRRDHS2 レジスタを介して読み出し 

• ヘッダCRC：送信バッファ:プログラムで設定（フレームヘッダから計算） 

• 受信バッファ：受信フレームにより更新 

• 設定ペイロード長：プログラムで設定したデータセクション長（2バイト=1単位） 

• 受信ペイロード長：受信フレームから格納されたペイロードセグメント長（2バイト=1単位） 
 

［ヘッダ 3（ワード 2）］ 

FRWRHS3 レジスタを介して書き込み、FRRDHS3 レジスタを介して読み出し 
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• データポインタ：データパーティション内での対応するデータセクションの先頭へのポインタFRRDHS3 

        レジスタを介して読み出し、受信バッファでのみ有効、受信フレームにより更新 

• 受信サイクルカウント：受信フレームのサイクルカウント値 

• RCIビット：受信チャネルインジケータ 

• SFIビット：Startupフレームインジケータ 

• SYNビット：Syncフレームインジケータ 

• NFIビット：Nullフレームインジケータ 

• PPIビット：ペイロードプリアンブルインジケータ 

• RESビット：予約ビット 
 

［メッセージバッファステータス（MBS）（ワード 3）］ 

FRMBS レジスタを介して読み出し、設定したスロットの終端で CC により更新 

• VFRAビット：チャネルA有効フレーム受信 

• VFRBビット：チャネルB有効フレーム受信 

• SEOAビット：チャネルAシンタックスエラー検出 

• SEOBビット：チャネルBシンタックスエラー検出 

• CEOAビット：チャネルAコンテンツエラー検出 

• CEOBビット：チャネルBコンテンツエラー検出 

• SVOAビット：チャネルAスロット境界違反検出 

• SVOBビット：チャネルBスロット境界違反検出 

• TCIAビット：チャネルA送信競合検出 

• TCIBビット：チャネルB送信競合検出 

• ESAビット：チャネルA空スロット 

• ESBビット：チャネルB空スロット 

• MLSTビット：メッセージロスト 

• FTAビット：チャネルAフレーム送信 

• FTBビット：チャネルBフレーム送信 

• サイクルカウント：ステータスが更新されたときの現在のサイクルカウント 

• RCISビット：受信チャネルインジケータステータス 

• SFISビット：Startupフレームインジケータステータス 

• SYNSビット：Syncフレームインジケータステータス 

• NFISビット：Nullフレームインジケータステータス 

• PPISビット：ペイロードプリアンブルインジケータステータス 

• RESSビット：予約ビットステータス 
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32.23.2 データパーティション 
メッセージ RAM のデータパーティションは、受信/送信に設定されたメッセージバッファのデータセク

ションを、ヘッダパーティションで定義されたとおりに格納します。メッセージバッファのデータサイズは、

それぞれ 0～254 バイトの範囲で異なる値を持ちます。2 つの FlexRay プロトコルコントローラのシフトレジ

スタとメッセージ RAM との間、CPU インタフェースとメッセージ RAM との間でのデータ転送を最適化す

るために、メッセージ RAM の物理幅は 4 バイト+1 パリティビットになっています。 

データパーティションはヘッダパーティションの最終ワードの後から始まります。メッセージ RAM 内の

メッセージバッファを設定するときは、データポインタが確実にデータパーティション内のアドレスを指す

ようにしてください。設定されたメッセージバッファのデータセクションが、メッセージ RAM のデータパー

ティションにどのように格納されるかの一例を図 32.19 に示します。 

メッセージバッファのデータセクションの始めと終わりは、それぞれメッセージバッファのヘッダセク

ションで設定されたデータポインタとペイロード長により決まります。これにより、使用できる RAM 空間

を、異なるデータ長を持ったメッセージバッファの記憶装置として柔軟に使用できます。 

データセクションのサイズが奇数ワード（1 ワード=2 バイト）の場合、最後の 32 ビットの残り 16 ビット

は使用されません（図 32.19 参照）。 
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図 32.19 メッセージ RAM 内のデータパーティションの構成例 
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32.23.3 パリティチェック 
FlexRay モジュールには、パリティチェック機能が搭載されており、7 つの RAM ブロックに格納されたデー

タの完全性を保証しています。図 32.20 に示すように、RAM ブロックにはパリティジェネレータとパリティ

チェッカが取り付けられています。RAM ブロックにデータが書かれると、ローカルのパリティジェネレータ

はパリティビットを生成します。FlexRay モジュールでは偶数パリティを使用します（32 ビットの中に"1"の

数が偶数個あるとパリティビットは"0"になります）。パリティビットは各データワードとともに格納されま

す。RAM ブロックからデータワードが読み出されるたびにパリティが照合されます。FlexRay モジュールの

内部データバス幅は 32 ビットです。 

パリティエラーが検出されると、対応するエラーフラグが"1"になります。パリティエラーフラグ（FRMHDS

レジスタの PIBF、POBF、PRM、PTBF1、PTBF2 ビット）および誤りメッセージバッファ検出フラグ（FMBD、

MFMB、FMB6～FMB0 ビット）はメッセージハンドラステータスレジスタにあります。 

これらの単一のエラーごとのフラグによってエラー割り込みフラグ（FREIR レジスタの PERR ビット）が

制御されます。 

図 32.20 に RAM ブロック間のデータパスとパリティジェネレータ、パリティチェッカを示します。 
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図 32.20 パリティ生成、照合 

パリティエラーが検出されると、以下の処置が実行されます。 
 

すべての場合において、 

• FRMHDSレジスタの対応するパリティエラーフラグが"1"になります。 

• パリティエラーフラグ（FREIRレジスタのPERRビット）が"1"になり、許可されている場合、割り込み要

求が発生します。 
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上記に加え、特殊な場合において 

（1） 入力バッファ RAM1、2 からメッセージ RAM へのデータ転送中のパリティエラー 

（a） ヘッダセクションとデータセクションの転送 

• FRMHDSレジスタのPIBFビットが"1"になります。 

• FMBDビットが"1"になり、FMB6～FMB0ビットが指しているメッセージバッファにエラーがあることを

示します。 

• FMB6～FMB0ビットがエラーのあるメッセージバッファの番号を表示します。 

• 送信バッファ：当該メッセージバッファへの送信要求は"1"になりません。 
 

（b） データセクションのみの転送 

メッセージ RAM から対応するメッセージバッファのヘッダセクションを読み出しているときのパリティ

エラーを示します。 

• FRMHDSレジスタのPMRビットが"1"になります。 

• FMBDビットが"1"になり、FMB6～FMB0ビットが指しているメッセージバッファにエラーがあることを

示します。 

• FMB6～FMB0ビットがエラーのあるメッセージバッファの番号を表示します。 

• 当該メッセージバッファのデータセクションは更新されません。 

• 送信バッファ:当該メッセージバッファへの送信要求は"1"になりません。 
 

（2） 入力バッファ RAM1、2 を CPU が読んでいるときのパリティエラー 

• FRMHDSレジスタのPIBFビットが"1"になります。 
 

（3） メッセージ RAM でヘッダセクションをスキャンしているときのパリティエラー 

• FRMHDSレジスタのPMRビットが"1"になります。 

• FMBDビットが"1"になり、FMB6～FMB0ビットが指しているメッセージバッファにエラーがあることを

示します。 

• FMB6～FMB0ビットがエラーのあるメッセージバッファの番号を表示します。 

• メッセージバッファは無視（スキップ）されます。 
 

（4） メッセージ RAM からテンポラリバッファ RAM1、2 へのデータ転送中のパリティエラー 

• FRMHDSレジスタのPMRビットが"1"になります。 

• FMBDビットが"1"になり、FMB6～FMB0ビットが指しているメッセージバッファにエラーがあることを

示します。 

• FMB6～FMB0ビットがエラーのあるメッセージバッファの番号を表示します。 

• フレームは送信されません。送信中のフレームはフレームCRCが0に設定されて無効になります。 
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（5） テンポラリバッファ RAM1、2 からプロトコルコントローラ 1、2 へのデータ転送中のパリティエラー 

• FRMHDSレジスタのPTBF1、PTBF2ビットが"1"になります。 

• 送信中のフレームはフレームCRCが0に設定されて無効になります。 
 

（6） テンポラリバッファ RAM1、2 からメッセージ RAM へのデータ転送中のパリティエラー 

（a） メッセージRAMから対応するメッセージバッファのヘッダセクションを読み出しているときのパリ

ティエラー 

• FRMHDSレジスタのPMRビットが"1"になります。 

• FMBDビットが"1"になり、FMB6～FMB0ビットが指しているメッセージバッファにエラーがあることを

示します。 

• FMB6～FMB0ビットがエラーのあるメッセージバッファの番号を表示します。 

• 当該メッセージバッファのデータセクションは更新されません。 
 

（b） テンポラリバッファ RAM1、2 を読み出しているときのパリティエラー 

• FRMHDSレジスタのPTBF1、PTBF2ビットが"1"になります。 

• FMBDビットが"1"になり、FMB6～FMB0ビットが指しているメッセージバッファにエラーがあることを

示します。 

• FMB6～FMB0ビットがエラーのあるメッセージバッファの番号を表示します。 
 

（7） メッセージ RAM から出力バッファ RAM へのデータ転送中のパリティエラー 

• FRMHDSレジスタのPMRビットが"1"になります。 

• FMBDビットが"1"になり、FMB6～FMB0ビットが指しているメッセージバッファにエラーがあることを

示します。 

• FMB6～FMB0ビットがエラーのあるメッセージバッファの番号を表示します。 
 

（8） 出力バッファ RAM1、2 を CPU が読んでいるときのパリティエラー 

• FRMHDSレジスタのPOBFビットが"1"になります。 
 

（9） テンポラリバッファ RAM1、2 を読み出しているときのパリティエラー 

メッセージハンドラがテンポラリバッファ RAM1、2 から、ネットワークマネジメント情報（PPI="1"）を

持ったフレームを読み出しているときにパリティエラーが発生し、そのフレーム用に設定されたメッセージ

バッファがない場合、ネットワークマネジメントベクタ（FRNMV1～FRNMV3）は更新されません。 
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32.24 割り込み 

32.24.1 FlexRay0 割り込み、FlexRay1 割り込み 
CC によってエラーやステータス変化が検出されたとき、フレームの送受信が完了したとき、設定したタイ

マ割り込みが有効になったとき、またはストップウォッチイベントが起こったとき、ただちに割り込み要求

が発生するというように、割り込みはプロトコルタイミングと密接な関係があります。これにより CPU は、

特定のエラー状態やステータス変化、タイマイベントに対し即応できます。一方で、割り込み要求が多すぎ

ると、アプリケーションが要求する期限に間に合わない状況を生むことになります。このため、CC は個々の

割り込み要因に対し個別に許可/禁止を制御できるようになっています。 

割り込み要求は、次の場合に発生します。 

• エラーが検出されたとき 

• ステータスフラグが"1"になったとき 

• タイマが設定された値に達したとき 

• 入力バッファからメッセージRAMまたはメッセージRAMから出力バッファへのメッセージ転送が完了

したとき 

• ストップウォッチイベントが起こったとき 
 

状態が変化したりエラーが発生したとき、状態を探知することと、割り込み要求を生成することは、独立

したタスクです。割り込みが許可されているか禁止されているかにかかわらず、CC は対応する状態を探知し、

表示します。現在のステータス情報とエラー情報は、FREIR レジスタと FRSIR レジスタを読むことで知るこ

とができます。 
 

表 32.18 割り込み要求フラグと割り込み出力許可ビット 

レジスタ ビット 機   能 

PEMC POC エラーモード変化フラグ 

CNA コマンド無効フラグ 

SFBM Sync フレーム数最小値未満フラグ 

SFO Sync フレーム数オーバフローフラグ 

CCF クロック補正失敗フラグ 

CCL CHI コマンドロックフラグ 

PERR パリティエラーフラグ 

RFO 受信 FIFO オーバフローフラグ 

EFA 空 FIFO アクセスフラグ 

IIBA 入力バッファ不正アクセスフラグ 

IOBA 出力バッファ不正アクセスフラグ 

MHF メッセージハンドラ制約違反フラグ 

EDA チャネル A エラー検出フラグ 

FREIR 

LTVA チャネル A 最終送信違反フラグ 
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レジスタ ビット 機   能 

TABA チャネル A スロット境界送信違反フラグ 

EDB チャネル B エラー検出フラグ 

LTVB チャネル B 最終送信違反フラグ 

FREIR 

TABB チャネル B スロット境界送信違反フラグ 

WST ウェイクアップ状態変化フラグ 

CAS 衝突回避シンボル受信フラグ 

CYCS サイクル開始割り込みフラグ 

TXI 送信割り込みフラグ 

RXI 受信割り込みフラグ 

RFNE 受信 FIFO データありフラグ 

RFCL 受信 FIFO クリティカルフラグ 

NMVC ネットワーク管理ベクタ変化フラグ 

TI0 タイマ 0 割り込みフラグ 

TI1 タイマ 1 割り込みフラグ 

TIBC 入力バッファ転送完了フラグ 

TOBC 出力バッファ転送完了フラグ 

SWE ストップウォッチイベントフラグ 

SUCS スタートアップ正常終了フラグ 

MBSI メッセージバッファステータス割り込みフラグ 

SDS ダイナミックセグメント開始フラグ 

WUPA チャネル A ウェイクアップパターン受信フラグ 

MTSA チャネル A MTS 受信フラグ 

WUPB チャネル B ウェイクアップパターン受信フラグ 

FRSIR 

MTSB チャネル B MTS 受信フラグ 

EINT0 FlexRay0 割り込み許可ビット FRILE 

EINT1 FlexRay1 割り込み許可ビット 

 

FlexRay0 割り込みと FlexRay1 割り込みは、許可になっている割り込みの変化に従って変化します。これら

2 つの割り込み要求は、FRILE レジスタの EINT0 ビットと EINT1 ビットを設定することで、独立して許可/

禁止できます。 

IBF/OBF とメッセージ RAM 間のデータ転送が完了すると、FRSIR レジスタの TIBC ビットまたは TOBC

ビットが"1"になります。 
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32.24.2 FlexRay タイマ 0 割り込み、FlexRay タイマ 1 割り込み 
割り込みタイマ 0、1 によって生成される 2 つのタイマ割り込みは、FlexRay タイマ 0 割り込みと FlexRay

タイマ 1 割り込みに割り当てられています。これらは FRT0C レジスタと FRT1C レジスタで設定できます。 
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32.25 FlexRay 設定パラメータ 
 

表 32.19 FlexRay 設定パラメータ（1/2） 

パラメータ レジスタ ビット ページ 

pKeySlotUsedForStartup FRSUCC1 TXST 32-58 

pKeySlotUsedForSync FRSUCC1 TXSY 32-58 

gColdStartAttempts FRSUCC1 CSA4～CSA0 32-58 

pAllowPassiveToActive FRSUCC1 PTA4～PTA0 32-58 

pWakeupChannel FRSUCC1 WUCS 32-58 

pSingleSlotEnabled FRSUCC1 TSM 32-58 

pAllowHaltDueToClock FRSUCC1 HCSE 32-57 

pChannels FRSUCC1 CCHA、CCHB 32-57 

pdListenTimeout FRSUCC2 LT20～LT0 32-63 

gListenNoise FRSUCC2 LTN3～LTN0 32-63 

gMaxWithoutClockCorrectionPassive FRSUCC3 WCP3～WCP0 32-64 

gMaxWithoutClockCorrectionFatal FRSUCC3 WCF3～WCF0 32-64 

gNetworkManagementVectorLength FRNEMC NML3～NML0 32-65 

gdTSSTransmitter FRPRTC1 TSST3～TSST0 32-67 

gdCASRxLowMax FRPRTC1 CASM6～CASM0 32-67 

gdSampleClockPeriod FRPRTC1 BRP0 32-66 

pSamplePerMicrotick FRPRTC1 BRP0 32-66 

gdWakeupSymbolRxWindow FRPRTC1 RXW8～RXW0 32-66 

pWakeupPattern FRPRTC1 RWP5～RWP0 32-66 

gdWakeupSymbolRxIdle FRPRTC2 RXI5～RXI0 32-68 

gdWakeupSymbolRxLow FRPRTC2 RXL5～RXL0 32-68 

gdWakeupSymbolTxIdle FRPRTC2 TXI7～TXI0 32-68 

gdWakeupSymbolTxLow FRPRTC2 TXL5～TXL0 32-68 

gPayloadLengthStatic FRMHDC SFDL6～SFDL0 32-69 

pLatestTx FRMHDC SLT12～SLT0 32-69 

pMicroPerCycle FRGTUC1 UT19～UT0 32-70 

gMacroPerCycle FRGTUC2 MPC13～MPC0 32-71 

gSyncNodeMax FRGTUC2 SNM3～SNM0 32-71 

pMicroInitialOffset[A] FRGTUC3 UIOA7～UIOA0 32-72 

pMicroInitialOffset[B] FRGTUC3 UIOB7～UIOB0 32-72 

pMacroInitialOffset[A] FRGTUC3 MIOA6～MIOA0 32-72 

pMacroInitialOffset[B] FRGTUC3 MIOB6～MIOB0 32-72 

gdNIT FRGTUC4 NIT13～NIT0 32-73 

gOffsetCorrectionStart FRGTUC4 OCS13～OCS0 32-73 
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表 32.20 FlexRay 設定パラメータ（2/2） 

パラメータ レジスタ ビット ページ 

pDelayCompensation[A] FRGTUC5 DCA7～DCA0 32-74 

pDelayCompensation[B] FRGTUC5 DCB7～DCB0 32-74 

pClusterDriftDamping FRGTUC5 CDD4～CDD0 32-74 

pDecodingCorrection FRGTUC5 DEC7～DEC0 32-74 

pdAcceptedStartupRange FRGTUC6 ASR10～ASR0 32-75 

pdMaxDrift FRGTUC6 MOD10～MOD0 32-75 

gdStaticSlot FRGTUC7 SSL9～SSL0 32-76 

gNumberOfStaticSlots FRGTUC7 NSS9～NSS0 32-76 

gdMinislot FRGTUC8 MSL5～MSL0 32-77 

gNumberOfMinislots FRGTUC8 NMS12～NMS0 32-77 

gdActionPointOffset FRGTUC9 APO5～APO0 32-78 

gdMinislotActionPointOffset FRGTUC9 MAPO4～MAPO0 32-78 

gdDynamicSlotIdlePhase FRGTUC9 DSI1～DSI0 32-78 

pOffsetCorrectionOut FRGTUC10 MOC13～MOC0 32-79 

pRateCorrectionOut FRGTUC10 MRC10～MRC0 32-79 

pExternOffsetCorrection FRGTUC11 EOC2～EOC0 32-80 

pExternRateCorrection FRGTUC11 ERC2～ERC0 32-80 
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33. モジュールストップ機能 

33.1 概要 
本 MCU は、一部のモジュールの動作を停止させることができるモジュールストップ機能があります。 

 

33.1.1 モジュールストップ機能 
モジュールストップ可能な内蔵周辺モジュールについて、クロックの供給を停止してモジュールの動作を

停止させることができます。モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0）の各ビットにより、対象とするモ

ジュールへのクロックの供給をそれぞれ制御できます。対象のモジュールは次のとおりです。 

• パラレルDAC制御（PDAC） 

• パラレルセレクタ（PSEL） 

• ダイレクトRAMインプットインタフェース（DRI0、DRI1、DRI2） 

• ダイレクトRAMアウトプットインタフェース（DRO） 
 

33.2 レジスタの説明 
表 33.1 にモジュールストップ機能で使用するレジスタ構成を示します。 

 

表 33.1 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 H'001F H'FFFF 2800 8、16 33-2 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
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33.2.1 モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0） 
MSTPCR0 レジスタは、割り当てられた各モジュールについて、動作/禁止を制御します。 

MSTPCR0 レジスタへの書き込みはワード単位で行う必要があります。下位バイトの値を書き換える際に

は、同時に上位バイト（MSTPCR0KEY）に"H'3C"を書き込んでください。MSTPCR0KEY ビットに"H'3C"以

外の値が書き込まれた場合やバイト単位での書き込みは無視されます。 

MSTPCR0KEY ビットの読み出しは、ワード単位、バイト単位のどちらでも可能です。ただし、MSTPCR0KEY

ビットへの書き込みデータは保持されませんので、MSTPCR0KEY ビットの読み出し値は常に"H'00"になり 

ます。 
 

【注】・ 本レジスタは、誤って書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は、

「33.2.2 レジスタアクセス時の注意事項」を参照してください。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
PDACDRI0DRI1DRI2DROMSTPCR0KEY

0 MSTPCR0 P4 H'FFFF 2800

 
 

＜リセット後の値：H'001F＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 MSTPCR0KEY すべて 0 0 W MSTPCR0 レジスタライトキーコードビット 

下位ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込みデータ

は保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'3C：下位ビットの書き換え許可 

H'3C 以外：下位ビットの書き換え禁止 

7～5 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

4 DRO 1 R W DRO モジュールストップビット 

本ビットを"0"にクリアすると DRO へのクロックの供給を開始します。一度

DRO へのクロック供給を開始した後に本ビットに"1"を書き込み、再停止さ

せることは禁止です。 

0：DRO は動作 

1：DRO のクロックの供給を停止 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 DRI2 1 R W DRI2 モジュールストップビット 

本ビットを"0"にクリアすると DRI2 へのクロックの供給を開始します。一度

DRI2 へのクロック供給を開始した後に本ビットに"1"を書き込み、再停止さ

せることは禁止です。 

0：DRI2 は動作 

1：DRI2 のクロックの供給を停止 

2 DRI1 1 R W DRI1 モジュールストップビット 

本ビットを"0"にクリアすると DRI1 へのクロックの供給を開始します。一度

DRI1 へのクロック供給を開始した後に本ビットに"1"を書き込み、再停止さ

せることは禁止です。 

0：DRI1 は動作 

1：DRI1 のクロックの供給を停止 

1 DRI0 1 R W DRI0 モジュールストップビット 

本ビットを"0"にクリアすると DRI0 へのクロックの供給を開始します。一度

DRI0 へのクロック供給を開始した後に本ビットに"1"を書き込み、再停止さ

せることは禁止です。 

0：DRI0 は動作 

1：DRI0 のクロックの供給を停止 

0 PDAC 1 R W PDAC および PSEL モジュールストップビット 

本ビットを"0"にクリアすると PDAC および PSEL へのクロックの供給を開

始します。一度 PDAC および PSEL へのクロック供給を開始した後に本ビッ

トに"1"を書き込み、再停止させることは禁止です。 

0：PDAC および PSEL は動作 

1：PDAC および PSEL へのクロックの供給を停止 
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33.2.2 レジスタアクセス時の注意事項 
モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0）は、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般の

レジスタと異なります。次の方法で書き込みまたは読み出しを行ってください。 

MSTPCR0 レジスタへ書き込むときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送命令では書

き込めません。図 33.1 に示すように、MSTPCR0 レジスタへ書き込むときは上位バイトを"H'3C"にし、下位

バイトを書き込みデータにして転送してください。このように転送すると、下位バイトのデータが MSTPCR0

レジスタへ書き込まれます。読み出しは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。 

MSTPCR0 レジスタは、H'FFFF 2800 番地に割り当てられており、バイト転送命令、ワード転送命令のどち

らでも読み出しを行うことができます。 

MSTPCR0

H'FFFF 2800 H'3C

15 8 7 0

 

図 33.1 MSTPCR0 レジスタへの書き込み 

 

33.3 動作説明 

33.3.1 概要 
モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0）の各モジュールストップビットを"0"クリアすることで、それ

ぞれ対応した内蔵周辺モジュールへのクロック供給を開始できます。 
 

33.4 使用上の注意事項 
本マイコンにはスリープモードがありませんので、SLEEP 命令は使用しないでください。 

モジュールストップ状態にあるモジュールのレジスタ領域へのリード/ライトアクセスは禁止です。モジュ

ールストップ状態にあるモジュールのレジスタ領域へのリード/ライトアクセスは、対応するモジュールへの

クロック供給後に実施してください。 
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34. 電源回路 

34.1 電源回路の構成 
本 MCU は、5V±0.5V、3.3V±0.3V、1.5V＋0.15V, －0.1V 電源で動作します。 

本章では注釈がない場合、5V±0.5V は 5V、3.3V±0.3V は 3.3V、1.5V＋0.15V, －0.1V は 1.5V と示します。 
 

表 34.1 電源機能一覧 

端子名 機能 電源種別 

Vdd MCU 内部ロジック回路用電源 1.5V 

Vcc システム、I/O ポート制御回路用電源 3.3V または 5V 

DET3OR5 Vcc 電圧レベル指定端子 Vcc＝3.3V 時：Vss に接続またはプルダウン 

Vcc＝5V 時：Vcc に接続またはプルアップ 

PLLVcc PLL 逓倍回路用電源 3.3V または 5V*1 

AVcc A/D 変換器用電源 3.3V または 5V*1 

Vss グランド端子。すべてグランド（GND）に接続してください。 － 

PLLVss PLL 逓倍回路用グランド端子 － 

AVss A/D 変換器用グランド端子 － 

【注】 *1 Vcc＝5V 時は、Vcc＝PLLVcc＝AVcc＝5V 

Vcc＝3.3V 時は、Vcc＝PLLVcc＝3.3V 

Vdd MCU
CPU SHwyRAM

ROM

I/O

PLL

A/D

5V

1.5V

Vcc 5V DET3OR5 Vcc

Vcc

DET3OR5

AVcc

PLLVcc

 

図 34.1 電源回路構成図（Vcc＝5V 時） 
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PLL

A/D
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Vcc 3.3V DET3OR5 Vss

Vcc

DET3OR5

AVcc
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図 34.2 電源回路構成図（Vcc＝3.3V 時） 

表 34.2 電源電圧組み合わせ 

項目 Vdd 

（コア電源） 

Vcc 

（バス用およびシステム系電源）

PLLVcc 

（PLL 用電源） 

AVcc 

（ADC 用電源） 

ケース 1 1.5V 3.3V 3.3V 

ケース 2 1.5V 3.3V 5.0V 

ケース 3 1.5V 5.0V 5.0V 

【注】・ 上記の組み合わせでご使用ください。 

   ・ 電源名と端子の関係は、「1.5 端子機能」を参照してください。 
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34.2 電源立ち上げシーケンス 
図 34.3 に電源立ち上げシーケンスを示します。 

*1 RESET# "L"
RESET# "H"

   
Vdd=1.5V+0.15V  -0.1V Vcc=5V 0.5V 3.3V 0.3V

   
/ ON/OFF

ON OFF

*
1

0V

0V

0V

Vcc
PLLVcc

0VAVcc

Vdd

RESET#

 

図 34.3 電源立ち上げシーケンス 
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34.3 電源立ち下げシーケンス 
図 34.4 に電源立ち下げシーケンスを示します。 

*1 RESET# "L"
   

Vdd=1.5V+0.15V  -0.1V Vcc=5V 0.5V 3.3V 0.3V
   

/ ON/OFF

ON OFF

*1

0V

0V

0V

Vcc
PLLVcc

Vdd

RESET#

0VAVcc

 

図 34.4 電源立ち下げシーケンス 
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35. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能

を使用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しな

くても、本 MCU 単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBC に設定できるブレーク条件には、命令

フェッチまたはオペランドの読み出し書き込み、オペランドのサイズ、データの内容、アドレスの値、およ

び命令フェッチのときの停止タイミングがあります。 
 

35.1 概要 

1. 次のようなブレーク比較条件を設定できます 

ブレークチャネル数：2 チャネル（チャネル 0 と 1） 

ユーザブレークは、チャネル 0、1 独立に、または連続した（シーケンシャル）一つの条件として設定で

きます（シーケンシャルブレーク設定：チャネル 0 のブレーク条件が一致した後チャネル 1 のブレーク

条件の一致が発生、またはチャネル 1 のブレーク条件が一致した後チャネル 0 のブレーク条件の一致が

発生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。 

• アドレス 

ASIDとアドレス 32ビットから構成された 40ビットの比較において、ASIDは全ビット比較または全ビッ

トマスクのいずれかを選択できます。 

アドレス 32 ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位 12 ビット（4K バイトページ）、

下位 10 ビット（1K バイトページ）、または任意の大きさのページ等でアドレスをマスク可能です。 

• データ 

チャネル 1 のみ、32 ビットマスク可能。 

• バスサイクル 

命令フェッチでのブレーク（PCブレーク）またはオペランドアクセスでのブレーク 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード、およびクワッドワードをサポート 

2. ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。 

3. PC ブレークにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。 

4. ブレーク条件（チャネル 1 に対してのみ）として、最大 212－1 回まで繰り返し回数を指定可能。 
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図 35.1 に UBC のブロック図を示します。 
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図 35.1 UBC のブロック図 
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35.2 レジスタの説明 
表 35.1 に UBC のレジスタ構成を示します。 

 

表 35.1 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 H'2000 0000 H'FF20 0000 32 35-4 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 H'0000 2000 H'FF20 0004 32 35-10 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 不定 H'FF20 0008 32 35-12 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 不定 H'FF20 000C 32 35-13 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 H'2000 0000 H'FF20 0020 32 35-7 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 H'0000 2000 H'FF20 0024 32 35-11 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 不定 H'FF20 0028 32 35-12 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 不定 H'FF20 002C 32 35-14 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 不定 H'FF20 0030 32 35-15 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 不定 H'FF20 0034 32 35-16 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 不定 H'FF20 0038 32 35-17 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR H'0000 0000 H'FF20 0600 32 35-18 

ブレークコントロールレジスタ CBCR H'0000 0000 H'FF20 0620 32 35-19 

【注】・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

アクセスサイズはコントロールレジスタのサイズと同じでなければなりません。サイズが異なると、レジ

スタの書き込み動作で書き込みが実行されず、読み出し動作は不定な値を返します。コントロールレジスタ

を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場

合があります。コントロールレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだデータを

読み出してください。それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 
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35.2.1 マッチ条件設定レジスタ 0、1（CBR0、CBR1） 
CBR0 レジスタ、CBR1 レジスタは、それぞれチャネル 0、チャネル 1 のブレーク条件を指定します。設定

可能なブレーク条件は、（1）マッチフラグの有無、（2）ASID の有無とその値、（3）データ値の有無、（4）

オペランドサイズ、（5）実行回数の有無、（6）バス、（7）命令フェッチまたはオペランドアクセス、（8）

読み出しまたは書き込みです。 
 

（1） マッチ条件設定レジスタ 0（CBR0） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

0 CBR0 P4 H'FF20 0000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CERWID

AIVMFIMFE AIE

CDSZ

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'2000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 MFE 0 R W マッチフラグイネーブルビット 

マッチ条件に本レジスタの MFI ビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が"1"のとき、条件一致

となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R W ASID イネーブルビット 

マッチ条件に本レジスタの AIV ビットで指定した ASID を含めるかどうかを

指定します。 

0：ASID はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASID を含める 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

29～24 MFI 100000 R W マッチフラグ指定ビット 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFR レジスタの MF0 ビット 

000001：CCMFR レジスタの MF1 ビット 

その他：予約（設定禁止） 

【注】・初期値は予約（設定禁止）の状態になりますが、CBR0[0]に"1"を書

き込む際に必ず"000000"または"000001"を設定してください。また

CCMFR レジスタの MF0 ビットが"0"の状態で、本レジスタの MFE

ビットを"1"に、MFI ビットを"000000"に設定するとチャネル 0 で

ヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV H'00 R W ASID 指定ビット 

マッチ条件とする ASID 値を指定します。 

15 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

14～12 SZ すべて 0 R W オペランドサイズセレクトビット 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペランド

アクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べてのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*2 

その他：予約（設定禁止） 

11～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7、6 CD 00 R W バスセレクトビット 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサイ

クルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：予約（設定禁止） 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

5、4 ID 00 R W 命令フェッチ/オペランドアクセスセレクトビット 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイク

ルを指定します。 

00：命令フェッチサイクル、またはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクル、またはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2、1 RW  00 R W バスコマンドセレクトビット 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定します。

本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R W チャネルイネーブルビット 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに"0"を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64 ビットデータの上位 32 ビットま

たは下位 32 ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによ

る設定内容との比較が行われます。 
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（2） マッチ条件設定レジスタ 1（CBR1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 CBR1 P4 H'FF20 0020

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CERWID

AIVMFIMFE AIE

CDSZ ETBEDBE

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'2000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31 MFE 0 R W マッチフラグイネーブルビット 

マッチ条件に本レジスタの MFI ビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が"1"のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R W ASID イネーブルビット 

マッチ条件に本レジスタのAIVビットで指定したASIDを含めるかどうかを

指定します。 

0：ASID はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASID を含める 

29～24 MFI 100000 R W マッチフラグ指定ビット 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFR レジスタの MF0 ビット 

000001：CCMFR レジスタの MF1 ビット 

その他：予約（設定禁止） 

【注】・初期値は予約（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]に"1"を書

き込む際に必ず"000000"または"000001"を設定してください。ま

た、CCMFR レジスタの MF1 ビットが"0"の状態で、本レジスタの

MFE ビットを"1"に、MFI ビットを"000001"に設定するとチャネル

1 でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV すべて 0 R W ASID 指定ビット 

マッチ条件とする ASID 値を指定します。 

 



35. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

Rev.1.10 2011.09.16  35-8   

R01UH0030JJ0110  

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15 DBE 0 R W データ値イネーブルビット*2 

マッチ条件にデータ値を含めるかどうかを指定します。本ビットは、オペラ

ンドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

0：データ値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にデータ値を含める 

14～12 SZ 000 R W オペランドサイズセレクトビット 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペランド

アクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

その他：予約（設定禁止） 

11 ETBE 0 R W 実行回数値イネーブルビット 

マッチ条件に実行回数値を含めるかどうかを指定します。このビットが"1"

の場合、マッチ条件が成立した回数が CETR1 レジスタで指定した値と等し

くなったとき、CRR1 レジスタで指定した動作が発生します。 

0：実行回数値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に実行回数値を含める 

10～8 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

7、6 CD 00 R W バスセレクトビット 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサイ

クルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：予約（設定禁止） 

5、4 ID 00 R W 命令フェッチ/オペランドアクセスセレクトビット 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイク

ルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

3 － 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

2、1 RW 00 R W バスコマンドセレクトビット 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定します。

本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R W チャネルイネーブルビット 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに"0"を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 OCBI 命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB 命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにして

ください。 

 *3 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64 ビットデータの上位 32 ビットま

たは下位 32 ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによ

る設定内容との比較が行われます。 
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35.2.2 マッチ動作設定レジスタ 0、1（CRR0、CRR1） 
CRR0 レジスタ、CRR1 レジスタは、それぞれチャネル 0、チャネル 1 がマッチ条件を満たした場合の動作

を指定します。設定可能な動作内容は、（1）命令フェッチサイクルに対するブレークタイミング、（2）ブ

レーク要求の有無です。 
 

（1） マッチ動作設定レジスタ 0（CRR0） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

0 CRR0 P4 H'FF20 0004

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BIEPCB

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 2000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

13 ― 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

12～2 ― すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 PCB 0 R W PC ブレークセレクトビット 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定し

ます。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効です。

0：PC ブレークを命令実行前に設定する 

1：PC ブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R W ブレークイネーブルビット 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを指

定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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（2） マッチ動作設定レジスタ 1（CRR1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 CRR1 P4 H'FF20 0024

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BIEPCB

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 2000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～14 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

13 ― 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

12～2 ― すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 PCB 0 R W PC ブレークセレクトビット 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定し

ます。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効です。

0：PC ブレークを命令実行前に設定する 

1：PC ブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R W ブレークイネーブルビット 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを指

定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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35.2.3 マッチアドレス設定レジスタ 0、1（CAR0、CAR1） 
CAR0 レジスタ、CAR1 レジスタは、チャネル 0、チャネル 1 のブレーク条件とする仮想アドレスを指定し

ます。 

（1） マッチアドレス設定レジスタ 0（CAR0） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

0 CAR0 P4 H'FF20 0008

CA

CA

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 CA 不定 R W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR0 レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 

 

（2） マッチアドレス設定レジスタ 1（CAR1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 CAR1 P4 H'FF20 0028

CA

CA

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 CA 不定 R W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR1 レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 
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35.2.4 マッチアドレスマスク設定レジスタ 0、1（CAMR0、CAMR1） 
CAMR0 レジスタ、CAMR1 レジスタは、対応するチャネルのマッチアドレス設定レジスタによって指定さ

れるアドレスビットのうちマスクするビットを指定します（マスクするビットに"1"を設定します）。 
 

（1） マッチアドレスマスク設定レジスタ 0（CAMR0） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

0 CAMR0 P4 H'FF20 000C

CAM

CAM

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 CAM 不定 R W 比較アドレスマスクビット 

CAR0 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに"1"を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【記号説明】n = 31～0 
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（2） マッチアドレスマスク設定レジスタ 1（CAMR1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 CAMR1 P4 H'FF20 002C

CAM

CAM

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 CAM 不定 R W 比較アドレスマスクビット 

CAR1 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに"1"を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【記号説明】n = 31～0 
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35.2.5 マッチデータ設定レジスタ 1（CDR1） 
CDR1 レジスタは、チャネル 1 のブレーク条件とするデータ値を指定します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 CDR1 P4 H'FF20 0030

CD

CD

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 CD 不定 R W 比較データ値 

ブレーク条件とするデータ値を指定します。 

CBR1 レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CD[31:0]に SDB

のデータ値を指定します。 

 

表 35.2 マッチデータ設定レジスタの指定 

CBR1 レジスタでのバスセレクト CD[31:24] CD[23:16] CD[15:8] CD[7:0] 

オペランドバス（バイト） Don't care SDB7～0 

オペランドバス（ワード） Don't care SDB15～0 

オペランドバス（ロングワード） SDB31～0 

【注】・ データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

   ・ OCBI 命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB 命令はデータ値のないロングワード読

み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 

   ・ クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64 ビットデータの上位 32 ビットまたは

下位 32 ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設定内容

との比較が行われます。 
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35.2.6 マッチデータマスク設定レジスタ 1（CDMR1） 
CDMR1 レジスタは、マッチデータよって指定されるデータ値のうちマスクするビットを指定します（マス

クするビットに"1"を設定します）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 CDMR1 P4 H'FF20 0034

CDM

CDM

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～0 CDM 不定 R W 比較データ値マスクビット 

CDR1 レジスタによって指定されるデータ値のうちマスクするビットを指

定します（マスクするビットに"1"を指定します）。 

0：データ値ビット CD[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：データ値ビット CD[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【記号説明】n = 31～0 
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35.2.7 実行回数ブレークレジスタ 1（CETR1） 
CETR1 レジスタは、ブレークが発生するまでのチャネルヒット回数を指定します。指定できる最大値は 212

－1 です。マッチ条件設定レジスタによりマッチ条件に実行回数値を含めた場合、チャネルがヒットするご

とに本レジスタ値は 1 ずつデクリメントされ、レジスタ値が H'001 になった後さらにヒットするとブレーク

が発生します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

1 CETR1 P4 H'FF20 0038

0 0 0 0

CET

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～12 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

11～0 CET 不定 R W 実行回数ビット 

ブレーク条件とする実行回数を指定します。 
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35.2.8 チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR） 
CCMFR レジスタは、各チャネルのマッチ条件が成立したかどうかを示します。チャネルのマッチ条件が

成立した場合、対応するフラグビットに"1"が設定されます。フラグのクリアは、クリアしたいビットを"0"、

それ以外のビットを"1"にしたデータを本レジスタに書き込むことで行います（書き込み値と現在値の論理積

が書き込まれます）。本マッチフラグを用いることで、複数チャネルによるシーケンシャル動作を実現でき

ます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

CCMFR P4 H'FF20 0600

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MF0MF1

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～2 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

1 MF1 0 R W チャネル 1 条件一致フラグ 

チャネル 1 にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは"1"にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに"0"を書き込みます。

0：チャネル 1 のマッチ条件不一致 

1：チャネル 1 のマッチ条件一致 

0 MF0 0 R W チャネル 0 条件一致フラグ 

チャネル 0 にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは"1"にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに"0"を書き込みます。

0：チャネル 0 のマッチ条件不一致 

1：チャネル 0 のマッチ条件一致 
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35.2.9 ブレークコントロールレジスタ（CBCR） 
CBCR レジスタは、ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定します。ユーザブレー

クデバッグサポート機能の詳細については、「35.4 ユーザブレークデバッグサポート機能」を参照してく

ださい。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24

CBCR P4 H'FF20 0620

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UBDE

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000 0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 UBDE 0 R W ユーザブレークデバッグサポート機能イネーブルビット 

ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定します。

0：デバッグサポート機能を使用しない 

1：デバッグサポート機能を使用する 
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35.3 動作説明 

35.3.1 アクセスに関する用語の説明 
命令フェッチとは、命令を取得するアクセスを指します。たとえば、分岐命令の実行による分岐先命令の

フェッチは命令アクセスです。オペランドアクセスとは、命令実行による任意のメモリアクセスを指します。

たとえば、命令 MOV.W @(disp,PC),Rn のアドレス（PC＋disp×2＋4）に対するアクセスはオペランドアクセ

スです。「データ」という用語は「アドレス」との対比で使用します。 

すべてのオペランドアクセスは、読み出しアクセスまたは書き込みアクセスのいずれかに分類されます。

次の命令は特別の注意が必要です。 
 

• PREF、OCBPおよびOCBWB命令 ：読み出しアクセスとして扱います。 

• MOVCA.LおよびOCBI命令 ：書き込みアクセスとして扱います。 

• TAS.B命令 ：1つの読み出しアクセス、1つの書き込みアクセスとして扱います。 
 

PREF、OCBP、OCBWB、OCBI 命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの

命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 
 

すべてのオペランドアクセスは、オペランドサイズが定義されます。オペランドサイズには、バイト、ワー

ド、ロングワード、クワッドワードがあります。PREF、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、OCBI 命令によるオ

ペランドアクセスにおいては、オペランドサイズはロングワードとして定義されます。 
 

35.3.2 ユーザブレーク動作の流れ 
ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 

 

1. マッチ条件とするオペランドサイズ、バス、命令フェッチ/オペランドアクセス、読み出し/書き込み条件

を、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）により指定します。ブレークアドレスをマッチアド

レス設定レジスタ（CAR0、CAR1）、アドレスのマスク条件をマッチアドレスマスク設定レジスタ

（CAMR0、CAMR1）により指定します。マッチ条件にASIDを含める場合は、マッチ条件設定レジスタ

のAIEビットをセットし、AIVビットによりASIDを指定します。マッチ条件にデータ値を含める場合は、

マッチ条件設定レジスタのDBEビットをセットし、ブレークデータをマッチデータ設定レジスタ

（CDR1）、データのマスク条件をマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）により指定します。マッ

チ条件に実行回数を含める場合は、マッチ条件設定レジスタのETBEビットをセットし、実行回数条件を

実行回数ブレークレジスタ（CETR1）により指定します。シーケンシャルブレークを設定する場合、マッ

チ条件設定レジスタのMFEビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIにより指定します。 

2. マッチ条件が成立した場合のブレーク要求の有無、命令フェッチによる条件成立の場合のブレーク位置

を、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）により指定します。他のすべてのレジスタ、およびマッ

チ条件設定レジスタのCEビットを除くビットの設定が終了したのち、マッチ条件設定レジスタのCEビッ

トをセットし、再度マッチ条件設定レジスタを読み出してください。この手順により、コントロールレ

ジスタの設定値が直後の後続命令から有効となることを保証できます。リセット後、初期状態のコント
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ロールレジスタからマッチ条件設定レジスタのCEビットをセットした場合、意図しないブレークが発生

する場合があります。 

3. マッチ条件が成立すると、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）の該当する条件一致フラグ（MF1、

MF0）がセットされます。さらに、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）の設定内容により、CPU

へのブレーク要求が発生します。SRレジスタのBLビットにより、ブレーク要求に対するCPUの動作が異

なります。BLビットが"0"のとき、ブレーク要求は受理され所定の例外処理が行われますが、BLビット

が"1"の場合例外処理は行われません。 

4. マッチ条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（MF1、MF0）を使用で

きます。フラグは条件一致によりセットされますが、自動的にクリアされません。フラグを再び使用で

きるようにするためには、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）に対するメモリストア命令により

"0"を書き込んでください。 

5. チャネル0およびチャネル1で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPUに対するブ

レーク要求は1つだけであっても、これらのブレークに対する条件一致フラグが2つともセットされる場

合があります。 

6. SRレジスタのBLビットが"1"の期間は、すべてのブレーク要求は受理されません。ただし、条件判定は

行われ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。 

7. シーケンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセッ

トされます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成

立のときにシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フ

ラグをクリアしてください。 
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35.3.3 命令フェッチサイクルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）に命令フェッチが設定されると、マッチ条件は命令フェッ

チとなります。マッチ条件によりブレーク要求を発生させる場合、該当するチャネルに対するマッチ動

作レジスタ（CRR0またはCRR1）のBIEビットをセットしてください。ブレークのタイミングを命令実行

の前にするか後にするかは、PCBビットで指定できます。マッチ条件として命令フェッチサイクルを指

定する場合、マッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）のLSBを"0"にクリアしてください。こ

のビットが"1"にセットされているとブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行前ブレークを指定すると、命令がフェッチされ実行することが

確定した時点でブレーク要求が発生します。したがって、この機能はオーバラン（分岐または割り込み

の遷移中にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチされる命令には使用できません。

命令実行前ブレークと他の例外との優先順位については、「第5章 例外処理」を参照してください。遅

延分岐命令の遅延スロットに対して実行前ブレークが指定されると、遅延分岐命令の実行前にブレーク

が発生します。ただし、RTE命令の遅延スロットには実行前ブレークを指定しないでください。 

3. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行後ブレークを指定すると、マッチ条件と一致した命令が実行さ

れたのち、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オーバランに

よってフェッチされる命令には使用できません。命令実行後ブレークと他の例外との優先順位について

は、「第5章 例外処理」を参照してください。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対して実行後ブ

レークが指定されると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。 

4. チャネル1のマッチ条件として命令フェッチサイクルを指定すると、マッチ条件設定レジスタ（CBR1）

のDBEビットは無効となり、マッチデータ設定レジスタ（CDR1）およびマッチデータマスク設定レジス

タ（CDMR1）の設定は無視されます。したがって、命令フェッチサイクルのブレークには、データ値を

設定することはできません。 
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35.3.4 オペランドアクセスサイクルブレーク 

1. オペランドアクセスサイクルブレークの場合、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）のオペラ

ンドサイズ指定と、条件比較の対象となるアドレスとの関係は、以下のようになります。 
 

表 35.3 オペランドサイズ指定と比較対象アドレス 

オペランドサイズセレクト 比較アドレスビット 

クワッドワード アドレスビット A31～A3 

ロングワード アドレスビット A31～A2 

ワード アドレスビット A31～A1 

バイト アドレスビット A31～A0 

マッチ条件に含まれない クワッドワードアクセス時のアドレスビット A31～A3 

ロングワードアクセス時のアドレスビット A31～A2 

ワードアクセス時のアドレスビット A31～A1 

バイトアクセス時のアドレスビット A31～A0 

 

これは、たとえばマッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）にアドレスH'0000 1003を設定する

とき、マッチ条件が成立するオペランドアクセスサイクルには、（他のすべての条件が成立すると仮定

した場合）以下が含まれることを意味します。 

アドレスH'0000 1000に対するロングワードアクセス 

アドレスH'0000 1002に対するワードアクセス 

アドレスH'0000 1003に対するバイトアクセス 

2. チャネル 1 のマッチ条件にデータ値が含まれる場合 

データ値をマッチ条件に含める場合は、マッチ条件設定レジスタ（CBR1）のオペランドサイズセレクト

（SZビット）によりクワッドワード、ロングワード、ワード、またはバイトを指定し、かつマッチデー

タ設定レジスタ（CDR1）およびマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）を設定する必要がありま

す。このとき、アドレス条件とデータ条件が一致するとマッチ条件が成立します。バイトアクセス、ワー

ドアクセス、ロングワードアクセスに対するデータ値およびマスクは、それぞれCDR1レジスタおよび

CDMR1レジスタのビット7～0、ビット15～0、ビット31～0に設定します。クワッドワードアクセスの場

合、64ビットデータは上位32ビットと下位32ビットに分割され、2つの32ビットデータ単位として条件比

較が行われます。2つの32ビットデータ単位のいずれかがマッチ条件を満足すると、マッチ条件成立とな

ります。 

3. PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これら

の命令に対するマッチ条件としてデータ値を含めた場合、マッチ条件は成立しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 



35. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

Rev.1.10 2011.09.16  35-24   

R01UH0030JJ0110  

4. オペランドバスを選択している場合、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直前に

ブレークが発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令から数命令実行

した後になる場合もあり、ブレークが発生する命令を特定することはできません。また、遅延分岐命令

やその遅延スロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令までブレークは発生し

ません。RTE命令の遅延スロットには、オペランドブレークを設定しないでください。また、データ値

を条件に含める場合は、RTE命令の1.～6.命令前でブレークを発生させないでください。 
 

35.3.5 シーケンシャルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0、CBR1）のMFEビットおよびMFI ビットを設定することで、シーケン

シャル条件（チャネル0マッチ条件が成立した後チャネル1マッチ条件が成立、またはその逆）を指定で

きます。シーケンス元チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE、およびマッチ動作設定レ

ジスタのBIEビットをクリアしてください。シーケンス先チャネルについては、マッチ条件設定レジスタ

のMFEビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIで指定します。シーケンシャル条件成立時

のブレーク要求の有無は、シーケンス先マッチ動作設定レジスタのBIEビットにより指定します。シーケ

ンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットされ

ます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のと

きにシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグを

クリアしてください。 

2. シーケンシャル条件指定では、チャネル1については実行回数ブレーク条件も指定できます。 

3. シーケンス元チャネルとシーケンス先チャネルのマッチ条件成立タイミングが接近している場合、シー

ケンシャル条件が保証されない場合があります。 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルとも命令フェッチサイクルでマッチ成立 
命令 B は命令 A の 0 命令後 同じアドレスを設定するのと等価です。この設定は使用しないでください。 

命令 B は命令 A の 1 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 B は命令 A の 2 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルは命令フェッチサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルはオペランドアク

セスサイクルでマッチ成立 
命令 B は命令 A の 0 または 1 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 B は命令 A の 2 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルはオペランドアクセスサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルは命令

フェッチサイクルでマッチ成立 
命令 B は命令 A の 0～5 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 B は命令 A の 6 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルともオペランドアクセスサイクルでマッチ成立 
命令 B は命令 A の 0～5 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 B は命令 A の 6 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 
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35.3.6 退避されるプログラムカウンタの値 
ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPC に退避し、例外処理状態に移行します。マッ

チ条件にデータ値を含む場合を除き、ブレークの発生する命令を一意に決定できます。 
 

1. 命令フェッチサイクル（命令実行前）をマッチ条件として指定する場合 

SPC には、マッチ条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、

その前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分岐命令の

アドレスが SPC に退避されます。 

2. 命令フェッチサイクル（命令実行後）をマッチ条件として指定する場合 

SPC には、マッチ条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実

行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合

は、それらの命令は実行され、分岐先のアドレスが SPC に退避されます。 

3. オペランドアクセス（アドレスのみ）をマッチ条件として指定する場合 

SPC には、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した命令

が実行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致した場合

は、分岐先のアドレスが SPC に退避されます。 

4. オペランドアクセス（アドレス＋データ）をマッチ条件として指定する場合 

データ値がマッチ条件に追加されると、マッチ条件に一致した命令は実行を完了します。1 命令後から 6

命令後までのいずれかの命令の実行前にユーザブレークが発生し、その命令のアドレスが SPC に退避さ

れます。ブレークが発生する場所を正確に決定することはできません。遅延スロット命令で条件が一致

した場合は、分岐先アドレスが SPC に退避されます。また、条件に一致した命令の次命令が分岐命令で

ある場合は、分岐命令や遅延スロットの実行まで完了した後にブレークが発生するときがあります。こ

の場合も、SPC には分岐先のアドレスが退避されます。 
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35.4 ユーザブレークデバッグサポート機能 
ユーザブレークデバッグサポート機能を用いることにより、CPU がユーザブレーク要求を受理した場合の

分岐先アドレスを変更できます。ブレークコントロールレジスタ CBCR レジスタの UBDE ビットを"1"にセッ

トすることにより、[VBR＋オフセット]で表示されるアドレスへ分岐するかわりに DBR で示されるアドレス

へ分岐します。図 35.2 にユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャートを示します。 
 

SPC ← PC
SSR ← SR

SR.BL ← B'1
SR.MD ← B'1
SR.RB ← B'1

?

PC ← H'A000 0000PC ← VBR + 

RTE
PC ← SPC
SR ← SSR

SGR ← R15

PC ← DBR

R15 ← SGR
STC

?

CBCR.UBDE == 1 &&
?

INTEVT ← EXPEVT ← 

YesNo

NoYes

TRA ← TRAPA imm
EXPEVT ← H'160

 

図 35.2 ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャート 
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35.5 ユーザブレーク使用例 

（1） 命令フェッチサイクルに指定したマッチ条件 

• 例1-1 

レジスタ設定 

CBR0 = H'0000 0013/CRR0 = H'0000 2003/CAR0 = H'0000 0404/CAMR0 = H'0000 0000/ 

CBR1 = H'0000 0013/CRR1 = H'0000 2001/CAR1 = H'0000 8010/CAMR1 = H'0000 0006/ 

CDR1 = H'0000 0000/CDMR1 = H'0000 0000/CETR1 = H'0000 0000/ 

CBCR = H'0000 0000 

指定条件：チャネル 0/チャネル 1 独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'0000 0404、アドレスマスク：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

ASID は条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0000 8010、アドレスマスク：H'0000 0006 

データ：H'0000 0000、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 
 

ユーザブレークは、アドレス H'0000 0404 の命令実行後、またはアドレス H'0000 8010～H'0000 8016 の命

令実行前に発生します。 
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• 例1-2 

レジスタ設定 

CBR0 = H'4080 0013/CRR0 = H'0000 2000/CAR0 = H'0003 7226/CAMR0 = H'0000 0000/ 

CBR1 = H'C070 0013/CRR1 = H'0000 2001/CAR1 = H'0003 722E/CAMR1 = H'0000 0000/ 

CDR1 = H'0000 0000/CDMR1 = H'0000 0000/CETR1 = H'0000 0000/ 

CBCR = H'0000 0000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1 シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'0003 7226、アドレスマスク：H'0000 0000、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003 722E、アドレスマスク：H'0000 0000、ASID：H'70 

データ：H'0000 0000、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 
 

ASID = H'80 かつアドレス H'0003 7226 の命令が実行された後、ASID = H'70 かつアドレス H'0003 722E の

命令実行前にユーザブレークが発生します。 
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• 例1-3 

レジスタ設定 

CBR0 = H'0000 0013/CRR0 = H'0000 2001/CAR0 = H'0002 7128/CAMR0 = H'0000 0000/ 

CBR1 = H'0000 0013/CRR1 = H'0000 2001/CAR1 = H'0003 1415/CAMR1 = H'0000 0000/ 

CDR1 = H'0000 0000/CDMR1 = H'0000 0000/CETR1 = H'0000 0000/ 

CBCR = H'0000 0000 

指定条件：チャネル 0/チャネル 1 独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'0002 7128、アドレスマスク：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID は条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003 1415、アドレスマスク：H'0000 0000 

データ：H'0000 0000、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 
 

チャネル 0 では、アドレス H'0002 7128 の命令実行前に発生します。チャネル 1 では、命令フェッチは偶

数アドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 
 

• 例1-4 

レジスタ設定 

CBR0 = H'4080 0013/CRR0 = H'0000 2000/CAR0 = H'0003 7226/CAMR0 = H'0000 0000/ 

CBR1 = H'C070 0013/CRR1 = H'0000 2001/CAR1 = H'0003 722E/CAMR1 = H'0000 0000/ 

CDR1 = H'0000 0000/CDMR1 = H'0000 0000/CETR1 = H'0000 0000/ 

CBCR = H'0000 0000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1 シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'0003 7226、アドレスマスク：H'0000 0000、ASID = H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003 722E、アドレスマスク：H'0000 0000、ASID = H'70 

データ：H'0000 0000、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 
 

ASID = H'80 かつアドレス H'0003 7226 の命令が実行された後、ASID = H'70 かつアドレス H'0003 722E の

命令実行前にブレークが発生します。 
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• 例1-5 

レジスタ設定 

CBR0 = H'0000 0013/CRR0 = H'0000 2001/CAR0 = H'0000 0500/CAMR0 = H'0000 0000/ 

CBR1 = H'0000 0813/CRR1 = H'0000 2001/CAR1 = H'0000 1000/CAMR1 = H'0000 0000/ 

CDR1 = H'0000 0000/CDMR1 = H'0000 0000/CETR1 = H'0000 0005/ 

CBCR = H'0000 0000 

指定条件：チャネル 0/チャネル 1 独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'0000 0500、アドレスマスク：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID は条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0000 1000、アドレスマスク：H'0000 0000 

データ：H'0000 0000、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0005 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

実行回数：5 回 

ASID、データ値は条件に含まれない 
 

チャネル 0 では、ユーザブレークはアドレス H'0000 0500 の命令の実行前に生じます。チャネル 1 では、

ユーザブレークは、アドレス H'0000 1000 の命令を 4 回実行した後、5 回目の命令実行前に生じます。 
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• 例1-6 

レジスタ設定 

CBR0 = H'4080 0013/CRR0 = H'0000 2003/CAR0 = H'0000 8404/CAMR0 = H'000 00FFF/ 

CBR1 = H'4070 0013/CRR1 = H'0000 2001/CAR1 = H'0000 8010/CAMR1 = H'0000 0006/ 

CDR1 = H'0000 0000/CDMR1 = H'0000 0000/CETR1 = H'0000 0000/ 

CBCR = H'0000 0000 

指定条件：チャネル 0/チャネル 1 独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'0000 8404、アドレスマスク：H'0000 0FFF、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0000 8010、アドレスマスク：H'0000 0006、ASID：H'70 

データ：H'0000 0000、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 
 

ユーザブレークは、ASID = H'80 でアドレス H'0000 8000～H'0000 8FFE の命令の実行後、または、ASID = 

H'70 でアドレス H'0000 8010～H'0000 8016 の命令の実行前に生じます。 
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（2） オペランドアクセスサイクルに指定したマッチ条件 

• 例2-1 

レジスタ設定 

CBR0 = H'4080 0023/CRR0 = H'0000 2001/CAR0 = H'0012 3456/CAMR0 = H'0000 0000/ 

CBR1 = H'4070 A025/CRR1 = H'0000 2001/CAR1 = H'000A BCDE/CAMR1 = H'0000 00FF/ 

CDR1 = H'0000 A512/CDMR1 = H'0000 0000/CETR1 = H'0000 0000/ 

CBCR = H'0000 0000 

指定条件：チャネル 0/チャネル 1 独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'0012 3456、アドレスマスク：H'0000 0000、ASID：H'80 

バスサイクル：オペランドバス/オペランドアクセス/読み出し 

（オペランドサイズは条件に含まれない） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'000A BCDE、アドレスマスク：H'0000 00FF、ASID：H'70 

データ：H'0000 A512、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0000 

バスサイクル：オペランドバス/オペランドアクセス/書き込み/ワード 

実行回数は条件に含まれない 
 

チャネル 0 では、ユーザブレークは、ASID = H'80 でアドレス H'0012 3454 に対するロングワードの読み

出し、アドレス H'0012 3456 に対するワード読み出し、またはアドレス H'0012 3456 に対するバイト読み

出しで生じます。チャネル 1 では、ユーザブレークは ASID = H'70 で H'000A BC00～H'000A BCFE にワー

ド H'A512 を書き込むときに生じます。 
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35.6 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの値を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望の

ブレークが発生しない場合があります。UBCレジスタを変更後、ブレーク対象の命令を実行する前に、

以下の（1）～（3）のいずれかを実行してください。 

（1）変更したレジスタをリードした後、RTE命令による分岐を実行してください（レジスタリードとRTE

命令は連続している必要はありません）。 

（2）変更したレジスタをリードした後、任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、

ICBI命令を実行してください（レジスタリードとICBI命令は連続している必要はありません）。 

（3）UBCレジスタの変更前にIRMCR.R1 = "0"（初期値）と設定しておき、レジスタライト→レジスタリー

ド→（もう一度同じ値を）レジスタライトというシーケンスでレジスタを更新してください。 
 

なお、複数のUBCレジスタを変更する場合には、それぞれについて上記の手順を踏む必要はありません。

最後に変更するレジスタについてのみ、上記の手順が必要になります。 

2. CRR0レジスタ、およびCRR1レジスタのPCBビットは、命令フェッチをマッチ条件にしたときのみ有効

です。 

3. シーケンシャル条件設定時、シーケンス元チャネルのマッチ条件成立後シーケンス先チャネルのマッチ

条件が成立するとき、シーケンシャル条件が成立します。したがって、同一バスサイクルに対してチャ

ネル0およびチャネル1の条件一致が同時に発生するようにマッチ条件が設定されてもシーケンシャル条

件は成立せず、ブレークは発生しません。 

4. ユーザブレークと他の例外が同一命令で発生した場合は、定められた優先順位で判定が行われます。優

先順位に関しては、「第5章 例外処理」を参照してください。より高い優先度の例外が発生した場合は、

ユーザブレークは発生しません。 

• 命令実行前のブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実行前ブレー

クを含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示すフラグもセットさ

れません。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が再実行された完了する時点で改め

てブレークが発生し、フラグがセットされます。 

• 命令実行後ブレークやオペランドアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外（TRAPA）と同

時に発生した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセットされます。 

5. チャネル0、チャネル1において、マッチ条件が同時に独立して成立し、またその結果SPCの値が両方の

ブレークに対して同じ場合、ユーザブレークは一度だけ発生しますが、条件一致フラグは両チャネルと

もにセットされます。たとえば、 

アドレス110の命令（チャネル0で命令フェッチに対する実行後ブレーク）→SPC = 112、CCMFR.MF0 = "1" 

アドレス112の命令（チャネル1で命令フェッチに対する実行前ブレーク）→SPC = 112、CCMFR.MF1 = "1" 
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6. RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークやオペランドブレークを設定しないでくださ

い。またオペランドブレークにデータ値を含める場合には、RTE命令の1～6命令前でブレークを発生さ

せないでください。 

7. 実行ステートが2以上の命令において再実行型例外と実行後ブレークが競合した場合、再実行型例外が発

生します。このとき、ブレーク条件の成立に対して、CCMFR.MF0（またはCCMFR.MF1）ビットが"1"

にセットされる場合と、セットされない場合があります。 
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36. AUD RAM モニタ（AUDR） 

36.1 概要 
AUD RAM モニタ（AUDR）には、RAM モニタ機能とイベント出力機能があります。AUDR には専用の

DMA が内蔵されており、内蔵 RAM などへのアクセスは本 DMA を用いて行われます。 

表 36.1 に AUDR の概要を示します。 
 

表 36.1 AUDR の概要 

項目 概要 

転送方式 クロック同期形パラレルインタフェース（4 ビット） 

転送クロックの発生 外部ホスト側が発生 

アクセス領域 SHwy 上の物理アドレス領域 

アクセスサイズ 8/16/32 ビット 

最大転送速度 12.5MHz 

入出力端子 7 本（AUDRD3～AUDRD0、AUDRCLK、AUDRSYN#、AUDREVT#） 

機能 • RAM モニタ機能 

SHwy よりアクセス可能な物理アドレス領域に対して読み出し/書き込みを行う機能です。本機

能により RAM データなどの参照、変更ができます。 

周辺バス、周辺 A バス経由の周辺モジュールへのアクセスは可能です。また、SH-4A コア内部

の ILRAM、OLRAM について、AUDR よりアクセス可能です。SH-4A コア内部のキャッシュメ

モリと TLB については、CPU 専用リソースのため AUDR よりアクセスできません。 

• イベント出力機能 

AUDREVNT レジスタへのライトアクセスが発生したことを検知して、AUDREVT#端子より“L”

レベルを出力する機能です。 

• Configuration 情報保持（startup communication）機能 

リセット時の AUDRD3～AUDRD0 端子の値を保持する機能です。RAM モニタツールとの通信

に使用します。 

• 同期通信（メッセージボード）機能 

CPU で動作するファームウェアが、RAM モニタツールと通信するために利用するフラグレジス

タです。 
 



36. AUD RAM モニタ（AUDR）  

Rev.1.10 2011.09.16  36-2   

R01UH0030JJ0110  

AUDR

AUDRD0

AUDRD1

AUDRD2

AUDRD3

AUDRCLK

AUDRSYN#

AUDREVT#

AUDR DMA

SHwyRAM

Flash

DMAC

A

S
up

er
H

yw
ay Configuration

SH-4A
ILRAM OLRAM

 

図 36.1 AUD RAM モニタ（AUDR）のブロック図 
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36.2 AUDR 使用例 

36.2.1 使用例 1：RAM モニタ/キャリブレーション 
図 36.2 に RAM モニタ/キャリブレーション動作例のタイミング概略を示します。 

CPU

RAM

AUDREVNT

RAM

RAM

AUDMBR

AUDREVT#

AUDR  

図 36.2 AUDR 使用例（RAM モニタ/キャリブレーション手順） 

1. AUDRよりRAMのデータを読み出す際、キャッシュ上のデータとの一致を判断できないため事前にRAM

パージを行い、キャッシュとRAMのデータを一致させます。 

2. イベント発生により1.が終了したことをRAMモニタツールに通知します。 

3. イベントを検知後、AUDRよりRAM読み出しを行います。 

4. AUDRよりRAM書き込み（キャリブレーション）を行います。 

5. AUDRでのキャリブレーションが終了したことを、AUDMBRレジスタを用いてCPUに通知します。 
 

36.2.2 使用例 2：FLASH 書き換え 
図 36.3 に FLASH 書き換え動作例のタイミング概略を示します。 

AUDREVNT

FLASH

RAM

AUDMBR

AUDREVT#

CPU

AUDR
 

図 36.3 AUDR 使用例（AUDR 経由の FLASH 書き換え手順） 

1. CPUよりイベント発生により、FLASH書き換え許可を通知します。 

2. AUDRよりFLASH書き換えを行います。 

3. FLASH書き換え終了を、AUDMBRレジスタを用いてCPUに通知します。 
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36.3 入出力端子 
表 36.2 に AUDR の端子構成を示します。AUDR の各端子を使用する場合、ピンファンクションユニット

での端子設定が必要です。詳細は「第 18 章 I/O ポートとピンファンクションユニット」を参照してくださ

い。プログラムによる端子設定が完了するまでは、アクセスを行わないでください。 
 

表 36.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

AUDRCLK 入力 同期クロック入力 

本端子は外部クロック入力です。デバッグに使用するクロックを入力してください。入力で

きる周波数は 12.5MHz 以下です。 

AUDRSYN# 入力 データ先頭位置認識信号入力 

1：読み出しデータを出力 

0：書き込みアドレス、データ、DIR コマンドを入力 

Ready フラグを出力 

【注】・本端子は外部から AUDRD 端子にコマンドが入力されて、必要なデータが出るまで

アサートしないでください。詳細は後述のプロトコルを参照してください。 

AUDRD3～0 入出力 コマンド、アドレス/データ入出力 

下記情報が時分割で入出力されます。 

コマンド 

アドレス 

データ 

外部からコマンドを入力すると Ready 送信後データを出力します。出力は AUDRSYN#端子

がネゲートされてから開始します。詳細は後述のプロトコルを参照してください。また、外

部でのプルアップが必要です。 

AUDREVT# 出力 イベント出力（イベント発生時に 2Pck 幅の"L"レベルを出力） 
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36.4 レジスタの説明 
表 36.3 に AUDR 関連のレジスタ構成を示します。 

 

表 36.3 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

AUDR イネーブルレジスタ AUDRENB H’0000 H'FE40 0000 16 36-5 

AUDR イベント発生レジスタ AUDREVNT 不定 H'FE40 0008 8 36-12 

AUDR Configuration 情報保持レジスタ AUDISR 不定*1 H'FE40 0010 16 36-13 

AUDR メッセージボードレジスタ AUDMBR H’0000 H'FE40 0018 16 36-14 

【注】 *1 AUDISR レジスタはリセット解除時の AUDRD3～AUDRD0 端子の値を保持します。詳細は「36.7.2 AUDR 

Configuration 情報保持レジスタ（AUDISR）」を参照してください。 

   ・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

36.4.1 AUDR イネーブルレジスタ（AUDRENB） 
AUDRENB レジスタはライトキー付きであるため、書き込みはワード単位で行う必要があります。AUDREN

ビットの値を書き換えるには、同時に AUDREKEY ビットに"H'17"を書き込んでください。AUDREKEY ビッ

トに"H'17"以外の値が書き込まれた場合やバイト単位での書き込みは無視されます。AUDRENB レジスタの

読み出しは、ワード単位、バイト単位のどちらでも可能です。ただし、AUDREKEY ビットへの書き込みデー

タは保持されませんので、AUDREKEY ビットの読み出し値は常に"H'00"になります。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
AUDR 

ENAUDREKEY

AUDR AUDRENB P4 H'FE40 0000

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

15～8 AUDREKEY すべて 0 0 W AUDRENB レジスタライトキーコードビット 

AUDREN ビットの書き換え許可/禁止を制御します。本ビットへの書き込み

データは保持されません。読み出すと常に"0"が読み出されます。 

H'17：AUDREN ビットの書き換え許可 

H'17 以外：AUDREN ビットの書き換え禁止 

7～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。
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ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

0 AUDREN 0 R W AUDR 動作許可ビット 

AUDREN ビットは AUDR 機能の許可/禁止を切り替えるビットです。

AUDREN ビットが"0"の状態で、AUDR はリセット状態となり、各レジスタ

の値はリセット解除時の値に戻ります。AUDR 機能を使用する場合は他の

AUDR レジスタの設定前に、このビットに"1"をセットする必要があります。

AUDREN ビットが"0"のとき、AUDRENB レジスタ以外の AUDR レジスタへ

のアクセスは禁止です。 

0：AUDR 動作禁止 

1：AUDR 動作許可 

【注】・ AUDREN ビットを禁止から許可に変更した場合、AUDR が動作可能となるまで 6 AUDRCLK 必要です。 
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36.5 RAM モニタ機能 

36.5.1 通信プロトコル 
AUDR は、AUDRSYN#端子がアサートされると AUDRD 端子に入力された内容を取り込みます。AUDRD

端子に入力するコマンド、アドレス、データは、図 36.4 に示すフォーマットで入力してください。 

0000 DIR A3 A0 A31 A28 D3 D0 Dn Dn-3

4 B'0000

1 0
1

00
01
10

3 2 1 0

n=7
n=15
n=31

 

図 36.4 AUDRD 入力フォーマット 

36.5.2 動作説明 
図 36.5 にリード動作の例、図 36.6 にライト動作の例を示します。 

AUDRSYN#端子がアサートされると、AUDRD 端子から入力を開始します。図 36.4 に示すフォーマットで

コマンド、アドレス、データ（書き込み時のみ）が入力されると、指定されたアドレスの読み出し/書き込み

の実行を開始します。内部実行中 AUDR は Not Ready（"0000"）を返します。実行が完了すると、Ready フラ

グ（"0001"）を返します（図 36.5、図 36.6）。表 36.4 に Ready フラグのフォーマットを示します。 

読み出し時は、このフラグの検出後、AUDRSYN#端子をネゲートすると指定されたサイズのデータを出力

します（図 36.5）。DIR に上記以外のコマンドが入力された場合、AUDR はコマンドエラーとして処理を無

効にし、Ready フラグ内の CFLG ビットを"1"にセットします。また、DIR 内で指定されたコマンドによる読

み出し/書き込み動作がバスエラーを起こすとき、処理を無効にし Ready フラグ内 BFLG ビットを"1"にセッ

トします（図 36.7）。 
 

表 36.4 Ready フラグフォーマットのビット配置 

ビット配置 ビット名 機能 内容 

AUDRD3 0 － － 

AUDRD2 BFLG バスエラーの発生を示します 0：正常状態 

1：バスエラー発生 

AUDRD1 CFLG コマンドエラーの発生を示します 0：正常状態 

1：コマンドエラー発生 

AUDRD0 RFLG AUDR の動作完了を示します 0：Not Ready 

1：Ready 
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（1） コマンドエラー条件 

表 36.5 にコマンドエラー条件を示します。 
 

表 36.5 コマンド（DIR）判定条件 

ビット 3 

（IT） 

ビット 2 

（RW） 

ビット 1 

（SIZ1） 

ビット 0 

（SIZ0）

内   容 

0 x x x コマンドエラー 

1 0 0 0 リード（バイト） 

1 0 0 1 リード（ワード） 

1 0 1 0 リード（ロングワード） 

1 1 0 0 ライト（バイト） 

1 1 0 1 ライト（ワード） 

1 1 1 0 ライト（ロングワード） 

x x 1 1 コマンドエラー 

 

（2） バスエラー条件 

1. 4n+1、4n+3番地にワードアクセス 

2. 4n+1、4n+2、4n+3番地にロングワードアクセス 

3. SuperHywayバスよりエラーレスポンスを受信  

AUDRCLK

AUDRSYN#

AUDRD3
AUDRD0 0000 1000 0000A3 A0 D3 D0 D7 D4A31

A28
Hi-Z Hi-Z

Not
Ready

0001

Ready

0001

ReadyDIR

 

図 36.5 リード動作例（バイトリード） 

AUDRCLK

AUDRSYN#

AUDRD3
AUDRD0 0000 1110 D3 D0A3 A0 A31

A28
D31
D28

Hi-Z Hi-Z
0000

Not
Ready

0001

Ready

0001

ReadyDIR

 

図 36.6 ライト動作例（ロングワードライト） 
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AUDRCLK

AUDRSYN#

AUDRD3
AUDRD0 0000 DIR 0000A3 A0 A31

A28
Hi-Z Hi-Z

Not
Ready

0101

Ready

0101

Ready

 

図 36.7 エラー発生例（ロングワードリード）  

 

36.5.3 AUDRD データフォーマットの説明 
AUDRD 端子に入力される AUDRD のフォーマットの内容について説明します。 

 

（1） 入力フォーマット 
表 36.6 入力フォーマットのビット配置 

ビット配置 〇：必要、－：不要 入力順 フォーマット名 

AUDRD3 AUDRD2 AUDRD1 AUDRD0 リード時 バイト 

ライト時 

ワード 

ライト時

ロング 

ワード 

ライト時

先 リザーブビット aux3 aux2 aux1 aux0 〇 〇 〇 〇 

 DIR コマンド IT RW SIZ1 SIZ0 〇 〇 〇 〇 

 A3 A2 A1 A0 〇 〇 〇 〇 

 A7 A6 A5 A4 〇 〇 〇 〇 

 A11 A10 A9 A8 〇 〇 〇 〇 

 A15 A14 A13 A12 〇 〇 〇 〇 

 A19 A18 A17 A16 〇 〇 〇 〇 

 A23 A22 A21 A20 〇 〇 〇 〇 

 A27 A26 A25 A24 〇 〇 〇 〇 

 

アドレス 

A31 A30 A29 A28 〇 〇 〇 〇 

 D3 D2 D1 D0 － 〇 〇 〇 

 D7 D6 D5 D4 － 〇 〇 〇 

 D11 D10 D9 D8 － － 〇 〇 

 D15 D14 D13 D12 － － 〇 〇 

 D19 D18 D17 D16 － － － 〇 

 D23 D22 D21 D20 － － － 〇 

 D27 D26 D25 D24 － － － 〇 

後 

データ（ライト時のみ）

D31 D30 D29 D28 － － － 〇 
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• 予約ビット 
ビット名 機能 内   容 

aux3 将来拡張用 "0"に設定してください。 

aux2 将来拡張用 "0"に設定してください。 

aux1 将来拡張用 "0"に設定してください。 

aux0 将来拡張用 "0"に設定してください。 

【注】・ 他の設定を行ったときの動作は保証されません。 
 

• DIRコマンド 
ビット名 機能 内   容 

IT アクセス空間を指定 "1"に設定してください*1。 

RW リード/ライトを指定 0：リード 

1：ライト 

SIZ[1:0] アクセスサイズを指定 00：バイト（8 ビット） 

01：ワード（16 ビット） 

10：ロングワード（32 ビット） 

11：設定禁止 

【注】 *1 他の設定を行ったときの動作は保証されません。 
 

• アドレスフォーマット 
ビット名 機能 内容 

A31～A0 アドレスを指定 アクセス先のアドレスを指定します。 

 

• データフォーマット（ライト時のみ） 
ビット名 機能 内   容 

D31～D0 ライトデータを指定 制御フィールドの RW ビットおよび SIZ[1:0]ビットの指定により必要な

ビット数が変化します（詳細は表 36.6 を参照してください）。 

 

（2） Ready フラグフォーマット 

表 36.4 を参照してください。 
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（3） リードデータフォーマット（出力） 
表 36.7 リードデータフォーマットのビット配置 

ビット配置 〇：必要、－：不要 出力順 

AUDRD3 AUDRD2 AUDRD1 AUDRD0 バイト 

リード時

ワード 

リード時 

ロング 

ワード 

リード時 

ライト時

先 D3 D2 D1 D0 〇 〇 〇 － 

 D7 D6 D5 D4 〇 〇 〇 － 

 D11 D10 D9 D8 － 〇 〇 － 

 D15 D14 D13 D12 － 〇 〇 － 

 D19 D18 D17 D16 － － 〇 － 

 D23 D22 D21 D20 － － 〇 － 

 D27 D26 D25 D24 － － 〇 － 

後 D31 D30 D29 D28 － － 〇 － 

 
 

ビット名 機能 内   容 

D31～D0 リードデータ出力 制御フィールドの RW ビットおよび SIZ[1:0]ビットの指定により出力さ

れるビット数が変化します（詳細は表 36.7 を参照してください）。 

 

36.5.4 RAM モニタ機能に関しての使用上の注意事項 

• AUDRSYN#端子は、AUDRD端子にコマンドが入力されて、Readyが返されるまではネゲートしないでく

ださい。 
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36.6 イベント検出機能 
AUDR は AUDREVNT レジスタへのライトアクセスが発生したことを検知するイベント出力機能を持って

います。イベント出力は"L"レベルが有効で、有効期間は 2Pck です。 
 

36.6.1 AUDR イベント発生レジスタ（AUDREVNT） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0

AUDR AUDREVNT P4 H'FE40 0008

AUDREVNT

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

7～0 AUDREVNT 不定 ? W 本レジスタへ任意のデータを書き込むと、AUDREVT#端子により 2Pck の"L"

レベルが出力されます。リード時は不定データが読み出されます。 

【注】・ 複数のイベントが時間的に近接して発生した場合、AUDREVT#端子から出力される"L"レベルが 2Pck 分（1 イベント

分）しか出力されない場合があります。また、イベント発生の状況により 2Pck 分の"L"レベルが連続して出力される

場合があります。 

SHck
SHwy

AUDREVT#

SHck

Pck

1
2Pck 1  

"L"

2
2Pck 1  

"L"

2
4Pck "L"

 

図 36.8 AUDR のイベント検知と AUDREVT#端子の動作 
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36.7 Configuration 情報保持機能 
リセット時の AUDRD3～AUDRD0 端子の値を保持する機能です。 

 

36.7.1 ブロック図 

4

AUDR

RAM

AUDISR

AUDRCLK

AUDRSYN#
AUDRD3

AUDRD0

S
H

w
y

 

図 36.9 Configuration 情報保持機能ブロック図 

 

36.7.2 AUDR Configuration 情報保持レジスタ（AUDISR） 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 *
1

*
1

*
1

*
1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
DATA

AUDR Configuration AUDISR P4 H'FE40 0010

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

15～4 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

3～0 DATA 不定*1 R - リセット解除時の AUDRD3～AUDRD0 端子の値を保持します。AUDRD3～

AUDRD0 端子はツール未接続時には外部でプルアップが必要です。 

【注】 *1 リセット解除時の端子の状態により値が確定します。 
 

36.7.3 動作説明 
リセット後の AUDRD 端子の値を AUDISR レジスタに保持します。 
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36.8 同期通信（メッセージボード）機能 
CPU で動作するファームウェアが、RAM モニタツールと通信するために利用するフラグレジスタです。

本機能のレジスタは CPU および AUDR の RAM モニタ機能でアクセス可能です。 
 

36.8.1 ブロック図 

4

AUDR

RAM

AUDMBR

AUDRCLK

AUDRSYN#
AUDRD3

AUDRD0

S
H

w
y

 

図 36.10 同期通信（AUDR メッセージボードレジスタ）ブロック図 

 

36.8.2 AUDR メッセージボードレジスタ（AUDMBR） 
AUDMBR レジスタは、AUDR による読み出しで全ビットがクリアされます。CPU による読み出しではク

リアされません。 

AUDR、CPU による書き込みが可能です。ただし、各ビットへは"1"のみ書き込み可能で"0"の書き込みは無

視されます。AUDMBR レジスタは、AUDR による読み出しでも、ワード（16 ビット）以外のサイズでアク

セスされた場合はクリアされません。 
 

AUDR AUDMBR P4 H'FE40 0018

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8
AUDMBR

7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット

後の値 

R W 説   明 

15～0 AUDMBR すべて 0 R W RAM モニタ、CPU 間通信用フラグ*1 

【注】 *1 表 36.8 にアクセス方法を示します。 
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表 36.8 AUDMBR レジスタのアクセス方法 

ホスト アクセス方向 アクセス可否 備考 

ライト "1"のみ書き込み可能。"0"を書き込んだ場合は無視されます。 － AUDR 

リード リード可 ワードサイズでのリード時

AUDMBR レジスタは読み出し

後にクリアされます。 

ライト "1"のみ書き込み可能。"0"を書き込んだ場合は無視されます。 － CPU 

リード リード可 クリア動作はありません。 

 

36.8.3 同期通信機能に関する使用上の注意事項 

（1） AUDR と CPU アクセスの競合について 

AUDMBR レジスタは、CPU と AUDR（RAM モニタ機能）から、SHwy 経由でアクセス可能です。したがっ

て、CPU と AUDR からのアクセスの排他制御は SHwy の機能としておのずと実現されます。 
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37. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG（IEEE1149.1）に準拠したシリアル入出力インタフェー

スであり、エミュレータの接続に使用します。 
 

37.1 概要 
H-UDI は JTAG、IEEE1149.1 ''IEEE Standard Test Access Port and Boundary-Scan Architecture''に準拠したシリ

アル入出力インタフェースです。H-UDI は、エミュレータとの接続に使用します。なお、エミュレータとの

接続方法は各エミュレータのマニュアルを参照してください。 

H-UDI は 6 本の端子（TCK、TMS、TDI、TDO、TRST#、ASEBRK#/BRKACK）からなります。

ASEBRK#/BRKACK 端子を除く端子機能やシリアル転送プロトコルは、JTAG の規格に準拠します。さらに、

チップモード指定端子として 1 本の信号（MPMD）があります。 

本 MCU の H-UDI は、バウンダリスキャン用 TAP コントローラとバウンダリスキャン以外の H-UDI の機

能を制御する TAP コントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRST#端子への"L"レベル入力によ

りバウンダリスキャン用 TAP コントローラが選択されるため、H-UDI の機能を利用するためには切り替えコ

マンドを入力する必要があります。また、バウンダリスキャン TAP コントローラは CPU からアクセスする

ことはできません。 

H-UDI 回路は内部に TAP コントローラと、SDBPR レジスタ、SDBSR レジスタ、SDIR レジスタ、SDINT

レジスタの計 4 本のレジスタを持ちます。SDBPR レジスタは JTAG のバイパスモードをサポートするための

レジスタ、SDBSR レジスタは JTAG のバウンダリスキャンモードをサポートするためのレジスタ、SDIR レ

ジスタはコマンド用のレジスタ、SDINT レジスタは H-UDI 割り込み用のレジスタです。SDIR レジスタは TDI

端子と TDO 端子から直接アクセスできます。 

TAP（Test Access Port）コントローラと制御レジスタおよびバウンダリスキャン TAP コントローラはチッ

プのリセット端子とは独立して、TRST#端子を"L"レベルにするか、TMS 端子を"H"レベルに設定して TCK

信号を 5 サイクル以上かけることによりリセットがかかります。その他の回路は通常リセット期間中にリ

セットがかかり初期化されます。 

図 37.1 に H-UDI のブロック図を示します。 
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SDIR

SDBSR

SDBPR

TCK

TDO

TDI

TMS

TRST#

TAP

SDINT

ASEBRK#/BRKACK

TAP

 

図 37.1 H-UDI のブロック図 
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37.2 入出力端子 
表 37.1 に H-UDI の端子構成を示します。 

以下に示す端子は他の端子とマルチプレクスされていません。 
 

表 37.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 未使用時 

TCK 入力 JTAG のシリアルクロック入力端子と同じです。この信号に同期し

てデータ入力端子 TDI から H-UDI 回路にデータを与えるか、データ

出力端子 TDO からデータを読み出します。 

プルアップ 

TMS 入力 モードセレクト入力端子です。TCK 信号に同期してこの信号を変化

させることで、TDI 端子から入力するデータの意味を決定します。

そのプロトコルは JTAG（IEEE Std 1149.1）規格に準拠します。 

プルアップ 

TRST#*2 入力 H-UDI をリセットする入力端子です。TCK 信号とは非同期に受け付

け、"L"レベルで JTAG インタフェース回路に対するリセットがかか

ります。JTAG の利用の有無にかかわらず、電源投入時に TRST#を

一定期間"L"レベルにしなければなりません。これは IEEE の規格と

異なります。 

*3 

TDI 入力 データ入力端子です。TCK 信号に同期してこの信号を変化させるこ

とで H-UDI 回路にデータを送ります。 

プルアップ 

TDO 出力 データ出力端子です。TCK 信号に同期してこの信号を読むことで、

H-UDI 回路からデータを読み取ります。 

プルアップ 

またはオープン

ASEBRK#/BRKACK 入出力 エミュレータ専用の端子です。 プルアップ 

MPMD 入力 エミュレーションサポートモードとして動作させる（MPMD＝"L"レ

ベル）か、通常動作モードとして動作させる（MPMD＝"H"レベル）

かを指定します。 

オープン*1 

【注】 *1 チップ内でプルアップされています。エミュレータを使用可能なボードを設計する場合、または H-UDI 経由で割

り込み、リセットを利用する場合、外部にプルアップ抵抗を付けても問題ありません。 

 *2 エミュレータを使用可能なボードを設計する場合または H-UDI 経由で割り込み/リセットを利用する場合は、電

源投入時に RESET#と重複する期間 TRST#を"L"レベルにし、かつ TRST#単独でも制御可能となるようにしてく

ださい。 

 *3 0～100kΩの抵抗を介して Vss に接続または RESET#接続してください。 
 

TCK（TMS、TDI、TDO）の周波数は本 MCU の内蔵周辺クロックの周波数より低くなるように設定を行っ

てください。製品として保証する動作周波数の上限は、「第 38 章 電気的特性」を参照してください。 
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37.3 バウンダリスキャン TAP コントローラ 
（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS、CLAMP、HIGHZ） 

本 MCU の H-UDI はバウンダリスキャン用 TAP コントローラと H-UDI リセット、H-UDI 割り込み機能を

制御する TAP コントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRST#端子への"L"レベル入力によりバ

ウンダリスキャン用 TAP コントローラが有効になり、JTAG で規定されているバウンダリスキャン機能を利

用できます。また、H-UDI 切り替えコマンドを入力することで、H-UDI リセット、H-UDI 割り込み機能が利

用できるようになります。ただし本 MCU の場合、以下の制限事項が存在します。 

• クロック関連信号（EXTAL、XTAL）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• リセット関連信号（RESET#）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• H-UDI関連信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST#、MPMD）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• バウンダリスキャン（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS、CLAMP、HIGHZ、H-UDI

切り替えコマンド）実行時、TCKの最大周波数は2MHzです。 

• H-UDI側（外部コントローラ）からバウンダリスキャンTAPコントローラへのアクセスサイズは4ビット

です。 
 

以下に、バウンダリスキャン TAP コントローラのサポートコマンドを示します。 
 

【注】・ バウンダリスキャン時、RESET#端子を"L"レベル固定にしてください。また、図 37.2 にバウンダリスキャン

TAP コントローラから H-UDI への切り替えシーケンスを示します。 
 

表 37.2 バウンダリスキャン TAP コントローラのサポートコマンド 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

1 1 1 1 BYPASS 

0 0 0 0 EXTEST 

0 0 0 1 SAMPLE/PRELOAD 

0 1 0 0 IDCODE 

0 1 1 0 CLAMP 

0 1 1 1 HIGHZ 

0 0 1 1 H-UDI 切り替えコマンド 

上記以外 予約（BYPASS） 
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図 37.2 バウンダリスキャン TAP コントローラから H-UDI への切り替えシーケンス 
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37.4 レジスタの説明 
表 37.3、表 37.4 に H-UDI のレジスタ構成を示します。 

 

表 37.3 レジスタ構成（1） 

CPU 側 レジスタ名 シンボル 

リセット後の値*1 P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

インストラクションレジスタ SDIR H'0EFF H'FC11 0000 16 37-7 

割り込み要因レジスタ SDINT H'0000 H'FC11 0018 16 37-8 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － 37-9 

バイパスレジスタ SDBPR 不定 － － 37-8 

【注】 *1 TRST#端子が"L"レベルまたは TAP が Test-Logic-Reset 状態で初期化されます。 

   ・ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

表 37.4 レジスタ構成（2） 

H-UDI 端子側 レジスタ名 シンボル 

リセット後の値*1 アクセスサイズ 

インストラクションレジスタ SDIR H'FFFF FFFD（固定値*2） 32 

割り込み要因レジスタ SDINT H'0000 0000 32 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － 

バイパスレジスタ SDBPR 不定 1 

【注】 *1 TRST#端子が"L"レベルまたは TAP が Test-Logic-Reset 状態で初期化されます。 

 *2 H-UDI からの読み出し値は常に固定値（H'FFFF FFFD）となります。 
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37.4.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 
シリアル入力端子（TDI）から値（コマンド）をセットします。TRST#または TAP の Test Logic Reset ステー

トで初期状態になります。H-UDI からの書き込みの場合、CPU のモードとは無関係に書き込みができます。

また、予約となっているコマンドをセットした場合の動作は保証しません。 
 

0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
TI

SDIR P4 H'FC11 0000

 
 

＜リセット後の値：H'0EFF＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～8 TI 00001110 R - テストインストラクションビット 

0110xxxx：H-UDI リセットのネゲート 

0111xxxx：H-UDI リセットのアサート 

101xxxxx：H-UDI 割り込み 

00001110：初期状態 

上記以外：設定禁止 

7～0 － すべて 1 1 1 予約ビット 

読み出すと常に"1"が読み出されます。書き込む値も常に"1"にしてください。

【注】・ H-UDI リセットを行っても、クロック発振器（CPG）およびウォッチドッグタイマ（WDT）は初期化されません。 
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37.4.2 割り込み要因レジスタ（SDINT） 
H-UDI 端子側からは、SDIR レジスタに「H-UDI 割り込み」コマンドをセットした（Update-IR）場合に、

INTREQ ビットが"1"になります。SDIR レジスタが「H-UDI 割り込み」コマンドの間、H-UDI 端子の TDI 端

子と TDO 端子の間に SDINT レジスタが接続され、32 ビットのレジスタとして読み出し可能です。その場合、

上位 16 ビットが"H'00"に、下位 16 ビットが SDINT レジスタになります。 

CPU 側からは INTREQ ビットに"0"を書き込むことしかできません。INTREQ ビットが"1"の間は割り込み

要求が発行され続けますので、割り込みハンドラ内で必ず"0"にクリアするようにしてください。このレジス

タ値は TRST#または TAP の Test Logic Reset ステートで初期状態になります。 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
INTREQ

SDINT P4 H'FC11 0018

 
 

＜リセット後の値：H'0000＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

15～1 － すべて 0 0 0 予約ビット 

読み出すと常に"0"が読み出されます。書き込む値も常に"0"にしてください。

0 INTREQ 0 R W 割り込み要求ビット 

「H-UDI 割り込み」コマンドによる割り込み要求の有無を示します。CPU か

らは INTREQ ビットに"0"を書き込むことにより割り込み要求をクリアでき

ます。INTREQ ビットに"1"を書き込んだ場合は、直前の値を保持します。 

 

37.4.3 バイパスレジスタ（SDBPR） 
バイパスレジスタ（SDBPR）は JTAG のバイパスモードをサポートするための 1 ビットのレジスタです。

バウンダリスキャン TAP コントローラに BYPASS コマンドがセットされると、TDI 端子と TDO 端子の間に

SDBPR レジスタが接続されます。すべての動作モードで CPU からのアクセスはできません。本レジスタは

ハードウェアリセットまたは TRST#信号のアサートでも初期化されません。ただし、Capture-DR ステートで

は"0"に初期化されます。 
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37.4.4 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 
バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）は JTAG のバウンダリスキャンモードをサポートするためのレジ

スタです。本レジスタは外部入出力ピンの制御を行うために PAD 上に配置されたシフトレジスタで、

SAMPLE/PRELOAD コマンド、EXTEST コマンドを用いて JTAG（IEEE Std1149.1）規格に準拠したバウンダ

リスキャンテストを行うことができます。すべての動作モードで CPU からのアクセスはできません。本レジ

スタはハードウェアリセットまたは TRST#端子への"L"レベル入力でも初期化されません。 
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37.5 動作説明 

37.5.1 TAP 制御 
図 37.3 に TAP 制御回路の内部状態を示します。JTAG で規定されている状態遷移に準拠しています。 

• 遷移条件はTCK信号の立ち上がりエッジにおけるTMS値です。 

• TDI値はTCK信号の立ち上がりエッジでサンプリングし、TCK信号の立ち下がりエッジでシフトします。 

• TDO値はTCK信号の立ち下がりエッジで変化します。また、TDO信号は、Shift-DR、Shift-IRステート以

外ではハイインピーダンス状態です。 

• TRST#＝"0"への遷移でTCK信号とは非同期でTest-Logic-Reset状態へ遷移します。 
 

Test -Logic-Reset

Capture-DR

Shift-DR

Exit1-DR

Pause-DR

Exit2-DR

Update-DR

Select-DR-ScanRun-Test/Idle

1

0

0

0

0
1 1 1

1

0

0

0

1

1 1

0

1

1

1 0

Capture-IR

Shift-IR

Exit1-IR

Pause-IR

Exit2-IR

Update-IR

Select-IR-Scan

0

0

1

0

0

0

1

0

1

1

1 0

 

図 37.3 TAP 制御状態遷移図 
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37.5.2 H-UDI リセット 
H-UDI コマンド（SDIR）によりハードウェアリセットをかけられます。H-UDI の端子から H-UDI リセッ

ト・アサートコマンドを送り、さらに H-UDI リセット・ネゲートコマンドを送ることでリセットをかけます

（図 37.4 参照）。H-UDI リセット・アサートコマンドと H-UDI リセット・ネゲートコマンド間に必要な時

間は、ハードウェアリセットをかけるためにリセット端子を"L"レベルに保つ時間と同じです。 

H-UDI H-UDI
H-UDI

CPU

 

図 37.4 H-UDI リセット 

 

37.5.3 H-UDI 割り込み 
H-UDI 割り込み機能は、H-UDI から SDIR レジスタにコマンド値を設定することにより割り込みを発生さ

せる機能です。 

H-UDI 割り込みの要求は、コマンドセット後（Update-IR）に SDINT レジスタの INTREQ ビットが"1"にな

ることにより出力されます（内部信号）。ソフトウェアにより INTREQ ビットに"0"を書き込まないかぎり割

り込み要求はクリアされませんので、割り込み要求を取りこぼすことはありません。H-UDI 割り込みコマン

ドが SDIR レジスタにセットされている間は、TDI 端子と TDO 端子の間に SDINT レジスタが接続されます。 
 

37.6 使用上の注意事項 
一度設定した SDIR コマンドは、TRST#端子への"L"レベル入力または TAP を Test-Logic-Reset 状態にする

ことによる初期化以外は H-UDI から他のコマンドを書き込まないかぎり変化しません。 

H-UDI は、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミュレータを使用する場合には、H-UDI

の機能は使用できません。 
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38. 電気的特性 

38.1 絶対最大定格 
表 38.1 に絶対最大定格を示します。 

表 38.1 絶対最大定格 

項目 記号 定格値 単位 備考 

Vdd Vdd –0.3～+2.0 V 電源電圧 

Vcc、PLLVcc Vcc –0.3～+6.5 V 

 

入力電圧 Vcc 電源関連端子 Vin –0.3～Vcc+0.3 V  

アナログ電源電圧 AVcc –0.3～+6.5 V  

AVREFH –0.3～AVcc+0.3 V アナログ基準電圧 

AVREFL –0.3～AVss+0.3 V 

AVREFH＞AVREFL 

アナログ入力電圧 VAN –0.3～AVcc+0.3 V  

Vss－PLLVss –0.1～+0.1 V 

Vss－AVss –0.1～+0.1 V 

Vss 差動電圧 

PLLVss－AVss –0.1～+0.1 V 

 

デジタル入力端子 Imax –20～+20 mA 最大入力電流*2 

（1 端子当たり） アナログ入力端子 Imax –20～+20 mA 

 

消費電力 Pd 1000 mW Ta=–40℃～+125℃ 

動作温度*1 topr –40～+125 ℃  

保存温度 tstg –55～+125 ℃ 実装前 

【使用上の注意】 

絶対最大定格を超えて MCU を使用した場合、MCU の永久破壊となることがあります。マニュアルに規定する電源端子の接続、

印加電源電圧の組み合わせ条件と、各端子に印加可能な電圧、出力される電圧の条件を守って使用してください。規定と異な

る電源の接続や電圧での MCU の使用は MCU の永久破壊、MCU を実装したシステムへのダメージを生じる場合があります。 

【注】 *1 85℃を超える連続動作を保証するものではありません。85℃を超える応用を検討されているお客様は弊社までお

問い合わせください。 

 *2 電流注入時間の最大は 10ms 以内、合計は 100mA 以内としてください。 
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38.2 DC 特性 
表 38.2～表 38.15 に DC 特性を示します。 

 

表 38.2 DC 特性（電源電圧） 

記号 Min. Typ. Max. 単位 

Vdd 1.4 1.5 1.65 V 

3.0 3.3 3.6 V Vcc 

4.5 5.0 5.5 V 

3.0 3.3 3.6 V PLLVcc 

4.5 5.0 5.5 V 

3.0 3.3 3.6 V AVcc 

4.5 5.0 5.5 V 

3.0 3.3 3.6 V AVREFH*1 

4.5 5.0 5.5 V 

【注】 *1 AVcc を超えない値を設定してください。 

 ・各電源電圧の組み合わせは、表 34.2 を参照してください。 
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表 38.3 DC 特性（入力電圧：5.0V 使用時） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V、AVcc=5.0V±0.5V 

定格値 項目 記号 

Min. Typ. Max. 

単位 測定条件 

しきい値選択 

：0.35Vcc 

0.45Vcc  Vcc V  

しきい値選択 

：0.5Vcc 

0.6Vcc  Vcc V  

Vcc 電源端子 

CMOS 入力 

選択時 

しきい値選択 

：0.7Vcc 

0.8Vcc  Vcc V  

VT+/VT- 

：0.5Vcc/0.35Vcc 

0.6Vcc  Vcc V  

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.35Vcc 

0.8Vcc  Vcc V  

しきい値切り

替え機能があ

る端子*1 

Vcc 電源端子 

シュミット入力 

選択時 

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.5Vcc 

0.8Vcc  Vcc V  

（Vcc 電源端子）PG0～3、PJ1、PJ3～5、TCK 0.6Vcc  Vcc V  

（AVcc 電源端子）PM0、PM2、PM4、PM6、

PM8～15、PN0、PN1、PN4、PN5 

0.6AVcc  AVcc V  

NMI、FWE、MD0～MD2、MPMD、DET3OR5、

TRST#、TMS、TDI、ASEBRK#/BRKACK、

RESET# 

0.8Vcc  Vcc V  

"H"レベル 

入力電圧 

しきい値切り

替え機能がな

い端子 

EXTAL 

VIH 

0.7Vcc  Vcc V  
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定格値 項目 記号 

Min. Typ. Max. 

単位 測定条件 

しきい値選択 

：0.35Vcc 

0  0.25Vcc V  

しきい値選択 

：0.5Vcc 

0  0.4Vcc V  

Vcc 電源端子 

CMOS 入力 

選択時 

しきい値選択 

：0.7Vcc 

0  0.6Vcc V  

VT+/VT- 

：0.5Vcc/0.35Vcc 

0  0.25Vcc V  

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.35Vcc 

0  0.25Vcc V  

しきい値切り

替え機能があ

る端子*1 

Vcc 電源端子 

シュミット入力 

選択時 

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.5Vcc 

0  0.4Vcc V  

（Vcc 電源端子）PG0～3、PJ1、PJ3～5、TCK 0  0.4Vcc V  

（AVcc 電源端子）PM0、PM2、PM4、PM6、

PM8～15、PN0、PN1、PN4、PN5 

0  0.4AVcc V  

NMI、FWE、MD0～MD2、MPMD、DET3OR5、

TRST#、TMS、TDI、ASEBRK#/BRKACK、

RESET# 

0  0.25Vcc V  

"L"レベル 

入力電圧 

しきい値切り

替え機能がな

い端子 

EXTAL 

VIL 

0  0.125Vcc V  

【注】 *1 PF4、PF5 で SDA、SCL を選択した場合、VIH は 0.7Vcc 固定、VIL は 0.3Vcc 固定です。 
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表 38.4 DC 特性（出力電圧：5.0V 使用時） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V、AVcc=5.0V±0.5V 

定格値 項目 記号 

Min. Typ. Max. 

単位 測定条件 

Vcc－0.5 － － V IOH=200μA PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、PC0～PC3、

PC5、PC6、PC14、PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、PF5、PG0～PG4、 

PH0～PH15、PJ0～PJ7、PJ10～PJ15、

PK0、PK5、PK6、PK8～PK14、PL2～PL6、

PL8、PL9 

Vcc－1.0 － － V IOH=1mA 

Vcc－0.5 － － V IOH=200μA WDTOVF#、ASEBRK#/BRKACK 

Vcc－1.0 － － V IOH=1mA 

Vcc－0.5 － － V IOH=200μA 

出力"H"レベル電圧 

（通常出力およびドラ

イブ能力”増加”）*1 

TDO 

VOH 

Vcc－1.0 － － V IOH=1mA 

－ － 0.4 V IOL=1.6mA PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、PC0～PC3、

PC5、PC6、PC14、PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、PF5、PG0～PG4、 

PH0～PH15、PJ0～PJ7、PJ10～PJ15、

PK0、PK5、PK6、PK8～PK14、PL2～PL6、

PL8、PL9 

－ － 1.2 V IOL=4mA 

－ － 0.4 V IOL=1.6mA WDTOVF#、ASEBRK#/BRKACK 

－ － 1.2 V IOL=4mA 

－ － 0.4 V IOL=1.6mA 

出力"L"レベル電圧 

（通常出力およびドラ

イブ能力”増加”）*1 

TDO 

VOL 

－ － 1.2 V IOL=4mA 

【注】 *1 ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）の対応ビットを"0"

および"1"にした場合。 
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表 38.5 DC 特性（入力電圧：3.3V 使用時） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=3.3V±0.3V、AVcc=3.3V±0.3V 

定格値 項目 記号 

Min. Typ. Max. 

単位 測定条件 

しきい値選択 

：0.35Vcc 

0.5Vcc  Vcc V  

しきい値選択 

：0.5Vcc 

0.65Vcc  Vcc V  

Vcc 電源端子 

CMOS 入力 

選択時 

しきい値選択 

：0.7Vcc 

0.8Vcc  Vcc V  

VT+/VT- 

：0.5Vcc/0.35Vcc 

0.65Vcc  Vcc V  

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.35Vcc 

0.8Vcc  Vcc V  

しきい値切り

替え機能があ

る端子*1 

Vcc 電源端子 

シュミット入力 

選択時 

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.5Vcc 

0.8Vcc  Vcc V  

（Vcc 電源端子）PG0～3、PJ1、PJ3～5、TCK 0.65Vcc  Vcc V  

（AVcc 電源端子）PM0、PM2、PM4、PM6、

PM8～15、PN0、PN1、PN4、PN5 

0.65AVcc  AVcc V  

NMI、FWE、MD0～MD2、MPMD、DET3OR5、

TRST#、TMS、TDI、ASEBRK#/BRKACK、

RESET# 

0.8Vcc  Vcc V  

"H"レベル 

入力電圧 

しきい値切り

替え機能がな

い端子 

EXTAL 

VIH 

0.7Vcc  Vcc V  
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定格値 項目 記号 

Min. Typ. Max. 

単位 測定条件 

しきい値選択 

：0.35Vcc 

0  0.2Vcc V  

しきい値選択 

：0.5Vcc 

0  0.35Vcc V  

Vcc 電源端子 

CMOS 入力 

選択時 

しきい値選択 

：0.7Vcc 

0  0.5Vcc V  

VT+/VT- 

：0.5Vcc/0.35Vcc 

0  0.2Vcc V  

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.35Vcc 

0  0.2Vcc V  

しきい値切り

替え機能があ

る端子*1 

Vcc 電源端子 

シュミット入力 

選択時 

VT+/VT- 

：0.7Vcc/0.5Vcc 

0  0.35Vcc V  

（Vcc 電源端子）PG0～3、PJ1、PJ3～5、TCK 0  0.35Vcc V  

（AVcc 電源端子）PM0、PM2、PM4、PM6、

PM8～15、PN0、PN1、PN4、PN5 

0  0.35AVcc V  

NMI、FWE、MD0～MD2、MPMD、DET3OR5、

TRST#、TMS、TDI、ASEBRK#/BRKACK、

RESET# 

0  0.2Vcc V  

"L"レベル 

入力電圧 

しきい値切り

替え機能がな

い端子 

EXTAL 

VIL 

0  0.2Vcc V  

【注】 *1 PF4、PF5 で SDA、SCL を選択した場合、VIH は 0.7Vcc 固定、VIL は 0.3Vcc 固定です。 
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表 38.6 DC 特性（出力電圧：3.3V 使用時、ドライブ能力を"増加"に設定した場合） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=3.3V±0.3V、AVcc=3.3V±0.3V 

定格値 項目 記号 

Min. Typ. Max. 

単位 測定条件 

出力"H"レベル電圧 

（ドライブ能力"増加"）*1 

PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、PC0～PC3、

PC5、PC6、PC14、PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、PF5、PG0～PG4、 

PH0～PH15、PJ0～PJ7、PJ10～PJ15、PK0、

PK5、PK6、PK8～PK14、PL2～PL6、PL8、

PL9 

VOH Vcc－0.5 － － V IOH=200μA 

出力"L"レベル電圧 

（ドライブ能力"増加"）*1 

PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、PC0～PC3、

PC5、PC6、PC14、PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、PF5、PG0～PG4、 

PH0～PH15、PJ0～PJ7、PJ10～PJ15、PK0、

PK5、PK6、PK8～PK14、PL2～PL6、PL8、

PL9 

VOL － － 0.4 V IOL=1.6mA 

【注】 *1 ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）の対応するビットを

"1"にした場合。 
 

表 38.7 DC 特性（出力電圧：3.3V 使用時、"通常出力"に設定した場合） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=3.3V±0.3V、AVcc=3.3V±0.3V 

定格値 項目 記号

Min. Typ. Max. 

単位 測定条件 

PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、PC0～PC3、

PC5、PC6、PC14、PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、PF5、PG0～PG4、 

PH0～PH15、PJ0～PJ7、PJ10～PJ15、PK0、

PK5、PK6、PK8～PK14、PL2～PL6、PL8、

PL9 

Vcc－1.1 － － V IOH=200μA 

WDTOVF#、ASEBRK#/BRKACK Vcc－1.1 － － V IOH=200μA 

出力"H"レベル電圧 

（"通常出力"）*1 

TDO 

VOH 

Vcc－0.5 － － V IOH=200μA 

PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、PC0～PC3、

PC5、PC6、PC14、PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、PF5、PG0～PG4、 

PH0～PH15、PJ0～PJ7、PJ10～PJ15、PK0、

PK5、PK6、PK8～PK14、PL2～PL6、PL8、

PL9 

－ － 0.9 V IOL=1.6mA 

WDTOVF#、ASEBRK#/BRKACK － － 0.9 V IOL=1.6mA 

出力"L"レベル電圧 

（"通常出力"）*1 

TDO 

VOL 

－ － 0.4 V IOL=1.6mA 

【注】 *1 ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）の対応するビットを

"0"にした場合。 
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表 38.8 DC 特性（入力リーク電流） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、AVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

RESET#、NMI、EXTAL、 

TRST#、TCK、TMS、TDI、 

ASEBRK#/BRKACK、 

PA0～PA13、PB0、PB1、PB3、

PC0～PC3、PC5、PC6、PC14、

PD0～PD10、PE15、PF0、PF1、

PF4、PF5、PG0～PG4、 

PH0～PH15、PJ0～PJ7、 

PJ10～PJ15、PK0、PK5、PK6、

PK8～PK14、PL2～PL6、PL8、

PL9 

－ － 2.0 μA Vin = 0.3V～Vcc－0.3V 

PM0、PM2、PM4、PM6、 

PM8～PM15、PN0、PN1、 

PN4、PN5 

（機能 1：ポート選択時） 

－ － 2.0 μA Vin = 0.3V～AVcc－0.3V

入力リーク電流 

PM0、PM2、PM4、PM6、 

PM8～PM15、PN0、PN1、 

PN4、PN5 

（機能 2：アナログ入力選択時） 

| lin | 

－ － 2.0 μA Vin = 0.3V～AVcc－0.3V

 

表 38.9 DC 特性（プルアップ/プルダウン MOS 電流：入力電圧 5.0V 時） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

入力プルアップ MOS 電流 MPMD、DET3OR5 -Ipu 50 － 300 μA Vin=0V 

入力プルダウン MOS 電流 MD0～MD2、FWE Ipd 50 － 300 μA Vin=Vcc 

【注】・ プルアップ/プルダウン機能は上記の表に記載した端子のみにあります。 
 

表 38.10 DC 特性（プルアップ/プルダウン MOS 電流：入力電圧 3.3V 時） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=3.3V±0.3V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

入力プルアップ MOS 電流 MPMD、DET3OR5 -Ipu 10 － 150 μA Vin=0V 

入力プルダウン MOS 電流 MD0～MD2、FWE Ipd 10 － 150 μA Vin=Vcc 

【注】・ プルアップ/プルダウン機能は上記の表に記載した端子のみにあります。 
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表 38.11 DC 特性（許容出力電流） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、AVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

出力"L"レベル許容電流（1 端子当たり） IOL － － 4.0 mA 

PA0～PA13、PB0、

PB1、PB3、 

PC0～PC3、PC5、

PC6、PC14、 

PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、

PF5、PG0～PG4 

－ － 52.4 mA 出力"L"レベル許容電流 

PH0～PH15、 

PJ0～PJ7、 

PJ10～PJ15、PK0、

PK5、PK6、 

PK8～PK14、 

PL2～PL6、PL8、PL9

ΣIOL 

－ － 27.6 mA 

出力"H"レベル許容電流（1 端子当たり） IOH － － 2.0 mA 

PA0～PA13、PB0、

PB1、PB3、 

PC0～PC3、PC5、

PC6、PC14、 

PD0～PD10、PE15、

PF0、PF1、PF4、

PF5、PG0～PG4 

－ － 16.4 mA 出力"H"レベル許容電流 

PH0～PH15、 

PJ0～PJ7、 

PJ10～PJ15、PK0、

PK5、PK6、 

PK8～PK14 

PL2～PL6、PL8、PL9

ΣIOH 

－ － 8.6 mA 
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表 38.12 DC 特性（注入電流） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、AVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

ロジック -1.0 － 1.0 mA DC注入電流（1端子当たり） 

アナログ 

IIC 

-0.1 － 0.1 mA 

PA0～PA13、PB0、

PB1、PB3、 

PC0～PC3、PC5、

PC6、PC14、 

PD0～PD10、

PE15、PF0、PF1、

PF4、PF5、 

PG0～PG4 

－ － 25.6 mA 

PH0～PH15、 

PJ0～PJ7、 

PJ10～PJ15、PK0、

PK5、PK6、 

PK8～PK14、 

PL2～PL6、 

PL8、PL9 

－ － 17.2 mA 

DC 注入電流 

PM0、PM2、PM4、

PM6、PM8～PM15、

PN0、PN1、PN4、

PN5 

Σ|IIC| 

－ － 7.2 mA 

 

表 38.13 DC 特性（入力容量） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、AVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

入力容量 Cin － 10 20 pF Vin = 0V、

f = 1MHz、

Ta = 25℃

【注】・ アナログ入力容量は表 38.36 を参照してください。 
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表 38.14 DC 特性（消費電流） 
推奨動作条件：Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、AVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

コア消費電流（Vdd 電源） IDD － － 480 mA Ick = 160MHz 

システム系の消費電流（Vcc 電源）*1 

（フラッシュメモリ書き込み/消去動作を含む） 

ICC － － 90 mA Pck = 40MHz 

PLL 消費電流（PLLVcc 電源） IPLL － － 10 mA  

A/D 変換中 － － 10 mA アナログ電源電流 

（AVcc 電源） A/D 変換待機中 

IAVcc 

－ － 1 mA 

2 モジュール、 

Pck ＝40MHz 

A/D 変換中 － － 4 mA ADC 基準電源電流

（AVREF） A/D 変換待機中 

IAVREF 

－ － 3.5 mA 

2 モジュール、 

Pck ＝40MHz 

【注】 *1 電源立ち上げ時に 100mA 程度の突入電流が発生します。 

   ・ A/D 変換器を使用しないとき、AVcc 端子、AVREF 端子、AVss 端子を開放しないでください。 

   ・ 消費電流値はすべての出力端子を無負荷状態で、VIHmin = Vcc－0.5V、VIL = 0.5V のときの値です。 
 

表 38.15 DC 特性（出力負荷容量） 

項目 記号 Min. Max. 単位 

出力負荷容量 CL 15 50 pF 
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38.3 AC 特性 

• 指定のないタイミング条件は、 

Vdd=1.5V＋0.15V, -0.1V、Vcc=PLLVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、 

AVcc=5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、AVREFH=4.5V～AVcc/3.0V～AVcc、 

Vss=PLLVss=AVss=AVREFL=0V、Ta=-40℃～+125℃ 

です。 

指定のない入力しきい値は、同一チャネルにおけるモジュールの入力端子をすべて同じ特性で設定した

条件の値です。 

指定のない出力ドライブ能力については、同一チャネルにおけるモジュールの出力端子をすべて同じド

ライブ能力で設定した条件の値です。 

• 規格値は測定端子の出力負荷容量が15pF～50pFのときの保証値です。 

ただし、CLKOUT端子は15pF～30pFです。 

CL CLKOUT 15pF 30pF
CLKOUT 15pF 50pF

CMOS  

図 38.1 出力スイッチング特性測定回路 

CMOS
0.8Vcc

0.2Vcc 

図 38.2 特性測定時入力波形とタイミング判定点 

CMOS
0.8Vcc

0.2Vcc

CLKOUT  

図 38.3 特性測定時出力タイミング判定点 
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38.3.1 電源投入・切断タイミング 
表 38.16 に電源投入・切断タイミングを示します。 

 

表 38.16 電源投入・切断タイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

Vdd 投入時間 tVDDS 10 － μs 

Vdd 切断時 Vcc ホールド時間 tVDDH － 0 μs 

電源立ち下げ時の Vcc 電圧 VCCL 0 1.0 V 

電源立ち上げ時の Vdd 電圧 VDDL 0 0.5 V 

38.4 

【注】 ・ AVcc≧Vcc を満たしてください。満たせない場合は電流が流れる可能性があります。 

・  パワーオン、パワーオフ時も含め、常に AVREFH≦AVcc+0.3 を満足する必要があります。 
 

Vcc
PLLVcc VCCL max.

VDDL max.
Vdd min.

Vcc min.

tVDDS tVDDH

Vdd
 

図 38.4 電源投入・切断タイミング 
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38.3.2 動作モードと発振タイミング 
表 38.17 に動作モードと発振タイミングを示します。 

 

表 38.17 動作モードと発振タイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

発振安定時間*1 tOSC1 10 － ms 

動作モードセットアップ時間（スタートアップ時） tMDS1 10 － ms 

動作モードセットアップ時間（動作中） tMDS2 10 － μs 

動作モードホールド時間（リセット解除後） tMDH1 30 － μs 

動作モードホールド時間（パワーオフ時） tMDH2 0 － ms 

リセット後の Vcc ホールド時間*2 tRES－VCCH 1 － ms 

リセット後の Vdd ホールド時間*2 tRES－VDDH 1 － ms 

38.5 

RESET#パルス幅 tRESW 100 － μs 38.6 

【注】 *1 発振安定時間（tosc1）は、発振回路の安定時間を含まない PLL 発振安定時間のみの規定値となります。外部発振

子を含めた発振回路の安定時間につきましては、発振子メーカとご相談のうえ決定頂き、電源立ち上げ時には発

振回路の安定時間と PLL 発振安定時間の総和の期間において RESET#を入力してください。 

 *2 tRES- VCCHおよび tRES- VDDH = 1ms（min.）は、内蔵フラッシュメモリの書き込み/消去時の規定になります。内蔵

フラッシュメモリの書き込み/消去以外では、tRES- VCCHおよび tRES- VDDH = 0ms（min.）となります。 

MPMD
FWE
MD2 MD0

Vcc 
PLLVcc

Vdd

Vcc min. Vcc min.
tosc1

tMDS1 tMDS2

RESET#

AVcc

Vdd min. Vdd min.

tMDH1

tMDH2
tRES-VCCH

tRES-VDDH

 

図 38.5 パワーオン/パワーオフ時の動作モードと発振タイミング 
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MPMD
FWE
MD2 MD0

Vcc 
PLLVcc

AVcc

tRESW

tMDH1tMDS2

RESET#

Vdd

 

図 38.6 動作中の動作モードと発振タイミング 
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38.3.3 クロックタイミング 
表 38.18 にクロックタイミングを示します。 

 

表 38.18 クロックタイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

EXTAL クロック入力周波数 fEX 16 20 MHz 

EXTAL クロック入力サイクル時間 tEXcyc 50 62.5 ns 

EXTAL クロック入力"L"レベルパルス幅 tEXL 15 － ns 

EXTAL クロック入力"H"レベルパルス幅 tEXH 15 － ns 

EXTAL クロック立ち上がり時間 tEXR － 4 ns 

EXTAL クロック立ち下がり時間 tEXF － 4 ns 

38.7 

クロック周波数*1 fop － 40 MHz 

クロックサイクル時間 tcyc 25 － ns 

クロック"L"レベルパルス幅 tCL 4 － ns 

クロック"H"レベルパルス幅 tCH 4 － ns 

38.8 

【注】 *1 CLKOUT 端子から出力するクロックは周辺クロック（Pck）です。 
 

【使用上の注意】 

EXTAL、XTAL、CLKOUT 端子は Vcc＝3.3V±0.3V または 5.0V±0.5V 電源の回路です。DC 特性に規定されている入力、

出力電圧の規定値で使用してください。 

tEXcyc

tEXRtEXF

tEXH

EXTAL  1/2VCC 1/2VCC

tEXL

 

図 38.7 EXTAL クロック入力タイミング 

tcyc

tCH

CLKOUT  1/2VCC 1/2VCC

tCL

 

図 38.8 システムクロックタイミング 
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38.3.4 制御信号タイミング 
表 38.19 に制御信号タイミングを示します。 

 

表 38.19 制御信号タイミング 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

RESET#パルス幅 tRESW 100 － μs 

RESET#ノイズキャンセル幅 tRESNCW 25 300 ns 

38.9 

NMI パルス幅 tNMIW 300＋6tc(Pck) － ns 38.10 

IRQn セットアップ時間（エッジ検出時） tIRQS 23＋tc(Pck) － ns 

IRQn ホールド時間（エッジ検出時） tIRQH 23 － ns 

IRQn パルス幅（レベル検出時） tIRQW 6tc(Pck) － ns 

38.11 

【注】・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 
 

【使用上の注意】 

RESET#、NMI、および IRQn 信号は非同期入力ですが、ここに示されたセットアップが守られた場合、クロックの立ち

上がりで変化が生じたものとして判定されます。セットアップを守れない場合、次のクロックの立ち上がりまで認識が遅

れることがあります。 

tRESNCW tRESNCW

tRESW

RESET#

 

図 38.9 リセット入力タイミング 

NMI

tNMIW  

図 38.10 NMI タイミング 

CLKOUT

IRQn

0.8Vcc

tIRQS tIRQH

tIRQW  

図 38.11 割り込み信号入力タイミング 
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38.3.5 DMAC タイミング 
表 38.20 に DMAC タイミングを示します。 

 

表 38.20 DMAC タイミング 
条件：すべてドライブ能力増加に設定の値*1 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

DREQn セットアップ時間 tDRQS 20 － ns 

DREQn ホールド時間 tDRQH 20 － ns 

38.12 

【注】 *1 ドライブ能力の増加は、ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）

の対応するビットを"1"に設定してください。 
 

CLKOUT

DREQ0 DREQ2
DREQ3

tDRQHtDRQS

0.5Vcc

 

図 38.12 DMAC タイミング 
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38.3.6 ATU-IIIS モジュールタイミング 
表 38.21 に ATU-IIIS モジュールタイミングを示します。 

 

表 38.21 ATU-IIIS モジュールタイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

タイマ出力遅延時間 tTOD － 100 ns 

タイマ入力セットアップ時間 tTIS 100 － ns 

38.13 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 100 － ns 

タイマクロックパルス幅（単エッジ指定） tTCKWH、tTCKWL 1.5tc(Pck) － ns 

タイマクロックパルス幅（両エッジ指定） tTCKWH、tTCKWL 2.5tc(Pck) － ns 

38.14 

【注】・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

CLKOUT

tTOD

tTIS

0.8Vcc

 

図 38.13 ATU-IIIS 入出力タイミング 

CLKOUT

tTCKS

TCLKB

tTCKWL tTCKWH

tTCKS

0.8Vcc

 

図 38.14 ATU-IIIS クロック入力タイミング 
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38.3.7 I/O ポートタイミング 
表 38.22 に I/O ポートタイミングを示します。 

 

表 38.22 I/O ポートタイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

ポート入力セットアップ時間 tsu (P-E) 100 － ns 

ポート入力ホールド時間 th (E-P) 0 － ns 

ポート出力データ遅延時間 td (E-P) － 100 ns 

38.15 

CLKOUT

tsu (P-E) th (E-P)

td (E-P)

2.0V

 

図 38.15 I/O ポート入出力タイミング 
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38.3.8 WDT タイミング 
表 38.23 に WDT タイミングを示します。 

 

表 38.23 WDT タイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

WDTOVF#遅延時間 tWOVD － 100 ns 38.16 

CLKOUT
tWOVD

WDTOVF#

tWOVD

2.0V

 

図 38.16 WDT タイミング 
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38.3.9 SCIF インタフェースタイミング 
表 38.24 に SCIF インタフェースタイミングを示します。 

 

表 38.24 SCIF インタフェースタイミング 
条件：すべてドライブ能力増加に設定の値*1 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

クロック同期 12tc(Pck) － ns クロックサイクル 

調歩同期 

tSCYC 

4tc(Pck) － ns 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr － 1.5tc(Pck) ns 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf － 1.5tc(Pck) ns 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4tscyc 0.6tscyc ns 

内部クロック選択時 -50 4tc(Pck)＋45 ns 送信データ遅延時間 

（クロック同期） 外部クロック選択時 

tTXD 

0 4tc(Pck)＋45 ns 

受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 4tc(Pck)＋70 － ns 

受信データホールド時間（クロック同期） tRXH tc(Pck)＋15 － ns 

38.17、38.18

【注】 *1 ドライブ能力の増加は、ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）

の対応するビットを"1"に設定してください。 

   ・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

tSCKW

tSCYC

tSCKf tSCKr

SCK0 SCK2

 

図 38.17 SCK 入力タイミング 

SCK0 SCK2

TXD0 TXD2

RXD0 RXD2

tTXD

tRXS tRXH

 

図 38.18 SCI 入出力タイミング 
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38.3.10 RSPI タイミング 
表 38.25 に RSPI タイミングを示します。 

 

表 38.25 RSPI タイミング 
条件：すべてドライブ能力増加に設定の値*1 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図

マスタ 4 4096 RSPCK クロックサイクル 

スレーブ 

tSPcyc 

16 4096 

tcyc 

マスタ （tSPcyc－tSPCKR－tSPCKF）

/2－5 

－ RSPCK クロックパルス幅 

スレーブ 

tSPCKW 

（tSPcyc－tSPCKR－tSPCKF）

/2 

－ 

ns 

マスタ － 8 ns RSPCK クロック入力 

立ち上がり/立ち下がり時間 スレーブ 

tSPCKR、tSPCKF

－ 1 μs 

38.19 

マスタ 25 － ns データ入力セットアップ時間 

スレーブ 

tSU 

25－2×tcyc － ns 

マスタ 0 － データ入力ホールド時間 

スレーブ 

tH 

20＋2×tcyc － 

ns 

マスタ 1 8 tSPcyc SSL セットアップ時間 

スレーブ 

tLEAD 

4 － tcyc 

マスタ 1 8 tSPcyc SSL ホールド時間 

スレーブ 

tLAG 

4 － tcyc 

マスタ － 20 データ出力遅延時間 

スレーブ 

tOD 

－ 3×tcyc＋32 

ns 

マスタ -10 － データ出力ホールド時間 

スレーブ 

tOH 

0 － 

ns 

マスタ tSPcyc＋2×tcyc 8×tSPcyc+ 

2×tcyc 

連続送信遅延時間 

スレーブ 

tTD 

4×tcyc － 

ns 

出力 － 8 ns MOSI、MISO  

立ち上がり/立ち下がり時間 入力 

tDR、 

tDF － 1 μs 

出力 － 8 ns SSL  

立ち上がり/立ち下がり時間 入力 

tSSLR、 

tSSLF － 1 μs 

38.20～

28.23 

スレーブアクセス時間 tSA － 4 tcyc 

スレーブ出力解放時間 tREL － 3 tcyc 

38.22、 

38.23 

【注】 *1 ドライブ能力の増加は、ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）

の対応するビットを"1"に設定してください。 
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tSPCKR tSPCKF

tSPcyc

RSPCK0 RSPCK2

tSPCKR tSPCKF

tSPcyc

tSPCKW

tSPCKW

tSPCKW

tSPCKW

RSPCK0 RSPCK2

 

図 38.19 RSPI クロックタイミング 

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 0

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 1

MISO0 MISO2
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tLEAD

tTD

tLAG
tSSLR tSSLF

tDR tDF

tSU tH

tOH tOD

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT

SSL00 SSL01
SSL10 SSL20

 

図 38.20 RSPI タイミング（マスタ、CPHA＝"0"） 
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SSL00 SSL01
SSL10 SSL20

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 0 

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 1 

MISO0 MISO2

MOSI0 MOSI2

tLEAD

tTD

tLAG
tSSLR tSSLF

tDR tDF
tOD

tSU tH

tOH

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT
 

図 38.21 RSPI タイミング（マスタ、CPHA＝"1"） 

SSL00
SSL10
SSL20

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 0

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 1

MISO0 MISO2

MOSI0 MOSI2
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tTD
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tSU tH
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tSSLR tSSLF
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MSB OUT DATA MSB INLSB OUT MSB OUT

MSB INMSB IN LSB INDATA

tDR tDF

 

図 38.22 RSPI タイミング（スレーブ、CPHA＝"0"） 
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SSL00
SSL10
SSL20

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 0

RSPCK0 RSPCK2
CPOL 1
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MOSI0 MOSI2
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tLAG
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LSB OUT
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図 38.23 RSPI タイミング（スレーブ、CPHA＝"1"） 
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38.3.11 IIC3 タイミング 
表 38.26 に IIC3 タイミングを示します。 

 

表 38.26 IIC3 タイミング 
入力波形のタイミング判定点 "H"レベル（VIH）：0.7Vcc、"L"レベル（VIL）：0.3Vcc 

出力参照レベル "H"レベル（VOH）：0.7Vcc、"L"レベル（VOL）：0.3Vcc 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

SCL 入力サイクル時間 tSCL 12tc(Pck)＋600 － ns 

SCL 入力"H"レベルパルス幅 tSCLH 3tc(Pck)＋300 － ns 

SCL 入力"L"レベルパルス幅 tSCLL 5tc(Pck)＋300 － ns 

SCL、SDA 入力立ち上がり時間 tSr － 300 ns 

SCL、SDA 入力立ち下がり時間 tSf － 300 ns 

ICNF2CYC. 

NF2CYC＝"0"

－ tc(Pck) ns SCL、SDA 入力スパイクパルス除去時間 

ICNF2CYC. 

NF2CYC＝"1"

tSP 

－ 2tc(Pck) ns 

SDA 入力バスフリー時間 tBUF 5tc(Pck) － ns 

開始条件入力ホールド時間 tSTAH 3tc(Pck) － ns 

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 3tc(Pck) － ns 

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 3tc(Pck) － ns 

データ入力セットアップ時間 tSDAS tc(Pck)＋20 － ns 

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 － ns 

SCL、SDA の容量性負荷 Cb 0 400 pF 

SCL、SDA 出力立ち下がり時間*1 tSf － 250 ns 

38.24 

【注】 *1 I/O バッファの特性を示しています。 

   ・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

SCL

tSTAH

tBUF

P*
1 S*

1

tSf tSr
tSCL tSDAH

tSCLH

tSCLL

SDA

Sr*1

tSTAS

tSP tSTOS

tSDAS

P*
1

*1  S P Sr 
    S
    P
    Sr  

図 38.24 IIC3 モジュール入出力タイミング 
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38.3.12 DRI タイミング 
表 38.27 と表 38.28 に DRI タイミングを示します。 

 

表 38.27 DRI タイミング（特殊モード OFF 時） 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

DIN 入力パルス幅 tw(DIN) 1.5tc(PAck) － ns 

取り込み周期（8 ビット、16 ビット幅） tc(DCAP) 3.5tc(PAck) － ns 

DD 入力-取り込みエッジセットアップ時間 

（DIN3、DIN4） 

tsu(DD-E) 15 － ns 

DD 入力－取り込みエッジセットアップ時間 

（DIN5） 

tsu(DD-E) 60－2tc(PAck) － ns 

取り込みエッジ－DD 入力ホールド時間 th(E-DD) 15＋tc(PAck) － ns 

DIN5－DD 入力ホールド時間 th(E-DD) 5＋3tc(PAck) － ns 

イベント検出が同時とならないための間隔 ts(E-E) 15＋tc(PAck) － ns 

38.25、

38.26 

【注】・ DIN5 イベント検出（DRIiDINSEL レジスタで指定したイベント）を使用する場合はドライブ能力を増加してください。

ドライブ能力の増加は、ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）

の対応するビットを"1"に設定してください。 

   ・ tc(PAck)は周辺 A クロックの周期を示します。 
 

表 38.28 DRI タイミング（特殊モード ON 時） 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

DIN 入力パルス幅（DIN0、DIN1、DIN3、DIN4） tw(DIN) 1.5tc(PAck) － ns 

DIN3、DIN4 取り込みパルス選択時 tw(DIN) 0.8tc(PAck) － ns 

取り込み周期（8 ビット、16 ビット幅） tc(DCAP) 2tc(PAck) － ns 

DD 入力-取り込みエッジセットアップ時間 

（DIN3、DIN4） 

tsu(DD-E) 8 － ns 

取り込みエッジ－DD 入力ホールド時間 th(E-DD) 12 － ns 

イベント検出が同時とならないための間隔 ts(E-E) 15＋tc(PAck) － ns 

DIN1 による初期化レベル解除前の DIN3、DIN4 

サンプリングエッジ不定期間（ダイレクトリセット選択時）

tar 8 － ns 

DIN1 による初期化レベル解除後の DIN3、DIN4 

サンプリングエッジ不定期間 

tbr 12 － ns 

ディレイドリセットモード時の DIN1 による初期化 

レベルの最低 DIN エッジ数（初期化レベル最低幅） 

twDLYDIN1 8tc(DCAP)*1 －  

38.25～

38.28 

【注】 *1 特殊モード時、取り込みイベントとして選択した DINn の周期を示します。 

   ・ tc(PAck)は周辺 A クロックの周期を示します。 
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図 38.25 データ取り込み関連タイミング 
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図 38.26 エッジ検出タイミング（DRI 内部でエッジ検出タイミングが同時とならないためのエッジ間隔） 
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図 38.27 特殊モード時の DIN1/DIN3、DIN4 に関わるタイミング 
（DIN1 によるリセット解除エッジとその前後のサンプリングエッジ間隔） 
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図 38.28 ディレイドリセットモード時の DIN1 による初期化レベルの最低 DIN エッジ数 
（初期化レベル最低幅） 
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38.3.13 DRO タイミング 
表 38.29 に DRO タイミングを示します。 

 

表 38.29 DRO タイミング 
条件：すべてドライブ能力増加に設定の値*1 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

出力データストローブ幅 twDROWR (DROSU＋1)×tc(Pck)－20 － ns 

出力データストローブディスエーブル幅 twDROWROFF (DROHD＋1)×tc(Pck)－20 － ns 

出力データストローブアサートからの 

データ出力遅延時間 

tdDROD － 15 ns 

出力データストローブネゲートからの 

データ有効期間 

tvDROD -15 － ns 

38.29、

38.30 

【注】 *1 ドライブ能力の増加は、ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）

の対応するビットを"1"に設定してください。 

   ・ DROSU については、DRO 動作モードレジスタの DROSU ビットを参照してください。 

   ・ DROHD については、DRO 動作モードレジスタの DROHD ビットを参照してください。 

   ・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

twDROWR twDROWROFF

0.2Vcc 0.2Vcc

0.8Vcc

0.2Vcc

0.8Vcc

0.2Vcc

tdDROD

0.8Vcc0.8Vcc

tvDROD

DROWR

DROD

 

図 38.29 "L"アクティブ選択時のストローブ極性 
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図 38.30 "H"アクティブ選択時のストローブ極性 
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38.3.14 PDAC タイミング 
表 38.30 に PDAC タイミングを示します。 

 

表 38.30 PDAC タイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

設定データ（PDIDATA9～0）更新から

書き込み信号（PDIWR）アサートまで

のタイミング 

tdPDID tc(Pck)×PDI_PRE×SETUP 

－20 

tc(Pck)×PDI_PRE×SETUP 

＋20 

ns 

書き込み信号（PDIWR）アサートから

ネゲートまでのタイミング 

twPDIWR tc(Pck)×PDI_PRE×ENABLE

－20 

tc(Pck)×PDI_PRE×ENABLE 

＋20 

ns 

38.31 

【注】・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

【記号説明】PDI_PRE：PDAC 基本分解能設定レジスタ設定値（"0"、"1"設定は禁止） 

SETUP：PDAC 書き込み信号期間調整レジスタ設定値（"0"は設定禁止） 

ENABLE：PDAC 書き込み信号期間調整レジスタ設定値（"0"は設定禁止） 

PDIDATA9
PDIDATA0

"L"

"H"

PDIWR

0.2Vcc

0.2Vcc

0.8Vcc

0.8Vcc

0.2Vcc

0.8Vcc

tdPDID twPDIWR  

図 38.31 PDAC 出力タイミング 
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38.3.15 PSEL タイミング 
表 38.31 に PSEL タイミングを示します。 

 

表 38.31 PSEL タイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

PSLCLKA/PSLCLKB 出力パルス幅 twPSLCLK tc(Pck)×PSL_PRE－20 － ns 

PSLCLKA－PSLDATA 出力遅延時間 tdPSLDATA － 20 ns 

PSLCLKA－PSLDATA 出力保持時間 thPSLDATA -15 － ns 

PSLCLKA－PSLCLR 間出力遅延時間 tdPSLCLR -15 25 ns 

38.32 

【注】・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

【記号説明】PSL_PRE：PSEL 出力クロック分周設定レジスタ設定値（"0"設定は禁止） 
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図 38.32 PSEL 出力タイミング 
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38.3.16 A/D 変換器タイミング 
表 38.32 に A/D 変換器タイミングを示します。 

 

表 38.32 A/D 変換器タイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

外部トリガ入力開始遅延時間 tTRGS 50 － ns 38.33 

ADEND 出力遅延時間 tADENDD － 100 ns 38.34 

 

CLKOUT 0.8Vcc

AD0TRG#

tTRGS  

図 38.33 外部トリガ入力タイミング 

CLKOUT

AD0END

tADENDD

tADENDD
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図 38.34 アナログ変換タイミング 
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38.3.17 H-UDI インタフェースタイミング 
表 38.33 に H-UDI インタフェースタイミングを示します。 

 

表 38.33 H-UDI インタフェースタイミング 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

TCK クロックサイクル tTCKcyc 2tc(Pck) － ns 38.35 

TCK クロックパルス幅 tTCKw 0.4tc(TCK) 0.6tc(TCK) ns  

TRST#パルス幅 tTRSTw 20tc(TCK) － ns 38.36 

TMS セットアップ時間 tTMSS 15 － ns 38.37 

TMS ホールド時間 tTMSH 15 － ns  

TDI セットアップ時間 tTDIS 15 － ns  

TDI ホールド時間 tTDIH 15 － ns  

TDO データ遅延時間 tTDOD － 40 ns  

【注】・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

   ・ tc(TCK)は TCK の周期を示します。 

tTCKw

tTCKcyc

TCK
0.2Vcc

tTCKw

0.2Vcc 0.2Vcc

0.8Vcc 0.8Vcc

 

図 38.35 TCK 入力タイミング 

tTRSTw

TRST# 0.2Vcc 0.2Vcc
 

図 38.36 TRST#入力タイミング 
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図 38.37 H-UDI データ転送タイミング 
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38.3.18 AUDR モジュールタイミング 
表 38.34 と表 38.35 に AUDR モジュールタイミングを示します。 

 

表 38.34 AUDR モジュールタイミング（Vcc＝5.0V 時） 
条件：すべてドライブ能力増加に設定の値*1 

Vcc＝5.0V±0.5V 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

AUDRCLK サイクル時間 tc(AUDRCLK) 80 － ns 

AUDRCLK 入力パルス幅 tw(AUDRCLK) 35 － ns 

AUDRCLK 前 AUDRD 

入力セットアップ時間 

tsu(AUDRD-AUDRCLKH) 20 － ns 

AUDRCLK 後 AUDRD 

入力ホールド時間 

th(AUDRCLKH-AUDRD) 7 － ns 

AUDRCLK 前 AUDRSYN# 

入力セットアップ時間 

tsu(AUDRSYNL-AUDRCLKH) 20 － ns 

AUDRCLK 後 AUDRSYN# 

入力ホールド時間 

th(AUDRCLKH-AUDRSYNL) 7 － ns 

AUDRCLK 後 AUDRD 出力遅延時間 td(AUDRCLKH-AUDRD) － 35 ns 

AUDRCLK 後 AUDRD 出力有効時間 tv(AUDRCLKH-AUDRD) 3 － ns 

AUDREVT#出力"L"パルス幅 tw(AUDREVTL) 2tc(Pck)－20 － ns 

38.38 

【注】 *1 ドライブ能力の増加は、ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）

の対応するビットを"1"に設定してください。 

   ・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 
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表 38.35 AUDR モジュールタイミング（Vcc＝3.3V 時） 
条件：すべてドライブ能力増加に設定の値*1 

Vcc＝3.3V±0.3V 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

AUDRCLK サイクル時間 tc(AUDRCLK) 80 － ns 

AUDRCLK 入力パルス幅 tw(AUDRCLK) 35 － ns 

AUDRCLK 前 AUDRD 

入力セットアップ時間 

tsu(AUDRD-AUDRCLKH) 20 － ns 

AUDRCLK 後 AUDRD 

入力ホールド時間 

th(AUDRCLKH-AUDRD) 7 － ns 

AUDRCLK 前 AUDRSYN# 

入力セットアップ時間 

tsu(AUDRSYNL-AUDRCLKH) 20 － ns 

AUDRCLK 後 AUDRSYN# 

入力ホールド時間 

th(AUDRCLKH-AUDRSYNL) 7 － ns 

AUDRCLK 後 AUDRD 出力遅延時間 td(AUDRCLKH-AUDRD) － 40 ns 

AUDRCLK 後 AUDRD 出力有効時間 tv(AUDRCLKH-AUDRD) 3 － ns 

AUDREVT#出力"L"パルス幅 tw(AUDREVTL) 2tc(Pck)－20 － ns 

38.38 

【注】 *1 ドライブ能力の増加は、ポート A～H、J～L ドライバビリティ設定レジスタ（PADSR～PHDSR、PJDSR～PLDSR）

の対応するビットを"1"に設定してください。 

   ・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 

tc(AUDRCLK)

td(AUDRCLKH-AUDRD)

tw(AUDRCLK)tw(AUDRCLK)

AUDRSYN#

AUDRCLK

AUDRD0 AUDRD3

0.8Vcc

0.8Vcc
0.2Vcc

0.8Vcc

tsu(AUDRD-AUDRCLKH) th(AUDRCLKH-AUDRD)

tsu(AUDRSYNL-AUDRCLKH) th(AUDRCLKH-AUDRSYNL)

tv(AUDRCLKH-AUDRD)

0.8Vcc
0.2Vcc

0.8Vcc
0.2Vcc 0.2Vcc 0.2Vcc

AUDRD0 AUDRD3 0.8Vcc
0.2Vcc

0.2Vcc

0.8Vcc
0.2Vcc

0.2Vcc

AUDREVT#

tw(AUDREVTL)

0.2Vcc 0.2Vcc
 

図 38.38 AUDR モジュールタイミング 
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38.4 A/D 変換器特性 
表 38.36 に A/D 変換器特性を示します。 

 

表 38.36 A/D 変換器特性 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

デジタル分解能 － 12 － 12 bit 

AVcc=5.0V 時 － 1.10 － 1.34 mV 電圧分解能*1 

AVcc=3.3V 時 － 0.73 － 0.88 mV 

高速変換 － － 50×tc(Pck) － ns AVcc=5.0V 時 

低速変換 － － 100×tc(Pck) － ns 

高速変換 － － 50×tc(Pck) － ns 

A/D 変換時間*2 

AVcc=3.3V 時 

低速変換 － － 100×tc(Pck) － ns 

高速変換 － － － ±8 LSB AVcc=5.0V 時 

低速変換 － － － ±4 LSB 

高速変換 － － － ±16 LSB 

非直線性誤差 

AVcc=3.3V 時 

低速変換 － － － ±16 LSB 

高速変換 － － － ±15.5 LSB AVcc=5.0V 時 

低速変換 － － － ±7.5 LSB 

高速変換 － － － ±31.5 LSB 

オフセット誤差 

AVcc=3.3V 時 

低速変換 － － － ±31.5 LSB 

高速変換 － － － ±15.5 LSB AVcc=5.0V 時 

低速変換 － － － ±7.5 LSB 

高速変換 － － － ±31.5 LSB 

フルスケール誤差 

AVcc=3.3V 時 

低速変換 － － － ±31.5 LSB 

量子化誤差 － 0.5 0.5 0.5 LSB 

高速変換 － － － ±16 LSB AVcc=5.0V 時 

低速変換 － － － ±8 LSB 

高速変換 － － － ±32 LSB 

絶対誤差 

AVcc=3.3V 時 

低速変換 － － － ±32 LSB 

高速変換 － － － ±80 LSB AVcc=5.0V 時 

低速変換 － － － ±40 LSB 

高速変換 － － － ±160 LSB 

自己診断時の絶対誤差 

AVcc=3.3V 時 

低速変換 － － － ±160 LSB 

待機中 － － － 20 pF アナログ入力容量 

サンプリング中 － － － 40 pF 

許容アナログ信号源インピーダンス － － － 3 kΩ 
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【注】 *1 AVREFH－AVREFL＝3.0V の場合、分解能は 0.73mV です。AVREFH－AVREFL＝3.6V の場合、分解能は 0.88mV

です。 

AVREFH－AVREFL＝4.5V の場合、分解能は 1.10mV です。AVREFH－AVREFL＝5.5V の場合、分解能は 1.34mV

です。 

 *2 A/D 変換時間は、AD0CER レジスタおよび AD1CER レジスタの CKS ビットの設定に基づきます。 

   ・ tc(Pck)は周辺クロック（Pck）の周期を示します。 
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38.5 フラッシュメモリ特性 
表 38.37 にフラッシュメモリ特性を示します。 

 

表 38.37 フラッシュメモリ特性 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

書き込み時間 256 バイト tP256 － 2 12 ms 

8K バイト tE8K － 50 150 ms 

32K バイト*1 tE32K － 200 560 ms 

64K バイト tE64K － 400 1120 ms 

消去時間 

128K バイト tE128K － 800 2240 ms 

再書き込み/消去回数*2 NPEC 100*3 － － 回 

FRESET"1"設定時間 tRESW2 100 － － μs 

【注】 *1 ユーザブートマットのサイズは 32K バイトです。 

 *2 再書き込み/消去回数の定義 

  再書き込み/消去回数はブロックごとの消去回数です。回数が 100 回の場合、ブロックごとに、それぞれ 100 回

ずつ消去できます。ただし、消去 1 回に対して、同一番地に複数回の書き込みを行うことはできません（上書き

禁止）。 

 *3 再書き込み/消去後のすべての特性を保証する最小回数です（保証は 1～"最小"値の範囲です）。 
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付録 

付録 A. CPU 動作モードレジスタ（CPUOPM） 
CPUOPM レジスタは、CPU の動作モードを切り替えるために使用します。本レジスタは H'FF2F 0000 から

32 ビットサイズで読み出し/書き込みが可能です。本レジスタへ書き込む際には、必ず予約ビットに初期値を

書き込むようにしてください。予約ビットに初期値以外の値を書き込んだ場合の動作は保証されません。 

CPUOPM レジスタの更新は、CPU 以外の SuperHyway バスマスタからのアクセスでなく、CPU の MOV 命

令で行ってください。また、CPUOPM レジスタ更新後、一度 CPUOPM レジスタを読み出した後で、以下の

1.または 2.のどちらかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 
 

1.または 2.の実行後、CPU は更新後の CPUOPM レジスタの値を用いて動作することが保証されます。 
 

RABD INTMU

31 30 29 28 27 26 25 24

CPU CPUOPM

0 0 0

0

0 00 00 00 0

1 1000 00 0 0 000 011

00 0 0 0

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

P4 H'FF2F 0000

 
 

＜リセット後の値：H'0000 03C0＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～6 － H'000000F R *1 予約ビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

5 RABD 0 R W サブルーチン復帰投機実行ビット 

0：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行する 

本ビットを"0"に設定する場合は、「付録 C. サブルーチン復帰投機実

行」を参照してください。 

1：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行しない 

4 － 0 R *1 予約ビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

3 INTMU 0 R W 割り込み動作モード切り替えビット 

0：割り込みを受理しても SR.IMASK の値は変化しない 

1：割り込みを受理した場合、受け付けたレベルを SR.IMASK の値に自動

的に設定する 
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ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

2～0 － すべて 0 R *1 予約ビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

【注】 *1 書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 
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付録 B. 命令プリフェッチとその副作用について 
SH-4A は、先読みした命令を保持するためのバッファを内部に設けており、常に命令の先読みを行ってい

ます。したがって、各メモリ空間の最終 64 バイト領域にプログラムを配置しないでください。その領域にプ

ログラムを配置した場合、メモリエリアを超えて命令の先読みのためのバスアクセスが発生する場合があり

ます。 

以下にこれが問題となるケースを示します。 

PC

0 
1

H'03FF FFF8 
H'03FF FFFA 
H'03FF FFFC 
H'03FF FFFE 
H'4000 0000 
H'4000 0002

ADD R1,R4 
JMP @R2 
NOP
NOP

 

図 B.1 命令のプリフェッチ 

 

図 B.1 では、PC（プログラムカウンタ）が指し示す命令（ADD）と、H'0400 0002 番地の命令フェッチが

同時に行われるケースを想定しています。また、プログラムは、後続の JMP 命令、ディレイスロット命令の

実行後、エリア 1 以外の領域に分岐するものと仮定します。 

この場合、プログラムのフローから想定し得ないエリア 1 へのバスアクセス（命令のプリフェッチ）が発

生する可能性があります。 
 

（1） 命令のプリフェッチの副作用 

1. 命令プリフェッチが引き起こす外部バスアクセスが原因でその領域に接続されたFIFOなどの外部デバイ

スが誤動作する場合が考えられます。 

2. 命令プリフェッチが引き起こす外部バス要求に応答するデバイスが存在しない場合、ハングアップの原

因になります。 
 

（2） 回避方法 

1. MMUを用いることで、これら不当な命令フェッチを回避することが可能です。 

2. 各エリア最終64バイトの領域にプログラムを配置しないことで、回避することが可能です。 
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付録 C. サブルーチン復帰投機実行 
SH-4A はサブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行する仕組みを内部に持っています。サ

ブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行することにより、復帰時の実行サイクルを短縮でき

ます。この機能は CPU 動作モードレジスタ（CPUOPM）のビット 5（RABD）の値を"0"に設定すると有効に

なります。しかしサブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行すると、プログラム上アクセス

するはずのないアドレスに対する命令フェッチが起きる場合があります。その結果、想定し得ないエリアへ

のバスアクセスが発生したり、内部的に命令アドレスエラーが発生して誤動作を引き起こす可能性がありま

す。想定し得ないエリアへのバスアクセスが発生することによる副作用は、「付録 B.（1） 命令のプリフェッ

チの副作用」を参照してください。 
 

（1） 使用条件 

サブルーチン復帰投機実行の機能を有効にする場合、サブルーチンからの復帰は JSR/BSR/BSRF 命令で PR

に設定した戻りアドレスに対して、RTS 命令を使って行うようにしてください。これによりプログラム上ア

クセスするはずのないアドレスに対するアクセスを抑止でき、誤動作を回避することが可能です。 
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付録 D. プロセッサバージョンレジスタ（PVR） 
SH-4A は、プロセッサコアのバージョンを示す読み出し専用のレジスタを内蔵しています。このレジスタ

の値を用いることにより、ソフトウェアからプロセッサのバージョンを区別することができ拡張性の高いシ

ステムを構築することが可能となります。 
 

【注】・ PVR レジスタのビット 7～0 の値は必ずマスクをし、ソフトウェアに影響を与えないようにしてください。 
 

表 D.1 レジスタ構成 

レジスタ名 シンボル リセット後の

値 

P4 領域 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

掲載 

ページ 

プロセッサバージョンレジスタ PVR 不定 H'FF00 0030 32 付録-5 

【注】･ P4 領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで

上位 3 ビットを"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間

のエリア 7 からアクセスするものです。 
 

CHIP

CUT

VER

31 30 29 28 27 26 25 24

PVR

1 1 1

1

0 00 00 00 0

0 0000 00

00 0 0 0

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

P4 H'FF00 0030

 
 

＜リセット後の値：不定＞ 

ビット シンボル リセット後

の値 

R W 説   明 

31～24 CHIP H'10 R － プロセッサファミリの種別を示します。 

SH-4A シリーズでは、必ず"H'10"が読み出されます。 

23～16 VER H'30 R － バージョンを示します。 

SH-4A シリーズに大幅な機能拡張を行う場合に変更します。 

15～8 CUT H'08 R － バージョンを示します。 

SH-4A シリーズに小規模な修正を行う場合に変更します。 

7～0 － 不定 R － 不定値が読み出されます。 

ソフトウェアからは読み出し後に必ずマスクをして使用してください。 
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付録 E. 外形寸法図 
 

e

A1

MaxNomMin

Dimension in Millimeters
Symbol

Reference

A

b

x

y
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図 E.1 外形寸法図 
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付録 F. インデックスの見方 
図F.1にインデックスの見方を示します。チップに印字する内容はお客様の製品仕様によって異なります。

詳細な情報は、ルネサスへお問い合わせをお願い致します。 

R5F74552
KBG
SH7455

A1

  

 

図 F.1 インデックスの見方（例：SH74552） 
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付録 G. レジスタ配置一覧表 
 

（1） 番地欄の見方 

本章の表 G.1 のレジスタ配置一覧表に示す番地は P4 領域アドレスを指しています。P4 領域アドレスは、

仮想アドレス空間の P4 領域を用いた場合のものです。P4 領域アドレスの 32 ビットアドレスで上位 3 ビット

を"0"にしたものがエリア 7 アドレスとなります。エリア 7 アドレスは、TLB を用いて物理アドレス空間のエ

リア 7 からアクセスするものです。 
 

（2） ダミーアクセス領域 

H'FFA0 0000～H'FFA0 0003 番地は、周辺 A バス（PAck）上のダミーアクセス領域（DUMMYHPB1）とな

ります。H'FFFF 5020～H'FFFF 5023 番地は、周辺バス（Pck）のダミーアクセス領域（DUMMYHPB0）とな

ります。この領域へのアクセスは、書き込み値無効、読み出し値不定となります。また、ダミーアクセス領

域への書き込み、読み出し動作による、他のレジスタ領域への影響はありません。 
 

（3） アクセスサイズ欄の見方 

1 行、32 ビット構成で記載しています。 

8 ビットアクセスは"8"、16 ビットアクセスは"16"、32 ビットアクセスは"32"と表記しています。 

使用禁止領域のアクセスサイズは"-"と表記しています。 

ひとつのレジスタのアクセスが複数のアクセスを許可しているレジスタは、"/"で区切って表記しています。 

"/"で区切っていない場合は、表記しているアクセスサイズのみ許可されています。 
 

• 32ビットレジスタで、32ビットアクセスと16ビットアクセスが可能な場合 

アクセスサイズは"16/32"と表記しています。 
 

• 8ビットレジスタで、8ビットアクセスの他にアライメントの取れた隣りの8ビットレジスタと同時に 

16ビットアクセスが可能な場合 

アクセスサイズは"8/16"と表記しています。 
 

• 1行の中に複数のレジスタが入っていて、アクセスサイズの単位がそれぞれ異なる場合 

たとえば、"8/16, 8, 8"のように、アクセスサイズを","で区切って表記しています。 
 

• 1行の中に複数のレジスタが入っていて、アクセスサイズの単位が同じ場合 

たとえば、"8, 8, 8, 8"と区切らずに"8"として、アクセスサイズをまとめて表記しています。 
 

（4） SH7456 グループのレジスタアドレスの注意 

SH7456 グループは、FlexRay モジュールを内蔵していません。FlexRay 関連レジスタ（H'FFBF F000～H'FFBF 

FFFF）は使用禁止領域です。読み出した場合、不定値が読み出されます。書き込みは行わないでください。 
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表 G.1 レジスタ配置一覧表 
+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FC11 0000 インストラクションレジスタ 

（SDIR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FC11 0018 割り込み要因レジスタ 

（SDINT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FDFF A800 フラッシュ端子モニタレジスタ

（FPMON） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FDFF A810 フラッシュアクセスステータス 

レジスタ（FASTAT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FDFF A820 ROM マット選択レジスタ 

（ROMMAT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FDFF A900 フラッシュステータスレジスタ 0 

（FSTATR0） 

フラッシュステータスレジスタ 1 

（FSTATR1） 

フラッシュ P/E モードエントリレジスタ 

（FENTRYR） 

8/16 

H'FDFF A904 フラッシュプロテクトレジスタ 

（FPROTR） 

フラッシュリセットレジスタ 

（FRESETR） 

 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FDFF A91C フラッシュ P/E ステータスレジスタ 

（FPESTAT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FE40 0000 AUDR イネーブルレジスタ 

（AUDRENB） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FE40 0008 AUDR イベント発生レジスタ

（AUDREVNT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FE40 0010 AUDR Configuration 情報保持レジスタ 

（AUDISR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FE40 0018 AUDR メッセージボードレジスタ 

（AUDMBR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF00 0000 ページテーブルエントリ上位レジスタ 

（PTEH） 

32 

H'FF00 0004 ページテーブルエントリ下位レジスタ 

（PTEL） 

32 

H'FF00 0008 変換テーブルベースレジスタ 

（TTB） 

32 

H'FF00 000C TLB 例外アドレスレジスタ 

（TEA） 

32 

H'FF00 0010 MMU 制御レジスタ 

（MMUCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF00 001C キャッシュ制御レジスタ 

（CCR） 

32 

H'FF00 0020 TRAPA 例外レジスタ 

（TRA） 

32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FF00 0024 例外事象レジスタ 

（EXPEVT） 

32 

H'FF00 0028 割り込み事象レジスタ 

（INTEVT） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF00 0030 プロセッサバージョンレジスタ 

（PVR） 

32 

H'FF00 0034 ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ 

（PTEA） 

32 

H'FF00 0038 キューアドレス制御レジスタ 0 

（QACR0） 

32 

H'FF00 003C キューアドレス制御レジスタ 1 

（QACR1） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF00 0050 OL メモリ転送元アドレスレジスタ 0 

（LSA0） 

32 

H'FF00 0054 OL メモリ転送元アドレスレジスタ 1 

（LSA1） 

32 

H'FF00 0058 OL メモリ転送先アドレスレジスタ 0 

（LDA0） 

32 

H'FF00 005C OL メモリ転送先アドレスレジスタ 1 

（LDA1） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF00 0070 物理アドレス空間制御レジスタ 

（PASCR） 

32 

H'FF00 0074 内蔵メモリ制御レジスタ 

（RAMCR） 

32 

H'FF00 0078 命令再フェッチ抑止制御レジスタ 

（IRMCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF20 0000 マッチ条件設定レジスタ 0 

（CBR0） 

32 

H'FF20 0004 マッチ動作設定レジスタ 0 

（CRR0） 

32 

H'FF20 0008 マッチアドレス設定レジスタ 0 

（CAR0） 

32 

H'FF20 000C マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 

（CAMR0） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF20 0020 マッチ条件設定レジスタ 1 

（CBR1） 

32 

H'FF20 0024 マッチ動作設定レジスタ 1 

（CRR1） 

32 

H'FF20 0028 マッチアドレス設定レジスタ 1 

（CAR1） 

32 

H'FF20 002C マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 

（CAMR1） 

32 

H'FF20 0030 マッチデータ設定レジスタ 1 

（CDR1） 

32 

H'FF20 0034 マッチデータマスク設定レジスタ 1 

（CDMR1） 

32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FF20 0038 実行回数ブレークレジスタ 1 

（CETR1） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF20 0600 チャネルマッチフラグレジスタ 

（CCMFR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF20 0620 ブレークコントロールレジスタ 

（CBCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF2F 0000 CPU 動作モードレジスタ 

（CPUOPM） 

32 

H'FF2F 0004 非サポート検出例外レジスタ 

（EXPMASK） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF60 8020 DMA0 ソースアドレスレジスタ 

（DM0SAR） 

32 

H'FF60 8024 DMA0 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM0DAR） 

32 

H'FF60 8028 DMA0 トランスファカウントレジスタ 

（DM0TCR） 

32 

H'FF60 802C DMA0 チャネルコントロールレジスタ 

（DM0CHCR） 

32 

H'FF60 8030 DMA1 ソースアドレスレジスタ 

（DM1SAR） 

32 

H'FF60 8034 DMA1 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM1DAR） 

32 

H'FF60 8038 DMA1 トランスファカウントレジスタ 

（DM1TCR） 

32 

H'FF60 803C DMA1 チャネルコントロールレジスタ 

（DM1CHCR） 

32 

H'FF60 8040 DMA2 ソースアドレスレジスタ 

（DM2SAR） 

32 

H'FF60 8044 DMA2 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM2DAR） 

32 

H'FF60 8048 DMA2 トランスファカウントレジスタ 

（DM2TCR） 

32 

H'FF60 804C DMA2 チャネルコントロールレジスタ 

（DM2CHCR） 

32 

H'FF60 8050 DMA3 ソースアドレスレジスタ 

（DM3SAR） 

32 

H'FF60 8054 DMA3 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM3DAR） 

32 

H'FF60 8058 DMA3 トランスファカウントレジスタ 

（DM3TCR） 

32 

H'FF60 805C DMA3 チャネルコントロールレジスタ 

（DM3CHCR） 

32 

H'FF60 8060 DMA05 オペレーションレジスタ 

（DM05OR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FF60 8070 DMA4 ソースアドレスレジスタ 

（DM4SAR） 

32 

H'FF60 8074 DMA4 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM4DAR） 

32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FF60 8078 DMA4 トランスファカウントレジスタ 

（DM4TCR) 

32 

H'FF60 807C DMA4 チャネルコントロールレジスタ 

（DM4CHCR） 

32 

H'FF60 8080 DMA5 ソースアドレスレジスタ 

（DM5SAR） 

32 

H'FF60 8084 DMA5 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM5DAR） 

32 

H'FF60 8088 DMA5 トランスファカウントレジスタ 

（DM5TCR） 

32 

H'FF60 808C DMA5 チャネルコントロールレジスタ 

（DM5CHCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF60 8120 DMA0 ソースアドレスレジスタ B 

（DM0SARB） 

32 

H'FF60 8124 DMA0 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM0DARB） 

32 

H'FF60 8128 DMA0 トランスファカウントレジスタ B 

（DM0TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF60 8130 DMA1 ソースアドレスレジスタ B 

（DM1SARB） 

32 

H'FF60 8134 DMA1 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM1DARB） 

32 

H'FF60 8138 DMA1 トランスファカウントレジスタ B 

（DM1TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF60 8140 DMA2 ソースアドレスレジスタ B 

（DM2SARB） 

32 

H'FF60 8144 DMA2 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM2DARB） 

32 

H'FF60 8148 DMA2 トランスファカウントレジスタ B 

（DM2TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF60 8150 DMA3 ソースアドレスレジスタ B 

（DM3SARB） 

32 

H'FF60 8154 DMA3 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM3DARB） 

32 

H'FF60 8158 DMA3 トランスファカウントレジスタ B 

（DM3TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF60 9000 DMA01 拡張リソースセレクトレジスタ 

（DM01ARS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FF60 9004 DMA23 拡張リソースセレクトレジスタ 

（DM23ARS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FF60 9008 DMA45 拡張リソースセレクトレジスタ 

（DM45ARS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF61 8020 DMA6 ソースアドレスレジスタ 

（DM6SAR） 

32 

H'FF61 8024 DMA6 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM6DAR） 

32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FF61 8028 DMA6 トランスファカウントレジスタ 

（DM6TCR） 

32 

H'FF61 802C DMA6 チャネルコントロールレジスタ 

（DM6CHCR） 

32 

H'FF61 8030 DMA7 ソースアドレスレジスタ 

（DM7SAR） 

32 

H'FF61 8034 DMA7 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM7DAR） 

32 

H'FF61 8038 DMA7 トランスファカウントレジスタ 

（DM7TCR） 

32 

H'FF61 803C DMA7 チャネルコントロールレジスタ 

（DM7CHCR） 

32 

H'FF61 8040 DMA8 ソースアドレスレジスタ 

（DM8SAR） 

32 

H'FF61 8044 DMA8 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM8DAR） 

32 

H'FF61 8048 DMA8 トランスファカウントレジスタ 

（DM8TCR） 

32 

H'FF61 804C DMA8 チャネルコントロールレジスタ 

（DM8CHCR） 

32 

H'FF61 8050 DMA9 ソースアドレスレジスタ 

（DM9SAR） 

32 

H'FF61 8054 DMA9 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM9DAR） 

32 

H'FF61 8058 DMA9 トランスファカウントレジスタ 

（DM9TCR） 

32 

H'FF61 805C DMA9 チャネルコントロールレジスタ 

（DM9CHCR） 

32 

H'FF61 8060 DMA611 オペレーションレジスタ 

（DM611OR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF61 8070 DMA10 ソースアドレスレジスタ 

（DM10SAR） 

32 

H'FF61 8074 DMA10 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM10DAR） 

32 

H'FF61 8078 DMA10 トランスファカウントレジスタ 

（DM10TCR） 

32 

H'FF61 807C DMA10 チャネルコントロールレジスタ 

（DM10CHCR） 

32 

H'FF61 8080 DMA11 ソースアドレスレジスタ 

（DM11SAR） 

32 

H'FF61 8084 DMA11 デスティネーションアドレスレジスタ 

（DM11DAR） 

32 

H'FF61 8088 DMA11 トランスファカウントレジスタ 

（DM11TCR） 

32 

H'FF61 808C DMA11 チャネルコントロールレジスタ 

（DM11CHCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF61 8120 DMA6 ソースアドレスレジスタ B 

（DM6SARB） 

32 

H'FF61 8124 DMA6 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM6DARB） 

32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FF61 8128 DMA6 トランスファカウントレジスタ B 

（DM6TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF61 8130 DMA7 ソースアドレスレジスタ B 

（DM7SARB） 

32 

H'FF61 8134 DMA7 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM7DARB） 

32 

H'FF61 8138 DMA7 トランスファカウントレジスタ B 

（DM7TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF61 8140 DMA8 ソースアドレスレジスタ B 

（DM8SARB） 

32 

H'FF61 8144 DMA8 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM8DARB） 

32 

H'FF61 8148 DMA8 トランスファカウントレジスタ B 

（DM8TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF61 8150 DMA9 ソースアドレスレジスタ B 

（DM9SARB） 

32 

H'FF61 8154 DMA9 デスティネーションアドレスレジスタ B 

（DM9DARB） 

32 

H'FF61 8158 DMA9 トランスファカウントレジスタ B 

（DM9TCRB） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FF61 9000 DMA67 拡張リソースセレクトレジスタ 

（DM67ARS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FF61 9004 DMA89 拡張リソースセレクトレジスタ 

（DM89ARS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FF61 9008 DMA1011 拡張リソースセレクトレジスタ 

（DM1011ARS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFA0 0000 ダミーアクセス領域（DUMMYHPB1） 8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF C000 DRI0DIN 割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI0DINIST） 

DRI0DIN 割り込み要求許可 

レジスタ（DRI0DINIEN） 

DRI0DIN DMA 転送要求ステータス

レジスタ（DRI0DINDST） 

DRI0DIN DMA 転送許可 

レジスタ（DRI0DINDEN） 

8 

H'FFBF C004 DRI0DEC割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI0DECIST） 

DRI0DEC 割り込み要求許可 

レジスタ（DRI0DECIEN） 

DRI0DEC DMA 転送要求ステータ

スレジスタ（DRI0DECDST） 

DRI0DEC DMA 転送許可 

レジスタ（DRI0DECDEN） 

8 

H'FFBF C008 DRI0 転送割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI0TRMIST） 

DRI0 転送割り込み要求許可 

レジスタ（DRI0TRMIEN） 

DRI0DMA 転送要求ステータス 

レジスタ（DRI0TRMDST） 

DRI0DMA 転送許可 

レジスタ（DRI0TRMDEN） 

8 

H'FFBF C00C DRI0I 転送制御レジスタ

（DRI0TRMCNT） 

DRI0 特殊モードレジスタ

（DRI0SPMOD） 

DRI0 データ取り込み制御レジスタ 

（DRI0DCAPCNT） 

8, 8, 16 

H'FFBF C010 DRI0 データ間引き制御レジスタ

（DRI0DSELCNT） 

DRI0 データ間引きイベント選択 

レジスタ（DRI0DEVTCNT） 

DRI0DIN 入力イベント選択 

レジスタ（DRI0DINSEL） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFBF C014 DRI0DD 入力許可レジスタ 

（DRI0DDEN） 

32 

H'FFBF C018 DRI0 データ取り込みイベント数設定レジスタ 

（DRI0DCAPNUM） 

32 

H'FFBF C01C DRI0 取り込みイベントカウンタ 

（DRI0DCAPCT） 

32 

H'FFBF C020 DRI0 転送カウンタ 

（DRI0TRMCT） 

32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 
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サイズ 

H'FFBF C024 DRI0 アドレスリロードレジスタ 0 

（DRI0ADR0RLD） 

32 

H'FFBF C028 DRI0 アドレスカウンタ 0 

（DRI0ADR0CT） 

32 

H'FFBF C02C DRI0 アドレスリロードレジスタ 1 

（DRI0ADR1RLD） 

32 

H'FFBF C030 DRI0 アドレスカウンタ 1 

（DRI0ADR1CT） 

32 

H'FFBF C034 DRI0 入力処理制御レジスタ 

（DRI0DINCNT） 

DRI0DEC0 制御レジスタ

（DRI0DEC0CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF C038 DRI0DEC0 リロードレジスタ 

（DRI0DEC0RLD） 

DRI0DEC0 カウンタ 

（DRI0DEC0CT） 

16 

H'FFBF C03C DRI0DEC1 制御レジスタ

（DRI0DEC1CNT） 

（使用禁止領域） DRI0DEC1 リロードレジスタ 

（DRI0DEC1RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF C040 DRI0DEC1 カウンタ 

（DRI0DEC1CT） 

DRI0DEC2 制御レジスタ

（DRI0DEC2CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF C044 DRI0DEC2 リロードレジスタ 

（DRI0DEC2RLD） 

DRI0DEC2 カウンタ 

（DRI0DEC2CT） 

16 

H'FFBF C048 DRI0DEC3 制御レジスタ

（DRI0DEC3CNT） 

（使用禁止領域） DRI0DEC3 リロードレジスタ 

（DRI0DEC3RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF C04C DRI0DEC3 カウンタ 

（DRI0DEC3CT） 

DRI0DEC4 制御レジスタ

（DRI0DEC4CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF C050 DRI0DEC4 リロードレジスタ 

（DRI0DEC4RLD） 

DRI0DEC4 カウンタ 

（DRI0DEC4CT） 

16 

H'FFBF C054 DRI0DEC5 制御レジスタ

（DRI0DEC5CNT） 

（使用禁止領域） DRI0DEC5 リロードレジスタ 

（DRI0DEC5RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF C058 DRI0DEC5 カウンタ 

（DRI0DEC5CT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF D000 DRI1DIN 割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI1DINIST） 

DRI1DIN 割り込み要求許可 

レジスタ（DRI1DINIEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFBF D004 DRI1DEC割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI1DECIST） 

DRI1DEC 割り込み要求許可 

レジスタ（DRI1DECIEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFBF D008 DRI1 転送割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI1TRMIST） 

DRI1 転送割り込み要求許可 

レジスタ（DRI1TRMIEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFBF D00C DRI1I 転送制御レジスタ

（DRI1TRMCNT） 

DRI1 特殊モードレジスタ

（DRI1SPMOD） 

DRI1 データ取り込み制御レジスタ 

（DRI1DCAPCNT） 

8, 8, 16 

H'FFBF D010 DRI1 データ間引き制御レジスタ

（DRI1DSELCNT） 

DRI1 データ間引きイベント選択 

レジスタ（DRI1DEVTCNT） 

DRI1DIN 入力イベント選択 

レジスタ（DRI1DINSEL） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFBF D014 DRI1DD 入力許可レジスタ 

（DRI1DDEN） 

32 

H'FFBF D018 DRI1 データ取り込みイベント数設定レジスタ 

（DRI1DCAPNUM） 

32 

H'FFBF D01C DRI1 取り込みイベントカウンタ 

（DRI1DCAPCT） 

32 

H'FFBF D020 DRI1 転送カウンタ 

（DRI1TRMCT） 

32 

H'FFBF D024 DRI1 アドレスリロードレジスタ 0 

（DRI1ADR0RLD） 

32 

H'FFBF D028 DRI1 アドレスカウンタ 0 

（DRI1ADR0CT） 

32 
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H'FFBF D02C DRI1 アドレスリロードレジスタ 1 

（DRI1ADR1RLD） 

32 

H'FFBF D030 DRI1 アドレスカウンタ 1 

（DRI1ADR1CT） 

32 

H'FFBF D034 DRI1 入力処理制御レジスタ 

（DRI1DINCNT） 

DRI1DEC0 制御レジスタ

（DRI1DEC0CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF D038 DRI1DEC0 リロードレジスタ 

（DRI1DEC0RLD） 

DRI1DEC0 カウンタ 

（DRI1DEC0CT） 

16 

H'FFBF D03C DRI1DEC1 制御レジスタ

（DRI1DEC1CNT） 

（使用禁止領域） DRI1DEC1 リロードレジスタ 

（DRI1DEC1RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF D040 DRI1DEC1 カウンタ 

（DRI1DEC1CT） 

DRI1DEC2 制御レジスタ

（DRI1DEC2CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF D044 DRI1DEC2 リロードレジスタ 

（DRI1DEC2RLD） 

DRI1DEC2 カウンタ 

（DRI1DEC2CT） 

16 

H'FFBF D048 DRI1DEC3 制御レジスタ

（DRI1DEC3CNT） 

（使用禁止領域） DRI1DEC3 リロードレジスタ 

（DRI1DEC3RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF D04C DRI1DEC3 カウンタ 

（DRI1DEC3CT） 

DRI1DEC4 制御レジスタ

（DRI1DEC4CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF D050 DRI1DEC4 リロードレジスタ 

（DRI1DEC4RLD） 

DRI1DEC4 カウンタ 

（DRI1DEC4CT） 

16 

H'FFBF D054 DRI1DEC5 制御レジスタ

（DRI1DEC5CNT） 

（使用禁止領域） DRI1DEC5 リロードレジスタ 

（DRI1DEC5RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF D058 DRI1DEC5 カウンタ 

（DRI1DEC5CT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF E000 DRI2DIN 割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI2DINIST） 

DRI2DIN 割り込み要求許可 

レジスタ（DRI2DINIEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFBF E004 DRI2DEC割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI2DECIST） 

DRI2DEC 割り込み要求許可 

レジスタ（DRI2DECIEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFBF E008 DRI2 転送割り込み要求ステータス

レジスタ（DRI2TRMIST） 

DR2 転送割り込み要求許可 

レジスタ（DRI2TRMIEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFBF E00C DRI2 転送制御レジスタ 

（DRI2TRMCNT） 

DRI2 特殊モードレジスタ

（DRI2SPMOD） 

DRI2 データ取り込み制御レジスタ 

（DRI2DCAPCNT） 

8, 8, 16 

H'FFBF E010 DRI2 データ間引き制御レジスタ

（DRI2DSELCNT） 

DRI2 データ間引きイベント選択 

レジスタ（DRI2DEVTCNT） 

DRI2DIN 入力イベント選択 

レジスタ（DRI2DINSEL） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFBF E014 DRI2DD 入力許可レジスタ 

（DRI2DDEN） 

32 

H'FFBF E018 DRI2 データ取り込みイベント数設定レジスタ 

（DRI2DCAPNUM） 

32 

H'FFBF E01C DRI2 取り込みイベントカウンタ 

（DRI2DCAPCT） 

32 

H'FFBF E020 DRI2 転送カウンタ 

（DRI2TRMCT） 

32 

H'FFBF E024 DRI2 アドレスリロードレジスタ 0 

（DRI2ADR0RLD） 

32 

H'FFBF E028 DRI2 アドレスカウンタ 0 

（DRI2ADR0CT） 

32 

H'FFBF E02C DRI2 アドレスリロードレジスタ 1 

（DRI2ADR1RLD） 

32 

H'FFBF E030 DRI2 アドレスカウンタ 1 

（DRI2ADR1CT） 

32 
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H'FFBF E034 DRI2 入力処理制御レジスタ 

（DRI2DINCNT） 

DRI2DEC0 制御レジスタ

（DRI2DEC0CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF E038 DRI2DEC0 リロードレジスタ 

（DRI2DEC0RLD） 

DRI2DEC0 カウンタ 

（DRI2DEC0CT） 

16 

H'FFBF E03C DRI2DEC1 制御レジスタ

（DRI2DEC1CNT） 

（使用禁止領域） DRI2DEC1 リロードレジスタ 

（DRI2DEC1RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF E040 DRI2DEC1 カウンタ 

（DRI2DEC1CT） 

DRI2DEC2 制御レジスタ

（DRI2DEC2CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF E044 DRI2DEC2 リロードレジスタ 

（DRI2DEC2RLD） 

DRI2DEC2 カウンタ 

（DRI2DEC2CT） 

16 

H'FFBF E048 DRI2DEC3 制御レジスタ

（DRI2DEC3CNT） 

（使用禁止領域） DRI2DEC3 リロードレジスタ 

（DRI2DEC3RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF E04C DRI2DEC3 カウンタ 

（DRI2DEC3CT） 

DRI2DEC4 制御レジスタ

（DRI2DEC4CNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

H'FFBF E050 DRI2DEC4 リロードレジスタ 

（DRI2DEC4RLD） 

DRI2DEC4 カウンタ 

（DRI2DEC4CT） 

16 

H'FFBF E054 DRI2DEC5 制御レジスタ

（DRI2DEC5CNT） 

（使用禁止領域） DRI2DEC5 リロードレジスタ 

（DRI2DEC5RLD） 

8, -, 16 

H'FFBF E058 DRI2DEC5 カウンタ 

（DRI2DEC5CT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F004 FlexRay 動作制御レジスタ 

（FXROC） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F00C FlexRay タイマ割り込み要求 

ステータスレジスタ（FXRTISR） 

FlexRay タイマ割り込み 

許可レジスタ（FXRTIER） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F01C （使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay ロックレジスタ 

（FRLCK） 

-, -, -, 8 

H'FFBF F020 FlexRay エラー割り込みレジスタ 

（FREIR） 

32 

H'FFBF F024 FlexRay ステータス割り込みレジスタ 

（FRSIR） 

32 

H'FFBF F028 FlexRay エラー割り込み出力選択レジスタ 

（FREILS） 

32 

H'FFBF F02C FlexRay ステータス割り込み出力選択レジスタ 

（FRSILS） 

32 

H'FFBF F030 FlexRay エラー割り込み許可レジスタ 

（FREIES） 

32 

H'FFBF F034 FlexRay エラー割り込み禁止レジスタ 

（FREIER） 

32 

H'FFBF F038 FlexRay ステータス割り込み許可レジスタ 

（FRSIES） 

32 

H'FFBF F03C FlexRay ステータス割り込み禁止レジスタ 

（FRSIER） 

32 

H'FFBF F040 （使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 割り込み出力許可 

レジスタ（FRILE） 

-, -, -, 8 

H'FFBF F044 FlexRay タイマ 0 設定レジスタ 

（FRT0C） 

32 

H'FFBF F048 FlexRay タイマ 1 設定レジスタ 

（FRT1C） 

32 
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H'FFBF F04C FlexRay ストップウォッチレジスタ 1 

（FRSTPW1） 

32 

H'FFBF F050 FlexRay ストップウォッチレジスタ 2 

（FRSTPW2） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F080 FlexRay SUC 設定レジスタ 1 

（FRSUCC1） 

32 

H'FFBF F084 FlexRay SUC 設定レジスタ 2 

（FRSUCC2） 

32 

H'FFBF F088 （使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay SUC 設定レジスタ 3

（FRSUCC3） 

-, -, -, 8 

H'FFBF F08C （使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay NEM 設定レジスタ

（FRNEMC） 

-, -, -, 8 

H'FFBF F090 FlexRay PRT 設定レジスタ 1 

（FRPRTC1） 

32 

H'FFBF F094 FlexRay PRT 設定レジスタ 2 

（FRPRTC2） 

32 

H'FFBF F098 FlexRay MHD 設定レジスタ 

（FRMHDC） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F0A0 FlexRay GTU 設定レジスタ 1 

（FRGTUC1） 

32 

H'FFBF F0A4 FlexRay GTU 設定レジスタ 2 

（FRGTUC2） 

32 

H'FFBF F0A8 FlexRay GTU 設定レジスタ 3 

（FRGTUC3） 

32 

H'FFBF F0AC FlexRay GTU 設定レジスタ 4 

（FRGTUC4） 

32 

H'FFBF F0B0 FlexRay GTU 設定レジスタ 5 

（FRGTUC5） 

32 

H'FFBF F0B4 FlexRay GTU 設定レジスタ 6 

（FRGTUC6） 

32 

H'FFBF F0B8 FlexRay GTU 設定レジスタ 7 

（FRGTUC7） 

32 

H'FFBF F0BC FlexRay GTU 設定レジスタ 8 

（FRGTUC8） 

32 

H'FFBF F0C0 FlexRay GTU 設定レジスタ 9 

（FRGTUC9） 

32 

H'FFBF F0C4 FlexRay GTU 設定レジスタ 10 

（FRGTUC10） 

32 

H'FFBF F0C8 FlexRay GTU 設定レジスタ 11 

（FRGTUC11） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F100 FlexRay CC ステータスベクタレジスタ 

（FRCCSV） 

32 

H'FFBF F104 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay CC エラーベクタレジスタ 

（FRCCEV） 

-, -, 16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F110 FlexRay スロットカウンタ値レジスタ 

（FRSCV） 

32 

H'FFBF F114 FlexRay MT 値/サイクルカウンタ値レジスタ 

（FRMTCCV） 

32 
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H'FFBF F118 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay レート補正値レジスタ 

（FRRCV） 

-, -, 16 

H'FFBF F11C FlexRay オフセット補正値レジスタ 

（FROCV） 

32 

H'FFBF F120 FlexRay Sync フレームステータスレジスタ 

（FRSFS） 

32 

H'FFBF F124 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay シンボルウィンドウ/NIT ステータスレジスタ 

（FRSWNIT） 

-, -, 16 

H'FFBF F128 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay チャネルステータス集計レジスタ 

（FRACS） 

-, -, 16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F130 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 1 

（FRESID1） 

-, -, 16 

H'FFBF F134 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 2 

（FRESID2） 

-, -, 16 

H'FFBF F138 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 3 

（FRESID3） 

-, -, 16 

H'FFBF F13C （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 4 

（FRESID4） 

-, -, 16 

H'FFBF F140 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 5 

（FRESID5） 

-, -, 16 

H'FFBF F144 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 6 

（FRESID6） 

-, -, 16 

H'FFBF F148 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 7 

（FRESID7） 

-, -, 16 

H'FFBF F14C （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 8 

（FRESID8） 

-, -, 16 

H'FFBF F150 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 9 

（FRESID9） 

-, -, 16 

H'FFBF F154 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 10 

（FRESID10） 

-, -, 16 

H'FFBF F158 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 11 

（FRESID11） 

-, -, 16 

H'FFBF F15C （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 12 

（FRESID12） 

-, -, 16 

H'FFBF F160 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 13 

（FRESID13） 

-, -, 16 

H'FFBF F164 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 14 

（FRESID14） 

-, -, 16 

H'FFBF F168 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 偶数 Sync ID レジスタ 15 

（FRESID15） 

-, -, 16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F170 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 1 

（FROSID1） 

-, -, 16 

H'FFBF F174 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 2 

（FROSID2） 

-, -, 16 

H'FFBF F178 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 3 

（FROSID3） 

-, -, 16 

H'FFBF F17C （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 4 

（FROSID4） 

-, -, 16 

H'FFBF F180 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 5 

（FROSID5） 

-, -, 16 
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H'FFBF F184 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 6 

（FROSID6） 

-, -, 16 

H'FFBF F188 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 7 

（FROSID7） 

-, -, 16 

H'FFBF F18C （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 8 

（FROSID8） 

-, -, 16 

H'FFBF F190 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 9 

（FROSID9） 

-, -, 16 

H'FFBF F194 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 10 

（FROSID10） 

-, -, 16 

H'FFBF F198 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 11 

（FROSID11） 

-, -, 16 

H'FFBF F19C （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 12 

（FROSID12） 

-, -, 16 

H'FFBF F1A0 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 13 

（FROSID13） 

-, -, 16 

H'FFBF F1A4 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 14 

（FROSID14） 

-, -, 16 

H'FFBF F1A8 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay 奇数 Sync ID レジスタ 15 

（FROSID15） 

-, -, 16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F1B0 FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ 1 

（FRNMV1） 

32 

H'FFBF F1B4 FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ 2 

（FRNMV2） 

32 

H'FFBF F1B8 FlexRay ネットワーク管理ベクタレジスタ 3 

（FRNMV3） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F300 FlexRay メッセージ RAM 設定レジスタ 

（FRMRC） 

32 

H'FFBF F304 FlexRay FIFO リジェクションフィルタレジスタ 

（FRFRF） 

32 

H'FFBF F308 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay FIFO リジェクションフィルタマスクレジスタ 

（FRFRFM） 

-, -, 16 

H'FFBF F30C （使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay FIFO クリティカルレベル 

レジスタ（FRFCL） 

-, -, -, 8 

H'FFBF F310 FlexRay メッセージハンドラステータスレジスタ 

（FRMHDS） 

32 

H'FFBF F314 FlexRay 最終ダイナミック送信スロットレジスタ 

（FRLDTS） 

32 

H'FFBF F318 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay FIFO ステータスレジスタ 

（FRFSR） 

-, -, 16 

H'FFBF F31C （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay メッセージハンドラ制限フラグレジスタ 

（FRMHDF） 

-, -, 16 

H'FFBF F320 FlexRay 送信要求レジスタ 1 

（FRTXRQ1） 

32 

H'FFBF F324 FlexRay 送信要求レジスタ 2 

（FRTXRQ2） 

32 

H'FFBF F328 FlexRay 送信要求レジスタ 3 

（FRTXRQ3） 

32 

H'FFBF F32C FlexRay 送信要求レジスタ 4 

（FRTXRQ4） 

32 
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H'FFBF F330 FlexRay 新データレジスタ 1 

（FRNDAT1） 

32 

H'FFBF F334 FlexRay 新データレジスタ 2 

（FRNDAT2） 

32 

H'FFBF F338 FlexRay 新データレジスタ 3 

（FRNDAT3） 

32 

H'FFBF F33C FlexRay 新データレジスタ 4 

（FRNDAT4） 

32 

H'FFBF F340 FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 1 

（FRMBSC1） 

32 

H'FFBF F344 FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 2 

（FRMBSC2） 

32 

H'FFBF F348 FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 3 

（FRMBSC3） 

32 

H'FFBF F34C FlexRay メッセージバッファステータス変化レジスタ 4 

（FRMBSC4） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F400 FlexRay データセクションライトレジスタ 1 

（FRWRDS1） 

32 

H'FFBF F404 FlexRay データセクションライトレジスタ 2 

（FRWRDS2） 

32 

H'FFBF F408 FlexRay データセクションライトレジスタ 3 

（FRWRDS3） 

32 

H'FFBF F40C FlexRay データセクションライトレジスタ 4 

（FRWRDS4） 

32 

H'FFBF F410 FlexRay データセクションライトレジスタ 5 

（FRWRDS5） 

32 

H'FFBF F414 FlexRay データセクションライトレジスタ 6 

（FRWRDS6） 

32 

H'FFBF F418 FlexRay データセクションライトレジスタ 7 

（FRWRDS7） 

32 

H'FFBF F41C FlexRay データセクションライトレジスタ 8 

（FRWRDS8） 

32 

H'FFBF F420 FlexRay データセクションライトレジスタ 9 

（FRWRDS9） 

32 

H'FFBF F424 FlexRay データセクションライトレジスタ 10 

（FRWRDS10） 

32 

H'FFBF F428 FlexRay データセクションライトレジスタ 11 

（FRWRDS11） 

32 

H'FFBF F42C FlexRay データセクションライトレジスタ 12 

（FRWRDS12） 

32 

H'FFBF F430 FlexRay データセクションライトレジスタ 13 

（FRWRDS13） 

32 

H'FFBF F434 FlexRay データセクションライトレジスタ 14 

（FRWRDS14） 

32 

H'FFBF F438 FlexRay データセクションライトレジスタ 15 

（FRWRDS15） 

32 

H'FFBF F43C FlexRay データセクションライトレジスタ 16 

（FRWRDS16） 

32 

H'FFBF F440 FlexRay データセクションライトレジスタ 17 

（FRWRDS17） 

32 
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H'FFBF F444 FlexRay データセクションライトレジスタ 18 

（FRWRDS18） 

32 

H'FFBF F448 FlexRay データセクションライトレジスタ 19 

（FRWRDS19） 

32 

H'FFBF F44C FlexRay データセクションライトレジスタ 20 

（FRWRDS20） 

32 

H'FFBF F450 FlexRay データセクションライトレジスタ 21 

（FRWRDS21） 

32 

H'FFBF F454 FlexRay データセクションライトレジスタ 22 

（FRWRDS22） 

32 

H'FFBF F458 FlexRay データセクションライトレジスタ 23 

（FRWRDS23） 

32 

H'FFBF F45C FlexRay データセクションライトレジスタ 24 

（FRWRDS24） 

32 

H'FFBF F460 FlexRay データセクションライトレジスタ 25 

（FRWRDS25） 

32 

H'FFBF F464 FlexRay データセクションライトレジスタ 26 

（FRWRDS26） 

32 

H'FFBF F468 FlexRay データセクションライトレジスタ 27 

（FRWRDS27） 

32 

H'FFBF F46C FlexRay データセクションライトレジスタ 28 

（FRWRDS28） 

32 

H'FFBF F470 FlexRay データセクションライトレジスタ 29 

（FRWRDS29） 

32 

H'FFBF F474 FlexRay データセクションライトレジスタ 30 

（FRWRDS30） 

32 

H'FFBF F478 FlexRay データセクションライトレジスタ 31 

（FRWRDS31） 

32 

H'FFBF F47C FlexRay データセクションライトレジスタ 32 

（FRWRDS32） 

32 

H'FFBF F480 FlexRay データセクションライトレジスタ 33 

（FRWRDS33） 

32 

H'FFBF F484 FlexRay データセクションライトレジスタ 34 

（FRWRDS34） 

32 

H'FFBF F488 FlexRay データセクションライトレジスタ 35 

（FRWRDS35） 

32 

H'FFBF F48C FlexRay データセクションライトレジスタ 36 

（FRWRDS36） 

32 

H'FFBF F490 FlexRay データセクションライトレジスタ 37 

（FRWRDS37） 

32 

H'FFBF F494 FlexRay データセクションライトレジスタ 38 

（FRWRDS38） 

32 

H'FFBF F498 FlexRay データセクションライトレジスタ 39 

（FRWRDS39） 

32 

H'FFBF F49C FlexRay データセクションライトレジスタ 40 

（FRWRDS40） 

32 

H'FFBF F4A0 FlexRay データセクションライトレジスタ 41 

（FRWRDS41） 

32 

H'FFBF F4A4 FlexRay データセクションライトレジスタ 42 

（FRWRDS42） 

32 

H'FFBF F4A8 FlexRay データセクションライトレジスタ 43 

（FRWRDS43） 

32 
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H'FFBF F4AC FlexRay データセクションライトレジスタ 44 

（FRWRDS44） 

32 

H'FFBF F4B0 FlexRay データセクションライトレジスタ 45 

（FRWRDS45） 

32 

H'FFBF F4B4 FlexRay データセクションライトレジスタ 46 

（FRWRDS46） 

32 

H'FFBF F4B8 FlexRay データセクションライトレジスタ 47 

（FRWRDS47） 

32 

H'FFBF F4BC FlexRay データセクションライトレジスタ 48 

（FRWRDS48） 

32 

H'FFBF F4C0 FlexRay データセクションライトレジスタ 49 

（FRWRDS49） 

32 

H'FFBF F4C4 FlexRay データセクションライトレジスタ 50 

（FRWRDS50） 

32 

H'FFBF F4C8 FlexRay データセクションライトレジスタ 51 

（FRWRDS51） 

32 

H'FFBF F4CC FlexRay データセクションライトレジスタ 52 

（FRWRDS52） 

32 

H'FFBF F4D0 FlexRay データセクションライトレジスタ 53 

（FRWRDS53） 

32 

H'FFBF F4D4 FlexRay データセクションライトレジスタ 54 

（FRWRDS54） 

32 

H'FFBF F4D8 FlexRay データセクションライトレジスタ 55 

（FRWRDS55） 

32 

H'FFBF F4DC FlexRay データセクションライトレジスタ 56 

（FRWRDS56） 

32 

H'FFBF F4E0 FlexRay データセクションライトレジスタ 57 

（FRWRDS57） 

32 

H'FFBF F4E4 FlexRay データセクションライトレジスタ 58 

（FRWRDS58） 

32 

H'FFBF F4E8 FlexRay データセクションライトレジスタ 59 

（FRWRDS59） 

32 

H'FFBF F4EC FlexRay データセクションライトレジスタ 60 

（FRWRDS60） 

32 

H'FFBF F4F0 FlexRay データセクションライトレジスタ 61 

（FRWRDS61） 

32 

H'FFBF F4F4 FlexRay データセクションライトレジスタ 62 

（FRWRDS62） 

32 

H'FFBF F4F8 FlexRay データセクションライトレジスタ 63 

（FRWRDS63） 

32 

H'FFBF F4FC FlexRay データセクションライトレジスタ 64 

（FRWRDS64） 

32 

H'FFBF F500 FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 1 

（FRWRHS1） 

32 

H'FFBF F504 FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 2 

（FRWRHS2） 

32 

H'FFBF F508 （使用禁止領域） （使用禁止領域） FlexRay ヘッダセクションライトレジスタ 3 

（FRWRHS3） 

-, -, 16 

H'FFBF F50C （使用禁止領域） - 

H'FFBF F510 FlexRay 入力バッファコマンドマスクレジスタ 

（FRIBCM） 

32 
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H'FFBF F514 FlexRay 入力バッファコマンド要求レジスタ 

（FRIBCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFBF F600 FlexRay データセクションリードレジスタ 1 

（FRRDDS1） 

32 

H'FFBF F604 FlexRay データセクションリードレジスタ 2 

（FRRDDS2） 

32 

H'FFBF F608 FlexRay データセクションリードレジスタ 3 

（FRRDDS3） 

32 

H'FFBF F60C FlexRay データセクションリードレジスタ 4 

（FRRDDS4） 

32 

H'FFBF F610 FlexRay データセクションリードレジスタ 5 

（FRRDDS5） 

32 

H'FFBF F614 FlexRay データセクションリードレジスタ 6 

（FRRDDS6） 

32 

H'FFBF F618 FlexRay データセクションリードレジスタ 7 

（FRRDDS7） 

32 

H'FFBF F61C FlexRay データセクションリードレジスタ 8 

（FRRDDS8） 

32 

H'FFBF F620 FlexRay データセクションリードレジスタ 9 

（FRRDDS9） 

32 

H'FFBF F624 FlexRay データセクションリードレジスタ 10 

（FRRDDS10） 

32 

H'FFBF F628 FlexRay データセクションリードレジスタ 11 

（FRRDDS11） 

32 

H'FFBF F62C FlexRay データセクションリードレジスタ 12 

（FRRDDS12） 

32 

H'FFBF F630 FlexRay データセクションリードレジスタ 13 

（FRRDDS13） 

32 

H'FFBF F634 FlexRay データセクションリードレジスタ 14 

（FRRDDS14） 

32 

H'FFBF F638 FlexRay データセクションリードレジスタ 15 

（FRRDDS15） 

32 

H'FFBF F63C FlexRay データセクションリードレジスタ 16 

（FRRDDS16） 

32 

H'FFBF F640 FlexRay データセクションリードレジスタ 17 

（FRRDDS17） 

32 

H'FFBF F644 FlexRay データセクションリードレジスタ 18 

（FRRDDS18） 

32 

H'FFBF F648 FlexRay データセクションリードレジスタ 19 

（FRRDDS19） 

32 

H'FFBF F64C FlexRay データセクションリードレジスタ 20 

（FRRDDS20） 

32 

H'FFBF F650 FlexRay データセクションリードレジスタ 21 

（FRRDDS21） 

32 

H'FFBF F654 FlexRay データセクションリードレジスタ 22 

（FRRDDS22） 

32 

H'FFBF F658 FlexRay データセクションリードレジスタ 23 

（FRRDDS23） 

32 

H'FFBF F65C FlexRay データセクションリードレジスタ 24 

（FRRDDS24） 

32 
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H'FFBF F660 FlexRay データセクションリードレジスタ 25 

（FRRDDS25） 

32 

H'FFBF F664 FlexRay データセクションリードレジスタ 26 

（FRRDDS26） 

32 

H'FFBF F668 FlexRay データセクションリードレジスタ 27 

（FRRDDS27） 

32 

H'FFBF F66C FlexRay データセクションリードレジスタ 28 

（FRRDDS28） 

32 

H'FFBF F670 FlexRay データセクションリードレジスタ 29 

（FRRDDS29） 

32 

H'FFBF F674 FlexRay データセクションリードレジスタ 30 

（FRRDDS30） 

32 

H'FFBF F678 FlexRay データセクションリードレジスタ 31 

（FRRDDS31） 

32 

H'FFBF F67C FlexRay データセクションリードレジスタ 32 

（FRRDDS32） 

32 

H'FFBF F680 FlexRay データセクションリードレジスタ 33 

（FRRDDS33） 

32 

H'FFBF F684 FlexRay データセクションリードレジスタ 34 

（FRRDDS34） 

32 

H'FFBF F688 FlexRay データセクションリードレジスタ 35 

（FRRDDS35） 

32 

H'FFBF F68C FlexRay データセクションリードレジスタ 36 

（FRRDDS36） 

32 

H'FFBF F690 FlexRay データセクションリードレジスタ 37 

（FRRDDS37） 

32 

H'FFBF F694 FlexRay データセクションリードレジスタ 38 

（FRRDDS38） 

32 

H'FFBF F698 FlexRay データセクションリードレジスタ 39 

（FRRDDS39） 

32 

H'FFBF F69C FlexRay データセクションリードレジスタ 40 

（FRRDDS40） 

32 

H'FFBF F6A0 FlexRay データセクションリードレジスタ 41 

（FRRDDS41） 

32 

H'FFBF F6A4 FlexRay データセクションリードレジスタ 42 

（FRRDDS42） 

32 

H'FFBF F6A8 FlexRay データセクションリードレジスタ 43 

（FRRDDS43） 

32 

H'FFBF F6AC FlexRay データセクションリードレジスタ 44 

（FRRDDS44） 

32 

H'FFBF F6B0 FlexRay データセクションリードレジスタ 45 

（FRRDDS45） 

32 

H'FFBF F6B4 FlexRay データセクションリードレジスタ 46 

（FRRDDS46） 

32 

H'FFBF F6B8 FlexRay データセクションリードレジスタ 47 

（FRRDDS47） 

32 

H'FFBF F6BC FlexRay データセクションリードレジスタ 48 

（FRRDDS48） 

32 

H'FFBF F6C0 FlexRay データセクションリードレジスタ 49 

（FRRDDS49） 

32 

H'FFBF F6C4 FlexRay データセクションリードレジスタ 50 

（FRRDDS50） 

32 
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H'FFBF F6C8 FlexRay データセクションリードレジスタ 51 

（FRRDDS51） 

32 

H'FFBF F6CC FlexRay データセクションリードレジスタ 52 

（FRRDDS52） 

32 

H'FFBF F6D0 FlexRay データセクションリードレジスタ 53 

（FRRDDS53） 

32 

H'FFBF F6D4 FlexRay データセクションリードレジスタ 54 

（FRRDDS54） 

32 

H'FFBF F6D8 FlexRay データセクションリードレジスタ 55 

（FRRDDS55） 

32 

H'FFBF F6DC FlexRay データセクションリードレジスタ 56 

（FRRDDS56） 

32 

H'FFBF F6E0 FlexRay データセクションリードレジスタ 57 

（FRRDDS57） 

32 

H'FFBF F6E4 FlexRay データセクションリードレジスタ 58 

（FRRDDS58） 

32 

H'FFBF F6E8 FlexRay データセクションリードレジスタ 59 

（FRRDDS59） 

32 

H'FFBF F6EC FlexRay データセクションリードレジスタ 60 

（FRRDDS60） 

32 

H'FFBF F6F0 FlexRay データセクションリードレジスタ 61 

（FRRDDS61） 

32 

H'FFBF F6F4 FlexRay データセクションリードレジスタ 62 

（FRRDDS62） 

32 

H'FFBF F6F8 FlexRay データセクションリードレジスタ 63 

（FRRDDS63） 

32 

H'FFBF F6FC FlexRay データセクションリードレジスタ 64 

（FRRDDS64） 

32 

H'FFBF F700 FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 1 

（FRRDHS1） 

32 

H'FFBF F704 FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 2 

（FRRDHS2） 

32 

H'FFBF F708 FlexRay ヘッダセクションリードレジスタ 3 

（FRRDHS3） 

32 

H'FFBF F70C FlexRay メッセージバッファステータスレジスタ 

（FRMBS） 

32 

H'FFBF F710 FlexRay 出力バッファコマンドマスクレジスタ 

（FROBCM） 

32 

H'FFBF F714 FlexRay 出力バッファコマンド要求レジスタ 

（FROBCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFE E000 I2C バスコントロールレジスタ 1

（ICCR1） 

I2C バスコントロールレジスタ 2

（ICCR2） 

I2C バスモードレジスタ 

（ICMR） 

I2C バスインタラプトイネーブル 

レジスタ（ICIER） 

8 

H'FFFE E004 I2C バスステータスレジスタ

（ICSR） 

I2C バススレーブアドレス 

レジスタ（ICSAR） 

I2C バス送信データレジスタ

（ICDRT） 

I2C バス受信データレジスタ

（ICDRR） 

8 

H'FFFE E008 I2C バス NF2CYC レジスタ

（ICNF2CYC） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFE F000 DRO 割り込み要求ステータス 

レジスタ（DROIST） 

DRO 割り込み要求許可レジスタ

（DROIEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, 8/16, -, -

H'FFFE F004 DRO 動作モードレジスタ 

（DROMOD） 

DRO 出力制御レジスタ 

（DROCNT） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 
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H'FFFE F008 DRO 出力データ数カウンタ 

（DRODCT） 

32 

H'FFFE F00C DRO アドレスカウンタ 

（DROADRCT） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 1000 ウオッチドッグタイマストップタイムレジスタ 

（WDTST） 

32 

H'FFFF 1004 ウオッチドッグタイマコントロール/ステータスレジスタ 

（WDTCSR） 

32 

H'FFFF 1008 ウオッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ 

（WDTBST） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 1010 ウオッチドッグタイマカウンタ 

（WDTCNT） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 1018 ウオッチドッグタイマベースカウンタ 

（WDTBCNT） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 2000 （使用禁止領域） モードコントローラレジスタ 

（MDCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） -, 8, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 2800 モジュールストップレジスタ 0 

（MSTPCR0） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 2810 発振ステータスレジスタ 

（OSCSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF 2814 発振コントロールレジスタ

（OSCCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3000 PSEL イベント選択レジスタ

（PSLCTRL） 

PSEL 出力クロック分周設定 

レジスタ（PSLPRE） 

PSEL チャネル数選択レジスタ

（PSLSEL） 

PSEL 出力極性制御レジスタ

（PSLPOL） 

8/16/32 

H'FFFF 3004 PSEL トリガレジスタ（PSLTRIG） （使用禁止領域） PSEL ステータスレジスタ

（PSLSTATUS） 

（使用禁止領域） 8 -, 8, - 

H'FFFF 3008 PSEL クロック A 遅延レジスタ 

（PSLDLYA） 

PSEL クロック B 遅延レジスタ 

（PSLDLYB） 

16/32 

H'FFFF 300C PSEL クリア遅延期間レジスタ 

（PSLCLRD） 

PSEL クリア制御レジスタ 

（PSLCLRC） 

16/32 

H'FFFF 3010 PSEL データバッファ 0・1 

レジスタ（PSLDT0001） 

PSEL データバッファ 2・3 

レジスタ（PSLDT0203） 

PSEL データバッファ 4・5 

レジスタ（PSLDT0405） 

PSEL データバッファ 6・7 

レジスタ（PSLDT0607） 

8 

H'FFFF 3014 PSEL データバッファ 8・9 

レジスタ（PSLDT0809） 

PSEL データバッファ 10・11 

レジスタ（PSLDT1011） 

PSEL データバッファ 12・13 

レジスタ（PSLDT1213） 

PSEL データバッファ 14・15 

レジスタ（PSLDT1415） 

8 

H'FFFF 3018 PSEL データ初期値レジスタ

（PSLINIT） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3400 PDAC 強制停止レジスタ

（PDISTOP） 

PDAC 基本分解能設定レジスタ

（PDIPRE） 

PDAC 制御周期イベント選択 

レジスタ（PDICPT） 

（使用禁止領域） 8/16, 8/16, 8, 

- 

H'FFFF 3404 PDAC ステータスレジスタ

（PDISTATUS） 

PDAC ステータスレジスタ A

（PDISTAA） 

PDAC ステータスレジスタ B

（PDISTAB） 

PDAC ステータスレジスタ C

（PDISTAC） 

8/16/32 

H'FFFF 3408 PDAC 割り込み制御レジスタ

（PDIINT） 

（使用禁止領域） PDAC 書き込み信号期間調整レジスタ 

（PDIWRC） 

8, -, 8/16 
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H'FFFF 340C PDAC 待ち時間制御レジスタ 

（PDIWTEN） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF 3410 PDAC 出力イベント選択 A レジスタ 

（PDISELA） 

PDAC 出力イベント選択 B レジスタ 

（PDISELB） 

16/32 

H'FFFF 3414 PDAC 出力イベント選択 C レジスタ 

（PDISELC） 

PDAC 出力イベント選択 D レジスタ 

（PDISELD） 

16/32 

H'FFFF 3418 PDAC 出力イベント選択 E レジスタ 

（PDISELE） 

PDAC 出力イベント選択 F レジスタ 

（PDISELF） 

16/32 

H'FFFF 341C PDAC 出力イベント選択 G レジスタ 

（PDISELG） 

PDAC 出力イベント選択 H レジスタ 

（PDISELH） 

16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3430 PDAC 変調 A 立ち上がり 

ステップ数レジスタ（PDIRSA） 

PDAC 変調 A 立ち下がり 

ステップ数レジスタ（PDIFSA） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, 8/16, -, -

H'FFFF 3434 PDAC 変調 A 立ち上がり初期値レジスタ 

（PDIRIA） 

PDAC 変調 A 立ち下がり初期値レジスタ 

（PDIFIA） 

16/32 

H'FFFF 3438 PDAC 変調 A 立ち上がりデルタ値レジスタ 

（PDIRDA） 

PDAC 変調 A 立ち下がりデルタ値レジスタ 

（PDIFDA） 

16/32 

H'FFFF 343C PDAC 変調 A 出力開始待ち時間レジスタ 

（PDIWT0A） 

PDAC 変調 A 立ち上がり後待ち時間レジスタ 

（PDIWT1A） 

16/32 

H'FFFF 3440 PDAC 変調 A 立ち下がり後待ち時間レジスタ 

（PDIWT2A） 

PDAC 変調 A 繰り返し回数 

レジスタ（PDIREPA） 

（使用禁止領域） 16, 8/, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3450 PDAC 変調 B 立ち上がり 

ステップ数レジスタ（PDIRSB） 

PDAC 変調 B 立ち下がり 

ステップ数レジスタ（PDIFSB） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, 8/16, -, -

H'FFFF 3454 PDAC 変調 B 立ち上がり初期値レジスタ 

（PDIRIB） 

PDAC 変調 B 立ち下がり初期値レジスタ 

（PDIFIB） 

16/32 

H'FFFF 3458 PDAC 変調 B 立ち上がりデルタ値レジスタ 

（PDIRDB） 

PDAC 変調 B 立ち下がりデルタ値レジスタ 

（PDIFDB） 

16/32 

H'FFFF 345C PDAC 変調 B 出力開始待ち時間レジスタ 

（PDIWT0B） 

PDAC 変調 B 立ち上がり後待ち時間レジスタ 

（PDIWT1B） 

16/32 

H'FFFF 3460 PDAC 変調 B 立ち下がり後待ち時間レジスタ 

（PDIWT2B） 

PDAC 変調 B 繰り返し回数 

レジスタ（PDIREPB） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3470 PDAC 変調 C 立ち上がりステップ数レジスタ 

（PDIRSC） 

PDAC 変調 C 立ち下がりステップ数レジスタ 

（PDIFSC） 

16/32 

H'FFFF 3474 PDAC 変調 C 立ち上がり初期値レジスタ 

（PDIRIC） 

PDAC 変調 C 立ち下がり初期値レジスタ 

（PDIFIC） 

16/32 

H'FFFF 3478 PDAC 変調 C 立ち上がりデルタ値レジスタ 

（PDIRDC） 

PDAC 変調 C 立ち下がりデルタ値レジスタ 

（PDIFDC） 

16/32 

H'FFFF 347C PDAC 変調 C 出力開始待ち時間レジスタ 

（PDIWT0C） 

PDAC 変調 C 立ち上がり後待ち時間レジスタ 

（PDIWT1C） 

16/32 

H'FFFF 3480 PDAC 変調 C 立ち下がり後待ち時間レジスタ 

（PDIWT2C） 

PDAC 変調 C 繰り返し回数 

レジスタ（PDIREPC） 

（使用禁止領域） 16, 8, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3800 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 1（PDIRTA1） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レ

ジスタ 2（PDIRTA2） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 3（PDIRTA3） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 4（PDIRTA4） 

8/16/32 

H'FFFF 3804 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 5（PDIRTA5） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レ

ジスタ 6（PDIRTA6） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 7（PDIRTA7） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 8（PDIRTA8） 

8/16/32 

H'FFFF 3808 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 9（PDIRTA9） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レ

ジスタ 10（PDIRTA10） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 11（PDIRTA11） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 12（PDIRTA12） 

8/16/32 

H'FFFF 380C PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 13（PDIRTA13） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間レ

ジスタ 14（PDIRTA14） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 15（PDIRTA15） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 16（PDIRTA16） 

8/16/32 
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H'FFFF 3810 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 17（PDIRTA17） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 18（PDIRTA18） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 19（PDIRTA19） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 20（PDIRTA20） 

8/16/32 

H'FFFF 3814 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 21（PDIRTA21） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 22（PDIRTA22） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 23（PDIRTA23） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 24（PDIRTA24） 

8/16/32 

H'FFFF 3818 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 25（PDIRTA25） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 26（PDIRTA26） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 27（PDIRTA27） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 28（PDIRTA28） 

8/16/32 

H'FFFF 381C PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 29（PDIRTA29） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 30（PDIRTA30） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 31（PDIRTA31） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 32（PDIRTA32） 

8/16/32 

H'FFFF 3820 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 33（PDIRTA33） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 34（PDIRTA34） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 35（PDIRTA35） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 36（PDIRTA36） 

8/16/32 

H'FFFF 3824 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 37（PDIRTA37） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 38（PDIRTA38） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 39（PDIRTA39） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 40（PDIRTA40） 

8/16/32 

H'FFFF 3828 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 41（PDIRTA41） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 42（PDIRTA42） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 43（PDIRTA43） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 44（PDIRTA44） 

8/16/32 

H'FFFF 382C PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 45（PDIRTA45） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 46（PDIRTA46） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 47（PDIRTA47） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 48（PDIRTA48） 

8/16/32 

H'FFFF 3830 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 49（PDIRTA49） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 50（PDIRTA50） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 51（PDIRTA51） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 52（PDIRTA52） 

8/16/32 

H'FFFF 3834 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 53（PDIRTA53） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 54（PDIRTA54） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 55（PDIRTA55） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 56（PDIRTA56） 

8/16/32 

H'FFFF 3838 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 57（PDIRTA57） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 58（PDIRTA58） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 59（PDIRTA59） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 60（PDIRTA60） 

8/16/32 

H'FFFF 383C PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 61（PDIRTA61） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 62（PDIRTA62） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 63（PDIRTA63） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 64（PDIRTA64） 

8/16/32 

H'FFFF 3840 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 65（PDIRTA65） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 66（PDIRTA66） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 67（PDIRTA67） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 68（PDIRTA68） 

8/16/32 

H'FFFF 3844 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 69（PDIRTA69） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 70（PDIRTA70） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 71（PDIRTA71） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 72（PDIRTA72） 

8/16/32 

H'FFFF 3848 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 73（PDIRTA73） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 74（PDIRTA74） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 75（PDIRTA75） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 76（PDIRTA76） 

8/16/32 

H'FFFF 384C PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 77（PDIRTA77） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 78（PDIRTA78） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 79（PDIRTA79） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 80（PDIRTA80） 

8/16/32 

H'FFFF 3850 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 81（PDIRTA81） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 82（PDIRTA82） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 83（PDIRTA83） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 84（PDIRTA84） 

8/16/32 

H'FFFF 3854 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 85（PDIRTA85） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 86（PDIRTA86） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 87（PDIRTA87） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 88（PDIRTA88） 

8/16/32 

H'FFFF 3858 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 89（PDIRTA89） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 90（PDIRTA90） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 91（PDIRTA91） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 92（PDIRTA92） 

8/16/32 

H'FFFF 385C PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 93（PDIRTA93） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 94（PDIRTA94） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 95（PDIRTA95） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 96（PDIRTA96） 

8/16/32 

H'FFFF 3860 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 97（PDIRTA97） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 98（PDIRTA98） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 99（PDIRTA99） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 100（PDIRTA100） 

8/16/32 

H'FFFF 3864 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 101（PDIRTA101） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 102（PDIRTA102） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 103（PDIRTA103） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 104（PDIRTA104） 

8/16/32 

H'FFFF 3868 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 105（PDIRTA105） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 106（PDIRTA106） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 107（PDIRTA107） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 108（PDIRTA108） 

8/16/32 

H'FFFF 386C PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 109（PDIRTA109） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 110（PDIRTA110） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 111（PDIRTA111） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 112（PDIRTA112） 

8/16/32 

H'FFFF 3870 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 113（PDIRTA113） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 114（PDIRTA114） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 115（PDIRTA115） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 116（PDIRTA116） 

8/16/32 

H'FFFF 3874 PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 117（PDIRTA117） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 118（PDIRTA118） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間

レジスタ 119（PDIRTA119） 

PDAC 変調 A 立ち上がり出力時間 

レジスタ 120（PDIRTA120） 

8/16/32 
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～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3880 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 1（PDIFTA1） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 2（PDIFTA2） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 3（PDIFTA3） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 4（PDIFTA4） 

8/16/32 

H'FFFF 3884 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 5（PDIFTA5） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 6（PDIFTA6） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 7（PDIFTA7） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 8（PDIFTA8） 

8/16/32 

H'FFFF 3888 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 9（PDIFTA9） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 10（PDIFTA10） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 11（PDIFTA11） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 12（PDIFTA12） 

8/16/32 

H'FFFF 388C PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 13（PDIFTA13） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 14（PDIFTA14） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 15（PDIFTA15） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 16（PDIFTA16） 

8/16/32 

H'FFFF 3890 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 17（PDIFTA17） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 18（PDIFTA18） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 19（PDIFTA19） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 20（PDIFTA20） 

8/16/32 

H'FFFF 3894 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 21（PDIFTA21） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 22（PDIFTA22） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 23（PDIFTA23） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 24（PDIFTA24） 

8/16/32 

H'FFFF 3898 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 25（PDIFTA25） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 26（PDIFTA26） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 27（PDIFTA27） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 28（PDIFTA28） 

8/16/32 

H'FFFF 389C PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 29（PDIFTA29） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 30（PDIFTA30） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 31（PDIFTA31） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 32（PDIFTA32） 

8/16/32 

H'FFFF 38A0 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 33（PDIFTA33） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 34（PDIFTA34） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 35（PDIFTA35） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 36（PDIFTA36） 

8/16/32 

H'FFFF 38A4 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 37（PDIFTA37） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 38（PDIFTA38） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 39（PDIFTA39） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 40（PDIFTA40） 

8/16/32 

H'FFFF 38A8 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 41（PDIFTA41） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 42（PDIFTA42） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 43（PDIFTA43） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 44（PDIFTA44） 

8/16/32 

H'FFFF 38AC PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 45（PDIFTA45） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 46（PDIFTA46） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 47（PDIFTA47） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 48（PDIFTA48） 

8/16/32 

H'FFFF 38B0 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 49（PDIFTA49） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 50（PDIFTA50） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 51（PDIFTA51） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 52（PDIFTA52） 

8/16/32 

H'FFFF 38B4 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 53（PDIFTA53） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 54（PDIFTA54） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 55（PDIFTA55） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 56（PDIFTA56） 

8/16/32 

H'FFFF 38B8 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 57（PDIFTA57） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 58（PDIFTA58） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 59（PDIFTA59） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 60（PDIFTA60） 

8/16/32 

H'FFFF 38BC PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 61（PDIFTA61） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 62（PDIFTA62） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 63（PDIFTA63） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 64（PDIFTA64） 

8/16/32 

H'FFFF 38C0 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 65（PDIFTA65） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 66（PDIFTA66） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 67（PDIFTA67） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 68（PDIFTA68） 

8/16/32 

H'FFFF 38C4 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 69（PDIFTA69） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 70（PDIFTA70） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 71（PDIFTA71） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 72（PDIFTA72） 

8/16/32 

H'FFFF 38C8 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 73（PDIFTA73） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 74（PDIFTA74） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 75（PDIFTA75） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 76（PDIFTA76） 

8/16/32 

H'FFFF 38CC PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 77（PDIFTA77） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 78（PDIFTA78） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 79（PDIFTA79） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 80（PDIFTA80） 

8/16/32 

H'FFFF 38D0 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 81（PDIFTA81） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 82（PDIFTA82） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 83（PDIFTA83） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 84（PDIFTA84） 

8/16/32 

H'FFFF 38D4 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 85（PDIFTA85） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 86（PDIFTA86） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 87（PDIFTA87） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 88（PDIFTA88） 

8/16/32 

H'FFFF 38D8 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 89（PDIFTA89） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 90（PDIFTA90） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 91（PDIFTA91） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 92（PDIFTA92） 

8/16/32 

H'FFFF 38DC PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 93（PDIFTA93） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 94（PDIFTA94） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 95（PDIFTA95） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 96（PDIFTA96） 

8/16/32 

H'FFFF 38E0 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 97（PDIFTA97） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 98（PDIFTA98） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 99（PDIFTA99） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 100（PDIFTA100） 

8/16/32 
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H'FFFF 38E4 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 101（PDIFTA101） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 102（PDIFTA102） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 103（PDIFTA103） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 104（PDIFTA104） 

8/16/32 

H'FFFF 38E8 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 105（PDIFTA105） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 106（PDIFTA106） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 107（PDIFTA107） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 108（PDIFTA108） 

8/16/32 

H'FFFF 38EC PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 109（PDIFTA109） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 110（PDIFTA110） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 111（PDIFTA111） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 112（PDIFTA112） 

8/16/32 

H'FFFF 38F0 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 113（PDIFTA113） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 114（PDIFTA114） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 115（PDIFTA115） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 116（PDIFTA116） 

8/16/32 

H'FFFF 38F4 PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 117（PDIFTA117） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 118（PDIFTA118） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間

レジスタ 119（PDIFTA119） 

PDAC 変調 A 立ち下がり出力時間 

レジスタ 120（PDIFTA120） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3900 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 1（PDIRTB1） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 2（PDIRTB2） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 3（PDIRTB3） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 4（PDIRTB4） 

8/16/32 

H'FFFF 3904 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 5（PDIRTB5） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 6（PDIRTB6） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 7（PDIRTB7） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 8（PDIRTB8） 

8/16/32 

H'FFFF 3908 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 9（PDIRTB9） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 10（PDIRTB10） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 11（PDIRTB11） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 12（PDIRTB12） 

8/16/32 

H'FFFF 390C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 13（PDIRTB13） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 14（PDIRTB14） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 15（PDIRTB15） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 16（PDIRTB16） 

8/16/32 

H'FFFF 3910 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 17（PDIRTB17） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 18（PDIRTB18） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 19（PDIRTB19） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 20（PDIRTB20） 

8/16/32 

H'FFFF 3914 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 21（PDIRTB21） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 22（PDIRTB22） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 23（PDIRTB23） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 24（PDIRTB24） 

8/16/32 

H'FFFF 3918 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 25（PDIRTB25） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 26（PDIRTB26） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 27（PDIRTB27） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 28（PDIRTB28） 

8/16/32 

H'FFFF 391C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 29（PDIRTB29） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 30（PDIRTB30） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 31（PDIRTB31） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 32（PDIRTB32） 

8/16/32 

H'FFFF 3920 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 33（PDIRTB33） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 34（PDIRTB34） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 35（PDIRTB35） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 36（PDIRTB36） 

8/16/32 

H'FFFF 3924 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 37（PDIRTB37） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 38（PDIRTB38） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 39（PDIRTB39） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 40（PDIRTB40） 

8/16/32 

H'FFFF 3928 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 41（PDIRTB41） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 42（PDIRTB42） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 43（PDIRTB43） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 44（PDIRTB44） 

8/16/32 

H'FFFF 392C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 45（PDIRTB45） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 46（PDIRTB46） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 47（PDIRTB47） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 48（PDIRTB48） 

8/16/32 

H'FFFF 3930 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 49（PDIRTB49） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 50（PDIRTB50） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 51（PDIRTB51） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 52（PDIRTB52） 

8/16/32 

H'FFFF 3934 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 53（PDIRTB53） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 54（PDIRTB54） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 55（PDIRTB55） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 56（PDIRTB56） 

8/16/32 

H'FFFF 3938 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 57（PDIRTB57） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間レ

ジスタ 58（PDIRTB58） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 59（PDIRTB59） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 60（PDIRTB60） 

8/16/32 

H'FFFF 393C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 61（PDIRTB61） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 62（PDIRTB62） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 63（PDIRTB63） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 64（PDIRTB64） 

8/16/32 

H'FFFF 3940 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 65（PDIRTB65） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 66（PDIRTB66） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 67（PDIRTB67） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 68（PDIRTB68） 

8/16/32 

H'FFFF 3944 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 69（PDIRTB69） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 70（PDIRTB70） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 71（PDIRTB71） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 72（PDIRTB72） 

8/16/32 

H'FFFF 3948 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 73（PDIRTB73） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 74（PDIRTB74） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 75（PDIRTB75） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 76（PDIRTB76） 

8/16/32 

H'FFFF 394C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 77（PDIRTB77） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 78（PDIRTB78） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 79（PDIRTB79） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 80（PDIRTB80） 

8/16/32 
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H'FFFF 3950 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 81（PDIRTB81） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 82（PDIRTB82） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 83（PDIRTB83） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 84（PDIRTB84） 

8/16/32 

H'FFFF 3954 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 85（PDIRTB85） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 86（PDIRTB86） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 87（PDIRTB87） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 88（PDIRTB88） 

8/16/32 

H'FFFF 3958 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 89（PDIRTB89） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 90（PDIRTB90） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 91（PDIRTB91） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 92（PDIRTB92） 

8/16/32 

H'FFFF 395C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 93（PDIRTB93） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 94（PDIRTB94） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 95（PDIRTB95） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 96（PDIRTB96） 

8/16/32 

H'FFFF 3960 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 97（PDIRTB97） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 98（PDIRTB98） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 99（PDIRTB99） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 100（PDIRTB100） 

8/16/32 

H'FFFF 3964 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 101（PDIRTB101） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 102（PDIRTB102） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 103（PDIRTB103） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 104（PDIRTB104） 

8/16/32 

H'FFFF 3968 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 105（PDIRTB105） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 106（PDIRTB106） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 107（PDIRTB107） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 108（PDIRTB108） 

8/16/32 

H'FFFF 396C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 109（PDIRTB109） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 110（PDIRTB110） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 111（PDIRTB111） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 112（PDIRTB112） 

8/16/32 

H'FFFF 3970 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 113（PDIRTB113） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 114（PDIRTB114） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 115（PDIRTB115） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 116（PDIRTB116） 

8/16/32 

H'FFFF 3974 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 117（PDIRTB117） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 118（PDIRTB118） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 119（PDIRTB119） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 120（PDIRTB120） 

8/16/32 

H'FFFF 3978 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 121（PDIRTB121） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 122（PDIRTB122） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 123（PDIRTB123） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 124（PDIRTB124） 

8/16/32 

H'FFFF 397C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 125（PDIRTB125） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 126（PDIRTB126） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 127（PDIRTB127） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 128（PDIRTB128） 

8/16/32 

H'FFFF 3980 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 129（PDIRTB129） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 130（PDIRTB130） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 131（PDIRTB131） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 132（PDIRTB132） 

8/16/32 

H'FFFF 3984 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 133（PDIRTB133） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 134（PDIRTB134） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 135（PDIRTB135） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 136（PDIRTB136） 

8/16/32 

H'FFFF 3988 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 137（PDIRTB137） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 138（PDIRTB138） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 139（PDIRTB139） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 140（PDIRTB140） 

8/16/32 

H'FFFF 398C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 141（PDIRTB141） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 142（PDIRTB142） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 143（PDIRTB143） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 144（PDIRTB144） 

8/16/32 

H'FFFF 3990 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 145（PDIRTB145） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 146（PDIRTB146） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 147（PDIRTB147） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 148（PDIRTB148） 

8/16/32 

H'FFFF 3994 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 149（PDIRTB149） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 150（PDIRTB150） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 151（PDIRTB151） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 152（PDIRTB152） 

8/16/32 

H'FFFF 3998 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 153（PDIRTB153） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 154（PDIRTB154） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 155（PDIRTB155） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 156（PDIRTB156） 

8/16/32 

H'FFFF 399C PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 157（PDIRTB157） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 158（PDIRTB158） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 159（PDIRTB159） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 160（PDIRTB160） 

8/16/32 

H'FFFF 39A0 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 161（PDIRTB161） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 162（PDIRTB162） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 163（PDIRTB163） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 164（PDIRTB164） 

8/16/32 

H'FFFF 39A4 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 165（PDIRTB165） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 166（PDIRTB166） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 167（PDIRTB167） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 168（PDIRTB168） 

8/16/32 

H'FFFF 39A8 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 169（PDIRTB169） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 170（PDIRTB170） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 171（PDIRTB171） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 172（PDIRTB172） 

8/16/32 

H'FFFF 39AC PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 173（PDIRTB173） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 174（PDIRTB174） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 175（PDIRTB175） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 176（PDIRTB176） 

8/16/32 

H'FFFF 39B0 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 177（PDIRTB177） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 178（PDIRTB178） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 179（PDIRTB179） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 180（PDIRTB180） 

8/16/32 

H'FFFF 39B4 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 181（PDIRTB181） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 182（PDIRTB182） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 183（PDIRTB183） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 184（PDIRTB184） 

8/16/32 
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H'FFFF 39B8 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 185（PDIRTB185） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 186（PDIRTB186） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 187（PDIRTB187） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 188（PDIRTB188） 

8/16/32 

H'FFFF 39BC PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 189（PDIRTB189） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 190（PDIRTB190） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 191（PDIRTB191） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 192（PDIRTB192） 

8/16/32 

H'FFFF 39C0 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 193（PDIRTB193） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 194（PDIRTB194） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 195（PDIRTB195） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 196（PDIRTB196） 

8/16/32 

H'FFFF 39C4 PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 197（PDIRTB197） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 198（PDIRTB198） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間

レジスタ 199（PDIRTB199） 

PDAC 変調 B 立ち上がり出力時間 

レジスタ 200（PDIRTB200） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3A00 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 1（PDIFTB1） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 2（PDIFTB2） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 3（PDIFTB3） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 4（PDIFTB4） 

8/16/32 

H'FFFF 3A04 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 5（PDIFTB5） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 6（PDIFTB6） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 7（PDIFTB7） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 8（PDIFTB8） 

8/16/32 

H'FFFF 3A08 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 9（PDIFTB9） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 10（PDIFTB10） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 11（PDIFTB11） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 12（PDIFTB12） 

8/16/32 

H'FFFF 3A0C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 13（PDIFTB13） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 14（PDIFTB14） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 15（PDIFTB15） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 16（PDIFTB16） 

8/16/32 

H'FFFF 3A10 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 17（PDIFTB17） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 18（PDIFTB18） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 19（PDIFTB19） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 20（PDIFTB20） 

8/16/32 

H'FFFF 3A14 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 21（PDIFTB21） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 22（PDIFTB22） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 23（PDIFTB23） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 24（PDIFTB24） 

8/16/32 

H'FFFF 3A18 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 25（PDIFTB25） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 26（PDIFTB26） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 27（PDIFTB27） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 28（PDIFTB28） 

8/16/32 

H'FFFF 3A1C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 29（PDIFTB29） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 30（PDIFTB30） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 31（PDIFTB31） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 32（PDIFTB32） 

8/16/32 

H'FFFF 3A20 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 33（PDIFTB33） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 34（PDIFTB34） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 35（PDIFTB35） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 36（PDIFTB36） 

8/16/32 

H'FFFF 3A24 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 37（PDIFTB37） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 38（PDIFTB38） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 39（PDIFTB39） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 40（PDIFTB40） 

8/16/32 

H'FFFF 3A28 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 41（PDIFTB41） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 42（PDIFTB42） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 43（PDIFTB43） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 44（PDIFTB44） 

8/16/32 

H'FFFF 3A2C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 45（PDIFTB45） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 46（PDIFTB46） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 47（PDIFTB47） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 48（PDIFTB48） 

8/16/32 

H'FFFF 3A30 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 49（PDIFTB49） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 50（PDIFTB50） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 51（PDIFTB51） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 52（PDIFTB52） 

8/16/32 

H'FFFF 3A34 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 53（PDIFTB53） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 54（PDIFTB54） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 55（PDIFTB55） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 56（PDIFTB56） 

8/16/32 

H'FFFF 3A38 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 57（PDIFTB57） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 58（PDIFTB58） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 59（PDIFTB59） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 60（PDIFTB60） 

8/16/32 

H'FFFF 3A3C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 61（PDIFTB61） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 62（PDIFTB62） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 63（PDIFTB63） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 64（PDIFTB64） 

8/16/32 

H'FFFF 3A40 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 65（PDIFTB65） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 66（PDIFTB66） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 67（PDIFTB67） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 68（PDIFTB68） 

8/16/32 

H'FFFF 3A44 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 69（PDIFTB69） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 70（PDIFTB70） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 71（PDIFTB71） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 72（PDIFTB72） 

8/16/32 

H'FFFF 3A48 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 73（PDIFTB73） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 74（PDIFTB74） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 75（PDIFTB75） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 76（PDIFTB76） 

8/16/32 

H'FFFF 3A4C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 77（PDIFTB77） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 78（PDIFTB78） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 79（PDIFTB79） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 80（PDIFTB80） 

8/16/32 

H'FFFF 3A50 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 81（PDIFTB81） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 82（PDIFTB82） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 83（PDIFTB83） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 84（PDIFTB84） 

8/16/32 
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H'FFFF 3A54 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 85（PDIFTB85） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 86（PDIFTB86） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 87（PDIFTB87） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 88（PDIFTB88） 

8/16/32 

H'FFFF 3A58 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 89（PDIFTB89） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 90（PDIFTB90） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 91（PDIFTB91） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 92（PDIFTB92） 

8/16/32 

H'FFFF 3A5C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 93（PDIFTB93） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 94（PDIFTB94） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 95（PDIFTB95） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 96（PDIFTB96） 

8/16/32 

H'FFFF 3A60 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 97（PDIFTB97） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 98（PDIFTB98） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 99（PDIFTB99） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 100（PDIFTB100） 

8/16/32 

H'FFFF 3A64 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 101（PDIFTB101） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 102（PDIFTB102） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 103（PDIFTB103） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 104（PDIFTB104） 

8/16/32 

H'FFFF 3A68 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 105（PDIFTB105） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 106（PDIFTB106） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 107（PDIFTB107） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 108（PDIFTB108） 

8/16/32 

H'FFFF 3A6C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 109（PDIFTB109） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 110（PDIFTB110） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 111（PDIFTB111） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 112（PDIFTB112） 

8/16/32 

H'FFFF 3A70 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 113（PDIFTB113） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 114（PDIFTB114） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 115（PDIFTB115） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 116（PDIFTB116） 

8/16/32 

H'FFFF 3A74 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 117（PDIFTB117） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 118（PDIFTB118） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 119（PDIFTB119） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 120（PDIFTB120） 

8/16/32 

H'FFFF 3A78 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 121（PDIFTB121） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 122（PDIFTB122） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 123（PDIFTB123） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 124（PDIFTB124） 

8/16/32 

H'FFFF 3A7C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 125（PDIFTB125） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 126（PDIFTB126） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 127（PDIFTB127） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 128（PDIFTB128） 

8/16/32 

H'FFFF 3A80 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 129（PDIFTB129） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 130（PDIFTB130） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 131（PDIFTB131） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 132（PDIFTB132） 

8/16/32 

H'FFFF 3A84 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 133（PDIFTB133） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 134（PDIFTB134） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 135（PDIFTB135） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 136（PDIFTB136） 

8/16/32 

H'FFFF 3A88 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 137（PDIFTB137） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 138（PDIFTB138） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 139（PDIFTB139） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 140（PDIFTB140） 

8/16/32 

H'FFFF 3A8C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 141（PDIFTB141） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 142（PDIFTB142） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 143（PDIFTB143） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 144（PDIFTB144） 

8/16/32 

H'FFFF 3A90 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 145（PDIFTB145） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 146（PDIFTB146） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 147（PDIFTB147） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 148（PDIFTB148） 

8/16/32 

H'FFFF 3A94 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 149（PDIFTB149） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 150（PDIFTB150） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 151（PDIFTB151） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 152（PDIFTB152） 

8/16/32 

H'FFFF 3A98 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 153（PDIFTB153） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 154（PDIFTB154） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 155（PDIFTB155） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 156（PDIFTB156） 

8/16/32 

H'FFFF 3A9C PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 157（PDIFTB157） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 158（PDIFTB158） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 159（PDIFTB159） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 160（PDIFTB160） 

8/16/32 

H'FFFF 3AA0 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 161（PDIFTB161） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 162（PDIFTB162） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 163（PDIFTB163） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 164（PDIFTB164） 

8/16/32 

H'FFFF 3AA4 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 165（PDIFTB165） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 166（PDIFTB166） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 167（PDIFTB167） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 168（PDIFTB168） 

8/16/32 

H'FFFF 3AA8 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 169（PDIFTB169） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 170（PDIFTB170） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 171（PDIFTB171） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 172（PDIFTB172） 

8/16/32 

H'FFFF 3AAC PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 173（PDIFTB173） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 174（PDIFTB174） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 175（PDIFTB175） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 176（PDIFTB176） 

8/16/32 

H'FFFF 3AB0 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 177（PDIFTB177） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 178（PDIFTB178） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 179（PDIFTB179） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 180（PDIFTB180） 

8/16/32 

H'FFFF 3AB4 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 181（PDIFTB181） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 182（PDIFTB182） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 183（PDIFTB183） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 184（PDIFTB184） 

8/16/32 

H'FFFF 3AB8 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 185（PDIFTB185） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 186（PDIFTB186） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 187（PDIFTB187） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 188（PDIFTB188） 

8/16/32 
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H'FFFF 3ABC PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 189（PDIFTB189） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 190（PDIFTB190） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 191（PDIFTB191） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 192（PDIFTB192） 

8/16/32 

H'FFFF 3AC0 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 193（PDIFTB193） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 194（PDIFTB194） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 195（PDIFTB195） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 196（PDIFTB196） 

8/16/32 

H'FFFF 3AC4 PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 197（PDIFTB197） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 198（PDIFTB198） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間

レジスタ 199（PDIFTB199） 

PDAC 変調 B 立ち下がり出力時間 

レジスタ 200（PDIFTB200） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3B00～

H'FFFF 3D57 

PDAC 変調 C 立ち上がり出力時間レジスタ 1～600 

（PDIRTC1～PDIRTC600） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 3D80～

H'FFFF 3FD7 

PDAC 変調 C 立ち下がり出力時間レジスタ 1～600 

（PDIFTC1～PDIFTC600） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 4000 A/D0 コントロールレジスタ

（AD0CSR） 

（使用禁止領域） A/D0 変換ステータスレジスタ

（AD0REF） 

（使用禁止領域） 8, -, 8, - 

H'FFFF 4004 A/D0 割り込みトリガイネーブルレジスタ 

（AD0TRE） 

A/D0 割り込みトリガ処理終了フラグレジスタ 

（AD0TRF） 

8/16 

H'FFFF 4008 A/D0 割り込みトリガソース選択レジスタ 

（AD0TRS） 

A/D0 割り込みソフトトリガレジスタ 

（AD0STRG） 

8/16 

H'FFFF 400C A/D0 割り込みトリガ処理終了割り込みイネーブルレジスタ 

（AD0TRD） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 401C A/D0 変換値加算モード選択 

レジスタ（AD0ADS） 

（使用禁止領域） A/D0 変換値加算回数選択レジスタ

（AD0ADC） 

（使用禁止領域） 8, -, 8, - 

H'FFFF 4020 A/D0 チャネル選択レジスタ 

（AD0ANS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 4030 A/D0 コントロール拡張レジスタ 

（AD0CER） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 403C （使用禁止領域） （使用禁止領域） A/D0 データレジスタ DIAG0 

（AD0DRD） 

-, -, 16 

H'FFFF 4040 A/D0 データレジスタ 0 

（AD0DR0） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF 4044 A/D0 データレジスタ 2 

（AD0DR2） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF 4048 A/D0 データレジスタ 4 

（AD0DR4） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF 404C A/D0 データレジスタ 6 

（AD0DR6） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF 4050 A/D0 データレジスタ 8 

（AD0DR8） 

A/D0 データレジスタ 9 

（AD0DR9） 

16 

H'FFFF 4054 A/D0 データレジスタ 10（AD0DR10） A/D0 データレジスタ 11 

（AD0DR11） 

16 

H'FFFF 4058 A/D0 データレジスタ 12 

（AD0DR12） 

A/D0 データレジスタ 13 

（AD0DR13） 

16 

H'FFFF 405C A/D0 データレジスタ 14 

（AD0DR14） 

A/D0 データレジスタ 15 

（AD0DR15） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 4400 A/D1 コントロールレジスタ

（AD1CSR） 

（使用禁止領域） A/D1 変換ステータスレジスタ

（AD1REF） 

（使用禁止領域） 8, -, 8, - 
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～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 4410 A/D1 割り込みトリガイネーブル 

レジスタ（AD1TRE） 

（使用禁止領域） A/D1 割り込みトリガ処理終了 

フラグレジスタ（AD1TRF） 

（使用禁止領域） 8, -, 8, - 

H'FFFF 4414 A/D1 割り込みトリガソース選択 

レジスタ（AD1TRS） 

（使用禁止領域） A/D1 割り込みソフトトリガ 

レジスタ（AD1STRG） 

（使用禁止領域） 8, -, 8, - 

H'FFFF 4418 A/D1 割り込みトリガ処理終了 

割り込みイネーブルレジスタ

（AD1TRD） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF 441C A/D1 変換値加算モード選択 

レジスタ（AD1ADS） 

（使用禁止領域） A/D1 変換値加算回数選択レジスタ

（AD1ADC） 

（使用禁止領域） 8, -, 8, - 

H'FFFF 4420 A/D1 チャネル選択レジスタ 

（AD1ANS） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 4430 A/D1 コントロール拡張レジスタ 

（AD1CER） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 443C （使用禁止領域） （使用禁止領域） A/D1 データレジスタ DIAG1 

（AD1DRD） 

-, -, 16 

H'FFFF 4440 A/D1 データレジスタ 0 

（AD1DR0） 

A/D1 データレジスタ 1 

（AD1DR1） 

16 

H'FFFF 4444 （使用禁止領域） - 

H'FFFF 4448 A/D1 データレジスタ 4 

（AD1DR4） 

A/D1 データレジスタ 5 

（AD1DR5） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5000 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート A データレジスタ 

（PADR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5004 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート A・IO レジスタ 

（PAIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5010 ポート A コントロールレジスタ 4 

（PACR4） 

ポート A コントロールレジスタ 3 

（PACR3） 

8/16/32 

H'FFFF 5014 ポート A コントロールレジスタ 2 

（PACR2） 

ポート A コントロールレジスタ 1 

（PACR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 501C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート A ポートレジスタ 

（PAPR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5020 ダミーアクセス領域（DUMMYHPB0） 8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5098 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート A ドライバビリティ設定レジスタ 

（PADSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5100 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート B データレジスタ 

（PBDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5104 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート B・IO レジスタ 

（PBIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5114 ポート B コントロールレジスタ 2 

（PBCR2） 

ポート B コントロールレジスタ 1 

（PBCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 511C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート B ポートレジスタ 

（PBPR） 

-, -, 8/16 
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～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5198 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート B ドライバビリティ設定レジスタ 

（PBDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5200 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート C データレジスタ 

（PCDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5204 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート C・IO レジスタ 

（PCIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5210 ポート C コントロールレジスタ 4 

（PCCR4） 

ポート C コントロールレジスタ 3 

（PCCR3） 

8/16/32 

H'FFFF 5214 ポート C コントロールレジスタ 2 

（PCCR2） 

ポート C コントロールレジスタ 1 

（PCCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 521C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート C ポートレジスタ 

（PCPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5298 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート C ドライバビリティ設定レジスタ 

（PCDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5300 ポート ABC 入力しきい値切替レジスタ 

（PALVR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5340 ポート DRI 入力チャネル切替 

レジスタ（PDRIR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5400 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート D データレジスタ 

（PDDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5404 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート D・IO レジスタ 

（PDIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5410 ポート D コントロールレジスタ 4 

（PDCR4） 

ポート D コントロールレジスタ 3 

（PDCR3） 

8/16/32 

H'FFFF 5414 ポート D コントロールレジスタ 2 

（PDCR2） 

ポート D コントロールレジスタ 1 

（PDCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 541C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート D ポートレジスタ 

（PDPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5498 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート D ドライバビリティ設定レジスタ 

（PDDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5500 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート E データレジスタ 

（PEDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5504 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート E・IO レジスタ 

（PEIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5510 ポート E コントロールレジスタ 4 

（PECR4） 

ポート E コントロールレジスタ 3 

（PECR3） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 
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H'FFFF 551C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート E ポートレジスタ 

（PEPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5598 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート E ドライバビリティ設定レジスタ 

（PEDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5600 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート F データレジスタ 

（PFDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5604 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート F・IO レジスタ 

（PFIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5614 ポート F コントロールレジスタ 2 

（PFCR2） 

ポート F コントロールレジスタ 1 

（PFCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 561C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート F ポートレジスタ 

（PFPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5698 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート F ドライバビリティ設定レジスタ 

（PFDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5700 ポート DEF 入力しきい値切替レジスタ 

（PDLVR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5800 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート G データレジスタ 

（PGDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5804 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート G・IO レジスタ 

（PGIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5814 ポート G コントロールレジスタ 2 

（PGCR2） 

ポート G コントロールレジスタ 1 

（PGCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 581C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート G ポートレジスタ 

（PGPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5898 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート G ドライバビリティ設定レジスタ 

（PGDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5900 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート H データレジスタ 

（PHDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5904 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート H・IO レジスタ 

（PHIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5910 ポート H コントロールレジスタ 4 

（PHCR4） 

ポート H コントロールレジスタ 3 

（PHCR3） 

8/16/32 

H'FFFF 5914 ポート H コントロールレジスタ 2 

（PHCR2） 

ポート H コントロールレジスタ 1 

（PHCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 591C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート H ポートレジスタ 

（PHPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 
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H'FFFF 5998 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート H ドライバビリティ設定レジスタ 

（PHDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5A00 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート J データレジスタ 

（PJDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5A04 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート J・IO レジスタ 

（PJIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5A10 ポート J コントロールレジスタ 4 

（PJCR4） 

ポート J コントロールレジスタ 3 

（PJCR3） 

8/16/32 

H'FFFF 5A14 ポート J コントロールレジスタ 2 

（PJCR2） 

ポート J コントロールレジスタ 1 

（PJCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5A1C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート J ポートレジスタ 

（PJPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5A98 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート J ドライバビリティ設定レジスタ 

（PJDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5B00 ポート GHJ 入力しきい値切替レジスタ 

（PGLVR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5C00 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート K データレジスタ 

（PKDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5C04 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート K・IO レジスタ 

（PKIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5C10 ポート K コントロールレジスタ 4 

（PKCR4） 

ポート K コントロールレジスタ 3 

（PKCR3） 

8/16/32 

H'FFFF 5C14 ポート K コントロールレジスタ 2 

（PKCR2） 

ポート K コントロールレジスタ 1 

（PKCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5C1C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート K ポートレジスタ 

（PKPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5C98 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート K ドライバビリティ設定レジスタ 

（PKDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5D00 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート L データレジスタ 

（PLDR） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5D04 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート L・IO レジスタ 

（PLIOR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5D10 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート L コントロールレジスタ 3 

（PLCR3） 

-, -, 8/16 

H'FFFF 5D14 ポート L コントロールレジスタ 2 

（PLCR2） 

ポート L コントロールレジスタ 1 

（PLCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5D1C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート L ポートレジスタ 

（PLPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 



付録  

Rev.1.10 2011.09.16  付録-40   

R01UH0030JJ0110  

+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FFFF 5D98 （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート L ドライバビリティ設定レジスタ 

（PLDSR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5E00 ポート KL 入力しきい値切替レジスタ 

（PKLVR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8/16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5E10 ポート M コントロールレジスタ 4 

（PMCR4） 

ポート M コントロールレジスタ 3 

（PMCR3） 

8/16/32 

H'FFFF 5E14 ポート M コントロールレジスタ 2 

（PMCR2） 

ポート M コントロールレジスタ 1 

（PMCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5E1C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート M ポートレジスタ 

（PMPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5F14 ポート N コントロールレジスタ 2 

（PNCR2） 

ポート N コントロールレジスタ 1 

（PNCR1） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 5F1C （使用禁止領域） （使用禁止領域） ポート N ポートレジスタ 

（PNPR） 

-, -, 8/16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 6000 CAN0 メールボックスレジスタ 0 

（C0MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 6004 CAN0 メールボックスレジスタ 0 

（C0MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 6008 CAN0 メールボックスレジスタ 0 

（C0MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 600C CAN0 メールボックスレジスタ 0 

（C0MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 6010 CAN0 メールボックスレジスタ 1 

（C0MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 6014 CAN0 メールボックスレジスタ 1 

（C0MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 6018 CAN0 メールボックスレジスタ 1 

（C0MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 601C CAN0 メールボックスレジスタ 1 

（C0MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 6020 CAN0 メールボックスレジスタ 2 

（C0MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 6024 CAN0 メールボックスレジスタ 2 

（C0MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 6028 CAN0 メールボックスレジスタ 2 

（C0MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 602C CAN0 メールボックスレジスタ 2 

（C0MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 6030 CAN0 メールボックスレジスタ 3 

（C0MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 6034 CAN0 メールボックスレジスタ 3 

（C0MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 6038 CAN0 メールボックスレジスタ 3 

（C0MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 603C CAN0 メールボックスレジスタ 3 

（C0MB3） 

8/16/32 
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H'FFFF 6040 CAN0 メールボックスレジスタ 4 

（C0MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 6044 CAN0 メールボックスレジスタ 4 

（C0MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 6048 CAN0 メールボックスレジスタ 4 

（C0MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 604C CAN0 メールボックスレジスタ 4 

（C0MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 6050 CAN0 メールボックスレジスタ 5 

（C0MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 6054 CAN0 メールボックスレジスタ 5 

（C0MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 6058 CAN0 メールボックスレジスタ 5 

（C0MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 605C CAN0 メールボックスレジスタ 5 

（C0MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 6060 CAN0 メールボックスレジスタ 6 

（C0MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 6064 CAN0 メールボックスレジスタ 6 

（C0MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 6068 CAN0 メールボックスレジスタ 6 

（C0MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 606C CAN0 メールボックスレジスタ 6 

（C0MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 6070 CAN0 メールボックスレジスタ 7 

（C0MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 6074 CAN0 メールボックスレジスタ 7 

（C0MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 6078 CAN0 メールボックスレジスタ 7 

（C0MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 607C CAN0 メールボックスレジスタ 7 

（C0MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 6080 CAN0 メールボックスレジスタ 8 

（C0MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 6084 CAN0 メールボックスレジスタ 8 

（C0MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 6088 CAN0 メールボックスレジスタ 8 

（C0MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 608C CAN0 メールボックスレジスタ 8 

（C0MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 6090 CAN0 メールボックスレジスタ 9 

（C0MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 6094 CAN0 メールボックスレジスタ 9 

（C0MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 6098 CAN0 メールボックスレジスタ 9 

（C0MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 609C CAN0 メールボックスレジスタ 9 

（C0MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 60A0 CAN0 メールボックスレジスタ 10 

（C0MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 60A4 CAN0 メールボックスレジスタ 10 

（C0MB10） 

8/16/32 
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H'FFFF 60A8 CAN0 メールボックスレジスタ 10 

（C0MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 60AC CAN0 メールボックスレジスタ 10 

（C0MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 60B0 CAN0 メールボックスレジスタ 11 

（C0MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 60B4 CAN0 メールボックスレジスタ 11 

（C0MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 60B8 CAN0 メールボックスレジスタ 11 

（C0MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 60BC CAN0 メールボックスレジスタ 11 

（C0MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 60C0 CAN0 メールボックスレジスタ 12 

（C0MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 60C4 CAN0 メールボックスレジスタ 12 

（C0MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 60C8 CAN0 メールボックスレジスタ 12 

（C0MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 60CC CAN0 メールボックスレジスタ 12 

（C0MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 60D0 CAN0 メールボックスレジスタ 13 

（C0MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 60D4 CAN0 メールボックスレジスタ 13 

（C0MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 60D8 CAN0 メールボックスレジスタ 13 

（C0MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 60DC CAN0 メールボックスレジスタ 13 

（C0MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 60E0 CAN0 メールボックスレジスタ 14 

（C0MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 60E4 CAN0 メールボックスレジスタ 14 

（C0MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 60E8 CAN0 メールボックスレジスタ 14 

（C0MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 60EC CAN0 メールボックスレジスタ 14 

（C0MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 60F0 CAN0 メールボックスレジスタ 15 

（C0MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 60F4 CAN0 メールボックスレジスタ 15 

（C0MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 60F8 CAN0 メールボックスレジスタ 15 

（C0MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 60FC CAN0 メールボックスレジスタ 15 

（C0MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 6100 CAN0 メールボックスレジスタ 16 

（C0MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 6104 CAN0 メールボックスレジスタ 16 

（C0MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 6108 CAN0 メールボックスレジスタ 16 

（C0MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 610C CAN0 メールボックスレジスタ 16 

（C0MB16） 

8/16/32 
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H'FFFF 6110 CAN0 メールボックスレジスタ 17 

（C0MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 6114 CAN0 メールボックスレジスタ 17 

（C0MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 6118 CAN0 メールボックスレジスタ 17 

（C0MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 611C CAN0 メールボックスレジスタ 17 

（C0MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 6120 CAN0 メールボックスレジスタ 18 

（C0MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 6124 CAN0 メールボックスレジスタ 18 

（C0MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 6128 CAN0 メールボックスレジスタ 18 

（C0MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 612C CAN0 メールボックスレジスタ 18 

（C0MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 6130 CAN0 メールボックスレジスタ 19 

（C0MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 6134 CAN0 メールボックスレジスタ 19 

（C0MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 6138 CAN0 メールボックスレジスタ 19 

（C0MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 613C CAN0 メールボックスレジスタ 19 

（C0MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 6140 CAN0 メールボックスレジスタ 20 

（C0MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 6144 CAN0 メールボックスレジスタ 20 

（C0MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 6148 CAN0 メールボックスレジスタ 20 

（C0MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 614C CAN0 メールボックスレジスタ 20 

（C0MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 6150 CAN0 メールボックスレジスタ 21 

（C0MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 6154 CAN0 メールボックスレジスタ 21 

（C0MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 6158 CAN0 メールボックスレジスタ 21 

（C0MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 615C CAN0 メールボックスレジスタ 21 

（C0MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 6160 CAN0 メールボックスレジスタ 22 

（C0MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 6164 CAN0 メールボックスレジスタ 22 

（C0MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 6168 CAN0 メールボックスレジスタ 22 

（C0MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 616C CAN0 メールボックスレジスタ 22 

（C0MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 6170 CAN0 メールボックスレジスタ 23 

（C0MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 6174 CAN0 メールボックスレジスタ 23 

（C0MB23） 

8/16/32 
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H'FFFF 6178 CAN0 メールボックスレジスタ 23 

（C0MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 617C CAN0 メールボックスレジスタ 23 

（C0MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 6180 CAN0 メールボックスレジスタ 24 

（C0MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 6184 CAN0 メールボックスレジスタ 24 

（C0MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 6188 CAN0 メールボックスレジスタ 24 

（C0MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 618C CAN0 メールボックスレジスタ 24 

（C0MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 6190 CAN0 メールボックスレジスタ 25 

（C0MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 6194 CAN0 メールボックスレジスタ 25 

（C0MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 6198 CAN0 メールボックスレジスタ 25 

（C0MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 619C CAN0 メールボックスレジスタ 25 

（C0MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 61A0 CAN0 メールボックスレジスタ 26 

（C0MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 61A4 CAN0 メールボックスレジスタ 26 

（C0MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 61A8 CAN0 メールボックスレジスタ 26 

（C0MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 61AC CAN0 メールボックスレジスタ 26 

（C0MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 61B0 CAN0 メールボックスレジスタ 27 

（C0MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 61B4 CAN0 メールボックスレジスタ 27 

（C0MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 61B8 CAN0 メールボックスレジスタ 27 

（C0MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 61BC CAN0 メールボックスレジスタ 27 

（C0MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 61C0 CAN0 メールボックスレジスタ 28 

（C0MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 61C4 CAN0 メールボックスレジスタ 28 

（C0MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 61C8 CAN0 メールボックスレジスタ 28 

（C0MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 61CC CAN0 メールボックスレジスタ 28 

（C0MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 61D0 CAN0 メールボックスレジスタ 29 

（C0MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 61D4 CAN0 メールボックスレジスタ 29 

（C0MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 61D8 CAN0 メールボックスレジスタ 29 

（C0MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 61DC CAN0 メールボックスレジスタ 29 

（C0MB29） 

8/16/32 
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H'FFFF 61E0 CAN0 メールボックスレジスタ 30 

（C0MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 61E4 CAN0 メールボックスレジスタ 30 

（C0MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 61E8 CAN0 メールボックスレジスタ 30 

（C0MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 61EC CAN0 メールボックスレジスタ 30 

（C0MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 61F0 CAN0 メールボックスレジスタ 31 

（C0MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 61F4 CAN0 メールボックスレジスタ 31 

（C0MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 61F8 CAN0 メールボックスレジスタ 31 

（C0MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 61FC CAN0 メールボックスレジスタ 31 

（C0MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 6200 CAN0 メールボックスレジスタ 32 

（C0MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 6204 CAN0 メールボックスレジスタ 32 

（C0MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 6208 CAN0 メールボックスレジスタ 32 

（C0MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 620C CAN0 メールボックスレジスタ 32 

（C0MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 6210 CAN0 メールボックスレジスタ 33 

（C0MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 6214 CAN0 メールボックスレジスタ 33 

（C0MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 6218 CAN0 メールボックスレジスタ 33 

（C0MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 621C CAN0 メールボックスレジスタ 33 

（C0MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 6220 CAN0 メールボックスレジスタ 34 

（C0MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 6224 CAN0 メールボックスレジスタ 34 

（C0MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 6228 CAN0 メールボックスレジスタ 34 

（C0MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 622C CAN0 メールボックスレジスタ 34 

（C0MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 6230 CAN0 メールボックスレジスタ 35 

（C0MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 6234 CAN0 メールボックスレジスタ 35 

（C0MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 6238 CAN0 メールボックスレジスタ 35 

（C0MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 623C CAN0 メールボックスレジスタ 35 

（C0MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 6240 CAN0 メールボックスレジスタ 36 

（C0MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 6244 CAN0 メールボックスレジスタ 36 

（C0MB36） 

8/16/32 
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アクセス 
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H'FFFF 6248 CAN0 メールボックスレジスタ 36 

（C0MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 624C CAN0 メールボックスレジスタ 36 

（C0MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 6250 CAN0 メールボックスレジスタ 37 

（C0MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 6254 CAN0 メールボックスレジスタ 37 

（C0MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 6258 CAN0 メールボックスレジスタ 37 

（C0MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 625C CAN0 メールボックスレジスタ 37 

（C0MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 6260 CAN0 メールボックスレジスタ 38 

（C0MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 6264 CAN0 メールボックスレジスタ 38 

（C0MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 6268 CAN0 メールボックスレジスタ 38 

（C0MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 626C CAN0 メールボックスレジスタ 38 

（C0MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 6270 CAN0 メールボックスレジスタ 39 

（C0MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 6274 CAN0 メールボックスレジスタ 39 

（C0MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 6278 CAN0 メールボックスレジスタ 39 

（C0MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 627C CAN0 メールボックスレジスタ 39 

（C0MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 6280 CAN0 メールボックスレジスタ 40 

（C0MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 6284 CAN0 メールボックスレジスタ 40 

（C0MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 6288 CAN0 メールボックスレジスタ 40 

（C0MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 628C CAN0 メールボックスレジスタ 40 

（C0MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 6290 CAN0 メールボックスレジスタ 41 

（C0MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 6294 CAN0 メールボックスレジスタ 41 

（C0MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 6298 CAN0 メールボックスレジスタ 41 

（C0MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 629C CAN0 メールボックスレジスタ 41 

（C0MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 62A0 CAN0 メールボックスレジスタ 42 

（C0MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 62A4 CAN0 メールボックスレジスタ 42 

（C0MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 62A8 CAN0 メールボックスレジスタ 42 

（C0MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 62AC CAN0 メールボックスレジスタ 42 

（C0MB42） 

8/16/32 
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Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FFFF 62B0 CAN0 メールボックスレジスタ 43 

（C0MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 62B4 CAN0 メールボックスレジスタ 43 

（C0MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 62B8 CAN0 メールボックスレジスタ 43 

（C0MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 62BC CAN0 メールボックスレジスタ 43 

（C0MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 62C0 CAN0 メールボックスレジスタ 44 

（C0MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 62C4 CAN0 メールボックスレジスタ 44 

（C0MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 62C8 CAN0 メールボックスレジスタ 44 

（C0MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 62CC CAN0 メールボックスレジスタ 44 

（C0MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 62D0 CAN0 メールボックスレジスタ 45 

（C0MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 62D4 CAN0 メールボックスレジスタ 45 

（C0MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 62D8 CAN0 メールボックスレジスタ 45 

（C0MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 62DC CAN0 メールボックスレジスタ 45 

（C0MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 62E0 CAN0 メールボックスレジスタ 46 

（C0MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 62E4 CAN0 メールボックスレジスタ 46 

（C0MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 62E8 CAN0 メールボックスレジスタ 46 

（C0MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 62EC CAN0 メールボックスレジスタ 46 

（C0MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 62F0 CAN0 メールボックスレジスタ 47 

（C0MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 62F4 CAN0 メールボックスレジスタ 47 

（C0MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 62F8 CAN0 メールボックスレジスタ 47 

（C0MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 62FC CAN0 メールボックスレジスタ 47 

（C0MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 6300 CAN0 メールボックスレジスタ 48 

（C0MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 6304 CAN0 メールボックスレジスタ 48 

（C0MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 6308 CAN0 メールボックスレジスタ 48 

（C0MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 630C CAN0 メールボックスレジスタ 48 

（C0MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 6310 CAN0 メールボックスレジスタ 49 

（C0MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 6314 CAN0 メールボックスレジスタ 49 

（C0MB49） 

8/16/32 
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Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 
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H'FFFF 6318 CAN0 メールボックスレジスタ 49 

（C0MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 631C CAN0 メールボックスレジスタ 49 

（C0MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 6320 CAN0 メールボックスレジスタ 50 

（C0MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 6324 CAN0 メールボックスレジスタ 50 

（C0MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 6328 CAN0 メールボックスレジスタ 50 

（C0MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 632C CAN0 メールボックスレジスタ 50 

（C0MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 6330 CAN0 メールボックスレジスタ 51 

（C0MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 6334 CAN0 メールボックスレジスタ 51 

（C0MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 6338 CAN0 メールボックスレジスタ 51 

（C0MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 633C CAN0 メールボックスレジスタ 51 

（C0MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 6340 CAN0 メールボックスレジスタ 52 

（C0MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 6344 CAN0 メールボックスレジスタ 52 

（C0MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 6348 CAN0 メールボックスレジスタ 52 

（C0MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 634C CAN0 メールボックスレジスタ 52 

（C0MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 6350 CAN0 メールボックスレジスタ 53 

（C0MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 6354 CAN0 メールボックスレジスタ 53 

（C0MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 6358 CAN0 メールボックスレジスタ 53 

（C0MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 635C CAN0 メールボックスレジスタ 53 

（C0MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 6360 CAN0 メールボックスレジスタ 54 

（C0MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 6364 CAN0 メールボックスレジスタ 54 

（C0MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 6368 CAN0 メールボックスレジスタ 54 

（C0MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 636C CAN0 メールボックスレジスタ 54 

（C0MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 6370 CAN0 メールボックスレジスタ 55 

（C0MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 6374 CAN0 メールボックスレジスタ 55 

（C0MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 6378 CAN0 メールボックスレジスタ 55 

（C0MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 637C CAN0 メールボックスレジスタ 55 

（C0MB55） 

8/16/32 
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H'FFFF 6380 CAN0 メールボックスレジスタ 56 

（C0MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 6384 CAN0 メールボックスレジスタ 56 

（C0MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 6388 CAN0 メールボックスレジスタ 56 

（C0MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 638C CAN0 メールボックスレジスタ 56 

（C0MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 6390 CAN0 メールボックスレジスタ 57 

（C0MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 6394 CAN0 メールボックスレジスタ 57 

（C0MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 6398 CAN0 メールボックスレジスタ 57 

（C0MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 639C CAN0 メールボックスレジスタ 57 

（C0MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 63A0 CAN0 メールボックスレジスタ 58 

（C0MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 63A4 CAN0 メールボックスレジスタ 58 

（C0MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 63A8 CAN0 メールボックスレジスタ 58 

（C0MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 63AC CAN0 メールボックスレジスタ 58 

（C0MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 63B0 CAN0 メールボックスレジスタ 59 

（C0MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 63B5 CAN0 メールボックスレジスタ 59 

（C0MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 63B8 CAN0 メールボックスレジスタ 59 

（C0MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 63BC CAN0 メールボックスレジスタ 59 

（C0MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 63C0 CAN0 メールボックスレジスタ 60 

（C0MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 63C4 CAN0 メールボックスレジスタ 60 

（C0MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 63C8 CAN0 メールボックスレジスタ 60 

（C0MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 63CC CAN0 メールボックスレジスタ 60 

（C0MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 63D0 CAN0 メールボックスレジスタ 61 

（C0MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 63D4 CAN0 メールボックスレジスタ 61 

（C0MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 63D8 CAN0 メールボックスレジスタ 61 

（C0MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 63DC CAN0 メールボックスレジスタ 61 

（C0MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 63E0 CAN0 メールボックスレジスタ 62 

（C0MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 63E4 CAN0 メールボックスレジスタ 62 

（C0MB62） 

8/16/32 
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H'FFFF 63E8 CAN0 メールボックスレジスタ 62 

（C0MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 63EC CAN0 メールボックスレジスタ 62 

（C0MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 63F0 CAN0 メールボックスレジスタ 63 

（C0MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 63F4 CAN0 メールボックスレジスタ 63 

（C0MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 63F8 CAN0 メールボックスレジスタ 63 

（C0MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 63FC CAN0 メールボックスレジスタ 63 

（C0MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 6400 CAN0 マスクレジスタ 2 

（C0MKR2） 

8/16/32 

H'FFFF 6404 CAN0 マスクレジスタ 3 

（C0MKR3） 

8/16/32 

H'FFFF 6408 CAN0 マスクレジスタ 4 

（C0MKR4） 

8/16/32 

H'FFFF 640C CAN0 マスクレジスタ 5 

（C0MKR5） 

8/16/32 

H'FFFF 6410 CAN0 マスクレジスタ 6 

（C0MKR6） 

8/16/32 

H'FFFF 6414 CAN0 マスクレジスタ 7 

（C0MKR7） 

8/16/32 

H'FFFF 6418 CAN0 マスクレジスタ 8 

（C0MKR8） 

8/16/32 

H'FFFF 641C CAN0 マスクレジスタ 9 

（C0MKR9） 

8/16/32 

H'FFFF 6420 CAN0 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 

（C0FIDCR0） 

8/16/32 

H'FFFF 6424 CAN0 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 

（C0FIDCR1） 

8/16/32 

H'FFFF 6428 CAN0 マスク無効レジスタ 1 

（C0MKIVLR1） 

8/16/32 

H'FFFF 642C CAN0 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 

（C0MIER1） 

8/16/32 

H'FFFF 6430 CAN0 マスクレジスタ 0 

（C0MKR0） 

8/16/32 

H'FFFF 6434 CAN0 マスクレジスタ 1 

（C0MKR1） 

8/16/32 

H'FFFF 6438 CAN0 マスク無効レジスタ 0 

（C0MKIVLR0） 

8/16/32 

H'FFFF 643C CAN0 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 

（C0MIER0） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 6800 CAN0 メッセージ制御レジスタ 0

（C0MCTL0） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 1

（C0MCTL1） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 2

（C0MCTL2） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 3

（C0MCTL3） 

8/16/32 

H'FFFF 6804 CAN0 メッセージ制御レジスタ 4

（C0MCTL4） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 5

（C0MCTL5） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 6

（C0MCTL6） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 7

（C0MCTL7） 

8/16/32 

H'FFFF 6808 CAN0 メッセージ制御レジスタ 8

（C0MCTL8） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 9

（C0MCTL9） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 10

（C0MCTL10） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 11

（C0MCTL11） 

8/16/32 
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H'FFFF 680C CAN0 メッセージ制御レジスタ 12

（C0MCTL12） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 13

（C0MCTL13） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 14

（C0MCTL14） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 15

（C0MCTL15） 

8/16/32 

H'FFFF 6810 CAN0 メッセージ制御レジスタ 16

（C0MCTL16） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 17

（C0MCTL17） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 18

（C0MCTL18） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 19

（C0MCTL19） 

8/16/32 

H'FFFF 6814 CAN0 メッセージ制御レジスタ 20

（C0MCTL20） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 21

（C0MCTL21） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 22

（C0MCTL22） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 23

（C0MCTL23） 

8/16/32 

H'FFFF 6818 CAN0 メッセージ制御レジスタ 24

（C0MCTL24） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 25

（C0MCTL25） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 26

（C0MCTL26） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 27

（C0MCTL27） 

8/16/32 

H'FFFF 681C CAN0 メッセージ制御レジスタ 28

（C0MCTL28） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 29

（C0MCTL29） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 30

（C0MCTL30） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 31

（C0MCTL31） 

8/16/32 

H'FFFF 6820 CAN0 メッセージ制御レジスタ 32

（C0MCTL32） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 33

（C0MCTL33） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 34

（C0MCTL34） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 35

（C0MCTL35） 

8/16/32 

H'FFFF 6824 CAN0 メッセージ制御レジスタ 36

（C0MCTL36） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 37

（C0MCTL37） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 38

（C0MCTL38） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 39

（C0MCTL39） 

8/16/32 

H'FFFF 6828 CAN0 メッセージ制御レジスタ 40

（C0MCTL40） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 41

（C0MCTL41） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 42

（C0MCTL42） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 43

（C0MCTL43） 

8/16/32 

H'FFFF 682C CAN0 メッセージ制御レジスタ 44

（C0MCTL44） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 45

（C0MCTL45） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 46

（C0MCTL46） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 47

（C0MCTL47） 

8/16/32 

H'FFFF 6830 CAN0 メッセージ制御レジスタ 48

（C0MCTL48） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 49

（C0MCTL49） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 50

（C0MCTL50） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 51

（C0MCTL51） 

8/16/32 

H'FFFF 6834 CAN0 メッセージ制御レジスタ 52

（C0MCTL52） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 53

（C0MCTL53） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 54

（C0MCTL54） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 55

（C0MCTL55） 

8/16/32 

H'FFFF 6838 CAN0 メッセージ制御レジスタ 56

（C0MCTL56） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 57

（C0MCTL57） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 58

（C0MCTL58） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 59

（C0MCTL59） 

8/16/32 

H'FFFF 683C CAN0 メッセージ制御レジスタ 60

（C0MCTL60） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 61

（C0MCTL61） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 62

（C0MCTL62） 

CAN0 メッセージ制御レジスタ 63

（C0MCTL63） 

8/16/32 

H'FFFF 6840 CAN0 制御レジスタ 

（C0CTLR） 

CAN0 ステータスレジスタ 

（C0STR） 

8/16/32 

H'FFFF 6844 CAN0 ビットコンフィグレーションレジスタ 

（C0BCR） 

CAN0 クロック選択レジスタ

（C0CLKR） 

8/16/32 

H'FFFF 6848 CAN0 受信 FIFO 制御レジスタ

（C0RFCR） 

CAN0 受信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C0RFPCR） 

CAN0 送信 FIFO 制御レジスタ

（C0TFCR） 

CAN0 送信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C0TFPCR） 

8/16/32 

H'FFFF 684C CAN0 エラー割り込み許可 

レジスタ（C0EIER） 

CAN0 エラー割り込み要因判定 

レジスタ（C0EIFR） 

CAN0 受信エラーカウント 

レジスタ（C0RECR） 

CAN0送信エラーカウントレジスタ

（C0TECR） 

8/16/32 

H'FFFF 6850 CAN0 エラーコード格納レジスタ

（C0ECSR） 

CAN0 チャネルサーチサポート 

レジスタ（C0CSSR） 

CAN0 メールボックスサーチ 

ステータスレジスタ（C0MSSR）

CAN0メールボックスサーチモード

レジスタ（C0MSMR） 

8/16/32 

H'FFFF 6854 CAN0 タイムスタンプレジスタ 

（C0TSR） 

CAN0 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ 

（C0AFSR） 

8/16/32 

H'FFFF 6858 CAN0 テスト制御レジスタ

（C0TCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 6860 CAN0 割り込み許可レジスタ

（C0IER） 

CAN0 割り込みステータス 

レジスタ（C0ISR） 

（使用禁止領域） CAN0メールボックスサーチマスク

レジスタ（C0MBSMR） 

8/16, 8/16, -, 

8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 7000 CAN1 メールボックスレジスタ 0 

（C1MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 7004 CAN1 メールボックスレジスタ 0 

（C1MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 7008 CAN1 メールボックスレジスタ 0 

（C1MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 700C CAN1 メールボックスレジスタ 0 

（C1MB0） 

8/16/32 



付録  

Rev.1.10 2011.09.16  付録-52   

R01UH0030JJ0110  

+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 
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H'FFFF 7010 CAN1 メールボックスレジスタ 1 

（C1MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 7014 CAN1 メールボックスレジスタ 1 

（C1MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 7018 CAN1 メールボックスレジスタ 1 

（C1MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 701C CAN1 メールボックスレジスタ 1 

（C1MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 7020 CAN1 メールボックスレジスタ 2 

（C1MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 7024 CAN1 メールボックスレジスタ 2 

（C1MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 7028 CAN1 メールボックスレジスタ 2 

（C1MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 702C CAN1 メールボックスレジスタ 2 

（C1MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 7030 CAN1 メールボックスレジスタ 3 

（C1MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 7034 CAN1 メールボックスレジスタ 3 

（C1MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 7038 CAN1 メールボックスレジスタ 3 

（C1MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 703C CAN1 メールボックスレジスタ 3 

（C1MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 7040 CAN1 メールボックスレジスタ 4 

（C1MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 7044 CAN1 メールボックスレジスタ 4 

（C1MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 7048 CAN1 メールボックスレジスタ 4 

（C1MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 704C CAN1 メールボックスレジスタ 4 

（C1MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 7050 CAN1 メールボックスレジスタ 5 

（C1MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 7054 CAN1 メールボックスレジスタ 5 

（C1MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 7058 CAN1 メールボックスレジスタ 5 

（C1MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 705C CAN1 メールボックスレジスタ 5 

（C1MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 7060 CAN1 メールボックスレジスタ 6 

（C1MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 7064 CAN1 メールボックスレジスタ 6 

（C1MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 7068 CAN1 メールボックスレジスタ 6 

（C1MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 706C CAN1 メールボックスレジスタ 6 

（C1MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 7070 CAN1 メールボックスレジスタ 7 

（C1MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 7074 CAN1 メールボックスレジスタ 7 

（C1MB7） 

8/16/32 
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H'FFFF 7078 CAN1 メールボックスレジスタ 7 

（C1MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 707C CAN1 メールボックスレジスタ 7 

（C1MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 7080 CAN1 メールボックスレジスタ 8 

（C1MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 7084 CAN1 メールボックスレジスタ 8 

（C1MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 7088 CAN1 メールボックスレジスタ 8 

（C1MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 708C CAN1 メールボックスレジスタ 8 

（C1MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 7090 CAN1 メールボックスレジスタ 9 

（C1MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 7094 CAN1 メールボックスレジスタ 9 

（C1MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 7098 CAN1 メールボックスレジスタ 9 

（C1MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 709C CAN1 メールボックスレジスタ 9 

（C1MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 70A0 CAN1 メールボックスレジスタ 10 

（C1MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 70A4 CAN1 メールボックスレジスタ 10 

（C1MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 70A8 CAN1 メールボックスレジスタ 10 

（C1MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 70AC CAN1 メールボックスレジスタ 10 

（C1MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 70B0 CAN1 メールボックスレジスタ 11 

（C1MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 70B4 CAN1 メールボックスレジスタ 11 

（C1MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 70B8 CAN1 メールボックスレジスタ 11 

（C1MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 70BC CAN1 メールボックスレジスタ 11 

（C1MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 70C0 CAN1 メールボックスレジスタ 12 

（C1MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 70C4 CAN1 メールボックスレジスタ 12 

（C1MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 70C8 CAN1 メールボックスレジスタ 12 

（C1MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 70CC CAN1 メールボックスレジスタ 12 

（C1MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 70D0 CAN1 メールボックスレジスタ 13 

（C1MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 70D4 CAN1 メールボックスレジスタ 13 

（C1MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 70D8 CAN1 メールボックスレジスタ 13 

（C1MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 70DC CAN1 メールボックスレジスタ 13 

（C1MB13） 

8/16/32 
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H'FFFF 70E0 CAN1 メールボックスレジスタ 14 

（C1MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 70E4 CAN1 メールボックスレジスタ 14 

（C1MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 70E8 CAN1 メールボックスレジスタ 14 

（C1MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 70EC CAN1 メールボックスレジスタ 14 

（C1MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 70F0 CAN1 メールボックスレジスタ 15 

（C1MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 70F4 CAN1 メールボックスレジスタ 15 

（C1MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 70F8 CAN1 メールボックスレジスタ 15 

（C1MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 70FC CAN1 メールボックスレジスタ 15 

（C1MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 7100 CAN1 メールボックスレジスタ 16 

（C1MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 7104 CAN1 メールボックスレジスタ 16 

（C1MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 7108 CAN1 メールボックスレジスタ 16 

（C1MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 710C CAN1 メールボックスレジスタ 16 

（C1MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 7110 CAN1 メールボックスレジスタ 17 

（C1MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 7114 CAN1 メールボックスレジスタ 17 

（C1MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 7118 CAN1 メールボックスレジスタ 17 

（C1MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 711C CAN1 メールボックスレジスタ 17 

（C1MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 7120 CAN1 メールボックスレジスタ 18 

（C1MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 7124 CAN1 メールボックスレジスタ 18 

（C1MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 7128 CAN1 メールボックスレジスタ 18 

（C1MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 712C CAN1 メールボックスレジスタ 18 

（C1MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 7130 CAN1 メールボックスレジスタ 19 

（C1MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 7134 CAN1 メールボックスレジスタ 19 

（C1MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 7138 CAN1 メールボックスレジスタ 19 

（C1MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 713C CAN1 メールボックスレジスタ 19 

（C1MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 7140 CAN1 メールボックスレジスタ 20 

（C1MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 7144 CAN1 メールボックスレジスタ 20 

（C1MB20） 

8/16/32 
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H'FFFF 7148 CAN1 メールボックスレジスタ 20 

（C1MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 714C CAN1 メールボックスレジスタ 20 

（C1MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 7150 CAN1 メールボックスレジスタ 21 

（C1MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 7154 CAN1 メールボックスレジスタ 21 

（C1MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 7158 CAN1 メールボックスレジスタ 21 

（C1MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 715C CAN1 メールボックスレジスタ 21 

（C1MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 7160 CAN1 メールボックスレジスタ 22 

（C1MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 7164 CAN1 メールボックスレジスタ 22 

（C1MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 7168 CAN1 メールボックスレジスタ 22 

（C1MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 716C CAN1 メールボックスレジスタ 22 

（C1MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 7170 CAN1 メールボックスレジスタ 23 

（C1MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 7174 CAN1 メールボックスレジスタ 23 

（C1MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 7178 CAN1 メールボックスレジスタ 23 

（C1MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 717C CAN1 メールボックスレジスタ 23 

（C1MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 7180 CAN1 メールボックスレジスタ 24 

（C1MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 7184 CAN1 メールボックスレジスタ 24 

（C1MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 7188 CAN1 メールボックスレジスタ 24 

（C1MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 718C CAN1 メールボックスレジスタ 24 

（C1MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 7190 CAN1 メールボックスレジスタ 25 

（C1MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 7194 CAN1 メールボックスレジスタ 25 

（C1MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 7198 CAN1 メールボックスレジスタ 25 

（C1MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 719C CAN1 メールボックスレジスタ 25 

（C1MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 71A0 CAN1 メールボックスレジスタ 26 

（C1MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 71A4 CAN1 メールボックスレジスタ 26 

（C1MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 71A8 CAN1 メールボックスレジスタ 26 

（C1MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 71AC CAN1 メールボックスレジスタ 26 

（C1MB26） 

8/16/32 
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H'FFFF 71B0 CAN1 メールボックスレジスタ 27 

（C1MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 71B4 CAN1 メールボックスレジスタ 27 

（C1MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 71B8 CAN1 メールボックスレジスタ 27 

（C1MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 71BC CAN1 メールボックスレジスタ 27 

（C1MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 71C0 CAN1 メールボックスレジスタ 28 

（C1MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 71C4 CAN1 メールボックスレジスタ 28 

（C1MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 71C8 CAN1 メールボックスレジスタ 28 

（C1MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 71CC CAN1 メールボックスレジスタ 28 

（C1MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 71D0 CAN1 メールボックスレジスタ 29 

（C1MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 71D4 CAN1 メールボックスレジスタ 29 

（C1MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 71D8 CAN1 メールボックスレジスタ 29 

（C1MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 71DC CAN1 メールボックスレジスタ 29 

（C1MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 71E0 CAN1 メールボックスレジスタ 30 

（C1MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 71E4 CAN1 メールボックスレジスタ 30 

（C1MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 71E8 CAN1 メールボックスレジスタ 30 

（C1MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 71EC CAN1 メールボックスレジスタ 30 

（C1MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 71F0 CAN1 メールボックスレジスタ 31 

（C1MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 71F4 CAN1 メールボックスレジスタ 31 

（C1MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 71F8 CAN1 メールボックスレジスタ 31 

（C1MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 71FC CAN1 メールボックスレジスタ 31 

（C1MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 7200 CAN1 メールボックスレジスタ 32 

（C1MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 7204 CAN1 メールボックスレジスタ 32 

（C1MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 7208 CAN1 メールボックスレジスタ 32 

（C1MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 720C CAN1 メールボックスレジスタ 32 

（C1MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 7210 CAN1 メールボックスレジスタ 33 

（C1MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 7214 CAN1 メールボックスレジスタ 33 

（C1MB33） 

8/16/32 
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H'FFFF 7218 CAN1 メールボックスレジスタ 33 

（C1MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 721C CAN1 メールボックスレジスタ 33 

（C1MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 7220 CAN1 メールボックスレジスタ 34 

（C1MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 7224 CAN1 メールボックスレジスタ 34 

（C1MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 7228 CAN1 メールボックスレジスタ 34 

（C1MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 722C CAN1 メールボックスレジスタ 34 

（C1MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 7230 CAN1 メールボックスレジスタ 35 

（C1MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 7234 CAN1 メールボックスレジスタ 35 

（C1MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 7238 CAN1 メールボックスレジスタ 35 

（C1MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 723C CAN1 メールボックスレジスタ 35 

（C1MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 7240 CAN1 メールボックスレジスタ 36 

（C1MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 7244 CAN1 メールボックスレジスタ 36 

（C1MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 7248 CAN1 メールボックスレジスタ 36 

（C1MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 724C CAN1 メールボックスレジスタ 36 

（C1MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 7250 CAN1 メールボックスレジスタ 37 

（C1MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 7254 CAN1 メールボックスレジスタ 37 

（C1MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 7258 CAN1 メールボックスレジスタ 37 

（C1MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 725C CAN1 メールボックスレジスタ 37 

（C1MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 7260 CAN1 メールボックスレジスタ 38 

（C1MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 7264 CAN1 メールボックスレジスタ 38 

（C1MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 7268 CAN1 メールボックスレジスタ 38 

（C1MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 726C CAN1 メールボックスレジスタ 38 

（C1MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 7270 CAN1 メールボックスレジスタ 39 

（C1MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 7274 CAN1 メールボックスレジスタ 39 

（C1MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 7278 CAN1 メールボックスレジスタ 39 

（C1MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 727C CAN1 メールボックスレジスタ 39 

（C1MB39） 

8/16/32 
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H'FFFF 7280 CAN1 メールボックスレジスタ 40 

（C1MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 7284 CAN1 メールボックスレジスタ 40 

（C1MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 7288 CAN1 メールボックスレジスタ 40 

（C1MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 728C CAN1 メールボックスレジスタ 40 

（C1MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 7290 CAN1 メールボックスレジスタ 41 

（C1MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 7294 CAN1 メールボックスレジスタ 41 

（C1MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 7298 CAN1 メールボックスレジスタ 41 

（C1MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 729C CAN1 メールボックスレジスタ 41 

（C1MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 72A0 CAN1 メールボックスレジスタ 42 

（C1MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 72A4 CAN1 メールボックスレジスタ 42 

（C1MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 72A8 CAN1 メールボックスレジスタ 42 

（C1MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 72AC CAN1 メールボックスレジスタ 42 

（C1MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 72B0 CAN1 メールボックスレジスタ 43 

（C1MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 72B4 CAN1 メールボックスレジスタ 43 

（C1MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 72B8 CAN1 メールボックスレジスタ 43 

（C1MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 72BC CAN1 メールボックスレジスタ 43 

（C1MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 72C0 CAN1 メールボックスレジスタ 44 

（C1MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 72C4 CAN1 メールボックスレジスタ 44 

（C1MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 72C8 CAN1 メールボックスレジスタ 44 

（C1MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 72CC CAN1 メールボックスレジスタ 44 

（C1MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 72D0 CAN1 メールボックスレジスタ 45 

（C1MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 72D4 CAN1 メールボックスレジスタ 45 

（C1MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 72D8 CAN1 メールボックスレジスタ 45 

（C1MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 72DC CAN1 メールボックスレジスタ 45 

（C1MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 72E0 CAN1 メールボックスレジスタ 46 

（C1MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 72E4 CAN1 メールボックスレジスタ 46 

（C1MB46） 

8/16/32 
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H'FFFF 72E8 CAN1 メールボックスレジスタ 46 

（C1MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 72EC CAN1 メールボックスレジスタ 46 

（C1MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 72F0 CAN1 メールボックスレジスタ 47 

（C1MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 72F4 CAN1 メールボックスレジスタ 47 

（C1MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 72F8 CAN1 メールボックスレジスタ 47 

（C1MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 72FC CAN1 メールボックスレジスタ 47 

（C1MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 7300 CAN1 メールボックスレジスタ 48 

（C1MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 7304 CAN1 メールボックスレジスタ 48 

（C1MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 7308 CAN1 メールボックスレジスタ 48 

（C1MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 730C CAN1 メールボックスレジスタ 48 

（C1MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 7310 CAN1 メールボックスレジスタ 49 

（C1MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 7314 CAN1 メールボックスレジスタ 49 

（C1MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 7318 CAN1 メールボックスレジスタ 49 

（C1MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 731C CAN1 メールボックスレジスタ 49 

（C1MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 7320 CAN1 メールボックスレジスタ 50 

（C1MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 7324 CAN1 メールボックスレジスタ 50 

（C1MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 7328 CAN1 メールボックスレジスタ 50 

（C1MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 732C CAN1 メールボックスレジスタ 50 

（C1MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 7330 CAN1 メールボックスレジスタ 51 

（C1MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 7334 CAN1 メールボックスレジスタ 51 

（C1MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 7338 CAN1 メールボックスレジスタ 51 

（C1MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 733C CAN1 メールボックスレジスタ 51 

（C1MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 7340 CAN1 メールボックスレジスタ 52 

（C1MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 7344 CAN1 メールボックスレジスタ 52 

（C1MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 7348 CAN1 メールボックスレジスタ 52 

（C1MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 734C CAN1 メールボックスレジスタ 52 

（C1MB52） 

8/16/32 
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H'FFFF 7350 CAN1 メールボックスレジスタ 53 

（C1MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 7354 CAN1 メールボックスレジスタ 53 

（C1MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 7358 CAN1 メールボックスレジスタ 53 

（C1MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 735C CAN1 メールボックスレジスタ 53 

（C1MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 7360 CAN1 メールボックスレジスタ 54 

（C1MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 7364 CAN1 メールボックスレジスタ 54 

（C1MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 7368 CAN1 メールボックスレジスタ 54 

（C1MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 736C CAN1 メールボックスレジスタ 54 

（C1MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 7370 CAN1 メールボックスレジスタ 55 

（C1MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 7374 CAN1 メールボックスレジスタ 55 

（C1MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 7378 CAN1 メールボックスレジスタ 55 

（C1MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 737C CAN1 メールボックスレジスタ 55 

（C1MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 7380 CAN1 メールボックスレジスタ 56 

（C1MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 7384 CAN1 メールボックスレジスタ 56 

（C1MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 7388 CAN1 メールボックスレジスタ 56 

（C1MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 738C CAN1 メールボックスレジスタ 56 

（C1MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 7390 CAN1 メールボックスレジスタ 57 

（C1MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 7394 CAN1 メールボックスレジスタ 57 

（C1MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 7398 CAN1 メールボックスレジスタ 57 

（C1MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 739C CAN1 メールボックスレジスタ 57 

（C1MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 73A0 CAN1 メールボックスレジスタ 58 

（C1MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 73A4 CAN1 メールボックスレジスタ 58 

（C1MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 73A8 CAN1 メールボックスレジスタ 58 

（C1MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 73AC CAN1 メールボックスレジスタ 58 

（C1MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 73B0 CAN1 メールボックスレジスタ 59 

（C1MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 73B5 CAN1 メールボックスレジスタ 59 

（C1MB59） 

8/16/32 



 付録 

Rev.1.10 2011.09.16  付録-61

  R01UH0030JJ0110 

+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 
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H'FFFF 73B8 CAN1 メールボックスレジスタ 59 

（C1MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 73BC CAN1 メールボックスレジスタ 59 

（C1MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 73C0 CAN1 メールボックスレジスタ 60 

（C1MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 73C4 CAN1 メールボックスレジスタ 60 

（C1MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 73C8 CAN1 メールボックスレジスタ 60 

（C1MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 73CC CAN1 メールボックスレジスタ 60 

（C1MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 73D0 CAN1 メールボックスレジスタ 61 

（C1MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 73D4 CAN1 メールボックスレジスタ 61 

（C1MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 73D8 CAN1 メールボックスレジスタ 61 

（C1MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 73DC CAN1 メールボックスレジスタ 61 

（C1MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 73E0 CAN1 メールボックスレジスタ 62 

（C1MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 73E4 CAN1 メールボックスレジスタ 62 

（C1MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 73E8 CAN1 メールボックスレジスタ 62 

（C1MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 73EC CAN1 メールボックスレジスタ 62 

（C1MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 73F0 CAN1 メールボックスレジスタ 63 

（C1MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 73F4 CAN1 メールボックスレジスタ 63 

（C1MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 73F8 CAN1 メールボックスレジスタ 63 

（C1MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 73FC CAN1 メールボックスレジスタ 63 

（C1MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 7400 CAN1 マスクレジスタ 2 

（C1MKR2） 

8/16/32 

H'FFFF 7404 CAN1 マスクレジスタ 3 

（C1MKR3） 

8/16/32 

H'FFFF 7408 CAN1 マスクレジスタ 4 

（C1MKR4） 

8/16/32 

H'FFFF 740C CAN1 マスクレジスタ 5 

（C1MKR5） 

8/16/32 

H'FFFF 7410 CAN1 マスクレジスタ 6 

（C1MKR6） 

8/16/32 

H'FFFF 7414 CAN1 マスクレジスタ 7 

（C1MKR7） 

8/16/32 

H'FFFF 7418 CAN1 マスクレジスタ 8 

（C1MKR8） 

8/16/32 

H'FFFF 741C CAN1 マスクレジスタ 9 

（C1MKR9） 

8/16/32 



付録  

Rev.1.10 2011.09.16  付録-62   

R01UH0030JJ0110  

+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 
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H'FFFF 7420 CAN1 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 

（C1FIDCR0） 

8/16/32 

H'FFFF 7424 CAN1 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 

（C1FIDCR1） 

8/16/32 

H'FFFF 7428 CAN1 マスク無効レジスタ 1 

（C1MKIVLR1） 

8/16/32 

H'FFFF 742C CAN1 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 

（C1MIER1） 

8/16/32 

H'FFFF 7430 CAN1 マスクレジスタ 0 

（C1MKR0） 

8/16/32 

H'FFFF 7434 CAN1 マスクレジスタ 1 

（C1MKR1） 

8/16/32 

H'FFFF 7438 CAN1 マスク無効レジスタ 0 

（C1MKIVLR0） 

8/16/32 

H'FFFF 743C CAN1 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 

（C1MIER0） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 7800 CAN1 メッセージ制御レジスタ 0

（C1MCTL0） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 1

（C1MCTL1） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 2

（C1MCTL2） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 3

（C1MCTL3） 

8/16/32 

H'FFFF 7804 CAN1 メッセージ制御レジスタ 4

（C1MCTL4） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 5

（C1MCTL5） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 6

（C1MCTL6） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 7

（C1MCTL7） 

8/16/32 

H'FFFF 7808 CAN1 メッセージ制御レジスタ 8

（C1MCTL8） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 9

（C1MCTL9） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 10

（C1MCTL10） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 11

（C1MCTL11） 

8/16/32 

H'FFFF 780C CAN1 メッセージ制御レジスタ 12

（C1MCTL12） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 13

（C1MCTL13） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 14

（C1MCTL14） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 15

（C1MCTL15） 

8/16/32 

H'FFFF 7810 CAN1 メッセージ制御レジスタ 16

（C1MCTL16） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 17

（C1MCTL17） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 18

（C1MCTL18） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 19

（C1MCTL19） 

8/16/32 

H'FFFF 7814 CAN1 メッセージ制御レジスタ 20

（C1MCTL20） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 21

（C1MCTL21） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 22

（C1MCTL22） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 23

（C1MCTL23） 

8/16/32 

H'FFFF 7818 CAN1 メッセージ制御レジスタ 24

（C1MCTL24） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 25

（C1MCTL25） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 26

（C1MCTL26） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 27

（C1MCTL27） 

8/16/32 

H'FFFF 781C CAN1 メッセージ制御レジスタ 28

（C1MCTL28） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 29

（C1MCTL29） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 30

（C1MCTL30） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 31

（C1MCTL31） 

8/16/32 

H'FFFF 7820 CAN1 メッセージ制御レジスタ 32

（C1MCTL32） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 33

（C1MCTL33） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 34

（C1MCTL34） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 35

（C1MCTL35） 

8/16/32 

H'FFFF 7824 CAN1 メッセージ制御レジスタ 36

（C1MCTL36） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 37

（C1MCTL37） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 38

（C1MCTL38） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 39

（C1MCTL39） 

8/16/32 

H'FFFF 7828 CAN1 メッセージ制御レジスタ 40

（C1MCTL40） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 41

（C1MCTL41） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 42

（C1MCTL42） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 43

（C1MCTL43） 

8/16/32 

H'FFFF 782C CAN1 メッセージ制御レジスタ 44

（C1MCTL44） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 45

（C1MCTL45） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 46

（C1MCTL46） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 47

（C1MCTL47） 

8/16/32 

H'FFFF 7830 CAN1 メッセージ制御レジスタ 48

（C1MCTL48） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 49

（C1MCTL49） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 50

（C1MCTL50） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 51

（C1MCTL51） 

8/16/32 

H'FFFF 7834 CAN1 メッセージ制御レジスタ 52

（C1MCTL52） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 53

（C1MCTL53） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 54

（C1MCTL54） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 55

（C1MCTL55） 

8/16/32 

H'FFFF 7838 CAN1 メッセージ制御レジスタ 56

（C1MCTL56） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 57

（C1MCTL57） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 58

（C1MCTL58） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 59

（C1MCTL59） 

8/16/32 

H'FFFF 783C CAN1 メッセージ制御レジスタ 60

（C1MCTL60） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 61

（C1MCTL61） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 62

（C1MCTL62） 

CAN1 メッセージ制御レジスタ 63

（C1MCTL63） 

8/16/32 

H'FFFF 7840 CAN1 制御レジスタ 

（C1CTLR） 

CAN1 ステータスレジスタ 

（C1STR） 

8/16/32 
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H'FFFF 7844 CAN1 ビットコンフィグレーションレジスタ 

（C1BCR） 

CAN1 クロック選択レジスタ

（C1CLKR） 

8/16/32 

H'FFFF 7848 CAN1 受信 FIFO 制御レジスタ

（C1RFCR） 

CAN1 受信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C1RFPCR） 

CAN1 送信 FIFO 制御レジスタ

（C1TFCR） 

CAN1 送信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C1TFPCR） 

8/16/32 

H'FFFF 784C CAN1 エラー割り込み許可 

レジスタ（C1EIER） 

CAN1 エラー割り込み要因判定 

レジスタ（C1EIFR） 

CAN1 受信エラーカウント 

レジスタ（C1RECR） 

CAN1送信エラーカウントレジスタ

（C1TECR） 

8/16/32 

H'FFFF 7850 CAN1 エラーコード格納レジスタ

（C1ECSR） 

CAN1 チャネルサーチサポート 

レジスタ（C1CSSR） 

CAN1 メールボックスサーチ 

ステータスレジスタ（C1MSSR）

CAN1メールボックスサーチモード

レジスタ（C1MSMR） 

8/16/32 

H'FFFF 7854 CAN1 タイムスタンプレジスタ 

（C1TSR） 

CAN1 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ 

（C1AFSR） 

8/16/32 

H'FFFF 7858 CAN1 テスト制御レジスタ

（C1TCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 7860 CAN1 割り込み許可レジスタ

（C1IER） 

CAN1 割り込みステータス 

レジスタ（C1ISR） 

（使用禁止領域） CAN1メールボックスサーチマスク

レジスタ（C1MBSMR） 

8/16, 8/16, -, 

8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 8000 CAN2 メールボックスレジスタ 0 

（C2MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 8004 CAN2 メールボックスレジスタ 0 

（C2MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 8008 CAN2 メールボックスレジスタ 0 

（C2MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 800C CAN2 メールボックスレジスタ 0 

（C2MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 8010 CAN2 メールボックスレジスタ 1 

（C2MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 8014 CAN2 メールボックスレジスタ 1 

（C2MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 8018 CAN2 メールボックスレジスタ 1 

（C2MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 801C CAN2 メールボックスレジスタ 1 

（C2MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 8020 CAN2 メールボックスレジスタ 2 

（C2MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 8024 CAN2 メールボックスレジスタ 2 

（C2MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 8028 CAN2 メールボックスレジスタ 2 

（C2MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 802C CAN2 メールボックスレジスタ 2 

（C2MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 8030 CAN2 メールボックスレジスタ 3 

（C2MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 8034 CAN2 メールボックスレジスタ 3 

（C2MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 8038 CAN2 メールボックスレジスタ 3 

（C2MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 803C CAN2 メールボックスレジスタ 3 

（C2MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 8040 CAN2 メールボックスレジスタ 4 

（C2MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 8044 CAN2 メールボックスレジスタ 4 

（C2MB4） 

8/16/32 
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H'FFFF 8048 CAN2 メールボックスレジスタ 4 

（C2MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 804C CAN2 メールボックスレジスタ 4 

（C2MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 8050 CAN2 メールボックスレジスタ 5 

（C2MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 8054 CAN2 メールボックスレジスタ 5 

（C2MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 8058 CAN2 メールボックスレジスタ 5 

（C2MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 805C CAN2 メールボックスレジスタ 5 

（C2MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 8060 CAN2 メールボックスレジスタ 6 

（C2MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 8064 CAN2 メールボックスレジスタ 6 

（C2MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 8068 CAN2 メールボックスレジスタ 6 

（C2MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 806C CAN2 メールボックスレジスタ 6 

（C2MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 8070 CAN2 メールボックスレジスタ 7 

（C2MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 8074 CAN2 メールボックスレジスタ 7 

（C2MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 8078 CAN2 メールボックスレジスタ 7 

（C2MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 807C CAN2 メールボックスレジスタ 7 

（C2MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 8080 CAN2 メールボックスレジスタ 8 

（C2MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 8084 CAN2 メールボックスレジスタ 8 

（C2MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 8088 CAN2 メールボックスレジスタ 8 

（C2MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 808C CAN2 メールボックスレジスタ 8 

（C2MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 8090 CAN2 メールボックスレジスタ 9 

（C2MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 8094 CAN2 メールボックスレジスタ 9 

（C2MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 8098 CAN2 メールボックスレジスタ 9 

（C2MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 809C CAN2 メールボックスレジスタ 9 

（C2MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 80A0 CAN2 メールボックスレジスタ 10 

（C2MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 80A4 CAN2 メールボックスレジスタ 10 

（C2MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 80A8 CAN2 メールボックスレジスタ 10 

（C2MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 80AC CAN2 メールボックスレジスタ 10 

（C2MB10） 

8/16/32 
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H'FFFF 80B0 CAN2 メールボックスレジスタ 11 

（C2MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 80B4 CAN2 メールボックスレジスタ 11 

（C2MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 80B8 CAN2 メールボックスレジスタ 11 

（C2MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 80BC CAN2 メールボックスレジスタ 11 

（C2MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 80C0 CAN2 メールボックスレジスタ 12 

（C2MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 80C4 CAN2 メールボックスレジスタ 12 

（C2MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 80C8 CAN2 メールボックスレジスタ 12 

（C2MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 80CC CAN2 メールボックスレジスタ 12 

（C2MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 80D0 CAN2 メールボックスレジスタ 13 

（C2MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 80D4 CAN2 メールボックスレジスタ 13 

（C2MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 80D8 CAN2 メールボックスレジスタ 13 

（C2MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 80DC CAN2 メールボックスレジスタ 13 

（C2MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 80E0 CAN2 メールボックスレジスタ 14 

（C2MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 80E4 CAN2 メールボックスレジスタ 14 

（C2MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 80E8 CAN2 メールボックスレジスタ 14 

（C2MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 80EC CAN2 メールボックスレジスタ 14 

（C2MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 80F0 CAN2 メールボックスレジスタ 15 

（C2MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 80F4 CAN2 メールボックスレジスタ 15 

（C2MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 80F8 CAN2 メールボックスレジスタ 15 

（C2MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 80FC CAN2 メールボックスレジスタ 15 

（C2MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 8100 CAN2 メールボックスレジスタ 16 

（C2MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 8104 CAN2 メールボックスレジスタ 16 

（C2MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 8108 CAN2 メールボックスレジスタ 16 

（C2MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 810C CAN2 メールボックスレジスタ 16 

（C2MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 8110 CAN2 メールボックスレジスタ 17 

（C2MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 8114 CAN2 メールボックスレジスタ 17 

（C2MB17） 

8/16/32 
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アクセス 

サイズ 

H'FFFF 8118 CAN2 メールボックスレジスタ 17 

（C2MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 811C CAN2 メールボックスレジスタ 17 

（C2MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 8120 CAN2 メールボックスレジスタ 18 

（C2MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 8124 CAN2 メールボックスレジスタ 18 

（C2MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 8128 CAN2 メールボックスレジスタ 18 

（C2MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 812C CAN2 メールボックスレジスタ 18 

（C2MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 8130 CAN2 メールボックスレジスタ 19 

（C2MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 8134 CAN2 メールボックスレジスタ 19 

（C2MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 8138 CAN2 メールボックスレジスタ 19 

（C2MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 813C CAN2 メールボックスレジスタ 19 

（C2MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 8140 CAN2 メールボックスレジスタ 20 

（C2MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 8144 CAN2 メールボックスレジスタ 20 

（C2MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 8148 CAN2 メールボックスレジスタ 20 

（C2MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 814C CAN2 メールボックスレジスタ 20 

（C2MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 8150 CAN2 メールボックスレジスタ 21 

（C2MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 8154 CAN2 メールボックスレジスタ 21 

（C2MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 8158 CAN2 メールボックスレジスタ 21 

（C2MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 815C CAN2 メールボックスレジスタ 21 

（C2MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 8160 CAN2 メールボックスレジスタ 22 

（C2MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 8164 CAN2 メールボックスレジスタ 22 

（C2MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 8168 CAN2 メールボックスレジスタ 22 

（C2MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 816C CAN2 メールボックスレジスタ 22 

（C2MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 8170 CAN2 メールボックスレジスタ 23 

（C2MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 8174 CAN2 メールボックスレジスタ 23 

（C2MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 8178 CAN2 メールボックスレジスタ 23 

（C2MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 817C CAN2 メールボックスレジスタ 23 

（C2MB23） 

8/16/32 
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アクセス 
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H'FFFF 8180 CAN2 メールボックスレジスタ 24 

（C2MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 8184 CAN2 メールボックスレジスタ 24 

（C2MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 8188 CAN2 メールボックスレジスタ 24 

（C2MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 818C CAN2 メールボックスレジスタ 24 

（C2MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 8190 CAN2 メールボックスレジスタ 25 

（C2MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 8194 CAN2 メールボックスレジスタ 25 

（C2MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 8198 CAN2 メールボックスレジスタ 25 

（C2MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 819C CAN2 メールボックスレジスタ 25 

（C2MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 81A0 CAN2 メールボックスレジスタ 26 

（C2MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 81A4 CAN2 メールボックスレジスタ 26 

（C2MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 81A8 CAN2 メールボックスレジスタ 26 

（C2MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 81AC CAN2 メールボックスレジスタ 26 

（C2MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 81B0 CAN2 メールボックスレジスタ 27 

（C2MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 81B4 CAN2 メールボックスレジスタ 27 

（C2MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 81B8 CAN2 メールボックスレジスタ 27 

（C2MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 81BC CAN2 メールボックスレジスタ 27 

（C2MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 81C0 CAN2 メールボックスレジスタ 28 

（C2MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 81C4 CAN2 メールボックスレジスタ 28 

（C2MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 81C8 CAN2 メールボックスレジスタ 28 

（C2MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 81CC CAN2 メールボックスレジスタ 28 

（C2MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 81D0 CAN2 メールボックスレジスタ 29 

（C2MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 81D4 CAN2 メールボックスレジスタ 29 

（C2MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 81D8 CAN2 メールボックスレジスタ 29 

（C2MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 81DC CAN2 メールボックスレジスタ 29 

（C2MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 81E0 CAN2 メールボックスレジスタ 30 

（C2MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 81E4 CAN2 メールボックスレジスタ 30 

（C2MB30） 

8/16/32 



付録  

Rev.1.10 2011.09.16  付録-68   

R01UH0030JJ0110  

+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 
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H'FFFF 81E8 CAN2 メールボックスレジスタ 30 

（C2MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 81EC CAN2 メールボックスレジスタ 30 

（C2MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 81F0 CAN2 メールボックスレジスタ 31 

（C2MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 81F4 CAN2 メールボックスレジスタ 31 

（C2MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 81F8 CAN2 メールボックスレジスタ 31 

（C2MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 81FC CAN2 メールボックスレジスタ 31 

（C2MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 8200 CAN2 メールボックスレジスタ 32 

（C2MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 8204 CAN2 メールボックスレジスタ 32 

（C2MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 8208 CAN2 メールボックスレジスタ 32 

（C2MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 820C CAN2 メールボックスレジスタ 32 

（C2MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 8210 CAN2 メールボックスレジスタ 33 

（C2MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 8214 CAN2 メールボックスレジスタ 33 

（C2MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 8218 CAN2 メールボックスレジスタ 33 

（C2MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 821C CAN2 メールボックスレジスタ 33 

（C2MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 8220 CAN2 メールボックスレジスタ 34 

（C2MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 8224 CAN2 メールボックスレジスタ 34 

（C2MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 8228 CAN2 メールボックスレジスタ 34 

（C2MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 822C CAN2 メールボックスレジスタ 34 

（C2MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 8230 CAN2 メールボックスレジスタ 35 

（C2MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 8234 CAN2 メールボックスレジスタ 35 

（C2MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 8238 CAN2 メールボックスレジスタ 35 

（C2MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 823C CAN2 メールボックスレジスタ 35 

（C2MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 8240 CAN2 メールボックスレジスタ 36 

（C2MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 8244 CAN2 メールボックスレジスタ 36 

（C2MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 8248 CAN2 メールボックスレジスタ 36 

（C2MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 824C CAN2 メールボックスレジスタ 36 

（C2MB36） 

8/16/32 
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アクセス 
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H'FFFF 8250 CAN2 メールボックスレジスタ 37 

（C2MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 8254 CAN2 メールボックスレジスタ 37 

（C2MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 8258 CAN2 メールボックスレジスタ 37 

（C2MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 825C CAN2 メールボックスレジスタ 37 

（C2MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 8260 CAN2 メールボックスレジスタ 38 

（C2MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 8264 CAN2 メールボックスレジスタ 38 

（C2MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 8268 CAN2 メールボックスレジスタ 38 

（C2MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 826C CAN2 メールボックスレジスタ 38 

（C2MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 8270 CAN2 メールボックスレジスタ 39 

（C2MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 8274 CAN2 メールボックスレジスタ 39 

（C2MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 8278 CAN2 メールボックスレジスタ 39 

（C2MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 827C CAN2 メールボックスレジスタ 39 

（C2MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 8280 CAN2 メールボックスレジスタ 40 

（C2MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 8284 CAN2 メールボックスレジスタ 40 

（C2MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 8288 CAN2 メールボックスレジスタ 40 

（C2MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 828C CAN2 メールボックスレジスタ 40 

（C2MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 8290 CAN2 メールボックスレジスタ 41 

（C2MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 8294 CAN2 メールボックスレジスタ 41 

（C2MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 8298 CAN2 メールボックスレジスタ 41 

（C2MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 829C CAN2 メールボックスレジスタ 41 

（C2MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 82A0 CAN2 メールボックスレジスタ 42 

（C2MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 82A4 CAN2 メールボックスレジスタ 42 

（C2MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 82A8 CAN2 メールボックスレジスタ 42 

（C2MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 82AC CAN2 メールボックスレジスタ 42 

（C2MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 82B0 CAN2 メールボックスレジスタ 43 

（C2MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 82B4 CAN2 メールボックスレジスタ 43 

（C2MB43） 

8/16/32 
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H'FFFF 82B8 CAN2 メールボックスレジスタ 43 

（C2MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 82BC CAN2 メールボックスレジスタ 43 

（C2MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 82C0 CAN2 メールボックスレジスタ 44 

（C2MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 82C4 CAN2 メールボックスレジスタ 44 

（C2MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 82C8 CAN2 メールボックスレジスタ 44 

（C2MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 82CC CAN2 メールボックスレジスタ 44 

（C2MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 82D0 CAN2 メールボックスレジスタ 45 

（C2MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 82D4 CAN2 メールボックスレジスタ 45 

（C2MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 82D8 CAN2 メールボックスレジスタ 45 

（C2MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 82DC CAN2 メールボックスレジスタ 45 

（C2MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 82E0 CAN2 メールボックスレジスタ 46 

（C2MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 82E4 CAN2 メールボックスレジスタ 46 

（C2MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 82E8 CAN2 メールボックスレジスタ 46 

（C2MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 82EC CAN2 メールボックスレジスタ 46 

（C2MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 82F0 CAN2 メールボックスレジスタ 47 

（C2MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 82F4 CAN2 メールボックスレジスタ 47 

（C2MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 82F8 CAN2 メールボックスレジスタ 47 

（C2MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 82FC CAN2 メールボックスレジスタ 47 

（C2MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 8300 CAN2 メールボックスレジスタ 48 

（C2MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 8304 CAN2 メールボックスレジスタ 48 

（C2MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 8308 CAN2 メールボックスレジスタ 48 

（C2MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 830C CAN2 メールボックスレジスタ 48 

（C2MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 8310 CAN2 メールボックスレジスタ 49 

（C2MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 8314 CAN2 メールボックスレジスタ 49 

（C2MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 8318 CAN2 メールボックスレジスタ 49 

（C2MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 831C CAN2 メールボックスレジスタ 49 

（C2MB49） 

8/16/32 
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H'FFFF 8320 CAN2 メールボックスレジスタ 50 

（C2MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 8324 CAN2 メールボックスレジスタ 50 

（C2MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 8328 CAN2 メールボックスレジスタ 50 

（C2MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 832C CAN2 メールボックスレジスタ 50 

（C2MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 8330 CAN2 メールボックスレジスタ 51 

（C2MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 8334 CAN2 メールボックスレジスタ 51 

（C2MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 8338 CAN2 メールボックスレジスタ 51 

（C2MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 833C CAN2 メールボックスレジスタ 51 

（C2MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 8340 CAN2 メールボックスレジスタ 52 

（C2MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 8344 CAN2 メールボックスレジスタ 52 

（C2MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 8348 CAN2 メールボックスレジスタ 52 

（C2MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 834C CAN2 メールボックスレジスタ 52 

（C2MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 8350 CAN2 メールボックスレジスタ 53 

（C2MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 8354 CAN2 メールボックスレジスタ 53 

（C2MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 8358 CAN2 メールボックスレジスタ 53 

（C2MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 835C CAN2 メールボックスレジスタ 53 

（C2MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 8360 CAN2 メールボックスレジスタ 54 

（C2MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 8364 CAN2 メールボックスレジスタ 54 

（C2MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 8368 CAN2 メールボックスレジスタ 54 

（C2MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 836C CAN2 メールボックスレジスタ 54 

（C2MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 8370 CAN2 メールボックスレジスタ 55 

（C2MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 8374 CAN2 メールボックスレジスタ 55 

（C2MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 8378 CAN2 メールボックスレジスタ 55 

（C2MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 837C CAN2 メールボックスレジスタ 55 

（C2MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 8380 CAN2 メールボックスレジスタ 56 

（C2MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 8384 CAN2 メールボックスレジスタ 56 

（C2MB56） 

8/16/32 
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H'FFFF 8388 CAN2 メールボックスレジスタ 56 

（C2MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 838C CAN2 メールボックスレジスタ 56 

（C2MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 8390 CAN2 メールボックスレジスタ 57 

（C2MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 8394 CAN2 メールボックスレジスタ 57 

（C2MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 8398 CAN2 メールボックスレジスタ 57 

（C2MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 839C CAN2 メールボックスレジスタ 57 

（C2MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 83A0 CAN2 メールボックスレジスタ 58 

（C2MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 83A4 CAN2 メールボックスレジスタ 58 

（C2MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 83A8 CAN2 メールボックスレジスタ 58 

（C2MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 83AC CAN2 メールボックスレジスタ 58 

（C2MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 83B0 CAN2 メールボックスレジスタ 59 

（C2MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 83B5 CAN2 メールボックスレジスタ 59 

（C2MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 83B8 CAN2 メールボックスレジスタ 59 

（C2MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 83BC CAN2 メールボックスレジスタ 59 

（C2MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 83C0 CAN2 メールボックスレジスタ 60 

（C2MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 83C4 CAN2 メールボックスレジスタ 60 

（C2MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 83C8 CAN2 メールボックスレジスタ 60 

（C2MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 83CC CAN2 メールボックスレジスタ 60 

（C2MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 83D0 CAN2 メールボックスレジスタ 61 

（C2MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 83D4 CAN2 メールボックスレジスタ 61 

（C2MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 83D8 CAN2 メールボックスレジスタ 61 

（C2MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 83DC CAN2 メールボックスレジスタ 61 

（C2MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 83E0 CAN2 メールボックスレジスタ 62 

（C2MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 83E4 CAN2 メールボックスレジスタ 62 

（C2MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 83E8 CAN2 メールボックスレジスタ 62 

（C2MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 83EC CAN2 メールボックスレジスタ 62 

（C2MB62） 

8/16/32 
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H'FFFF 83F0 CAN2 メールボックスレジスタ 63 

（C2MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 83F4 CAN2 メールボックスレジスタ 63 

（C2MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 83F8 CAN2 メールボックスレジスタ 63 

（C2MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 83FC CAN2 メールボックスレジスタ 63 

（C2MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 8400 CAN2 マスクレジスタ 2 

（C2MKR2） 

8/16/32 

H'FFFF 8404 CAN2 マスクレジスタ 3 

（C2MKR3） 

8/16/32 

H'FFFF 8408 CAN2 マスクレジスタ 4 

（C2MKR4） 

8/16/32 

H'FFFF 840C CAN2 マスクレジスタ 5 

（C2MKR5） 

8/16/32 

H'FFFF 8410 CAN2 マスクレジスタ 6 

（C2MKR6） 

8/16/32 

H'FFFF 8414 CAN2 マスクレジスタ 7 

（C2MKR7） 

8/16/32 

H'FFFF 8418 CAN2 マスクレジスタ 8 

（C2MKR8） 

8/16/32 

H'FFFF 841C CAN2 マスクレジスタ 9 

（C2MKR9） 

8/16/32 

H'FFFF 8420 CAN2 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 

（C2FIDCR0） 

8/16/32 

H'FFFF 8424 CAN2 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 

（C2FIDCR1） 

8/16/32 

H'FFFF 8428 CAN2 マスク無効レジスタ 1 

（C2MKIVLR1） 

8/16/32 

H'FFFF 842C CAN2 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 

（C2MIER1） 

8/16/32 

H'FFFF 8430 CAN2 マスクレジスタ 0 

（C2MKR0） 

8/16/32 

H'FFFF 8434 CAN2 マスクレジスタ 1 

（C2MKR1） 

8/16/32 

H'FFFF 8438 CAN2 マスク無効レジスタ 0 

（C2MKIVLR0） 

8/16/32 

H'FFFF 843C CAN2 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 

（C2MIER0） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 8800 CAN2 メッセージ制御レジスタ 0 

（C2MCTL0） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 1 

（C2MCTL1） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 2 

（C2MCTL2） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 3 

（C2MCTL3） 

8/16/32 

H'FFFF 8804 CAN2 メッセージ制御レジスタ 4 

（C2MCTL4） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 5 

（C2MCTL5） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 6 

（C2MCTL6） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 7 

（C2MCTL7） 

8/16/32 

H'FFFF 8808 CAN2 メッセージ制御レジスタ 8 

（C2MCTL8） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 9 

（C2MCTL9） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 10

（C2MCTL10） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 11 

（C2MCTL11） 

8/16/32 

H'FFFF 880C CAN2 メッセージ制御レジスタ 12 

（C2MCTL12） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 13 

（C2MCTL13） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 14

（C2MCTL14） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 15 

（C2MCTL15） 

8/16/32 

H'FFFF 8810 CAN2 メッセージ制御レジスタ 16 

（C2MCTL16） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 17 

（C2MCTL17） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 18

（C2MCTL18） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 19 

（C2MCTL19） 

8/16/32 
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H'FFFF 8814 CAN2 メッセージ制御レジスタ 20 

（C2MCTL20） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 21 

（C2MCTL21） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 22

（C2MCTL22） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 23 

（C2MCTL23） 

8/16/32 

H'FFFF 8818 CAN2 メッセージ制御レジスタ 24 

（C2MCTL24） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 25 

（C2MCTL25） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 26

（C2MCTL26） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 27 

（C2MCTL27） 

8/16/32 

H'FFFF 881C CAN2 メッセージ制御レジスタ 28 

（C2MCTL28） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 29 

（C2MCTL29） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 30

（C2MCTL30） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 31 

（C2MCTL31） 

8/16/32 

H'FFFF 8820 CAN2 メッセージ制御レジスタ 32 

（C2MCTL32） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 33 

（C2MCTL33） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 34

（C2MCTL34） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 35 

（C2MCTL35） 

8/16/32 

H'FFFF 8824 CAN2 メッセージ制御レジスタ 36 

（C2MCTL36） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 37 

（C2MCTL37） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 38

（C2MCTL38） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 39 

（C2MCTL39） 

8/16/32 

H'FFFF 8828 CAN2 メッセージ制御レジスタ 40 

（C2MCTL40） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 41 

（C2MCTL41） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 42

（C2MCTL42） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 43 

（C2MCTL43） 

8/16/32 

H'FFFF 882C CAN2 メッセージ制御レジスタ 44 

（C2MCTL44） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 45 

（C2MCTL45） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 46

（C2MCTL46） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 47 

（C2MCTL47） 

8/16/32 

H'FFFF 8830 CAN2 メッセージ制御レジスタ 48 

（C2MCTL48） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 49 

（C2MCTL49） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 50

（C2MCTL50） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 51 

（C2MCTL51） 

8/16/32 

H'FFFF 8834 CAN2 メッセージ制御レジスタ 52 

（C2MCTL52） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 53 

（C2MCTL53） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 54

（C2MCTL54） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 55 

（C2MCTL55） 

8/16/32 

H'FFFF 8838 CAN2 メッセージ制御レジスタ 56 

（C2MCTL56） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 57 

（C2MCTL57） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 58

（C2MCTL58） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 59 

（C2MCTL59） 

8/16/32 

H'FFFF 883C CAN2 メッセージ制御レジスタ 60 

（C2MCTL60） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 61 

（C2MCTL61） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 62

（C2MCTL62） 

CAN2 メッセージ制御レジスタ 63 

（C2MCTL63） 

8/16/32 

H'FFFF 8840 CAN2 制御レジスタ 

（C2CTLR） 

CAN2 ステータスレジスタ 

（C2STR） 

8/16/32 

H'FFFF 8844 CAN2 ビットコンフィグレーションレジスタ 

（C2BCR） 

CAN2 クロック選択レジスタ

（C2CLKR） 

8/16/32 

H'FFFF 8848 CAN2 受信 FIFO 制御レジスタ

（C2RFCR） 

CAN2 受信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C2RFPCR） 

CAN2 送信 FIFO 制御レジスタ

（C2TFCR） 

CAN2 送信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C2TFPCR） 

8/16/32 

H'FFFF 884C CAN2 エラー割り込み許可 

レジスタ（C2EIER） 

CAN2 エラー割り込み要因判定 

レジスタ（C2EIFR） 

CAN2 受信エラーカウント 

レジスタ（C2RECR） 

CAN2送信エラーカウントレジスタ

（C2TECR） 

8/16/32 

H'FFFF 8850 CAN2 エラーコード格納レジスタ

（C2ECSR） 

CAN2 チャネルサーチサポート 

レジスタ（C2CSSR） 

CAN2 メールボックスサーチ 

ステータスレジスタ（C2MSSR）

CAN2メールボックスサーチモード

レジスタ（C2MSMR） 

8/16/32 

H'FFFF 8854 CAN2 タイムスタンプレジスタ 

（C2TSR） 

CAN2 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ 

（C2AFSR） 

8/16/32 

H'FFFF 8858 CAN2 テスト制御レジスタ

（C2TCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 8860 CAN2 割り込み許可レジスタ

（C2IER） 

CAN2 割り込みステータス 

レジスタ（C2ISR） 

（使用禁止領域） CAN2メールボックスサーチマスク

レジスタ（C2MBSMR） 

8/16, 8/16, -, 

8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 9000 CAN3 メールボックスレジスタ 0 

（C3MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 9004 CAN3 メールボックスレジスタ 0 

（C3MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 9008 CAN3 メールボックスレジスタ 0 

（C3MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 900C CAN3 メールボックスレジスタ 0 

（C3MB0） 

8/16/32 

H'FFFF 9010 CAN3 メールボックスレジスタ 1 

（C3MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 9014 CAN3 メールボックスレジスタ 1 

（C3MB1） 

8/16/32 
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H'FFFF 9018 CAN3 メールボックスレジスタ 1 

（C3MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 901C CAN3 メールボックスレジスタ 1 

（C3MB1） 

8/16/32 

H'FFFF 9020 CAN3 メールボックスレジスタ 2 

（C3MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 9024 CAN3 メールボックスレジスタ 2 

（C3MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 9028 CAN3 メールボックスレジスタ 2 

（C3MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 902C CAN3 メールボックスレジスタ 2 

（C3MB2） 

8/16/32 

H'FFFF 9030 CAN3 メールボックスレジスタ 3 

（C3MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 9034 CAN3 メールボックスレジスタ 3 

（C3MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 9038 CAN3 メールボックスレジスタ 3 

（C3MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 903C CAN3 メールボックスレジスタ 3 

（C3MB3） 

8/16/32 

H'FFFF 9040 CAN3 メールボックスレジスタ 4 

（C3MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 9044 CAN3 メールボックスレジスタ 4 

（C3MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 9048 CAN3 メールボックスレジスタ 4 

（C3MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 904C CAN3 メールボックスレジスタ 4 

（C3MB4） 

8/16/32 

H'FFFF 9050 CAN3 メールボックスレジスタ 5 

（C3MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 9054 CAN3 メールボックスレジスタ 5 

（C3MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 9058 CAN3 メールボックスレジスタ 5 

（C3MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 905C CAN3 メールボックスレジスタ 5 

（C3MB5） 

8/16/32 

H'FFFF 9060 CAN3 メールボックスレジスタ 6 

（C3MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 9064 CAN3 メールボックスレジスタ 6 

（C3MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 9068 CAN3 メールボックスレジスタ 6 

（C3MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 906C CAN3 メールボックスレジスタ 6 

（C3MB6） 

8/16/32 

H'FFFF 9070 CAN3 メールボックスレジスタ 7 

（C3MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 9074 CAN3 メールボックスレジスタ 7 

（C3MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 9078 CAN3 メールボックスレジスタ 7 

（C3MB7） 

8/16/32 

H'FFFF 907C CAN3 メールボックスレジスタ 7 

（C3MB7） 

8/16/32 
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H'FFFF 9080 CAN3 メールボックスレジスタ 8 

（C3MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 9084 CAN3 メールボックスレジスタ 8 

（C3MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 9088 CAN3 メールボックスレジスタ 8 

（C3MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 908C CAN3 メールボックスレジスタ 8 

（C3MB8） 

8/16/32 

H'FFFF 9090 CAN3 メールボックスレジスタ 9 

（C3MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 9094 CAN3 メールボックスレジスタ 9 

（C3MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 9098 CAN3 メールボックスレジスタ 9 

（C3MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 909C CAN3 メールボックスレジスタ 9 

（C3MB9） 

8/16/32 

H'FFFF 90A0 CAN3 メールボックスレジスタ 10 

（C3MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 90A4 CAN3 メールボックスレジスタ 10 

（C3MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 90A8 CAN3 メールボックスレジスタ 10 

（C3MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 90AC CAN3 メールボックスレジスタ 10 

（C3MB10） 

8/16/32 

H'FFFF 90B0 CAN3 メールボックスレジスタ 11 

（C3MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 90B4 CAN3 メールボックスレジスタ 11 

（C3MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 90B8 CAN3 メールボックスレジスタ 11 

（C3MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 90BC CAN3 メールボックスレジスタ 11 

（C3MB11） 

8/16/32 

H'FFFF 90C0 CAN3 メールボックスレジスタ 12 

（C3MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 90C4 CAN3 メールボックスレジスタ 12 

（C3MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 90C8 CAN3 メールボックスレジスタ 12 

（C3MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 90CC CAN3 メールボックスレジスタ 12 

（C3MB12） 

8/16/32 

H'FFFF 90D0 CAN3 メールボックスレジスタ 13 

（C3MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 90D4 CAN3 メールボックスレジスタ 13 

（C3MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 90D8 CAN3 メールボックスレジスタ 13 

（C3MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 90DC CAN3 メールボックスレジスタ 13 

（C3MB13） 

8/16/32 

H'FFFF 90E0 CAN3 メールボックスレジスタ 14 

（C3MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 90E4 CAN3 メールボックスレジスタ 14 

（C3MB14） 

8/16/32 
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H'FFFF 90E8 CAN3 メールボックスレジスタ 14 

（C3MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 90EC CAN3 メールボックスレジスタ 14 

（C3MB14） 

8/16/32 

H'FFFF 90F0 CAN3 メールボックスレジスタ 15 

（C3MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 90F4 CAN3 メールボックスレジスタ 15 

（C3MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 90F8 CAN3 メールボックスレジスタ 15 

（C3MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 90FC CAN3 メールボックスレジスタ 15 

（C3MB15） 

8/16/32 

H'FFFF 9100 CAN3 メールボックスレジスタ 16 

（C3MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 9104 CAN3 メールボックスレジスタ 16 

（C3MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 9108 CAN3 メールボックスレジスタ 16 

（C3MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 910C CAN3 メールボックスレジスタ 16 

（C3MB16） 

8/16/32 

H'FFFF 9110 CAN3 メールボックスレジスタ 17 

（C3MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 9114 CAN3 メールボックスレジスタ 17 

（C3MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 9118 CAN3 メールボックスレジスタ 17 

（C3MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 911C CAN3 メールボックスレジスタ 17 

（C3MB17） 

8/16/32 

H'FFFF 9120 CAN3 メールボックスレジスタ 18 

（C3MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 9124 CAN3 メールボックスレジスタ 18 

（C3MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 9128 CAN3 メールボックスレジスタ 18 

（C3MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 912C CAN3 メールボックスレジスタ 18 

（C3MB18） 

8/16/32 

H'FFFF 9130 CAN3 メールボックスレジスタ 19 

（C3MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 9134 CAN3 メールボックスレジスタ 19 

（C3MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 9138 CAN3 メールボックスレジスタ 19 

（C3MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 913C CAN3 メールボックスレジスタ 19 

（C3MB19） 

8/16/32 

H'FFFF 9140 CAN3 メールボックスレジスタ 20 

（C3MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 9144 CAN3 メールボックスレジスタ 20 

（C3MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 9148 CAN3 メールボックスレジスタ 20 

（C3MB20） 

8/16/32 

H'FFFF 914C CAN3 メールボックスレジスタ 20 

（C3MB20） 

8/16/32 
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H'FFFF 9150 CAN3 メールボックスレジスタ 21 

（C3MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 9154 CAN3 メールボックスレジスタ 21 

（C3MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 9158 CAN3 メールボックスレジスタ 21 

（C3MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 915C CAN3 メールボックスレジスタ 21 

（C3MB21） 

8/16/32 

H'FFFF 9160 CAN3 メールボックスレジスタ 22 

（C3MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 9164 CAN3 メールボックスレジスタ 22 

（C3MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 9168 CAN3 メールボックスレジスタ 22 

（C3MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 916C CAN3 メールボックスレジスタ 22 

（C3MB22） 

8/16/32 

H'FFFF 9170 CAN3 メールボックスレジスタ 23 

（C3MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 9174 CAN3 メールボックスレジスタ 23 

（C3MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 9178 CAN3 メールボックスレジスタ 23 

（C3MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 917C CAN3 メールボックスレジスタ 23 

（C3MB23） 

8/16/32 

H'FFFF 9180 CAN3 メールボックスレジスタ 24 

（C3MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 9184 CAN3 メールボックスレジスタ 24 

（C3MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 9188 CAN3 メールボックスレジスタ 24 

（C3MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 918C CAN3 メールボックスレジスタ 24 

（C3MB24） 

8/16/32 

H'FFFF 9190 CAN3 メールボックスレジスタ 25 

（C3MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 9194 CAN3 メールボックスレジスタ 25 

（C3MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 9198 CAN3 メールボックスレジスタ 25 

（C3MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 919C CAN3 メールボックスレジスタ 25 

（C3MB25） 

8/16/32 

H'FFFF 91A0 CAN3 メールボックスレジスタ 26 

（C3MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 91A4 CAN3 メールボックスレジスタ 26 

（C3MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 91A8 CAN3 メールボックスレジスタ 26 

（C3MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 91AC CAN3 メールボックスレジスタ 26 

（C3MB26） 

8/16/32 

H'FFFF 91B0 CAN3 メールボックスレジスタ 27 

（C3MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 91B4 CAN3 メールボックスレジスタ 27 

（C3MB27） 

8/16/32 
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Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FFFF 91B8 CAN3 メールボックスレジスタ 27 

（C3MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 91BC CAN3 メールボックスレジスタ 27 

（C3MB27） 

8/16/32 

H'FFFF 91C0 CAN3 メールボックスレジスタ 28 

（C3MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 91C4 CAN3 メールボックスレジスタ 28 

（C3MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 91C8 CAN3 メールボックスレジスタ 28 

（C3MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 91CC CAN3 メールボックスレジスタ 28 

（C3MB28） 

8/16/32 

H'FFFF 91D0 CAN3 メールボックスレジスタ 29 

（C3MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 91D4 CAN3 メールボックスレジスタ 29 

（C3MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 91D8 CAN3 メールボックスレジスタ 29 

（C3MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 91DC CAN3 メールボックスレジスタ 29 

（C3MB29） 

8/16/32 

H'FFFF 91E0 CAN3 メールボックスレジスタ 30 

（C3MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 91E4 CAN3 メールボックスレジスタ 30 

（C3MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 91E8 CAN3 メールボックスレジスタ 30 

（C3MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 91EC CAN3 メールボックスレジスタ 30 

（C3MB30） 

8/16/32 

H'FFFF 91F0 CAN3 メールボックスレジスタ 31 

（C3MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 91F4 CAN3 メールボックスレジスタ 31 

（C3MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 91F8 CAN3 メールボックスレジスタ 31 

（C3MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 91FC CAN3 メールボックスレジスタ 31 

（C3MB31） 

8/16/32 

H'FFFF 9200 CAN3 メールボックスレジスタ 32 

（C3MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 9204 CAN3 メールボックスレジスタ 32 

（C3MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 9208 CAN3 メールボックスレジスタ 32 

（C3MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 920C CAN3 メールボックスレジスタ 32 

（C3MB32） 

8/16/32 

H'FFFF 9210 CAN3 メールボックスレジスタ 33 

（C3MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 9214 CAN3 メールボックスレジスタ 33 

（C3MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 9218 CAN3 メールボックスレジスタ 33 

（C3MB33） 

8/16/32 

H'FFFF 921C CAN3 メールボックスレジスタ 33 

（C3MB33） 

8/16/32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FFFF 9220 CAN3 メールボックスレジスタ 34 

（C3MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 9224 CAN3 メールボックスレジスタ 34 

（C3MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 9228 CAN3 メールボックスレジスタ 34 

（C3MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 922C CAN3 メールボックスレジスタ 34 

（C3MB34） 

8/16/32 

H'FFFF 9230 CAN3 メールボックスレジスタ 35 

（C3MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 9234 CAN3 メールボックスレジスタ 35 

（C3MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 9238 CAN3 メールボックスレジスタ 35 

（C3MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 923C CAN3 メールボックスレジスタ 35 

（C3MB35） 

8/16/32 

H'FFFF 9240 CAN3 メールボックスレジスタ 36 

（C3MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 9244 CAN3 メールボックスレジスタ 36 

（C3MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 9248 CAN3 メールボックスレジスタ 36 

（C3MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 924C CAN3 メールボックスレジスタ 36 

（C3MB36） 

8/16/32 

H'FFFF 9250 CAN3 メールボックスレジスタ 37 

（C3MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 9254 CAN3 メールボックスレジスタ 37 

（C3MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 9258 CAN3 メールボックスレジスタ 37 

（C3MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 925C CAN3 メールボックスレジスタ 37 

（C3MB37） 

8/16/32 

H'FFFF 9260 CAN3 メールボックスレジスタ 38 

（C3MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 9264 CAN3 メールボックスレジスタ 38 

（C3MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 9268 CAN3 メールボックスレジスタ 38 

（C3MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 926C CAN3 メールボックスレジスタ 38 

（C3MB38） 

8/16/32 

H'FFFF 9270 CAN3 メールボックスレジスタ 39 

（C3MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 9274 CAN3 メールボックスレジスタ 39 

（C3MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 9278 CAN3 メールボックスレジスタ 39 

（C3MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 927C CAN3 メールボックスレジスタ 39 

（C3MB39） 

8/16/32 

H'FFFF 9280 CAN3 メールボックスレジスタ 40 

（C3MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 9284 CAN3 メールボックスレジスタ 40 

（C3MB40） 

8/16/32 
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  R01UH0030JJ0110 

+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FFFF 9288 CAN3 メールボックスレジスタ 40 

（C3MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 928C CAN3 メールボックスレジスタ 40 

（C3MB40） 

8/16/32 

H'FFFF 9290 CAN3 メールボックスレジスタ 41 

（C3MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 9294 CAN3 メールボックスレジスタ 41 

（C3MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 9298 CAN3 メールボックスレジスタ 41 

（C3MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 929C CAN3 メールボックスレジスタ 41 

（C3MB41） 

8/16/32 

H'FFFF 92A0 CAN3 メールボックスレジスタ 42 

（C3MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 92A4 CAN3 メールボックスレジスタ 42 

（C3MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 92A8 CAN3 メールボックスレジスタ 42 

（C3MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 92AC CAN3 メールボックスレジスタ 42 

（C3MB42） 

8/16/32 

H'FFFF 92B0 CAN3 メールボックスレジスタ 43 

（C3MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 92B4 CAN3 メールボックスレジスタ 43 

（C3MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 92B8 CAN3 メールボックスレジスタ 43 

（C3MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 92BC CAN3 メールボックスレジスタ 43 

（C3MB43） 

8/16/32 

H'FFFF 92C0 CAN3 メールボックスレジスタ 44 

（C3MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 92C4 CAN3 メールボックスレジスタ 44 

（C3MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 92C8 CAN3 メールボックスレジスタ 44 

（C3MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 92CC CAN3 メールボックスレジスタ 44 

（C3MB44） 

8/16/32 

H'FFFF 92D0 CAN3 メールボックスレジスタ 45 

（C3MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 92D4 CAN3 メールボックスレジスタ 45 

（C3MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 92D8 CAN3 メールボックスレジスタ 45 

（C3MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 92DC CAN3 メールボックスレジスタ 45 

（C3MB45） 

8/16/32 

H'FFFF 92E0 CAN3 メールボックスレジスタ 46 

（C3MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 92E4 CAN3 メールボックスレジスタ 46 

（C3MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 92E8 CAN3 メールボックスレジスタ 46 

（C3MB46） 

8/16/32 

H'FFFF 92EC CAN3 メールボックスレジスタ 46 

（C3MB46） 

8/16/32 
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+0 番地 +1 番地 +2 番地 +3 番地 番地 

Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FFFF 92F0 CAN3 メールボックスレジスタ 47 

（C3MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 92F4 CAN3 メールボックスレジスタ 47 

（C3MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 92F8 CAN3 メールボックスレジスタ 47 

（C3MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 92FC CAN3 メールボックスレジスタ 47 

（C3MB47） 

8/16/32 

H'FFFF 9300 CAN3 メールボックスレジスタ 48 

（C3MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 9304 CAN3 メールボックスレジスタ 48 

（C3MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 9308 CAN3 メールボックスレジスタ 48 

（C3MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 930C CAN3 メールボックスレジスタ 48 

（C3MB48） 

8/16/32 

H'FFFF 9310 CAN3 メールボックスレジスタ 49 

（C3MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 9314 CAN3 メールボックスレジスタ 49 

（C3MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 9318 CAN3 メールボックスレジスタ 49 

（C3MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 931C CAN3 メールボックスレジスタ 49 

（C3MB49） 

8/16/32 

H'FFFF 9320 CAN3 メールボックスレジスタ 50 

（C3MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 9324 CAN3 メールボックスレジスタ 50 

（C3MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 9328 CAN3 メールボックスレジスタ 50 

（C3MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 932C CAN3 メールボックスレジスタ 50 

（C3MB50） 

8/16/32 

H'FFFF 9330 CAN3 メールボックスレジスタ 51 

（C3MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 9334 CAN3 メールボックスレジスタ 51 

（C3MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 9338 CAN3 メールボックスレジスタ 51 

（C3MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 933C CAN3 メールボックスレジスタ 51 

（C3MB51） 

8/16/32 

H'FFFF 9340 CAN3 メールボックスレジスタ 52 

（C3MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 9344 CAN3 メールボックスレジスタ 52 

（C3MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 9348 CAN3 メールボックスレジスタ 52 

（C3MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 934C CAN3 メールボックスレジスタ 52 

（C3MB52） 

8/16/32 

H'FFFF 9350 CAN3 メールボックスレジスタ 53 

（C3MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 9354 CAN3 メールボックスレジスタ 53 

（C3MB53） 

8/16/32 
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Bit 31                 Bit 24 Bit 23                   Bit 16 Bit 15                    Bit 8 Bit 7                     Bit 0 

アクセス 

サイズ 

H'FFFF 9358 CAN3 メールボックスレジスタ 53 

（C3MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 935C CAN3 メールボックスレジスタ 53 

（C3MB53） 

8/16/32 

H'FFFF 9360 CAN3 メールボックスレジスタ 54 

（C3MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 9364 CAN3 メールボックスレジスタ 54 

（C3MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 9368 CAN3 メールボックスレジスタ 54 

（C3MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 936C CAN3 メールボックスレジスタ 54 

（C3MB54） 

8/16/32 

H'FFFF 9370 CAN3 メールボックスレジスタ 55 

（C3MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 9374 CAN3 メールボックスレジスタ 55 

（C3MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 9378 CAN3 メールボックスレジスタ 55 

（C3MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 937C CAN3 メールボックスレジスタ 55 

（C3MB55） 

8/16/32 

H'FFFF 9380 CAN3 メールボックスレジスタ 56 

（C3MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 9384 CAN3 メールボックスレジスタ 56 

（C3MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 9388 CAN3 メールボックスレジスタ 56 

（C3MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 938C CAN3 メールボックスレジスタ 56 

（C3MB56） 

8/16/32 

H'FFFF 9390 CAN3 メールボックスレジスタ 57 

（C3MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 9394 CAN3 メールボックスレジスタ 57 

（C3MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 9398 CAN3 メールボックスレジスタ 57 

（C3MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 939C CAN3 メールボックスレジスタ 57 

（C3MB57） 

8/16/32 

H'FFFF 93A0 CAN3 メールボックスレジスタ 58 

（C3MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 93A4 CAN3 メールボックスレジスタ 58 

（C3MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 93A8 CAN3 メールボックスレジスタ 58 

（C3MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 93AC CAN3 メールボックスレジスタ 58 

（C3MB58） 

8/16/32 

H'FFFF 93B0 CAN3 メールボックスレジスタ 59 

（C3MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 93B5 CAN3 メールボックスレジスタ 59 

（C3MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 93B8 CAN3 メールボックスレジスタ 59 

（C3MB59） 

8/16/32 

H'FFFF 93BC CAN3 メールボックスレジスタ 59 

（C3MB59） 

8/16/32 
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サイズ 

H'FFFF 93C0 CAN3 メールボックスレジスタ 60 

（C3MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 93C4 CAN3 メールボックスレジスタ 60 

（C3MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 93C8 CAN3 メールボックスレジスタ 60 

（C3MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 93CC CAN3 メールボックスレジスタ 60 

（C3MB60） 

8/16/32 

H'FFFF 93D0 CAN3 メールボックスレジスタ 61 

（C3MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 93D4 CAN3 メールボックスレジスタ 61 

（C3MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 93D8 CAN3 メールボックスレジスタ 61 

（C3MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 93DC CAN3 メールボックスレジスタ 61 

（C3MB61） 

8/16/32 

H'FFFF 93E0 CAN3 メールボックスレジスタ 62 

（C3MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 93E4 CAN3 メールボックスレジスタ 62 

（C3MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 93E8 CAN3 メールボックスレジスタ 62 

（C3MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 93EC CAN3 メールボックスレジスタ 62 

（C3MB62） 

8/16/32 

H'FFFF 93F0 CAN3 メールボックスレジスタ 63 

（C3MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 93F4 CAN3 メールボックスレジスタ 63 

（C3MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 93F8 CAN3 メールボックスレジスタ 63 

（C3MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 93FC CAN3 メールボックスレジスタ 63 

（C3MB63） 

8/16/32 

H'FFFF 9400 CAN3 マスクレジスタ 2 

（C3MKR2） 

8/16/32 

H'FFFF 9404 CAN3 マスクレジスタ 3 

（C3MKR3） 

8/16/32 

H'FFFF 9408 CAN3 マスクレジスタ 4 

（C3MKR4） 

8/16/32 

H'FFFF 940C CAN3 マスクレジスタ 5 

（C3MKR5） 

8/16/32 

H'FFFF 9410 CAN3 マスクレジスタ 6 

（C3MKR6） 

8/16/32 

H'FFFF 9414 CAN3 マスクレジスタ 7 

（C3MKR7） 

8/16/32 

H'FFFF 9418 CAN3 マスクレジスタ 8 

（C3MKR8） 

8/16/32 

H'FFFF 941C CAN3 マスクレジスタ 9 

（C3MKR9） 

8/16/32 

H'FFFF 9420 CAN3 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0 

（C3FIDCR0） 

8/16/32 

H'FFFF 9424 CAN3 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 1 

（C3FIDCR1） 

8/16/32 
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H'FFFF 9428 CAN3 マスク無効レジスタ 1 

（C3MKIVLR1） 

8/16/32 

H'FFFF 942C CAN3 メールボックス割り込み許可レジスタ 1 

（C3MIER1） 

8/16/32 

H'FFFF 9430 CAN3 マスクレジスタ 0 

（C3MKR0） 

8/16/32 

H'FFFF 9434 CAN3 マスクレジスタ 1 

（C3MKR1） 

8/16/32 

H'FFFF 9438 CAN3 マスク無効レジスタ 0 

（C3MKIVLR0） 

8/16/32 

H'FFFF 943C CAN3 メールボックス割り込み許可レジスタ 0 

（C3MIER0） 

8/16/32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 9800 CAN3 メッセージ制御レジスタ 0

（C3MCTL0） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 1

（C3MCTL1） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 2

（C3MCTL2） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 3

（C3MCTL3） 

8/16/32 

H'FFFF 9804 CAN3 メッセージ制御レジスタ 4

（C3MCTL4） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 5

（C3MCTL5） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 6

（C3MCTL6） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 7

（C3MCTL7） 

8/16/32 

H'FFFF 9808 CAN3 メッセージ制御レジスタ 8

（C3MCTL8） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 9

（C3MCTL9） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 10

（C3MCTL10） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 11

（C3MCTL11） 

8/16/32 

H'FFFF 980C CAN3 メッセージ制御レジスタ 12

（C3MCTL12） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 13

（C3MCTL13） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 14

（C3MCTL14） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 15

（C3MCTL15） 

8/16/32 

H'FFFF 9810 CAN3 メッセージ制御レジスタ 16

（C3MCTL16） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 17

（C3MCTL17） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 18

（C3MCTL18） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 19

（C3MCTL19） 

8/16/32 

H'FFFF 9814 CAN3 メッセージ制御レジスタ 20

（C3MCTL20） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 21

（C3MCTL21） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 22

（C3MCTL22） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 23

（C3MCTL23） 

8/16/32 

H'FFFF 9818 CAN3 メッセージ制御レジスタ 24

（C3MCTL24） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 25

（C3MCTL25） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 26

（C3MCTL26） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 27

（C3MCTL27） 

8/16/32 

H'FFFF 981C CAN3 メッセージ制御レジスタ 28

（C3MCTL28） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 29

（C3MCTL29） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 30

（C3MCTL30） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 31

（C3MCTL31） 

8/16/32 

H'FFFF 9820 CAN3 メッセージ制御レジスタ 32

（C3MCTL32） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 33

（C3MCTL33） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 34

（C3MCTL34） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 35

（C3MCTL35） 

8/16/32 

H'FFFF 9824 CAN3 メッセージ制御レジスタ 36

（C3MCTL36） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 37

（C3MCTL37） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 38

（C3MCTL38） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 39

（C3MCTL39） 

8/16/32 

H'FFFF 9828 CAN3 メッセージ制御レジスタ 40

（C3MCTL40） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 41

（C3MCTL41） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 42

（C3MCTL42） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 43

（C3MCTL43） 

8/16/32 

H'FFFF 982C CAN3 メッセージ制御レジスタ 44

（C3MCTL44） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 45

（C3MCTL45） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 46

（C3MCTL46） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 47

（C3MCTL47） 

8/16/32 

H'FFFF 9830 CAN3 メッセージ制御レジスタ 48

（C3MCTL48） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 49

（C3MCTL49） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 50

（C3MCTL50） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 51

（C3MCTL51） 

8/16/32 

H'FFFF 9834 CAN3 メッセージ制御レジスタ 52

（C3MCTL52） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 53

（C3MCTL53） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 54

（C3MCTL54） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 55

（C3MCTL55） 

8/16/32 

H'FFFF 9838 CAN3 メッセージ制御レジスタ 56

（C3MCTL56） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 57

（C3MCTL57） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 58

（C3MCTL58） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 59

（C3MCTL59） 

8/16/32 

H'FFFF 983C CAN3 メッセージ制御レジスタ 60

（C3MCTL60） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 61

（C3MCTL61） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 62

（C3MCTL62） 

CAN3 メッセージ制御レジスタ 63

（C3MCTL63） 

8/16/32 

H'FFFF 9840 CAN3 制御レジスタ 

（C3CTLR） 

CAN3 ステータスレジスタ 

（C3STR） 

8/16/32 

H'FFFF 9844 CAN3 ビットコンフィグレーションレジスタ 

（C3BCR） 

CAN3 クロック選択レジスタ

（C3CLKR） 

8/16/32 

H'FFFF 9848 CAN3 受信 FIFO 制御レジスタ

（C3RFCR） 

CAN3 受信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C3RFPCR） 

CAN3 送信 FIFO 制御レジスタ

（C3TFCR） 

CAN3 送信 FIFO ポインタ制御 

レジスタ（C3TFPCR） 

8/16/32 
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H'FFFF 984C CAN3 エラー割り込み許可 

レジスタ（C3EIER） 

CAN3 エラー割り込み要因判定 

レジスタ（C3EIFR） 

CAN3 受信エラーカウント 

レジスタ（C3RECR） 

CAN3送信エラーカウントレジスタ

（C3TECR） 

8/16/32 

H'FFFF 9850 CAN3 エラーコード格納レジスタ

（C3ECSR） 

CAN3 チャネルサーチサポート 

レジスタ（C3CSSR） 

CAN3 メールボックスサーチ 

ステータスレジスタ（C3MSSR）

CAN3メールボックスサーチモード

レジスタ（C3MSMR） 

8/16/32 

H'FFFF 9854 CAN3 タイムスタンプレジスタ 

（C3TSR） 

CAN3 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ 

（C3AFSR） 

8/16/32 

H'FFFF 9858 CAN3 テスト制御レジスタ

（C3TCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF 9860 CAN3 割り込み許可レジスタ

（C3IER） 

CAN3 割り込みステータス 

レジスタ（C3ISR） 

（使用禁止領域） CAN3メールボックスサーチマスク

レジスタ（C3MBSMR） 

8/16, 8/16, -, 

8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF B000 RSPI0 制御レジスタ（SP0CR） RSPI0 スレーブセレクト極性 

レジスタ（SP0SSLP） 

RSPI0 端子制御レジスタ

（SP0PCR） 

RSPI0 ステータスレジスタ

（SP0SR） 

8/16 

H'FFFF B004 RSPI0 データレジスタ 

（SP0DR） 

16/32 

H'FFFF B008 RSPI0 シーケンス制御レジスタ

（SP0SCR） 

RSPI0 シーケンスステータス 

レジスタ（SP0SSR） 

RSPI0 ビットレートレジスタ

（SP0BR） 

RSPI0 データコントロール 

レジスタ（SP0DCR） 

8/16 

H'FFFF B00C RSPI0 クロック遅延レジスタ

（SP0CKD） 

RSPI0 スレーブセレクトネゲート 

遅延レジスタ（SP0SSLND） 

RSPI0 次アクセス遅延レジスタ

（SP0ND） 

（使用禁止領域） 8/16, 8/16, 8, 

- 

H'FFFF B010 RSPI0 コマンドレジスタ 0 

（SP0CMD0） 

RSPI0 コマンドレジスタ 1 

（SP0CMD1） 

16 

H'FFFF B014 RSPI0 コマンドレジスタ 2 

（SP0CMD2） 

RSPI0 コマンドレジスタ 3 

（SP0CMD3） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF B100 RSPI1 制御レジスタ 

（SP1CR） 

RSPI1 スレーブセレクト極性 

レジスタ（SP1SSLP） 

RSPI1 端子制御レジスタ

（SP1PCR） 

RSPI1 ステータスレジスタ

（SP1SR） 

8/16 

H'FFFF B104 RSPI1 データレジスタ 

（SP1DR） 

16/32 

H'FFFF B108 RSPI1 シーケンス制御レジスタ

（SP1SCR） 

RSPI1 シーケンスステータス 

レジスタ（SP1SSR） 

RSPI1 ビットレートレジスタ

（SP1BR） 

RSPI1 データコントロール 

レジスタ（SP1DCR） 

8/16 

H'FFFF B10C RSPI1 クロック遅延レジスタ

（SP1CKD） 

RSPI1 スレーブセレクトネゲート 

遅延レジスタ（SP1SSLND） 

RSPI1 次アクセス遅延レジスタ

（SP1ND） 

（使用禁止領域） 8/16, 8/16, 8, 

- 

H'FFFF B110 RSPI1 コマンドレジスタ 0 

（SP1CMD0） 

RSPI1 コマンドレジスタ 1 

（SP1CMD1） 

16 

H'FFFF B114 RSPI1 コマンドレジスタ 2 

（SP1CMD2） 

RSPI1 コマンドレジスタ 3 

（SP1CMD3） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF B200 RSPI2 制御レジスタ（SP2CR） RSPI2 スレーブセレクト極性 

レジスタ（SP2SSLP） 

RSPI2 端子制御レジスタ

（SP2PCR） 

RSPI2 ステータスレジスタ

（SP2SR） 

8/16 

H'FFFF B204 RSPI2 データレジスタ 

（SP2DR） 

16/32 

H'FFFF B208 RSPI2 シーケンス制御レジスタ

（SP2SCR） 

RSPI2 シーケンスステータス 

レジスタ（SP2SSR） 

RSPI2 ビットレートレジスタ

（SP2BR） 

RSPI2 データコントロール 

レジスタ（SP2DCR） 

8/16 

H'FFFF B20C RSPI2 クロック遅延レジスタ

（SP2CKD） 

RSPI2 スレーブセレクトネゲート 

遅延レジスタ（SP2SSLND） 

RSPI2 次アクセス遅延レジスタ

（SP2ND） 

（使用禁止領域） 8/16, 8/16, 8, 

- 

H'FFFF B210 RSPI2 コマンドレジスタ 0 

（SP2CMD0） 

RSPI2 コマンドレジスタ 1 

（SP2CMD1） 

16 

H'FFFF B214 RSPI2 コマンドレジスタ 2 

（SP2CMD2） 

RSPI2 コマンドレジスタ 3 

（SP2CMD3） 

16 

～ （使用禁止領域） - 
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H'FFFF C000 SC0 シリアルモードレジスタ 

（SC0SMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C004 SC0 ビットレートレジスタ

（SC0BRR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C008 SC0 シリアルコントロールレジスタ 

（SC0SCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C00C SC0 送信 FIFO データレジスタ

（SC0FTDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C010 SC0 シリアルステータスレジスタ 

（SC0FSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C014 SC0 受信 FIFO データレジスタ

（SC0FRDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C018 SC0FIFO コントロールレジスタ 

（SC0FCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C01C SC0FIFO データカウントセットレジスタ 

（SC0FDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C020 SC0 シリアルポートレジスタ 

（SC0SPTR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C024 SC0 ラインステータスレジスタ 

（SC0LSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C028 SC0 シリアル拡張モードレジスタ 

（SC0EMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF C100 SC1 シリアルモードレジスタ 

（SC1SMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C104 SC1 ビットレートレジスタ

（SC1BRR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C108 SC1 シリアルコントロールレジスタ 

（SC1SCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C10C SC1 送信 FIFO データレジスタ

（SC1FTDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C110 SC1 シリアルステータスレジスタ 

（SC1FSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C114 SC1 受信 FIFO データレジスタ

（SC1FRDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C118 SC1FIFO コントロールレジスタ 

（SC1FCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C11C SC1FIFO データカウントセットレジスタ 

（SC1FDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C120 SC1 シリアルポートレジスタ 

（SC1SPTR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C124 SC1 ラインステータスレジスタ 

（SC1LSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C128 SC1 シリアル拡張モードレジスタ 

（SC1EMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF C200 SC2 シリアルモードレジスタ 

（SC2SMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C204 SC2 ビットレートレジスタ

（SC2BRR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C208 SC2 シリアルコントロールレジスタ 

（SC2SCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 
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H'FFFF C20C SC2 送信 FIFO データレジスタ

（SC2FTDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C210 SC2 シリアルステータスレジスタ 

（SC2FSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C214 SC2 受信 FIFO データレジスタ

（SC2FRDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C218 SC2FIFO コントロールレジスタ 

（SC2FCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C21C SC2FIFO データカウントセットレジスタ 

（SC2FDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C220 SC2 シリアルポートレジスタ 

（SC2SPTR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C224 SC2 ラインステータスレジスタ 

（SC2SLSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C228 SC2 シリアル拡張モードレジスタ 

（SC2EMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF C300 SC3 シリアルモードレジスタ 

（SC3SMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C304 SC3 ビットレートレジスタ

（SC3BRR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C308 SC3 シリアルコントロールレジスタ 

（SC3SCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C30C SC3 送信 FIFO データレジスタ

（SC3FTDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C310 SC3 シリアルステータスレジスタ 

（SC3FSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C314 SC3 受信 FIFO データレジスタ

（SC3FRDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF C318 SC3FIFO コントロールレジスタ 

（SC3FCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C31C SC3FIFO データカウントセットレジスタ 

（SC3FDR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C320 SC3 シリアルポートレジスタ 

（SC3SPTR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C324 SC3 ラインステータスレジスタ 

（SC3SLSR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF C328 SC3 シリアル拡張モードレジスタ 

（SC3EMR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF D004 TM スタートレジスタ 

（TMSTR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF D008 TM0 コンスタントレジスタ 

（TM0COR） 

32 

H'FFFF D00C TM0 カウンタ 

（TM0CNT） 

32 

H'FFFF D010 TM0 コントロールレジスタ 

（TM0CR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF D014 TM1 コンスタントレジスタ 

（TM1COR） 

32 

H'FFFF D018 TM1 カウンタ 

（TM1CNT） 

32 
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H'FFFF D01C TM1 コントロールレジスタ 

（TM1CR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

H'FFFF D020 TM2 コンスタントレジスタ 

（TM2COR） 

32 

H'FFFF D024 TM2 カウンタ 

（TM2CNT） 

32 

H'FFFF D028 TM2 コントロールレジスタ 

（TM2CR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 16, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E000 ATU-IIIS マスタイネーブルレジスタ 

（ATUENR） 

ATU-IIIS クロックバス 

コントロールレジスタ（ATCBCNT）

ATU-IIIS ノイズキャンセルモード

レジスタ（ATNCMR） 

16, 8, 8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E010 ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ A0（ATISRA0） 

ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ A1（ATISRA1） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFFF E014 ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ F（ATISRF） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E018 ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ G（ATISRG） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E020 ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ TOU0（ATISRT0） 

ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ TOU1（ATISRT1） 

ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ TOU2（ATISRT2） 

ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ TOU3（ATISRT3） 

8 

H'FFFF E024 ATU-IIIS インタラプトセレクト 

レジスタ TOU4（ATISRT4） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E100 ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 0 

（ATPSCR0） 

ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 1 

（ATPSCR1） 

16 

H'FFFF E104 ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 2 

（ATPSCR2） 

ATU-IIIS プリスケーラレジスタ 3 

（ATPSCR3） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E200 （使用禁止領域） （使用禁止領域） TA0 コントロールレジスタ

（TA0CR） 

（使用禁止領域） -, -, 8, - 

H'FFFF E204 TA0I/O コントロールレジスタ 1 

（TA0IO1） 

TA0I/O コントロールレジスタ 2 

（TA0IO2） 

16 

H'FFFF E208 TA0 ステータスレジスタ 

（TA0SR） 

TA0 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TA0IER） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E210 TA00 ノイズキャンセルカウンタ

（TA00NCNT） 

TA00 ノイズキャンセルレジスタ

（TA00NCR） 

TA01 ノイズキャンセルカウンタ

（TA01NCNT） 

TA01 ノイズキャンセルレジスタ

（TA01NCR） 

8 

H'FFFF E214 TA02 ノイズキャンセルカウンタ

（TA02NCNT） 

TA02 ノイズキャンセルレジスタ

（TA02NCR） 

TA03 ノイズキャンセルカウンタ

（TA03NCNT） 

TA03 ノイズキャンセルレジスタ

（TA03NCR） 

8 

H'FFFF E218 TA04 ノイズキャンセルカウンタ

（TA04NCNT） 

TA04 ノイズキャンセルレジスタ

（TA04NCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E220 TA0 フリーランニングカウンタ 

（TA0TCNT） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E228 TA00 インプットキャプチャレジスタ 

（TA00ICR） 

32 

H'FFFF E22C TA01 インプットキャプチャレジスタ 

（TA01ICR） 

32 
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H'FFFF E230 TA02 インプットキャプチャレジスタ 

（TA02ICR） 

32 

H'FFFF E234 TA03 インプットキャプチャレジスタ 

（TA03ICR） 

32 

H'FFFF E238 TA04 インプットキャプチャレジスタ 

（TA04ICR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E300 （使用禁止領域） （使用禁止領域） TA1 コントロールレジスタ

（TA1CR） 

（使用禁止領域） -, -, 8, - 

H'FFFF E304 TA1I/O コントロールレジスタ 1 

（TA1IO1） 

TA1I/O コントロールレジスタ 2 

（TA1IO2） 

16 

H'FFFF E308 TA1 ステータスレジスタ 

（TA1SR） 

TA1 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TA1IER） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E310 TA10 ノイズキャンセルカウンタ

（TA10NCNT） 

TA10 ノイズキャンセルレジスタ

（TA10NCR） 

TA11 ノイズキャンセルカウンタ

（TA11NCNT） 

TA11 ノイズキャンセルレジスタ

（TA11NCR） 

8 

H'FFFF E314 TA12 ノイズキャンセルカウンタ

（TA12NCNT） 

TA12 ノイズキャンセルレジスタ

（TA12NCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8 

H'FFFF E318 TA14 ノイズキャンセルカウンタ

（TA14NCNT） 

TA14 ノイズキャンセルレジスタ

（TA14NCR） 

TA15 ノイズキャンセルカウンタ

（TA15NCNT） 

TA15 ノイズキャンセルレジスタ

（TA15NCR） 

8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E320 TA1 フリーランニングカウンタ 

（TA1TCNT） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E328 TA10 インプットキャプチャレジスタ 

（TA10ICR） 

32 

H'FFFF E32C TA11 インプットキャプチャレジスタ 

（TA11ICR） 

32 

H'FFFF E330 TA12 インプットキャプチャレジスタ 

（TA12ICR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E338 TA14 インプットキャプチャレジスタ 

（TA14ICR） 

32 

H'FFFF E33C TA15 インプットキャプチャレジスタ 

（TA15ICR） 

32 

H'FFFF E400 TF スタートレジスタ 

（TFSTR） 

32 

H'FFFF E404 TF ノイズキャンセラコントロールレジスタ 

（TFNCCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E410 TF0 ノイズキャンセルカウンタ A

（TF0NCNTA） 

TF0 ノイズキャンセルレジスタ A

（TF0NCRA） 

TF1 ノイズキャンセルカウンタ A

（TF1NCNTA） 

TF1 ノイズキャンセルレジスタ A

（TF1NCRA） 

8 

H'FFFF E414 TF2 ノイズキャンセルカウンタ A

（TF2NCNTA） 

TF2 ノイズキャンセルレジスタ A

（TF2NCRA） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E450 TF0 ノイズキャンセルカウンタ B

（TF0NCNTB） 

TF0 ノイズキャンセルレジスタ B

（TF0NCRB） 

TF1 ノイズキャンセルカウンタ B

（TF1NCNTB） 

TF1 ノイズキャンセルレジスタ B

（TF1NCRB） 

8 

H'FFFF E454 TF2 ノイズキャンセルカウンタ B

（TF2NCNTB） 

TF2 ノイズキャンセルレジスタ B

（TF2NCRB） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8 

～ （使用禁止領域） - 
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H'FFFF E480 TF0 コントロールレジスタ

（TF0CR） 

TF0 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TF0IER） 

（使用禁止領域） TF0 ステータスレジスタ 

（TF0SR） 

8, 8, -, 8 

H'FFFF E484 TF0 時間計測カウンタ A 

（TF0ECNTA） 

32 

H'FFFF E488 TF0 イベントカウンタ 

（TF0ECNTB） 

TF0 汎用レジスタ B 

（TF0GRB） 

16 

H'FFFF E48C TF0 時間計測カウンタ C 

（TF0ECNTC） 

32 

H'FFFF E490 TF0 汎用レジスタ A 

（TF0GRA） 

32 

H'FFFF E494 TF0 キャプチャ出力レジスタ 

（TF0CDR） 

32 

H'FFFF E498 TF0 汎用レジスタ C 

（TF0GRC） 

32 

H'FFFF E49C TF0 汎用レジスタ D 

（TF0GRD） 

32 

H'FFFF E4A0 TF1 コントロールレジスタ

（TF1CR） 

TF1 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TF1IER） 

（使用禁止領域） TF1 ステータスレジスタ 

（TF1SR） 

8, 8, -, 8 

H'FFFF E4A4 TF1 時間計測カウンタ A 

（TF1ECNTA） 

32 

H'FFFF E4A8 TF1 イベントカウンタ 

（TF1ECNTB） 

TF1 汎用レジスタ B 

（TF1GRB） 

16 

H'FFFF E4AC TF1 時間計測カウンタ C 

（TF1ECNTC） 

32 

H'FFFF E4B0 TF1 汎用レジスタ A 

（TF1GRA） 

32 

H'FFFF E4B4 TF1 キャプチャ出力レジスタ 

（TF1CDR） 

32 

H'FFFF E4B8 TF1 汎用レジスタ C 

（TF1GRC） 

32 

H'FFFF E4BC TF1 汎用レジスタ D 

（TF1GRD） 

32 

H'FFFF E4C0 TF2 コントロールレジスタ

（TF2CR） 

TF2 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TF2IER） 

（使用禁止領域） TF2 ステータスレジスタ 

（TF2SR） 

8, 8, -, 8 

H'FFFF E4C4 TF2 時間計測カウンタ A 

（TF2ECNTA） 

32 

H'FFFF E4C8 TF2 イベントカウンタ 

（TF2ECNTB） 

TF2 汎用レジスタ B 

（TF2GRB） 

16 

H'FFFF E4CC TF2 時間計測カウンタ C 

（TF2ECNTC） 

32 

H'FFFF E4D0 TF2 汎用レジスタ A 

（TF2GRA） 

32 

H'FFFF E4D4 TF2 キャプチャ出力レジスタ 

（TF2CDR） 

32 

H'FFFF E4D8 TF2 汎用レジスタ C 

（TF2GRC） 

32 

H'FFFF E4DC TF2 汎用レジスタ D 

（TF2GRD） 

32 

H'FFFF E4E0 TF3 コントロールレジスタ

（TF3CR） 

TF3 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TF3IER） 

（使用禁止領域） TF3 ステータスレジスタ 

（TF3SR） 

8, 8, -, 8 

～ （使用禁止領域） - 
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H'FFFF E500 （使用禁止領域） TG スタートレジスタ 

（TGSTR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） -, 8, -, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E580 TG0 コントロールレジスタ

（TG0CR） 

TG0 ステータスレジスタ 

（TG0SR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFFF E584 TG0 カウンタ 

（TG0CNT） 

TG0 コンペアマッチレジスタ 

（TG0OCR） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E590 TG1 コントロールレジスタ

（TG1CR） 

TG1 ステータスレジスタ 

（TG1SR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFFF E594 TG1 カウンタ 

（TG1CNT） 

TG1 コンペアマッチレジスタ 

（TG1OCR） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E5A0 TG2 コントロールレジスタ

（TG2CR） 

TG2 ステータスレジスタ 

（TG2SR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFFF E5A4 TG2 カウンタ 

（TG2CNT） 

TG2 コンペアマッチレジスタ 

（TG2OCR） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E5B0 TG3 コントロールレジスタ

（TG3CR） 

TG3 ステータスレジスタ 

（TG3SR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFFF E5B4 TG3 カウンタ 

（TG3CNT） 

TG3 コンペアマッチレジスタ 

（TG3OCR） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E5C0 TG4 コントロールレジスタ

（TG4CR） 

TG4 ステータスレジスタ 

（TG4SR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFFF E5C4 TG4 カウンタ 

（TG4CNT） 

TG4 コンペアマッチレジスタ 

（TG4OCR） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E5D0 TG5 コントロールレジスタ

（TG5CR） 

TG5 ステータスレジスタ 

（TG5SR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, 8, -, - 

H'FFFF E5D4 TG5 カウンタ 

（TG5CNT） 

TG5 コンペアマッチレジスタ 

（TG5OCR） 

16 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E600 TOU0 コントロールレジスタ

（TO0CR） 

TOU0 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TO0IER） 

TOU0 出力コントロールレジスタ

（TO0OUCR） 

TOU0 ステータスレジスタ

（TO0SR） 

8 

H'FFFF E604 TOU0 カウントイネーブル 

プロテクトレジスタ 

（TO0CEPR） 

TOU0 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力プロテクトレジスタ

（TO0SHFFPR） 

TOU0 フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ 

（TO0FFPR） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF E608 TOU0 カウントイネーブル 

レジスタ（TO0CENR） 

TOU0 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力データレジスタ

（TO0SHFFDR） 

TOU0 フリップフロップ出力 

データレジスタ（TO0FFDR） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF E60C TOU0 ノイズキャンセラコント

ロールレジスタ（TO0NCCR） 

（使用禁止領域） TOU0 ノイズキャンセルカウンタ

（TO0NCNT） 

TOU0 ノイズキャンセルレジスタ

（TO0NCR） 

8, -, 8, 8 

H'FFFF E610 TOU0PWMOFF 入力処理レジスタ 

（TO0POCR） 

（使用禁止領域） TOU0PWMOFF 機能許可レジスタ

（TO0POER） 

16, -, 8 

H'FFFF E614 TOU0PWM 出力禁止制御レジスタ 

（TO0PODISCR） 

（使用禁止領域） TOU0PWM 出力禁止レベル制御 

レジスタ（TO0POLVCR） 

16, -, 8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E620 TOU00 モードコントロール 

レジスタ（TO00MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E624 TOU00 カウンタ 

（TO00CNT） 

32 
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H'FFFF E628 TOU00 リロードレジスタ 

（TO00RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E630 TOU01 モードコントロール 

レジスタ（TO01MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E634 TOU01 カウンタ 

（TO01CNT） 

32 

H'FFFF E638 TOU01 リロードレジスタ 

（TO01RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E640 TOU02 モードコントロール 

レジスタ（TO02MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E644 TOU02 カウンタ 

（TO02CNT） 

32 

H'FFFF E648 TOU02 リロードレジスタ 

（TO02RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E650 TOU03 モードコントロール 

レジスタ（TO03MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E654 TOU03 カウンタ 

（TO03CNT） 

32 

H'FFFF E658 TOU03 リロードレジスタ 

（TO03RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E660 TOU04 モードコントロール 

レジスタ（TO04MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E664 TOU04 カウンタ 

（TO04CNT） 

32 

H'FFFF E668 TOU04 リロードレジスタ 

（TO04RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E670 TOU05 モードコントロール 

レジスタ（TO05MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E674 TOU05 カウンタ 

（TO05CNT） 

32 

H'FFFF E678 TOU05 リロードレジスタ 

（TO05RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E680 TOU06 モードコントロール 

レジスタ（TO06MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E684 TOU06 カウンタ 

（TO06CNT） 

32 

H'FFFF E688 TOU06 リロードレジスタ 

（TO06RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E690 TOU07 モードコントロール 

レジスタ（TO07MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E694 TOU07 カウンタ 

（TO07CNT） 

32 

H'FFFF E698 TOU07 リロードレジスタ 

（TO07RLD） 

32 
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～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E700 TOU1 コントロールレジスタ

（TO1CR） 

TOU1 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TO1IER） 

TOU1 出力コントロールレジスタ

（TO1OUCR） 

TOU1 ステータスレジスタ

（TO1SR） 

8 

H'FFFF E704 TOU1 カウントイネーブル 

プロテクトレジスタ（TO1CEPR） 

TOU1 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力プロテクトレジスタ

（TO1SHFFPR） 

TOU1 フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ（TO1FFPR）

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF E708 TOU1 カウントイネーブル 

レジスタ（TO1CENR） 

TOU1 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力データレジスタ

（TO1SHFFDR） 

TOU1 フリップフロップ出力 

データレジスタ（TO1FFDR） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF E70C TOU1 ノイズキャンセラコント

ロールレジスタ（TO1NCCR） 

（使用禁止領域） TOU1 ノイズキャンセルカウンタ

（TO1NCNT） 

TOU1 ノイズキャンセルレジスタ

（TO1NCR） 

8, -, 8, 8 

H'FFFF E710 TOU1PWMOFF 入力処理レジスタ 

（TO1POCR） 

（使用禁止領域） TOU1PWMOFF 機能許可レジスタ

（TO1POER） 

16, -, 8 

H'FFFF E714 TOU1PWM 出力禁止制御レジスタ 

（TO1PODISCR） 

（使用禁止領域） TOU1PWM 出力禁止レベル制御 

レジスタ（TO1POLVCR） 

16, -, 8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E720 TOU10 モードコントロール 

レジスタ（TO10MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E724 TOU10 カウンタ 

（TO10CNT） 

32 

H'FFFF E728 TOU10 リロードレジスタ 

（TO10RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E730 TOU11 モードコントロール 

レジスタ（TO11MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E734 TOU11 カウンタ 

（TO11CNT） 

32 

H'FFFF E738 TOU11 リロードレジスタ 

（TO11RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E740 TOU12 モードコントロール 

レジスタ（TO12MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E744 TOU12 カウンタ 

（TO12CNT） 

32 

H'FFFF E748 TOU12 リロードレジスタ 

（TO12RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E750 TOU13 モードコントロール 

レジスタ（TO13MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E754 TOU13 カウンタ 

（TO13CNT） 

32 

H'FFFF E758 TOU13 リロードレジスタ 

（TO13RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E760 TOU14 モードコントロール 

レジスタ（TO14MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E764 TOU14 カウンタ 

（TO14CNT） 

32 

H'FFFF E768 TOU14 リロードレジスタ 

（TO14RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 
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H'FFFF E770 TOU15 モードコントロール 

レジスタ（TO15MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E774 TOU15 カウンタ 

（TO15CNT） 

32 

H'FFFF E778 TOU15 リロードレジスタ 

（TO15RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E780 TOU16 モードコントロール 

レジスタ（TO16MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E784 TOU16 カウンタ 

（TO16CNT） 

32 

H'FFFF E788 TOU16 リロードレジスタ 

（TO16RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E790 TOU17 モードコントロール 

レジスタ（TO17MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E794 TOU17 カウンタ 

（TO17CNT） 

32 

H'FFFF E798 TOU17 リロードレジスタ 

（TO17RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E800 TOU2 コントロールレジスタ

（TO2CR） 

TOU2 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TO2IER） 

TOU2 出力コントロールレジスタ

（TO2OUCR） 

TOU2 ステータスレジスタ

（TO2SR） 

8 

H'FFFF E804 TOU2 カウントイネーブル 

プロテクトレジスタ（TO2CEPR） 

TOU2 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力プロテクトレジスタ

（TO2SHFFPR） 

TOU2 フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ（TO2FFPR）

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF E808 TOU2 カウントイネーブル 

レジスタ（TO2CENR） 

TOU2 短絡防止機能用フリップ 

フロップデータレジスタ

（TO2SHFFDR） 

TOU2 フリップフロップ出力 

データレジスタ（TO2FFDR） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E820 TOU20 モードコントロール 

レジスタ（TO20MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E824 TOU20 カウンタ 

（TO20CNT） 

32 

H'FFFF E828 TOU20 リロードレジスタ 

（TO20RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E830 TOU21 モードコントロール 

レジスタ（TO21MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E834 TOU21 カウンタ 

（TO21CNT） 

32 

H'FFFF E838 TOU21 リロードレジスタ 

（TO21RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E840 TOU22 モードコントロール 

レジスタ（TO22MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E844 TOU22 カウンタ 

（TO22CNT） 

32 

H'FFFF E848 TOU22 リロードレジスタ 

（TO22RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 
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H'FFFF E850 TOU23 モードコントロール 

レジスタ（TO23MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E854 TOU23 カウンタ 

（TO23CNT） 

32 

H'FFFF E858 TOU23 リロードレジスタ 

（TO23RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E860 TOU24 モードコントロール 

レジスタ（TO24MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E864 TOU24 カウンタ 

（TO24CNT） 

32 

H'FFFF E868 TOU24 リロードレジスタ 

（TO24RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E870 TOU25 モードコントロール 

レジスタ（TO25MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E874 TOU25 カウンタ 

（TO25CNT） 

32 

H'FFFF E878 TOU25 リロードレジスタ 

（TO25RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E880 TOU26 モードコントロール 

レジスタ（TO26MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E884 TOU26 カウンタ 

（TO26CNT） 

32 

H'FFFF E888 TOU26 リロードレジスタ 

（TO26RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E890 TOU27 モードコントロール 

レジスタ（TO27MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E894 TOU27 カウンタ 

（TO27CNT） 

32 

H'FFFF E898 TOU27 リロードレジスタ 

（TO27RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E900 TOU3 コントロールレジスタ

（TO3CR） 

TOU3 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TO3IER） 

TOU3 出力コントロールレジスタ

（TO3OUCR） 

TOU3 ステータスレジスタ

（TO3SR） 

8 

H'FFFF E904 TOU3 カウントイネーブル 

プロテクトレジスタ（TO3CEPR） 

TOU3 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力プロテクトレジスタ

（TO3SHFFPR） 

TOU3 フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ（TO3FFPR）

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF E908 TOU3 カウントイネーブル 

レジスタ（TO3CENR） 

TOU3 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力データレジスタ

（TO3SHFFDR） 

TOU3 フリップフロップ出力 

データレジスタ（TO3FFDR） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF E90C TOU3 ノイズキャンセラコント

ロールレジスタ（TO3NCCR） 

（使用禁止領域） TOU3 ノイズキャンセルカウンタ

（TO3NCNT） 

TOU3 ノイズキャンセルレジスタ

（TO3NCR） 

8, -, 8, 8 

H'FFFF E910 TOU3PWMOFF 入力処理レジスタ 

（TO3POCR） 

（使用禁止領域） TOU3PWMOFF 機能許可レジスタ

（TO3POER） 

16, -, 8 

H'FFFF E914 TOU3PWM 出力禁止制御レジスタ 

（TO3PODISCR） 

（使用禁止領域） TOU3PWM 出力禁止レベル制御 

レジスタ（TO3POLVCR） 

16, -, 8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E920 TOU30 モードコントロール 

レジスタ（TO30MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 
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H'FFFF E924 TOU30 カウンタ 

（TO30CNT） 

32 

H'FFFF E928 TOU30 リロードレジスタ 

（TO30RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E930 TOU31 モードコントロール 

レジスタ（TO31MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E934 TOU31 カウンタ 

（TO31CNT） 

32 

H'FFFF E938 TOU31 リロードレジスタ 

（TO31RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E940 TOU32 モードコントロール 

レジスタ（TO32MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E944 TOU32 カウンタ 

（TO32CNT） 

32 

H'FFFF E948 TOU32 リロードレジスタ 

（TO32RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E950 TOU33 モードコントロール 

レジスタ（TO33MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E954 TOU33 カウンタ 

（TO33CNT） 

32 

H'FFFF E958 TOU33 リロードレジスタ 

（TO33RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E960 TOU34 モードコントロール 

レジスタ（TO34MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E964 TOU34 カウンタ 

（TO34CNT） 

32 

H'FFFF E968 TOU34 リロードレジスタ 

（TO34RLD） 

32 

～ （使用禁止領域）    - 

H'FFFF E970 TOU35 モードコントロール 

レジスタ（TO35MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E974 TOU35 カウンタ 

（TO35CNT） 

32 

H'FFFF E978 TOU35 リロードレジスタ 

（TO35RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E980 TOU36 モードコントロール 

レジスタ（TO36MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E984 TOU36 カウンタ 

（TO36CNT） 

32 

H'FFFF E988 TOU36 リロードレジスタ 

（TO36RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF E990 TOU37 モードコントロール 

レジスタ（TO37MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF E994 TOU37 カウンタ 

（TO37CNT） 

32 
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H'FFFF E998 TOU37 リロードレジスタ 

（TO37RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA00 TOU4 コントロールレジスタ

（TO4CR） 

TOU4 インタラプトイネーブル 

レジスタ（TO4IER） 

TOU4 出力コントロールレジスタ

（TO4OUCR） 

TOU4 ステータスレジスタ

（TO4SR） 

8 

H'FFFF EA04 TOU4 カウントイネーブル 

プロテクトレジスタ（TO4CEPR） 

TOU4 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力プロテクトレジスタ

（TO4SHFFPR） 

TOU4 フリップフロップ出力 

プロテクトレジスタ（TO4FFPR）

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF EA08 TOU4 カウントイネーブル 

レジスタ（TO4CENR） 

TOU4 短絡防止機能用フリップ 

フロップ出力データレジスタ

（TO4SHFFDR） 

TOU4 フリップフロップ出力 

データレジスタ（TO4FFDR） 

（使用禁止領域） 8, 8, 8, - 

H'FFFF EA0C TOU4 ノイズキャンセラコント

ロールレジスタ（TO4NCCR） 

（使用禁止領域） TOU4 ノイズキャンセルカウンタ

（TO4NCNT） 

TOU4 ノイズキャンセルレジスタ

（TO4NCR） 

8, -, 8, 8 

H'FFFF EA10 TOU4PWMOFF 入力処理レジスタ 

（TO4POCR） 

（使用禁止領域） TOU4PWMOFF 機能許可レジスタ

（TO4POER） 

16, -, 8 

H'FFFF EA14 TOU4PWM 出力禁止制御レジスタ 

（TO4PODISCR） 

（使用禁止領域） TOU4PWM 出力禁止レベル制御 

レジスタ（TO4POLVCR） 

16, -, 8 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA20 TOU40 モードコントロール 

レジスタ（TO40MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA24 TOU40 カウンタ 

（TO40CNT） 

32 

H'FFFF EA28 TOU40 リロードレジスタ 

（TO40RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA30 TOU41 モードコントロール 

レジスタ（TO41MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA34 TOU41 カウンタ 

（TO41CNT） 

32 

H'FFFF EA38 TOU41 リロードレジスタ 

（TO41RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA40 TOU42 モードコントロール 

レジスタ（TO42MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA44 TOU42 カウンタ 

（TO42CNT） 

32 

H'FFFF EA48 TOU42 リロードレジスタ 

（TO42RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA50 TOU43 モードコントロール 

レジスタ（TO43MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA54 TOU43 カウンタ 

（TO43CNT） 

32 

H'FFFF EA58 TOU43 リロードレジスタ 

（TO43RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA60 TOU44 モードコントロール 

レジスタ（TO44MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA64 TOU44 カウンタ 

（TO44CNT） 

32 

H'FFFF EA68 TOU44 リロードレジスタ 

（TO44RLD） 

32 
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～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA70 TOU45 モードコントロール 

レジスタ（TO45MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA74 TOU45 カウンタ 

（TO45CNT） 

32 

H'FFFF EA78 TOU45 リロードレジスタ 

（TO45RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA80 TOU46 モードコントロール 

レジスタ（TO46MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA84 TOU46 カウンタ 

（TO46CNT） 

32 

H'FFFF EA88 TOU46 リロードレジスタ 

（TO46RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF EA90 TOU47 モードコントロール 

レジスタ（TO47MCR） 

（使用禁止領域） （使用禁止領域） （使用禁止領域） 8, -, -, - 

H'FFFF EA94 TOU47 カウンタ 

（TO47CNT） 

32 

H'FFFF EA98 TOU47 リロードレジスタ 

（TO47RLD） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F000 割り込みコントロールレジスタ 0 

（ICR0） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F010 割り込み優先順位設定レジスタ 

（INTPRI） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F01C 割り込みコントロールレジスタ 1 

（ICR1） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F024 割り込み要因レジスタ 

（INTREQ） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F044 割り込みマスクレジスタ 

（INTMSK） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F064 割り込みマスククリアレジスタ 

（INTMSKCLR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F0C0 NMI フラグコントロールレジスタ 

（NMIFCR） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F300 ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ 

（USERIMASK） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F400 割り込み優先順位設定レジスタ 0 

（INT2PRI0） 

32 

H'FFFF F404 割り込み優先順位設定レジスタ 1 

（INT2PRI1） 

32 
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H'FFFF F408 割り込み優先順位設定レジスタ 2 

（INT2PRI2） 

32 

H'FFFF F40C 割り込み優先順位設定レジスタ 3 

（INT2PRI3） 

32 

H'FFFF F410 割り込み優先順位設定レジスタ 4 

（INT2PRI4） 

32 

H'FFFF F414 割り込み優先順位設定レジスタ 5 

（INT2PRI5） 

32 

H'FFFF F418 割り込み優先順位設定レジスタ 6 

（INT2PRI6） 

32 

H'FFFF F41C 割り込み優先順位設定レジスタ 7 

（INT2PRI7） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F430 割り込み要因レジスタ 00（マスク状態の影響なし） 

（INT2A00） 

32 

H'FFFF F434 割り込み要因レジスタ 10（マスク状態の影響あり） 

（INT2A10） 

32 

H'FFFF F438 割り込みマスクレジスタ 0 

（INT2MSKR） 

32 

H'FFFF F43C 割り込みマスククリアレジスタ 0 

（INT2MSKCR） 

32 

H'FFFF F440 モジュール別割り込み要因レジスタ 0 

（INT2B0） 

32 

H'FFFF F444 モジュール別割り込み要因レジスタ 1 

（INT2B1） 

32 

H'FFFF F448 モジュール別割り込み要因レジスタ 2 

（INT2B2） 

32 

H'FFFF F44C モジュール別割り込み要因レジスタ 3 

（INT2B3） 

32 

H'FFFF F450 モジュール別割り込み要因レジスタ 4 

（INT2B4） 

32 

H'FFFF F454 モジュール別割り込み要因レジスタ 5 

（INT2B5） 

32 

H'FFFF F458 モジュール別割り込み要因レジスタ 6 

（INT2B6） 

32 

H'FFFF F45C モジュール別割り込み要因レジスタ 7 

（INT2B7） 

32 

H'FFFF F460 モジュール別割り込み要因レジスタ 8 

（INT2B8） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F468 モジュール別割り込み要因レジスタ 10 

（INT2B10） 

32 

H'FFFF F46C モジュール別割り込み要因レジスタ 11 

（INT2B11） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F494 モジュール別割り込み要因レジスタ 12 

（INT2B12） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F4A0 割り込み優先順位設定レジスタ 8 

（INT2PRI8） 

32 

H'FFFF F4A4 割り込み優先順位設定レジスタ 9 

（INT2PRI9） 

32 
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H'FFFF F4A8 割り込み優先順位設定レジスタ 10 

（INT2PRI10） 

32 

H'FFFF F4AC 割り込み優先順位設定レジスタ 11 

（INT2PRI11） 

32 

H'FFFF F4B0 割り込み優先順位設定レジスタ 12 

（INT2PRI12） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F4C0 割り込み要因レジスタ 01（マスク状態の影響なし） 

（INT2A01） 

32 

H'FFFF F4C4 割り込み要因レジスタ 11（マスク状態の影響あり） 

（INT2A11） 

32 

～ （使用禁止領域） - 

H'FFFF F4D0 割り込みマスクレジスタ 1 

（INT2MSKR1） 

32 

H'FFFF F4D4 割り込みマスククリアレジスタ 1 

（INT2MSKCR1） 

32 

～H'FFFF FFFF （使用禁止領域） - 
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付録 H. 未使用端子の処理について 
表 H.1 に未使用端子の処理の例を示します。 

 

表 H.1 未使用端子の処理の例 

端子の分類 処理 

ポート入力禁止機能のある端子 

（PG0～PG3、PJ1、PJ3～PJ5、PM0、PM2、

PM4、PM6、PM8～PM15、PN0、PN1、PN4、

PN5）以外 

• ポート入力禁止状態を選択（ポート n 入力レベル設定ビット） 

• 入力モードに設定し、端子ごとに 1～10kΩの抵抗を介して Vcc または Vss に接続

• 出力モードに設定し、出力オープン（開放） 

ポート入力禁止機能のない端子*1 

PG0～PG3、PJ1、PJ3～PJ5 

• 入力モードに設定し、端子ごとに 1～10kΩの抵抗を介して Vcc または Vss に接続

• 出力モードに設定し、出力オープン（開放） 

NMI 0～10kΩの抵抗を介して Vss に接続 

XTAL、WDTOVF#  開放 

アナログ入力端子 

選択時 

オープンまたは端子ごとに 0～10kΩの抵抗を介して Vcc に接続または Vss に接続 PM0/AD0IN0、

PM2/AD0IN2、

PM4/AD0IN4、

PM6/AD0IN6、

PM8/AD0IN8～ 

PM15/AD0IN15 

汎用ポート入力 

選択時 

端子ごとに 0～10kΩの抵抗を介して Vcc に接続または Vss に接続。 

PM0、PM2、PM4、PM6、PM8～PM15 をすべてアナログ入力端子または汎用ポートに

設定してください。混在させての使用および設定は禁止です。 

アナログ入力端子 

選択時 

オープンまたは端子ごとに 0～10kΩの抵抗を介して Vcc に接続または Vss に接続 PN0/AD1IN0、

PN1/AD1IN1、

PN4/AD1IN4、 

PN5/AD1IN5 
汎用ポート入力 

選択時 

端子ごとに 0～10kΩの抵抗を介して Vcc に接続または Vss に接続。 

PN0、PN1、PN4、PN5 をすべてアナログ入力端子または汎用ポートに設定してく

ださい。混在させての使用および設定は禁止です。 

AVcc、AVREFH AVcc=Vcc、AVREFH≦AVcc 

AVss、AVREFL Vss に接続 

TCK、TMS、TDI、

MPMD 

端子ごとに 0～100kΩの抵抗を介して Vcc に接続 

ただし、MPMD はオープンでも問題ありません。 

ASEBRK#/BRKACK、

TDO 

端子ごとに 1～100kΩの抵抗を介して Vcc に接続 

ただし、TDO はオープンでも問題ありません。 

H-UDI 

TRST# 0～100kΩの抵抗を介して Vss に接続または RESET#接続 

【注】 *1 入力禁止機能のないポートの未使用端子処理を出力オープンで使用する場合、電源立ち上げから出力設定にする

までの期間、入力オープン状態となり、貫通電流が流れる可能性があります。 

   ・ 未使用端子の処理は、マイコンの端子からできるだけ短い（20mm 以内）配線で処理してください。 
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